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1 [bookmark: _Toc67253373]文書類
[bookmark: _Toc67253374]公文書類
[bookmark: _Toc67253375]「敢言之」類
基本書式①：「敢言之」＋「以來」
單體文書（もしくは分離型複合文書？）
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	某年某月某日朔某日，某職某人敢言之。

	
	本文
	状況説明
	
	
	某書/某令曰：

	
	
	
	
	
	
	
	引文/摘要

	
	
	用件
	
	
	（●）問之：/今

	
	
	
	
	
	
	
	主文

	
	書止
	敢言之。

	附記
	集配記録
	（某月）某日某時，某人以來。／某半/發。

	
	作成記録
	某手。



一體型複合文書（連署型？續け書き？）
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	文書本體
	文書の原本か寫し（書式は文書の元通り）

	
	集配記録
	（某月）某日某時，某人以來/行/上廷。（／某半/發。）

	
	作成記録
	某手。

	文書本體
	書出
	某年某月某日朔某日，某職某人敢言之。

	
	本文
	状況説明

	
	
	某書/某令曰：

	
	
	
	
	
	
	引文/摘要

	
	
	用件
	
	
	（●）問之：/今

	
	
	
	
	
	
	主文

	
	書止
	敢言之。

	附記
	集配記録
	／（某月）某日某時，某人以來。／某半/發。

	
	作成記録
	／某手。



尉
[bookmark: _Hlk73623475]廿（二十）六年十二月癸丑朔辛巳，尉守蜀敢言之：大（太）守令曰：秦人□□□
[bookmark: _Hlk73623409]侯中，秦吏自捕取。歲上物數，會九月朢（望）大（太）守府。毋有亦言。
[bookmark: _Hlk73623435]問之：尉毋當令者。敢言之。	8-0652正+8-0067正[endnoteRef:1] [1:  本簡綴合據校釋一。簡8-0067圖版似排版時誤刪左上角。] 

辛巳，走利以來。／□半。　　憙[endnoteRef:2]。　〼	8-0652背+8-0067背 [2:  “手”，僅存隱約殘筆，原釋文、校釋失釋，據文例補釋；此下應無字，原釋文、校釋標斷簡符號，據體例刪除。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	二十六年（221）十二月癸丑朔辛巳（29）、尉守[endnoteRef:3]の蜀、敢えて之れを言う。 [3:  尉、“尉”，指縣尉。官名，掌本縣武事。
※按語
県令・丞の官府である廷と県尉の官府は基本的には別個のものであるが、遷陵県では遷陵県では近傍に存在した可能性も考えられよう（ただし、他の公文書をよく精査しないとならないが）。県尉は各種兵役・力役の賦課とそれに伴う戸籍面での関与が必要になるため、一般的に受ける「治安担当官」のイメージとはかなりかけ離れた業務を担当しているので、県廷近傍に存在した方が便利といえば便利である。
なお、土口史記「戦国・秦代の県」（『史林』95-1，2012年）では、里耶秦簡8-0157・睡虎地秦簡『秦律十八種』簡159-160、張家山漢簡『二年律令』置吏律簡215から県尉が人事に関与した点に触れつつ，「尉は人事の過程において最終的ではあるが形式的に過ぎない手続きの段階のみ請け負った」とする。人事権自体は県令が有しているのはいうまでもないが、ただここで県尉が人事に関与する意味は重要である。正規の官吏や判官半民の役職に就くものは、一般民衆と比べて兵役・力役の面で差が生ずるし、爵位によっても差が生ずる。とすれば、ここで県尉が人事に対して一定の関与をするのは、兵役・力役面での業務から実際的な意味があるのはいうまでもなく、恐らく、候補者について兵役・力役面での問題などが生じないかを確認して認定する役割があったと推測される。県尉の人事への関与を単なる追認の役割程度であるように記述するのはどうか。
（近傍うんうんという話はまた異処簡の問題と関わるが8-0709と8-1489とでは、正背にそれぞれ尉と廷主吏もしくは廷戸曹とが宛先として記されているので、やはり県廷と県尉の間に公文書のやり取りがなされていたことがわかる。だから、近傍か否かを問わず別個の官府である点を強調すべし。）
なお、8-0071には、正面に遷陵丞の上行文書が、背面に、「行尉曹」という送達記録が記されている。そもそも尉に対して敢言之を使うのが特異で、何か特殊な背景があるのでは？
守、「県名・鄉名・部署名＋人名」でその長官であることを示す。「県名・鄉名・部署名＋守＋人名」で、守官であることを示す。] 


	
	本文
	状況説明
	
	
	太守、令して曰わく、

	
	
	
	
	
	
	
	秦人□□□侯中、秦吏自ら捕取す。歲ごとに物數を上し、九月望[endnoteRef:4]に太守府に會せよ[endnoteRef:5]。有る毋きも亦た言え[endnoteRef:6]。 [4:  望、月相の名、満月、ひいては満月を迎える日、即ち陰暦の毎月の十五日。二十六年（221）十二月癸丑朔辛巳（29）の視点から見た「九月望」とは、二十五年（222）九月十五日を指す。]  [5:  會、集まる意。公文書では期日（「會日」）を表す際に多く用いられる。『禮記』月令には、
是月也，申嚴號令，命百官，貴賤無不務内，以會天地之藏，無有宣出。
是の月や、號令を申嚴し、百官に命じ、貴賤とも内に務めざる無く、天地藏を會むるを以て、宣出する有る無し。
といい、鄭玄注には、
會，猶聚。
會、猶の聚むるがごとし。
という。『漢書』伍被傳に、
益發甲卒，急其會日。
甲卒を益發し、其の會日を急がしむ。
というのに対し、顏師古は
促其期日。
其の期日を促す。
と注釈する。]  [6:  有る毋きも亦た言え、該當がない場合にも報告せよという指示。] 


	
	
	用件
	
	
	之れを問うに、

	
	
	
	
	
	
	
	尉には、令に當たる者なし。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	辛巳、走[endnoteRef:7]の利、以て來る。／□半 (ひら)く。 [7:  走、かける・はしる義から轉じて、使い走り・召使の意。『列子』周穆王には、
昔昔夢爲人僕，趨走作役，無不爲也。
昔昔として夢 (ゆめみ)て人が僕と爲り、趨走して作役し、爲さざる無き也。
と、人僕として働くことを「趨走す」と稱し、『爲獄等狀』には、
217	（前略）環（還）之，毋擇不得爲丞主臣走。（後略）
之れを還さば、毋擇、丞主がために臣走するを得ざらん。（後略）
というように、周旋・世話の遜った表現として、動詞の「臣走」（＝「臣として走る」）が用いられている。名詞の「走」は、『文選』司馬遷「報任少卿書」には、
太史公牛馬走司馬遷再拜言。
太史公が牛馬走の司馬遷、再拜して言う。
と、同・阮籍「奏記詣蔣公」には
開府之日，人人自以爲掾屬，辟書始下，下走爲首。
開府の日、人人自ら掾屬と爲ると以 (おも)うも、辟書始めて下るに、走に下りて首と爲す。
と見え、李善注は後者に對して應劭『漢書注』を引いて、
走，僕也。
走、僕なり。
と注釋する。現存『漢書』蕭望之傳の應劭注には、「走」を「下走」に作るが、『玉篇』走部は李善注に同じ。また、『文選』張衡「東京賦」には、
走雖不敏，庶斯達矣。
走、敏ならずと雖も、庶 (こいねがわ)くは斯 (これ)に達せん矣。
といい、薛綜注に、
走，公子自稱走使之人，如今言僕矣。
走、公子自ら走使の人と稱するは、今僕と言うが如し。
というように、走が僕という語義から一人稱の謙讓語として用いられることを指摘する。なお、出土資料から窺える秦律では、走と僕とは明確に区別されていたが、身分や職掌等の詳細は不明。
秦律の明文規定は現存しないが、里耶秦簡8-1518+8-1490や8-1560の記載からは、使い走りに供する人夫として所定の人數の「走」が、炊事擔當の「養」（簡8-1560注？參照）と同樣に、官吏に支給されていたと推定される。簡J1⑩1170の「倉徒簿最」に記されている「吏走」がそれに該當すると考えられる。一方、「倉徒簿最」には、十一人の未成年男子の「吏走」のほかに、一人の成年男子の「廷走」が見えており、縣廷の使い走り等に供せられる人夫と理解される。] 


	
	作成記録
	憙手す[endnoteRef:8]。 [8:  手、「某手」の形で使用し、その文書の作成者・取り扱い擔當者を示す。簡8-0755+0756+0757+
0758+0759と8-1511では、洞庭太守が以前遷陵県から送られてきた文書の件を取り上げるにあたり、その手者を指摘している。] 




卅（三十）三年三月辛未朔丙戌，尉廣敢言之：□〼
自言[endnoteRef:9]：謁徙遷陵陽里。謁告襄城□[endnoteRef:10]〼 [9:  “自”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（八則）〉（簡帛網，2013年5月17日）補釋。]  [10:  襄城，秦縣名。見於《漢書》地理志，屬潁川郡，治今河南省襄城縣。
簡8-0975記載尉遷陵縣寄給襄城縣的平行文書，發行形式爲“敢告襄城”，或與本簡有關。簡8-1477+1141似人爲裁斷，也不能排除簡8-0975原與簡8-1477+1141屬相同簡牘，亦被人爲裁斷的可能性。若然，簡8-0975則應位於簡8-1141左側。] 

何計受？署計年名爲報。署〼	8-1477正+8-1141[endnoteRef:11]   [11:  本牘綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（八則）〉（簡帛網，2013年5月17日）。簡8-1141缺背面圖版。] 

三月丙戌旦，守府交以來。／履發。〼	8-1477背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	三十三年（214）三月辛未朔丙戌（16）、尉の廣、敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	□【……】自言[endnoteRef:12]すらく、 [12:  自言、自ら言う、法律用語としては、官府に對する陳述や諸種の申請行爲を指す。『漢書』卷36楚元王傳に、
蓋長公主孫譚遮德自言，德數責以公主起居無狀。
蓋長公主が孫の譚、德を遮りて自言し、德、數責むるに公主が起居の狀無きを以てす。
というのに対し、顏師古
公主之孫名譚，自言者，申理公主所坐。
公主の孫が名は譚、自言するとは、公主の坐する所を申理するなり。
と注する。簡牘史料では、『二年律令』簡〇五八には、
諸乘私馬出，馬當復入而死亡，自言在縣官，縣官診及獄訊審死亡，皆〖告〗津關。
諸 (すべ)て私馬に乘りて（津關を）出で、馬、當 (まさ)に復 (ま)た入るべきに死亡するは、自ら在る（ところの）縣官に言え。縣官、（馬を）診 (み)及び（人を）獄訊して審 (つまび)らかに死亡せば、皆な津關に告げよ。
と、馬の死亡屆、居延漢簡の簡一五.一九には
永始五年閏月己巳朔丙子，北鄕嗇夫忠敢言之。義成里崔自當自言：爲家私市居延。謹案：自當毋官獄徵事，當得取傳。謁移肩水金關、居延縣索關。敢言之。閏月丙子，觻得丞彭移肩水金關、居延縣索關。書到，如律令。
永始五年閏月己巳朔丙子、北鄕嗇夫の忠、敢えてこれを言う。義成里の崔自當、自ら言うに、家が爲に居延に私市せん。謹みて案ずるに、自當は、官獄徵事なければ、當 (まさ)に傳を取るを得べし。謁うらくは、肩水金關・居延縣索關に移せ、と。敢えてこれを言う。閏月丙子、觻得丞の彭、肩水金關・居延縣索關に移す。書到らば、律令が如くせよ。
と、傳（通行證）の申請、同簡三.六には、
隧長徐宗。　　自言：責故三泉亭長石延壽茭錢少二百八十，數責不可得。
隧長の徐宗。　　自ら言うに、故三泉亭長の石延壽に茭錢の少き二百八十を責む。數 (しばしば)責むるも、得べからず。
と、債權取立の申し立てを「自言」と表現している。] 


	
	
	
	謁うらくは、遷陵（縣）[endnoteRef:13]の陽里に徙らん[endnoteRef:14]。 [13:  遷陵、“遷陵”，秦縣名。據《漢書•地理志》記載，漢置遷陵縣，屬武陵郡。今湖南省保靖縣西南有遷陵鎮。但從已發表的里耶秦簡來看，今湖南省龍山縣的里耶城 址應是秦代的遷陵縣。簡8-0757の記載によって、遷陵縣が秦王政二十五年に設置されたことが判る。]  [14:  徙、うつる・うつすこと、ここでは、移住を指す。『法律答問』には、
147	甲徙居，徙數謁吏，吏環（還），弗爲更籍。今甲有耐、貲罪，問吏可（何）論。耐以上，當貲二甲。
甲、居を徙すに、數を徙して吏に謁うも、吏、還して（これが）爲に籍を更めず。今、甲、耐・貲罪有り。問うらくは、吏、何 (いか)にか論ずる、と。耐以上は、當 (まさ)に二甲を貲るべし。
というように、移住に伴う屆出に言及する。『二年律令』の次の記述からは、八月に實施される「案戶」とともに、移住に伴う轉出などの手續に關する明文規定が窺える。
328	恆以八月令鄕部嗇夫、吏、令史相雜案戶，戶籍副臧（藏）其廷。有移徙者，輒移戶及年籍爵紬徙所，幷封。留弗移，移不幷封，
329	及實不徙數盈十日，皆罰金四两。數在所正、典弗告，與同罪。鄕部嗇夫、吏主及案戶者弗得，罰金
330	各一两。
恆に、八月を以て、鄕部嗇夫・吏・令史に令して相雜えて戶を案ぜしめよ。戶籍が副は其の廷に藏ぜよ。移徙する者有らば、輒ちに戶及び年籍・爵紬を徙す所に移し、幷封せよ。留めて（これを）移さず、移すも幷封せず、及び實に數を徙すこと十日に盈たば、皆な罰金四两。數の在る所の正・典（これを）告げずんば、與 (とも)に罪を同じくす。鄕部嗇夫・吏の主する（もの）及び戶を案ずる者、（これを）得ずんば、罰金各々一两。] 


	
	
	用件
	
	
	謁うらくは、

	
	
	
	
	
	
	
	襄城（縣）に告げて【……】□【……】せしめよ。【……。問え、】何れの計[endnoteRef:15]より受くる[endnoteRef:16]や。計の年・名[endnoteRef:17]を署して[endnoteRef:18]報を爲せ。 [15:  計、總計すること、行政文書ではとくに、年度ごとに戶口・墾田・金錢財物・税收等の增減や總數を數え上げる、つまり計上すること。『説文解字』言部には、
計，會也，筭也。
計は、會 (あつ)むるなり、筭 (かぞ)うるなり。
といい、『論衡』論死には、
計今人之數不若死者多，如人死輒爲鬼，則道路之上一步一鬼也。
今人の數を計するに、死者の多きに若かず。如 (も)し人死して輒ち鬼と爲らば、則ち道路の上、一步ごとに一鬼なり。
という普通動詞の用例が見える。文書行政における會計用語としては、『秦律十八種』簡034に
034	計禾，別黃、白、靑。𥟲（秫）勿以稟人。	倉
禾を計うるに、黃・白・靑を別て。秫は、以て人に稟くるなかれ。	倉（律）
という。年度ごとの計上（＝「計」）を實數の報告（＝「上數」）と區別する用例としては、『秦律十八種』簡035-036が注目される。
035	稻後禾孰（熟），計稻後年；已獲上數。別粲、穤（糯）秙（𪏻）稻。別粲、糯（糯）之襄（釀）。歲異積之，勿增積。以給客，到十月牒書數，
036	上内【史】。	倉
稻、禾より後れて熟せば、稻を後年に計えよ。已に獲たらば、數を上せ。粲と糯𪏻の稻を別て。粲と糯の釀を別て。歲ごとに之れを異にして積み、增して積むことなかれ。以て客に給せば、十月に到りて數を牒書し、内史に上 (のぼ)せ。	倉
また、『秦律十八種』簡116-117に
116	興徒以爲邑中之紅（功）者，令𥿍（嫴）堵卒歲。未卒堵壞，司空將紅（功）及君子主堵者有罪，令其徒復垣之，
117	勿計爲䌛（徭）。
徒を興こして以て邑中の功を爲す者は、令して堵 (かき)を嫴 (うけあ)いて歲を卒 (お)えしむ。（歳を）未だ卒えずして堵壞れば、司空の功を將 (ひき)いる（もの）及び君子の堵を主る者、罪有り、その徒に令して復たこれを垣 (きず)かしむ。計して徭と爲すなかれ。
という表現には、特定の項目として計上する意味が込められている。
計上の意から轉じて、戶口・墾田・金錢財物・税收等の增減や總數を年度單位で記した帳簿・會計をも表す。『韓非子』難二には、
李兌治中山，苦陘令上計而入多。
李兌、中山を治むるに、苦陘令、計を上して入るる多し。
と、いい、『戰國策』齊策に
靖郭君謂齊王曰：五官之計，不可不日聽也而數覽。
靖郭君、齊王に謂いて曰わく、五官の計、日々聽いて數 (しばしば)覽ざるべからず。
というのに對して、高誘注は
計，簿書也。
計は、簿書なり。
と解釋する。『二年律令』簡214に
214	（前略）縣道官之計，各關屬所二千石官。（後略）
縣道官の計は、各々屬する所の二千石の官に關す。
とみえる「計」は、「簿書」すなわち會計書類を指す。基層の鄕・里から尉を通じて縣單位に會計のデータが集められる樣子は嶽麓秦簡（肆）の律令簡牘の次の記述から窺える。
140	尉卒律曰：爲計，鄕嗇夫及典、老月辟其鄕里之入𣫃（穀）、徙除及死亡者，謁于尉，尉月牒部之，到十月乃
141	比其牒，里相就殹（也）以會計。黔[首]之闌亡者卒歲而不歸，紬其計籍，書其初亡之年月于紬，善臧（藏）以戒其得。
尉卒律に曰わく、計を爲 (おさ)むるに、鄕嗇夫及び典・老、月ごとに、其の鄕里の穀を入れ、徙除し及び死亡する者を辟 (と)い、尉に謁 (つ)ぐ。尉、月ごとに牒もて之れを部 (す)べ、十月に到りては乃ち其の牒を比べ、里ごとに相就かしめて以て會計す。黔首の闌亡する者、歲を卒うるも歸らざるは、其の計を籍より紬 (ひきつづ)り，其の初めて亡ぐるの年月を紬 (つづ)りに書き、善く藏して以て其の得 (とら)えらるるを戒む。
なお、「計」に對して「校」が、計に基づいて「考課」が行われる關係上、傳世文獻では「計」は「校」や「考課」とやや混同される傾向にある。例えば、『廣雅』釋言には、
計，校也。
計は、校 (くら)ぶる也。
といい、董仲舒『春秋繁露』考功名には、
前後三考而絀陟，命之曰計。
前後三たび考えて絀陟するは、命じて之れを計と曰う。
と述べるが、睡虎地秦簡や里耶秦簡等の出土史料から判斷する限り、計は、會計そのものを指し、「校」や「課」とは明確に區別される。「校」と「課」は簡8-????と8-????の注？と？を參照。また、定期的に會計を郡や朝廷に報告する「上計」制度から轉じて、「計」字が「上計の吏」を表す場合もある。簡8-0108+8-0002注？を參照。]  [16:  付計・受計、會計用語、他の會計に付 (わた)したもの若しくは他の會計より受けたものとして計上することをいう。物品・勞務・人員ごとに會計を管轄して責任を負う役所が定められているのは、『秦律十八種』簡139-140に
139	（前略）官作居貲贖責而遠其計所官者，盡八月各以其作日及衣數告其計所官，毋過九月而觱（畢）到
140	其官。官相紤（近）者，盡九月而告其計所官，計之其作年。（中略）	司
官に作して、貲に居して責めを贖うに、その計する所の官より遠き者は、八月を盡くして各々その作日及び衣數を以てその計する所の官に告ぐ。九月を過ぎずして畢 (ことごと)くその官に到らしめよ。官の相近き者は、九月を盡くしてその計する所の官に告げ、これをその作せるの年に計えよ。
		司（空律）
とみえる「計所官」という表現から判明する。役所閒に物品・勞務・人員の移轉が發生すれば、『秦律十八種』簡070に
070	官相輸者，以書告其出計之年，受者以入計之。八月、九月中其有輸，計其輸所遠近，不能逮其輸所之計，
071	□□□□□□□移計其後年。計毋相繆（謬）。工獻輸官者，皆深（探）以其年計之。				金布律
官の相輸 (おく)る者は、書を以てその計より出だすの年を告げ、受くる者、（その年を）以てこれを入れて計 (かぞ)う。八月・九月中、其れ輸る有らば、其の輸る所の遠近を計うるに、其の輸る所の計に逮ぶ能わずんば、□□□□□□□計を其の後年に移せ。計、相謬 (あやま)らしむることなかれ。工の獻じて官に輸る者は、皆な探 (の)ばして其の年を以て之れを計えよ。	金布律
と見えるように、それぞれの役所では、會計の「出」と「入」の方にそれを計上しなければならない。その際、移轉事由として、「某會計に付した」もしくは「某會計より受けた」と記載して、管轄の移轉を明記すると推定される。正確にそのように處理した計簿の實物は現存していないが、次の懸泉置漢簡の「費用簿」（I0112③: 61-78）に「受縣」とあるのは、縣計からの「受計」に相當すると考えられる。
縣（懸） 泉置元康五年正月過長羅侯費用薄（簿）。縣掾延年過。（61）
入羊五，其二睪（羔），三大羊，以過長羅侯軍長吏具。62
入鞠（麴）三石，受縣。63
出鞠（麴）三石，以治酒之釀。64
（中略）
入酒二石，受縣。73
出酒十八石，以過軍吏廿（二十），斥候五人，凡七十人。74
□凡酒廿（二十）。其二石受縣，十八石置所自治酒。75
凡出酒廿（二十）石。76
出米廿（二十）八石八斗，以付亭長奉德、都田佐宣以食施刑士三百人。77
□凡出米卌（四十）八石。78
縣（懸）泉置、元康五年正月、長羅侯を過ぐすの費用が簿。縣掾の延年、過ごす。
入る、羊五。其の二は羔 (こひつじ)、三は大羊。以て長羅侯が軍の長吏を過ごす。具 (そな)わる。62
入る、麴 (こうじ)三石。縣より受く。63
出だす、麴三石。以て酒の釀を治む。64
入る、酒二石。縣より受く。73
出だす、酒十八石。以て軍吏二十・斥候五人、凡そ七十人を過ごす。74
□凡そ酒二十。其の二石は縣より受け、十八石は置の自ら治むる所の酒。75
凡そ出だす、酒二十石。76
出だす、米二十八石八斗。以て亭長の奉德・都田佐の宣に付 (わた)し、以て施刑士三百人に食らわしむ。77
□凡そ出だす、米四十八石。78]  [17:  計年・計名、計簿の年度と名稱。計簿は、年度と内容によって分類して保管されていたようであるが、内容を識別するためには、「器計」（8-0021）・「田車計」（8-0410）・「貲責計」（8-0480）・「禾稼計」（8-0481）等の表題が付けられていた。「計の年・名を署して報を爲せ」とは、（移籍前の）計簿の年度と表題を明記して報告せよという指示。]  [18:  署、しるす意、筆で書くという意味の「書」と違って、所定の事項を所定の場所に記すこと、つまり記入・題署を表し、多くの場合は文書の宛書を指す。『釋名』釋書契には、
書稱題，題諦也，審諦其名號也；亦言第，因其第次也。書文書檢曰署，署予也，題所予者官號也。
書くをば題すると稱するは、題、諦 (つまび)らかにする也、其の名號を審諦する也。亦た第と言うは、其の第次に因る也。文書が檢を書くをば署と曰うは、署、予うる也、予うる所の者が官號を題する也。
といい、『玉篇』网部もそれを踏襲して、
署，書檢。
署は、檢を書くなり。
という。本簡の二つ目の「署」は、簡8-0293+8-0061+8-2012の「署中曹發」や8-0197の「署主吏發」と同様に、発信者が受信者に対して、返信の際担当部署を題署するように、つまり開封者指定を求めているが、それは、嶽麓秦簡（四）の律令簡牘に
281	興律曰：諸書求報者，皆告令署某曹發。弗告曹，報者署報書中某手。告而弗署，署而環（還）及弗告，及
282	不署手，貲各一甲。
興律に曰く、諸そ書の報を求むる者は、皆な告げて令して某曹発けと署 (しる)させよ。曹を告げずんば、報ずる者は報ずる（ところの）書の中の某手を署せ。告ぐるも署さざる（もの）、署すも還し及び告げざる（もの）、及び手を署さざるは、貲すること各々一甲、と。
と見える律の明文規定に基づく。実際に里耶秦簡には、「某曹／主某發」と記した封緘簡牘も数多く見受けられるが、「署」は、封検の宛書に限定せず、本簡の最初の「署」のように広く文書や簿籍に所定の内容項目を記入する意味にも用いられる。『秦律十八種』には、
201	道官相輸隸臣妾、收人，必署其已稟年日月，受衣未受，有妻毋（無）有。受者以律續食衣之。								屬邦〼
道官、隸臣妾・收人を相輸 (おく)るに、必ずその已に（食を）稟 (う)けたる年日月・衣を受けしや未だ受けざるや、妻の有るや無きやを署 (しる)せ。受くる者は、律を以て續けてこれを食・衣す。    屬邦
と、隷臣妾等の移管に際して、衣食の受給状況等を記入して通知する規定が見える。嶽麓秦簡（四）の律令簡牘には、
178	（前略）黔首老弱及𤵸（癃）病，不可令奔敬（警）者，牒書署其故，勿予符。（後略）
黔首の老弱及び癃病もて令して警に奔らしむべからざる者は、牒書して其の故を署 (しる)し、符を予うるなかれ。
と、老弱等のため徴発できない者について、本人に割符（「五寸符」）を手渡す代わりに、通常の木簡（「牒」）に記録して徴発できない理由を明記するように定める奔警律の逸文が記されている。また『奏讞書』には、
177	（前略）臣案其上功牒，署能治禮。（後略）
臣、其の上功牒を案ずるに、能 (よ)く禮を治むと署す。（後略）
というように、人事評価に関わる「上功牒」という書類に、「能治禮」という評価項目が記されていることを「署」と表現している。里耶秦簡にも簡8-0138+8-0522 +8-0174+8-0523や簡8-0746+8-1588に「各自署廟所質日」や「署其犯灋（法）爲非年月日」といった類似用例が見受けられる。
なお、『説文解字』网部によれば、署は配置・配属を本義とする（簡8-0178注？参照）が、しるすという字義は、文字を所定の場所に配置することを表す転義ではないかと推測される。] 
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	附記
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	三月丙戌、旦、守府[endnoteRef:19]の交、以て來る。／履發 (ひら)く。 [19:  守府、官職名担当（訳注稿xlsxに関連注案多数あり）] 
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屯卒公卒朐忍固陽失自言：室遺廿（二十）八年衣用，未得。今固陵	8-0445
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、尉某？、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】屯卒公卒[endnoteRef:20]の朐忍 (しゅんじゅん)（縣）[endnoteRef:21]固陽（里）の失、自言すらく、 [20:  公卒、秦漢無爵身份の一つ。『二年律令』簡三五九-三六〇に
不爲後而傅者，關内侯子二人爲不更，它子爲簪褭；卿子二人爲不更，它子爲上造；五大夫子二人爲簪褭，它子爲上造；公乘、公大夫子二人爲上造，它子爲公士；官大夫及大夫子爲公士；不更至上造子爲公卒。
後と爲さずして傅せらるる者、關内侯が子は二人不更と爲し、它子は簪褭と爲す。卿が子は二人不更と爲し、它子は上造と爲す。五大夫が子は二人簪褭と爲し、它子は上造と爲す。公乘・公大夫が子は二人上造と爲し、它子は公士と爲す。官大夫及び大夫が子は公士と爲す。不更より上造が子に至るは公卒と爲す。
とあるように、不更以下上造以上の身分の子に授けられる。なお、傳世文獻からは「公卒」の用例が確認できず、また簡牘史料でも睡虎地秦簡から檢出されず、嶽麓『爲獄等狀』簡062「公卒芮」や律令簡牘143「其里公卒、士五（伍）年長而毋（無）害」等が初出のようである。]  [21:  朐忍、秦の縣名、『漢書』地理志では、巴郡に屬しており、治所は現在の四川省云（雲？）陽縣の西と考えられる。『二年律令』では秩律のほか、津関令（簡518）にも見え、そこでは雲夢の竇園があることが記述されている。
518	〼相國上南郡守書言，雲夢附竇園一所，在朐忍界中，任徒治園者出人〔入〕扜〔扞〕關，故巫爲傳，今不得，請以園印爲傳，扜〔扞〕關聽
508	出，它如律令。御史以聞，請許，及諸乘私馬出，馬當復入而死亡，自言在縣官，縣官診及獄訊審死亡，皆【告】津關。制曰，可。
【……】相國、南郡守が書を上して言わく、「雲夢、竇園一所を附し、朐忍が界中にあり。徒の治園者に、扞關を出入するを任 (ゆし)すに、故 (も)と巫（縣）傳を爲 (つく)るも、今得ざれば、園印を以て傳を爲り、扞關、出づるを聽 (ゆる)すを請う。它は律令の如せられん」。御史以て聞こえしめ、許さんこと、及び諸て私馬に乘じて出で、馬當に復た入るべきに死亡し、自ら在縣の官に言い、縣官診 (み)及び獄もて訊ねて審らかに死亡せば、皆な津關に告しめげんことを請う。制して曰わく、「可なり。」
→さらに読み方について説明すべし！] 


	
	
	
	
	
	
	
	室[endnoteRef:22]、二十八年（219）が衣用[endnoteRef:23]を遺 (おく)るも未だ得ず。 [22:  室、妻のこと。『禮記』曲禮上には、
人生十年曰幼，學。二十曰弱，冠。三十曰壯，有室。
人生まれて十年は、幼と曰い、學ぶ。二十は弱と曰い、冠す。三十は壯と曰い、室有り。
というのに対し、鄭玄は
有室，有妻也。妻稱室。
室有るは、妻有る也。妻は室と稱す。
と注する。]  [23:  衣用、衣類のこと。吏卒の衣類は基本的に自辨であり、家族などから衣類そのものや費用（簡8-0647「衣用錢」）を送ってもらっている事例が見られる。『晉書』張軌列傳には、
泰始中，河西荒廢，遂不用錢，裂匹以爲段數。縑布既壞，市易又難，徒壞女工，不任衣用，弊之甚也。
泰始中、河西荒廢し、遂に錢を用ず、匹を裂きて以て段數と爲す。縑布既に壞てば、市易又た難く、徒らに女工を壞つも、衣用に任えず、弊の甚だしき也。
という。] 


	
	
	用件
	
	
	今、

	
	
	
	
	
	
	
	固陵[endnoteRef:24]【……。】 [24:  固陵、秦の縣名と推測される。『漢書』地理志に見えており、五原郡（秦の九原郡）に屬している　。また、『漢書』高帝紀上にも固陵がみえており、師古注所引晉灼説は「卽固始也」とし、師古注は「後改爲固始耳。地理志固始屬淮陽」とする。] 


	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人、以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】
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	【某手す。】



〼年五月辛巳朔丁亥，發弩守相如敢言：令曰：析
亭良；不在遷陵，復（覆），上眞書言。●問之：良不在遷陵。上真書。
敢言之。　	9-1882正+8-2299正[endnoteRef:25] [25:  本簡綴合據里耶秦簡牘校釋小組「《里耶秦簡（貳）》綴合補(二)」（http://www.bsm.org.cn/show_article.php?id=3094）] 

□□辟析亭良〼
〼月丁亥水十一刻刻下八，襄城□里士五（伍）□以來[endnoteRef:26]。／亭半。　　□□〼　　〼□□　　□[endnoteRef:27]。	9-1882背+8-2299背 [26:  “□”，校釋改作“下”，與字形不合。]  [27:  “□□〼　　〼□□　　□”，原釋文、校釋作“……□□□手”，據圖版改釋。本簡背面左下方有缺口，缺口上下方均有兩個無法釋讀之字，疑實爲刮削殘留，卽與本文書無關字跡。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【二十六】年（221）五月辛巳朔丁亥（07）、發弩守の相如、敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	令に曰わく、

	
	
	
	
	
	
	
	析亭の良を辟せよ。遷陵に在らざれば、覆 (しら)べ、眞書を上して言え。

	
	
	用件
	
	
	●之れを問うに、

	
	
	
	
	
	
	
	良、遷陵に在らざず。真書を上す。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	？
	□□辟析亭良

	附記
	集配記録
	【五】月丁亥（07）、水十一刻刻下八、襄城下里の士伍の□、以て來る。／亭半 (ひら)く。

	
	作成記録
	□手す。



啓陵鄕
廿（二十）八年七月戊戌朔辛酉，啓陵鄕趙敢言之：令曰：二月
壹上人臣治（笞）者名。●問之：毋當令者。敢
言之。	8-0767正
七月丙寅水下五刻，郵人敞以來。／敬半。　　貝手。	8-0767背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	二十八年（219）七月戊戌朔辛酉（24）、啓陵鄕の趙、敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	令[endnoteRef:28]に曰わく、 [28:  令、初出は8-0652+8-0067だが、主語が省略されているので改めて県廷・県長官の命令であることを説明すべし。また、「太守、令して曰わく」に倣って「令して曰く」と読むべきかもしれない（簡8-0163・8-0062・8-0154・8-0317・8-0394・8-0384・8-1431・8-0175も同じ）→要検討] 


	
	
	
	
	
	
	
	二月 (ふたつき)に壹 (ひと)たび人臣の笞せられたる者が名を上せ。

	
	
	用件
	
	
	●之れを問うに、

	
	
	
	
	
	
	
	令に當たる者なし。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	七月丙寅（29）、水下五刻、郵人の敞、以て來る。／敬半 (ひら)く。

	
	作成記録
	貝手す。



卅（三十）五年八月丁巳朔己未，啓陵鄕守狐敢言之：廷下令書曰：取鮫魚與
山今盧（鱸）魚，獻之。問津吏徒，莫智（知）。●問：智（知）此魚者，具署
物色。以書言。●問之：啓陵鄕吏、黔首、官徒，莫智（知）。敢言之。●戶	8-0769正
曹。
八月□□旦，郵人□以來。／□發。  狐手。	8-0769背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	三十五年（212）八月丁巳朔己未（03）、啓陵鄕守[endnoteRef:29]の狐 (こ)、敢えて之れを言う。 [29:  鄕守、官職名担当。（8-0652+8-0067の「尉守」の「守」と重複するが、改めて「鄕守」を説明すべし）] 


	
	本文
	状況説明
	
	
	廷[endnoteRef:30]、令書[endnoteRef:31]を下して曰わく、 [30:  廷、県廷、つまり県の長官の県令/長と県丞が執務する役所。]  [31:  令書、上級機関の命令書と推測される。里耶秦簡では、特に上級機関の命令を下級機関に伝達する際に、「令書」という概念が用いられる。例えば、簡8-0769正には、啓陵郷が県廷が下した「令書」と関連して、献上品の鮫魚と山今盧（鱸）魚に言及し、簡9-1411正では、貳春鄕が丞相の指示を内容とする文書を令書と称する。そのほかに、簡J1⑫1178には、県令もしくは県丞が、尉や鄕官嗇夫に対する下達文書の中で、令書を引用して、「公夫﹦（大夫）張」の処置に関する指示を下している。一方、里耶秦簡における令書の用例は何れも秦始皇二十六年以降に関わるので、皇帝の命令はすでに「制」と「詔」の専称に収斂されており、令書に皇帝の命令が含まれる可能性がない。里耶秦簡の用例からすれば、『秦律十八種』簡185に見える令書も中央官庁の命令書と理解すべきように思われる。
	令書、廷辟有曰報，宜到不來者，追之。	行書
	令書・廷辟に、報ぜよと曰う有り，宜しく到るべきに來ざる者は、之れを追え。	行書
（整理小組によれば、冒頭の「令」は簡184末尾の「勿」に続けて「勿令」と読むべしというが、文章としてやや不自然に感じられるほか、「書廷辟」以下の文意は通じがたくなる。Hulseweもすでにこの問題を指摘している（86頁）。）] 


	
	
	
	
	
	鮫魚を取りて山今鱸魚と與に、之れを獻 (たてまつ)れ。

	
	
	
	
	
	津が吏徒[endnoteRef:32]に問うも、知る莫し。 [32:  吏徒、初出（「官徒」との違いに留意すべし。訳注稿xlsx8-1514を参照）] 


	
	
	
	
	
	●問う。

	
	
	
	
	
	
	
	この魚を知る者（あらば）、具 (つぶさ)に物色を署 (しる)せ。

	
	
	
	
	
	
	
	書[endnoteRef:33]を以て言え。 [33:  書、初出（訳注稿xlsxに関連注案多し→整理すべし）] 


	
	
	用件
	
	
	●之れを問うに、

	
	
	
	
	
	
	
	啓陵鄕が吏・黔首[endnoteRef:34]・官徒[endnoteRef:35]、知る（もの）なし。 [34:  黔首、　統一秦における民の呼稱。「黔」は黑の意。『史記』秦始皇本紀には、
更名民曰：黔首。
更めて民を名づけて黔首と曰う。
といい、『集解』は
應劭曰：黔亦黎，黑也。
應劭曰わく、黔も亦た黎にして、黑き也。
という。]  [35:  官徒、隸臣妾および城旦舂を中心とした縣官の勞働要員。（石原遼平「秦漢時代の『徭』」（東洋文化第99號、2019年）65頁。なお縣字は陶安による補記）。嶽麓秦簡（肆）簡153には
151	●䌛（徭）律曰：補繕邑院、除田道橋、穿汲〈波（陂）〉池、漸（塹）奴苑，皆縣黔首利殹（也），自不更以下及都官及諸除有爲
152	殹（也），及八更，其睆老而皆不直更者，皆爲之，冗宦及冗官者，勿與。除郵道、橋、駝（馳）道，行外者，令從戸、
153	官徒爲之，勿以爲䌛（徭）。
●徭律に曰う。邑院を補繕し、田が道・橋を除し、陂池を穿ち、奴苑を塹るは、皆なの縣黔首が利なり。不更より以下及び都官及び諸々の除せられて爲す有る（もの）、及び八更（八もて更するもの）、其れ睆老にして皆 (ことどお)く更に直 (あ)たらざる者は、皆な之れを爲す。冗宦する（もの）及び官に冗する者は、與 (あずか)ることなかれ。郵が道・橋・馳道を除し外に行く者は、從戸・官徒に令して之れを爲さしめ、以て徭と爲すなかれ。
というように、徭役とは區別して、使役できる勞働要員として、官徒が從戸と竝んで舉げられる。また、同簡148-150には、
148	（前略）給邑中事，傳送委輸，先
149	悉縣官車牛及徒給之，其急不可留，乃興䌛（徭）如律；不先悉縣官車牛徒，而興黔首及其車牛，以發
150	䌛（徭）力足以均而弗均論之。
邑中が事に給し、傳送・委輸するは、先に悉く縣官が車・牛及び徒を之れに給す。其れ急にして留むべからざるは、乃ち徭を興すこと律が如くす。先に縣官が車・牛・徒を悉 (つ)くさず、黔首及び其の車牛を興さば、徭を發するに、力、以て均 (なら)らすに足るに均らさざるを以て之れを論ず。
というように、官の徒が、車・牛といった縣有の生産道具と竝列して言及されることから、縣官によって管理される縣有の勞働力を指すことが讀み取れる。
（なお、「吏徒」との違いに留意すべし。訳注稿xlsx8-1514を参照）] 


	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	受取指定
	●戶曹[endnoteRef:36]。 [36:  戶曹、県の戸籍担当部署。里耶秦簡に「廷戸曹発」（検、8-0263）「戸曹令史」（8-2003）がある。ちなみに「廷以郵＃行戸曹」（検、8-1318）と、戸曹が廷と離れているような記載おある。
なお、目下知られている曹は次の通りである。
遷陵県
令曹・覆曹・金布曹・尉曹・兵曹・獄南曹（また南曹）・獄東曹・司空曹・倉曹・戸曹・吏曹・車曹（庫の部署？）・讂曹（遷陵かどうか定かでない）
（尉・吏曹や倉・司空曹といった連称も見られる）
遷陵以外
中曹（洞庭）・廐曹（洞庭）・〼東曹・爵曹（郡尉）・【香+麥】/散（？）曹（鄧県）] 


	
	集配記録
	八月□□旦、郵人の□、以て來る。／□發 (ひら)く。

	
	作成記録
	狐 (こ)手す。



〼守恬敢言之：[endnoteRef:37]〼	8-2170 [37:  疑“守恬”爲啓陵鄕守恬，見於簡8-0058、8-0770、8-1797、8-2243+2022。另有“啓陵左恬”（8-1525）、“令佐恬”（6-21），或爲同人。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、……】守の恬 (てん)[endnoteRef:38]、敢えて之れを言う。 [38:  恬は簡8-1797や8-0770等には啓陵鄕守として見えており、本簡も啓陵鄕守の可能性が高いが、簡9-0141+9-0374には、「倉守恬」が確認されることから、本簡における官職は確定しがたい。なお、人名「恬」は簡9-0002等の「陽陵守丞恬」としても確認される。] 


	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人、以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】

	
	作成記録
	【某手す。】



[bookmark: _Toc429656943]分離型複合文書
〼□巳，啓〖陵〗鄕守恬敢言之[endnoteRef:39]：廷令〼 [39:  “啓”與“鄕”之閒應脫一“陵”字，據文意補釋。] 

〼渚，卽置[endnoteRef:40]之，及其□〼 [40:  “置”，原釋文作“宣”、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改正。] 

〼□履發。	8-1797
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	？[endnoteRef:41] [41:  開封記録見於正面者較爲罕見，似因背面原有附加文字材料，故將收發記録和開封記録移到正面。相似的例子可以參看簡8-1455+8-1443、8-1554、8-0651、8-0697、8-0686+8-0973
、8-0688+8-0199、8-1520+8-1434+8-1069、8-2011、8-1925+8-1663、8-1538、8-0155。另外，疑本簡爲削衣，因而背面無字。] 


	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔】□巳，啓陵鄕守の恬 (てん)、敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	廷、【……】に令して【……】渚、卽ちに之れを置かしめ、及びその□【……】せしむ。【……】

	
	
	用件
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時，某人、以て來る。】□履發く。

	
	作成記録
	【某手す。】



〼□月□□朔□□，陵鄕歜[endnoteRef:42]〼 [42:  “朔□□，”，原釋文缺釋，校釋作“．．．．．．”，據石原遼平〈里耶秦簡8-1719+8-2003および9-1624の釋讀に関する覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2020年〇月〇日）補釋。] 

□□緩徒隸有所宜給爲□[endnoteRef:43]〼 [43:  “緩徒隸有所宜給爲”，原釋文、校釋作“□□□□□宜□”，據據石原遼平〈里耶秦簡8-1719+8-2003および9-1624の釋讀に関する覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2020年〇月〇日）補釋。] 

□□□徒隸徙從人及守勮事[endnoteRef:44]〼 [44:  “人”，原釋文、校釋缺釋；“守”，原釋文、校釋作“□”，謝坤〈里耶秦簡綴合七則〉（《出土文獻》（第十輯））〈里耶秦簡綴合七則〉（《出土文獻》（第十輯））作“它”；“勮”，原釋文、校釋作“□”，均據石原遼平〈里耶秦簡8-1719+8-2003および9-1624の釋讀に関する覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2020年〇月〇日）補釋。] 

次之，以尺六寸牒第上[endnoteRef:45]。●今牒〼	8-1719+8-2003[endnoteRef:46] [45:  “尺”、“第”，原釋文、校釋作“□”；“六寸”，原釋文、校釋作“傳”，據石原遼平〈里耶秦簡8-1719+8-2003および9-1624の釋讀に関する覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2020年〇月〇日）補釋。校釋注“以下一字，似爲‘尺’。”“六寸牒”見嶽麓秦簡（伍）律令簡121。]  [46:  綴合據謝坤〈里耶秦簡綴合七則〉（《出土文獻》（第十輯））。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【某牒書】

	文書本體
	書出
	【某年】□月□□朔□□、啓陵鄕の歜 (しょく)【敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	
	【……】徒隸を□緩し、宜しく給して□【……】と爲すべき所有るに【……】□□□徒隸の從人を徙し及び勮事を守する【者……】之れを次して尺六寸の牒[endnoteRef:47]を以て第して上せ。 [47:  牒、簡札の意。簡牘史料では、簡牘の意味若しくは簡牘の数詞として用いられる用例のほか、一枚の簡牘に纏められた記録・文字資料を指す場合もある。『説文解字』片部には、
牒，札也。
牒は、札なり。
という。『秦律十八種』には、
091	毒言	爰書：某里公士甲等廿（二十）人詣里人士五（伍）丙，皆告曰：丙有寧毒言，甲等難飲食焉，來告之。卽疏書甲等名
092	事關諜（牒）北（背）。
毒言	爰書。某里公士の甲等二十人、里人の士伍の丙を詣して、皆な告げて曰わく、丙、寧毒言有り、甲等（これと）飲食し難ければ、來りて之れを告ぐ、と。卽ち甲等が名・事・關を牒が背に疏書す。
と、簡札の背面を「牒の背」と称する。数詞の用例は、
168	（前略）今獄史觸、彭沮、衷得微難獄，磔辠（罪）
169	一人。爲奏十六牒，上。（後略）
今、獄史の觸・彭沮・衷、微難獄、磔罪一人を得たり。奏十六牒を爲りて、上す。
と、『為獄等状』や
068	八年四月甲辰朔乙巳，南郡守強敢言之：上奏七牒，謁以聞。種縣論。敢言之。
八年四月甲辰朔乙巳、南郡守の強、敢えて之れを言う。奏七牒を上し、以て聞えしめんことを謁う。種は縣論ず。敢えて之れを言う。
と、『奏讞書』等に確認される。居延漢簡には、
建平三年閏月辛亥朔丙　寅，祿福倉丞敞移肩水金關：居延塢長王戎
所乘用馬各如牒。書到，出如　律令。		15.18，A32
建平三年閏月辛亥朔丙寅、祿福倉丞の敞、肩水金關に移す。居延塢長の王戎の乘る所の用馬は各々牒が如し。書到らば、出だすこと律令が如くせよ。
と、通関時の乗用の馬を記した「牒」という添付資料への参照指示が見られる。『奏讞書』簡076と078の「繫牒」（簡8-0144+8-0136注？参照）、簡177の「上功牒」および里耶秦簡8-0804の「解牒」もそれぞれ「繫」（身柄拘束）・「上功」（人事評価記録）・「解」（弁明）に関する記録を指すが、数詞としては「章」が文章の纏まりを数えるのに対し「牒」が簡牘の枚数を表すことから、「繫牒」等の記録が一枚の簡牘に記されていたと考えられる。
牒書、牒もて書く、つまり、牒を使って報告などを作成する意。『漢書』薛宣傳には、
宣察湛有改節敬宣之效，乃手自牒書，條其姦臧。
宣、湛の節を改めて宣を敬うの效有るを察し、乃ち手ずから自ら牒書し、其の姦臧を條 (なら)ぶ。
というのに対し、顏師古は
牒書謂書於簡牒也。
牒書は、簡牒に書くを謂う也。
と注釈する。『秦律十八種』には、
035	稻後禾孰（熟），計稻後年。已獲上數，別粲、穤（糯）秙（𪏻）稻。別粲、糯（糯）之襄（釀），歲異積之，勿增積，以給客，到十月牒書數，
036	上内【史】。	倉
稻、禾より後れて熟せば、稻を後年に計えよ。已に獲たらば、數を上せ。粲と糯𪏻の稻を別て。粲と糯の釀を別て。歲ごとに之れを異にして積み、增して積むことなかれ。以て客に給せば、十月に到りて數を牒書し、内史に上 (のぼ)せ。	倉
という。] 


	
	
	用件
	
	
	●今

	
	
	
	
	
	
	
	【……を】牒【書（？）して上す。……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】

	
	作成記録
	【某手す。】



一體型複合文書
……告〼
九月戊子，啓陵鄕守觚敢言〼	8-0205背
｛8-0205正見〇三甲Ａ公文式書信。｝
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（?）
	
	【……】……告【……。】

	文書本體
	書出
	九月戊子、啓陵鄕守の觚 (こ)、敢えて【之れを】言う。

	
	本文
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【／（某月）某日某時，某人以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】[endnoteRef:48] [48:  據文書格式，本簡背面左側應有收發記録，實際有不相關書信字句，疑背面被刮削幷重新使用。] 


	
	作成記録
	【／某手す。】



貳春鄕
卅（三十）四年八月癸巳朔丙申，貳春鄕守平敢言之：
貳春鄕樹枝（枳）枸卅（三十）四年不實。敢言之。	8-1527正
平手。	8-1527背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	三十四年（213）八月癸巳朔丙申（04）、貳春鄕守の平、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	
	貳春鄕の樹 (う)えし枳枸[endnoteRef:49]、三十四年實 (みの)らず。 [49:  枳枸、ケンポナシ。『詩經』小雅·南山有臺には、
南山有枸。
南山に枸有り。
といい、毛傳には、
枸，枳枸。
枸、枳枸なり。
と、孔穎達疏には、
正義曰枸，釋木無文。宋玉賦曰枳枸，來巢則枸木。多枝而曲，所以來巢也。陸機疏云枸樹高大，似白楊。有子著枝端，大如指，長數寸。噉之甘美如飴。八月熟。
正義に曰わく、枸、『釋木』に文無し。宋玉賦には「枳枸、來巢せば則ち枸木（木を枸 (ま)ぐ？）」と曰う。枝多くて曲り、所以 (ゆえ)に巢を來す也。陸機、疏して、「枸樹、高大にして、白楊に似たり。子、枝端に著く有り、大なること指が如く、長きこと數寸。之れを噉まば甘美、飴が如し。八月熟 (う)る」云う、と。
という。] 


	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	-[endnoteRef:50] [50:  據文書格式，本簡背面左側應有收發記録，疑被刮削。] 


	
	作成記録
	平手す。



〼巳朔甲子[endnoteRef:51]，貳春鄕茲敢言〼 [51:  “丁”，原釋文、校釋作“□”，據文意補釋。按，據甲子可知，當月朔日衹有“丁巳”和“乙巳”兩種可能，殘留筆畫與“乙”字不合；設置遷陵縣之後，丁巳朔有二十五年四月、三十年七月和三十五年八月；兹爲貳春鄕嗇夫在秦始皇三十四年和三十五年之間。（官職担当：兹の経歴が判る簡番号と必要情報を追加）
丁、原釋文及び校釋は「□」に作るが、石原遼平「里耶秦簡8-2149+8-2121釈読覚書」（中國古代簡牘の橫斷領域的硏究HP、2020年〇月〇日）に基づいて改めた。案ずるに、甲子という曆日に基づいて、朔日については、「丁巳」と「乙巳」という二つの可能性しかなく、殘留の筆畫は、「乙」と合わない。] 

〼吏曹發。●今問之：邛上造〼
〼□謁言治□及（？）□□[endnoteRef:52]〼	8-2149+8-2121[endnoteRef:53] [52:  據殘留筆畫和文意，疑“治”下兩字爲“所及”。 
「及」、原釋文及び校釋は「□」に作るが、石原遼平「里耶秦簡8-2149+8-2121釈読覚書」（中國古代簡牘の橫斷領域的硏究HP、2020年〇月〇日）に基づいて改めた。その上の未釈読字は、文脈から「所」と推測されるが、残留筆画の形状とは、正確に合わない。]  [53:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（七則）〉（簡帛網，2012年5月1日）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月】丁巳朔甲子[endnoteRef:54]（08）、貳春鄕の茲、敢えて【之れを】言う。 [54:  殘缺部分の年月は、始皇帝三十年七月と同三十五年八月の可能性がある。案ずるに、遷陵縣の設置期閒中、「丁巳朔」が出現するのは、秦王政二十五年四月・秦始皇帝三十年七月、同三十五年八月の三回である。一方、茲という人物は、既發表の史料では、三十年六月から三十五年九月までの閒にその存在が確認される。三十一年十月までは、守嗇夫（「司空守嗇夫」、簡8-1647・9-1078正+8-2429正・8-0525+8-0351+8-0216・8-0271+8-0029）という官職しか見受けられないのに對し、三十二年七月の「司空嗇夫」（簡9-0590正）を經て、三十四年二月や同年八月には「貳春鄕嗇夫」（簡9-0050正）と「遷陵守丞」（簡9-2224・8-1196+8-0424）として史料上現れる。茲以外、三十年と三十五年の間に貳春鄕嗇夫として確認できるのは、三十年十一月の徹（9-0564+9-0516）と三十六年六月以前の渠（8-1007+8-0754正）であるので、三十年七月に茲が嗇夫を務めた可能性を排除することができない。（なお、茲が三十年前後に令史として見えないことや三十四年に属吏最高職の遷陵守丞を務めることから、三十二年ないしは三十四年に、官/鄕の嗇夫に昇進したと考えることもできない。）邛という人物は、二十九年九月（8-0645背）と三十年十月（8-1515背）には、貳春鄕史として見える。] 


	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	【……】吏曹[endnoteRef:55]發 (ひら)け【と署 (しる)せ。】 [55:  吏曹、
“吏曹”，官署名。晉時縣有吏曹史。《晉書•職官志》：“縣大者置令，小者置長。有主簿、錄事史、主記室史、門下書佐、幹、遊 徼、議生、循行功曹史、小史、廷掾、功曹史、小史書佐幹、戶曹掾史幹、法曹門幹、金倉賊曹掾史、兵曹史、吏曹史、獄小史、獄門亭長、都亭長、賊捕掾等 員。”
馬怡〈里耶秦簡選校（連載三）〉（簡帛網，2005年11月24日）] 


	
	
	用件
	
	
	●今、之れを問うに、

	
	
	
	
	
	
	
	邛[endnoteRef:56]は上造[endnoteRef:57]【……。】 [56:  邛、人名、二十九年九月（簡8-0645）および三十年十月（簡8-1515）には貳春鄕の史として確認される。本簡は貳春鄕が邛という人物に關する調査依賴を受けて返答したものと推定される。]  [57:  上造、秦漢の爵名の一つ、二十等の中、下から數えて第二級。『漢書』百官公卿表や『漢舊儀』等にも見えており、減刑の特權を享受する。『二年律令』には
082	上造、上造妻以上及內公孫、外公孫、內公耳玄孫有罪，其當刑及當爲城旦舂者，耐以爲鬼薪白粲。
上造・上造の妻以上、及び內公孫、外公孫、內公耳・玄孫に罪有らば、それまさに刑すべき（もの）、及びまさに城旦舂と爲すべき者は、耐して以て鬼薪白粲と爲す。
と、關連する明文規定が傳えられる。『漢書』恵帝紀は、恵帝卽位の特別規定としてこれを伝えるが、『奏讞書』事案18の次の記述等から、秦律にも同様な減刑特権が存在したことが知られる。
158	（前略）律：𧧹（懈）乏不鬪，斬┛。篡遂縱囚，死罪囚，黥爲城旦┛。上造以上耐爲鬼薪。以此
159	當㢑（㢈）。（後略）
律には、、懈乏不鬪は斬。囚を篡・遂・縱せば、死罪囚は、黥して城旦と爲し、上造以上は、耐して鬼薪と爲す、とあり。此れを以て㢈を當つ。] 

謁うらくは、治□及び（？）【……】に言え。【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人、以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】[endnoteRef:58] [58:  據文書格式，本簡背面左側應有收發記録，疑本簡爲削衣，因此背面無字。] 


	
	作成記録
	【某手す。】



卅（三十）五年三月庚寅朔丁酉，貳春鄕茲敢言之：佐詘自言[endnoteRef:59]：士五（伍），居泥陽 [59:  “佐”，原釋文、校釋作“□”，據伊強〈《里耶秦簡牘校釋（第一卷）》〉補正（3）〉（簡帛網，2013年12月5日）補釋。] 

益固里，故廢戍署女陰[endnoteRef:60]。┘今□□□[endnoteRef:61]〼 [60:  “廢”，原釋文、校釋作“履”；“女”，原釋文、校釋作“文”，據陳偉〈“廢戍”與“女陰”〉（簡帛網，2015年5月30日，收於同《秦簡牘校讀及所見制度考察》（武漢大學出版社，2017年）第十二章第五節〈嶽麓秦簡奏讞類文獻〉第二項））改釋。“陰”、“今”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。女陰，秦縣名。見《漢書·地理志》，屬汝南郡。
廢戍，陳文解釋爲“犯下某種罪行後廢職戍邊者”，但所引《秦律雜抄》簡11-14中“廢”與“戍”分別施加於吏和非吏。
011	不當稟軍中而稟者，皆貲二甲，灋（廢）。
012	非吏殹（也），戍二歲。徒食、敦（屯）長、僕射弗告，貲戍一歲。令、尉、士吏弗得，貲一甲。
另外可以參看8-0178正：“……以（？）君子子廢戍”。]  [61:  “┘今”，原釋文、校釋作“□□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四則）〉（簡帛網何有祖〈讀里耶秦簡札記（四則）〉（簡帛網，20150610）補釋。] 

四歲。謁告泥陽令詘[endnoteRef:62]□〼 [62:  泥，原釋文作“沅”，校釋作“沂”，據高一致〈讀秦簡雜記〉（《簡帛》第九辑，2014年）、黃磊《里耶秦簡牘綴合札記（一則）》（簡帛網，2015年5月29日，後收入同姚磊〈里耶秦簡牘札記（三則）〉（《簡帛》第十二輯，2016年））改釋。另一種可能性，或實爲沅字，簡面似受傷，疑沅（ ）字儿形左撇被劈開，可以修復如右：或。泥陽，縣名，見《漢書》地理志，屬北地郡。沅陽，秦縣名，洞庭郡治所在。見《漢書》地理志，屬武陵郡，治今湖南省沅陵縣南。洞庭郡治所在地參看靑木俊介〈洞庭郡治小考〉（中國古代簡牘の橫斷領域的硏究HP，2014年11月17日）。
詘，原釋文、校釋作“□”，據陳偉〈“廢戍”與“女陰”〉（簡帛網，2015年5月30日）改釋。] 

前書，畏其不〼	8-1459正+8-1293正+8-1466正[endnoteRef:63] [63:  本簡綴合據黃磊〈里耶秦簡牘綴合札記（一則）〉（簡帛網，2015年5月29日，後收入同〈里耶秦簡牘札記（三則）〉（《簡帛》第十二輯，2016年））。] 

[bookmark: OLE_LINK10][bookmark: OLE_LINK9]四月壬戌日入，戍卒寄以來。／瞫發[endnoteRef:64]。　　詘手。	8-1459背+8-1293背+8-1466背 [64:  “瞫”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	三十五年（212）三月庚寅朔丁酉（08）、貳春鄕の茲 (じ)、敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	佐[endnoteRef:65]の詘 (くつ)、自言すらく [65:  佐、県官の属吏。県官は長官である官嗇夫のもとに、佐と史が置かれていた。睡虎地秦簡「秦律十八種」161簡「官嗇夫節不存、令君子毋害者若令史守官、毋令官佐、史守。　置吏律」] 


	
	
	
	
	
	
	士伍[endnoteRef:66]なり。泥陽（縣）の益固里に居す。故と廢戍、女陰に署す[endnoteRef:67]。 [66:  士伍、秦漢の無爵身份の一つ。『漢舊儀』等にも見えており、『二年律令』に
364	（前略）公士、
365	公卒及士五（伍）、司寇、隱官子，皆爲士五（伍）。（後略）
公士・公卒及び士伍・司寇・隱官の子は、皆な士伍と爲す。
とあるように、公士以下の身分の子に授けられる。『法律答問』にも
084	士五（伍）甲鬪，拔劍伐，斬人髮結，可（何）論。當完爲城旦。

というように、量刑が爵による減刑効果の影響を受けない無爵身分の典型として、多くの設問に「士伍」が用いられる。『史記』に
五十年十月，武安君白起有罪，爲士伍，遷陰密。
五十年十月、武安君白起、罪有り、士伍と爲し、陰密に遷さる。
と見えるように、有爵者が爵を剥奪される場合も、「士伍」の身分となるが、『史記集解』秦本紀や『漢書注』淮南王傳に、
如淳曰：嘗有爵而以罪奪爵、皆稱士伍。
と、
如淳曰：律、有罪失官爵、稱士伍也。開章、名。,
と引用される如淳注のように、士伍を爵位剥奪に限定して解釈するのは、出土資料の記載と符合しない。]  [67:  署、配置すること、人の場合には配属することもしくは配属されることをいう。小徐本『説文解字』网部には、
署，部署也。
署、部署する也。
といい、段玉裁は、
部署猶處分。疑本作罘署，後改部署也。項羽本紀曰：梁部署吳中豪傑爲校尉、候、司馬。急就篇曰：分別部居不雜廝。魯語孟文子曰：夫位政之建，署位之表也。署所以朝夕虔君命也。按官署字起於此。
部署は猶お處分がごとし。疑うらくは、本罘署に作り、後に部署に改めし也。（『史記』）項羽本紀に曰わく、梁、吳中の豪傑を部署して校尉・候・司馬と爲す、と。『急就篇』に曰わく、部居を分別して雜廝せず、と。（『國語』）魯語に、孟文子曰わく、夫れ位は政の建、署は位の表なり。署は朝夕君が命を虔 (つつし)むる所以なり、と。按ずるに、官署の字、此れより起こる。
と注釈する。秦漢の簡牘資料ではまだ官署・官庁と断定できる用例は確認できないが、嶽麓秦簡（四）の律令簡牘に
178	（前略）其故儌縣道
179	各令，令守城邑害所，豫先分善署之，財（裁）爲置將吏而皆令先智（知）所主。（後略）
其の故儌・縣道は、各々令に令して城邑の害所を守せしむ。豫先 (あらかじ)め分ちて善く之れを署し、裁 (はか)りて爲に將吏を置き、而して皆な令して先に主る所を知らしむ。
と、
184	（前略）戍在署，父母、妻死，
185	遣歸葬。
戍 (もり)、署に在りて、父母・妻死なば、遣わして歸葬せしむ。
と、配置・配属する意味の動詞と、配属先・持ち場という意味の名詞とが容易に識別できる。持ち場はまた簡簡8-0060+8-0656+8-0748+8-0665や8-1450に見られるように「署所」つまり「署する所」とも表現される。] 


	
	
	
	
	
	
	今□□□【……】四歲。

	
	
	用件
	
	
	謁うらくは、泥陽に告げて詘 (くつ)に令して□【……】せしめよ。
【……】前書、その【……】せざるを畏る。【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	四月壬戌（04）、日入、戍卒の寄、以て來る。／瞫 (しん)發 (ひら)く。

	
	作成記録
	詘手す。



〼庚寅朔甲午[endnoteRef:68]，貳春鄕〼 [68:  “庚”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文意補釋。] 

〼□□□署（？）〼	8-1858
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月】庚寅朔甲午（05）[endnoteRef:69]、貳春鄕【の某、敢えて之れを言う。】 [69:  秦代遷陵県の存続期間中、庚寅朔は、二十五年十一月、三十年十二月、三十五年正月、三十五年三月と四回確認される。] 


	
	本文
	
	
	【……】□□□署【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	-

	
	作成記録
	【某手す。】



廿（二十）八年正月辛丑朔丁未，貳春鄕敬敢言之：從人城旦皆
非智（知）𥰭田殴，而（？）可作治縣官府[endnoteRef:70]，謁盡令從人作官府 [70:  “而”，原釋文、校釋作“當”，據圖版改釋。] 

及負土佐鄄（甄）而盡遣故佐負土男子田[endnoteRef:71]。及乗城卒、諸 [71:  “田”，原釋文作“囚”，據校釋改釋。] 

黔首抵辠（罪）者，皆智（知）𥰭田。謁上財（裁）自敦遣田者[endnoteRef:72]，毋令官獨	9-0022正 [72:  “田”，原釋文作“佐”，據校釋改釋。] 

遣田者。謁報。敢言之。
今敬正月壬子受徒[endnoteRef:73]，弗報。 [73:  “受”，原釋文作“得”，據校釋改釋。] 

壬子夕，佐黒以来。／除半。　　華（？）手[endnoteRef:74]。	9-0022背 [74:  “華”，原釋文作“□”，校釋疑爲“感”，據圖版補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	二十八年正月辛丑朔丁未[endnoteRef:75]、貳春鄕の敬[endnoteRef:76]、敢えて之れを言う。 [75:  二十八年正月辛丑朔丁未：二十八年一月七日。（石原┘ジュメ）]  [76:  9-2298+9-1781+8-1861には「將田鄕守敬作徒薄」が見えており、「將田鄕守」の「敬」は本文書の「貳春鄕」の「敬」と同じ人物と推測される。そのほかに、「田守」の「敬」も見られるが、同じ人物の可能性が高い。] 


	
	本文
	
	
	從人の城旦[endnoteRef:77]、皆な𥰭田[endnoteRef:78]を知るに非ざるに、縣官府に作治すべければ、謁うらくは、盡く從人に令して官府に作し及び土を負い甄を佐けしめ、而して盡く、故 (も)と土を負うを佐くるの男子を遣わして田せしめよ 。及 (ま)た乗城卒、諸々の黔首の罪に抵 (あ)たる者[endnoteRef:79]は皆な𥰭田を知れば、謁うらくは、上、裁 (はか)りて自ら遣わして田 (たがや)さしむる者を敦 (あつ)め[endnoteRef:80]、官に令して獨り田す者を遣わさしむるなかれ。 [77:  從人城旦：從人の城旦なのか、從人と城旦なのかが問題となる。二行目には城旦が省略され、從人とのみあることから、從人の城旦と考えた。黃浩波（《里耶秦簡（貳）》讀札）は『嶽麓藏秦簡（伍）』に「比故魏、荆從人之妻子、同產、舍人及子已傅嫁者，已論輪<輸>其完城旦舂洞庭，洞庭守處難亡所苦作，謹將司，令終身毋得免赦，皆盗戒（械）膠致桎傳<傅>之」とあることから、貳春鄕の從人城旦はもともと「從人之妻子、同產、舍人及子已傅嫁者」であったのではないかとする。（石原┘ジュメ）]  [78:  𥰭田：黃浩波（《里耶秦簡（貳）》讀札）は9-1754簡に「俗𥰭田歲更，以異中縣」とあり、8-355簡に「黔首習俗好本事不好末作，其習俗槎田歲更，以異中縣」とあることから、𥰭田は槎田であるとする。槎田については渡邉英幸「「槎田歳更」小考」などを参照。（石原┘ジュメ）]  [79:  9-1861では、「乗城卒及徒隷居貲贖責」に、干し草を集めて蓄えさせるように、洞庭郡が県に指示するが、本簡の「乗城卒、諸黔首抵辠者」はその「乗城卒及徒隷居貲贖責」に近いのではないかと考えられる。]  [80:  敦：敦は屯に通じ、集積すること、あるいは集めた隊伍。派遣するものを編成することか。（『説文』では「怒也。詆也。一曰誰何也。」とあり、責問すること。『詩』魯頌、閟宮には「敦商之旅、克咸厥功」鄭箋「敦、治。旅、眾。……武王克殷而治商之臣民。」とあり、「治」という解釈もあるが、用例が乏しい。）（石原┘ジュメ）] 


	
	附記
	
	
	謁うらくは報ぜよ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	處理記録
	今、敬、正月壬子[endnoteRef:81]に徒を受けたれば、（これに）報ぜず。[endnoteRef:82] [81:  正月壬子：二十八年一月十二日。（石原┘ジュメ）]  [82:  この一文は、敬の文書を受けて県廷で記されたが、文書と入れ違いに、壬子の日にすでに敬が徒隷を支給されているので、文書に返信しないという意。] 


	
	集配記録
	壬子の夕、佐の黒、以て来る。／除、半 (ひら)く。

	
	作成記録
	華手す。



廿（二十）八年二月辛未朔庚寅，貳春鄕守行敢言之：廿（二十）八年歳賦獻黄〖爰〗二、┘白翰二、┘黑翰二、明
渠鳥二、鷩鳥四。令﹦（令令）鄕求捕毋出三月。┘鄕毋（無）吏徒，行獨居，莫求捕﹦（捕。捕）爰用吏徒
多，謁令官有吏徒者，將求捕如廿（二十）七年捕爰，乃可以得爰。敢言之。[endnoteRef:83]	9-0031正 [83:  第三行左側有殘泐墨跡多處，但本簡完整，簡文也無缺文，似係再利用時刮削殘留。] 

[endnoteRef:84]倉武已付□□……[endnoteRef:85] [84:  第一行右側有殘泐墨跡多處，墨跡比第一行和第二行淡，亦似係刮削殘留。]  [85:  “武”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。最後一未釋字疑爲“佐”，其下另有殘泐墨跡。] 

二月戊戌，水下盡（？）[endnoteRef:86]，□□□軹□士五（伍）程人以來。／除半。　　行手。	9-0031背 [86:  “水下盡”，原釋文、校釋作“□□□”，據圖版補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	二十八年二月辛未朔庚寅、貳春鄕守の行、敢えて之れを言う。

	
	本文
	情況説明
	
	
	二十八年の歳賦、黄〖爰〗二・白翰二・黑翰二・明渠鳥二・鷩鳥四を獻ず。令、鄕に令して求捕すること三月を出づることなからしむ。

	
	
	用件
	
	
	鄕、吏徒なく、行、獨り居り、求捕するなし。爰を捕うるは吏徒を用うること多ければ、謁うらくは、官の吏徒有る者に令して、求捕を將うること二十七年の爰を捕うるが如くならしめよ。乃ち以て爰を得べし。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	處理記録
	倉の武、已に□□に付し……[endnoteRef:87] [87:  付とは、恐らく、献鳥等の引き渡しを指すと推定される。貳春鄕は、必要な人員がないため、爰の方は捕獲できないというが、献鳥は捕獲し、何らかの形で倉嗇夫の手に渡り、そこから更に郡への献上のため某「佐」に渡されたと考えられる。献鳥に関しては、簡J1⑩1170に記されている倉の作徒簿に「女卌九人與史武輸鳥」とある記述が参考になる。] 


	
	集配記録
	二月戊戌（28）、水下盡、□□□軹□の士伍の程人、以て來る。／除半く。

	
	作成記録
	行手す。




卅（三十）四年五月乙丑朔己丑，貳春茲敢言之：廷下獻官丑書
曰：獻官吏徒莫智薏□[endnoteRef:88]。問：有智（知）者言。今問之：莫 [88:  薏□、校釋によれば、「薏苡（よくい）」のことであろう。語義は、「薏米」（ハトムギ
の實）と「蓮子心」（ハスの胚芽）の二義が考えられるが、校釋は前者を指すとする。「薏米」は、藥草の一種。] 

智（知）。敢言之。　　倉。	9-0473正+9-0165[endnoteRef:89] [89:  本簡綴合據《里耶（貳）》簡牘綴合表。] 

……以來。／〼	9-0473背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	三十四年五月乙丑朔己丑（25日）、貳春の茲、敢えて之れを言う。

	
	本文
	情況説明
	
	
	廷、獻官[endnoteRef:90]の丑[endnoteRef:91]が書を下して曰わく、 [90:  獻官、地方の獻上業務を統括する都官と推定される。按ずるに、本簡の文脈からすれば、遷陵縣所屬の縣官という可能性も考えられるが、獻上業務に關わる記載は既發表の里耶秦簡に頻出するにも拘わらず、遷陵縣と直接に關わる獻官の用例はほかに檢出できない。一方、簡9-1162には、「臨沅獻官」が遷陵少内より物品を受領した證明文書が記されており、簡8-0855には、「枳枸を獻ずる程」に關わる文脈においても臨沅への言及が見られる。そこから、獻上業務に臨沅縣が深くかかわっていた事實が窺える。また、本簡において、獻官が薏□について現地に對して問い合わせている狀況は、簡8-0769において上級機關が「鮫魚」や「山今鱸魚」について問い合わせているのと酷似しており、縣官の文書にはそぐわない。以上の手掛かりを總合すると、臨沅に洞庭郡の屬縣からの獻上業務を統括する都官が置かれていたのではないかと推測される。
參照文獻：
楊小亮「里耶簡中有關“捕羽成鍭”的記錄」（出土文獻研究第11輯、2012 年）
魯家亮「里耶出土秦“捕鳥求羽”簡初探」（魏斌主編「古代長江中游社會研究》、上海古籍出版社、2013年）
沈剛「“貢”“賦”之閒——試論《里耶秦簡》【壹】中的“求羽”簡」（中國社會經濟史研究2013年第4期）
李蘭芳「試論里耶秦簡中的“獻”」（中國農史2019年第6期）]  [91:  丑、人名、獻官の長官。] 


	
	
	
	
	
	獻官が吏徒、薏□を知る莫し。●問う。知る者有らば言え。

	
	
	用件
	
	
	今、之れを問うに、
知る莫し。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	
	附記
	倉。

	附記
	處理記録
	

	
	集配記録
	……以て來る。／【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



春曰：不審獻，此程令，疑它郡縣	8-0997
　　亦盡然，各以程令爲	8-0883[endnoteRef:92] [92:  此二簡編聯據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（八則）〉（簡帛網，2013年5月17日）。何文認爲“爲”前有“曰”字，恐未塙，實爲刮削殘留而已。何有祖〈讀里耶秦簡札記（三）〉（簡帛網，2015年7月1日）亦提及此簡。] 

【貳（？）】春曰く、不審なれば獻ず。此の程令（此を獻ずるの程令を審 (つまび)らかにせず？）、疑うらくは它郡が県【……】亦た盡く然り、各々程令を以て曰く、爲【……】（各々程令の「爲【……】」とを曰うを以て【……】？）

下臨沅請定獻枳枸程﹦（程。程）  巳（已）	8-0855
【……】臨沅の請定せられたる、枳枸を獻ずる程を下【さず？】。程は已に【定められたらば、……せよ】

卅（三十）四年二月丙申朔己亥，貳春鄕守平敢言之：廷令平代鄕茲守貳春鄕。今茲下之廷，
而不屬以倉粟﹦（粟米）。問之，有（又）不告平以其數，卽封倉以私印去。茲䌛（徭）使未智（知）
遠逃，而倉封以私印。所用備盜賊糧盡在倉中，節（即）盜賊發，吏不敢
蜀（獨）發倉；毋以智（知）粟（粟米）備不備，有（又）恐乏追者糧食。節（即）茲復環（還）之官可殹（也）；	9-0050正
不環（還），謁遣令史與平雜料之。謁報署戶發。敢言之。
二月甲辰日中時，典輈以來。／壬發。　　平手。	9-0050背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	三十四年（213）二月丙申朔己亥（4）、貳春鄕守の平[endnoteRef:93]、敢えて之れを言う。 [93:  平、人名。始皇34年後9月30日（8-1449+8-1484。遷陵守丞茲の文書）では令佐であるため、令佐を本官として貳春鄕守を務めていたと考えられる。34年8月4日（8-1527）にも 貳春鄕守の任にあったことを確認できるが、その前後で茲が貳春鄕嗇夫を務めているため、 この時も茲の代理だったようである。ちなみに、通常は鄕佐が手者となるところ、どちらも貳春鄕守である平本人が手していることから、本簡は、人手不足の実態を示すともいえよう。なお、平は、二世元年になると庫嗇夫として多く登場するようになり（9-2232）、守丞（9-0728）と尉守（9-0249+9-0455）の兩方を務めた二人のうちの一人でもある（もう一人は建。）（青木レジュメ20200703による。以下同じ）] 


	
	本文
	情況説明
	廷、平に令して鄕の茲[endnoteRef:94]に代わりて貳春鄕を守せしむ[endnoteRef:95]。 [94:  茲、人名。始皇30年から35年にかけて、貳春鄕嗇夫のほか、司空（9-590）、司空守（8-1647など）、守丞 （9-2224など）、倉（8-2248など）、少内守（8-2359）などを歴任。令史や官佐であったことを示す明確な事例がなく、遷陵縣では一貫して有秩吏（嗇夫）であったと思われる。]  [95:  廷令平代鄕茲守貳春鄕：貳春鄕守が眞官の鄕嗇夫に代わって守していると述べている ことから、「某守」が代理の官吏を示すことを有力な證據となる。また、「廷令」とあること から、守嗇夫の任命權が縣廷（＝令・丞）にあったことがわかる。] 


	
	
	用件
	今、茲は下りて廷に之く[endnoteRef:96]も、平に屬するに倉の粟米のことを以てせず。之れを問うも、又た平に告ぐるに其の數を以てせず、即ち倉を封ずるに私印を以して去れり[endnoteRef:97]。茲は徭使[endnoteRef:98]し未だ遠近を知らざるに、倉は封ずるに私印を以てす[endnoteRef:99]。盜賊に備うるに用うる所の糧は盡く倉中に在れば、即 (も)し盜賊發せば、吏は敢えて獨り倉を發 (ひら)かざらん。以て粟米の備わるや備わらざるや知る毋ければ、また追者が糧食を乏しくするを恐る。即し茲、復た還りて官に之けば[endnoteRef:100]、可なり。還らざんば、謁うらく、令史を遣わし平と與に雜えて之れを料 (はか)らしめよ[endnoteRef:101]。 [96:  下之廷：貳春鄕治から川を下って遷陵縣廷へ行ったという意味であろう。先行研究では、都鄕以西・以北の酉水あるいはその大きな支流附近に貳春鄕は位置していたとされてい る。J1⑫849正によれば貳春鄕には貳春津があり、河川交通に便利な立地であったことは閒違いない。]  [97:  問之～以私印去：臨場感のある描寫であり、平と茲は對面して引繼ぎをしたようであ る。居延漢簡E.P.F22:248には、「第二燧長史臨 今調守候長眞官到若有代罷」とあり、守 官は眞官または代わりの守官の到來によって解任された。これを踏まえると、眞官の場合も 守官が到來してから、本務地を離れたと考えられる。]  [98:  䌛使未智遠近：官吏の「䌛（徭）使」は出張を意味する。9-0633「遷陵吏志」による と、遷陵縣では多くの吏が徭使に出向いていた。「未智遠近」とは、「遠いか近いかを知らな い」つまりは「どこにいるのかわからない」の意だろう。先に「茲下之廷」といっておきな がらの發言なので、徭使へはいったん縣廷へ出頭してから出發するのが一般的であったこ とを示唆する。]  [99:  倉封以私印～吏不敢蜀發倉：「私印で封印されたので倉を開けられない」ということ は、倉の小官印による封印であれば開封できたということか。また、私印で封印したことに よって茲個人に開封權限が發生したことをうかがわせる。行政處理における私印の使用を 考察するうえで興味深い内容といえる。]  [100:  復環之官：かつての研究では、守官は眞官の缺員時に置かれるとされてきた。しかし ここでは茲の復歸が想定されており、眞官の一時不在の際にも守官が置かれたことを示している。實際、茲は5月25日には貳春鄕嗇夫に復歸していることが確認できる（9-0165+90473）。また、9-0633「遷陵吏志」でも徭使者數は現員數から除外されているが、缺員とは 別にカウントされている。]  [101:  遣令史與平雜料之：「秦律十八種」31～32簡に次の規定が見える。 □□□□□不備、令其故吏與新吏雜先𡩡（索）出之。其故吏弗欲、勿強。其毋（無）故 吏者、令有秩之吏・令史主、與倉□雜出之、𡩡（索）而論不備。雜者勿更；更之而不備、 令令・丞與賞（償）不備。    倉 貳春鄕守平はこのうちの「毋（無）故吏者」に該當する状況と見なし、「有秩之吏・令史主、 與倉□雜出之」ことを企圖したものと考えられる。] 


	
	
	附記
	謁うらく、報ずるに、戶發けと署せよ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	二月甲辰（9）、日中時、典の輈、以て來る。／壬發く。　　

	
	作成記録
	平手す。



分離型複合文書
廿（二十）九年九月壬辰朔辛亥，貳春鄕守根敢言之：牒書水
火敗亡課一牒，上。敢言之。	8-0645正
九月辛亥旦，史邛以來。／感半。　　邛手。	8-0645背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【水火敗亡課一牒】

	文書本體
	書出
	二十九年（218）九月壬辰朔辛亥（20）、貳春鄕守の根、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	
	水火敗亡課[endnoteRef:102]一牒を牒書して、上す。 [102:  水火敗亡、
課、
水火敗亡課、（訳注稿xlsx8-1516、8-1511・8-0645を参照）] 


	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	九月辛亥（20）、旦、史[endnoteRef:103]の邛 (きょう)[endnoteRef:104]、以て來る。／感半 (ひら)く。 [103:  史、書記資格保持者、必ずしも正規の官吏とは限らない。『説文解字』史部には、
史，記事者也。
史は、事を記す者なり。
といい、『周禮』天官·序官に
史，十有二人。
というのに対し、鄭玄は、
史，掌書者。
史は、書を掌る者なり。
と注釈する。「二年律令」に、
475	試史學童以十五篇、能風（諷）書五千字以上、乃得為史。（後略）
史の學童を試すに十五篇を以し、能 (よ)く五千字以上を諷書せば、乃ち史と為るを得。
というように、試験によって史の資格が付与される。。嶽麓秦簡（肆）に
210	置吏律曰：縣除小佐毋（無）秩者，各除其縣中，皆擇除不更以下到士五（伍）史者爲佐，不足，益除君子子、大夫子、小爵
211	及公卒、士五（伍）子年十八歲以上備員。（後略）
置吏律に曰わく、縣、小佐の秩無き者を除するに、各々其の縣中に除せよ。皆な不更より以下士伍に到る史なる者を擇除して佐と爲せ。足らずんば、君子が子・大夫が子・小爵及び公卒・士伍が子の年十八歲以上なるを益除して員に備えよ。（後略）
とあることから、史の資格保持者が佐の予備要員として位置づけられていたと考えられる。]  [104:  邛、人名、文書作成者の邛と同一の人物であろう。本簡が鄕によって発行された文書であること、および8-0342に「今貳春鄕史」とあることから、邛は貳春鄕史であると考えられる。
鄕史、鄕佐と同様、鄕嗇夫の下僚と考えられるが、里耶秦簡以外は未見。『秦律十八種』に
161官嗇夫節（卽）不存，令君子毋（無）害者若令史守官，毋令官佐、史守。    置吏律
官嗇夫、卽 (も)し存せずんば、君子の害なき者若しくは令史をして官を守せしむ。官の佐・史をして守せしむることなかれ。    置吏律
とみえる置吏律の規定から、官嗇夫のもとに、官佐と官史が置かれていたことがわかる。佐と史の職掌については、例えば里耶秦簡の穀物支給簡に、倉佐による作成（8-0764など）と倉史による作成（8-00217など）とで明確な差異は認められず、鄕史と鄕佐とについてもその職掌が類似していたと推測される。
一方、遷陵県に所属する吏員を記した「遷陵吏志」（J1⑦0067+J1⑨0631（9-0633））には、令史・官嗇夫・校長等と並んで官佐の人員が記されているのに対し、官史に関する記載はない。同様に、『秦律十八種』簡157-18及び嶽麓秦簡（肆）の簡220-222によって伝えられる官員任免に関する置吏律の規定には、例えば嶽麓秦簡に
220	●置吏律曰：縣、都官、郡免除吏及佐、羣官屬，以十二月朔日免除，盡三月而止之。其有死亡及故有缺者，
221	爲補之，毋須時。（後略）
●置吏律に曰わく、縣・都官・郡、吏及び佐・羣官屬を免・除するに、十二月朔日を以て免除し、三月を盡くして之れを止めよ。其れ死・亡及び故有りて缺有る者は、爲に之れを補、時を須つなかれ。（後略）
とみえるように、官史もしくは鄕史への言及がない。つまり、鄕史や官史は正式な吏員に算入でされなかったようである。
その理由については、二つの可能性が考えられる。一つには、鄕史や官史は史の有資格者が鄕佐や官佐として正規に任官しないまま、「官属」として公務に從事している状態を指す。もう一つには、史の資格保持者が佐に補任される建前にも拘らず、大半の佐が史の資格を有しないため、有資格の佐は、正式な官職の鄕佐や官佐と違って、変則的に鄕史や官史と称する。後者の場合には、邛は、「史」という個人の資格を有しつつ、鄕佐という官職に從事していると考えられる。] 


	
	作成記録
	邛手す。



卅（三十）五年九月丁亥朔乙卯，貳春鄕守辨敢言
之：上不更以下䌛（徭）計二牒。敢言之。	8-1539
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【不更以下徭計二牒】

	文書本體
	書出
	三十五年（212）九月丁亥朔乙卯（29）、貳春鄕守の辨 (べん)、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	
	不更[endnoteRef:105]以下の徭計[endnoteRef:106]二牒を上す。 [105:  不更、秦漢の爵名の一つ、二十等の中、下から數えて第四級。『漢書』百官公卿表や『漢舊儀』等にも見えており、「士」の最高爵位とされる。『続漢書注』百官志所引の劉劭『爵制』には、
自一爵以上至不更四等，皆士也。大夫以上至五大夫五等，比大夫也。九等，依九命之義也。自左庶長以上至大庶長，九卿之義也。
一爵より以上、不更に至るの四等、皆な士なり。大夫より以上、五大夫に至るの五等、大夫に比する也。九等は、九命に依るの義なり。左庶長より以上、大庶長に至るは、九卿之義なり。
という。それを裏付けるかのごとく、簡牘史料にも、諸種の法律効果を「不更以下」に限定する表現が散見する。嶽麓秦簡（肆）の律令簡牘には
253	䌛（徭）律曰：發䌛（徭），自不更以下䌛（徭）戍。自一日以上盡券書，及署于牒。將陽倍（背）事者亦署之。（後略）
䌛（徭）律に曰わく、徭を發するに、不更より以下、䌛（徭）戍す。一日より以上は盡く券もて書し、及び牒に署 (しる)す。將陽し事に背く者も亦た之れを署す。（後略）
といい、『二年律令』には、
364	不更以下子年廿（二十）歳，大夫以上至五大夫子及小爵不更以下至上造年廿（二十）二歳，卿以上子及小爵大夫以上年廿（二十）四歳，皆傅之。（後略）
不更以下の子は、年二十歳、大夫より以上五大夫に至るの子、及び小爵の不更より以下上造に至るは、年二十二歳、卿以上の子及び小爵の大夫以上は、年二十四歳にして、皆なこれを傅す。
という。]  [106:  徭計、計は增減や總數を年度單位で記した帳簿・會計（簡8-1477+8-1141注？を参照）、徭計は徭役に関する会計。鄕嗇夫が文書の発信者となっていることから、本簡の謂う徭計は、一般庶民を対象として徭役從事者の人数を記したものと推測される。簡8-0488の「戶曹計録」に「鄕戶計」とともに「徭計」が掲げられていることから、本簡の徭計も県廷の戶曹によって処理されたと考えられる。鄕嗇夫の徭役との関わり方は、嶽麓秦簡（肆）の律令簡牘に現存する次の徭律の規定から窺える。
244	䌛（徭）律曰：歲興䌛（徭）徒，人爲三尺券一，書其厚焉。節（卽）發䌛（徭），鄕嗇夫必身與典以券行之。田時先行富
245	有賢人，以閒時行貧者，皆月券書其行月及所爲日數，而署其都發及縣請。其當行而病及不存，
246	署于券，後有䌛（徭）而聶（攝）行之。節（卽）券䌛（徭），令典各操其里䌛（徭）徒券。來〔未？〕與券以畀䌛（徭）徒，勿徵贅，勿令費日。（後略）
徭律に曰わく、歲ごとに徭徒を興こすに、人ごとに三尺の券一を爲 (つく)り、其の厚きを書す。卽 (も)し徭を發せば、鄕嗇夫、必ず身 (みずか)ら典と與 (とも)に券を以て之れを行え。田時には、先に富みて賢有る人を行 (や)り、閒時を以て貧者を行る。皆な月ごとに其の行うの月及び爲す所の日數を券書し、其の都の發せし及び縣の請いしを署 (しる)せ。其の當に行るべきに病み及び存ぜずんば、券に署し、後に徭有らば、之れを攝行せしめよ。卽し券もて徭せば，典に令して各々其の里の徭徒が券を操らしめよ。未だ與 (とも)に券して以て徭徒に畀えずんば、徵贅するなかれ、令して日を費さしむるなかれ。（後略）
『二年律令』には、
415	傳送爲□□□□及發䌛（徭）戍不以次，若擅興車牛，及䌛（徭）不當䌛（徭）使者，罰金各四两
416	都吏及令、丞時案不如律者論之，而歳上䌛（徭）員及行䌛（徭）數二千石官。
傳送して爲□□□□及び徭戍を發するに次を以せず、若しくは擅に車牛を興こし、及び當 (まさ)に徭使すべからざる者を徭せしめば、罰金各々四两。都吏及び令・丞は、時に律が如くならざる者を案じて之れを論じ、歳ごとに徭せる員及び徭を行いし數を二千石官に上せ。
と、都吏・令・丞が徭役の実施を監視し、徭役從事者の人数を一年ごとに二千石官へ報告するよう規定されている徭律と比定される佚文が伝えられる。] 


	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時，某人以て來る。／某發 (ひら)く。】[endnoteRef:107] [107:  據文書格式，本簡背面左側應有收發記録（上段）和制作記録（下段），疑被刮削。] 


	
	作成記録
	【某手す。】



卅（三十）五年八月丁巳朔　　，貳春鄕茲敢言之：受酉陽盈夷
鄕戶隸計大女子一人。┘今上其校一牒[endnoteRef:108]，謁以從事。敢 [108:  “┘”，原釋文、校釋失釋，何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）作“●”，據館藏簡改釋。] 

言之。	8-1565正
				如意手。	8-1565背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【酉陽盈夷鄕戶隸計校】

	文書本體
	書出
	三十五年（212）八月丁巳朔　　、貳春鄕の茲 (じ)、敢えて之れを言う。

	
	本文
	資料根據
	
	
	酉陽（縣）の盈夷鄕が戶隸計[endnoteRef:109]より、大女子一人を受く。 [109:  戶隸計、計は增減や總數を年度單位で記した帳簿・會計（簡8-1477+8-1141注？を参照）、戶隸計は、戶隸に関わる会計。本簡では、酉陽縣の盈夷鄕で戶隸として計上されていた成人女性が遷陵県縣貳春鄕に転入したため、盈夷鄕と貳春鄕では、それぞれ「付計」と「受計」（簡8-1477+8-1141注？を参照）の処理を行った。この手続によって、この女性は、盈夷鄕の会計から抹消され、新たに貳春鄕の会計に計上されたと考えられるが、婚姻等によって身分にも変更が生じた可能性があるため、貳春鄕においても戶隸計に計上されるとは限らない。] 


	
	
	主文
	
	
	┘今

	
	
	
	
	
	
	その校[endnoteRef:110]一牒を上す。謁うらくは、以て從事せよ。 [110:  校、つらねる・ならべる義から轉じて、比較して調べる、つまり監査の意、さらに監査用の状況説明の意味にも用いる。徐鍇『說文解字繫傳』木部には、
鍇案：校，連木也。易曰何校滅耳，此桎也；屨校滅趾，梏也。又漢書校獵謂連接木以闌禽獸。又軍中有校隊，亦是也。
鍇案ずるに、校は、木を連ぬる也。『易』に、校を何 (にな)いて耳を滅 (しず)めると曰うは、此れ桎なり。校を屨 (は)きて趾 (あし)を滅 (しず)めるは、梏なり。又た『漢書』の「校獵」は、木を連接して以て禽獸を闌 (さえぎ)るを謂う。又た軍中に校隊有るも、亦た是れなり。
と、刑具から軍營までの諸種の字義を、木を竝べたり組み立てたりすることに由來するものと説明する。「校讎」・「校訂」等の義も、「竝べる」義に基づくと考えられるが、簡牘史料では、居延漢簡に、
校候三月盡六月折傷兵簿，出六石弩弓廿（二十）四，付庫；庫受嗇夫久廿（二十）三，而空出一弓，解何？							179.6	A33
候が三月より六月を盡くすの折傷兵簿を校 (しら)ぶるに、六石弩弓二十四を出だして、庫に付したるに、庫、嗇夫の久より二十三を受く。而して空 (むな)しく一弓を出だすは、解何ぞや。
とみえるように、多く、帳簿や文書を竝べて調べることを指す。里耶秦簡では、簡8-2010+8-0064等にも同樣な字義が確認されるほか、簡8-0063によって、「受計」と「付計」とを行った縣の閒に、「校」（もしくは「校券」）と稱する文字資料が交換されること、簡8-0166+8-0075によって、「校」という文字資料が、同名の「校」という監査手續に備える状況説明を指すこと、8-0164+ 8-1475によって、郡における「校」の監査手續に備えて、「校」が縣から上計吏を通じて郡に上呈されることが知られる。本簡では、貳春鄕における「受計」（＝盈夷鄕からの轉入）を記した「校」が、遷陵縣の縣廷を通じて酉陽縣に送付され、盈夷鄕における「付計」（＝貳春鄕への轉出）を裏付ける資料として上計書類と共に年度末に酉陽縣から所屬の郡に提出されると推定される。なお、「校」（もしくは「校券」）は、個別文書の自稱ではなく、「應書」と同樣に汎稱の一種と考えられる。つまり、具體的な狀況に應じて「某簿/籍」や「某書」といった樣々な書類が提出されるが、何れも「校」の手續に備えるための状況説明であるという意味で便宜的に「校」（もしくは「校券」）という呼稱が付けられる。] 


	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時，某人以て來る。／某發 (ひら)く。】[endnoteRef:111] [111:  本簡左上方有隱約墨跡，據文書格式，此處應有收發記録，疑被刮削。なお、正面の干支も空白となっている。] 


	
	作成記録
	如意手す。



都鄕
卅（三十）五年八月丁巳朔丙戌，都鄕守〼
士五（伍）兔詣少内，受購[endnoteRef:112]。●今遣[endnoteRef:113]〼	8-0660正 [112:  “購”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（二）〉（簡帛網，20150623）補釋。]  [113:  “遣”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。字形可以參看簡8-2217和8-1090等“遣”字。] 

[bookmark: OLE_LINK14]九月丁亥日垂入，鄕守蜀以來。瘳〼	8-0660背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	三十五年（212）八月丁巳朔丙戌（30）、都鄕守【の蜀、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	【……】士伍の兔【を遣わして/に令して】、少内[endnoteRef:114]に詣り[endnoteRef:115]、購を受けしめよ。 [114:  少内、郡県の金銭出納に関わる部署。]  [115:  詣、いたる・いたす意、法律用語としては、自動詞は、官府等に出頭すること、他動詞は、犯人等を官府等に送り屆けることを指す。『說文』言部には、
詣，候至也。
詣、候 (うかが)い至 (いた)す也。
という。本簡では、出頭、つまり少内に出向く意味で使われるが、類例としては、例えば1930年代居延漢簡の簡59.36（A8）に
當曲燧長武持府所辟火報詣官。九月丁未日出入。
當曲燧長の武、府の辟する所の火報を持して官に詣る。九月丁未、日出に入る。
と、簡113.12A（A8）に
□□月癸卯，官告第四候　　長：記到馳詣官。會
〼毋以它爲解。急如　　　　董雲叩頭，唯卿幸爲持具簿奉賦。	
□□月癸卯、官、第四候長に告ぐ。記到らば馳せて官に詣れ。會【……】它を以て解と爲すなかれ。急ぐこと【……が】如くせよ。　　董雲、叩頭して、唯だ卿、幸いに爲に具簿を持して奉賦し【……】
とみえる用例が擧げられる。他動詞用法は、簡8-0512や8-1456に確認されるが、出土資料の類例をみると、『封診式』に
037	（前略）某里士五（伍）甲縛詣男子丙，告曰（後略）。
某里士伍の甲、男子の丙を縛りて詣 (いた)し、告げて曰わく……。
というように、民閒人が犯人と思しき者を搜査機關に差し出して告發する場合もあれば、同じ『封診式』に
25	群盜    爰書：某亭校長甲、求盜才（在）某里曰乙、丙縛詣男子丁，斬首一，具弩二、矢廿（二十）。（後略）
群盜	爰書。某亭の校長甲・求盜の某里に在りて乙・丙と曰う（もの）、男子の丁を縛りて（詣 (いた)し）、斬首一・具弩二・矢二十を詣 (いた)す。
と、1970年代の居延漢簡に
建武六年四月己巳朔己丑，甲渠候長昌林劾。將	E.P.T68:31、A8
良詣居延獄，以律令從事。	E.P.T68:32、A8
建武六年四月己巳朔己丑、甲渠候長の昌林が劾。良をば居延の獄に詣し、律令を以て從事せしめたり。
というように、逮捕を伴う公的機關の摘發行爲を指す場合もある。また人のほか、物を屆け出ることについても、「詣」じが用いられる。例えば例えば『法律答問』には、
184	客未布吏而與賈，貲一甲。可（何）謂布吏。●詣符傳於吏是謂布吏。
客未だ吏に布せずして與 (とも)に賈 (あきな)うは、貲一甲。何をや「布吏」と謂う。●符傳を吏に詣す、是れを「布吏」と謂う。
と、外國の商人が通行證などの書類を官に屆け出る行爲、『奏讞書』には、
214	擧疑孔盜傷婢，卽𧭦問黔首，有
215	受孔衣器、錢財，弗詣吏，有罪。走馬僕詣白革鞞、係絹，曰：公士孔以此鞞予僕。不智（知）安
216	取。（後略）
擧、孔の婢をを盜傷せるを疑い、卽ち黔首に𧭦問せらく、孔より衣器・錢財を受くる有るに、これを吏に詣さずんば、罪有らん、と。走馬の僕、白き革鞞・係絹を詣して曰わく、公士の孔、此の鞞を以て僕に予えたり。安 (いずこ)より取るや知らず、と。
と、犯罪の證據物と思われる物品を告知を通じて官側に屆けさせる樣子が窺える。] 


	
	
	用件
	
	
	●今

	
	
	
	
	
	
	【……を】遣わし【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	[bookmark: OLE_LINK13]九月丁亥（01）、日垂入、鄕守[endnoteRef:116]の蜀、以て來る。瘳 (ちゅう)【發 (ひら)く。】 [116:  官職名担当（鄕守については簡8-0769に既出だが、鄕守が自ら文書を届け出ていることについて案語が必要）] 


	
	作成記録
	【某手す。】



庫
卅（三十）一年六月壬午朔庚戌，庫武敢言之：廷書曰：令吏操律令詣廷讎[endnoteRef:117]。 [117:  “吏”，原釋文、校釋作“史”，據館藏簡改正。] 

署書到、吏起時。有追。┘今以庚戌遣佐處讎。
敢言之。	8-0173正
七月壬子日中，佐處以來。／端發。　　處手。	8-0173背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	三十一年（216）六月壬午朔庚戌（29）、庫の武、敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	廷が書に曰わく、

	
	
	
	
	
	
	
	吏に令して律令を操 (と)り[endnoteRef:118]廷に詣りて讎 (ただ)させよ[endnoteRef:119]。書の到れる、吏の起ちし時を署 (しる)せ[endnoteRef:120]。追[endnoteRef:121]有り。 [118:  操、手に持つ、たずさえる。『説文解字』手部には、
操，把持也。
操、把 (と)りて持つ也。
といい、『礼記』曲礼上には、
必操几杖以從之。
必ず几杖を操 (と)りて以て之れに從う。
という。『奏讞書』には、
131	（前略）義等戰死，新黔首恐，操其叚（假）兵匿山中。（前略）
義ら戰死すれば、新黔首恐れて、其の假りたる兵を操りて山中に匿る。
と、新たに帰順した人々が、貸与された武器を持ったまま山中に逃げ隠れる様子と、
221	（前略）適雅欲𦾑（剽）盜，詳（佯）爲券，操，視可盜，盜置券其旁，
222	令吏求賈市者，毋（勿）言（音-意）孔。（後略）
（孔は）適 (まさ)に雅 (もと)より剽盜せんと欲し、佯 (いつわ)りて券を爲りて操り、盜むべきを視 (み)る。盜まば、券を其の旁らに置き、吏に令して市に賈 (あきな)う者を求めて、孔を意うなからしめんとす。
というように、盗みの機会を窺っている犯人が、偽造の契約文書を携帯し、犯行現場にそれを残して操作の妨害を企てている様子が描かれている。1930年代の居延漢簡には、
（前略）卽有吏卒民屯士亡者，具署郡縣里、名姓、年、長、物色、所衣服齎操、初亡年月日、人數，白。	303.15/13.17，A35
卽 (も)し吏卒民屯士の亡ぐる者有らば、具 (つぶさ)に郡縣里・名姓・年・長・物色・衣服と齎操する所・初めて亡ぐるの年月日・人數を署して白 (もう)せ。
というように、逃亡者に関する報告を求める指示の中で、携帯品を「齎操する所」と表現している。]  [119:  讎、照合する。
歳讎辟律於御史。    尉雜（秦律十八種、簡199）
縣上食者籍及它費大（太）倉、與計偕。都官以計時讎食者籍。    倉（秦律十八種、簡37）]  [120:  文書集配記録および官吏派遣の管理に関する案語（飯田担当）
関連史料：
『秦律十八種』
184	行傳書、受書，必書其起及到日月夙莫（暮），以輒相報殹（也）。（後略）
嶽麓秦簡（肆）の律令簡牘：
223/1271	□律曰：傳書受及行之，必書其起及到日月夙莫（暮），以相報，報宜到不來者，追之。
居延漢簡：
九月庚子府告甲渠鄣候尉史忠平甬府事已遣之官日時在檢中到課言	E.P.F22:290，A8]  [121:  追、初出（鈴木┘ジュメ「里耶秦簡訳注〇一戊「告」類」（2017年2月18日付、実際の講読は3月18日）には次のようにあり参考にできるが、簡8-0060+8-0656+8-0748+8-0665にみえるように、使用範囲は、催促・督促に限定されないので注意を要する。）
鈴木┘ジュメ：
睡虎地秦簡行書律によれば、返信を求めたにもかかわらず返信がないときなどに催促すること。
行傳書・受書、必書其起及到日月夙莫（暮）、以輒相報殹（也）。書有亡者、亟告官。隸臣
妾老弱及不可誠仁者勿令。書廷辟有曰報、宜到不來者、追之。行書。（睡虎地秦簡
秦律十八種、第184～185簡）
《参考文献》鷹取祐司『秦簡官文書の基礎的研究』（汲古書院、2015年）第二部第二章第二節
] 


	
	
	用件
	
	
	┘今

	
	
	
	
	
	
	
	庚戌（29）を以て佐の處を遣りて讎せしめたり。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	七月壬子（02）、日中、佐の處、以て來る。／端發 (ひら)く。

	
	作成記録
	處手す。



[bookmark: _Toc429656945]分離型複合文書
廿（二十）九年四月甲子朔辛巳，庫守悍敢言之：御史令曰：各苐（第）官徒丁僯（齡）[endnoteRef:122]〼 [122:  “僯（齡）”，原釋文作“□”,校釋作“粼”,參考郭永秉〈張家山漢簡《二年律令》和《奏讞書》釋文校讀記〉改釋。“丁齡”見《秦律十八種》簡061-062：
061	隸臣欲以人丁僯（齡）者二人贖，許之。其老當免老、小高五尺以下及隸妾欲以丁僯（齡）者一人贖，許之。贖
062	者皆以男子，以其贖爲隸臣。女子操敃（文）紅（功）及服者 ，不得贖。邊縣者，復數其縣。				倉] 

勮者爲甲，次爲乙，次爲丙，各以其事勮易次之。●令曰：各以□〼
上●今牒書當令者三牒，署苐（第）上。敢言之。	8-1514正
四月壬午水下二刻，佐　　圂以來[endnoteRef:123]。／槐半。　　〼	8-1514背 [123:  “佐”與“圂”之間有較大的空隙，容納一字左右。簡的正面在相同高度呈現出隱約的橫向劃痕，或係編繩擠壓痕跡。據張馳〈《里耶秦簡（壹）》所見簡牘編聯問題〉（中國文化遺產研究院、吉林大學、甘肅博物館、山東博物館編《中國簡牘學術研討會論文集》，濟南：2017年）的推測，本簡原與其它簡編聯，收文時避開編繩書寫，因而造成此處空白；同時，原生文書書寫時文書尚未編聯，本地文書書寫時編繩已被拆開。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【當令者三牒】

	文書本體
	書出
	二十九年（218）四月甲子朔辛巳（18）、庫守の悍 (かん)、敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	御史[endnoteRef:124]令して曰わく、 [124:  御史令…8-152・153に「御史書舉事可爲恒程者洞庭上帬直」・「御史問直絡帬程書」とあり、8-159に「御史丞去疾丞相令曰舉事可爲恒程者□上帬直即𤻮令弗𤻮謹案……」とあることから、「御史書」＝「御史令」であり、中央の御史府から下されたものと考えられる。] 


	
	
	
	
	
	
	
	各々官徒の丁齡[endnoteRef:125]なる【……】を第 (つい)で[endnoteRef:126]、【……】勮 (しげ)き者は甲と爲し、次ぎ[endnoteRef:127]は乙と爲し、次ぎは丙と爲し、各々その事の勮 (げき)易 (い)[endnoteRef:128]を以て之れを次 (つい)でよ[endnoteRef:129]。 [125:  丁齡、…壮丁。成年男子。睡虎地秦簡「秦律十八種」61簡にその語が見え、整理小組は「丁粼」＝「丁齢」＝「丁年」とし、『文選』李善注を引いて「丁年」＝「丁壮」と解す。
　　隸臣欲以人丁粼者二人贖、許之。其老當免老、小高五尺以下及隸妾欲以丁粼者一人贖、許之。（『睡虎地秦墓竹簡』秦律十八種61簡）
　　丁年、謂丁壯之年也。（『文選』答蘇武書・李善注）]  [126:  苐…第。功労などを評定すること。
　　凡一年之事畢矣、舉有功、賞賢、罰有罪、遷有司之吏而第之。（『管子』度地）]  [127:  次、つぐ・すぐ下に位する意、ここでは、繁閑の程度が一段低いことを表す。『説文解字』欠部に、
次，不前不精也。
次、前ならず精ならざる也。
といい、徐鍇『説文解字繫傳』欠部には、
不前，是次於上也；不精，是其次也。
前ならず、是れ上に次ぐなり。精ならず、是れ其の次なり。
と、段玉裁『説文解字注』欠部には、
前當作歬。不歬不精皆居次之意也。
前は當 (まさ)に歬に作るべし。歬ならず精ならずとは、皆な次に居るの意なり。
と注釋する。『儀禮』特牲饋食禮の鄭玄注では、同じ意味を
亞，次也。次猶貳也。
亞は、次ぎ也。次は、猶お貳のごとき也。
と表現する。傳世と出土の文獻には、段注の通り「次に居るの意」で解釋できる辭例として次のような用例が擧げられる。
『論語』季氏：
生而知之者，上也；學而知之者，次也；困而學之，又其次也；困而不學，民斯爲下矣。
生まれてこれを知るは、上 (じょう)なり（=上位に居る也）。學びてこれを知るは、次 (じ)なり（＝次位に居る也）。困りてこれを學ぶは、又た其の次なり（その次位に居る也）。困るも學ばざるは、民、斯かるを下と爲す。
『漢書』食貨志下：
管氏之輕重，李悝之平糴，弘羊均輸，壽昌常平，亦有從徠。顧古爲之有數，吏良而令行，故民賴其利，萬國作乂。及孝武時，國用饒給，而民不益賦，其次也。至于王莽，制度失中，姦軌弄權，官民俱竭，亡次矣。
管氏の輕重、李悝の平糴、弘羊の均輸、壽昌の常平も亦た從 (よ)りて徠 (き)たる有り。顧 (おも)うに、古え之れを爲すに數有り、吏良にして令行われ、故に民、其の利に賴り、萬國作乂たり。孝武時に及びて、國用、饒 (ます)ます給するも、民、賦を益せざるは、その次 (じ)なり（その次位に居るなり）。王莽に至りては、制度、中を失い、姦軌、權を弄び、官民俱に竭くるは、次 (じ)なる亡 (な)し（さらに次位に居るなし）。
『爲獄等狀四種』：
243(3)	【……】□臣信（？）請取得（？）【……】
244	皆致灋（法）焉。有（又）取卒畏耎（最）先去、先者次（？）十二人，完以爲城旦、鬼薪。有（又）取其次（？）十四人，耐以
244(2)	爲隸臣。（後略）
……□臣信、請うらく、得（＝人名）……を取り……皆な法に致たせ。又た卒の畏耎にして最も先に去る（もの）・先んずる者に次ぐ（もの＝先者の次位に居るもの）十二人を取り、完うして以て城旦・鬼薪と爲し、又たその次なる（もの）十四人を取り、耐して以て隸臣と爲せ。（後略）
『奏讞書』：
182	（前略）不孝者棄市。棄市之次，黥爲城旦舂。（後略）
不孝なる者は、市に棄 (す)つ。棄市の次は、黥して城旦舂と爲す。]  [128:  勮易、業務などについて、輕重・繁閑等の程度をいう。『史記·田叔列傳褚少孫論』には、
邑中人民俱出獵，任安常爲人分麋鹿雉兔，部署老小當壯劇易處，衆人皆喜。
邑中の人民、俱に出でて獵するに、任安、常に人が爲に麋鹿雉兔を分ち、老小・當壯を劇易處に部署し、衆人、皆な喜ぶ。
という用例が見える。傳世文獻では多く「勮」を「劇」に作る。『説文解字』刀部には、
勮，務也。
勮、務むる也。
といい、段玉裁は
務者，趣也，用力尤甚者。其據切，五部。音轉爲渠力切，字譌從刀作劇。
務は、趣く也、力を用うること尤も甚だしき者なり。其據の切（＝ju4/きょ）、五部。音は轉じて渠力の切（＝ji2/げき）と爲り、字は譌 (あやま)り刀に從いて劇に作る。
と注する。「尤甚」という解釋は、『説文解字』刀部の新附字「劇」の訓詁に基づく。「劇」は、「甚だしい」から轉じて、繁雜の意。『荀子』非十二子の楊倞注には、
劇，繁多也。
劇は、繁多なり。
と訓じ、『商君書』算地には、
不觀時俗，不察國本，則其法立而民亂，事劇而功寡。
時俗を觀ず、國本を察せずんば、則ち其の法立ちて民亂れ、事劇 (しげ)くして功寡 (すく)なし。
という用例が見える。「易」は、簡易・簡略の意。『公羊傳』宣公六年に、
吾入子之大門，則無人焉；入子之閨，則無人焉；上子之堂，則無人焉；是子之易也。子爲晉國重卿而食魚飱，是子之儉也。
吾れ、子の大門に入り、則ち人なく、子の閨に入り、則ち人なく、子の堂に上り、則ち人なし。是れ子の易き也。子、晉國の重卿たるも魚飱を食す。是れ子の儉 (つづま)やかなる也。
といい、何休の注は
易，猶省也。
易は、猶お省がごとき也。
と語釋する。]  [129:  次、つぐ、転じてついでる・順序に從って並べる若しくは順序づける意。『玉篇』欠部には、
次，叙也。
次、叙 (つい)づる也。
という。『呂氏春秋』季冬に
乃命太史，次諸侯之列，賦之犠牲。
乃ち太史に命じて、諸侯の列を次いで、之れに犠牲を賦せしむ。
といい、高誘は
次、列也。
次は、列 (なら)ぶる也。
と注釈する。『二年律令』には、
318	未受田宅者，鄕部以其爲戶先後次次編之。久爲右，久等，以爵先後。有籍縣官田宅，上其廷，令輒以次行之。
未だ田宅を受けざる者は、鄕部、其の戶と爲るの先後の次を以て、之れを次いでて編せよ。久しきは右と爲し、久しきこと等しかば、爵を以て先後せよ。縣官に田宅を籍する有らば、其の廷に上し、令して輒 (ただ)ちに次を以て之れを行え。
と、戶籍登録の順に順序づけを行って名籍を編集し、その順序に沿って田宅配給を行う規定が置かれている。] 


	
	
	
	
	
	●令[endnoteRef:130]に曰わく、 [130:  令、命令の意（簡8-0652+8-0067注？參照）、ここでは、詔令もしくは法令を指すと推測される。] 


	
	
	
	
	
	
	
	各々【……】を以て【……】上せ。

	
	
	用件
	
	
	●今

	
	
	
	
	
	
	
	令に當たる者三牒を牒書し、第 (つい)でを署して上す。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	四月壬午（19）、水下二刻、佐の圂 (こん)、以て來る。／槐 (かい)半 (ひら)く。

	
	作成記録
	【某手す。】



〼亥朔﹦（朔朔）日，庫建[endnoteRef:131]〼 [131:  “建”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》、謝坤〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（一）〉（簡帛網，2015年6月29日）補釋。] 

〼敢言之。　　〼	8-0692正
〼泰半升　　〼	8-0692背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【……】泰半升【……。】

	文書本體
	書出
	【某年某月□】亥朔朔日[endnoteRef:132]、庫の建、【敢えて之れを言う。】 [132:  朔日、陰曆の月の一日。『説文解字』月部には、
朔，月一日始蘇也。
朔、月一日にして始めて蘇る也。
という。曆日の表記に「朔日」という表現を用いるのは、靑川秦代木牘や里耶秦簡等の秦代の史料に限られており、居延などの漢簡では、朔日にも干支を用いる。例えば、本簡の「□亥朔朔日」は、居延漢簡等では「□亥朔□亥」と表記される。] 


	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時，某人以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】

	
	作成記録
	【某手す。】



倉
〼月己亥朔辛丑[endnoteRef:133]，倉守敬敢言之：令下：覆獄遝遷陵隸臣鄧 [133:  “五”，原釋文、校釋作“□”，據文意補釋。按，據簡8-0757可知秦朝設置遷陵縣在秦王政二十五年（公元前222年）；秦始皇二十五年之後，己亥朔僅見三次，卽二十八年五月、三十三年八月、二世元年九月；本簡背面稱“朝半”，秦始皇三十一年以後“半”被“發”所取代，因此可知本簡“己亥朔”只能是秦始皇五月。
另外，簡8-1518+8-1490所記載二十八年六月的文書係倉進呈縣廷的文書，由尚經手，由朝啓封，均與本簡相同，也可印證上述結論。] 

〼□□名吏（事）、它坐，遣言。●問之：有名吏（事）定，故旬陽隸臣，以約爲
〼□□史，有遝耐辠（罪）以上，𣪠（繫）遷陵，未夬（決），毋遣殹。謁報覆獄治所。敢言	8-0144正+8-0136正[endnoteRef:134] [134:  本簡綴合據校釋一。] 

〼□□刻﹦（刻刻）下六，小史夷吾以來。／朝半。　　尚手。	8-0144背+8-0136背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【二十八年（219）】五月己亥朔辛丑（03）、倉守の敬、敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	令下されたる[endnoteRef:135]に、 [135:  令は、文脈から、郡から派遣された覆獄都吏の出頭命令を傳える縣廷の命令と推測され、「下」は命令の下達を表す自動詞。「令下」という表現は、睡虎地秦簡『語書』に
001	（前略）是以聖
002	王作爲灋（法）度，以矯端民心，去其邪避（僻），除其惡俗。灋（法）律未足，民多詐巧，故後有閒令下者。凡灋（法）律令者，以敎道（導）
003	民，去其淫避（僻），除其惡俗，而使之之於爲善殹（也）。（後略）
是 (ここ)を以て聖王、作りて法度を爲し、以て民心を矯端し、其の邪僻を去り、其の惡俗を除く。法律、未だ足らず、民、詐巧多ければ、故に後に閒 (まま)令の下さるる者有り。凡そ法律令なる者は、以て民を敎導し、其の淫僻を去り、其の惡俗を除きて、之れをして善を爲すに之かしむる也。
と、『爲獄等狀』に
044	●廿（二十）三年四月，江陵丞文敢𤅊（讞）之：廿（二十）三〔二〕年九月庚子，令下，劾：𢮑（錄）江陵獄：上造敞、士五（伍）
045	猩智（知）人盜埱冢，分臧（贓）。得。敞當耐鬼薪，猩黥城旦。遝戊午𢼜（赦），爲庶人。鞫
046	審，𤅊（讞）。
●二十三年四月、江陵丞文、敢えてこれを讞 (もう)す。二十二年九月庚子、令下 (くだ)され、劾せらく、「江陵が獄を錄するに、上造敞 (しょう)・士伍猩、人の冢を盜埱 (とうしゅく)するを知りて、贓を分つ。得 (とら)えらる。敞、まさに耐して鬼薪とし、猩、黥して城旦とすべし。戊午が赦に遝 (およ)び、庶人と爲す（べし）。鞫 (きわめたず)ねて審らかにし、讞 (もう)せ」、と。
と見える。前者の「令」が主權者の命令、つまり制定法を指すのに對して、後者の令は、江陵縣上級機關の南郡の命令と考えられる。] 


	
	
	
	
	
	
	
	覆獄[endnoteRef:136]、遷陵が隸臣[endnoteRef:137]の鄧を遝し[endnoteRef:138]…□□名事・它坐【……】遣わして、言え。 [136:  覆（つぶさに調べる）、未作成（調べる意については、籾山明「秦の裁判制度の復元」（林巳奈夫『戦国時代出土文物の研究』、1985）にすでに言及あり]  [137:  隸臣、秦代ないし漢初の身分の一つ、「耐」と組み合わせて中程度の犯罪に對する刑罰として用いられるほか、完城旦以上の犯罪に伴い官に沒收される家族（「收人」）や敵軍から投降した兵士に適用される。複合刑罰の「耐爲隸臣」は『二年律令』の次の規定に見える。
398	當戍，已受令而逋不行盈七日，若戍盜去署及亡過一日到七日，贖耐，過七日，耐爲隸臣，過三月，完爲城旦。
まさに戍すべきに、すでに命令を受けて逋 (のが)れて行かざること七日に盈 (み)つる（もの）、若しくは戍するに盜 (ひそ)かに署を去ること及び亡 (に)ぐること一日を過ぐるより七日に到るは、耐を贖う。七日を過ぐるは、耐して隸臣と爲し、三月を過ぐるは、完 (まっと)うして城旦と爲す。
投降者に對する適用は、『秦律雜抄』の次の記載から窺える。
038	寇降，以爲隸臣。（後略）
寇降らば、以て隸臣と爲す。
收人の扱いについては、『二年律令』簡一七四-一七五と簡四三五とに次のように明文規定が記されている。
174	罪人完城旦、鬼薪以上，及坐奸府（腐）者，皆收其妻、子、財、田宅。其子有妻、夫，若爲戶、有爵，及年十七以上，若爲人妻而棄、寡者，
175	皆勿收。（後略）
罪人、完城旦・鬼薪以上、及び奸に坐して腐せらるる者は、皆なその妻子・財・田宅を收す。その子、妻・夫有り、若しくは戶と爲り、爵有り、及び年十七以上、若しくは人が妻と爲りて棄てられ寡となりし者は、皆な收するなかれ。
435	縣官器敝不可繕者，賣之。諸收人，皆入以爲隸臣妾。
縣官の器敝 (やぶ)れて繕 (つくろ)うべからざる者は、これを賣る。諸々の收人は、皆な入れて以て隸臣妾と爲す。
隸臣は、縣官の「倉」に管理され、居住等に關する制限を受けるとともに、一定の勞働義務を負うが、財產や通婚に關る社會行爲能力が保全される點で、城旦という刑徒身分と大きく異なる。]  [138:  遝、およぶ、他動詞としては、およぼす、とどかせる、轉じて、呼び出す、召喚する意。『説文解字』辵部には、
遝，䢔也。
遝、䢔 (おいつ)く也。
と言い、『方言』には、
遝，及也。關之東西曰遝。
遝、及ぶ也。關の東西には、遝と曰う。
という。傳世文獻では、多く「逮」に作る。唐代以降の訓詁では、逮捕を意味する「捕」と混同される傾向が生じるが、『漢書』常山憲王劉舜傳（卷53）では、
天子遣大行騫驗問，逮諸證者，王又匿之。吏求捕，勃使人致擊笞掠，擅出漢所疑囚。
天子、大行騫を遣わして驗問せしめ、諸々の證者を逮するも、王又これを匿 (かくま)う。吏、捕 (とら)えんと求むるも、勃、人をして致擊笞掠せしめ、擅 (ほしいまま)に漢の疑う所の囚を出だす。
というように、「逮」と「捕」とを明確に區別している。『資治通鑑』漢紀四（卷12）の胡三省注に引用される異説にも、「逮」（召喚）と「捕」（逮捕）の違いが明言される。
一曰：逮易辭，捕加力也。逮，徒呼召之，捕則加束縛矣。
一に曰わく、「逮は、易辭にして、捕は、力を加うる也。逮、徒 (た)だこれを呼召し、捕は則ち束縛を加う。
『奏讞書』事案18には、召喚に應じない次の事例が見える。
151	・問：南郡復（覆）吏到攸，攸遝䦈未來，未有新黔首當捕者名籍。（後略）
・問うに、南郡の覆吏、攸（縣）に到り、攸（縣）、䦈を遝ぼすも、未だ來ざれば、未だ新黔首の當に捕うべき者の名籍有らず。
また嶽麓秦簡『三十四年質日』には、墓主もしくはその關係者が召喚に應じて江陵縣もしくは監府に出頭する記載が見える。
44	（前略）辛巳，騰會逮監府。（後略）
辛巳、騰、逮を監府に會す。
60	（前略）戊戌，爽會逮江陵。（後略）
戊戌、爽、逮を江陵に會す。] 


	
	
	用件
	
	
	●之れを問うに、

	
	
	
	
	
	
	
	名事定めたる[endnoteRef:139]有り。故 (も)と旬陽が隸臣にして、約を以て【……】と爲り【……】□□史、遝すること耐罪[endnoteRef:140]以上有り、遷陵に繫げられ[endnoteRef:141]、未だ決せられず[endnoteRef:142]。遣わすなき[endnoteRef:143]なり。 [139:  定、奠と同源（王力『同源字典』）、安んずる・安置する義から轉じて、定める・確定する意。『説文解字』宀部には、
定，安也。
定、安ずる也。
と、丌部には、
奠，置祭也。
奠、（酒食を）置きて祭る也。
という。『周禮』天官・職幣には、
皆辨其物而奠其錄。
皆な其の物を辨じて其の錄を奠む。
と、簡8-1518+8-1490の「定籍」や簡8-1560の「定符」と酷似する用例がみえ、鄭玄には、
奠，定也。
奠、定むる也。
と注釋する。「名事里」の確定に關わる記述は、範式集の『封診式』に頻出する。例えば、
006	有鞫	敢告某縣主：男子某有鞫，辭曰：「士五（伍），居某里。」可定名事里，所坐論云可（何），可（何）罪赦，
007	或覆問毋（無）有。遣識者。以律封守。當騰，騰。皆爲報。敢告主。
有鞫	敢えて某縣主に告ぐ。男子の某、鞫有り。辭に曰わく、士伍にして、某里に居る、と。名事里、坐する所の論の何と云うや、何の罪赦せられきや，或は覆問の無きや有るやを定むべし。識者を遣わして律を以て封守せよ。まさに騰 (つた)うべきは、騰えよ。皆な報を爲せ。敢えて主に告ぐ。
というのが、その一例である。類例は、
鞫（繫）書到，定名縣爵里年			239.46，A33
鞫繫書到らば、名・縣・爵・里・年……定めよ。
というように、居延漢簡にも見受けられる。]  [140:  耐罪、「刑罪」・「贖罪」・「貲罪」と竝ぶ罪狀輕重カテゴリーの一つ、罪狀の輕重が「耐」という身體刑（簡8-0884+8-0775注？參照）に相當することを表す。「貲」と「贖」が、財產刑もしくは有期の勞役刑に過ぎないのに對し、「耐」と「刑」は、社會行爲能力に對する諸種の制限を伴う刑徒的身分への變更を伴うので、「耐罪」以上と「贖罪」以下とでは、性質が大きく異なる。また、肉刑の「刑」が回復不能な身體毀損を意味するのに對し、「耐」という身體刑は、恆久的な效果を持たず、また例えば「耐隸臣妾」には、『秦律十八種』に
151	百姓有母及同牲（生）爲隸妾，非適（謫）罪殹（也）而欲爲宂邊五歲，毋賞（償）興日，以免一人爲庶人，許之。（後略）
百姓、母及び同生の隸妾たる有り、罪を謫 (せ)むるに非らずして爲に宂邊すること五歲、興日を償うなく、以て一人を免じて庶人と爲さんと欲せば、これを許す。
とあるように、庶人身分に復歸する可能性が殘されている。そうした輕重の差が、
033	士五（伍）甲盜，以得時直臧（贓），臧（贓）直（値）過六百六十，吏弗直，其獄鞫乃直臧（贓），臧（贓）直百一十，以論耐？。問甲及吏可（何）論。甲當黥爲城旦，吏爲失刑辠（罪）。
034	或端爲，爲不直。
士伍の甲、盜む。得 (とら)えられし時を以て贓を直 (はか)らば 、贓の値 (あたい)、六百六十（錢）を過ぐるも、吏、（贓を）直らず。その獄、鞫 (きわ)むる（とき）に乃 (はじ)めて贓を直る。贓の値、百一十（錢）なれば、以て耐に論ず。問うに、甲及び吏は何 (いか)にか論ぜん。甲はまさに黥して城旦と爲し、吏は「刑罪を失 (あやま)つ」 （という罪名）と爲すべし。或は（吏が）端 (ことさら)爲すならば、「直ならず」（という罪名）と爲す 。
という刑罪と耐罪を巡る『法律答問』や、
217	任有辠（罪）刑辠（罪）以上，任者貲二甲而癈；耐辠（罪）、贖辠（罪），任者貲一甲；貲辠（罪），任者弗坐。（後略）
任ぜらるる（もの）罪有り、刑罪以上ならば、任ずる者、二甲を貲りて癈せらる。耐罪・贖罪は、任ずる者、一甲を貲る。貲罪は、任ずる者これに坐せず。
という嶽麓秦簡（肆）の律令簡牘等の記述に反映されていると考えられる。
なお、「耐」の刑が、「候」・「司寇」・「隸臣妾」・「鬼薪白粲」という四種の身分と組み合わて「耐爲司寇」等の複合刑罰を構成するが、『秦律雜抄』に
038	（前略）●捕盜律曰：捕人相移以受爵者，耐。（後略）
●捕盜律に曰わく、「人を捕うるに、（犯人を）相移して以て爵を受くる者は、耐す」と。
とみえる「耐」字の單獨使用例や、『二年律令』に
090	有罪當耐，其灋（法）不名耐者，庶人以上耐爲司寇，司寇耐爲隸臣妾。隸臣妾及收人有耐罪，𣪠（繫）城旦舂六歳┛。（後略）
罪、まさに耐すべき有り、その法、耐を名ぜざる 者 、庶人以上は、耐して司寇と爲し、司寇は耐して隸臣妾と爲す。隸臣妾及び收人の耐罪有るは、城旦舂に繫ぐこと六歳。
と傳えられる耐刑の科刑原則に關する明文規定から、「耐」刑が本來「耐爲司寇」という一等級のみから成り、「耐爲隸臣妾」がそれに對する身分的加重に由來することが分かる。一方、「耐爲鬼薪白粲」（簡8-0805注？參照）は、「刑爲城旦舂」（若しくは「完城旦舂」）に對する身分的讀み替えに過ぎないので、「耐罪」というカテゴリーに含まれないと推定される。「耐爲候」の詳細は不明。]  [141:  繫、つなぐこと、法律用語としては、拘禁、身柄を拘束すること。『説文解字』囗部には、「囚」字を「繫」と訓じ、『易』坎卦に、
係以徽纏。
係 (かかずら)うに徽纏を以てす。
というのに對し、鄭玄は、
繫、拘也。
繫、拘 (とら)うる也。
と注釋し、『慧琳音義』卷三と『希鱗音義』卷三に引用する『玉篇』には、「繫」をそれぞれ「拘束」と「縛」と訓ずる。刑事事件に關わる拘束を表す用例としては、『史記』孝文本紀には、
齊太倉令淳于公有罪當刑、詔獄逮徙繫長安。
齊太倉令の淳于公、罪當に刑すべき有り、詔獄もて逮徙して長安に繫ぐ。
といい、また出土文獻にも例えば『法律答問』に、
006	甲盜牛，盜牛時高六尺，𣪠（繫）一歲，復丈，高六尺七寸。問，甲可（何）論。當完城旦。
甲、牛を盜む。牛を盜みし時、高きこと六尺なるに、繫ぐこと一歲にして復た丈 (はか)るに、高きこと六尺七寸なり。問うに、甲何 (いか)にか論ぜん。まさに完 (まった)うして城旦とすべし。
等というように、多數確認される。
077	七月甲辰，淮陽守偃刻（劾）曰：武出備盜賊而不反（返），其從（蹤）迹類或殺之。獄告出入廿（二十）日弗窮訊，吏莫追求。坐以𣪠（繫）者┛，
078	毋𣪠（繫）牒。疑有姦𧧻（詐）。其謙（廉）求捕其賊，復（覆）其姦𧧻（詐）及智（知）縱不捕賊者，必盡得，以法論。（後略）
七月甲辰、淮陽守の偃、劾して曰わく、「武出でて盜賊に備うるに返らず、其の蹤迹、或は之れを殺したるに類 (に)たり。獄もて告げて出入すること二十日なるも、これを窮訊せず、吏、追求するなし。坐して以て繫げらるる者は、繫牒なし。姦詐有るを疑う。其れ廉求して其の賊を捕え、其の姦詐及知りて縱 (はな)ち賊を捕えざる者を覆 (しら)べよ。必ず盡く得 (とら)えて、法を以て論ぜよ。
という『奏讞書』事案十六の記述から推測するに、身體の後續に伴い、「繫牒」という書類が作成されることになっていたと考えられる。「繫牒」の比較的完全な形は、次の居延漢簡（一三.六）から窺える。
]  [142:  決、初出（決＝執行を含めて刑事事案の最終的処理？広義の判決？→「論」との違いに留意！「論」の注案は簡8-1516を参照）]  [143:  毋遣、遣わす（べき）者がない、ここでは遣わすすべがないという意味。本文書は、遷陵の縣官の一つである倉から縣廷に宛てたものであるが、倉が隸臣を管理する管轄權を持つ關係で、隸臣の鄧を召喚する覆獄の命令が縣廷を通じて倉に下達されたと考えられる。ところが、隸臣の鄧は、別件で縣廷に身柄を拘束されて取り調べを受けているため、倉の管理を離れているので、改めてそれを縣廷に派遣することができない。自明のことではあるが、縣廷から命令が下達された以上返信をせずに放置するわけにもいかなかったであろう。一説では、縣廷に拘束されている隸臣について、同じ縣廷から派遣命令が出されている事實は、縣廷内部における分業およびそれによる意思疎通の障礙を語るものと捉えることができる。] 


	
	附記
	
	
	
	
	謁うらくは、覆獄が治所[endnoteRef:144]に報ぜよ。 [144:  治所、治は「おさめる」・執務の意、治所は執務場所。多くは、公的出張者の一時的執務場所を指す。『漢書』朱博傳』には、
使者行部還，詣治所。
使者、部を行 (めぐ)りて還 (かえ)り、治所に詣る。
とあり、顏師古は
治所，刺史所止理事處。
治所は、刺史の止まりて事を理 (おさ)むる所の處。
と注釋する。里耶秦簡では、封檢のほか、簡8-0133には、
啓治所獄留須。
【……】啓が治所、獄留まりて須 (ま)つ。
と、8-0144+ 8-0136には
謁報覆獄治所。
謁うらくは、覆獄が治所に報ぜよ。
という用例が見える。また、『奏讞書』事案18では、南郡卒史の執務場所を「治所」と稱する。
125	御史書以廿七年二月壬辰到南郡守府，卽下，甲午到篕（蓋）廬等治所。（後略）
御史が書、二十七年二月壬辰を以て南郡守府に到り、卽 (ただ)ちに下し、甲午、篕廬らが治所に到る。] 


	
	書止
	敢えて【之れを】言う。

	附記
	集配記録
	〼□□刻、刻下六、小史の夷吾、以て來る。／朝半 (ひら)く。

	
	作成記録
	尚手す。




廿（二十）八年六月己巳朔甲午，倉武敢言之：令史敞、彼死共走興。今彼死次
不當得走。令史畸當得，未有走。今令畸襲彼死處，與敞共
走。倉巳（已）定籍。敢言之。	8-1518正+8-1490正[endnoteRef:145] [145:  本簡綴合據校釋一。] 

六月乙未水下六刻，佐尚以來。／朝半。 　　尚手。	8-1518背+8-1490背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	二十八年（219）六月己巳朔甲午（26）、倉の武、敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	令史の敞・彼死、走の興を共にす[endnoteRef:146]。今彼死、次[endnoteRef:147]として當 (まさ)に走を得べからず。令史の畸、當 (まさ)に得べきも、未だ走有らず。 [146:  共、初出。（ともにする・共同使用。睡虎地秦簡にみえる養・僕の共同使用に関する規定に言及すべし）]  [147:  「次」は、つぐ・ついでる（簡8-1514注？参照）から転じて、順序の意、ここでは席次・ランク等の順位を指す。賈誼『新書』六術には、
六親有次，不可相逾。
六親、次 (ついで)有り、相逾 (こ)うべからず。
という。『奏讞書』には、
185	（前略）律，死置後之次，妻次父母。妻死歸寧，與父母同灋（法）。以律置後之次、人事計之，夫異尊於妻，
186	妻事夫及服其喪，資當次父母，如律妻之爲後次夫父母。（後略）
律には、死して後を置くの次 (ついで)は，妻、父母に次ぐ。妻死して（夫）歸寧するは、父母と與 (とも)に法を同じくす、とあり。律の後を置くの次 (ついで)・人事を以て之れを計るに、夫、妻より異 (はなは)だ尊 (たっと)く、妻の夫に事うる（こと）及び其の喪に服するは、資、當 (まさ)に父母に次ぐこと、律の妻の後と爲ること夫が父母に次ぐが如し。
と、戶籍繼承の順序を「後を置くの次」と表現する。本簡の「次不當得走」は、席次に照らして走を配分される資格がないことをいう。『史記』呂不韋列傳には、
今子楚賢，而自知中男也，次不得爲適。
今、子楚賢なるも、自ら中男なれば、次として適（嫡）と爲るを得ざるを知る。
というように、類似した文法構造で、兄弟の生まれた順番に照らして嫡 (よつぎ)になる資格のないことを表現している。本簡に記されている倉の文書には、經緯に關する詳しい説明はないが、席次が下がったため、彼死は走を使用する資格を失い、代わりに資格を有しつつまだ配分を受けていない令史の畸が走の共同使用を許可されると理解される。
なお、一説によれば、本簡の「次」は、本義の「つぐ」の意、つまり、席次、ランク等の順位が一段低いことを表す。それに從えば、本簡の釋文と讀み下し文は次にように改めなければならない。
（前略）今彼死次，不當得走。（後略）
（前略）今彼死、次なれば、まさに走を得べからず。（後略）
その場合、彼死が席次がさがったため走を使用する資格を失ったことが明言されることになるが、なぜ席次などが下がったかについては、人事評價等の制度的背景から自明であったためか、倉の上行文書は言及していない。] 


	
	
	用件
	
	
	今

	
	
	
	
	
	
	
	畸に令して彼死が處[endnoteRef:148]を襲 (つ)ぎ[endnoteRef:149]、敞と與に走を共にせしむ。倉、已に籍を定めたり[endnoteRef:150]。 [148:  處、とどまる・暫定的に居る義から轉じて、特定の用務を行う場所もしくは地位。『説文解字』几部には、
處，止也。得几而止。从几、从夊。
という。『爲獄等狀四種』簡143には、
143	（前略）譖（潛）訊居處、薄宿所。（後略）
居處し、薄宿する所を潛訊す。
と、居 (お)る所・處 (とど)まる所・薄 (せま)る所・宿 (やど)る所を區別していう表現が見られるが、「居所」が固定的住所なのに對して、「處所」は、特定の用務のために止まる場所を指すと考えられる。『二年律令』に、
305	自五大夫以下，比地爲伍，以辨□爲信，居處相察，出入相司。有爲盜賊及亡者，輒謁吏、典。（後略）
五大夫より以下は、地を比べて伍と爲し、辨□を以て信と爲す。居處は相察し、出入は相司 (うかが)う。盜賊を爲し及び亡 (に)ぐる者有らば、輒ちに吏・典に謁え。（後略）
とみえる「居處」も、居住と逗留、つまり安定的に住むことと、仕事等の目的のためにとどまることとに分けて理解される。『編年記』には、
028-2        廿一年，韓王死。昌平君居其處，有死□屬。
廿一年，韓王死。昌平君居其處，有死□屬。
というように、地位という意味の用例が確認される。]  [149:  襲、よる、うけつぐ。『小爾雅』廣詁と『廣雅』釋詁はともに
襲，因也。
襲、因る也。
という訓詁を揭げ、『荀子』議兵には、
因其民、襲其處
其の民に因 (よ)り、其の處を襲 (つ)ぐ
という用例が見える。「繼」という訓詁は、『漢書』揚雄傳所引の服虔注を初出とし、孫詒讓はそれに基づいて、『墨子』雜守の次の用例を解釋する。
其次襲其處。
其の次は、其の處を襲ぐ。
本簡では、令史の畸が彼死の地位とともに走の興を敞と共同使用する權利を引き繼ぐ。]  [150:  定、定める・確定する意（簡8-0144+8-0136注？を參照）。簿籍の確定には、白紙からの作成と既存簿籍の改正・加筆が考えられるが、ここでは、令史の敞と彼死が走の興を共同使用していた時に既に關連簿籍が作成されているから、敞と畸による共同使用という實態に合わせて簿籍を書き換えることを指すと考えられる。同樣に、簡8-1560では、令史の朝が走として使用していた啓を令史の言が繼承するに當たり、倉が「符を定める」ようにという指示が與えられているが、それは「令史朝走啓」という符の記載を「令史言走啓」に改める手續を意味しよう。] 


	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	六月乙未（27）、水下六刻、佐の尚、以て來る。／朝半 (ひら)く。

	
	作成記録
	尚手す。



〼求菌叚（假）倉贛敢言之：〼	8-2371
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、】求菌假倉[endnoteRef:151]の贛 (こう)、敢えて之れを言う。 [151:  假、官職の代行形態の一種。『史記』項羽本紀において、
乃相與共立羽爲假上將軍。
乃ち相與に共に羽を立てて假上將軍と爲す。
というのに對し、張守節『史記正義』は、
未得懷王命也，假，攝也。
未だ懷王が命を得ざればなり。假は攝(か)ぬるなり。
と注釋する。里耶秦簡に見える假官は、本簡と簡8-0459のように、キノコの採集に行く「（將？）求菌假倉」のほか、上計団を率いる「將計假丞」（8-0108+0002）、猿の捕獲チームを率いる「將捕爰假倉」（8-1559）、派遣されて覆獄を担当する「丞相叚史」（J1⑯0886）というように、特定の任務を帯びている例が目立つ。本務者がいなく、一種の留守としてその職務全体を代行する「守」に対して、「假」は、本務者の有無と関わらず、特定の任務のために、真官の権限の一部を仮に与えてその範囲内で代行させることをいうと考えられる。
睡虎地秦簡「秦律十八種」189簡に記載された内史雑には、
官嗇夫免〼其官亟置嗇夫。過二月弗置嗇夫，令、丞爲不從令。　内史雜
官嗇夫免ぜられ……其の官には亟やかに嗇夫を置け。二月を過ぐるも嗇夫を置かざれば、令・丞の令に從わざると為す。　内史雜
とあり、二か月を越えて官嗇夫を置かない場合は令・丞の法令違反とされた。つまり、官嗇夫の任命権は県の令・丞にあったことになる。真官の任命権がある以上、代行である假官についても同様であったに相違ない。
求菌、業務の一つ、キノコを集めること。作徒簿には「求羽」（8-2034正・8-0663正・8-1259正）と並んで、隷妾等の刑徒が從事する作業として見える。恐らくそうした刑徒を引率・監督する業務をいう。本簡は、上端が折れて残欠部分が存在するが、第九層には、「〼謁求菌叚倉嗇夫令」（9-0777）、「求菌叚倉贛發」（9-0971・9-1603、上端完形）、「求菌叚倉適」（9-1722、上端完形）と見えることから、「將捕爰叚（假）倉の茲」（8-1559正）のように「將」字を冠することはなかったようである。、] 


	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人、以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】[endnoteRef:152] [152:  據文書格式，本簡背面左側應有收發記録，疑本簡爲削衣，因此背面無字。] 


	
	作成記録
	【某手す。】



分離型複合文書
〼午，倉歜敢言之[endnoteRef:153]：〼 [153:  “之”，原釋文、校釋作“□”，據圖版和文例補釋。] 

〼□□□。今上當令者三牒□〼	8-0369+8-0726正[endnoteRef:154] [154:  本簡綴合據校釋一。] 

〼　　如〼	8-0726背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【當令者三牒】

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔□】午、倉の歜 (しょく)、敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	
	【……】□□□。

	
	
	用件
	
	
	今

	
	
	
	
	
	
	
	令に當たる者三牒を上す。□【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時，某人以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】

	
	作成記録
	如【手す。】




卅（三十）一年五月壬子朔辛巳，將捕爰（猨）叚（假）倉茲敢
言之：上五月作徒薄（簿）及（最）[endnoteRef:155]卅（三十）牒。敢言 [155:  “”，卽“最”字異構。原釋文、校釋作“冣”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改正。] 

之。	8-1559正
五月辛巳旦，佐居以來。　　氣發。　　居手。	8-1559背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【五月作徒簿及最三十牒】

	文書本體
	書出
	三十一年（216）五月壬子朔辛巳（30）、將捕猨假倉の茲 (じ)、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	
	五月の作徒簿及び最[endnoteRef:156]三十牒を上す。 [156:  最、簿籍などの集計槪要・總目。『小爾雅』には、
最，要也。
最は、要なり。
とあり、『漢書』嚴助傳に
願奉三年計最。
願わくは、三年計が最を奉らん、と。
というのに對し、顏師古注の引く晉灼注に
最、凡要也。
最は、凡要なり。
と注釋する。「最」の實物は、J1⑩1170には
{第七欄“爲除道通食”原作“易除道□食”，據館藏簡補改釋。同欄“邸”，原作“□”，館藏簡作“船”，參考陳劍指教，據圖版改釋。}
と、1970年代居延漢簡のE.P.F22:185には、

と見える。] 


	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	五月辛巳（30）、旦、佐の居、以て來る。　氣發 (ひら)く。

	
	作成記録
	居手す。



一體型複合文書
[bookmark: _Toc429656948]〼死敢告贛：卽與〼
〼求菌叚（假）倉贛敢〼	8-0459
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の□】死、敢えて贛[endnoteRef:157]に告ぐ。 [157:  贛は、求菌假倉の贛という人を指すと考えられるが、公文書の受信者を個人名とする現象は異例である。發信形式の「敢告」から本文書が遷陵縣の鄕もしくは官から發信されたことが判明するので、贛が受け取った文書の原文に「倉主」となっていたのを、縣廷宛の上行文書を認め本文書を書き寫した時に改めたものと推定される。改變の原因としては、「倉主」が敬語の一種であることが考えられる。] 


	
	
	用件
	
	
	卽 (ただ)ちに【……】と與 (とも)に【……。】

	
	
	書止
	【……。】

	
	附記
	集配記録
	【……。】

	
	
	作成記録
	【某手す。】

	文書本體
	書出
	【某月（某日朔）某日、】求菌假倉の贛、敢えて【之れを言う／某主に告ぐ。。】

	
	用件
	【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う／某に告ぐ。。】

	附記
	集配記録
	【／（某月）某日某時、某人、以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】

	
	作成記録
	【／某手す。】



〼　丁巳[endnoteRef:158]，倉歜敢〼 [158:  “丁”前有大約一個字大小的空白，似簡表面被剝離，原釋文、校釋作“□”，恐不合體例。] 

〼□旦[endnoteRef:159]，佐如以[endnoteRef:160]〼	8-1156 [159:  “旦”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）補釋。]  [160:  “佐”原釋文、校釋作“□”，何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）作“令”，據石原遼平〈里耶秦簡8-1156簡釈読覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2020年7月?日）改釋。“以”字下斷缺，原釋文、校釋多標出一個未釋字。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付資料
	【……。】[endnoteRef:161] [161:  據文書格式，收發記録應寫在簡背面左側，疑背面原有附加材料，因而將收發記録寫在正面左側，如簡8-0686+8-0973、8-1520+8-1434+8-1069、8-2004+8-0487。背面附加材料疑被刮削。] 


	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔】　丁巳、倉の歜 (しょく)、敢えて【之れを言う／某主に告ぐ。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う／某に告ぐ。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日】□旦、佐の如、以て【來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】

	
	作成記録
	【某手す。】



少内
卅（三十）二年四月丙午朔甲寅，少内守是敢言之：廷下御史書：舉事可爲
恆程者；洞庭上帬（裙）直（值－置）。書到言。今書巳（已）到。敢言之。	8-0152正
四月甲寅日中，佐處以來。／欣發。　　處手。	8-0152背[endnoteRef:162] [162:  參看平行文書8-0158和下行文書8-0159。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	三十二年（215）四月丙午朔甲寅（09）、少内守[endnoteRef:163]の是、敢えて之れを言う。 [163:  少内、郡県の金銭出納に関わる部署。] 


	
	本文
	状況説明
	
	
	廷、御史が書[endnoteRef:164]を下すに、 [164:  案語（①関連文書の相互関係・②下達や受領報告の経路・③文書の保管技術について説明すべし）
文書の相互関係：
8-0152	少内の上申文書、受領報告
8-0158	遷陵から酉陽に対する平行文書、受領報告
8-0159	制書と遷陵までの下達文書
8-0155	遷陵から少内への下達文書。下達の際は、8-0159の写しを添付
文書の保管技術：
8-0153	標題
一部の簡牘には編綴痕が認められるが、この五枚が冊書もしくは束として一緒に保管された証拠はどれだけ集められるか、形態上の特徴を改めて比較検討すべし。] 


	
	
	
	
	
	
	
	事の恆程[endnoteRef:165]と爲すべき者を舉げよ[endnoteRef:166]。洞庭[endnoteRef:167]は、裙[endnoteRef:168]が置 (はか)らい[endnoteRef:169]を上せ。書到らば言え。 [165:  程、居延漢簡の功令第四十五などで「為程」を「標準として」と解釈するので、それにならう。
恆程、初出。（「恆某」はそのほかに「恆署書」（8-1073）・「恆署」（8-0159）「恆賦」（8-0433）「恆籍」（秦律十八種011）・「恆事」（秦律十八種122）・「恆數」（法律答問052）・「恆書」（封診式048）・「恆馬」（嶽麓（四）313）・「恆秩」（二年律令214）等あり、統一的解釈を試みるべし。なお、副詞の「恆」は、8-0062に注を挿入。また、嶽麓秦簡「秦律令（貳）」108簡に「恆署書皆以郵行」、「秦律令（壹）」196簡に「毋敢令年未盈十四歳者 行縣官恆書」とあり）]  [166:  舉、初出。]  [167:  地名担当。]  [168:  裙、肌着か、一説には軍服の一種とも言うが、文脈から正確な意味が確定し難い。『説文解字』巾部
帬，下裳也。
帬、下裳なり。
という。]  [169:  「直」は、「値」に通じ、措置・はからいの意。傳世文獻では多く「置」を假借する。『説文解字』人部には、
値、措也。
値、措 (お)く也。
と言い、朱駿聲『說文通訓定聲』は、
經傳多以置爲之。
經傳、多く置を以てこれを爲す。
と注記する。本簡に記されている少内の上行文書は、8-0159に見える制書に基づいており、8-0153がその表題簡と考えられるが、表題には「直（値‐置）」は
御史問直（値‐置）絡裙程書
御史、絡裙を置くの程を問うの書
というように、明らかに動詞として用いられており、意味は「措置する」・「はからう」と推定される。「裙」は、「はだき」、或は李學勤「初讀里耶秦簡」や『校釋』の説くように、軍服に用いられる可能性がある。「裙置」は、裙を措置すること、つまりはだきの調達をいうが、表題簡の「程」から判るように、ここでは實際の調達狀況ではなく、調達のノルマを指すと考えられる。
なお、段玉裁は、『説文解字』人部の「値」字について、
持，各本作措。措者，置也，非其義。今依韻會所據正。韻會雖譌待，轉刻之失耳。（後略）
持、各本「措」に作る。措は、置く也、其の義に非らず。今『韻會』の據る所に依りて正す。『韻會』、待に譌 (あやま)ると雖も、轉刻の失なるのみ。
というように、「措」を「持」の誤りとするが、里耶秦簡に、「措置」という字義の「直（値）」の用例が出現したことによって、「其の義に非らず」という論法が當たらないことが示される。] 


	
	
	用件
	
	
	今

	
	
	
	
	
	
	
	書已に到れり。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	四月甲寅（09）、日中、佐の處、以て來る。／欣 (きん)發 (ひら)く。

	
	作成記録
	處手す。



〼少内守茲敢言〼
〼□□寫□〼	8-2359
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、】少内守の茲 (じ)、敢えて【之れを】言う。

	
	本文
	
	
	【……】□□寫□【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人、以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】[endnoteRef:170] [170:  據文書格式，本簡背面左側應有收發記録，疑本簡爲削衣，因此背面無字。] 


	
	作成記録
	【某手す。】



〼辛亥朔庚申[endnoteRef:171]，少〼 [171:  辛亥朔庚申：10 日。 二十五年以降で辛亥朔があるのは、二十六年六月、三十一年七月、三十七年十月。｛石原┘ジュメ｝｛官職名担当：令史犯では、暦日は確定できるか？｝] 

〼□亡衣餘錢廿（二十）三[endnoteRef:172]〼	9-0034正 [172:  “亡”前仍有墨跡，原釋文失收，據圖版補釋。] 

〼下四刻，史犯以〼	9-0034背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月】辛亥朔庚申、少【内の某、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	
	
	【……】□亡衣餘錢二十三【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日、水】下四刻、史の犯[endnoteRef:173]、以て來る。【／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】 [173:  「犯」という人名は、「令史犯」として秦始皇26年6月（行廟）から見えており、また、令史を単に「史」と（8-0480／0481の「史尚」）称する例もあることから、この「史犯」が「令史犯」と同じ人物で、出納の監査などのため少内に出向いた帰りについでに文書を持ち帰った可能性が高い。なお、逆に令史の犯が少内佐として出向して、比較的長期に少内に努めている可能性も考えられる。「令史感」が倉の史として見えるのがその例か？] 


	
	作成記録
	【某手す。】



〼朔甲申[endnoteRef:174]，少内守□敢言之：廷下御[endnoteRef:175]〼 [174:  “甲申”，原釋文作“日田”，校釋作“□□”，注疑其爲“甲申”。]  [175:  “御”，原釋文、校釋作“□”，據據石原遼平〈里耶秦簡8-1719+8-2003および9-1624の釋讀に関する覚書〉補釋。] 

〼緩徒隸，有所宜給[endnoteRef:176]以徒爲官徒僕養〼 [176:  “緩”，原釋文作“□”，校釋疑爲“給”，據據石原遼平〈里耶秦簡8-1719+8-2003および9-1624の釋讀に関する覚書〉改釋。] 

〼□不牒[endnoteRef:177]。┘各以尺六寸牒𦯔（第）當令者〼	9-1624 [177:  “牒”， 原釋文作“□”，校釋作“決”， 據據石原遼平〈里耶秦簡8-1719+8-2003および9-1624の釋讀に関する覚書〉改釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某】朔甲申、少内守の□、敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	廷、御【史が書を】下すに、

	
	
	
	
	
	【……】徒隸を□緩し、宜しく給して、徒を以て官徒僕養【……】と爲すべき所有るに（？）[endnoteRef:178]【……】□牒せず。各々尺六寸の牒を以て令に當たる者を第して【上せ。】 [178:  この一文の読み下し文は、簡8-1719+8-2003の類似表現「□緩徒隸有所宜給爲□〼（徒隸を□緩し、宜しく給して□【……】と爲すべき所有るに）」を参照した。] 


	
	
	用件
	
	
	【今】

	
	
	
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日、某時、某人、以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】

	
	作成記録
	【某手す。】



廄
廿（二十）六年八月庚戌朔壬戌，廏守慶敢言之：令曰：
司空佐貳今爲廏佐，言視事日。●今以戊申
視事。敢言之。　　	8-0163正
					貳手。	8-0163背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	二十六年（221）八月庚戌朔壬戌（13）、廏守の慶、敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	令に曰わく、

	
	
	
	
	
	
	
	司空佐の貳、今、廏佐と爲れば、視事する[endnoteRef:179]の日を言え。 [179:  視事、初出。] 


	
	
	用件
	
	
	●今

	
	
	
	
	
	
	
	戊申（29）を以て視事す。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	‐

	
	作成記録
	貳手す。



分離型複合文書
〼八年三月庚子朔丙寅，廏守信成敢言之：前日言：啓陽丞歐叚（假）啓陽傳車[endnoteRef:180] [180:  啓陽，秦縣名。《漢書》地理志作“開陽”，屬東海郡。《水經注》沂水“沂水又南徑開陽縣故城東……《春秋》哀公三年經書季孫斯，叔孫州仇帥師城啓陽者，是也”，熊會貞疏：“《穀梁》作‘啓陽’，與《左氏》經同。《公羊》作‘開陽’，蓋漢避景帝諱，改‘啓’作‘開’。”] 

〼乘及具，徙洞庭郡。未智（知）署縣。寫責券一牒[endnoteRef:181]，車（？）□□□上[endnoteRef:182]，謁言洞庭[endnoteRef:183]	8-0677正 [181:  “責”，原釋文、校釋作“校”，據圖版改釋。]  [182:  “車”，原釋文、館藏簡“□”，校釋作“校”，據圖版改釋。下一字疑爲“傳”。]  [183:  “言”，原釋文、校釋作“□”，據館藏簡補釋。] 

									袪手。	8-0677背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【責券一牒】

	文書本體
	書出
	【二十】八年（219）三月庚子朔丙寅（27）、廏守の信成、敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	前日[endnoteRef:184]言えらく[endnoteRef:185]、 [184:  前日、先日・過日。『孟子』公孫丑下には、
孟子致爲臣而歸。王就見孟子，曰：“前日願見而不可得，得侍同朝，甚喜。”
孟子、臣たるを致して歸る。王、孟子に就見して曰わく、「前日、見んと願いて得べからざりしも、同朝に侍するを得て、甚だ喜べり。”
という。敦煌漢簡の簡2266背には
　　□叩頭言梁翁來戌足下前日禮有不適願梁翁來戍
□頓首言梁翁來戌足下前莫到府□□長君不□
□叩頭して梁翁來戌足下に言う。前日、禮適わざる有り、願わくは、梁翁來戍【……】□頓首して梁翁來戌足下に言う。前に府に到る莫く□□長君不□
という用例が見える。]  [185:  言、上申文書の發信形式（解題参照）、ここでは、廏守信成が以前に縣廷に上申した文書を指す。] 


	
	
	
	
	
	
	
	啓陽丞の歐[endnoteRef:186]、啓陽（縣）より傳車【□】乘[endnoteRef:187]及び具を假り[endnoteRef:188]、洞庭郡に徙れり[endnoteRef:189]。未だ署する縣を知らず。 [186:  歐、人名。J1⑯0005等には「遷陵丞歐」が見えており、啓陽縣から赴任した「歐」と同じ人物と推定される。]  [187:  「乘」の前には、一字ほど殘缺している。文脈からは、「一」と推測される。
乘、初出。（数詞）]  [188:  假、かす・かりること、簡牘法制史料では多く公用による貸し借りを指す。『廣雅』釋詁には、
假，借也。
假、借るる也。
という。『秦律十八種』簡105-106には、
105	（前略）叚（假）器者，其事已及免，官輒
106	收其叚（假），弗亟收者有罪。●其叚（假）者死亡、有罪毋（無）責也，吏代賞（償）。毋擅叚（假）公器，者（諸）擅叚（假）公器者有罪。（後略）
器を假るる者、その事已み、及び免ぜられば、官、輒ちに其の假るるを收めよ。亟やかに（これを）收めざる者は、罪有らん。●其れ假るる者死亡し、罪有るも責むる無きや、吏、代りて償う。擅 (ほしいまま)に公器を假すなかれ。諸 (およ)そ擅に公器を假す者は罪有らん。
と、『二年律令』簡078-079には、
078	諸有叚（假）於縣道官，事已叚（假）當歸。弗歸，盈二十日，以私自叚（假）律論。其叚（假）別在它所，有物故毋（無）道歸叚（假）者，自言在
079	所縣道官，縣道官以書告叚（假）在所縣道官收之。其不自言，盈廿日，亦以私自假律論。（後略）
諸 (およ)そ縣道官より假るる有るや、事已まば假るる（もの）は當 (まさ)に歸 (かえ)すべし。（これを）歸さざること、二十日に盈たば、私 (ひそ)かに自ら假るるの律を以て論ず。其の假るる（もの）別ちて它所に在り、物故有り道 (よ)りて假るるを歸す無き者は、自ら在る所の縣道官に言い、縣道官、書を以て假るる（もの）の在る所の縣道官に告げてこれを收めしむ。其れ自ら言わず、二廿日に盈たば、亦た私 (ひそ)かに自ら假るるの律を以て論ず。
というように、公器と公用の關係が明確に現れる。8-1560では、「養」（炊事係）という公的使用人の支給も「假」と表現される。
本簡では、啓陽丞の歐が、遷陵へと配屬替えとなり、赴任の途中傳車等を借用したようである。赴任後、車などを啓陽縣に返還するすべがなく、『二年律令』のいう「無道歸假者」に相當すると考えられるが、然るべき返還手續を怠ったため、賠償責任を追及されたのであろうか。]  [189:  徙、うつる・うつすこと、ここでは、人事上の配屬替えを指す。『説文解字』辵部には
𨑭（徙），迻也。
徙、迻 (うつ)す也。
という。『秦律十八種』には、次のように、人事異動に伴う監査を規定する。
162	實官佐、史柀（頗）免、徙，官嗇夫必與去者效代者。節（卽）官嗇夫免而效，不備，代者【與】居吏坐之。故吏弗效，新吏
163	居之未盈歲，去者與居吏坐之，新吏弗坐。其盈歲，雖弗效，新吏與居吏坐之，去者弗坐，它如律。	效
實官の佐・史頗 (や)や免ぜられ、徙されば、官嗇夫、必ず去る者と與 (とも)に代わる者に效す。卽 (も)し官嗇夫免じて效したらば、備らざるは、代わる者、居吏と與 (とも)に之れに坐す。故吏（これを）效せず、新吏、之れに居すること未だ歲に盈たずんば、去る者、居吏と與 (とも)に之れに坐し、新吏（これに）坐せず。其れ歲に盈たば、（これを）效せずと雖も、新吏、居吏と與 (とも)に之れに坐し、去る者（これに）坐せず。它は律が如くせよ。	效
また、赴任に伴う驛傳の使用は、『二年律令』の次の規定に見える。
213	郡守、二千石官、縣道官言邊變事急者，及吏遷徙、新爲官屬尉、佐以上毋（無）乘馬者，皆得爲
214	駕傳。
郡守・二千石官・縣道官、邊變事の急ぐを言う者、及び吏の遷徙し、新しく官屬の尉・佐以上と爲り乘馬無き者は、皆な爲に傳に駕するを得。] 

責券一牒を寫し[endnoteRef:190]、車□□□上す。謁うらくは、洞庭に言い【……せしめよ。】 [190:  寫、初出。（券書について「爲券」と「寫」の違いがあること、本簡のいう「責券」が「写し」であることに言及。）] 


	
	
	用件
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	‐[endnoteRef:191] [191:  廏守の信成は、啓陽縣の廏守を務めており、同縣丞の歐が洞庭郡に轉勤する際に生じた債權を巡って以前にも啓陽縣廷を通じて洞庭郡に債權取立を依賴したが、對應してもらえなかったため再度取立依賴を送った。本文書は、簡9-0001-0012の陽陵縣司空文書と同樣に、洞庭郡經由で遷陵縣に屆いたと推定される。
本簡の左側は、人爲的に裁斷されたが、陽陵縣司空文書から推測するに、正面左側から背面右側にかけて、啓陽縣長官が洞庭郡に宛てた「敢言之」類文書が二通と洞庭郡の「謂」類文書が一通記されていた。送達記錄が通常記される背面の左側は現存しているが、陽陵縣司空文書と同樣に、何通かの文書が纏めて發送されたため最初から個別文書には送達記錄が記されなかったと考えられる。陽陵縣司空文書を基に文書の書式を復元すると、次の通りとなる。


なお、簡9-0001-9-0012には送達記錄がない一方、正背ともに「反印文」と稱せられる鏡文字が確認される。それは、十二通の文書が「束」として重ねられ、「囊」等に收納した形で送達されたことを推察させる。送達記錄は、「囊」等に付けられた封緘簡牘に記されたのであろう。] 


	
	作成記録
	袪 (きょ)手す。



司空
廿（二十）九年十二月丙寅朔己卯，司空色敢言之：廷令隸臣唯行
書十六封[endnoteRef:192]，曰：傳言。今巳（已）傳者（諸）。敢言之。	8-1524正 [192:  “唯”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（八）〉（簡帛網，2016年6月2日）改釋。] 

己卯水下六刻，隸妾畜以來。／綽半。   𨛭手[endnoteRef:193]。	8-1524背 [193:  𨛭，人名。經傳通作“舒”。《玉篇》邑部：“𨛭，《春秋》曰‘徐人取𨛭’，杜預曰：‘今廬江𨛭縣。’”《春秋》僖公三年“徐人取舒”，晉杜預注：“舒國，今廬江舒縣。”洪亮吉《春秋左傳詁》卷二：“按，《玉篇》引傳文及注，竝作𨛭。《說文》：‘𨛭，地名。从邑、舍聲。’不言所在，知𨛭、舒古字同也。”《集韻》魚部：“𨛭，鄕名，在廬江，通作舒。”
另外，張士俊校刻本《廣韻》平聲魚部書小韻收“舒”和“𨛭”，據周祖謨校勘記，巾箱本、黎本“𨛭”譌作“舒”。《集韻》去聲下・第四十禡韻・舍小韻（式夜切）：“𨛭，邑名。”] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	二十九年（218）十二月丙寅朔己卯（14）、司空の色、敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	廷、隸臣の唯に令し、書十六封を行 (や)らしめて、曰わく

	
	
	
	
	
	
	傳えたらば[endnoteRef:194]、言え。 [194:  傳書、初出。（傳書後の報告（「言」）については「秦律十八種」行書律184簡を参照）] 


	
	
	用件
	
	
	今

	
	
	
	
	
	
	
	已に諸 (こ)れを傳えたり。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	己卯（14）、水下六刻、隸妾[endnoteRef:195]の畜、以て來る。／綽 (しゃく)半 (ひら)く。｛筆跡の異同は判然とせず。｝ [195:  隸妾、初出。（隸臣の注は8-0144+8-0136を参照）] 


	
	作成記録
	𨛭 (しょ)手す。



〼司空色敢言之：〼
〼□[endnoteRef:196]月朔日。問之：〼 [196:  校釋注云“月前一字，疑爲‘三’或‘五’。”] 

〼……〼	8-0047
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、】司空の色、敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	
	【……】□月朔日に【會せよ。】

	
	
	
	
	
	之れを問うに、

	
	
	
	
	
	
	
	【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人、以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】[endnoteRef:197] [197:  據文書格式，本簡背面左側應有收發記録，疑被刮削。] 


	
	作成記録
	【某手す。】



分離型複合文書
卅（三十）一年七月辛亥朔甲子，司空守諯（？）敢言之：今以初爲縣卒
𤺊死及傳槥書案致，毋𤻮（應）此人名者，上眞書﹦（書。書）癸亥
到，甲子起，留一日。案致問治而留。敢言之。　　✓	8-0648正
							章手。	8-0648背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【眞書】

	文書本體
	書出
	三十一年（216）七月辛亥朔甲子（14）、司空守の諯 (せん)、敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	今、

	
	
	
	
	
	
	初、縣卒と爲りて𤺊 (せい)死し及び槥 (ひつぎ)[endnoteRef:198]を傳うる[endnoteRef:199]の書を以て案致する[endnoteRef:200]も此の人名に應ずる者なければ、眞書[endnoteRef:201]を上す。 [198:  槥、小さく簡略な棺。『漢書』高帝紀下には、
（八年）十一月，令士卒從軍死者爲槥，歸其縣，縣給衣衾棺葬具，祠以少牢，長吏視葬。
とあり、師古注には、
小棺也，今謂之櫝。
小棺なり、今、之れを櫝と謂う。
という應劭の説を引いている。また、同注所引の臣瓚説が。
初以槥致其尸於家，縣官更給棺衣更斂之也。金布令曰「不幸死，死所爲櫝，傳歸所居縣，賜以衣棺」也
初め槥を以て其の尸を家に致し、縣官更に棺・衣を給して之れを更斂する也。金布令には、「不幸にして死せば、死する所櫝を爲 (おさ)め、傳えて居する所の縣に歸し、賜うに衣・棺を以てす」と曰う也
とするように、卒らが任地で亡くなった場合、槥に遺体を納めて家まで送り届けることになっている。
嶽麓秦簡（肆）と「二年律令」には関連法規、西北漢簡には移送の実例あり→追加すべし]  [199:  傳、傳える・遞送する、縣や燧等の公的機關を傳って、文書、物品や人を順次移送すること、つまり公的經路による物品輸送や人柄移送。初出（簡8-2006+8-0666の「伝衣用」にも留意）]  [200:  案致、案は審査、詳しく調べる意、致は、いたす義から轉じて極める・盡くす意、案致は審査して確定すること。『國語』吳語には、
飮食不致味。
飮食は、味を致 (きわ)めず。
といい、韋昭は
致，極也。
致、極むる也。
と注釋する。『論語』子張に
君子學以致其道。
君子、學びて以て其の道を致 (きわ)む。
というのに對して、劉寶楠『論語正義』
致者，極也，盡也。
致は、極むる也、盡くす也。
と解釋する。『二年律令』には、
219	縣道官有請而當爲律令者，各請屬所二千石官，二千石官上相國、御史，相國、御史案致，當請請之。毋得徑請。徑請者，
220	罰金四两。
縣道官、請うてまさに律令と爲すべき者有らば、各々屬する所の二千石官に請い、二千石官、相國・御史に上 (のぼ)し、相國・御史、案致し、まさに（以聞して皇帝に）請うべきはこれを請う。徑 (たち)ちに請うを得るなかれ。徑ちに請う者は、金を罰すること四两。
という用例が見える。
なお、「案」の古い訓詁は「几（机）」を中心にしており、審査・考査を表す「考」・「察」・「驗」等の訓詁は唐以降の字書に初めて現れる。「几（机）」に竝べて詳しく視ることから轉じて審査・考査という義が生じたという胡三省の解釋が妥當なように思われる。『資治通鑑』梁紀十一の「留心几案」に對し、胡三省注は
案，亦几屬，應文書皆陳於几案而省覽之。
案も亦た几の屬なり。應 (あら)ゆる文書は皆な几案に陳 (つら)ねて之れを省覽す。
という。『淮南子』時則の高誘注に見える「視」という訓詁を踏まえたものと考えられる。
一方、淸代の學者には、桂馥『說文解字義證』手部・『經詞衍釋』卷二・王念孫『讀書雜志』戰國策第二趙策等に見られるように、「案」と「按」を相通じる字と捉える考え方が廣く浸透しているようであり、それに根據を與えるかのごとく、顏師古注には、「按」を「致其罪」（『漢書』趙廣漢傳）と解釋しているが、それは必ずしも正確とは言えない。趙廣漢傳には、同じく廣漢の職權濫用を巡る事案について相前後して
廣漢使長安丞按賢。
廣漢、長安丞を使して賢を按ぜしむ。
と、
事下丞相、御史，案驗甚急。
事、丞相・御史に下され、案驗すること甚だ急なり。
というように、「按」と「案」とが使い分けられる現象が確認される。文脈から判斷すると、「按賢」は、その後續文章に「劾」等の手續が取られることから、顏師古注と違って、「男子蘇賢」の身柄を抑えることを表し、「案驗」の「案」は調べる意に捉えられよう。兩字が班固の文字遣いを反映していると假定すれば、少なくとも漢代にはこの兩字は二つの相互に無關係な單語を表記することになる。字義からしても、「案」が「机」から轉じて（机に竝べて）よく視る意なのに對して、「按」は、「下」（『説文解字』手部）・「抑」（『爾雅』釋詁下郭璞）・「止」（『詩經毛傳』大雅・皇矣）という訓詁に現れる「おさえる」義を本義としており、本來兩者は決して字義の近いものではない。兩者が接近する經路は、恐らく二通りに想定できるが、何れも時代が唐代を遡らず、秦漢時代の字義を短絡する根據にはならない。一つには、「抑える」義から、「拠 (よ)る」（……）・「憑 (よ)る」（……）・「依 (よ)る」轉義が生じ、それがさらに日本語の「勘所をおさえる」の如く、要點を理解・把握する方向に發展し、現代中國語にも依然として使われる「按（案）語」のように「案」と接近する語義變遷が考えられる。例えば、胡三省が『資治通鑑』齊紀八の注には
案，文案也。藏之以爲據。
案、文案なり。之を藏して以て據 (よりどころ)と爲す。
と、唐紀二十の注には
案，考也，據也。
案、考うる（もの）也、據 (よりどころ)也。
というように、「案」を「據」義で説明とするところに、このような接近の痕跡が窺える。今一つには、司法關係の特殊用語としては、事實關係等を調べるために尋問を行うという「案問」等の語が存在するが、「案問」を行うためには、どうしても身柄を確保する必要があるため、それを身柄を押さえて取り調べるという意味の「按問」に置き換えても實質的な變化は生じない。前述の趙廣漢傳の顏師古注から推測するに、司法關連の「按」がもはや身柄の確保ではなく、「案」と同樣搜査等の意味に捉えていたようであるが、それは、秦漢時代の「按」に對する解釋としては不正確で、むしろ語源において異なる「案」と「按」とが混同される現象と捉えるべきように思われる。]  [201:  眞書、初出。
眞書
送付されてきた文書の原本。8-0060+8-0656+8-0748+8-0665では、遷陵縣から債務の取り立てを依頼された僰道の「都府守」が、債務者の妻が返済不能であると解答したため、取り立てられないとして、「眞書」を僰道に返送している。この「眞書」は遷陵縣から僰道に送られた校券であろう。本簡では「傳槥書」を指し、縣卒𤺊の死亡について、該当者がいないため返送されたことになる。

「真書」の用例は里耶秦簡以外には見えないが、「真」の字義が同じ「真罪」等の熟語はある。→真の訓詁から丁寧に語義を説明し、類義語として「真某」に言及すべし。] 


	
	
	附記
	
	
	書、癸亥（13）到り、甲子（14）起ち、留まること一日[endnoteRef:202]。案致問治して留まるなり。 [202:  この一文は、「秦律十八種」行書律184簡と対応するので、案語で説明すべし。（8-1524には伝書の注を作ることになっているが、それとの整合性に留意）] 


	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	‐

	
	作成記録
	章手す。



[bookmark: _Toc429656947]一體型複合文書
〼之[endnoteRef:203]。／得手。	8-2092[endnoteRef:204] [203:  “言”，原釋文、校釋作“□”，據文例補釋。]  [204:  據文書格式，此面應係背面，疑另一面墨跡被刮削。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	文書本體
	書出
	【……。】[endnoteRef:205] [205:  本文書の添付書類は全く墨跡が殘されていないが、「得手」が簡の右側に寄せて、「敢言之」に續けて記されていることから、本文書が一體型の複合文書に係ることが判る。本簡は圖版から削衣と推測されるが、墨跡の位置からすれば、本簡は、簡牘の背面右側から削り取られたもので、現在失われている同じ面の左側には上方に添付文書の送達記錄、下方に添付文書の作成記錄、さらに簡の正面には添付文書の本文や本文書の一部が記されていたと考えられる。] 


	
	
	本文
	
	
	【……。】

	
	
	附記
	
	
	【……。】

	
	
	書止
	【……。】

	
	附記
	集配記録
	【……。】

	
	
	作成記録
	【……。】

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	【……。】

	
	書止
	【敢えて】之れを言う。

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	／得手す。[endnoteRef:206] [206:  「得」という人名に基づいてこの文書を司空の文書と推定した。「得手」は、司空の券書に多く見られ、「得」の所屬が確定できるものは例外なく司空佐となっている。] 




田
卅（三十）年六月丁亥朔甲辰，田官守敬敢言之：疏書日食牘北（背），上。敢言之。	8-1566正
城旦、鬼薪十八人。	小舂三人。
小城旦十人。		隸妾居貲三人。
舂廿（二十）二人。		戊申水下五刻，佐壬　　以來[endnoteRef:207]。／尚半。　　逐手。	8-1566背 [207:  “壬”與“以”之間有較大的空隙，容納一字左右。簡的右側在相同高度有擠壓痕跡。據張馳〈《里耶秦簡（壹）》所見簡牘編聯問題〉（中國文化遺產研究院、吉林大學、甘肅博物館、山東博物館編《中國簡牘學術研討會論文集》，濟南：2017年）的推測，本簡原與其它簡編聯，兩道編繩分別位於背面第二欄上端和“壬”與“以”之間，收文時避開編繩書寫，因而造成此處空白。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(日食)
	本文
	
	城旦、鬼薪[endnoteRef:208]は十八人。 [208:  鬼薪、刑徒身分の一つ、耐と組み合わせて「耐爲鬼薪」という複合刑罰を構成する（簡8-0805注？參照）。『漢書』惠帝紀の顏師古注に引用される應劭の説によれば、「鬼薪」は、「取薪給宗廟（薪を取りて宗廟に給す）」という役務を指すというが、秦漢の出土資料からは、鬼薪の勞役内容が特定の役務に限定される傾向は確認できない。里耶秦簡の作徒簿のほか、『法律答問』に
123	城旦、鬼薪癘，可（何）論？當䙴（遷）癘䙴（遷）所。
城旦・鬼薪癘 (えや)まば、何にか論ずる。當 (まさ)に癘遷所に遷すべし。
等と散見する「城旦」との倂記表現から見る限り、鬼薪という身分は、實質的には、「城旦」と大差がないように思われる。] 

小城旦は十人。
舂は二十二人。
	小舂は三人。
隸妾の貲[endnoteRef:209]に居する[endnoteRef:210]は三人。 [209:  貲、はかる義（簡8-2013+8-0198+8-0213注？參照）から轉じて、「資」と「罰」とに近い二つの字義を持つ。「貲」と「資」とには、「財」という共通の訓詁があるが、兩字の上古音は、支母（母音e）と脂母（母音i）と異なり、それぞれ異なる語を表記すると考えられる。資が、貨幣の「貨」や行用の「用」といった訓詁に象徵されるように、ある目的に用いられる財を指すのに對して、貲には、『晏子春秋』外篇に、
景公賜晏子狐之白裘〈白狐之裘〉，玄豹之茈〈冠〉。其貲千金。
景公、晏子に白狐の裘と玄豹の冠を賜う。その貲 (あたい)は千金。
と、『管子』乘馬數に、
布織財物，皆立其貲，財物之貲，與幣高下。穀獨貴獨賤。
布織と財物、皆なその貲 (あたい)を立つるも、財物の貲、幣 (ぜに)とともに高下す。穀、獨り貴 (たか)く獨り賤 (やす)し。
とあるように、「價」という字義が認められ、それは、「はかった」結果としての價値という意味で、「量 (はか)る」義の轉義と考えられるが、財と訓ぜられる貲は、はかるべき價値のあるものの總體、つまり、財產と理解される。『鹽鐵論』未通に
往者，軍陣數起，用度不足，以訾（貲）徵賦。
往者 (さき)に、軍陣しばしば起り、用度足らざれば、貲 (し)を以て賦を徵す。
とみえるように、それは、政府が物資や税金の徵發と關連して量って把握する財產である。『史記』司馬相如列傳には、
以貲爲郞
貲を以て郞と爲り、
といい、『漢書』司馬相如傳には
以訾爲郞
訾を以て郞と爲り、
といい、顏師古注も、
訾讀與貲同。貲，財也。以家財多得拜爲郞也。
訾は、讀みて貲と同じ。貲は、財なり。家財多きを以て拜して郞と爲るを得る也。
と指摘するように、財產という意味では、訾と貲は明らかに通用されるが、出土資料では、多く「訾」字を用いる。『爲獄等狀四種』には、
108	【敢𤅊（讞）】之：十八年八月丙戌，大女子𡟰自告曰：七月爲子小走馬羛（義）占家訾（貲）。（後略）
敢えて之れを讞 (もう)す。十八年八月丙戌、大女子の𡟰、自ら告げて曰わく、七月に子の小走馬の義が爲に家貲を占す、と。
といい、『二年律令』には、
411	發傳送，縣官車牛不足，令大夫以下有訾（貲）者，以訾（貲）共出車牛，及益令其毋（無）訾（貲）者與共出牛食、約、載具。（後略）
傳送を發 (おこ)すに、縣官が車牛足らずんば、大夫以下の貲有る者に令して、貲を以て共に車牛を出だし、及び益して其の貲無き者に令して與 (とも)に共に牛食・約・載具を出ださせよ。（後略）
という。居延漢簡の簡37.35（A32）には、
と、候長禮忠の家產の目錄の末尾に、「凡そ訾 (し)、十五萬に直 (あたい)す」と資產總額を記しており、簡16.2（A7）には、
粟大石二十五石を入る。車一兩、甲溝候官に輸る。始建國五年六月、令史　、訾家の當遂里の王護より受く。
と、資產のある家を「訾家」と稱している。
一方、刑法の領域では、はかる義から轉じて、輕犯罪を對象とした秦律特有の制裁形式として「貲」が用いられる。この貲の字義については、『説文解字』貝部に、
貲，小罰以財自贖也。从貝、此聲。『漢律』：民不繇貲錢二十二。
貲、小罰、財を以て自ら贖う也。貝に从い、此の聲。『漢律』には、民繇せずんば貲錢二十二（とあり）。
というように、許愼は、財產罰と解釋するが、それは、出土資料によって傳えられる秦律の記述と矛盾しており、僅かな規定しか殘されていなかった漢律に基づく漢代律學の理解を反映していると考えられる。睡虎地秦簡から判斷すれば、秦律の「貲」には、大きく分けて財產罰と勞役罰という二つの制裁方法があった。『秦律十八種』に
115	御中發徵，乏弗行，貲二甲。失期三日到五日，誶；六日到旬，貲一盾；過旬，貲一甲。（後略）
御中より發徵するに，乏する（もの）・行 (い)かざる（もの）は，二甲を貲 (はか)る。期を失すること三日より五日に到るは，誶 (せ)め、六日より旬 (とおか)に到るは，一盾を貲り。旬を過ぎば，一甲を貲る。
とあるのは、財產罰に屬しており、『數』簡〇八二-〇八三の記載により、貲一甲が錢千三百四十四、貲一盾が銭三百八十四に相當することが判明している。一方、勞役罰には、『法律答問』に
007	或盜采人桑葉，臧（贓）不盈一錢。可（何）論？貲䌛（徭）三旬。
或 (ある)ひと盜 (ひそ)かに人が桑葉を采 (と)り、贓、一錢に盈 (み)たず。何 (いか)にか論ぜん。徭三旬を貲 (はか)る。
というように、徭役の形をとる場合もあれば、『秦律雜抄』に
12	●軍人買（賣）稟稟所及過縣，貲戍二歲。
軍人、稟 (ふちまい)を稟くる所及び過ぐる縣に賣らば、戍二歲を貲 (はか)る。
とあるように、邊境守衞の兵役が活用されることもある。]  [210:  居、おること、ここでは「居作」、つまり官府等に居りて諸種の勞役に從事することを指す。｛未完。訓詁と出土資料の用例を追加すべし。｝
居貲、貲のために居作すること。｛未完。用例を追加すべし。貲字については、「貲罪」と「財」の兩論倂記｝] 


	文書本體
	書出
	三十年（217）六月丁亥朔甲辰（18）、田官守の敬、敢えて之れを言う。

	
	本文
	
	
	日食[endnoteRef:211]を牘背に疏書し[endnoteRef:212]、上す。 [211:  日食…一日当たりの食料。「秦律十八種」倉律57簡「日食城旦、盡月而以其餘益爲後九月稟所」。
・「疏書日食牘北」とあるものの、実際に記されているのは刑徒の人数である。規定が別にあり、人数が分かれば食料支給量が確定したのだろう。「秦律十八種」倉律49～52簡では、刑徒の一か月当たりの食料支給量が規定されている。
　　隸臣妾其從事公、隸臣月禾二石、隸妾一石半。其不從事、勿稟。小城旦・隸臣作者、月禾一石半石；未能作者、月禾一石。小妾・舂作者、月禾一石二斗半斗。未能作者、月禾一石。嬰兒之毋母者各半石。雖有母而與其母冗居公者、亦稟之、禾月半石。隸臣田者、以二月月稟二石半石、到九月盡而止其半石。舂、月一石半石。隸臣・城旦高不盈六尺五寸、隸妾・舂高不盈六尺二寸、皆爲小。高五尺二寸、皆作之。　倉]  [212:  疏書、箇条書きに記すこと。
毒言　爰書：某里公士甲等廿人詣里人士五（伍）丙、皆告曰：「丙有寧毒言，甲等難飮食焉，來告之」卽疏書甲等名事關諜（牒）北（背）（後略）。睡虎地秦簡『封診式』91～92簡
涉乃側席而坐，削牘爲疏，具記衣被棺木，下至飯含之物，分付諸客。『漢書』原渉傳
疏の訓詁・字義？史料の読み下し文。] 


	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	戊申（22）、水下五刻、佐の壬、以て來る。／尚半 (ひら)く。

	
	作成記録
	逐手す。



卅（三十）年二月己丑朔壬寅，田官守敬敢言之：〼
官田自食薄（簿）。謁言泰（太）守府，副（？）[endnoteRef:213]〼 [213:  “副”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（二）〉（簡帛網，20150623）補釋。] 

之。　　〼	8-0672正
壬寅旦，史逐以來。／尚半。　　〼	8-0672背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【……官田自食簿……】

	文書本體
	書出
	三十年（217）二月己丑朔壬寅（14）、田官守の敬、敢えて之れを言う。

	
	本文
	用件
	
	
	【……】官田自食簿[endnoteRef:214]【……上す。】 [214:  官田、初出。（現代の語感では分かりやすいようだが、漠然として「官営の耕地」と理解してよいだろうか。「県官」・「都官」の「官」との関係は如何？）] 


	
	
	附記
	
	
	謁うらくは、太守府に言い、副【……。】

	
	書止
	【敢えて】之れを【言う。】

	附記
	集配記録
	壬寅（14）、旦、史の逐、以て來る。／尚半 (ひら)く。

	
	作成記録
	【某手す。】



另看：
〇一上行文書單一文書“續食文書”（8-1517、8-0669+8-0110、8-0694
〇二甲出納證明“券書”（8-1583+8-0890、8-2193）
〇二丁其他證明類文書“爰書”（8-1455+8-1443、8-1554）
〇二丁其他證明類文書“劾”（8-0651、8-2163+8-0671+8-0721）
一一簿籍本文類作徒簿（8-0697、8-2008、8-0686+8-0973、8-2034、8-0179、8-0736、8-0688+8-0199、8-0663、8-1520+8-1434+8-1069、8-0196+8-1521、8-2011、8-0142、8-0145、8-2429、8-0724、8-1472、8-1531、8-1259、8-0072、8-0681）

發弩
卅（三十）年十一月庚申朔丙子，發弩守涓敢言之：廷下御史書曰：縣
〼治獄及覆獄者或一人獨訊囚，嗇夫、長、丞、正、監非能與[endnoteRef:215] [215:  “嗇夫”與“長”，校釋未斷開，據趙巖〈秦令佐考〉（《魯東大學學報（哲學社會科學版）》2014年第1期）標出頓號。] 

〼殹（也）。不參不便。書到尉言。●今巳（已）到。敢言之。	8-0141正+8-0668正[endnoteRef:216] [216:  本簡綴合據校釋一。] 

十一月丙子旦食，守府定以來。／連半[endnoteRef:217]。　　崒手[endnoteRef:218]。	8-0141背+8-0668背 [217:  “半”字的考釋參看陳劍〈讀秦漢簡札記三篇〉（《出土文獻與古文字硏究》第四輯，上海古籍出版社2011年）。何有祖〈讀里耶秦簡札記（一） 〉（簡帛網，2015年06月17日）亦將此字改釋爲“半”。]  [218:  “崒”，原釋文、校釋作“萃”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	三十年（217）十一月庚申朔丙子（17）、發弩[endnoteRef:219]守の涓 (けん)、敢えて之れを言う。 [219:  發弩、官職名担当（後出（簡8-0159）の「洞庭發弩」にも言及すべし）] 


	
	本文
	状況説明
	
	
	廷、御史が書を下して曰わく、

	
	
	
	
	
	
	
	縣【□】獄を治め及び獄を覆する者、或は一人にて獨り囚を訊 (しら)べ、嗇夫・長・丞・正・監、能く與に【□□】するに非らざるなり。參 (くわ)わらざるは、便ならず。書到らば、尉、言え。

	
	
	用件
	
	
	●今

	
	
	
	
	
	
	
	已に到れり。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	十一月丙子（17）、旦食、守府の定、以て來る。／連半 (ひら)く。

	
	作成記録
	崒 (じゅつ)手す。



發行機關未詳
〼言之：廷曰：遣佐	8-1492正
〼　　詘手。	8-1492背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて】之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	廷曰わく、

	
	
	
	
	
	
	
	佐の【某】を遣りて【……せしめよ。】

	
	
	用件
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人、以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】

	
	作成記録
	詘 (くつ)手す。



〼廷（？）下恆署書曰：[endnoteRef:220]事不參	8-1073正  [220:  “廷”，原釋文、校釋作“□”，據圖版和文例補釋。] 

〼　　謝手。	8-1073背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	廷、恆署[endnoteRef:221]の書[endnoteRef:222]を下して曰わく [221:  恆署、典籍には未見、或いは恆常的往来業務を担う部署の汎称。按ずるに、郵便伝達記録には、「恆署書若干封」という表現が「獄東曹書若干封と並んで出現することから、文書を作成する部署を指して用いられることが判る。また、郡発信の下達文書には、文書の開封者指定の下に、少し空白を空けて別筆と思われる筆跡で「恆署」と注記されることがあり、個別の担当部署を指す固有名詞を汎称に置き換えた表現と理解される。個別の担当部署を指す固有名詞を汎称に置き換えた表現と理解される「恆」は、常訓の「つね」に從って、恆常的・定期的という意味に解されるが、その意味に解しうる熟語には「恆程」などがあり、部署名についても同様に理解できる。]  [222:  恆署書、文書の種類名称、特定の部署間を往来する文書を指すと推測される。按ずるに、嶽麓秦簡「秦律令（貳）」108簡には「恆署書皆以郵行」とあり、送達が「以郵行」の方式に限定される文書の種類であることがわかる。次に、「恆署書若干封」という表現が「獄東曹書若干封」と並んで出現することから、恆署が文書を作成する部署を指して用いられることが判る。また、簡8-0159や簡9-0713のように、「以道次傳」と「以郵行」という形で伝達方法が二重の制限を受けている郡発信の下達文書には、文書の開封者指定の下に、少し空白を空けて別筆と思われる筆跡で「恆署」と注記されることがあり、道次を以て郵制を通じて伝達される文書がその道次において決まった部署によって取り扱われ、そうした特定の部署を往来する文書が恆署書と称せられると推測される。] 


	
	
	
	
	
	
	
	事【……】參せず【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人、以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】

	
	作成記録
	謝手す。



敢言之：廷下畜官無書曰：取□〼	9-0103[endnoteRef:223] [223:  本簡の上端は完形に見えるが、右側面に凸凹、左側面に再加工された痕跡が見える。様式論的には、敢言之の前に、日付と差出人しかなく、且つそれに先行する文書がないと推定されるので、上端が再加工の際裁断された可能性も考えられる。右側の凸凹はその再加工とは関係がない。] 


基本書式②：「敢言之」＋「行/上廷」
單體文書（もしくは分離型複合文書？）
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	某年某月某日朔某日，某職某人敢言之。

	
	本文
	状況説明
	
	
	某書/某令曰：

	
	
	
	
	
	
	
	引文/摘要

	
	
	用件
	
	
	（●）問之：/今

	
	
	
	
	
	
	
	主文

	
	書止
	敢言之。

	附記
	集配記録
	（某月某日）某時，某人/行旁/行某處。

	
	作成記録
	某手。



複合文書（連署型？續け書き？）
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	文書本體
	文書の原本か寫し（書式は文書の元通り）

	
	集配記録
	（某月）某日某時，某人以來/行/上廷。（／某半/發。）

	
	作成記録
	某手。

	文書本體
	書出
	某年某月某日朔某日，某職某人敢言之。

	
	本文
	状況説明
	
	
	某書/某令曰：

	
	
	
	
	
	
	引文/摘要

	
	
	用件
	
	
	（●）問之：/今

	
	
	
	
	
	
	主文

	
	書止
	敢言之。

	附記
	集配記録
	／（某月）某日某時，某人行/行旁/行某處。

	
	作成記録
	／某手。



縣廷
卅（三十）二年三月丁丑朔﹦（朔朔）日，遷陵丞昌敢言之：令曰：上
葆繕牛車薄（簿），恆會四月朔日泰（太）守府。●問之：遷陵毋
當令者。敢言之。	8-0062正
[bookmark: OLE_LINK1]三月丁丑水十一刻﹦（刻刻）下二，都郵人纏[endnoteRef:224]行。  尚手。	8-0062背 [224:  “纏”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	三十二年（前215）三月丁丑朔朔日（01）、遷陵丞の昌 (しょう)、敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	令に曰わく、

	
	
	
	
	
	
	
	牛車を葆繕するの簿を上すに、恆 (つね)に四月朔日（01）に太守府に會せよ。

	
	
	用件
	
	
	●之れを問うに、

	
	
	
	
	
	
	
	遷陵、令に當たる者なし。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	三月丁丑（01）、水十一刻、刻下二に、都郵人の纏 (てん)、行 (や)る。

	
	作成記録
	尚手す。



卅（三十）三年二月壬寅朔﹦（朔朔）日，遷陵守丞都敢言之：令曰：恆以
朔日上所買徒隸數。●問之：毋當令者。敢言
之。	8-0154正
二月壬寅水十一刻﹦（刻刻）下二，　　郵人得行[endnoteRef:225]。　　圂手。	8-0154背 [225:  “二”與“郵”之間有較大的空隙，容納一字左右。據張馳〈《里耶秦簡（壹）》所見簡牘編聯問題〉（中國文化遺產研究院、吉林大學、甘肅博物館、山東博物館編《中國簡牘學術研討會論文集》，濟南：2017年）的推測，本簡原與其它簡編聯，發送時避開編繩書寫相關記錄，因而造成此處空白。另外，簡背下方有橫向裂紋，位於簡的三分之一左右，或亦與編聯有關。
  本簡記載遷陵縣進呈郡太守府的文書，本簡應爲保存在縣廷的副本。因此，上述編聯痕跡應與文書的保管有關，與發文時的形制有別。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	三十三年（214）二月壬寅朔朔日（01）、遷陵守丞の都、敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	令に曰わく、

	
	
	
	
	
	
	
	恆 (つね)に朔日を以て買う所の徒隸の數を上せ。

	
	
	用件
	
	
	●之れを問うに、

	
	
	
	
	
	
	
	令に當たる者なし。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	二月壬寅（01）、水十一刻、刻下二に、郵人の得、行る。

	
	作成記録
	圂 (こん)手す。



卅（三十）二年九月甲戌朔﹦（朔朔）日，遷陵守丞都敢〼
以朔日上所買徒隸數守府。●問〼
敢言之。  	8-0664正+8-2167正+8-1053[endnoteRef:226] [226:  本簡綴合據校釋一。] 

九月甲戌旦食時，郵人辰行。　〼	8-0664背+8-2167背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	三十二年（215）九月甲戌朔朔日（01）、遷陵守丞の都、敢えて【之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	
	【……】朔日を以て買う所の徒隸の數を守府[endnoteRef:227]に上せ。 [227:  案語（守府＝太守府、官職名担当）] 


	
	
	用件
	
	
	●【之れを】問うに、

	
	
	
	
	
	
	
	【……。】

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	九月甲戌（215）、旦食時、郵人の辰、行る。

	
	作成記録
	【某手す。】



廿（二十）六年十二月癸丑朔庚申，遷陵守祿敢言之：沮守瘳言：課廿（二十）四年畜
息子得錢殿。沮守周主。爲新地吏，令縣論言夬（決）。●問之：周不在
遷陵。敢言之。
●以荆山道丞印行事[endnoteRef:228]。	8-1516正 [228:  “事”，原釋文、校釋失釋，參考伊強〈《里耶秦簡牘校釋（第一卷）》補正（4）〉（簡帛網，2014年1月19日）、伊強〈《里耶秦簡（壹）》文字釋讀（七則）〉以及館藏簡補釋。] 

丙寅水下三刻，啓陵乘　　城卒秭歸都里士五（伍）順行　　旁[endnoteRef:229]。  壬手。	8-1516背 [229:  “都”，原釋文、校釋作“□”，據館藏簡補釋。“乘”與“城”以及“行”與“旁”之間有較大的空隙，容納一字左右。簡的另一側在於“乘”與“城”中間的高度有裂痕，在於“行”與“旁”中間的高度有隱約的橫向劃痕，幾乎橫穿簡面。據張馳〈《里耶秦簡（壹）》所見簡牘編聯問題〉（中國文化遺產研究院、吉林大學、甘肅博物館、山東博物館編《中國簡牘學術研討會論文集》，濟南：2017年）的推測，本簡原與其它簡編聯，發送時避開編繩書寫發送記錄，因而造成此處空白。原釋文和館藏簡【校訂】認爲“行”與“旁”之間另有字。此處確實能看到隱約的墨跡，但無法確定其爲獨立的字還是刮削殘留等。從辭例判斷，正如校釋所指出，“行旁”見於簡8-0158、8-0075+8-0166+8-0485等，其間恐怕難以容納其他字。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	二十六年（221）十二月癸丑朔庚申（08）、遷陵守の祿[endnoteRef:230]、敢えて之れを言う。 [230:  嚴格に隸定すれば、「祿」字は、彖に從い「禒」の形に作るが、字としては、「禒」は初めて『龍龕手鑑』に見えており、古い字書には見えない。しかも、字音は、「息淺反」（＝せん）となっているので、實際は、訛 (あやま)りによって生じた「𥙮（獮）」字の異體字と考えられる。一方、『正字通』示部には、
禒，祿字之譌。
禒は、祿字の譌 (あやま)りなり。
という。「祿」とは、秦漢時代によく人名として用いられるので、本簡でも、人名を表記している「禒」形の字は、隸書における「彖」と「录」の混用を勘案して、直接に「祿」と釋讀できる。『奏讞書』案件二の所謂「大夫禒」も實際は「大夫祿 (ろく)」に相違ない。] 


	
	本文
	状況説明
	
	
	沮 (しょ)守の瘳 (ちゅう)[endnoteRef:231]、言わく[endnoteRef:232]、 [231:  字音は、『廣韻』平聲尤韻抽小韻の「丑鳩切」に從った。]  [232:  「敢言之」から判るように、本簡は洞庭郡に宛てた文書である。したがって、沮縣の問合せも、「沮守瘳言」と稱しつつも、實際は洞庭郡經由で遷陵縣に屆いたと推定される。] 


	
	
	
	
	
	
	
	二十四年（223）畜[endnoteRef:233]の子を息 (そだ)て[endnoteRef:234]錢を得るを課するに、殿なり。沮守の周、主 (つかさど)る。新地の吏と爲れば[endnoteRef:235]、縣に令して、論じて[endnoteRef:236]決を言わしめよ。 [233:  畜、やしなう・畜產、初出。（角谷訂正案は、8-0495「畜雁產子課」に基づいて家畜とするが、8-0495の「畜」も、『秦律十八種』簡063の「畜犬」・「畜鶏」の「畜」も「やしなう」・「飼育する」意味ではないか。沮守が主宰した「課」が殿の評価を受けているので、畜官という県官に限定して解釈する元の読み方は確かに不自然。）]  [234:  息、そだつ・そだてる／殖える・殖やす。初出（角谷訂正案が取り上げる『秦律十八種』063の「息子」について、整理小組の注は「息は子と同義」とするが、語訳は「生的小猪」となっているから、「息」はやはり「そだてる・ふやす」意。8-0183の「息秏（耗）」も「ふやす」ことと「へらす」こと。『史記』秦本紀の「養息」は「飼育してふやす」、「息馬」は「馬を殖やす」、「畜多息」は、結果的に子の多いことを言うが、正確にはやはり「畜、多く（子を）息 (そだ)つ」もしくは「畜、（子を）息 (そだ)つる（もの）多し」とよむべきではないか。孟嘗君列伝の「息銭」は「ふやした銭」。「畜牸馬，歲課息」は、年ごとに殖やした（状況）を考課する意。所詮、息が「賤息」のように「子」の意味で使われるのは、「殖えた（若しくは殖やした）もの」ということに過ぎないので、「息＝子」は基本的に考えない方がよかろう）]  [235:  新地の吏となることは、左遷の一種に他ならないが、本簡の場合、左遷と殿との閒に因果關係がなく、むしろ次のような時閒的前後關係が推定される。
24年度、沮守の周、「子を息 (そだ)て錢を得る」の業務を主る。
24年度後半から25年度前半にかけて、別の落ち度により、周が新地の吏となる。
25年度、「子を息 (そだ)て錢を得る」の業務に對する課で「殿」の判斷が示され、責任者の處罰が開始されるが、新地の吏となった周については、所在調査などのため時閒が掛かり26年度前半に漸く洞庭郡等管轄下の縣に對して、處罰が指示される。]  [236:  論、議論すること、轉じて辨別すること、順序を付けて評定すること。『說文解字』言部には、
論，議也。
論、議する也。
という。辨別や順序付けという字義は、『呂氏春秋』と『淮南子』に對する高誘注に見える。つまり、『呂氏春秋』應言篇に
不可不熟論。
熟論せざるべからず。
というのに對して、
論，辯也。
論、辯 (わきま)うる也。
と注し、『淮南子』脩務篇に
惟聖人能論之。
惟だ聖人、能 (よ)く之れを論ず。
というのに對し、
論，敍也。
論、敍 (つい)づる也。
と注する。
司法事件との關連では、「論」は「罪の評定」ことを意味するが、現存の史料では、決定權者による訊問を通じて罪狀が認定される「鞫」という手續と、「報」という文書形式で刑罰の執行が命ぜられる行政手續との閒に、獨立した法的效力を持つ判決がなされる形跡は確認されない。それは、絶對的定刑主義のため、認定される罪狀によって自動的に量刑が決まるからであろう。論の字が、『秦律十八種』に
017	（前略）其非疾死者，以其診書告官論之。
其の疾死するに非らざる者は、其の診書を以て官に告げて之れを論ぜしめよ。
というように、刑事事案の處理全體を指す場合もあれば、『法律答問』に
006	（前略）問甲可（何）論。當完城旦。
問うに、甲は何 (いか)にか論ずる。當 (まさ)に完 (まっと)うして城旦となすべし。
と、評定そのものを表す場合もある。また、評定が「報」という執行命令によって確定される事實は、
204	捕盜鑄錢及佐者死罪一人，予爵一級。其欲以免除罪人者，許之。捕一人，免除死罪一人，若城旦舂、鬼薪白粲二人，隸臣妾、收人、
205	司空三人，以爲庶人。其當刑未報者，勿刑。有（又）復告者一人身，毋有所與。
盜 (ひそ)かに錢を鑄する（もの）及び佐 (たす)くる者の死罪一人なるを捕えば、爵一級を予 (あた)う。その以て罪人を免除せんと欲する者は、これを許す。一人を捕うるごとに、死罪一人若しくは城旦舂・鬼薪白粲二人、隸臣妾・收人・司空 三人を免除し、以て庶人と爲す。そのまさに刑すべく未だ報せざる者は、刑することなかれ。
という『二年律令』の規定から裏付けられる。この「報」を、里耶秦簡8-0777に
■從人論報擇（釋）免歸致書。具此中。
■從人の論報し、釋免して歸らしめらるるの致書。この中に具われり。
というように、「論報」と稱することもあり、「論」の一字で代替されることも、
072	（前略）䙴（遷）者、䙴（遷）者所包其有辠（罪）它
073	縣道官者，辠（罪）自刑城旦舂以下，已論報之，復付䙴（遷）所縣道官。䙴（遷）者、䙴（遷）者所包有辠（罪）已論，當
074	復詣䙴（遷）所；及辠（罪）人、收人當論而弗詣弗輸者，皆䙴（遷）之。（後略）
遷者・遷者の包する所、其れ罪を它縣道官に有する者、罪、刑城旦舂より以下、已に之れを論報したらば、復た遷所の縣道官に付す。遷者・遷者の包する所、罪有りて已に論じ、當 (まさ)に復た遷所に詣 (いた)すべき（もの）、及び罪人・收人の當に論ずべきに（これを）詣さず（これを）輸らざる者は、皆な之れを遷す。
という嶽麓秦簡（四）の律令の規定に見られるように存在する。『爲獄等狀四種』や『奏讞書』には、過去の事件處理を振り返って
013	五月甲辰，州陵守綰、丞越、史獲論令癸、瑣等各贖黥。（後略）
五月甲辰、州陵守の綰・丞の越・史の獲、論じて癸・瑣等に令して各々黥を贖わしむ。（『爲獄等狀』）
もしくは
106	（前略）二月癸亥，丞昭、史敢、銚、賜論黥講爲城旦。
二月癸亥、丞の昭・史の敢・銚・賜、論じて講を黥して城旦と爲す。（『奏讞書』）
と記述することがよく見られるが、その場合も「論」は「論報」の省略表現で、その日に、「報」という執行命令を以て「論」が確定したという意味に解される。『奏讞書』の事例では、實際に刑罰が執行されたことが後續の文章によって確認される。なお、唐代以降の注釋家には、「決」・「決罪」という訓詁も見えており、『奏讞書』等の用例とは近い節があるが、「（罪の）評定」という本來の意味を必ずしも正確に表現しておらず、本簡のように、「決」と明確に區別される「論」とは、乖離が感じられる。本簡では、論は、「問」・「鞫」等の手續にわたる罪の評定過程を指し、「決」は、最終的な決着、つまり前述の「論報」を指すと考えられる。] 


	
	
	用件
	
	
	●之れを問うに、

	
	
	
	
	
	
	
	周、遷陵に在らず。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	封印情報
	●荆山道[endnoteRef:237]丞が印を以て事を行う[endnoteRef:238]。 [237:  道、地方行政單位の一つ、縣と同級、「蠻夷」と稱される人々の居住地に置かれる。『續漢書』百官志には、
凡縣主蠻夷曰道。
凡そ縣の蠻夷を主るは、道と曰う。
という。
荆山道、地名担当]  [238:  案語（以某印行事、官職名担当）「以某印行事」は郡に関わる用例が多いようだが、「遷陵守」が荆山道の印を以て事を行うことには不自然はないか？] 


	
	集配記録
	丙寅（14）、水下三刻、啓陵が乘城卒の秭歸 (しき)（縣）都里の士伍の順、旁 (かたわ)（曹）[endnoteRef:239]に行る。 [239:  旁、県外への文書発送を担当する旁曹（簡？注？を参照）を指すと推測される。案ずるに、簡8-0138正+8-0522正+8-0174正+8-0523正には、遷陵県丞が、廟の巡行担当について「旁曹」から開始し、そこから坐次を以て当番するように定めている詔が記載されているが、そこから、「旁曹」が、隣の曹ではなく、県廷の中の特定の曹を指すことが判る。また、簡8-0158と8-0166の集配記録に、本簡と同様に、「行旁」と記されているのに対し、簡8-0071では、「行旁曹」という。四つの簡は均しく遷陵県の長官から県外に当てられた文書となっていることから、県外への発送手続が旁曹が担当し、本簡記載の「行旁」が「行旁曹」の省略表現であると推測される。] 


	
	作成記録
	壬手す。



〼請程。[endnoteRef:240]┘問之：遷陵〼	8-0536 [240:  簡上端折斷，原釋文、校釋未標斷簡符號，據圖版補標。
「程」字は、「請」と「問」の閒に詰めて小さく書かれており、後から書き足した可能性が高い。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某朔某日、遷陵某職の某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	
	【……】請程。

	
	
	用件
	
	
	┘之れを問うに、

	
	
	
	
	
	
	
	遷陵【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時，某人（某處に）行る。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼□□□……〼
〼□亡（？）日者，言（？）[endnoteRef:241]……。┘今問之：遷（？）[endnoteRef:242]〼 [241:  “亡”、“言”，原釋文、校釋均作“□”，“亡”字據圖版補釋，“言”字據姚磊〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（一）〉（簡帛網，2015年8月19日）補釋。亡日，逃亡日數。據《二年律令》簡157，逃亡時官方對逃亡日數做記録，不超過一年的話，令逃亡者以“繫城旦舂”或“作官府”的形式償還亡日。
157	吏民亡，盈卒歲，耐。不盈卒歲，𣪠（繫）城旦舂┛（；）公士、公士妻以上作官府，皆償亡日。其自出殹（也），笞五十，給逋事。皆籍亡日，軵數盈卒歲而得，亦耐之。
從《封診式》簡013-014的記載可知，秦國已經記録逃亡日數。
013	覆	敢告某縣主：男子某辭曰：「士五（伍），居某縣某里，去亡。」可定名事里，所坐論云可（何），可（何）罪赦，
014	【或】覆問毋（無）有，幾籍亡，亡及逋事各幾可（何）日。遣識者。當騰，騰。皆爲報，敢告主。
“亡”前未釋字應係動詞，字義與“亡日”的管理或償還有關。殘存筆畫（）與“徒”字所從“止”的部分寫法（⑧0016、⑧0143a、⑧0285）相近，此字或本爲“足”。“足亡日者”卽償完亡日者。]  [242:  “遷”，原釋文、校釋作“□”，據圖版和文例補釋。] 

〼言之。  〼	8-0544
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某朔某日、遷陵某職の某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	
	【……】亡日[endnoteRef:243]を□する者【……】言え【……。】 [243:  亡日、逃亡した日數。『二年律令』によれば、逃亡した際、その日數が記錄され、一年未滿の場合には、その逃亡日數を、「繫城旦舂」もしくは「作官府」の勞役によって「償う」ことになっていた。
157	吏民亡，盈卒歲，耐。不盈卒歲，𣪠（繫）城旦舂┛（；）公士、公士妻以上作官府，皆償亡日。其自出殹（也），笞五十，給逋事。皆籍亡日，軵數盈卒歲而得，亦耐之。秦においてはすでに「亡日」が記錄されていたことは『封診式』の次の記述から判明している。
013	覆	敢告某縣主：男子某辭曰：「士五（伍），居某縣某里，去亡。」可定名事里，所坐論云可（何），可（何）罪赦，
014	【或】覆問毋（無）有，幾籍亡，亡及逋事各幾可（何）日。遣識者。當騰，騰。皆爲報，敢告主。
また、次の嶽麓秦簡（肆）の律令簡牘に記されている規定からは、亡日が日數相當の勞働を基準に贓物と見做され盜犯の處罰の對象とされることが窺える。
066	十四年七月辛丑以來，諸居貲贖責未備而去亡者，坐其未備錢數，與盜同灋。
067	其隸臣妾殹（也），有（又）以亡日臧數，與盜同灋。

「亡日」の前の未釋讀字は、「亡日」の管理もしくは償還に關わる動詞と推定される。殘存の筆畫（）は、「徒」字の從う所の「止」の一部ののやや變則的な書き方（⑧0016、⑧0143a、⑧0285）に近い。この字が、「徒」と同樣に「止」に從う「足」だとすれば、「足亡日者（亡日を足 (み)たす者」というように、文意が通じる。「亡日を足 (み)たす者」は、逃亡日數の償還を終えた者と解せられる。] 


	
	
	用件
	
	
	┘今、之れを問うに、

	
	
	
	
	
	
	
	遷【陵[endnoteRef:244]】 [244:  本簡は、遷陵県が亡日の報告に関する指示を受けて郡に宛てた文書と考えられるが、現存の長さから、「問之」と「言」の間に最大約八字が欠けており、或いは「遷陵毋當令者敢」と記されていたのではないかと推測される。] 


	
	書止
	【敢えて】之れを言う。

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時，某人（某處に）行る。】[endnoteRef:245] [245:  據文書格式，本簡背面左側應有收發記録，正面有明確的刮削痕跡，疑背面亦被刮削。] 


	
	作成記録
	【某手す。】



〼辰朔戊（？）辰[endnoteRef:246]，遷陵[endnoteRef:247]將計叚（假）丞〼 [246:  “戊”，原釋文、校釋作“□”，何有祖作“乙”，據圖版改釋。“辰”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（一） 〉（簡帛網，20150617）補釋。]  [247:  “遷陵”二字原缺釋，據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（六則）〉（簡帛網，2012年12月24日）補釋。] 

〼□□□數，與計偕。●問之：[endnoteRef:248]□〼 [248:  “數”、“與”、“偕”、“・”、之五字原缺釋，據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（六則）〉（簡帛網，2012年12月24日）補釋。] 

〼……〼
〼……〼[endnoteRef:249]	8-0077正+8-0108+8-0002[endnoteRef:250] [249:  本簡有四行墨跡，原釋文、校釋僅釋出二行，據圖版補釋。]  [250:  簡8-0108與8-0002的綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（六則）〉（簡帛網，2012年12月24日），加綴簡8-0077，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（一） 〉（簡帛網，20150617）。] 

〼□[endnoteRef:251]，史□〼	8-0077背 [251:  未釋字，原釋文、校釋作“令”，與字形不合，據圖版改釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某】辰朔戊辰、遷陵將計假丞[endnoteRef:252]【の某、敢えて之れを言う。】 [252:  將、ひきいる。『秦律十八種』簡116-117
116	興徒以爲邑中之紅（功）者，令𥿍（嫴）堵卒歲。未卒堵壞，司空將紅（功）及君子主堵者有罪，令其徒復垣之，
117	勿計爲䌛（徭）。（後略）
徒を興こして以て邑中の功を爲す者は、令して堵 (かき)を嫴 (うけあ)うて歲を卒 (お)えしむ。（歲を）未だ卒えずして堵壞れば、司空の功を將 (ひき)いる（もの）及び君子の堵を主 (つかさど)る者、罪有り、その徒に令して復たこれを垣 (きず)かしむ。計して徭と爲すなかれ。
計、上計の吏。『史記』儒林列傳には
郡國縣道邑有好文學、敬長上、肅政敎、順鄕里、出入不悖所聞者，令相長丞上屬所二千石，二千石謹察可者，當與計偕，詣太常，得受業如弟子。
郡國の縣・道・邑に、文學を好み、長上を敬い、政敎を肅 (つつし)み、鄕里に順 (したが)い、出入所聞に悖 (もと)らざる者有らば、相・長・丞に令して屬所の二千石に上させ、二千石謹みて可なる者を察し、當 (まさ)に計と與 (とも)に偕 (とも)にし、太常に詣り、業を受くること弟子の如くするを得べし。
というのに對し、『索隱』は、
計，計吏也。偕，俱也。謂令與計吏俱詣太常也。
計は、計吏なり。偕は、倶 (とも)にする也。謂うこころは、令して計吏と與 (とも)に倶 (とも)に太常に詣る也。
と注釋する。上計の吏を指す「計」は、或は「計者（計する者）」の略稱。8-0063には「官の計する者」が見える。
今上責校券二，謁告遷陵，令官計者定，以錢三百一十四受旬陽左公田錢計。
今、責校券二を上し、謁うらくは、遷陵に告げ、官の計する者に令して定めしめ、錢三百一十四を以て旬陽左公田錢計に受 (さず)けしめよ。
また、作徒簿に頻出する「與吏上計（吏と與 (とも)に上計す）」という表現から判るように、實際には吏のみならず、徒隸等も連れて、集團を形成して上計を行っていた。なお、『索隱』が「計」字を「計吏」と注釋する「與計偕」という表現は、『秦律十八種』簡037と092にも見えており、整理小組が「計」を、
卽與地方每年上呈計簿同時上報。
卽ち、地方の每年計簿を上呈するのと同時に上報するなり。
というように、「計簿」と解釋する。目下「計吏」と斷定できるのは、むしろ本簡の「將計」の「計」のみである。
假，代行。『史記』項羽本紀には、
乃相與共立羽爲假上將軍。
乃ち相與に共に羽を立てて假上將軍と爲す。
というのに對し、張守節『史記正義』は
未得懷王命也，假，攝也。
未だ懷王が命を得ざれば也。假は攝 (か)ぬる也。
と注釋する。
將計假丞、上計の吏を團長として引率するという業務を擔當する副長官の代行。遷陵縣では、諸種の業務のために臨時に代行を任命していたようであり、「將計假丞」のほかに、「將捕爰叚（假）倉」（8-1559）・「求菌叚（假）倉」（8-0459・8-2371）・「市工用叚（假）少内」（8-2202+0888+0936）・「市叚少內」（8-1771）がある。なお、「將捕爰」は「將徒捕爰（徒を將 (ひき)いて爰を捕 (とら)う」（8-0207）の略と推定される。] 


	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】□數、計と與 (とも)に偕 (とも)にせよ[endnoteRef:253]。 [253:  偕、ともにすること。通常は、前注『史記索隱』が説くように、人を伴う、人が連れ立つことをいうが、ここでは、「數」が先行文の目的語となっているという文脈から、事を竝べて行うことを指す可能性がある。つまり、本簡で遷陵將計假丞が引用している上級機關の指示は、（通常上計に含まれない）數字を、上計と共に報告するように、という内容となっていたと考えられる。] 


	
	
	用件
	
	
	●之れを問うに、

	
	
	
	
	
	
	□【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【（某月）】□，史の□【 某處に行 (や)る。】

	
	作成記録
	【某手す。】



書遷﹦陵﹦（遷陵，遷陵）論言。問之：監府致𣪠（繫）痤臨沅	8-1032
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、遷陵某職の某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	書を遷陵に【……】、遷陵、論じて言え。

	
	
	用件
	
	
	之れを問うに、

	
	
	
	
	
	
	監府、痤[endnoteRef:254]を臨沅に致繫[endnoteRef:255]し【……。】 [254:  痤、人名、「論」の被告と推定される。]  [255:  致、「至」と同源、「いたらしめる」・「いたす」の意。『説文解字』攵部には、
致，送詣也。
致、送りて詣らしむる也。
といい、段玉裁は
送詣者，送而必至其處也。引申爲召致之致。
送詣は、送りて必ずその處に至らしむる也。引申して召致の致と爲す。
と注釋する。「おくる」よりも「詣らしむ」に重點が置かれている。秦漢の簡牘法制史料では、物の支給や人・物の移動を指示する行爲および關連文書を「致」と稱する。例えば、『秦律十八種』簡牘011には、
011	乘馬服牛稟，過二月弗稟、弗致者，皆止，勿稟、致。稟大田而毋（無）恆籍者，以其致到日稟之，勿深致。	田律
乘馬・服牛が稟 (ふちまい)、二月を過ぐるも、（これを）稟 (さず)けず、（これを）致さざる者は、皆な止め、稟くること、致すことなかれ。大田より稟 (う)くるに恆籍無き者は、其の致の到るの日を以てこれを稟く。致を深 (こ)ゆることなかれ。	田律
という田律の規程が見えるが、「稟く」が穀物の支給行爲を指すのに對し、「致す」という動詞は、それを指示する法律行爲を表す。「その致」という名詞は、支給を指示する文書をいう。人の移動に關わる文書を表す「致」は、
035	宂募歸，辭曰日已備，致未來，不如辭，貲日四月居邊。（後略）
宂募歸らんとし、辭して、「日已に備わりたるも、致未だ來らず」と曰うに、辭の如くならずんば、日ごとに四月居邊を貲 (はか)る。
というように、『秦律雜抄』簡035に見えており、時には、例えば
001	（前略）六月戊子，發弩九詣男子毋憂告：爲都尉屯，已受致書，
002	行，未到，去亡。（後略）
六月戊子、發弩の九、男子の毋憂を詣 (いた)し、告ぐらく「都尉が爲に屯し、已に致書を受けたるに、行きて未だ到らずして、去亡す」と。
という『奏讞書』簡001-002の如く、「致書」とも稱せられる。本簡では、或る人の論斷を指示された遷陵縣が、痤という人が監御史によって臨沅に「致繫」されたと報告しているので、痤の身柄が監御史の指示により、遷陵縣から臨沅縣に送致され、臨沅縣で拘束されていると推測される。] 


	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時，某人（某處に）行る。】

	
	作成記録
	【某手す。】



卅（三十）一年二月癸未朔丙戌，遷陵丞昌敢言之：遷〼
佐日備者士五（伍）梓潼長親欣補[endnoteRef:256]。謁令〼	8-0071正 [256:  “親”，原簡作“”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。校釋注４：“長，疑是里名。”
梓潼，秦縣名。見《漢書》地理志，屬廣漢郡，治今四川省梓潼縣。] 

[bookmark: OLE_LINK2]二月丙戌，水十一刻﹦（刻刻）下八，守府快行旁曹[endnoteRef:257]。  〼	8-0071背 [257:  “旁”，原釋文、校釋作“尉”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（八）〉（簡帛網，2016年6月2日）改釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	三十一年（前216）二月癸未朔丙戌（04）、遷陵丞の昌 (しょう)、敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	遷【……】佐の日[endnoteRef:258]の備わりたる[endnoteRef:259]者、士伍の梓潼 (しどう)（縣）長親（里）の欣 (きん)【を以て】補す。 [258:  日、所定の日數、つまり服役日數・服役期閒等。『秦律十八種』には
141	隸臣妾、城旦舂之司寇、居貲贖責𣪠（繫）城旦舂者，勿責衣食。其與城旦舂作者，衣食之如城旦舂。隸臣有妻，妻更
142	及有外妻者，責衣。人奴妾𣪠（繫）城旦舂貣（貸）衣食公，日未備而死者、出其衣食。		司空
隸臣妾・城旦舂の司寇・居貲贖責の城旦舂に繫げらるる者は、衣食を責むる勿れ。其の城旦舂と作する者、之を衣食すること城旦舂の如くせよ。隸臣の妻有り、妻更し、及び外妻有る者は、衣を責む。人の奴妾の城旦舂に繫げられ、衣食を公に貸り、日未だ備わらずして死せる者は、其の衣食を出だす
とあり、徒隸が所定の勞務日數をつとめあげる前に死亡する狀況が想定されている。]  [259:  備、そなわる、ととのう。『儀禮』特牲饋食禮に
宗人擧獸尾告備，擧鼎鼏告絜。
宗人、獸尾を擧げて備を告げ、鼎鼏を擧げて絜を告ぐ。
とあるのに對する鄭注に、
備，具也。
備、具 (そな)わる也。
という。『國語』楚語上には、
是以其入也、四封不備一同、而至於有畿田。
是を以て其の入るや、四封一同を備えざるも、畿田有るに至る。
とあり、數量、この場合は面積がととのう意味で「備」が用いられている。「日備」とは、所定の日數がととのう、具備される意、つまり服役期閒が滿了した意味と理解される。] 


	
	
	用件
	
	
	謁うらくは、【……】に令して【……】せしめよ。【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	二月丙戌（04）、水十一刻、刻下八、守府の快、旁曹に行る。

	
	作成記録
	【某手す。】



〼月戊寅朔﹦（朔朔）日，遷
〼巳（已）上後死、亡、輸它縣官、┘轉（？）爲（？）□[endnoteRef:260]〼 [260:  “轉”，原釋文、校釋作“輸”，據圖版改釋。“爲”，原釋文、校釋作“□”，參考陳劍指教，據圖版補釋。] 

〼毋當令者。敢言之。〼	8-0705正
〼齮行。　　〼	8-0705背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【二十七年（220）十（？）】月戊寅朔朔日（01）[endnoteRef:261]、遷【陵某職の某人、敢えて之れを言う。】 [261:  8-0164+ 8-1475を參照するに、「已上後」という表現から本文書の作成時期が年度末か年度初めに係ると推定される。遷陵縣の設置以降、二十七年十月のみが戊寅朔となっている。] 


	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	
	〼已に上したる後に死・亡し[endnoteRef:262]、它縣官に輸り、轉□□【……せよ。】 [262:  死亡、死亡と逃亡、初出。] 


	
	
	用件
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	
	【……】令に當たる者なし。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、】齮 (ぎ)、行 (や)る。｛筆跡の異同は判然とせず｝

	
	作成記録
	【某手す。】



卅（三十）四年後九月壬戌〔辰〕朔辛酉，遷陵守丞茲敢
言之：遷陵道里毋蠻（變）更者。敢言之。	8-1449正+8-1484正[endnoteRef:263] [263:  本簡綴合據校釋一。] 

十月己卯旦，令佐平行。　　平手。	8-1449背+8-1484背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	三十四年（214）後九月壬辰朔辛酉（30）[endnoteRef:264]、遷陵守丞の茲 (じ)、敢えて之れを言う。 [264:  始皇帝三四年後九月の朔日は壬辰、原文の「戌」は「辰」の誤り。按ずるに、本文書の發行日となっている後九月辛酉は、閏九月三十日で、年度の末日に當たる。送達記錄は（三五年）十月己卯となっていることから、實際の作成日も、十月己卯と推定される。卽ち、新年度に入ってから、本來舊年度に上呈すべき文書の日付だけを舊年度の末日に僞ったが、十月の朔日の壬戌に引きずられて、「辰」を「戌」に誤ったと考えられる。] 


	
	本文
	
	
	遷陵の道里[endnoteRef:265]、變更せる者なし[endnoteRef:266]。 [265:  道里、道路の里程、つまり道程・交通路の距離。『漢書』匈奴傳には、
計其道里，一年尚未集合，兵先至者聚居暴露，師老械弊，勢不可用
其の道里を計るに、一年尚お未だ集合せず、兵の先に至る者は、聚居暴露し、師老 (つか)れ械弊 (やぶ)れ、勢として用うべからず。
と、王莽の匈奴遠征を諫める嚴尤の言葉の中に、距離の意味で「道里」が使われている。また、馬圈灣出土の敦煌漢簡と1970年出土の居延漢簡には、次のように「道里簿」という標題を持つ簡が見える。
隧傅天田道里簿（簿）一。
明隧天田五里其二里，煎都塞三里，亭以東皆沙石，井深十丈五尺。	1035B
隧傅天田道里簿（簿）一。
明隧天田五里其二里，煎都塞三里，亭以東皆沙石，井深十丈五尺。

亭閒道里簿。　　
去第四燧九百奇百一十七步。　　
去河二百卌（四十）三步。　　
□廣二百二步。　　				E.P.S4.T2:159，P1
【……】亭閒の道里簿。　　【……】
【……】第四燧を去ること九百奇百一十七步。　　【……】
【……】河を去ること二百四十三步。　　【……】
【……】□廣きこと二百二步。　　【……】
敦煌と居延の「道里簿」が極めてローカルな道里を示しているのに對し、里耶秦簡の第十六層や第十七層に含まれる所謂「里程簡」には、郡を跨る長距離の交通路も含まれる。例えば、簡J1⑰14には次のように記されている。
□陽到頓丘百八十四里，　　
頓丘到虛百卌六里，　　
虛到衍氏百九十五里，　　
衍氏到啓封三百五里，　　
啓封到長武九十三里，　　
長武到焉陵八十七里，　　
焉陵到許九十八里，　　	J1⑰14正
泰凡七千七百廿二里　　	J1⑰14背
□陽より頓丘に到るは百八十四里、　　【……】
頓丘より虛に到るは百卌六里、　　【……】
虛より衍氏に到るは百九十五里、　　【……】
衍氏より啓封に到るは三百五里、　　【……】
啓封より長武に到るは九十三里、　　【……】
長武より焉陵に到るは八十七里、　　【……】
焉陵より許に到るは九十八里、　　【……】	J1⑰14正
泰凡 (おおよそ)七千七百廿二里。　　【……】	J1⑰14背
遷陵縣でも、三十四年度に管轄區域内に變更があった場合には、「道里簿」に類似した資料を上級機關に提出し、それを更に取り纏めて報告する形で咸陽に全國の交通網に關する情報が集められたと推測される。]  [266:  變更、蠻は變に通じ、變更は現代の「變更」に同じ。正確な制度的背景は未詳ではあるが、本簡から、道里について定期的に報告する義務が地方官に課せられたことが判明する。本文書の發信期日が年度最後の月の末日となっていることから、年度ごとに變更の有無及び變更のあった場合にはその内容を報告する定めとなっていたと推定される。なお、「蠻」が「變」に通じる證據は『奏讞書』事案一の次の記述から得られる。
004	詰毋憂：律，變（蠻）夷男子歳出賨錢，以當䌛（徭）賦，非曰勿令爲屯也。（後略）
毋憂を詰 (といつ)むるに、律には、蠻夷の男子、歳 (とし)ごとに賨錢を出だし、以て徭賦に當つ（とあり）、令して屯と爲さしむる勿 (な)かれと曰うに非らざる也。] 


	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	十月己卯（18）、旦、令佐の平、行る。

	
	作成記録
	平手す。



爲奏，傅所以論之律令[endnoteRef:267]，言。展薄（簿）留日。●令[endnoteRef:268]	8-1617+8-0869[endnoteRef:269] [267:  “傅”，原釋文、校釋作“傳”，“令”，原缺釋，據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（六則）〉（簡帛網，2012年12月24日）改、補釋。何文已引《漢書》刑法志：“廷尉所不能決，謹具爲奏，傅所當比律令以聞。”]  [268:  “論”爲縣廷長官職掌，因可知此分文書爲縣廷上行文書。另外，“爲奏，傅所以論之律令，言展薄（簿）留日”一文係引文，原來自下行文書，引於上行文書。據文書格式，“・”後多有“今”或“問”等字樣，“令”字或爲“今”之誤。]  [269:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（六則）〉（簡帛網，2012年12月24日）。｛碴口不密合？｝] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、遷陵某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	
	【……】奏[endnoteRef:270]を爲 (つく)り、以て之れを論ずる所の律令を傅 (つ)けて[endnoteRef:271]、言え。簿の留まりし日を展 (の)ばせ[endnoteRef:272]。 [270:  奏、進言すること、轉じて、進言に際して上級機關に上呈される文字資料。『說文』夲部には、
奏，奏進也。
奏は、奏進する也。
といい、睡虎地秦簡『語書』簡13には、
其畫（最）多者，當居曹奏令、丞。
其の畫最も多き者、當居の曹、令・丞に奏せよ。
と、進言するという意味の動詞の用例が見える。8-0755－0756では、
（前略）洞庭守禮謂遷陵丞﹦（丞：丞）言徒隸不田，奏曰：司空厭等當坐，皆有它罪，耐爲司寇。有書﹦（書，書）壬手。（後略）
洞庭守の禮、遷陵丞に謂う。丞言わく、徒隸、田せず、と。奏に曰わく、司空の厭等、當に坐すべく、皆な它罪有り、耐して司寇と爲すべし。書有り、書は壬手す。
というように、遷陵丞の進言を「言」、文書全體を「書」と、添付の文字資料を「奏」と稱している。『奏讞書』には、
227	六年八月丙子朔壬辰，咸陽丞㝅禮敢言之。令曰：獄史能得微難獄，上。今獄史擧得微
228	獄，爲奏廿二牒。擧毋害，謙（廉）絜（潔）敦（慤）。守吏也，平端。謁以補卒史，勸它吏。敢言之。
六年八月丙子朔壬辰、咸陽丞の㝅禮、敢えて之れを言う。令に曰わく、獄史能く微難獄を得ば、上せ、と。今、獄史の擧、微難獄を得れば、奏二十二牒を爲 (つく)る。擧毋害にして，廉潔敦慤なり。吏を守するや、平端なり。謁うらくは、以て卒史に補し、它吏を勸 (はげ)ましめよ。敢えて之れを言う。
と、本簡と同樣に、添付資料の作成を「爲奏」と稱している。]  [271:  傅、初出。（簡8-0758「傅奏」の用例と睡虎地秦簡等から知られる傅籍にも留意すべし）]  [272:  下記の注は間違っている。展は「のばす」、日数・期日を延ばす・延長する意味（嶽麓秦簡（肆）律例簡牘の用例を見れば一層はっきり「のばす」義が読み取れる。→書き直すべし（また、伊強〈里耶秦簡“展......日”的釋讀〉（《簡帛研究二〇一六（秋冬卷）》，2017年）を参照！）
展、よくみる、照合すること。『周禮』春官·肆師には、
大祭祀，展犧牲。
大祭祀、犧牲を展 (み)る。
といい、鄭玄注では、
展，省閲也。
展、省閲する也。
と注釋する。鄭玄は、『周禮』夏官・祭僕の「凡祭祀致福者、展而受之」と『儀禮』聘禮の「史讀書展幣」に對し、「展」をそれぞれ「錄視」と「校錄」と説明するが、それも「記錄」ではなく、「省察」、つまり詳しく調べる意にほかならない。
「留日」のほか、「約（日）」を展 (み)る場合がある。8-1563正には、
今徐以壬寅事，謁令倉貣（貸）食。移尉以展約日。
今、徐、壬寅を以て事うれば、謁うらくは、倉に令して食を貸さしめよ。尉に移して以て約日を展 (み)しめよ。
と、8-0498+8-2037正には、
■吏貣（貸）當展約。
■吏の貸して當 (まさ)に約を展るべき（もの）。
という。なお、『封診式』簡02-03に、
002	訊獄	凡訊獄，必先盡聽其言而書之，各展其辭，雖智（知）其詑，勿庸輒詰。其辭已盡書而
003	毋（無）解，乃以詰者詰之。
凡そ獄を訊 (しら)ぶるに、必ず先に盡 (ことごと)くその言を聽きてこれを書く。各々その辭を展るべし。その詑 (あざむ)くを知ると雖も、輒ち詰 (なじ)るなかれ。その辭已 (や)み、盡く書きて解するなくんば、乃ち詰 (つ)まる者を以てこれを詰れ。
という用例が見えるが、整理小組の「陳述」という解釋よりも、供述の矛盾や、他の證言・證據との整合性などについて照合すると理解した方が文意が通じるように思われる。] 


	
	
	
	
	
	●令【……】

	
	
	
	
	
	
	
	【……。】

	
	
	用件
	
	
	【●今／之れを問うに】

	
	
	
	
	
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時，某人（某處に）行る。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼遷陵守丞固敢[endnoteRef:273]〼 [273:  “遷”，原釋文作“□”，校釋作“【遷】”，據圖版改釋。與此“遷”字相似者見於簡8-0304。] 

〼之。　　〼	9-0223正
〼　　章〼	9-0223背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、】遷陵守丞の固[endnoteRef:274]、敢えて【之れを言う。】 [274:  本簡は、二世元年の半ば頃以降作成されたと推測される。案ずるに、固という人物は複数回「遷陵守丞」として里耶秦簡に出現するが、何れも二世元年に属する。最も早い暦日は元年七月庚子朔丁未（簡5-01）で、最も晩いのは、九月己亥朔己酉（簡8-0653正+9-1370）である。元年の「遷陵守丞」としての勤務歴は簡9-0728には「守丞枯五十五日－」と「守丞平五十七日」に次いで「守丞固二百卌二日－」として見えるが、遷陵県が存続した場合には、二年に固が継続して守丞を務めた可能性も考えられる。なお、佐の章は、秦始皇三十四年（簡9-0885）から二世元年五月（簡9-2232）までの間に見受けられる。] 


	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて】之れを【言う。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時，某人（某處に）行る。】

	
	作成記録
	章【手す。】



〼平敢言之：守府下令書曰：
〼書已到。敢言之。	9-0187
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【元年某月某日朔某日、遷陵守丞】の平[endnoteRef:275]、敢えて之れを言う。 [275:  本簡にみえる「平」という人物は、簡9-0728にみえる遷陵守丞の平で、本官は庫嗇夫（簡9-2232
等）である。守丞を務めた年は同じく簡9-0728等に基づいて二世元年と推定される。] 


	
	本文
	状況説明
	
	
	守府、令書を下そて曰わく、

	
	
	
	
	
	【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……。】

	
	
	
	
	
	書、已に到れり。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時，某人（某處に）行る。】

	
	作成記録
	-（？）



卅（三十）四年正月丁卯朔庚午，遷陵守丞巸敢言之：令曰：上見乘車。會二月朔
日守府。今上當令者一牒。它毋（無）當令者。敢言之。
					兵曹	9-0049正
正月辛未夕，居貲士五（伍）渚（？）里廖行[endnoteRef:276]。　（最）手。	9-0049背 [276:  渚，原釋文、校釋作“少”；廖，原釋文作“處”，校釋作“□”，據圖版改釋。廖字左中下方殘缺，也不能排除其原作“瘳”，但秦漢隸書疒與广常混難分，字形作“瘳”也難確定其非廖字。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	三十四年正月丁卯朔庚午（初四）、遷陵守丞の巸[endnoteRef:277]、敢えて之れを言う。 [277:  巸：始皇 28 年の時點ですでに少内嗇夫であり（8-0060+8-0656+8-0665+8-0748）、 31年（9-0105）・33年（9-0816）に司空守として登場するほか、34年になると集中的に守丞として現れる。また8-0896には、「守丞巸、上造居競（竟）陵陽處、免歸」（竟陵縣は南 郡所屬）と見える（青木レジュメ20200703より）] 


	
	本文
	状況説明
	
	
	令に曰わく、

	
	
	
	
	
	見乘車[endnoteRef:278]を上せ。 [278:  乘車：『尚書大傳』略説の注に「乘車、安車也」、『釋名』釋車に「安車、蓋卑坐乘。 今吏所乘小車也」とあり、官吏が乘る一般の馬車と思われる。「馬苑有乘車者、秩各百六十 石、有秩毋乘車者、各百廿石」 （「二年律令」秩律470簡）などというように官吏の身分標識 でもあり、「以其乘車載女子、何論。貲二甲」（「法律答問」175 簡）や「諸有乘馬者、毋敢 歩遠行衝道、行衝道過五百里、貲一甲」（「秦律令（貳）」293 簡）など、その使用に關して は樣々な規定が設けられていた。 （青木レジュメ20200703より）] 

二月朔日に守府に會せよ。[endnoteRef:279] [279:  8-0175の内容は本簡と類似する。そちらでは本簡に見える乘車とならび、輼車・輬車・軺車の現有數も報告對象としてあげられている。また、「守府」と見えるものの、報告先は「廷」となっているので、洞庭太守府からの命令が 縣廷から官に下され、その回答と思われる。9-0049 はこの次の段階の文書ということにな る。「恆會正月七月朔日廷」とあるが、このうち正月朔日の報告は9-0049に見える太守府へ の二月朔日の報告に對應するものと考えられる。おそらく、太守府へは八月朔日にも報告す る義務があり、七月朔日はそれと對應するのだろう。午については、始皇 34 年 12 月の時 點で縣の車を管理する庫の佐であったことを確認でき（J1⑩1170）、9-0049 の記述と合致 する。なお、譯注稿が「遷（？）」とする差出人であるが、同名の人物は遷陵丞であり（80232など）、ここではそぐわない。年代・時期を踏まえると該當し得る人物としては、始皇 34年12月の庫武（J1⑩1170）、34年7月27日の庫守逐（9-0087）、35年6月12日の庫 建（8-0845など）があげられる。 ] 


	
	
	用件
	
	
	今

	
	
	
	
	
	令に當たる者一牒を上す。它に令に當たる者無し。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	
	附記
	兵曹[endnoteRef:280] [280:  兵曹：洞庭假守が下した文書である9-0713において、受信報告をする宛先として「兵曹」指定されており、本簡の内容と合わせ、洞庭太守府に設置されていた曹と考えられる。車の現有數について報告を求めていること、9-0713 では鐵官に文書を下していることから類推し て、郡内の兵器關連業務を管掌していたか。『續漢書』百官志にも「兵曹主兵事」とある。 文字の大きさや配置が異なるため、他の文面とは別に書かれたものと思われる。本文書の具體的な宛先を県廷で文書の控えにメモ書きしたものであろう。（青木レジュメ20200703より） ] 


	附記
	集配記録
	正月辛未（初五）夕、貲に居するの士伍、渚里の廖、行る。

	
	作成記録
	最手す。



府□[endnoteRef:281]：田官不勉力調護勸勉，作	9-0169 [281:  “府”與“田”之間另有模糊墨跡，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。] 

之而數環（還）徒，是卽〼	9-0245
課殹[endnoteRef:282]，且非？今復追田官所環（還）者，	9-0361 [282:  本簡上端雖略有參差不齊，但據長短判斷，應係完形，原釋文、校釋標出斷簡符號，恐未妥。
本簡上端の整形は必ずしも行き屆いていないが、簡の長さからして、完形と判斷される。原釋文や考釋の表記した斷簡記號は削除した。] 

〼數（？）令官嗇夫、吏日夜將[endnoteRef:283]。	9-0238+9-0211[endnoteRef:284] [283:  “數”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文意補釋。]  [284:  考釋ではすでに、簡9-0169が簡9-0245と連讀できる可能性、また簡9-0361と9-0238+9-0211と關連する可能性が指摘されている。圖版を比べてみると、字配りや筆跡は何れも近似しており、壬の筆跡に近いと思われる。また、簡の規格、汚れの分布なども類似していることから、元は一つの册書に屬していた可能性が高い。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日、遷陵の某、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
（読み①）
	
	
	【……太守】府□（いうに？）

	
	
	
	
	
	田官、調護・勸勉に勉力せず、之れを作せしむるも數々 (しばしば)徒を還 (かえ)す。是れ即ち【……】課を【……（詐？[endnoteRef:285]）】するや、はた非なるや。 [285:  嶽麓秦簡（伍）の律令簡牘に次のように「詐課」という罪名が見える。
053/1036：●定陰忠言：律曰：“顯大夫有辠當廢以上勿擅斷，必請之。”今南郡司馬慶故爲冤句令，𧧻(詐)課，當 
054/1010：廢官，令以故秩爲新地吏四歲而勿廢，請論慶。制書曰：“諸當廢而爲新地吏勿廢者，即非廢。
055/1011：已後此等勿言。”          ·廿六] 


	
	
	状況説明（読み②）
	
	
	【……太守】府□【……するも】田官、調護に勉力して、勸勉[endnoteRef:286]して之れを作せしめずして數々徒を還 (かえ)す。是れ即ち【……】課を【……（詐？[endnoteRef:287]）】するや、はた非なるや。 [286:  勸勉、勸導勉勵。《管子‧立政》：“勸勉百姓，使力作毋偷。”
勸勉に近い言葉としては、『史記』秦始皇本紀・琅邪台刻石には、次のように「勸勞」が見える。
皇帝之功，勸勞本事。上農除末，黔首是富。
皇帝の功、本事を勸勞す。農を上とし、末を除き、黔首、是れ富むなり。]  [287:  嶽麓秦簡（伍）の律令簡牘に次のように「詐課」という罪名が見える。
053/1036：●定陰忠言：律曰：“顯大夫有辠當廢以上勿擅斷，必請之。”今南郡司馬慶故爲冤句令，𧧻(詐)課，當 
054/1010：廢官，令以故秩爲新地吏四歲而勿廢，請論慶。制書曰：“諸當廢而爲新地吏勿廢者，即非廢。
055/1011：已後此等勿言。”          ·廿六] 


	
	
	用件
	
	
	今

	
	
	
	
	
	復た田官の還す所の者を追い、【……】數々 (しばしば)官嗇夫・吏に令して日夜將いしめたり。【……】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時，某人（某處に）行る。】

	
	作成記録
	【某（壬？）手す。】



〼陵鄕嗇夫除成里小男子	8-1254[endnoteRef:288] [288:  県内の文書には「嗇夫」という官職名を明示することが一般的でないため、本文書は、啓陵郷嗇夫による叙任を内容とする遷陵県の上申文書と推定される。] 

【……啓】陵鄕が嗇夫、成里の小男子【の某】を除す。

分離型複合文書
卅（三十）三年六月庚子朔丁未，遷陵守丞有敢言之：守府下
四時獻者上吏缺式曰：放（倣）式上。今牒書𤻮（應）
書者一牒，上。敢言之。	8-0768正
六月乙巳〔卯〕旦[endnoteRef:289]，守府卽行。　　履手。	8-0768背 [289:  “巳”，實爲“卯”字之誤，原釋文、校釋一作“巳”，據文意改釋。案，本簡背面曆日爲正面文書收發日期，正面文書發行日期爲丁未（6月8日），在六月乙巳（6日）後兩天，收發日期在發行日期之前，不合乎情理，可知本字係錯字。一說，里耶秦簡中“巳”字末筆往上提（或分開兩筆，最後一筆寫成一竪或一撇），與“卯”字卩旁末筆朝下（時而直下，時而往右下一捺）截然不同，而本字寫法與卯字卩旁一致，所謂“巳”實爲“卩”，即“卯”字誤作“卩”。據此觀點，釋文應作“卩〔卯〕”。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【四時獻者上吏缺一牒】

	文書本體
	書出
	三十三年（214）六月庚子朔丁未（08）、遷陵守丞の有、敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	守府、四時獻者[endnoteRef:290]の吏缺[endnoteRef:291]を上すの式を下して曰わく、 [290:  四時、四季のこと。『禮記』孔子閑居には、
天有四時，春夏秋冬。
天には四時有り、春夏秋冬なり。
という。
四時獻者、獻はたてまつる、獻上する意、獻者は、獻上品を屆け出る役人を指し、季節ごとに割り當てられた獻上品を縣から郡に屆け出るから、郡の指示では、その役人を四時獻者と稱する。季節ごとに入貢することは、
大王誠能聽臣，臣請令山東之國奉四時之獻。
大王、誠によく臣に聽えば、臣請うらくは、山東の國に令して四時の獻を奉らしめよ。
という蘇秦の言葉（『史記』蘇秦列傳）にみえるように、戰國時代に一般的に行われており、本簡では、遷陵縣の文書で、「四時獻者」が吏缺を報告するという郡の指示が引用されていることから、「四時獻者」とは、郡に獻上品を提出する役人と推定される。獻上品は最終的に朝廷に奉られるが、8-1562や8-2011には、末端機關の鄕から「獻鳥」等の獻上品が調達される姿、8-0855には、郡から縣に對して關連ノルマが課せられる事實などが判明する。]  [291:  吏缺、官吏の缺員。『晉書』宣五王列傳には
詔議藩王令自選國内長吏。攸奏議曰（中略）。其後國相上長吏缺，典書令請求差選。
詔して、藩王、令して自ら國内の長吏を選ばしめんことを議せしむ。（齊獻王）攸、奏議して曰わく（中略）。其の後、國相、長吏が缺を上し、典書令、請求して差選せしむ。
という。『秦律十八種』簡157-158には、
157	縣、都官、十二郡免除吏及佐、群官屬，以十二月朔日免除，盡三月而止之。其有死亡及故有夬（缺）者，爲補
158	之，毋須時。 置吏律
縣・都官・十二郡、吏及び佐・群 (もろもろ)の官屬を免除するに、十二月朔日を以て免除し、三月を盡くして之れを止む。それ死・亡し及び故 (ゆえ)もて缺する有る者有らば、爲に之れを補い、時を須 (ま)つなかれ。 置吏律
というように、缺員の補充を隨時行ってよいという規定が見えるが、本簡から判斷すれば、實際は郡が縣の缺員について一定の監察を行ったと推測される。つまり、季節ごとに、郡に獻上品を提出する際、縣の擔當者に、缺員に關する報告を行わせて、その内容をチェックしていたようである。
なお、缺員に關する名籍の斷片は8-1137や8-0887・8-1118・8-1593に見える。居延漢簡にも、
校甲渠候移正月盡三月四時吏名籍第十二燧長張宣史案府籍宣不史不相應解何（129.22/190.30、A8）
甲渠候の移せる正月より三月を盡くす四時の吏名籍を校 (くら)ぶるに、第十二燧長張宣、史なり（とあるも）、府籍を案ずるに、宣、史ならず、相應せず。解は何ぞや。
というように、季節ごとに纏められる「吏名籍」が上級機關（居延都尉府）によって照合されることが窺える。] 


	
	
	
	
	
	
	
	式に倣 (なら)いて上せ。

	
	
	用件
	
	
	今

	
	
	
	
	
	
	
	牒もて書に應ずる者一牒を書し、上す。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	六月乙卯（16）[endnoteRef:292]、旦、守府の卽、行る。 [292:  文書が発送された「六月乙巳」は、文書が発行された「六月丁未」よりも二日早く、極めて不自然に感じられるが、単なる誤字であるのか、何らかの必要に迫られて意図的に日付を操作したのか、このような逆転現象を惹起した事情は未詳である。] 


	
	作成記録
	履手す。



卅（三十）四年十月戊戌朔辛丑，遷陵守丞説敢言之：上卅（三十）三
年黔首息秏（耗）八牒。敢言之。	8-0290+8-0183+8-0530正[endnoteRef:293] [293:  本簡綴合據校釋一。] 

　　壬手。	8-0530背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【三十三年黔首息秏八牒】

	文書本體
	書出
	三十四年（213）十月戊戌朔辛丑（04）、遷陵守丞の説、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	
	三十三年（214）黔首が息耗[endnoteRef:294]八牒を上す。 [294:  息耗、息は……、耗は……、息耗は、増減の意。『漢書』食貨志下には、
干戈日滋，行者齎，居者送，中外騷擾相奉，百姓抏敝以巧法，財賂衰耗，而不澹。
読み下し文を挿入すべし
といい、顔師古は、
 耗，減也。
読み下し文を挿入すべし
と注釈する。『漢書』高恵高后文功臣表には、
故逮文、景四五世間，流民既歸，戶口亦息，列侯大者至三四萬戶，小國自倍，富厚如之。）
読み下し文を挿入すべし
と、人口の増加を表す「息」字の用例が見られる。→出土資料の用例を追加すべし。] 


	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	‐

	
	作成記録
	壬手す。



〼陵守丞銜敢言之：令〼
〼守府。●今上當令者二〼	8-0359+8-0343[endnoteRef:295] [295:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（六）〉（簡帛網，2012年6月4日）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【當令者二牒】

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、遷】陵守丞の銜 (かん)、敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	令【……】

	
	
	
	
	
	
	
	【……太】守府【に會せよ/言え[endnoteRef:296]】。 [296:  本簡は、遷陵縣が洞庭郡の指示を受けて認めた文書を記しており、「●」の前の「太守府」は、指示文の引用の末尾に當たる。通常は、「會＋月日＋機關名」という形で締切と共に提出先もしくは出頭先を明記するが、例えば里耶秦簡の簡J1⑯0005に
（前略）輒劾移縣﹦（縣。縣）亟以律令具論當坐者，言名夬（決）泰（太）守府。（後略）
（卒史嘉、叚（假）卒史穀、屬尉、）輒 (ただ)ちに劾して縣に移せ。縣は亟やかに律令を以て當 (まさ)に坐すべき者を具論し、名・決を太守府に言え。
と、甲渠候官遺跡出土の1930年代居延漢簡の簡139.36+142.33に
十月壬寅甲，渠鄣候喜告尉，謂不侵候長赦等：
寫移。書到趣作治。已成言。會月十五日，詣言府。如律令。／士吏宣、令史起。
十月壬寅甲、渠鄣候の喜、尉に告げ、不侵候長赦等に謂う。寫移す。書到らば、作治を趣 (うなが)せ。成り已 (おわ)わらば言え。月十五日に會し、府に詣りて言え。律令が如くせよ。／士吏の宣、令史の起。
とあるように、特殊な報告經路を指示する場合には、例外的に、「言＋機關名」という表現で、報告の提出先を特定することもある。] 


	
	
	用件
	
	
	●今

	
	
	
	
	
	
	
	令に當たる者二【牒】を上す。【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時，某人（某處に）行る。】[endnoteRef:297] [297:  據文書格式，本簡背面左側應有收發記録，從形狀可知本簡曾經加工改造，疑收發記録亦被刮削。] 


	
	作成記録
	【某手す。】



〼敢言之：令曰：牒（？）書（？）前[endnoteRef:298] [298:  “牒書”，原釋文、校釋作“□□”，參考石原遼平〈里耶秦簡8-317の釈読覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2020年7月?日），據殘留筆畫和文意補釋。] 

〼守（？）[endnoteRef:299]府。今牒書當令	8-0317 [299:  “守”，原釋文、校釋作“□” ，參考石原遼平〈里耶秦簡8-317の釈読覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2020年7月?日），據圖版和文例補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付資料
	【當令者牒書】

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、遷陵（守／丞？）[endnoteRef:300]の某、】敢えて之れを言う。 [300:  状況説明の「太守府」から推測するに、本簡に記されている文書は、遷陵縣が洞庭郡の指示を受けて返答を認めたものと考えられる。] 


	
	本文
	状況説明
	
	
	令に曰わく、

	
	
	
	
	
	
	
	前【……】を牒書し、【……上せ。某月某日に太】守府に【會】せよ。

	
	
	用件
	
	
	今、

	
	
	
	
	
	
	
	令に當たる【者】を牒書し【……上す。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人（某處に）行る。】

	
	作成記録
	【某手す。】



一體型複合文書
〼敢言之。／尚手。／〼
〼……〼	8-0722正
〼恆（？）會[endnoteRef:301]□□□〼 [301:  “恆會”，原釋文、校釋作“□□”，據圖版和文意補釋。] 

〼之。／二月癸丑，遷陵□〼	8-0722背[endnoteRef:302] [302:  疑正背顚倒。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	文書本體
	書出
	【三十年（217）/三十二年（215）某月某日朔某日[endnoteRef:303]、某職某人、敢えて之れを言う。】 [303:  「二月癸丑」という記載と尚の官職に基づいて推定するに、遷陵県が設置された秦王政二十五年から秦の滅亡まで、「二月癸丑」の日が出現するのは、秦始皇二十六年（二月癸丑朔）・三十年（二月己丑朔）・三十二年（二月丁未朔）・三十三年（二月壬寅朔）・三十七年（二月己酉朔）であるが、尚という人については、官職と紀年が確定できる史料が24もあり、その中で、二十六年二月から二十八年八月までは鄕佐もしくは官佐を務め、三十年十二月から三十二年三月までは令史もしくは鄕守を務めることが確認される。また、出現の高い頻度にも拘らず、三十三年以降史料から姿を消すことからは、尚が三十三年以降離職したか県外に転出したと推測される。したがって、尚が令史を務めて県廷の文書作成に関わった「二月癸丑」は、三十年か三十二年の可能性が高い。] 


	
	
	本文
	資料根據
	
	
	【……】恆に【……に】會【……】せよ。

	
	
	
	主文
	
	
	【……。】

	
	
	書止
	【敢えて】之れを【言う。】

	
	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人以て來る/行る。（／某半/發。）】

	
	
	作成記録
	【某手す。】

	文書本體
	書出
	二月癸丑（25/06）、遷陵□【……、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人（某處に）行る。】

	
	作成記録
	尚手す。



〼三月癸丑朔甲子，田鼂〼
〼□□□□□〼	8-0725正+8-1528正[endnoteRef:304] [304:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（八）〉（簡帛網，2014年2月12日）。] 

〼□□□[endnoteRef:305]。敢言之。〼 [305:  “敢”前兩字，何有祖〈里耶秦簡牘綴合（八）〉（簡帛網，2014年2月12日）作“田鼂”，恐與字形不合，疑爲“曹發”。] 

〼刻（？）□佐求（？）以來[endnoteRef:306]／□〼	8-0725背+8-1528背 [306:  “刻”、“佐”、“求”，原釋文、校釋均作“□”，“佐”據何有祖前文補釋；“刻”，河有祖作“子”，與字形和文例不合，據圖版改釋；“求”據圖版補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（上行文書）
	文書本體
	書出
	
	【三十一年（216）[endnoteRef:307]】三月癸丑朔甲子（12），田[endnoteRef:308]の鼂、【敢えて之れを言う。】 [307:  三十一年、「三月癸丑朔」に基づいて補った。]  [308:  田鼂は、簡8-0179にも見える田嗇夫の鼂、つまり縣官の田の長官、名は鼂と推定される。
なお、田という縣官と田官という縣官は異なる機構を指す。関連して陳偉「里耶秦簡所見的“田”與“田官”」（簡帛網、2014年1月30日、http://www.bsm.org.cn/show_article.php?id=1984）参照。田という機構は「田部」と同じで、受田における民間の農作業に関わる管理を担当するのに対し、田官は官有地の経営を担当すると推測される。] 


	
	
	本文
	
	
	【……】□□□□□【……。】

	
	
	書止
	
	【敢えて之れを言う。】

	
	
	集配記録
	
	【（某月）某日水下若干】刻、□佐の求、以て來る。／□【發 (ひら)く。】

	
	
	作成記録
	
	【某手す。】

	文書本體
	書出
	【某月某日朔某日、遷陵の某人[endnoteRef:309]、敢えて之れを言之。】 [309:  本簡は、長さ約80㎜、幅約12㎜の斷片で、右側のみが完形で、他の三邊は缺けている。背面の送達記錄と「敢言之」の位置關係から、元は一體型複合文書が記されていた02型若しくは03型の簡牘であったと推測される。縣外から「敢言之」類の文書が屆くことがあり得ないから、田嗇夫の鼂は遷陵縣隸下の田官の長官で、本文書は、遷陵縣の長官が、田嗇夫の鼂の上申文書を受けて更に郡に對して報告若しくは依賴を行う上申文書と考えられる。] 


	
	本文
	
	【……】□□□。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人（某處に）行る。】

	
	作成記録
	【某手す。】


｛筆跡の異同は判然せず。｝

另看：
〇二丁其他證明類文書“爰書”（8-1463、
〇二丁其他證明類文書“劾”（8-1060+8-1405、8-1425、8-1629+8-1454）

[bookmark: _Toc429656944]敢言之：前日言：當爲徒隸買衣及予吏益僕，	6-07
用錢八萬，毋（無）見錢。府報曰：取臧錢臨沅五	8-0560[endnoteRef:310] [310:  簡6-07與8-0560連讀，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（五）〉（簡帛網，2015年7月15日）。按，簡8-0517+8-0619的筆跡、形制以及記載内容亦與此兩簡相近，暫插於此下。] 

〼萬，毋見錢。謁　　[endnoteRef:311]〼	8-0517+8-0619[endnoteRef:312] [311:  謁字下有容一字的空白處，簡面似有刮削痕跡。]  [312:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（二則）〉（簡帛網，2012年7月30日）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某人、……。】

	
	
	本文
	
	
	【……。】

	
	
	書止
	【……。】

	
	附記
	集配記録
	【……。】

	
	
	作成記録
	【某手す。】


	文書本體
	書出
	【某月（某日朔）某日、遷陵の某、】敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	前日言えらく、

	
	
	
	
	
	
	
	當 (まさ)に徒隸が爲に衣を買い及び吏に益僕[endnoteRef:313]を予 (あた)うべきに、錢八萬を用い、見錢[endnoteRef:314]無し。 [313:  益僕、僕は役人に下僕として貸し與えられる徒隸、益僕は、增員分の僕か。僕の支給については、『秦律十八種』に、
073（前略）都官佐、史不盈十五人者，七人以上鼠（予）車牛
074	僕，不盈七人者，三人以上鼠（予）養一人。小官毋（無）嗇夫者，以此鼠（予）僕、車牛。（後略）
都官の佐・史、十五人に盈たざる者は、七人以上ならば車牛・僕を予 (あた)え、七人に盈たざる者は、三人以上ならば養を一人予う。小官 の嗇夫なき者は、此れを以て僕・車牛を予う。
と、都官の屬吏に限定される形ではあるが、明文規定が殘されている。僕に當てられる徒隸が不足する事態もまま生じたことは、
165	●倉律曰：毋以隸妾爲吏僕、養、官【守】府┘。隸臣少，不足以給僕、養，以居貲責給之；及且令以隸妾爲吏僕、
166	養、官守府，有隸臣，輒伐〔代〕之┘。倉、廚守府如故。
●倉律に曰わく、隸妾を以て吏が僕・養、官が守府と爲すなかれ。隸臣少く、以て僕・養を給するに足らずんば、貲責に居するを以て之れを給す。及 (ま)た且 (しばら)く令して隸妾を以て吏が僕・養、官が守府と爲さしむ。隸臣有らば、輒 (ただ)ちに之れに代えしめよ。倉廚は守府すること故 (もと)の如くせよ。
という嶽麓秦簡（肆）の律令簡牘の記述から推測される。「益僕」はそうした不足を解消するために特別に用意された徒隸とも考えられる。簡8-0877+8-0966には、苑中の吏に支給されるはずであった「益僕」を私的に留めて使役等をした廉で戌という人物が取り調べを受けたことが記されている。]  [314:  見、現有の意、その時點で所藏されている物品や財物に冠せられることが多い。『漢書』王嘉傳には、
是時外戚貲千萬者少耳、故少府・水衡見錢多也
是の時、外戚の貲千萬なる者少し、故に少府・水衡の見錢多きなり
とあり、顏師古注には
見在之錢也。
見在の錢なり
という。睡虎地秦簡『效律』には、
12	縣（懸）料而不備其見（現）數五分一以上，直其賈（價），其貲、誶如數者然。十分一以到不盈
13	五分一，直過二百廿（二十）錢以到千一百錢，誶官嗇夫，過千一百錢以到二千二百錢，
14	貲官嗇夫一盾，過二千二百錢以上，貲官嗇夫一甲。（後略）
懸料して、其の現數を備えざること五分の一以上ならば、其の價を直 (はか)れ。其の貲 (はか)る・誶 (せ)むるは、數が如くして然らしめよ。十分の一より五分一に盈たざるに到るは、直 (あたい)、二百二十錢を過ぎて以て千一百錢に到らば、官嗇夫を誶 (せ)め、千一百錢を過ぎて以て二千二百錢に到るは、官嗇夫に一盾を貲 (はか)り、二千二百錢以上を過ぎば、官嗇夫に一甲を貲れ。
とあり、「見數」は廣く物品や財物の現有の數量を意味する。
見錢、現有の錢。遷陵縣、もしくは少内などにその時點で所藏されている錢をいうのであろう。縣所藏の錢の用途は複數考えられるが、一例として肩水金關漢簡には
錢入其縣、邊以見錢取庸。（後略）			73EJT37:1164
錢其の縣に入り、邊は見錢を以て庸を取る。
とあり、邊境において官が人を雇う際に、官府所藏の錢が用いられていたことが窺われる。] 


	
	
	
	
	
	府[endnoteRef:315]、報じて曰わく、 [315:  府は、本文書の受信者である洞庭太守府を指すと考えられる。] 


	
	
	
	
	
	
	
	臧錢を臨沅より五【萬……】取り、【……せよ。】

	
	
	用件
	
	
	【今】

	
	
	
	
	
	
	
	【……】萬、見錢無ければ、謁うらくは【……。】

	
	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



廿九年（218）後九月辛酉朔丙寅（06），倉□敢言之：洞庭發弩〔丞〕〼
今延盜論貲一盾，以九月庚申居貲。謁告發弩□□□□〼
後九月己巳，遷陵□□敢〼	J1⑫1780正
丙寅日入[endnoteRef:316]，隸臣㢑以來。／□半。〼	J1⑫1780背 [316:  “丙”，選編、館藏簡作“戊”，據圖版和文意改釋。（“丙”左側竪向黑影係污點，非筆畫；“丙寅”爲縣廷收到倉文書日期，應在縣廷發文的己巳之前，“丙寅”卽後九月六日，“己巳”九日，“戊寅”十八日。）] 


都鄕
分離型複合文書
廿（二十）八年五月己亥朔甲寅，都鄕守敬敢言之：〼
得虎，當復者六人﹦（人，人）一牒，署復□于[endnoteRef:317]〼 [317:  “復”下字，校釋云“從‘言’，疑爲‘詔’字”，似將此字底下一撇視爲不相關干擾。若然則此字或爲“䌛”字。] 

從事。敢言之。  〼	8-0170正
五月甲寅旦，佐宣行　　廷[endnoteRef:318]。　　〼	8-0170背 [318:  “行”與“廷”之間有較大的空隙，容納一字左右。據張馳〈《里耶秦簡（壹）》所見簡牘編聯問題〉（中國文化遺產研究院、吉林大學、甘肅博物館、山東博物館編《中國簡牘學術研討會論文集》，濟南：2017年）的推測，本簡原與其它簡編聯，收文時避開編繩書寫，因而造成此處空白。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【當復人牒】

	文書本體
	書出
	二十八年（219）五月己亥朔甲寅（16）、都鄕守の敬、敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	
	【……】虎を得たり。當 (まさ)に復すべき者六人、人ごとに一牒、復□を…に署す。【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	
	【謁うらくは、……に令して……】從事せしめよ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	五月甲寅（16）、旦、佐の宣、廷に行る。

	
	作成記録
	【某手す。】



[bookmark: _Toc429656946]倉
分離型複合文書
廿（二十）六年十二月癸丑朔己卯，倉守敬敢言之：出西廥稻五十
□石六斗少半斗[endnoteRef:319]，輸秶粟二石，以稟乘城卒夷陵士五（伍）陽□ [319:  未釋字疑爲“八”。] 

□□□[endnoteRef:320]。今上出中辨券廿（二十）九。敢言之。[endnoteRef:321]	8-1452正 [320:  未釋字疑爲“等廿九人”。]  [321:  “敢言之”下，原釋文、校釋有“□手”字樣，施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋爲“操手”，實僅有隱約墨影，此處“某手”字樣又不符合文例，疑係其它簡墨跡反印文等。] 

□申水十一刻刻下三，令走屈行。　　操手。	8-1452背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【西廥稻中辨券廿（二十）九】

	文書本體
	書出
	二十六年（221）十二月癸丑朔己卯（27）、倉守の敬、敢えて之れを言う。

	
	本文
	上言事由
	
	
	
	西廥[endnoteRef:322]の稻五十□石六斗少半斗を出だし[endnoteRef:323]、秶粟 (しぞく)二石を輸して、以て乘城卒の夷陵（縣）士伍の陽□□□□に稟 (さず)けたり。 [322:  西廥、官職名担当]  [323:  出、初出。（会計用語）] 


	
	
	用件
	
	
	今

	
	
	
	
	
	
	出中辨券[endnoteRef:324]二十九[endnoteRef:325]を上す。 [324:  中辨券、左右中に三分割した券の真ん中。左右は物品の授受などの当事者が、中は県廷が保管した。

●田律曰：吏歸休，有縣官吏乘乘馬及縣官乘馬過縣、欲[弋貝]芻稾、禾、　粟、米及買菽者、縣以朔日,111,1284,平賈（價）受錢┘，先爲錢及券，[缶后]以令、丞印封，令、令史、賦主各挾一辨，月盡發[缶后]令、丞前、以中辨券案,112,1285,
[隹隹]（讎）錢、錢輒輸少内，皆相與靡（磨）除封印，中辨臧（藏）縣廷。,113,1201,嶽麓４　第２組

官為作務、市及受租、質錢、皆為【缶后】、封以令、丞印而入、與參辨券之、輒入錢【缶后】中、上中辨其廷。質者勿與券。租、質、戶賦、園池入錢	429（金布律）
出典の明示・読み下し文の追加。簡111と112の接続には問題がないか。吏歸休と賦主の内容的繫がりは分かりにくい！]  [325:  二十九、中辨券の枚数とも通し番号とも考えられるが、正面第三行冒頭四字が果たして「等廿九人」であるとすれば、支給対象者一人当たり一枚、合わせて二十九枚というように、枚数と考えるのが自然であろう。券書の枚数を表すのに量詞を伴わない例は、8-0890・8-1525・9-0001等に見られる。] 


	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	□申、水十一刻、刻下三、走の屈に令して行 (や)らしむ。｛筆跡の同異は判然とせず｝

	
	作成記録
	操手す。



少内
分離型複合文書
〼九年後九月辛酉朔丁亥，少内武敢言之：上計
□□而後論者獄校廿（二十）一牒。謁告遷陵將計丞
上校。敢言之。	8-0164正+8-1475正[endnoteRef:326] [326:  本簡綴合據校釋一。] 

〼九月丁亥，水十一刻﹦（刻刻）下三，佐欣行廷。　　欣手。	8-0164背+8-1475背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【獄校二十一牒】

	文書本體
	書出
	【二十】九年（218）後九月辛酉朔丁亥（27）、少内の武、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	
	計の□□[endnoteRef:327]して後に論じられたる者の獄が校[endnoteRef:328]二十一牒を上す。 [327:  文脈からすれば、未釈読字は、簡8-0705に「〼已上後死亡輸它縣官（【計】已に上したる後に死・亡し、它縣官に輸り……）」とみえる「已上」に意味が近いと推測されるが、一つ目の字の残留筆画が「已」と矛盾しないのに対し、二つ目の字は、「上」や「具」と明らかに異なる。なお、二つの未釈読字とされる残画が一つの字という可能性も否定できない。]  [328:  校、監査用の状況説明（簡8-1565注？參照）。本簡では、獄、つまり刑事事案に關わる記錄が、郡での監査に備えて状況説明として提出されるに際して「校」と總稱されるが、當年度の全ての記錄ではなく、通常の上計期限を過ぎて論斷が行われた事案について記錄を「二十一牒」に纏めた資料を指す。また、少内から刑事事案に關わる記錄が上呈されることから、ここでいう「獄」は、「貲」若しくは「贖」の罰金刑・財產刑を内容とする事案に關わる記錄と考えられる。事案記錄の原本が上呈されるとは限らず、少内における處理狀況を反映する關連記錄が監査の状況説明として上呈されたと推測される。
なお、嶽麓秦簡（肆）の律令簡牘には、
237	●獄校律曰：黥舂、完城旦舂、鬼薪、白粲以下到耐辠（罪）皆校。●獄校律に曰わく、黥舂・完城旦舂・鬼薪・白粲より以下耐罪に到るは皆な校せよ、と。
というように、「獄校律」という律名が見える。整理小組が同じく「獄校律」として復元する次の条文には、
232	〼獄校律曰：略妻及奴騷悍，斬爲城旦，當輸者，謹將之，勿庸（用）傳□。到輸所乃傳之┛。䙴（遷）者、䙴（遷）者包及諸辠（罪）
233	當輸┛□及會獄治它縣官而當傳者，縣官皆言獄斷及行年日月及會獄治者行年日月。其䙴（遷）、輸
缺17
234	□會獄治，詣[所]（？）縣官屬所執灋，卽亟遣。爲質日，署行日，日行六十里。留弗亟遣過五日及留弗傳過
235	二日到十日，貲縣令以下主者各二甲┛；其後弗遣復過五日，弗傳過二日到十日，輒駕（加）貲二甲；留過二月，奪
236	爵一級。毋（無）爵者，以卒戍江東、江南四歲。
【●】獄校律に曰わく、「妻を略 (かすめと)り及び奴の騷悍にして、（趾を）斬りて城旦と爲し、當に輸 (おく)るべき者は、謹みて之れを將い、傳□するを用うるなかれ。輸所に到りて乃ち之れを傳えよ。遷する者・遷する者の包及び諸々の罪もて當に輸るべき（もの）、□及び獄治を它縣官に會して當に傳うべき者は、縣官、皆な獄斷し及び行くの年日月及び獄治を會する者の行く年日月を言え。其れ遷・輸【……】□獄治を會し、縣官の屬する所の執灋に詣る（もの）は、卽 (ただ)ちに亟やかに遣わせ。質日を爲り、行く日を署 (しる)し、日ごとに行くこと六十里。留めてこれを亟やかに遣わざること、五日を過ぎ、及び留めてこれを傳えざること二日を過ぎて十日に到るは、縣令以下の主る者を貲るに、各々二甲。其の後これを遣わざること復た五日を過ぎ、これを傳えざること二日を過ぎて十日に到るは、輒ち加えて二甲を貲る。留むること二月を過ぎば、爵一級を奪う。爵無き者は、卒を以て江東・江南に戍すること四歲。
というように、「質日」（日誌）を付けて護送等の遅延をチェックする仕組みが窺える。本簡における少内の獄校と合わせて、行刑の執行状況の監査と捉えることができよう。] 

謁うらくは、遷陵將計丞に告げて校を上せしめよ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	【後】九月丁亥（27）、水十一刻、刻下三、佐の欣 (きん)、廷に行 (や)る。

	
	作成記録
	欣 (きん)手す。〼



司空
卅（三十）年五月戊午朔辛巳，司空守敞敢言之：宂戍士五（伍）秭
歸高成免衣用當傳[endnoteRef:329]。謁遣吏傳。謁報。 [329:  “秭”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（二）〉（簡帛網，20150623）補釋。] 

敢言之	8-2006正+8-0666正[endnoteRef:330] [330:  本簡綴合據校釋一。] 

辛巳旦食時[食時]，隸臣啓行[endnoteRef:331]。   武〼	8-2006背+8-0666背 [331:  “啓”，原釋文、校釋作“殷”,據何有祖〈讀里耶秦簡札記（二）〉（簡帛網，20150623）改釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	三十年（217）五月戊午朔辛巳（24）、司空守の敞、敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	宂戍[endnoteRef:332]士伍の秭歸（縣）[endnoteRef:333]高成（里）[endnoteRef:334]の免が衣用、當 (まさ)に傳うべし。 [332:  宂、恆常的勤務形態。『周禮』地官・槀人には、
掌共外内朝宂食者之食
外内朝の宂食する者の食を共するを掌る
とあり、中にみえる「宂食者」という語については、鄭注は
宂食者，謂留治文書，若今尚書之屬，諸直上者
宂食する者は、留まりて文書を治むるを謂う。今まの尚書の屬、諸もろの直上する者が若し
と注釋し、さらに賈疏は、
云宂食者謂留治文書若今尚書之屬諸直上者，亦引漢法説之。謂以次當直，留在朝，宿不還，須以食供之。宂食者，宂，散也。外内朝上直諸吏，謂之宂吏，亦曰散吏。以上直不歸家食，槀人供之，因名宂食者
宂食する者、留まりて文書を治むるを謂い、今まの尚書の屬、諸もろの直上する者が若しと云えるは、亦た漢法を引きて之れを説くなり。謂うこころは、次を以て當直し、留まりて朝に在り、宿して還らず、須らく食を以て之れに供すべし。宂食する者、宂は散なり、外内朝の上直の諸吏、之れを宂吏と謂い、亦た散吏と曰う。上直を以て家に歸らず、食は槀人、之れを供す。因りて宂食する者と名づく。
と解釋する。それによれば、「宂食者」とは、官府などに宿直しているために官から食糧を支給されている吏と見られ、「宂」 とは仕事上の必要からずっと職場に詰めている狀態、すなわち「常勤」とでもいうべき勤務形態を意味すると考えられる。『秦律十八種』には、
109	宂隸妾二人當工一人，更隸妾四人當工【一】人，小隸臣妾可使者五人當工一人。	工人程
宂隸妾、二人もて工一人に當て、更隸妾、四人もて工一人に當て、小隸臣妾の使うべき者は五人もて工一人に當つ。	工人程
というように、「宂隸妾」と「更隸妾」とが區別されるが、輪番の勤務形態を意味する「更」との對比からも「宂」がより恆常的な勤務形態を表すことが裏付けられる。
宂戍、初出。]  [333:  地名担当。]  [334:  地名担当。] 


	
	
	用件
	
	
	謁うらくは、吏を遣りて傳えしめよ。

	
	附記
	
	
	報を謁う。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	辛巳（24）、旦食時、隸臣の啓、行 (や)る。｛筆跡の同異は判然とせず｝

	
	作成記録
	武【手す。】



發弩
廿（二十）六年五月戊戌，發弩守安〼
……〼	8-0717正
尉史福上廷。　　〼	8-0717背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	二十六年（221）五月戊戌（18）、發弩守の安、【敢えて之れを言う。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	尉史の福、廷に上す。

	
	作成記録
	【某手す。】



發行機關未詳
一體型複合文書
[bookmark: _Hlk66708734]〼戌（？）[endnoteRef:335]，遷陵丞昌下鄕官曰：各别軍吏。●不當令鄕官別書軍﹦吏﹦（軍吏，軍吏）及鄕官弗當聽。[endnoteRef:336] [335:  “戌”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文例補釋。]  [336:  此行簡文或有誤，有兩種可能性：
戌（？），遷陵丞昌下鄕官曰：各别〖書〗軍吏，[●]不當令。鄕官別書軍吏，軍吏及鄕官弗當聽。
戌（？），遷陵丞昌下鄕〖﹦〗官〖﹦〗（鄕官：鄕官）曰：各别〖書〗軍吏。●不當令。鄕官別書軍吏，軍吏及鄕官弗當聽。] 

〼其問：官下此書軍吏，弗下[endnoteRef:337]？下，定當坐者名吏（事）里、它坐，訾能入貲不能，遣詣廷。 [337:  此處斷句可以參看伊強〈《里耶秦簡牘校釋（第一卷）》補正（2）〉（簡帛網，2013年9月9日）。] 

[bookmark: _Hlk66708722]〼署（？）[endnoteRef:338]獄東〖發〗。／義手。　　〼	8-2013正+8-0198正+8-0213正[endnoteRef:339] [338:  “署”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文例補釋。]  [339:  本簡綴合據校釋一。] 

[bookmark: OLE_LINK3][bookmark: OLE_LINK4]〼者。／崒[endnoteRef:340]手。／旦，守府昌行廷。	8-2013背+8-0198背 [340:  “崒”， 原釋文、校釋作“萃”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改正。“崒手”見見8-0141+ 8-0668，係發弩守涓上行文書，疑本簡亦然。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(遷陵縣下行文書)
	書出
	【某年某月某日朔□】戌、遷陵丞の昌 (しょう)、鄕官に下して曰わく[endnoteRef:341]、 [341:  本文書は、次の點で下達文書の標準的な樣式と異なる。一、書き出しには、發行形式を表す「下」字や「謂」字等のほか、引用の標識である「曰」字が用いられる。二、状況説明には、二つの異なる文書に由來すると推測される内容が竝列される。三、作成記録の「義手」は、背面左下ではなく、正面の文末に續けて記される。推測するに、この文書は、縣廷から發行された文書の原文ではなく、縣尉が縣廷への返答に當たり、二つあった下達文書を編集して記したものと思われる。なお、次のような脱字・誤字等の可能性も完全には排除できない。
①戌（？），遷陵丞昌下鄕官曰：各别〖書〗軍吏，[●]不當令。鄕官別書軍吏，軍吏及鄕官弗當聽。
②戌（？），遷陵丞昌下鄕〖﹦〗官〖﹦〗（鄕官：鄕官）曰：各别〖書〗軍吏。●不當令。鄕官別書軍吏，軍吏及鄕官弗當聽。] 


	
	本文
	状況説明
	
	各々軍吏[endnoteRef:342]に（書を）别て[endnoteRef:343]。 [342:  軍吏、初出。（8-0657に見える「軍吏在県界中者」にも言及すべし）]  [343:  別書、別はわかつ意、書は文書、動詞（本簡）としては同一内容の文書を異なる受信者に送付すること、名詞（簡8-0657を參照）としては、異なる受信者に送付される同一内容の文書を指す。動詞的用法は、
（前略）聽書從事。尉別書都鄕、司空，司空傳倉，都鄕別啓陵、貳春。皆勿留脱。（後略）
書に聽いて從事せよ。尉は、都鄕・司空に別書し、司空は倉に傳え、都鄕は啓陵・貳春に別て。皆な留脱するなかれ。
というように、簡J1⑯0006にも用例が見えるが、里耶秦簡以外では、睡虎地秦簡『語書』に
008	以次傳別書；江陵布，以郵行。
次を以て別書を傳えよ。江陵布 (し)き、郵を以て行 (や)れ。
と、1970年代居延漢簡のE.P.T48:56（A8）に
五月戊辰，丞相光下少府、大鴻臚、京兆尹、定□相：承書從事，下當用者。京兆尹以
□次傳別書。相報。不報，重追之。書到言。
五月戊辰、丞相の光、少府・大鴻臚・京兆尹・定□相に下す。書を承けて從事せよ。當に用うべき者に下せ。京兆尹は□次を以て別書を傳えよ。相報ぜよ。報ぜずんば、之れを重追せよ。書到らば言え。
というように、簡8-0657と酷似する名詞的用法しか檢出できない。
なお、本簡の「別書」の指示は、8-0657にみえる「傳別書貳春，下卒長奢官」の一句を指す可能性がある。] 

當 (まさ)に鄕官に令して軍吏に別書せしむべからず。（令して別書せしむるも）軍吏及び鄕官、當 (まさ)にこれに[endnoteRef:344]聽 (したが)うべからず。【……。】 [344:  案語（弗、2017年3月研究会日誌を参照）。] 


	
	
	主文
	
	其れ問え[endnoteRef:345]。 [345:  其れ、發語の辭。『史記集解』高祖本紀所引の『風俗通儀』によれば、
沛人語初發聲皆言其。其者，楚言也。高祖始登位，敎令言其，後以爲常耳。
沛人、語初聲を發するに、皆な「其れ」と言う。「其れ」は、楚の言なり。高祖始めて位に登るに、敎令、「其れ」と言い、後に以て常と爲す耳 (のみ)。
というように、高祖の用いた楚地の方言に由來すると解釋されるが、本簡によって秦代の文書に既に使用されていた事實が判明する。なお、『封診式』にも、「其問」（簡44）や「其定」（簡40）等と、同樣な用例が確認される。] 


	
	
	
	
	
	官、この書を軍吏に下しきや、これを下さざりきや。下したらば、當 (まさ)に坐すべき者の名事里[endnoteRef:346]・它坐を定め、よく貲[endnoteRef:347]を入るるや能わざるやを訾り[endnoteRef:348]、遣わして廷に詣 (いた)らしめよ。【……。】 [346:  名事里は、簡8-0144+ 8-0136注を参照。]  [347:  貲、はかる義から轉じて、輕犯罪を對象とした秦律特有の制裁形式（次注及び簡8-1566注？參照）。本簡では、軍吏に文書を傳達する過程における職務上の過誤に關する搜査とともに、財產刑の執行に備えて「貲」に必要な資力の有無についても事前調査が命じられる。]  [348:  訾、はかる意、傳世文獻では、「貲」とも表記する。『國語』齊語に、
訾相其質。
其の質を訾 (はか)り相 (み)る。
というのに對し、韋昭は、
訾，量也。
訾は、量 (はか)る也。
と注釋する。『後漢書』陳蕃傳には、
萬人飢寒，不聊生活，而采女數千，食肉衣綺，脂油粉黛，不可貲計。
萬人、飢寒にして、生活するに聊 (やす)んずるなきに、采女は數千、肉を食み綺 (あやぎぬ)を衣 (き)、脂油粉黛、貲計すべからず。
といい、李賢注が指摘するように、訾と同樣に「量る」意味に捉えねばならない。傳世文獻では、訾 (はか)ることは多く國家財政と密接に關わる。『呂氏春秋』知度には、
（前略）大匠之爲宮室也，量小大而知材木矣，訾功丈而知人數矣。
大匠の宮室を爲 (つく)るや、小大を量 (はか)りて材木を知り、功丈を訾 (はか)りて人數を知る。
と、建築計畫中の建物の大小をはかること、『商君書』境内には、
國司空訾莫〈其〉 城之廣厚之數（後略）。
國の司空、その城の廣厚の數を訾る。
と、建築工程をはかること、『商君書』墾令には
訾粟而稅。
粟を訾りて稅す。
というように、徵税の基準として收穫した穀物の量をはかることを「訾」と稱する。徵税には、家ごとに收穫高や財產を把握する必要があるが、それを個別に訾 (はか)るという用例は、
食〈令〉民各自占家五種石升數，爲期，其在蓴〈簿〉害〈者〉 ，吏與雜訾。期盡匿不占、占不悉，令吏卒𣁋（覹）得皆斷。
民をして各々自ら家の五種の石升の數 を占せしめ、期を爲す。それ簿に在る者は、吏、ともに雜 (ま)じえて訾 (はか)る。期盡 (つ)くるも匿して占せず、占するも悉 (つく)くさざるは、吏卒をして覹 (うかが)い得 (とら)えて皆な斷ぜしむ。
と『墨子』號令に見える。さらに、本簡のように財產刑に必要な資力の有無をはかるという訾字は、嶽麓秦簡（肆）の律令簡牘に記されている次の規定に確認される。
262	諸有貲贖責者，訾之，能入者令入，貧弗能入，令居之。徒隸不足以給僕、養，以居貲責者給之。（後略）
諸そ貲贖責有る者は、之れを訾 (はか)る。能く入るる者は、令して入れしめ、貧にしてこれを入るる能わずんば、令して之れに居せしむ。徒隸、以て僕・養を給するに足らずんば、貲責に居する者を以て之れを給す。
「入」字は、いれる・納入する、つまり支払う意。] 


	
	作成記録
	獄東發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	
	書止
	‐

	附記
	返信事項
	【……。】

	
	作成記録
	／義手す。

	文書本體
	書出
	【某月某日、尉某[endnoteRef:349]、敢えて之れを言う。】 [349:  文書の送達に「守府」が使われるのは、縣廷と縣尉の文書にしか見られないことから、本文書が縣尉の役人を發信者とすることがわかる。なお、發信者の正確な官職は分からない。「尉」のほかに、「尉守」や「發弩（守）」等の可能性もある。「崒」が作成者として見える文書には、例えば「發弩守涓」の名義で發行された8-0141+ 8-0668がある。] 


	
	用件
	
	
	【令に當たる】者【なし】。

	
	書止
	‐

	附記
	作成記録
	／崒 (じゅつ)手す。

	
	集配記録
	／旦、守府の昌 (しょう)、廷に行る。



集配記録未詳
状況説明
「令」
〼敢言之：令
〼毋當令者。	8-1436正
〼饒手。	8-1436背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、】敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	令【……】

	
	
	
	
	
	
	
	【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	
	【……】令に當たる者なし。

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	饒 (じょう)手す。



〼敢言之：令曰：所爲□〼
〼令□□□□[endnoteRef:350]〼	8-0394 [350:  “令”，原釋文、校釋作“□”；“”，左殘右從俞，疑爲“輸”字，原釋文、校釋作“□”，參考陳劍指教，據圖版補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、】敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	令に曰わく、

	
	
	
	
	
	
	
	所爲□【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼曰恆以[endnoteRef:351]〼 [351:  “令曰恆以”，原釋文、校釋作“□”，參考何有祖〈讀里耶秦簡札記（一） 〉（簡帛網，2015年06月17日）補釋。何文已指出，第二行“之”字上應有“問”字，“毋”字下有“當令者”等字。] 

〼之毋〼	8-0384
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	令に曰わく、

	
	
	
	
	
	
	
	恆に【……を】以て【……せよ。】

	
	
	用件
	
	
	之れを【問うに、】

	
	
	
	
	
	
	
	【令に當たる者】なし。【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



一體型複合文書
〼令曰□
〼毋當	8-1431正
〼□□□
〼□手。	8-1431背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	
	本文
	資料根據
	
	
	令に曰わく、

	
	
	
	
	
	
	
	【……。】

	
	
	
	用件
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	
	【……令に】當たる【者】なし。

	
	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	
	附記
	集配記録
	【……。】

	
	
	作成記録
	□手す。

	文書本體
	書出
	【（某年）某月（某日朔）某日、某職某人、……。】

	
	用件
	
	
	□□□

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



「守府書」
〼敢言之[endnoteRef:352]：守府書曰：〼	8-1756[endnoteRef:353] [352:  原釋文、校釋無斷簡符號，據圖版和文例補釋。]  [353:  何有祖〈里耶秦簡牘綴合（八）〉（簡帛網，2014年2月12日）將此簡與簡8-1054綴合，釋爲“敢言之，守府書曰令縣舉傳囚斷”並說明“二片色澤、紋路、茬口皆吻合，可綴合”，但簡文甚可疑：“守府書”本身是對縣的命令，開頭又云“令縣”，似爲累贅。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、】敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	守府が書[endnoteRef:354]に曰わく、 [354:  守府は、太守府、守府書は、郡が県に下達した文書と考えられる。] 


	
	
	
	
	
	
	
	【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



敢言之。守府書（？）[endnoteRef:355]〼	8-1103 [355:  “書”，原釋文、校釋作“□”，據圖版和文例補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、】敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	守府が書に【曰く、】

	
	
	
	
	
	【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼言之：守府下〼	8-2353
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて】之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	守府、【……】を下して【曰わく、】

	
	
	
	
	
	
	
	【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



他の状況説明
〼守□[endnoteRef:356]敢言之：泰（太）守〼 [356:  “□”，施謝捷《里耶秦簡釋文稿》作“根”，恐與字形不合釋。參看簡8-0645 “守根”。] 

〼者，輒言定〼	8-0101
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某】守の□、敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	太守【……】

	
	
	
	
	
	
	
	【……】者は、輒 (ただ)ちに定【……】を言え。【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】[endnoteRef:357] [357:  據文書格式，本簡背面左側應有收發記録，疑被刮削。] 


	
	作成記録
	【某手す。】



〼□市書曰〼
〼□官受者□〼
〼受啓陽〼
〼敢言之〼	8-2117
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】□市[endnoteRef:358]書に曰わく、 [358:  市、初出。
「某市書曰」という表現については、「官署+書曰」・「官職+人名+書曰」・「事柄（令・恆署など）+書曰」という三つの組み合わせが見受けられるが、「市」という人名も、「某市」という官署名も未見である。故に、ここでは、「市（あきない）」を指示する上級機関の文書を指すと考えられる。] 


	
	
	
	
	
	
	
	【……】□官受者□【……】

	
	
	用件
	
	
	【……、】

	
	
	
	
	
	
	
	【……】啓陽【……】より受け【……。】

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼敢言之：洞庭叚（假）〼	8-0324
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、】敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	洞庭假【……】

	
	
	
	
	
	
	
	【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼子，上論奏守府[endnoteRef:359]，卻曰：	8-1695 [359:  “子”，原釋文、校釋作“□”，據姚磊〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（二）〉（簡帛網，2015年9月15日）補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……□】子[endnoteRef:360]、論奏[endnoteRef:361]を守府に上すも、卻 (しりぞ)けて[endnoteRef:362]曰わく [360:  子は、論奏を太守府に上呈した干支の一部と推測される。]  [361:  論奏、論は、罪の評定（簡8-1516注？參照）、奏は、進言することから轉じて、進言に際して上級機關に上呈される文字資料（簡8-1617+8-0869注？參照）、論奏は、罪の評定を内容とする進言の文字資料。全く同じ用例は見受けられないが、論に關わる「奏」は、次のように8-1617+8-0869に見える。
爲奏，傅所以論之律令，言。（後略）
【……】奏を爲し、以て之れを論ずる所の律令を傅 (つ)けて、言え。
また、8-1060+8-1405と8-0433には、劾を内容とする奏という意味の「劾奏」が見える。
なお、一説によれば、「奏」は、「泰」の誤りではないかとも推測される。遷陵縣の上行文書の中で、書類の提出先として「泰（太）守府」が擧げられる用例は、
上葆繕牛車薄（簿），恆會四月朔日泰（太）守府。
と、8-0062から、「上論」という表現は、
卒人上論。
卒人、論を上す（べし）。
というように、8-0293+8-0061+8-2012から檢出される。一方、「泰守府」もしくは「太守府」ではなく、「守府」に上す事例は、8-0664＋8-2167＋8-1053や8-1258にも見える。]  [362:  卻、上級機関による文書の却下（解題参照）、ここでは、「曰」字を伴うことから、却下を受けた下級機関の文書における引用と推測される。] 


	
	
	
	
	
	
	
	【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



用件
「問」
〼恆會九月朔日守府。●問之：	8-1258
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	【……】恆に九月朔日に守府に會せよ。

	
	
	用件
	
	
	●之れを問うに

	
	
	
	
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼捕傳詣己治所。●問之：卻	8-0512
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	
	【……某人を】捕え[endnoteRef:363]、傳えて[endnoteRef:364]己[endnoteRef:365]が治所に詣 (いた)せ。[endnoteRef:366] [363:  捕、とらえる・捕獲する、ここでは逮捕の意。初出（動物の捕獲という意味では、簡8-0652+8-0067と8-1559に既出だが、注釈するほどのこともなさそう）]  [364:  傳、公的經路による物品輸送や人柄移送（簡8-0648注？参照）、ここでは被疑者もしくは参考人の押送・護送を指す。]  [365:  己、人名、封檢に見える覆獄沅陵獄佐の己と同じ人物と推測される。8-0255には、
覆獄沅陵獄佐己治所。遷陵傳。洞庭。
覆獄の沅陵獄佐の己が治所。遷陵、傳う。洞庭より。
という。他に8-0265・8-0492・8-1729・8-2039にも覆獄沅陵獄佐の己がみえており、8-2039の記載からは、遷陵縣の傳舍に一時執務していたと推定される。本簡（8-0512）記載の文書は、縣廷からの轉送を受けた鄕官が覆獄獄佐の文書を根據史料として引用しつつ縣廷に、對應の報告を行う上申文書と推測される。「己 が治所に詣せ」までは、轉送された獄佐己の指示の引用で、「●之れを問うに」以下は、鄕官における調査對應の報告であろう。]  [366:  「捕」・「傳」・「詣」は、同一の被疑者もしくは參考人を共通の目的語とする動詞であり、この「連動共賓」構造の目的語は殘缺部分に記されていたと考えられる。「捕」は、逮捕（本簡注？參照）、「傳」は、被疑者もしくは參考人の護送（本簡？參照）を指し、「詣」は、いたす意で、被疑者等の身柄を官署に送り屆けることを表す（簡8-0660注？參照）。「詣」は簡8-0660注？に取り上げた『封診式』簡25や居延漢簡E.P.T68:31-E.P.T68:32の如く、護送の過程を含めていう場合もあるが、本簡のように「傳」と區別して用いる場合は、「傳」は順次移送すること、「詣」は、移送先に屆けることに力點が置かれる。
『史記』魏豹彭越列傳には、
於是漢王遣韓信擊虜豹於河東、傳詣滎陽、以豹國爲郡
是に於て、漢王、韓信を遣り擊ちて豹を河東に虜にし、傳えて滎陽に詣し、豹の國を以て郡と爲す
とある。「捕」に代えて「虜」が用いられるが、逮捕（もしくは捕獲）・護送・送致を倂記する構造は等しい。] 


	
	
	用件
	
	
	●之れを問うに、

	
	
	
	
	
	
	
	【……】卻【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼□縣上。會
〼問之：□	8-2527正
〼　　□手。	8-2527背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	【……】□縣、上せ。【……】に會せよ[endnoteRef:367]。 [367:  縣上會、類似の語は、簡 ⑧2159に見えており、縣に對する郡の指示を引用した表現と推定される。] 


	
	
	用件
	
	
	之れを問うに、

	
	
	
	
	
	
	□【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	□手す。



〼……署遷陵[endnoteRef:368]。遣言。●問之：	9-0159 [368:  “……”，原釋文作“□□□”，據圖版只有一字或兩字，其上方黑影係表面剝離所致，非墨跡。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	【……】□□□、遷陵に署す。遣わして言え。

	
	
	用件
	
	
	之れを問うに、

	
	
	
	
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼問之：白翰鳥皆已〼[endnoteRef:369]	9-0125 [369:  本簡字跡略偏左，右側邊緣在“之”字、“鳥”字、“皆”字右側有小黑點，似係墨點。據此推測，此簡原來更廣，後來被裁斷。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	【……。】

	
	
	用件
	
	
	之れを問うに、

	
	
	
	
	
	
	白翰の鳥[endnoteRef:370]は皆な已に【備わりたり（？）。……。】 [370:  9-1339には、「買白翰羽」と、「白翰の羽」の用例があることから、「白翰鳥」は「白翰の鳥」と推測される。また、8-1515には、「羽皆な已に備わりたい」という用例があり、「鳥皆な已に云々」という文章にも不自然がないと言える。] 


	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



「今」
〼月及所（譴）問。亟言。●今	8-1077
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	【……】月及び譴問[endnoteRef:371]する所を【……せよ】。亟やかに言え。 [371:  譴問、譴はせめる・とがめる意、問はきく・しらべる意、懲戒處分を目的とした問責もしくは聞き取り調査と推定される。『三國志』呉志・呂範傳には、
權守陽羨長，有所私用，策或料覆，功曹周谷輒爲傅著簿書，使無譴問。
權、陽羨長を守するに、私に用うる所有り、策或は料覆せんとするも、功曹周谷輒ち爲に簿書に傅著し、譴問せらるる無からしむ。
本簡では、上級機關が、職務上の義務違反について、事實關係（「……月」）と聞き取り調査を受けた責任者の名前を報告するように指示していると考えられる。なお、出土資料には、類義語として「譴讓」という單語が見受けられるが、1970年代居延漢簡の簡E.P.T53:113（A8）に
辦所當辦，毋令將軍到不辦，有譴讓〼
當 (まさ)に辦ずべき所を辦ぜよ。令して、將軍到るも辦ぜず、譴讓する有らしむるなかれ。【……】
というように、表現は、『三國志』の「使無譴問」と酷似することから、「譴問」の「問」にも問責する・とがめる意味が込められている可能性も否定できない。] 


	
	
	用件
	
	
	●今

	
	
	
	
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼□病，有能治者言。┘今[endnoteRef:372]〼	8-0630 [372:  “今”，原釋文、校釋作“□□”，據伊強〈《里耶秦簡（壹）》文字釋讀（七則）〉（《簡帛》第９輯，2014年）補釋] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	【……】□病、能 (よ)く治むる[endnoteRef:373]者有らば、言え。 [373:  治、おさめる、ここでは病気を治療することをいう。初出。] 


	
	
	用件
	
	
	┘今

	
	
	
	
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼後年。今視庫及少	8-0120+8-0381[endnoteRef:374] [374:  綴合據謝坤〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（四）〉（簡帛網，2017年8月31日）。
石原レジュメ：割れ目の形状が合わない。「上」字を復元できない。図版からはとても綴合できるとは言えない。誤りであろう。
文もあまりつながらない。（続けて読むとすると、「令佐と爲りて、田を守し、四時志を上すに【某月某日某所】に會せよ」となる。「…【某人】、令佐と為りて田を守す…」と「…四時志を【上せ】。【某月某日某所】に会せよ。」を分けたほうがわかりやすい。）] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	【……】後年。

	
	
	用件
	
	
	今

	
	
	
	
	
	
	庫及び少【内……】を視【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



分離型複合文書？
廷詣及上解牒。今以書言署獄〼	8-0804
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	？

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	
	【……】廷詣【……】及び解牒[endnoteRef:375]を上せ。 [375:  解、辨解・釋明の意。『玉篇』解部には、
解，釋也。
解、釈 (と)く也。
という。『漢書』揚雄傳には、
或謿雄以玄尚白，而雄解之，號曰解謿。
或 (ある)ひと、雄を謿 (あざわら)うに玄尚白を以てすれば、雄、之れを解 (と)き、號して解謿と曰う。
と、辨解するという意味の普通動詞として解が用いられる。文書行政では、多く誤解や避難を解く釋明の意で用いられる。例えば、1930年代の居延漢簡には、
●卅井言、謹拘校二年十月以來計最、未能會會日、謁言解。		430・1＋430・4、P9
卅井言えらく、謹んで二年十月以來の計最を拘校するに、未だ會日に會する能わず、解を言わんことを謁う。
と、下級機關から自ら釋明したいと申し出る事例や、1970年代の居延漢簡には、
官去府七十里、書一日一夜、當行百六十里、書積二日少半日乃到、解何。（後略）E.P.S4・T2:8A
官は府より去ること七十里、書は一日一夜、當に百六十里を行くべきに、書、積むこと二日少半日にして乃ち到る。解は何ぞ。
というように。上級機關が釋明を求める事例が見える。司法手續における被疑者や參考人の釋明も、次の『封診式』から判明するように、「解」と稱せられる。
02	訊獄。凡訊獄、必先盡聽其言而書之、各展其辭、雖智（知）其訑、勿庸輒詰。其辭已盡書而
03	毋（無）解、乃以詰者詰之。詰之有（又）盡聽書其解辭、有（又）視其它毋（無）解者以復詰之。（後略）
訊獄。凡そ訊獄、必ず先に盡く其の言を聽きて之を書し、各おの其の辭を展し、其の訑を知ると雖も、輒詰を庸いる勿れ。其の辭已に盡く書して解無くんば、乃ち詰者を以て之を詰せ。之を詰し、又た盡く聽きて其の解の辭を書し、又た其の它の解無き者を視れば、復を以て之を詰せ。…）」
「無解」とは、それ以上の釋明がないことを言い、「解辭」は、獄吏の詰問に對する釋明（「解」）を内容とする供述（「辭」）を表す。なお、傳世文獻には、言い譯・口實とでも翻譯できる用例があるが、それは、意味論的な差異というよりも、文脈の違いと捉えるべきであろう。例えば、『漢書』淮南衡山濟北王傳には、
上遣廷尉監與淮南中尉逮捕太子。至、淮南王聞、與太子謀召相・二千石、欲殺而發兵。召相、相至。内史以出爲解。
上、廷尉監を遣り、淮南中尉と與に太子を逮捕せんとす。至り、淮南王聞き、太子と與に謀りて相・二千石を召し、殺して兵を發せんと欲す。相を召すに、相至る。内史出づるを以て解と爲す。
とあり、顏師古注には
不應召而云已出也。解者、解説也、若今言分疏矣。
召に應ぜずして已に出づと云うなり。解なる者、解説なり、今の分疏と言うが若し。
という。
解牒、解は釋明、牒は簡札の義から轉じて、一枚の簡牘に纏められた記錄・文字資料（簡8-2003注？參照）、解牒は、後續文章「今書を以て言う」の「書」に對應し、釋明を一枚の簡牘に記した文書と推測される。後續文章に「獄」字がみえることから、取り調べにおける釋明を記した文書を指す可能性もある。] 


	
	
	用件
	
	
	今

	
	
	
	
	
	
	
	書を以て言署獄[endnoteRef:376]【……。】 [376:  言署獄、殘缺のため正確には分からない。「今、書を以て署を言うに、獄【……】」とも「今、書を以て言うに、署獄【……】」とも讀める可能性があるが、「署獄」が、「署某發」という附記とは異なり、主文の一部を構成する關係上、「署」は、「部署」を指す可能性が高いように思われる。] 


	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



「謁」
〼□□□□□[endnoteRef:377]〼 [377:  原釋文、校釋作“□遷陵□□”，但殘留筆畫與第二行“遷陵”不合。所謂“遷陵□”或能釋爲“銜除補”。
□□□□□、原釋文・校釋は「□遷陵□□」に作るが、殘餘の筆畫とは合わない。所謂「遷陵□」は「銜除補」と釋讀できる可能性もある。] 

〼遷陵有（又）以令除宂佐日備者爲
〼□謁爲史以銜不當補有秩當	8-2106
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】□□□□□【……】遷陵、また令[endnoteRef:378]を以て宂佐[endnoteRef:379]の日備りたる[endnoteRef:380]者を除して【……】と爲し【……。】 [378:  令、命令（簡8-0652+8-0067注？參照）、ここでは、一般的な法令を指すと考えられる。]  [379:  宂佐、宂は恆常的勤務形態（簡8-2006+8-0666注？參照）、佐は……（簡8-1459+8-1293+8-1466注？參照）、つまり常勤の佐。『二年律令』の史律とされる規定には、
479	以祝十四章試祝學童，能誦七千言以上者，乃得爲祝五更。大祝試祝，善祝、明祠事者，以爲宂祝，宂之。
祝十四章を以て祝の學童を試し、能く七千言以上を誦する者、乃ち祝の五更と爲すを得。大祝、祝を試し、祝を善くし祠事に明るき者は、以て宂祝と爲し、之れを宂す。
とあり、優秀な者が「宂」となったことがわかるほか、輪番の勤務形態を意味する「更」との對比から「宂」がより恆常的な勤務形態を表すことが裏付けられる。卽ち、「宂佐」とは能力が高く恆常的勤務している佐をいうのであろう。]  [380:  日備、服役期間満了（簡8-0071注？参照）。] 


	
	
	用件
	
	
	【……】謁うらくは、史と爲せ。銜、當 (まさ)に有秩[endnoteRef:381]に補すべからず、當 (まさ)に【……】すべきを以て【……。】 [381:  有秩、初出。（官職名担当。有秩一般に関する語釈のほか、本簡および8-2106や8-2130で問題となっている「除」・「爲史」・「補有秩」の関連若しくは差異に関する案語も執筆すべし）] 


	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼□□□……〼
〼有秩。┘銜不當□〼
〼銜當補有秩，不當〼	8-2135[endnoteRef:382] [382:  本簡或與簡8-2106有關，從形狀和大小判斷，也不能排除二者綴合的可能性。簡8-2106第一行末字僅剩兩短撇，或能與簡8-2135最後一行第一字“銜”之彳旁拼合。另外，簡8-2130有“遷陵守丞銜”，或許也與本簡有關，但筆跡等不相同，似乎不存在綴合的可能性。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【……。】

	
	本文
	
	
	【……】□□□……【……】有秩。┘銜 (かん)、當 (まさ)に□【……】すべからず【……】銜、當 (まさ)に有秩に補すべきも、當 (まさ)に【……】すべからず。【……。】

	
	書止
	【……。】



[bookmark: _Hlk60562456]得高（？）里士五（伍）難䌛（徭）戍乏（？）一歲[endnoteRef:383]。謁令	8-1585 [383: 
] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	[bookmark: _Hlk72247152]【……】高里士伍の難、徭戍[endnoteRef:384]して乏すること一歲なるを得たり。 [384: 期間満了（簡8-0071注？参照）。
 除、初出。（官職名担当）
 有秩、初出。（官職名担当。有秩一般に関する語釈のほか、本簡および8-2106や8-2130で問題となっている「除」・「爲史」・「補有秩」の関連若しくは差異に関する案語も執筆すべし）
 本簡或與簡8-2106有關，從形狀和大小判斷，也不能排除二者綴合的可能性。簡8-2106第一行末字僅剩兩短撇，或能與簡8-2135最後一行第一字“銜”之彳旁拼合。另外，簡8-2130有“遷陵守丞銜”，或許也與本簡有關，但筆跡等不相同，似乎不存在綴合的可能性。
 “高”， 原釋文作“亯”，校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）改釋。“乏”，原釋文、校釋作“□”，據石原遼平「秦漢時代の『徭』」（東洋文化第99號、2019年）改釋。
ることから、戍の本義が「やどる」「とどまる」意で、駐屯することを表すと推測される。
徭戍、更戍・謫戍・廢戍等と竝ぶ兵役の一種、徭は、更・謫・廢等と同樣に、兵役發生の原原因を表す。謫や廢が刑罰や懲戒處分と關わるのに對し、更と徭は、それぞれ一般的社會勞働編成の一翼を擔う勞役を指す。嶽麓秦簡（肆）簡253-254には、
253	䌛（徭）律曰：發䌛（徭），自不更以下䌛（徭）戍。自一日以上盡券書，及署于牒；將陽倍（背）事者亦署之。不從令及䌛（徭）不當
254	券書，券書之，貲鄕嗇夫、吏主者各一甲；丞、令、令史各一盾。䌛（徭）多員少員，穨（隤）計後年䌛（徭）戍數。
徭律に曰わく、徭を發するに、不更より以下は、䌛（徭）戍す。一日より以上は盡く券もて書し、及び牒に署 (しる)す。將陽し事に背く者も亦た之れを署す。令に從わず、及び徭の當 (まさ)に券書すべからざるに、之れを券書せば、鄕嗇夫・吏の主する者を貲ること各々一甲、丞・令・令史各々一盾。徭、員より多く員より少なきは、計を後年の徭戍數に隤 (のこ)す。
というように、徭役の徵發手續に關わる徭律の規定が傳えられているが、それによれば、不更以下の身分については、徭戍が徭役の基本的勞役内容に定められているように思われる。
なお、廣瀨薰雄「更徭辯」（2006年簡帛學國際論壇硏討會論文集）によって、「更」と「徭」とが異なる勞役體系であり、「更」が定期的輪番勞役なのに對し「徭」が臨時に徵發される勞役である事實が解明された。目下更と徭の違いについて判明していることは、石原遼平「秦漢時代の『徭』」（東洋文化第99號、2019年）において次の諸點に纏められている。
本質的違い：「更」が定期的輪番勞役であり、一方の「徭」は臨時に徵發される勞役である（廣瀨2006）。（中略）「更」は傅された男性が對象であるのに對して、「徭」は15歳以上の男女が對象となる（楊振紅「徭、戍爲秦漢正卒基本義務說」（中華文史論叢2010年第1期）。（58頁）
本質的違い：「更」は「卒」あるいは「吏」として縣に所屬し、下働きをするものであり、「徭」は黔首・民として國家に勞働力を供出するものである。
勞役日數：「更」は縣などで經常的業務に必要な人員の數と更卒の數によって、三更（三か月に一か月閒上番）を上限として輪番が組まれるのに對し、「徭」は「更」とは別に義務日數が定められていた。「徭」の義務日數は爵位などによって差が設けられて（いる。）秦の遷陵縣でみられる例（簡8-1615・8-1136）では、義務日數は一か月に二日、年閒24日（閏年は26日）と推測される。（79頁）
錢納化：更卒の役の義務日數は錢納が一般化し、年に一か月となる（72頁注25）（つまり、後には更の役は錢納が一般化されるに伴い、義務日數が一か月に固定化される）
運用方法：「更」では經常的業務に必要な一定人數を常駐させるように輪番が組まれ、自動的に踐更期閒に入るのに對して、「徭」は各鄕に割り當てられた人數を鄕嗇夫・里典人選し、指名する。（88頁）
補足：「更」は漢昭帝期に60日に統一され、後漢までには年閒30日に削減されたとみられる。從來、更徭外勞役として無制限に徵發されると考えられることのあった中央の勞役や臨時の徵發は「徭」に屬するものであった。
（さらに、廣瀨薰雄「更徭辨」（2006年簡帛學國際論壇論集）等の定義を參照！] 


	
	
	用件
	
	
	謁うらくは、【……】に令して【……】せしめよ。【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼予吏當受錢者。謁報，報署主錢〼	8-0965
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……謁うらくは……】吏の當 (まさ)に錢を受くべき者に予 (あた)えしめよ。

	
	附記
	
	
	謁うらくは、報ぜよ。報ずるに、主錢[endnoteRef:385]【發 (ひら)け】と署 (しる)せ。 [385:  主錢、初出。
嶽麓秦簡（肆）の律令簡牘
198/1415	●金布律曰：黔首賣馬牛勿獻（讞）廷，縣官其買殹（也），與和市若室，勿敢強L。買及賣馬牛、奴婢它鄕、它縣，吏
199/1428	爲（？）取傳書及致以歸及（？）免（？），弗爲書，官嗇夫吏主者，貲各二甲，丞、令、令史弗得，貲各一甲。其有事關外，以私馬
200/1300	牛羊行而欲行賣之及取傳賣它縣，縣皆爲傳，而欲徙賣它縣者，發其傳爲質。黔首賣奴卑（婢）
201/1301	馬牛及買者，各出廿二錢以質市亭。皇帝其買奴卑（婢）、馬，以縣官馬牛羊貿黔首馬牛羊及買，以爲義
202/1351	者，以平賈（價）買之，輒予其主錢。而令虚質、毋出錢、過旬不質，貲吏主者一甲，而以不質律論L。黔首自
203/0990	告，吏弗爲質，除。黔首其爲大隃取義，亦先以平賈（價）直之Ｌ。質奴婢、馬牛者，各質其鄕，鄕遠都市，欲徙
缺14] 


	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼……□
〼
〼	
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の】□、敢えて之れを言う。

	
	本文
	
	
	□陵【……】斬【……。】

	
	書止
	【敢えて】之れを言う。

	附記
	集配記録
	【……。】[endnoteRef:386] [386:  據文書格式，本簡背面左側應有收發記録，正面有明確的刮削痕跡，疑背面亦被刮削。] 


	
	作成記録
	【某手す。】



（三十）年八月癸□[endnoteRef:387]……丞茲敢言之[endnoteRef:388]：遷陵[endnoteRef:389]〼 [387:  “卅四”、“癸巳朔□”，原釋文、校釋作“□□”、“□□□”，癸字據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》，朔字據文例，“卅四”、“巳”據曆法補釋。按，秦一代八月朔日爲“癸某”衹有四例，其中在設置遷陵之後者衹有三十四年八月癸巳末尾未釋字據圖版補釋。]  [388:  “丞茲”，原釋文、校釋失釋，“茲”據圖版，“丞”據殘留筆畫和文例補釋。]  [389:  “遷陵”，原釋文、校釋作“□□□”，“陵”字據姚磊〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（一）〉（簡帛網，2015年8月19日），“遷”字據殘留筆畫和文例補釋。] 

……□□[endnoteRef:390]斬……[endnoteRef:391]〼 [390:  簡8-1196此行末字疑爲“勿”，若然則此處係上級機關指令之引文。]  [391:  簡8-0424第二行字除“斬”外全被刮削，但仍有隱約墨跡，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。] 

謁□□[endnoteRef:392]。敢言之。[endnoteRef:393]　　	8-1196+8-0424[endnoteRef:394] [392:  “謁”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。]  [393:  “言”，原釋文、校釋作“□”，據文例補釋。]  [394:  綴合據謝坤〈里耶秦簡綴合七則〉（《出土文獻》（第十輯））。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	三十四年（213）八月癸巳朔□【□、遷陵守】丞の茲、敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	遷陵【……】……□□ 斬……【……】

	
	
	用件
	
	
	【……】謁うらくは□□せよ。

	
	書止
	敢えて【之れを】言う。

	附記
	集配記録
	【……。】[endnoteRef:395] [395:  據文書格式，本簡背面左側應有收發記録，疑被刮削。] 


	
	作成記録
	【某手す。】



〼□謁□〼	8-2362
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】□。

	
	
	用件
	
	
	謁うらくは、□【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼□□多羸[endnoteRef:396]〼定（？）溥〔薄-簿〕[endnoteRef:397]。敢言	8-2042 [396:  “羸”，原釋文、校釋作“贏”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改正。]  [397:  “定”，原釋文、校釋作“□”；“簿”，原釋文、校釋作“傳”，姚磊〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（二）〉（簡帛網，2015年9月15日）作“溥”，據圖版和文意改釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】□□多羸【……。】

	
	
	用件
	
	
	【謁うらくは……】簿を定めしめよ。

	
	書止
	敢えて【之れを】言う。

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼言〼[endnoteRef:398]守府。敢言之。	J1⑩1546 [398:  選編・館蔵簡には言及がないが、本簡は二つの断簡から成っており、写真では、繫ぎ合わせが不自然に見える。なお、木目や汚れの状況からすれば、同じ簡に由来し、繫ぎ合わせの作業がやや雑に行なわれたに過ぎない、という可能性が高い。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……。】

	
	
	用件
	
	
	【謁うらくは……】守府に言え。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



分離型複合文書
〼牘五，上。謁令	8-0302[endnoteRef:399] [399:  何有祖〈里耶秦簡牘綴合札記（四則）〉（簡帛網，2015年2月18日）將其與8-1786+8-1339+8-0225綴合，釋文作“天雨血，賜有病身疾，後書牒牘五，上。謁令”，未必可信。一者，簡全長爲大約380毫米（153+32+69 +125）；二者則簡文“後書牒牘五，上”（或“後。書牒牘五，上”）頗費解。	] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付資料
	【某牘五】

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	
	
	【……】牘五【……】して、上す。
謁うらくは、【……に】令して【……】せしめよ。【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



一體型複合文書
〼遷陵守丞銜□〼
〼言之：寫上。謁以臨〼	8-2130
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、……。】

	
	
	本文
	
	
	【……】遷陵守丞の銜 (かん)【……。】[endnoteRef:400] [400:  本簡の記述は、簡8-1060+8-1405と記載内容も筆跡も近い。また、筆跡こそ異なるようであるが、内容的には或いは8-2106と8-2135とも關係している可能性が高い。] 


	
	
	書止
	【……。】

	
	附記
	集配記録
	【……。】

	
	
	作成記録
	【某手す。】

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて】之れを言う。

	
	用件
	
	
	寫して上す。
謁うらくは、以て【決に[endnoteRef:401]】臨め。【……。】 [401:  決字は、簡8-1060にみえる「寫上。謁以臨夬。」に基づいて補った。] 


	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



廿（二十）八年五月己亥朔巳〔己）未[endnoteRef:402]，□〼 [402:  己、原文は誤って「巳」に作る。原釈文と校釈は直接に「己」と釈読するが、図版に基づいて改めた。] 

襄皆坐同居以城邑[endnoteRef:403]〼 [403:  同居以、原釋文は「□□□」に作り、校釋は「同□以」と釋讀し、且つ未釋讀字について「原釋文は居とする」と注記する。そのため、最初に「居」という釋讀がどこで示されたかがはっきりしないが、圖版から「居」と釋讀するのが妥當と考えられる。] 

謁告安陽（？）定以𥿍（嫴）□〼
報。敢言之。〼	8-0742正
……[endnoteRef:404]〼 [404:  背面右側有隱約墨跡，原釋文、校釋失釋文，據圖版補釋。] 

……水下二刻，走〼	8-0742背
	文書構造
	讀み下し文

	
	
	書出
	二十八年（219）五月己亥朔己未（21）、【某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	文書本體
	本文
	状況説明
	
	
	【……】襄、皆な同居[endnoteRef:405]の、邑【……】を城きて[endnoteRef:406]【……】するを以て【……】するに坐【……。】 [405:  同居、初出（鷲尾担当）。]  [406:  城、築城、城壁等を築くこと。『詩經』小雅・出車に
天子命我，城彼朔方。
天子、我に命じて、彼の朔方を城かしむ。
という。『秦律雜抄』簡040－041には、次のような用例が見える。
040	戍者城及補城，令姑（嫴）堵一歲，所城有壞者，縣司空署君子將者，貲各一甲，縣司空
041	佐主將者，貲一盾。（後略）
戍者、城 (きず)き、及び城を補うに、令して堵を一歲嫴 (うけあ)わしむ。城く所に壞るる者有らば、縣司空の署君子の將いる者は、貲 (はか)ること各々一甲、縣司空佐の將いるを主る者は、一盾を貲る。
なお、築城については、「嫴」と稱される保證責任が課せられるが、「坐」と稱すべき刑事責任は必ずしも伴わない。そのため、殘缺箇所には、保證責任主體の逃亡や同居による隱匿などといった刑事責任を負うべき事由が記されていたと推測される。一方、「城邑」を名詞と解釈すると、「城邑を以て云々」という罪名は謀反と関わるため、「嫴」という保証制度との関連性が合理的に説明できなくなる。] 


	
	
	
	用件
	
	
	謁うらくは、安陽に告げて、定むるに、嫴[endnoteRef:407]を以て【……】せしめよ。【……】報せよ。 [407:  嫴、うけあう、保證すること。『説文解字』女部には、
嫴，保任也。
嫴、保任する也。
と訓じており、『秦律十八種』簡116－117には、
116	興徒以爲邑中之紅（功）者，令𥿍（嫴）堵卒歲。未卒堵壞，司空將紅（功）及君子主堵者有罪，令其徒復垣之，
117	勿計爲䌛（徭）。
徒を興こして以て邑中の功を爲す者は、令して堵 (かき)を嫴 (うけあ)いて歲を卒 (お)えしむ。（歳を）未だ卒えずして堵壞れば、司空の功を將 (ひき)いる（もの）及び君子の堵を主る者、罪有り。その徒に令して復たこれを垣 (きず)かしむ。計して徭と爲すなかれ。
という用例が見える。] 


	
	
	書止
	敢えて之れを言う。

	
	附記
	集配記録
	【某月某日、】水下二刻、走【の某、以て來る。某半 (ひら)く。】

	
	
	作成記録
	【某手す。】

	文書本體
	書出
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



毋某者
〼　　毋𤻮（應）此里人名者[endnoteRef:408]。	8-0008 [408:  此簡上下端均有容二、三字的空白，疑被刮削。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……】この里・人名に應ずる者なし。【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



「以此」
以此論除𨛭，遝拔等。前論[endnoteRef:409]〼	8-1138 [409:  校釋云“‘前’字下，似有重文符。”若然，“論”字下方也應有重文符號，原文大概爲“遝拔等前論失當坐者，前論失當坐者云云”。查看圖版，“論”字右下方有明顯的刮削痕跡。但是，“前”字下方所謂重文符號上方另有殘泐墨跡，不能排出另一種可能性，卽此簡右側被裁斷，前字右下墨跡原屬另一行字。于洪濤〈里耶秦簡中的縣嗇夫、縣令稱謂考〉（中國文化遺產研究院、吉林大學、甘肅博物館、山東博物館編《中國簡牘學術研討會論文集》，濟南：2017年）斷句爲“以此論除𨛭，遝拔等前、前論〼”，並理解爲“重新將𨛭逮捕回來進行重新審理”，恐與文意不合。“論除”是免除罪刑之義，此前另有錯誤的論斷，失措的遷陵縣令“拔等”對此要承擔責任，因而遭到傳喚（“遝”）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	
	
	
	【……】此れを以て𨛭 (しょ)を論除し[endnoteRef:410]、拔等を遝す。前に【……を】論じ【……。】[endnoteRef:411] [410:  論除、論は、罪を評定する意（簡8-1516注？参照）、除は罪を除く意、無罪と判断して釈放すること。→罪を除くという除の用例を追加すべし。また、実際に釈放するという行為まで含むことにも言及すべし。]  [411:  前々注の重文記號説に從って讀めば、「此れを以て𨛭 (しょ)を論除し、拔等、前に論【失して當に坐ずべき者を】遝せよ。【前に論失して當に坐すべき者は……せよ。】」となる。] 


	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



状況説明と用件の區別なし
〼……敢言之[endnoteRef:412]：爲士吏，居 [412:  敢字上有隱約墨跡，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。] 

〼……
〼……[endnoteRef:413]	8-2046正 [413:  此簡原有三行字，第二行、第三行仍有隱約墨跡，原釋文、校釋均失釋，據圖版補釋。] 

〼　　過手。	8-2046背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、】敢えて之れを言う。

	
	本文
	
	
	士吏[endnoteRef:414]たり。【……】居し[endnoteRef:415]、【……。】 [414:  士吏、初出（官職名担当）]  [415:  居、士吏という身分情報に続けて記されることから、本籍地（？、簡8-1459+8-1293+8-1466注？参照）と推測される。] 


	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	過手す。



〼敢言之：卅（三十）五年歲〼	8-1302正
〼　　□〼[endnoteRef:416] [416:  簡背右下角有殘缺筆畫，是右側殘缺簡面一行字的殘留，與“租租”不屬於同一行。原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。] 

〼　　租租　　〼	8-1302背[endnoteRef:417] [417:  文書簡牘を習字に再利用か。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、】敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	三十五年、歲【……。】

	
	
	主文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】

	未詳
	□

	習字
	租租



〼□卒□發[endnoteRef:418]。敢言〼	8-0641+8-0640[endnoteRef:419] [418:  據文例和殘留筆畫判斷，疑兩個未釋字分別爲“署”和“曹”。]  [419:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（五）〉（簡帛網，2012年5月26日）。何有祖〈讀里耶秦簡札記（二）〉（簡帛網，2015年06月23日）又將簡8-0051遙綴其上，云形制、紋路等方面頗接近，但恐與文例不合，簡8-0051似係質日一類記錄，簡8-0641+8-0640爲文書，無法相互連讀；另外，形制、紋路也並不一致。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	附記
	
	
	□卒□發 (ひら)け【と署 (しる)せ】。

	
	書止
	敢えて【之れを】言う。

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



發。敢言之。〼	8-2218
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	附記
	
	
	【……】發け【と署 (しる)せ。】

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼□薄（簿）[endnoteRef:420]。敢言之。	8-1964 [420:  “□”，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……。】

	
	
	主文
	
	
	【……】簿を□【……。】

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼所[endnoteRef:421]。敢言之。	8-2532 [421:  文書正文以“所”結束，可以三看簡8-0060+8-0656+8-0748+8-0665“謁令亭居署所”、8-0135 “謁言己卒史衰、義所”等辭例。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	附記
	
	
	
	
	【……】所に【……。】

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



　　不論[endnoteRef:422]。敢言之。	8-0789 [422:  簡上段有容二字左右的空白，簡面似被刮削，疑原有字。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……。】

	
	
	主文
	
	
	【……】論ぜず。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



□□。敢言之。	8-1611
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	
	
	【……】□□。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



敢言之。	8-0123
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼言之。	8-1987
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて】之れを言う。

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



□□□。謁報﹦（報，報）署主錢發[endnoteRef:423]。□□□[endnoteRef:424]。	9-0248 [423:  “報”下有重文符號，原釋文、校釋失釋；“署”，原釋文作“□”,校釋疑爲“署”；“錢”，原釋文作“□”,校釋疑爲“錢”，均據圖版補釋。]  [424:  “發”下似有三個字，原釋文、校釋作“□□”，據圖版改釋。據文例，此三字應爲“敢言之”，但殘留筆畫字形與“敢言之”不合，恐受刮削等影響，筆跡已無法辨認原形。] 


〼[endnoteRef:425]上敢言之。	9-0343[endnoteRef:426] [425:  本簡“上“字上方殘缺，原釋文、校釋誤作“□”，據圖版改爲斷簡符號。本簡下端殘缺，校釋標出斷簡符號，但“敢言之”下方應無字，據文例刪除。]  [426:  校釋疑本簡能與簡9-3358綴合，但岔口、格式不合。] 


分離型複合文書
〼巳敢言之：上（最）[endnoteRef:427] [427:  “”，卽“最”字異構，原釋文、校釋作“冣”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改正。] 

〼	8-0701正
〼逐手。	8-0701背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【最云々】

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の】巳、敢えて之れを言う。

	
	本文
	
	
	最【……】を上す。【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	逐手す。



〼留簿□□牒[endnoteRef:428]，上。敢言之〼[endnoteRef:429]	8-0551 [428:  “簿”與“牒”之閒有隱約墨跡，釋文、校釋缺釋，據圖版補釋。]  [429:  「之」字の左側に次行の墨跡の一部が見えており、本簡が〇三型から〇一型に加工されたと推察される。また、「簿」字と「牒」字の閒には、文字が削られた明確な痕跡が殘っている。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【留簿若干牒】

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	
	
	【……】留簿□□牒を【……】して、上す。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



一體型複合文書
〼言之。／□〼
〼來。／□〼	8-0609[endnoteRef:430] [430:  據文書格式，此面應係背面，疑另一面墨跡被刮削。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（上行文書）
	文書本體
	書出
	
	【……。】

	
	
	本文
	
	
	【……。】

	
	
	書止
	
	【……。】

	
	
	集配記録
	
	【（某月）某日某時、某人以て】來る。／□【發／半 (ひら)く。】

	
	
	作成記録
	
	【……。】

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言之。】

	
	本文
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて】之れを言う。

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	□【手す。】[endnoteRef:431] [431:  未釋讀字の輪郭は、「逢」に近い。8-2239+8-1830+8-1815には、「司空守茲」と「史逢」が見えており、この文書が司空發信の可能性が考えられる。] 




〼言之。／□[endnoteRef:432]〼	6-30[endnoteRef:433] [432:  「□」は、亠の下に臾という形に作るが、庾ではないかとも疑う。文脈からすれば、人名と推定されるが、同名の人物は既発表の里耶秦簡では未見である。]  [433:  據文書格式，此面應係背面，疑另一面墨跡被刮削。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	文書本體
	書出
	【……。】

	
	
	本文
	
	
	【……。】

	
	
	附記
	
	
	【……。】

	
	
	書止
	【……。】

	
	附記
	集配記録
	【……。】

	
	
	作成記録
	【……。】

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	【……。】

	
	書止
	【敢えて】之れを言う。

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	／□【手す。】



另看：
〇二丁其他證明類文書“爰書”（8-0220）
〇二丁其他證明類文書“劾”（8-0433）
〇二丁其他證明類文書“診”（8-2035）
一一簿籍本文簡“錄”（8-0731）

特殊書式①：年月日等省略の「敢言之」型
敢言之：□□□□里小男子賜（？）﹦（賜賜）一布[endnoteRef:434]。謁〼（？）[endnoteRef:435]	8-1218 [434:  “賜﹦”，原釋文、校釋作“□□﹦”，據殘留筆畫和文意補釋。]  [435:  原釋文、校釋未標出斷簡符號，據圖版補標。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	敢えて之れを言う。

	
	状況説明
	
	
	□□□□里の小男子[endnoteRef:436]の賜、一布を賜る。 [436:  男子、初出。（小男子についても簡単な説明を加えるべし）] 


	
	用件
	
	
	謁うらくは【……。】



〼敢言之：問：容道臨沅歸，審。容及其贖前書	8-0547+8-1068[endnoteRef:437] [437:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（三）〉（簡帛網，2012年5月17日）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	問うに、

	
	
	
	
	
	
	
	容[endnoteRef:438]の臨沅道 (よ)り[endnoteRef:439]歸りし[endnoteRef:440]は、審らかなり[endnoteRef:441]。 [438:  容、人名。8-2189には、
都鄕佐容　　歸。　　
都鄕佐の容、　　歸りき。
という記載が見えるが、人名のほか、歸るという事情も共通しているので、同じ人物の可能性がある。なお、遷陵縣には、8-0445や8-1563から窺えるように、朐忍縣からきた屯卒も多く滯在するようであるから、容が屯卒という可能性も否定できない。
校釋が指摘するように、本簡は8-1732及び8-1958と關係があるように思われるが、然りとすれば、「臨沅より歸る」とは、臨沅を經由して揚子江に入り、巴郡へと遡って朐忍縣に歸ることをいう。さらに、容が佐の容と同じ人物だと假定すれば、「遣戍」等の形で遷陵縣に送り込まれた屯卒の中から、「佐」への充當がなされた可能性が本簡から浮かび上がってくる。]  [439:  道、みち、轉じて道を取る・經由する意、一説には、字義及び上古音が「由」に近いことから「由」に通じるともいう。『禮記』中庸には、
故君子尊德性而道問學。
故に君子、德性を尊びて問學に道 (よ)る。
道，猶由也。
といい、鄭玄は
道，猶由也。
道、猶お由 (よ)るがごとき也。
と注する。『史記集解』袁盎鼂錯列傳に引く所の臣瓚も、
道，由也。
道、由 (よ)る也。
と注釋する。『法律答問』には
196	可（何）謂署人、更人。耤（藉）牢有六署，囚道一署旞，所道旞者命曰署人，其它皆爲更人。或曰守囚卽更人殹（也），原者署人殹（也）。
何をや署人・更人と謂う。藉 (かり)に牢に六署有り、囚、一署道 (よ)り旞 (に)げば、道 (よ)りて旞 (に)ぐる所の者は命じて署人と曰い、其の它は皆な更人と爲す。或は曰わく、囚を守するは卽ち更人なり、原 (たず)ぬる者は署人なり、と。
と、『奏讞書』には、
114	（前略）毛不能支治（笞）疾痛，卽誣指講。講道咸陽來，史銚謂毛：毛盜牛時，講在咸
115	陽，安道與毛盜牛？（後略）
毛、笞の疾痛なるに支 (もちこた)うる能 (あた)わず、卽ち誣いて講を指す。講、咸陽道 (よ)り來れば、史銚、毛に謂わく、毛の牛を盜みし時、講は咸陽に在れば、安 (いずく)んぞ道 (よ)りて毛と與 (とも)に牛を盜む（すべ）あらん。
というように、「由」に極めて近い「道」の用例が見える。簡8-1562等にも類似の用法が確認される。]  [440:  歸、初出（服役満了に伴う帰還のこと）
『秦律十八種』には
046	月食者已致稟而公使有傳食，及告歸盡月不來者，止其後朔食，而以其來日致其食。有秩吏不止。	倉
『秦律雑抄』には
035	宂募歸，辭曰日已備，致未來，不如辭，貲日四月居邊。
等がある。]  [441:  「審」は、くわしいこと、明白で閒違いなきことをいう。訓詁……。『法律答問』には、
068	甲殺人，不覺，今甲病死已葬，人乃後告甲，甲殺人審。問，甲當論及收不當。告不聽。
甲、人を殺すも、覺 (さと)られず。今、甲病死して已に葬りたるに、人、乃 (すなわ)ち後れて甲を告ぐ。甲、人を殺すは、審らかなり。問うに、甲、まさに論じ及び收すべきや、すべからざるや。告ぐるも、聽 (き)かず。
という。司法文書では、「審」は、內容の確實性を保證する慣用語として用いられる。里耶秦簡の簡8-1743+8-2015の「鞫」類文書の末尾に見えるほか、『爲獄等狀』と『奏讞書』には、
……
と
……
等と、全ての鞫文の末尾に例外なく附せられている。本簡では、「問」うた結果について閒違いなきことを表すが、調査對象となっている容がすでに歸ってしまったことからも明らかなように、この「問」は、本人に對する尋問ではなく、遷陵縣での書面調査に過ぎない。恐らく司空もしくは倉等、遷陵縣に滯在していたころ容を管理していた縣官が縣廷に調査した結果について報告していると考えられる。] 


	
	
	用件
	
	
	容及びその贖する[endnoteRef:442]は、前書【……。】[endnoteRef:443] [442:  贖、初出。]  [443:  本簡は、下端が折れて缺けている可能性が高いが、圖版では確認できない。] 




遷陵。今寫朐忍診容及〼	9-1496+8-1732[endnoteRef:444] [444:  本簡綴合據里耶秦簡牘校釋小組〈《里耶秦簡（貳）》綴合補(二)〉。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【……敢えて之れを言う。】

	
	状況説明
	
	
	【……】遷陵。

	
	本文
	
	
	今

	
	
	
	
	朐忍 (しゅんじゅん)（縣）の、容を診 (み)及び【……するを】寫し【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



朐忍令入贖、遣戍及問容此前〼	8-1958
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【……。】

	
	本文
	
	
	朐忍、容に令して入贖し遣戍せしめ及び（容に）此の前[endnoteRef:445]【……を】を問い、【……。】 [445:  贖と遣戍の関係については、『為獄等状』簡013「州陵守綰、丞越、史獲論令癸、瑣等各贖黥。癸、行戍衡山郡各三歲，以當灋（法）」が参考になる。] 


	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



その他は、8-1756・1103・0536・0445・0324についても簡略書式か否かを檢討する必要あり。

特殊書式②：年月日等省略の「敬問之」型
敬問之：吏令徒守器而失之，徒
當獨負。●日足以責，吏弗責，負者死、
亡，吏代負償。	8-0644正
徒守者往戍，何[endnoteRef:446]？敬訊而負之，可不可？ [446:  “何”，原釋文、校釋作“可（何）”,但本簡明分“可”與“何”爲二字，此處“何”字左旁仍有隱隱約約可見的墨跡，疑爲人旁殘形。] 

其律令云何？謁報。	8-0644背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	敬いて之れを問う[endnoteRef:447]。 [447:  敬、粛 (つつ)しむ、恭 (うやうや)しくかしこまること、轉じて愼む、缺け目なく氣を配ること。『説文解字』茍部には、「肅」、『玉篇』茍部には、「恭」・「愼」と訓詁する。『論語』には、
門人不敬子路。
門人、子路を敬わず。
という。『尚書』康誥には、
敬明乃罰。
乃 (なんじ)の罰を敬明せよ。
というのに對し、孔傳は
凡行刑罰，汝必敬明之，欲其重愼
凡そ刑罰を行うに、汝、必ず之れを敬明せよ。その重愼なるを欲すればなり。
と注釋する。本簡正面の「敬」は、受信者に對する尊敬、背面の「敬」は、缺け目のないように取り調べを愼重に行うことを表す。なお、取り調べの対象は、徒が兵役に徴収される前にその賠償責任債務を取り立てなかった吏である。
「敬問之」については、一説に書信用語ではないかという意見もあるが、公文書でも、簡8-0769のように、發信者が「問」の形式で直接に受信者に問い掛けて一定の事柄について尋ねる事例があり、また受信者に敬意を表す点においては、発信形式の「敬」が「敢言之」の「敢」と変わりがないことからすれば、本簡は、樣式論的には、年月日等を省略した簡略書式の公文書に分類すべきように思われる。「敬問」という発信形式が他に類例を見ないので、暫く「敢言之」類の特殊書式の後ろに附しておく。なお、機能論的には、この文書が所謂公文書的書信に近い役割を果たした可能性は否定できない。] 


	
	本文
	状況説明
	
	
	吏、徒に令して器を守せしめて之れを失わば、徒、當 (まさ)に獨り負うべし。
●日、以て責むる[endnoteRef:448]に足るも、吏、これを責めず、負う者死・亡せば、吏代わりて償を負う。 [448:  責、初出。（注の末尾には、「日足以責」と債権回収を怠った吏の賠償責任に関する案語を附すべし。また本文書では、兵役（戍）のために債権が回収不能となったという特殊な状況について処理方法を尋ねているが、戍に関する注は他に既にあり、本簡について新たに注を加えないので、死・亡による回収不能と兵役による回収不能の関係にも言及すべし）] 


	
	
	用件
	
	
	徒の守する者、往きて戍せば、何 (いかん)ぞや。敬訊して之れに負わしむるは、可なるや不可なるや。その律令は、何と云う。

	
	
	附記
	
	
	謁うらくは、報ぜよ。



　特殊書式③：「續食」型
卅（三十）五年二月庚申朔戊寅，倉守擇敢言之：隸妾爲獄行辟
書彭陽。食盡二月。謁告過所縣鄕，以次牘（續）食。節（卽）不
能投宿，齎。遷陵田能自食。未入關，縣鄕當成齍，
以律令成齍。來復（覆）傳。敢言之。〼	8-0407+8-0416+8-1185+8-0169正+8-0233[endnoteRef:449] [449:  簡8-0407+8-0416的綴合據《里耶（壹）》簡牘綴合表，加綴簡8-1185、8-0169、8-0233，據校釋一。] 

〼　　擇手。	8-0169背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	三十五年（212）二月庚申朔戊寅（19）、倉守の擇、敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	隸妾の、獄が爲に辟書[endnoteRef:450]を彭陽に行 (や)る。食[endnoteRef:451]、二月に盡く。 [450:  辟書、初出。（なお、「辟」については、簡8-0657注？を参照）]  [451:  食、初出。（ここの「食」は、月食か。月食と俸禄の関係は如何。注の前半はこうした字義の問題を説明し、後半は「食盡某月」の文意、つまり「食糧（？）の保障期間の終了と続食への移行を説明する。」] 


	
	
	用件
	
	
	謁うらくは、過ぐる所の縣鄕に告げて、次を以て[endnoteRef:452]續食せしめよ[endnoteRef:453]。 [452:  以次、次は順序の意（簡8-1518+8-1490注？を參照）、「次を以て」とは、所定の順序に從うことをいう。『史記』刺客列傳には
諸樊弟三人：次曰餘祭，次曰夷眛，次曰季子札。諸樊知季子札賢而不立太子，以次傳三弟，欲卒致國于季子札。
諸樊が弟は三人。次ぎは餘祭と曰い、次ぎは夷眛と曰い、次ぎは季子札と曰う。諸樊、季子札の賢なるを知りて太子を立てず、次を以て三弟に傳え、卒 (つい)に國を季子札に致さんと欲す。
という。
文脈によって次の指す順序は異なる。本簡では、公的出張者が立ち寄る縣と鄕の順序、簡8-0657では、簡8-0159に見られる「道次」と同樣に、所定の遞送順序を「次」は表す。『二年律令』には、
271	□□□不以次，罰金各四两。更以次行之。
□□□、次を以てせざるは、罰金各四两。更めて次を以て之れを行 (や)る。
と、恐らく文書遞送について、所定の順序に從わなかった場合に關する罰則規定が見える。また
387	毋（無）子其夫而代爲戶，夫同產及子有與同居數者，令毋貿賣田宅及入贅。其出爲人妻若死，令以次代戶。
（寡、）其の夫に子無く、代りて戶と爲り、夫が同產及び子に、與 (とも)に居數を同じくする有る者は、令して田宅を貿賣し及び贅を入るるなからしめよ。其れ出でて人妻と爲り若しくは死せば、（夫が同產及び子の與 (とも)に居數を同じくするものに）令して次を以て戶に代わらしめよ。
というように、田宅を受け繼いだ寡婦が再婚・死亡した場合についてさらに所定の順序で夫の同產等に繼承させる定めも殘されている。繼承に關する所定の順序とは、同簡378及び簡379の規定を指すと考えられる。]  [453:  續食、初出。（続食は確かに「旅行者の通行する機關がリ┘ー形式で食料支給を擔う（行う？）行爲」だが、「続」字の正確な字義も説明すべし。また、王锦城の説は意味がなさそう。鄔文玲の説については、「投宿」が「提供住宿」という意味を表現できるかどうかが成否の鍵ではないか。一考に値するなら、研究会で提示して議論すべし）] 

卽 (も)し投宿する[endnoteRef:454]能 (あた)わずんば、齎 (もた)らせよ[endnoteRef:455]。 [454:  投宿、初出。（「宿所 に到着すること、いわばチェックイン」という語釈が正しいかどうかは、「投」の字義に掛かる。「（某処に）身を寄せて泊まる」という語釈もあり得るので、訓詁的根拠を挙げて検討を加えるべし。）]  [455:  齎、初出。（「解釈の分かれる語」というが、「旅行の衣食を携させる」以外の字釈もしくは語釈は何か？これも必要なら研究会で提示して議論すべし）] 


	
	
	附記
	
	
	遷陵は、田（官）能 (よ)く自食す。
未だ關に入らず、縣鄕、當 (まさ)に成齍すべくんば、律令を以て成齍せよ。
來たらば傳を覆 (しら)べよ[endnoteRef:456]。 [456:  覆傳、覆はつぶさにしらべること（簡8-0144+8-0136注？參照）、･･････、初出。（「續食文書が屆いた後に出張者がやってきたら傳と照合するよう申し述べた言」は文意としては間違いないが、「來復（覆）傳」は続食文書に限って用いられる表現ではないので、やはり「覆」の字義から丁寧に説明すべし。）] 


	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	‐

	
	作成記録
	擇手。



卅（三十）五年三月庚寅朔辛亥，倉銜敢言之：疏書吏徒上事尉府
者牘北（背）。食皆盡三月。遷陵田能自食。謁告過所縣〖鄕〗[endnoteRef:457]，以縣鄕次續 [457:  “縣”下脫“鄕”字，原釋文、校釋一未釋，據文例補釋。] 

食如律。雨，留[endnoteRef:458]；不能投宿，齎。當騰﹦（騰，騰）。來復（覆）傳。敢言之。	8-1517正 [458:  この一文の句読は、陳垠昶「里耶秦簡8-1523編連和5-1句讀問題」（簡帛網、2013年1月8日）を参照した。] 

令佐溫
更戍士五（伍）城父陽翟執[endnoteRef:459]。 [459:  城父，秦縣名。見《漢書》地理志，屬沛郡。治今安徽省亳州市譙城區城父鎭。
本簡“更戍士伍城父陽翟執”卽應與簡8-0980所見“更戍城父士伍陽䊮摯”爲同一人。] 

更戍士五（伍）城父西中痤。
𦡭（䑁）手。	8-1517背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	
	令佐の溫。
更戍士伍の城父陽翟の執。
更戍士伍の城父西中の痤 (ざ)。

	文書本體
	書出
	三十五年（212）三月庚寅朔辛亥（22）、倉の銜 (かん)、敢えて之れを言う[endnoteRef:460]。 [460:  「銜敢言之」の墨跡は他の部分より薄く、文字の間隔も間延びしている。加えて、「言」の字体が後出のものとは明らかに異なる。その背景について考察すると、本簡についてさらに次の状況が判明する。
本簡は、簡8-0110+0669と途中まで文面が共通しており、同じ案件の異なる手続段階の文書であると考えられる。すなわち、倉から本簡の上行を受けた県廷の吏がその文面を転写した上で、他県への平行の辞を加えたものが8-0110+0669となる。
このような手続の流れからすれば、両簡は筆跡が異なるはずであるが、実際には筆跡がよく似ている。また本簡が倉から送られてきたとすれば、通常は集配記録が記されるが、それも本簡では確認できない。
また、「𦡭（䑁）手」は本来、本簡の作成者を表す。8-0405の倉が発行した券にも「𦡭（䑁）手」とあるので䑁が倉の吏であることは間違いない。作成者が同じなので、本簡と8-0405とでは筆跡が一致することが予想されるが、実際は、例えばウ冠の書き方に顕著な差異が認められ、両者は異なるようである。
以上の状況を踏まえると、本簡と8-0110+0669は次のように処理されたものと考えられる。すなわち、県廷の吏である令佐らの出張に関する案件について、倉による続食手続の開始に先立ち、本来はまず県廷から倉に対して出張の件を通知する文書が送付されることになるが、本件の場合は、続食に関わる倉の文書を、最初から県廷で作成してしまった。倉吏の署名が入る部分だけは空けておき、県廷から派遣された通知の使者がそれを持って倉へ行き、空けておいた部分に倉銜と本案件の責任者である䑁の署名（「銜敢言之」・「䑁手」）をもらう。署名済みの文書を県廷に持ち帰ると、本簡と同じ県廷の吏が8-0110+0669を作成する。そのために、両簡の筆跡が似ている。集配記録がないのは、実際には倉から送られてきたものではなく、県廷の使者が本簡を持って倉との間を往来したためであると推測される。] 


	
	本文
	状況説明
	
	
	吏徒の事を尉府[endnoteRef:461]に上す者を牘背に疏書す。食は皆な三月に盡く。 [461:  尉府、官職名担当。（郡尉は簡8-0657にもみえるので、言及すべし）] 

遷陵は、田（官）能 (よ)く自食す。

	
	
	用件
	
	
	謁うらくは、過ぐる所の縣鄕に告げ、縣鄕の次を以て續食すること律の如くせしめよ。雨ふらば、留めよ[endnoteRef:462]。投宿する能 (あた)わずんば、齎 (もた)らせよ。 [462:  留、とどまる、とどめる（簡8-0648注？参照）、ここでは……を指す。（初出は簡8-0648だが、留遅の留とは意味が異なるので、注釈が必要。『二年律令』簡234-235「其有事焉，留過十日者，稟米令自炊」に基づいて、解釈すべし。『廣韻』には「宿留」という訓詁があり、陸徳明『莊子釈文』に基づいているようである。さらに訓詁を調べて注を執筆すべし）] 


	
	附記
	
	
	當 (まさ)に騰 (つた)うべきは、騰 (つた)えよ[endnoteRef:463]。 [463:  騰、おくる・傳送すること。『説文解字』馬部に、
騰，傳也。
騰、傳うるなり。
とある。「當に騰 (つた)うべきは、騰 (つた)えよ」は、然るべきところに傳送する指示。この表現については從來諸説があったが、最初に傳送という騰字の字義に注目したのは、張春龍・龍京沙「湘西里耶秦代簡牘選釋」（『中國歷史文物』2003年第1期）、最初に文法構造を正確に分析したのは、胡平生「讀里耶秦簡札記」（『中國文物報』2003年9月12日・19日。2004年には、『簡牘學硏究』第4輯に再收錄）。「當に騰 (つた)うべきは、騰 (つた)えよ」という訓方は、馬怡『里耶秦簡選校』（『中國社會科學院歷史硏究所學刊』第4集、2007年）の「或說」に基づく。受信者には、傳送もしくは轉送すべき宛先が了解されていたので、傳送すべきところに傳送せよという指示で、その他の然るべき受信者にも然るべき經路で文書が傳送されていたと考えられる。
なお、騰字に、「うつす」意味がなくても、傳送の際に謄本が作成される可能性はもちろん排除できない。そのためにこそ、騰字は實は謄の假借ではないかという疑念が拂拭し難いように思われるが、『儀禮』燕禮には、
媵觚于賓。
觚を賓に媵 (おく)る。
といい、鄭玄注と賈公彦䟽が指摘する如く、漢代には「媵」は「騰」に作っており、「媵」と同樣に、「騰」も明らかに「おくる」、つまり許愼のいう「つたえる」意にほかならない。鄭玄注は、
今文媵皆作騰。
今文、媵は皆な騰に作る。
といい、賈公彦䟽は
騰與媵皆送義。
騰と媵は、皆な送るの義なり。
という。
《說文》馬部：“騰，傳也。”當騰騰，應當傳送者傳送。最初關注“騰”字傳送義似爲是張春龍、龍京沙〈湘西里耶秦代簡牘選釋〉（《中國歷史文物》2003年第1期）：“當騰騰。詞語見於雲夢睡虎地秦簡之《封診式・有鞫》：‘......當騰騰，皆爲報，敢告主’。舊以第二‘騰’字屬下讀，非是。疑第一個‘騰’字爲‘謄’，是抄錄的意思；第二個‘騰’字讀爲本字，是傳送的意思。”最初正確理解“當騰騰”的語法結構似爲胡平生〈讀里耶秦簡札記〉（《中國文物報》2003年9月12日、19日，後刊於《簡牘學研究》第4輯，2004年）：“‘當’是‘應當’之意。‘當騰騰’的兩個字都要讀爲‘謄’，是說應當移寫抄錄的部門就抄錄給他們”。馬怡《里耶秦簡選校》（《中國社會科學院歷史研究所學刊》第4集，2007年）則提出“或說”，正確分析：“‘騰’讀爲本字，‘當騰，騰’意謂‘應該傳送的，傳送’。《后漢書・隗囂列傳》：‘因數騰書隴蜀，告示禍福。’”另外，雖然“騰”字並非“抄寫”義，但“當騰騰”之“騰”實際上與現代文書用語“抄送”無異。] 

來たらば、傳を覆 (しら)べよ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	‐

	
	作成記録
	䑁 (おく)[endnoteRef:464]手す。 [464:  𦡭（䑁）、人名。『康煕字典』備考の未集・肉字部には、
「𦡭，『川篇』同䑁。」
という。䑁字は、『玉篇』肉部および『廣韻』屋韻（烏谷切、オク）と沃韻（烏酷切、オク）に見える。『玉篇』の反切も烏酷切であり、それに基づいて字音を附した。なお、校釋は、「𦡌」に作る。𦡌字は、『大漢和辞典』附録（49549）に収録されており、
ヨ。𦡭（9-29965）に同じ。
といい、𦡭の項では、さらに、
ヨ。〔玉篇〕：音預。あぶら。又、𦡌に作る。〔玉篇〕𦡭、脂膜也。亦作𦡌。
というが、今本玉篇の肉部には𦡭字も𦡌字も見当たらず、残本玉篇にはそもそも肉部は残されていない。] 




卅（三十）五年〼庚寅朔辛亥[endnoteRef:465]，倉〼 [465:  何有祖〈讀里耶秦簡札記（四則）〉（簡帛網，2015年6月10日）已指出本行殘缺處缺“三月”兩字，下一行“北食”兩字。“北”應讀爲“簡背”之“背”。] 

者牘（背）。[endnoteRef:466]皆盡三月。遷[endnoteRef:467]〼 [466:  “食”，原釋文、校釋作“□”，參照青木俊介〈里耶秦簡の「続食文書」について〉（《明大アジア史論集 》第18號，2014年），據8-1517文例補釋。“北”，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。]  [467:  “陵”，原釋文、校釋作“□”，據文例補釋。] 

食如律。雨，留[endnoteRef:468]；不能投宿，齎。〼 [468:  この一文の句読は、陳垠昶「里耶秦簡8-1523編連和5-1句讀問題」（簡帛網、2013年1月8日）を参照した。] 

三月庚寅朔辛亥，遷〼	8-1203+8-0110+8-0669正[endnoteRef:469] [469:  簡8-0110與8-0669的綴合據校釋一，加綴簡8-1203，據，何有祖〈讀里耶秦簡札記（四則）〉（簡帛網，2015年6月10日）。] 

令佐溫。　　〼
更戍（伍）城父陽翟[endnoteRef:470]。〼 [470:  “更”，原釋文、校釋作“□”，據8-1517文例補釋；“士五城父”，原釋文、校釋作“□□□”，據8-1517文例補釋。“執”，原釋文、校釋作“□”，據8-1517文例、殘留筆畫補釋。上述釋讀也參照了何有祖〈讀里耶秦簡札記（四則）〉（簡帛網，2015年6月10日）。] 

更戍士（伍）城父中痤[endnoteRef:471]。〼	8-0669背 [471:  “戍”，原釋文、校釋作“□”，參照趙巖〈里耶秦簡劄記（十二則）〉（簡帛網，2013年11月19日，後又載於《簡帛》第9輯，2014 年），據8-1517文例、殘留筆畫補釋。“五城父西”，原釋文、校釋作“□□□”，參照趙巖〈里耶秦簡劄記（十二則）〉，據8-1517文例補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（倉上行文書）
	添付書類
	
	令佐の溫。
更戍士伍の城父陽翟の執。
更戍士伍の城父西中の痤 (ざ)。

	
	文書本體
	書出
	
	三十五年（212）【三月】[endnoteRef:472]庚寅朔辛亥（22）、倉【の銜 (かん)、敢えて之れを言う。】 [472:  本簡上行文書の缺損部分は、何有祖〈讀里耶秦簡札記（四則）〉（簡帛網，2015年6月10日）を參照して、簡8-1517に基づいて讀み下し文を補った。] 


	
	
	本文
	状況説明
	
	
	
	【吏徒の事を尉府に上す】者を牘背に【疏書す。】食は皆な三月に盡く。
遷陵は、【田（官）能 (よ)く自食す。】

	
	
	
	用件
	
	
	
	【謁うらくは、過ぐる所の縣に告げ、縣鄕の次を以て續】食すること律の如くせしめよ。
雨ふらば、留めよ。投宿する能 (あた)わずんば、齎 (もた)らせよ。

	
	
	附記
	
	
	
	【當 (まさ)に騰 (つた)うべきは、騰 (つた)えよ。
來たらば、傳を覆 (しら)べよ】

	
	
	書止
	
	【敢えて之れを言う。】

	
	附記
	集配記録
	
	‐

	
	
	作成記録
	
	【䑁手す。】

	文書本體
	書出
	三月庚申朔辛亥（22）、遷【陵某職の某人、某所に移す。】[endnoteRef:473] [473:  本簡平行文書の缺損部分は、簡5-01と8-0422+0050に基づいて讀み下し文を推定して補った。] 


	
	用件
	
	
	‐

	
	書止
	‐

	附記
	集配記録
	‐

	
	作成記録
	【……。】



〼寅[endnoteRef:474]，倉[endnoteRef:475]建〼[endnoteRef:476]畜官適□〼 [474:  “寅”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。]  [475:  “守”，原釋文、校釋作“□”，據文例補釋。]  [476:  此處有缺口，缺口大小相當於三字所佔空閒。原釋文、校釋作“□□□”，不符合體例。] 

〼□。謁告過所縣鄕，以次續食。雨〼
〼騰﹦（騰，騰）。遷陵田能自食。敢言之。〼
〼庚（？）寅（？），[endnoteRef:477]丞遷移酉陽、臨沅[endnoteRef:478]。／俱[endnoteRef:479]〼	8-0422+8-0050[endnoteRef:480] [477:  “庚寅”，據圖版補釋，“遷陵”據文例補釋，原釋文、校釋作“□□□”。]  [478:  酉陽，秦縣名，屬洞庭郡。見《漢書》地理志，屬武陵郡，治今……。
臨沅，秦縣名，應屬洞庭郡。見《漢書》地理志，屬武陵郡，治今湖南省常德市。]  [479:  〈里耶（壹）〉作「」，〈校釋〉作「得」，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改正。]  [480:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類遷陵（倉上行文書）
	文書本體
	書出
	
	【某年某月某日朔□】寅、倉守の建【敢えて之れを言う。】

	
	
	状況説明
	
	
	
	畜官の適□【……】□。

	
	
	用件
	
	
	
	謁うらくは、過ぐる所の縣鄕に告げて、次を以て續食せしめよ。雨【ふらば、留めよ。投宿する能 (あた)わずんば、齎 (もた)らせよ。[endnoteRef:481]】 [481:  本簡上行文書の缺損部分は、簡8-1517を参照して讀み下し文を補った。] 


	
	
	附記
	
	
	
	【當 (まさ)に】騰 (つた)うべきは、騰 (つた)えよ。
遷陵は、田（官）能 (よ)く自食す。

	
	
	書止
	
	敢えて之れを言う。

	
	附記
	集配記録
	
	‐

	
	
	作成記録
	
	【某手す。】

	文書本體
	書出
	【……】庚寅、遷陵丞の遷、酉陽・臨沅に移す。｛筆跡の異同は判然とせず｝

	
	用件
	
	
	‐

	
	書止
	‐

	附記
	集配記録
	‐

	
	作成記録
	俱【手す。】





□□[endnoteRef:482]年十二〼 [482:  “卅（三十）七”？] 

死歸□〼
復（覆）傳。敢[endnoteRef:483]〼	8-0694正 [483:  “言”，原釋文、校釋作“□”，據文例補釋。] 

更戍士五（伍）□〼
……〼
……〼
……〼	8-0694背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	
	更戍士伍□【……。】
【……。】
【……。】
【……。】

	文書本體
	書出
	□□年十二【月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】死歸□【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……。】

	
	附記
	
	
	【來たらば、】傳を覆 (しら)べよ。

	
	書止
	敢えて【之れを言う。】

	附記
	集配記録
	‐

	
	作成記録
	【某手す。】



〼□□□□乘（？）私（？）馬（？）一（？）匹（？），馬〼
〼□以（？）出（？）[endnoteRef:484]。來復（覆）傳。敢言〼	8-1847 [484:  “乘”、“私”、“馬”、“一”、“匹”、“以”、“出”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……】□□□□。私馬一匹に乘り、馬は【……】□以て出だせ。

	
	附記
	
	
	來たらば傳を覆 (しら)べよ。[endnoteRef:485] [485:  簡8-0694と8-1847は、「來復傳」の字句に基づいて「續食」型文書の末尾に附したが、「來復傳」という文言は、「續食」の用途に限定されない。例えば、『二年律令』簡504-505には、馬政關連の次のような津關令が見える。
504	□，相國上中大夫書，請中大夫謁者、郞中、執盾、執戟家在關外者，得私置馬關中。有（又）縣官致上中大夫、郞中，中大夫、郞中爲書告津關，來復（覆）傳，
505	津關謹閲出入。馬當復入不入，以令論。●相國、御史以聞。●制曰，可。
□、相國、中大夫が書を上し、中大夫謁者・郞中・執盾・執戟の、家關外に在る者、馬を關中に私置するを得んことを請う。又た縣官、致もて中大夫・郞中に上し、中大夫・郞中、書を爲して津關に告げ、來たらば、傳を覆 (しら)べ、津關、謹閲して出入せしめよ。馬の當 (まさ)に復 (ま)た入るべきに入らざるは、令を以て論ぜよ。●相國・御史以て聞えしむ。●制して曰わく、可なり、と。] 


	
	書止
	敢えて【之れを】言う。

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



特殊書式④：「不定者」型
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	某志／課若干牒

	文書本體
	書出
	某年某月某日朔某日，某職某人，敢言之。

	
	本文
	資料依據
	
	
	（某書/某令曰：）

	
	
	
	
	
	（引文/摘要）

	
	
	主文
	
	
	（●問之：/今）

	
	
	
	
	
	令甲上某志／課若干牒。有不定者，謁令甲定。

	
	書止
	敢言之。

	附記
	集配記録
	（某月）某日某時、甲行。

	
	作成記録
	甲手。


｛「某志／課若干牒」は例示に過ぎない。｝

廿（二十）九年九月壬辰朔辛亥，遷陵丞昌敢言之：令﹦（令令）史感上
水火敗亡者課一牒。有不定者，謁令感定。敢言之。	8-1511正
巳（已）。
九月辛亥水下九刻，感行。　　感手。	8-1511背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【水火敗亡者課一牒】

	文書本體
	書出
	二十九年（前218）九月壬辰朔辛亥（20日）、遷陵丞の昌 (しょう)、敢えて之れを言う。

	
	本文
	
	
	令史の感に令して、水火敗亡者課[endnoteRef:486]一牒を上さしむ。定められざる者有らば、謁うらくは、感に令して定めしめよ。 [486:  水火敗亡者課、簡8-0645には「水火敗亡課」と稱するが、變わりがないものと考えて差し支えない（簡8-0645注？參照）。] 


	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	處理記録
	已 (おわ)れり。

	
	集配記録
	九月辛亥（20）、水下九刻、感行る。

	
	作成記録
	感手す。



〼年九月□□朔□□，遷陵丞遷（？）[endnoteRef:487]【敢言之：......】 [487:  “遷”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文例補釋。] 

志四牒。有不定者，謁令饒定。敢言之。	8-1717+8-0602+8-1922+8-1892[endnoteRef:488] [488:  本簡綴合據校釋一。簡8-1717的墨跡與其它簡不十分密合，疑爲圖版大小誤差所致。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【……志四牒】

	文書本體
	書出
	【……】年九月□□朔□□、遷陵丞の遷、【敢えて之れを言う。】

	
	本文
	
	
	【令史の饒 (じょう)に令して某】志四牒【を上さしむ。】定められざる者有らば、謁うらくは饒 (じょう)に令して定めしよ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、饒行る。】[endnoteRef:489]	 [489:  據文書格式，簡8-1717背面左側應有收發記録，疑被刮削。] 


	
	作成記録
	【饒手す。】



〼敢言之：令﹦（令令）史	8-0739正
〼事志一牒。有不定者，謁令饒定。敢	8-0042+8-0055[endnoteRef:490] [490:  簡8-0042+8-0055の綴合『里耶（壹）》の簡牘綴合表に據る。簡8-0042+8-0055の文章が簡8-0739と連續していることはすでに土口史記〈里耶秦簡8-739+8-42+8-55綴合〉（簡帛網，2017年9月15日）によって指摘されているが、再利用によって兩簡に生じた削り殘し等の不連續性から判斷すれば、土口論文の主張する綴合は妥當ではなく、むしろもと編綴されていたと考えるべきであろう。] 

〼   饒手。	8-0739背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【……事志一牒】

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、遷陵の某、】敢えて之れを言う。

	
	本文
	
	
	令史の【饒 (じょう)に】令して事志一牒【を上さしむ。】定められざる者有らば、謁うらくは、饒に令して定めしよ。

	
	書止
	敢えて【之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、饒行る。】

	
	作成記録
	饒手す。



〼行書。有不定者謁	8-1761+8-1769[endnoteRef:491] [491:  本簡綴合據雷海龍〈里耶秦簡試綴五則〉（簡帛網，2014年3月15日。後收入《簡帛》第九輯，2014年）] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【某志／課若干牒】

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	
	
	【（……。）某志/課若干牒を上さしむ。某職の甲に令して】行書せしむ。定められざる者有らば、謁うらくは、【甲に令して定めしめよ。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、甲行る。】

	
	作成記録
	【甲手す。】



令莊定。敢言之。	8-1612
	　　文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【某志／課若干牒】

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言之。】

	
	本文
	
	
	【（……。）令佐の莊に令して某志/課若干牒を上さしむ。定められざる者有らば、謁うらくは】莊に令して定めしよ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。



〼[endnoteRef:492]　　莊〼	8-1640[endnoteRef:493] [492:  本簡上端殘缺，原釋文、校釋未標斷簡符號，據圖版補標。]  [493:  本簡は、上下端が缺け、「莊」字の前に長い空白がある。「莊」字の位置から推測するに、本簡が〇三型簡牘の背面から見て左側下方の斷片という可能性が高い。一方、簡8-1612は、完形の〇一型簡牘のように見えるが、そこには、下方に長い空白を殘して「不定者」型文書の末尾に位置する文言が記されており、他の「不定者」型文書が書かれた簡牘との比較から、〇三型から〇一型に裁斷されたことが疑われる。さらに、「莊」の筆跡が簡8-1612と酷似していることから、本簡がもと簡8-1612と同一の簡を構成していた可能性が考えられる。そのため、暫定的に簡8-1612の後ろに分類したが、この推測が正しければ、簡8-1612が正面から見て左端に位置し、正面に文字が書かれているのに對し、簡8-1640は、正面からみて右端下方に位置し、殘存の墨跡は、背面に記されており、簡の所謂「背」面は、本來正面第一行に相當し、裁斷と加工の過程で簡文が削除されたのであろう。] 

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、莊行る。】

	
	作成記録
	莊【手す。】



者　　牒。令〖﹦〗（令令）佐莊[endnoteRef:494]	8-0005+8-0037[endnoteRef:495] [494:  本簡は、「者」と「牒」との閒に二文字、「令」と「佐」の閒に一文字程度、「佐」の下に簡全長の半分程度の空白がある。また、簡の左右端および「者」と「牒」との閒に、微かな墨痕が認められる。簡が〇三型から〇一型に加工の上一部の墨跡が削除されたと推測される。また、文意からは、「令」と「佐」の閒には、元重文記號が存在していたと推測される。]  [495:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（四則）〉（簡帛網，2013年10月4日）。] 

	　　文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【某志／課若干牒】

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言之。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】者【……】牒【……。】

	
	
	主文
	
	
	令佐莊に令して[endnoteRef:496]【某志/課若干牒を上さしむ。定められざる者有らば、謁うらくは莊に令して定めしよ。】 [496:  「令佐莊」は、簡8-1612と8-1640に見える「莊」と同じ人物と推測されるが、本簡の筆跡は、簡8-1612及び8-1640とは顯著な差異を示す。「莊」は9-1482と9-1744にはそれぞれ司空守と倉守として見える。上記の人物に関わる情報に基づいて、原文には重文記号が脱落していると推測される。] 


	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、莊行る。】

	
	作成記録
	【莊手す。】



〼遷（？）敢言之[endnoteRef:497]：令曰：上見輼、輬、軺、乘車及 [497:  “遷”，原釋文缺釋，校釋當未釋字作“□”，據圖版補釋。此字位置偏右，字距和筆記也均與其它字不同，疑與8-1517發信人“銜”相似，係事後補寫。
字形は逐とも似たところがあるが、簡8-2191と8-2332に本簡の遷と類似の字形が見える。また、文脈からすれば、本文書は県廷の作成に係ると判断されるが、遷陵丞の遷は簡8-0232などに見える。] 

〼守府。今上當令者一牒。它毋	8-0175正
〼輿（？）恆會正月七月朔日廷[endnoteRef:498]。 [498:  “輿”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文意補釋。按，字形可以據殘留筆畫限定爲「興」・「與」・「輿」一類字；“輿”可以與本文書正文連讀爲“輼、輬、軺、乘車及【輿】”或“輼、輬、軺、乘車及【……輿】。”據此推測，本簡正面第二行上方缺文原有“輿”字，背面缺文應有“輼、輬、軺、乘車及”或相關省文。
（釈読を変更する前は、背面のメモ書きの下に次のような注記があった。
なお、冒頭の未釈読字は、残留の筆画から「興」・「與」・「輿」等の字形とわかるが、文脈からすれば、「輿」の可能性が高い。そうすれば、本簡正面の上方欠けた部分の第二行には、第一行の「乘車及」に続けて「輿」と記されていたと考えられる。] 

〼佐午行。　　午手。	8-0175背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【當令者一牒】

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の】逐、敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	令に曰わく、

	
	
	
	
	
	
	
	見の輼 (おん)・輬 (りょう)・軺 (よう)・乘車及び【……】を【太】守府に上せ。。

	
	
	用件
	
	
	今

	
	
	
	
	
	
	
	令に當たる者一牒を上す。它は【令に當たる者】なし。【（令）佐の午に令して上さしむ。定められざる者有らば、謁うらくは午に令して定めしよ[endnoteRef:499]。】 [499:  本簡は、送達者と作成者の一致に基づき、「不定者」型文書と判斷した。「當令者。令﹦（令令）佐」の六字は、簡8-1357の文例を參照し、「有不定者，謁令午定」の八字は、「不定者」型文書の雛形によって補った。なお、本簡は、〇三型の形態から〇二型に改造されたもので、「毋」以降の欠字は、裁斷された正面の左側から背面の右側に掛けて記されていたと推定される。] 


	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	附記
	【……】輿は、恆 (つね)に正月・七月の朔日廷に會す[endnoteRef:500]。 [500:  記入位置から、この一文は、本文書の構成要素ではなく、關連業務に關わる縣廷のメモ書きと推測される。] 


	
	集配記録
	【（某月）某日某時、】佐の午、行る。

	
	作成記録
	午手す。[endnoteRef:501] [501:  本簡の筆跡分布はやや特殊である。一つには、文書發信者を示す「遷」字は、文書本文と別筆で、發信者以外の者が文書を作成し、發信者が後から署名したと推定される。同樣な例は、簡8-1517の續食文書等にも見受けられる。もう一つには、背面左側に記されている送達記錄と作成記錄とが、別筆の通例と違って同筆である一方、作成記錄と正面の文書本體とは、同筆の通例に反して、別筆のように思われる。その理由を推測するに、佐の午は、本文書作成の後自ら屆け出たため、作成記錄に加え送達記錄も午の手による。一方、正面との差異は、筆畫によって一部共通の書き方も見られることから、文書本文を比較的丁寧に書き寫した後に同じ書き手がやや亂暴な筆跡で背面の作成記錄と送達記錄を追加したのではないかと考えられる。] 




〼□，┘它毋當令者。令﹦（令令）佐□	8-1357
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【某志／課若干牒】

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【令に曰わく、】

	
	
	
	
	
	
	
	【……上……。】

	
	
	用件
	
	
	【今】

	
	
	
	
	
	
	
	【……】□。它は令に當たる者なし。[endnoteRef:502] [502:  本文書は、「令令佐」に基づき一應「不定者」型文書の末尾に附するが、「令令佐」の前に状況説明以外の語句が介在する點では標準的な「不定者」型文書と樣式がやや異なり、讀み下し文において推測で補った殘缺部分には、別の事柄が記されていた可能性も排除できない。] 

令佐の□に令して【某志/課若干牒を上さしむ。定められざる者有らば、謁うらくは、□に令して定めしめよ。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、□行れり。】

	
	作成記録
	【□手す。】



〼寅[endnoteRef:503]，遷陵守丞齙敢言之[endnoteRef:504]：前日令﹦（令令）史齮〼 [503:  “寅”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。]  [504:  “齙”，原釋文、校釋作“齮”，參考陳劍指教，據圖版改釋。] 

〼泰（太）守書曰[endnoteRef:505]：課皆不𤻮（應）式令﹦（令。令）齮定□〼 [505:  “泰”，原釋文、校釋作“□”，據圖版和文例補釋。已見游逸飛博士論文74頁。] 

〼□課副及當食人口數，別小大爲食〼
〼□□課副及食薄（簿）上[endnoteRef:506]。有不定〼	8-0706正+8-0704正[endnoteRef:507] [506:  第一個“□”，疑爲“具”字；“食簿”，原釋文、校釋作“□傳”，據圖版和文意補釋。“食簿”見於8-0672（“自食簿”）、8-0572（“甬□食簿”）、居延漢簡“某月食簿”等。]  [507:  本簡綴合據《里耶（壹）》簡牘綴合表。簡牘綴合表指出：“茬口不能完全密合，但通過對實物的觀察，可以確認屬於同一支簡。”] 

〼言之：守府丙申、己亥、甲辰追。今復〼
〼手。
〼守丞齙敢言之[endnoteRef:508]：令二月辛亥追[endnoteRef:509]。今復寫前日〼 [508:  “齙”，原釋文、校釋作“齮”，參考陳劍指教，據圖版改釋。]  [509:  “辛”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。] 

〼時，都郵人羽行。　　〼	8-0706背+8-0704背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類②
	【……課副及食簿】

	添付書類①
	添付書類（舊文書＝「不定者」型）
	文書本體
	書出
	【三十一年（216）某月某日朔□】寅、遷陵守丞の齙、敢えて之れを言う。

	
	
	
	本文
	状況説明
	
	
	前日、令史の齮に令して【……課を上さしむるに】、太守が書に曰わく、

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	課皆な式令[endnoteRef:510]に應ぜず。 [510:  式令、式を内容とする令か、式と令か、文法的構造も意味も未詳。南北朝時代以前の傳世文獻や出土資料には、「式令」と斷定できる用例がないようである。『爲吏治官及黔首』簡87には「與它官課，有式令能最」という句が見えるが、正確な讀み方は分からない。一説には、本簡に脱文があり、「太守府の書」の引文は、「課皆不𤻮（應）式。令﹦（令令）〖史〗齮定□（課、皆な式に應ぜず。令史の齮に令して□【……を】定めしめよ）」と釋讀すべしという。] 

齮に令して□【……】□課副及び當 (まさ)に食すべき人口の數を定め、小大を別ちて食【……簿を】爲 (つく)らしめよ。

	
	
	
	
	用件
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	【……】□□課副及び食簿を【……して】上さしむ。定められざる【者】有らば、【謁うらくは、齮に令して定めしよ。】

	
	
	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	
	
	附記
	作成記録
	【某手す。】

	
	文書本體
	書出
	【（某年）某月（某日朔）某日、遷陵守丞の齙、敢えて】之れを言う。

	
	
	本文
	状況説明
	
	守府、丙申（14）・己亥（17）・甲辰（22）に追せり。

	
	
	
	用件
	
	今

	
	
	
	
	
	
	復 (ま)た【……。】

	
	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	
	附記
	集配記録
	【某月某日旦食】[endnoteRef:511]時、都郵人の羽、行 (や)る。[endnoteRef:512] [511:  文書の書出が簡の正面から追い書きされて文字數が不明なのに對し、集配記録は、背面左上端から記されていると考えられており、殘缺箇所の大小と「時」字から、「某月某日旦食」という六字を補うことができる。]  [512:  添付書類①と②の筆跡が同じことから、背面左端の集配記録が添付書類①に屬することがわかる。文書本體の集配記録は書止の下に追い書きされて、殘缺部分とともに失われたと考えられる。] 


	
	
	作成記録
	【□】手す。

	文書本體
	書出
	【某月某日、遷陵】守丞の齙、敢えて之れを言う。

	
	状況説明
	
	
	令[endnoteRef:513]は二月辛亥（29）[endnoteRef:514]に追せり。 [513:  文脈からして、令は、前文の「守府」と同じく、追文書の発行主体を指すに相違ない。「守府」の誤りという可能性が高いが、郡県を問わず長官を指す敬称として「令」が使用されていた可能性も完全には排除できない。]  [514:  前文の「丙申・己亥・甲辰」とここの「二月辛亥」は、秦始皇三十一年二月癸未朔14日・17日・22日・29日と推測される。案ずるに、前文で「追」の暦日を干支のみで表しているのに、ここでは「二月」と明記している。それは、恐らく前文では文書の発信日と月が一致しているのに、この文書では、文書発信の月と追を受けた月とが異なるためと考えられる。從って、本文書の発信日は三月の某日なのに対し、添付書類①に収められている上申文書の発信日は、二月にほかならない。遷陵県が秦王政二十五年に設置された点を考慮して歴年二月の干支を調べると、丙申・己亥・甲辰・辛亥の四者が揃うのは、三十年・三十一年・三十四年のみである。日付はそれぞれ秦始皇三十年二月己丑朔8日・11日・16日・23日、三十一年二月癸未朔14日・17日・22日・29日、三十四年二月丙申朔朔日・4日・9日・16日である。太守府による再度の督促を受けて本文書が書かれたことから、追を受けて間隔を置かずに発信されたと考えられるので、二月辛亥が23日もしくは16日になる三十年もしくは三十四年よりも三十一年の可能性が高いと言えよう。
（この注は、追の日付を受け取った日付と理解して推理を行った。追に記された発信日とすれば、三十四年の方が可能性が高くなる。郡の下達文書が届く日数を考慮する必要がある。
また、人名でもう少し詰められないであろうか？）
] 


	
	用件
	
	
	今

	
	
	
	
	
	復 (ま)た前日【……】を寫し【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



特殊書式⑤：「寫上」型（「追」類に相當）
控えを轉用？
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(上行文書)
	文書本體
	書出
	某年某月某日朔某日，某職甲敢言之。

	
	
	本文
	状況説明
	
	
	某書/某令曰：

	
	
	
	
	
	
	
	引文/摘要

	
	
	
	用件
	
	
	（●）問之：/今

	
	
	
	
	
	
	
	主文

	
	
	書止
	敢言之。

	
	附記
	集配記録
	某月某日某時，某人行/行旁/行某處。

	
	
	處理記録
	某手。

	文書本體
	書出
	某月某日，某職甲敢言之。

	
	用件
	
	
	寫上／移。謁報。

	
	書止
	敢言之。

	附記
	集配記録
	／（某月）某日某時，某人行/行旁/行某處。

	
	作成記録
	／某手。



轉寫？
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(上行文書)
	文書本體
	書出
	某年某月某日朔某日，某職甲敢言之。

	
	
	本文
	状況説明
	
	
	某書/某令曰：

	
	
	
	
	
	
	
	引文/摘要

	
	
	
	用件
	
	
	（●）問之：/今

	
	
	
	
	
	
	
	主文

	
	
	書止
	敢言之。

	
	附記
	集配記録
	／某月某日某時，某人行/行旁/行某處。

	
	
	處理記録
	／某手。

	文書本體
	書出
	某月某日，某職甲敢言之。

	
	用件
	
	
	寫上／移。謁報。

	
	書止
	敢言之。

	附記
	集配記録
	（某月）某日某時，某人行/行旁/行某處。

	
	作成記録
	某手。



卅（三十）四年正月丁卯朔辛未，遷陵守丞巸敢言之：遷陵黔首〼
佐；均史、佐日有（又）泰（大）牴（抵）巳（已）備歸；居吏柀（頗）䌛（徭）使及〼
前後書，至今未得其代。居吏少不足以給事〼
吏。謁報，署主吏發。敢言之。
二月丙申朔庚戌，遷陵守丞　　巸敢言之[endnoteRef:515]：寫上〼 [515:  “丞”與“巸”以及背面最後一行“壽”與“陵”之間有較大的空隙，均容納一字左右。據張馳〈《里耶秦簡（壹）》所見簡牘編聯問題〉（中國文化遺產研究院、吉林大學、甘肅博物館、山東博物館編《中國簡牘學術研討會論文集》，濟南：2017年）的推測，本簡原與其它簡編聯，發送時避開編繩書寫相關記錄，因而造成此處空白。
  本簡記載遷陵縣所收到的原生文書和發出去的本地文書，本簡則是寫在收進文書上的草稿或副本。因此，上述編聯痕跡應與文書的保管有關，與收文時的原始形制有別。] 

旦，令佐信行。	8-0197正
報別臧（藏）。
正月辛未旦，居貲枳壽　　陵左行。　　〼	8-0197背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(上行文書)
	文書本體
	書出
	三十四年（213）正月丁卯朔辛未（05）、遷陵守丞の巸 (い)、敢えて之れを言う。

	
	
	本文
	状況説明
	
	
	遷陵が黔首【……】佐【……】[endnoteRef:516]、均史・佐は[endnoteRef:517]、日また大抵已 (すで)に備わりて歸り、居吏頗る徭使し及び【……】前後書【の如し（？）】今に至るも未だその代うる[endnoteRef:518]を得ず。居吏少く、以て給事するに足らず、【……。】 [516:  「遷陵黔首」が他所から差配される「均史、佐」と對置されるという文脈から推測するに、この一文は、「遷陵黔首不足以備史、佐（遷陵が黔首、以て史・佐を備うるに足らず）」等のように、遷陵縣の地元民のみでは、史や佐を賄うだけの勞働力が確保できないことを述べていると考えられる。]  [517:  均史・佐、つまり均史と均佐、傳世文獻と出土資料に他の用例が見えないが、御史等によって差配された史と佐と推測される。案ずるに、簡8-1277とJ1⑫2301には、「均佐の田□」と「均佐の召吾」が見えており、「田□」と「召吾」の出身地は、それぞれ北地郡の郁郅縣と蜀郡の臨邛縣となっている。一方、8-0755‐0759の記述からは、耕作等に必要な勞働力が不足した場合に、「治虜御史」から「徒」が「均を以て予 (あたえ)」えられることになっていた事實が判明している。「均」の字義については、「人民牛馬車輦之力政を均しくする」『周禮』地官の「均人」や前漢武帝期の「均輸法」と同樣に、地域閒の均衡がとれるように調整すること、つまり「ならす」・「ひとしくする」ことをいうと考えられる（簡8-0755-0759の注を参照）。金銭を対象に「執灋」が県間の調整を行い例は嶽麓秦簡（肆）の律令簡牘の次の記述に見られる。
308	●制詔丞相御史：兵事畢矣L，諸當得購賞貰責者，令縣皆亟予之。令到縣，縣各盡以見（現）錢，不禁
309	者，勿令巨辠（罪）。令縣皆亟予之。■丞相御史請：令到縣，縣各盡以見（現）錢不禁者亟予之，不足，各請其屬
310	所執灋，執灋調均；不足，乃請御史，請以禁錢貸之，以所貸多少爲償，久昜（易）期，有錢弗予，過一金，
311	貲二甲

なお、本簡に「日……備わりて歸（る）」とあることから、「均」に服役期閒の定めが伴ったことが判る。また、嶽麓秦簡（肆）の律令簡牘には、次のように、「均人史」（均人は均佐の誤りか）の一時帰還に関する規定が見える。
278	●□律曰：宂募、羣戍卒及居貲贖責戍者及宂佐史、均人史，皆二歲壹歸，取衣用，居家卅（三十）日。（後略）
●□律にわく、宂募・羣戍卒（「宂募の羣戍卒」？）、及び貲に居して責めを贖うに戍する者、及び宂佐史・均人史、皆な二歲ごとに壹 (ひと)たび歸り、衣用を取る。家に居ること三十日。
なお、嶽麓秦簡（伍）の律令簡牘に
050	並筭而以夬(決)具到御史者，獄數𧗵（率）之，嬰筭多者為殿，十郡取殿一郡└，奇不盈十到六亦殿一郡。 
051	亦各課縣└，御史課中縣官，取殿數如郡。殿者，貲守、守丞、卒史、令、丞各二甲，而令獄史均新地。

と
225	史各一甲 ，有（又）令獄佐史均故徼一歲。其故徼縣獄佐史，均地遠故徼，其新地縣獄佐史有約日者，奪日
226	一歲而勿均。           ·廷己八

という規定が見えることから、御史等による差配が一種の懲戒処分にも転換して用いられていることが推測される。]  [518:  代、初出。（文字通り代替のことをいうので、事項注よりも、日備・居吏の数と代替要員の調達の関係を中心に文意を案語風に説明するのがよかろう）。] 


	
	
	
	用件
	
	
	【……】吏【……。】

	
	
	附記
	
	謁うらくは、報ぜよ。主吏發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	
	
	書止
	敢えて之れを言う。

	
	附記
	集配記録
	正月辛未（05）旦、居貲の枳 (し)（縣）壽陵 (じゅりょう)（里）の左、行 (や)る。

	
	
	作成記録
	【某手す。】

	文書本體
	書出
	二月丙申朔庚戌（15）、遷陵守丞の巸、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	
	寫して上す。【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【／（某月）某日】旦、令佐の信、行 (や)る。

	
	作成記録
	【／某手す。】

	
	處理記録
	報は別に藏す[endnoteRef:519]。 [519:  藏、初出。（これも字義が自明に等しく、文書保管に関する案語に重点を置くべし）] 




元年八月庚午朔﹦（朔朔）日，遷陵守丞固敢言
之。守府書曰：上眞見兵[endnoteRef:520]，會九月朔日守府。●今上𤻮 [520:  此處疑脫一“簿”字。] 

書者一牒。敢言之。／九月己亥朔己酉，遷陵守丞固[endnoteRef:521]〼	8-0653正+9-1370[endnoteRef:522] [521:  “守”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（二）〉（簡帛網，20150623）補釋。]  [522:  本簡綴合據里耶秦簡牘校釋小組「《里耶秦簡（貳）》綴合補(二)」（http://www.bsm.org.cn/show_article.php?id=3094）。] 

敢言之：寫，重[endnoteRef:523]。之[endnoteRef:524]。贛手。／……[endnoteRef:525]〼 [523:  “寫”、“重”，原釋文、校釋均作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（二）〉（簡帛網，20150623）補釋，校釋二亦從何文。“寫重”辭例還見簡9-1111+9-0705+9-1426。]  [524:  “敢言”，原釋文、校釋作“□□”，參考何有祖〈讀里耶秦簡札記（二）〉（簡帛網，20150623），據文例補釋。]  [525:  “／……”，“贛手”下有斜杠和其他模糊墨跡，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。] 

……[endnoteRef:526]　　贛〼	8-0653背 [526:  “……”，背面左上方有模糊墨跡，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	添付書類
	【眞見兵……書者一牒】

	
	文書本體
	書出
	元年（209）八月庚午朔朔日、遷陵守丞の固、敢えて之れを言う。

	
	
	本文
	状況説明
	
	
	守府が書に曰わく、

	
	
	
	
	
	
	
	
	眞見兵[endnoteRef:527]を上せ。九月朔日に守府に會せよ。 [527:  
眞見兵、眞は……（簡8-0648注？参照）、見は現有の意（簡8-0560注？参照）、……初出。] 


	
	
	
	用件
	
	
	●今

	
	
	
	
	
	
	
	
	書に應ずる者一牒を上す。

	
	
	書止
	敢えて之れを言う。

	
	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人（某處に）行る。】[endnoteRef:528] [528:  本簡左上方有隱約墨跡，據文書格式，此處應有收發記録，疑被刮削。] 


	
	
	作成記録
	贛【手す。】

	文書本體
	書出
	九月己亥朔己酉（11）、遷陵守丞の固、敢えて之を言う。

	
	用件
	
	
	寫して重ぬ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	【／（某月）某日某時、某人（某處に）行る。】

	
	作成記録
	／贛手。｛筆跡の同異は判然とせず｝



廿（二十）八年七月戊戌朔乙巳，啓陵鄕趙敢言之：令﹦（令令）啓陵捕獻鳥，得明渠
雌一。以鳥及書屬尉史[image: 外字04]（㝼？）[endnoteRef:529]，令輸。[image: 外字04]（㝼？）不肎（肯）受，卽發鳥送書，削去 [529:  “（㝼？）”，原作從文從于，校釋作“文”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改正。“”，秦印常見字，用爲人名，也見於《奏讞書》簡210、《爲獄等狀》簡171等，後絕傳。字形結構似從交、從于，或爲“㝼”字異體，仍待後考。] 

其名，以予小史適﹦（適。適）弗敢受，卽詈適。┘巳（已），有（又）道船中出操栮〔楫〕以走趙。奊訽
詈趙。謁上獄治，當論﹦（論論）。敢言之。令史上見其詈趙。	8-1562正
七月乙卯，啓陵鄕趙敢言之：恐前書不到，寫上。敢言之。／貝手。
七月己未水下八刻，郵□以來[endnoteRef:530]。／敬半。　　貝手。	8-1562背 [530:  “郵人□”，原釋文、校釋作“□□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（上行文書）
	書出
	
	二十八年（219）七月戊戌朔乙巳（08）、啓陵鄕の趙、敢えて之れを言う。

	
	本文
	資料根據
	
	
	令、啓陵に令して獻鳥を捕えしむるに、明渠 (めいきょ)雌一を得たり。鳥及び書を以て尉史の㝼 (う)に屬 (しょく)し[endnoteRef:531]，令して輸 (おく)らしむ。㝼、受くるを肯ぜず、卽ち鳥送書[endnoteRef:532]を發 (ひら)き、其の名を削去し[endnoteRef:533]、以て小史の適に予 (あた)う。適、これを敢えて受けざれば、卽ち適を詈 (ののし)る。已にして又た船中より楫 (かじ)を出だして操 (と)り、以て趙を走らしむ[endnoteRef:534]。趙を奊訽 (けいこう)し詈れり。 [531:  屬、たのむ、付託すること。傳世文獻では多く「囑」に作る。『漢書』張良傳に
漢王之將獨韓信可屬大事，當一面。
漢王の將、獨 (た)だ韓信、大事を屬し、一面に當たらしむべし。
といい、顏師古注は、
屬，委也。音之欲反。
屬、委ぬる也。音は、之欲の反。
と訓ずる。]  [532:  鳥送書、鳥を送るの書（語順に留意！）。]  [533:  「その名」は、尉史の㝼 (う)自身の名前を指すと考えられる。すなわち、鳥送書という獻鳥の縣廷への輸送に關わる啓陵の文書には、尉史の㝼 (う)に輸送を委託することが記されており、輸送を拒否した㝼 (う)は、勝手にその文書から自分の名前を削り落とした。現代で言えば「公文書の變造」に當たるが、「削去」は秦律に定められた法律用語ではないので、本文書が問題にしているのは『二年律令』に明文規定がみえる奊訽と詈であろう（本簡注？參照）。]  [534:  走、はしる義から転じて、走らせる、追い拂う、驅逐すること。言辭による場合と武力による場合がある。『正字通』走部に、
走，訶斥使退
走、訶斥して退かしむるなり。
というのが前者、『史記』穰侯列傳に
秦使穰侯伐魏，斬首四萬，走魏將暴鳶，得魏三縣。
秦、穰侯をして魏を伐たしめ、首四萬を斬り、魏將暴鳶を走らしめ、魏より三縣を得。
というのが後者の事例と考えられる。] 


	
	
	主文
	
	
	謁うらくは、上して獄治し[endnoteRef:535]、當 (まさ)に論ずべくんば、論ぜよ。 [535:  獄治、獄もて治む、つまり正式な刑事事件として取り調べること。『漢書』孫寶傳には、
司隸寶奏故尚書僕射崇冤，請獄治尚書令昌。
司隸寶、故尚書僕射の崇が冤を奏し、尚書令昌を獄治せんことを請う。
と、『爲獄等狀四種』には、
212	（前略）發書，書類僞。𣪠（繫）官，有（又）撟（矯）爲私書，詣請□【□□。】
213	卽獄治求請（情）。（後略）
書を發き、書、僞りたるに類 (に)たり。（癸を）官に繫ぐるに、又た矯 (いつわ)りて私書を爲 (な)し、詣請□【□□す。】卽ち獄治して情を求む。
という用例が見える。「獄」は、動詞「治」を副詞的に修飾し、「獄訊」の「獄」と機能的・意味論的に同じ。『二年律令』簡508には、
508	（前略）諸乘私馬出，馬當復入而死亡，自言在縣官，縣官診及獄訊審死亡，皆【告】津關。（後略）
諸 (およ)そ私馬に乘りて（津關を）出で、馬、當 (また)に復 (ま)た入るべきに死亡せば、自ら在る（ところの）縣官に言え。縣官、（馬を）診 (み)及び（人を）獄訊して審 (つまび)らかに死亡せば、皆な津關に告げよ。
という。] 


	
	書止
	
	敢えて之れを言う。

	
	附記
	
	令史の上、その趙を詈るを見たり。

	
	作成記録
	
	／貝手す。

	文書本体
	書出
	七月乙卯（18）、啓陵鄕の趙、敢えて之れを言う。

	
	本文
	
	前書の到らざるを恐るれば、寫して上す。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	七月己未（22）、水下八刻、郵人の□[endnoteRef:536]、以て來る。／敬半 (ひら)く。 [536:  七月己未より八日閒遲い七月丙寅には、同じ啓陵鄕發信の文書（8-0767）の集配記録に、郵人の「敞」が見えており、未釋讀字は「敞」の可能性がある。] 


	
	作成記録
	貝手す。



〼□□
〼……□﹦不
〼……[endnoteRef:537] [537:  原釋文、校釋未釋此行，據圖版補釋。] 

〼之。／駔手。
〼言之。／堪手。	8-0076正
〼印[endnoteRef:538]…… [538:  “印”，原釋文、校釋未釋，據圖版補釋。] 

〼  敬手。	8-0076背
	文書構造
	釈文

	添付書類②
	文書本体
	書出
	【……。】

	
	
	用件
	
	【……】□□不【……。】

	
	
	書止
	【……。】

	
	附記
	集配記録
	【……。】

	
	
	作成記録
	敬手す。

	添付書類①(上行文書）
	文書本体
	書出
	【（某年）某月（某日朔）某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	
	本文
	
	
	【……】

	
	
	書止
	【敢えて】之れを【言う。】

	
	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人（某處に）行る。】[endnoteRef:539] [539:  “駔手”下有刮削痕跡，據文書格式，此處應有收發記録。] 


	
	
	作成記録
	／駔手す。

	文書本体
	書出
	【（某年）某月（某日朔）某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	用件
	
	
	【……】[endnoteRef:540] [540:  本簡には、三つの作成記録が見えており、文書本體のほかに少なくとも二つの文書が添付されていることが判る。また、文書本體が占める簡面は僅か一行弱に過ぎず、主文が極めて短いことも疑いない。そこから推測するに、主文は、「寫上」もしくは「寫上。謁報」という可能性が高いと考えられる。そうした可能性に基づいて、本簡を〇一甲h「寫上」型の末尾に附した。] 


	
	書止
	【敢えて】之れを言う。

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人（某處に）行る。】[endnoteRef:541] [541:  “堪手”下有刮削痕跡，據文書格式，此處應由收發記録。] 


	
	作成記録
	堪手す。

	附記（？）
	印……[endnoteRef:542]。 [542:  背面のこの行は、單なる附記ではなく、元獨立した文書を構成していた可能性も否定できない。その場合には、この行が「文書本體」であり、正面最後の行は「添付書類」という位置づけとなる。] 




廿（二十）八年七月戊戌朔朔日，遷〼
佐、史日備歸者，恆會八〼
令者。敢言之。	J1⑯2032正
〼酉，遷陵拔敢言之。〼
水下三刻隸臣□行□〼	J1⑯2032背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(上行文書)
	文書本體
	書出
	二十八年七月戊戌朔朔日、遷【陵の某、敢えて之れを言う。】

	
	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】佐・史の日備わりて歸る者を【……】、恆に八【月……】に會せよ

	
	
	
	用件
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	【……】令に當たる者【無し】。

	
	
	書止
	敢えて之れを言う。

	
	附記
	集配記録
	【……】

	
	
	作成記録
	【……】

	文書本體
	書出
	【……】酉、遷陵の拔、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	
	【……】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……】水下三刻、隸臣の□、□に行る。

	
	作成記録
	【……】







[bookmark: _Toc67253376]「敢告」類
基本書式①：「敢告＋以來」
単体文書（もしくは分離型複合文書）
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	某年某月某日朔某日，某職某人敢告某職某人。

	
	本文
	状況説明
	
	
	某書/某令曰：

	
	
	
	
	
	
	引文/摘要

	
	
	用件
	
	
	（●）問之：/今

	
	
	
	
	
	
	主文

	
	書止
	敢告某職某人。

	附記
	集配記録
	（某月）某日某時，某人以來。／某半/發。

	
	作成記録
	某手。


｛主文の特徵的表現：「令史可以云々」｝

一体型複合文書
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	文書本体
	文書の原本か写し（書式は文書の元通り）

	
	集配記録
	（某月）某日某時，某人以來/行/上廷。（／某半/發。）

	
	作成記録
	某手。

	文書本體
	書出
	某年某月某日朔某日，某職某人敢告某職某人。

	
	本文
	状況説明
	
	
	某書/某令曰：

	
	
	
	
	
	
	引文/摘要

	
	
	用件
	
	
	（●）問之：/今

	
	
	
	
	
	
	主文

	
	書止
	敢告某職某人。

	附記
	集配記録
	／（某月）某日某時，某人以來。／某半/發。

	
	作成記録
	／某手。


｛主文の特徵的表現：「令史可以云々」｝

遷陵縣
〼□，酉陽守丞又敢告遷陵丞主：令史曰：令佐莫邪自言：上造
〼□遣莫邪衣用錢五百未到遷陵。問：莫邪衣用錢巳（已）到
〼。問之：莫邪衣用錢未到酉陽。巳（已）騰書沅陵[endnoteRef:543]。敢告主。	8-0647正 [543:  沅陵，秦縣名，洞庭郡治所在。見《漢書》地理志，屬武陵郡，治今湖南省沅陵縣南。洞庭郡治所在地參看青木俊介〈洞庭郡治小考〉（中國古代簡牘の橫斷領域的研究HP，2014年11月17日）。] 

〼刻，隸妾少以來。／朝半。 彼死手。	8-0647背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔□】□、酉陽守丞の又 (ゆう)、敢えて遷陵丞主に告ぐ。

	
	本文
	状況説明
	
	
	令史[endnoteRef:544]曰わく、 [544:  令史、婉曲表現としては初出、官職名担当。注案：
令史、……（簡8-1518+8-1490注？参照）、ここでは県の長吏を指す婉曲表現として用いられる。里耶以外に同様な用法があれば、引用。「卒人」との類似性に言及すべし。] 


	
	
	
	
	
	
	令佐の莫邪、自言すらく、

	
	
	
	
	
	
	
	上造[endnoteRef:545]【……】□、莫邪の衣用錢[endnoteRef:546]五百を遣るも未だ遷陵に到らず。 [545:  上造、秦漢の爵名の一つ（簡8-2149+8-2121注？参照）。陳述が通常本人の身分に関する記述から開始されることから、「上造」は、申請人の莫邪の保有する爵位と考えられる。]  [546:  初出。（衣用銭の「仕送り」については簡J1⑫2301（鈴木┘ジュメ「里耶秦簡『選編』その3」１頁を参照）] 


	
	
	
	
	
	
	問うらく、

	
	
	
	
	
	
	
	莫邪の衣用錢、已に【酉陽に】到る【や……。】

	
	
	用件
	
	
	之れを問うに[endnoteRef:547]、 [547:  案語（文書構造）｛二つの「問」字が紛らわしいほか、令史もどこの令史を指すかは一般の読者には必ずしも判らない→次の事項に分けて文書の構造を説明すべし
・「令史」＝遷陵丞主の婉曲表現
・「問うらく」＝遷陵から酉陽に宛てた質問（この理解に基づいて「【酉陽に】」を補った）
・「之れを問うに」＝酉陽における調査の結果。
・酉陽は、同じ酉水に沿って遷陵県の東隣。そこから酉水を下って沅水に入ると、沅陵県に至るので、酉陽は、沅陵から遷陵への輸送の中間地点に位置する。沅陵から発送された衣用銭が遷陵に到着にしなかったので、中間地点に問い合わせて所在を調査していると考えられる。] 


	
	
	
	
	
	
	
	莫邪の衣用錢、未だ酉陽に到らず。

	
	
	附記
	
	
	已に書を沅陵[endnoteRef:548]に騰 (つた)えたり。 [548:  沅陵、地名担当。
案語（文意）｛洞庭郡治の沅陵県への言及は、令佐の莫邪が郡外から転入し郡経由で家族からの送金が行われるためか。莫邪が文書発信の当時遷陵県に勤務していたことにも言及すべし。｝] 


	
	書止
	敢えて主に告ぐ。

	附記
	集配記録
	【（某月）某日、水……】刻、隸妾の少、以て來る。／朝半 (ひら)く。

	
	作成記録
	彼死手す。



〼□敢告遷陵丞主﹦（主：主）曰：當歸。   今巳（已）[endnoteRef:549]。	8-0751背+8-0702正[endnoteRef:550]	【説明】正背面書寫順序相反。{背面（8-0751正+8-0702背）見二一“律令”，筆跡與正面不同。} [549:  「當歸今已」が簡末に二行に分かれて詰めて書かれている。それは、本簡が單獨で用いられたためか、事後訂正の痕跡であるためと推定される。前者の場合には、最初から送達記錄と作成記錄が記されなかった可能性が高いが、長さからして、欠けている上方には、曆日が書かれていたと推測されるので、〇一乙dの特殊書式①とも差異が認められる。なお、簡の背面には、本文書と無關係な律令が上下を逆さにして書寫されているが、書寫の前後關係は必ずしも確定できない。]  [550:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の】□、敢えて遷陵丞主に告ぐ。

	
	本文
	状況説明
	
	
	主曰わく、

	
	
	
	
	
	
	
	當に歸すべし。

	
	
	用件
	
	
	今

	
	
	
	
	
	
	
	已みたり。

	
	書止
	-

	附記
	集配記録
	-

	
	作成記録
	-



〼敢告遷陵丞主：〼	8-2266
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某】、敢えて遷陵丞主に告ぐ。

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて主に告ぐ。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人、以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼遷陵主：守府迺卅（三十）[endnoteRef:551]〼	8-1229[endnoteRef:552] [551:  卅（三十）字原缺釋，據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（八則）〉補釋。“遷陵主守府”，何有祖解釋爲“似指遷陵縣縣府的主事吏員”，又說“此外還有可能斷作‘遷陵主：守府廼丗’，這裏是‘遷陵主’在提及‘守府’某年如何如何，‘遷陵主’ 後疑省‘曰’”，後者近是。“遷陵主”又見簡8-2160，應係“敢告”類平行文書的開頭詞，“主”字前或脫“丞”一字，全文卽爲“某敢告遷陵主”或“某敢告遷陵丞主”；“守府廼丗”下應有“年某書/令曰”等字樣，係本文書的資料依據。]  [552: 何有祖〈里耶秦簡牘綴合（八則）〉（簡帛網，2013年5月17日）將此簡與簡8-0259綴合，但碴口、墨跡、行款、文例等均不合。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、敢えて】遷陵主に【告ぐ。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	守府、迺 (さる)[endnoteRef:553]三十【……。】 [553:  迺、「廼」・「乃」にも作り、近稱の時閒代名詞、過ぎ去った最も近い時點を指す。例えば、里耶秦簡9-0982に、「三十年九月丙辰朔己巳」の時點で「迺 (さる)甲寅」というのは、「丙辰朔」と「己巳」との閒に「甲寅」がないので前の月の「八月甲寅」を、簡8-0143+8-2161+8-0069に「三十四年九月癸亥朔乙酉」の時點で「迺 (さる)四月乙未」というのは、同年の「三十四年四月乙未」を指す。「迺某年」の用例は、西北漢簡に見えており、一年以上隔てた年や二つの年號に跨る場合がある。例えば、肩水金關漢簡の簡73EJH1:3は、「神爵三年六月己巳朔乙亥」の時點で「迺神爵元年十一月庚午」、居延漢簡の簡118.17は「元康四年二月己未朔乙亥」の時點で「迺元康二年五月癸未」と、同簡3.14は「甘露元年六月」以降の時點で「迺五鳳四年五月中」と稱する。] 


	
	
	用件
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて主に告ぐ。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人、以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】

	
	作成記録
	【某手す。】



一体型複合文書
廿（二十）五年九月乙酉朔〼
曰：受蓬鐵權〼
蓬定以付遷[endnoteRef:554]〼 [554:  “陵”，原釋文、校釋作“□”，據文例和殘留筆畫補釋。] 

九月丁亥，蓬丞章[endnoteRef:555]〼	8-0109+8-0386[endnoteRef:556] [555:  “敢”，原釋文、校釋作“□”，據文例和殘留筆畫補釋。]  [556:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（上行文書）
	文書本體
	書出
	二十五年九月乙酉朔【某日、某職の某、敢えて之れを言う[endnoteRef:557]。】 [557:  案語（残欠は文書構造に関する推定に基づくので、文書構造について次の三点を説明すべし。
・添付書類の発信者は蓬の県官（→「敢言之」）
・根拠資料は、県からの問い合わせ若しくは依頼の文書（→【……】曰＝遷陵曰）
・蓬丞章の文書の受信者は遷陵県。（→敢告遷陵丞主）] 


	
	
	本文
	資料根據
	
	
	【遷陵（？）】曰わく、

	
	
	
	
	
	
	
	蓬より鐵權【……を】受け【……。】

	
	
	
	用件
	
	
	
	【……】蓬定めて以て遷陵に付し【……。】

	
	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	
	附記
	集配記録
	-

	
	
	作成記録
	【某手す。】

	文書本體
	書出
	九月丁亥（03）、蓬丞の章、敢えて【遷陵丞主に告ぐ。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて主に告ぐ。】

	附記
	集配記録
	【／（某月）某日某時、某人、以て來る。／某半 (ひら)く。】

	
	作成記録
	【／某手す。】



……〼[endnoteRef:558] [558:  本簡第一行有殘勒墨跡，疑爲刮削殘留，原釋文、校釋失釋。第二行省略紀年和朔日，疑第一行原載有紀年的先行文書，很有可能是新武陵縣下屬鄕或縣官的“敢言之”類文書。] 

十月辛丑，新武陵丞□〼	8-0994
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	……。

	文書本體
	書出
	十月辛丑、新武陵[endnoteRef:559]丞の□、【敢えて遷陵（丞）主/某縣主[endnoteRef:560]に告ぐ。】 [559:  新武陵、地名担当。]  [560:  本文書の受信者が殘缺しており、遷陵縣以外の可能性も否定できないが、遷陵縣廷に附屬すると考えられる井戶から出土する文書は、異處簡等の特殊な事情がなければ、原則として遷陵縣を發信者か受信者とするので取り敢えず遷陵縣受信文書の末尾に附した。] 


	
	本文
	状況説明
	
	
	【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて主に告ぐ。】

	附記
	集配記録
	【／（某月）某日某時、某人、以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】

	
	作成記録
	【／某手す。】



[bookmark: _Hlk516316802]〼布（？）三千三百[endnoteRef:561]，輸臨﹦沅﹦（臨沅，臨沅）移遷[endnoteRef:562]〼 [561:  “布”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。]  [562:  “遷”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

[bookmark: _Hlk524727798]〼百九十一。其以書到時亟[endnoteRef:563]〼	9-0036正 [563:  “亟”，原釋文作“□”，據校釋補釋。] 

〼□。敢告主。　　〼	9-0036背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（下行文書）
	文書本體
	書出
	【某年某月某日、洞庭郡（？）の某、縣嗇夫に謂う。】

	
	
	本文
	資料根據
	
	
	【……】布三千三百、臨沅に輸る。臨沅、遷【陵】に移し【……】百九十一【……。】

	
	
	
	用件
	
	
	其れ
書の到るの時を以て亟やかに【……せよ】

	
	
	書止
	【它は律令が如くせよ。】

	
	附記
	集配記録
	【……。】

	
	
	作成記録
	【……。】

	文書本體
	書出
	【某月某日、某縣の某、敢えて遷陵丞主に告ぐ。】

	
	本文
	
	
	【……】□。

	
	書止
	敢えて主に告ぐ。

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼戶（？）發[endnoteRef:564]。敢言之。三月庚寅，江陰	[endnoteRef:565]	9-0144 [564:  “戶”，原釋文作“□”，據圖版補釋。]  [565:  “陰”，原釋文作“陵”，據圖版改釋。“江陰”或係“江陵”之誤（或“江陵陰”脫“陵”字），或係不見文獻的縣名。江陵誤作“江陽”之例見9-0628。另外，下一行上端有縱向黑綫，或係墨跡。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（上行文書）
	文書本體
	書出
	【某年某月某日、某鄕の某、敢えて之れを言う】

	
	
	本文
	
	
	【……。】

	
	
	附記
	
	
	【……。主】戶發け【と署せ】。

	
	
	書止
	敢えて之れを言う。

	
	附記
	集配記録
	【……。】

	
	
	作成記録
	【……。】

	文書本體
	書出
	三月庚寅、江陰【……、敢えて遷陵丞主に告ぐ。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



它縣[endnoteRef:566] [566:  以下は、發信者と受信者とが共に遷陵以外の縣に屬する「敢告」類の文書を揭げる。出土地點の遷陵縣との關連性がないため、一種の異處簡と見ることができる。發信者と受信者が二つの縣に分かれる縣閒の往來文書が一通と、它縣縣廷から同縣縣尉に宛てた縣内の往來文書が二通ある。三通の中で二通が「騰眞書」と關わりを有することは必ずしも偶然とは言えないが、殘缺のため具體的な情況は未詳。] 

分離型複合文書
八月乙巳朔己未，門淺輗丞〔丞輗〕敢告臨沅丞主[endnoteRef:567]：騰眞書。當騰﹦（騰，騰）。敢告 [567:  門淺，秦縣名，又見於簡8-0159、簡9-0712＋0758，似爲洞庭郡下屬縣，但地望未詳。何旭紅〈對長沙穀山被盜漢墓漆器銘文的初步認識〉（《湖南省博物館館刊》第6輯，嶽麓書社，2009年）疑漢初屬長沙國。
輗丞，應係“丞輗”之筆誤。“丞”爲官職，“輗”人名。] 

主。／定手。　　✓	8-0066正+8-0208正[endnoteRef:568] [568:  本簡綴合據校釋一。] 

十月丁卯，水十一刻下九，都郵〖人〗士五（伍）續以來[endnoteRef:569]。／謝發。　　十四	8-0066背+8-0208背 [569:  “續”與“以”之前有一個墨點，或疑爲合文符號殘形。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【眞書】

	文書本體
	書出
	八月乙巳朔己未（15）[endnoteRef:570]、門淺丞の輗 (げい)、敢えて臨沅丞主に告ぐ。 [570:  秦国遷陵県の存続期間中、八月乙巳朔は、三十二年（215）にのみ見えており、己未はその十五日に当る。背面に見える集配記録の「十月丁卯」という暦日はその約二か月後の三十三年（214）の十月二十四日を指す。
本簡は、背面の送達記錄の位置から、正面の上端および右側は完形と斷定できるが、文書冒頭の曆日に紀年がないのはやや變則的である。理由としては、「眞書」に記されている紀年を本文書の紀年と見なしていた可能性が考えられる。] 


	
	用件
	
	
	眞書を騰 (つた)う。

	
	附記
	
	
	當に騰 (つた)うべきは、騰 (つた)えよ。

	
	書止
	敢えて主に告ぐ。

	附記
	集配記録
	十月丁卯（24）、水十一刻、下九、都郵人の士伍の續、以て來る。／謝發 (ひら)く。  

	
	作成記録
	／定手す。／

	消し忘れ
	…十四…



遷陵鄕官[endnoteRef:571] [571:  以下は、發信者と受信者とが共に遷陵縣配下の官と鄕に屬する「敢告」類の文書を揭げる。二通ある中、一通は倉、一通は司空を受信者とするが、出土地點の井戶が遷陵縣に付屬すると推定されることから、これらを一種の異處簡と見ることができる。倉と司空が縣廷に隣接し、簡牘の廢棄に縣廷と同じ井戶を使用していた可能性も理論上は存在するが、目下公表されている簡牘から判斷する限りそうした想定はあまり現實的ではなく、むしろ個別的な事情により縣廷の廢棄簡牘に紛れてしまった例外的事例と考えるのが穩當であろう。] 

〼陵鄕守恬敢告倉主：
〼□可以癸未定薄（簿）。	8-2243+8-2022正[endnoteRef:572] [572:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（六則）〉（簡帛網，2012年12月24日）。] 

〼  恬手。	8-2022背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、啓】陵鄕守の恬 (てん)、敢えて倉主に告ぐ。

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	
	【……】□【……、】癸未を以て簿を定むべし[endnoteRef:573]。 [573:  可、婉曲表現。] 


	
	書止
	【敢えて主に告ぐ。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人、以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】

	
	作成記録
	恬 (てん)手す。



卅（三十）年十月辛卯朔乙未，貳春鄕守綽敢告司空主
﹦（主：主）令鬼薪軫┘、小城旦乾人爲貳春鄕捕鳥及羽﹦（羽。羽）皆巳（已）
備。今巳（已）以甲午屬司空佐田，可定薄（簿）。敢告主。	8-1515正
十月辛丑旦，隸臣良朱以來。／列半。  邛手。	8-1515背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	三十年（217）十月辛卯朔乙未（05）、貳春鄕守の綽 (しゃく)、敢えて司空主に告ぐ。

	
	本文
	状況説明
	
	
	主、鬼薪の軫・小城旦の乾人 (けんじん)に令して、貳春鄕が爲に鳥及び羽[endnoteRef:574]を捕えしむ。羽皆な已に備われり。 [574:  羽、初出。（鳥も羽を取るためか。それとも簡8-1562のように「献鳥」か。羽についても、遷陵県現地での矢の生產のために消費するほか、献上が考えられる。）] 


	
	
	用件
	
	
	今

	
	
	
	
	
	
	
	已に甲午（04）を以て司空佐の田に屬 (しょく)したれば、簿を定むべし。

	
	書止
	敢えて主に告ぐ。

	附記
	集配記録
	十月辛丑（11）、旦、隸臣の良朱、以て來る。／列半 (ひら)く。

	
	作成記録
	邛手す。



元年六月辛未朔丁酉，少内壬敢告司=〼
從事懸官二歳[endnoteRef:575]。今爲校券一，移。可定以〼 [575:  9-0097：起贖䙴當從事縣官二歳爲錢〼（【説明】右側刻齒爲「四千一百」，以下殘斷。）本簡には人名の「起」がみえるが、9-0097の「起」も人名で同じ人物か。然りとすれば、本簡は、県廷にいる「起」の贖遷の処理に関する記述をもち、金銭で納入できなかったため、居作のため、少内が司空に「受計」させ、その処理について、県廷にいる「起」に配慮して、親展の形で控えを送ったのだろうか。] 

計。計元年。勿令樛〔謬〕。令自行書，丁酉起。〼	9-0035正
六月戊戌，日中，佐騍以來[endnoteRef:576]。／起發。〼	9-0035背 [576:  “騍”，原釋文作“絨”，校釋二作“”，參照9-0206辭例，據圖版改釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	元年六月辛未朔丁酉、少内の壬、敢えて司【空主】に告ぐ。

	
	本文
	状況説明
	
	
	司【空主……】懸官に從事する二歳。

	
	
	用件
	
	
	今

	
	
	
	
	
	
	
	校券一を爲 (つく)り、移す。可定めて以て【……】計に【受く】べし。元年に計 (かぞ)えよ。
令して謬 (あやま)らしむることなかれ。

	
	
	附記
	
	
	令して自ら書を行らしめ、丁酉に起てり。

	
	書止
	【敢えて主に告ぐ。】

	附記
	集配記録
	六月戊戌、日中、佐の絨、以て來る。／起發く。

	
	作成記録
	【某手す。】



基本書式②：「敢告＋行」
単体文書（もしくは分離型複合文書）
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	某年某月某日，某職某人敢告某職某人。

	
	本文
	状況説明
	
	
	某書/某令曰：

	
	
	
	
	
	
	引文/摘要

	
	
	用件
	
	
	（●）問之：/今

	
	
	
	
	
	
	主文

	
	書止
	敢告某職某人。

	附記
	集配記録
	某月某日某時，某人行/上廷。

	
	作成記録
	某手。


｛主文の特徵的表現：「令史可以云々」｝

一体型複合文書
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	文書本体
	文書の原本か写し（書式は文書の元通り）

	
	集配記録
	（某月）某日某時，某人以來/行/上廷。（／某半/發。）

	
	作成記録
	某手。

	文書本體
	書出
	某年某月某日朔某日，某職某人敢告某職某人。

	
	本文
	状況説明
	
	
	某書/某令曰：

	
	
	
	
	
	
	引文/摘要

	
	
	用件
	
	
	（●）問之：/今

	
	
	
	
	
	
	主文

	
	書止
	敢告某職某人。

	附記
	集配記録
	／某月某日某時，某人行/上廷。

	
	作成記録
	／某手。


｛主文の特徵的表現：「令史可以云々」｝

它縣
卅（三十）二年四月丙午朔甲寅，遷陵守丞色敢告酉陽
丞主：令史下絡帬（裙）直（值－置）書巳（已）到。敢告主。	8-0158正[endnoteRef:577] [577:  或與8-0152正構成冊書。] 

四月丙辰旦，守府快行旁。　欣手。	8-0158背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	三十二年（215）四月丙午朔甲寅（09）、遷陵守丞の色、敢えて酉陽丞主に告ぐ。

	
	用件
	
	
	
	
	令史の下せし絡裙[endnoteRef:578]が置 (はか)らいの書[endnoteRef:579]、已に到れり。 [578:  絡裙、初出。（裙は簡8-0152に見えるから。注の書き出しは次の通り：
絡裙、絡は、粗絮、裙は或いは肌着の意（簡8-0152注？参照）、……。]  [579:  案語（文意）。簡8-0152・8-0159・8-0153との関連を指摘し、「絡裙置書」の指すところを説明した上、本簡にみえる伝達経路について解説。（郡と県の間には、他の県を伝ってリ┘ー式に送られる場合と郡から直接に県に送られる場合があり、本簡は「絡裙置書」が郡内ではリ┘ー式に逓送されたことを示す。）
なお、「絡裙置書」の文法構造は、簡8-1562の「鳥送書」に同じ（つまり修飾句の「絡裙置」と「鳥送」は何れも通常の語順と逆に目的語を動詞の前に置いている）] 


	
	書止
	敢えて主に告ぐ。

	附記
	集配記録
	四月丙辰（11）、旦、守府の快、旁（曹）に行 (や)る。　

	
	作成記録
	欣 (きん)手す。｛筆跡は判然とせず。｝



〼敢告襄城丞主[endnoteRef:580]：	8-0975正 [580:  簡1477+1141記載尉廣要求遷陵縣“告襄城”的上行文書，或與本簡有關。簡8-1477+1141似被人爲裁斷，也不能排除簡8-0975原與簡8-1477+1141屬相同簡牘的可能性。若然，簡8-0975則應位於簡8-1141左側。] 

〼府陽行旁。[endnoteRef:581]〼	8-0975背 [581:  “旁”，原釋文作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。校釋失收背面簡文。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、遷陵某職の某人】、敢えて襄城丞主に告ぐ。

	
	用件
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて主に告ぐ。】

	附記
	集配記録
	【某月某日某時、守】府の陽、旁（曹）に行れり。｛筆跡の同異は判然とせず｝



一体型複合文書
〼月癸卯朔丁巳[endnoteRef:582]，尉守〼 [582:  “月”，原釋文、校釋作“□”，據圖版和文例補釋。“卯”，原釋文、校釋作“□”，施謝捷《里耶秦簡釋文稿》據殘畫推定。] 

〼□□書物色[endnoteRef:583]，恆〼 [583:  “書”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（七）〉（簡帛網、2015年10月27日）補釋。] 

〼□　　〼	8-0085正
〼□□□澯（？）[endnoteRef:584]赤色□〼 [584: 　“澯”， 原釋文、校釋作“□”，參考施謝捷《里耶秦簡釋文稿》疑其爲“粱”，據圖版補釋。其上三字或疑爲“遣詣之”。] 

〼午[endnoteRef:585]，遷陵守丞都敢告尉（？）[endnoteRef:586]〼 [585:  “午”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。]  [586:  “尉”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（七）〉（簡帛網、2015年10月27日）補釋。] 

〼……〼	8-0085背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（上行文書）
	文書本體
	書出
	【三十三年（214）十二】月癸卯朔丁巳（15）[endnoteRef:587]、尉守【の某敢えて之れを言う。】 [587:  年月は遷陵守丞都の経歴により補った。案ずるに、始皇二十五年以降で癸卯朔となるのは二十七年九月・三十三年十二月・元年正月であるが、都という人物は、9-795（年代不詳）に令史であったとおぼしい記載があるほかは、いずれも守丞として登場し、その時期は三十二年九月から三十三年五月に集中している。よって、本簡の年月は三十三年十二月と判断できる。（青木教示・目黒作成）] 


	
	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】□□書物色，恆【……。】

	
	
	
	主文
	
	
	【……】□□□澯赤色□【……。】

	
	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	
	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時，某人以來/行/上廷。（／某半/發。）】

	
	
	作成記録
	【某手。】

	文書本體
	書出
	【十二月戊/庚】午（16/28）、遷陵守丞の都、敢えて尉【主】に告ぐ。

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて主に告ぐ。】｛筆跡の異同は判然とせず。｝

	附記
	集配記録
	【／（某月）某日某時、某人、行 (や)る。】

	
	作成記録
	【／某手す。】



計，以具付器計，廿（二十）八年不來報。敢言之。／十一月乙（？）丑（？），遷陵[endnoteRef:588]〼 [588:  “十一月乙（？）丑（？）遷陵”， 原釋文、校釋作“□□□□□□”，據圖版和文例補釋。] 

寫移。令史可以律令從事。敢告〼	8-0021（？）
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（上行文書）
	文書本體
	書出
	【二十九年十一月某日朔某日、某職の某、敢えて之れを言う。】

	
	
	本文
	
	
	【……】計を【……して】、以て具 (つぶさ)に器計を付するも、二十八年は、來報せず[endnoteRef:589]。 [589:  案語（文意）。「付計」の仕組みが分かりにくいので、「来報」と「付計」の関係を説明すべし。] 


	
	
	書止
	敢えて之れを言う。

	
	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時，某人以來。（／某半/發。）。】

	
	
	作成記録
	【某手。】

	文書本體
	書出
	十一月乙丑（29）[endnoteRef:590]、遷陵【の某、敢えて……に告ぐ。】 [590:  添付書類の文書において二十八年の計を議論していることから、本文書の発信暦日である「十一月乙丑」は、二十九年十一月二十九日と推定される。（目黒作成）] 


	
	本文
	
	
	寫移す。令史、律令を以て從事すべし。

	
	書止
	敢えて【主に】告ぐ。

	附記
	集配記録
	【／（某月）某日某時、某人、行 (や)る。】

	
	作成記録
	【／某手す。】



〼書酉陽。今
〼告酉陽以次	J1⑯2022正
〼史可論言夬。〼
〼隸臣起行。
〼痤手。	J1⑯2022背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	文書本體
	書出
	【某年某月某日、某官/鄕の某、敢えて之れを言う。】

	
	
	本文
	状況説明
	
	
	……書を酉陽に【傳えよ。】

	
	
	
	主文
	
	
	今

	
	
	
	
	
	
	【……謁うらくは……】酉陽に告げ、次を以て【……。】

	
	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	
	附記
	集配記録
	【……】

	
	
	作成記録
	痤手す。

	文書本體
	書出
	【（某年）某月某日、遷陵の某、敢えて酉陽丞主に告ぐ。】

	
	本文
	
	
	【……令】史、論じ、夬（決）を言うべし。【……】

	
	書止
	【敢えて告ぐ。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、】隸臣の起、行る。

	
	作成記録
	【某手す。】



今……
（正面）

……隸臣の起行く。。
……　　（背面）

遷陵縣尉
卅二年四月丙午朔辛未，遷陵守丞色敢告尉主：尉橐〼[endnoteRef:591] [591:  按照一尺的標準長度，此下應缺大約三字，據福的官職“貳春鄕守”（見8-2014正），可以擬補“貳鄕守”。（“貳鄕”卽“貳春鄕”簡稱，可參看簡8-1255+8-1323+8-1207等。）] 

淄皆有論。以書到時，定名吏（事）里、它坐，訾遣詣廷，以〼[endnoteRef:592] [592:  按照一尺的標準長度，此下應缺大約三字，據文意，可以擬補“定”等表示處罰橐、福的單字和與下一行“□發”對應的“署主”兩字。] 

〼□發。　　[endnoteRef:593]〼	J1⑫1786+8-2260[endnoteRef:594] [593:  “□發”墨跡非常淡，疑此下空白處原也有字跡。]  [594:  本簡綴合據里耶秦簡牘校釋小組（執筆人：魯家亮）〈新見里耶秦簡牘資料選校（三）〉（簡帛網，2015年8月7日）] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	三十二年（215）四月丙午朔辛未（26）、遷陵守丞の色、敢えて尉主に告ぐ。

	
	本文
	状況説明
	
	
	尉の橐 (たく)[endnoteRef:595]・【……】淄、皆な論有り。 [595:  橐、人名、尉は官職名。實質的には受信者の尉主と同一の人物となるが、「尉主」が、官職名の「尉」と敬称の「主」からなる正式な受信者表記であるのに對し、「尉橐」は、現にその職務を担当している橐という人の正確な身分表記と考えられる。類似した狀況は、簡8-0770の「啓陵鄕嗇夫」と「鄕守恬」とに認められる。] 


	
	
	用件
	
	
	書到るの時を以て、名事里・它坐を定め、訾 (はか)りて遣わして廷に詣 (いた)らしめ、以て【定めしめよ。】

	
	附記
	
	
	【主】□發 (ひら)け【と署 (しる)せ。】

	
	書止
	【敢えて主に告ぐ。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人、行 (や)る】

	
	作成記録
	【某手す。】



一体型複合文書
〼亥朔辛丑，琅邪叚（假）守〼　　〼[endnoteRef:596]敢告内史、屬邦、郡守主：琅邪尉徙治卽默（墨）[endnoteRef:597]〼 [596:  “守”與“敢”之間有殘缺，能容納一字，應爲琅邪假守人名；原釋文、校釋作“□”，據體例改正。]  [597:  卽默，似爲秦縣名。校釋云：“應卽‘卽墨’，縣名。《漢書》地理志屬膠東郡，治在今山東平度東南。] 

琅邪守四百卅（三十）四里。卒〖人〗可令縣官有辟、吏卒衣用及卒有物故當辟徵遝〼
告琅邪尉[endnoteRef:598]，毋告﹦琅﹦邪﹦守﹦（告琅邪守。告琅邪守）固留費，且輒卻論吏當坐者。[它如律令]。敢告[endnoteRef:599]〼 [598:  “人”，原釋文、校釋未補，據文意補釋。“卒人可云云”見簡8-0293+8-0061+ 8-2012，係對郡級長官的婉轉表述。]  [599:  “告”，原釋文、校釋作“□”，據圖版和文例補釋。] 

郡一書。●以蒼梧尉印行事。／六月乙未，洞庭守禮謂縣嗇夫：聽書從事。都
[bookmark: _Hlk66708844]官、軍吏在縣畍（界）中者[endnoteRef:600]，各告之。新武陵別四道，以次傳別書。寫上洞庭	8-0657正 [600:  “都”、“官”，原釋文、校釋均作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（二）〉（簡帛網，20150623）補釋。] 

尉。皆勿留。〖它如律令。〗／葆手。
／驕手。／八月甲戌，遷陵守丞膻之敢告尉官主：以律令從事。傳別書
貳春，下卒長奢官。／畸手[endnoteRef:601]。／丙子旦食，走郵行。　　〼 [601:  “畸”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（二）〉（簡帛網，20150623）補釋。] 

八月庚午水下五刻[endnoteRef:602]，士五（伍）宕渠道來邑疵以來[endnoteRef:603]。／朝半。 　　洞〼	8-0657背[endnoteRef:604] [602:  “八”，原釋文、校釋作“□”，據圖版和文意補釋。]  [603:  “來”，原釋文作“□”，校釋作“平”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改釋。]  [604:  有關本文書的結構、筆跡異同以及轉抄複本等關係，單育辰已有詳細描述，參看育辰已〈里耶秦公文流轉研究〉（《簡帛》第９輯）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類②（琅邪守文書）
	文書本體
	書出
	【二十八年（219）五月己[endnoteRef:605]】亥朔辛丑（03）、琅邪假守の【□】、敢えて内史・屬邦・郡守[endnoteRef:606]が主に告ぐ。 [605:  「本簡には、①「〼亥朔辛丑」、②六月乙未、③八月甲戌、④八月丙子、⑤八月庚午という五つの曆日がみえる。⑤は殘缺のため先頭の一文字は從來釋讀されていなかったが、わずかに殘った筆畫から「八」と推定し得る。これを手がかりに、まず③④⑤の曆日に注目し、齊國が郡縣化された始皇帝二十六年以降、二世元年の閒で、八月に庚午・甲戌・丙子が含まれる年を絞り込むと、二十六年・二十八年・二十九年・三十五年・三十六年・三十七年・二世元年となる。次に②に注目し、絞り込まれた七つの年に對し、その年の六月に乙未が含まれるという條件を檢討すると、適合するのは二十八年のみとなる。二十八年は五月が己亥朔となり、①にも合致する。從って、當該簡は始皇帝二十八年の文書と考えることができる。
　なお鄭威「里耶簡牘所見秦卽墨考」（『江漢考古』2015―5）は、①②③④の條件を檢討して始皇帝二十七年と二十八年に絞り込み、二十七年八月は甲戌朔となることから、③が「朔日」ないし「甲戌朔」と書かれていないのは、甲戌が朔日ではなかったためと考え、二十七年の可能性を排除して二十八年と結論している。
｛⑤が判る以上、別の形でも暦日の計算上二十八年以外の可能性を全て排除することができる。先ず、その月が辛丑の日を含み且つ朔日が「亥」字を含む情況から、昨日は己亥・丁亥・乙亥に限られ、二十五年以降で、六月以前の朔日がその条件を満たすのは、二十八年五月（己亥朔）・二十五年五月（丁亥朔）・三十年六月（丁亥朔）・二十七年四月と六月（乙亥朔）・元年10月（乙亥）のみである。それぞれの年について六月と八月の朔日を調べると、二十五年六月は丙辰朔で、乙未の日を含まない。二十七年八月は甲戌朔で、庚午を含まず、三十年と元年の八月はそれぞれ丙戌朔と庚午朔で、庚午・甲戌・丙子の何れの日も含まない。残りの二十八年八月は戊辰朔で、庚午・甲戌・丙子はそれぞれ初三日・初七日・初九日に当る。干支に序数を附して表に纏めると次のようになる。

]  [606:  郡守、官職名担当。（太守は簡8-0652+8-0067に既出なので、郡守＝郡の太守と説明すれば充分。もちろん太守という名称の由来を、守官等と関連付けて説明できるならそれに越したことはないが、史料的に難しいかもしれない。）] 


	
	
	本文
	状況説明
	
	
	琅邪尉、治[endnoteRef:607]を卽墨に徙し、【……】琅邪守[endnoteRef:608]より【……】四百三十四里。 [607:  治、初出。（郡尉の治はすなわち簡8-1517に見える「尉府」。また「治所」（簡8-2149+8-2121注？参照）が臨時の執務場所を指すのに対し、治は恆常的執務場所）]  [608:  琅邪守、琅邪郡の太守、ここでは、太守府、つまり郡治の所在地を指す。……官職名担当（漢代の郡治と卽墨からの距離（「四百三十四里」）とで秦代の郡治が確定もしくは推定できれば、それに関する説明を加えるべし）] 


	
	
	
	用件
	
	卒人[endnoteRef:609]は、縣官に令して、辟する[endnoteRef:610]こと、吏卒の衣用及び卒 (そつ)に物故有り當 (まさ)に辟・徵・遝 (とう)すべき有らば【……】琅邪尉に告げしむべく、琅邪守に告ぐるなかれ。琅邪守に告げば、固より留費し、且つ輒 (ただ)ちに卻けて[endnoteRef:611]吏の當 (まさ)に坐すべき者[endnoteRef:612]を論ぜん。 [609:  卒人、郡級長官の部下、轉じて脇付のごとく長官を直接名指しせず呼ぶ婉曲表現。『論衡』謝短篇には、
兩郡移書曰「敢告卒人」，兩縣不言，何解？
兩郡、書を移すに「敢えて卒人に告ぐ」と曰うも、兩縣、言わざるは、何 (いか)にか解する。
という。さらに、1930年代居延漢簡には、
二月戊寅，張掖大守福、庫丞承熹，兼行丞事，敢告張掖農都　尉、護田校尉府卒人，謂縣：律曰：臧（贓）它物非#錢者，以十月平賈（價）計。案：戍田卒受官袍衣物，貪利貴賈（價）貰予　貧困民，吏不禁止，浸益多。又不以時驗問，	4.1、A8

というように、郡級長官の脇付として「卒人」が用いられる。一方、郡級長官の部下という元の意味で解釋できる用例は目下『秦律十八種』に見られる傳食律の下記の規定しか出現していない、
179	御史、┘卒人使者，食粺米半斗，醬駟（四）分升一，采（菜）羹，給之韭、葱。其有爵者，自官、士大夫以上，爵食之。使者
180	之從者，食䊪（糲）米半斗；僕，少半斗。	傳食律
御史・卒人の使 (つかい)する者、粺米 (しろごめ)半斗、醬 (ひしお)四分の升一、采（菜）羹を食し、之れに韭・葱を給す。其れ爵を有する者、官・士大夫より以上は、爵もて之れを食す。使者の從いし者は、糲米 (くろごめ)半斗を食し、僕は、（糲米）少半斗（を食す）。	傳食律
御史との竝列關係および『論衡』謝短篇の記述に鑑みると、「御史」が中央から派遣されて「使」しているのに對し、「卒人」は、郡級の長官から派遣された部下と推測されるが、名稱の由來や正確な意味は未詳。]  [610:  辟、のり・つみ、轉じてつみすること、卽ち立件して責任を追及すること、さらに廣く治める意、卽ち調査・搜査・取り締まり等の意味に使われる。本簡では、刑事事件としての立件を指すか、それとも漠然として調査と處理を指すかは、文脈から必ずしも明らかではない。『詩經』大雅・板には、
民之多辟，無自立辟。
民の辟 (つみ)多きは、自ら辟 (のり)を立つる無ければなり。
というのに對して、毛傳は
辟，法也。
辟、法なり。
と注釋する。『爾雅』釋詁上には、「辟」を「法」とも「辠（罪）」とも訓ずる。『説文解字』辟部は
辟，法也。从卪、从辛，節制其辠也；从口，用法者也。凡辟之屬皆从辟。
𨐨，治也（段玉裁據經典釋文改爲法）。从辟、从井。『周書』曰：我之不𨐨。
辟、法なり。卪に从い、辛に从い、其の辠を節制する也。口に从うは、法を用うる者也。凡そ辟の屬は、皆な辟に从う。
𨐨、治むる也。辟に从い、井に从う。『周書』に曰わく、我、之れを𨐨めず、と。
というように、「辟」と「𨐨」を區別して揭げるが、段玉裁や朱駿聲等が論證するように、同一の字である。「法」を「罪する」義と解される用例は、
此人雖有百罪，弗法。
此の人、百罪有ると雖も，（これを）法 (つみ)せず。
と、『漢書』に見えており、段玉裁の通り原文を「法」字に改めても「罪する」・「おさめる」義に變わりがなかろう。「辟」を直接に「おさめる」と訓ずるのは、『左傳』文公六年の「辟刑獄」の「辟」に對する杜預注の「理」が最初であり、その後『玉篇』に踏襲されている。『説文解字』にも引用されている『尚書』金縢には、
我之弗辟，我無以告我先王。
我、之れを辟 (つみ)せずんば、我、以て我が先王に告ぐる無し。
というのに對し、陸德明『經典釋文』は
辟，治也。
辟、（罪を）治むる也。
という。出土資料に目を轉じると、刑事責任の追及は、『奏讞書』と『爲獄等狀』とに用例が見える。『奏讞書』には
137	（前略）好畤辟䦈有鞫。（後略）
好畤、䦈を辟して鞫有り。（後略）
といい、『爲獄等狀』事案一（「癸、瑣相移謀購案」）には、
003	（前略）辟，未斷，未致購。到其甲子，沙羨守驩曰：士五（伍）瑣等捕治，鼠（予）癸。（後略）
辟 (つみ)するも未だ斷ぜず、未だ購を致さず 。その甲子に到りて、沙 (さ)羨 (い)守の驩曰わく、「士伍の瑣等、治等を捕え、癸等に移予したり」、と。
と、事案九（「同、顯盜殺人案」には、
144	訊同：非歸義，可（何）故？同曰：爲吏僕，內爲人庸（傭），恐吏𣪠（繫）辟同。（後略）
同に訊うらく、「歸義に非らざるは、何故ぞ。」同曰わく、「吏僕と爲り、內 (ひそ)かに人が傭と爲り、吏、同を繫げて辟 (つみ)するを恐る」、と。
という。刑事事案の立件に限らず、廣く調査・搜査等を指す用例も見受けられる。例えば、嶽麓秦簡（四）の律令簡牘に、
135	●尉卒律曰：黔首將陽及諸亡者，已有奔書及亡毋（無）奔書盈三月者，輒筋〈削〉爵以爲士五（伍）。
137	（前略）鄕官輒上奔書縣廷，廷轉臧（藏）獄；獄史月案計日，盈三月卽辟問鄕
138	官，不出者，輒以令論，削其爵，皆校計之。
●尉卒律に曰わく、黔首の將陽し及び諸々の亡 (に)ぐる者、已に奔書有り及び亡ぐる（とき）に奔書無きも三月に盈つる者は、輒 (すなわ)ち爵を削り以て士伍と爲す。（已に奔書有らば）鄕官輒 (すなわ)ち奔書を縣廷に上し、廷、轉じて獄に藏せしむ。（奔書無くんば）獄史、月ごとに案じて日を計 (かぞ)え、三月に盈ちば卽ち鄕官に辟問し、出でざる者は、輒ち令を以て論じ、其の爵を削る。（奔書有るも無きも）皆な之れを校・計す。
とみえる「辟問」は、まだ逃亡者の處罰を念頭に置いた調査の可能性もあろうが、同じ律令簡牘に
140	尉卒律曰：爲計，鄕嗇夫及典、老月辟其鄕里之入𣫃（穀）、徙除及死亡者，謁于尉，尉月牒部之，到十月乃
141	比其牒，里相就殹（也）以會計。黔[首]之闌亡者卒歲而不歸，紬其計籍，書其初亡之年月于紬，善臧（藏）以戒其得。
尉卒律に曰わく、計を爲 (おさ)むるに、鄕嗇夫及び典・老、月ごとに、其の鄕里の穀を入れ、徙除し及び死亡する者を辟 (と)い、尉に謁 (つ)ぐ。尉、月ごとに牒もて之れを部 (す)べ、十月に到りては乃ち其の牒を比べ、里ごとに相就かしめて以て會計す。黔首の闌亡する者、歲を卒うるも歸らざるは、其の計を籍より紬 (ひきつづ)り，其の初めて亡ぐるの年月を紬 (つづ)りに書き、善く藏して以て其の得 (とら)えらるるを戒む。
とみえる「辟」には、刑事事案との關連性が確認されない。このような用例は、『慧琳音義』卷十所引の『字書』に從って直接に「問」という訓詁で解釋もできそうであるが、むしろ「治める」という訓詁に從い、法に則った事務の處理・取扱いと捉えた方が字の原義に近いように思われる。居延漢簡等に見える「辟」字も多く廣義の「治」と解釋すべき樣に思われる。例えば、1930年代の居延漢簡には、
當曲燧長武持府所辟火報詣官。九月丁未日出入。	59.36，A8
當曲燧長の武、府の辟する所の火報を持して官に詣る。九月丁未の日出に入る。	59.36，A8
といい、懸泉置漢簡には、
建昭三年七月乙卯朔丁巳，敦煌太守彊、長史淵、丞敞告守部司馬、千人、司馬丞、假司馬、千人，
謂縣詔書，候者數言有虜兵氣，其驚（警）烽火，遠候望，察動靜，謹推辟已前下方秋旁	Ⅰ90DXT0116②：54
建昭三年七月乙卯朔丁巳、敦煌太守の彊・長史の淵・丞の敞、守部司馬・千人・司馬丞・假司馬・（假）千人に告げ、縣に謂う。詔書に、候者數 (しばしば)虜兵の氣有りと言う（とあり）。其れ烽火を警 (いまし)め、候望を遠くし、動靜を察し、推辟を謹しめよ。已に前に下方秋旁	Ⅰ90DXT0116②：54
という。「警烽火」・「遠候望」・「察動靜」と竝ぶ「謹推辟」は、漠然として取締りを嚴重にすることをいうと考えられる。]  [611:  卻、しりぞける、上級機関が文書を却下する意（解題参照）。]  [612:  當坐者、坐は獄に坐することから轉じて譴責・法的責任追及を受ける意（簡8-0144+8-0136注？參照）、當に坐すべき者は、違法行爲等について法的責任を負う者を指す。『二年律令』には、
068	劫人、謀劫人求錢財，雖未得若未劫，皆磔之。完其妻子，以爲城旦舂。其妻子當坐者偏（徧）捕，若告吏，吏
069	捕得之，皆除坐者罪。
人を劫 (かすめと)る（もの）、人を劫りて錢財を求めんと謀かるは、未だ得ず若しくは未だ劫らずと雖も、皆なこれを磔し、その妻子を完 (まっと)うして以て城旦舂と爲す。それ、妻子まさに坐すべき者徧く捕え若しくは吏に告げて吏これを捕得するは、皆な坐する者の罪を除く。
と、『奏讞書』には、
143	（前略）義死，黔首當坐者多，皆榣（猶）恐吏罪之，有（又）別離居
144	山谷中。（後略）
義死し、黔首の當に坐すべき者多く、皆な猶お吏の之れを罪するを恐れ、又た別離して山谷中に居る。
という類例が見える。] 


	
	
	書止
	敢えて【主に】告ぐ。

	
	附記
	發行形式
	【……】郡一書[endnoteRef:613]。●蒼梧尉が印を以て事を行う。 [613:  郡一書、郡ごとに文書一通、つまり一通の文書を郡から郡へと遞傳して回覽するのではなく、郡ごとに文書一通を發行する意。簡8-0159には、「道一書」（經路ごとに一書）と、簡J1⑫1784には、「縣一書」（縣ごとに一書）とあることから、同列の機關に宛てた文書の發行形式に遞傳もしくは回覽方式と一齊發行形式の存することが判る。なお、「告」と「郡」の閒には、簡下端の殘缺の大きさからして一字が缺けており、文脈からして「屬邦」の「邦」が書かれていたと推測される。つまり、この一文は、内史のほかに屬邦と郡ごとに個別に文書一通を發行することを示す。] 


	
	
	作成記録
	洞【手す。】

	添付書類①（洞庭守文書）
	文書本體
	書出
	／六月乙未（27）、洞庭守の禮、縣嗇夫に謂う。

	
	
	用件
	
	
	書に聽 (したが)い從事せよ。都官・軍吏の縣界中に在る者は、各々之れを告げよ。新武陵は、四道[endnoteRef:614]を別ち、次を以て別書を傳えよ。寫して洞庭尉に上せ[endnoteRef:615]。皆留むることなかれ。 [614:  道、みち、ここでは、文書を遞送する經路を指す。「新武陵別四道」とは、新武陵から、四つの經路に分かれて文書を各地に遞送することをいう。]  [615:  案語（文意）。（写上の語義には問題がないか、ここは、送達状況を把握するために、逓送の過程で、文書を受け取った機関に全てその都度文書の写しを郡尉に上呈させる意味か）] 


	
	
	書止
	它は律令が如くせよ。

	
	附記
	集配記録
	八月庚午（03）、水下五刻、士伍の宕渠 (とうきょ)道來邑の疵、以て來る。／朝半 (ひら)く。

	
	
	作成記録
	／葆手。
／驕手。

	文書本體
	書出
	八月甲戌（07）、遷陵守丞の膻之 (たんし)、敢えて尉官主に告ぐ。

	
	用件
	
	
	律令を以て從事せよ。別書を貳春に傳え、卒長奢官に下せ。

	
	書止
	‐

	附記
	集配記録
	／丙子（09）、旦食、走の郵行 (や)る。｛文書本體と附記の筆跡の異同は判然とせず。｝

	
	作成記録
	畸手す。



〼遷陵主[endnoteRef:616]。〼　　〼遷（？）陵，令〼 [616:  “遷”，原釋文、校釋作“□□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。] 

〼主。／七月丁巳朔己卯，遷陵丞昌敢告尉：三鄕〼
〼書亟言。署主戶發。[endnoteRef:617]／槐[endnoteRef:618]。／七月庚辰〼	8-2160正+8-1925+8-1663[endnoteRef:619] [617:  此下疑漏抄“敢告尉”三字。]  [618:  “手”， 原釋文、校釋作“□”，據文例補釋。]  [619:  簡1⑧1925與8-1663的綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（五）〉（簡帛網，2012年5月26日），加綴簡8-2160，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）。] 

〼□要以來[endnoteRef:620]。〼	8-2160背 [620:  “要”前有字，原釋文、校釋失釋，結合殘存筆畫和文例，疑爲“妾”字。隸妾要見簡8-1584、9-1863。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（文書）
	文書本体
	書出
	【三十年某月某日朔某日[endnoteRef:621]，某職の某人、敢えて】遷陵主に【告ぐ。】 [621:  後続文章には、「七月丁巳朔」が見えており、秦王政元年から秦二世の治世に至るまで、丁巳朔の七月は秦始皇三十年（紀元前217年）のみである。] 


	
	
	本文
	【……】遷陵，令【……。】

	
	
	書止
	【（遷陵）】主に【告ぐ。】

	
	附記
	集配記録
	[bookmark: OLE_LINK5]【（某月）某日某時，隷（？）】□（妾？）の要、以て來る。（／某半く/發く。）。】

	
	
	作成記録
	【某手。】

	文書本體
	書出
	／七月丁巳朔己卯（23日）、遷陵丞の昌 (しょう)、敢えて尉に告ぐ。

	
	本文
	状況説明
	
	
	三鄕【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……】書を【以て】亟やかに言え。

	
	附記
	
	
	主戶發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	
	書止
	－

	附記
	集配記録
	／七月庚辰（24）、【某時、某職の某、行 (や)る。】

	
	作成記録
	／槐 (かい)手す。



廿六年二月癸丑朔丙子，唐亭叚（假）校長壯敢言之：唐亭
旁有盜可卅人。壯卒少，不足以追，亭不可空。謁
遣卒（？）索。敢言之。／二月辛巳，遷陵守丞敦狐敢告尉、告鄕主：以律	9-1112正
令從事。尉下亭鄣，署士吏，謹備┘。貳鄕上司馬丞。／亭手。／卽令
走涂行。
二月辛巳，不更輿里戍以來。／丞半。　　壯手。	9-1112背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（文書）
	文書本体
	書出
	廿六年二月癸丑朔丙子，唐亭假校長の壯、敢えて之れを言う。

	
	
	本文
	状況説明
	唐亭旁有盜可卅人。壯卒少，不足以追，亭不可空。

	
	
	
	用件
	謁遣卒（？）索。

	
	
	書止
	敢言之。

	
	附記
	集配記録
	二月辛巳，不更輿里戍以來。／丞半。

	
	
	作成記録
	壯手。

	文書本體
	書出
	／二月辛巳，遷陵守丞敦狐敢告尉、告鄕主：

	
	本文
	
	
	以律令從事。

	
	附記
	
	
	尉下亭鄣，署士吏，謹備┘。貳鄕上司馬丞。

	
	書止
	-

	附記
	集配記録
	／卽令走涂行。

	
	作成記録
	／亭手。



受信者不明
一体型複合文書
……〼[endnoteRef:622] [622:  正面原有墨跡，被刮削未盡，原釋文、校釋僅標左上方一個未釋字，據圖版補釋。] 

……〼
□  〼	8-0690正
……己□……〼
……告主。／□[endnoteRef:623]。〼 [623:  “／□手”，原釋文、校釋作“□□□”，據圖版和文例補釋。] 

十二月己未[endnoteRef:624]，佐𦡭（䑁）以來。／[endnoteRef:625]〼	8-0690背 [624:  “未”，原釋文、校釋作“□”，參考陳劍指教，據圖版補釋。“旦”，原釋文、校釋作“□”，據文例補釋。]  [625:  “”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、…。】

	
	
	本文
	【……。】

	
	
	書止
	【……。】

	
	集配記録
	十二月己未、旦、佐の䑁、以て來る。／【半 (ひら)く/發 (ひら)く。】｛筆跡の異同は判然とせず。｝

	
	作成記録
	【某手す。】

	文書本體
	書出
	【某月某日朔某日、遷陵某職の某、敢えて某主に告ぐ。[endnoteRef:626]】 [626:  「佐䑁以來」という背面左側の送達記錄から、本文書の添付書類が、縣廷に持ち込まれた文書であることが判明する。それを受けて發信された本文書は遷陵縣廷より發信されたと考えられる。なお、背面第一行の「己」は本文書の曆日の一部を構成している可能性が高いが、正確な位置は判らない。] 


	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて】主に告ぐ。【……。】

	附記
	集配記録
	【／（某月）某日某時、某人、以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】

	
	作成記録
	／□手す。



另看：
〇.一.甲　「敢言之」類「續食」型（5-01

集配記録未詳
它縣縣尉
一体型複合文書
十一月辛亥，充[endnoteRef:627]戍敢告酉陽主[endnoteRef:628]：騰眞〼 [627:  充，秦縣名，屬洞庭郡。見《漢書》地理志，屬武陵郡，治今．．．．．．。]  [628:  “主”，原釋文、校釋作“丞”，據圖版改釋。] 

十一月丙亥〔辰〕，酉陽守丞扶如敢告尉主：問〼	8-0201正
十一月庚戌，尉佗敢言之：以卒□　　□之□人[endnoteRef:629]〼	8-0201背 [629:  “□”（卒下字），原釋文、校釋作“簪”，恐與字形和文例不合。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類①（充縣平行文書）
	？
	【某年某月某朔某日、……[endnoteRef:630]】 [630:  曆日の前後關係からすれば、「背」とされる面の方が本來の正面であろう。この面には二行ほど收錄できるスペースがあるが、文章は左によって書かれており、その右側に本來別の行が記されていたと推測される。本簡に紀年がないことから、空白の行に紀年を伴う文書が記されていたと考えられるが、一行に收まる可能性が低いから、この〇二型の簡は〇三型から右側を裁斷して現在の形になったのであろう。「正」とされる面は本來背面に當たり、裁斷された左側には、送達記錄と作成記錄が記されていたと考えられる。] 


	
	添付書類②
（充縣尉上行文書）
	書出
	十一月庚戌、尉の佗、敢えて之れを言う。

	
	
	本文
	
	以卒□　　□之□人【……。】

	
	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	
	附記
	集配記録
	【……。】

	
	
	作成記録
	【……。】

	
	文書本體
	書出
	十一月辛亥、充[endnoteRef:631]の戍、敢えて酉陽主に告ぐ。 [631:  充、地名担当。] 


	
	
	用件
	
	
	眞【……】を騰 (つた)え【……。】

	
	
	書止
	【敢えて（主に）告ぐ。】

	
	附記
	集配記録
	【……。】

	
	
	作成記録
	【……。】

	文書本體
	書出
	十一月丙辰、酉陽守丞の扶如、敢えて尉主に告ぐ。

	
	用件
	
	
	問【……。】

	
	書止
	【敢えて主に告ぐ。】

	附記
	集配記録
	【／（某月）某日某時、某人、……】

	
	作成記録
	【／某手す。】



〼起敢告充丞[endnoteRef:632]〼 [632:  “起”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（三）〉（簡帛網，2015年7月1日）補釋；“充”，原釋文、校釋作“史”，據圖版和文意改釋。] 

〼報氐敢告尉〼	8-2157正+8-0733正[endnoteRef:633] [633:  本牘綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（八則）〉（簡帛網，2013年5月17日）。來字亦據此補釋。] 

〼都[endnoteRef:634]郵人慶以來。〼	8-2157背+8-0733背 [634:  “都”，原釋文、校釋作“□”，據姚磊〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（一）〉（簡帛網，2015年8月19日）補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の】起、敢えて充丞【主】に告ぐ。

	
	
	本文
	
	
	【……。】

	
	
	書止
	【敢えて主に告ぐ。】

	
	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、】都郵人の慶、以て來る。

	
	
	作成記録
	【某手す。】

	文書本體
	書出
	【某月某日朔某日、充縣某職の】報氐、敢えて尉に告ぐ。

	
	本文
	
	
	【……】。

	
	書止
	【敢えて主に告ぐ。】

	附記
	集配記録
	【／（某月）某日某時、某人、……。】

	
	作成記録
	【／某手す。】



受信者不明
〼恐爲盜賊[endnoteRef:635]。敢告。	8-2313 [635:  “恐”，原釋文作“皆”，校釋作“□”，據伊強〈《里耶秦簡牘校釋（第一卷）》〉補正（3）〉（簡帛網，2013年12月5日）改正。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、敢えて某に告ぐ。】

	
	本文
	
	
	【……】盜賊となるを恐る。

	
	書止
	敢告ぐ。

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼視事[endnoteRef:636]。敢告主。□[endnoteRef:637]〼	8-1414 [636:  “視”，原釋文、校釋作“□”，據圖版和文例補釋。]  [637:  簡の表面が部分的に剥離されているように見え、図版に黒く映る箇所がそもそも墨跡か否かは判然としない。通常の平行文書では、書止の「敢告主」の下には「／某手」と続くか空白があるが、黒い痕跡は明らかに区切り記号の「／」とは異なる。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、敢えて某主に告ぐ。】

	
	本文
	
	
	【……】視事。

	
	書止
	敢えて主に告ぐ。

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】

	未詳
	□【……。】



〼　□丞□敢告[endnoteRef:638] [638:  “□丞□敢告”，原釋文數七個字作“□□□□□□□”，據圖版改釋。第一未釋字疑爲“守”字；一共只有五個字，上方有空白，疑原或字，後被刮削。] 

〼中辨已上廷，可受	9-0157

勿忘。急﹦﹦（急急急）。敢言之〼	9-0282
【……】忘るる勿れ。急げ、急げ、急げ[endnoteRef:639]。敢えて之れを言う。【……】 [639:  急急急、相手に急ぐように指示する表現。校釋も指摘するように、睡虎地4 號墓 6 號木牘にも、
用垣柏錢矣，室弗遺，即死矣。急急急。
というように、同じ表現が見られる。」という。里耶秦簡では、封緘簡牘の簡9-0832と9-1459と下行文書と推測される簡8-2227にも「急急急」もしくは「急急」 が見えるが、本簡のように、上申文書に強く念を押すこの表現が用いられるのはやや珍しく感じられる。なお、封緘簡牘の簡9-0832と9-1459はそれぞれ「以郵行」と「故令吏行」という送達方法が明記されていることから、本文書と同様に、封緘簡牘に記された「急急急」が文書の受取人に宛てられていることが判る。] 


分離型複合文書
〼巳（已）移□□□□□。今寫移𤻮（應）[endnoteRef:640]〼	8-0796 [640:  “今”，原釋文、校釋作“令”，據圖版和文例改釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【……】

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、敢えて某に告ぐ。】

	
	本文
	資料根據
	
	
	【……】已移□□□□□。

	
	
	用件
	
	
	今

	
	
	
	
	
	
	【……書？に】應ずる【……を】寫移し[endnoteRef:641]【……。】 [641:  「寫移」の二字は、本文書を「敢告」類に分類した根拠。「敢言」類では、「寫上」（8-0663・8-1562・9-0001）か｢謹寫移｣（居延漢簡10.11（A33）やE.P.T5:4（A8））、「謂」類・「告」類等の下行文書では、「下」（8-1525）を用いる。] 


	
	書止
	【敢えて（主に）告ぐ。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



一体型複合文書
〼□□□□□□，以（？）付（？）遷陵尉計。□[endnoteRef:642] [642:  “以付”，原釋文、校釋作“□□□”，“”據圖版補釋，“以付”據圖版和文意補釋。] 

〼主爵發。敢言之。
〼……□□□發（？）[endnoteRef:643]。敢（？）告（？）[endnoteRef:644]	8-1952 [643:  “發”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。“發”應係“署某某發”的末尾字，“發”前一字殘筆與“吏”相近，再前一字疑爲“署”字，或應釋爲“署〖主〗吏發”。
文書の中の記載位置からすれば、「發」は開封者指定の末尾の一字に當たり、その前には通常「署」と二字からなる擔當部署名が記されているが、「發」の前の字の殘畫は「吏」に、その前の字は「署」に近く、或いは「主」字が脱落して、「署〖主〗吏發」と釋讀すべきかもしれない。]  [644:  “敢告”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文例補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、敢えて之れを言う。】

	
	
	本文
	
	
	【……】□□□□□□□□、以て遷陵の尉計に付す。□【……。】

	
	
	附記
	
	
	主爵發 (ひら)け【と署 (しる)せ】。

	
	
	書止
	敢えて之れを言う。

	
	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時，某人以來/行/上廷。（／某半/發。）。】

	
	
	作成記録
	【某手。】

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、敢えて某に告ぐ。】

	
	本文
	【……。】

	
	附記
	【……】發 (ひら)け【と署 (しる)せ】。

	
	書止
	敢えて【……に】告ぐ。｛筆跡の異同は判然とせず。｝

	附記
	集配記録
	【／（某月）某日某時，某人以來/行/上廷。（／某半/發。）。】

	
	作成記録
	【／某手す。】



〼□雜具廷錢不□〼
〼報……[endnoteRef:645]〼	8-0195正 [645:  “報”字筆畫不十分清晰，又疑其實係“錢”字。第二行末字，姚磊〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（一）〉（簡帛網，2015年8月19日）釋作“當”，因無前後文可尋，所以目前還難以確定其實爲何字。] 

〼不到遷陵故，當〼
〼□□□，令史可以〼	8-0195背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	文書本體
	書出
	【……。】

	
	
	本文
	
	
	【……】□雜具廷錢不□【……】報【……。】

	
	
	書止
	【……。】

	
	附記
	集配記録
	【……。】

	
	
	作成記録
	【某手。】

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、敢えて某に告ぐ。】

	
	本文
	資料根據
	
	
	【……】遷陵に到らざるの故【を知らず？……】當 (まさ)に【……】すべし。【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……】□□□，令史は以て【……】すべし。【……。】

	
	書止
	【敢えて（主に）告ぐ。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



特殊書式①：年月日等省略の「敢告」型
敢告尉：以書到時，盡將求盜、戍卒，喿（操）衣器詣廷。唯毋遺。	8-1552
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	敢えて尉に告ぐ。

	
	用件
	
	
	書到るの時を以て盡 (ことごと)く求盜[endnoteRef:646]・戍卒を將い[endnoteRef:647]、衣器[endnoteRef:648]を操りて[endnoteRef:649]廷に詣 (いた)れ。 [646:  求盜、官職名担当。（以下は石原┘ジュメ「〇一丁謂類文書から〇一壬詔類文書」（2月18日付）の注案。）
士吏、校長・獄史などに從い、盗賊の捕縛などの治安維持活動に從事する者。黔首から徴発されたと考えられる。
小男子說。今尉徵說以爲求盜A員吏勿。B（里耶秦簡⑧2027）
●興律曰：當為求盗,典已戒而逋不會閲及已閲而逋若盗去亭一宿以上,貲二甲。（『嶽麓書院藏秦簡(肆)』240）]  [647:  以書到時、「以某時」は時点を表し、「書到る」は文書の到着を指し、文書到着後すぐに、つまり卽時の意。本文書は、尉に緊急出動を命じたものと解される。]  [648:  衣器、備品・物の汎稱。嶽麓秦簡『為獄等状』では、簡059と060に見える「衣器」は、簡053と054の「分器」や簡056の「有器」に對應しており、盜掘品を指すことが明らかであり、「衣」と「器」とがそれぞれ衣類と器物を意味するとは考え難い。本簡では、尉と所属の求盗や戍卒に対する出動命令が記されており、同様に、衣類とその他の器物に関する個別的指定よりも、装備品全般に関わる指示と捉えた方が自然であろう。從來知られていた「衣器」の用例を調べると、『法律答問》簡一七〇に
「夫有罪，妻先告，不收。」妻賸（媵）臣妾、衣器當收不當？不當收。
「夫、罪有るも、妻先に告げば、收せず。」（と律にあり。）妻の媵 (つきそ)いし臣妾・衣器はまさに收すべきや不 (いな)や。まさに收すべからず。
と、『封診式』簡〇八に
以某縣丞某書，封有鞫者某里士五（伍）甲家室、妻、子、臣妾、衣器、畜產。
某縣丞某書を以て、鞫有る者の某里士伍甲の家室・妻・子・臣妾・衣器・畜產を封せり。
『奏讞書』簡二一四-二一五に
有受孔衣器、錢財，弗詣吏，有罪。
孔より衣器・錢財を受くる有るに、（これを）吏に詣さざるは、罪有らん。
というように、同じく汎稱と理解すべきであろう。]  [649:  操、たずさえる意、ここでは、緊急出動に必要な武器等の装備品の携帯を指す。9-0982には、
遣佐壬操副詣廷。
というように、佐の壬が派遣されて、副本を携えて県廷に出頭する様子が窺える。「操」字については、さらに8-0173の注？を参照。] 


	
	書止
	唯れ、遺 (のこ)すなかれ[endnoteRef:650]。 [650:  遺、うしなう意から転じて、遺漏。本簡では、「毋遺」が「盡」に対応して、求盜や戍卒を全員出動させる意に解されるが、装備品の「衣器」を指す可能性も排除できない。『説文解字』辵部には、
遺，亡也。
遺、亡 (うしな)う也。
といい、『呂氏春秋』貴公の
荆人有遺弓者。
荆人、弓を遺 (うしな)う者有り。
に対して、高誘は
遺，失也。
遺、失う也。
と注釈する。『韓非子』有度には、
刑過不避大臣，賞善不遺匹夫。
過を刑するに、大臣を避けず、善を賞するに、匹夫を遺さず。
という用例が見える。] 




敢告司空主：迺[endnoteRef:651]十二月〼	8-1285 [651:  “迺”，原釋文、校釋作“□”，圖版仍可見到走之旁墨筆，據此殘留筆畫和文例補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	敢えて司空主に告ぐ。

	
	用件
	
	
	迺 (さる)十二月【……。】

	
	書止
	【……。】



敢告尉、謂鄕官嗇夫：令書曰：公夫﹦（大夫）張[endnoteRef:652]〼	J1⑫1178 [652:  「張」の下に「有逮，急遣詣廷」という字句があれば、省略型文書として内容的にも様式論的にも完結する。省略型文書の場合は、発送方法は分からないが、この一枚を走等に渡して各書を回って回覧させるか、距離を考慮して数枚の簡牘に同じ文書を記して数人の走を派遣したと想像される。一方、字配りが不均等なうえ、「書」字が後から詰めて書かれたことから、この簡が草稿である可能性もある。その場合には清書の段階で年月日や発信者などの必要事項が記されたと考えられる。] 


[bookmark: _Toc67253377]「移」類
基本書式①：「移」
	文書構造
	讀み下し文

	（添付書類）
	（文書か簿籍の原本か寫し。書式は元通り。）

	文書本體
	書出
	某年某月某日朔某日，某職某人移某職某人。

	
	本文
	
	
	‐

	
	書止
	‐

	附記
	集配記録
	‐（？）

	
	作成記録
	某手。


｛比較的完形に近い実例は〇一甲「敢言之」類特殊書式③「続食」型所収の8-0422+8-0050を参照。｝

〼[endnoteRef:653]之：寫上。謁告遷陵。酉陽巳（已）以付遷陵貳[endnoteRef:654] [653:  “言”，原釋文、校釋作“□”，據文例補釋。]  [654:  “巳（已）”、“以”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

〼□𤻮（？應）酉陽□□□□□□[endnoteRef:655]……	8-1174正 [655:  “𤻮”，原釋文、校釋作“□”，據伊強〈《里耶秦簡牘校釋（第一卷）》〉補正（3）〉（簡帛網，2013年12月5日）補釋。] 

〼□……[endnoteRef:656] [656:  “……”，原釋文、校釋標出斷簡符號，但簡下端完整，情況與正面第二行相同。] 

〼，酉陽守丞□移遷陵。／□手。[endnoteRef:657]	8-1174背 [657:  “酉”，原釋文、校釋作“□”，據圖版和文意補釋。“陵”下未釋字疑爲“守丞”。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類②
	？

	添付書類①（上行文書）
	文書本體
	書出
	【（某年）某月（某朔）某日、某職の某人、敢えて】之れを言う。 

	
	
	本文
	
	
	寫して上す。遷陵に告ぐることを謁う。

	
	
	附記
	
	
	酉陽、已に以て遷陵貳【春鄕……計（？）に[endnoteRef:658]】付せり。【……】□酉陽に應じ□□□□□□【……。】 [658:  本文書、「已以付」と「應＋縣名」という表現が、
今遷陵已定，以付郪少内金錢計（中略）謁告郪（中略）上校以𤻮（應）遷陵（後略）。
今、遷陵已に定め、以て郪の少内が金錢計に付せり。謁うらくは、郪に告げ、校を上して以て遷陵に應ぜしめよ。
という簡8-0166+8-0075の記載に類似することから、同樣に「付計」（簡8-1477+8-1141注？參照）と「校」（簡8-1565注？參照）に關わると推定される。簡8-1565には、酉陽縣盈夷鄕の戶隸計に屬していた大女子一人の轉入を受けて貳春鄕の方で「受計」の手續をした上で、酉陽縣に轉送すべく「校一牒」を遷陵の縣廷に上呈している樣子が窺えるが、本文書は、酉陽の某鄕の方で轉出に伴い「付計」の手續をした上で遷陵縣への關係書類の轉送を依賴する記載となっている。文書の發信者は、鄕嗇夫から文書を受け取った酉陽縣の縣尉で、受信者は、縣廷であろう。] 


	
	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	
	附記
	集配記録
	【……。】

	
	
	作成記録
	【某手す。】

	未詳
	【……】□【……。】

	文書本體
	書出
	【……】酉陽守丞の□、遷陵に移す。

	
	本文
	
	
	‐

	
	書止
	‐

	附記
	集配記録
	【／（某月）某日某時，某人以來。／某半/發。】

	
	作成記録
	／□手す。



卅（三十）四年八月癸巳朔癸卯，戶曹令史疏書廿（二十）八年以
盡卅（三十）三年見戶數牘北（背），移獄。具集，上，如請史書。／手。	8-2004正+8-0487[endnoteRef:659] [659:  本簡綴合據校釋一。] 

廿（二十）八年見百九十□戶[endnoteRef:660]。　　卅（三十）二年見百六十一戶。 [660:  “九十”下一字，除長橫外有一竪筆，字似“七”，但筆畫略有弧度，又疑爲“九”字殘形。] 

廿（二十）九年見百六十六戶。　　卅（三十）三年見百六十三戶。
卅（三十）年見百五十五戶。
卅（三十）一年見百五十九戶。	8-2004背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(戶數)
	
	二十八年、百九十一戶を見す[endnoteRef:661]。 [661:  見、修飾語としては、「見錢」や「見戶」のように現有の意（簡8-0517+8-0619注？參照）、本簡の「見」はその動詞的用法。字義は、「現れる」というよりも、「みる・みえる」という「見」字に近いように思われる。或いは直接に「二十八年、百九十一戶を見る」等と讀むべきかもしれない。] 

二十九年、百六十六戶を見す。
三十年、百五十五戶を見す。
三十一年、百五十九戶を見す。
	三十二年、百六十一戶を見す。
三十三年、百六十三戶を見す。
｛筆跡の異同は判然とせず。｝

	文書本體
	書出①
	三十四年（213）八月癸巳朔癸卯（11）、戶曹令史の、

	
	用件①
	
	二十八年（219）より以て三十三年（214）に盡くる見戶數を牘背に疏書し、

	
	書出②
	獄[endnoteRef:662]に移す。 [662:  獄＝獄曹？官職名担当。] 


	
	用件②
	
	具に集めて上すこと、

	
	書止
	請史書[endnoteRef:663]が如くせよ。 [663:  請史書、請史は、史に請うという文字通り、「史」に代表される下級役人に対して行われる請願、請史書はそれを書き留めた文書、つまり請願書と推定される。懸泉置漢簡（Ⅱ90DXT0115③：20）には、
廣利里女子成功請史自言：夫誼十二月爲縣泉司御，取宜王里董明自就賈錢五百。明不肯，爲誼居御，逋鄕復乃
廣利里の女子の成功、史に請うて自ら言う。夫の誼、十二月縣泉の司御と爲り、宜王里董明の自就賈錢五百を取る。明、肯んぜず、誼が爲に御に居せしめられ、逋鄕復乃（……）
というように、成功という名の女子が、夫の誼が巻き込まれたトラブルについて、自言の形式で史に対して請願を行う姿が見える。本簡では、戶曹が秦始皇二十八年から三十三までの戶数を獄に報告し、獄に対してさらに関連資料の集成と上級への報告を求めており、それが何らかの請願に基づくと考えられるが、詳細は不明。] 


	附記
	集配記録
	－

	
	作成記録
	手す。



另看：
〇一甲「敢言之」類f特殊書式③“續食”（8-0422+8-0050・8-1203+8-0110+8-0669・5-01）
〇二丁爰書（8-1463）



[bookmark: _Toc67253378]「謂」類
基本書式①：「謂」＋「以來」
單體文書（もしくは分離型複合文書）
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	某年某月某日朔某日，某職某人謂某職某人。

	
	本文
	状況説明
	
	
	某書/某令曰：

	
	
	
	
	
	
	
	引文/摘要

	
	
	用件
	
	
	●今

	
	
	
	
	
	
	
	主文

	
	書止
	它如律令。

	附記
	送達記錄
	（某月）某日某時，某人以來。／某半/發。

	
	作成記錄
	某手。



一體型複合文書
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	文書本體
	文書の原本か寫し（書式は文書の元通り）

	
	送達記錄
	（某月）某日某時，某人以來/行/上廷。（／某半/發。）

	
	作成記錄
	某手。

	文書本體
	書出
	（某年）某月（某日朔）某日，某職某人謂某職某人。

	
	本文
	状況説明

	
	
	某書/某令曰：

	
	
	
	
	
	
	引文/摘要

	
	
	用件
	
	
	（●）問之：/今

	
	
	
	
	
	
	主文

	
	書止
	它如律令。

	附記
	送達記錄
	／（某月）某日某時，某人以來。／某半/發。

	
	作成記錄
	／某手。



洞庭郡
〼庭守禮謂縣嗇夫：上見禾稼（？）[endnoteRef:664]〼 [664:  “稼”，原釋文、校釋作“□”，據殘筆和文例補釋。] 

〼府（？）[endnoteRef:665]令縣上。會十二月朔日。疑縣〼 [665:  “府”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

〼上。以郵行，勿留。各一書。	8-2159正+8-0740正[endnoteRef:666] [666:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（五）〉（簡帛網，2012年5月26日）。] 

〼　　巳（已）上。　　〼
〼下九，郵人慶以來。／綽手［半］[endnoteRef:667]〼	8-2159背+8-0740背 [667:  “半”，原文誤作“手”，據文例改釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、洞】庭守の禮、縣嗇夫に謂う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	-

	
	
	用件
	
	
	見禾稼【……】を上せ。【……監（？）[endnoteRef:668]】府令せらく、縣上せ、と。十二月朔日に會せよ。 [668:  「上見禾稼」の主語が受信者の縣嗇夫なのに對し、「令縣上」の主語は受信者でも發信者でもあり得ないので、「令」は第三者の命令と推定される。日頃地方行政に關與し、且つ郡に對して命令を發する權限を有する機關は、簡8-1032や8-1644等に見える「監府」を置いてほかなかろう。] 


	
	
	附記
	
	
	疑うらくは、縣【……】上【……。】[endnoteRef:669] [669:  報告期限の「十二月朔日」からも明らかなように、本文書が指示する現有穀物に關する報告は、年度單位の會計報告である上計とは次元を異にする。目的は臨時監査であろうが、「疑」字以下の一文には、「監府」が臨時監査を指示した原因が記されていたと考えられる。] 

郵を以て行り、留むることなかれ。各々一書[endnoteRef:670]。 [670:  各一書、見禾稼を報告する際、郡太守府と監府とに各々文書一通を上呈するようにという指示。本文書が監府の指示を受けて郡から縣に送られたが、縣の返信は、郡と監府に送付されることとなる。縣が監府と直接的な交涉を持つことは、『爲獄等狀』にも
013	五月甲辰，州陵守綰、丞越、史獲論令癸、瑣等各贖黥。癸、行戍衡山郡各三歲，以當灋（法）；先備
014	贖。不論沛等。監御史康劾以爲：不當，錢不處，當更論。更論及論失者言夬（決）。
五月甲辰、州陵守綰・丞越・史獲、論じて癸、瑣等に令して各々黥を贖わしむ。癸・行、衡山郡に戍すること各々三歲、以て法に當 (あ)つ。（瑣等）先に備 (つぶさ)に贖えたり。沛等を論ぜず。監御史康、劾して以爲 (おも)えらく、「（論）不當にして、錢、處せざれば、まさに更 (あらた)めて論ずべし。更めて論じ及び失せる者を論じたらば、決を言え」。
と見えており、そこでは、本文書と逆の方向で、監御史の康が直接に劾を縣に下して獄のやり直しを命じている。
なお、簡J1⑫1784と8-0159には、「縣一書」と「道一書」が見えており、下達方法の指示として、縣ごとに一書と經路ごとに一書という意味を表すと考えられるが、下達方法がこの二種に分かれることからも、「各一書」が一般的な下達方法ではなく、本文書の特殊狀況に對應した上申方法を指すことが裏付けられる。] 


	
	書止
	-

	附記
	處理記錄
	已に上したり。

	
	送達記錄
	【（某月）某日、水】下九、郵人の慶、以て來る。／綽 (しゃく)半 (ひら)く。



主食發。它如律令。●以沅陽印行事。	8-0830+8-1010[endnoteRef:671] [671:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、洞庭假守の某[endnoteRef:672]、縣嗇夫/遷陵嗇夫に謂う。】 [672:  簡8-0759には、洞庭守の禮、8-1523には、洞庭（假）守の繹が見えており、本簡と同様に、「沅陽が印を以て事を行う」と記されている。] 


	
	本文
	状況説明
	
	
	【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……。】

	
	
	附記
	
	
	【……】主食[endnoteRef:673]發 (ひら)け【と署 (しる)せ。[endnoteRef:674]】 [673:  主食、食料支給担当の意と推測される。]  [674:  主食發は、本簡に對する返信の封檢に、「主食が開封のこと」と記すよう指示した文言の一部、殘缺の冒頭部分には、「署」字があったと考えられる。斷簡ではあるが、本簡が返信を求める内容であることがわかる。] 


	
	書止
	它は律令が如くせよ。

	附記
	發行形式
	●沅陽が印を以て事を行う。

	
	送達記錄
	【（某月）某日某時，某人、以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】

	
	作成記錄
	【某手す。】



一體型複合文書
〼未朔己未，巴叚（假）守□敢告洞庭守主[endnoteRef:675]：卒人可令縣論〼[endnoteRef:676] [675:  “□”，校釋作“丞”，據圖版改釋。
「□」、『校釋』は「丞」に作るが、字形と合わない。]  [676:  此處缺大約二字，第一字疑爲人名，與第三行“署遷陵”前未釋字相同，第二字應爲“上”。
簡の右下の角が欠けており、殘缺部分には二字ほど入る。文意から推測するに、第一字は人名で、第三行「□署遷陵」の未釋讀字と同じ人を指し、第二字は、「上」もしくは「言」といった「報告する」意の字と推測される。] 

卒﹦人﹦（卒人，卒人）上論夬（決）如令[endnoteRef:677]。敢告主。／不疑手[endnoteRef:678]。●以江州印行事。 [677:  “上”，原釋文未釋，校釋作“已”；“夬（決）”,原釋文作“史”，校釋作“它”，據圖版改釋。
「上」、『校釋』は「已」に作るが、圖版に基づいて改めた。「夬（決）」、原釋文は「史」、『校釋』は「它」に作るが、圖版に基づいて改めた。]  [678:  “／”，原釋文、校釋未釋，據圖版補釋。這份經手記錄原應載於背面左下，洞庭郡吏抄寫時移於此。
「／」という區切り記號は、原釋文と『校釋』には見えず、圖版に基づいて補った。その下に續く作成記錄「不疑手」は、通常の書式からすれば、巴郡文書の原本では、背面の左下の角近くに記されたはずであるが、洞庭郡の屬吏が本文書作成のため巴郡の文書を書き寫した際ここに插入したと推測される。そのほかに、「上論決如令」の「令」が特定されないことも不自然に感じられるが、それも複寫の際の節略による可能性が考えられる。] 

六月丙午，洞庭守禮謂遷陵嗇夫：澸署遷陵。亟論，言夬（決）。署中曹發。它
如律令。／和手。	8-0293+8-0061正+8-2012正[endnoteRef:679] [679:  本簡綴合據校釋一。] 

〼佐惜以來／欣發	8-0061背+8-2012背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（巴守文書）
	書出
	〼未朔己未、巴假守の□、敢えて洞庭守主に告ぐ。

	
	用件
	
	
	卒人は、縣に令して【□】を論じて卒人に【上 (のぼ)】さしめ、卒人、論決を上して令が如くすべし。

	
	書止
	敢えて主に告ぐ。

	附記
	送達記錄
	-

	
	作成記錄
	不疑手す。

	
	發行形式
	●江州が印を以て事を行う。

	文書本體
	書出
	六月丙午、洞庭守の禮、遷陵嗇夫に謂う。

	
	用件
	
	
	澸は、遷陵に署 (しょ)す。亟 (すみ)やかに論じ、決を言え。

	
	附記
	
	
	中曹發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	
	書止
	它は律令が如くせよ。

	附記
	作成記錄
	和手す。

	
	送達記錄
	【（某月）某日某時、】佐の惜、以て來る／欣 (きん)發 (ひら)く。



卅（三十）五年六月庚午，南郡叚（假）守〼	8-0974
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（南郡守文書）
	書出
	三十五年（212）六月庚午（13）、南郡假守【の某、敢えて洞庭守主に告ぐ。[endnoteRef:680]】 [680:  殘缺部分は、本簡が異處簡でないという想定の下で、通常の傳達經路に從って推定によって補った。] 


	
	用件
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて主に告ぐ。】

	附記
	作成記錄
	-（？）

	
	送達記錄
	【……。】

	文書本體
	書出
	【（某年）某月某朔某日、洞庭守の某、縣嗇夫/遷陵嗇夫に謂う。】

	
	用件
	
	
	【……。】

	
	書止
	【它は律令が如くせよ。】

	附記
	作成記錄
	【（某月）某日某時，某人、以て來る。／某發 (ひら)く。】

	
	送達記錄
	【某手す。】



〼……[endnoteRef:681] [681:  “守丞徐”右側有幾個殘泐筆畫，可知本簡右側原領有一行字，似被裁斷。] 

〼水守丞徐爲敢言之：寫上。謁〼
〼五月壬子朔戊午，洞庭叚（假）守〼
〼以律令從事。報〼	8-2115
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類①
	添付書類②
	文書本體
	書出
	【三十一年（？）某月某日朔某日[endnoteRef:682]、都水[endnoteRef:683]某職の某人、敢えて之れを言う。】 [682:  “三十一年”據後續“五月壬子朔”而補。]  [683:  都水守丞の文書が樣式論的〇一甲「敢言之」類の特殊書式⑤「寫上」型に適合することおよび都水の配下に必ずしも文書發信の權限を有する下級機關が存在しないことから、本文書も都水發信と推定して殘缺を補った。] 


	
	
	
	本文
	【……。】

	
	
	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	
	
	附記
	作成記錄
	【某手す。】

	
	
	
	送達記錄
	-[endnoteRef:684] [684:  9-0001-0012の陽陵司空文書を參照するに、他縣の依賴に基づく洞庭郡發信の複合文書には、送達記錄がない可能性が高い。纏めて送達されるためと推定される。] 


	
	文書本體
	書出
	【某月某日、都[endnoteRef:685]】水守丞の徐爲、敢えて之れを言う。 [685:  記載内容から見て、本文書は「〼水守丞」から所屬の郡に文書の轉送を要請したものである。所屬の郡が洞庭郡以外であるならば本文書と洞庭郡の下達文書の閒に、郡閒の平行文書が記されるはずであるが、殘缺部分の大きさからして、その文書を記載する簡面はなかったと考えられる。「〼水」が洞庭郡所屬である場合、現在のところ適合する縣名は確認できないが、9-0712正に見える「洞庭都水」という可能性はある。なお、『漢書』百官公卿表上によると、奉常の屬官である都水に丞が置かれている。] 


	
	
	本文
	寫して上す。謁うらくは、【……。】

	
	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	
	附記
	作成記錄
	【某手す。】

	
	
	送達記錄
	-

	文書本體
	書出
	五月壬子朔戊午（07）、洞庭叚守【の某、縣嗇夫/遷陵嗇夫に謂う。】

	
	本文
	律令を以て從事せよ。

	
	附記
	報【……。】

	
	書止
	【它は律令が如くせよ。】

	附記
	作成記錄
	【某手す。】

	
	送達記錄
	-



基本書式②：「謂」＋「行」
單體文書（もしくは分離型複合文書）
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	某年某月某日，某職某人謂某職某人。

	
	本文
	状況説明
	
	
	某書/某令曰：

	
	
	
	
	
	
	
	引文/摘要

	
	
	用件
	
	
	●今

	
	
	
	
	
	
	
	主文

	
	書止
	它如律令。

	附記
	送達記錄
	某月某日某時，某人行（某處）。

	
	作成記錄
	某手。



一體型複合文書
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	文書本體
	文書の原本か寫し（書式は文書の元通り）

	
	送達記錄
	（某月）某日某時，某人以來/行/上廷。（／某半/發。）

	
	作成記錄
	某手。

	文書本體
	書出
	某年某月某日，某職某人謂某職某人。

	
	本文
	状況説明

	
	
	某書/某令曰：

	
	
	
	
	
	
	引文/摘要

	
	
	用件
	
	
	（●）問之：/今

	
	
	
	
	
	
	主文

	
	書止
	它如律令。

	附記
	送達記錄
	／某月某日某時，某人行（某處）。

	
	作成記錄
	／某手。



啓陵鄕
□謂（？）[endnoteRef:686]啓陵鄕嗇夫。律曰：上戶出五錢以	9-0379 [686:  原釋文と校釋では、本簡第二字を「謂」と釋讀するが、言偏が明確に見えるのに對し旁は確認できない。「啓陵鄕嗇夫に謂う」という表現は通常文書の書出しとして書かれており、その前には曆日と發信者の官職名・人名のみが記されることになるので、「謂」字が一行書きの01型簡牘の上から二つ目の字として出現するのが極めて不自然と言わざるを得ない。本簡の上端が缺けて、失われた簡面に曆日と發信者情報が記されていたか、それとも「謂」の釋讀に誤りがあると考えられる。] 

□啓陵鄕嗇夫に謂う。律に曰わく、戶の五錢を出して以て【……する者】を上せ。/戶の五錢以上を出す[endnoteRef:687]【……者】を上せ[endnoteRef:688]。【……】 [687:  戸ごとに錢を出だすことについては、『嶽麓秦簡（肆）』の律令簡牘には、
118	●金布律曰：出戸賦者,自泰庶長以下,十月戸出芻一石十五斤；五月戸出十六錢,其欲出布者,許
119	之。十月戸賦,以十二月朔日入之,五月戸賦,以六月望日入之,歳輸泰守。十月戸賦不入芻而入錢
120	者,入十六錢。　　　吏先為？印,斂,毋令典、老挾戸賦錢。
と、張家山漢簡『二年律令』には
255	卿以下，五月戸出賦十六錢，十月戸出芻一石，足其縣用，餘以入頃芻律入錢。
という法令が見える。また、簡8-1165・8-0559+8-0367には「戶芻錢」の出納に關わる券書、簡8-0447には「繭六兩」（簡8-0518+8-0254では一戸の戶賦に相當）に關わる券書が確認される。

なお、前漢後半から後漢にかけての典籍史料では、戸ごとの課税よりも人頭税としての賦（「口賦」）が目立つ。
令民得賣爵。女子年十五以上至三十不嫁，五算。[一]應劭曰：「國語越王勾踐令國中女子年十七不嫁者父母有罪，欲人民繁息也。漢律人出一算，算百二十錢，唯賈人與奴婢倍算。今使五算，罪謫之也。」孟康曰：「或云復之也。」師古曰：「應說是。」
漢書恵帝紀
八月，初為算賦。[三]如淳曰：「漢儀注民年十五以上至五十六出賦錢，人百二十為一算，為治庫兵車馬。」
高帝紀

二月，詔曰：「欲省賦甚。[一]師古曰：「意甚欲省賦斂也。」今獻未有程，[二]師古曰：「程，法式也。」吏或多賦以為獻，而諸侯王尤多，民疾之。[三]師古曰：「諸侯王賦其國中，以為獻物，又多於郡，故百姓疾苦之。」令諸侯王、通侯常以十月朝獻，及郡各以其口數率，[四]師古曰：「率，計也。」人歲六十三錢，以給獻費。」
高帝紀11年
石三十，為錢千三百五十，　食貨志李悝


四年春正月丁亥，帝加元服，見于高廟。賜諸侯王、丞相、大將軍、列侯、宗室下至吏民金帛牛酒各有差。賜中二千石以下及天下民爵。毋收四年、五年口賦 。[二]如淳曰：「漢儀注民年七歲至十四出 口賦錢，人二十三。二十錢以食天子，其三錢者，武帝加口錢以補車騎馬。」昭帝元鳳四年]  [688:  本律は或いは税目について事前に報告させて、税収見込み額が計算できるようにすることを目的とする可能性が考えられる。張家山漢簡『二年律令』には
243	縣道已豤（墾）田、上其數二千石官、以戸數嬰之、毋出五月望。
というように、事前に作付けを報告するように義務付けている法令が記されている。] 


少内
〼謂少内〼	8-2139
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、遷陵（丞/守丞）の某、】少内【……】に謂う。

	
	用件
	
	
	【……。】

	
	書止
	【它は律令が如くせよ。】

	附記
	送達記錄
	【（某月）某日某時，某人、（某處に）行る。】

	
	作成記錄
	【某手す。】



倉
卅（三十）一年後九月庚辰朔辛巳，遷陵丞昌謂倉嗇夫：令史言
以辛巳視事，以律令假養；襲令史朝走啓，
定其符。它如律令。	8-1560正
[bookmark: OLE_LINK6]後九月辛巳旦，守府快行。　　言手。	8-1560背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	三十一年（前216）後九月庚辰朔辛巳（2日）、遷陵丞の昌 (しょう)、倉嗇夫に謂う。

	
	本文
	状況説明①
	
	
	令史の言[endnoteRef:689]、辛巳を以て視事しられば、 [689:  言、人名、官職は令史。本簡の記載内容から、文書発信の当日令史に赴任若しくは昇任したことが判る。] 


	
	
	用件①
	
	
	律令を以て養[endnoteRef:690]を假 (か)せ。 [690:  養、やしなうこと、中でも炊事すること若しくは炊事に從事する者。『説文解字』食部には、
養，供養也。
養、供養 (きょうよう)する也。
という。『公羊傳』宣公十二年に
廝、役、扈、養者數百人。
廝・役・扈・養する者、數百人。
という動詞の用例に對し、何休は、
炊亨（烹）者曰養。
炊烹する者をば養と曰う」
と、養を炊事に從事する者と注釋する。『史記集解』張耳陳餘列傳所引用の韋昭は、「廝養卒」の「廝養」を
析薪爲廝，炊烹爲養。
薪を析 (さ)くは廝と爲し、炊烹するは養と爲す。
と説明する。『爲獄等狀』には、
053	（前略）猩獨居舍爲養，達與僕徒時（蒔）等謀埱冢。不告猩，冢巳（已）勶（徹），分器，乃告
054	猩。（後略）
猩は獨り舍に居りて養を爲し、達、僕徒の蒔 (し)等と與 (とも)に冢を埱 (ほ)らんことを謀る。猩に（盜掘の計畫を）告げず、冢已に徹し、器を分ちて、乃 (はじ)めて猩に告ぐ。
と、盜賊集團にも炊事係を置いていた狀況が窺える。『秦律十八種』に
072	都官有秩吏及離官嗇夫，養各一人，其佐、史與共養，十人，車牛一兩（輛），見牛者一人。都官之佐、史宂者，十人，養一人，
073	十五人，車牛一兩（輛），見牛者一人。不盈十人者，各與其官長共養、車牛。（後略）
都官の有秩の吏及び離官の嗇夫は、養、各々一人。その佐・史は、與 (とも)に養を共 (とも)にす。十人に、車牛一輛 、牛を見 (みまも)る者、一人。都官の佐・史の宂なる者は、十人に、養一人、十五人に、車牛一輛、牛を見る者一人。
というように都官に關わる明文規定が現存することから、秦律では、吏の職位に應じて所定の人數の養が支給されていたと考えられるが、仕事内容は、狹義の炊事のほか、身の回り・暮らしの世話を廣く含んでいたとも推測される。また、吏の養は隸臣が擔當するのが原則であったと考えられる。嶽麓秦簡（肆）の律令簡牘には、次の關連規定が見える。
154	●䌛（徭）律曰：毋敢倳（使）叚（假）典居旬于官府；毋令士五（伍）爲吏養、養馬；（後略） 
●徭律に曰わく、敢えて假典をして旬 (とおか)官府に居らしむるなかれ。士伍に令して吏が養・養馬と爲らしむるなかれ。
165	●倉律曰：毋以隸妾爲吏僕、養、官【守】府┛，隸臣少，不足以給僕、養，以居貲責給之；及且令以隸妾爲吏僕、
166	養、官守府，有隸臣，輒伐〈代〉之┛。倉廚守府如故。
●倉律に曰わく、隸妾を以て吏が僕・養、官が守府と爲すなかれ。隸臣少く、以て僕・養を給するに足らずんば、貲責に居するを以て之れを給せよ。及 (ま)た且 (しばら)く令して隸妾を以て吏が僕・養、官が守府と爲さしむるも、隸臣有らば、輒 (ただ)ちに之れに代えしめよ。倉廚は守府すること故 (もと)の如くせよ。] 


	
	
	状況説明②
	
	
	令史の朝が走の啓を襲 (つ)げば、

	
	
	用件②
	
	
	その符[endnoteRef:691]を定めよ[endnoteRef:692]。 [691:  符、割符、證據文書の一種。『説文解字』竹部には、
符，信也。漢制以竹長六寸，分而相合。
符、信なり。漢制、竹の長き六寸を以て、分ちて相合するなり。
という。秦漢の簡牘史料では、國家による人の所屬もしくは移動の管理に關わる用例が多く見られる。『秦律雜抄』には、除吏律の一部として
004	（前略）游士在，亡符，居縣貲
005	一甲；卒歲，責之。（後略）
游士在りて、符亡くんば、居る縣、一甲を貲る。歲を卒 (お)えて之れを責 (せ)む。
と、本籍地を離れた「游士」が「符」を持たないのにその取締りを怠った滯在先の縣を處罰する規定が收錄されている。嶽麓秦簡四の律令簡牘には、
177	●奔敬（警）律曰：先粼黔首當奔敬（警）者，爲五寸符，人一，右在〖縣官〗，左在黔首，黔首佩之節（卽）奔敬（警）┛。諸挾符者皆奔敬（警）故
178	儌外盜徹所，合符焉，以譔（選）伍之。黔首老弱及𤵸（癃）病，不可令奔敬（警）者，牒書署其故，勿予符。
●奔警律に曰わく、先に黔首の當 (まさ)に警 (そなえ)に奔 (はし)るべき者を粼 (えら)みて、五寸の符を爲 (つく)れ。人ごとに一つ、右は縣官に在り、左は黔首に在り、黔首之れを佩 (お)びて卽ち警に奔る。諸て符を挾む者は皆な故儌外の盜の徹 (とお)る所に奔警し、符を合わせて、以て之れを選みて伍す。黔首の老弱及び癃病もて令して警に奔らしむべからざる者は、牒書もて其の故を署 (しる)し、符を予うるなかれ。
と、緊急時に防備に向う黔首を組織するために「五寸符」を用いることを定めている。西北漢簡では、
建武桼（七）年六月庚午，領甲渠候職門下督盜賊　　敢言之：新除第廿一	E.P.F22:169，A8
燧長常業代休燧長薛隆。迺丁卯餔時到官，不持府符。●謹驗問，隆	E.P.F22:170，A8
辭：今月四日食時受府符詣候官，行到遮虜，河水盛浴，渡失亡符水中。案：隆丙寅	E.P.F22:171，A8
受符，丁卯到官。敢言之。	E.P.F22:172，A8
建武七年六月庚午、甲渠候が職を領するの門下督盜賊　　、敢えて之れを言う。新たに除せられし第廿一燧長の常業、休む燧長の薛隆に代わる。迺る丁卯餔時、（隆、）官に到るも、府が符を持たず。●謹みて驗問するに、隆、辭すらく、今月四日食時、府が符を受けて候官に詣るも、行きて遮虜に到り、河水盛浴（？）にして、渡りて符を水中に失亡せり。案ずるに、隆、丙寅に符を受けて丁卯に官に到れり。敢えて之れを言う。
と、
甲渠鄣候（宛て）。己未下餔（の時）遣わせり。十一月己未、府、甲渠鄣候に告ぐ。新たに除せる第四燧長の刑鳳を遣わして官に之かしむ。符到らば、鳳に令して第三燧に乘ぜしめ、騎士の召戎を遣わして吞北に詣りて鳳が燧に乘ぜしめよ。鳳を遣わすの日時は檢中に在り。到らば、課して言え。
という甲渠候官出土の簡牘によって、燧長等の役人が赴任や離任に際して、身分證明として符を持參しなければならなかった實態が分かる。本簡においても、令史の朝から令史の言へといった配置替えに伴い逐一符の書替が行われるところに、人の移動に對する嚴格な法規制の一斑が窺える。敦煌漢簡に
九月辛亥，步昌候長持第七符過田。	1579
九月辛亥、步昌候長、第七符を持ちて田を過ぐ。
と
八月庚申，候史持第卌符東迹。	1602
八月庚申、候史、第卌符を持ちて東迹す。
とあることから、役人が外出を伴う業務にも符を携帶していた事實が分かる。公務による迅速な關所通過のためには、肩水金關漢簡に
元鳳二年二月癸卯，居延與金關爲出入六寸符券。齒百，
從第一至千。左居官，右移金關。符合以從事。第九百五十九。		73EJT26:16
元鳳二年二月癸卯、居延、金關と與 (とも)に出入六寸符券を爲る。齒は百、第一より千に至る。左は官に居り、右は金關に移す。符合せば以て從事せよ。第九百五十九。		73EJT26:16
と見えるように、予め關所に符の片方が送付され、持參したもう片方との照合によって出入が許可される仕組みが用意されている。また、役人の家族の任地への移動もしくは滯在の管理には、
橐他通朢隧長の成褒、建平三年五月の家屬符。妻の大女、觻得當富里の成虞、年は二十六。子の小女の侯、年は一歲。弟婦の孟君、年は十五。弟婦の君始、年は二十四。小女の請□、年は二歲。弟婦の君給，年は二十五。
という「家屬符」が用いられていた。
なお、人と共に移動する物品の監視・管理にも符が用いられることは前揭の「家屬符」からも判るが、例えば『二年律令』には
074	盜出財物于邊關、徼，及吏部、主智（知）而出者，皆與盜同灋（法）。弗智（知），罰金四两。使者所以出，必有符致。毋（無）符致，
075	吏智（知）而出之，亦與盜同灋（法）。
盜 (ひそ)かに財物を邊關・徼より出だす（もの）、及び吏の部・主する（ものにして）知りて出だす者は、皆な盜と法を同じくす。知らずんば、金四两を罰す。使者の以て出だす所は、必ず符致有るべし。符致なきに、吏知りてこれを出だすもまた盜と法を同じくす。
というように、辺境の関所からの財物の持出制限に符致を用いる規定がある。]  [692:  定符、定は、さだめる・確定する意（簡8-0144+8-0136注？參照）、符は割符（前注參照）、ここでは、新たに符が作成されるのではなく、既存の符の書替を指すと考えられる。具體的には、「令史の朝が走の啓」という記載は「令史の言が養の啓」に改められると考えられる。走は倉によって管理されるが、「廷走」もしくは「吏走」の職務に從事するに當たり、倉の直接監視から離れるので、その移動が正當な職務遂行に起因し、「亡」という逃亡罪を構成しない證明として「符」が用いられたと推定される。令史の言が令史の朝から走を繼承するような場合にも逐一符の書替が行われるところに、人の移動に對する嚴格な法規制の一斑が窺える。なお、定が書替の意味で用いられる用例としては、8-1518+8-1490の「定簿」も擧げられる。] 


	
	書止
	它は律令が如くせよ。

	附記
	送達記錄
	後九月辛巳（02）、旦、守府の快、行る。

	
	作成記錄
	言手す。



卅（三十）一年後九月庚辰朔乙[endnoteRef:693]，啓陵鄕守（最）敢言之：佐（最）爲叚（假）令史，以乙巳視事。 [693:  “乙”，原釋文作“□□”，參考校釋，據殘留筆畫和文意補釋。] 

[bookmark: _Hlk67256758]謁令官假養、走。敢言之。／卅（三十）二年十月己酉朔辛亥，啓陵鄕守
（最）敢言之：重謁令官問（最）當得養走不當﹦（當；當，）何令史與
共[endnoteRef:694]？不當，問不當状，皆具爲報。署主戶發。敢言之。／（最）手。	9-0030正 [694:  “共”，原釋文作“其”，據華楠〈讀《里耶秦簡（貳）》札記〉（簡帛網，2018年05月18日）改釋。] 

十月甲寅，遷陵丞昌謂倉嗇夫：律從事，報之。／圂
。／甲（？）寅（？）[endnoteRef:695]，水下盡，隸臣行。 [695:  “甲寅”，原釋文作“□”，校釋疑爲“卽”，據文意和殘留筆畫補釋。] 

[bookmark: _Hlk67256016]十月甲寅日入，□□人以來。／圂發。　　（最）手。	9-0030背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類②
	文書本體
	書出
	三十一年（前216）後九月庚辰朔乙巳（26日）、啓陵鄕守の最、敢えて之れを言う。

	
	
	本文
	情況説明
	佐の最、假令史と爲り[endnoteRef:696]、乙巳を以て視事したり。 [696:  『秦律十八種』簡161によれば、佐や史に「守」をさせてはいけない定めとなっていたが、本文書では、発信者の最は、もと「佐」の身分で、啓陵鄕を守している。最に「假令史」の官職が授けられたのは、『秦律十八種』簡161の如き制限を回避するためと考えられる。] 


	
	
	
	用件
	謁うらくは、官に令して養・走を假さしめよ。

	
	
	書止
	敢えて之れを言う。

	
	附記
	送達記錄
	-

	
	
	作成記錄
	最手す。

	添付書類①
	文書本體
	書出
	／三十二年（前215）十月己酉朔辛亥（3日）、啓陵鄕守の最、敢えて之れを言う。

	
	
	用件
	重ねて謁うらくは、官に令して問わしめよ[endnoteRef:697]。最、當 (まさ)に養・走を得べきや、べからざるや。當 (まさ)に（得）べくんば、何の令史と與に共にするや。當 (まさ)に（得）べからずんば、當 (まさ)に（得）べからざるの状を問え[endnoteRef:698]。 [697:  発信者の最が受信者に依頼しているのは、県官に「問わしめる」ことなので、「問う」主体は県官になる。故に、この「問う」はたずねるという意味ではなく、調べる・調査する意味を表わすことが判る。]  [698:  本文書に対する回答は、例えば簡8-1518+8-1490の如き内容となっていると推定される。] 


	
	
	附記
	皆な具に報を爲せ。
主戶發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	
	
	書止
	敢えて之れを言う。

	
	附記
	送達記錄
	十月甲寅日入、□□人、以て來る。／圂發 (ひら)く。

	
	
	作成記錄
	／最手す。

	文書本體
	書出
	十月甲寅（6日）、遷陵丞の昌、倉嗇夫に謂う。

	
	用件
	
	
	律を以て從事せよ。
之れに報ぜよ[endnoteRef:699]。 [699:  之れに報ぜよ、文書發信者以外の第三者への通知を指示する命令。發信者が自らに對する返信もしくは報告を求める場合には、「報」もしくは「爲報」（上級機關に對しては「謁報」もしくは「謁爲報」）というのに對し、第三者への通知は、閒接的目的語を明示した「之れに報ず」という表現が用いられる。本文書では、遷陵縣廷が倉に對して啓陵鄕の要請通り養と走を派遣するように指示したが、養と走には、刑徒が充てられ、符を携えて倉から啓陵鄕へと自力で移動することになる。萬が一移動中に逃亡した場合に備えて、派遣と同時に先方へ派遣の事實を傳え、逃亡が發覺しない危險を避ける意圖が込められていると考えられる。] 


	
	書止
	-

	附記
	送達記錄
	／甲寅、水下盡、隸臣の造、行る。

	
	作成記錄
	／圂手す。




令佐
〼[endnoteRef:700]謂令佐唐[endnoteRef:701]：叚（假）爲畜官[endnoteRef:702]〼	8-0919 [700:  本簡上端折斷，或許缺字，原釋文、校釋未標注斷簡符號，據館藏簡改正。]  [701:  “唐”下有兩點墨跡，頗像重文符號，其實爲刮削殘留，與“唐”右側兩點、“叚”上方斜筆相同。]  [702:  本簡字閒不規則，“叚”前後特大，“爲”至“官”之間特小，“爲畜”筆勢又與前後文不同，頗疑其分兩次以上書寫，或與前注所述刮削痕跡有關。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、遷陵の某、】令佐の唐に謂う。

	
	本文
	
	
	假りに畜官【嗇夫[endnoteRef:703]】と爲り【……せよ。】 [703:  假は、官職の代行形態の一種（簡8-2371注？参照）、本簡記載の文書は、遷陵県令あるいは丞が令佐唐に下した畜官假嗇夫に任ずる辞令と考えられる。案ずるに、令佐が県官の吏として假されたことは、8-1231に「倉吏見三人，其一叚（假）令佐」とあることからも確認できる。また、本簡と同名の唐という人物が「叚（假）少内」（8-888+936+2202、8-1771）として見えること、令佐倶（8-0497・2204+0891+0933・1751+2207）と同名の人物が司空守（司空守嗇夫）を務めていること（8-0452・0824+1974・0854・0898+0972・1544・2180+2093）などから、令佐が県官の官職を代行する際は官嗇夫に相当することがわかる。したがって本簡の場合も、令佐唐が假するのは畜官嗇夫であると考えられる。
時代は下るものの、肩水金関漢簡に、
五鳳元年十一月乙卯朔辛酉，肩水候福謂
關嗇夫光。候行塞，光兼行候事。真官到〼（73EJT8:8）
五鳳元年十一月乙卯朔辛酉、肩水候福、關嗇夫光に謂う。候、塞を行(めぐ)れば、光は兼ねて候の事を行え。真官到らば……
とあるのは、肩水候が肩水金関嗇夫に対して、候の職務を代行するよう命じた文書であり、本簡記載の文書と類似する。] 


	
	書止
	【它は律令が如くせよ。】

	附記
	送達記錄
	【-[endnoteRef:704]】 [704:  簡8-0197や8-1449+1484において守丞発信文書の送達役を担っているように、令佐は令・丞と同じく県廷に勤務する吏である。つまり、本文書は遷陵県廷内部において令佐唐個人に宛てたものであるため、集配記録が記載されていた可能性は低い。もし集配記録があったとすれば、自らの身分・権限を証明するために令佐唐自身が任地である畜官へ持って行ったという記録（「（某月）某日某時，令佐唐行畜官」）であると推測される。] 


	
	作成記錄
	【某手す。】



不明斷片
〼官一書。	9-0288
【……都/稗？】官ごとに一書。[endnoteRef:705] [705:  「官一書」とは、文書送達に關する指示と捉えられるが、縣内では、官ごとに文書を下達する場合でも、それを誰かに指示する必要がないことから、本簡は恐らく、郡から下達された文書を記載したものと考えられる。「一書」という表現で終わる文書の例は簡8-2159正+8-0740正に見えており、洞庭郡の下達文書に文書傳達方法として「各一書」と記されている。「各一書」の下は、本簡の「官一書」と同樣に、空白となっている。なお、簡8-2159正+8-0740正が〇三型一枚に書寫されているのに對し、本簡は、形狀が〇二型で、「官一書」の三字が右上の端に寄せて書寫されていることから、もとは數枚の二行書き簡牘からなる册書の末尾簡を構成していたのではないかと推測される。] 

[bookmark: _Toc67253379]「告」類

基本書式①「告」＋「以來」
該当なし

基本書式②「告」＋「行」
單體文書（もしくは分離型複合文書）
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	某年某月某日，某職某人告某職某人。

	
	本文
	状況説明
	
	
	某書/某令曰：

	
	
	
	
	
	
	
	引文/摘要

	
	
	用件
	
	
	●今

	
	
	
	
	
	
	
	主文

	
	書止
	它如律令。

	附記
	送達記錄
	某月某日某時，某人行（某處）。

	
	作成記錄
	某手。



一體型複合文書
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	文書本體
	文書の原本か寫し（書式は文書の元通り）

	
	送達記錄
	（某月）某日某時，某人以來/行/上廷。（／某半/發。）

	
	作成記錄
	某手。

	文書本體
	書出
	某年某月某日，某職某人告某職某人。

	
	本文
	状況説明

	
	
	某書/某令曰：

	
	
	
	
	
	
	引文/摘要

	
	
	用件
	
	
	●今

	
	
	
	
	
	
	主文

	
	書止
	它如律令。

	附記
	送達記錄
	／某月某日某時，某人（某處）行。

	
	作成記錄
	／某手。



尉
〼，遷陵守丞銜告尉：故倉佐[endnoteRef:706] [706:  “倉”，原釋文、校釋作“令”，何有祖〈讀里耶秦簡札記（五）〉（簡帛網，2015年7月15日）改釋爲“合”，實係“倉”字殘形，據殘存筆畫和文意改釋。] 

〼□﹦□。今復（？覆）□病（？）一（？）人（？），𣦵〔？死〕一，□[endnoteRef:707]	8-2001正 [707:  “覆□病一人死一□”，原釋文、校釋作“□□□□□□□□”，據圖版和文意補釋。] 

〼履手。	8-2001背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、】遷陵守丞の銜 (かん)、尉に告ぐ。

	
	本文
	状況説明
	
	
	故 (もと)倉佐[endnoteRef:708]の【……】□﹦□。 [708:  覆がつぶさに調べる意（簡8-0144+8-0136注？參照）からして、「故令佐」という身分呼稱は、懲戒解雇もしくは降格のため令佐の職を解かれた人を指す可能性が考えられるが、轉任してから在任中の何らかの問題が發覺して法的責任を追及される場合もあったことも、例えば簡8-0063の記載から窺える。] 


	
	
	用件
	
	
	今

	
	
	
	
	
	
	□を覆するに、病一人、死一人□[endnoteRef:709]【……。】 [709:  案語（考課との関連性を指摘すべし。例えば次のような史料がある。）

〼宂募、群戍卒百卌（四十）三人。
〼廿（二十）六人。●死一人。
〼六百廿（二十）六人而死者一人。（第一欄）
尉守狐課。
十一月己酉視事，盡十二月辛未。（第二欄）	8-0132+8-0334

廿八年遷陵隷臣妾及黔首居貲贖責作官府課。•泰（大）凡百八十九人。死亡•𧗿（率）之，六人六十三分人五而死亡一人。  
已計廿七年餘隷臣妾百一十六人。  
廿八年新•入丗五人。 
•凡百五十一人，其廿八死亡。•黔道（首）居貲贖責作官丗八人，其一人死。（正）                     
令拔、丞昌、守丞膻之、倉武、令史上、上逐除，倉佐尚、司空長、史𨛭當坐。（背）	J1⑦0304 

死亡者別以爲二課，不𤻮（應）令。書到，亟〼	8-0041
] 


	
	書止
	【它は律令が如くせよ。】

	附記
	送達記錄
	【某月某日某時、某人、（某處に）行る。】

	
	作成記錄
	履手す。



一體型複合文書
〼朔甲午，尉守傰敢言之：遷陵丞昌曰：屯戍士五（伍）桑唐趙歸
〼□[endnoteRef:710]曰[endnoteRef:711]：巳（已）以迺十一月戊寅遣之署。遷陵曰：趙不到。具爲報。●問：審以卅（三十） [710:  “曰”前仍有殘泐筆畫，疑爲“臨沮”之“沮”。原釋文、校釋未釋。]  [711:  “曰”，原釋文、校釋作“日”，據圖版和文意改釋。] 

〼年一月戊寅遣[endnoteRef:712]署，不智（知）趙不到故。謁告遷陵，以從事。敢言之。／六月甲午 [712:  “年十一月戊寅遣之”，原釋文、校釋作“……”，據殘留筆畫和文意補釋。殘留筆畫可與第二行“十一月戊寅遣之暑”字跡比較如下：

年字前疑另有“一”字。] 

臨沮丞秃敢告遷陵丞主：令史可以律令從事。敢告主。／胥手。
九月庚戌朔丁卯，遷陵丞昌告尉主：以律令從事。／氣手。／九月戊辰旦，守
府快行。	8-0140正
〼　　俉手。	8-0140背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類②（臨沮尉上行文書）
	文書本體
	書出
	【三十一年（前216）六月壬午】朔甲午（13日）、尉守の傰、敢えて之れを言う。

	
	
	本文
	状況説明
	
	
	遷陵丞の昌 (しょう)、曰わく、

	
	
	
	
	
	
	
	
	屯戍の士伍、桑唐の趙、歸り[endnoteRef:713]、【……臨 (りん)】沮 (しょ)（？）、已に迺 (さる)十一月戊寅（24日）[endnoteRef:714]を以て遣わして署[endnoteRef:715]に之 (ゆ)かしめたりと曰うも、遷陵、趙到らずと曰う。具に報を爲せ。 [713:  歸、かえる・帰還（簡8-0547+8-1068注？参照）、ここは、農作業・休暇等のための一時帰還を指すと考えられる。
『秦律十八種』
144	居貲贖責者歸田農，種時、治苗時各二旬。	司空

嶽麓秦簡『三十四年質日』
02/0595	己亥	戊戌騰歸休

嶽麓秦簡（四）律令簡牘
111/1284	●田律曰：吏歸休，有縣官吏乘乘馬及縣官乘馬過縣，欲貣芻稾、禾、粟、米及買菽者，縣以朔日
112/1285	平賈（價）受錢L，先爲錢及券，缿以令、丞印封，令、令史、賦主各挾一辨，月盡發缿令、丞前，以中辨券案
113/1281	雔（讎）錢，錢輒輸少内皆相與靡（磨）除封印，中辨臧（藏）縣廷。

184/1299	●戍律曰:戍者月更。君子守官四旬以上爲除戍一更L。遣戍，同居毋並行。不從律，貲二甲。戍在署，父母、妻死，
185/1238	遺歸葬。告縣，縣令拾日L。䌛（徭）發，親父母、泰父母、妻、子死，遣歸葬。已葬，輒聶（攝）以平其䌛（徭）

278/0914	●□律曰：宂募羣戍卒及居貲贖責戍者及宂佐史、均人史，皆二歲壹歸，取衣用，居家卅日，其□□□
279/0349	以歸寧，居室卅日外往來，初行，日八十里，之署，日行七十里。當歸取衣用，貧，毋（無）以歸者，貸日，令庸以逋。]  [714:  三十一年（前216）六月壬午朔甲午（13日）の時点から見た「迺十一月戊寅」とは、同年十一月戊寅、つまり約七か月前の時点を指す。]  [715:  署、配置・配属する意（簡8-1459+8-1293+8-1466注？参照）から転じて、配属先・持ち場。『封診式』には、
055	賊死	爰書：某亭求盜甲告曰：「署中某所有賊死，結髮，不智（知）可（何）男子一人，來告。」（後略）
賊死	爰書。某亭求盜の甲、告げて曰わく、「署中の某所に賊の死して、結髮、何の男子たるやを知らざる一人有り、來りて告ぐ」、と。
と、『二年律令』には、
398	當戍，已受令而逋不行盈七日，若戍盜去署及亡過一日到七日，贖耐，過七日，耐爲隸臣，過三月，完爲城旦。
まさに戍すべきに、すでに命令を受けて逋 (のが)れて行かざること七日に盈 (み)つ（もの）、若しくは戍するに盜 (ひそ)かに署を去ること及び亡 (に)ぐること一日を過ぐるより七日に到るは、耐を贖う。七日を過ぐるは、耐して隸臣と爲し、三月を過ぐるは、完 (まっと)うして城旦と爲す。
といった類例が見られる。] 


	
	
	
	用件
	
	
	●問うに、

	
	
	
	
	
	
	
	
	審 (まこと)に三十【一】年十一月戊寅（24日）を以て遣わして署に之かしめたり。趙到らざるの故を知らず。

	
	
	
	
	
	
	謁うらくは、遷陵に告げて、以て從事せしめよ。

	
	
	書止
	敢えて之れを言う。

	
	附記
	送達記錄
	-

	
	
	作成記錄
	俉手す。

	添付書類①
（臨沮縣平行文書）
	文書本體
	書出
	／六月甲午（13）、臨沮丞の秃 (とく)、敢えて遷陵丞主に告ぐ。

	
	
	用件
	
	
	令史、律令を以て從事すべし。

	
	
	書止
	敢えて主に告ぐ。

	
	附記
	送達記錄
	-[endnoteRef:716] [716:  送達記錄は通常背面の左上に記される。本簡は左上が缺けているが、殘缺が小さく、送達記錄を收めるスペースがない。] 


	
	
	作成記錄
	／胥手す。

	遷陵縣下行文書
	書出
	九月庚戌朔丁卯（18日）、遷陵丞の昌 (しょう)、尉主に告ぐ。

	
	用件／書止
	
	
	律令を以て從事せよ。

	附記
	送達記錄
	[bookmark: OLE_LINK7]／九月戊辰（19日）、旦、守府の快、行る。

	
	作成記錄
	[bookmark: OLE_LINK8]／氣手す。



卅（三十）四年九月癸亥朔乙酉，畜官（？）[endnoteRef:717]守（？）獲敢言之[endnoteRef:718]：迺四月乙未言曰：□〼 [717:  “官”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（九）〉（簡帛網，2015年11月23日）補釋。]  [718:  “守”，原釋文、校釋作“□”，據圖版和文例補釋。] 

蓋侍食羸病馬無小。謁令官遣徒（？）更繕治[endnoteRef:719]。致（至）今弗遣。步（涉）冬多雨，韓□〼 [719:  “徒”，原釋文、校釋作“□”，據圖版和文意補釋。] 

病者無小。┘今止行書徒更戍城父柘里（？）士五（伍）辟繕治。謁令尉定〼
之。／卅（三十）五年十一月辛卯朔﹦（朔朔）日，遷陵守（？）[endnoteRef:720]丞繹告尉主：聽書從事。它	8-0143正+8-2161正+8-0069正[endnoteRef:721] [720:  “守”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（九）〉（簡帛網，2015年11月23日）補釋。]  [721:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（九）〉（簡帛網，2015年11月23日）。] 

如律令。／履手。／十一月壬辰（？）[endnoteRef:722]，日入，隸妾規行。 [722:  “辰”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文例補釋。] 

十一月辛卯旦，史穫以來。／〼□發。　獲〼	8-0143背+8-2161背+8-0069背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（上行文書）
	文書本體
	書出
	三十四年（213）九月癸亥朔乙酉（23）、畜官守の獲、敢えて之れを言う。

	
	
	本文
	状況説明
	迺 (さ)る四月乙未（01）、言いて曰わく[endnoteRef:723]、 [723:  案語（言＝畜官が以前に県廷に送付した敢言之類の文書）] 


	
	
	
	
	□【□□】蓋し羸病の馬を侍食するは[endnoteRef:724]、小なる無きなり[endnoteRef:725]。謁うらくは官に令して徒を遣わし更めて繕治せしめよ。今に至るもこれを遣らず。冬に涉り雨多ければ[endnoteRef:726]、韓□【……】病者、小なる無きなり。 [724:  侍、養う。『呂氏春秋』異用篇には、
仁人之得飴，以養疾侍老也。
仁人の飴を得るは、以て疾を養い老を侍 (やしな)う也。
といい、高誘は、
侍亦養也
侍も亦た養う也
と注する。侍養と疾病の關係は、例えば『墨子』兼愛篇下の次の表現からも窺える。
是以老而無妻子者，有所侍養以終其壽。（中略）是故退睹其友，飢則食之，寒則衣之，疾病侍養之，死喪葬埋之。兼士之言若此，行若此。
是 (ここ)を以て、老いて妻子無き者は、侍養する所有りて以て其の壽 (いのち)を終う。（中略）是の故、退きて其の友を睹るに、飢えば則ち之れを食し、寒 (こご)えば則ち之れに（衣を）衣 (き)せ、疾病せば之れを侍養し、死喪せば之れを葬埋す。兼士之言は此の若く、行いは此の若し。]  [725:  無小、小は「微」（『説文解字』）・「細」（『玉編』）・「輕」（『禮記』王制鄭玄注）等と訓ぜられ、「小人」や「小物」などのように小さくて取るに足らない意、小なる無きは、小さくても忽せにしてよいほど小さいものがない、つまり極めて重要で忽せにしてはいけない意。『呂氏春秋』僖公には、
公卑邾，不設備而御之。臧文仲曰：國無小，不可易也。無備雖衆，不可恃也。詩曰：戰戰兢兢，如臨深淵，如履薄冰。
公、邾を卑しめ、備えを設けて之れを御せず。臧文仲曰わく、國は小なる無く、易 (あなど)るべからざる也。備え無くんば、衆 (おお)しと雖も、恃るべからざる也。詩には、戰戰兢兢として、深淵に臨むが如く、薄冰を履むが如し、と曰う、と。
といい、『尚書』大禹謨には
宥過無大，刑故無小。
過ちを宥すは、大なる無く、故を刑するは、小なる無し。
という。]  [726:  涉、入る、至るの意。『漢書』高帝紀には、
漢帝本系，出自唐帝。降及于周，在秦作劉。涉魏而東，遂爲豐公。
漢帝の本系、唐帝より出づ。降りて周に及び、秦に在りては、劉と作す。魏に涉りて東し、遂に豐公と爲る。
といい、顏師古注は、晉灼を引いて、
涉猶入也。
涉は猶お入るがごとき也。
と注釋する。『後漢書』には、
夫玄龍，迎夏則陵雲而奮鱗，樂時也；涉冬則淈泥而潛蟠，避害也。
夫れ玄龍は、夏を迎えば則ち雲を陵 (しの)ぎて鱗を奮わす。時を樂しむ也。冬に涉らば則ち泥を淈 (みだ)して潛蟠す。害を避くる也。
という。] 


	
	
	
	用件
	┘今

	
	
	
	
	行書の徒、更戍の城父柘里の士伍の辟を止めて[endnoteRef:727]、繕治せしむ。謁うらくは、尉に令して、【簿（？）】を定めしめよ。 [727:  止、とどめる意、ここでは、本来「行書」という県廷の仕事に從事していたという辟を一時的に畜官に止めて「繕治」という新たな仕事に從事させることを指す。類似用例は簡8-1343+8-0904にも見える。簡8-1343+8-0904の「令」字から推測するに、「繕治」の前に「令」字が脱落している可能性がある。] 


	
	
	書止
	
	【敢えて】之れを【言う。】

	
	附記
	送達記錄
	
	十一月辛卯（01）、旦、史の穫、以て來る。／□發 (ひら)く。

	
	
	作成記錄
	
	獲【手す。】

	文書本體
	書出
	三十五年（212）十一月辛卯朔朔日、遷陵守丞の繹、尉主に告ぐ。

	
	用件
	
	
	書に聽いて從事せよ。

	
	書止
	它は律令が如くせよ。

	附記
	送達記錄
	／十一月壬辰（02）、日入、隸妾の規、行 (や)る。

	
	作成記錄
	／履手す。



啓陵
卅（三十）五年五月己丑朔庚子，遷陵守丞律告啓陵
鄕嗇夫：鄕守恬有論事。以旦食遣自致。它
有律令。	8-0770正
五月庚子，守恬受書[endnoteRef:728]。　　敬手。	8-0770背 [728:  “鄕”據文意補釋，“受”、“書”據圖版補釋，原釋文、校釋均作“□”。另外，收發記錄除月日外，一般還標明收發時閒，但本簡由鄕守恬親自領受，似與普通收發程序略有不同。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	三十五年（212）五月己丑朔庚子（12）、遷陵守丞の律、啓陵鄕嗇夫に告ぐ。

	
	本文
	状況説明
	
	
	鄕守の恬 (てん)[endnoteRef:729]、論事有り[endnoteRef:730]。 [729:  恬、人名、啓陵鄕嗇夫の守官（代行）と推定される。實質的には受信者の啓陵鄕嗇夫と同一の人物となるが、「鄕嗇夫」が正式な受信者表記であるのに對し、「鄕守」は、現にその職務を代行している恬という人の實際の官職名と考えられる。類似した狀況は、簡	J1⑫1786＋⑧2260の「尉主」と「尉橐」とに認められる。]  [730:  論事、論ずべき事案・事件、つまり刑事事案。文法構造が同じ表現としては「（官獄/官）徵事」が擧げられる。例えば、1970年代居延漢簡の簡73EJT10:312A（A32）には次のようにいう。
五鳳元年六月戊子朔癸巳，東鄕佐眞敢言之：宜樂里李戎自言：爲家私市長安張掖界中。謹案：
戎毋官獄徵事，當爲傳。謁移廷。敢言之。
意味論的には、『二年律令』に、
104	事當治論者，其令、長、丞，或行鄕官視它事不存及病而非出縣道界也，（後略）
105	（前略）其守丞及令、長若眞丞存者所獨斷治論有不當者，令眞令、長、
106	丞不存及病者，皆共坐之，如身斷治論及存者之罪。（後略）
事の當 (まさ)に治・論ずべき者、其れ令・長・丞、或は鄕官に行きて它事を視て存せず、及び病むも縣道が界を出づるに非らざるや，其の守丞及び令・長若しくは眞丞の存する者の獨り斷する所の治・論に當ならざる有る者は、眞令・長・丞の存せず及び病みたる者に令して、皆な共に之れに坐ぜしむること、身 (みずか)ら治・論を斷じ及び存する者の罪が如くせよ。（後略）
と見える「事の當 (まさ)に論ずべき者」が近い。傳世文獻では、「獄事」と稱する。『漢書』成帝紀顏師古注所引の『漢舊儀』には、
尚書四人爲四曹：常侍尚書主丞相御史事，二千石尚書主刺史二千石事，戶曹尚書主庶人上書事，主客尚書主外國事。成帝置五人，有三公曹，主斷獄事。
尚書四人、四曹と爲す。常侍尚書は、丞相・御史が事を主り、二千石尚書、刺史・二千石が事を主り、戶曹尚書、庶人の上書が事を主り、主客尚書、外國が事を主る。成帝、五人を置き、三公曹有り、斷獄が事を主る。
という。なお、『封診式』簡006に見える「有鞫」が限定的に縣廷に係屬中の事案をいうのに對し、「（有）論事」は、手續進行を問わず、漠然として刑事絡みの事案（人事處罰・行政處罰を含む）を指す。] 


	
	
	用件
	
	
	旦食を以て遣わし、自致せしめよ[endnoteRef:731]。 [731:  自致、「自らを致す」の倒置表現、出向くこと、出頭すること。『漢書』司馬相如傳に
南夷之君，西僰之長，（中略）皆鄕風慕義，欲爲臣妾，道里遼遠，山川阻深，不能自致。
南夷の君、西僰の長、（中略）皆な風を鄕 (むか)いて義を慕い、臣妾たらんと欲するも、道里遼遠にして、山川阻深なれば、自致するを能わず。
というのは、朝廷に出向くこと、1930年代居延漢簡に
九月乙亥，觻得令延年、丞置敢言之：肩水都尉府移肩水候官告尉、謂東西南北部
義等，補肩水尉史、隧長、亭長、關佐，各如牒。遣自致。趙侯、王步光、成敢、石胥成皆
書牒署從事、如律令。敢言之。	1930年代居延漢簡	97.10/213.1	A33

という見えるのは、赴任の意味である。本簡では、「論事」から判るように、司法手續のための出頭が命じられているが、類例としては、『後漢書』張禹傳の次の記述が擧げられる。
功曹史戴閏，故太尉掾也，權動郡内。有小譴，禹令自致徐獄，然後正其法。自長史以下，莫不震肅。
功曹史戴閏、故 (もと)太尉掾にして、權、郡内を動かす。小譴有り、禹、令して徐獄に自致せしめ、然る後に其の法を正す。長史より以下、震肅せざるなし。] 


	
	書止
	它は律令有り[endnoteRef:732]。 [732:  它有律令、居延漢簡等の西北出土簡牘史料に頻出する「它如律令」と同樣、下行文書の末尾に用いられる慣用語、原義は、「它は律令が如くせよ」が、「文書で具體的に指示を與えている以外は法令の規定通り處理せよ」というのに對し、「它有律令」は、「文書で具體的に指示を與えている以外は依據するに法令がある」という意味。漢代簡牘史料には、後者のみが見られるのに對して、秦簡では、兩者は倂用されており、現在のところ意圖的な使い分けの痕跡が認められない。本簡のほか『爲獄等狀』には、
025	（二十）年七月丙戌朔乙未，南郡叚（假）守賈報州陵守綰、丞越：（後略）
029	（前略）受人貨材（財）以枉律令，其所枉當
030	貲以上，受者、貨者皆坐臧（贓）爲盜，有律，不當𤅊（讞）。獲手，其貲綰、越、獲各一盾。它有律令。
二十五年七月丙戌朔乙未、南郡假守賈、州陵守綰・丞越に報ず。（中略）人より貨財を受けて以て律令を枉 (ま)げ、その枉ぐる所、まさに貲罪以上とすべきは、受くる者・貨 (おく)る者、皆な贓に坐して盜と爲す。律有ればまさに讞すべからず。獲手すれば 、それ綰、越、獲を貲(はか)ること各々一盾。它は律令有り。
という用例が見える。「它有律令」と類似表現として更に「有律」（前揭簡30）・「有令」（『爲獄等狀』簡102・里耶秦簡8-0070等）・「有券」（『爲獄等狀』簡029・109）・「有約」（里耶秦簡8-1008）等が注目に値する。何れも根據もしくは證據として「律」・「令」・「券」・「約」が取り上げられる點で「它有律令」に關する上記の語釋を裏付けるほか、「有約」については、「它有律令」と同樣に「有」字を「如」字に置き換えた「它如約」という表現が西北漢簡（E.P.F16:6等）に確認される。] 


	附記
	送達記錄
	五月庚子（12）、鄕守の恬 (てん)、書を受く。｛筆跡の同異は判然とせず｝

	
	作成記錄
	敬手す。



〼狐告啓陵〼
〼啓陵鄕。聽〼	8-0421
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、遷陵（守）丞の敦】狐、啓陵【鄕嗇夫/守】に告ぐ。

	
	本文
	
	
	【……】啓陵鄕。

	
	書止
	聽【書從事如律令（？）。】

	附記
	送達記錄
	【某月某日某時、某人、（某處に）行く。】

	
	作成記錄
	【某手す。】



卅（三十）四年後九月壬辰朔壬寅，司空□[endnoteRef:733]〼 [733:  “□”，“司空”下另有殘留筆畫，或疑爲“守”字，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。] 

載粟。謁告啓陵〼
……遷陵丞（？）[endnoteRef:734]〼	8-0073正 [734:  “遷陵丞（？）”，原釋文、校釋作“．．．．．．”，據圖版補釋。] 

後（？）……／□發（？）。[endnoteRef:735]　　〼	8-0073背 [735:  “後九月……以來／□發”，原釋文、校釋作“．．．．．．”，據圖版和文例補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（上行文書）
	文書本體
	書出
	三十四年（213）後九月壬辰朔壬寅（11）、司空□（守？）【の某、敢えて之れを言う。】

	
	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】載粟[endnoteRef:736]。 [736:  載粟、初出。（簡8-1525も参照）] 


	
	
	
	用件
	
	
	謁うらくは、啓陵【鄕（？）】に告げて【……。】

	
	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	
	附記
	送達記錄
	後九月【某日、某時、某人】以て來る。／□發 (ひら)く。

	
	
	作成記錄
	【某手す。】

	文書本體
	書出
	【……】遷陵丞（？）【の某、啓陵某に告ぐ。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【它は律令が如くせよ。】

	附記
	送達記錄
	【某月某日、某時、某人、（某處に）行る。】

	
	作成記錄
	【某手す。】



倉
一體型複合文書
……[endnoteRef:737] [737:  本簡第一行右側另有殘泐墨跡，可知右側原另有一行，疑被裁斷。附加文書的收發記錄、制作記錄應原寫在此處背面。文書主體部分的收發記錄應原寫在背面右上側，卽在與正面第四行對應處，疑被刮削。] 

城旦瑣以三月乙酉有遝。┛今隸妾益行書守府，因止令益治邸代（？）
處[endnoteRef:738]。謁令倉、司空薄（簿）瑣以三月乙酉不治邸。敢言之。／五月丙子 [738:  “止”，原釋文、校釋作“之”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（七）〉（簡帛網、2015年10月27日）改釋。] 

[bookmark: _Hlk67258098]朔甲午[endnoteRef:739]，遷陵守丞色告倉、司空主：以律令從事，傳書。／圂手。	8-1343+8-0904[endnoteRef:740] [739:  秦王政元年五月和秦始皇三十二年五月均爲丙子朔，據遷陵守丞色的經歷推測，本簡五月應指三十二年五月。]  [740:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（遷陵縣官上行文書）
	文書本體
	書出
	【三十二年（215）五月丙子朔某日、某職の某人、敢えて之れを言う。】[endnoteRef:741] [741:  右端に認められる僅かな墨跡から、本簡の右側が裁斷されたと推定される。28㎜という殘存の幅および文書の内容から推測するに、約一行分の簡面が裁斷され、殘缺部分の正面には、文書の書出と状況説明の前半が、背面には送達記錄と作成記錄とが記されていたと考えられる。
樣式論的には、文書の書出は曆日・發信者・發信形式からなるが、曆日は、遲延に關する記述がないことから、後續文書の「五月丙子朔甲午」に近い「五月丙子朔某日」、發信者は、記述内容から、「治邸」という作業を擔當する鄕もしくは縣官の長官、發信形式は、文書末尾の記述から、「敢言之」と判る。後續文書では、五月の朔日が繰り返し明記されるが、同樣に同じ月の朔日が繰り返される事例は、簡8-1203+8-0110+8-0669・5-01・8-1525・8-2002+8-0673・8-0157にも確認される。また、用件として、倉と司空に對する縣廷の指示が求められていることから、倉もしくは司空を發信者とする可能性が低く、邸所在の鄕から發信されたものと思われる。
状況説明については、「今」が城旦の瑣が召喚された「三月乙酉」の時點を指すことから、「今」以下の文章も他の資料からの引用と考えられる。状況説明が文書發信者以外の者による場合には、それに對する發信者の對應が明記されるはずであることから、本文書では、簡8-0677に見える「前日言」の如く、發信者自身が以前に縣廷に提出した文書の一部を引用して、然るべき處理を催促していると推測される。つまり、本文書は、閒接的な形ではあるが、「追」類の下行文書と同じ機能を表出していると言える。このように解釋すれば、「三月乙酉」から「五月甲午」までの遲延も矛盾なく説明できよう。
以上の推理に閒違いがなければ、「謁」以下の文章も、以前の文書からの引用に係るが、引用のこの部分は同時に本文書の催促内容でもあるので、用件の欄に揭げて區別した。] 


	
	
	本文
	状況説明
	【前日言わく（？）、】

	
	
	
	
	【……】城旦の瑣、三月乙酉（09）を以て遝せらるる有り。
今
隸妾の益、書を守府に行るも、因りて益を止め[endnoteRef:742]令して邸を治め（瑣が）處[endnoteRef:743]に代わらしむ。 [742:  止、とどめる意（簡8-0143+8-2161+8-0069注？參照）、ここでは、「書を守府に行る」手はずとなっていた隸妾の益を太守府に行かさず、「治邸」という別の勞役のために留め置くことを指す。「止」が後續の勞役を擔當する刑徒を目的語とすることは、簡8-0143+8-2161+8-0069の類例から判る。
なお、文法的には、この一文は所謂「連動共賓」構造を示し、「益」は、「止」と「令」という二つの動詞の共通の目的語である。卽ち、「止令益」は「益を止める」ことと「益に令する」という二つの動作に分けて理解される。「止めて益に令して云々」という讀み下し方も考えられるが、原文の文法構造に卽して益という目的語に對して「止める」と「令する」という二つの動詞を竝べる表現とした。]  [743:  處、とどまる・暫定的に居る義から轉じて地位の意（簡8-1518+8-1490注？參照）。ここでは、隸妾の益が城旦の瑣に代わって「治邸」という作業に從事することを、瑣が占めていた地位に代わるという意味で「代處」と表現する。] 


	
	
	
	用件
	謁うらくは、倉・司空に令して[endnoteRef:744]、瑣、三月乙酉（09）を以て邸を治せざるを簿せしめよ[endnoteRef:745]。 [744:  案語（倉＝食糧支給、司空＝労働管理。依頼者＝治邸担当機関）]  [745:  簿、ちょうめん・帳簿、ここでは転じて記帳すること。『荀子』正名には、
五官簿之而不知。
五官は之れを簿するも知らず。
といい、『魏書』太祖紀には、
簿其珍寶畜產，名馬三十餘萬匹，牛羊四百餘萬頭。
其の珍寶・畜產を簿するに、名馬は三十餘萬匹、牛羊四百餘萬頭あり。
という。] 


	
	
	書止
	敢えて之れを言う。

	
	附記
	送達記錄
	【（五月）某日某時、某人、以て來る。／某發 (ひら)く。】

	
	
	作成記錄
	【某手す。】

	遷陵縣下行文書
	書出
	／五月丙子朔甲午（19）、遷陵守丞の色、倉・司空主に告ぐ。｛筆跡の異同は判然とせず。｝

	
	用件/書止
	
	
	律令を以て從事し、書を傳えよ[endnoteRef:746]。 [746:  傳書、書を傳える、つまり文書を轉送すること。本簡に記載された遷陵縣廷の下達文書は、同時に縣官の倉と司空に宛てられているが、簡9-0710に見られる同類の文書では、集配記錄として「隸臣【の某、】倉に行る」と明記されている。縣内の傳達經路が定まっていたという前提に立てば、本簡の場合にも、傳書とは、縣廷の文書を倉が司空に轉送する意味に解される。
一方、縣廷から同時に尉・鄕・司空・倉に宛てられている簡⑯0005と⑯0006の下達文書には、「書に聽 (したが)いて從事せよ」という執行命令に續けて、「尉は、書を都鄕・司空に別 (わか)ち、司空は倉に傳えよ」という轉送指示が記されている。尉を起點とした傳達經路では、本簡とは逆に司空から倉へと文書が轉送されていたようである。] 


	附記
	送達記錄
	【五月某日某時、某人、（某處に）行る。】

	
	作成記錄
	／圂 (こん)手す。



卅（三十）四年七月甲子朔癸酉，啓陵鄕守意敢言之：廷下倉守慶書
言：令佐贛載粟啓陵鄕。今巳（已）載粟六十二石，爲付券一，上。
謁令倉守。敢言之。●七月甲子朔乙亥，遷陵守丞巸告倉
主：下券。以律令從事。／壬手。／七月乙亥旦，守府卬行。	8-1525正
七月乙亥旦，佐贛以來[endnoteRef:747]。／壬發。　　恬手。	8-1525背 [747:  “佐贛”，原釋文、校釋作“□□”，據館藏簡補釋。原圖版此字模糊不清，紅外綫圖版清晰可辨。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類②（付券）
	【付券】

	添付書類①（上行文書）
	書出
	三十四年（213）七月甲子朔癸酉（10）、啓陵鄕守の意、敢えて之れを言う。

	[bookmark: _Hlk66982758]
	本文
	状況説明
	
	
	廷の下しし倉守の慶がに言わく、

	
	
	
	
	
	
	佐の贛に令して、粟を啓陵鄕に載せしむ。

	
	
	用件
	
	
	今

	
	
	
	
	
	
	已に粟六十二石[endnoteRef:748]を載すれば、付券一を爲 (つく)り、上 (のぼ)す。 [748:  粟六十二石とは、啓陵鄕の税粟と考えられる。簡8-1519背の記載によれば、秦始皇三十五年における啓陵鄕の租税總額は九十七石六斗となっていたが、六十二石はその六割強に上る。『漢書』百官公卿表に
嗇夫職聽訟、收賦税。
（鄕）嗇夫は訟を聽き賦税を收むるを職とす。
とあるように、税の徵收は、鄕嗇夫の職務の一環である。] 


	
	
	
	
	
	謁うらくは、倉の守に令せよ[endnoteRef:749]。 [749:  文法的には、「倉」の下の「守」を動詞と解釋して「謁うらくは、倉に令して守せしめよ」と讀む可能性もあるが、本簡の記述内容からすれば、「守券」もしくは「守粟」といった作業が生じる餘地がないので、「守」は、第一行の「倉守慶」、つまり倉の長官（代行？）を指すと考えられる。
記述内容を纏めると、倉守の慶は、倉佐の赣に啓陵鄕から粟を荷車に載せて搬出するように命じたことを、縣廷を經由して啓陵鄕に通知したが、積み込み作業の完了を受けて、啓陵鄕の長官は、赣の立會いの下で「付券」と「受券」を作成し、縣廷を通じて、付券を監査用に倉に送付した。付券には、啓陵鄕から佐の赣に交付された粟の數量が明記されている。倉の方では、佐の赣が倉に搬入する現物の數量を、付券に記されている數量と照合する。一方、「受券」は、佐の赣が啓陵鄕から粟を受領した證據として啓陵鄕に保管されると推測される。
なお、簡8-0157の「謁令尉以從事」を參照するに、「倉の守に令せよ」とは、「從事」を省略した表現で、同樣に律令等の規定通り處理せよというように理解される。
なお、9-0128+9-0204の「受券」と9-0785+9-1259の「付券」の対応関係（筆跡と刻歯とが一致）からすると、券の名義人の倉嗇夫と鄕嗇夫が一ヶ所に会する機会がなく、実際の作成者は「視平」を担当する令佐ではないかと推測される。つまり、鄕嗇夫と倉令佐の立会いの下で令佐が一枚の簡牘から「受券」と「付券」を作成し、鄕から県廷を通じて付券の方を倉に送付し、搬入時のチェックなどに供した。それとは別途に、年度末かそれ以外の決まった時に、鄕と倉とからそれぞれ会計書類とともに照合用に、これらの「受券」と「付券」とが「校券」として送られて県廷の監査を受けると考えられる。] 


	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	送達記錄
	七月乙亥（12）、旦、佐の贛、以て來る[endnoteRef:750]。／壬發 (ひら)く。 [750:  佐の贛とは、倉守の慶の命により啓陵鄕で粟を積み込んで倉に輸送した倉佐の贛と同一の人物であろう。本文書には付券が添付されており、県廷を経由して倉に送られることになるが、倉佐の贛が自らそれを倉まで持ち帰らず、県廷を経由して下達されるのは、県廷の監査を受けるためと考えられる。県廷までの本文書の輸送は倉佐の贛の手によるが、文書は封印したまま運ばれるから、改変等の危険は少なかろう。] 


	
	作成記錄
	恬 (てん)手す。



	文書本體
	書出
	●七月甲子朔乙亥（12）、遷陵守丞の巸 (い)、倉主に告ぐ。

	
	本文
	
	
	券を下す。

	
	書止
	律令を以て從事せよ。

	附記
	送達記錄
	／七月乙亥（12）、旦、守府の卬 (ぎょう)、行る。

	
	作成記錄
	／壬手。



廿（二十）八年七月戊戌朔癸卯，尉守竊敢〖言〗之：洞庭尉遣巫居貸公卒
安成徐署遷陵。今徐以壬寅事，謁令倉貣（貸）食，移尉以展約日。敢言之。
七月癸卯，遷陵守丞膻之告倉主：以律令從事。／逐手。卽〖令〗徐自入書[endnoteRef:751]。	8-1563正 [751:  “自”，原釋文、校釋作“□”，何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）作“内”，館藏簡作“爲”，據圖版和文意改釋。“書”，原釋文、校釋作“□”，館藏簡作“食”，據何文補釋。至於此一句話的屬性，何文稱“似是文書收閱方之主事者後來補寫”，恐非是。本文書是遷陵縣下達給倉的下行文書的副本，將正本發送時，卽交給徐時，在副本留下了相關記錄，卽“發送記錄”。] 

癸卯，朐忍宜利錡以來。／敞半。　　齮手。	8-1563背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（上行文書）
	書出
	二十八年（219）七月戊戌朔癸卯（06）、尉守の竊、敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	洞庭尉、巫の貸 (か)るるに居する[endnoteRef:752]の公卒[endnoteRef:753]、安成の徐を遣わして遷陵に署せしむ。 [752:  居貸、初出（居貲（貲の弁済のために居作すること）との類似性で語義を説明するが、出土資料に他の用例が検出できないほか、語義は「居責」と重なることから、居貲もしくは居責の誤字の可能性も指摘すべし。誤字の場合は、二行の「貸食」の影響を受けて誤ったのであろう。）]  [753:  「貸」字の下に二つの墨點が見えており、重文記號の可能性も排除できない。その場合には、釋文は「居貸公﹦（公公）卒」、讀み下し文は、「巫の公より貸 (か)るるに居するの公卒」に改めなければならないが、本簡では、字閒に大きなばらつきがみられるほか、あちらこちらに簡文と無關係な墨跡が觀察される。從って、本簡が再利用簡牘に係り、「貸」字の下の點も削り殘りに過ぎない可能性が高い。
なお、公より貸 (か)るとは、官府より金錢や種子などを借りる意に捉えることができる。『左傳』文公十四年には、
盡其家，貸於公、有司以繼之。
其の家を盡くせば、公・有司より貸 (か)り、以て之れに繼ぐ。
といい、杜預は
家財盡，從公及國之有司富者貸。
家財盡くれば、公及び國の有司の富める者より貸 (か)る。
と注釋する。『爲獄等狀四種』の「學爲僞書案」では、被告の學は、將軍馮毋擇の子の癸に假託して、胡陽縣から金錢などを借り受けて逃亡しようと企てたが、被告は供述の中では
226	（前略）卽獨撟（矯）自以爲五大夫馮毋擇子，以名爲僞私書，問矰，欲貣（貸）錢
227	胡陽少內。
卽ち獨り矯 (いつわ)りて自ら以て五大夫の馮毋擇 (ぶえき)が子と爲し、名を以て僞私書を爲 (つく)り、矰に問うて、錢を胡陽少內より貸りんと欲せり。
と稱し、將軍馮毋擇の名義で僞造した胡陽縣長官宛の書信では、
216	（前略）臣老，癸與人出田，不齎錢、（種）。𩕾（願）丞主叚（假）錢二萬貣（貸）、
217	食支卒歲。稼孰（熟）倍賞（償）。
臣老うれば、癸、人と與 (とも)に出でて田す。錢・種を齎さず。願くは、丞主、錢二萬の貸 (か)し・食の卒歲を支うるを假せ。稼熟せば、倍償せん。
という。] 


	
	
	用件
	
	
	今

	
	
	
	
	
	
	徐、壬寅（05）を以て事 (つか)うれば[endnoteRef:754]、謁うらくは、倉に令して食を貸 (か)し、尉[endnoteRef:755]に移して以て約日[endnoteRef:756]を展 (の)べしめよ。 [754:  事（つかえる）、初出。（注では「視事」の「視」字が脱落している可能性にも言及すべし！）]  [755:  案語（尉＝郡尉？）、官職名担当。]  [756:  約日、約は……（簡8-0144+8-0136注？参照）、日は服役日数、約日は、約定の服役日数もしくは期間。初出。] 


	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	送達記錄
	癸卯（06）、朐忍 (しゅんじゅん)宜利の錡 (ぎ)[endnoteRef:757]、以て來る。／敞半 (ひら)く。 [757:  『廣韻』には、「渠羈切（キ）」（支韻：「釜屬」）・「渠綺切（ギ）」（紙韻：「釜也」）・「魚倚切（ギ）」（紙韻：「三足釜也。一曰蘭錡兵蔵。又姓。武王文殷人六族，有錡氏。後漢有錡嵩」）の三つの字音があるが、段注に従って、「魚倚切」で読んだ。] 


	
	作成記錄
	齮 (ぎ)手す。

	文書本體
	書出
	七月癸卯（06）、遷陵守丞の膻之 (たんし)、倉主に告ぐ。

	
	用件
	
	
	律令を以て從事せよ。

	附記
	送達記錄
	卽ちに徐に令して、自ら書を入れしむ。[endnoteRef:758] [758:  入書、初出（書を入れる、つまり文書を受信者に渡す意か。五一廣場東漢簡牘CWJ1③:314（『選釋』029）にも「入書」の用例あり。）

本文書は、機能的には、食糧配給切符と捉えることができる。縣尉の申請を受けて、その管轄に服する居貸卒の徐のために、倉に食糧の支給を命ずる内容となっているが、受給者の徐が自ら倉に持參することから、本書と引き換えに指示通りの食糧が受給者に交付されると推測される。なお、配給は無償ではなく、消費貸借の形で行なわれ、受給者は居作を通じてその對價を返還する。そのために、郡尉に、「約日を展ばす」ように、つまり食糧支給に應じた服役期閒の延長が申請される。] 


	
	作成記錄
	／逐手す。



〼告倉主〼	8-2335
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【……、】倉主に告ぐ。

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



少内
一體型複合文書
十二月戊寅，都府守胥敢言之：遷陵丞膻曰：少内巸言：宂
佐公士僰道西里亭貲三甲，爲錢四千卅（三十）二。自言家能入。
爲校券一，上，謁告僰道受責。有追，追曰：計廿（二十）八年〼[endnoteRef:759] [759: 　此簡在“年”字下折斷，殘缺一字，疑爲“今”字；原釋文、校釋作“□”，不符合體例。] 

責亭妻胥﹦亡﹦（胥亡，胥亡）曰：貧，弗能入。謁令亭居署所。上眞書，謁環（還）〼[endnoteRef:760] [760: 　此簡在“環”字下有殘泐筆畫，再下折斷，另殘缺一字，原釋文、校釋作“□□”，不符合體例。殘泐筆畫據文意可補釋爲“遷”，此處簡文原應爲“謁環遷陵”。] 

僰道弗受計。亭䜢（謾）當論，論。敢言之。	8-0060正+8-0656正+8-0748正+8-0665正[endnoteRef:761] [761:  本簡綴合據校釋一。] 

十二月己卯，僰道𨛭敢告遷陵丞主：寫〼
[bookmark: OLE_LINK11][bookmark: OLE_LINK12]事。敢告主。／冰手。／六月庚辰，遷陵丞昌告少内主：以律令[endnoteRef:762]〼 [762:  “從”，原釋文、校釋作“□”，據文例補釋。“從”字下殘缺處原應有“事”字和人名一字。] 

手。／六月庚辰，水十一刻﹦（刻刻）下六，守府快行少内。
六月乙亥，水十一刻﹦（刻刻）下二，佐同以來。／元半[endnoteRef:763]。　　[endnoteRef:764]	8-0060背+8-0656背+8-0748背+8-0665背[endnoteRef:765] [763:  “半”，原釋文、校釋作“手”，據單育辰	〈里耶秦公文流轉硏究〉（《簡帛》第9輯，2014年）改正。]  [764:  校釋在背面左數第一行末尾標出斷簡符號，其實背面左下方完整無缺，據圖版改正。]  [765:  有關本文書的結構、筆跡異同以及轉抄複本等關係，單育辰已有詳細描述，參看育辰已〈里耶秦公文流轉硏究〉（《簡帛》第９輯）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類④
	【校券】

	添付書類②（僰道都府守上行文書）
	文書本體
	書出
	（前218）十二月戊寅（13日）、都府[endnoteRef:766]守の胥、敢えて之れを言う。 [766:  都府、官職名担当。] 


	
	
	

	状況説明
	
	
	遷陵丞の膻 (たん)、曰わく、

	
	
	
	
	
	
	
	
	少内の巸 (い)、言わく、

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	宂佐[endnoteRef:767]公士[endnoteRef:768]の僰道 (ぼくどう)西里の亭、貲三甲[endnoteRef:769]あり、錢四千三十二たり。自ら言うに、家、能 (よ)く入る。校券[endnoteRef:770]一を爲 (つく)り，上 (のぼ)す。謁うらくは、僰道に告げて、責めを受けしめよ[endnoteRef:771]。 [767:  宂佐、宂は恆常的勤務の意（簡8-2006+8-0666注？参照）、宂佐は、初出。官職名担当。]  [768:  公士、初出。（注は上造・士伍等の注を参照して執筆すべし）]  [769:  貲三甲、貲は、「はかる」義から轉じて、輕犯罪を對象とした秦律特有の制裁形式（簡8-1566注？および簡8-2013+8-0198+8-0213注？參照）、ここでは財產刑を指す。甲は、「よろい」の義から轉じて、原義が「たて」の盾 (じゅん)とともに財產刑の輕重を表す。盾が錢三百八十四なのに對して、甲は錢千三百四十四を意味する。錢財產刑の貲には、合わせて「貲一盾」・「貲一甲」・「貲二甲」という三つの等級がある。睡虎地秦簡には「貲二盾」の用例が一つ見えることから、本來は四等級であったとする説もある。本簡に見える「三甲」は、貲の等級ではなく、簡8-0300や8-0565に見える「十四甲」・「六甲」・「四甲」と同樣に、累積罰金額を表す表現と考えられる。貲三甲はすなわち罰金錢四千三十二に相當する。]  [770:  校券、校は監査用の状況説明（簡8-1565注？參照）、券は、刻齒を有するという形態上の特徵から證明文書簡牘を表す語（簡8-0677注？參照）、校券は、券書の形態を持った監査用の状況説明。本簡では、佐の亭に科せられる貲三甲という公的債權を證明する書類、もしくはその公的債權を僰道に讓り渡したとして遷陵縣で計上した事實（「付計」）を證明する書類を指すが、證明内容が金錢に關わるため、券書という信憑性のより高い形態が選擇されたと考えられる。]  [771:  責は、せめる・取り立てる義から轉じて、債務・債權の意（簡？注？參照）、受は、僰道が遷陵縣から宂佐の亭に對して有する公的債權を讓り受けることを指すが、縣閒の債權の讓渡には、後續の文章で「受責」が「受計」と言い換えられるごとく、「受計」・「付計」（簡8-1477+8-1141注？參照）という會計處理が伴うほか、『秦律十八種』簡077-079に
077	百姓叚（假）公器及有責未賞（償），其日（足）以收責之，而弗收責，其人死亡，（後略）
079	（前略）令其官嗇夫及吏主者代賞（償）之。	金布
百姓 (ひゃくせい)、公器を假り、及び責め有りて未だ償 (つぐな)わず、その日以てこれを收責するに足るに、收責せず、その人死亡する（もの）は、その官嗇夫及び吏の主 (つかさど)る者をしてこれを代償せしむ。    金布。
と引用されている金布律の規定から判るように、債權を速やかに取り立てる義務も付隨する。言い換えれば、「受責」の二字は、次の三つの行爲を要約して表した表現と考えられる。つまり、第一に、遷陵縣から債權を受けること、第二に、亭の家族に對して債權を取り立てること、第三に、遷陵縣の會計より、亭の貲三甲という會計項目を、僰道の會計に受けて計上すること。簡9-0001から9-0012までの十二通の陽陵縣の司空文書には、陽陵縣から遷陵縣へと同樣な債權の讓渡が指示されているが、本簡の「受責」に該當する箇所は、十一通では
責以受陽陵司空
責めて以て陽陵司空（の計）より受く。
と、殘りの一通では、
受責以受陽陵司空
責めを受けて以て陽陵司空（の計）より受く。（9-0009）
と表現される。つまり、前十一通では、債權の取り立てと會計處理、殘りの一通では、債權の讓渡と會計處理のみが明言されることになる。
なお、一説には、「受責」は、「受けて責む」と讀み、「受」は債權を讓り受けること、「責」は債務者に對して債權を取り立てることを指すというが、この説に從えば、簡9-0009の「受責以受陽陵司空」は、縣閒の債權讓渡に伴う處理手續を最も正確に言い表した表現ということとなる。つまり、「受けて責め以て陽陵司空より受く」というように、遷陵縣は、①陽陵縣から債權を讓り受けて、②債務者に對して取り立てを實施し、③陽陵縣の司空會計から關連項目を遷陵縣の會計に受けて計上する。] 


	
	
	
	
	
	
	追有り、追に曰わく、

	
	
	
	
	
	
	
	
	二十八年（前219）に計 (かぞ)う[endnoteRef:772]。 [772:  計二十八年は、二十八年度の會計に計上する意。閒に僰道の問い合わせがあった可能性も考えられるが、計二十八年と内容とする遷陵縣の追文書は、簡8-1477+8-1141や8-0063や9-0003等に見える「計年」に關する問い合わせに答えるものである。] 


	
	
	
	用件
	
	
	【今】

	
	
	
	
	
	
	
	
	亭が妻の胥亡を責むるに、胥亡曰わく、

	
	
	
	
	
	
	
	
	貧にして、これを入るる能 (あた)わず。

	
	
	
	
	
	
	謁うらくは、亭に令して署する所に居せしめよ[endnoteRef:773]。眞書を上ぼせば、遷【陵】に還さんことを謁う[endnoteRef:774]。僰道、これを計に受けず[endnoteRef:775]。 [773:  ここでは、居は、居貲、つまり財產刑貲三甲によって生じた債務を弁済するために官府等に居りて勞役に從事することを指す（簡8-1566注？參照）。署する所は、亭の配屬先（簡8-1459+8-1293+8-1466注？參照）、つまり遷陵縣を指す。本籍地の僰道において家族に對して債務を取り立てる試みが失敗に終わったので、僰道は再び事案を配屬先の遷陵縣に戾して、居貲という勞役を通じて強制的に債權回收を圖るように依賴する。]  [774:  眞書は、原本の意（簡8-0648注？參照）、ここでは、遷陵縣から送付されてきた券書を指すと考えられる。現場の都府はそれを上級機關の僰道に上呈し、遷陵縣に返却するよう依賴する。]  [775:  受計は、他の會計より受けたものとして計上する意（簡8-1477+8-1141注？參照）、ここでは、亭の家族から取り立てた錢四千三十二を、遷陵縣の會計より受けたものとして計上することをいう。實際は取立不能となったので、この一文は、もと予定されていたこうした會計處理を行わないことを念を押して表明している。
なお、文法的に注意すべきは、「弗」という否定詞によって、「受計」を「計を受く」ではなく「計に受く」と讀むべきことが判る。「弗」は、「之」という目的語を内容するとされるが、ここでは、それは、取り立てる予定となっていた錢四千三十二を指す。元の計畫と違って、僰道はこの金錢を遷陵縣の會計から僰道の會計に受けない、という。] 

亭、謾 (あざむ)きて[endnoteRef:776]當 (まさ)に論ずべくんば、論ぜよ。[endnoteRef:777] [776:  䜢、謾字の異體字、あざむく意。案ずるに、䜢という形の字は、傳世文獻に見えず、字書では、『廣韻』阮韻に
䜢，䜢搏，很戾。
䜢、䜢搏、很戾なり。
というように、凶暴の意味に捉えられているが、それは、本簡および『奏讞書』簡119に見える䜢形の字とは、同形ながら、明らかに異なる語を表記する字である。本簡および『奏讞書』簡119の「䜢」字は、あざむく意で、謾字の異體字と推定される。䜢と謾の字形關係を考えるに、兩字の聲符である「憲」と「曼」の上方部分は、『説文解字』によれば、それぞれ「从目，害省聲」（卽ち「」形）と「从冒聲」とに分析できるが、秦漢時代には、「」形と「冒」形とは混淆される傾向にあり、字形だけでは明確に區別できない。そのため、本簡の䜢形の字は、「」と隸定して、「慢省聲」に從うと分析することができる。さらに、謾字が、「曼聲」から「慢省聲」に變化した背景には、憲字と曼字の上古音が曉母元部と明母元部とで極めて近いという事情があり、書き手によって、謾字を「憲聲」に從う字と理解していた可能性も排除できない。
なお、本注は李家浩「先秦古文字與漢魏以來俗字」（中國語言學第6 輯、濟南、2012 年。同『安徽大學漢語言文字硏究叢書·李家浩卷』所收、合肥、2013 年）および劉樂賢「秦漢行政文書中的“謾”字及相關問題」（香港中文大學歷史系中國歷史硏究中心等編『簡牘與戰國秦漢歷史：中國簡帛學國際論壇2016論文集』、2016年）を參照して執筆した。]  [777:  「當論論」は、「當騰騰」（簡8-1517注？參照）と文法構造を同じくし、何れも「論」もしくは「騰」の法的要件を滿たせば「論」もしくは「騰」をするようにという指示。本案においては、亭が意圖的に當局を欺いて債務の返濟を免れようとしたのか、それとも經濟狀況の變化のため本籍地での取立が不能に終わったのかが未詳なので、それを調べた上で、論ずべきか否か、つまり亭の刑事的責任を問うべきか否かを判斷することになる。] 


	
	
	書止
	敢えて之れを言う。

	
	附記
	送達記錄
	-

	
	
	作成記錄
	-

	添付書類①
（僰道平行文書）
	文書本體
	書出
	十二月己卯（14日）、僰道の𨛭 (しょ)、敢えて遷陵丞主に告ぐ。

	
	
	用件
	
	
	寫して【移す。……律令を以て從】事すべし。

	
	
	書止
	敢えて主に告ぐ。

	
	附記
	送達記錄
	六月乙亥（13日）、水十一刻、刻下二、佐の同、以て來る。／元半 (ひら)く。  〼

	
	
	作成記錄
	／冰手す。

	遷陵縣下行文書
	書出
	六月庚辰（18日）、遷陵丞の昌 (しょう)、少内主に告ぐ。

	
	用件/書止
	
	
	律令を以て從【事せよ。】

	附記
	送達記錄
	／六月庚辰（18日）、水十一刻、刻下六、守府の快、少内に行 (や)る。｛筆跡の異同は判然とせず。｝

	
	作成記錄
	【□】手す。



令佐華自言：故爲尉史，┘養大隸臣豎負華補錢五百，有約券。豎捕戍卒〼[endnoteRef:778]事贖耐罪賜，購千百五十 [778:  此處簡斷缺二字，原釋文、校釋作“□□”，不符合體例。] 

二。華謁出五百以自償。
卅（三十）五年六月戊午朔戊寅，遷陵守丞銜告少内：問如辤（辭）。次（資）豎購當，出畀華及告豎令智（知）之。／華手。	8-1532+8-1008+8-1461正[endnoteRef:779] [779:  本簡綴合據校釋一。] 

　　華〼	8-1461背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(自言文書)
	書出
	令佐の華、自ら言わく、

	
	本文
	資料根據
	
	
	故 (もと)尉史たりしに、養の大隸臣の豎、華に補錢五百を負い、約券有り。豎、戍卒の【從】事【せず】[endnoteRef:780]、贖耐[endnoteRef:781]罪ある賜[endnoteRef:782]を捕え、千百五十二を購す。 [780:  「事」の前の缺字は、考釋注４を參照して簡8-0992「捕戍卒不從〼」に基づいて「不從」と補った。懸賞金の「購」（簡8-0660注？參照）は何れも錢千一百五十二となっており、本簡によってさらにそれが贖耐相当の罪を犯した者を捕獲した時の懸賞金額であることが判る。]  [781:  贖耐、贖刑の一つ、「耐」は輕重を表す。秦律には、特殊な身分に對して正刑の代替措置として用いられる換刑的贖刑と、正刑としての贖刑が存在するが、ここでは、正刑の「贖耐」を指す。「贖耐罪」とは、「贖耐」相當の罪を意味し、それによって懸賞金の購が決定される。正刑的「贖耐」の例は、例えば『秦律雜抄』に引用される秦律の次の佚文に見られる。
032	匿敖童，及占𤵸（癃）不審，典、老贖耐。（後略）
敖童を匿し、及び癃を占すること審らかならずんば、典・老、耐を贖う。]  [782:  賜、人名。身分は戍卒、不從事という「贖耐」相當の罪を犯して、隷臣の豎に捕えられる。] 


	
	
	用件
	
	
	華謁うらくは、五百を出だし、以て自らに償わしめよ[endnoteRef:783]。 [783:  償、つぐなう・賠償する意（簡8-0644注？參照）、ここでは債務の辨濟・償還を指す。] 


	附記
	送達記錄
	-

	
	作成記錄
	華【手す。】

	文書本體
	書出
	三十五年（212）六月戊午朔戊寅（21）、遷陵守丞の銜 (かん)、少内に告ぐ。

	
	本文
	
	
	問うに、辭が如し[endnoteRef:784]。豎が購より、當たる[endnoteRef:785]を資 (と)り[endnoteRef:786]、出だして華に畀 (あた)えよ[endnoteRef:787]、及び豎に告して令して之れを知らしめよ。 [784:  如辭、初出。（「辭が如くんば」と仮定法として読めないことについても案語を加えるべし）]  [785:  當（相当）、初出。（當、あたる・相当する意、ここでは、名詞として相当分、つまり債権に相当する金額を指す。……）]  [786:  資、初出。（陶安「試釋里耶秦簡“資購當”」を参照）」]  [787:  案語（出＝支出、畀＝交付）。] 


	附記
	送達記錄
	-

	
	作成記錄
	／華手す[endnoteRef:788]。 [788:  本文書について二點が注目に値しよう。一つには、申請人の令佐華は、文書作成者と同名である。令佐が縣廷において長官の文書を作成する任務にある以上、作成者の華は申請人と同一人物の可能性が極めて高い。もう一つには、送達記錄が記されていない。本文書は、縣廷に保管されていた副本と考えられるが、正式な經路を通じて文書が發送される時は、副本に送達記錄が記される。よって、本文書の原本は、簡8-0163等と同樣に、文書作成者によって受信者の所に持參されたと推測される。受信者はまた懸賞金の一部を申請人に交付することになっている少内なので、實質的な機能からすれば、本文書は手形の一種と理解することができる。すなわち、振出人（發信者の遷陵守丞銜）が、支拂人（受信者の少内）に對して、受取人（令佐華）に一定の金額（債權相當分の五百錢）を支拂うよう指示する。受取人の華は、この手形を支拂人の少内に提示することで支拂いを受ける。なお、實際の作成者が受取人となっている以上、振出人の銜がどれほどこのことを関知したか、また文書本文の「問辭如」等がどれほど事實を反映しているかは定かではない。] 




[bookmark: _Hlk524728778]五月庚午朔壬午[endnoteRef:789]，遷陵守丞□告少内主：聽書，亟言。署金布發。／圂 [789:  第一“午”字，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文意補釋。始皇二十五（前222）年以後，五月朔日冠以“庚”字者，只有三十三（前214）年五月庚午朔。壬午爲13日，甲申15日，辛巳12日，均屬同一月。] 

手。／五月甲申旦，隸妾杕	9-0368正
五月辛巳日中，隸妾扁以來[endnoteRef:790]。／圂發。	9-0368背 [790:  “隸妾”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	書出
	【……。】[endnoteRef:791] [791:  本簡の形状は02型で、二行に亙り文書が書写されているが、正面の文書の「書に聽う」という表現からすれば、本来は更にその右側に別の文書が記されていたはずである。背面の集配記録はその文書に対応すると考えられる。類似の事情は、簡9-0052にも見られる。なお、裁断が確認できる縦に切られた墨蹟の欠片などは確認できず、また正面からみて右側が裁断されたとすれば、背面の集配記録も規則的な左寄せの位置からずれていることになる。詳しい事情は審らかにできない。] 


	
	本文
	資料根據
	
	
	【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……。】

	附記
	送達記錄
	五月辛巳日中、隸妾の扁、以て來る。／圂發 (ひら)く。

	
	作成記錄
	【某手す。】

	文書本體
	書出
	五月庚午朔壬午、遷陵守丞の□、少内主に告ぐ。

	
	本文
	
	
	書に聽 (したが)いて[endnoteRef:792]、亟やかに言え。 [792:  書に聴う、添付文書に從って処理するように指示。郡からの指示を県廷が県官や郷に転送する場合にも、県内からの申し立てを受けてその申し立ての通りに処理するように別の官や郷に下達する場合にも用いられる。前者は、簡J1⑯0005に、後者は簡8-0143正+8-2161正+8-0069正（畜官→遷陵→尉）に見える。なお、指示を下達する文書自体を指す場合も、簡8-0135正・9-0023正等のように確認できる。] 


	
	附記
	
	
	金布發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	附記
	送達記錄
	／五月甲申旦、隸妾の杕【……[endnoteRef:793]。】 [793:  「隸妾杕」の下には墨蹟が確認できないが、杕字も第一行の丞字も真っすぐな横の線ができるように下方の墨蹟が切れているので、ここを境に刃物を入れて、簡面の高低もしくは刃物の角度によって左の行のみ完全に削られたと推測される。] 


	
	作成記錄
	／圂手す。




司空
一體型複合文書
廿（二十）六年三月壬午朔癸卯，左公田丁敢言之：佐州里煩故爲公田吏，徙屬。事荅不備，分
負各十五石少半斗，直（值）錢三百一十四。煩宂佐，署遷陵。┛今上責、校券二，謁告遷陵，
令官計者定，以錢三百一十四受旬陽左公田錢計。問可（何）計付，署計年爲報。敢言之。
三月辛亥，旬陽丞滂敢告遷陵丞主：寫移﹦（移，移）券。可爲報。敢告主。／兼手。
廿（二十）七年十月庚子，遷陵守丞敬告司空主：以律令從事。言。／懬手。卽〖令〗走申行司空。	8-0063正
十月辛卯旦，朐忍𡩡秦士五（伍）狀以來。／慶半。　　兵手。	8-0063背[endnoteRef:794] [794:  有關本文書的結構、筆跡異同以及轉抄複本等關係，單育辰已有詳細描述，參看育辰已〈里耶秦公文流轉硏究〉（《簡帛》第９輯）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類③
	【責校券二】

	添付書類②（旬陽左公田上行文書）
	文書本體
	書出
	二十六年（221）三月壬午朔癸卯（22）、左公田の丁、敢えて之れを言う。

	
	
	本文
	状況説明
	
	
	佐州里の煩、故 (もと)公田が吏たりて、屬を徙したり。荅を事 (おさ)むる[endnoteRef:795]こと備わらず[endnoteRef:796]、各々十五石少半斗を分負し[endnoteRef:797]、錢三百一十四に值 (あたい)す。煩、宂佐として，遷陵に署 (しょ)す[endnoteRef:798]。 [795:  事（おさめる）、初出。（簡8-1563の「事（つかえる）」と訓読みこそ異なるものの、もともとは同じ単語で、「こととする」・「つとめる」という字義は同じ。簡8-1563では、漠然として「つとめる」ことを言うのに対して、本簡ではつとめの一環として行う業務（荅）を目的語として伴うから「おさめる」という読み方がよりわかりやすいだけではないか。「事」を「つとめる」と読めば、両簡の読み方は統一できるが、逆に文脈が分かりにくくなる。→読み方は、「つかえる」と「おさめる」とで区別を付けつつも、二つの注では、等しく、「こととする」・「つとめる」という字義を説明して関連性を示すべし）]  [796:  不備、会計用語、初出。]  [797:  分負、初出。（本案の根拠規定は『秦律十八種』に見える。）
080	縣、都官坐效、計以負賞（償）者，已論，嗇夫卽以其直（値）錢分負其官長及宂吏，而人與參辨券，以效少内。少内以
081	收責之。
分負の過程で発行される「參辨券」は恐らく所謂責券であり、その実例は簡9-0191+9-0327・9-0505・8-0785・J1⑯0002・9-1727・9-1636等という可能性が高い。
その他、居延漢簡には「分負何算」という表現が見えるが、今一つ正確な意味が分からない。完全なものは
肩水禽寇隧長韓武彊Ⅰ    弩一右淵死二分負五筭」蝱矢一差折負二筭」Ⅱ    凡負七筭Ⅲ☆ 73EJT10:131]  [798:  署、持ち場・部署、轉じて手分けすること、仕事を分擔して行うこと、また配屬されて服役すること。『説文解字』に、
署，部署，有所网屬。
署、部署、网屬する所有るなり。
といい、『法律答問』には、
196	可（何）謂署人、更人？耤（藉）牢有六署，囚道一署旞，所道旞者命曰署人，其它皆爲更人。或曰守囚卽更人殹（也），原者署人殹（也）。
何をば署人・更人と謂う。藉 (かり)に牢に六署有り、囚、一署道 (よ)り旞 (に)げば、道 (よ)りて旞 (に)ぐる所の者は命じて署人と曰い、其の它は皆な更人と爲す。或は曰わく、囚を守するは卽ち更人なり、原 (たず)ぬる者は署人なり、と。
というように、「署」を獄内の部署、つまり各人が分擔する持ち場として捉えている。類例は、次の『二年律令』の條文にも見える。
404	乘徼，亡人道其署出入，弗覺，罰金□
徼に乘ずるに、亡人、其の署に道 (よ)りて出入し、（これを）覺らざるは、罰金□
手分けするという字義は、
178	（前略）其故儌縣道，
179	各令令守城邑害所，豫先分善署之，財（裁）爲置將吏而皆令先智（知）所主。（後略）
其の故儌の縣道は、各々令に令して城邑の害所を守せしむ。豫先 (あらかじ)め分ちて善く之れを署し、裁 (はか)りて爲に將吏を置き、而して皆な令して先に主る所を知らしむ。
という嶽麓秦簡（四）の律令簡牘により確認され、服役の用例は、本簡のほか、9-0001等に散見する。
（前略）司空騰敢言之：陽陵宜居士五（伍）毋死有貲餘錢八千六十四。毋死戍洞庭郡，不智（知）何縣署。（中略）洞庭叚（假）尉觿謂遷陵丞：陽陵卒署遷陵。（後略）
三十三年四月辛丑朔丙午、司空の騰、敢えて之れを言う。陽陵宜居の士伍の毋死、貲餘錢八千六十四有り。毋死、洞庭郡に戍するも、何の縣に署するや知らず。洞庭假尉の觿 (けい)、遷陵丞に謂う。陽陵が卒は、遷陵に署す。] 


	
	
	
	用件
	
	
	┛今

	
	
	
	
	
	
	
	
	責・校券[endnoteRef:799]二を上す。謁うらくは、遷陵に告げ、官の計する者[endnoteRef:800]に令して定め、錢三百一十四を以て旬陽の左公田が錢計[endnoteRef:801]より受 (う)けしめよ[endnoteRef:802]。 [799:  責校券二、責券と校券各々一枚、合わせて券書二枚。「責券」と「校券」とが明確に使い分けられていたことは、簡8-0135の記述により判明する。「責券」が「責」（「せめる」・債權の取り立て、簡8-0677注？參照）のための状況説明なのに對して、「校券」は、校（「竝べて調べる」・上級機關の監査、簡8-1565注？及び簡8-0060+8-0656+8-0748+8-0665注？參照）のための状況説明をいう。]  [800:  官計者、初出。（債務関係は本来少内の管轄ではあるが、本件では居作が想定されているためか、司空に対して処理が指示されるので、「官の計する者」は司空を指すことになる。）]  [801:  錢計、初出。（これも「計名」の一つなので、後続の案語のための伏線を張るべし）]  [802:  受計とは、他の會計より受けたものとして計上することをいう（簡8-1477+8-1141注？參照）が、ここでは、旬陽で發生した債權について、債務者が現在勤務する遷陵縣がそれを回收し、取り立てた錢三百一十四をて、旬陽縣の左公田の錢計より受けたものとして遷陵縣で計上することを指す。取立（「責」）には直接に言及しないが、恐らく「定」（確定する）という作業（簡8-0144+8-0136注？參照）に含まれるのではないかと推測される。] 


	
	
	附記
	
	問え、何 (いず)れの計に付するや。計・年[endnoteRef:803]を署 (しる)して報を爲せ。 [803:  案語（角谷担当）：「計・年」が「計名・計年」を意味することを、6月23日の角谷┘ジュメに沿って説明すべし（また簡8-1477+8-1141の関連注への参照指示を加えるべし）] 


	
	
	書止
	敢えて之れを言う。

	
	附記
	送達記錄
	-

	
	
	作成記錄
	兵手す。

	添付書類①
（旬陽縣平行文書）
	文書本體
	書出
	三月辛亥（30）、旬陽丞の滂 (ぼう)、敢えて遷陵丞主に告ぐ。

	
	
	用件
	
	
	寫移し、券を移す[endnoteRef:804]。 [804:  「寫移」が寫しを作成して送付することなのに對してし、「移券」は、「券」の現物を送付することをいう。券には刻齒が刻まれており、寫しより信憑性が高い。簡8-1525の「下券」も、平行と下行の違いはあるものの、同樣に現物の送付を表す。それに對して、簡8-0677の「寫責券一牒，上」は、寫しの送付を指す。] 


	
	
	附記
	報を爲すべし。

	
	
	書止
	敢えて主に告ぐ。

	
	附記
	送達記錄
	十月辛卯（14）、旦、朐忍𡩡秦の士伍の狀、以て來る。／慶半 (ひら)く。

	
	
	作成記錄
	／兼手す。

	遷陵縣下行文書
	書出
	二十七年（220）十月庚子（23）、遷陵守丞の敬、司空主に告ぐ。

	
	用件/書止
	
	
	律令を以て從事せよ。

	
	附記
	
	
	言え。

	
	書止
	-

	附記
	送達記錄
	卽ちに走の申に令して司空に行らしむ。

	
	作成記錄
	／懬手す。



廿（二十）七年三月丙午朔己酉，庫後敢言之：兵當輸内史，在貳春鄕（？）〼
五石一鈞七斤，度用船六丈以上者四㮴（艘）。謁令司空遣吏、船徒取。敢言
之。[endnoteRef:805]	8-1510正 [805:  “之”下無字，原釋文、校釋標出斷簡符號，據體例刪。] 

三月辛亥，遷陵守丞敦狐告司空主：以律令從事。／□〼……[endnoteRef:806] [806:  未釋字下殘斷，簡下端又保留屬於同一行的殘泐筆畫，無法確知字數，原釋文、校釋僅作“……”，據體例補標斷簡符號。] 

昭行。
三月己酉水下下九，佐赾以來。／釦半。　　〼	8-1510背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（遷陵庫上行文書）
	文書本體
	書出
	二十七年（220）三月丙午朔己酉（04）、庫の後、敢えて之れを言う。

	
	
	本文
	状況説明
	
	
	兵の當 (まさ)に内史に輸るべき[endnoteRef:807]は、貳春鄕に在り【……】五石一鈞七斤なれば、度 (はか)るに船六丈以上の者四艘を用う。 [807:  案語（J1⑭0005/6に言及しつつ「輸兵内史」の意味について説明すべし）] 


	
	
	
	用件
	
	
	謁うらくは、司空に令して、吏・船徒を遣わして取らしめよ[endnoteRef:808]。 [808:  案語（庫・鄕・司空の役割分担。兵が鄕にあるのは、庫が鄕に生產拠点を有するからか。司空は運搬に必要な労働力を出すだろうが、司空が動員できる「吏」はどういう人達か。或いは司空佐一人と数人の船徒を派遣した場合にも「遣吏船徒」になるか。なお、本簡は、県官の間の往来業務が県廷を通じて行われる一例なので、この点にも言及すべし）] 


	
	
	書止
	敢えて之れを言う。

	
	附記
	送達記錄
	三月己酉（04）、水下下九、佐の赾 (きん)、以て來る。／釦半 (ひら)く。

	
	
	作成記錄
	【手す。】

	遷陵縣下行文書
	書出
	三月辛亥（06）、遷陵守丞の敦狐、司空主に告ぐ。

	
	用件
	
	
	律令を以て從事せよ。

	
	書止
	‐

	附記
	送達記錄
	【（某月）某日某時、某職の】昭、行る。｛筆跡は判然とせず｝

	
	作成記錄
	／□【手す。】



或遝。廿（二十）六年三月甲午，遷陵司空（𥄎）[endnoteRef:809]。尉乘城　　[endnoteRef:810]〼 [809:  “”，原釋文、校釋作“得”，施謝捷《里耶秦簡釋文稿》云：“＇＇，在此疑爲＇𥄎＇字異構。”]  [810:  “城”，原釋文、校釋作“□”，據館藏簡補釋。《里耶秦簡（壹）》此處燒煳全黑，看不出墨跡，但館藏簡圖版此字清晰可辨。] 

卒眞薄（簿）。
廿（二十）七年八月甲戌朔壬辰，酉陽具獄﹦（獄獄）史啓敢言[endnoteRef:811]　　〼 [811:  “言”，原釋文、校釋作“□”，據館藏簡補釋。《里耶秦簡（壹）》此處燒煳全黑，看不出墨跡，但館藏簡圖版此字清晰可辨。] 

啓治所獄留須。敢言之。●封遷陵丞。……〼[endnoteRef:812]	8-0133正 [812:  “丞”下有墨跡，隱約可見，原釋文、校釋未釋。簡8-0078，8-2166在“封遷陵丞”下作“有傳”。] 

八月癸巳，遷陵守丞陘告司空主：聽書從事。〼
起行司空。
八月癸巳，水下四刻，走賢以來。／行半。　　〼	8-0133背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類②（召喚狀）
	標題
	遝（すべき）或 (あ)り[endnoteRef:813]。二十六年（221）三月甲午（13），遷陵司空の𥄎 (けつ)[endnoteRef:814]。 [813:  或遝、遝は、およぶ・およぼす義から轉じて呼び出す・召喚する意（簡8-0144+8-0136注？參照）、或遝は、召喚狀もしくはその送達文書の封緘簡の上書きに用いられる法律用語。「或」字は、『周禮』考工記・人の鄭玄注等で、「有」と訓ぜられ、意味論的には「有」と明確に區別することが困難であるが、「或」が『秦律十八種』や『法律答問』等で法律用語として多用される點が注目に値する。里耶秦簡の用例でも、簡8-1343+8-0904や簡8-0144+8-0136に見える「有遝」が、召喚という事實があったことを示すのに對して、「或遝」は召喚という法律行爲そのものを表すと考えられる。]  [814:  廣韻には、望發切（月韻，舉目使人）・許劣切（薛韻，舉目使人）・七役切（昔韻，小動）・況逼切（職韻，舉目使人）という四つの字音があるが、説文解字の「讀若𩖶」に従って許劣切で読んだ。] 


	
	本文
	
	
	尉の乘城【……】卒眞簿を【……せよ。】

	添付書類①
（僰道平行文書）
	文書本體
	書出
	二十七年（220）八月甲戌朔壬辰（19）、酉陽の具獄獄史[endnoteRef:815]の啓、敢えて【之れを】言う。 [815:  獄史、官職名担当。（具獄は簡5-01に既出、ここでは、担当範囲を示す修飾語として用いられる点を明示すれば充分であろう。）] 


	
	
	用件
	
	
	【……。】

	
	
	附記
	
	啓が治所[endnoteRef:816]、獄留まりて須 (ま)つ[endnoteRef:817]。 [816:  治所、……（簡？を参照）。ここでは、酉陽の具獄獄史の啓が遷陵県で臨時に設置した執務場所、つまり具獄獄史の治所を指す。]  [817:  須、まつ、主語は發話者（若しくは文書の發信者）、前文に述べた發話者の指示・禁止や依賴等に對して目的や理由を示す。1930年代の居延漢簡には、
詣官，會辛亥旦。須有所問，毋以它爲解。			二五九.一一
官に詣 (いた)れ。辛亥の旦 (あさ)に會せよ。問う所有るを須 (ま)てば、它を以て解と爲すなかれ。
というように、出頭命令について、事情聽取という目的を述べている。また、『奏讞書』には、
141	（前略）氏曰：新黔
142	首戰北當捕者，與後所發新黔首籍幷，未有以別智（知）┛。䦈主，遝未來，獄留須䦈。
氏曰わく、新黔首の戰北して當に捕うべき者は、後に發 (おこ)す所の新黔首が籍と與 (とも)に幷わせられ、未だ以て別知する有らず。䦈、（籍を）主り、遝するも未だ來らざれば、獄留まりて䦈を須つ。
と、刑事事件を迅速に處理しなかった責任を巡って取り調べを受けた獄史の氏が、重要な參考人の䦈の出頭を待っていたという理由を述べている。本簡においても、殘缺箇所に述べられたと考えられる關係者召喚もしくは移送等の依賴について、司法手續の進行が妨げられ依賴業務の速やかな實行を待っているという説明に、「須」字が用いられている。] 

●封[endnoteRef:818]は、遷陵の丞（とあり）[endnoteRef:819]。【傳う（べき）有り[endnoteRef:820]。】 [818:  封、とじる・封緘すること、轉じて封印が捺してある封泥。『秦律十八種』には、
171	嗇夫免而效，效者見其封及隄（題），以效之，勿度縣，唯倉所自封印是度縣。（後略）
嗇夫免じて效せられば、效する者は、其の封及び題を見て、以て之れを效し、度縣することなかれ。唯だ、倉の自ら封印せし所、是れ度縣せよ。
といい、『二年律令』には、
179	當收者，令獄史與官嗇夫、吏雜封之，上其物數縣廷，以臨計。
當に收すべき者は、獄史に令して官嗇夫・吏と與 (とも)に、雜えて之れを封じ、其の物數を縣廷に上し、以て計に臨む。
という。後者の「封」は動詞で、前者の「封印」と同樣に、印を以て封ずることをいう。前者の「封」は、名詞で、封印に用いられた封泥を指す。また、居延漢簡の簡210.26（A8）には、
戍卒河東郡安邑尊德里張常☆#□衣橐封以私印	
というように、本簡と同樣に、封泥に捺してある印章が明記されている。]  [819:  本文書の發信者である獄史は、官印を支給されていないと考えられる。滯在先の遷陵縣で遷陵丞の官印を借りて遷陵縣宛ての文書を封緘したと推定される。類似した表現は、簡8-0078と8-2166にも觀察される。簡8-0078では、洞庭假卒史が發信した文書が同日に遷陵縣で受領・開封されていることから、卒史が滯在先の遷陵縣で遷陵丞の官印を借りて遷陵縣宛ての文書を封緘したとみられる。
なお、酉陽の獄史もしくは獄佐が遷陵縣に滯在していたことは、簡8-1295や8-2049等のように、それらを受信者とする封緘簡牘の出土によっても裏付けられる。]  [820:  ここの殘缺部分は、酉陽の獄史が遷陵縣丞の印を借りて文書を發信した理由を述べている。「有傳」の二字は、簡8-0078の文例に基づいて補った。] 


	
	
	書止
	敢えて之れを言う。

	
	附記
	送達記錄
	八月癸巳（20）、水下四刻、走の賢、以て來る。／行半 (ひら)く。

	
	
	作成記錄
	【某手す。】

	遷陵縣下行文書
	書出
	八月癸巳（20）、遷陵守丞の陘、司空主に告ぐ。

	
	用件
	
	
	書に聽 (したが)い從事せよ。

	
	書止
	【它は律令の如くせよ。】

	附記
	送達記錄
	【卽 (ただ)ちに？、某職】の起【に令して】、司空に行【らしむ】。

	
	作成記錄
	【某手す。】[endnoteRef:821] [821:  本簡の文書の流れは、「酉陽獄史→遷陵守丞→遷陵司空」である。その前段階として、二十六年三月には、遷陵司空の𥄎等に對して召喚が行われ、卒に關わる簿籍の原本の提出などが求められた。遷陵縣に當てた酉陽獄史の文書から判るように、𥄎等の出頭若しくは簿籍の提出は、酉陽の司法事件と關わりを持つが、酉陽縣の要請が一年餘り無視されてしまったため、酉陽縣の獄史が、召喚狀の寫しを添えて、遷陵縣に對應を促し、遷陵縣は卽座に司空に處理を指示した。酉陽縣の文書が發信の翌日に遷陵縣廷に到着した事實から推測するに、具獄獄史の啓は、「具獄」の業務との關連で、遷陵縣に滯在していた可能性が高い。] 




[bookmark: _Hlk524727466]廿（二十）七年十一月戊申朔癸亥，洞庭叚（假）守昌謂遷陵丞：遷陵上
坐反適（謫）辠當均輸郡中者六十六人。今皆輸遷陵。其聽書
從事。它如律令。●以新武陵印行事。
十二月丁酉，遷陵守丞敦狐告司空主：以律令從事。／夫手。走𨛭卽行。	　9-0023正
　　司
十二月丙申旦，庫佐黒以来。／莫邪半。　　癰手。　9-0023背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類

	文書本體
	書出
	二十七年（前220）十一月戊申朔癸亥（16日）、洞庭假守の昌、遷陵丞に謂う。

	
	
	本文
	情況説明
	
	
	遷陵、反に坐して辠を謫せられ[endnoteRef:822]當 (まさ)に郡中に均輸すべき者六十六人を上す。 [822:  ここにいう「謫」は、せめる・処罰するという意味の一般動詞であり、謫戍に限定されない。むしろ「反に坐する」ことと、遷陵県が司空に文書を転送していることから、城旦舂に処せられることを指す。「反に坐する」とは、（謀）反に対する連帯責任を指しており、未成年家族や他人とが責任を問われることがある。例えば、嶽麓伍の律例簡牘には、未成年者について、
093/1003：●制詔御史：聞反者子年未盈十四歲，有辠為城旦舂者，或嬰兒殹(也)，尚抱負及毚（才）能行，縣官
094/0998+C10-4-13：卽皆令衣傅城旦舂具，其勿令衣傅之。丞相御史請：諸年未盈十四歲而有辠為城旦舂者
という規定があり、また、謀反の事実を知らず責任を負わせられた場合については
170/1792：●捕以城邑反及非從興殹(也)，而捕道故塞徼外蠻夷來為閒，賞毋律。└今為令└：謀以城邑反及道故塞徼外
171/1813：蠻夷來欲反城邑者，皆為以城邑反。智(知)其請（情）而舍之，與同辠。弗智(知)，完為城旦舂。└以城邑反及舍者之室人
172/1855：存者，智(知)其請（情），與同辠，弗智(知)，贖城旦舂。└典、老、伍人智(知)弗告，完為城旦舂，弗智(知)，貲二甲 。     ·廷卒乙廿一
という規定がある。なお、謀反者の家族が城旦舂ではなく、棄市に処せられるのは『二年律令』の次の規定から判る。
001	以城邑亭障反，降諸侯及守乘城亭障，諸侯人來攻盜，不堅守而棄去之若降之，及謀反者，皆
002	要（腰）斬。其父母、妻子、同產，無少長皆棄市。其坐謀反者，能偏（徧）捕若先告吏，皆除坐者罪。] 


	
	
	
	用件
	
	今

	
	
	
	
	
	皆な遷陵に輸 (おく)る。其れ書に聽いて從事せよ。

	
	
	附記
	●新武陵が印を以て事を行う。

	
	
	書止
	它は律令が如くせよ。

	
	附記
	送達記錄
	十二月丙申（20日）、旦、庫佐の黒[endnoteRef:823]、以て来る。／莫邪半 (ひら)く。　 [823:  簡9-0022には佐黒が貳春鄕からの文書をもってきたという記述があるが、同じ庫佐の黒のほか同名の可能性もある。] 


	
	
	作成記錄
	癰手す。

	遷陵縣下行文書
	書出
	十二月丁酉（21日）、遷陵守丞の敦狐、司空が主に告ぐ。

	
	用件
	
	
	律令を以て從事せよ。

	
	書止
	-

	附記
	送達記錄
	走の𨛭、卽ちに行る。

	
	作成記錄
	／夫手す。

	
	保管記録
	司（空曹？）。



船官
〼[endnoteRef:824]年四月□□朔己卯，遷陵守丞敦狐告船官 [824:  此簡右上角殘缺，似能容納兩個數字，原釋文、校釋作“□”，既不符合體例，又與字數不合。] 

[endnoteRef:825]：令史懬讎律令沅陵。其假船二㮴（艘）。勿 [825:  “主”，原釋文、校釋作“□”，據文例補釋。] 

留。	6-04
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【□□】年四月□□朔己卯、遷陵守丞の敦狐、船官[endnoteRef:826]主に告ぐ。 [826:  船官、官職名担当。] 


	
	本文
	状況説明
	
	
	令史の懬、律令を沅陵に讎す。

	
	
	用件
	
	
	其れ

	
	
	
	
	
	
	船二艘を假せ。

	
	書止
	留むることなかれ。

	附記
	送達記錄
	-

	
	作成記錄
	-



畜官
〼□朔戊午，遷陵丞遷告畜官[endnoteRef:827]：僕足令[endnoteRef:828] [827:  官字の下には或いは主字が脱落している可能性がある。]  [828:  校釋句讀爲“遷陵丞遷告畜官僕足，令”，注1以“足”爲人名，恐與文例不合。足字の下には或いは以字が脱落している可能性がある。] 

〼□毋書史。畜官課有（又）未上。書到，亟日
〼課。[endnoteRef:829]守府事巳（已）[endnoteRef:830]，復視官事如故，而子弗	8-0137正 [829:  “課”，原釋文，校釋作“□”，據殘留筆畫和文意補釋。]  [830:  “課。守府事已，復視官事如故”，或應斷爲“課守府。事已，復視官事如故”。] 

〼事，以其故不上，且致劾論子。它承
〼  就手。	8-0137背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【……】□朔戊午、遷陵丞の遷、畜官に告ぐ。

	
	本文
	状況説明
	
	
	僕、（以て）令して【……せしむるに】足るに、【……】□史（の名？）を書するなし[endnoteRef:831]。畜官が課もまた未だ上さず。 [831:  一説には、『拾遺記』周穆王に
穆王（中略）有書史十人，記其所行之地。
穆王、書史十人有り、其の行く所の地を記す。
という用例に基づいて、「書史」を文書のことを掌る吏員と書史と捉えるが、「書史」と「史」の區別も、「書史」と畜官との關連性も判然としないので、「書」を取り敢えず動詞として讀んでみた。「毋書史」とは、文書作成における何らかの不備を指摘した表現と推測される。] 


	
	
	用件
	
	
	書到らば、亟 (すみ)やかに日【夜……】課【を上せ[endnoteRef:832]。】 [832:  夜字と上字は、簡8-1523「亟日夜上」に基づいて補った。日夜は、晝夜を問わすの意。日夜はさらに簡J1⑯0005・0006にも
令人日夜端行。
人に令して日夜端行せしめよ。
という用例が確認される。] 

守府が事已みて、復た官事を視 (み)ること故 (もと)の如くす（べき）[endnoteRef:833]に、子、これを【……】事【……】せず、その故を以て上さずんば、且 (まさ)に子を致し劾して[endnoteRef:834]論せん。 [833:  視事は、……の意（簡8-0163注？參照）、官事は、畜官の仕事・業務。この一文は、太守府關係の仕事が終了したので、元通り畜官本來の業務に從事せよという意味。]  [834:  劾、犯罪の摘發形式の一つ。一般的な摘發が「告」なのに對して、官員が職權で以て行う摘發は「劾」と稱せられる。『二年律令』に
113	治獄者，各以其告劾治之。敢放訊杜雅，求其它罪，及人毋（無）告劾而擅覆治之，皆以鞫獄故不直論。
獄を治むる者、各々その告・劾を以てこれを治めよ。敢て放 (ほしいまま)に杜雅を訊ねて、その它の罪を求め、及び人の告・劾するなきも擅 (ほしいまま)にこれを覆治するは、皆な鞫獄するに故 (ことさら)直ならざるを以て論ず。
とあるように、合法的な司法手續は、「告」か「劾」によってが開始される。傳世文獻と出土資料を通じて、官員が一般人の竝んで告の主體になり得るのに對して非官員が劾の主體となる事例が檢出できないことから、兩者の違いが、官員か非官員というよりも、職權の有無にあることが判る。さらに、嶽麓秦簡（肆）の律例簡牘には
147	䌛（徭）律曰：興䌛（徭）及車牛[及興䌛（徭）]而不當者及擅倳（事）人屬弟子、人復復子、小敖童、弩，鄕嗇夫吏主者，貲
148	各二甲，尉、尉史、士吏、丞、令、令史見及或告而弗劾，與同辠（罪）。弗見莫告，貲各一甲。（後略）
徭律に曰わく、徭及び車牛を興して當ならざる者、及び擅 (ほしいまま)人屬弟子・人復復子・小敖童・弩を事うは、鄕嗇夫・吏の主する者、貲 (はか)ること各々二甲。尉・尉史・士吏・丞・令・令史、見て及び告ぐる或るに（これを）劾せざるは、與に罪を同じくす。（これを）見ず告ぐる莫きは、貲 (はか)ること各々一甲。
というように、徭役徵發における不正に關して、職權で以て摘發する義務を負う官員として、尉から令史に至る六つの官職が擧げられる。劾が自らの知見と第三者からの告發とに基づき得ることも、この律文から讀み取れる。] 


	
	書止
	它は【書を】承けて【從事すること律令が如くせよ。】

	附記
	送達記錄
	【某月某日某時、某人、（某處に）行る。】

	
	作成記錄
	就手す。



受信機關不明
謁者日月，有（又）譴問毋（無）有。此獻行久矣，何	9-0077
謁むる者の日月[endnoteRef:835]、又た譴問の無きや有るや[endnoteRef:836]【……せ[endnoteRef:837]よ。】此の獻、行われて久しかるに、何ぞ【……せざる/する？】 [835:  「謁者」は、理論的に官職名と「謁 (もと)むる者」の可能性があるが、文法構造からすれば、前者では文意が通じ難い。「日月」は日月・日付。]  [836:  「有……毋（無）有」は『秦律十八種』に用例が見える。
201	道官相輸隸臣妾、收人，必署其已稟年日月，受衣未受，有妻毋（無）有。受者以律續食衣之。	屬邦☆]  [837:  『封診式』簡006-007から類推すれば、欠けている動詞は「定」と考えられる。
006	（前略）可定名事里，所坐論云可（何），可（何）罪赦，
007	或覆問毋（無）有。] 


一體型複合文書
二月丙申朔乙丑，遷陵守丞巸告司空、尉主：
以律令從事，傳書。／忠手。／二月乙
丑，日入，隸妾孫行。	8-1538+9-1634[endnoteRef:838] [838:  綴合據里耶秦簡牘校釋小組〈《里耶秦簡（貳）》綴合補(二)〉。簡の幅および木目がわずかに異なる。写真の縮尺が異なる可能性がある。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	文書本體
	書出
	【三十四年（213）某月某日朔某日、某職の某人、……。[endnoteRef:839]】 [839:  據朔日可知，時爲秦始皇三十四年。本簡上端完整，疑紀年原寫於附加的另一份文書上。本簡下端殘缺，現存長度爲167mm左右，大致缺少63mm。據第一行數字推算，殘缺處容納4至5字，應爲受信人三字和主文“寫移”兩字。附加文書一般寫於正面，轉送文書緊接在後，根據附加文書長短，或直接寫在背面。據此可知，本簡圖像係背面圖像，正面文字疑被刮削。另外，背面左上側應有附加文書的收發記錄，因爲圖像上沒有相關記載，所以又疑左側一行被裁斷。
本簡は、完形の上端右側から文書が記されているが、それに先行する形で別の文書もしくはその他の文字資料が添付されていたことは、次の樣式論的特徵から判る。一つには、文書の曆日は紀年を缺いている。通常は、添付書類に紀年がある場合に、文書冒頭の紀年が省略される。一つには、作成記錄と送達記錄が文書末尾に續けて記されている。これは、後述の簡8-0155を除けば、一體型複合文書に特有の樣式論的特徵である。作成記錄と送達記錄の位置について補足すると、簡の下端が欠けており、現存の長さは、約167㎜となっている。一尺の標準的な長さからすれば、殘缺部分は、約63㎜と考えられる。第一行の字配り等に照らして、そこには四字ないし五字しか缺けておらず、本簡に記されている字句はほぼ確實に同一の文書に屬する。
添付書類の記載方法については二つの可能性が考えられる。一つには、8-0155のように册書の形で本簡の右に編綴された可能性があるが、本簡の圖版からは編綴を窺わせる痕跡は確認できないのみならず、分離型の複合文書は、例えば簡8-0066+8-0208に見られるように、單體文書と同じく作成記錄と送達記錄が背面に記されるのを常とする。目下確認できる唯一の例外は、上記の簡8-0155である。今一つには、本簡の背面に記されていた添付書類が削除された可能性がある。その場合には、墨跡のある面は本來背面であり、正面に添付書類が記されていたのであろう。正面の文書に關わる送達記錄は、通常背面の左上に記されるので本簡の左側が裁斷された可能性も否定できない。] 


	
	
	本文
	【……。】

	
	
	書止
	【……。】

	
	附記
	送達記錄
	【（某月）某日某時、某人以て來る。某發 (ひら)く。】

	
	
	作成記錄
	【某手。】

	文書本體
	書出
	二月丙申朔乙丑（30）、遷陵守丞の巸 (い)、司空・尉主に告ぐ。

	
	用件/書止
	
	
	律令を以て從事し書を傳えよ[endnoteRef:840]。 [840:  簡8-1343+8-0904を參照するに、「以律令從事」に續く「傳書」は、受信者閒の文書の傳達を指しており、第一行から第二行にかけての殘缺部分には、例えば「倉司空主」のように、二つ以上の受信者と敬稱の「主」が記されていたと推測される。したがって、殘缺の文字數からして、本文書には、「以律令從事」以外の用件は記されていなかったのであろう。] 


	附記
	送達記錄
	／二月乙丑（30）、日入、隸妾の孫、行る。

	
	作成記錄
	／忠手す。



卅（三十）五年七月戊子朔壬辰，貳春〼　　〼言之：賦羽有
書，毋徒捕羽。謁令官亟〼　　〼捕羽給賦。敢言
之。／七月戊子朔丙申，遷陵守〼　　〼建下倉、司空：亟	8-2002正+8-0673正+9-1897正+9-1848正[endnoteRef:841] [841:  簡8-2002與8-0673的綴合據校釋一，加綴簡9-1897、9-1848據楊先雲〈《里耶秦簡（貳）》簡牘綴合續表〉（簡帛網，2018年5月13日）。楊文注云：“里耶秦簡8-673與8-2002，9-1897與9-184直接拼合，但兩組不能直接拼合，仍有缺失。”] 

遣報之。傳書。┛／𣤶手。／〼　　〼丙申旦，隸妾孫行。
[bookmark: _Hlk77945839]七月乙未日失（昳）時，東成□上造□以來[endnoteRef:842]。〼　　〼　如意手。	8-2002背+8-0673背+9-1897背+9-1848背 [842:  “東”，一説應改釋作“走”；“上”前一未釋字，原釋文、校釋作“□”，何有祖〈讀里耶秦簡札記（三）〉（簡帛網，2015年7月1日）釋爲“小”，或疑爲“竹”。“上造”下一字，何文云“從宀從酉從廾，卽字”，與字形不合，疑下部橫向墨跡與本字不相關，剩餘部分可釋爲“𡩗”。不相關墨跡應係再利用痕跡，刮削未盡。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（上行文書）
	書出
	三十五年（212）七月戊子朔壬辰（05）、貳春【鄕の茲、敢えて】之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	羽を賦 (わりふ)るに書有あるも、徒の羽を捕うるなし。

	
	
	用件
	
	
	謁うらくは、官に令して亟 (すみ)やかに羽を捕うる【（もの）を遣わし】賦を給 (た)らしめよ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	送達記錄
	七月乙未（08）、日昳時、東成□上造の□、以て來る。【／某發 (ひら)く。】

	
	作成記錄
	如意手す。

	文書本體
	書出
	七月戊子朔丙申（09），遷陵守【丞】の建、倉・司空に下す。

	
	本文
	
	
	亟やかに遣わせ。之れに報ぜよ。

	
	附記
	
	
	書を傳えよ。

	
	書止
	-

	附記
	送達記錄
	【七月】丙申（09）旦，隸妾の孫、行る。

	
	作成記錄
	／𣤶 (しゅく)手。



覆獄[endnoteRef:843]遷陵陽里士五（伍）慶、圂〼 [843:  “覆獄”，原釋文、校釋作“□□”，據圖版補釋] 

廿（二十）九年十一月辛酉，洞庭叚（假）卒史悍〼
從事。毋令慶有所遠之。[endnoteRef:844] [844:  此行簡文完整，原釋文、校釋標斷簡符號，不符合體例。] 

●封遷陵丞。有傳[endnoteRef:845]。〼 [845:  “傳”，原釋文、校釋作“□”，據圖版和文例補釋。文例可以參看8-2166。] 

十一月壬戌，遷陵〼	8-0078正
　　□□〼
〼辛[endnoteRef:846]酉，水下盡，隸臣唯以[endnoteRef:847]〼	8-0078背 [846:  “辛”，原釋文、校釋作“□□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。]  [847:  “唯”，原釋文、校釋作“”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（八）〉（簡帛網，2016年6月2日）改釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類②
	遷陵陽里の士伍の慶・圂 (こん)【……】を覆獄す。

	添付書類①（下行文書）
	文書本體
	書出
	二十九年（218）十一月辛酉（25）、洞庭假卒史の悍 (かん)、【……。】

	
	
	本文
	
	
	【……書に聽 (したが)いて（？）[endnoteRef:848]】從事せよ。慶に令して、之れより遠ざかる[endnoteRef:849]所（もしくは「之れを遠ざける所」）有らしむることなかれ。 [848:  殘缺部分の「聽書」の二字は、簡8-0657の記載に基づいて補った。簡8-0657では、本簡と同樣に、洞庭郡が他の文字資料を附して、遷陵縣に對して關連する處理（「聽書從事」）を指示する。]  [849:  遠、とおざかる・とおざける、文脈によってはたがう意。『漢書』公孫弘傳には、
和不遠禮，則民親而不暴。
和して禮より遠ざからずんば、則ち民親しくして暴れず。
といい、顔師古は
遠，違也。音于萬反。
遠、違う也。音は于萬の反。
と注釈するが、本簡牘の正確な文脈は不明。] 


	
	
	書止
	-

	
	
	附記
	●封は、遷陵丞（の印）[endnoteRef:850]。傳うる有ればなり[endnoteRef:851]。 [850:  郡の卒史は官印を支給されていないと考えられる。送達記錄の干支が發信日と一致することから、發信者の洞庭假卒史が滯在先の遷陵縣で遷陵丞の官印を借りて遷陵縣宛ての文書を封緘したと推定される。類似した表現は、簡8-0133と8-2166にも觀察される。簡8-0133では、酉陽縣の獄史が、「具獄」關連の業務で遷陵縣に滯在し、遷陵丞の官印で文書を封緘ていると見られるので比較材料を提供する。
なお、郡の卒史が治獄に當たる事例は、『奏讞書』事案14・15・18等にも見られ、中でも事案18では、卒史が現地に出張する姿が窺える。また、里耶秦簡の簡J1⑯0005においては、洞庭郡の卒史が屬縣を巡っており、8-0135には、さらに它郡（巴郡）の卒史が洞庭郡内で「覆獄」を行っていると思われる記述がみられる。]  [851:  有傳、傳はつたえる、つまり一定の連絡事項を傳える意、有傳は、連絡すべきことがあったというように、遷陵丞の官印を借りた理由を述べた表現と推定される。] 


	
	附記
	送達記錄
	【十一月[endnoteRef:852]】辛酉（25）、水下盡、隸臣の唯、以て【來る。某半 (ひら)く。】 [852:  六十日以上の遲延を推測させる記述がないことから、送達記錄の曆日が、文書本體と一致すると考え、文書本體の曆日に基づいて殘缺部分を「十一月」と補った。簡8-0133では、出張者が滯在先で借りた官印で封緘した文書が、名目發信日の翌日に送達されている。また、後續の遷陵縣の文書がその翌日に發信されていることも以上の推測を裏付ける。] 


	
	
	作成記錄
	【某手す。】

	文書本體
	書出
	十一月壬戌（25）、遷陵【の某、某官に告ぐ/下す。】

	
	本文
	【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	送達記錄
	【／某月某日某時，某人（某處）行。】

	
	作成記錄
	【／某手す。】



[bookmark: _Hlk524727423]八十八，□校券一[endnoteRef:853]，告臨漢，受責計，爲報。有追﹦（追，追）曰[endnoteRef:854]：己出計 [853:  “八十八□”，原釋文作“□□入錢”，校釋作“□□□【錢】”，據圖版改釋。“□”疑爲“爲”字。]  [854:  重文符號，原釋文、校釋未釋，據文例補釋；“曰”，原釋文作“日”，據校釋改釋。] 

卅（三十）一年。今問：前書券不到，追書卅（三十）二年三月戊子到，後
計。今臨漢計卅（三十）二年，謁告遷陵，以從事，而自辟留、
亡書者當論。敢言之。／七月乙未，臨漢守丞都移	9-0021正
遷陵。／𦡱子。
八月乙巳[endnoteRef:855]，臨漢丞禮敢告遷陵丞主：重。敢告 [855:  “八”，原釋文作“□”，據校釋補釋。] 

主。／䰈手[endnoteRef:856]。／卅（三十）三年十月甲辰朔癸亥，遷陵守丞都告。 [856:  “䰈”，原釋文作“差”，據校釋改釋。] 

……	9-0021背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類①
	添付書類②
	添付書類③
	書出
	
	【某年某月某日、某職の某、敢えて之れを言う。】

	
	
	
	本文
	根拠資料
	
	【……遷陵の某曰く】[endnoteRef:857] [857:  本文書の構造は8-0060+8-0656+8-0748+8-0665に同じ。遷陵県からの取り立てを受け取った它県の県官が取り立て不能により遷陵県からの債権取立依頼を遷陵に差し戻すように自らの県廷に依頼している。その依頼の前提としては、遷陵からの文書（「八十……已出計三十一年」、）を「追」から引用した上で、「追」に先立って到着したはずの文書と券書（「前書券」）が不着となった事実を報告している。そうした構造から「八十」の前に、「遷陵の某曰く」といった表現があったことが推定される。8-0060+8-0656+8-0748+8-0665では、「遷陵丞膻曰：少内巸言」となっている。] 


	
	
	
	
	
	
	【……】八十八、校券一を□（爲り？）、臨漢に告げて、責を計に受けしめ、報を爲さしめたり。

	
	
	
	
	
	
	今問うに、

	
	
	
	
	
	
	前 (さき)の書・券は到らず、追書は三十二年三月戊子[endnoteRef:858]到れば、計に後る。 [858:  三十二年三月戊子：三十二年月十二日。（石原┘ジュメ）] 


	
	
	
	
	用件
	
	今

	
	
	
	
	
	
	臨漢、三十二年に計せんとす。謁うらくは、遷陵に告げて以て從事せしめ、自ら留むる（もの）、書を亡 (うしな)える者の當論ずべきを辟せしめよ。

	
	
	
	書止
	
	敢えて之れを言う。

	
	
	文書本体
	書出
	
	七月乙未[endnoteRef:859]、臨漢守丞の都、遷陵に移す。 [859:  七月乙未：三十二年七月二十一日。（石原┘ジュメ）] 


	
	
	
	本文
	
	-

	
	
	
	書止
	
	-

	
	
	
	附記
	
	／𦡱子す。

	
	文書本体
	書出
	八月乙巳[endnoteRef:860]、臨漢丞の禮、敢えて遷陵丞主に告ぐ。 [860:  八月乙巳：三十二年八月一日。（石原┘ジュメ）] 


	
	
	本文
	
	重ぬ。

	
	
	書止
	敢えて主に告ぐ。

	
	附記
	集配記録
	

	
	
	作成記録
	／䰈手。

	文書本体
	書出
	三十三年十月甲辰朔癸亥[endnoteRef:861]、遷陵守丞の都、告ぐ。 [861:  卅三年十月甲辰朔癸亥：三十二年十月一日。臨漢丞の禮が発信してから二か月経っている。] 


	
	本文
	
	
	【……】

	
	書止
	【……】

	附記
	集配記録
	【……】

	
	作成記録
	【……】



另看：
〇一上行文書單一文書“續食文書”（5-01）

[bookmark: _Toc67253380]「下」類
基本書式①「下」＋「以來」
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	文書か簿籍の原本か寫し（書式は文書若しくは簿籍のまま）

	文書本體
	書出
	某年某月某日，某職某人、下某書某職某人。

	
	用件
	
	
	主文

	
	書止
	它如律令。

	附記
	送達記錄
	某月某日某時，某人以來。

	
	送達記錄
	某手。



遷陵
制書曰：擧事可爲恆程者，上丞相。上洞庭絡帬（裙）直（值－置）[endnoteRef:862]。有書（？）[endnoteRef:863]。┘釦手[endnoteRef:864]。	8-0159側（右） [862:  “直”，原釋文作“書”，校釋作“程”，據胡平生〈讀《里耶秦簡（壹）》筆記（三）〉（簡帛網，2012年4月26日）改釋。]  [863:  “書”，原釋文、校釋作“□”，據廣瀨薰雄也談里耶秦簡《御史問直絡裙程書》（……）補釋。]  [864:  “釦”、“手”， 原釋文、校釋作“□”，據廣瀨薰雄也談里耶秦簡《御史問直絡裙程書》（……）補釋。] 

卅（三十）二年二月丁未朔辛亥，御史丞去疾〖下〗丞相：[endnoteRef:865]令曰：擧事可爲恆 [865:  “下”，此處缺乏表示發文形式的動詞，據1930年代居延漢簡辭例補釋。
元康五年二月癸丑朔癸亥，御史大夫吉下丞相：承書從事，下當
用者，如詔書。			10.33，A33] 

程者┛[endnoteRef:866]，上帬（裙）直（值－置）。卽𤻮（應）令。弗𤻮（應），謹案致……[endnoteRef:867] [866:  “┛”，鈎形符號，原釋文、校釋作“□”，據廣瀨薰雄也談里耶秦簡《御史問直絡裙程書》（……）補釋。]  [867:  此處大致容納7字。] 

……丞相[endnoteRef:868]；□上（？）洞庭守[endnoteRef:869]。／□手。	8-0159正 [868:  “丞相”，原釋文、校釋未釋，據姚磊〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（一）〉（簡帛網，2015年8月19日）、同〈里耶秦簡牘札記（三則）〉（《簡帛》第十二輯，2016年）補釋。“丞相”前容納二至三字。]  [869:  “上”、“洞”、“守”、“府”，原釋文、校釋未釋，“洞”據姚磊〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（一）〉（簡帛網，2015年8月19日）、同〈里耶秦簡牘札記（三則）〉（《簡帛》第十二輯，2016年） ；“守” 據廣瀨薰雄也談里耶秦簡《御史問直絡裙程書》（……）；“上”據圖版，“府”據文意補釋。據文意，“上”前一字疑爲“直”，“守”後一字爲“府”。] 

三月丁丑朔壬辰，洞庭□□□□□□□□□□□□	8-0159側（左）[endnoteRef:870] [870:  原釋文、校釋將此一行歸入背面，據圖版改屬。] 

令。臨沅下𡩡、┘門淺、上衍、零陽[endnoteRef:871]。各以道次傳別書[endnoteRef:872]，皆以郵行[endnoteRef:873]。 [871:  “臨沅下”，原釋文、校釋作“□□□”，據據游逸飛、陳弘音〈里耶秦簡博物館藏第九層簡牘釋文校釋〉（簡帛網，2013年12月22日）補釋。文例可參看9-0712。]  [872:  “各以道”，原釋文、校釋作“□□□以”；“別書”，原釋文、校釋作“□□”，據據游逸飛、陳弘音〈里耶秦簡博物館藏第九層簡牘釋文校釋〉（簡帛網，2013年12月22日）補釋。]  [873:  “皆以郵行”，原釋文、校釋作“□□□”，據文例補釋。] 

書到相報。不報追[endnoteRef:874]。𡩡（？）、門淺、上衍、零陽言書到[endnoteRef:875]。署□□發[endnoteRef:876]。　　恆署[endnoteRef:877]。 [874:  “不報追”，原釋文、校釋作“□□□”，據廣瀨薰雄也談里耶秦簡《御史問直絡裙程書》（……）補釋。]  [875:  “𡩡”，原釋文、校釋作“□”，據圖版和文例補釋。廣瀨薰雄也談里耶秦簡《御史問直絡裙程書》（……）亦疑爲“𡩡”字。]  [876:  “發”前一字，姚磊〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（一）〉（簡帛網，2015年8月19日）釋作“利”，恐非是，疑其爲“曹”字。]  [877:  “行事”與“恆書”之間有空白處，無字，原釋文、校釋作“行事□□恆書”，據圖版改釋。] 

[bookmark: _Hlk66705723]□□手（？）[endnoteRef:878]。道一書[endnoteRef:879]。以洞庭發弩印行事。●遷陵報酉陽[endnoteRef:880]，署令發。[endnoteRef:881] [878:  “手”，原釋文、校釋作“□”，據據游逸飛、陳弘音〈里耶秦簡博物館藏第九層簡牘釋文校釋〉（簡帛網，2013年12月22日）補釋。]  [879:  “道”，原釋文、校釋作“□”，據據游逸飛、陳弘音〈里耶秦簡博物館藏第九層簡牘釋文校釋〉（簡帛網，2013年12月22日）補釋。]  [880:  “報”，原釋文、校釋作“□”，據據游逸飛、陳弘音〈里耶秦簡博物館藏第九層簡牘釋文校釋〉（簡帛網，2013年12月22日）補釋。]  [881:  原釋文、校釋行次紊亂，將“□□恆署”歸“行事”下，將“遷陵□酉陽，署令發”視爲獨立的一行，竝置於“酉陽報□□□，署令發。／四月癸丑水十一刻﹦（刻刻）下五，□□□□。”之下。] 

鬲〔酉〕陽報充[endnoteRef:882]，署令發。／四月癸丑[endnoteRef:883]，水十一刻﹦（刻刻）下五，都辰（？）以來[endnoteRef:884]。／□發。[endnoteRef:885]	8-0159背 [882:  “鬲〔酉〕”，原釋文作“□”，校釋徑作“酉”，據廣瀨薰雄也談里耶秦簡《御史問直絡裙程書》（……）改釋；“充”，原釋文、校釋作“□□□”，參考9-0712+9-0758簡文，據圖版改釋。]  [883:  “癸”，原釋文、校釋作“□”，據姚磊〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（一）〉（簡帛網，2015年8月19日）、姚磊〈里耶秦簡牘札記（三則）〉（《簡帛》第十二輯，2016年）補釋。なお、8-0152によれば、甲寅（9日）には少内が遷陵県廷から御史書を受け取ったので、元の所謂「□丑」はやはり「癸丑」でしか有り得ない。]  [884:  “都”，原釋文、校釋作“□”；“郵人”、“以來”，原釋文、校釋各僅當一字作“□”，據游逸飛、陳弘音〈里耶秦簡博物館藏第九層簡牘釋文校釋〉（簡帛網，2013年12月22日）改釋。“辰”，原釋文、校釋作“□”，據姚磊〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（一）〉（簡帛網，2015年8月19日）、同〈里耶秦簡牘札記（三則）〉（《簡帛》第十二輯，2016年）補釋。]  [885:  “□發”，原釋文、校釋作“□”，據圖版和文例補釋。此下，原釋文、校釋另加一行“□□□□布令□”，未見於圖版。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類②
（制書）
	文書本體
	書出
	制書[endnoteRef:886]に曰わく、 [886:  制書、文書形式の一つ、制は裁決、書は文書の意、皇帝が臣下の議・上奏等に裁決を与える文書形式。『説文解字』刀部には、
𠛐(制)，裁也。从刀、从未。未，物成有滋味，可裁斷。
制は、裁 (た)つ也。刀に从い、未に从う。未は、物成りて滋味有り、裁斷すべし。
という。『爲獄等状』の事案十五「綰等畏耎還走案」には、
243(3)	□臣信（？）請取得（？）
244	皆致灋（法）焉。有（又）取卒畏耎（最）先去、先者次（？）十二人，完以爲城旦、鬼薪。有（又）取其次（？）十四人，耐以
244(2)	爲隸臣。其餘皆奪爵以爲士五（伍）；其故上造以上，有（又）令戍四歲，公士六歲，公卒以下八歲。□
244(3)  臣昧死請。●制曰：可。
【……】□臣の信、請うらくは、得（＝人名）【……】を取り【……】皆な法に致さん。又た卒の畏耎にして最も先んじて去る（もの）、先んずる者の次十二人を取り、完うして以て城旦・鬼薪と爲さん。又た其の次十四人を取り、耐して以て隸臣と爲さん。其の餘は皆な爵を奪い以て士伍と爲し、其の故 (もと)上造以上なるは、又た令して戍せしむること四歲、公士は六歲、公卒以下は八歲。□臣、昧死しいて請う。●制して曰わく、可なり、と。
というように、臣信の判決案に対して、「制」の形で裁可が与えられる。『二年律令』には、
512	十三，相國上内史書言，諸以傳出入津關而行產子駒未盈一歳，與其母偕者，津關謹案實籍書出入。●御史以聞。制曰，可。
十三、相國、内史が書を上して言わく、諸 (すべ)て傳を以て津關を出入し、行きて子駒を產み未だ一歳に盈たず、其の母と與 (とも)に偕 (つれだ)つ者は、津關、謹みて籍書を案實して出入せしめよ、と。●御史以聞す。制して曰わく、可なり、と。
と、皇帝の裁決を経て法令が制定される過程が窺える。『後漢書』光武帝紀の李賢注に引くところの「漢制度」によれば、「制書」は、四種ある「帝之下書」の一つで、「州郡に露布する」（蔡邕『独断』今本も同じ）ものと説明され、また『二年律令』には
265	（前略）令郵人行制書、急
266	書，復勿令爲它事。（後略）
郵人に令して制書・急書を行らしめ、復して令して它事を爲さしむるなかれ。
とあることから、制書は、「急書」とともに郵人によって逓伝されることが原則のなっていたようである。嶽麓秦簡の律令簡牘には、
194	●行書律曰：有令女子、小童行制書者，貲二甲。能捕犯令者，爲除半歲䌛（徭），其不當䌛（徭）者，得以除它
195	人䌛（徭）。
●行書律に曰わく、女子・小童に令して制書を行らしむる者有らば、貲二甲。能く令を犯す者を捕わば、爲に半歲の徭を除く。其の當 (まさ)に徭すべからざる者は、以て它人が徭を除くを得。
というように、制書の逓伝に関するさらに詳しい規定が見える。] 


	
	
	用件
	
	
	事の恆程と爲すべき者を擧げて、丞相に上せ。
洞庭の絡裙が置 (はか)らいを上せ。

	
	
	附記
	書有り[endnoteRef:887]。釦手す。 [887:  有書、初出。（有令・有券・有約等との類似性に留意すべし。証拠物としての文書・法令・券書など）] 


	添付書類①
（御史書）
	文書本體
	書出
	三十二年（215）二月丁未朔辛亥（05）、御史丞の去疾、丞相に下す。

	
	
	状況説明
	
	
	令[endnoteRef:888]に曰わく、 [888:  令、命令（簡8-0652+8-0067注？參照）、ここでは、前揭の制書を指す。] 


	
	
	
	
	
	
	
	事の恆程と爲すべき者を擧げよ。
裙が置 (はか)らいを上せ。

	
	
	用件
	
	
	卽 (ただ)ちに令に應ぜよ。これに應ぜずんば、謹みて案致し【……せよ。】
【事の恆程と爲すべき者（？）は[endnoteRef:889]】丞相【に上し[endnoteRef:890]、】□（置 (はか)らい？）は洞庭守□（府？）に上せ 。 [889:  事可爲恆程者、本簡の「令」および簡⑧0152の「御史書」に基づいて補った。丞相と洞庭守府は何れも上呈もしくは報告を意味する動詞の目的語と考えられ、文脈からすれば、上呈すべき對象はそれぞれ「令」および「御史書」にみえる「事の恆程と爲すべき者」と「絡裙が置 (はか)らい」であると推定される。]  [890:  上、本簡の「令」および簡⑧0152の「御史書」に基づいて補った。前注を參照。] 


	
	
	書止
	-

	
	附記
	作成記錄
	／□手す。

	洞庭郡下行文書
	書出
	三月丁丑朔壬辰（16）、洞庭【……。】

	
	状況説明
	
	
	【……】令。

	
	用件
	
	
	臨沅は、𡩡・門淺・上衍・零陽に下せ。各々、道次[endnoteRef:891]を以て別書を傳え、皆な郵を以て行れ。 [891:  道次、道は、文書の遞送經路（簡8-0657注？を參照）、次は、リ┘ー式遞送の順序（簡8-1518+8-1490注？と簡8-0407+8-0416+8-1185+8-0169+8-0233注？を參照）、道次は、各遞送經路における所定の遞送順序をいう。居延漢簡の簡203.22（A8）には、
臚野王丞忠下郡、右扶風、漢中、南陽、北地大守：承書從事。下當用者。以道次傳別書，相報，不報〖者重追之（？）〗。書到言。　掾勤、卒史欽、書佐□。
臚野王丞の忠、郡・右扶風・漢中・南陽・北地大守に下す。書を承けて從事せよ。當に用うべき者に下せ。道次を以て別書を傳えよ。相報ぜよ。報ぜずんば、之れを重追せよ。書到らば、言え。　掾の勤、卒史の欽、書佐の□。
と、1970年代居延漢簡の簡E.P.T50:48（A8）には、
七月癸亥，宗正丹〖下〗郡司空、大司農：丞〔承〕書從事。下當用者。以道次傳別書。相報。不報者
重追之。書到言。
七月癸亥、宗正の丹、郡司空・大司農に下す。：書を承けて從事せよ。當に用うべき者に下せ。道次を以て別書を傳えよ。相報ぜよ。報ぜずんば、之れを重追せよ。書到らば、言え。
と、多くの類例が見える。] 

書到らば相報ぜよ[endnoteRef:892]。報ぜずんば追せよ。𡩡・門淺・上衍・零陽は、書の到れるを言え[endnoteRef:893]。 [892:  本文書の受領報告は、8-0158に見える。]  [893:  案語（「書到相報」と「書到言」の違いを説明すべし）] 


	
	附記
	
	
	□□發 (ひら)けと署 (しる)せ。
道ごとに一書[endnoteRef:894]。 [894:  案語（逓伝経路ごとに一書という文意のほか、「臨沅下𡩡、門淺、上衍、零陽」との関係を説明すべし。郡所在地が沅陵、郡尉所在地が新武陵とすれば、本文書の下達経路および下達形式は実に分かりにくい！）] 

洞庭發弩が印を以て事を行う。

	附記
	回覧附記（？）
	●遷陵、酉陽に報ずるに、令發 (ひら)けと署 (しる)せ。酉陽、充に報ずるに、令發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	
	送達記錄
	／四月癸丑（08）、水十一刻、刻下五、都郵人の辰、以て來る 。／□發 (ひら)く。

	
	作成記錄
	□□手す。

	
	未詳
	【……】□□恆署。



〼[endnoteRef:895]庚（？）寅（？）[endnoteRef:896]，内史守衷下縣：以律令傳別書（？）〼 [895:  本簡上端殘斷，原釋文、校釋未標注。]  [896:  “庚寅”，原釋文、校釋作“□□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（二）〉（簡帛網，2015年06月23日）補釋。] 

〼縣畍（界）中當（？）用者[endnoteRef:897]，縣各別下書焉。□〼 [897:  “當用”，原釋文、校釋作“□□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（二）〉（簡帛網，2015年06月23日）補釋。] 

〼丞相書到（？）皆（？）相報[endnoteRef:898]，沅陽言書到〼 [898:  “丞”、“相”、“到”、“皆”、“相”，原釋文、校釋均作“□”；“書”，原釋文、校釋均作“地”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（二）〉（簡帛網，2015年06月23日）補改。] 

〼□□□□□商丞□下報商[endnoteRef:899]，書到〼 [899: 　何有祖〈讀里耶秦簡札記（二）〉（簡帛網，2015年06月23日）將“商”前四字釋爲“九月有手”，恐與字形、文例不合。最後兩字或爲“下報”殘筆。] 

〼十月丁巳，南郡守恆下眞書洞庭〼
〼發。／□手[endnoteRef:900]。	8-0228 [900:  “發／”，原釋文、校釋作“□□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（二）〉（簡帛網，2015年06月23日）補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類②
(内史下行文書)
	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔】庚寅、内史守の衷、縣に下す。

	
	
	本文
	
	
	律令を以て別書を傳え、【……】縣界中の當に用うべき者に【……、】縣は各々別ちて書を下せ。□【……】丞相が書到らば、皆な相報じ、沅陽は、書の到りし【時を】を言え。【……。】

	
	
	書止
	【它は律令が如くせよ。】

	添付書類①
（不明）
	文書本體
	書出
	【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……】□□□□□商丞□下報商，書到らば、【……。】

	
	附記
	作成記錄
	【……。】

	南郡平行文書
	書出
	十月丁巳、南郡守の恆、眞書を洞庭【……】に下す[endnoteRef:901]。〼 [901:  案語（本簡に記されている二つもしくは三つの文書には、本来一緒に出現すべきでない行為主体が見えており、その関係について何ら説明が必要。最も不思議なのは、内史守の文書の下達規定に沅陽県が登場することであろう。「以沅陽行事」が数例見られることから沅陽は洞庭郡の属県とされるので、内史との関連性が見えない。内史守が洞庭郡に滞在中洞庭郡の属県に文書を下したと想定してみても、それは、後続文書が南郡から洞庭郡に宛てられていることと矛盾する。沅陽を洞庭郡の属県と見做す想定が間違っているほか、内史が下した文書が内容的に洞庭郡の沅陽県に関わるから下達終点の沅陽県に関する報告義務を特別に定めた可能性が考えられる。後者の可能性についてさらに気になるのは、簡8-0159において丞相から洞庭への下達経路が明示されないことである。簡8-0159において省略されている丞相から洞庭への下達経路は、本簡に見える内史守-南郡-洞庭という一見変わった経路なのだろうか。この問題は恐らく研究会で再検討しなければならないだろうが、取り敢えず準備検討と整理をしておくべし。なお、検討の際考慮すべき本簡に見える行為主体は少なくとも次の数種類に分かれる。内史・県・沅陽・商県・「縣界中當（？）用者（＝軍吏？都官？）」・南郡・洞庭郡）] 


	
	本文
	
	
	【……。】

	
	附記
	
	
	【……】發 (ひら)け【と署 (しる)せ。】

	
	書止
	‐

	附記
	送達記錄
	【某月某日某時、某人、以て來る/（某處に）行る。。】

	
	作成記錄
	／□手す。



〼甲子朔戊子，洞庭　　下縣[endnoteRef:902]：各以道次傳別書。洞庭尉 [902:  “庭”與“下”之間有大約容納3字的空白，原釋文作“□□□”，據體例改正。空白處原應有“假守”和人名共三字。] 

吏執灋屬官在縣畍（界）中　各（？）下書焉[endnoteRef:903]，洞庭尉下洞庭除道尉，除道尉下 [903:  “中”與“下”中間有1字大小的空白和“各”字殘筆，原釋文作“□□”，據體例和圖版改正。空白處原應有“者”字。] 

當用者；鐔成以便近道次，盡下新縣，皆以郵行。書到相報。
不報者，。臨沅、門淺、上衍、陽〼[endnoteRef:904]	9-0026 [904:  “零陽”，原釋文作“□□”，據殘留筆畫和文例補釋。“門淺、上衍、零陽”見簡8-0159。原釋文無斷簡符號，據體例補標。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	文書本體
	書出
	【……】[endnoteRef:905] [905:  左端が裁断されていることから、本簡が再加工簡に係ることが判る。本来の記載様式は9-0713が参考になる。] 


	
	
	用件
	
	
	【……】

	
	附記
	作成記錄
	【……】

	文書本體
	書出
	【七月】甲子朔戊子[endnoteRef:906]、洞庭【假守の某、】縣に下す。 [906:  遷陵県の設立は秦王政25年で、それ以降甲子朔があるのは、秦始皇29年7月、34年7月と二世二年八月である。鐔成に関する記述からすれば、霊渠を掘削して嶺南に進出した34年ではないかと推定される。] 


	
	本文
	
	
	各々道次を以て別書を傳えよ。

	
	附記
	
	
	洞庭尉が吏・執灋が屬官の縣界中に在る【者】、各々書を下すや、洞庭尉は洞庭除道尉に下し、除道尉は當に用うべき者に下せ。鐔成[endnoteRef:907]、便近なる道次を以て、盡く新縣に下せ。皆な郵を以て行 (や)れ。 [907:  鐔成は、漢代では武陵郡の南端で、桂林郡・海南郡への分水嶺の近くに位置しており、新県とは、始皇帝34年に嶺南に進軍して新しく占領された県か。そうすると、その時にはまだ桂林郡・海南郡等はまだ設置されず洞庭郡に属していたと推測される。鐔成の東南には、湘江と離水を繫げる霊渠（秦始皇時代に掘削）がある。（『史記』平津侯主父列傳には「使監祿〔五〕鑿渠運糧，深入越」とあるのみ、霊渠という名称は後世のもの。『淮南子』にも「鑿渠」とあるのみ）] 

書到らば相報ぜよ。報ぜざる者は、追せよ。
臨沅・門淺・上衍・零陽【……】

	
	書止
	【……】

	附記
	送達記錄
	【……】

	
	作成記錄
	【……】



數，今更之。不足，益令縣爲及布[endnoteRef:908]┘	9-0434+9-0147[endnoteRef:909] [908:  頒布するという意味の動詞としての「布」は9-1113「謁布鄕」を参照。]  [909:  “今”或應釋爲“令”。若然本簡記載似爲律令條文。若讀爲“今更之”，本簡似係中央機關下達給郡的文書，命令内容的一部分是讓郡命令各縣“爲”和“布”。所“爲”、“布”會是“簿籍”、“恆程”等。] 

數、今、之れを更む（めよ？）。足らずんば、益して縣に令して爲し及び布け。
（數、令して之れを更めしめよ。足らずんば、益して縣に令して爲し及び布け。）

基本書式②「下」＋「行」
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	文書か簿籍の原本か寫し（書式は文書若しくは簿籍のまま）

	文書本體
	書出
	某年某月某日，某職某人、下某書某職某人。

	
	用件
	
	
	主文

	
	書止
	它如律令。

	附記
	送達記錄
	某月某日某時，某人行（某處）。

	
	送達記錄
	某手。



尉
〼朔己未，貳春鄕茲〼
〼□爲南里典，庠謁〼
〼□下書尉﹦（尉：尉）傳都﹦[endnoteRef:910]〼	8-0661正 [910:  重文符號，原釋文、校釋作“□”，參照館藏簡【校訂】改釋。【校訂】推測原文當爲“尉傳都﹦鄕﹦”，與語境貼近。] 

〼貳春鄕治□〼	8-0661背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(上行文書）
	書出
	【某年某月某日】朔己未、貳春鄕の茲、【敢えて之れを言う。】

	
	本文
	
	
	【……】□は南里が典と爲し、庠は[endnoteRef:911]、謁うらく【……。】 [911:  庠、人名か。簡8-1308には、庠という人の人名に關する記述が見られる。] 


	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	送達記錄
	【某月某日某時、某人、以て來る。】

	
	作成記錄
	【某手す。】

	文書本體
	書出
	【……遷陵（守）丞の】□、書を尉に下す。

	
	用件
	
	
	尉、都【鄕】に傳え、都【鄕……せよ。】

	附記
	送達記錄
	【某月某日某時、某人、（某處に）行る。】

	
	作成記錄
	【某手す。】

	未詳
	【……】貳春鄕治□【……。】



卅（三十）五年十一月辛卯朔朔日，都鄕守擇敢言之：上十一月平賈（價）。謁布鄕官。敢言之。／啓手。
[bookmark: OLE_LINK16]十一月辛卯朔己酉，遷陵守丞繹下尉、鄕官：以律令從事。以次傳別書。／就手。／十一月己酉旦守
府卬行尉。　〼	9-1113正+9-1090正+9-1088正[endnoteRef:912] [912:  本簡綴合據楊先雲〈《里耶秦簡（貳）》簡牘綴合續表〉（簡帛網，2018年5月13日）。] 

十一月辛卯，都鄕守擇與令史就雜取市賈（價）平。
秫米石廿（二十）五錢。	毋賣它物者。
秶米石廿（二十）錢。				十一月乙未旦都鄕佐啓以來。／就發。	9-1113背+9-1090背+9-1088背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類②（價平）
	標題
	十一月辛卯、都鄕守の擇、令史の就と與に雜えて市が價平を取る。

	
	本文
	秫米、石ごとに二十五錢。
秶米、石ごとに二十錢。
它物を賣る者なし。

	添付書類①(上行文書）
	書出
	三十五年十一月辛卯朔朔日、都鄕守の擇、敢えて之れを言う。

	
	本文
	
	
	十一月の平價を上す。謁うらくは鄕官に布 (し)け。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	送達記錄
	十一月乙未旦、都鄕佐の啓、以て來る。／就發く。

	
	作成記錄
	／啓手す。

	文書本體
	書出
	十一月辛卯朔己酉、遷陵守丞の繹、尉・鄕官に下す。

	
	用件
	
	
	律令を以て從事せよ。次を以て別書を傳えよ。

	附記
	送達記錄
	／十一月己酉旦、守府の卬、尉に行る。

	
	作成記錄
	／就手す。

	未詳
	



倉
卅（三十）一年後九月庚辰朔乙巳，啓陵鄕守（最）敢言之：
佐（最）爲叚（假）令史，以乙巳視事。謁令官假
養、走。敢言之。	9-0048正
卅（三十）二年十月己酉朔壬子，遷陵丞昌下倉：以律令從事。／圂手。／守
府□下倉，隸臣□行。
十月庚戌十一刻刻下九，隸妾冉以來[endnoteRef:913]。／圂[endnoteRef:914]。　　（最）手[endnoteRef:915]。	9-0048背 [913:  “冉”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。]  [914:  “發”，原釋文作“□”，校釋作“半”，據殘留筆畫和文例改釋。
發：「開封」の意。『校釋』は「半」とする。しかし、残留の筆画は「半」と合わない。また、始皇30年6月から9月の閒に「半」から「發」の使用へと切り替わったとされ、本簡と關連する2日後の9-0030では「發」となっている。]  [915:  “最”，原释文作“□”，校釋二注云“疑是‘冣’”，據圖版和文例改釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	文書本體
	書出
	三十一年（前216）後九月庚辰朔乙巳（26日）、啓陵鄕守の最[endnoteRef:916]、敢えて之れを言う。 [916:  最、啓陵鄕守の人名。始皇帝 31 年頃は本簡同樣、啓陵鄕佐として名が見える（簡8-1241・8-1550 など）。 その後、33年には少内守（簡9-0014）・庫守（簡9-1887）・司空守（簡9-2314）を歴任し、34年1月 4日の段階では令史もしくは令佐であった（簡9-0049）ようである。そのほか、簡8-0988では「遷陵獄佐士五（伍）朐忍成都謝」の「舍人令佐最」と見える。また、簡8-1013 に「令史最日備歸」とあることから、均史もしくは罰として新地に派遣されてきた吏と考えられる。（青木レジュメ20200630）] 


	
	
	本文
	情況説明
	佐の最、假令史と爲り[endnoteRef:917]、乙巳を以て視事したり。 [917: 　「秦律十八種」置吏律161簡に、
官嗇夫節（卽）不存、令君子毋（無）害者若令史守官、毋令官佐、史守。　　置吏律
官嗇夫、卽 (も)し存せずんば、君子の害なき者若しくは令史をして官を守せしむ。官の佐と史をして守せしむることなかれ。　　置吏律
とあるため、本來ならば啓陵鄕佐の最は啓陵鄕守となることができない。そこで、假令史となった上で、啓陵鄕守に任じられたものと考えられる。「秦律雜抄」1 簡には、「有興」（有事？）の際、「叚（假）佐居守者（佐に假して居守せしめらるる者）」が行われる例外的状況が描かれるが、本簡に見える守官任命はそれと類似するように思われる。（青木レジュメ20200630）] 


	
	
	
	用件
	謁うらくは、官に令して養・走を假さすめよ[endnoteRef:918]。 [918: 　令官假養・走：8-1560正に、「以律令假養」とあることからわかるように、律令の規定に基づいて、令史には倉の管理する徒隸が養や走として貸與された。したがって、本簡での「官」は倉にあたる。また、8-1518正+8-1490正には「令史敞・彼死共走興」などとあり、一人の走や養を共用することもあったようで、9-0030では、最があらためて「當得養・走、不當。當、何令史與共」と問い合わせている。加えて、眞官の令史のみならず、假官にも同樣の權利が認められ、さらに、守官に着任してもその權利は保持したままであったことがうかがえる。] 


	
	
	書止
	敢えて之れを言う。

	
	附記
	送達記錄
	十月庚戌（2日）、十一刻刻下九、隸妾の冉、以て來る。／□半く。 

	
	
	作成記錄
	□手す

	文書本體
	書出
	三十二年（前215）十月己酉朔壬子（4日），遷陵丞の昌[endnoteRef:919]、倉に下す[endnoteRef:920]。 [919:  昌：始皇28年中に遷陵丞として着任（J1⑦304）し、32年3月13日（9-0052）まで務めていたことを確認できる。なお、この閒は遷陵守丞が見られなくなる。8-1007+8-0754 正に見える本人の供述によれば、爵は上造、平縣（河南郡）出身である。また、令佐（9-98）、 司空守（9-2329）、司空（8-1665）、守丞（9-885・9-991）というように屬吏の昌が見られるが、長吏である本簡の昌とは別人であろう。なお、9-0052における昌の釈読は張以靜「《里耶秦簡（貳）》讀札」 （『簡帛網』、2018年12月31日發表）による。]  [920:  簡9-0030には、関連の文書が見られ、本簡における要求への回答が返ってこなかったために催促したものだろう。しかし、後9月26日の簡9-0048が縣廷に屆いたのは10月2日、處理されたのが10月4日のところ、10月3日には簡9-0030が作成されている。縣廷が處理するまでにやや時閒をかけたとはいえ、啓陵鄕―縣廷閒に要する時閒を考慮すると、少しせっかちな氣がする。この催促が效いたのか、9-0030は縣廷に屆いた即日に處理され、倉へ指示が下されている。] 


	
	用件
	
	
	律令を以て從事せよ。

	
	書止
	-

	附記
	送達記錄
	守府の□、倉に下れば、隸臣の□、行る[endnoteRef:921]。/守府の□、倉に下し 、隸臣の□、（啓陵郷？に）行る。 [921:  集配記録は通常の様式と異なり、解釈によって読み下し文も違ってくる。最初の読み下し文の背後にある解釈は次の通りである。
作徒簿の記載からすれば、徒隸の仕事内容はあらかじめ決められていたものと考えられるが、本簡の事例では、本来の文書送達者であった守府の□が倉へ行っていて不在であったため、隸臣の□がその代わりを務めた。文書の送達は隸臣□の既定の仕事ではないため、作徒簿の記載との整合性をとるべく、本簡の集配記録には、隸臣□による送達に至った理由を注記したものと考えられる。なお、簡8-1343+8-0904には、本来は行書守府にあたるはずであった隸妾の益が、城旦の瑣に代わって治邸を担うこととされている。そしてそれに合わせ、作徒簿の記載変更措置がなされている。
一方、二つ目の読み下し文には、次のような考慮が働いている。→石原案語] 


	
	作成記錄
	圂手す。



少内
卅（三十）五年八月丁巳朔甲申，遷陵丞遷下辤（辭）少内：以律令從事。／俱手。	8-0514+8-0378+8-0131+8-0022[endnoteRef:922] [922:  簡8-0514與8-0378的綴合據校釋一，加綴簡8-0131和 8-0022分別據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（八則）〉（簡帛網，20130517）和同〈讀里耶秦簡札記（一） 〉（簡帛網，20150617）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（辭）
	【某辭】

	文書本體
	書出
	三十五年（212）八月丁巳朔甲申（28）、遷陵丞の遷、辭[endnoteRef:923]を少内に下す。 [923:  辭、……の意（簡8-1532+8-1008+8-1461注？參照）、ここでは、少内に下達されることから、簡8-1532+8-1008+8-1461と同樣に債務債權に關わる供述と推測される。
下辭、辭を下す、つまり供述書を下級機關へ送付する意。簡8-2138には、反對に、田守の武が「辭」を縣廷に「上」すと記されている。「鞫」を除けば、諸種の聞取り調査・取調べ等は縣吏の手で行われるが、それに基づいて科刑や債務取立等の行政處分を決定し得るのは縣の長官に限られるので、簡8-2138の「上辭」や本簡の「下辭」の如く縣廷を通じて供述書を取り次ぐ事態が生じる。] 


	
	用件
	
	
	律令を以て從事せよ。

	附記
	送達記錄
	-

	
	作成記錄
	俱手す。



四月丙午朔癸丑，遷陵守丞色下少内：謹案致之。書到言。署金布發。它如
律令。／欣手。／四月癸丑水十一刻﹦（刻刻）下五，守府快行少内。	8-0155
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【？】[endnoteRef:924] [924:  第一行の「到」字の上、第二行の「癸」字の上および「守府」の二字の閒に編綴紐の痕跡が認められる。本簡はもと遷陵縣廷から少内に「下」された文書もしくはその他の文字資料とともに册書を構成したと考えられるが、簡8-0159に記されている制書と三十二年二月丁未朔辛亥の下達文書とがこの添付資料に当たる可能性が高い。] 


	文書本體
	書出
	四月丙午朔癸丑（08）[endnoteRef:925]、遷陵守丞の色、少内に下す。 [925:  朔日に基づいて、この日は秦始皇三十二年（215）四月初八日と確定できる。] 


	
	用件
	
	
	謹みて之れを案致せよ。

	
	附記
	
	
	書到らば言え。金布發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	
	書止
	它は律令が如くせよ。

	附記
	送達記錄
	／四月癸丑（08）、水十一刻、刻下五、守府の快、少内に行 (や)る。

	
	作成記錄
	／欣 (きん)手す。



司空
〼□貳春鄕□□□□□貳春鄕[endnoteRef:926]〼 [926:  “貳春鄕□□□□□貳春鄕”，原釋文、校釋作“□□□□□□□□□□□□”，據圖版補釋。] 

〼□寇[endnoteRef:927]，將詣貳春鄕，如前書。敢言[endnoteRef:928]〼	8-1456正 [927:  “寇”前有殘泐筆畫，原釋文、校釋失釋，疑爲“司”字。]  [928:  “言”，原釋文、校釋失釋，據圖版和文例補釋。] 

〼[endnoteRef:929]守丞茲下司空：以律令從〼 [929:  “陵”，原釋文、校釋失釋，據文例補釋。] 

〼……〼	8-1456背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（上行文書）
	書出
	【某年某月某日朔某日、某官の某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】□貳春鄕□□□□□貳春鄕【……。】

	
	
	用件
	
	
	【謁うらくは……】□（司？）寇[endnoteRef:930]、將いて貳春鄕に詣 (いた)すこと、前書が如くせよ。 [930:  司寇、秦代ないし漢初の身分の一つ、「耐」と組み合わせて中程度の犯罪に對する刑罰として用いられる。『二年律令』には、
090	有罪當耐，其灋（法）不名耐者，庶人以上耐爲司寇，司寇耐爲隸臣妾。（後略）
罪、まさに耐すべき有り、その法、耐を名ぜざる者は、庶人以上、耐して司寇と爲し、司寇は耐して隸臣妾と爲す。
というように、「耐」は司寇と組み合わせるのを原則とし、「耐爲隸臣妾」はそれに對する身分的加重を意味する。隸臣妾が縣官の倉に管理され居住等の制限（簡8-0144+8-0136注？參照）を受けていたのに對して、司寇は通常の戶として生活し、『二年律令』簡291-203や310-316に見られるように、有爵者や平民と竝んで飯肉酒鹽の下賜や田宅の分配等に與かる。『秦律十八種』に
193	侯（候）、司寇及羣下吏毋敢爲官府佐吏及禁苑憲盜。　　　　內史雜
候・司寇及び羣下吏は、敢えて官府の佐吏及び禁苑の憲盜とするなかれ。　　　　內史雜
と見えるように、司寇は、屬吏に採用してはいけなかったが、恆常的に官府の仕事に從事していた點では、屬吏に近かった。職掌は、城旦舂等の刑徒の監視およびその他の司法・治安活動等である。『秦律十八種』には、
145	（前略）居貲贖責當與城旦舂作者，及城旦傅堅、
146	城旦舂當將司者，廿（二十）人，城旦司寇一人將。司寇不◇（足），免城旦勞三歲以上者，以爲城旦司寇。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司空
貲に居して責めを贖うにまさに城旦舂とともに作すべき者、及び城旦傅堅・城旦舂のまさに將司すべき者は、二十人ごと、城旦司寇一人、（これを）將 (ひき)いる。司寇足らずんば、城旦の勞三歲以上なる者を免じ、以て城旦司寇と爲す。    司空
と、刑徒の監視に關する秦律の規定が傳えられる。獄史の指揮下司法事件の搜査に從事する姿は、『爲獄等狀』案件10（簡150-170）や『奏讞書』》案件22（簡197-228）から窺える。] 


	
	書止
	敢えて【之れを】言う。

	附記
	送達記錄
	【某月某日某時、某人、以て來る。】

	
	作成記錄
	【某手す。】

	文書本體
	書出
	【某月某日、遷】陵守丞の茲 (じ)、司空に下す。

	
	用件
	
	
	律令を以て從【事せよ。……。】

	附記
	送達記錄
	【某月某日某時、某人、（某處に）行る。】

	
	作成記錄
	【某手す。】



[bookmark: _Toc67253381]「卻」類
基本書式①：「卻」＋「以來」
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	某年某月某日，某職某人卻之。

	
	本文
	状況説明
	
	
	某書/某令曰：

	
	
	
	
	
	
	
	引文/摘要

	
	
	用件
	
	
	今

	
	
	
	
	
	
	
	主文

	
	書止
	其聽書從事/其以律令。

	附記
	送達記錄
	（某月）某日某時，某人以來。／某半/發。

	
	作成記錄
	某手。



郡守府
𤻮（應）令及書所問，且弗𤻮（應）？弗𤻮（應）而云當坐之狀何如？
其謹桉（案）致，更上奏、夬（決）。展薄（簿）留日。毋謄[endnoteRef:931]卻。它	8-1564 [931:  “謄”， 原釋文、校釋作“騰”，據圖版改釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【遷陵縣（？）の上行文書。】

	文書本體
	書出
	【某年某月某日、洞庭某職の某人[endnoteRef:932]、之れを卻く。】 [932:  本文書は、受信者に奏決の上呈を求めていることから、受信者が縣級の長官、發信者が郡級の長官もしくは副長官であることが判る。] 


	
	本文
	
	
	【……】令及び書の問う所に應ずるや、且 (は)たこれに應ぜざるや。（これに）應ぜざるに、當 (まさ)に坐すべしと云うの狀は何如ぞ[endnoteRef:933]。それ謹みて案致し、更 (あらた)めて奏・決[endnoteRef:934]を上 (のぼ)せ。 [933:  この文は、假定法を内包しており、完全な形は次の通りであろう。
弗𤻮（應），弗𤻮（應）而云當坐之狀何如
（これに）應ぜずんば、（これに）應ぜずして、當 (まさ)に坐ずべしと云うの狀は何如ぞ
類似した狀況は『爲獄等狀』の事案四「芮盜賣公列地案」にも見える。その簡063-064には、郡が縣に對して、ある事件の量刑基準について
芮買（賣），與朵別賈地，且吏自別直
芮の賣るは、朵と與 (とも)に地を別ちて賈 (あきな)いしや、且 (は)た吏、自ら別ちて直 (あ)てしや
というように、契約當事者が建造物と區別して決めた土地の價格に據ったか、それとも役人が自ら價格評價を行ったかを問う選擇疑問文に續けて、
別直以論狀何如，勿庸報。
別ちて直て以て論ずるの狀の何如なるは、報ずるを庸うるなかれ。
という指示を與えている。指示の前提は、當然役人が價格評價を行ったという條件にほかならず、完全な文章は、
別直以論，別直以論狀何如，勿庸報。
別ちて直て以て論ぜしかば、別ちて直て以て論ずるの狀の何如なるは、報ずるを庸うるなかれ。
という形を取ると考えられる。]  [934:  奏は、進言することから轉じて、上級機關に上呈される文字資料（簡8-1617+8-0869注？參照）、決、……（簡8-0144+8-0136注？參照）、ここでは、論奏とそれに對應した事案處理を指すと考えられる。論奏は、罪の評定を内容とする文字資料（簡1695注？參照）、場合によっては、『爲獄等狀』の事案10や『奏讞書』の事案22のように、搜査の經緯などの詳細な記錄を含む。事案處理は、例えば『爲獄等狀』事案01に
013	五月甲辰，州陵守綰、丞越、史獲論令癸、瑣等各贖黥。癸、行戍衡山郡各三歲，以當灋（法）；先備
014	贖。（後略）
五月甲辰、州陵守綰・丞越・史獲、論じて癸、瑣等に令して各々黥を贖わしむ 。癸・行、衡山郡に戍すること各々三歲、以て法に當 (あ)つ。（瑣等）先に備 (つぶさ)に贖えたり。
と、『奏讞書』事案17に
106 （前略）二月癸亥，丞昭、史敢、銚、賜論黥講爲城旦。
二月癸亥、丞の昭・史の敢・銚・賜、論じて講を黥して城旦と爲す。
とみえるように、刑罰の執行を含む。秦漢の文書用語では全く異なるが、「論奏」に對して、この事件處理を後世の用語を借りて「論決」と稱することもできよう。] 


	
	附記
	
	
	簿の留まりし日を展 (の)ばす。卻を謄 (うつ)すことなかれ。[endnoteRef:935] [935:  謄、書き寫す、ここでは、奏決を上呈する際この文書を書き寫す意と推測される。『説文解字』言部には、
謄，迻書也。
謄、迻 (うつ)して書く也。
という。文書への返信には、元の文書（の一部）を書き寫すことが通例となっているようであるが、「謄すなかれ」とは、この却下の文書を書き寫さず、直接に奏決の上呈という新しい指示内容に對應して文書を作成せよ、という意味に解される。
なお、謄と騰は上古音が同じく、朱駿聲等が指摘するように通借の可能性も考えられるが、本文書では、處理として案致と奏決の上呈が指示されており、他に傳送すべき機關が見當たらないことから、謄と騰が意識的に使い分けられているように思われる。里耶秦簡では、「謄」が使われるのは本簡のほか簡8-1151のみであり、表現は同じく「毋謄卻」となっている。「騰」字が用いられる「當騰騰」等とは明らかに文脈が異なる。その他にも秦漢簡牘には、「騰」と讀み替えられる「謄」字が見當たらず、「傳」と「迻書」という許愼の訓詁の通り使い分けがなされたと考えられる。訓詁學で兩字の混同が始まったのは『玉篇』からのように思われる。その言部には、
謄，傳也。
謄、傳うる也。
という。] 


	
	書止
	它は【律令の如くせよ。】

	附記
	送達記錄
	【（某月）某日某時、某人以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】

	
	作成記錄
	【某手す。】



基本書式②：「卻」＋「行」
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	某年某月某日，某職某人卻之。

	
	本文
	状況説明
	
	
	某書/某令曰：

	
	
	
	
	
	
	
	引文/摘要

	
	
	用件
	
	
	今

	
	
	
	
	
	
	
	主文

	
	書止
	其聽書從事/其以律令。

	附記
	送達記錄
	某月某日某時，某人行（某處）。

	
	作成記錄
	某手。



一體型複合文書
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	文書本體
	文書の原本か寫し（書式は文書の元通り）

	
	送達記錄
	（某月）某日某時，某人以來/行/上廷。（／某半/發。）

	
	作成記錄
	某手。

	文書本體
	書出
	某年某月某日，某職某人卻之。

	
	本文
	状況説明

	
	
	某書/某令曰：

	
	
	
	
	
	
	引文/摘要

	
	
	用件
	
	
	●今

	
	
	
	
	
	
	主文

	
	書止
	其聽書從事/其以律令。

	附記
	送達記錄
	／（某月）某日某時，某人行（某處）。

	
	作成記錄
	／某手。



縣廷

一體型複合文書
廿（二十）六年八月庚戌朔丙子，司空守樛敢言〖之〗[endnoteRef:936]：前日言：競陵漢陰狼假遷陵公船一，袤三丈三尺，名曰□[endnoteRef:937]， [936:  “〖之〗”，此處有脫文，據館藏簡【校訂】補釋。]  [937:  案語（未釈読字については、先行研究には幾つかの釈読案があるが、それを列記すべし。なお、釈文は「□」のまま）館藏簡【校訂】⑧134注2（165頁）を参照！] 

以求故荆積、瓦。未歸船。狼屬司馬昌官。謁告昌官，令狼歸船。┛報曰：狼有逮，在覆獄巴[endnoteRef:938]卒史 [938:  “巴”，原釋文作“巳”，校釋作“己”，據陳劍〈讀秦漢簡札記三篇〉改釋。] 

衰┛、義所┛。今寫校券一牒，上。謁言巴卒史衰┛、義所，問狼船存所。其亡之，爲責券移遷陵；弗亡[endnoteRef:939]，誰屬[endnoteRef:940]？ [939:  “亡”，原釋文、校釋作“□”，據《里耶秦簡校詁》補釋。]  [940:  “誰”，原釋文、校釋作“□”，據《里耶秦簡校詁》補釋。] 

謁報。敢言之。／九月庚辰，遷陵守丞敦狐卻之：司空自以二月叚（假）狼船，何故弗蚤辟，到今而[endnoteRef:941] [941:  “到”，原釋文、校釋作“□”，據陳劍〈讀秦漢簡札記三篇〉補釋。] 

誧（甫）曰謁問覆獄卒史衰﹦┛（？）義﹦（衰、義[endnoteRef:942]？衰、義）事巳（已），不智（知）所居。其聽書從事。／懬手。卽令走才行司空[endnoteRef:943]。	8-0135正 [942:  “┛”，雖然位置下移到“義”字右側，但形體與第三行第一“┛”一致，應係鈎形符號，原釋文、校釋、館藏簡均失釋，據圖版補釋。按，本簡衰字與義字均有鈎形符號，但符號前後的字閒並未放大，與無鈎形符號處大致相同，因疑符號在書寫完畢之後才被添加，在第五行“衰”字下面避開重文符號，因而下移到“義”字右側。]  [943:  “才”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

月戊寅[endnoteRef:944]，走己巳以來。／懬半。     □手。	8-0135背 [944:  “八”，原釋文、校釋作“□”，參考胡平生〈讀里耶秦簡劄記〉（《中國文物報》，2003年），據文意補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類②
	【某校券】

	添付書類①(自言文書)
	書出
	二十六年（前221）八月庚戌朔丙子（27日）、司空守の樛 (キュウ)、敢えて之れを言う。

	
	本文
	資料根據
	前日言わく[endnoteRef:945]、 [945:  前日言、前日は先日・過日（簡8-0677注？を參照）、言は上申文書の發信形式、ここでは、司空守の樛が以前に縣廷に上申した文書を指す。] 


	
	
	
	競陵漢陰の狼、遷陵が公船一、袤 (なが)きこと三丈三尺、名[endnoteRef:946]は□と曰うを假 (か)り，以て故荆[endnoteRef:947]の積[endnoteRef:948]・瓦[endnoteRef:949]を求む。未だ船を歸さず[endnoteRef:950]。狼、司馬[endnoteRef:951]の昌官に屬す。謁うらくは、昌官に告げ、狼に令して船を歸さしめよ。 [946:  名は恐らく船の名を指す。（異説があったがそれを紹介すべきか）]  [947:  故荆、もとの楚國。『呂氏春秋』音初の高誘注には、
荆，楚也。秦莊王諱楚，避之曰荆。
荆、楚なり。秦莊王、楚を諱めば、之れを避けて荆と曰う。
といい、さらに、簡8-0461には、
曰（吳）曰荆。
吳と曰い、荆と曰え。
と、東漸以後の呉の故地と區別して、楚の西方の故地を荆と呼ぶように規定している。一説には、楚の舊都、つまり秦昭王二十九年に白起が攻落して南郡を置いた郢都。]  [948:  積、穀物等の備蓄もしくはその備蓄品、ここでは後者を指す。『説文解字』禾部は積の字義を「聚」とし、朱駿聲と段玉裁はそれをそれぞれ、
禾穀之聚曰積。（『説文解字通訓定聲』朿聲）
禾穀の聚 (たくわ)えをば積と曰う。
と、
禾與粟皆得偁積。引伸爲凡聚之偁。（『説文解字注』禾部）
禾と粟は皆な積と偁するを得。引伸して凡そ聚むるの偁と爲す。
と注釋する。
居則具一日之積，行則備一夕之衞。
居らば則ち一日の積を具え、行かば則ち一夕の衞を備う。
という『左傳』僖公三十三年の用例に對して
積，芻、米、菜、薪。
積、芻・米・菜・薪なり。
というように、杜預の注は、範圍をやや擴大しつつも、備蓄された穀物等の意に捉える。實際に、出土資料では、積は穀物等の備蓄もしくはその備蓄品の意味で用いられており、漠然として物を積み重ねるもしくは貯藏することを表す用例は見當たらない。嶽麓秦簡（四）の律令簡牘には
169	●内史雜律曰：芻稾廥、倉、庫、實官、積，垣高毋下丈四尺，瓦蘠（牆），財（裁）爲候，晦令人宿候，二人備火，財（裁）爲池
170	□水。宮中不可爲池者財（裁）爲池宮旁。
●内史雜律に曰わく、芻稾の廥・倉・庫・實官・積、垣が高は丈四尺を下るなく、牆を瓦 (瓦で覆)い、裁 (はか)りて候を爲し、晦 (よる)、人に令して候に宿らしめ、二人、火に備え、裁りて池を爲し、水を□す。宮中に池を爲すべからざる者は裁りて池を宮の旁らに爲す。
と、『二年律令』には
004	賊燔城、官府及縣官積㝡（聚），棄市。賊燔寺舍、民室屋、廬舍、積㝡（聚），黥爲城旦舂。
賊のごとく城・官府及び縣官の積聚を燔くは、市に棄 (す)つ。寺舍・民の室屋・盧舍・積聚を賊燔せば、黥して城旦舂と爲す。
と、備蓄された穀物を指す。なお、『秦律十八種』に
021	入禾倉，萬石一積而比黎之爲戶。縣嗇夫若丞及倉、鄕相雜以印之。（後略）
024	（前略）入禾未盈萬石而欲增積焉，其前入者是增積，可殹（也）；其它人是增積，積
025	者必先度故積，當堤（題），乃入焉。後節（卽）不備，後入者獨負之。（後略）
禾を倉に入るるに、萬石もて一積とし、これを比黎して戶を爲 (つく)る。縣嗇夫若しくは丞及び倉（嗇夫）・鄕（嗇夫）、相雜えて以てこれに印をす。禾を入るるに未だ萬石に盈ちずして增して積 (つ)まんと欲するや、其の前に入るる者是れ增して積むは、可なり。其の它の人是れ增して積むは、積む者必ず先に故 (もと)の積を度 (はか)り、題に當 (かな)いて乃ち（禾を）入る。後に卽 (も)し備わらずんば、後に入るる者獨りこれを負う。
と見えるように、穀物等の備蓄品という字義は、穀物を積み重ねて「積」という單位で保管するという特殊な貯藏方法に由來しており、そのまま瓦等の保管に擴大解釋できないように思われる。]  [949:  瓦、かわら。『封診式』には、
008	（前略）●甲室、人：一
009	宇二内，各有戶，内室皆瓦蓋，木大具（椇），門桑十木。（後略）
●甲が室と人は、一宇二内、各々戶有り、内室は皆な瓦もて蓋 (おお)い、木は大椇、門は桑十木。
という。「瓦」字を土器・陶器の總稱と解釋する向きもあるが、出土資料で土器若しくは陶器を指す用例は「瓦器」や「瓦罋」というように、他の器物を修飾する場合に限られるようである。本簡の文脈からしても、官有船舶の貸與の目的としては、土器運搬はやや曖昧な嫌いがある。]  [950:  歸（返却）。]  [951:  司馬、官職名担当。（昌官が人名であるということも簡単に触れるべし）] 


	
	
	
	┛報じて[endnoteRef:952]曰わく、 [952:  報、ここでは、縣の返答をいう。縣が司馬の昌官に事實確認の上返答した可能性が高い。] 


	
	
	
	狼、逮有り[endnoteRef:953]、覆獄巴卒史[endnoteRef:954]の衰・義が所に在り。 [953:  逮、遝とも書き、およぶ・およぼす意から轉じて、人を某處に至らしめる、つまり召喚する。逮字の「及」訓は、『爾雅』釋言・『説文解字』辵部や諸種の鄭玄注・高誘注に、遝字の「及」訓は、『方言』卷三や『廣雅』釋言に見えており、『説文解字』辵部はそれぞれ遝と䢔（およぶ）」とが互訓となっている。唐代以降の訓詁では、「逮」と「捕」を混同する傾向が現れるが、『資治通鑑』漢紀四に
上逮捕趙王及諸反者。
上、趙王及び諸々の反する者を逮捕す。
というのに對して、胡三省注は、顏師古注等を訂正して
逮，徒呼召之；捕，則加束縛矣。
逮は、徒 (た)だ之れを呼召するなり。捕は、則ち束縛を加う。
と、逮字を呼び出し、つまり召喚に限定して解釋するのが正しかろう。出土資料では、同じ文獻の中でも「逮」と「遝」とが混用される。例えば、「及」義の用例としては、『秦律十八種』には、
070	（前略）八月、九月中其有輸，計其輸所遠近，不能逮其輸所之計，
071	□□□□□□□移計其後年，計毋相繆。（後略）
八月・九月中、其れ輸る有らば、其の輸る所の遠近を計 (はか)るに、其の輸る所の計に逮 (およ)ぶ能わずんば、□□□□□□□移（＝通知）して其の後年に計えしめ（若しくは「計を其の後年に移し」）、計、相謬 (あやま)らしむることなかれ。
と、
104	（前略）敝而糞者，靡𧈪其久。官輒告叚（假）
105	器者曰，器敝久恐靡者，遝其未靡，謁更其久。（後略）
（公器の）敝 (やぶれ)れて糞 (す)つ（べき）者は、其の久を靡𧈪す。官輒 (すなわ)ち器を假るる者に告げて曰わく、器敝れて久靡するを恐るる者は、其の未だ靡せざるに遝びて、其の久を更めんことを謁え、と。
という。『奏讞書』には、次のように、同じ簡牘に召喚の意味で、「遝」と、隸書でよく「逮」と混同される「建」字が用いられる。
151	・問：南郡復（覆）吏到攸，攸遝䦈未來，未有新黔首當捕者名籍。䦈來會建〔逮〕，曰：義死，自以
152	有罪，棄籍去亡。
・問うに、南郡が覆吏、攸（縣）に到る（とき）に、攸、䦈を遝するも未だ來らず、未だ新黔首の當に捕うべき者が名籍有らず。䦈來りて逮に會し、曰わく、義死すれば、自ら罪有らんと以 (おも)い、籍を棄てて去亡せり、と。]  [954:  案語（覆獄は簡8-0144+8-0136に既出。ここは、他郡からの出張者が覆獄を担当する点を説明すべし。『奏讞書』事案18の南郡卒史による蒼梧郡攸県の覆獄等にも言及すべし）、官職名担当。] 


	
	
	用件
	今

	
	
	
	校券[endnoteRef:955]一牒を寫し、上す。謁うらくは、巴卒史の衰・義が所に言い、狼に、船の存ずる所を問わしめよ。其れ、之れを亡 (うしな)いたらば、責券[endnoteRef:956]を爲 (つく)りて遷陵に移せ。これを亡わずんば、誰にや（これを）屬 (たの)みし[endnoteRef:957]。 [955:  校券、券書の形態を持った監査用の状況説明（簡8-0060+8-0656+8-0748+8-0665注？參照）。簡8-0060+8-0656+8-0748+8-0665にいう「爲校券」と違って、本簡では、「寫校券」という表現が用いられることから、券書の照合機能が失われていることが判る。換言すれば、本簡のいう「校券」は、監査用に提出される券書の寫しに過ぎない。記載内容については詳細は不明だが、船舶紛失の事實確認後卒史によって始めて賠償責任債務に關わる「責券」が作成される段取りとなっていることから、校券が專ら未返還船舶の會計處理に關わると考えられる。]  [956:  責券、券書の形態を持った債務取立用の状況説明（簡8-0677注？參照）。ここでは、官有船舶の紛失という事實が明らかになった時點、つまり賠償責任債務が確定した時點において始めて責券の發行が想定される點が注目に値する。]  [957:  屬、後に多く囑に作り、たのむ・ゆだねる意。『呂氏春秋』貴公に
管仲有病，桓公往問之，曰：“仲父之病矣，漬甚，國人弗諱，寡人將誰屬國？
管仲、病有、桓公往きて之れに問う。曰わく、「仲父の病むや、漬 (つ)かること甚だしく、國人、（これを）諱まず。寡人、將 (まさ)に誰にや國を屬まん」と。
というのに對し、高誘は、
屬，託也。
屬、託する也。
と注釋する。「誰屬」の文法構造は、簡8-0157の「何律令𤻮（應）？」と同樣に、目的語の倒置法に係る。] 


	
	
	附記
	報ぜられんことを謁う。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	送達記錄
	八月戊寅（29日）、走の己巳、以て來る。／懬半 (ひ)く。

	
	作成記錄
	 □手す。

	文書本體
	書出
	／九月庚辰（2日）、遷陵守丞の敦狐、之れを卻 (しりぞ)く。

	
	本文
	司空、自ら二月を以て狼に船を假したるに、何故これを蚤 (はや)く辟せず、今に到りて甫 (はじ)めて覆獄卒史の衰・義に問わんことを謁うと曰う。衰、義が事[endnoteRef:958]已 (や)みたれば、居る所を知らず。 [958:  事（仕事、業務）。] 


	
	書止
	其れ書に聽 (したが)いて從事せよ。

	附記
	送達記錄
	卽 (ただ)ちに走の□に令して司空に行 (や)る。

	
	作成記錄
	／懬手。



卅（三十）二年正月戊寅朔甲午，啓陵鄕夫敢言之：成里典┛、啓陵
郵人缺，除士五（伍）成里匄┛、成﹦（成，成）爲典，匄爲郵人。謁令
尉以從事。敢言之。	8-0157正
正月戊寅朔丁酉，遷陵丞昌卻之：啓陵廿（二十）七戶，巳（已）有一典。今有（又）除成爲典，何律令
𤻮（應）？尉巳（已）除成┛、匄爲啓陵郵人。其以律令。／氣手。／正月戊戌日中，守府快行。
正月丁酉旦食時，隸妾冉以來。／欣發。　　壬手。	8-0157背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	書出
	三十二年（215）正月戊寅朔甲午（17日）、啓陵鄕の夫、敢えて之れを言う。

	
	本文
	資料根據
	
	
	成里が典・啓陵が郵人缺くれば、士伍成里の匄 (かい)・成を除せり（せん？）[endnoteRef:959]。成は典と爲し、匄は郵人と爲す。 [959:  除、官職を授ける意、廣義では採用、狹義では任命を指す。『淮南子』兵略に
夫論除謹，動靜時，吏卒辨，兵甲治，正行伍，連什伯，明鼓旗，此尉之官也。
夫れ論除謹しみて、動靜時にかない、吏卒辨 (わきま)え、兵甲治まり、行伍を正し、什伯を連ね、鼓旗を明らかにするは、此れ尉の官なり。
というのに對して、高誘は
除，除吏也。
除、吏を除する也。
と注釋する。本簡から推測するに、里や郵の役人は、鄕からの推擧を受けて縣令もしくは縣丞が尉に命令を下して、尉が任命を行うと考えられるが、正面第二行の「除」字が文書發信者の啓陵鄕嗇夫の夫を主語とすることから、尉による正式な任命に先立つ啓陵鄕嗇夫の關連行爲も「除」と稱せられていたことが判る。『秦律十八種』には、
159	除吏，尉已除之，乃令視事及遣之。所不當除而敢先見事，及相聽以遣之，以律論之。嗇夫之送〈徙〉
160	見它官者，不得除其故官佐吏以之新官。	置吏律
吏を除するに、尉已にこれを除して、乃ち令して事を視 (み)しめ及びこれを遣わす。まさに除すべからざる所なるに敢えて先に事を見しめ、及び相聽 (したが)いて以てこれを遣わしむるは、律を以てこれを論ず。嗇夫の徙 (うつ)りて它官を見る者は、その故官の佐吏を除して以て新官に之 (ゆ)くを得ず。    置吏律
というように、嗇夫による採用行爲（「除吏」・「除其故官佐吏」）と尉による正式な任命（「除之」）とが、同じ「除」字を用いつつも區別される。『二年律令』にも
215	（前略）受（授）爵及除人關於尉。（後略）
爵を授け及び人を除するは、尉に關す。
と、任命權者の尉以外の行爲者による採用行爲を「除」という。
なお、採用・任命に關わる字義の由來についてはよくわからない。古い訓詁では、前揭の『淮南子』の高誘注のほか、『漢書』景帝紀の顏師古注に、
如淳曰：「凡言除者，除故官就新官也。」
如淳曰わく、「凡そ除と言うは、故官を除きて新官に就かしむる也。」
と引かれる如淳の注しか見當たらないが、舊い官職をのぞくという説明は明らかに出土資料の記載と矛盾する。] 


	
	
	用件
	
	
	謁うらくは、尉に令して以て從事せしめよ。

	
	附記
	敢えて之れを言う。

	附記
	送達記錄
	正月丁酉（20）、旦食時、隸妾の冉 (ぜん)、以て來る。／欣 (きん)發 (ひら)く。

	
	作成記錄
	壬手す。

	文書本體
	書出
	正月戊寅朔丁酉（20日）、遷陵丞の昌 (しょう)、之れを卻 (しりぞ)く。

	
	本文
	
	
	啓陵、二十七戶にして[endnoteRef:960]、已に一典有り。今又た成を除して典と爲すは、何の律令にぞ應ずる。尉已に成・匄を除して啓陵が郵人と爲したり。 [960:  二十七戶、啓陵鄕の戶數。簡8-0518には、、二年後の三十四年度について、啓陵鄕の「見戶」の數を「二十八戶」と記している。、遷陵縣全體の戶數は、簡8-1519と簡8-2004+8-0487を參照。
なお、嶽麓秦簡（肆）の律令簡牘には次のように、三十戸未満の里について里典を他の里と兼職させる規定が見える。
142/1373	●尉卒律曰：里自卅戸以上置典、老各一人，不盈卅戸以下，便利，令與其旁里共典、老，其不便者，予之典
143/1405	而勿予老。
それに基づいて本簡の文書を解釈すると、啓陵郷には「成里」のほか、「渚里」があり、渚里の里典が成里の里典を兼職していたところ、啓陵郷が別途成里の里典の任命を申請して県廷に却下されたと考えられる。
なお、以下の論考では、本簡を簡J1⑯0009とともに、渚里がこの頃消滅した証拠として取り上げられる。
・王偉・孫兆華「〝積戸〞与〝見戸〞：里耶秦簡所見遷陵編戸数量」（『四川文物』、二〇一四年第二期）
・晏昌貴・郭涛「里耶簡牘所見秦遷陵縣郷里考」（『簡帛』第十輯）・・・渚里に関して
・里耶秦簡にみえる「見戸」と「積戸」 : 秦代遷陵県下における戸数の手がかりとして（『明大アジア史論集』18（2014年）] 


	
	書止
	それ律令を以 (もち)いよ[endnoteRef:961]。 [961:  律令の下に「從事」の二字が脱落している可能性がある。] 


	附記
	送達記錄
	／正月戊戌（21）、日中、守府の快、行る。

	
	作成記錄
	／氣手す。



卅（三十）一年二月癸未朔己丑，啓陵鄕守尚敢言之：尚部啓陵鄕官及邑中。鄕行
官事，稟吏卒、徒隸及日食者，毋監令史。謁遣令史監，毋留
當稟者。謁報，署主廥發。敢言之。　　〼	9-0450正
二月癸未朔辛卯[endnoteRef:962]，遷陵丞昌卻之：令（？）□蜀□[endnoteRef:963]〼 [962:  辛卯は僅かな残画のみ残っており、しかも辛の方は、筆画の一部が木目と重なって区別し難いところもあるが、文脈から辛卯と確定できる。]  [963:  校釈は「令鄕蜀（獨）行」に作るが、鄕字は明らかに字形と合わないのみならず、文意も通じない。郷が一人行うようにという県廷からの指示には、「令」という字は入らず、「鄕蜀（獨）行（鄕、獨り行え）」といえばよい。所謂「行」は僅かな残画しかなく、行と必ずしも合わなくはないが、文脈が判らない以上文意に基づいて補釈することができない。所謂「令」字は、或いは「倉」の誤釈という可能性もある。なお、蜀字の読み替え字体は、簡9-0050に「節盜賊發，吏不敢蜀（獨）發倉」という用例が見えており、不可能ではない。] 

／氣手。／二月辛卯，水十一刻刻下七，守府快行啓陵鄕。　　〼
二月辛卯旦，史氣以來。／氣發。　（最）手。	9-0450背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	書出
	三十一年（216）二月癸未朔己丑（７）、啓陵鄕守の尚[endnoteRef:964]、敢えて之れを言う。 [964:  尚は8-0925+8-2195（始皇31年正月）や8-1241（始皇31年正月）でも啓陵郷守として勤務、食糧支給（稟）に従事している。いずれのケースも、本簡に登場する最が佐として稟に関与し、氣が令史として視平している。] 


	
	本文
	資料根據
	
	
	尚、啓陵鄕の（倉）官[endnoteRef:965]及び邑中[endnoteRef:966]を部す。鄕、（倉）官が事を行い、吏卒・徒隸及び日食者を稟くるに、監する令史なし。 [965:  官、県官、ここでは倉という県官をいう。睡虎地秦簡『秦律十八種』簡021及び169によれば、穀物の納入と封印には郷嗇夫も立ち会うが、支出業務は、倉嗇夫もしくは「離邑倉佐」が担当することになっている。遷陵県では人手不足のため、郷の役人が離邑倉佐の業務を日頃肩代わりしているが、本簡においては、郷守の尚は、監令史の派遣を要請するに当たり、郷の本来の管轄範囲である邑中のほかに、倉の離官を管理していることを強調している。]  [966:  邑中、集落の中、倉の離官と対比して、郷の本来の職掌範囲を指す。] 


	
	
	用件
	
	
	謁うらくは、令史を遣り監せしめ、當に稟くべき者を留むるなからしめよ。

	
	附記
	謁うらくは、報せよ。主廥發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	送達記錄
	二月辛卯旦、史の氣、以て來る。／氣發 (ひら)く。

	
	作成記錄
	最手す。

	文書本體
	書出
	二月癸未朔辛卯（９）、遷陵丞の昌、之れを卻く。

	
	本文
	
	
	令□蜀□【……】

	
	書止
	【……】

	附記
	送達記錄
	／二月辛卯、水十一刻刻下七、守府の快、啓陵鄕に行る。

	
	作成記錄
	／氣手す。



送達記錄未詳
卅（三十）一年後九月庚辰朔甲〼　　〼[endnoteRef:967]卻之：諸徒隸當爲 [967:  簡8-0190與8-0130係遙綴，中閒大約缺五個字，第二至第四行亦相同，校釋標爲“……”，不符合體例。] 

吏僕、養者，皆屬倉。□[endnoteRef:968]〼　　〼倉及卒長䦈[endnoteRef:969]所 [968:  “□”，原釋文、校釋未釋，據圖版補釋。]  [969:  “䦈”，原釋文未釋，校釋作“髟”,據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改正。] 

署，倉非弗智（知）殹（也）。蓋〼　　〼何故不騰書近所官[endnoteRef:970]？ [970:  “何”，雖然左側殘缺，但“可”旁略偏右，同版又另有“何”，可定爲“何”字。原釋文作“可”，校釋作“可（何）”,參考陳劍指教，據圖版改正。] 

直[endnoteRef:971]曰：上眞書。狀何如[endnoteRef:972]〼　　〼[endnoteRef:973]	8-0190正+8-0130+8-0193正[endnoteRef:974] [971:  “直”，原釋文、校釋作“亘”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改正。]  [972:  “如”，原釋文、校釋未釋，據圖版和文意補釋。]  [973:  此下左側殘缺，或另有字，原釋文、校釋均未標出，不合體例。]  [974:  本簡綴合據《里耶（壹）》簡牘綴合表。簡牘綴合表指出：“茬口不能完全密合，但通過對實物的觀察，可以確認屬於同一支簡。”] 

後九月甲申旦食　　時，〼　　〼　　尚手。	8-0190背+8-0193背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	三十一年（216）後九月庚辰朔甲【申（05）[endnoteRef:975]、某職の某人、】之れを卻 (しりぞ)く。 [975:  申字は、背面の記載に據る。施謝捷『里耶秦簡釋文稿』にもすでにこの字は補われている。] 


	
	用件
	
	
	諸々の徒隸の當 (まさ)に吏が僕・養と爲すべき者は、皆な倉に屬す。□【......】倉及び卒長の䦈 (さ)の署する所なれば、倉、これを知らざるに非らざるなり。蓋し[endnoteRef:976]、【......】何故書を近所の官に[endnoteRef:977]騰 (つた)えず、直 (ただ)ちに、眞書を上すと曰う。狀は何如【......】□□□□□□【......。】[endnoteRef:978] [976:  蓋、校釋は人名とするが、そうとも斷定できない。]  [977:  近所官、近所の縣官、具體的にどちらの縣官を指すかは未詳。近所は、『漢書』馮奉世傳に
發近所騎。
近所の騎を發 (うご)かす。
と見えており、顏師古注には、
近所，隨近之處也。
近所、隨近の處なり。
という。遠近は、『秦律十八種』に
139	（前略）官作居貲贖責而遠其計所官者，盡八月各以其作日及衣數告其計所官，毋過九月而觱（畢）到
140	其官。官相紤（近）者，盡九月而告其計所官。計之其作年。
官作、貲に居して責めを贖うに、その計する所の官より遠き者は、八月を盡くして各々その作日及び衣數を以てその計する所の官に告ぐ。九月を過ぎずして畢 (ことごと)くその官に到らしめよ。官の相近き者は、九月を盡くしてその計する所の官に告ぐ。これをその作せる年に計せよ。
というように、複數の役所に跨る行政處理に重要な意義を持ち、提出期限等の差異として反映されることが多い。近所官に類似した表現としては、1930年代居延漢簡に
畜產詣近所亭隧鄣，辟收葆止行	539.2，A33
【……】畜產、近所の亭・隧・鄣に詣し、辟して收葆し止行【……】
とみえる「近所の亭・隧・鄣」という表現が注目に値しよう。]  [978:  案語（このままでは本文書が何を言っているか分からないが、例えば簡8-0648の「縣卒の𤺊」を巡る司空の上申文書に対する返答として読めば、なぜ司空が倉や卒長に問い合わせもせずにいきなり「真書」を県廷に上呈しているかと問い詰める県丞もしくは県令の姿が浮かび上がってくる。そうした想定に基づいて本文書の文意を説明すべし。「直」の読み方も] 


	
	書止
	【......。】

	附記
	送達記錄
	後九月甲申（05）、旦食時、【某人、以て來る/（某處に）行る。（／某半。）】

	
	作成記錄
	尚手。



〼之。毋謄卻。它	8-1151
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【……。】

	文書本體
	書出
	【……。】

	
	本文
	
	
	【……】之。

	
	附記
	
	
	卻を謄 (うつ)すことなかれ。

	
	書止
	它は【律令の如くせよ。】

	附記
	送達記錄
	【……。】

	
	作成記錄
	【某手す。】



特殊書式①：年月日等省略型
卻之：廷令尉、少内各上𤻮（應）書廷﹦（廷，廷）校。今少内□〼
日備轉除以受錢，而尉言毋當令者。節（卽）〼	8-2010正+8-0064正[endnoteRef:979] [979:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（七則）〉（簡帛網，2012年5月1日）。] 

當坐者，以書言。署金布發。　　〼	8-2010背+8-0064背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	之れを卻 (しりぞ)く[endnoteRef:980]。 [980:  案語（省略されている発信者と受信者について説明すべし）] 


	
	本文
	状況説明
	
	
	廷、尉・少内に令して、各々應書を廷に上せしめ、廷、校す[endnoteRef:981]。 [981:  校、竝べて調べる・監査の意（簡8-1565注？參照）。本簡では、縣廷が、少内と尉の職掌に關わる一定の事務處理について、兩者に證據書類の提出を命じ、その命令に對應して少内と尉から提出された書類（＝「應書」）を比較して監査したところ、少内の書類には、ある人について服役期閒滿了（「日備」、簡8-0071注？參照）に伴い「轉除以受錢」という處理をしたと記載されているのに對し、尉からは該當者なしという返答があった。兩者の矛盾を指摘し、責任者の處罰に向けて原因調査の開始を命じるのが本簡に記された文書の主要な目的である。] 


	
	
	用件
	
	
	今

	
	
	
	
	
	
	少内□【……】日備わり、轉除し[endnoteRef:982]、以て錢を受くるに、尉、令に當たる者なしと言う。卽 (も)し【……】當 (まさ)に坐すべき者【……】書を以て言え。 [982:  轉除、意味未詳。] 


	
	
	附記
	金布發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	
	書止
	‐

	附記
	送達記錄
	-

	
	作成記錄
	-



[bookmark: _Toc67253382]「追」類
基本書式①：「追＋以來」
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	文書か簿籍の原本か寫し（書式は文書若しくは簿籍のまま）

	文書本體
	某年某月某日，某職某人追。

	附記
	送達記錄
	某月某日某時，某人以來。某半/發。

	
	作成記錄
	／某手。



洞庭郡
卅（三十）四年六月甲午朔乙卯，洞庭守禮謂遷陵丞
﹦（丞：丞）言徒隸不田，奏曰：司空厭等當坐，皆有它罪，	8-0755正
耐爲司寇。有書﹦（書，書）壬手。令曰：吏僕、養、走、工、組
織、守府、門、削匠及它急事不可令田，六人予田徒	8-0756正
四人。徒少及毋徒，薄（簿）移治虜御﹦史﹦（御史，御史）以均予。今遷陵
廿（二十）五年爲縣，廿（二十）九年田。廿（二十）六年盡廿（二十）八年當田，司空厭等	8-0757
失弗﹦令﹦田﹦（弗令田。弗令田，）卽有徒而弗令田，且徒少，不傅于
奏。及蒼梧爲郡九歲，乃往歲田。厭失，當坐論。卽	8-0758[endnoteRef:983] [983:  此處簡文連接不甚通順，疑有缺簡。] 

如前書律令。／七月甲子朔癸酉，洞庭叚（假）守
繹追遷陵。／歇手。●以沅陽印行事。【説明】簡七五五・七五六・七五七・七五八・七五九、五簡編連。	8-0759
歇手。	8-0755背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	文書本體
	書出
	
	三十四年（213）六月甲午朔乙卯（22），洞庭守の禮、遷陵丞に謂う。

	
	
	本文
	状況説明
	
	
	丞、

	
	
	
	
	
	
	
	
	徒隸、田 (たがや)さず[endnoteRef:984]。 [984:  田（たがやす）。] 


	
	
	
	
	
	
	と言い、奏には

	
	
	
	
	
	
	
	
	司空の厭等、當 (まさ)に坐ずべし。皆な它罪有り、耐して司寇と爲す[endnoteRef:985]（べし）。 [985:  耐爲司寇、秦律複合刑の一つで、「耐罪」相當の罪に科せられる最も基本的な刑罰。「耐」は、身體刑（簡8-0144+8-0136注？參照）、「司寇」は、刑徒身分の一種、「爲」は、身分變更を表す。つまり、「耐爲司寇」とは、「耐」を施した上で、「司寇」の身分に貶めることを意味する。「司寇」は、刑徒の從事する用務としても、里耶秦簡の作徒簿に頻出し、原義は、「司」が「伺」に通じて、「寇 (あだ)を司う」と理解される。刑徒身分ながら、他の刑徒の監視や治安活動・刑事搜査等に從事するため、地位は他の刑徒身分より高い。そのため、『秦律十八種』に
150	司寇勿以爲僕、養、守官府及除有爲殹（也）。有上令除之，必復請之。	司空
司寇は、以て僕・養と爲し、（以て）官府を守せしめ、及び（以て）除して爲す有らしむること勿かれ。上、これを除せしむる有るも、必ずこれを復請せよ。    司空
と
193	侯（候）、司寇及群下吏毋敢爲官府佐吏及禁苑憲盜。	内史雜
候・司寇及び羣 (もろもろ)の吏に下されし（もの）は、敢えて官府の佐吏及び禁苑の憲盜とするなかれ。    內史雜
と傳えられるように、「僕」・「養」の雜務に驅り出されることにも、また官府内に根を張って吏に地位に就くことにも、諸種の法的制限が設けられていた。令史等の指揮の下で刑事搜査に從事する司寇の姿は、『爲獄等狀』事案十「𡿁盜殺安、宜等案」に、
154	（前略）●觸等盡別譖（潛）訊安旁田人，皆曰：不（知）
155	可（何）人。卽將司寇晦，別居千（阡）佰（陌）、勶（徹）道，徼（邀）迣苛視不𤜜〔狀〕者。（後略）
●觸等、盡く別ちて安が旁らに田 (たがや)す人を潛訊するに、皆な曰わく、何人たるや知らず、と。卽ち司寇の晦を將い、別ちて阡陌・徹道に居り、邀迣して、狀ならざる者を苛視す。（後略）
と窺える。] 


	
	
	
	
	
	
	と曰う。書有り[endnoteRef:986]、書、壬が手す。 [986:  書は、證據物としての書面、文書全體（簡8-0159注？參照）を指すのに對し、言と奏は、進言もしくは報告とそれに添付された文字資料（簡8-1617+8-0869注？參照）とを區別して表現する。] 


	
	
	
	
	
	
	令に曰わく、

	
	
	
	
	
	
	
	
	吏が僕・養・走・工[endnoteRef:987]・組織[endnoteRef:988]・守府[endnoteRef:989]・門[endnoteRef:990]・削匠[endnoteRef:991]及び它の急事ありて令して田さしむべからざる（もの）は、六人ごとに田徒[endnoteRef:992]四人を予う。徒少なく、及び徒なくんば、簿もて治虜御史に移し、御史、均[endnoteRef:993]を以て（徒を）予う。 [987:  工、調度品等を製作する手工業、ここではその職人を指す。『漢書』食貨志には、
士農工商，四民有業。學以居位曰士，闢土殖穀曰農，作巧成器曰工，通財鬻貨曰商。
士・農・工・商、四民、業有り。學びて以て位に居るをば士と曰い、土を闢き穀を殖うるをば農と曰い、巧を作 (な)し器を成すをば工と曰い、財を通じ貨を鬻ぐをば商と曰う。
といい、『周禮』天官・大宰の鄭玄注には、
工，作器物者。
工、器物を作る者なり。
という。『秦律十八種』には、
111	新工初工事，一歲半紅（功），其後歲賦紅（功）與故等。工師善敎之。故工一歲而成，新工二歲而成。能先期成學
112	者謁上，上且有以賞之。盈期不成學者，籍書而上内史。	均工
新工、初めて工事するに、一歲には功を半ばし、其の後は歲ごとに功を賦すること故と等しくす。工師、善くこれを敎えよ。故工、一歲にして成るは、新工、二歲にして成らしめよ。よく期に先んじて學成る者は上に謁 (こ)い、上且 (まさ)に以てこれを賞する有らん。期に盈ちて學成らざる者は、籍もて書して內史に上 (のぼ)せ。    均工
と、「工」がその親方の「工師」に敎えられて一人前の職人になる姿が描かれている。]  [988:  組織、紐組みと機織り、ここではその方面の職人をいう。『詩經』邶風・簡兮に、
執轡如組。
轡を執ること組 (く)むが如し。
というのに對し、鄭玄は、
如組者，如組織之爲也。
組むが如きは、組織の爲すが如き也。
といい、『詩經』のこの一文を引く『呂氏春秋』先己に對して、高誘は
組讀組織之組。夫組織之匠，成文於手，猶良御執轡於手而調馬口，以致萬里也。
組は、組織の組と讀む。夫れ組織の匠、文を手に成すは、猶お良御の轡を手に執りて馬口を調い、以て萬里を致すがごとき也。
と注釋する。]  [989:  守府門、守府と守門か。守府は送達記錄には文書を運ぶ人員としてよく見られるほか、「守官府」や「官守府」とも稱せられ、『秦律十八種』には、
150	司寇勿以爲僕、養、守官府及除有爲殹（也）。有上令除之，必復請之。	司空
司寇は、以て僕・養・守官府と爲し、及び有爲に除すること勿かれ。上、これを除せしむる有らば、必ずこれを復請せよ。    司空
と、僕と養と倂記して現れる。嶽麓秦簡の律令簡牘には、
165	●倉律曰：毋以隸妾爲吏僕、養、官【守】府┘。隸臣少，不足以給僕、養，以居貲責給之；及且令以隸妾爲吏僕、
166	養、官守府，有隸臣，輒伐〔代〕之┘。倉、廚守府如故。
●倉律に曰わく、隸妾を以て吏が僕・養、官が守府と爲すなかれ。隸臣少く、以て僕・養を給するに足らずんば、貲責に居するを以て之れを給す。及 (ま)た且 (しばら)く令して隸妾を以て吏が僕・養、官が守府と爲さしむ。隸臣有らば、輒 (ただ)ちに之れに代えしめよ。倉廚は守府すること故の如くせよ。
という。僕と養が個別的に役人に仕えるのに對し、守府は、官府の雜用掛かりか。]  [990:  門、作徒簿（簡8-0244・8-0686正+8-0973正）の中で作業内容の一つとして見えており、或いは典籍にみえる「守門」に当たるとも考えられるが、ここでは、その作業に從事する人を指す呼称と解される。『禮記』祭統には、
閽者，守門之賤者也，古者不使刑人守門。
閽は、守門の賤しき者なり。古 (いにしえ)は刑人を使して守門せしめざるなり。
という。守門は、秦漢の簡牘資料には見當たらない。]  [991:  削匠、職人の名稱、木工の一種か。削には、「刻」（『呂氏春秋』孟冬高誘注）や「刻治」（『玉篇』刀部）のほか、「兩刃句刀」（『淮南子』本經高誘注）の訓詁があり、木材の加工と關わることは疑いない。一方、
（削，）今之書刃。
（削は、）今の書刃なり。
という『周禮』考工記·築氏に對する鄭玄注のごとく簡牘を連想させる訓詁が認められ、居延漢簡に見える「削工」（267.22，A8等）についても簡牘の製作もしくは加工を指す可能性が考えられるが、削匠を簡牘製作專門の職人と解釋する訓詁學的根據も、關連する歷史的記述も見當たらない。]  [992:  田徒、初出。（誰が誰に予えるかという問題も視野に入れるべし。）]  [993:  均、ならす・平 (ひと)しく徧 (ゆきわた)らせる義から轉じて、人員や物質を派遣・移動させる意。『說文解字』土部には、
均，平徧也。
均、平しく徧 (ゆきわた)らせる也。
といい、『詩經』大雅・皇皇者華の毛傳には、
均，調也。
均，調ぶる也。
という。また、『周禮』地官・司稼に
掌均萬民之食。
萬民の食を均しくするを掌る。
というのに對し、鄭玄は、
均，謂調度其多少。
均、其の多少を調度するを謂う。
と注釋する。詳細は判らないが、本簡の記述及び簡8-0197に見える「均佐」・「均史」から判斷する限り、秦代には、『周禮』地官の「均人」や前漢武帝期の「均輸法」と同樣に、地域閒の均衡を調整する制度が存在し、少なくとも下級の役人と徒隸を地域閒で融通していたと考えられる。嶽麓秦簡の律令簡牘には、
010	〼少府均輸四司空；得及自出者，吏治必謹訊，薄（簿）其所爲作務以
【……】少府、四司空に均輸す。得えられ及び自ら出づる者は、吏、治むるに必ず謹みて訊ね、其の爲むる所の作務を簿 (ぼ)にとりて（或いは字の如く「薄 (せ)まりて」）以て【……。】
と、少府による「均輸」が窺え、『二年律令』にも「均輸律」（簡227）という律名が見える。さらに、嶽麓秦簡の律令簡牘には、
308	●制詔丞相、御史：兵事畢矣。諸當得購賞貰責者，令縣皆亟予之。令到縣，縣各盡以見（現）錢，不禁
309	者，勿令巨辠（罪）。令縣皆亟予之。■丞相、御史請：令到縣，縣各盡以見（現）錢不禁者亟予之；不足，各請其屬
310	所執灋，執灋調均；不足，乃請御史，請以禁錢貸之。（後略）
●丞相・御史に制詔すらく、兵事畢りたり。諸て當に購賞・貰責を得べき者は、縣に令して皆な亟 (すみ)やかに之れを予えよ。令、縣に到らば、縣各々盡 (ことごと)く現錢の禁ぜられざる者をを以てせしめよ。令して罪に巨らしむることなかれ。縣に令して皆な亟 (すみ)やかに之れを予えよ。■丞相・御史請うらく、令、縣に到らば、縣各々盡く現錢の禁ぜられざる者を以て亟やかに之れを予えよ。足らずんば、各々其の屬する所の執灋に請い、執灋調均す。足らずんば、乃ち御史に請い、（中央に）請いて禁錢を以てて之れに貸せ。
と、下賜用の物品についても、縣で不足が生じた事態に備えて、郡の執筆と御史という二段階に分けて、上級機關が「均調」もしくは「禁錢」の支給を實施する規定が記されている。] 


	
	
	
	用件
	
	
	今

	
	
	
	
	
	
	
	
	遷陵、二十五年（222）縣と爲り[endnoteRef:994]、二十九年（218）田す。二十六年（221）より二十八年（219）に盡くるまで當 (まさ)に田すべきに、司空の厭等失 (あやま)ちて[endnoteRef:995]これに令して田さしめず。これに令して田さしめざるは、卽 (すなわ)ち徒有るもこれに令して田せしめざるや、且 (は)た徒少なきや、奏に傅せず[endnoteRef:996]。蒼梧、郡と爲りて九歲にして乃ち往歲[endnoteRef:997]田すに及びては、厭が失ちなれば、當 (まさ)に坐して論ずべし。 [994:  本簡の記載によって、遷陵縣が秦王政二十五年に設置されたことが判る。]  [995:  失（おちど、誤り）、初出。
『為獄等状』では、二種類の用例あり。注は次の通り。
簡014「論失」：
失，失事，在此指誤判。《法律答問》簡〇三三-〇三四：「士五（伍）甲盜，以得時直臧（贓），臧（贓）直（値）過六百六十，吏弗直，其獄鞫乃直臧（贓），臧（贓）直（値）百一十，以論耐。問：甲及吏可（何）論？甲當黥爲城旦；吏爲失刑辠（罪），或端爲，爲不直。」《二年律令》簡一〇七：「鞫之不直，故縱弗刑，若論而失之，（後略）。」論失者，卽論處誤判的官員。
日本語訳注稿：
「失」は、處理を誤る意。ここでは、「誤判」を指す。『法律答問』には、
〇三三 士五（伍）甲盜，以得時直臧（贓），臧（贓）直（値）過六百六十，吏弗直，其獄鞫乃直臧（贓），臧（贓）直（値）百一十，以論耐。問,甲及吏可（何）論。甲當黥爲城旦,吏爲失刑辠（罪）。
〇三四 或端爲，爲不直。
士伍の甲、盜む。得(とら)えられし時を以て贓を直(はか)らば、贓の値(あたい)、六百六十（錢）を過ぐるも、吏、（贓を）直(はか)らず。その獄、鞫(きわ)むる（とき）に乃(はじ)めて贓を直(はか)る。贓の値(あたい)、百一十（錢）なれば、以て耐に論ず。問うに、甲及び吏は何(いか)にか論ぜん。甲はまさに黥して城旦と爲し、吏は「刑罪を失(あやま)つ」（という罪名）と爲すべし。或は（吏が）端(ことさら)爲すならば、「直ならず」（という罪名）と爲す。
という用例が見える。「刑罪を失う」とは、刑罪相當の事案を誤って處理すること、「失せる者を論ず」とは、誤判を行った官員を論罪することを謂う。

簡095「過誤失」：
過誤失，疑爲過失和誤失，分別與後文「小犯令」和「大/小誤」相應（簡一〇五）。失，失事，卽結果失當，如《秦律十八種》簡一一五「失期」、簡一九六「失火」、《法律答問》簡〇三三「失刑罪」、《二年律令》簡一一二、《奏讞書》簡一二〇之「失」。「過」與「誤」表示導致失事的原因，「過」字似指因不遵守法令卽所謂「犯令」、「廢令」而造成的失事；「誤」則指寫錯、數錯等技術性錯誤，如《法律答問》簡二〇七 「誤氣（餼）」、《算數書》簡〇六九、〇九三、〇九六 「誤券」、《二年律令》簡〇一二「誤不審」等。「誤」又以「失事」之輕重細分爲「小誤」與「大誤」。《法律答問》簡二〇九：「可（何）如爲『大誤』？人戶、馬牛及者（諸）貨材（財）直（值）過六百六十錢爲『大誤』，其它爲小。」
]  [996:  この一文は、遷陵縣に對する洞庭郡の照會の核心部分と考えられる。徒隸に耕作させなかったとして、遷陵縣は司空嗇夫の厭等を耐司寇としたが、それについて洞庭郡は、人手が足りていたのに耕作させなかったのか、それとも足りなかったために耕作させなかったのか、ということを、添付資料の「奏」に明示されなかったとして問い質している。縣廷が日々各官から寄せられる作徒簿等を基に縣内の勞働狀況を把握すべきことはもちろん、廣域の人員調整を行う治虜御史への連絡業務も、縣廷に求められる役割である。そうした勞働力調整の責任を全うしなかったのではないかという疑念が、この一文に込められていると解される。]  [997:  往歲、初出。（蒼梧郡の設置年代について案語を附すべし。往歲は文書発信の秦始皇三十四年からみて前年の三十三年を指し、それが秦王政二十五年から数えて九年目に当たるので、蒼梧郡の設置年代は遷陵県と同様に二十五年。）] 


	
	
	書止
	
	卽 (ただ)ちに前書・律令が如くせよ[endnoteRef:998]。 [998:  「卽」と「如前書律令」の閒には、脱簡か誤寫が疑われる。文法的には、「卽ちに前書・律令が如くせよ」と續けて讀むことはできるが、そうした場合には、耕作が行われなかった原因が明記されていないという本文書の主要な用件について何ら指示を與えないことになる。「前書の如くせよ」という指示から推測すると、「前書」は本文書の發信者が以前に發信した文書を指すと考えられるが、それに關する言及も本文書には確認できない。脱簡があるとすれば、それには、六月乙卯の文書の末尾のほか、簡8-0759と同樣に、洞庭郡の追類文書が記されていた可能性が高い。督促の閒隔が短いが、後揭の簡8-1523においても、二つの督促の閒の閒隔は、郡治から遷陵縣までの送達に要する日數よりも短い。なお、主文の指示が「卽」字を冠する例としては、簡8-0159の「卽應令（卽ちに令に應ぜよ）」が擧げられる。] 


	
	附記
	作成記録
	
	歇手。

	文書本体
	書出
	七月甲子朔癸酉（10）、洞庭假守の繹、遷陵を追 (おいつ)む（？）。

	
	用件
	
	
	-

	
	書止
	-

	附記
	簽發形式
	●沅陽が印を以て事を行う。

	
	作成記録
	歇手す。



七月甲子朔庚寅，洞庭守繹追遷陵：亟言。／歇
手。●以沅陽印行事。／八月癸巳朔癸卯，洞庭叚（假）	8-1523正
守繹追遷陵：亟日夜上，勿留。／卯手。●以沅陽
印行事。／九月乙　　丑旦[endnoteRef:999]，郵人曼以來。／翥　　發。	8-1523背 [999:  “佐”與“圂”以及“翥”與“發”之間有較大的空隙，容納一字左右。據張馳〈《里耶秦簡（壹）》所見簡牘編聯問題〉（中國文化遺產研究院、吉林大學、甘肅博物館、山東博物館編《中國簡牘學術研討會論文集》，濟南：2017年）的推測，本簡原與其它簡編聯，收文時避開編繩書寫，因而造成此處字距不均勻。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類②
	【本来の用件を述べる洞庭郡の下達文書[endnoteRef:1000]】 [1000:  本簡は完形にも拘らず紀年がなく、册書の一部と推測される。曆日が近く、且つ形態と材質が高い近似性を示すものとして、簡0775-0759の册書が注目される。本簡の中央に墨跡の擦れが觀察されるが、位置は、簡0759の編綴痕に同じ。從って、本簡が簡0775-0759と一つの册書を構成していた可能性が高い。

要検討課題：陳垠昶「里耶秦簡8-1523編連和5-1句讀問題」（簡帛網、2013年1月8日）も⑧1523を⑧0759の下に編聯するが、次のような問題がある
一つ、陳氏は、筆跡が一致するというが、そうは必ずしも断定できない。
一つ、0759の末尾には空白があるので、もとから追い書きで書かれている1523もその下に続けて書くべきなのに、簡を改めている。
一つ、0759の背面の「歇手」は最後の簡の背面に記されるはずだが、1523を編聯すると、途中の簡の背面に位置することとなる。
一つ、0755-0759は基本的に片面のみに文字を記しているのに、1523は両面書き。] 


	添付書類①
	書出
	七月甲子朔庚寅（27）[endnoteRef:1001]、洞庭守の繹、遷陵を追 (おいつ)む（？）。 [1001:  朔日に基づいて、この日は、秦始皇三十四年（213）七月二十七日と確定できる。] 


	
	本文
	
	
	亟 (すみ)やかに言え。

	附記
	作成記録
	／歇手。

	
	發行形式
	●沅陽が印を以て事を行う。

	文書本体
	書出
	／八月癸巳朔癸卯（11）[endnoteRef:1002]、洞庭假守の繹、遷陵を追 (おいつ)む。 [1002:  朔日に基づいて、この日は、秦始皇三十四年（213）八月十一日と確定できる。] 


	
	本文
	
	
	亟やかに日夜上せ[endnoteRef:1003]。留むることなかれ。 [1003:  日夜、晝と夜、ここでは副詞的に晝夜を問わずの意。『秦律十八種』に
183	行命書及書署急者，輒行之。不急者，日觱（畢）。勿敢留。留者以律論之。	行書
命書及び書の急と署 (しる)したる者を行 (や)るに、輒 (ただ)ちに之れを行れ。急ならざる者は、日 (ひる)ごとに畢 (お)えよ。敢えて留むることなかれ。留むる者は、律を以て之れを論ず。	行書
と見えるように、文書の傳達は急と不急に大別され、皇帝の命書（＝制書）と急と明示された文書は時を問わず卽座に傳達しなければならないのに、通常の文書は、晝閒屆いた分だけ當日中に處理すれば十分とされていた。『爲獄等狀』には、
156	人，日夜謙（廉）求櫟陽及它縣，五日聞
【……】人、【……】日夜、櫟陽及び它縣を廉求し、五日【……】聞き【……。】
と、晝夜休まず懸命に搜査に當たった令史を褒め稱える表現に「日夜」が使われ、次の1970年代居延漢簡には、徹夜作業にも拘らず完成しなかったことが述べられている。
四面，日夜作治未成□□	E.P.T50:223，A8
【……】四面、日夜作治するも未だ成らず□□【……。】] 


	附記
	集配記録
	／九月乙丑（03）旦[endnoteRef:1004]、郵人の曼 (ばん)、以て來る。／翥 (しょ)發 (ひら)く。 [1004:  秦始皇三十四年（213）九月は癸亥朔で、乙丑の日は初三日に当る。] 


	
	作成記録
	／卯手す。

	
	發行形式
	●沅陽が印を以て事を行う。



〼失期九日。
〼陽印[endnoteRef:1005]行事	8-2083 [1005:  “陽印”字，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【？】

	文書本体
	書出
	【（某年）某月（某日朔）某日、洞庭（假）守の繹、追す。】

	
	本文
	
	
	【……】失期九日。

	附記
	發行形式
	【●沅？】陽が印を【以て】事を行う。

	
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人以て來る。某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】

	
	作成記録
	【某手す。】



卅（三十）三年正月壬申朔戊戌，洞庭叚守□謂縣嗇夫：廿（二十）八以來所以令䊮粟，固
各有數，而上見或別署或弗□。以書到時，亟各上所䊮粟數，後上見[endnoteRef:1006]，左 [1006:  後上見、見は現有の数もしくはそれに関する報告書、上はそれを上呈すること、後とは全文の「亟」に対して年度末の定例会計報告を指すと推測される。] 

署見[endnoteRef:1007]，左方曰若干石斗不居見[endnoteRef:1008]。署主倉發[endnoteRef:1009]。它如律令。縣一書。●以臨 [1007:  左署見、左に見を署せ、当該年度の出入などの数字を8-0151のように左側に現有の数を題署することを指し、「以上」のように小計を後続文章もしくは空白と区別する意。]  [1008:  不居見、見に居せず、現有の数に含まれない。ここでは、郡の命令で購入した粟数を指すと考えられる。それは、前文で「別署」として紹介された、一部の県がすでに実施された形で現有の数と購入した数を区別して報告するように郡が指示することを意味する。つまり、郡の命令で購入した粟は、県の会計管轄に算入されないが、県に保有されるから、県の会計報告の末尾（「見」の左側）に附記される。「本会計は云々を含まない」という附記は、それは別の会計報告書に含めるということを暗に含有する。
本文書が指示する二つの文書は次のような形を取ると推測される。
]  [1009:  報，館藏簡、選編作“□”，據文例補。] 

沅印行事。
二月壬寅朔甲子，洞庭叚守齰追：縣亟上，勿留。／巸手。●以衍印行事。	J1⑫1784正
三月丙戌日中，郵人纏以來。／□發。　　歇手。	J1⑫1784背

卅（三十）三年〼
□，丞寫眞〼
……[endnoteRef:1010]	9-0399 [1010:  原釈文と考釈は、本簡の記載を二行に分けて釈読しているが、それに相当する墨蹟は本簡の右側と中央に配置されており、その更に左側には、一行分の簡面が残っており、そこに幾つも墨蹟の欠片がみえるから、本簡は元は三行書きであったと考えられる。] 

三十三年【某月某日、洞庭の某、遷陵丞に謂う。……】□、丞[endnoteRef:1011]、眞[endnoteRef:1012]【……】寫せ。【……】…… [1011:  丞字の位置からすれば、それは文書本文の一部であり、上級機関から県丞に宛てた指示の一部と考えられる。遷陵丞に宛てて、丞を呼び捨てにする洞庭郡の下達文書は例えば簡8-0755-8-0759の冊書に見える。]  [1012:  眞とは、原本の意。通常は原本を提出するもしくは原本を下達するという意味で、「上眞書」（8-0648正・9-1882正+8-2299正）・「上眞見兵」（8-0653正+9-1370）「下眞書」8-0228・「騰眞書（騰＝傳）」（8-0066正+8-0208正）等の表現が用いられる。つまり、書き寫しと原本の違いを強調する意味で「眞」が用いられるから、通常は「眞見」を書き寫すという表現はしない。
一方、簡9-0700+9-1888には倉守が縣廷に宛てた上申文書の中で、以前「三十一年の眞見より禾稼を牘背に疏書して上」したのに、變更が生じて新たに禾稼を背面に疏書するとあり、實際に背面に禾稼の數量が記されている。そこから推測するに、「眞見（簿）」とは、作成を擔當した機關で保管される簿籍の原本である。管理機關の報告に基づいて縣廷はさらに總合的な簿籍を作成し、郡などに上呈するが、原本がもとの機關に保存されるので、必要に應じて確認をすることが可能な狀態が保たれる。例えば、居延新簡EPT52:83では、候官が都尉府に報告した「郵書課」を巡って、都尉府が郵書課擧を候官に下達して、さらに各部に保管されている「過書刺」を推辟するように指示している。そのように作成機關で保管されている「過書刺」がここでいう「眞」と對應すると考えられる。
また、戸籍についても縣廷で副が保管される法令が『二年律令』に見えるが、その「副」に對して原本を指す言葉はすなわち「眞」であると考えられる。] 


泰匠
〼右校[endnoteRef:1013]守丞章敢告武成[endnoteRef:1014] [1013:  “校”，原釋文、校釋作“□”，據石原遼平〈里耶秦簡8-192+8-685+8-462簡釋讀・綴合メモ〉（中國古代簡牘の横斷領域的研究HP，http://www.aa.tufs.ac.jp/users/Ejina/note/note19(Ishihara).html）補釋。]  [1014:  武成，應係秦縣名，或爲《漢書》地理志所見“武城”，漢屬左馮翊。顏師古注：“卽左氏傳所云‘伐秦〔秦伐〕晉取武城’者也。”] 

丞主：移捕罪人及徙故囚符左四┘。符到爲報。署主符┘、令若丞
發。它如律令。敢告主┘。内官丞印行事。[endnoteRef:1015] [1015:  簡8-0462下段殘缺，原釋文、校釋均標斷簡符號，但“事”字下有空白，從簡8-0685更淸楚能看出此下無字，標斷簡符號不合體例。] 

卅（三十）五年三月庚子，泰（大）匠木功右校守丞觔追[endnoteRef:1016]。／〼	8-0192正+8-0685正+8-0462[endnoteRef:1017] [1016:  “匠”，原釋文作“□”，校釋作“山”，施謝捷《里耶秦簡釋文稿》作“水”；“校”，原釋文作“材”，校釋作“□”,均據石原遼平〈里耶秦簡8-192+8-685+8-462簡釋讀・綴合メモ〉（中國古代簡牘の横斷領域的研究HP，http://www.aa.tufs.ac.jp/users/Ejina/note/note19(Ishihara).html）改釋。]  [1017:  簡8-0685與8-0462的綴合據校釋一，加綴簡8-0192據石原遼平〈里耶秦簡8-192+8-685+8-462簡釋讀・綴合メモ〉（中國古代簡牘の横斷領域的研究HP，http://www.aa.tufs.ac.jp/users/Ejina/note/note19(Ishihara).html，2016年10月6日）。] 

〼□，郵（？）人（？）□。／□發。[endnoteRef:1018]信手。　　欽手[endnoteRef:1019]。	8-0192背+8-0685背 [1018:  原釋文作“......□□□□□□......／□發”，校釋作“......／□發”，均不合體例。“郵人”、“以來”、“發”，據石原遼平〈里耶秦簡8-192+8-685+8-462簡釋讀・綴合メモ〉（中國古代簡牘の横斷領域的研究HP，2016年10月6日）補釋。]  [1019:  “信”、“欽”，原釋文、校釋均作 “□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類②
	【捕罪人及徙故囚符】

	添付書類①（平行文書）
	文書本體
	書出
	【某年某月某朔某日、大匠木功】右校[endnoteRef:1020]守丞の章、敢えて武成丞主に告ぐ。 [1020:  泰匠・木功・右校、官職名担当。] 


	
	
	用件
	罪人を捕え及び故囚を徙すの符左四を移す[endnoteRef:1021]。 [1021:  符は、割符、證據文書の一種（簡8-1560注？參照）、ここでは、犯罪者の逮捕や未決囚の移送に伴う移動に關わる通行證を指すと考えられる。通行許可のほか宿泊や食料の提供を保證する機能も持ち得る。左は、割符を割った時の刻齒に向かって左側の半券で、刻齒は右側面にある。四は、一對の符に記されている通し番號と推測されるが、送られた符の枚數という可能性も完全には排除できない。移は、送付の意、事前に片方の符を目的地もしくは通過地點に送付すると、旅行者が到着した時に携帶した符との照合が可能になる。] 


	
	
	附記
	符到らば、報を爲せ[endnoteRef:1022]。主符、令若しくは丞發 (ひら)けと署 (しる)せ。 [1022:  「符到らば」といっても、それは、旅行者の持つ割符の右半券ではなく、本文書とともに送付された左半分の符を指す。つまり、本文書が到着した時に報告せよという指示。] 


	
	
	書止
	敢えて主に告ぐ。

	
	
	附記
	発行形式
	内官丞印もて事を行う。

	
	
	
	集配記録
	-

	
	
	
	作成記録
	欽手す。

	文書本體
	三十五年（212）三月庚子（11）、大匠木功右校守丞の觔 (きん)、追す。

	附記
	集配記録
	【（某月）某日、……】□、郵人の□□□、以て來る。 ／□發 (ひら)く。

	
	作成記録
	信手す。



基本書式②：「追＋行」
縣廷
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	某年某月某日，某職某人追。

	集配記録
	某月某日某時，某人行。

	作成記録
	／某手。

	添付書類
	文書か簿籍の原本か寫し（書式は文書若しくは簿籍のまま）



廿（二十）八年十二月癸未，遷陵守丞膻之以此追如少内書。／犯[endnoteRef:1023]手。[endnoteRef:1024] [1023:  “犯”，原釋文、校釋作“𤜱”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改正。]  [1024:  原釋文、校釋第一至第三行均有斷簡符號，恐未塙。按，簡8-0075下端雖然不太整齊，但也竝無明顯折斷痕跡。簡8-0166與8-0075綴合後長度爲230毫米左右，秦代一尺，卽公文書較爲標準的長度。正面第三行至第四行簡文云“計廿□年”，從8-0021、8-0060+0656+0665+0748、8-0078、8-1111, J1⑦304等文例判斷，也已不容其它字詞。背面第二行至第三行“水下盡”亦同，可參看簡8-0078、J1⑯0005。最後，第二行簡文“甲申水下七刻高里士五（伍）□行”係收發記錄，干支前可冠以月份如8-0062等，也可從略如8-0657、8-2006+0666、8-1516、J1⑯0005、J1⑯0006等。] 

甲申水下七刻，高里士五（伍）□行。 
七月辛亥，少内守□敢言之[endnoteRef:1025]：計不得敢（？）膻（擅）隤，有令。今遷陵巳（已）定，以付郪少内金錢計﹦（計，計）廿（二十） [1025:  “□”，原釋文作“□”，校釋改作“公”，於字形不合，疑爲“敬”字。簡8-0409有“少内守敬”，時爲同年八月乙酉（18日。）] 

七年[endnoteRef:1026]。謁告郪右□[endnoteRef:1027]：事雖有物故後計[endnoteRef:1028]，上校以𤻮（應）遷陵，毋令校繆﹦（繆-謬。繆-謬）任不在遷〼	8-0166正+8-0075正[endnoteRef:1029] [1026:  “七”，原釋文、校釋作“□”，校釋注明“疑是‘七’或‘八’字”。今案，字形與“八”不合，與“七”相近；遷陵追文係二十八年十二月所發行，少内文書之七月則指二十七年七月，文中又擔憂“後計”，“付計”之“計”除二十七年之外則莫屬。]  [1027:  “右□”，原釋文、校釋作“司佐”，據圖版補釋。]  [1028:  “事”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。]  [1029:  本簡綴合據校釋一。校釋另再綴合8-0485，未塙。按，8-0485碴口與8-0166+8-0075不合，筆跡不同，簡文除“陵”字外也無法連讀。] 

弗用，不來報。敢言之。／氣手。／□水下八刻[endnoteRef:1030]，佐氣以來。／敞。 [1030:  “水”前一字疑爲“夜”。] 

七月壬子，遷陵守丞膻之敢告郪丞主：寫移[endnoteRef:1031]。敢告之。／敞手[endnoteRef:1032]。／□水下[endnoteRef:1033] [1031:  “移”，原釋文、校釋作“□”，據圖版和文例補釋。]  [1032:  “敞”，原釋文、校釋作“尚”，參考陳劍指教，據圖版和文意改釋。]  [1033:  “下”，原釋文、校釋未釋，據圖版補釋。“水”前一字疑爲“夜”。] 

盡，佐氣行旁。  
癸未水下□刻[endnoteRef:1034]，走□以來[endnoteRef:1035]。／犯[endnoteRef:1036]半[endnoteRef:1037]。　　	手（？）	8-0166背+8-0075背 [1034:  “癸”、“未”，原釋文、校釋均作“□”，據殘留筆畫和文意補釋。]  [1035:  “走”，原釋文、校釋作“□”，據殘圖版補釋。]  [1036:  “犯”，原釋文作“𤜱”、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改正。]  [1037:  “半”，原釋文、校釋作“手”，據單育辰	〈里耶秦公文流轉硏究〉改正。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	二十八年（219）十二月癸未（12）[endnoteRef:1038]、遷陵守丞の膻之 (たんし)、此れを以て、追すること少内書[endnoteRef:1039]が如くす。 [1038:  秦始皇二十八年十二月は壬申朔で、癸未の日は十二日に当たる。]  [1039:  少内書、少内の文書、つまり七月辛亥付の後續文書。七月辛亥の文書を受けて、遷陵縣は、七月壬子にすでに郪縣に文書を轉送したが、返答がなかったためか、年度を跨いで十二月癸未には、處理を督促した。] 


	附記
	集配記録
	甲申（13）、水下七刻、高里士伍の□、行 (や)る。

	
	作成記録
	／犯手す。

	添付書類②
	文書本體
	書出
	七月辛亥（08）、少内守の公、敢えて之れを言う。

	
	
	本文
	状況説明
	
	
	計、敢えて擅 (ほしいまま)隤 (のこ)す[endnoteRef:1040]を得ず、令有り。 [1040:  隤、おちる・おとす義から轉じて、遺す・繰り延べる意。『説文解字』𨸏部に
隤，下隊也。
隤、下隊する也。
という。『二年律令』には
414	〼勿以爲䌛（徭）。市垣道橋，命市人不敬者爲之。縣弩春秋射各旬五日，以當䌛（徭）。戍有餘及少者，隤後年。興□□□
【……】以て徭と爲すなかれ。市が垣・道・橋は、市人の不敬なる者に命じてこれを爲 (な)さしめよ。縣弩は春秋射ること各々旬五日、以て徭に當つ。戍の餘り有り及び少なき者は、後年に隤せ。興□□□
とあり、整理小組は
隤，《廣雅・釋詁一》：“下也。”隤後年，下推後年計算。
隤、『廣雅』釋詁一に「下す也」（とあり）。後年に隤すは、後年に下推して計算するなり。
と注釋する。嶽麓書院（肆）の律令簡には、次のような類例が見える。
253	䌛（徭）律曰：發䌛（徭），自不更以下䌛（徭）戍，自一日以上盡券書，及署于牒，將陽倍（背）事者亦署之，不從令及䌛（徭）不當
254	券書，券書之，貲鄕嗇夫、吏主者各一甲，丞、令、令史各一盾。䌛（徭）多員少員，穨（隤）計後年䌛（徭）戍數。（後略）
徭律に曰わく、徭を發するに、不更より以下、䌛（徭）戍す。一日より以上は盡く券もて書し、及び牒に署 (しる)す。將陽し事に背く者も亦た之れを署す。令に從わず、及び徭の當 (まさ)に券書すべからざるに、之れを券書せば、鄕嗇夫・吏の主する者を貲ること各々一甲、丞・令・令史各々一盾。徭、員より多く員より少なきは、計を後年の徭戍數に隤 (のこ)す。
編聯には疑問なしとしないが、隤の用法は、本簡と變わりがない。
「計不得敢擅隤」とは、會計は無斷で（次年度に）繰り延べてはいけないという意味で、「有令」とあることから、法令の明文規定の一部であることが判る。] 


	
	
	
	用件
	
	
	今

	
	
	
	
	
	
	
	遷陵已に定め、以て郪[endnoteRef:1041]の少内が金錢計に付し[endnoteRef:1042]、二十七年（220）に計す[endnoteRef:1043]。謁うらくは、郪の右□に告げよ。 [1041:  郪、地名担当。]  [1042:  簡8-1023にも、「付郪少内金錢計」と記されており、本簡は、付け札の簡8-1023を付けて纏められた關連書類の一部という可能性が考えられる。]  [1043:  この一文は、一定の金錢について、遷陵縣の方では既に處理を確定させ（「定」、簡8-0144+8-0136注？參照）、二十七年度郪縣少内の「金錢計」に付 (わた)したとして計上した（「付計」、簡8-1477+8-1141注？參照）という意味に解せられる。この會計處理の對處とされる金錢とは、例えば本來遷陵縣にて回收すべき債權を、債務者が郪縣に長期的に滯在したかその家族が郪縣に居住する等のため郪縣が代行して取り立て、郪縣の會計に組み入れたものである。遷陵縣における「付計」の處理に對應する形で、郪縣では「受計」の處理をした上で監査用の状況説明（「校」、簡8-1565注？參照）を提出する必要があるが、上計の際に矛盾が生じないように、遷陵縣の少内は、年度閒近の7月に、縣廷に對して、郪縣に對應を督促するように依賴した。
なお、取立代行に關わる記載は、また簡8-0677・8-0060+8-0656+8-0748+8-0665・8-0063・9-0001-9-0012等を參照。] 

「事、物故[endnoteRef:1044]有り計に後る[endnoteRef:1045]と雖も、校を上して以て遷陵に應ぜよ。校[endnoteRef:1046]をして謬 (あやま)らしむるなかれ。謬任[endnoteRef:1047]は遷【陵】に在らず。【……。】」 [1044:  物故、事故、正常な進行を妨げる不慮の事態。『墨子』號令には、
卽有物故，鼓，吏至而止，夜以火指。
卽 (も)し物故有らば、鼓 (つづみう)ち、吏至りて止み、夜は火を以て指 (しめ)す。
といい、孫詒讓『墨子閒詁』は、
物故，猶言事故，言有事故則擊鼓也。
物故、猶 (な)お事故を言うがごとし。事故有らば則ち鼓を擊つを言う也。
と解釋する。『二年律令』には、
078	諸有叚（假）於縣道官，事已叚（假）當歸，弗歸，盈廿（二十）日，以私自叚（假）律論。其叚（假）別在它所，有物故毋（無）道歸叚（假）者，自言在
079	所縣道官，縣道官以書告叚（假）在所縣道官收之。其不自言，盈廿（二十）日，亦以私自假律論。（後略）
諸て縣道官より假るる有り、事已み、假りたる（もの）は當 (まさ)に歸すべきに、（これを）歸さず、二十日に盈ちば、私自に假すの律を以て論ず。其の假るる（人）、別ちて它所に在り，物故有りて假るるを歸すの道 (すべ)無き者は、自ら在る所の縣道官に言い、縣道官、書を以て假るる（もの）の在所の縣道官に告げて之れを收む。其れ自ら言わず、二十日に盈ちば、亦た私自に假すの律を以て論ず。
という。]  [1045:  後計、計に後れる、つまり當年度の會計處理に閒に合わないという意味。]  [1046:  前後の二つの「校」字は意味が異なる。前者が監査のために上級機關に提出される状況説明を指すのに對し、後者は、上級機關の監査手續を表す。]  [1047:  任（責任）。] 

これを用いず、來報せず。

	
	
	書止
	敢えて之れを言う。

	
	附記
	集配記録
	／□（夜？）水下八刻、佐の氣、以て來る。／敞半 (ひら)く[endnoteRef:1048]。 [1048:  少内文書の末尾に續けて記されている送達記錄は、七月辛亥に少内が初めて縣廷に依賴した時には文書の背面に、再度の依賴の時には、文書の末尾に移動して書寫されたと推測される。] 

癸未（12）、水下□刻、走の□、以て來る。／犯半 (ひら)く。[endnoteRef:1049] [1049:  本簡の背面左上に見える送達記錄は、少内が縣廷に再度依賴した時に記されたものと推測される。文書は、二十八年十二月癸未の當日もしくは前日頃、「敢言之」類特殊書式⑤の「寫上」型という樣式で作成されたが、縣廷が郪縣に對する「追」類文書を作成した時に、その中の添付書類、つまり（二十七年）七月辛亥の文書のみ謄寫し、十二月の文書本體を省略した模樣である。] 


	
	
	作成記録
	／氣手す。
【某手す。】



	添付書類①
	文書本体
	書出
	七月壬子（09）、遷陵守丞の膻之 (たんし)、敢えて郪丞主に告ぐ。

	
	
	用件
	
	
	寫移す。

	
	
	書止
	敢えて之れを告ぐ。

	
	附記
	集配記録
	／□（夜？）水下盡、佐の氣、旁（曹）に行 (や)る。

	
	
	作成記録
	／敞手す。


｛筆跡の異同は判然とせず。｝

三月丁丑朔己丑，遷陵丞昌追[endnoteRef:1050]：倉亟言如前[endnoteRef:1051]〼 [1050:  “昌”，原釋文、校釋作“□”，據張以靜「《里耶秦簡（貳）》讀札」 （簡帛網，2018年12月31日）補釋。“追”，原釋文、校釋作“□”，張以靜作“告”，據圖版補釋。]  [1051:  “亟”，原釋文作“□”，校釋作“上”，張以靜作“主”，據圖版和文意補釋。] 

三月己丑日中，隸臣快行倉。　　〼	9-0052
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【……[endnoteRef:1052]。】 [1052:  里耶貳が収めている画像は本簡の背面で、正面には本簡に記載されている追の元となった別の文書が記されていたと推定される。再加工に伴い、正面の文面が削られたが、背面が加工されないまま簡が廃棄されたようである。] 


	文書本体
	書出
	（三十二年）三月丁丑朔己丑（13日），遷陵丞の昌、追す。

	
	本文
	
	
	倉、亟やかに言うこと前（書が）如くせよ。【……。】

	附記
	集配記録
	三月己丑日中、隸臣の快[endnoteRef:1053]、倉に行る。 [1053:  快：始皇 30～32年にかけ、守府として縣廷文書の送達役として登場することが多い （8-0071背など）。8-0663の作徒簿に「一人廷守府、快。」とあり、9-0813+9-1122には「大 隸臣快」とあるため、隸臣の身分で守府の役職を擔っていたと考えられる。本簡の翌月、4 月9日の文書でも守府であるため、本簡の時點においても守府であった可能がある。（青木レジュメより）] 


	
	作成記録
	【某手す。】




簡8-0138＋8-0522＋8-0174＋8-0523（籾山担当）は、質日に移動した。なお、「個人的書付類」という分類は未調整。
[bookmark: _Toc67253383]「書出省略」類
簡略書式①
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	（某職某人：）

	
	用件
	
	
	主文

	
	書止
	唯毋失期/急。



上人奴笞者。會七月廷。	8-1379
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	‐

	
	用件
	
	
	人奴[endnoteRef:1054]の笞せられし者を上せ。 [1054:  人奴、初出。（主人による擅殺・刑・髡の制限と官府による代替的処罰の実施にも言及すべし。本簡は、定期的報告を通じて、県廷が県吏による代替的処罰の実施状況を監視する証拠。）] 


	
	附記
	
	
	七月に廷に會せよ[endnoteRef:1055]。 [1055:  會七月、會は、集まる意から轉じて期日（「會日」）を表す（簡8-0652+8-0067注？參照）が、日が指定されていないのは既發表の里耶秦簡では本簡のみである。期日の正確な指定がないのは、恐らく七月の定例出頭日を念頭に置いているからであろう。定例出頭日については、例えば、8-0175に「恆會正月七月朔日廷」・8-0062「恆會四月朔日泰（太）守府」・8-1258「恆會九月朔日守府」とあり、本簡でも、「朔日」の二字が省略されていると推定される。] 


	
	書止
	‐



擇拾札┛、見絲┛，上。皆會今旦。急。	8-0999
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	‐

	
	用件
	
	
	拾札・見絲[endnoteRef:1056]を擇びて上せ。 [1056:  見絲、見は、現有の意（簡8-0560注？参照）。] 


	
	附記
	
	
	皆な今旦に會せよ。

	
	書止
	急げ。



〼買鐵銅┛，租質入錢，貲責隃（逾）歲┛，買請銅錫[endnoteRef:1057]〼[endnoteRef:1058]	8-2226背+8-2227正[endnoteRef:1059] [1057:  「鍚」か。]  [1058:  原釋文および校釋は本簡の下端を完形とするが、圖版から判斷する限り、殘缺しているようである。正面の「錫」の下に文字が記されていた可能性があるため、斷簡記號を插入した。]  [1059:  本簡綴合據校釋一。] 

〼□┛，繭絲。●凡七章，皆毋出今旦。急﹦﹦（急急急）。〼	8-2226正+8-2227背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【?】

	
	用件
	
	
	【……】買いし鐵銅[endnoteRef:1060]、租・質もて入りし錢[endnoteRef:1061]、貲責の歲を逾うる（もの）、買いし請銅錫[endnoteRef:1062]、【……】□、繭絲を【……せよ】。 [1060:  案語（「買」の主語は官府か？官府は何のため誰から鉄と銅を購入するのだろうか？）]  [1061:  案語（入金などの管理体制を説明すべし。例えば2月18日の石原┘ジュメには次の史料が挙げられている。）
「租・質・戶賦・園池入錢、縣道官勿敢擅用。三月壹上見金・錢數二千石官、二千石官上丞相・御史。」（二年律令429～430）
嶽麓秦簡には租質の入銭を各官から県廷送る規定が見られる。
「●金布律曰、官府爲作務・市受錢、及受齎・租・質・它稍入錢、皆官爲缿、謹爲缿空（孔）、嬃（須）毋令錢能出、以令若丞印封缿而入、與入錢者參辨券之、輒入錢缿中、令入錢者見其入。月壹輸缿錢、及上券中辨其縣廷、月末盡而缿盈者、輒輸之、不如律∠、貲一甲。」（『嶽麓書院藏秦簡（肆）』121～123））]  [1062:  請銅、精銅、つまり精鍊された銅か。『後漢書』張衡傳には、
陽嘉元年，復造候風地動儀。以精銅鑄成，員徑八尺。
陽嘉元年、復た候風地動儀を造る。精銅を以て鑄成し、員徑は八尺あり。
という用例が見える。] 


	
	附記
	
	
	●凡そ七章[endnoteRef:1063]、皆な今旦を出づるなかれ。 [1063:  章（数量詞）。] 


	
	書止
	急急急。



〼[endnoteRef:1064]守及士﹦吏﹦（士吏：士吏）各自將其求盜詣廷。會庚午旦。唯毋失期。	8-1265+8-1252[endnoteRef:1065] [1064:  本簡上端殘缺，原釋文、校釋未標斷簡符號，據圖版補標。]  [1065:  本簡綴合以及“自”字釋讀據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（三）〉（簡帛網，2012年5月17日）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【尉/發弩[endnoteRef:1066]】守及び士吏（にいう）。 [1066:  案語（尉/發弩を補った理由を説明すべし。尉の前にさらに「告」の字があった可能性も否定できない。）] 


	
	用件
	
	
	士吏は各自その求盜を將 (ひき)いて廷に詣 (いた)れ。

	
	附記
	
	
	庚午が旦に會せよ。

	
	書止
	唯れ、期を失うなかれ。



丁酉，遣自致[endnoteRef:1067]。其責入貲，校卅（三十）三年。	8-0784+8-0943[endnoteRef:1068] [1067:  本簡上端完整，原釋文、校釋一標出斷簡符號，據圖版和記載格式刪除。]  [1068:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（五）〉（簡帛網，2012年5月26日）。] 

	文書構造
	讀み下し文[endnoteRef:1069] [1069:  本簡の形状と文字の配置は表示札（三一）に近いが、文言は書出省略類の下達文書を思わせる。墨跡の上から裁断された痕跡があり、形状〇二型若しくは〇三型の文書簡から一〇型の表示札への再加工の途中で廃棄されたと推測される。なお、記載の文書は、県廷から少内に宛てられた下達文書で、この文書の原本を少内に持参した者が、貲銭を少内に納めたと推定される。即ち、本文書は、少内に対して、持参者から貲銭を取り立てることを命じており、持参者にとっては、この文書はいわば罰金の略式命令の如き機能を果たす。] 


	文書本體
	書出
	‐

	
	本文
	情況説明
	
	
	丁酉に遣わして自致せしめたり。

	
	
	用件
	
	
	其れ、貲を入るるを責め、三十三年（214）に校せよ。

	
	附記
	
	
	

	
	書止
	‐



〼[endnoteRef:1070]以丁丑遣自致。	8-2023背	（8-2023正は四一乙文書個別封緘簡牘を参照せよ） [1070:  本簡上端似未殘缺。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【?】

	
	用件
	
	
	丁丑を以て遣わして自致せしめよ。

	
	書止
	-



[bookmark: _Toc67253384]歸屬不明殘簡
〼巳，醴陽丞〼
〼劾令史佗□〼
〼□疵誠不〼
〼□□〼	8-2319
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔□】巳、醴陽丞【の某、……[endnoteRef:1071]。】 [1071:  醴陽縣は、南郡に屬しており、遷陵縣に文書を送付するには、通常は、醴陽縣から南郡への上申文書、南郡から洞庭郡への平行文書、洞庭郡から遷陵縣への下達文書を經なければならないが、本簡にはこの經路を辿ったことを示す記述は確認できないので、取り敢えず醴陽縣を發信者とする發信形式不明の單體文書として處理した。なお、第四行の文字が解読できない以上、当然一体型の複合文書の可能性も排除できない。] 


	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】令史の佗【……】を劾し【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……】□疵、誠に【……】せず【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人、以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】

	
	作成記録
	【某手す。】




{〇一戊「告」類b 基本書式①「告」＋「行」の「受信機關不明」の末尾に附すべし}
七月辛巳，上軴守丞敬敢告遷陵丞主[endnoteRef:1072]：寫移。令史可以律令從 [1072:  上軴，秦縣名，地望未詳。] 

事。移……	8-1219正
□□□□□□□□……〼
……[endnoteRef:1073]	8-1219背 [1073:  背面左右側均有被人爲裁斷的墨跡，原釋文、校釋未釋左側墨跡，據圖版補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類②（上軴縣官或項上行文書）
	文書本体
	書出
	【……敢えて之れを言う。】

	
	
	本文
	
	
	【……。】

	
	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	
	附記
	集配記録
	【……。】

	
	
	作成記録
	【某手す。】

	添付書類①（平行文書）
	文書本体
	書出
	七月辛巳、上軴守丞の敬、敢えて遷陵丞主に告ぐ。

	
	
	本文
	
	
	寫移す。令史、律令を以て從事すべし。

	
	
	附記
	
	
	移【……。】

	
	
	書止
	【敢えて主に告ぐ。】

	
	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人、以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】

	
	
	作成記録
	【某手す。】

	文書本体（遷陵縣下行文書）
	書出
	【某月某日、遷陵（守丞）の某、某に告ぐ／下す。】

	
	本文
	
	
	【……】□□□□□□□□……

	
	書止
	【它は律令の如くせよ。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人、（某處に）行る。】

	
	作成記録
	【某手す。】



卅（三十）年七月丁巳朔戊〼
論﹦（論，論）言夬（決）如〼	8-0473
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	三十年（217）七月丁巳朔戊【午（02）/辰（12）/寅（22）、……。】

	
	用件
	
	
	【……當 (まさ)に】論ずべくんば、論じ、決を言え。

	
	書止
	【……】如くせよ。

	附記
	作成記録
	【……。】

	
	集配記録
	【……。】



{〇一戊「告」類b 基本書式①「告」＋「行」の「受信機關不明」の末尾に附すべし}
……〼丞主移真〼
告主。／緩手。〼
言。勿留薄（簿）〼	8-0611
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類②（真書）
	【某真書？】

	添付書類①(平行文書)
	書出
	【某月（某日朔）某日、某縣の某、敢えて遷陵】丞主【に告ぐ。】

	
	本文
	
	
	真【……を】移し【……。】

	
	書止
	【敢えて】主に告ぐ。

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人、以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】

	
	作成記録
	／緩手。

	文書本体
	書出
	【某月（某日朔）某日、遷陵（守丞）の某、某に告ぐ／下す。】

	
	本文
	
	
	【……書到らば、】言え。簿を留むることなかれ。

	
	書止
	【它は律令が如くせよ。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人、（某處に）行る。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼齮謂縣丞[endnoteRef:1074]：聽書從事，令毋害獄史（？）[endnoteRef:1075] [1074:  “守”，僅存寸部末端，原釋文、校釋失釋；“謂”，原釋文、校釋作“□”；“縣丞”，原釋文“□□”、校釋疑爲“縣丞”，據石原遼平〈里耶秦簡第5層釈読・綴合覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年4月6日）圖版補釋。]  [1075:  “害”、“史”，原釋文、校釋均作“□”，據石原遼平〈里耶秦簡第5層釈読・綴合覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年4月6日）補釋。] 

〼□謙（廉）求讂（？）捕[endnoteRef:1076]。令、丞、尉善敦循行[endnoteRef:1077]，以謹[endnoteRef:1078] [1076:  “廉”、“讂”、“捕”，原釋文、校釋均作“□”，據石原遼平〈里耶秦簡第5層釈読・綴合覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年4月6日）補釋。石原文疑“廉”前一字爲“獄”。]  [1077:  “丞”，原釋文、校釋作“□”；“善敦”，原釋文作“□□□”，校釋作“書孰”，據石原遼平〈里耶秦簡第5層釈読・綴合覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年4月6日）改釋。]  [1078:  “謹”，原釋文、校釋作“□”，據石原遼平〈里耶秦簡第5層釈読・綴合覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年4月6日）補釋。] 

〼□□而不得（？）[endnoteRef:1079]。各以道次傳[endnoteRef:1080]別書。執灋（法）屬[endnoteRef:1081] [1079:  “不得”，原釋文作“□□”,校釋疑爲“不得”，據石原遼平〈里耶秦簡第5層釈読・綴合覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年4月6日）補釋。]  [1080:  “各”，原釋文、校釋作“□□”；“道”，原釋文、校釋失釋，據石原遼平〈里耶秦簡第5層釈読・綴合覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年4月6日）補釋。]  [1081:  “執”，原釋文、校釋作“孰”；“法”，原釋文、校釋作“□”，據石原遼平〈里耶秦簡第5層釈読・綴合覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年4月6日）補釋。] 

〼□卒史（？）及諸稗官在其縣畍中者（？）[endnoteRef:1082]，各（？）告（？）[endnoteRef:1083]〼 [1082:  “史（？）及諸”，原釋文、校釋作“□□□”；“稗官”，原釋文作“□□”，校釋疑爲“稗官”；“者”，原釋文、校釋作“□”，據石原遼平〈里耶秦簡第5層釈読・綴合覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年4月6日）補釋。]  [1083:  “各告”，原釋文、校釋作“□□”，據石原遼平〈里耶秦簡第5層釈読・綴合覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年4月6日）補釋。] 

〼郵行[endnoteRef:1084]。書到相報[endnoteRef:1085]，不報追[endnoteRef:1086]。□〼 [1084:  “郵”，原釋文作“□”,校釋疑爲“郵”，據石原遼平〈里耶秦簡第5層釈読・綴合覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年4月6日）補釋。]  [1085:  “相”，原釋文作“□”,校釋疑爲“相”，據石原遼平〈里耶秦簡第5層釈読・綴合覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年4月6日）補釋。]  [1086:  “追”，原釋文、校釋作“□”，據石原遼平〈里耶秦簡第5層釈読・綴合覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年4月6日）補釋。] 

〼東曹發。它如律令。道[endnoteRef:1087]〼 [1087:  “道”，原釋文、校釋作“□”，據石原遼平〈里耶秦簡第5層釈読・綴合覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年4月6日）補釋。] 

〼□　　〼	5-06正
〼東曹發。……[endnoteRef:1088]〼 [1088:  “發”字下面似有字跡，應爲“它如律令”等，原釋文、校釋未釋。] 

〼□……得（？）擄（？）[endnoteRef:1089]〼 [1089:  原釋文、校釋漏釋此行，據石原遼平〈里耶秦簡第5層釈読・綴合覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年4月6日）補釋。] 

〼□……凡行（？）四簡[endnoteRef:1090]。 [1090:  “凡”字上方無法確定未釋字字數，原釋文、校釋作“□”；“行”似係刮削殘留；“行四簡”，原釋文、校釋作“□□□□少□”，據石原遼平〈里耶秦簡第5層釈読・綴合覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年4月6日）改釋。本行第一字，石原疑爲“郵”。] 

〼□。／□發[endnoteRef:1091]。 [1091:  “/”前未釋字無法確定字數，原釋文、校釋作“□□”，參照石原遼平〈里耶秦簡第5層釈読・綴合覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年4月6日），據文意和體例改釋。] 

〼□成里公士□以來。／□發。
〼□走（？）申以來[endnoteRef:1092]。□□／□發。　　□[endnoteRef:1093]。	5-06背 [1092:  “走”，原釋文、校釋作“□”，據石原遼平〈里耶秦簡第5層釈読・綴合覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年4月6日）補釋。]  [1093:  “□手”，原釋文、校釋失釋，據石原遼平〈里耶秦簡第5層釈読・綴合覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年4月6日）補釋。] 

	文書結構／層次
	讀み下し文

	附件②
	文書主體
	開頭
	【……洞庭假】守の齮 (ぎ)、縣丞に謂う[endnoteRef:1094]。 [1094:  本簡には未釈読部分が多く残るが、記載の文書は、洞庭太守府から所属の各縣などに同一内容を通達するものであり、「毋害獄史」に命じて、厳重に捜査と逮捕をさせ、丞・尉には巡行するよう指示している。從人のような重大案件の広域指名手配等のに関連する文書ではないかと推測される。] 


	
	
	正文
	[bookmark: _Hlk66707537][bookmark: _Hlk66708471][bookmark: _Hlk66708453]書に聽 (したが)いて從事せよ。毋害なる獄史に令して【……】廉求し、讂 (もと)めて捕えしめよ。令・丞・尉は、善く敦く循行し、以て謹みて【……】□□而して得ざらしめよ[endnoteRef:1095]。 [1095:  本簡は洞庭太守府から所属の各縣などに同一内容を通達したものであり、「毋害獄史」に命じて、厳重に捜査と逮捕をさせ、丞・尉には巡行するよう指示されている。おそらくは從人のような重大案件の広域指名手配に関連する文書だと考えられる。] 


	
	
	附記
	各々道次を以て別書傳えよ。執法が屬【官……】□卒史及び諸々の稗官の、其の縣界中に在る者は、各々【……】告げて【……。皆な】郵を【以て】行 (や)れ。書到らば、相報ぜよ。報ぜずんば、追せよ。□□【……。獄】東曹發けと【署せ。】

	
	
	結尾
	它は律令が如くせよ。

	
	
	附記
	道ごとに【一書。●某印を以事を行う。】

	
	附記
	收發記録
	【……】□走の申、以て來る。□□／□發 (ひら)く。

	
	
	作成記録
	□手す。

	附件①
	文書主體
	開頭
	□【……。】

	
	
	正文
	
	
	【……。】

	
	
	附記
	[bookmark: _Hlk66709707]【……獄】東曹發け【と署せ。】

	
	
	結尾
	【……。】

	
	附記
	收發記録
	【……】□成里の公士の□、以て來る。／□發 (ひら)く。

	
	
	作成記録
	【……。】

	文書主體
	開頭
	【……。】

	
	正文
	
	
	【……】□……得擄【……。】

	
	結尾
	【……。】

	附記
	收發記録
	【……】以て來る。／□發 (ひら)く。

	
	作成記録
	【……手す。】

	保管記録
	凡そ四簡。

	削り残し
	行



{〇一壬「書出省略」類に移すべし}
〼及藥、具薄（簿）、求之之狀。	8-1440正
〼　　下司空。	8-1440背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	-[endnoteRef:1096] [1096:  形状・字配り及び「下司空」という背面の伝達指示もしくは処理記録から、本簡が編綴されていた可能性が低く、本文書が、司空に対して「藥」・「具簿」及び「求之之状」の上呈を指示する県廷発信の〇一壬「書出省略」類の文書であるという可能性が高い。〇一壬「書出省略」類の末尾に付して後考を俟つ。] 


	
	本文
	
	
	【……】及び藥・具簿[endnoteRef:1097]・之れを求むるの狀【を上せ。】 [1097:  具簿、→具は具獄と同じ意味か。（動詞用法は、必要書類を整える意、名詞用法は必要書類が整った事案もしくは簿籍の意か）
なお、ここは名詞である。居延漢簡にも具簿は名詞として用いられる。
移計餘諸員見要具簿●謹移應書一編敢☆	26.1	A8

□□月癸卯官告第四候　　長記到馳詣官會#☆毋以它爲解急如　　董雲叩頭唯卿幸爲持具簿奉賦	113.12A	A8

橐他駮南驛建平元年八月驛馬閲具簿	502.7	A35] 


	
	書止
	【它は律令の如くせよ/敢えて（丞）主に告ぐ。】

	附記
	集配記録
	【某月某日某時、某人、（某處に）行る。】

	
	作成記録
	【某手す。】

	
	處理記録
	司空に下す[endnoteRef:1098]。 [1098:  「下司空」の上下に空白があることから、背面の記載が「下」類文書の書出の一部ではなく、傳達指示若しくは處理記錄に係ることが推定される。] 




{「軍吏在縣界中者」を根拠に、〇一乙「敢告」類b基本書式②「遷陵県尉」の簡8-0657の末尾に附すべし}
邦尉，都官、軍　　在　　縣畍（界）中者[endnoteRef:1099]，各〼 [1099:  “在”字上下均有刮削痕跡，空白處各容納一字，“在”字上方還有兩點刮削殘留墨跡。特別值得注意的是，本簡上方“邦尉”一詞在秦始皇二十六年被更改爲“郡尉”，此枚簡或在刮削更改過程中被廢棄了。] 

皆以門亭行。新武陵言書到署〼
……〼	8-0649正
〼……

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	書出
	【某年某月某日朔某日、洞庭（假）守の某、縣嗇夫/遷陵嗇夫/丞に謂う。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	附記
	
	
	【……】邦尉【に告げ（？）……】、都官・軍の　　縣界中に在る者は各々【……。】皆な門亭を以て行 (や)れ。新武陵は書の署【……に】到る【時】を言え。【……。】

	
	書止
	【它は律令が如くせよ。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人、以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】

	
	作成記録
	【某手す。】

	文書本体
	書出
	【某月（某日朔）某日、遷陵（守丞）の某、（敢えて）尉（主）に告ぐ。】[endnoteRef:1100] [1100:  背面第三行は、本文書と無関係な習書であるが、もとはそこに遷陵縣が受領した文書の送達記錄が記されていたと推測される。背面の他の二行はどの文書のどこの部分に當たるかは未詳であるが、取りあえず「縣界中者」という文言により、縣廷から縣尉に宛てた文書として復元して、簡8-0657の末尾に附してみた。] 


	
	本文
	【……】□【……。】

	
	書止
	【它は律令が如くせよ。／律令を以て從事せよ。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人、（某處に）行る。】

	
	作成記録
	【某手す。】



{「軍吏在縣界中者」を根拠に、〇一乙「敢告」類b基本書式②「遷陵県尉」の簡8-0657の末尾に附すべし}
〼陵丞（？）[endnoteRef:1101]〼 [1101:  “陵”、“丞”，原釋文、校釋均作“□”，據圖版和文例補釋。] 

〼縣畍（界）中者〼
〼□□□〼	8-2436正
〼□□〼
〼□□□□〼
〼□沅陵〼	8-2436背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	書出
	【某年某月某日朔某日、洞庭（假）守の某、遷】陵丞に【謂う。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	附記
	
	
	【……の】縣界中に【在る】者に【……。】

	
	書止
	【它は律令が如くせよ。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、……】沅陵の【某人、以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】

	
	作成記録
	【某手す。】

	文書本体
	書出
	【某月（某日朔）某日、遷陵（守丞）の某、（敢えて）尉（主）に告ぐ。】[endnoteRef:1102] [1102:  背面第三行は、遷陵縣が受領した文書の送達記錄であろうが、その他の二行はどの文書のどこの部分に當たるかは未詳である。取りあえず「縣界中者」という文言により、縣廷から縣尉に宛てた文書として復元して、簡8-0657の末尾に附してみた。] 


	
	本文
	【……。】

	
	書止
	【它は律令が如くせよ。／律令を以て從事せよ。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人、（某處に）行る。】

	
	作成記録
	【某手す。】



｛〇一庚c「送達記錄未詳」に移すべし｝
〼死、亡者別以爲二課，不𤻮（應）令。書到，亟〼	8-0041
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【……の某、之れを卻く。】

	
	本文
	
	
	【……】死・亡せる者をば、別ちて以て二課と爲すは、令に應ぜず。書到らば、亟やかに【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



｛〇一庚c「送達記錄未詳」に移すべし｝
歲不計，甚不𤻮（應）律。書到，嗇夫	8-0508
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【……の某、之れを卻く。】

	
	本文
	
	
	【……】歲、計せざるは、甚しく律に應ぜず。書到らば、嗇夫【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼爲令佐[endnoteRef:1103]，守田。上四時志[endnoteRef:1104]。會九（？）[endnoteRef:1105]〼	8-0024+8-0331[endnoteRef:1106] [1103:  本簡上端殘缺，原釋文、校釋無斷簡符號，據圖版補釋。]  [1104:  “上”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。]  [1105:  “九”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。]  [1106:  本簡綴合據謝坤〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（四）〉（簡帛網，2017年8月31日）。一說，文例、茬口、紋路不合，綴合不可信。
石原レジュメ：割れ目の形状が合わない。「上」字を復元できない。図版からはとても綴合できるとは言えない。誤りであろう。
文もあまりつながらない。（続けて読むとすると、「令佐と爲りて、田を守し、四時志を上すに【某月某日某所】に會せよ」となる。「…【某人】、令佐と為りて田を守す…」と「…四時志を【上せ】。【某月某日某所】に会せよ。」を分けたほうがわかりやすい。）] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【……。】

	
	本文
	
	
	【……を】令佐と爲し、田（官）を守せしむ。四時志を上すこと、九【月某日……に】會せよ【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼□□日備歸（？）[endnoteRef:1107]　　□□□□□　　〼 [1107:  “日備歸”，原釋文、校釋作“□□□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（一） 〉（簡帛網，20150617）補釋。] 

〼勿令繆（謬）┛（？）（。）[endnoteRef:1108]失以縱不直論。有令。　　〼	8-0070正 [1108:  “┛”，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。] 

〼　　〼[endnoteRef:1109] [1109:  背面除習書以外有刮削殘留，不逐一標出。] 

〼　　列削削〼	8-0070+8-1913背[endnoteRef:1110] [1110:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【……[endnoteRef:1111]。】 [1111:  簡の右側は明らかに裁断されたことがある。文書の書出は裁断された簡面に書かれていたと考えられる。また、残留の二行の下方及び左側は後半に文字が削除されたようである。背面も、ところどころ墨跡の欠片を残しつつ全面的に表面が削り落とされ、その後現存の習書がなされたと推定される。] 


	
	本文
	
	
	□□日備わりて歸れり。□□□□□【……】令して謬 (あやま)らしむることなかれ。失せば、縱不直を以て論ぜん。【……。】

	
	書止
	令有り。

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】

	習書
	〼　　〼
〼　　列削削〼



｛〇一戊b　基本書式①「告」＋「行」の「受信機關不明」の簡8-0078の下に移すべし。｝
〼謁給輸遷陵傳舍（？）[endnoteRef:1112]〼 [1112:  “舍”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文意補釋。] 

〼封遷陵有傳[endnoteRef:1113]。	8-2166正 [1113:  “封”，原釋文、校釋作“付”，據圖版和文例改釋。文例可以參看8-0078。] 

〼......戊（？）午朔[endnoteRef:1114]〼 [1114:  “戊午朔”，原釋文、校釋作“□□□”；“戊”上方另有殘泐墨跡，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。] 

〼它如律令傳書。／□〼	8-2166背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(上行・平行文書)
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、敢えて之れを言う／遷陵丞主に告ぐ。】

	
	本文
	資料根拠
	
	
	【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……】謁うらくは、遷陵が傳舍に給輸【し……せしめよ。】

	
	附記
	
	
	【●？】封は、遷陵（が令の印）。傳うる有ればなり。

	附記
	集配記録
	【某月某日某時、某人、以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】

	
	作成記録
	【某手す。】

	文書本体
	書出
	【某月】戊午朔【某日、遷陵（守丞）の某、某官に告ぐ。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	它は、律令が如くせよ。書を傳えよ。

	附記
	集配記録
	【／某月某日某時，某人（某處に）行る。】

	
	作成記録
	【某手す。】



卅（三十）五年六月戊午朔庚辰[endnoteRef:1115]，〼 [1115:  “庚”、“辰”，原釋文、校釋均作“□”，“庚”據何有祖〈讀里耶秦簡札記（八）〉（簡帛網，2016年6月2日），“辰”據殘留筆畫和文意補釋。] 

□□□□疑□□□之[endnoteRef:1116]〼	8-0191正 [1116:  “疑”、“之”，原釋文、校釋均作“□”，據圖版補釋。“疑”下一字，右從“家”，姚磊〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（一）〉（簡帛網，2015年8月19日）直釋“家”，恐非是。“疑”下第二字，原釋文、校釋似當兩字作“□□”，疑係“責”字殘筆，但簡文仍無法落實，待進一步考證。] 

六月辛巳旦[endnoteRef:1117]，郵[endnoteRef:1118]〼	8-0191背 [1117:  “六”，原釋文、校釋作“□”，據圖版和文意補釋；“辛巳”，原釋文、校釋作“□□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（八）〉（簡帛網，2016年6月2日）補釋。]  [1118:  “郵”，原釋文、校釋作“□”，據圖版和文意補釋。何文作“行”，與字形不合，殘留筆畫無疑爲“郵”字右旁“邑”。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	三十五年（212）六月戊午朔庚辰（23）、【……。】

	
	本文
	
	
	【……】□□□□疑□□□□之【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	六月辛巳（24）旦、郵【人の某……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



卅（三十）三年九月戊辰朔甲〼	8-0716正
七〔十〕月壬子旦食[endnoteRef:1119]，郵[endnoteRef:1120]〼	8-0716背 [1119:  秦始皇三十三年七月和三十四年七月均無壬子，“七”係“十”之誤。三十四年十月戊戌朔，壬子爲十五日。]  [1120:  “郵”，原釋文、校釋作“□”，據圖版和文意補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	三十三年（214）九月戊辰朔甲【□、……。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	十月壬子（15）旦食、郵【人の某……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼未朔丙戌，遷陵守丞有□[endnoteRef:1121]〼	8-1439正 [1121:  “有”下有殘泐墨跡，原釋文、校釋失釋，據圖版和文意補釋，疑爲“敢”字上端。] 

〼手。／三月壬辰日中時，守〼	8-1439背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	書出
	【……。】[endnoteRef:1122] [1122:  背面の作成記錄と送達記錄の樣式論的特徵から判斷すれば、本簡は、一體型複合文書の一部であり、正面の右側には、さらに別の文書が記されていたが、裁斷されて失われたと推定される。正面の右側に對應する背面の左側には、左上に寄せて送達記錄、左下には作成記錄が記されていたろう。なお、正面上方の「朔」字の右側には僅かな墨跡が認められる。] 


	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】


	文書本体
	書出
	【三十三年（214）三月辛[endnoteRef:1123]】未朔丙戌（16）、遷陵守丞の有【……。】 [1123:  遷陵守丞の有は、簡8-0768にも見えており、時は三十三年六月である。三十三年三月は辛未朔で、丙戌は十六日、壬辰は二十二日となる。遷陵縣が設置された秦始皇二十五年以降の朔日を調べると、三月が某未朔で、丙戌と壬辰を含む年は、前述の三十三年のみである。某未朔の月に丙戌の日を含み、且つ後續の三月に壬辰を含む情況は、二十五年十二月己未朔・二十六年正月癸未朔・三十一年四月癸未朔・三十五年四月己未朔・三十六年五月癸未朔と、五回觀察されるが、最短の二十六年正月癸未朔でも、丙戌と壬辰との閒に67日、四月や五月では一年近い遲延が生じたことになる。なお、樣式論的特徵からすれば、01型の本簡は、02型もしくは03型から裁斷されたもので、もとは正面からみて左端に位置しており、正背に記されている簡文は同じ文書の書出と送達記錄であると推定される。] 


	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	／三月壬辰（22）日中時、守【府の某、（某處に）行る。】

	
	作成記録
	【某】手す。



〼年九月丙辰朔﹦（朔朔）〼	8-2025正
〼月戊午水十一刻﹦（刻刻）下九〼	8-2025背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【三十】年（217）九月丙辰朔朔【日、……。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【九】月戊午（03）、水十一刻、刻下九、【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



馬□□……[endnoteRef:1124]〼 [1124:  “馬”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

之。／後九月壬辰朔甲午，遷陵守丞〼	8-1561正
履手。  〼	8-1561背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	書出
	【三十四年（213）某月某日朔某日[endnoteRef:1125]、某職の某、敢えて之れを言う。】 [1125:  據後續干支可知。] 


	
	本文
	
	
	【……】馬□□……【……。】

	
	書止
	
	
	【敢えて】之れを【言う。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人、以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】

	
	作成記録
	【……。】

	文書本体
	書出
	／後九月壬辰朔甲午（03）、遷陵守丞の【某、……。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人、（某處に）行る。】

	
	作成記録
	履手す。（筆跡は判然とせず）



上從事五歲以來見船數，具言歲〼	8-0625+8-1067[endnoteRef:1126] [1126:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（三則）〉（簡帛網，2013年7月12日）。何有祖注云：
簡文所見“上……數”一類表述較爲常見，8-154有“上所買徒隸數”，可參看。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【……。】

	
	本文
	
	
	【……】從事五歲以來の見船數を上し、具に歲【……】を言え。

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼恆以朔　　〼[endnoteRef:1127]	8-0549 [1127:  本簡下端殘缺，原釋文、校釋失釋，據圖版補標斷簡符號。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【……。】

	
	本文
	
	
	【……】恆 (つね)に朔【日】を以て【……を上せ。……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼□。它如律令。〼	8-1901
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【……。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	它は律令が如くせよ。

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼午（？）[endnoteRef:1128]，洞庭叚（假）屬□□[endnoteRef:1129]　　〼 [1128:  “午”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文例補釋。]  [1129:  “屬”， 原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

〼□當□　　〼	8-2327
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【……】午、洞庭假屬の□□【……。】

	
	本文
	
	
	【……】□當□【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



{〇一戊「告」類a 基本書式①「告」＋「行」の「受信機關不明」に分類すべし}
〼令／華手。	8-0820
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	文書本体
	書出
	【……。】

	
	
	本文
	
	
	【……。】

	
	
	書止
	【……。】

	
	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人、以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】

	
	
	作成記録
	【某手す。】

	文書本体
	書出
	【某月（某朔日）某日、遷陵（守丞）の某、某に告ぐ／下す。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【它は律】令【の如くせよ。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人、（某處に）行る】

	
	作成記録
	／華手す。



｛〇一庚c「送達記錄未詳」に移すべし｝
〼夬（？決）何[endnoteRef:1130]？┛遷陵未（？）[endnoteRef:1131]〼	8-0352 [1130:  “夬”，原釋文、校釋作“史”，據圖版和文意改釋。“何”，原釋文、校釋作“付”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（八）〉（簡帛網，2016年6月2日）改釋。]  [1131:  “未”，原釋文、校釋作“佐”，據圖版改釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【……の某、之れを卻く。】

	
	本文
	
	
	【……未だ（？）】決せざるは何ぞ。遷陵、未だ【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼……□□……□□朐……[endnoteRef:1132]〼 [1132:  簡0675正面至少有四行字，原釋文、校釋僅釋三行，失一行；“朐”以及前兩行八處“□”，原釋文、校釋均未釋，據圖版補釋。第二行前兩“□”疑應釋爲“大（太）守”。“朐”字句旁已爲伊强〈《里耶秦簡牘校釋（第一卷）》補正（3）〉（簡帛網，2013年12月5日）所釋。] 

〼……□□……□……□……〼
〼它有[endnoteRef:1133]……如遷陵[endnoteRef:1134]〼 [1133:  “它”，原釋文、校釋作“官”，據圖版改釋；“有”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋，姚磊〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（一）〉（簡帛網，2015年8月19日）亦釋爲“有”。]  [1134:  “遷陵”，原釋文、校釋作“是言”，參考伊強《〈里耶秦簡牘校釋（第一卷）〉補正（3）》改正。] 

〼……□……□□[endnoteRef:1135]。〼	8-0675正 [1135:  三個未釋字，原釋文、校釋均未釋，據圖版補釋。] 

〼……朐……陵〼
〼……□……〼
〼……發[endnoteRef:1136]。……〼	8-0675背+8-2020[endnoteRef:1137] [1136:  簡0675背面至少有三行字，原釋文、校釋僅釋二行，失一行；“發”， 原釋文、校釋未釋，據圖版補釋。]  [1137:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（四）〉（簡帛網，2012年05月21日。後收入同〈里耶秦簡牘綴合（七則）〉，《簡帛》第九輯，2014年）。] 


｛〇一乙a基本書式①：「敢告＋以來」の遷陵縣に移動すべし｝
〼枳鄕守糾敢言之：遷陵移：佐士五（伍）枳饒里居坐謀[endnoteRef:1138] [1138:  “饒”，原釋文作“□”，校釋作“鄕”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（三）〉（簡帛網，2015年7月1日）改釋。“謀”下雖略缺角，但似原已不容其它字，原釋文、校釋標出斷簡符號，據圖版刪除。] 

〼署其犯灋（法）爲非年月日，不可以定課。今寫論報
〼書。謁告遷陵，具署居犯灋（法）爲非日爲報。
〼主戶發。敢言之。六月己酉，枳鄕守糾敢言之：謁
〼五年十二月辛酉朔庚午，枳鄕守定	8-0746正+8-1588正[endnoteRef:1139] [1139:  本簡綴合據校釋一。碴口並不十分密合。] 

〼敢言之。／□[endnoteRef:1140]。 [1140:  “手”，原釋文作“……”，校釋失釋，據文例補釋。] 

〼朔壬申，枳丞□□□□……[endnoteRef:1141]〼 [1141:  “枳”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（三）〉（簡帛網，2015年7月1日）補釋；“□□□□……”，原釋文、校釋作“□……”，據圖版補釋。“□□□□”最後兩字，或疑爲“敢告”，若然其下應有“遷陵”等字樣，但殘留筆畫不合。一說，“□□□□”以下爲“/□手”，“□□□□”中則除枳丞人名外應有“敢告主”或“追”等字樣。] 

〼……□發。
〼……	8-0746背+8-1588背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類①
	添付書類②
	添付書類③
	書出
	
	【三十四年（213）某月某日朔某日[endnoteRef:1142]、】枳鄕守の糾、敢えて之れを言う。 [1142:  三十四年は後続の三十五年に基づいて推定される。なお極端な場合には、三つ以上の年度に跨る可能性も完全に排除できない。三十三年なら、六月は庚子朔、己酉は六月十日、三十二年なら、六月は乙巳朔、己酉は、初五日、三十一年なら、六月は壬午朔、己酉は二十八日、三十年なら、六月は丁亥朔、己酉は二十三日。] 


	
	
	
	本文
	根拠資料
	
	遷陵移するに、

	
	
	
	
	
	
	佐士伍枳饒里の居、謀【……】に坐し【……。】

	
	
	
	
	
	
	【……】その法を犯し非を爲すの年月日を署【せざれば】、以て課を定むべからず。

	
	
	
	
	用件
	
	今

	
	
	
	
	
	
	論報【……】書を寫す[endnoteRef:1143]。謁うらくは、遷陵に告げて、具 (つぶさ)に居の法を犯して非を爲すの日を署して報を爲せ。 [1143:  簡8-0777には、「■從人論報擇（釋）免歸致書」が見えるが、本簡でも、論罪は遷陵県で行われたので、それと類似した内容の可能性が考えられる。] 


	
	
	
	附記
	
	【……】主戶發 (ひら)け【と署 (しる)せ。】

	
	
	
	書止
	
	敢言之。

	
	
	文書本体
	書出
	
	六月己酉（16）[endnoteRef:1144]、枳鄕守の糾、敢えて之れを言う。 [1144:  秦始皇三十四年六月は、甲午朔、己酉は十六日。] 


	
	
	
	本文
	
	謁うらくは、【……。】

	
	
	
	書止
	
	【敢えて之れを言う。】

	
	文書本体
	書出
	【三十】五年（212）十二月辛酉朔庚午（10）、枳鄕守の定、【敢えて之れを言う。】

	
	
	本文
	
	【……。】

	
	
	書止
	敢えて之れを言う。

	
	附記
	集配記録
	【某月某日某時、某人、以て來る。／某發 (ひら)く。】

	
	
	作成記録
	／□【手す。】

	文書本体
	書出
	【十二月辛酉】朔壬申（12），枳丞の□□、敢えて遷陵【丞主？】に告ぐ。

	
	本文
	
	
	【寫移……。】

	
	書止
	【敢えて主に告ぐ。】

	附記
	集配記録
	【某月某日某時、某人、以て來る。／】□發 (ひら)く。

	
	作成記録
	【某手す。】



｛〇一己a　基本書式①「下」＋「以來」に移動すべし。「その他」という新分類を立てるべし｝
詔御史[endnoteRef:1145]：聞：代人多坐從以𣪠（繫）。其御史往行[endnoteRef:1146]，□其名、□[endnoteRef:1147]、所坐以𣪠（繫）〼 [1145:  “制”，原釋文失釋，校釋作“□□”，據文意補釋；“詔”，原釋文失釋，校釋作“□□”，據殘留筆畫和文意補釋。]  [1146:  疑“其”下脫“令”字。]  [1147:  “其”上一字，何有祖〈讀里耶秦簡札記（二）〉（簡帛網，2015年06年23日）釋爲“至”。若然則疑其讀爲“致”，下一行“至”字亦同。“名”下一字，似係“事”字。] 

縣官□奏軍初□𧙯到使者至，其當於秦而令𣪠（繫）者[endnoteRef:1148]，𧗵（率）署其所坐〼 [1148:  “而”，原釋文作“□”，校釋作“下”，據圖版改釋。] 

令且解盜戒（械）。廿（二十）五年七月戊戌[endnoteRef:1149]，御史夫﹦（大夫）綰下將軍□[endnoteRef:1150]：令叚（假）御史謷往行[endnoteRef:1151]〼 [1149:  “廿”，原釋文、校釋作“卅”，校釋注6云“也可能釋爲‘廿’”，據圖版改正。]  [1150:  “軍”下一字，校釋作“下”，恐與字形不合。]  [1151:  “令”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（二）〉（簡帛網，2015年06年23日）補釋。] 

〼下書都吏治從人者[endnoteRef:1152]，令（？）大（太）原虎賁下校尉主軍□、都吏治從[endnoteRef:1153]〼 [1152:  “人”， 原釋文、校釋作“入”，何有祖〈讀里耶秦簡札記（二）〉（簡帛網，2015年06年23日）又將第五行“邦”下“人”字改釋爲“入”，云與“從入者”之“入”同，恐與文意不合，反而應據“邦人”之“人”將“從入”之“入”改釋爲“人”，背面第一行“入”字亦同。]  [1153:  “令”、“原”、“虎”，原釋文、校釋均作“□”；“賁”，原釋文、校釋作“見”，據圖版補改。“主軍”下一字下部似“皿”形，何有祖〈讀里耶秦簡札記（二）〉（簡帛網，2015年06年23日）釋爲“歸”。] 

〼書從□各二牒[endnoteRef:1154]，故何邦人、爵死〔列〕、越□從及有以當□秦（？）[endnoteRef:1155]〼	8-0532正+8-0674正+8-0528正[endnoteRef:1156] [1154:  “從”下一字，校釋作“事”，恐與字形不合。]  [1155:  “當”下一字，原釋文、校釋作“制”，恐與字形不合。此字左從耒右從勿或㐱，疑與第二行所謂“當於秦”之“於”爲一字。]  [1156:  本簡綴合據《里耶（壹）》簡牘綴合表。] 

〼書亟言。求代盜，□書都吏治從人者所，毋當令者〼
〼□留日。騎行書留[endnoteRef:1157]。／貴手[endnoteRef:1158]。〼 [1157:  “日”，原釋文作“□”，校釋作“曰”，據圖版改釋。]  [1158:  “貴”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（二）〉（簡帛網，2015年06年23日）補釋。“手”字，唐強〈里耶秦簡牘“升、斗”及“手、半”訂訛八例〉（簡帛網，2019年4月30日）作“半”，與字形、文書格式不合。] 

〼　　／□[endnoteRef:1159]。　　〼	8-0532背+8-0674背+8-0528背 [1159:  “□”、“半”，原釋文、校釋失釋，據圖版和文例補釋。] 

	文書構造[endnoteRef:1160] [1160:  本文書は、多くの節略が認められ、何らかの編集過程を経たように思われる。簡8-0159等と比較するに、制詔には、上請部分および「制可」の文言が欠けており、御史大夫の下達文書が改行せずに制詔に続けて記されるのもやや不自然に感じられる。また、御史大夫の文書が洞庭郡を経て遷陵県に下達される状況についても一切言及が見られない。憶測を逞しくすれば、『為獄等状』や『奏讞書』の如き資料を編集するために、洞庭郡の役人が非公式な経路で太原郡から本文書を入した可能性が考えられる。] 

	讀み下し文

	添付書類
（制書）
	文書本體
	書出
	御史に制詔せらく、

	
	
	本文
	状況説明
	
	
	聞くらくは

	
	
	
	
	
	
	代人多く、從に坐して以て繫げらる。

	
	
	
	用件
	
	
	其れ御史、往きて行き、其の名、□、坐して以て繫げらるる所【……を】□せよ。【……】縣官□奏軍初□𧙯到使者至、其の秦に當たるに令して繫げしむる者は、率 (すべ)て其の坐して【……】所の【律】令を署し且つ盜械を解け。

	文書本体（御史書）
	書出
	二十五年（222）七月戊戌（13）、御史大夫の綰[endnoteRef:1161]、將軍の□に下す。 [1161:  考釈の注６ですでに『史記』秦始皇本紀を引いて丞相の綰の可能性が高いことを指摘している。→関連注釈を執筆すべし。] 


	
	用件
	
	
	假御史の謷 (ごう)に令して往きて行かしめ、【……】書を都吏の從人を治する者に下せ。太原虎賁に令して校尉の軍□を主り、都吏の從【人を】治する【者】に下せ。【……】書從□各二牒、故 (もと)何の邦の人たるや、爵列、越□從及び以て□秦（？）に當たる有るや、【……】書【を以て】亟やかに言え。代盜を求めよ。書を都吏の從人を治する者の所に□（移？）せよ。令に當たる者なきも【……。】留日を□（展？）ぶ。書の留まるを騎行せよ。

	附記
	送達記錄
	【某月某日某時、某人、以て來る。／□發 (ひら)く。

	
	作成記錄
	／貴手す。



｛〇一壬　「書出省略」類に移動すべし。｝
〼□吏曹當上尉府計者。行齎勿亡[endnoteRef:1162]。	8-0098+8-1168+8-0546[endnoteRef:1163] [1162:  本文書は、字が左右に余白を残して中央に記され、且つ下方が空白となっていることから、書出及び書止のない簡略書式の文書と推定される。簡牘の上方は残決しているが、一枚で完結していた考えられる。]  [1163:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（六則）〉、〈里耶秦簡牘綴合（四則）〉。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【？】

	
	用件
	
	
	【……】□吏曹の當に尉府が計を（或は「尉府に計を」？）上すべき者【……せよ】。

	
	書止
	行齎して亡 (うしな)うなかれ。



書告居縣，責受計	8-1034
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【……。】

	
	本文
	
	
	【……】書【を以て】居する（所の）縣に告げ、責めて計に受けしめよ。【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼重卻書〼	8-2155[endnoteRef:1164] [1164:  何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）將本簡與簡8-2128綴合，但岔口、紋路、寬度、筆跡均不合。何文云“5-22‘獄東曹書一封，丞印，詣無陽。’談及書信傳送，用動詞‘詣’，本簡綴合所得‘……書詣……’文意也較通順”，但“重卻書詣治所”文意不通。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【……。】

	
	本文
	
	
	【……】重ねて書を卻け【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼詣治所〼	8-2128[endnoteRef:1165] [1165:  何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）將本簡與簡8-2155綴合，但岔口、紋路、寬度、筆跡均不合。] 

	文書構造[endnoteRef:1166] [1166:  「詣治所」という記載は、郵書刺を思わせる節もあるが、「治所」だけでは、宛先が特定されないため、文書の断片と判断した。封緘簡牘には「酉陽獄史治所」の如き用例があるが、「治所」のみの宛先は確認できない。] 

	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【……。】

	
	本文
	
	
	【……】治所に詣り【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



　　朔﹦（朔朔）日，遷陵　　〼	8-0658正+8-0654正[endnoteRef:1167]（8-0658背+8-0654背は習書を見よ） [1167:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造[endnoteRef:1168] [1168:  本簡は、02型もしくは03型の残片で、現存の幅は約22㎜である。正面の文字は左端に寄せて記され、上方および右側に広い空白を残している。上方には月と干支、右方には、添付文書が記されていたが、人為的に削除されたと推測される。背面の文字は字の配置から習書と考えられる。
なお、「朔」の上方以外は、表面を削った痕跡が確認できないため、背面と同じく習書の可能性も考えられる。] 

	讀み下し文

	添付書類
	文書本体
	書出
	【……。】

	
	
	本文
	
	
	【……。】

	
	
	書止
	【……。】

	
	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人、以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】

	
	
	作成記録
	【某手す。】

	文書本体
	書出
	【某月某日】朔朔日、遷陵【（守丞）の某、……。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人、（某處に）行る】

	
	作成記録
	【／某手す。】



〼九月乙巳朔[endnoteRef:1169]〼	8-2174+8-2173[endnoteRef:1170] [1169:  “九”，原釋文、校釋作“□”，施謝捷《里耶秦簡釋文稿》作“八”，據趙岩「里耶秦紀日簡牘劄記」（http://www.bsm.org.cn/show_article.php?id=1749）補釋。“九月乙巳朔”應屬秦始皇三十七年後九月。殘留筆畫與“六”和“八”也有相似之處，秦始皇三十二年有六月乙巳朔和八月乙巳朔。]  [1170:  本簡綴合據校釋一。碴口、墨跡不十分密合。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【……三十七年（209）後】九月乙巳朔【某日、……。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



｛〇一甲c　集配記録未詳　「他の状況説明」に移すべし｝
〼敢（？）言〖之〗[endnoteRef:1171]：廷下〼	8-2493 [1171:  “敢”，字左上方竪向墨影與本字無關，原釋文、校釋作“□”，據圖版和文例補釋。“之”，脫文，據文例補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某官/鄕の某、】敢えて之れを言う。

	
	本文
	状況説明
	
	
	廷、【某書/令を】下して【曰く】

	
	
	
	
	
	【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



｛〇一甲c　集配記録未詳　用件「問」に移すべし｝
〼□月辛丑，令辰、佐臣□〼
〼九封，遷陵衣用□[endnoteRef:1172]〼 [1172:  “九”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

〼……〼[endnoteRef:1173]	8-0139正 [1173:  正面左側另有一行墨跡，模糊不清，無法確認字數。原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。] 

〼……〼[endnoteRef:1174] [1174:  背面右端有一殘泐墨跡，應屬右側背裁斷的一行，無法確認字數。原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。] 

〼□。問：此人衣用在[endnoteRef:1175]〼	8-0139背 [1175:  “時”，原釋文、校釋作“□”，參考陳劍指教，據圖版補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【……】□月辛丑、令の辰・佐の臣□【……】九封、遷陵衣用□

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】□。

	
	
	用件
	
	
	問うに、

	
	
	
	
	
	此の人が衣用□【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



｛〇一甲c　集配記録未詳　用件「問」に移すべし｝
〼問：此牒人除〼	8-0234
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	【某牒】

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】□。

	
	
	用件
	
	
	問うに、

	
	
	
	
	
	此の牒、人、除【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



｛〇一甲c　集配記録未詳　用件「問」に移すべし｝
〼問：其縣有	8-1919
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】□。

	
	
	用件
	
	
	問うに、

	
	
	
	
	
	其の縣、【……】有【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



｛〇一甲c　集配記録未詳　用件「問」に移すべし｝
〼問之□〼	8-1992正
〼□□〼	8-1992背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……。】

	
	
	用件
	
	
	之れを問うに、

	
	
	
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



……充□〼	8-2005右側
黥完城旦不智[endnoteRef:1176]，□與遺□〼 [1176:  “黥”，原釋文、校釋作“司”，據圖版改釋。“完”，原釋文、校釋作“空”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）改釋。] 

□覆問。毋有書（？）言（？）[endnoteRef:1177]。以（？）□[endnoteRef:1178]〼 [1177:  “有”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）補釋。“書”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。“言”，原釋文、校釋作“□□”，據圖版補釋。]  [1178:  “以”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

□上書遷陵廷[endnoteRef:1179]。／端[endnoteRef:1180]〼	8-2005正 [1179:  “遷”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。]  [1180:  “／”，原釋文、校釋失釋；“端”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（七則）〉（簡帛網，2012年5月日）補釋。] 

遣□□□□巳（已）移□□□〼
□□□□□□□□□□〼	8-2005背[endnoteRef:1181] [1181:  本簡に記されている文書の構造は必ずしも明瞭ではない。一つの試案として次のような文書構造表を掲げてみる。
] 


〼□□處□□歸戍士[endnoteRef:1182]〼 [1182:  「處」・「歸」、原釋文と校釋はいずれも「□」に作るが、墨蹟が比較的明晰で、圖版に基づいて補釋した。“士”，原釋文、校釋作“□”，據姚磊〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（一）〉（簡帛網，2015年8月19日）補釋。“士”左下方有不相關淡墨筆畫，疑爲刮削殘＊留，卽本簡原寫其它文書等字，刮削未盡而重新寫立現有的文書。] 

〼□□曹發	8-0020

〼　　佐敬以來[endnoteRef:1183]。／圂發。　　〼[endnoteRef:1184]	8-0221 [1183:  “佐”字上方有容納四字左右的空白，“佐”字上方和右方有刮削痕跡，疑收發記錄前半字詞被刮削。]  [1184:  本簡下端殘缺，原釋文、校釋未標斷簡符號，據圖版補釋。收發記錄的位置也可以印證本簡下端不完整，殘缺部分應有“某手”的經手記錄。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【……。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【某月某日某時】、佐の敬、以て來る。／圂發 (ひら)く。

	
	作成記録
	【某手す。】



卅（三十）五年十二月〼
稟人隷妾□〼
□□□□□〼	8-2219正
十二月戊〖□〗水下[endnoteRef:1185]〼	8-2219背 [1185:  原釋文、校釋認爲“戊”與“水”之間有字，其實圖版此處無墨跡，字距也似不容另有字，干支應脫第二字，據文例補釋。“下”，原釋文、校釋“□”，據圖版和文例補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	三十五年（212）十二月【……。】

	
	本文
	
	
	【……】稟人隷妾の□【……】□□□□□【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	十二月戊□、水下若干刻、【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



……〼
□當計者□□□□〼
……〼	8-1865

〼十二月乙未[endnoteRef:1186]水十一刻刻下九〼 [1186:  “未”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。未字右方有污點和墨跡，均與本字無關。墨跡是一撇，屬右方被裁斷一行字的殘筆。] 

〼□□罷及徒四人略二人／〼	8-0738正
〼刻﹦（刻刻）下□，牢臣﹦（臣臣）以來。／元〼	8-0738背

｛〇一甲a　「都鄕」に移すべし｝
卅（三十）五年正月庚寅朔癸巳，都（？）[endnoteRef:1187]〼 [1187:  “都”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

　□□□□〼	8-0259[endnoteRef:1188] [1188:  何有祖〈里耶秦簡牘綴合（八則）〉（簡帛網，2013年5月17日）將此簡與簡8-1229綴合，但碴口、墨跡、行款等均不合。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	三十五年（212）正月庚寅朔癸巳（04）、都【鄕の某、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【（某月某日朔）某日某時、某人、以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼年六月庚子朔朔日，〼
〼畜（？）[endnoteRef:1189]官當坐。時丞有、令佐圂主□〼	8-1267 [1189:  “畜”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【三十三】年（214）六月庚子朔朔日、【……。】

	
	本文
	
	
	【……】畜官、當に坐すべし。時に丞の有・令佐の圂、□【……】を主る。【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



｛〇一甲c　集配記録未詳に移動すべし！字間が異常に大きく、表面の状態がところどころ違うので、或いは一部の字が削られたのではないか？なお、里耶秦簡では、「謹」は必ずしも上行文書特有の表現ではない！｝
書到，謹以庠除復[endnoteRef:1190]	8-1308 [1190:  “復”，原釋文、校釋作“覆”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（一） 〉（簡帛網，20150617）改釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】書到らば【言え。】

	
	
	用件
	
	
	【今】

	
	
	
	
	
	謹みて【……】庠を以て【……】除復せよ。【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



｛〇一甲c　集配記録未詳に移動すべし！｝
〼謁報鐔[endnoteRef:1191] [1191:  “鐔”，原釋文、校釋作“□”，校釋疑爲“覆”，據圖版補釋。] 

〼□一移	8-2324
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……】謁うらくは、鐔【成に】報ぜよ。【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】

	歸屬未詳
	【……】□一移【……。】



〼以來。／[endnoteRef:1192]〼	8-2325 [1192:  “／”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。“／”下有黑影，不知爲簡面損傷還是墨跡。據文書格式，此處應有“某半”或“某發”等啓封記錄。另外，“來”字右下方也有黑影，似係墨跡殘筆。若然，本簡原載複合文書，“以來／”屬原生文書收文記錄，右方墨跡屬於最後一份次生文書。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、……。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【某月某日某時、某人、】以て來る。／【某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】

	
	作成記録
	【某手す。】



｛〇一甲b　基本書式②：「敢言之」＋「行/上廷」　發行機關未詳に移すべし。｝
〼月乙亥朔壬午[endnoteRef:1193]〼 [1193:  “午”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。據乙亥朔可知，本月衹有“壬午”、“壬辰”和“壬寅”，其中又衹有午字與殘留筆畫相符。] 

〼下卅（三十）一年作務□[endnoteRef:1194]〼 [1194:  “下”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋；“務”下令有殘泐筆畫，疑爲薄（簿）字草字頭，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。] 

〼書□□□書[endnoteRef:1195]〼	6-21正 [1195:  第一“書”字，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋，“書”下一字疑爲“到”；第二“書”字，原釋文、校釋作“言”，據圖版改釋，“書”上一字疑爲“疏”。另外，兩“書”字閒似有四字，比原釋文、校釋多一字。] 

〼未旦[endnoteRef:1196]，令佐恬行〼	6-21背 [1196:  “未”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某】月乙亥朔壬午[endnoteRef:1197]、【某職の某、敢えて之れを言う。】 [1197:  秦始皇三十一年以降で乙亥朔となるのは三十二年（215）七月、三十七年（210）九月、秦二世元年（209）十月のみである。恬という人名は、三十四年四月に発信された啓陵郷の文書に「恬手」という形で見えており（8-1525）、その時点では、郷佐もしくは郷史を務めていたと考えられる。同一の人物と仮定して、通常の昇進ルートから推測するに、恬が令佐に昇進したのはその後になる。したがって、本簡の残欠部分に記されていた年月は、三十七年九月か元年十月のどちらかに限定される可能性が高い。] 


	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】三十一年作務□【……】を下し【……】書【到らば（？）、言え（？）。】

	
	
	用件
	
	
	【今（？）】

	
	
	
	
	
	【……を】□（䟽？）書し、【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【某月癸（？）】未旦、令佐の恬、【某處に】行る。

	
	作成記録
	【某手す。】



｛〇一甲　「敢言之」類に移すべし！新たに「獄史」という細目を立てるべきか？｝
〼年十月乙亥朔乙酉，獄史〼
〼□其言，恐走實不見〼	6-28
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【元】年（209）十月乙亥朔乙酉（11）、獄史【の某、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	
	
	【……】□其言、恐らくは、走の實、不見【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【某月某日某時、某人、以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】

	
	作成記録
	【某手す。】



不與辤（辭）相𤻮（應），是節（？卽）[endnoteRef:1198]〼	8-0025 [1198:  “節”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、……。】

	
	本文
	
	
	【……】辭と與に相應せず。是れ卽ち【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼遷陵戍卒多爲吏﹦僕﹦（吏僕，吏僕）〼	8-0106
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、……。】

	
	本文
	
	
	【……】遷陵が戍卒、多く吏が僕と爲り、吏が僕、【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



{〇一戊「告」類a 基本書式①「告」＋「行」の「受信機關不明」に分類すべし}
〼□官田一〼
〼□┛（？）在遷陵□□[endnoteRef:1199]〼 [1199:  “┛”,原釋文、校釋未釋，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（一）〉（簡帛網，2015年06月17日）補釋。] 

〼尉府不令卒□[endnoteRef:1200]〼 [1200:  “卒”，原釋文作“□”，校釋作“色”，據圖版改釋。其下一字疑爲“長”。] 

〼□徒令田[endnoteRef:1201]。令吏〔史〕可（？）審[endnoteRef:1202] [1201:  “徒”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋；其上另有字，原釋文、校釋未釋，據圖版補釋。]  [1202:  原文“史”誤作“吏”，原釋文、校釋徑作“史”，據圖版改釋；“可”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（一） 〉（簡帛網，2015年06月17日）補釋。] 

〼□月（？）己（？）卯[endnoteRef:1203]，遷陵守 [1203:  “□月己”，原釋文、校釋作“□□□”，據圖版和文意補釋。] 

〼□旦，守府得（？）行[endnoteRef:1204]	8-0165正 [1204:  “旦”，原釋文、校釋作“□”，據圖版和文意補釋；“得”，原釋文作“時”，校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改釋。] 

〼□□〼	8-0165背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	書出
	【某月（某日朔）某日、某縣の某、敢えて遷陵（丞主）に告ぐ。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】□官田一【……】□、遷陵に在り□□【……】尉府、卒□に令して【……】せしめず、【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……】□徒令田。令史、審らかに【……】す可 (べし)し。【……。】

	
	書止
	【敢えて主に告ぐ。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人、以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】

	
	作成記録
	□□【手す】。

	文書本体
	書出
	□月己卯、遷陵守の【某、某に告ぐ／下す。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【它は律令が如くせよ。】

	附記
	集配記録
	【（某月）□】□旦、守府の得、行る。

	
	作成記録
	【某手す。】



〼．．．．．．卒□．．．．．．□陽□．．．．．．以（？）君子﹦（子子）廢戍
〼．．．．．．□時□．．．．．．□署．．．．．．除（？）欣﹦（欣[endnoteRef:1205]，欣）卅（三十）四 [1205:  “除”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

〼署遷陵，女陰巳（已）上欣卒（？）[endnoteRef:1206]．．．．．．今未 [1206:  “女陰”，原釋文作“□□”，校釋作“毋□”；“欣”、“卒”，原釋文、校釋均作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四則）〉（簡帛網，20150610）補釋。] 

〼府下．．．．．．□籍遷陵。報署．．．．．．以郵行。	8-0178正
〼  欣手。	8-0178背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、遷陵（守丞）の某、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【□□□□】卒□【□】□陽□【□□□】君子子を以て廢戍し【……□□□□】□時□【□】□署【□□□□□】□欣を除す。欣、三十四【年（213）、……】遷陵に署す。女陰、已に欣を卒【史（？）に】上し【……】、今【に至るも（？）】未だ【……】せず。

	
	
	用件
	
	
	【謁うらくは（？）、尉（？）】府【に言い（？）、□□】籍を遷陵に下させよ。

	
	
	附記
	
	
	報ずるに【□□發 (ひら)け】と署せ。郵を以て行れ。

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【某月某日某時、某人、（某處に）行る。】

	
	作成記録
	欣手す。



〼以律令從事□□□走	8-0229
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、某に告ぐ／下す。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	律令を以て從事せよ。

	附記
	集配記録
	【卽ち】走の【某に令して（某處に）行らしむ。】

	
	作成記録
	【某手す。】




	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、敢えて某に告ぐ。】

	
	本文
	
	
	【……令史、】律令を以て從事すべし。

	
	書止
	【敢えて丞】主に【告ぐ。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



｛〇一庚a　基本書式①：「卻」＋「以來」に移すべし！｝
〼  □車。●校之：充弗受	8-0242
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日、洞庭某職の某人、之れを卻く。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】□車【……。】

	
	
	用件
	
	
	●之れを校ぶるに

	
	
	
	
	
	充は弗受【……。】

	
	書止
	【它は律令の如くせよ。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人以て來る。／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】

	
	作成記録
	【某手す。】



｛〇一甲c　集配記録未詳「状況説明と用件の區別なし」に移すべし！｝

	〼首（？）多道亡[endnoteRef:1207]。 [1207:  “首”，原釋文、校釋作“□”，據圖版和文意補釋。] 

	事以
故留
	或至三四


	8-0428+8-0301[endnoteRef:1208] [1208:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造[endnoteRef:1209] [1209:  本文書の構造は簡8-0648の記述を参照して敢言之類の様式として復元した。] 

	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	
	
	【……黔】首、多く道すがら（道 (よ)りて）亡げたり。事、故を以て留まる。或は三四【……】に至り【、……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼爵二級，自爲﹦（僞爲）當□□爵，可獄治□□[endnoteRef:1210]〼	8-0868+8-0315[endnoteRef:1211] [1210:  據字距和殘留筆畫判斷，“當”和“可”字之間衹有三字，原釋文、校釋作“□□□□”；“爵”，原釋文、校釋作“□”或“□□”，何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）作“書”，據石原遼平〈里耶秦簡 8-315・8-868 の綴合・釈読覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年3月2日）改釋。]  [1211:  本簡の綴合は石原遼平〈里耶秦簡 8-315・8-868 の綴合・釈読覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年2月4日）による。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、敢えて某主に告ぐ。】

	
	本文
	
	
	【……】爵二級を【……】、自ら僞りて當に□□爵すべしと爲せば、獄治【して……】すべし。【……。】

	
	書止
	【敢えて主に告ぐ。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼七（？）月（？）取草[endnoteRef:1212]，佐[endnoteRef:1213]〼 [1212:  “七月”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。]  [1213:  “佐”，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。] 

〼各戶𧗵（率）入□〼
〼至今未上其[endnoteRef:1214]〼 [1214:  “至”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文意補釋。] 

〼論嗇夫吏〼	8-0322
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、……。】

	
	本文
	
	
	【……】七月、草を取り、佐【……】各戶、率 (すべ)て）【……を】入れ、【……】今に至るも未だ其の【……を】上さず。【……嗇夫・吏【の主する者（？）】を論じ【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



｛文書とは限らない！｝
〼□劾越死〼	8-0323

｛文書とは限らない！｝
〼縣爵里	8-0330

｛〇一甲b　基本書式②：「敢言之」＋「行/上廷」に移すべし｝
今遷陵毋（無）枲布〼	8-0354
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日、遷陵（守丞）の某人、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……。】

	
	
	用件
	
	
	今

	
	
	
	
	
	遷陵、枲布無し【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人（某處に）行。】

	
	作成記録
	【某手す。】



｛制詔の一部か？8-1804は別筆！チェックマークはどういう意味か？｝
〼黔首習俗好本事，不好末作。其習俗槎田歲更，以異中縣。✓	8-0355
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【……。】

	
	本文
	
	
	【……】黔首が習俗、本事を好み、末作を好まず。其の習俗、槎田歲ごとに更め、以て中縣と異なり。✓【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼歲更以異中縣〼	8-1804
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【……。】

	
	本文
	
	
	【……】歲ごとに更め、以て中縣と異なり。【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



｛「者」の下に長い空白がある。元の文字は削られたのだろうか？元から文字がなかったとすれば、本簡を文書と見做すことはできない。｝
都鄕黔首毋（無）不平苦者。□□〼	8-1796
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、……。】

	
	本文
	
	
	【……】都鄕の黔首、不平苦者無し。【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



｛下方の空白は簡8-1796と同じ。文書よりも何かの箇条書き？｝
〼（無）坐奸以論者[endnoteRef:1215]。□□〼	8-1391 [1215:  “毋”，僅存右下末端，原釋文、校釋失釋，據簡8-1675文例補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、……。】

	
	本文
	
	
	【……】奸に坐して以て論ぜらるる者無し。【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



｛下方の空白は簡8-1796と同じ。文書よりも何かの箇条書き？｝
貳春鄕黔首毋坐奸以論者。	9-1614+8-1675[endnoteRef:1216] [1216:  本簡綴合據《里耶（貳）》簡牘綴合表。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、……。】

	
	本文
	
	
	【……】貳春鄕が黔首、奸に坐して以て論ぜらるる者無し。【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼□報曰：毋（無）有	8-0357
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日、某職の某、……。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】□報じて曰わく、【……】有る無し。【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



{〇一戊「告」類a 基本書式①「告」＋「行」の「受信機關不明」に分類すべし}
□□月□□朔壬寅，遷陵守[endnoteRef:1217]〼 [1217:  “□□月□□朔壬寅，遷陵守”，原釋文、校釋作“……”，據圖版補釋。（陳劍贊同）] 

㝅（穀）[endnoteRef:1218]。勿留。／壬手[endnoteRef:1219]。……〼	8-0425 [1218:  “㝅（穀）”，原釋文、校釋作“□言”，參考陳劍指教，據圖版改釋。]  [1219:  “／壬手”，原釋文、校釋未釋，據圖版補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	書出
	【某年某月（某日朔）某日、某縣の某、……。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す】。

	文書本体
	書出
	□月□□朔壬寅、遷陵守【の某、某に告ぐ／下す。】

	
	本文
	
	
	【……】奏【……。】

	
	書止
	勿留むることなかれ。

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【壬手す。】



今。工律曰：度繕其〼
組者[endnoteRef:1220]，佐工爲它[endnoteRef:1221]〼	8-0463 [1220:  “組”，原釋文作“”，校釋作“□”，據圖版補釋。]  [1221:  “它”字下方簡面被剝離，幾點黑影恐非墨跡，原釋文、校釋作“□”，據圖版改釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日、某職の某、……。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】今【に至る（？）。】
工律に曰わく、
其の【……】を度繕するに、【……】組者、工を佐 (たす)け（或いは「佐・工は」？）、它【事（？）】を爲し【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼……□……〼[endnoteRef:1222] [1222:  本簡行款兩行，原釋文、校釋失釋第一行，據圖版補釋。] 

〼□[endnoteRef:1223]，遷陵丞昌〼	8-0505 [1223:  “遷”字上方另有殘泐墨跡，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	書出
	【某年某月（某日朔）某日、某職の某、……。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す】。

	文書本体
	書出
	【某月（某日朔）□】□、遷陵丞の昌、【……。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



｛様式論的には公文書とは言い難い！日付に続けて何かの理由で習字に移行したか？｝
〼年二月戊辰前且在□〼	8-0558

〼□官﹦（官，官）嗇夫〼
〼不得者數〼	8-0568
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、……。】

	
	本文
	
	
	【……】□官、官嗇夫【……】得ざりし者の數を【上せよ（？）。……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



歸未有代[endnoteRef:1224]〼	8-0604 [1224:  “歸”，原釋文、校釋作“疑”，據圖版改釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、……。】

	
	本文
	
	
	【……】歸りて未だ代うる有らず【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



案所﹦□﹦（所□，所□）〼
更實之。〼	8-0615
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、……。】

	
	本文
	
	
	【……】□する所を案ずるに、□する所は【……】更に之れを實 (み)たし【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼棓敢〼	8-0623
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の】棓、敢えて【……。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼□酉朔[endnoteRef:1225]〼 [1225:  “酉”上方另有殘泐筆畫，從殘留字形和文意判斷疑爲“丁”或“辛”，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。] 

〼□式令[endnoteRef:1226]〼	8-0655正 [1226:  本簡上端殘缺，第二行第一字保留“月”形，但未必完整，原釋文、校釋徑作“月”，參考陳劍指教，據圖版改釋。] 

〼水九[endnoteRef:1227]〼	8-0655背 [1227:  “九”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月】□酉朔【某日、某職の某、……。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】月式【を下し（？）】令して【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……】水九【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼□鬼薪奢┛、穨皆有[endnoteRef:1228]〼 [1228:  “穨”，原釋文、校釋作“頹”，據方勇〈讀《里耶秦簡（壹）》劄記（一）〉（簡帛網，2012年4月28日）改正。] 

〼□獄史賈移遷陵。今□〼	8-0683正
〼／□半[endnoteRef:1229]。  〼	8-0683背 [1229:  “半”，原釋文、校釋作“手”，據唐強〈里耶秦簡牘“升、斗”及“手、半”訂訛八例〉（簡帛網，2019年4月30日）改正。] 

｛〇一丙「移」類に移すべし！｝
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	標題
	【遝（すべき）或 (あ)り（？）。】

	
	本文
	
	
	【某年某月某日朔某日、……】□、鬼薪の奢・頹、皆な【……】有り【……。】

	文書本体
	書出
	【某月（某日朔）某日、□】□獄史の賈、遷陵に移す。【……。】

	
	本文
	
	
	今□【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日某時、某人以て來る。】／□半 (ひら)く。

	
	作成記録
	【某手す。】



｛文書類型は確定できないが、取り敢えず〇一丙「移」類の末尾に付すべし！｝
移遷陵〼	8-0368
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、……。】

	
	本文
	
	
	【……】遷陵に移す。【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、】遷陵に移す。

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



｛様式論的には、右に空白（削除？）の一行があり、また紀年が上端に詰めて書かれていないことから、公文書とは異なる。証明文書の残片か？また、背面は習書か？｝
卅（三十）五年六月丁□〼	8-0696正
又毋其人[endnoteRef:1230]，〼	8-0696背 [1230:  “毋”，原釋文作“□”，校釋作“女”；“其”、“人”，原釋文、校釋作“□”，參考陳劍指教，據圖版補釋。] 


卅（三十）五年十月壬戌[endnoteRef:1231]〼 [1231:  “戌”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

徒卒及□[endnoteRef:1232]〼	8-0734正 [1232:  “及”下一字，原釋文、校釋作“徒”，與字形不合，疑爲“隸”。] 

見禾稼五千（？）[endnoteRef:1233]〼 [1233:  “千”，原釋文、校釋均作“□”，據圖版補釋。] 

度卅（三十）五年縣官〼
食當食者〼	8-0734背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類
	本文
	見禾稼五千【……。】（？） 〼
三十五年（212）の縣官の【……】度 (はか)るに、【……】當 (まさ)に食すべき者を食し、【……】

	文書本体
	書出
	三十五年（212）十月壬戌【朔某日、某職の某、……。】

	
	本文
	
	
	【……】徒卒及び□【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



以律令從事。　　〼	8-0803+8-0866[endnoteRef:1234] [1234:  本簡綴合據何有祖〈讀里耶秦簡札記（三）〉（簡帛網，2015年7月1日）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、……。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	律令を以て從事せよ。

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



｛公文書の本文のほか、辞の断片の可能性もあり！｝
〼而私爲陽里大女子	8-0920
〼而して私 (ひそか)かに陽里大女子【の某】が爲に【……。】

數□[endnoteRef:1235]。會□〼	8-0939 [1235:  “□”，原釋文、校釋作“毋”，與文意不合，與字形亦不密合，疑爲“府”字。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、……。】

	
	本文
	
	
	【……が】數を□に【上せ。】□【……】に會せよ。【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



臨沅論言事不窮審及	8-0970
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、……。】

	
	本文
	
	
	【……】臨沅、事を論じて言うに窮審せず及び【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



發。當追者〼	8-1001
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、……。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	附記
	
	
	【某曹/主】發 (ひら)け【と署 (しる)せ】。當 (まさ)に追うべき者は【追え。……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



｛一四　複合簿籍「郵書刺（郵便逓伝の記録）」に移すべし！｝
〼年九月辛丑水下三刻，隸臣□以來。	8-1005
	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	【某書若干封。】

	
	封印
	【某印。】

	
	宛先
	【某縣/太守府（に詣る）。】

	集配記録
	【某】年九月辛丑水下三刻、隸臣の□、以て來る。



｛〇一甲c　集配記録未詳「状況説明と用件の區別なし」に移すべし！｝
書廿（二十）八年四月庚辰到，壬午起，留二日。讂求〼	8-1646+8-0944[endnoteRef:1236] [1236:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造[endnoteRef:1237] [1237:  本文書の構造は簡8-0648の記述を参照して敢言之類の様式として復元した。] 

	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	
	
	【……】書は二十八年（219）四月庚辰（11）に到り、壬午（13）に起てば、留まること二日。讂求して【留まるなり。……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



書以廿（二十）八年七月己酉到，庫卽上。□〼	8-1071
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	
	
	【……】書は二十八年（219）七月己酉（12）を以て到り、庫、卽ちに上せり。□【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



説﹦（説、説）所爲除貲者名吏里、它坐，訾遣	8-1090
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、……に謂う/告ぐ/之れを卻く。】

	
	本文
	
	
	【……】説、説の爲に貲を除きたる所の者が名吏里、它坐【を上し（？）】、訾りて【……に】遣わせよ。【……。】

	
	書止
	【它は律令が如くせよ。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



｛公文書とは限らず！｝
〼﹦審論貲〼	8-1125

〼□殹。課過程士五（伍）陽里靜以當襦絝	8-1356

〼守起書言：傅律曰[endnoteRef:1238]：〼 [1238:  “傅”，原釋文、校釋作“傳”，校釋又據裘錫圭〈《神鳥傅（賦）》初探〉“疑是‘傅’字”，據文意改釋。] 

〼□爲君子﹦（子子）有故不□〼	8-1198
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、……。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【廷の下しし某官】守の起が書に言う。
傅律に曰わく、
【……。】
【……】□、君子子爲 (た)り、故有りて□【……】せず、【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼首當出義賦者，令皆召[endnoteRef:1239]〼	8-1199 [1239:  “召”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、……。】

	
	本文
	
	
	【……黔】首の當 (まさ)に義賦を出だすべき者、令して皆な【･･････】召させよ。【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



｛文書における引用の可能性もあるが、「告曰」は本来的に爰書の構成要素。→〇二丁　その他の証明文書「爰書」の末尾に附すべし！｝
〼□就告曰：置錢〼	8-1271
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(爰書)
	爰書標題
	【某年某月某日朔某日、某職の某が爰書：】

	
	本文
	
	
	【某身分□の】就、告げて曰わく、

	
	
	
	
	
	
	置錢【……。】

	
	附記
	手続記録
	【……。】




〼留尚有不智（知）	8-1310
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、……。】

	
	本文
	
	
	【……】留まるも、尚お【……】知らざる有り【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼可（何）有（又）請尉府？　　〼	8-1311
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、……に謂う/之れを卻く。】

	
	本文
	
	
	【……】何ぞ又た尉府に請う。【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼[endnoteRef:1240]以彊辤（辭）召〼	8-1312 [1240:  本簡上端似折斷，原釋文、校釋未標注斷簡符號，據圖版補標。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、……。】

	
	本文
	
	
	【……】彊が辭を以て【･･････】を召し【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼[endnoteRef:1241]重請徙載它船。嗁卽令[endnoteRef:1242]〼	8-1350 [1241:  本簡上端折斷，原釋文、校釋未標注斷簡符號，據館藏簡補標。]  [1242:  “嗁”，原釋文作“遞”，校釋作“虒”，據館藏簡改釋。簡8-0489+8-0149有“令佐虒”，或亦與本簡“嗁”爲同一人。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、……。】

	
	本文
	
	
	【……】重ねて它船に徙して載することを請えり。嗁、卽ち令して【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼妾（？）[endnoteRef:1243]及黔首居貲贖責司〼	8-1381 [1243:  “妾”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、……。】

	
	本文
	
	
	【……隸臣】妾及び黔首の司【空】に居貲贖責する【者……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼巳（已）食復□[endnoteRef:1244]〼	8-1390 [1244:  “食”，原釋文、校釋作“會”，據圖版改釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、……。】

	
	本文
	
	
	【……】已に食して復た□【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼遝遷陵吏（巧）[endnoteRef:1245]𧧻以□〼	8-1423 [1245:  “”，卽“巧”字異構，原釋文、校釋作“巧”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改正。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、……。】

	
	本文
	
	
	【……】遝遷陵が吏の巧𧧻して以て□【……する】を遝【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



｛〇一甲a　基本書式①：「敢言之」＋「以來」　發行機關未詳に移すべし！｝
〼上（？）[endnoteRef:1246]見芻稾數，言	8-1483正 [1246:  “上”字原作“一”，本簡左側缺，所謂“一”筆畫最左端有竪向墨跡，應爲“上”字竪筆殘形。] 

〼　詘手。	8-1483背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【廷曰く/令/に曰く/廷、某書を下して曰く（？）】
見の芻稾が數を上し、【……】を言え。【……。】

	
	
	用件
	
	
	【今/之れを問うに】
【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	詘【手す。】



｛〇二丁 その他の証明文書　「不明者」に移すべきか？｝
一牘，書圂以智（知）□子居益陽者[endnoteRef:1247]	8-1494正 [1247:  “子”上一字，高一致〈讀秦簡雜記〉（《簡帛》第九辑，2014年）作“君”， 何有祖〈讀里耶秦簡札記（八）〉（簡帛網，2016年6月2日）作“邑”。] 

卅（三十）五年三月	8-1494背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(劾奏？)
	舉劾事由
	
	【……。】

	
	舉劾文言
	【……。】

	
	附記
	
	【……】一牘を【……】、圂の以て□子の益陽に居る者を知る【の状（？）】を書く。【……。】

	文書本体
	書出
	三十五年（212）三月【某日朔某日、某職の某、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	
	
	【寫して上す。謁うらくは、以て決に臨まれん。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【／某手す。】



廿（二十）七（？）年三（？）月甲戌[endnoteRef:1248]〼 [1248:  “七”，字形不全，又與九字相似，原釋文作“□”，校釋改作“七”； “三”，又像“五”，原釋文作“□”，校釋作“三”，暫時從校釋。據文意改釋；據圖版改釋。] 

□□瘢綸略□□〼	8-1502
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	二十七年（220）三月甲戌（29）、【某職の某、……。】

	
	本文
	
	
	【……】□□瘢綸略□□【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



｛単なる習書か？｝
從史門志小女子當定廷及凡[endnoteRef:1249]。	8-1575 [1249:  “門”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

從史の門、小女子の當 (まさ)に廷に定むべき（もの）及び凡を志 (しる)す。

〼□如令	8-1602

｛伐閲や身分情報等の簿籍の可能性もあれば、供述（辞）の冒頭部分という可能性もある。｝
爲肥如尉[endnoteRef:1250]〼	8-1619 [1250:  肥如，秦縣名。見《漢書》地理志，屬遼西郡，治今河北省盧龍縣。] 


𢼜(赦)□□□□〼	8-1633

〼發羽有制書	8-1648

〼買白翰羽〼
〼沅以北到〼
〼郵行〼	8-1662
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、……。】

	
	本文
	
	
	【……】白き翰羽を買い【……臨】沅以北より【……に】到り【……。】

	
	附記
	
	
	【……】郵を【以て】行れ。【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼月〼　　〼丑水下一〖刻〗[endnoteRef:1251]，隷妾強〼	8-1671 [1251:  本簡左上方殘缺，據大小判斷，殘缺部分能容三至四字，原釋文、校釋作“〼□□□”。其中有二字右方筆畫殘留，據字形和文意可以確定爲“月”和“丑”字。從字距和文意判斷，“月”與“丑”之間雖已無墨跡，但應另有字。因爲右方無殘留筆畫，衹能是“丁”字。“水下一”下脫一“刻”字，據文例補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、……。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【□】月【丁】丑、水下一刻、隷妾の強【行る。/以て來る。（／某半 (ひら)く/發 (ひら)く。）】

	
	作成記録
	【某手す。】



｛公文書のほか、自言書等の可能性も考えられる。｝
護圂﹦（圂，圂）未得卅（三十）四年益〼	8-1692

〼贖耐。今寄行書事巳（已）	8-1734
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、……。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】贖耐。

	
	
	用件
	
	
	今
寄の書を行うの事已み【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	詘【手す。】



｛公文書とは限らず｝
不實□□□〼	8-1747

〼丞（？）令洞庭[endnoteRef:1252]〼 [1252:  “丞”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋；“庭”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文意補釋。] 

〼盜不□〼	8-1822

｛公文書とは限らず｝
〼問使者	8-1850

｛公文書とは限らず｝
〼孟魋左過其〼	8-1864

〼□□□貳（？）春鄕[endnoteRef:1253]〼 [1253:  “貳”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）補釋。“貳”上一字，何文釋爲“書”，未必可信。] 

〼六□[endnoteRef:1254]　　〼	8-1870 [1254:  “六”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 


〼一上□〼	8-1875
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	
	
	【……某資料】一【を牒書して/爲りて】上す。□【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼勿留言瘳起〼	8-0248
〼徒，令與瘳恆將	8-0010
遣瘳有書，非直叚（假）之殹（也）。	8-0539
〼瘳行書遷陵，因□ 	8-1876
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……】留むることなく、瘳の起【……の狀】を言え。【……。】

	
	
	用件
	
	
	【今/之れを問うに、】
【……】徒、令して瘳と與 (とも)に恆に將い【……せしむ。……。】
【……】瘳を遣わして書有り、直 (た)だ之れを假すに非らざる也。【……。】
【……】瘳、書を遷陵に行り、【……】に因りて【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



有貲論報書，不責之，皆	8-1877

徒丁壯者四人[endnoteRef:1255]，因適□〼 	8-1878 [1255:  “徒”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 


〼夫、佐卻[endnoteRef:1256]，當坐。夫今爲臨沅司空[endnoteRef:1257]〼	8-0867+8-1722[endnoteRef:1258] [1256:  “守”，原釋文、校釋失釋，據圖版和簡8-1445文例補釋。]  [1257:  “夫”，原釋文、校釋作“□”，據伊強〈《里耶秦簡（壹）》文字釋讀（七則）〉（《簡帛》第９輯，2014年）改釋。將最後一未釋字釋爲“夫”。綴合後“夫”字已不容置疑。原釋文在“今”字前標出鈎型符號，實爲刮削殘留的不相關捺筆。]  [1258:  本簡綴合據謝坤〈里耶秦簡綴合七則〉（《出土文獻》（第十輯））。] 

【……啓陵鄕】守の夫と佐の卻は當に坐すべし。夫は今臨沅の司空と爲り【……】

下十牒及往書尉此壹〼	8-1715+8-1893[endnoteRef:1259] [1259:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（七）〉（簡帛網，2012年6月25日）。本簡は「及」の下方で割れており、割れ目の上方左側には、編綴紐によるとも捉えられる痕跡が見られる。] 


〼□司空未﹦□﹦（未□[endnoteRef:1260]，未□）下真書	8-1954 [1260:  “未”下一字，疑爲“致”字。（據陳劍指教）] 


卅（三十）三年十月壬申日入，牢人同以〼	8-1971

〼□  今□〼	8-1985

〼□定出十二人今□□〼	8-1993

〼□□年九月□□司空□□□
〼□□□□□□□□□□□
〼少内少内□□□□□□□〼	8-2007正
〼□□□□□□
〼  □手	8-2007背

〼原出遷陵□□□〼
〼□南郡□□□酉〼
〼急□□〼	8-2009正
〼□此……〼	8-2009背

〼己（？）丑（？）遷陵	8-2036正
〼從翥魋各一甲一盾。
〼  義手。	8-2036背

卅（三十）一年五月壬子朔丙〼	8-2043

〼□勿留〼	8-2044

〼□受爲報到[endnoteRef:1261]〼 [1261:  “到”字據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。] 

〼廬江不更戶一〼	8-2056

〼守丞酉□[endnoteRef:1262]〼	8-2059 [1262:  “酉”下一字，何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）釋作“（遴）”。] 


〼迺三月戊□〼	8-2085

〼□發  〼	8-2090

〼尚發　〼	8-2096

卅（三十）五年五月己丑朔〼	8-2104

〼辛亥朔乙卯□〼
〼□獲□□□〼	8-2105

〼…朔（？）…〼
□□敢〼	8-2107

〼□亭□[endnoteRef:1263]〼 [1263:  “亭”前一字，校釋疑爲“關”字，何有祖〈讀里耶秦簡札記（七）〉（簡帛網、2015年10月27日）釋作“閻”，均未必可信。] 

〼□少﹦内﹦（少内，少内）傳〼	8-2118

〼□鄕，司空傳書〼	8-2119｛筆跡與2118相近｝

〼聲（？）[endnoteRef:1264]〼 [1264:  “聲”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

〼聲牢人[endnoteRef:1265]〼 [1265:  何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）將“牢人”改釋爲“受”，恐與字形不合。] 

〼食時[endnoteRef:1266],守府陽〼	8-2122 [1266:  “食”，原釋文作“□”，校釋疑爲“死”，據圖版改釋。] 


〼遷﹦陵﹦（遷陵，遷陵）（𥨪-窮）[endnoteRef:1267]〼	8-2123 [1267:  “”，原釋文、校釋直接隸定爲“𥨪”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補正。] 


〼鄕獨至今〼	8-2124

〼佐忠[endnoteRef:1268]以來／敞[endnoteRef:1269]〼	8-2142 [1268:  “忠”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。]  [1269:  “敞”，原釋文、校釋作“□”，施謝捷《里耶秦簡釋文稿》作“列”，據圖版改釋。] 


〼當表職（識）者謹表〼
〼□  士人及典〼8-2147

〼辰朢令徒周𧗵（率）〼	8-2153
【……】辰、朢、徒の周に令して【……を】率いて【……せしむ。……】

〼凡□□畜封□給官	8-2190正
〼如意手	8-2190背

〼書，鄕官聽書[endnoteRef:1270]〼	8-2225正 [1270:  “書”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（五）〉（簡帛網，2015年7月15日）補釋。“書”下應有“從事”一詞，“書鄕官”上應有“傳”一字。] 

〼□入□〼	8-2225背[endnoteRef:1271] [1271:  疑背面係習字。] 

【……】書を【傳えよ。】鄕官は、書に聽 (したが)い【從事せよ。……】（或いは「【……】書を鄕官【傳え】、書に聽 (したが)いて【從事せよ。……】」）

〼……〼
〼□□□〼
〼刻﹦（刻刻）下九□〼	8-2258

〼南鄕□〼
□曰住□〼
〼吏卒救南〼	8-2259正
〼□□□〼	8-2259背

〼課行道中員不〼	8-2273

〼□□〼
〼月壬子水十一刻〼	8-2290

〼□行（？）到（？）[endnoteRef:1272]□〼＃〼都﹦鄕﹦（都鄕，都鄕）傳〼	8-2303 [1272:  “行到”，原釋文、校釋作“□□”，據圖版補釋。] 


〼朔丁酉，貳[endnoteRef:1273]〼 [1273:  “貳”，原釋文、校釋作“令”，據圖版改釋；“春鄕”，原釋文、校釋作“□□”，據文意和殘留筆畫補釋。] 

〼遷〼	8-2328

〼□爲校券以〼	8-2334

〼□□□□〼
〼廿（二十）年巫守（？）〼	8-2336

〼□六十日不自〼	8-2338

〼倉八人賣隸（？）〼	8-2339

〼十一月辛卯朔〼	8-2340

到監府，事急〼	8-1006

〼□今視渠良追薄（簿）	8-1123

問：遷陵所請不遣者廿（二十）人，錄〼	8-2217

〼報署戶發。／向[endnoteRef:1274]手。	8-2029正 [1274:  “向”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。] 

〼□署戶發。／□手。	8-2029背

來賦不當環〼
七月丁（？）巳[endnoteRef:1275]，令佐華〼	8-2179 [1275:  “七月丁巳”，原釋文、校釋作“□□□”，據圖版補釋。] 


〼與令佐平。	8-1745

〼□溫與養隸臣獲偕之蓬傳及告畜官遣之書季有□	8-1558正
【……】□の溫、養隸臣の獲と與 (とも)に偕 (ともな)い蓬が傳に之 (ゆ)き、及び畜官に告げて之れを遣わし書季有□【……】
〼急封此。	8-1558背
【急ぎて此に封ず。】

〼謝敢〼	8-2304

〼死櫘未到家。	8-1394

……〼
五月辛丑水下□〼	8-2434

〼薄（簿）留日〼	8-2154

〼……□□□〼
〼□□十月朔日□〼	8-2158正
〼□□治所[endnoteRef:1276]。	8-2158背 [1276:  “治所”，原釋文、校釋作“□□□”，據据唐增〈《里耶秦簡（壹）》校讀拾遺（十一則）〉（簡帛網、2017年9月20日）補釋。“治“前一字，疑爲“獄”。] 


傳畜官┛，貳春鄕傳田官，別貳春亭、唐亭。　　〼	8-1150+8-1114[endnoteRef:1277] [1277:  本簡綴合據校釋一。簡8-1114圖版上端不全，無法判斷碴口密合與否。] 

【……】畜官に傳え、貳春鄕は田官に傳え[endnoteRef:1278]、貳春亭・唐亭に（書を）別 (わか)て。【……】 [1278:  県廷に宛てた上申文書の集配記録から推測するに、田官は県廷の近く、都郷に置かれていたと推測されるが、本簡にいう田官はその離官と考えられる。より具体的に言えば、田官の上申文書は大半が当日もしくは翌日に届くが、まれに貮春郷と同じく四日間（簡8-1566）掛かる場合がある。後者は、本簡に見える離官から発信されたものであろう。] 


〼發　　〼（正）〼□□□□〼（背）	8-1530

〼六月辛巳□〼	8-2358

〼□□□□手／□〼	8-2378

〼遷陵〼
〼□〼	8-2406

〼□〼＃〼來／□□〼	8-2431正
〼乙巳水十一〼＃〼□水十一刻〼	8-2431背

〼□□□□□□〼＃〼年五月壬辰〼	8-2432正
〼　六月丁未[endnoteRef:1279]〼	8-2432背 [1279:  “未”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。] 


〼□□〼
〼五年〼	8-2437正
〼辛未旦〼	8-2437背

〼　就手。	8-2466

亟定薄（簿），令□〼
菅矣〼	8-2473

〼甲子上應式[endnoteRef:1280]，今〼	8-2480 [1280:  “應”，原釋文作“𤻮”，校釋作“𤻮（應）”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改釋。] 


〼遷﹦陵﹦（遷陵，遷陵）□〼	8-2484

〼□今子□□〼	8-2499

〼上守府	8-2502

〼月案致	8-2503正
〼買有〼	8-2503背

〼□年九月丙戌〼	8-2504

〼今果〼	8-2520

〼月□□[endnoteRef:1281]朔癸〼	8-2523正 [1281:  此處干支似有塗改痕跡。] 

〼□□〼	8-2523背

〼□式曰〼	8-2546

〼言[endnoteRef:1282]之〼 [1282:  “言”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

〼子朔辛卯遷〼
〼視與糞□[endnoteRef:1283]〼	8-0329 [1283:  “視”，左旁殘缺，右從見，原釋文、校釋作“見”，參考陳劍指教，據圖版補釋。] 


〼   如〼	8-0542

〼有𤻮（應）書者，爲奏當上薄（簿）。〼	8-0251

卒歲未具者（最）[endnoteRef:1284]〼	8-0627 [1284:  “”，卽“最”字異構，原釋文、校釋作“冣”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改正。] 


〼爲式十一牒。	8-0235

〼  皆旦日相與會□〼	8-0577

〼□發	8-0591

監府書。遷陵〼	8-1644

〼□□急書□〼
〼□五月甲□〼	8-0571

〼五（？）封薄（簿）留二封[endnoteRef:1285]〼	8-1129 [1285:  “五”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 


卌（四十）一□□□□取□□□一[endnoteRef:1286]，名曰：[endnoteRef:1287]灌。會□□一封□監□□□一□□[endnoteRef:1288] [1286:  “□□□□取□□□一”，原釋文、校釋作“□□□□□□□□”，據圖版補釋。]  [1287:  “名曰”，原釋文、校釋作“□日”，據圖版改釋。]  [1288:  “監”，原釋文、校釋作“尉”，據圖版改釋。] 

□□□……	8-1429正
百	8-1429背

卅（三十）五年十一月辛卯朔辛亥，〼	8-2032正
敢[endnoteRef:1289]〼	8-2032背 [1289:  “敢”，疑爲改削殘留。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	書出
	三十五年（212）十一月辛卯朔辛亥（21）【……。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	【……。】

	
	
	用件
	
	
	【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】

	刮削殘留
	敢



〼　　横[endnoteRef:1290]手。	8-1226 [1290:  簡8-1520+8-1434+8-1069有作成人“橫”，係庫官上行文書，本券書或應歸入庫官券書。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	横手す。



〼□寒盡死。今其後者少，未可別雄雌。至五月有往來者，□〼
〼……〼	8-1495正
〼□□。敢言之。
〼□□□□增（？）賈（價）[endnoteRef:1291]可智（知）□□□□□□□□□□〼	8-1495背 [1291:  “增賈”，原釋文、校釋作“曾□”，據圖版改釋。“增”，僅存右側，據文例疑左從土。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（上行文書）
	書出
	
	【……、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	資料根拠
	
	
	【……】□寒く、盡 (ことごと)く死せり。

	
	
	主文
	
	
	今

	
	
	
	
	
	
	その後なる者少く、未だ雄雌を別つべからず。五月に至りて往來する者有らば、□【……。】

	
	書止
	
	敢えて之れを言う。

	文書本体
	書出
	【……。】

	
	本文
	
	【……】增價、【……】を知るべし【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼戌朔庚戌[endnoteRef:1292]，臨晉河徒（？）[endnoteRef:1293]〼 [1292:  庚戌與己未相隔十日，疑以第一行“戌朔庚戌”爲“七月□戌朔庚戌”或“八月□戌朔庚戌”，通觀王政元年至秦二世三年各年七月、八月的朔日，能滿足“七/八月□戌朔庚戌”和“八月己未”兩個條件的祇有秦始皇二十五年七月。若然，“□戌朔庚戌”爲七月丙戌朔庚戌，卽七月二十五日；“八月己未”爲八月乙卯朔己未，卽八月初五。]  [1293:  “臨晉”，原釋文、校釋作“輸曹”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）改釋。] 

〼敢言之。八月己未，内□〼
〼□□□□□□〼	8-2061
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（上行文書）
	書出
	
	【二十五年（222）七月丙】戌朔庚戌（25）、臨晉河徒[endnoteRef:1294]【……、敢えて之れを言う。】 [1294:  「漕河を輸るの徒」か。] 


	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	
	敢言之。

	
	作成記録
	
	【……。】

	文書本体
	書出
	八月己未（05）、内□【……。】

	
	本文
	
	【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



卅（三十）三年十月甲辰朔庚申，啓陵〼
……倉。敢[endnoteRef:1295]。〼 [1295:  “言之”，原釋文、校釋作“□□”，據文例補釋。] 

【□】□□□朔[endnoteRef:1296]……□□□夫[endnoteRef:1297]〼	8-2441正 [1296:  “【□】□□□朔……”，原釋文、校釋作“……”，據圖版可辨認“朔”字，“朔”前還有不可辨認三字和佔一字份簡面的剝離處。姚磊〈里耶秦簡牘札記（三則）〉（《簡帛》第十二輯，2016年）也已釋出“朔”字。]  [1297:  “夫”前三字，姚磊〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（二）〉（簡帛網，2015年9月15日）、同〈里耶秦簡牘札記（三則）〉（《簡帛》第十二輯，2016年）釋作“啓陵鄕”，恐非是。] 

城旦□……〼
十月……隷妾□以來。〼	8-2441背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（上行文書）
	添付書類（？）
	
	城旦□……

	
	文書本体
	書出
	
	三十三年（214）十月甲辰朔庚申（17）、啓陵【……、敢えて之れを言う。】

	
	
	本文
	
	
	【……】倉。

	
	
	書止
	
	敢えて之れを言う。

	
	
	作成記録
	
	

	文書本体
	書出
	【□】□□□朔【……】□□□

	
	本文
	
	夫【……】城旦□【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	十月【……】隷妾の□、以て來る。【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼遷陵巳（已）以卅（三十）四	8-1172

〼巳（已）以卅（三十）四年八月甲辰	8-1372

〼之：門淺少〖内〗言[endnoteRef:1298]：〼	8-0299 [1298:  “門淺”，原釋文、校釋作“□□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（一） 〉（簡帛網，2015年06月17日）補釋。何文將“言”改釋爲“妾”，恐與字形和文意不合。] 


〼奏爲黔首
〼相書及律令[endnoteRef:1299]。	8-0629 [1299:  “相”，原釋文、校釋“□”；“相”上另有殘筆，原釋文、校釋失釋，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（二）〉（簡帛網，2015年06月23日）補釋。何文指出“相”上一字應爲“丞”字。] 


〼之：南□[endnoteRef:1300]〼	8-2253 [1300:  “南”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。“南”下一字，似字跡不全，原釋文、校釋作“從”，何有祖〈讀里耶秦簡札記（五）〉（簡帛網，2015年7月15日）作“”，均不可信。] 

【……、敢えて】之れを【言う。】南□【……。】

〼□高里大女子□所[endnoteRef:1301]，□〼	8-1982 [1301:  “所”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 


〼朔甲午，遷（？）[endnoteRef:1302]〼 [1302:  “遷”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

〼卒長主□〼	8-0743正
〼□□問之[endnoteRef:1303]：□□人□[endnoteRef:1304]〼 [1303:  “問”，原釋文、校釋作“□”，參考陳劍指教，據圖版補釋。]  [1304:  “人”，原釋文、校釋作“□”，參考陳劍指教，據圖版補釋。] 

〼……〼
〼……〼[endnoteRef:1305]	8-0743 [1305:  姚磊〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（一）〉（簡帛網，2015年8月19日）指出此簡背面除原所釋兩行外還有第三行字，並將其釋爲“下......五□□□......”。] 


〼・・・・・・。問之：□【説明】“・・・・・・”原文如此。	8-0535

〼□[endnoteRef:1306]，甲戌遷陵稟司馬丞[endnoteRef:1307]〼	J1⑩1021 [1306:  “□”，館藏簡作“月”，云據殘筆補釋，恐與字形不合。]  [1307:  司馬丞は9-1112にも見える。（一説には丞を人名とする。）] 


追L今以辟書案致其籍[endnoteRef:1308]●平昌[endnoteRef:1309]□〼	J1⑩1119正（背面係簿籍刮削殘留） [1308:  平昌縣出身の人が遷陵縣に配属されて、辟の対象とされているが、関連する籍は県廷ではなく、県官もしくは県尉にあるので、この文書は、県官から県廷に送られた上申文書の原本と推定される。背面は、作徒簿の文言が削り損ねて残留してしまったが、それも県官における再利用を推測させる。]  [1309:  平昌，秦縣名，見《漢書》地理志平原郡和琅邪郡。] 


〼上者移夬（決）遷〼	J1⑯2064背（正面は四一文書個別封緘簡牘-異所簡（鄕）を参照）
【……以】上なる者を【……】決を遷【陵】に移【す/せ】〼[endnoteRef:1310] [1310:  「遷陵」という言葉で県外との通信に関わることが判るが、上申・平行・下達の別は不明。] 


卅（三十）四年後九月壬辰〼
卯移貳春鄕黔首[endnoteRef:1311]〼 [1311:  “首”，選編作“□”，據館藏簡補釋。] 

□□七月書其一[endnoteRef:1312]〼 [1312:  “七”，選編、館藏簡作“□”，據圖版補釋；“月”，選編作“□”，據館藏簡補釋。本行第一字似右從“邑”，續文有“書”字，未釋字或疑爲“郵”。] 

〼……□□[endnoteRef:1313]	J1⑯2133 [1313:  本行上端殘缺，應標斷簡符號；下數第二字爲衣字或衣旁，其上方爲一字還是二字未詳。選編、館藏簡作“□□□”，據圖版改正。] 


　　□　　餘　　船[endnoteRef:1314]，吏皆□以䌛（徭）使采赤金[endnoteRef:1315]，	J1⑭0469[endnoteRef:1316] [1314:  “餘”前未釋字，何有祖「里耶秦簡14-469、14-638號簡補釋」（簡帛網2016.8.21發布）釋爲“其”。]  [1315:  “以”前未釋字，何有祖「里耶秦簡14-469、14-638號簡補釋」（簡帛網2016.8.21發布）釋爲“復”。]  [1316:  「船」以下の文章は、簡の三分の一の高さから簡尾と距離を置いて書かれ、その上の「□」と「餘」はそれぞれ空白を置いて書かれていることから、本簡が簿籍の末尾の附記に関わる可能性も考えられるが、文書の本文簡であるとすれば、本簡の多くの空白は再加工の痕跡と捉えるべきであろう。つまり、本来は続けて書かれた文章の墨跡が削られたと推定される。] 

【……】餘船【……】、吏皆な□徭使[endnoteRef:1317]を以て赤金[endnoteRef:1318]を采り，【……】 [1317:  徭使…吏の徭使については、里耶秦簡9-633に、
遷陵吏志 官嗇夫十人 今見五人 長吏三人
吏員百三人 其二人缺 官佐五十三人 其二人缺
令史廿八人 三人䌛使 其七人缺 今見一人
□□人䌛使 今見五人 廿二人䌛使 凡見吏五十一人
□□十八人 校長二人 今見廿四人
其四人缺 牢監一人
また8-197には「居吏柀䌛使」、張家山漢簡「奏讞書」案例21にも、「今廷史申䌛使而後來、非廷尉當、議曰、當非是。」（簡189）と見える。｛籾山┘ジュメ｝]  [1318:  采赤金…銅鑛の採掘。他に「采錫」の例として例えば『選編』120頁（PDF128頁）に
〼金倉徒悉采錫徒盡毋遣也 〼（12-3）
「采金」と呼ばれる官も存在したことは、例えば「西采金印」の封泥などからうかがえる（周曉陸・路東之編著『秦封泥集』246頁）。また睡虎地秦簡には「右采鐵・左采鐵」の官も見える（秦律雜抄23）。｛籾山┘ジュメより｝] 


〼令酉陽論[endnoteRef:1319]	J1⑭0621 [1319:  “令”、“論”，選編作“□”，據館藏簡補釋。簡上端殘端，選編、館藏簡均未標斷簡符號，據圖版補標。] 


馬，以傳食人疾及留不行日移𡩡﹦（索[endnoteRef:1320]，索）＝集報參川都水。簿留日	J1⑭0638 [1320:  “人”，選編、館藏簡作“入”，據何有祖「里耶秦簡14-469、14-638號簡補釋」改釋；“𡩡﹦”，選編作“□□”，據館藏簡補釋。] 


【……】馬【……】、人の疾み及び留まりて行かざるに傳食するの日を以て索に移し[endnoteRef:1321]、索は集めて參川の都水に[endnoteRef:1322]報ぜよ。簿の留日は【……】。 [1321:  関連する法規は嶽麓秦簡（伍）律令簡牘に見える。
324/1177+C10-3-10：贖耐；過三月耐為隸臣└，其病及遇水雨不行者，自言到居所縣，縣令獄史診病者令、丞前，病有瘳自言
325/1155：瘳所縣，縣移其診牒及病有瘳、雨留日數，告其縣官，縣官以從事。診之，不病，故 ]  [1322:  都水…水利工事をつかさどる官。『漢書』百官公卿表上の如淳注に「律、都水治渠隄水門」と見える。秦郡に都水が置かれていたことは、例えば「琅邪都水」の封泥などからうかがえる（周曉陸・路東之編著『秦封泥集』265頁）。 ｛籾山┘ジュメより｝] 


〼口未備千一百五十四石四斗〼	9-0063
【……未だ備わらざること千一百五十四石四斗……】

〼[endnoteRef:1323]發□□〼 [1323:  本簡上端殘斷，原釋文未標斷簡符號，據圖版補標。] 

〼□□〼
〼□□〼	9-0065

〼以爲驁夫□〼[endnoteRef:1324]	9-0150 [1324:  “夫”，原釋文作“夫﹦”，校釋作“夫┘”，據圖版改釋。“驁夫”或爲人名，或讀爲“驁（傲）於夫”，未詳。] 


〼所求物而定不上十一月薄[endnoteRef:1325]	9-0152 [1325:  類似用例は、次の簡に見える。
明智所求物而定〼
急唯勿留署□〼	9-1782] 


〼守丞巸養令史□[endnoteRef:1326]〼	9-0155 [1326:  末尾未釋字，疑爲“武”字。一說，疑爲“書”字。] 


〼□徒下者皆有〼
〼而云毋有。┘少吏相〼	9-0158
【……】□徒下者、皆な【……】有り【……】而して（るに？）、有る毋しと云う。少吏、相い【……】

〼□﹦爲解，射且□[endnoteRef:1327]〼	9-0072[endnoteRef:1328] [1327:  下方未釋字殘缺，據殘留筆畫可知其爲“致”或“到”字。人名“射”見於簡9-2607。]  [1328:  公文書のほか、書信の可能性もある。] 


〼□郡中[endnoteRef:1329]，弗得。 [1329:  “郡”，原釋文作“部”，據圖版改釋。] 

〼　處手。	9-0079

不讎者九牒，下□□，上論當坐者〼	9-0121
讎せざる者九牒【を……】、□□下し、論じて當に坐すべき者【の……を】上せ。【……】[endnoteRef:1330] [1330:  「上」字の釈読は必ずしも正確ではない。左右に「上」と合わない筆画が見えるほか、「上」本来の筆画と思われる墨跡も今一つ明晰ではない。そのため、「論」前後の読み方も確定できない。以下の幾つかの区切り方が考えられる。
「讎せざる者九牒【を……】、□□下し、論じて當に坐すべき者【の……を】上せ。【……】」
「讎せざる者九牒【を……】、下□□上（？）、當に坐すべき者を論ぜよ【の……を】せ。【……】
「讎せざる者九牒【を……】、□□下し、論を上せ。當に坐すべき者は【……せよ】」] 


□□筋嬰皆坐□盡□□良、筋、嬰等[endnoteRef:1331]	9-0201 [1331:  “盡”，原釋文、校釋均作“□”據圖版補釋。其下兩字疑爲“不”、“平”。“等”或另有一字，其下似被刮削。] 


及有數遣子捕爰，出入三月[endnoteRef:1332]，來至[endnoteRef:1333]	9-0205 [1332:  出入については、考釈は「近似之意」とし、大凡の時間的な範囲を指す副詞と解釈するようである。それは、出入りをする意もしくは往来する意からの転義であると考えられるが、本簡ではまだ必ずしも完全に副詞にはなっておらずむしろ『奏讞書』簡076に
獄告出入廿日弗窮訊
獄告げられて出入すること二十日なるも、（これを）窮訊せず
とあるのと同様に、時間が経過する意味を表わす動詞ではないかと推測される。なお、完全に副詞に捉えられる用例は居延漢簡に次のように見える。
☆受遣；十月癸酉到官，令史憲出入五十餘日不到，毋狀，憲已受遣。	1970年代居延漢簡	E.P.T51:248	A8
☆遣（譴？）を受けたり；十月癸酉に（文書発信者が）官に到り、令史の憲は、出入五十餘日も（官に）到らず、狀なし。憲、已に遣（譴？）を受けたり。]  [1333:  “來”，原釋文作“矢”，校釋作“□”，並注云“或是‘矣’”，據圖版改釋。] 


〼弩臨沅﹦（臨沅，臨沅）并	9-0136

□䙴不居䙴□者[endnoteRef:1334]	9-0137 [1334:  簡首未釋字右下方從寸，疑爲“將”字；“者”前未釋字右下方似從斤，疑爲“所”字。釋文或應改爲“將䙴，不居䙴所者……”。䙴，卽遷刑。] 


〼□以下者廿（二十）三萬〼	8-0127+8-0423[endnoteRef:1335] [1335:  本簡綴合據謝坤〈里耶秦簡綴合七則〉（《出土文獻》（第十輯））。] 


〼尉敬養興爲庸（傭），約日三斗米，乙酉初作□〼	8-2212+8-2206[endnoteRef:1336] [1336:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（三）〉（簡帛網，2012年5月17日）。簡號據圖版，釋文、《校釋》、何有祖作2205。] 

【……】尉の敬が養の興、傭と爲り、日ごとに三斗の米を約し、乙酉に初めて作□【……】[endnoteRef:1337] [1337:  本簡は供述（〇二丁證明文書類・辭）の断片の可能性もある。] 


明智所求物而定〼
急唯勿留署□……[endnoteRef:1338]〼	9-1782+8-2549正[endnoteRef:1339] [1338:  唐文疑“署”下應釋爲“金布發…”。]  [1339:  本簡綴合據唐強「《里耶秦簡》綴合及補說一則」（http://www.bsm.org.cn/show_article.php?id=3270）。] 

……〼	8-2549背

〼□今敬受令[endnoteRef:1340]〼	9-0099 [1340:  “今”，原釋文、校釋作“令”，據圖版改釋。] 

【……】□今、敬、令を受け[endnoteRef:1341]【……】 [1341:  受令、命令を受けること。徭役・兵役に関わる召喚を受ける場合、官吏に任命される場合、司法手続において判決を受け入れる場合という三つの状況が知られる。徭役に関わると思われる事例としては、簡9-1623～9-1186から構成されている受令名籍があげられる。筆跡が近く一人の書き手によって清書されたと思われる。本簡はそれと明らかに筆跡が異なり、内容的に無関係と思われる。「敬」は「敬いて」という副詞的用法が一般の往来文書に見られないことから恐らく人名と考えられる。その場合には、恐らく敬が司法の判断を受け入れるという意味で「受令」が用いられている可能性が高く、或いは「辞」もしくは「鞫」という証明文書の断片の可能性もある。（注としては、文書簡牘及び書籍簡牘における出現状況をもう少し調べるべし）] 


〼卅三……〼　　〼丁亥，遷〼
〼三年□□所□用者[endnoteRef:1342]五牒〼 [1342:  “所”上一字疑爲“致”，“所”下一字疑爲“當”。] 

〼月□□□趣追[endnoteRef:1343]。它如〼	9-0711正+9-0224正[endnoteRef:1344] [1343:  第二個未釋字疑爲“其”或“莫”；“趣”，原釋文、校釋作“敢”，據殘留筆畫和文意改釋。“趣”字相似字形見簡9-0436。]  [1344:  本簡の綴合は、校釈二による。] 

〼正月□……行〼	9-0711背+9-0224背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【……】三十三年……【……】丁亥、遷【陵某職の某、……に謂う／告げる。】

	
	本文
	
	
	【……】三十三年□□所□用者五牒【……】月□□□趣 (すみ)やかに追せよ。

	
	書止
	它は【律令の】如くせよ。

	附記
	送達記錄
	【……】正月□……、行る。【某人半／發く。】

	
	作成記錄
	【某手す。】



以律令從事。／戎□[endnoteRef:1345]〼	9-0230 [1345:  未釋字，校釋疑爲“發”，與字形，文書格式不合。據殘留筆畫、文書格式和人名推測，此字疑爲令史戎夫（簡8-1551、8-0138背+8-0522背+8-0174背+8-0523背）之“夫”，其下殘缺一“手”字。所殘留筆畫爲“夫”字中間左右一撇、一捺，其上有斜向污漬，從左上往右下，覆蓋相當大一塊簡面。另外，未釋字下方仍有一字大小左右的空白，但簡面被剝離。] 


〼　□發。勿留旦[endnoteRef:1346]。……	9-0237 [1346:  “留”，原釋文作“□”，校釋作“皆”，據圖版改釋。“旦”，或疑下方橫筆係刮削殘留，此字實爲“日”（“日夜上”？）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【……。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	附記
	
	
	【……】□發け【と署せ】。旦に留むるなかれ。

	
	書止
	【它は律令の如くせよ。】

	附記
	送達記錄
	【……。】

	
	作成記錄
	【某手す。】



中沅陵□□[endnoteRef:1347]黔首□功□[endnoteRef:1348]	9-0212 [1347:  “沅陵”下一字，原釋文作“{糸+□}”，疑爲“緩”字，“黔首”上一字，疑爲“徒”字。]  [1348:  “功”下一字，疑係“輒”字，但車旁左下有不相合墨跡，或係刮削殘留。] 


司空薄（簿）曰：城旦聚等二人	9-0044
司空が簿に曰わく、城旦の聚[endnoteRef:1349]等二人【……】[endnoteRef:1350] [1349:  聚、刑徒の人名。始皇帝32年10月27日の司空の徒作簿（簡9-2289）では「伐材」、「受司空城旦九人」とある32年5月25日の庫の作徒簿では「爲輿」の作業にあたっている。（青木レジュメ20200630）]  [1350:  「司空簿」とは、簡9-2289 のような司空に所屬する徒隸の作簿と思われる。その記載内容に齟齬があり、それを遷陵縣廷が指摘しているのが本簡の内容であろう。本來の作簿であれば 「～等二人」という書き方はせず、一人一人の名が記されるが、ここでは縣廷の側で省略して引用したものと考えられる。然らば本簡は、下行文書の一部ということになる。本簡には大きな缺損はなく、字配りにも餘裕がある。あるいは册書の一部とも思われる。簡の端には紐をかけた痕跡のような橫筋が見える。ちなみに、簡9-1438+9-2199では、作徒簿の誤りを見つけられなかったことに關する論罪が行われており、関係者の是と襄が始皇帝33年9月3日の簡8-1660+8-1827などにおいて倉嗇夫と倉佐として現れるので、倉の作徒簿に誤記したため、責任を追及されたものと考えられる。（青木レジュメ20200630）
なお、上下に比較的大きな空白が取られている点では、通常の文書簡牘の様式論的特徴とはやや異質に感じられる。それについては、二つの解釈が考えられる。一つには、記載の齟齬を指摘する下行文書に証拠資料として相異なる記載を転写した牒が二つ以上附せられ、本簡がその中の一つである。もう一つには、本簡は、記載の齟齬を指摘する下行文書を作成する前段階として、相異なる記載をメモ書きした二つ以上の簡牘の一つである。「司空簿」までと、「曰」以下とでは、字蹟と字配りが異なり、下方がややラフな書き方となっている点は後者の可能性を裏付けるように思われる。
また、「二人」以下には、黒い汚れがあり、一文字分の簡面を覆うが、その下には微かに人偏等を思わせる墨蹟が見える。或いは「二人伐材」を書こうとして、「伐」まで書いたところ「伐」を塗りつぶして「二人」に改めた可能性がある。ちなみに、下行文書の一部であるとすれば、本簡は県廷に残された控えと推定される。] 


〼□爲□□□□[endnoteRef:1351]〼	9-0197 [1351:  下方三個未釋字，原釋文、校釋作“各以”，與字形、字數不合。“爲”下兩字疑爲“隸妾”，“爲”上方一字殘留筆畫亦與“耐”不相矛盾。] 


〼□□□令史連□[endnoteRef:1352]〼	9-0198 [1352:  據殘留筆畫推測，“令”上一字疑爲“聞”。] 


卒食丙午盡[endnoteRef:1353]……〼[endnoteRef:1354]	9-0166 [1353:  “盡”，原釋文、校釋作“□”，據圖版改釋。]  [1354:  原釋文と考釋では、「盡」字の下に文字がないとされるが、「盡」字の下には所々削り殘しが見え、文書の文面を削除する途中で本簡が廢棄されたと考えられる。] 

卒が食、丙午より【某日に】盡き、【……。】

〼□□司（？）空（？）□居貲士五（伍）□[endnoteRef:1355]	9-0431 [1355:  “□司（？）空（？）□”，原釋文、校釋作“倉□□空”，據圖版改釋；“士伍”，原釋文、校釋作“□□”，據圖版補釋。] 


〼□敢□□□江陵獄□□□□[endnoteRef:1356] [1356:  第二字爲“敢”，原釋文、校釋作“□□敢”，據圖版改釋。第四個字疑爲“之”，第五個字“前”。若然，第二個字應爲“言”。如果第五個字係“前”的話，“前”與所謂“江”之閒或原有“日”字。所謂“獄”或疑爲“丞”。] 

〼□半[endnoteRef:1357]。…… [1357:  「半（ひらく）」字から、本簡の圖版は背面と推測される。正面に記されている先行の文書を受けて、背面の右上から、上申文書若しくは平行文書の書出が記され、「敢」字がその發信形式の「敢言之」もしくは「敢告 」の一部と考えられる。その下には短い本文と書止の文言に續けて集配記錄と開封記錄とが記されている。「半」字は開封記錄の末尾に當たる。] 

〼乙巳[endnoteRef:1358]	9-0058 [1358:  “乙巳”，原釋文、校釋作“□乙”，據圖版改釋。其下另有殘泐墨跡，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。] 


〼　　叔（菽）荅葉有〼
〼　　實焦乾[endnoteRef:1359]〼 [1359:  “乾”，原釋文、校釋作“□”，據石原遼平〈里耶秦簡第5層釈読・綴合覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年4月6日）補釋。
焦乾、極端に乾燥して植物が枯れる意か。前漢の焦贛の著作とも後漢以降の作ともされる『易林』泰之困には、
振急絕理，常陽不雨。物病焦乾，華實無有。
という用例が見える。
時代は大幅に下り、作物も異なるが、『朱子語類』には芋に関する俗説が紹介されている。本簡の内容はこれと用いられる語がよく似ている。  
或云： 「嘗見野老說，芋葉尾每早亦含水珠，須日出照乾則無害。若太陽未照，為物所挨落，則芋實焦枯無味，或生蟲。此亦菖蒲潮水之類爾。」（『朱子語類』易、井に引く李道伝集成本） 
  これによれば芋の葉についた水滴が太陽光で乾けば無害だが、太陽が出る前に水滴が落とされると芋の実が枯れるか味が無くなるか、あるいは虫が発生する。サトイモはロータス効果で水滴が溜まりやすいが、豆はそうでもないので、本簡は豆の葉に関する別の問題だと思われるが、葉の問題が実に影響するという知見という点では共通する部分がある。] 

[bookmark: _Hlk66711025]〼將（？）畏害所┘[endnoteRef:1360]。今[endnoteRef:1361]〼 [1360:  “將”、“┘”，原釋文、校釋作“□”，據石原遼平〈里耶秦簡第5層釈読・綴合覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年4月6日）補釋。]  [1361:  “今”，原釋文、校釋作“□”，據石原遼平〈里耶秦簡第5層釈読・綴合覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年4月6日）補釋。] 

〼男女小大[endnoteRef:1362]〼	5-19 [1362:  “男女小大”，原釋文、校釋作“□□□□”，據石原遼平〈里耶秦簡第5層釈読・綴合覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年4月6日）補釋。] 

	[bookmark: _Hlk66712389]文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【……。】

	
	本文
	状況説明
	
	
	[bookmark: _Hlk66712371]【……】菽荅が葉に【……】有り/有らば【……】實、焦乾し、將 (まさ)に【……】する所を害することを畏る。

	
	
	用件
	
	
	今【謁うらくは（？）……】男女小大【無く……】せしめよ。【……】[endnoteRef:1363] [1363:  本簡は残欠が多く、内容は必ずしも正確に読み取れないが、農業技術と関連するように思われる。推測で補えば、豆の葉に何らかの問題があることが原因で（一行目）、豆の実が枯れてしまう（二行目）という情報があり、被害が出るのを恐れて（三行目）、性別年齢を問わず何らかの作業を黔首にさせる（四行目）といった内容ではないかと考えられる。] 


	
	書止
	【……。】

	附記
	送達記錄
	【……。】

	
	作成記錄
	【某手す。】




〼丙申朔□□，遷陵丞〼
〼□粟﹦（粟米）三百五十□□[endnoteRef:1364]〼 [1364:  「三」の釈読は字形が合わない可能性が高いが、正確に釈読できない。] 

〼貳春□□□□□[endnoteRef:1365]〼	9-0247 [1365:  “貳春”，原釋文、校釋作“□□□”，據圖版補釋。“貳春”下兩字或疑爲“取粟”。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【二十九年正月／三十四年二月[endnoteRef:1366]】丙申朔□□、遷陵丞【の某……。】 [1366:  遷陵が置かれた期間中で丙申朔なのは廿九年正月か卅四年二月 (二年五月もあるが可能性は低い)。廿九年正月ならば遷陵丞は昌である。卅四年は守丞の例しかない(卅四年二月に最も近い丞の例は三十五年八月の遷陵丞遷)。廿九年正月のほうが可能性が高い。（石原レジュメより）] 

〼貳春、……を取る。…

	
	本文
	
	
	【……】粟米三百五十□□【……】貳春、□□□□□【……。】

	
	書止
	【……】

	附記
	送達記錄
	【……。】

	
	作成記錄
	【某手す。】



〼失期以論﹦（論。論）夬（決）別言。〼[endnoteRef:1367]	9-0341 [1367:  本簡下端殘缺，原釋、校釋失標斷簡符號，據圖版補標。據“別”字旁邊殘泐墨跡推測，本簡右側亦殘缺。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【……。】

	
	本文
	
	
	【……】期を失【する[endnoteRef:1368]に坐して？】以て論ぜよ。論決したらば別ちて[endnoteRef:1369]言え。【……。】 [1368:  失期、所定の期日に遅れること。『秦律十八種』には、
御中發徴、乏弗行、貲二甲。失期三日到五日、誶、六日到旬、貲一盾、過旬、貲一甲。
御中より發徵するに，乏する（もの）・行かざる（もの）は，二甲を貲(はか)る。期を失すること三日より五日に到るは，誶(せ)め、六日より旬に到るは，一盾を貲り。旬を過ぐれば，一甲を貲る。
という。]  [1369:  別、わかつ、区別して扱うこと、ここでは、二人以上の被告人もしくは二つ以上の犯罪行為についてそれぞれ論決を報告することを指すと推測される。目下刑罰の執行と区別できる観念論的作業としての「論」が確認されないため、論と決とを区別して報告するという意味では捉えることができない（論については簡8-1516の注…を参照。）] 


	
	書止
	【……】

	附記
	送達記錄
	【……。】

	
	作成記錄
	【某手す。】



〼□□數，傳輸遷陵。卅（三十）二年十一月丙申〼
〼巳（已）卻論　〼	9-0382
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【……。】

	
	本文
	
	
	【……】□□數 (しばしば)[endnoteRef:1370]遷陵に傳輸[endnoteRef:1371]せり。（或いは「【……】□□數を【……】遷陵に傳輸【……】。」）三十二年十一月丙申[endnoteRef:1372]…巳に卻けて論じたり。【……】 [1370:  數：里耶秦簡での用例は、数量を示す場合が多いが、副詞の用例もある。ここでは、数量を添えて伝輸するほか、以前しばしば伝輸を行ったという意味に捉えることができる。人名はいまのところみえな い。ただし『校釈二』は 9-1322 について、「沾」を人名とする。 〼□乘白粲沾傳輸遷陵行死不到〼（9-1322） 本簡の「數」も人名の可能性がある。（目黒レジメ）]  [1371:  傳輸遷陵：遷陵県に物資ないし人員を移送する。   （人員移送の例） ●泰山守言、新黔首不更昌等夫妻盜、耐爲鬼薪白粲、子當爲收、柀（彼）有嬰兒未可事、不能 自食、別傳輸之、恐行死。議、令寄長其父母及親所、勿庸別輸。丞相議、年未盈八歳者令寄長 其父母・親所、盈八歳輒輸之如令。琅邪（琊）郡比。 ●十三〼（岳麓〔伍〕第一組 73～75） （物資移送の例） □□盜、爲[言作]（詐）僞、辠完爲城旦以上、已諭〈論〉輒盜戒（械）、令粼（遴）徒・毋害吏 謹將傳輸巴縣鹽、唯勿失、其耐城旦、已論輸巴縣鹽、有能捕黥城旦辠一人、購金二兩、令臣史 相伍、伍人犯令、智(知)而弗告、與同辠、弗智(知)、貲一甲、能捕其伍人、除其辠、有(又)贖 之如令、臣史犯令、史與從事者、令史以上及其丞・嗇夫・守丞・長史・正・監（岳麓〔伍〕第 三組 309～311）（目黒レジュメ）副詞の用例は9-0169/9-0245/9-0361/9-0238+9-0211の文書に見える。]  [1372:  卅二年十一月丙申：始皇三十二年十一月（己卯朔）十八日。（目黒レジュメ）] 


	
	書止
	【……】

	附記
	送達記錄
	【……。】

	
	作成記錄
	【某手す。】



〼能□[endnoteRef:1373]空□□已言毋[endnoteRef:1374]	9-0384 [1373:  “能”下一未釋字疑爲“事”。]  [1374:  言毋：「言毋」の語がみえる文書として 8-2010+8-0064 がある。   卻之：廷令尉、少内各上𤻮（應）書廷﹦（廷，廷）校。今少内□〼 日備轉除以受錢，而尉言毋當令者。節（卽）〼（正） 當坐者，以書言。署金布發。  〼（背）（目黒レジュメ）
「毋」のその他の用例。「なし」の用例：
8-0652正+8-0067正「毋有亦言」
「なかれ」の用例：
8-1552「唯毋遺」
8-1564「毋謄卻」。
なお、「言」の前に「已」があるとすれば、むしろ「已に言いしも【報】なし」と読むべきか。その場合には「言」は下級機関が上級機関に申し上げる文言のため、本簡は、上申文書の可能性が高いと考えられる。すでに数回申し上げたが返事がなかったという語気が感じられる。] 


〼解，定當坐者名吏（事）里□[endnoteRef:1375]	9-0386 [1375:  “里”下另有墨跡，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【……。】

	
	本文
	
	
	【……】解【なくんば（？）[endnoteRef:1376]】、當に坐すべき者の名事里を定めよ。【……。】 [1376:  仮定法として読んだのは、簡8-0198+8-0213+8-2013の「下、定當坐者名吏里・它坐・訾能入貲不能、遣詣廷（下したらば、當(まさ)に坐す べき者の名事里 ・它坐を定め、よく貲 を入るるや能わざるやを訾り 、遣わして廷に詣(いた)らしめよ）」という表現を参照して補った。「當坐者」という表現は、制裁を受けるべき人が特定されていないことを示唆する。] 


	
	書止
	【……】

	附記
	送達記錄
	【……。】

	
	作成記錄
	【某手す。】



〼羅𤵸（癃）齮當追[endnoteRef:1377]〼 [1377:  “追”，原釋文、校釋作“追”，或疑實爲“復”。] 

〼……〼[endnoteRef:1378]	9-0358 [1378:  本簡左側殘缺，第二行仍有部分墨跡，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。] 

【……】羅癃[endnoteRef:1379]の齮[endnoteRef:1380]、當に追（復？）すべし。【……】……【……】 [1379:  罷𤵸、廃疾。単に𤵸とだけ書くこともある。𤵸は癃。『説文解字』７篇下「癃　罷病也」段注「病當作癃。罷者廃置之意。凡廃置不能事事曰罷癃。平原君傳、躄者自言、不幸有罷癃之病。然則凡廢疾皆得謂之罷癃也。」（『校釈』も引く）
廃疾の具体的な内容は、『二年律令』では６尺２寸（約140㎝）以下の者、金痍・有□病。罷癃は全て労役免除になったのではなく（答問133）、可事と不可事がある（『周礼』注疏）。
『二年律令』（徭律408・409）では可事の場合、睆老と同様の待遇になる。
『周礼』大司徒「以保息六養萬民、一曰慈幼…五曰寬疾…。」鄭玄注「寬疾若今癃、不可事、不筭卒、可事者半之也」賈公彦疏「云可事者半之也者、謂不爲重役、輕處使之、取其半功而巳。似今殘疾者也、是其寬饒疾病之法。」
當傅、高不盈六尺二寸以下、及天烏者、以爲罷〓(癃)。	　　(『二年律令』傅律363)
　金痍、有□病、皆以為罷𤵸(癃)、可事如睆老。其非從軍戰痍也、作縣官四更、不可事、勿
事。	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『二年律令』408・409徭律）
罷𤵸（癃）守官府、亡而得、得比公𤵸（癃）不得。得比焉。	　　（答問133）	

罷癃は肩書きのように使われる。「安成罷𤵸臧受令」9-2263（臧が名だと姓がない？）　の罷𤵸の部分は普通は爵がくる。「安成不更屈楊受令　□□」（9-1668）。
（角谷レジュメより）
荊州松柏漢簡35Bには、
南郡罷癃簿　臨沮罷癃百九十九人其百卅四人可事#巫罷癃百一十六人其七十四人可事　　顯陵罷癃卌五人其卌人可事#秭歸罷癃百六十人其百卅三人可事　　江陵罷癃三百六十三人其三百一十六人可事#夷道罷癃卌八人其卌人可事　　襄平侯中廬罷癃二百一十八人其百六十九人可事#醴陵罷癃廿六人其十五人可事　　〓[己＋阝]侯國罷癃二百七十五人二百廿三人可事#孱陵罷癃七十六人其六十二人可事　　便侯國罷癃三百七人其二百六十四人可事#州陵罷癃六十一人其卌八人可是事　　軑侯國罷癃七十人其五十九人可事#沙羡罷癃五十一人其卌人可事　　●凡罷癃二千七百八人其二千二百廿八人可事#安陸罷癃廿八人其廿四人可事　　四百八十人不可事#宜成罷癃六百卌三人其五百七十人可事
という罷癃簿が見られる。罷癃の中で、「可事」、つまり労役に充てられる人員の比率の高さが注目に値しよう。]  [1380:  齮、人名、或いは簡8-0706正+8-0704正に、令史として、簡8-1563背に尉佐もしくは尉史として見える遷陵県の属吏と同一の人物。県の官吏にも罷癃となる場合が生じ得る実例としては、名籍と思われる簡9-1541の「〼遷陵丞罷𤵸□」が挙げられる。] 


□未[endnoteRef:1381]巳（已）。司空探以爲……[endnoteRef:1382]	9-0362 [1381:  残留筆画と文意からすれば、本簡上端の未釈読字とされる墨蹟は実は二つの文字を構成し、二つ目は「辛」と推測される。読み下し文はその推定の下で作成した。一つ目の未釈読字は或いは「之」と釈読できるかもしれないが、筆画を正確に復元することは困難である。なお、簡8-1351には、「事未巳（已）」という用例が見えており、また残留筆画全体の長さが本簡の通常の字と字間からして、一文字の可能性も完全に否定できないことから、「未巳（已）」で、「、未だ已まず」と読むべき可能性も考えられる。]  [1382:  “爲”字下方有隱約墨跡，末尾一字或疑爲“五”，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。另外，“空”等字左側有黑影多處，或疑係被裁斷簡面上所書寫的第二行字跡的部分筆畫，但圖版不足以確知其爲墨跡還是污漬、劃痕等。] 

【……】□（辛？）未に巳りたり。司空、探して[endnoteRef:1383]以て【……】爲し【……】 [1383:  探については、簡8-0985や9-0885等の検品受入証書を参照。] 


□談[endnoteRef:1384]室□□□券[endnoteRef:1385]□□□[endnoteRef:1386]而令吏[endnoteRef:1387]	9-0366 [1384:  “□”，似下方從“大”或“女”，原釋文、校釋分作“□入”兩字；“談”，原釋文、校釋作“計”，據圖版改釋。“談室”見簡8-2021。]  [1385:  “券”，原釋文、校釋作“計”，據圖版補釋。“券”前一字，校釋疑爲“令”字，或實爲“責”字。]  [1386:  “而”前兩個未釋字，原釋文、校釋作“廿具”，恐與字形不合。所謂“具”字，疑爲“耎”字，本簡上數第一字和第五字或亦然。]  [1387:  “令吏”，原釋文、校釋作“□□”，據圖版補釋。] 


而取□□□□□在□□今未□及[endnoteRef:1388]	9-0367 [1388:  “未”下一字，疑爲“有”，其下字形雖與“及”一致，但下方似有殘缺疑實爲“急”。除下方四字外，本簡所有墨跡模糊不清，“取”、“在”等字無法辨認，疑原釋所據爲另一種更清晰的圖版。] 


取其書之府□〼	9-0396
其の書を取りて府[endnoteRef:1389]に之 (ゆ)き□【……】 [1389: 睡虎地秦簡の法律文献では少内についても「府中」という表現が用いられるが、里耶秦簡の文脈では、郡の太守府を指すと思われる。なお、「府」単字の用例が比較的珍しく、目下は簡8-2468・9-3239・9-2599のような断片的資料以外は、簡8-0560に限定されており、通常は「守府」もしくは「太守府」と称する。] 


〼□報[endnoteRef:1390]。敢　[endnoteRef:1391]〼	9-0266 [1390:  □報：「敢」が續くことを踏まえると、用例としては、「謁報」（9-0022 背など）「不來報」（8-0021 など）「爲報」（8-0063 正）「不求報」（8-0731 背）がある。これらのなかで「□」の殘畫と最も近いのは「爲」と思われるが、やはり殘畫のみでは斷定し難い。]  [1391:  「敢」字以下の表面は削られており、下端は人為的に斜めに裁断されている。] 


〼府工室校券□□……[endnoteRef:1392]〼	9-0322 [1392:  未釋讀字については、校釋は、「符來」ではないかと注記するが、「符」は明らかに字形と合わず、「來」についても自信を以てそのように釋讀することができない。二つの未釋讀字に續けて原釋文も校釋も空白とするが、明らかに墨蹟が認められる。字數が分からないため、「……」とせざるを得ない。また、本簡の形状は〇一型の残形にみえるが、右側面が斜めに切れており、元は〇二型、〇三型であったと推測される。未釈読字の右側には或いは墨蹟の欠片ともとれる黒い影が見えており、別行の一部であった可能性も考えられるが、確実には言えない。] 


恐其不能得季而〼	9-0409
【……】其の季[endnoteRef:1393]を得 (とら)うる能 (あた)わざるを恐れ、而して【……】
 [1393:  季、人名。簡9-2461背にも、人名の季が見え、そこでは官職は令史もしくは令佐と推定される。] 

□大□得（？）不□戸（？）賦而言除之状何[endnoteRef:1394]	9-0286 [1394:  「得」・「戸」、原釋文・校釋は何れも「□」に作るが、圖版に基づいて補釋した。殘畫から判斷すれば、「大」前後の未釋讀字は、或いは「餘」と「半」もしくは「枲」」の可能性が考えられる。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	【某年某月某日朔某日、某職の某、（某に）謂う/下す/（これを）卻く。】

	
	本文
	
	
	【……】□大□、戸賦を□（出ださ/収め？）ざるを得（しめ）て之れを除かんと言うの状は何【如ぞ】

	
	書止
	【它は律令が如くせよ。】

	附記
	送達記錄
	【……】

	
	作成記錄
	【某手す。】



〼□可𢦏言[endnoteRef:1395]……[endnoteRef:1396]	9-0443 [1395: 「言」の下には、微かな墨蹟の痕が確認され、本簡が再利用のために部分的に削られたまま廃棄されたと推測される。]  [1396:  武漢大学秦漢簡牘讀書會「「《里耶秦簡（貳）》9-431-9-460號簡研読記」（簡帛網、2019年6月4日）に引用される何有祖の意見によれば、冒頭の未釈読字は、「𤻮」の可能性があるというが、残画は必ずしも疒および心の形に合わない。疒の左側の二点は本来それぞれ二画で書かれており、一画に纏めて省略して書かれても、左方向に払うように書かれており、本字とは角度が異なる。また、残画の右下の払いもまっずぐに右下に伸びており、弧状に書かれることの多い通常の心の書き方とは異なる、なお、文意からすれば、「可𢦏が言に𤻮（應）ず/ぜず」という表現は合理的に思われる。] 

【……】□可𢦏が言【……】

〼令□□段[endnoteRef:1397]言夬（決）如書。敢[endnoteRef:1398]	9-0445 [1397:  “段”，原釋文作“殷”，據圖版改釋。]  [1398:  武漢大学秦漢簡牘讀書會「「《里耶秦簡（貳）》9-431-9-460號簡研読記」（簡帛網、2019年6月4日）に引用されている何有祖の意見によれば、令の下の二字は曹丞と釈読し、簡末尾の「敢」は「毄（繋）」に改めるべきというが、何れも字形とは合わない。所謂「曹」の上方は左右対称的字形ではないから曹に会わず、所謂「毄」は恐らく旁の下方の手形が耳の下に伸びているのを車の下の口/凵と捉え違えたために生じた誤解と思われる。耳の再上方の横画がやや長く、右の縦画の上まで伸びている点は一般的な書き方と異なるが、「毄」字左上の車形とも明らかに異なる。] 

【……】□□の段に令して決を言わしむること、書が如くしたり。敢えて【之れをいう。】

〼内（？）𤻮等在所[endnoteRef:1399]，毋嗇夫名	9-0449 [1399:  内、原釈文・校釈は「□」に作るが、図版に基づいて改めた。冂形は左右ともやや消えかかっているところがあるが、入形ははっきりと確認できる。𤻮、原釈文と校釈は「應」に作るが、図版に基づいて改めた。疒の左側の筆画は、二つの点に簡略化されてはいるが、明白に見える。] 

【……少】内の𤻮等の在る所を【知らず（？）[endnoteRef:1400]】嗇夫の【𤻮と（？）】名づくる【者（？）】なし。【……】 [1400:  「在所」の用例を調べると、封緘簡牘等に特定の役人の出張先の執務場所を指定するのに用いられる場合の外、「在所を知らず」という表現が多く見受けられる。後続の文章と整合的に理解できるように、「在所を知らず」と仮定して読み下し文を作ってみた。] 
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	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	物品種類＋數量

	
	本文
	●出納年月日、出納負責者（某官守某、佐某、稟人某）、出納行爲、出納目的

	
	附記
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	令史某視平／監。
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倉
粟米（出）
稟食
粟﹦（粟米）二斗。  廿（二十）七年十二月丁酉，倉武、佐辰、稟人陵出，以稟小隸臣益。
令史戎夫監。	8-1551	【說明】左側刻齒爲『二斗』
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米二斗。

	
	本文
	二十七年（220）十二月丁（21）酉、倉の武・佐の辰・稟人の陵、出だし、以て小隸臣益に稟 (さず)く[endnoteRef:1401]。 [1401:  「粟米二斗」は、未成年男性に対する一日当たりの標準支給額の「四升六分升一」（8-1335+8-1115）では割り切れず、計算上は、むしろ成年男性（一日当たり泰半斗、9-0934+8-1014）の三日分か、嬰児（一日当たり一升泰半升、8-0217）の十二日分の支給額と考えられる。人名の益については、簡9-2289には成年男性の刑徒として「益」、簡8-0521には隷妾の嬰児として「益」もしくは「益来」という名前が検出される。本簡にみえる「小」字を衍字と考えれば、前者にみえる益に対する支給行為に関わる可能性がある。その場合には、益は簡9-2289に列記される「隸臣毄城旦三人」もしくは「隸臣居貲五人」の中の一人ということになろう。なお、「二斗」という支出額は、簡9-1903には、巫県出身で「居貸」のために遷陵県に配属されている士伍という身分の成年男性に対する「稻粟米」の貸与額として現れる。] 


	附記
	監查記録
	令史戎夫、監す[endnoteRef:1402]。 [1402:  監、上から水を張った皿に臨む象、つまり鑑に映して見極める意、轉じて監査すること。『説文解字』臥部には、
監，臨下也。从臥、䘓省聲。
監、下に臨む也。臥に从い、䘓省の聲。
といい、『爾雅』釋詁下・『玉篇』卧部等には「視」と、『國語』の韋昭注には數か所「察」と訓ぜられる。嶽麓秦簡（肆）の律令簡牘243には、
243	●關市律曰：縣官有賣買殹（也），必令令史監，不從令者，貲一甲。
●關市律に曰わく、縣官賣買する有るや、必ず令史に令して監せじめよ。令に從わざる者は、一甲を貲 (はか)る。
というように、賣買に際して令史による監査を受けることが義務付けられていたことが窺える。穀物の保管および出納についても令史による「監」が行われることは、『法律答問』に言及される「廷行事」から確認される。
151	空倉中有薦，薦下有稼一石以上，廷行〖事〗貲一甲，令史監者一盾。
空倉中に薦 (むしろ)有り、薦の下に稼 (こくもつ)一石以上有らば、廷行事では、（吏の主する者に對しては）一甲を貲 (はか)り、令史の監する者は一盾を貲る。
里耶秦簡の出納證明文書には必ず「監」もしくは「視平」と稱せられる令佐もしくは令史の監査が明記され、令佐・令史の立ち合いの下で出納が行われていたことが判る。實質的な違いはなかろうが、「監」が「みる」という動作から監査を表しているのに對し、「視平」は、出納行爲の公平な遂行が保證されるという視察の結果に重きを置いた表現と言えよう。視平については、簡8-1545注？を參照。] 


	
	作成記録
	【……。】



粟﹦（粟米）十（？）[endnoteRef:1403]石八斗半斗[endnoteRef:1404]。　　●廿（二十）七年端月丁未[endnoteRef:1405]，倉武、佐壬、稟〖人〗陵出，稟大隸妾〼 [1403:  “十”，原釋文、校釋作“一”，與字形不合，整理者注是云刻齒爲十石八斗半斗，因疑該墨跡爲“十”。]  [1404:  受給者の身分は隷妾と明記されることから、一日当たりの支給基準額は四升六分升一と確定できるが、この基準に基づいて計算すると、本簡記載の数字には明らかに誤りがある。一石は、24日分に相当し、四升六分升一で割り切れる数であるので、以下は、暫定的に斗と升に関する記載のみに着目して考察を試みる。まず、冒頭の「一石八斗半斗」に関しては、「八」の字が十分明晰とはいえず、「六」と釈読すべき可能性がある。一方、「半斗」の二字は墨跡が明晰で釈読に疑いの補地がない。そこで、「八斗」もしくは「六斗」について、四升六分升一で割れる数量を求めるならば、「八斗」は、「八斗少半斗」（20日）と「八斗七升半升」（21日）、「六斗」は「六斗大半斗」（16日）と「六斗二升半升」（15日）が理論上考えられるが、誤記によって生じやすい数字としては、「八斗少半斗」と「六斗大半斗」はそれぞれ「少」もしくは「大（泰）」の一文字の脱落で説明ができ、蓋然性が比較的高い。そのほかに、四升六分升一で割り切れる数字を試算してみると、「七斗半斗」と「二斗半斗」はそれぞれ十八日と六日、「三斗少半斗」と「一斗大半斗」はそれぞれ八日と四日の支給額に相当するが、從来「八」と釈読されていた文字の残留筆画は、「一」「二」「三」「七」とは何れも相容れない。「八斗少半斗」もしくは「六斗大半斗」と同様に、一字の誤記を許容するならば、「七斗半斗」と「二斗半斗」の可能性も考慮に入れる必要が生じよう。つまり、本簡冒頭記載の支払総額については、「八斗少半斗」「六斗大半斗」「七斗半斗」「二斗半斗」という四つの可能性が考えられる。
次に、大隸妾援等に対する支給額の内訳を検討してみると、援が受ける「六斗大半斗」は前述の如く十六日の支給額に相当し、且つ墨跡も明晰であり、釈読にも記載の整合性にも全く疑問が生じない。嫭に対する支給額は、簡の下端が折れて欠けているため、末尾の一部の文字が不明であるが、理論的には「六斗少半【斗】」、「六斗少半【半斗】」「六斗少半【升】」「六斗少半【半升】」が想定でき、その何れも四升六分升一では割り切れないので、何らかの誤りがあると推定される。墨跡は明晰で釈読を疑い余地がないため、誤字か誤算が考えられる。一字の誤写を前提にして試算してみると、「六斗大半斗」（16日分）「八斗少半斗」（20日分）「七斗少半半升」（17日)「三斗少半斗」（8日）「二斗少半半升」（5日）の可能性が考えられる。誤算に関しては、当時如何なる仕方で計算していたかは筆者には今一つ理解できないため、現段階ではまだ合理的な推定ができない。支給内訳の末尾に記されている「□五斗半斗」に目を転じると、「斗半斗」の墨跡は明晰ではあるが、所謂「□五」については疑問なしともせず、「□三斗」もしくは「□石二斗」と釈読すべき可能性も完全に排除できない。そこで、「五斗半斗」「三斗半斗」「二斗半斗」について試算してみると、誤字や誤算を想定せずに四升六分升一で割り切れるのは「二斗半斗」（6日分）のみである。一文字の誤字を許容するならば、「三斗少半斗」（8日）も候補の一つとして浮上してくる。
最後に、支給の総額と支給の内訳との整合性について調べる必要があろう。「八斗少半斗」「六斗大半斗」「七斗半斗」「二斗半斗」はそれぞれ20日・16日・18日・6日の支給額に相当するが、それに24日分もしくはその倍数に相当する若干石を加えると、20日・44日・68日云々、16日・40日・64日云々、18日・42日・66日云々、6日・30日・54日云々という四つの数字列が想定される。前述した誤字の想定範囲内でこの数字列の数字と一致する支給総額を求めるために、下の表では、受給者の援らについて想定し得る支給内訳を列記し、一番右側の列に計算上の支給総額を記してみた。その中で、本簡冒頭の「八斗少半斗」もしくは「六斗大半斗」の総額と一致する数字は、網掛けで表示し、さらに想定される誤字や脱字は囲い文字、釈読変更は下線で明記しておいた。「【字】」は残欠を補った文字を示す。数字を完全に書き違えるよりも、大小の字を脱落する誤りを犯す可能性が高いとすれば、網掛けの数字の中では、「一石六斗半斗」が最も蓋然性が高いと言えよう。支給内訳と支給総額とで、それぞれ、「大」字もしくは「小字」を補うだけで、数字があう結果が得られる。

なお、本簡第一行の下方に欠落している文字については、さらに別の受給者の支給額が記されていた可能性も排除できない。それを考慮に入れて再検討すれば、この受給者についても、「四升六分升一/三升泰半半升」（1日）から「一石」（24日）までの二十四通りの可能性が生じ、上の表に掲げた十の組み合わせはさらに、それぞれ二十四通りに細分化されることになるが、支給総額が四通りの数字列に合致する数量に限定されることに変わりがなく、数字の誤りが脱字のみで説明できるという想定で処理できるのは、二日分の支給額に相当する「八升少半升」のみである。その場合には、本簡第二行の始めの文字列は「三斗半斗」ではなく、「二斗半斗」に改めることになり、脱字がさらに一文字減少することになる。]  [1405:  據嶽麓秦簡《二十七年質日》和張培瑜《根據新出曆日簡牘試論秦和漢初的曆法》，秦始皇二十七年正月爲丁未朔，據周家臺關沮秦簡正月爲丙午朔，丁未卽初二日。] 

□五（？）斗半斗。　　十二月食[endnoteRef:1406]。　　令史行監。　　〼	9-0134[endnoteRef:1407]【説明0134】左側刻齒爲「十石八斗半斗」。 [1406:  “十”，原釋文、校釋二失釋，據趙岩〈《里耶秦簡（貳）》“出糧券”校讀〉（簡帛網，2018年5月26日）補釋。]  [1407:  楊先雲〈《里耶秦簡（貳）》簡牘綴合續表〉（簡帛網，2018年5月13日）將本簡與簡9-0262綴合，但不僅茬口不合，出納數量也與大隸妾一日食三升大半半升不合。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米十石八斗半斗

	
	本文
	●二十七年（220）端月丁未（01）、倉の武[endnoteRef:1408]・佐の壬[endnoteRef:1409]・稟人の陵[endnoteRef:1410]、出だし、大隸妾の【……】□五斗半斗を稟 (さず)く。 [1408:  武：始皇 27 年 12 月 21 日（8-1551）から 28 年 6 月 26 日（8-1490+8-1518）にか
けて倉嗇夫を務めている。なお、始皇 31 年 1 月 1 日（9-0726+9-1033）から 3 月 1 日(8-
0448+8-1360/8-0606/8-0763)にかけて（3 月 14 日（8-0760）の「倉武」も「倉守」の誤り
か）は、倉守を務めている。]  [1409:  壬：8-1516（始皇 26 年 12 月 8 日）では遷陵縣廷の文書を「手」しており、その時
點で令史か令佐であったと考えられる。しかし、始皇 27 年 1 月１日（本簡）から 32 年 1
月 17 日（8-0157）までは、官佐・鄕佐を務めており、官歴上齟齬がある。]  [1410:  陵：始皇 27 年 12 月 21 日（8-1551）でも稟人を務めている。] 


	附記
	監查記録
	令史の行[endnoteRef:1411]、監す[endnoteRef:1412]。 [1411:  行：遷陵縣設立初期に活動。始皇 26 年 6 月 2 日（8-138+174+522+523）、27 年 8 月 20 日（8-133）に令史、28 年 2 月 20 日（9-31）に貳春鄕守として見える。]  [1412:  監：嶽麓秦簡「秦律令（壹）」163～164 簡に、 
 ●倉律曰、縣官縣料出入必平、稟禾美惡相襍、…〈略〉…稍稟、令令史視平。不從令、
貲一甲。
とあり、穀物の支給の際は令史が「視平」することになっている。里耶秦簡 9-450 正では、
 卅一年二月癸未朔己丑、啓陵鄕守尚敢言之。尚部啓陵鄕官及邑中。鄕行官事、稟吏卒・
徒隸及日食者、毋監令史。謁遣令史監、毋留當稟者。謁報、署主廥發。敢言之。〼
というように、食糧支給を「監」する令史の派遣を求めている。これを踏まえれば、「視平」
と「監」は同義であり、どちらも現場に立ち會って監視することと見なし得る。
 なお、嶽麓秦簡「秦律令（壹）」243 簡には、
 ●關市律曰、縣官有賣買殹(也)、必令令史監。不從令者、貲一甲。
とあって、縣の官署が賣買する際は、令史が「監」することとされている。
（以上本簡の注は全て青木レジュメ）] 


	
	作成記録
	【某手す。】



丙廥粟﹦（粟米）二石。   令史扁視平。
卅（三十）一年十月乙酉，倉守妃、佐富、稟人援出，稟屯戍士五（伍）孱陵咸陰敞、臣。  富手。	8-1545	【說明】左側刻齒爲『二石』
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	丙廥粟米二石。

	
	本文
	三十一年（216）十月乙酉（01）、倉守の妃・佐の富・稟人の援、出だし、屯戍の士伍、孱陵（縣）咸陰（里）の敞・臣に稟 (さず)く。

	附記
	監查記録
	令史扁、視平す[endnoteRef:1413]。 [1413:  視平、平なることをみる、つまり出納が正しく公平に行われていることを監視すること。嶽麓秦簡（肆）の律令簡牘163-164には、
163	●倉律曰：縣官縣料出入必平，稟禾美惡相雜L。大輸令、丞視，令史、官嗇夫視平L。稍稟，令令史視平。不
164	從令，貲一甲。
●倉律に曰わく、縣官、縣料・出入するに必ず平なるべく、禾を稟 (さず)くるに美惡相雜 (あいまじ)うべし。大輸するに、令・丞視て、令史・官嗇夫、平なる視る。稍や稟くるに、令史に令して平なるを視しむ。令に從わずんば、一甲を貲 (はか)る。
と、穀物の在庫確認や出納に、令史による監査を義務付ける秦律の明文規定が傳えられる。實質的な違いはなかろうが、類義語として「監」も使われる。簡8-1551注？を參照されたい。] 


	
	作成記録
	富手す。



徑廥粟﹦（粟米）二石。  〼
卅（三十）一年十月乙酉，倉守妃、佐富、稟人援出，稟屯〼	8-0056	{左側刻齒爲“二石”。}
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	徑廥粟米二石。

	
	本文
	三十一年（216）十月乙酉（01）、倉守の妃・佐の富・稟人の援出だし、屯【戍？……に】稟 (さず)く。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



徑廥粟﹦（粟米）二石。
卅（三十）一年十月乙酉，倉守妃、佐富、稟〼	8-1739	【說明】左側刻齒爲『二石』。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	徑廥粟米二石。

	
	本文
	三十一年（216）十月乙酉（01）、倉守妃・佐富・稟【人……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



丙廥粟﹦（粟米）四石五斗。　　●卅（三十）一年十月甲寅，倉守妃、〼	8-0821[endnoteRef:1414]	【説明】左側刻齒爲“四石五斗”。 [1414:  何有祖將簡8-0821與8-1584綴合，未塙，參看簡8-1584注。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	丙廥粟米四石五斗。

	
	本文
	●三十一年（216）十月甲寅（30）、倉守妃・【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼佐富[endnoteRef:1415]、稟人〖□〗[endnoteRef:1416]出，稟屯戍〼	8-0081 [1415:  “佐富”見簡8-0056、8-1545，應爲倉佐。]  [1416:  脫文“□”，參照何有祖〈里耶秦簡牘綴合（七則）〉（簡帛網，2012年5月1日），據文例補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【某年某月某日、倉（守）の某・】佐の富・稟人の□、出だし、屯戍【……】に稟 (さず)く。

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼　　令史扁視平。
〼江西就旁。　　富手。[endnoteRef:1417]	8-0262 [1417:  本簡據製作人名“富”人名歸入倉官券書。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】江西就旁に【稟 (さず)く。】

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	令史扁、視平す。

	
	作成記録
	富手す。



令史扁視平。
〼走如[endnoteRef:1418]留。　　富手。[endnoteRef:1419]	8-1266 [1418:  “如”，原释文、校釋作“妃”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改釋。]  [1419:  本簡據製作人名“富”人名歸入倉官券書。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】走如留に【稟 (さず)く。】

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	令史扁、視平す。

	
	作成記録
	富手す。



〼□視平。
〼　　富手。[endnoteRef:1420]	8-1300 [1420:  本簡據製作人名“富”人名歸入倉官券書。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	【令史】□、視平す。

	
	作成記録
	富手す。



〼等四人。積各廿（二十）九日﹦（日，日）半斗。
〼　　富手。	8-1621[endnoteRef:1421] [1421:  本簡據製作人名“富”人名歸入倉官券書。謝坤〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（一）〉（簡帛網，2015年6月29日）認爲
司空稟食中的“領受對象”多是一個集體的人口數（而非單獨稟受），並且是一段時間的累積，最後附有日均數量，如8-216+8-351號簡中提到“卻等五十二人，積五十二日，日四升六分升一”
並據此將本簡歸爲司空所發行，但“積若干日，日若干升”等表述也見於啓陵鄕（簡8-0925+8-2195）或𤺊舍（簡9-1526+9-0502、9-2303+9-2292）等所發行的券書，並非司空所特有。
另外，武漢大学校釈小組、齊繼偉〈《里耶秦簡（貳）》綴補一則〉（簡帛網2018年7月1日）將本簡與簡9-0528和9-1129綴合，但碴口、字跡、文意均不合，已見唐強〈《里耶秦簡》9-528+9-1129+8-1621綴合商榷〉（簡帛網2019年4月17日）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】等四人。

	
	積算根拠
	積 (かさ)は各々二十九日、日ごとに半斗。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	富手す。



徑廥粟﹦（粟米）一石二斗少半﹦（半半）升。　　●卅（三十）一年十一月乙卯，倉守妃、史感、稟人援出，稟大隸妾簪。
令史扁視平。　　感手。	9-1493+9-0085[endnoteRef:1422]　【説明9-1493】左側刻齒爲「一石二斗少半升」。 [1422:  本簡綴合據《里耶（貳）》簡牘綴合表。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	徑廥粟米一石二斗少半半升。

	
	本文
	●三十一年十一月乙卯[endnoteRef:1423]、倉守の妃・史の感・稟人の援、出だし、大隸妾の簪 (しん)に稟 (さず)く。 [1423:  乙卯は、三十一年十一月の朔日。考釈は張培瑜『中国先秦史暦表』（斉魯書社、1987年、未確認）に基づいて甲寅朔とするが、張培瑜『根據新出曆日簡牘試論秦和漢初的曆法』は乙卯朔とする。] 


	
	積算根拠
	-

	附記
	監查記録
	令史の扁、視平す。

	
	作成記録
	感手す。



徑廥粟﹦（粟米）一石二斗少半﹦（半半）升[endnoteRef:1424]。  卅（三十）一年十一月丙辰，倉守妃、史感、稟人援出，稟大隷妾始。 [1424:  “半”字右下方有殘泐筆畫，似係重文符號，原釋文、校釋失釋，據圖版和文意補釋；“升”，原釋文、校釋作“斗”，參考唐強〈里耶秦簡牘“升、斗”及“手、半”訂訛八例〉（簡帛網、2019年4月30日），據圖版和文意改釋。大女稟粟有大月稟一石二斗半斗和小月一石二斗少半半升之別，秦始皇三十一年十一月爲小月，可以印證“半”下應有重文符號，末尾“斗”字應改釋爲“升”。] 

　　令史偏視平。　　感手[endnoteRef:1425]。	8-0766	【説明】左側刻齒爲“一石二斗少半斗”。 [1425:  “感”字寫法與前文“史感”截然不同，或能證明本簡由其他人抄寫後，經手人“感”僅在下方簽字。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	徑廥粟米一石二斗少半半升。

	
	本文
	三十一年（216）十一月丙辰（02）、倉守の妃・史の感・稟人の援、出だし、大隷妾始に稟 (さず)く。

	附記
	監查記録
	令史偏、視平す。

	
	作成記録
	感手す。



徑廥粟﹦（粟米）三石七斗少半﹦（半半）升[endnoteRef:1426]。　　●卅（三十）一年十二月甲申，倉妃、史感、稟人窯出，稟宂作大女韱。[endnoteRef:1427]十月、十一月、十二月食。 [1426:  “半”字右下方有殘泐筆畫，似係重文符號，原釋文、校釋失釋，據圖版和文意補釋。大女稟粟有一月稟一石二斗半斗和一石二斗少半半升者，三石七斗少半﹦（半半）升卽一石二斗半斗乘二加一石二斗少半半升之和。]  [1427:  此處斷句參看8-2245、2247等。] 

令史視平。　　感手。	8-1239+8-1334[endnoteRef:1428]	【説明（1239）】左側刻齒爲『三石七斗』｛〔壹〕× ３・〔一〕× ７・〔半〕× １｝。 [1428:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	徑廥粟三石七斗少半半升。

	
	本文
	●三十一年（216）十二月甲申（01）、倉の妃・史の感・稟人の窯、出だし、宂作大女の韱に稟 (さず)く[endnoteRef:1429]。 [1429:  身分呼称として用いられる場合には通常「大女」ではなく、「大女子」と称するようなので、「女」の下に「子」字が脱落している可能性がある。] 


	
	積算根拠
	十月、十一月、十二月の食。

	附記
	監查記録
	令史、視平す。

	
	作成記録
	感手す。



徑廥粟﹦（粟米）一石二斗半斗。　　●卅（三十）一年十二月戊戌，倉妃、史感、稟人援出，稟大隷妾援。
　　令史朝視平。	8-0762	【説明】左側刻齒爲“一石二斗半斗”。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	徑廥粟米一石二斗半斗。

	
	本文
	●三十一年（216）十二月戊戌（15）、倉の妃・史の感・稟人の援出だし、大隷妾援に稟 (さず)く。

	附記
	監查記録
	令史朝、視平す。

	
	作成記録
	【某手す。】



徑廥粟﹦（粟米）一石二斗半斗。　　卅（三十）一年二月己丑，倉守武、史感、稟人堂出，稟隷妾援。
令史視平。　感手。	8-2249	【說明】左側刻齒爲“一石二斗半斗”。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	徑廥粟米一石二斗半斗。

	
	本文
	三十一年（216）二月己丑（07）、倉守の武・史の感・稟人の堂、出だし、隷妾援に稟 (さず)く。

	附記
	監查記録
	令史、視平す。

	
	作成記録
	感手す。



粟﹦（粟米）一石五斗。　　卅（三十）一年二月壬辰[endnoteRef:1430]，□守巸、佐[endnoteRef:1431]〼 [1430:  “一”、“壬”，原釋文作“□”，據校釋補釋。]  [1431:  “佐”，原釋文作“□”，據校釋補釋。] 

令史廣　　〼	9-0105[endnoteRef:1432] [1432:  校釋釋作“司空守巸”，但“辰”與“守巸”之間只有一字的空間，疑爲“倉守”。目前人名“巸”只有“遷陵守丞巸”、“司空守巸”、“少内守巸”。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米一石五斗。

	
	本文
	三十一年二月壬辰、□守の巸・佐【の某……】

	附記
	監查記録
	令史の廣　　【視平／監す。】

	
	作成記録
	



粟﹦（粟米）一石二斗半斗。　　●卅（三十）一年三月癸丑，倉守武、史感、稟人援出，稟大隷妾幷。
　　令史視平。　　感手。	8-0763	【説明】左側刻齒爲“一石二斗半斗”。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米一石二斗半斗。

	
	本文
	●三十一年（216）三月癸丑（01）、倉守の武・史の感・稟人の援、出だし、大隷妾幷に稟 (さず)く。

	附記
	監查記録
	令史、視平す。

	
	作成記録
	感手す。



〼斗。　　卅（三十）一年三月癸丑，倉守武、史感、稟[endnoteRef:1433]〼 [1433:  “稟”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文例補釋。] 

〼　　令史[endnoteRef:1434]〼	8-0606	【説明】左側刻齒可見者爲“二斗半斗”。 [1434:  “令史”，原釋文、校釋作“□□”，據殘留筆畫和文例補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【粟米一石二斗半】斗。

	
	本文
	三十一年（216）三月癸丑（01）、倉守武・史感・稟【……。】

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	令史【、視平す。】

	
	作成記録
	【感手す。】



〼年三月癸丑,倉守武、史感、稟人堂出，稟使小隸臣就。
〼　　令史視平。	8-1360+8-0448[endnoteRef:1435] [1435:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【粟米……。】

	
	本文
	【三十一（216）[endnoteRef:1436]】年三月癸丑（01）、倉守の武・史の感・稟人の堂、出だし、使小隸臣就に稟 (さず)く。 [1436:  本簡の作成年代は、倉守の武・史の感・稟人の堂という三人の組み合わせに基づいて三十一年と推定される。案ずるに「武」という名の倉嗇夫若しくは守を調べると、「倉武」、つまり倉の嗇夫を務める武は、秦始皇二十七年十二月から二十八年にかけて確認され、共に史料上現れる倉佐（史）や稟人は「辰」・「壬」・「尚」や「陵」で、本簡に見える「感」や「堂」とは異なる。次に、三十一年正月から、本簡と同じく倉史の感とともに「倉守の武」が史料上姿を現す。「守武」・「史感」という組み合わせは、正月から三月まで続く。中には、一度のみ武の官職は「倉守」ではなく、「倉」（＝嗇夫）と表記される（簡8-0760）が、恐らく「守」の一字が脱落していると推定される。その後暫く空白があるが、同年後九月に今一度「倉守」（簡8-1905+9-0309+9-0976）として見えつつも、翌年の三月には田官守に移動している。一方、倉史の感という人物は、二十九年三月（8-1690）に「倉史」として初めて史料上現れてから、同年九月には一度（戸曹？）令史（8-1511正・8-0645正/背、假令史？）を務めつつ、三十一年十一月から、同年後九月まで、四月と七月を除いて毎月少なくとも一度「倉史」として見えるが、その後は暦日によって確認できる史料から姿を消す。また、稟人の「堂」は、三十一年十二月（9-2334）が初出で、その後稟人の「援」と入れ替わりつつも、同年九月（簡8-0211）まで八回ほど史料上現れる。なお、監査を担当した令史のについても、三十年九月に一度少内佐として史料上現れ、三十一年十二月から正月にかけて都合六回ほど県廷の令史としてその存在が確認され、上記の紀年復元と矛盾しない経歴が判明している。] 


	
	積算根拠
	-（？）

	附記
	監查記録
	令史、視平す。

	
	作成記録
	【感手す。】



粟﹦（粟米）一石二斗半斗。  卅（三十）一年三月丙寅，倉武、佐敬、稟人援出，稟大隷妾。
　　令史尚監。	8-0760	【説明】左側刻齒爲“一石二斗半斗”。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米一石二斗半斗。

	
	本文
	三十一年（216）三月丙寅（14），倉の武、佐の敬、稟人の援、出だし、大隷妾に稟 (さず)く。

	附記
	監查記録
	令史尚、監す。

	
	作成記録
	



粟﹦（粟米）五斗。  卅（三十）一年五月癸酉，倉是、史感、稟人堂出，稟隸妾嬰兒揄。
　　令史尚視平。  感手。	8-1540	【說明】左側刻齒爲『五』。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米五斗。

	
	本文
	三十一年（216）五月癸酉（22）、倉の是・史の感・稟人の堂、出だし、隸妾嬰兒の揄に稟 (さず)く。

	附記
	監查記録
	令史尚、視平す。

	
	作成記録
	感手す。



〼[endnoteRef:1437]	卅（三十）一年八月辛丑，倉是、史感、稟〖人〗堂出，稟未〖使〗小隸臣□[endnoteRef:1438]。　　令史悍視平[endnoteRef:1439]。感手。	8-1153+8-1342[endnoteRef:1440] [1437:  本簡上端殘斷，原釋文、校釋未標斷簡符號，據圖版和文例補。]  [1438:  “未”下脫“使”字，原釋文、校釋未釋，據謝坤〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（一）〉（簡帛網，2015年6月29日）補釋。]  [1439:  “悍”，原釋文、校釋作“□”，據謝坤〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（一）〉（簡帛網，2015年6月29日）補釋。]  [1440:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	三十一年（216）八月辛丑（21）、倉の是・史の感・稟人の堂出だし、未使の小隸臣□に稟 (さず)く。

	附記
	監查記録
	令史の悍、視平す。

	
	作成記録
	感手す。



〼癸巳，倉守適、佐𦡭（䑁）、稟人中出，稟啓陵鄕狐。正月┘二月十三日食。
〼令佐壬視〼　　𦡭（䑁）手。	9-3238+9-0202[endnoteRef:1441] [1441:  本簡綴合據校釋二。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】癸巳[endnoteRef:1442]、倉守の適・佐の䑁、稟人の中、出だし、啓陵鄕の狐に稟く。 [1442:  考釈はすでに次の簡9-1913との類似性を指摘するが、啓陵鄕の狐が隷妾の□を連れて出張した際、同じく13日分の食がそれぞれの身分に応じた分量支給され、それぞれ関連の出納証明文書が発行されたと考えられる。興味深いことに、二つの券書が折れているところはほぼ同じ高さで、一緒に廃棄されたと推測される。なお、削衣の9-3238は、或は折ってから削られたようにも思われる。] 


	
	積算根拠
	正月・二月十三日の食。

	附記
	監查記録
	令佐の壬、視【平】す。

	
	作成記録
	䑁手。



〼朔癸巳，倉守適、佐𦡭（䑁）、稟人中出，稟隸妾□。正月┘二月十三日食。
〼　令佐壬視平。　　𦡭（䑁）手。	9-1913
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】朔癸巳、倉守の適・佐の䑁、稟人の中、出だし、隸妾□に稟く。

	
	積算根拠
	正月・二月十三日の食。

	附記
	監查記録
	令佐の壬、視平す。

	
	作成記録
	䑁手す。



卅一年十二月甲申倉妃史感稟人堂出稟屯戍士五巫狼旁久𢧌
粟米二石　令史視平　和出　感手	9-2334　【説明】左側刻齒爲「二」。

徑廥粟米三石六斗二升半升●卅一年正月甲寅倉守武史感稟人援出稟使〼
　　令史視平　〼	9-1033+9-0726[endnoteRef:1443]　【説明9-1033】左側刻齒爲「三石六斗二升半升」，以下殘斷。表示「升」的刻齒以較淺的刻痕表示，與表示「斗」的刻齒問距明顯擴大。 [1443:  本簡綴合據楊先雲〈《里耶秦簡（貳）》簡牘綴合續表〉（簡帛網，2018年5月13日）。] 


徑廥粟﹦（粟米）一石二斗少半半升。　　●卅（三十）一年正月壬戌，倉守武、史感、稟人堂出，稟大隸｛一+女｝〔妾〕快[endnoteRef:1444]。 [1444:  “｛一+女｝〔妾〕”，原釋文、校釋作“臣”，據字形和文意改釋。按，“三十一年正月”爲小月；“粟米一石二斗少半半升”卽隸妾二十九日食糧；該字作形，卽上從一，下從女的訛形字。] 

　　令史視平。　　感手。	9-0813+9-1122[endnoteRef:1445]　【説明】左側刻齒爲「一石二斗少半升」。 [1445:  本簡綴合據《里耶（貳）》簡牘綴合表。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	徑廥粟米一石二斗少半半升。

	
	本文
	●三十一年正月壬戌、倉守の武・史の感・稟人の堂、出だし、大隸妾の快に稟 (さず)く。

	附記
	監查記録
	令史の、視平す。

	
	作成記録
	感手す。



貸食
粟﹦（粟米）二石。　　卅（三十）三年九月戊辰〖朔〗乙酉，倉是、佐襄、稟人藍出，貸更〼
令史[endnoteRef:1446]〼	8-1660+8-1827[endnoteRef:1447]	【說明（1660）】左側刻齒爲『二石』。 [1446:  “史”，原釋文、校釋未釋，據殘留筆畫和文例補釋。]  [1447:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米二石。

	
	本文
	三十三年（214）九月戊辰朔乙酉（18）、倉の是・佐の襄・稟人の藍、出だし、更【……】に貸す。

	附記
	監查記録
	令史【……。】

	
	作成記録
	【……。】



出納目的未詳
丙廥粟﹦（粟米）一石。
廿（二十）九年三月丁酉，倉趙、史感、稟〼	8-1690	【說明】左側刻齒爲『一石』。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	丙廥粟米一石。

	
	本文
	二十九年（218）三月丁酉（03）、倉の趙・史の感・稟【人の某、出だし、……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



徑廥粟二石。　卅（三十）一年十二月甲申，倉妃、史〼
　令史扁視平。　〼	8-1081	【説明】左側刻齒爲“二石”。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	徑廥粟二石。

	
	本文
	三十一年（216）十二月甲申（01）、倉妃・史【……。】

	附記
	監查記録
	令史扁、視平す。

	
	作成記録
	【……。】



徑廥粟﹦（粟米）一石二斗半斗。  卅（三十）一年二月辛卯，倉守武、史感、稟人堂出，〼
  令史視平。　　〼	8-0800[endnoteRef:1448]	【説明】左側刻齒爲“一石二斗半斗”。 [1448:  據楊先雲「《里耶秦簡（弐）》簡牘綴合続表」（『簡帛網』2018年5月13日、http://www.bsm.org.
cn/show_article.php?id=3085）、趙岩「《里耶秦簡（壱）》所見稟食記錄」（『簡帛網』2018年5月26日、http://www.bsm.org.cn/show_article.php?id=3134），簡9-0110能與簡8-0800綴合，但從圖版看，筆跡、茬口未必吻合。（不過，圖版質量差距較大，兩枚簡片之間或許只有視覺上之不同。）] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	徑廥粟米一石二斗半斗。

	
	本文
	三十一年（216）二月辛卯（09）、倉守の武・史の感・稟人の堂、出だし、【……。】

	附記
	監查記録
	令史、視平す。

	
	作成記録
	【……。】



〼稟隸妾堂[endnoteRef:1449]。 [1449:  “堂”，原釋文下從“女”作，據校釋改釋。] 

〼　　感手。	9-0110[endnoteRef:1450] [1450:  據楊先雲「《里耶秦簡（弐）》簡牘綴合続表」（『簡帛網』2018年5月13日、http://www.bsm.org.
cn/show_article.php?id=3085）、趙岩「《里耶秦簡（壱）》所見稟食記錄」（『簡帛網』2018年5月26日、http://www.bsm.org.cn/show_article.php?id=3134），簡9-0110能與簡8-0800綴合，但從圖版看，筆跡、茬口未必吻合。（不過，圖版質量差距較大，兩枚簡片之間或許只有視覺上之不同。）] 


粟﹦（粟米）十三石八斗。　　卅（三十）五年四月己未朔庚申，倉銜、佐〼
三月、四月食。　　令〼	8-1167+8-1392[endnoteRef:1451]	【説明（1167）】左側刻齒爲“十三石七斗”、以下殘斷。 [1451:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米十三石八斗。

	
	本文
	三十五年（212）四月己未朔庚申（02）、倉の銜 (かん)・佐の【某、……に】稟 (さず)く。

	
	積算根拠
	【……】三月・四月の食。

	附記
	監查記録
	令【史……。】

	
	作成記録
	【……。】



粟[endnoteRef:1452]（粟米）廿（二十）九石。  卅（三十）五年七月戊子朔乙未，倉守〼	8-0836+8-1779[endnoteRef:1453]	【説明8-0836】左側刻齒爲“廿（二十）八石”、以下殘斷。 [1452:  “粟”與“廿”之間字距較大，空白處有磨損痕跡，疑原有重文符號被磨滅，據文例補釋。]  [1453:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米二十九石。

	
	本文
	三十五年（212）七月戊子朔乙未（08）、倉守【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



粟﹦（粟米）三斗。　卅（三十）五年七月戊子朔乙巳，倉守言、佐□□〼	8-1268	【説明】左側刻齒爲『三斗』。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米三斗。

	
	本文
	三十五年（212）七月戊子朔乙巳（18）、倉守言・佐□□【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼　元年六月辛未朔辛巳，食守平〼
〼　左□受粟〼	9-0146　【説明】左側刻齒爲「二十」，上端有「V」形切口。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……粟……】

	
	本文
	元年六月辛未朔辛巳、食守の平・【……出だし……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】

	
	受領記録
	左の□、粟【……】受く。



粟米六斗　卅四年十一月丁卯朔朔日倉守就〼
令史壬〼	9-1173　【説明】左側刻齒爲「六」。

粟米五石　卅四年十一月丁卯朔朔日倉守就□〼
弩□　□史壬視平〼	9-2139　【説明】左側刻齒爲「五石」。

粟米一石三斗少半斗　卅四年十一月丁卯朔朔日倉□〼
斗　令□〼	9-1553　【説明】左側刻齒爲「一石三斗少半斗」。

粟米（付）
粟﹦（粟米）十二石二斗少半斗。卅（三十）五年八月丁巳朔辛酉，倉守擇付司空守俱。□〼[endnoteRef:1454]	8-1544	【說明】左側刻齒爲『十二石二斗少半斗』 [1454:  “俱”下一字，何有祖〈讀里耶秦簡札記（三）〉（簡帛網，2015年7月1日）云“實是‘𦡌手’二字擠在一起的寫法”，恐非是,或從木從𦡌，不知爲何字。本簡下端殘缺，原釋文、校釋未標出斷簡符號，據圖版補標。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米十二石二斗少半斗。

	
	本文
	三十五年（212）八月丁巳朔辛酉（05）、倉守の擇、司空守の俱に付す。

	附記
	作成記録
	【……。】

	
	受領記録？
	□【……。】



〼倉守擇付司空守俱[endnoteRef:1455]。佐忌行。　　〼	8-0854 [1455:  “俱”，原釋文作“建”，校釋作“得”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】倉守擇、司空守俱に付す。

	附記
	作成記録
	【……。】

	
	受領記録（？）
	佐の忌、行 (や)る。



〼甲辰，倉守言付司空俱﹦（俱。俱）受券及行。
𦡭（䑁）手。	8-0898+8-0972[endnoteRef:1456] [1456:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】甲辰、倉守言、司空俱に付す。

	附記
	作成記録
	䑁手。

	
	受領記録（？）
	俱、券を受け及び行 (や)る[endnoteRef:1457]。 [1457:  受券、券を受ける、つまり物品受け渡しに関する刻歯付きの証明文書（＝「券書」）を受け取ること。行、やる、つまり文書を輸送すること。簡8-1525から窺えるように、郷や県官の間における物品の受け渡しに際して、渡し手側が「付」と「受」の受け渡し行為が明記された券書を作成し、県廷を経由して受け手側の官署に送付するが、「行」とは、渡し手側の官署から県廷まで文書の輸送を指す。簡8-1525では、啓陵鄕から租粟を受け取った倉佐の贛が、券書の添付された啓陵鄕の上申文書を県廷に持ち込んだのと同様に、本簡では、倉守の言より物品（粟米？）を受け取った司空の俱が、言が作成した券書と上申文書を県廷に運び、県廷での監査を経て、券書がまた別の運び手によって司空に送付されると考えられる。] 




〼半斗。　　卅（三十）五年八月丁巳朔丙戌，倉茲〖付〗司空守俱。　　〼	8-0824+8-1974[endnoteRef:1458]	【説明】左側刻齒爲“五十石七斗半斗”。 [1458:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……】半斗。

	
	本文
	三十五年（212）八月丁巳朔丙戌（30）、倉茲、司空守俱に付す。

	附記
	作成記録
	【……。】

	
	受領記録（？）
	



〼丁丑，倉茲付司空守俱。	8-0452
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】丁丑，倉の茲 (じ)、司空守の俱に付す。

	附記
	作成記録
	

	
	受領記録（？）
	



粟米（受）
粟﹦（粟米） 六十四石。　　卅（三十）五年七月戊子朔丙辰，倉守擇受啓陵鄕〼[endnoteRef:1459]	8-0937+8-0257+8-1078[endnoteRef:1460] [1459:  簡下端殘缺，原應有字，原釋文、校釋脫斷簡符號。]  [1460:  簡8-0937+8-0257的綴合據校釋一，加綴簡8-1078，據謝坤「《里耶秦簡（壹）》綴合（二）」簡帛網2016年5月23日。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米六十四石。

	
	本文
	三十五年（212）七月戊子朔丙辰（29）、倉守の擇、啓陵鄕【守の狐[endnoteRef:1461]】より受く。 [1461:  「鄕守狐」は簡8-1029および8-0769に基づいて補った。] 


	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



粟﹦（粟米）卌（四十）八石。　元年四月壬申朔戊子，倉守客受啓[endnoteRef:1462]〼	9-0117　【説明】上端有「V」形切口。 [1462:  “啓”，原釋文、校釋作“□”，據紀婷婷「読《里耶秦簡（弐）》小札（一）」（『簡帛網』2018年5月22日、http://www.bsm.org.cn/show_article.php?id=3122）補釋。] 


租粟﹦（粟米）七十九石一斗。●元年十一月甲辰朔壬子，倉瞫受都鄕守𤵸[endnoteRef:1463]。〼	9-0128+9-0204[endnoteRef:1464]　【説明0128】右側刻齒爲「七十四」，以下殘斷。【説明0204】右側刻齒爲「四」，上部殘斷。 [1463:  “都鄕守𤵸”付“倉瞫”見簡9-0785+9-1259。兩者刻齒位置一致，應爲同一券書兩半，可以參看刻歯照合（⑨0128+⑨0204と9-0785+9-1259）.tif。]  [1464:  本簡綴合據校釋二。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	租粟米七十九石一斗。

	
	本文
	●元年（209）十一月甲辰朔壬子（09）、倉の瞫、都鄕守の𤵸より受く。

	
	附記
	【……。】

	附記
	監查記録
	【令史/佐の某、視平/監す。】

	
	作成記録
	【某手す。】



稻
稟食
稻四。　　卅（三十）一年五月壬子朔壬戌，倉是、史感，稟人〖□〗出，稟牢監襄、倉佐□（？）[endnoteRef:1465]。　　四月三日。 [1465:  校釋簡8-0270注1云“‘左’後一字疑是主字。”] 

　　令史尚視平。　　感手。	8-0045+8-0270	{左側刻齒爲“四”。}[endnoteRef:1466] [1466:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（七則）〉（簡帛網，2012年5月1日）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	稻四（斗[endnoteRef:1467]）。 [1467:  本文書には、支給対象期間および受給者の身分と人数が明記されており、支給総額が、成年男性に対する一日当たりの基準額の「大半斗」の六倍、つまり延べ六日分の「四斗」に相当する事実が判る。したがって、斗という単位は、省略されているか脱落したと理解される。] 


	
	本文
	三十一年（216）五月壬子朔壬戌（11）、倉の是・史の感・稟人の□、出だし、牢監の襄・倉佐の□に稟 (さず)く。

	
	積算根拠
	四月三日。

	附記
	監查記録
	令史尚視平す。

	
	作成記録
	感手す。



稻四斗八升少半［﹦］升[endnoteRef:1468]。　　卅（三十）一年八月壬寅，倉是、史感、稟人堂出，稟隷 [1468:  里耶秦簡における穀物支給に関する記述を総攬すると、支給額の最小単位は六分升の一を最小とするようである。「四斗八升少半半升」は、六分升の二百九十三であるが、六分升の一では割り切れない。一方、「半」字の下の重文記号を衍字とすれば、「四斗八升少半升」は、六分升の二百九十となり、二十九日の支給額と考えられる。秦始皇三十一年六月は小月なので、ちょうど一か月の支給額ということとなる。本簡の記載を上述の如く修正して試算すれば、嬰児に対する粟米支給の基準額は一日当たり六分升の十、卽ち一升泰半升となる。簡8-1540には、同年五月の嬰児に対する支給額として「五斗」が見えるが、「五斗」は一升泰半升の三十倍に相当する。五月は大月なので、ちょうど一か月の支給額となり、上述の衍字の推測を裏付けることになる。] 

臣嬰兒[endnoteRef:1469]槐㢑。 [1469:  “兒”， 原釋文、校釋作“自”，校釋注2云“與8-521隸妾兒”、8-1540“隸妾嬰兒”之“兒”字上部相同，應是“兒”的壞字。按，此字下部墨跡雖有磨損，但上部與下部殘泐筆畫並不直接連續，無疑是“兒”之“臼”形，與“自”無關，應直接釋爲“兒”。] 

　　令史悍平。　　六月食。　　感手。	8-0217	【說明】左側刻齒爲“四斗八升少半升”。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	稻四斗八升少半升。

	
	本文
	三十一年（216）八月壬寅（22）、倉の是・史の感・稟人の堂、出だし、隷臣嬰兒の槐㢑に稟 (さず)く。

	
	積算根拠
	六月の食。

	附記
	監查記録
	令史悍 (かん)、平す。

	
	作成記録
	感手す。



稻五斗。　　卅（三十）一年九月庚申，倉是、史感、稟〖人〗堂出，稟隷臣〼
　　令史尚視平。	8-0211	【說明】左側刻齒爲“五斗”。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	稻五斗。

	
	本文
	三十一年（216）九月庚申（11）、倉の是・史の感・稟人の堂、出だし、稟隷臣【嬰兒[endnoteRef:1470]の某。】 [1470:  現在判明している限り、一日当たりの食糧支給基準額には「一升泰半升」・「三升泰半半升」・「半斗」・「大半斗」の四種類があるが、その中で整数の倍数として五斗が生じるのは「一升泰半升」（30日分）・「三升泰半半升」（12日分）・「半斗」（10日分）の三種類のみである。一方、成年の隷臣に、「大半斗」が適用されることは、『秦律十八種』簡049および里耶秦簡の数多くの実例によって示されている。したがって、本簡の記載に誤字などがない限り、隷臣の下の欠文は、「嬰児云々」と推定され、本簡の支給対象は簡8-1540と同様に隷臣に随伴する嬰児であると考えられる。なお、秦始皇三十一年九月は実際に大月であり、嬰児に対する三十日分の支給額として粟米五斗が出納されたことに、何等不自然な点は認められない。] 


	附記
	監查記録
	令史尚、視平す。

	
	作成記録
	【……。】



出納目的未詳
稻七石五斗。　　卅（三十）一年七月辛亥朔壬子，倉是、史〼
　　令史尚視平。〼	8-1336	【説明】左側刻齒爲『七石』、與簡文所記數量不符。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	稻七石五斗。

	
	本文
	三十一年（216）七月辛亥朔壬子（02）、倉是・史【……。】

	附記
	監查記録
	令史尚、視平す。

	
	作成記録
	【……。】



稻一石二斗半斗。　　卅（三十）一年七月乙丑，倉是、史感、稟〼	8-1794	【說明】左側刻齒爲“一石二斗半斗”。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	稻一石二斗半斗。

	
	本文
	三十一年（216）七月乙丑（15）、倉是・史感、稟【人……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



稻一石九斗少半斗。　　卅（三十）一年八月辛巳，倉〼	8-0275	【說明】左側刻齒爲“一石九斗少半斗”。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	稻一石九斗少半斗。

	
	本文
	三十一年（216）八月辛巳（01）、倉【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



稻五斗。　　卅（三十）一年九月辛亥，倉〼
　　令史尚〼	8-0007	{左側刻齒爲“五斗五”。}
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	稻五斗。

	
	本文
	三十一年（216）九月辛亥（02）、倉【……。】

	附記
	監查記録
	令史尚、【……。】

	
	作成記録
	【……。】



錢
錢十七。　　卅（三十）四年八月癸巳朔丙申，倉銜[endnoteRef:1471]、佐卻出，買白翰羽九，弦長□□□[endnoteRef:1472]。率（?）之錢（？）十七分九（？）[endnoteRef:1473]，□陽里小女子胡偒 [1471:  “銜”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）補釋。]  [1472:  “弦長□□□”，何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）改釋爲“雞羽（？）毛二，已”，恐與字形不合。]  [1473:  “率”、“錢”，原釋文、校釋均作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）補釋。“九”，原釋文、校釋作“□”，何文作“遷”，據圖版改釋。] 

所[endnoteRef:1474]。　　令佐敬監。□□□□。　　卻手[endnoteRef:1475]。	8-1549　　　　【說明】左側刻齒爲『十七』。 [1474:  “所”，原釋文、校釋作“□”，何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）作“捕”，據圖版補釋。]  [1475:  “卻”，原釋文“□”，校釋作“巸”，據圖版改釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	錢十七。

	
	本文
	三十四年（213）八月癸巳朔丙申（04）、倉の銜 (かん)・佐の卻、出だし、白翰羽九を弦長きこと□□□を買う。之れを率 (かぞ)うるに、錢十七分の九、陽里の小女子の胡偒 (ことう)が所に□す。

	附記
	監查記録
	令佐敬、監す。

	
	作成記録
	卻手す。

	
	受領記録
	□□□□。



鹽
〼鹽四分升一，以祠先農	J1⑭0004

先農供物
卅（三十）二年三月丁丑朔丙申，倉是、佐狗出牂一（？）[endnoteRef:1476]，以祠先農。	J1⑭0639+J1⑭0762 [1476:  “出牂”，選編作“□□”，據彭浩「読里耶“祠先農”簡」（『簡帛網』、http://www.bsm.org.cn/show_article.php?id=847、2008年7月5日）補釋，館藏簡亦從之；“一”，簡面僅保留一小片，紅外綫圖版有殘留墨跡，選編、館藏簡失釋，參看彭浩補釋。] 

三十二年三月丁丑朔丙申、倉の是・佐の狗、牂一[endnoteRef:1477]を出だして以て先農を祠る。 [1477:  牂…牝羊。『説文解字』４篇上羊部「牂、牝羊也（段注：各本作牡羊、誤、今正。釋嘼・毛傳・内則注皆曰、牂、牝羊。）」｛籾山┘ジュメより｝] 


卅（三十）二年三月丁丑朔丙申，倉是、佐狗出黍米四斗，以祠先農。	J1⑭0656+J1⑮0434
三十二年三月丁丑朔丙申、倉の是・佐の狗、黍米四斗を出だし、以て先農を祠る。

餘徹
卅（三十）二年三月丁丑朔丙申，倉是佐狗雜出祠先農餘徹羊頭一足四，賣于城旦赫所，取錢四。𧗿（率）之，頭二錢，足四〼	J1⑭0300+J1⑭0764+9-3331[endnoteRef:1478] [1478:  簡J1⑭0300+J1⑭0764的綴合已見里耶發掘報告等	9-3331的綴合據謝坤「《里耶秦簡（貳）》札記（一）」（簡帛網2018.5.17發布）。] 

三十二年三月丁丑朔丙申、倉の是・佐の狗、雜えて[endnoteRef:1479]先農を祠りし餘徹[endnoteRef:1480]の羊頭一・足四を出して城旦の赫の所に賣り、錢四を取る。これを率 (はか)るに、頭は二錢、足四は【二錢】なり。 [1479:  雜出…「雜（雜）」の字は「複數の官、部局が一緖に行う」（『漢簡語彙』192頁）場合に用いられるが、倉嗇夫と佐は同一部局なのではないか。後出14-0639＋14-0762では「倉是佐狗出牂以祠先農」、14-646＋14-679では「倉是佐狗出祠農餘徹豚肉半斗」とあり、「雜」字がない。｛籾山┘ジュメより｝]  [1480:  餘徹…「徹」は神前から取り下げた供物。それを祭禮參加者に分配した殘り物が「餘徹」であろう。彭浩氏は、城旦の赫や冣（14-650＋14-652に見える）が「徹餘」の物を購入したのは、先農祠に「徒隸」として働いたが分配に與る資格がなかったからだと説いている（「讀里耶“祠先農”簡」、『出土文獻研究』第8輯、2007）｛籾山┘ジュメより｝] 


卅（三十）二年三月丁丑朔丙申，倉是、佐狗雜出祠先農餘徹〼	J1⑭0375

卅（三十）二年三月丁丑朔丙申，倉是、佐狗出祠〖先〗農餘徹豚肉半斗[endnoteRef:1481]，賣于城旦赫[endnoteRef:1482]，取錢四。　　令史尚視平。　　狗手。	J1⑭0649+J1⑭0679 [1481:  “豚肉”，發掘報告已釋出，選編作“□□”，館藏簡又補釋。原簡脫“先”一字，選編、館藏簡未釋，發掘報告已標出，今據文例補釋。“半斗”，發掘報告作“一斗半斗”，選編作“□□半斗”，據館藏簡改釋。]  [1482:  發掘報告在“赫”下誤標“所”字，圖版所無，選編、館藏簡均刪。] 


卅（三十）二年三月丁丑朔丙申，倉是、佐狗雜出祠先農餘徹[endnoteRef:1483]〼	J1⑭0685 [1483:  “徹”，選編、館藏簡作“□”，據殘留筆畫和文例補釋。] 

三十二年三月丁丑朔丙申、倉是・佐狗、雜えて先農を祠りし餘徹【……】を出だし、【……】

卅（三十）二年三月丁丑朔丙申，倉是、佐狗雜出祠先農餘徹酒一斗半斗，賣于城〼	J1⑭0698
三十二年三月丁丑朔丙申、倉の是・佐の狗、先農を祠りし餘徹の酒一斗半斗を出だして、城【旦の某に】賣り【……】

𧟃袍
卅（三十）四年十一月丁卯朔甲午，倉守壬、佐卻出𧝉袍四┘（、）幏〼
一人卌（四十）八。　　令佐連監。　　〼	9-0209　【説明】左側刻齒爲「一百五十六」。

卅（三十）四年十一月丁卯朔甲午，倉守壬、佐卻出𧝉袍四┘（、）幏□□直錢百……[endnoteRef:1484]□隸妾欬等四人。袍一直十五┘（，）絝一直七┘（，）三人錢各卌┘（，）一人卌八┘（。）　　卻手。 [1484:  “□□直錢百……”，原釋文、校釋作“……”，據圖版和文意補釋。] 

　　令史連監。	9-0498+9-0495[endnoteRef:1485]　【説明（9-0498）】左側刻齒爲「一百六十」，以下殘斷。 [1485:  本簡綴合據《里耶（貳）》簡牘綴合表。] 


物品未詳（出）
稟食
〼五月乙卯，倉是、史感、稟人援出，稟遷陵丞昌。●四月、五月食。
〼　　令史尚視平。　　感手。	8-2245[endnoteRef:1486] [1486:  校釋將本簡與簡8-1345綴合，劉平〈讀《里耶秦簡(壹)》札記〉（《黒龍江史志》2015年第5期）已指出綴合有誤。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……[endnoteRef:1487]。】 [1487:  秦始皇31年4月は小月で、5月は大月であり、「四月・五月の食」とは延べ日数59日となる。成年男性に対する一日当たり「大半斗」の基準額を参照して試算すると、総額「粟米三石九斗少半斗」の支給となるが、県丞に対する「食」とは、他の成年男性に支給されるのと同様な食糧を指すか、それとも、秩高に応じた俸禄の支給を指すかはまだ分からない。なお、『二年律令』秩律によれば、県丞の秩は二百石か三百石である。] 


	
	本文
	【三十一年（216）[endnoteRef:1488]】五月乙卯（04）、倉の是・史の感・稟人の援、出だし、遷陵丞の昌 (しょう)に稟く。 [1488:  この簡の紀年は31年と推定される。尚が令史を務めているのは、28年末から32年3月までで、是が倉嗇夫を務めているのは30年8月15日からで、その後31年10月から倉守妃と武が出現して4月からまた是が倉嗇夫として出現する。感が倉史を務めているのは、31年10月30日からである。是と感が共同して作った出納証明文書も31年に集中する。さらに、朔日から、30年5月に乙卯の日がないことがわかる。（青木口頭教示による）] 


	
	積算根拠
	●四月・五月の食。

	附記
	監查記録
	令史尚、視平す。

	
	作成記録
	感手す。



〼史感、稟人援出，稟隸妾忿[endnoteRef:1489]、┘要、┘欬、┘類譊、┘小女、┘窅[endnoteRef:1490]、┘歐。 [1489:  “忿”，原釋文、校釋作“忍”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改釋。]  [1490:  “窅”，原釋文、校釋作“窗”，参考簡8-0925+8-2195辭例，據圖版改釋。] 

令史尚視平。  感手。	8-1584[endnoteRef:1491] [1491:  何有祖〈里耶秦簡牘綴合（七則）〉（簡帛網，2012年5月1日）認爲簡8-1584能與8-0821綴合，但二簡綴合處墨跡不合，筆跡亦恐不同。何有祖主張：
茬口處綴合而得的字是“妃”字。這里需要對8-1584上端的那一捺重新加辨識，卽到底 是“史”字的一捺，還是“妃”的一捺。對比8-1545的“妃”、8-1584的“史”可知，“史”字的一撇還在捺的下邊，而“妃”捺以下幷無其他筆劃。 從這點看，8-1584號簡上端的殘存的一捺，可能不是“史”字的那一捺，而很可能是“妃”長捺上的筆劃。
筆者按，8-1584上端的一捺不僅與8-0821下端“妃”墨筆不合，而且此筆畫左上還存在一撇的殘墨（參看下方二圖），可知其爲“史”字殘留筆畫。另外，據睡虎地秦簡《秦律十八種》簡049，隸妾“月禾一石半”，據8-0760、8-0763、8-2249等簡記載，隸妾稟“粟米”一石二斗半斗。既然簡8-1584稱“稟隸妾忿”等七人，本簡開頭應有“粟米八石七斗半斗”的記載，而簡8-0821開頭祇有“丙廥粟米四石五斗”，也不合。
｛不過，仍可依考慮二者遙綴的可能性，應該將所有出粟米的簡編連比較一下！（有關筆跡畢竟很主觀，不可靠！）｝。

二簡綴合處放大圖：　　 簡8-1584上端殘筆放大圖：] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……[endnoteRef:1492]。】 [1492:  本簡は残簡で、支給総額は正確に分からないが、残存の簡文によれば、受給者の身分は隷妾で、受給者の人数は七人のようである。一か月の糧食支給を前提とすれば、大月なら「粟米一石二斗半斗」に七を乗じて総額が「粟米八石七斗半斗」となり、小月なら「粟米一石二斗少半半升」に七を乗じて「八石四斗少半半升」と考えられるが、人名「歐」の下には、簡が完形で終わるため、残欠の上方部分には、第二行へと続けて一か月に満たない支給対象期間等が記されている可能性もある。そのため、支給総額は上記の二つの数量が最も蓋然性が高いものの、その両者に確実に絞り込むことも困難である。なお、「歐」の下に区切り記号がないため、人数が七人を超える可能性はあまり高くない。] 


	
	本文
	【……・】史の感・稟人の援、出だし、隸妾の忿・要・欬・類譊・小女・窅 (よう)・歐に稟 (さず)く。

	
	積算根拠
	-（？）

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼八月丙戌，倉是、史感、𠏟（稟）人堂出，稟令史旌。
〼令史悍視平。　　感手。	8-1031+8-1375[endnoteRef:1493] [1493:  本簡綴合據張馳〈里耶秦簡券類文書綴合三則〉（《簡帛》第十二輯，2016年）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【三十一年（216）[endnoteRef:1494]】八月丙戌（06）、倉の是・史の感・稟人の堂、出だし、令史旌【……】に稟 (さず)く [1494:  本簡の作成年代は、史の感・稟人の堂を中心に、関係者の経歴に基づいて三十一年と推定される。案ずるに、すでに8-1360+8-0448について述べたように、史の感と稟人の堂とが共に倉で出納業務などに携わる時期は秦始皇三十一年十二月から同年九月までと確認される。令史の悍は、暦日が判明する史料が少なく、三十一年八月に二回（8-1153＋8-1342・8-0217）ほど出現するに止まるが、史の感と稟人の堂の経歴と矛盾しない。最後に、倉嗇夫の是は、三十一年五月（8-2245・9-0763+9-0775）が初出で、同年七月・八月・九月および三十二年正月・三十三年二月・九月に史料上現れる。出現する時代範囲は感・堂・悍より広いが、三十二年八月と三十三年八月はそれぞれ乙巳と己亥であり、何れも丙戌の日は存在しない。] 


	
	積算根拠
	-（？）

	附記
	監查記録
	令史の悍 (かん)、視平す。

	
	作成記録
	感手す。



〼史感稟人堂出，稟〼
〼令史悍視平。　　〼	8-1037
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】史の感・稟人の堂、出だし、【……】に稟 (さず)く。

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	令史悍 (かん)、視平す。

	
	作成記録
	【……。】



〼月庚戌，倉是、史感、稟人堂出，稟庫佐處、史遬。〼
〼　　令史悍視平。　　感手。	8-1063+8-1642[endnoteRef:1495] [1495:  本簡綴合據謝坤〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（四）〉（簡帛網，2017年8月31日）。
石原レジュメ：割れ目の形状が合わない。「上」字を復元できない。図版からはとても綴合できるとは言えない。誤りであろう。
文もあまりつながらない。（続けて読むとすると、「令佐と爲りて、田を守し、四時志を上すに【某月某日某所】に會せよ」となる。「…【某人】、令佐と為りて田を守す…」と「…四時志を【上せ】。【某月某日某所】に会せよ。」を分けたほうがわかりやすい。）] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】月庚戌、倉の是・史の感・稟人の堂、出だし、庫佐の處・史の遬に稟 (さず)く。

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	令史悍 (かん)、視平す。

	
	作成記録
	感手す。



〼倉是、佐蒲、稟人援出，稟〼	8-1134
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……、】倉の是・佐の蒲・稟人の援、出だし、【……】に稟 (さず)く。

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼史感、稟人援出，稟大隸妾庛[endnoteRef:1496]。 [1496:  施謝捷《里耶秦簡釋文稿》注：“庛”，卽“疵”異構。] 

[bookmark: _Hlk61022160]〼尚視平。　　感手。	8-1177
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】史の感・稟人の援、出だし、大隸妾庛に稟 (さず)く。

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	[bookmark: _Hlk61022195]【令史の】尚、視平す。

	
	作成記録
	感手。



〼年正月戊午[endnoteRef:1497]，倉守武、史感、稟人援出，稟使小隸臣壽。 [1497:  “一”，原釋文、校釋作“□”，參照何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日），據文意補釋。何文據簡8-0606補殘缺部分爲“卅”。] 

〼　　令史視平。　　感手。	8-1580 
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【三十】一年（216）[endnoteRef:1498]正月戊午（05）、倉守の武・史の感・稟人の援、出だし、使小隸臣壽に稟 (さず)く。 [1498:  本簡の作成年代は、何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）が指摘するように、倉守の武・史の感・稟人の援という三人の組み合わせに基づいて三十一年と推定される。案ずるに、すでに8-1360+8-0448について述べたように、倉守の武と史感が共同して倉の職務に当たるのは、三十一年正月から三月までである。稟人の援は、暦日が確認できる史料には、三十一年十月から同年後九月まで十二回倉の出納文書に見える。監査を担当した令史のについても、三十一年十二月から正月にかけて都合六回ほど県廷の令史としてその存在が確認される。なお、三十年から三十三年の正月について朔日を調べると、三十年・三十二年・三十三年はそれぞれ朔日が庚申・戊寅・壬申となっており、戊午という日は存在しない。三十一年の前には二十九年の正月（丙申）、その後には三十五年の正月（庚寅朔）に始めて戊午の日が確認される。] 


	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	令史、視平す。

	
	作成記録
	感手す。



〼稟令史端、┘德、┘繞、┘旌、┘尚。
〼　　感手。	8-1066
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……、】令史端・德・繞・旌・尚に稟 (さず)く。

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	感手す。



〼稟令史諯[endnoteRef:1499]。四日□〼 [1499:  倉稟令史，見8-1031、。] 

〼史尚視平。　　〼	8-1046
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……、】令史の諯 (せん)に稟 (さず)く。

	
	積算根拠
	四日□【……。】

	附記
	監查記録
	【令】史尚、視平す。

	
	作成記録
	【……。】



〼稟人廉出，稟鄕夫。　　七月食。
〼　　卻手[endnoteRef:1500]。	8-1238 [1500:  8-1549有“倉佐卻”，疑此簡爲倉官券書。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】稟人の廉、出だし、（啓陵）鄕（嗇夫）の夫[endnoteRef:1501]に稟 (さず)く。 [1501:  夫は、簡8-0157、8-1445、8-2411には、「啓陵鄕」等として見えており、本簡においても「啓陵鄕」の嗇夫として食料支給を受けていると推測される。] 


	
	積算根拠
	七月食。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	卻手す。



〼隷臣□□□□。
〼　　卻手。[endnoteRef:1502]	8-1947 [1502:  本簡據製作人名“卻”歸入倉官券書。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】隷臣□□□□【に稟 (さず)く。】

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	卻手す。



〼稟[endnoteRef:1503]隸臣滑人[endnoteRef:1504]。 [1503:  “稟”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文例補釋。]  [1504:  校釋注云“滑，人名”，伊強〈《里耶秦簡牘校釋（第一卷）》補正（4）〉（簡帛網，2014年1月19日）指出：“‘滑人’當是雙字人名。”] 

〼   感手[endnoteRef:1505]。	8-0048 [1505:  本簡據製作人名“感”人名歸入倉官券書。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】隸臣の滑人に稟 (さず)く。

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	感手す。



〼隸臣瘳。
〼　　感手[endnoteRef:1506]。	8-1247 [1506:  本簡據製作人名“感”人名歸入倉官券書。從受益人身份可知此簡爲稟食券書。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】隸臣瘳に【稟 (さず)く。】

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	感手す。



〼妾（？）宛。
〼  感手。	8-0261
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……隸】妾宛に【稟 (さず)く。】

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	感手す。



〼妾嬰兒益來[endnoteRef:1507]。 [1507:  據校釋，“益來”爲人名，施謝捷認爲“益”爲人名，但未説明“來”字詞義。] 

〼   感手。	8-0521
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……隸】妾嬰兒の益來に【稟 (さず)く。】

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	感手す。



〼倉佐襄。
〼　　感手。[endnoteRef:1508]	8-0184 [1508:  本簡據製作人名“感”人名歸入倉官券書。從受益人身份可知此簡爲稟食券書。稟食受益人可分爲隸臣妾和屬吏兩類。若受益人爲司空守等長官的話，會有稟食券書和付、受券書兩種不同的情況。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】倉佐襄【に稟 (さず)く。】

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	感手す。



〼□尉史如。
〼　　感手	8-1128
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】□尉史如【に稟 (さず)く。】

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	感手す。



〼	令史視平。
〼忍樂陵宜。　　感手。[endnoteRef:1509]	8-1286 [1509:  本簡據製作人名“感”人名歸入倉官券書。“朐忍”似多爲屯卒出身地，可參看簡8-0445、⑧1563等，屯卒享受稟食待遇。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】忍樂陵宜【に稟 (さず)く。】

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	令史、視平す。

	
	作成記録
	感手す。



〼朔丁巳，倉守處、𠏟（稟）人嬰出，稟更戍留榮陽不更詹。
〼　　令佐章視平。　　處手。	9-0363
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【某年某月某】朔丁巳、倉守の處・稟人の嬰、出だし、更戍留（縣）榮陽（里）の、不更の詹に稟く。

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	令佐の章、視平す。

	
	作成記録
	處手す。



援六斗大半斗、嫭六斗少半〼	9-0262[endnoteRef:1510] [1510:  楊先雲〈《里耶秦簡（貳）》簡牘綴合續表〉（簡帛網，2018年5月13日）將本簡與簡9-0134綴合，但不僅茬口不合，出納數量也與大隸妾一日食三升大半半升不合。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……出だし，大隷妾の】援[endnoteRef:1511]に六斗大半斗、嫭[endnoteRef:1512]に六斗少半【斗（？）……稟 (さず)く。】 [1511:  援：始皇 31 年に倉の稟人としてたびたび登場する人物と同一か。8-0762 では「稟人
援」が「大隸妾援」に食糧を支給している。]  [1512:  嫭：8-1710 では鄕の稟人を務めており、倉の作徒簿（8-0663）には「司寇守囚」と
あるが、司空の作徒簿（9-2289）にも同名の人物が「墼」と見える。] 


	
	附記
（積算根拠）
	十二月の食[endnoteRef:1513]。 [1513:  十二月食：粟米の出券に「某月食」とある場合は、いずれも遲配が生じている。 
] 


	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手す。】



〼處、稟人嬰出，稟更戍虞吉里上造□。
〼佐章視平。　　處手。	9-0268
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……、倉】守の處[endnoteRef:1514]、稟人の嬰[endnoteRef:1515]、出だし、更戍の、虞（縣[endnoteRef:1516]）吉里の上造の□に稟 (さず)く。 [1514:  處は簡9-0363 に、
〼朔丁巳、倉守處・稟人嬰出、稟更戍留・滎陽不更詹
〼 令佐章視平。 處手。
とあり、本簡でも倉守と思われる。兩簡は倉佐の連署がなく、倉守が自ら手している珍しい例である。他の吏が倉にいない状態か。8-1231 の「倉吏見三人其一叚（假）令佐」という記述によれば、通常の配屬人數は 3 人程度であったと考えられる]  [1515:  嬰は、上掲 9-0363 のほか、9-0268 と 9-1527 でも本簡に見える官吏とともに稟人として登場する。9-1574 では隸妾として食糧を受給している。また、8-2101 の倉の作徒簿には「付田」、9-1128 には「倉厨捕鼠十 嬰」として見え、9-1931 には「〼□八錢以衣大隸妾嬰等廿八人冬衣」とある。]  [1516:  虞：『漢書』地理志では、梁國の屬縣。] 


	附記
	監查記録
	令佐の章[endnoteRef:1517]、視平す。 [1517:  章は、簡9-2232・9-0739+9-0089・9-0728 などにおいて、令佐としての活動が二世元年に目立つが簡9-0885 によれば、始皇 34 年 6 月 11 日時點ですでに令佐となっていた。9-0145+9-1335 から、處は二世元年に倉守を務めていたことが確認でき、令佐章の活動年代と一致する。簡6-05では、處は令佐としても見えるが、年代は不明。] 


	
	作成記録
	處手す。



貸食
〼稟人忠出，貸更戍士五（伍）城父蒙里□〼[endnoteRef:1518] [1518:  在能確知出納機關的範圍内，向更戍人員貸食，僅見於簡8-1660+8-1827，爲倉所發行的券書。人名“卻”也見於倉官券書，卽8-1549“倉佐卻”。據此疑簡8-1024以及後續簡8-0980、8-1000、8-2233、8-0850均爲倉官券書。] 

〼　　令史卻視平。　　〼	8-1024
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】稟人の忠、出だし、更戍士伍城父蒙里□【……】に貸す。

	附記
	監查記録
	令史卻視平。

	
	作成記録
	【……。】



〼稟人忠出，貸更戍城父士五（伍）陽䊮(翟)摯(執)[endnoteRef:1519]。八月、九月。　　〼	8-0980 [1519:  “摯”，原釋文作“”（校釋引作“”），校釋作“倗”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改釋。本簡“更戍城父士伍陽䊮摯”卽應與簡8-1517和所見“更戍士伍城父陽翟執”爲同一人。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】稟人の忠、出だし、更戍城父士伍陽翟執に貸す。

	
	積算根拠
	八月、九月。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼人忠出，貸更戍士五（伍）城父中里簡。　　〼（？）	8-1000
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】人忠出だし、更戍士伍城父中里簡に貸す。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼稟人忠出，貸陽里士五（伍）過。
〼　　□手。	8-2233
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】稟人の忠、出だし、陽里士伍過に貸す。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	□手す。



〼人忠出，貸更戍士五（伍）城父陽鄭得。〼	8-0850
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……稟】人の忠、出だし、更戍士伍城父（縣）陽鄭（里）の得に貸す。

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼貣（貸）更戍〼[endnoteRef:1520]	8-1505 [1520:  本簡據收益人身份“更戍”歸入倉官券書。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】更戍【……】に貸す。

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼城父士五（伍）□。九月食。[endnoteRef:1521]	8-1109 [1521:  本簡據受益人出身地和出納目的歸入倉官券書，疑此簡係向更戍卒貸食的券書。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】城父士五（伍）□【に貸す】。

	
	積算根拠
	九月食。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼　　父[endnoteRef:1522]西中痤。九月食。 [1522:  “父”字前似有刮削痕跡，此人應爲簡8-1517所見“更戍士五城父西中痤”。] 

〼　　令史𣤶視平。　　𦡭（䑁）手。[endnoteRef:1523]	8-0902 [1523:  本簡據製作人名“䑁”歸入倉官券書。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……更戍士五城】父西中痤【に貸す】。

	
	積算根拠
	九月食。

	附記
	監查記録
	令史𣤶、視平す。

	
	作成記録
	䑁手す。



出納目的未詳[endnoteRef:1524] [1524:  此項二則雖然出納行爲的記載也殘缺，但從付券文書格式不標注佐、史或稟人的特點推斷，應歸入“出”類。] 

〼　　卅（三十）五年正月庚寅朔﹦（朔朔）日，倉守擇、佐𦡭（䑁）、𠏟（稟）人中〼
〼　　令史就視平。〼	8-0901+8-0926+8-0839[endnoteRef:1525] [1525:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	三十五年（212）正月庚寅朔朔日、倉守の擇・佐の䑁・稟人の中、【出だし、……。】

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	令史就、視平す。

	
	作成記録
	【……。】



〼夫。三月、四月食。
〼　　𦡭（䑁）手。	8-1809
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】夫【に稟 (さず)く/貸す。】

	
	積算根拠
	三月・四月食。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	䑁手。



〼甲辰，倉茲、[endnoteRef:1526]稟人〼 [1526:  此處應脫“史某”或“佐某”二字。] 

〼視平。　　〼	8-1059	【説明】右側刻齒可見者爲一斜道、意爲“半”，上下殘斷。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】甲辰、倉の茲 (じ)・稟人の【某、出だし、……。】

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……】視平す。

	
	作成記録
	【……。】



〼守妃、佐富、稟人援〼	8-0915
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】、倉守の妃・佐の富・稟人の援、【出だし、……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼五（伍）𡩡文召豕。
〼  感手[endnoteRef:1527]。	8-0004 [1527:  本簡據製作人名“感”人名歸入倉官券書。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】士伍𡩡文召豕に【稟 (さず)く/貸す。】。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	感手す。



物品未詳（受）
〼感受司空守茲。　　〼	8-0951
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……史】の感、司空守の茲より受く。

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼……二石，□[endnoteRef:1528]食一石，凡三石。　　卅（三十）五年九月丁亥朔丙申，倉茲受司空守□。	8-2248 [1528:  “二石，□”，原釋文、校釋未釋，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》和圖版補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	三十五年（212）九月丁亥朔丙申（10）、倉の茲、司空守の□より受く。

	
	積算根拠
	【……】二石、□[endnoteRef:1529]食一石、凡そ三石。 [1529:  “二石，□”，原釋文、校釋未釋，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》和圖版補釋。] 


	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼月甲辰朔癸亥，倉守恬受都鄕守陽。　　陽手。9-0141+9-0374[endnoteRef:1530] [1530:  本簡綴合據《里耶（貳）》簡牘綴合表。綴合有可疑之處：一、紋路並不十分吻合；二、筆畫粗細不同，“守”字寫法大不同；三、除非兩個人名“陽”爲兩個同名人物之外，付方製作本文書與受方製作證明文書的原則不和；四、“陽”多見於早期文書，但據朔日和人名恬推測，本文書似爲始皇三十三年或二世元年所作（8-1525“恬手”（=官佐），8-0770“鄕守恬”）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【某年某】月甲辰朔癸亥、倉守の恬、都鄕守の陽より受く。

	
	積算根拠
	【……】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	陽手す。



物品未詳（付）
〼辛酉，倉守擇付庫建。車曹。　　佐般受券。
〼　　𦡭（䑁）手。	8-0405
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】辛酉、倉守擇、庫建に付す。

	
	？
	車曹。

	附記
	作成記録
	䑁手す。

	
	受領記録
	佐般、券を受く。



〼□付市叚（假）少内唐。
〼　　𦡭（䑁）手[endnoteRef:1531]。	8-1771 [1531:  本簡據製作人名“䑁”歸入倉官券書。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】□、市假少内の唐に付す。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	䑁手す。



〼□鈕[endnoteRef:1532]二。　　卅（三十）五年二〔三？〕[endnoteRef:1533]月庚寅朔﹦（朔朔）日，倉守擇付庫建。　　車曹。　　〼	8-0795+8-1820+8-0562[endnoteRef:1534] [1532:  “鈕”，原釋文、校釋作“釰”，據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（二）〉（簡帛網，2012年5月14日）改釋。]  [1533:  秦始皇三十五年二月爲庚申朔，“二月庚寅朔”有誤，正確應作“正月庚寅朔”、“二月庚申朔”或“三月庚寅朔”。何有祖〈里耶秦簡牘綴合（二）〉（簡帛網，2012年5月14日）作“三月庚寅朔”]  [1534:  簡8-1820與8-0562的綴合據校釋一，加綴簡8-0795，據和何有祖〈里耶秦簡牘綴合（二）〉（簡帛網，2012年5月14日）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……】□釰二。

	
	本文
	三十五年（212）三月庚寅朔朔日、倉守の擇、庫の建に付す。

	
	？
	車曹。

	附記
	作成記録
	【……。】

	
	受領記録（？）
	【……。】



〼守言付都鄕守沈。　　強手[endnoteRef:1535]。	8-1824 [1535:  本簡據出納負責人名“言”歸入倉官券書。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……倉】守言、都鄕守の沈に付す。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	強手す。



〼擇付少内華。　　〼[endnoteRef:1536] 	8-1833 [1536:  本簡據出納負責人名“擇”歸入倉官券書。本簡下端殘缺，原釋文、校釋未加斷簡符號，據圖版和文例改正。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……倉（守）】擇、少内華に付す。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼□寅[endnoteRef:1537]，倉瞫付倉厨□、疵。 [1537:  “寅”上一字疑爲“戊”。] 

〼　　瞫手。	9-0345
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】□寅、倉の瞫、倉厨[endnoteRef:1538]の□・疵に付す。 [1538:  倉厨、稟人とならぶ倉の役職の一つ、祭祀における供物の料理や続食による公的旅行者へのに食事提供等の炊事の労務を内容とする。陳偉《湖北云夢睡虎地77號西漢墓出土簡牘概述》（《文物》2018年3期）／陳偉・熊北生「睡虎地漢簡中的券与相関文書」（『文物』2019年第12期）（？要確認）に引用される睡虎地漢簡には、
春祠社稷，當用牡彘二，謁令吳陽、陽武鄉輸五年所遺各一，會二月朔日厨給，卒毋失期乏祠。
というように、祭祀への関与が窺える。なお、里耶秦簡の作徒簿では、稟人に刑徒が当てられる記録が残されているのに対し、厨への充当に関する記述は目下未見である。黔首が徭役の一環として当てられる可能性のほかに、遷陵県では公的旅行者が少ない等の事情により置かれる機会が少なかったため、たまたま記録に残らなかったとも推測される。なお、懸泉置漢簡からは、漢代の懸泉置に厨嗇夫が置かれていたことが窺える。
出錢四百以買死馬肉二匹 一匹名曰逐善  十一月戊寅嗇夫李光廚嗇夫宮佐順賞市
　　                        一匹名曰破石                  ⅡT0114②：90。] 


	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	瞫手す。



〼月壬辰朔戊申，倉守狐付尉守狐[endnoteRef:1539]。〼	9-0356 [1539:  “狐”下茬口處有黑影，但無字，原釋文、校釋標出一未釋字，據圖版刪除。] 


〼□戌[endnoteRef:1540]，倉佐□付□□□□長宜[endnoteRef:1541]。 [1540:  「戌」は、原釋文と校釋では、「□」に作るが、圖版に基づいて補釋した。]  [1541:  「付」の上の一字は校釋では、「敬」に作り、「長宜」の上の二字は、原釋文と校釋では、「亭校」に作るが、何れも字形が合わない。] 

〼　□手	9-0378

〼守瞫付啓陵鄕守唐。[endnoteRef:1542] [1542:  原釈文には「唐」は釈読されていない。校釋が「守」の下に薄い墨蹟があり、簡9-429の「倉守瞫付啓陵鄕守唐」が参考になるとあるが、その墨蹟は確かに「唐」と合う。
という。確かに墨痕は 9-429 の「唐」字と似ているように見える。] 

〼　　□□[endnoteRef:1543]	9-0402 [1543:  未釋讀字が左行の末尾に寄せて書かれており、本簡の作成者を明記する記載と推測されるが、輪郭からは或いは「唐手」ではないかとも疑われる。なお、左行の上方にも黑い影が見えており、或いは簡9-0429の「佐平受券」に相當する文言が記されていた可能性も考えられるが、墨蹟を特定するほど明確ではない。] 


〼月庚午，倉守瞫付啓陵鄕守唐。
〼　　佐平受券。　卩	9-0429

物品未詳（出納行爲未詳）
……□﹦二（？）石[endnoteRef:1544]……□。　　卅（三十）一年十二月□□，倉〼 [1544:  “二（？）石”，原釋文、校釋作“……”，據圖版補釋。] 

　　[endnoteRef:1545]視平。　　〼	8-0379 [1545:  “”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	……□﹦二（？）石……□。

	
	本文
	三十一年（216）十二月□□、倉【……。】

	附記
	監查記録
	【令史の】、視平す。

	
	作成記録
	【……。】



〼月丁亥朔（朔朔）日，倉〼	8-2229
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】月丁亥朔朔日、倉【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼𦡭（䑁）手。〼	8-2269
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	䑁手す。



〼   𦡭（䑁）手。	8-0348
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	䑁手す。



〼  𦡭（䑁）手。	8-0865
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	䑁手す。



〼平。　　感手。[endnoteRef:1546]	8-1192 [1546:  本簡據製作人名“感”人名歸入倉官券書。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……視】平す[endnoteRef:1547]。 [1547:  “平”字或係受益人名。] 


	
	作成記録
	感手す。



〼	感手	8-1084
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	感手す。



〼　　感手。	8-1652
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	感手す。



〼齰。
〼感手。	8-1938
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】齰【に稟 (さず)く/貸す/受 (さず)く/付す。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	感手す。



〼羅。
〼  感手。	8-0326
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】羅【に稟 (さず)く/貸す/受 (さず)く/付す。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	感手す。



〼朔丙辰，倉守處　□〼
〼章視平[endnoteRef:1548]。　　〼	9-0104 [1548:  “章”，原釋文作“□”，據張以静「《里耶秦簡（弐）》読札」（『簡帛網』http://www.bsm.org.cn/show_article.php?id=3285、2018年12月31日）補釋。“令佐章”與“倉守處”的券書另見9-363：
朔丁巳。倉守處、稟人嬰、出稟更戍留滎陽不更詹
令佐章視平處（）] 


〼月丁卯朔辛巳（15[endnoteRef:1549]日），倉（？）[endnoteRef:1550]〼 [1549:  本簡の暦日は不明ではあるが、倉発信の丁卯朔の証明文書は全て秦始皇34年11月に集中しているため、同じ可能性が高い。]  [1550:  “倉”，原釋文、校釋作“受”，據殘留筆畫和文例改釋。] 

〼　　令（？）史（？）[endnoteRef:1551]〼	9-0389 [1551:  本簡第二行被裁斷，仍能辨認“令史”右半部分，據圖版補釋。] 


田官
粟米（出，稟食）
徑[endnoteRef:1552]廥粟﹦（粟米）一石九斗少半斗。卅（三十）一年正月甲寅朔丙辰，田官守敬、佐壬、稟人顯出，稟貲貣（貸）士五（伍）巫中陵免將。 [1552:  “徑”，施謝捷《里耶秦簡釋文稿》作“逕”，應再核對其它“徑”字字形。] 

  令史扁視平。    壬手。	8-0764	【説明】左側刻齒爲“一石九斗少半斗”。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	徑廥粟米一石九斗少半斗。

	
	本文
	三十一年（216）正月甲寅朔丙辰（03）、田官守の敬・佐の壬・稟人の顯、出だし、貲貸士伍の巫（縣）中陵（里）の免將に稟 (さず)く。

	附記
	監查記録
	令史扁、視平す。

	
	作成記録
	壬手す。



徑廥粟﹦（粟米）一石泰半斗。　　卅（三十）一年五月壬子朔己未，田官守敬、佐𨛭、稟人娙出，貣（貸）罰戍公卒襄武宜都胠。
　　令史逐視平。　　𨛭手。	9-0763+9-0775【説明9-0763】右側刻齒爲「一石泰半斗」，「泰半」以一個斜道表示。表示「斗」的刻齒與表示「石」的刻齒之閒距離較大。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	徑廥粟米一石泰半斗

	
	本文
	三十一年五月壬子朔己未、田官守の敬・佐の𨛭・稟人の娙 (けい)[endnoteRef:1553]、出だし、罰戍公卒の襄武宜都の胠に貸す。 [1553:  娙、人名。始皇帝31年4月から7月にかけて、田官の稟人としてのみ名が見えており、いずれも田官守敬の下で穀物支給を担当する。同時期の田官の稟人としてはほかに、顯（8-0764 など）、䓘（8-1787+8-1574）がいる。なお、字音は、『広韻』耕韻では、五莖切、青韻では、戸經切とされるが、日本語の漢音はいずれも「けい」となる。訓詁は、それぞれ「身長好皃」と「女長皃」となっており、耕韻では、「身長好皃」に続けて『漢書』に基づいて娙娥が婦官であることも注記されている。今本『漢書』外戚傳には、
至武帝制倢伃、娙娥、傛華、充依，各有爵位。
武帝に至りては、倢伃・娙娥・傛華・充依・制せ、各々爵位有り。
とある。] 


	附記
	監查記録
	令史の逐、視平す。

	
	作成記録
	𨛭手す。



徑廥粟﹦（粟米）四石。　　卅（三十）一年七月辛亥朔﹦（朔朔）日，田官守敬、佐壬、稟人娙出，稟罰戍公卒襄城武宜都胠、┘長利士五（伍）甗[endnoteRef:1554]。 [1554:  校釋提出兩種句讀，卽“稟罰戍公卒襄城武宜都胠、長利士五（伍）甗”和“稟罰戍公卒襄城武、宜都胠、長利士五（伍）甗”。“襄城”和“長利”爲漢代縣名，見於《漢書》地理志，分別屬於潁川郡和漢中郡。據《校釋》的説明，在本簡中，“長利”或爲里名。《校釋》兩種句讀的分歧在於對“武宜都”三字的理解。漢代有縣名“宜都”，屬於上郡。前一種句讀將接在縣名“襄城”下的“武宜都”理解爲里名，後一種句讀將“武”視爲人名，“宜都”爲縣名，如同《漢書》所見。筆者按，在後一種句讀中，“襄城武”和“宜都胠”的組合都爲“縣名+人名”，中間不加里名。如果這種句讀確實成立的話，此句話還能提出第三種句讀，卽“稟罰戍公卒襄城武、宜都胠、長利、士五（伍）甗”。其中“襄城”、“宜都” 均爲縣名，“長利”爲人名；“長利”和“甗”爲宜都人，與“胠”同縣，不須重標縣名；“甗”身份爲“士伍”，與“公卒”武、胠、長利有別，因此另再標注。問題是三種句讀中哪一個正確？筆者認爲，區分句讀正否的關鍵在於受稟人數。本券書所記載食糧總量爲“四石”，受稟對象爲成年男人。據《秦律十八種》簡049記載以及里耶秦簡所見多數稟食實例可知，成年男人每日稟糧食“大半斗”，大月三十日卽稟“二石”。據此標準計算，四石分給兩個人的話，每人可稟相當於大月食量的“二石”；三個人的話，每人僅領相當於二十日份的“一石三斗少半斗”；四個人的話，每人僅剩十五日份糧食的“一石”。本券書發行年月爲三十一年七月，正巧係大月，“都胠”下方又有一個鈎形符號，表示此處應斷開。結合這些信息，應以都胠和甗的兩個人分別領稟七月三十日糧食“二石”爲妥。既然將“襄城武宜都胠”理解爲“縣名+里名+人名”，人名“甗”的屬性也應同樣處理，“長利”卽與“武宜”相同爲襄城縣里名。簡9-0763+9-0775有“罰戍公卒襄武宜都胠”，又疑簡8-2246“襄城武宜都胠”之“城”字係衍字。若然里名爲“宜都”和“長利”，均屬隴西郡襄武縣。] 

　　令史逐視平。　　壬手。	8-2246	【說明】左側刻齒爲“四石”。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	徑廥粟米四石。

	
	本文
	[bookmark: _Hlk72339056]三十一年（216）七月辛亥朔朔日、田官守の敬・佐の壬・稟人の娙、出だし、罰戍公卒襄城武宜の都胠・長利士伍の甗に稟 (さず)く。

	附記
	監查記録
	令史逐、視平す。

	
	作成記録
	壬手す。



徑廥粟﹦（粟米）一石六斗。　　卅（三十）一年七月辛亥朔朔日，田官守敬、佐壬、稟人娙出，稟罰〼
　　令史逐視平。　　〼	9-0041　【説明】左側刻齒爲「一石六斗」。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	徑廥[endnoteRef:1555]粟米一石六斗。 [1555:  徑廥：乙廥（8-1647）・丙廥（8-1545など）・西廥（8-1452など）とならぶ遷陵縣の穀物倉。登場件數は29件で、乙廥 1件、丙廥 3件、西廥 3件に比べ群を拔く。徑廥からの 支出は倉によるものが多いとはいえ、田官や司空による場合もいくつか見られる。鄕によっ て支出が行われていないことから（8-1590「丙廥～貳【春鄕？】」は綴合に疑義あり）、縣の 管下にある（おそらく縣廷の近傍にある）穀物倉と考えられる。また、田官の粟米支出は、 すべて徑廥からである。（青木レジュメ20200630）] 


	
	本文
	三十一年七月辛亥朔朔日、田官守の敬[endnoteRef:1556]・佐の壬[endnoteRef:1557]・稟人の娙、出だし、罰【戍某爵某縣某里の某】[endnoteRef:1558]に稟く。 [1556:  敬：官歴などを考慮すると遷陵縣には、尉の敬（8-2206+8-2212）、始皇 27～28年頃に守丞（8-0063）や貳春鄕嗇夫(9-0022)などを務めている敬（9-0470によれば、28年には 他縣へ轉任している）、そして30～31年にかけて田官守や田官佐（9-0710）、將田鄕守（91781+9-2298）として登場する本簡の敬というように、同名の吏が少なくとも3名いたと考 えられる。本簡の敬は、田官佐を本官とし、假令史（または假令佐）となったうえで田官守を務めていたものと推測される。30年2月14日（8-0672）から31年7月23日（8-1574+81787）までは、田官佐（31年12月1日、9-0710）ならびに倉佐（31年3月14日、8-0760）を挾みつつも、續けて田官守として登場する。また、田官による徑廥からの支出は、すべて田官守敬が擔當したものである。（青木レジュメ20200630）]  [1557:  壬：里耶秦簡において最も多く名の見える吏。比較的線の太い、右肩下がりの特徴的な文字を書く。始皇30～31年頃は田官佐のほか、貳春鄕佐（8-1576）にもなっている（8-0580には「貳春鄉佐壬。今田官佐」ともある）。その後、33～34年に令史を務めた後、35 年には嗇夫へ昇進したようだが、守丞としては名前が見えない。田官守敬の時期の田官佐としてはほかに、忠（8-0725+8-1528）、𨛭（9-0763+9-0775など）がいる。（青木レジュメ20200630）]  [1558:  罰戍、刑罰として兵役（「戍」）に從事するもしくはさせる意、ここでは粟米支給の受給者の身分を現す。なお、田官が粟米を支給する對象は罰戍のほか、屯戍・居貲・貲貣などで、更戍はいない。（于洪濤著『里耶秦簡經濟文書分類整理與研究』（知識産權出版社、2019年）131～134頁）。（青木レジュメ20200630に基づき陶安改編）] 


	附記
	監查記録
	令史の逐[endnoteRef:1559]、視平す。 [1559:  逐、人名。始皇帝26 年5月24日（簡16-0009）から34年7月27日（簡9-0087）までほぼ一貫して令史および守嗇夫として登場する。庫佐／史（29年8月24日、簡8-0686+9-0973）や田官史（30年9月14日、簡9-0982など）を務めている逐という人物も見られるが、官職からすれば、同名の別人という可能性が高い。なお、簡8-1566（30年6月18日）では、田官守敬発信の文書を逐が手しており、佐の壬がそれを縣廷へ送り屆けている。（青木レジュメ20200630）] 


	
	作成記録
	【壬手す。】



徑廥粟﹦（粟米）一石八斗泰半。　　卅（三十）一年七月辛亥朔癸酉，田官守敬、佐壬、稟人䓘出，稟屯戍簪褭襄完里黑、士五（伍）朐忍松涂增。[endnoteRef:1560] [1560:  此處斷句參看8-2245、2247等。] 

六月食，各九斗少半。　　令史逐視平。　　敦長簪褭［襄］壞（懷）德中里悍出。　　壬手。	8-1787+8-1574[endnoteRef:1561]	【說明】（1787）左側刻齒爲“一石八斗泰半”。 [1561:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	徑廥粟米一石八斗泰半。

	
	本文
	三十一年（216）七月辛亥朔癸酉（23）、田官守の敬・佐の壬・稟人の䓘、出だし、屯戌の簪褭、襄（縣）完里の黑・士伍朐忍（縣）松涂の增に稟 (さず)く。

	
	積算根拠
	六月の食、各々九斗少半。

	附記
	監查記録
	令史逐、視平す。

	
	作成記録
	壬手す。

	
	受領記録
	敦長の簪褭、懷德（縣）中里の悍 (かん)、出だす。



徑廥粟米四斗泰半斗　卅一年六月壬午朔朔日田官守敬佐𨛭稟人娙出貣居貲士五巫庫□〼
令史逐視平〼	9-1117　【説明】左側刻齒爲「四斗大半斗」，「大半斗」以兩個斜道表示。

粟米（出，貸食）
徑廥粟﹦（粟米）四斗泰半斗。　　卅（三十）一年六月壬午朔朔日，田官守敬、佐𨛭、稟人娙出，貣（貸）居貲士五（伍）巫南就路。五月乙亥以盡辛巳七日食。
　　令史逐視平。　　✓　　𨛭手。	9-0934+8-1014[endnoteRef:1562]【説明9-0934】左側刻齒爲「四斗大半斗」，「大半斗」以兩個斜道表示。 [1562:  本簡綴合據校釋二。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	徑廥粟米四斗泰半斗。

	
	本文
	三十一年（216）六月壬午朔朔日、田官守の敬・佐の𨛭・稟人の娙、出だし、居貲士伍巫南就の路に貸す。

	
	積算根拠
	五月乙亥（24）より以て辛巳（30）に盡 (つ)くる七日の食。

	附記
	監查記録
	令史の逐、視平す。

	
	作成記録
	缺手す。



徑廥粟﹦（粟米）一石九斗少半。　　卅（三十）一年四月癸未□未，田官守敬、佐壬、稟人娙出，貣（貸）居責𡩡武昌士五（伍）摯。
　　令史逐視平。　　壬手。	9-1575+9-0901+9-0902+9-0960[endnoteRef:1563]　【説明9-1575】左側刻齒爲「一石六斗」，以下殘斷。【説明9-0901】上部殘斷，左側刻齒爲「三」和「半」。 [1563:  簡9-0901與9-0902的綴合據《里耶（貳）》簡牘綴合表，加綴9-1575和9-0960據楊先雲〈《里耶秦簡（貳）》簡牘綴合續表〉（簡帛網，2018年5月13日）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	徑廥粟米一石九斗少半（斗）[endnoteRef:1564]。 [1564:  本簡では「粟米一石九斗少半」というように、「少半」の下に単位が省略されているが、士伍には一日当たり「大半斗」の食料が支給されることや、本文書の発信年月となっている秦始皇三十一年四月が少月であることから、簡8-0764などと同様に、「粟米一石九斗少半斗」が支給されていたことが判る。見方によっては、「省略」ではなく、「脱字」と考える余地もあろう。] 


	
	本文
	三十一年四月癸未□朔□未、田官守の敬・佐の壬・稟人の娙、出だし、居責の𡩡（縣）武昌（里）士伍の摯に貸す。

	
	積算根拠
	-

	附記
	監查記録
	令史の逐、視平す。

	
	作成記録
	壬手す。




粟米（出納行為・目的未詳）
徑廥粟﹦（粟米）一石九斗少半斗。　　卅（三十）一年六月壬午朔甲申，田官守敬、〖佐〗𨛭、稟人娙出，稟屯戍士五（伍）安陵昌曲廣[endnoteRef:1565]。 [1565:  “曲”，原釋作“甾”，校釋作“甚”，據唐強〈《里耶秦簡（貳）》9-174+9-908綴合及其釋讀〉（簡帛網，2019年1月6日）改釋。] 

　　令史逐視平。　　𨛭手。	9-0908+9-0174[endnoteRef:1566] [1566:  本簡綴合據原整理者。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	徑廥粟米一石九斗少半斗。

	
	本文
	三十一年六月壬午朔甲申（03）、田官守の敬・佐の𨛭 (しょ)[endnoteRef:1567]・稟人の娙、出だし、屯戍士伍の、安陵（縣[endnoteRef:1568]）昌曲（里）の廣に稟く。 [1567:  籾山レジュメ
田官守敬による「出稟」文書は、第八・九層あわせて 13 例あるが（遺漏の可能性あり）、うち 5 例に佐の𨛭が關與している。とりあえず關與する吏について次頁の表にまとめた。サンプルが尐なく目ぼしい發見はないのであるが、佐の職務が１か月を單位としていた（１か月交替ではない）らしいことは讀み取れる

青木さんのコメント：
必ずしもそうは言い切れない。月の途中に佐の担当が入れ替わる例も見えるからである。なお、複数の佐がいる状況も想定されるため、そうした例は、担当の入れ替えなのか、複数の佐の中でたまたま違う佐が文書の表の上に現れたのか判断しがたいことから、月単位の職務という説は立証も反論も困難である。]  [1568:  研究会の議論によれば、「汝南郡征羌縣有安陵亭」に相当するという。関連資料：

『戰國策』魏策「信陵君使人謂安陵君曰君其遣縮高吾將仕之以五大夫使為持節尉。」→『資治通鑑』胡三省の注によれば、傿陵（秩律452）に対応する。（巻６「《後漢志》︰汝南郡征羌縣有安陵亭。《註》云︰卽魏安陵君所封地。《括地志》曰︰鄢陵縣西北十五里。李奇云︰六國時爲安陵。還，從宣翻，又音如字。縮，所六翻。」）
（『太平御覧』巻422引く『戦国策』佚文：
　又曰、秦縮高、鄢陵人也、其子仕秦、秦以爲管守

（顯王）十四年秦公孫壯伐鄭、圍焦城不克。秦公孫壯帥師、城上枳・安陵・山民。邯鄲伐衛、取漆富兵城之（竹書紀年）
【集解】徐廣曰：「召陵有安陵鄉，征羌有安陵 亭也。」　【正義】括地志云：「𨻳陵縣西北十五里。李奇云六國時為 安陵 也。」言魏王使者出向秦云，共伐韓以成過失，而更惡安陵氏於秦，今伐之，重非也。

□陽到頓丘百八十四里　〼　□〼
頓丘到虚百卌六里　〼
虚到衍氏百九十五里　〼
衍氏到啓封三百五里　〼
啓封到長武九十三里　〼
長武到焉陵八十□【里】　〼
焉陵到許九十八里　〼,J1⑦14正

『二年律令』秩律452「安陵」
なお、包山楚簡117「安陵公」

関連論文（簡帛網）：
黃錫全「湘西里耶地理木牘補議」（中國錢幣博物館）
唐強「《里耶秦簡（貳）》9-174+9-908綴合及其釋讀」

なお、秩律の安陵については、森谷一樹「張家山漢簡・秩律初探」では、安陵を右扶風とする。高后二年なのですでに恵帝陵が設置済みのためと判断したためか。] 


	附記
	監查記録
	令史の逐、視平す。

	
	作成記録
	𨛭手す。



筥
筥九合。　　卅（三十）五年八月丁巳朔庚申，田官壬〼	8-0900	【説明】右側刻齒爲“九”。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	筥九合。

	
	本文
	三十五年（212）八月丁巳朔庚申（04）、田官の壬【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



物品未詳（出）
稟食
〼亥朔﹦（朔朔）日[endnoteRef:1569]，田官守敬、佐壬、稟人娙出，稟居貲士五（伍）江陵東就娤。〼 [1569:  “朔”字前有其它字的殘泐筆畫，原釋文、校釋未釋，據殘留筆畫和文意補釋。] 

〼史逐視平。　　壬手。	8-1328+8-1324[endnoteRef:1570] [1570:  本簡綴合據謝坤〈《里耶秦簡（壹）》綴合（一）〉（簡帛網，2016年5月16日）。謝文另在簡8-1328上方遙綴簡8-1321，恐不可信。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【三十一年（216）七月辛】亥朔朔日[endnoteRef:1571]、田官守の敬・佐の壬・稟人の娙、出だし、居貲士伍江陵東就の娤に稟 (さず)く。 [1571:  本簡の作成年代は、関係者の経歴および干支の残留筆画に基づいて推定される。案ずるに、敬と壬という人物は、何れも秦始皇二十七年から三十四年もしくは三十五年まで、官佐から令佐もしくは官嗇夫までその経歴について比較的多くの史料が残されているが、田官守もしくは田官佐を務めた経歴は全く同じく三十一年正月と同年四月から七月までの間に確認される。娙という人物は、田官の稟人として複数回見られるが、期間は三十一年四月から七月となっている。令史の逐も、同期間中11回も見受けられる。以上を要約すると、本簡にみられる関係者については、四人の経歴が田官と関連して重なるのは、三十一年四月から七月の期間中に限定される。この期間の朔日を調べると、癸未（四月）・壬子（五月）・壬午（六月）・辛亥（七月）とあるが、残留筆画とぴったり合うのは、辛亥のみである。] 


	附記
	監查記録
	【令】史逐、視平す。

	
	作成記録
	壬手す。



貸食
〼　　卅（三十）一年六月壬午朔丁亥，田官守敬、佐𨛭、稟人娙出，貣（貸）罰戍簪褭壞（懷）德[endnoteRef:1572]中里悍。 [1572:  懷德，秦縣，應屬内史。《漢書》地理志作“褱德”，屬左馮翊。] 

〼　　令史逐視平。　　𨛭手。	8-1102+8-0781[endnoteRef:1573]	【説明】左側刻齒爲“三”。 [1573:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	三十一年（216）六月壬午朔丁亥（06）、田官守の敬・佐の𨛭 (しょ)・稟人の娙、出だし、罰戍簪褭懷德 中里悍 (かん)に貸す。

	附記
	監查記録
	令史逐、視平す。

	
	作成記録
	𨛭 (しょ)手す。



出納目的未詳
〼　　壬手。	8-1421
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	壬手す。



司空
粟米（出，食人）
食人
徑廥粟﹦（粟米）一石九斗五升六分升五。  卅（三十）一年正月甲寅朔丁巳，司空守增、佐得出，以食舂、小城旦渭等卌（四十）七人。[endnoteRef:1574]積卌（四十）七日﹦（日，日）四升六分升一。 [1574:  此處斷句參看8-2245、2247等。] 

令史[endnoteRef:1575]視平。　　得手。	8-0426+8-1632+8-0212[endnoteRef:1576] [1575:  “”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。]  [1576:  本簡綴合據校釋。簡8-0426與8-1632的寬度略有出入，但紋路、記載内容、筆跡等其它方面並無問題。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	徑廥粟米一石九斗五升六分升の五。

	
	本文
	三十一年（216）正月甲寅朔丁巳（04）、司空守の增・佐の得、出だし、以て舂・小城旦渭等四十七人を食す。

	
	積算根拠
	積 (かさ)四十七日、日ごとに四升六分升の一。

	附記
	監查記録
	令史、視平す。

	
	作成記録
	得手す。



〼卌（四十）七日﹦（日[endnoteRef:1577]，日）四升六分升一。 [1577:  四十、原釋文と校釋は「□」に作るが、簡8-0426の文例と残画に基づいて補釈した。本簡と簡8-0426は同じく得が作成者となっている。] 

〼　　得手。[endnoteRef:1578]	8-0125 [1578:  本簡據製作人名“得”歸入司空券書。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	
	積算根拠
	【……】四十七日、日ごとに四升六分升一。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	得手す。



徑廥粟﹦（粟米）一石八斗七升半升。   卅（三十）一年正月甲寅朔己巳，司空守增、佐得出，以食[endnoteRef:1579]〼 [1579:  “食”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文例補釋。] 

令史視平。  〼	8-0474+8-2075[endnoteRef:1580]	【說明】（0747）左側刻齒爲“一石八斗七升半升”。 [1580:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	徑廥粟米一石八斗七升半升。

	
	本文
	三十一年（216）正月甲寅朔己巳（16）、司空守增・佐得、出だし、以て【……を】食す。

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	令史、視平す。

	
	作成記録
	【……。】



〼空守敬、佐𨛭、稟人〼
〼　　令史逐視平。〼	8-1406
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】空守の敬・佐の𨛭 (しょ)・稟人の【……。】

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	令史逐、視平す。

	
	作成記録
	【……。】



出納目的未詳
卅（三十）年六月辛亥，司空守茲、史□□□〼
乙廥粟﹦（粟米）三斗少半斗。  〼	8-1647
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	乙廥粟米三斗少半斗。

	
	本文
	三十年（217）六月辛亥（25）、司空守の茲 (じ)・史□□□

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



粟﹦（粟米）三石。  卅（三十）四年八月癸巳朔乙巳，司空守茲〼	8-1635
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米三石。

	
	本文
	三十四年（213）八月癸巳朔乙巳（13）、司空守の茲 (じ)【……。】

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】




粟米（受）
[endnoteRef:1581]﹦（粟米）七石。　　元年端月癸卯朔□□，司空守□受倉□[endnoteRef:1582]〼	6-03	{左側刻齒爲七石。} [1581:  “粟”，原釋文、校釋未釋，據文例補釋。]  [1582:  “守”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文例補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米七石。

	
	本文
	元年端月癸卯朔□□、司空守の□、倉□【……】に受く。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



錢
錢二千六百八十八。
[bookmark: _Hlk516596605]卅（三十）四年後九月壬辰朔丁酉，司空守痤受少内守就。　瘳手。	8-0838+9-0068[endnoteRef:1583]	【説明】8-0838注“左側刻齒爲“二千六百一十”、以下殘斷”	9-0068“右側刻齒爲「八十八」，上部殘斷。” [1583:  本簡綴合據楊先雲〈《里耶秦簡（貳）》簡牘綴合續表〉（簡帛網，2018年5月13日）。楊文注10云“《里耶秦簡（壹）》8-838簡説明左側刻齒爲‘二千六百一十’，以下殘斷。從圖版上看，8-838號簡刻齒在右側，疑爲整理者筆誤。《里耶秦簡（貳）》 9-68説明右側刻齒爲‘八十八’。從圖版上看，殘斷處拼合正好爲第一個“十”刻齒處，故而完簡刻齒應爲“二千六百八十八”，與簡文相合。”] 


	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	錢二千六百八十八[endnoteRef:1584]。 [1584:  銭2688は貲二甲の相当額である。同じく銭2688を対象とする簡9-0423の証明文書には、出納事由として「坐亡城旦童」が明記されていることからも罰金刑との関連が窺えるが、罰金の相当額を少内が受け取って収入として計上すべきところ、それを司空に支出している点は極めて難解である。合理的な説明はまだできないものの、貲罪と関連して少内から金銭が支払われる状況は目下以下の二つ確認できる。
一つには、罰金などの債務が、罰金課金の県ではなく、債務者が兵役や徭役のために配属されている県（「署所」）で取り立てられる場合である。簡9-0001～9-0012に記されている陽陵県司空の文書によれば、その場合には、現金の移動は発生せず、債務が発生した県（陽陵）と取り立てを行う県（遷陵）との間には帳簿上の処理（「受計」・「付計」）のみ行われるが、嶽麓秦簡（陸）の律令簡牘には次のように、元は現金の授受があったと解しうる文言が見える。
246　　●延陵言、佐角坐縣官田殿、貲二甲、貧不能入レ、角擇除爲符離冗佐、謁移角貲署所、署所令先居之。延陵
247　　不求賞（償）錢。以䊮（糴）。有等比。●曰、可。　●縣官田令丙一
●延陵（縣）言わく、佐の角、縣官が田の殿なるに坐し、貲 (はか)ること二甲なるも、貧しく能 (よ)く入れず。角、擇びて除せられて符離（縣）が冗佐と爲れば、謁うらくは、角が貲を署する所に移 (うつ)し、署する所、令して先に之れを居せしめよ。延陵、錢を償うを求めず。以て糴 (よねがい)せよ（或いは「䊮 (よね)を以 (もち)いよ」？）、等比有り。●曰わく、可なり。　●縣官田令丙一
「以䊮」の解釈は難しいが、符離縣に貲を移し送った延陵縣が引き換えに銭を求めないと特記されていることから、本来は金銭の授受が一般的であったと推測される。しかし、簡8-0838+9-0068においては、遷陵県の少内と司空の間に金銭の授受があったことが記されているため、遠隔地における債権回収との関連性はないと断定できる。
もう一つには、判決の取り消しなどのために、納入済みの罰金が返還される場合がある。簡8-1583+8-0890に記されている少内の出納文書はその一例であるが、簡9-0423に関しては「坐亡城旦童」という出納事由があることから、また簡8-0838+9-0068においても、簡8-1583+8-0890のように返還（「還」）が明記されていないことから、そういう可能性は低いと考えられる。
さらに、罰金の相当額が、もはや罰金が徴収された事件と無関係に支払われる可能性も一つ考えられる。つまり、少内の現金収入には、罰金の徴収が大きな比率を占めると考えられるが、それを徴収の単位である1344銭（一甲）と384銭（一盾）のままで貫緡 (かんざし)にして保管していた可能性がある。そうすると、別の用途で概算で支出する場合には、整数の1000銭や3000銭の代わりに保管単位の倍数である1152（三盾）や2844銭（二甲）として支出したことがあり得る。概算払いにおける清算と思われる事例は簡？に見える。
また、罰金との関連からすれば、罰金収入の帰属も考察に値しよう。簡8-0838+9-0068では、明らかに少内から司空へ支出が記され、簡9-0423では、支出事由として司空の監督責任と関連する罪名が明記されている。何れの場合にも違法行為の摘発主体は、司空嗇夫もしくはその代理にほかならないから、司空に対する支出は恰も摘発主体に罰金収入を還元する印象を与える。上計の基礎単位が県であるから、本来は県官の間ではそうした収入の区別がないはずとは考えられるが、罰金と関連して明らかに県官の間で金銭が動いていることから、その可能性は指摘しておく。] 


	
	本文
	三十四年（213）後九月壬辰朔丁酉（06）、司空守の痤、少内守の就より受く。

	附記
	監查記録
	-

	
	作成記録
	瘳手す。



物品未詳
出，食人
〼斗。　　卅（三十）年九月丙辰朔己巳，司空守茲、佐得出，以食舂、小城旦卻等五十二人。積五十二日﹦（日，日）四升六分升一[endnoteRef:1585]。 [1585:  “日四升六分升一”的記載與簡8-0426+8-1632+8-0212相同，可知此簡亦爲出粟米券書。] 

　　令史尚視平。　　得手。	8-0525+8-0351+8-0216[endnoteRef:1586] [1586:  簡8-0351+8-0216的綴合據校釋一，加綴簡8-0525，據趙粲然・李若飛・平曉婧・蔡萬進「里耶秦簡綴合與釋文補正八則」『魯東大學學報』（哲社版）二〇一五年第二期。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【粟米二石一斗泰半】斗[endnoteRef:1587]。 [1587:  本簡の記載に基づいて計算すれば、出納穀物の総量は「二石一斗六升泰半升」となるが、「六升泰半升」はまた「泰半斗」に等しく、簡8-2194の「二斗泰半斗」や簡9-1117の「四斗泰半斗」等と同様に、「泰半斗」の表記形式が用いられ、原文が「二石一斗泰半斗」となっていたと推定される。なお、「日四升六分升一」とは、簡8-0426+8-1632+8-0212や8-1335+8-1115から判るように、舂等の成年女性もしくは、小城旦等の未成年男性に対する粟米支給の基準額である。] 


	
	本文
	三十年（217）九月丙辰朔己巳（14），司空守の茲 (じ)・佐の得出だし、以て舂・小城旦卻等五十二人を食す。

	
	積算根拠
	積 (かさ)五十二日、日ごとに四升六分升の一。

	附記
	監查記録
	令史尚、視平す。

	
	作成記録
	得手す。



〼城旦卻等五十二〖人〗[endnoteRef:1588]。積五十二日﹦（日，日）四升六分升一。[endnoteRef:1589] [1588:  “人”，據文例補釋。]  [1589:  “積五十二日﹦（日，日）四升六分升一”的記載與簡8-0351+8-0216相同，可知此簡爲司空出粟米食人券書。] 

〼　　得手。	8-1894
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【粟米二石一斗泰半斗。】

	
	本文
	【……舂・小】城旦卻等五十二。

	
	積算根拠
	積 (かさ)五十二日、日ごとに四升六分升の一。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	得手す。



〼卯[endnoteRef:1590]朔丁卯，司空守悍、佐得出，以食〼 [1590:  “卯”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

〼史視平。　　〼	8-0575
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【三十一年（216）乙】卯朔丁卯[endnoteRef:1591]、司空守の悍 (かん)・佐の得、出だし、以て【……を】食す。 [1591:  本簡の作成年代は、関係者の経歴と朔日の干支に基づいて推定される。案ずるに、朔日が十二支の卯で終わり、且つ当該月が丁卯の日を含むのは、丁卯朔を除いて、朔日が乙卯もしくは癸卯の場合のみである。その場合には丁卯の日は、十三日若しくは二十五日に当たる。遷陵県の設置期間中、該当する月を調べると、乙卯朔は、秦王政二十五年八月・秦始皇三十一年十一月・三十六年十二月と、癸卯朔は二十七年九月・三十三年十二月・元年正月のそれぞれ三回確認される。一方、については、暦日が判明する史料が少ないものの、三十年九月には、少内の佐と見え、三十一年十二月と正月には六回ほど令史として出現する。本簡では、が令史となっているため、その官職が官佐に止まっていた三十年九月以前に作成された可能性は排除できる。次に、悍と得の経歴に関する史料もやや限られているが、三十二年以降は全く史料上現れない。つまり、悍・得・の経歴からは、本簡の作成年代は三十一年に限られる。そこで、朔日の干支を加味すれば、唯一全ての限定条件を満たすのは、三十一年十一月であり、朔日は乙卯となる。] 


	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	【令】史、視平す。

	
	作成記録
	【……。】



〼卅（三十）三年三月辛未朔己丑，司空色、佐午出，以食舂[endnoteRef:1592]〼 [1592:  “舂”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》、謝坤〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（一）〉（簡帛網，2015年6月29日）補釋。] 

〼　　令史圂視平。〼	8-1135	【説明】左側刻齒爲“三百”、上殘斷。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	三十三年（214）三月辛未朔己丑（19）、司空の色・佐の午、出だし、以て舂【……】を食す。

	
	積算根拠
	令史の圂 (こん)、視平す

	附記
	監查記録
	

	
	作成記録
	【……。】



〼得[endnoteRef:1593]出，以食舂、小城旦□〼	8-0337 [1593:  人名“得”見於簡8-0426+8-1632+8-0212，爲司空佐。
8-0474+8-2075
8-1635
8-0351+8-0216
8-0575] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……・佐の】得出だし、以て舂小城旦□【……】を食す。

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



入
〼卅（三十）五年八月丁巳朔乙酉，司空守俱、佐稺入徒所爲〼	8-2180+8-2093[endnoteRef:1594] [1594:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	三十五年（212）八月丁巳朔乙酉（29）、司空守の俱・佐の稺 (ち)、徒の爲 (つく)る所の【……】を入る。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



廿（二十）九年二月丙子，司空色入隸妾〼	9-0283[endnoteRef:1595] [1595:  原釋文には明記がないが、圖版からは、本簡に「十」を表す刻齒が一つと、「一」を表す刻齒が少なくとも七つ施されていることが確認できる。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】/-（？）

	
	本文
	二十九年（218）二月丙子（13），司空の色、隸妾の【……】を入る。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



付
〼二。　　卅（三十）一年十月庚寅，遷陵司空守茲付洞庭都〼	8-0271+8-0029[endnoteRef:1596] [1596:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（五）〉（簡帛網，2012年5月26日）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……】二。

	
	本文
	三十一年（216）十月庚寅（06）、遷陵司空守の茲、洞庭都【……】に付す。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



受
〼司空守赤　　受少内守〼	J1⑩1347

出納行爲未詳
〼貲成。　　令史尚〼
〼年七月甲申，司空守茲、史逢〼	8-2239+8-1830+8-1815[endnoteRef:1597] [1597:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（六）〉（簡帛網，2012年6月4日）。簡8-2239寬度和字跡大小與8-1830+8-1815不盡相同，或因圖版比例尺誤差等原因所致。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……】貲【に居するの】成。

	
	本文
	【……】年七月甲申[endnoteRef:1598]，司空守の茲 (じ)、史の逢【……。】 [1598:  遷陵県の設置から秦の滅亡まで「七月甲申」という日が出現するのは、始皇二十六年・三十年・三十二年・三十三年・三十四年・三十六年・三十七年。尚が令史を務めたことが確認できるのは、二十九年から三十二年までであるが、三十三年か三十四年も引き続き令史を務めた可能性も必ずしも否定できない。司空守の茲について調べると、三十年六月から三十四年八月まで司空守を務め、三十四年八月と九月には遷陵守丞として見え、三十五年には貳春鄕嗇夫を務めたことが判明している。] 


	附記
	監查記録
	令史の尚、【視平/監。】

	
	作成記録
	【……。】



卅（三十）年四月辛丑，司空守文〼	8-0044	【說明】左側刻齒爲“二十四”。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	三十年（217）四月辛丑（14），司空守の文【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼六月丙申[endnoteRef:1599]，司空佐瘳〼	9-0226 [1599:  本簡上端殘缺，原釋文、校釋失標斷簡符號，據圖版補標。
六月丙申は、秦始皇三十四年六月初三日が最も可能性が高いと考えられる。案ずるに、瘳がその他の里耶秦簡に見える最も早い事例は、三十四年後九月壬辰朔丁酉（簡8-0838+9-0068）で、文脈から司空佐と少内佐の可能性があり、その後三十五年に少内佐（簡8-2202+8-0888+8-0936）として見えつつ、三十五年八月丁巳朔丙戌（簡8-0660）には令佐もしくは令史に昇進している。一方、その前後の時代に六月丙申が存在するのは、秦始皇三十一年（六月壬午朔）、三十四年（六月甲午）、二世元年（六月辛未）である。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【某年】六月丙申，司空佐の瘳[endnoteRef:1600]【……。】 [1600:  本簡では、出納証明文書の発信者として県官の嗇夫もしくは守嗇夫ではなく佐が見えるのは珍しい例である。簡8-1525のように、佐が実際に郷等から物品を受け取る場合には、受け渡しについて証明文書を作成する際、そうした現象も生じる余地があると考えられる。佐が発行主体となった証明文書の実例としては、倉佐の敬が某亭校長の宜に物品を「付」したという簡9-0378が挙げられる。なお、類例としては、刻歯を有する簡8-1352には、少内（嗇夫）の沈が司空佐の友から物品を「受」けたことが記されている。] 


	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼朔壬□，司空守[endnoteRef:1601]□．．．．．．〼	5-12	{右側刻齒爲五十。} [1601:  “司空守”，原釋文、校釋作“□□”，據謝坤<讀《里耶秦簡（壹）》札記（三）>（簡帛網、2016年12月28日）補釋。簡下段另有隱隱約約的墨跡，據體例補標“．．．．．．”。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】朔壬□、倉守【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



少内
錢（出）
錢三百五十。　　卅（三十）五年八月丁巳朔癸亥，少内沈出，以購吏養城父士五（伍）得。得告戍卒贖耐罪惡。
令史華監。　　瘳手。	8-1572+8-0811[endnoteRef:1602]	【說明】左側刻齒爲『三百五十』｛〔百〕× ３・〔十〕× ５｝。 [1602:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	錢三百五十。

	
	本文
	三十五年（212）八月丁巳朔癸亥（07）、少内の沈出だし、以て吏が養の城父士伍の得に購す。

	
	積算根拠
	得、戍卒の耐罪を贖うの惡を告げたり。

	附記
	監查記録
	令史の華、監す。

	
	作成記録
	瘳手す。



錢百六十。　　卅（三十）五年八月丁巳朔戊寅，少内沈出，以稟□〼	8-1214
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	錢百六十。

	
	本文
	三十五年（212）八月丁巳朔戊寅（22）、少内沈出だし、以て□【……に】稟 (さず)く。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



廿（二十）八年八月乙酉，少内守敬出錢二千六百八十八〼	8-0409
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	

	
	本文
	二十八年（219）八月乙酉（18）、少内守敬、錢二千六百八十八[endnoteRef:1603]を出だし、【……。】 [1603:  銭2688は貲二甲の相当額である。その出納の制度的背景については簡8-0838+9-0068の議論を参照されたい。] 


	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



錢二千六百八十八。　　坐亡城旦童〼
卅（三十）□年七月己巳朔壬辰，少内□□……□□□〼	9-0423　【説明】左側刻齒五組，分別爲「二千四百」、「四」、「四」、「四」、「三」，以下殘斷[endnoteRef:1604]。 [1604:  原釈文は、刻歯を五つのグループに分けているが、図版からすれば、二千四百の下にやや不鮮明な刻歯が二つ続き、それが百の刻歯ではないかと推測される。それを、それ以下の刻歯と続けて読めば、二千六百八十四と解釈することができ、それ以下は断簡によって失われたと考えられる。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	錢二千六百八十八。

	
	本文
	三十□（三？）年七月己巳朔壬辰、少内の□（丞？）、□（出？）……□□□【……】

	
	積算根拠
	城旦の童【……】を亡げしむるに坐す。【……】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



錢二千六百八十八　〼
卅四年九月癸亥朔戊寅少内守狐付〼	9-1144　【説明】左側刻齒爲「二千六百五十」，以下殘斷。
錢二千六百八十八　卅四年九月癸亥朔辛未少〼	9-1901　【説明】左側刻齒爲「二千六百八十五」，以下殘斷。


卅（三十）年九月庚申，少内守增出錢六千七百廿（二十），環（還）令佐朝┘、義┘、佐貲各一甲，史二甲。
九月丙辰朔庚申，少内守增敢言之：上出券一。敢言之。／欣手。九月庚申日中時，佐欣行。	8-1583+8-0890[endnoteRef:1605]	【說明】左側刻齒爲『六千八百二十』齒痕與簡文不合。 [1605:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(出券)
	出納行為
	三十年（217）九月庚申（05）、少内守增、錢六千七百二十を出し、

	
	出納品目
	

	
	出納目的
	令佐朝・義・佐に貲各々一甲、史に二甲を還 (かえ)す。

	文書本体
	書出
	九月丙辰朔庚申（05）、少内守增、敢えて之れを言う。

	
	本文
	
	
	出券一を上す。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	九月庚申（05）日中時、佐の欣 (きん)、行る。

	
	作成記録
	／欣 (きん)手す。



〼□出錢千一百五十二，購隷臣于﹦（于。于）[endnoteRef:1606]捕戍卒不從〼 [1606:  “于”下有重文符號，原釋文、校釋未釋，據圖版補釋。] 

〼　　令史華監[endnoteRef:1607]。	8-0992 [1607:  本簡據人名“令史華”和出納目的“購”歸入少内券書。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】□、錢千一百五十二を出だし、隷臣于を購す。

	
	積算根拠
	于、戍卒の從【事】せず【耐罪を贖うの某を】[endnoteRef:1608]捕えたり。 [1608:  「從」の下の缺字は、簡8-1532+8-1008+8-1461正の「〼事贖耐罪」に基づいて「不從」と補った。懸賞金の「購」（簡8-0660注？參照）は何れも錢千一百五十二となっており、同一の罪名に対する懸賞金と考えられる。] 


	附記
	監查記録
	令史華、監す。

	
	作成記録
	【……。】



錢三百六十。　　卅（三十）二年九月甲戌朔丁酉，少内段[endnoteRef:1609]、佐處出，稟家爲占入錢居縣受償署所均佐臨邛 [1609:  “段”，選編、館藏簡作“殷”，據圖版改釋。] 

公卒奇里呂吾[endnoteRef:1610]，卅二年冬夏衣。	J1⑫2301 [1610:  “呂”，選編作“召”，據館藏簡改釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	錢三百六十。

	
	本文
	三十二年九月甲戌朔丁酉、少内の段・佐の處、出だし、家爲に錢を居縣に占入して償を署する所より受くるの、均佐臨邛公卒奇里の呂吾に稟く。

	
	積算根拠
	三十二年冬夏の衣[endnoteRef:1611]。 [1611:  本簡の記述では、金銭の出納が行われ、その受給対象が呂吾なので、直接に呂吾に金銭が支給されたと考えられるが、官が徒隷のための衣服を購入して現物として支給することを示す史料もある。
J1⑩1170（倉の作徒簿）：「女廿九人與少内段買徒衣。」
廿六年六月辛亥朔乙亥少内守不害敢言〼
錢二千二百卌四以稟徒隸夏衣今爲出中辨券十
上敢言之	9-1872正
〼□八錢以衣大隸妾嬰等廿八人冬衣人五十五其二人各卅〼	9-1931
具移其衣書占入錢數是〼	9-1084] 


	附記
	監查記録
	-

	
	作成記録
	-



錢（受）
錢二千一百五十二。　　卅（三十）五年六月戊午朔丙子，少内沈受市工用叚（假）少内唐[endnoteRef:1612]。 [1612:  少内沈授予少内唐，似有誤。8-0886稱“受司空唐”， 8-1352“少内沈受司空佐友”，疑“少内唐”爲“司空唐”之誤。另一種可能性，8-2371有“求菌叚（假）倉”，或許“唐”爲假少内，專掌“市工用”事。8-1771有“市叚（假）少内唐”，可參考。] 

瘳手。	8-2202+8-0888+8-0936[endnoteRef:1613]	【說明】右側刻齒爲“二千一百五十二”。 [1613:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	錢二千一百五十二。

	
	本文
	三十五年（212）六月戊午朔丙子（19）、少内沈、市工用假少内[endnoteRef:1614]の唐より受く。 [1614:  市工用假少内、工用を市 (あきな)う假 (か)りの少内、つまり通常の少内嗇夫のほか、工用を購入するために臨時に任命された少内嗇夫と思われる。] 


	附記
	監查記録
	

	
	作成記録
	瘳手。



〼癸卯，少内守就〖受〗[endnoteRef:1615]叚（假）令史𨛭﹦（𨛭。𨛭）以巿。	8-0802 [1615:  脫文“受”，據文例補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】癸卯、少内守の就、假令史の𨛭 (しょ)に受 (さず)く。𨛭、以て巿す。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



銭（不明）
貲（入）
卅（三十）年九月甲戌，少内守扁入佐鼂貲一盾、佐斗四甲、史章二甲、□〼
二甲、鄕歜二甲、發弩囚吾一甲、佐狐二甲。凡廿（二十）五甲四盾，爲〼	8-1783+8-1852[endnoteRef:1616]	【說明】右側刻齒爲“八萬五千一百”。 [1616:  本簡綴合據《里耶（壹）》簡牘綴合表。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	

	
	本文
	三十年（217）九月甲戌（19）、少内守扁、佐鼂が貲一盾・佐斗四甲・史章二甲・□【……】二甲・（啓陵）鄕（嗇夫の）歜 (しょく)[endnoteRef:1617]二甲・發弩囚吾一甲・佐狐二甲を入る。 [1617:  歜は簡8-1719+8-2003には啓陵郷嗇夫として見えている。] 


	
	積算根拠
	凡そ二十五甲四盾、【……】と爲す。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



元年八月庚午朔戊戌，少内壬入陽里寡婦變貲錢〼
　　佐（？）贛監。　〼	9-2043+9-0086[endnoteRef:1618]　【説明9-2043】左側刻齒爲「二千四百」，以下殘斷。　【説明9-0086】左側刻齒爲「二百二十」，上下均殘斷。 [1618:  本簡綴合據校釋二。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	-[endnoteRef:1619] [1619:  原釈文と考釈はともに上端が完形とするが、疑う余地もあろう。なお、類似簡牘の8-1783+8-1852についても、原釈文と考釈は完形とする。] 


	
	本文
	元年（209）八月庚午朔戊戌（29）、少内の壬、陽里の寡婦變が貲錢【……を】入る。【……。】

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	【令[endnoteRef:1620]】佐の贛、監す。 [1620:  「佐」と思しき墨跡の上には他の墨跡はないが、考釈に從い、文例に基づいて補った。なお、贛という人名は、下記の通り、令佐および假倉嗇夫として史料に頻出する。
9-0349		〼佐贛				
9-3361		贛手				三十二【年……】
8-2371/8-0459/9-0971/9-1603	求菌叚（假）倉贛
8-1525		令佐贛				三十四年七月甲子朔癸酉
8-0653+9-1370	贛手（遷陵守丞固発信文書）	元年八月庚午朔﹦（朔朔）日
9-2058		令佐贛				元年八月庚午朔辛未
9-0720		令佐贛				元年八月庚午朔戊戌
9-0119/9-1265	令佐贛				元年八月庚午【朔……】
9-2033		令佐贛				元年八月【庚午朔……】] 


	
	作成記録
	【……。】



年八月庚午朔戊戌，少内壬上陽里寡婦變貲錢〼
令佐贛監。　　〼	9-0720　【説明】左側刻齒爲「二千六百三十」，以下殘斷。第三、第四、第五三個「百」僅刻畫剖有線痕，未剥刻完整。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	-[endnoteRef:1621] [1621:  原釈文と考釈はともに上端が完形とするが、疑う余地もあろう。なお、類似簡牘の8-1783+8-1852についても、原釈文と考釈は完形とする。] 


	
	本文
	元年八月庚午朔戊戌、少内の壬、陽里の寡婦變が貲錢【……を】入る。【……。】

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	令佐の贛、監す。

	
	作成記録
	【……。】



繒（出）
錦繒一丈五尺八寸。　　卅（三十）五年九月丁亥朔﹦（朔朔）日，少内守繞出，以爲獻〼
令佐俱監。〼	8-1751+8-2207[endnoteRef:1622]	【說明】（1751）左側刻齒爲“一丈五尺八寸”。 [1622:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	錦繒一丈五尺八寸。

	
	本文
	三十五年（212）九月丁亥朔朔日、少内守繞出だし、以て獻【……】と爲す。

	附記
	監查記録
	令佐俱、監す。

	
	作成記録
	【……。】



錦繒一丈五尺八寸。　　卅（三十）五年九月丁〼　　〼内守繞出，以爲獻〼
令佐俱監。	8-2204+8-0891+8-0933[endnoteRef:1623]	【説明（0891）】左側刻齒爲“十七”。 [1623:  本簡綴合據校釋一。簡8-0933似與簡8-0891筆跡不同，應該重新與8-1751+8-2207等相比查對。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	錦繒一丈五尺八寸。

	
	本文
	三十五年（212）九月丁【亥朔[endnoteRef:1624]某日、少】内守繞出だし、以て獻【……】と爲す。 [1624:  趙岩〈里耶秦紀日簡牘劄記〉（簡帛網2012年10月31日）已補出“亥朔”兩字。] 


	附記
	監查記録
	令佐俱、監す。

	
	作成記録
	【……。】



竹筥（付）
〼（？）[endnoteRef:1625]竹筥一合。　　卅（三十）四年九月癸亥朔甲子，少内守狐付牢人涓[endnoteRef:1626]〼	8-2078+8-1170+8-1179[endnoteRef:1627] [1625:  原釋文、校釋均標出斷簡符號，但此處或許不缺字。]  [1626:  “涓”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。]  [1627:  本簡綴合據校釋一。簡8-1170與8-1179岔口不十分密切。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……】竹筥一合。

	
	本文
	三十四年（213）九月癸亥朔甲子（02）、少内守狐、牢人涓に付す。【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼（？）[endnoteRef:1628]竹筥二合。　　卅（三十）四年二月丙申朔癸丑，少内守〼	8-0932 [1628:  原釋文、校釋均未標出斷簡符號，但簡上端不完整，此處或許缺字。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	竹筥二合。

	
	本文
	三十四年（213）二月丙申朔癸丑（18）、少内守【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼（？）[endnoteRef:1629]竹筥二盒。　　卅（三十）五〼	8-1074 [1629:  原釋文、校釋均標出斷簡符號，但此處或許不缺字。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……】竹筥二盒。

	
	本文
	三十五【年（212）某月某日、……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



翰羽（付）
卅（三十）五年正月庚寅朔甲寅，遷陵少内壬付内官〼	8-1457正+8-1458正[endnoteRef:1630] [1630:  本簡綴合據《里耶（壹）》簡牘綴合表。楊小亮〈里耶“翰羽”簡綴合一例〉（簡帛網2012-08-24）主張簡8-1458下面另再遙綴簡8-1260，簡8-1260簡文與8-1458下端僅缺一字，基本上能連讀，筆跡亦相同，恐怕未塙。首先，簡8-1457+1458正背面筆跡並不相同，簡8-1260上也有兩種筆跡。簡8-1260“廿八鍭”等字與簡8-1457+1458背面相近，但“卅五年四月己未”與簡8-1457+1458正背面都不相同。其次，簡8-1457+1458正背面文書格式與出納券書相近，但目前未見券書出納物品下添加年月日記録的前例。年月日比簡8-1457+1458晚，或能理解爲有關處理該券書的附記，但仍待進一步研究和其它文例的印證。最後，簡8-1260背面似沒字，簡8-1457+1458正面字跡較清楚，難以想像祇有簡8-1260背面字跡被磨滅。] 

翰羽二當一者百五十八鍭。●五當一者四百七十九鍭。●八當一者五（？）〼
三當一者三百八十六鍭。●六當一者三百卅（三十）六鍭。●十五當一者〼	8-1457背+8-1458背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	翰羽、二もて一に當つる者百五十八鍭。
三もて一に當つる者三百八十六鍭。
	●五もて一に當つる者四百七十九鍭。
●六もて一に當つる者三百三十六鍭。
	●八もて一に當つる者五（？）【……。】
●十五もて一に當つる者【……。】

	
	本文
	三十五年（212）正月庚寅朔甲寅（25）、遷陵少内壬、内官【……】に【……を】付す。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



牝豚（付）
牝豚一。　　卅（三十）三年二月壬寅朔庚戌，少内守履付倉是。　　〼	8-0561	【説明】左側刻齒爲“一”。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	牝豚一。

	
	本文
	三十三年（214）二月壬寅朔庚戌（09）、少内守履、倉是に付す。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



絲
絲三斤。　　卅（三十）五年四月己未朔己巳，少〼	8-1097	【説明】左側刻齒爲“三斤”。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	絲三斤。

	
	本文
	三十五年（212）四月己未朔己巳（11），少【内……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



絲十八斤四兩。　　卅（三十）五年八月丁巳朔甲子，少内沈〼	8-0914+8-1113[endnoteRef:1631]	【説明】左側刻齒爲“十八斤四兩”。 [1631:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	絲十八斤四兩。

	
	本文
	三十五年（212）八月丁巳朔甲子（08）、少内沈・【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



繭
繭六兩。　　卅（三十）五年六月戊午朔丁卯，少内守〼	8-0096	【説明】右側刻齒爲“六兩六”。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	繭六兩。

	
	本文
	三十五年（212）六月戊午朔丁卯（10）、少内守【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



繭十。　　卅（三十）四年七月甲子朔己巳，少内守□付□□□[endnoteRef:1632]〼 [1632:  “守”、“付”，原釋文、校釋作“□”，據鄔文玲〈里耶秦簡所見“戶賦”及相關問題瑣議〉（《簡帛》第八輯，2013年）補釋。] 

自受帣〔券〕[endnoteRef:1633]。　　〼	8-1353	【説明】左側刻齒爲『十』。 [1633:  “帣”，原釋文、校釋作“券”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（八）〉（簡帛網，2016年6月2日）改釋，據文例判斷，“帣”應爲“券”之誤，“受券”辭例見於8-0898+8-0972、8-0405等。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	繭十。

	
	本文
	三十四年（213）七月甲子朔己巳（06）、少内□□□□□□【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】

	
	未詳
	自ら受け、券せり。



繭六兩。　　卅（三十）五年五月己丑朔甲寅，[endnoteRef:1634]〼	8-0447	【說明】左側刻齒爲“六兩”。 [1634:  “寅”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	繭六兩。

	
	本文
	三十五年（212）五月己丑朔甲寅（26）、【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



繭六兩。　　卅（三十）五年六月戊午朔乙〼	8-0889	【説明】右側刻齒爲“六”。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	繭六兩。

	
	本文
	三十五年（212）六月戊午朔乙【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



繭六兩。　　卅（三十）〼	8-1673
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	繭六兩。

	
	本文
	三十【（□？）年某月某日、……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



幏布
𢄐（幪）布四丈七尺。　　卅（三十）五年四月己未朔乙酉，少内[endnoteRef:1635]〼	8-0998 [1635:  “内”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	幏布四丈七尺。

	
	本文
	三十五年（212）四月己未朔乙酉（27）、少内【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



竹笥
竹笥三合。　　卅（三十）四年十一月丁卯朔庚寅，少内守壬受司空唐[endnoteRef:1636]。　　沈手。	8-1220+8-0886[endnoteRef:1637]	【説明】右側刻齒爲『三合』。 [1636:  “壬”，原釋文、校釋作“□”，據張馳〈里耶秦簡券類文書綴合三則〉（《簡帛》第十二輯，2016年）補釋。]  [1637:  本簡綴合據張馳〈里耶秦簡券類文書綴合三則〉（《簡帛》第十二輯，2016年）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	竹笥三合。

	
	本文
	三十四年（213）十一月丁卯朔庚寅（24）、少内守の壬、司空の唐より受く。

	附記
	監查記録
	-（？）

	
	作成記録
	沈手す。



笥二合。　　〼[endnoteRef:1638]	8-1986	【說明】左側刻齒爲“六”，與簡文不合。 [1638:  原釋文、校釋均未標出斷簡符號，但從券書格式判斷，此簡下端空白下還應有文字，按體例應標斷簡符號。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	笥二合。

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



木薪
木薪一石五斗。　　卅（三十）五年九〼	8-2193正
九月丁亥朔庚寅，少内沈〼	8-2193背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（出納証明）
	文書本体
	出納物品
	木薪一石五斗。

	
	
	本文
	三十五年（212）九【月……。】

	
	附記
	監查記録
	【……。】

	
	
	作成記録
	【……。】

	文書本体
	書出
	九月丁亥朔庚寅（04），少内沈【……。】

	
	本文
	【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



木具（受）
〼二有柯｜　　木反□四　　木□一｜　　盛錢木甲一　　木㮴一〼
　　木梯一不見
〼□｜　　木長□一｜　　木長柯三｜　　卅（三十）二年正月戊寅朔丙戌，少内守是受司空
　　色。　　痤手。	8-0478
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……】二有柯｜　　木反□四　　木□一｜　　盛錢木甲一　　木㮴一【……。】
【……】□｜　　木長柧一｜　　木長柯三｜　　木梯一不見

	
	本文
	三十二年（215）正月戊寅朔丙戌（09）、少内守の是、司空の色より受く。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	痤手す。



虎肉
卅（三十）五年十月壬辰〔戌〕朔乙酉[endnoteRef:1639]，少内守履出黔首所得虎肉二斗，賣于更戍士五（伍）城父□里 [1639:  壬辰朔では乙酉の日は存在しない。本簡と内容の類似した9-1999+90186+9-1295+9-1215では「十月壬戌朔乙酉」となっており、10月24日となる。] 

陽所，取錢卌（四十）。𧗵（率）之，斗廿（二十）錢。　　令史就視平。　　魋手。	9-1928+9-1245+9-0056+9-1973+9-1209[endnoteRef:1640]	【説明9-1928】右側刻齒爲「一十」，以下殘斷。【説明9-1245】右側刻齒爲「二十一」，上部殘斷。 [1640:  本簡綴合據《里耶（貳）》簡牘綴合表。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	本文
	三十五年（212）十月壬戌朔乙酉（24）、少内守の履[endnoteRef:1641]、黔首の得る所の虎肉[endnoteRef:1642]二斗[endnoteRef:1643]を出だし、更戍士伍城父□里の陽が所に賣り、錢四十を取る。 [1641:  履：始皇31～35年にかけて少内守のほか、貳春鄕守（9-0465+9-1412など）や倉守 （8-0843+8-1240）として名が見えるが、縣廷の文書を手・發していることが多い。本簡の 6・7日後にあたる35年11 月1日の縣廷の文書（8-0143+8-2161+8-0069）も手しており、 令史あるいは令佐を本官として守嗇夫を務めていたと考えられる。（青木レジュメより）]  [1642:  黔首所得：秦漢時代では華南を中心に虎（要するに華南トラ）の被害が大きかったようで、『後漢書』法雄列傳には、「（南陽）郡濱帶江沔、又有雲夢藪澤。永初中、多虎狼之暴」とある。「秦律雜抄」25～26簡には、虎狩りをするための「射虎車」に關する規定が見える。
●射虎車二乘爲曹。虎未越泛蘚、從之、虎環（還）、貲一甲。虎失（佚）、不得、車貲一 甲。虎欲犯、徒出射之、弗得、貲一甲。●豹旞（遂）、不得、貲一盾…〈略〉…
また、虎を捕獲した者には徭役の免除あるいは褒賞金が賜与された。
廿（二十）八年五月己亥朔甲寅、都鄉守敬敢言之。〼 得虎、當復者六人、人一牒。署復年于 〼 
從事。敢言之。  〼（8-0170）
歲上得虎數、御史別受錢及除（徭）戍數。 ●二（嶽麓秦簡0505簡）
●南陽・南郡有能得虎者、一虎賜千錢。●御史移曰、入皮肉縣官、其不欲受錢、欲除䌛 （徭）戍、如律令。（嶽麓秦簡0560簡）
●簪褭妻緹得虎狗一、爲緹夫除一歲 䌛（徭）戍、不欲除䌛 （徭）戍、賜五百錢、有等 比焉。（嶽麓秦簡0653簡）
　このなかの嶽麓秦簡 0560 簡によれば、捕獲した虎の皮や肉は縣に納入されたようなので、 本簡ではそれを拂い下げているのだろう。
参考文獻：
王子今「秦漢時期的虎患」（同氏著『秦漢時期生態環境研究』、北京大學出版社、2007年） 197～209頁 莊小霞「里耶秦簡所見秦“得虎復除”制度考释—兼說中古時期湖南地區的虎患（附：補遺）」 （『簡帛網』http://www.bsm.org.cn/show_article.php?id=3410、2019年8月30日発表）]  [1643:  斗廿錢：祠先農の餘徹の豚肉は半斗4錢（J1⑭0649+J1⑭0679）なので、その2.5倍 の金額に相當する。9-1999+9-0186+9-1295+9-1215では「斗廿錢半錢」と、少し割高になっている。] 


	
	附記
	之れを率うるに、斗ごとに二十錢。

	附記
	監查記録
	令史の就[endnoteRef:1644]、視平す。 [1644:  就：履と似たような活動期閒・官歴の吏。始皇 35 年 11 月 1 日には履と同じく令史 であった（9-1088+9-1090+9-1113）。ただし、こちらは守丞まで昇進したことを確認できる （9-0249+9-0455）。] 


	
	作成記録
	魋 (たい)手す。



卅（三十）五年十月壬戌朔乙酉，少内守履出黔首所得虎〼　　〼妾遷所，取
錢廿（二十）一。𧗵（率）之，斗廿（二十）錢半銭。　　令史就視平。[endnoteRef:1645]	9-1999+9-0186+9-1295+9-1215[endnoteRef:1646] [1645:  簡9-1215下端雖略有殘缺，但據簡長短以及簡文銜接情況判斷其下應無字，原釋文、校釋標斷簡符號，據文例刪除。]  [1646:  簡9-1999、9-0186、9-1295的綴合據《里耶（貳）》簡牘綴合表，簡9-1215遙綴其下，據楊先雲〈《里耶秦簡（貳）》簡牘綴合續表〉（簡帛網，2018年5月13日）] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	本文
	三十五年十月壬辰朔乙酉、少内守の履、黔首の得る所の虎【肉一斗（？）】を出だし、【……隷】妾の遷が所に賣り、錢二十一を取る。

	
	附記
	之れを率うるに、斗ごとに二十錢半銭。

	附記
	監查記録
	令史の就、視平す。

	
	作成記録
	-



物品未詳
受
〼朔壬戌，少内沈受司空佐友。	8-1352	【説明】左側刻齒爲『四百八十二』以上殘斷。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】朔壬戌、少内の沈、司空佐の友に受 (さず)く。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼午朔丁亥，少内守□、佐訢受。
〼手	9-0091[endnoteRef:1647] [1647:  校釋二認爲簡9-2033與9-0091“二片紋路接近，茬口大體吻合，文意可通，可與9-119參看，應可綴合。9-91稍窄，疑與其右側被刮削有關”，但筆跡、行款、茬口均不吻合。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】午朔丁亥、少内守の□・佐の訢、受く。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……】手す。



付
〼　　卅（三十）四年九月癸亥朔辛巳，少內守狐付牢人大隷臣務（？）[endnoteRef:1648]。〼	8-1816+8-1855[endnoteRef:1649] [1648:  “務”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。なお、「務」の前には、「小」と釋讀できる墨蹟があるが、字閒などからすれば、削り殘しではないかと推測される。]  [1649:  本簡綴合據謝坤〈《里耶秦簡（壹）》綴合四則〉(《簡帛》第十二輯，2016年）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	三十四年（213）九月癸亥朔辛巳（19）、少內守の狐、牢人大隷臣の務に付す。

	
	附記
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼丁卯，少内守狐付[endnoteRef:1650]〼		8-1508 [1650:  “付”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文例補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】丁卯、少内守狐付【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼□朔甲午，少内沈付酈〼	8-1512+8-1233[endnoteRef:1651]	【說明（1512）】左側刻齒爲『六十』。【説明（1233）】左側刻齒爲『四』、上下殘斷。	 [1651:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】□朔甲午、少内沈、酈【……に】付す。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼少内守卻。　　瘳手[endnoteRef:1652]。	8-0790 [1652:  本簡據製作人名“瘳”歸入少内券書。以出納機關代理長官爲受益人的付券見於8-2202+8-0888+8-0936等。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】少内守卻【に付す。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	瘳手す。



〼守吝付庫建。　　瘳手[endnoteRef:1653]。	8-0783 [1653:  本簡據製作人名“瘳”歸入少内券書。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】守吝、庫建に付す。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	瘳手す。



入
〼庚子朔乙丑，少内壬、佐訢入。
〼□監。　　訢手。	9-0076
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】庚子朔乙丑[endnoteRef:1654]、少内の壬・佐の訢、入る。 [1654:  二世元年に多く見られる少内の壬を手がかりに推測するに、「庚子朔」とは二世元年七月と考えられる。（なお、三十五年の紀年のある8-1457+8-1458にも少内の壬が見えるので、秦始皇三十三年六月の可能性も完全には排除しない。）] 


	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



未詳
〼□□□，少内沈、佐瘳𢼜〼	8-1398
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】□□□、少内沈・佐瘳𢼜【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼□朔【﹦】（朔朔）日[endnoteRef:1655]，少内守𤻮（應）□[endnoteRef:1656]〼	8-1209 [1655:  重文符號，原釋文、校釋未釋，據文例補釋。]  [1656:  “𤻮（應）”，原釋文、校釋作“□□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】□朔朔日、少內守の應□【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼卅（三十）四年七月甲子朔丁亥，少内守〼	8-0841
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	三十四年（213）七月甲子朔丁亥（24）、少内守【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼六。　　卅（三十）四年後九月壬辰朔丁巳，少内守平付倉守履。
〼　　卻手。	8-1240+8-0843[endnoteRef:1657]	【説明】左側刻齒爲『六』、以上殘斷。 [1657:  本簡綴合據雷海龍〈里耶秦簡試綴五則〉（簡帛網，2014年3月15日。後收入《簡帛》第九輯，2014年）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……】六。

	
	本文
	三十四年（213）後九月壬辰朔丁巳（26）、少内守の平、倉守の履に付す。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	卻手す[endnoteRef:1658]。 [1658:  年月は本簡より一か月早いが、簡8-1549には却は倉佐を務めており、倉佐として本簡の出納證明文書を作成したと推測される。なお、「付受」に關わる出納證明文書は、渡す側の佐が作成する方が一般的であったようである。] 




〼□□斗。　　卅（三十）五年九月丁亥朔庚寅，少〼	8-0934【説明】左側刻齒爲“二”。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……】□□斗。

	
	本文
	三十五年（212）九月丁亥朔庚寅（04）、少【内……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



[bookmark: _Hlk74572036]〼同產子狡﹦（狡、狡）子女嬰曰女巳。令史華監。　　瘳手。[endnoteRef:1659]	8-0984 [1659:  本簡據製作人名“瘳”歸入少内券書。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】同產子狡・狡が子女嬰の女巳と曰う【……。】

	附記
	監查記録
	令史華、監す。

	
	作成記録
	瘳手す。



〼……需。　　未百卅（三十）六。　　瘳手。[endnoteRef:1660]	8-1361 [1660:  本簡據製作人名“瘳”歸入少内券書。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】需。

	
	？
	未だせざるは、百三十六。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	瘳手す。



〼□建。　　瘳手。[endnoteRef:1661]	8-1933 [1661:  本簡據製作人名“瘳”歸入少内券書。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】□建【に……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	瘳手す。



〼　　瘳手。[endnoteRef:1662]	8-1961 [1662:  “瘳”， 原釋文、校釋作“廖”，據圖版改正。本簡據製作人名“瘳”歸入少内券書。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	瘳手す。



〼□□服（箙），弓弩裛二，袤各七尺。有殿入。
瘳手。	8-2186	【說明】與2200爲正副券。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】□□服、弓弩裛二、袤 (なが)きこと各々七尺。

	
	？
	有殿[endnoteRef:1663]、入る。 [1663:  有殿、弓弩裛を納入した人を指す人名か。一説には、「殿」は「純」に通じ、へり・ふちの意。『封診式』には、
081	（前略）乙以迺二月爲此衣，
?082	五十尺，帛裏，絲絮五斤（裝），繆繒五尺緣及殿（純）。（後略）
といい、整理小組は、
純，《爾雅·釋器》：“緣謂之純。”注：“衣緣飾也”。
と注釈する。「殿」を「純」と読み替える場合には、「有殿（＝純 (へり)有り）」は、「袤各七尺」と同様に、出納物品に関する説明と理解され、出納に関わる附記の「入（＝入る）」との間に文が切れる。] 


	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	瘳手す。



〼□服（箙），弓弩裛二，袤〖各〗七尺。有殿入。
〼瘳手。	8-2200	【說明】與2186爲正副券。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】□服、弓弩裛二、袤 (なが)きこと各々七尺。

	
	？
	有殿、入る。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	瘳手す。



〼[endnoteRef:1664]佐俱監。[endnoteRef:1665]　　〼	8-1802	【說明】左側刻齒爲“六十”。 [1664:  “令”，“佐”前另有墨跡，原釋文、校釋未釋，據文例補釋。]  [1665:  本簡據“令佐俱”人名暫時歸入少内券書。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	令佐俱、監す。

	
	作成記録
	【……。】



〼□□□□〼
〼　　令史華監。[endnoteRef:1666]　　〼	8-2143 [1666:  本簡據“令史華”人名暫時歸入少内券書。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】□□□□【……。】

	附記
	監查記録
	令史華、監す。

	
	作成記録
	【……。】



〼　　令佐華視平。[endnoteRef:1667]　　〼[endnoteRef:1668]	8-1030 [1667:  本簡據“令佐華”人名暫時歸入少内券書。]  [1668:  疑簡下端亦殘缺，補斷簡符號。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	令佐華、視平す。

	
	作成記録
	【……。】



〼□┛、蒲席各一。平自席及券[endnoteRef:1669]。 [1669:  “及”，從原釋文。校釋作“無”， 伊強釋〈《里耶秦簡牘校釋（第一卷）》補正（3）〉（簡帛網，2013年12月5日）作“左”，施謝捷《里耶秦簡釋文稿》作“□”。按，字形無疑爲“及”，據文意疑爲“受”之誤。] 

〼　　沈手[endnoteRef:1670]。	8-1346 [1670:  以下三枚券書均爲“沈”所經手，疑爲同一人。據“蒲席”和人名“沈”綜合考慮，此三枚歸入少内似乎最合理。｛但目前券書中未有以官長爲作成人之實例！｝] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	
	積算根拠
	【……】□・蒲席、各々一。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	沈手す。

	
	受領記録
	平、自ら席し及び券す。



〼□月食[endnoteRef:1671]。 [1671:  據字形判斷，未釋字應爲“六”或“八”。] 

〼　　沈（？）手。	8-1949
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	
	積算根拠
	【……】□月食。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	沈手す。



〼．．．．．．□．．．．．．。
〼　　沈手。	8-1399
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	沈手す。



〼丁巳，少内壬、佐□□[endnoteRef:1672]〼 [1672:  “佐”下有兩個無法釋讀之字，原釋文、校釋僅標出一個未釋字，據圖版改正。校釋“壬佐”兩字誤作“佐壬”，似係排版失誤。第一個未釋字據字形和文例疑爲“騍”字；第二個未釋字，據文例似衹有“出”、“入”、“付”、“受”四種可能，其中與殘留筆畫合者，衹有“出”、“受”二者。
少内壬とともに出現する佐の人名字形比較
少内壬と共に出現する少内佐：
9-0035		佐騍	元年六月（原釈文は「佐絨」）
9-0076		佐訢	〼庚子朔乙丑（二十八年三月・三十三年六月・元年七月）
9-1546		佐訢
9-1032		佐説	元年十一月
暦日を伴う少内壬の出現例：
8-1457+8-1458	-	三十五年正月
9-1177		〼	元年八月
9-2043		〼	元年八月
少内佐の事例（？）：
〼庫巫受少内壬。
〼　騍手。	9-0206
〼□□平受少内壬。
〼　　□手。	9-0070] 

〼𤵸（？）監[endnoteRef:1673]。　〼	9-0082 [1673:  “𤵸”，原釋文、校釋作“□”，參照9-1032辭例，據圖版補釋。
一時「壯」に近いとも考えたが、「令史壯」は未見。字形比較：
人名「𤵸」：
9-0128+9-0204	都鄕守	元年十一月
9-0785+9-1259	都鄕守	元年十一月
9-0255		𤵸手	〼
9-1032		令佐	元年十一月
人名「壯」：
9-1112a		唐亭叚（假）校長	廿六年二月（9-1112bの尉佐に同じか？）
9-1112b		尉佐（？）		廿六年二月
9-2351		某守			年代未詳] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【某年某月（某日朔）】丁巳、少内の壬・佐の□、□【……。】

	附記
	監查記録
	【令史の】𤵸、監す。

	
	作成記録
	【……。】



庫
祠
卅（三十）五年六月戊午朔己巳，庫建、佐般出賣祠餘徹酒二斗八升于□〼
　　𧗵（率）之，斗二錢。　　令史𣤶監。〼	8-0923+8-0907+8-1422[endnoteRef:1674]	【説明（923）】左側刻齒爲“六”。 [1674:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	

	
	本文
	三十五年（212）六月戊午朔己巳（12）、庫建・佐般、祠の餘徹せられたる酒二斗八升を□【……】に出賣す。

	
	積算根拠
	之れを率 (かぞ)うるに、斗ごとに二錢。

	附記
	監查記録
	令史𣤶、監す。

	
	作成記録
	【般手す。】



卅（三十）五年六月戊午朔己巳，庫建、佐般出賣祠〼一朐于隸臣徐所。[endnoteRef:1675]取錢一。 [1675:  或應斷爲“所取錢一”，以下同。] 

　　令史𣤶監。　　般手。	8-1091+8-1002[endnoteRef:1676]	【説明（1091）】左側刻齒爲“十”。 [1676:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	

	
	本文
	三十五年（212）六月戊午朔己巳（12）、庫建・佐般、祠【の餘徹せられたる脯】一朐を隸臣徐の所に出賣す。

	
	積算根拠
	錢一を取る。

	附記
	監查記録
	令史𣤶、監す。

	
	作成記録
	般手す。



卅（三十）五年六月戊午朔己巳，庫建、佐般出賣祠餘徹脯一胊于隸臣[endnoteRef:1677]□所。取錢一。 [1677:  “隸臣”，原釋文、校釋作“□□”，據殘留筆畫和文例補釋。] 

　　令史𣤶監。　　般手。	8-1579+8-1055[endnoteRef:1678]	【說明（1579）】左側刻齒爲『一』。 [1678:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	

	
	本文
	三十五年（212）六月戊午朔己巳（12）、庫建・佐般、祠の餘徹せられたる脯一胊を隸□□の所に出賣す。

	
	積算根拠
	錢一を取る。

	附記
	監查記録
	令史𣤶、監す。

	
	作成記録
	般手す。



卅（三十）五年六月戊午朔己巳，庫建、佐般出賣祠〼
　　𧗿（率）之，斗二錢。〼	8-0845	【説明】左側刻齒爲“六”、上下殘斷。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	

	
	本文
	三十五年（212）六月戊午朔己巳（12）、庫建・佐般、祠【の餘徹せられたる……を……に】出賣す。

	
	積算根拠
	之れを率 (かぞ)うるに、斗ごとに二錢。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【般手す。】



卅（三十）五年六月戊午朔己巳，庫建、佐般出賣祠餘〼
　　令史𣤶監。  〼	8-0993	【説明】左側刻齒爲“一”。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	

	
	本文
	三十五年（212）六月戊午朔己巳（12）、庫建・佐般、祠の餘【徹せられたる……を……に】出賣す。

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	令史𣤶、監す。

	
	作成記録
	【般手す。】



〼己巳，庫建、佐般出賣祠〼
〼　　令史𣤶〼	8-0847
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	

	
	本文
	【三十五年（212）六月戊午朔】己巳（12）、庫建・佐般、祠【の餘徹せられたる……を……に】出賣す。

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	令史𣤶、【監す。】

	
	作成記録
	【般手す。】



〼□[endnoteRef:1679]于隷臣齰所。取錢十二。 [1679:  此字爲“斗”或“升”。] 

〼　　般手。	8-0827
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	

	
	本文
	【三十五年六月戊午朔己巳、庫建・佐般、祠の餘徹せられたる……斗／升】を隷臣齰の所に【出賣す。】

	
	積算根拠
	錢十二を取る。

	附記
	監查記録
	【令史𣤶、監す。】

	
	作成記録
	般手す。



卅（三十）五年六月戊午朔己巳，庫建、佐般出賣祠餘徹食四斗半斗于隷臣徐所。取錢五。
　　𧗵（率）[endnoteRef:1680]〼	8-1289+8-1162+8-1709[endnoteRef:1681]	【説明】左側刻齒爲『五』。 [1680:  “率”，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。]  [1681:  簡8-1289與8-1162的綴合，據雷海龍〈里耶秦簡試綴五則〉（簡帛網，2014年3月15日。後收入《簡帛》第九輯，2014年）；加綴8-1709，據張馳〈里耶秦簡券類文書綴合三則〉（《簡帛》第十二輯，2016年）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	

	
	本文
	三十五年（212）六月戊午朔己巳（12）、庫の建・佐の般、祠の餘徹せられたる食四斗半斗を【隷臣の徐が所に】出賣す。

	
	積算根拠
	錢五を取る。【之れを】率うるに、【斗ごとに一錢（？）】。

	附記
	監查記録
	【令史𣤶、監す。】

	
	作成記録
	【般手す。】



〼隷。　　錢八。
〼令佐𣤶監。　　□手[endnoteRef:1682]。	8-0917 [1682:  “□手”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文例補釋“手”字。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	

	
	本文
	【……】隷。

	
	積算根拠
	錢八。

	附記
	監查記録
	令佐𣤶、監す。

	
	作成記録
	□手す。



〼　　令史𣤶監。[endnoteRef:1683]〼	8-0814 [1683:  本簡據“令史𣤶”人名歸入庫官券書。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	

	
	本文
	【……。】

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	令史𣤶、監す。

	
	作成記録
	【……。】



〼　　般手。[endnoteRef:1684]	8-1706 [1684:  本簡據製作人名“般”歸入庫官券書。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	

	
	本文
	【……。】

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	般手す。



〼□庭所。取錢六，𧗿（率）之各三。●令佐平監。	8-0967
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	

	
	本文
	【……】□庭所【に出賣す。】

	
	積算根拠
	錢六を取る。之れを率 (かぞ)うるに、各々三。

	附記
	監查記録
	●令佐平、監す。

	
	作成記録
	【……。】



〼　般手。[endnoteRef:1685]	8-1211 [1685:  本簡據製作人名“般”人名歸入庫官券書。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	般手す。



〼□  般手。	8-2053	｛形は券書にそぐわず！｝
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	般手す。



其它
〼弦三，旌弦一，矢五十，枲覃一，竹籣一，凡百八。　　卅（三十）二年□月壬辰，庫武、佐橫
〼不更成（城）父安平□走[endnoteRef:1686]、上造廣武竈、簪褭且（沮）陽□[endnoteRef:1687]□□□[endnoteRef:1688]。	8-0026+8-0752正[endnoteRef:1689] [1686:  “走”，原釋文、校釋作“徒”，參考陳劍指教，據圖版改釋。]  [1687:  “且（沮）”，原釋文、校釋作“魚”，據方勇《劄記（二）》改釋。末尾四個未釋字中第二個，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋；第三個和第四個未釋字，原釋文、校釋作“凡以”，與字形未必吻合。據體例推測，四個未釋字中，前兩者爲里，後二者爲人名。]  [1688:  ]  [1689:  本簡綴合據校釋一。] 

〼　　丙三[endnoteRef:1690]。	8-0752背 [1690:  “丙三”，原釋文、校釋作“□□□”，據圖版補釋。] 


〼朔甲申，庫守信受倉守處，以瞀韋革[endnoteRef:1691]〼	9-1335+9-0145正[endnoteRef:1692] [1691:  瞀，《説文解字》目部訓爲“氐目謹視也”，校釋讀爲“鞣”，訓“耎”。]  [1692:  本簡綴合據楊先雲〈《里耶秦簡（貳）》簡牘綴合續表〉（簡帛網，2018年5月13日）。
なお、楊先雲「《里耶秦簡(貳)》綴合五則」（『出土文献研究』第十八輯、2019年）にはさらに9-0080をその上に綴合する論文あり。要確認！（「9-80+9-1335+9-145.jpg」を参照！）] 

〼元年□月□子朔□□〼	9-0145背　【説明】上部殘斷，左側刻齒爲「一」。

〼□□平受少内壬。
〼　　□手[endnoteRef:1693]。	9-0070 [1693:  “□”，原釋文、校釋二作“武”，恐與字形不合，據圖版改釋。] 


〼日庫平受少〼	9-0554

〼庫平受司空守罷
〼　就手	9-1684

〼元年八月庚午朔辛未，庫平、佐狐、工𤟌〼
〼出牛{月+楘}革一枚□四尺半寸，以爲逆□〼	6-23+9-2049[endnoteRef:1694]{【説明6-23】左側刻齒可見四個表示個位的刻符。【説明9-2049】左側刻齒爲「八十」，上下均殘斷。} [1694:  綴合について、校読1に「三片整理者綴合」とあり、校釈2に「整理者綴合」とあるが、里耶貳の綴合表には収録されていない。そのため出典および綴合根拠は不明（石原レジュメ）。また、そのほかに9-2164も綴合しているが、形状および字跡は必ずしも合わない。
6-23+9-2049に+9-2164できるかは問題がある。内容および書式上は非常に近く、数字も一致する。しかし、一行目の「奬」字は復元できず、二行目は行の位置がずれてしまい、割れ目の不明字も上半分と下半分がずれて合わない。木目も合わない。これだけ内容が一致し、割れ目の形状も似ていると綴合したくなるのはわかるが、おそらく誤りである。ただし、6-23+9-2049と9-2164は内容から見て、関連する簡であることは間違いないであろう。同一内容の別の券である可能性もある。（石原レジュメ）
綴合ができない傍証にはさら、9-2049の刻歯の「八十」がある。現存の6-23+9-2049には、「八十」と関連する記載がなく、恐らく残欠部分に記されていると考えられるが、9-2164にも、関連記述はない。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	元年（209）八月庚午朔辛未（02），庫の平・佐の狐・工の𤟌【……。】牛{月+楘}革一枚、□四尺半寸なるを出だし、以て逆□【……と】爲す。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼　令佐贛監　〼
〼□四付其車計前二兩廿朱入　〼	9-2164

元年八月庚午朔辛未，庫平、佐狐、工奬　令佐贛（？）監[endnoteRef:1695]。 [1695:  “贛”，原釋文、校釋二作“義”，據殘留筆畫和文意改釋。] 

出中{月+楘}牛革一牧，以{革+發}車二乘之轅寇寇厄麗衡付其車計前一斤五兩。	9-2058

出銅八兩爲靳負環四。　　元年五月辛丑朔庚戌，庫平、佐狐、工衷出，爲負環。
令佐章視平。　……計□。　　□手。	9-0739+9-0089[endnoteRef:1696]　【説明9-0089】「……計□」爲原有文字削而未盡。 [1696:  本簡綴合據校釋二。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	概要
	銅八兩を出だして靳 (むながい)の負 (せお)うの環 (わ)四[endnoteRef:1697]を爲 (つく)る。 [1697:  靳、むながい（？）、馬の頸をめぐる革帯。林巳奈夫『漢代の文物』には次のようにいう。
靳は『説文に』に「靳、當膺也」と、靳は、當膺（胸に當てるもの）だ、という。7-21～31図にaとした革具がそれに違いない。胸前に當る部分で幅広くなり、若干の装飾のついたものもあり（7-24、27図）、ここが一つの単位を成した靳、當膺であることが知られる。（319-320頁）
負、背負う意。『釈名』釈姿容に、
負，背也、置項背也。
負、背 (せお)う也、項背に置く也。
とある。負環は、馬が背負う銅の環で、靳や轡を通すものである。ここでは、いわゆる遊環を指すと考えられる。林巳奈夫『漢代の文物』には、
遊環は驂馬の「背上」にある靳の環であり、遊移するもので、靳は環状に「膺」から斧痕、鬐甲ないし背をゆるく巻いている革具である（。）（319頁）
という。考釈は，三者の意味をやや混淆して次のようにいう。
靳，游環。《廣雅·釋器》云：“弸轅謂之靳。”錢大昭疏義：“《小戎》：‘游環脅驅。’傳：‘游環，靳環也’。沈重曰：‘靳者言無常處，游在驂馬背，以驂馬外轡貫之，以止驂之出。’”《釋名》：“游環在服馬背上。驂馬之外轡貫之，游移前卻無常處也。”
負，訓“背”。《國語·齊語》“負、任、擔、荷”，韋昭注：“背曰負。”《釋名·釋車》：“負，在背上之言也。”靳負環、負環，或卽游環。] 


	
	本文
	元年五月辛丑朔庚戌、庫の平・佐の狐・工の衷出だし、負環を爲る。

	
	附記
	計□[endnoteRef:1698]。 [1698:  未釈読字については、考釈は「定」とするが、字形と合わない。考釈もすでに指摘するように、簡9-2232には「計餘」という表現が見えるが、「余」形の右半分が削られた「餘」字の残余の可能性もあろう。計餘は里耶貳簡9-2162の「〼市租質計餘」のほか、居延漢簡に多くの用例が見える。
●肩水候官地節　四年計餘兵谷　財物簿毋餘舩毋餘茭	14.1A	A33
移計餘諸員見要具簿●謹移應書一編敢〼	26.1	A8
永光五年計餘六石弩糸弦六百八十八完　　毋出入	158.15	A8
等々。] 


	附記
	監查記録
	令佐の章、視平す。

	
	作成記録
	□手。



出銅八斤十二兩爲【舝-ム】（轄）二兩。　　元年五月辛丑朔丁未，庫平、佐狐、工衷出，爲【舝-ム】（轄）。　　〼
令佐章監。　計餘。〼	9-2232
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	概要
	銅八斤十二兩を出だして轄二兩を爲る。

	
	本文
	元年五月辛丑朔丁未、庫の平・佐の狐・工の衷、出だし、轄を爲る。

	
	附記
	計餘。

	附記
	監查記録
	令佐の章、監す。

	
	作成記録
	【……。】



銅廿（二十）五斤六兩十朱（銖）。　　元年六月辛未朔朔日，庫平、佐狐付工衷。	9-0506+9-2332　【説明】
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	概要
	銅二十五斤六兩十朱（銖）。

	
	本文
	元年六月辛未朔朔日、庫の平・佐の狐、工の衷に付す。

	附記
	監查記録
	-

	
	作成記録
	-（？）




〼庫巫受少内壬。
〼　騍手。	9-0206

〼　　卅（三十）四年七月甲子朔庚寅[endnoteRef:1699]，庫守逐受□〼	9-0087 [1699:  何れもやや合わない筆画が残るが、寅よりも辰ではないかと思われる。庚寅は27日、庚辰は17日。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	三十四年七月甲子朔庚寅、庫守の逐、【……より】受く。【……】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



𤺊舍
稻粟米（出，貸食）
廿（二十）六年七月庚戌[endnoteRef:1700]，𤺊舍守宣、佐秦出稻﹦（粟米）一石一斗半斗，以貣（貸）居貣（貸）士五（伍）朐忍陰里冉□[endnoteRef:1701]。積卅（三十）日，其廿（二十）一日，日少半斗，其九日，日少〔半〕斗[endnoteRef:1702]。 [1700:  秦始皇二十六年七月庚辰朔，無庚戌日，簡文有誤，原應作“七月庚辰”或“八月庚戌”，均爲該月朔日。]  [1701:  “貣（貸）”，第一個“貣（貸）”字左側有黑影，非墨跡，原釋文、校釋二徑釋“貸”，據圖版改釋；第二個“貣（貸）”字，原釋文作“貲”，從校釋二改釋。]  [1702:  校釋二注3云“少斗，疑是‘半斗’之誤”，甚是。按，21乘“少半斗”等於7斗，9乘半斗等於4斗半斗，合起來卽“一石一斗半斗。”] 

　　令史慶監。　	9-1526+9-0502[endnoteRef:1703]【説明9-1526】左側刻齒爲「一石一斗半斗」，「半斗」以雨個斜道表示。 [1703:  本簡綴合據《里耶（貳）》簡牘綴合表。“二片寬度、厚度相當，字體相同，茬口吻合，當可綴合”，確實如校釋注所云，紋路亦似吻合，但簡9-1526右下方9-0502右上方“陰”字所缺墨跡，在9-0502已無影無蹤，原應留存下方墨跡，與周圍較爲清晰的墨跡不同。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	-

	
	本文
	二十六年七月庚戌、𤺊舍守の宣・佐の秦、稻粟米一石一斗半斗を出だし、以て居貸士伍の朐忍陰里の冉□に貸す 。

	
	附記
	積 (かさ)は三十日、其の二十一日は、日ごとに少半斗、其の九日は、日ごとに半斗。

	附記
	監查記録
	令史の慶、監す。

	
	作成記録
	-



廿（二十）六年七月庚戌，𤺊舍守宣、佐秦出稻粟﹦（粟米）二斗，以貣（貸）居貣（貸）士五（伍）巫濡留利[endnoteRef:1704]。積六日，日少半斗。 [1704:  “貣（貸）”，第一個“貣（貸）”字左側有黑影，非墨跡，原釋文、校釋二徑釋“貸”，據圖版改釋。] 

　令史慶監。	9-1903+9-2068[endnoteRef:1705]　【説明9-1903】左側刻齒爲「二斗」。 [1705:  本簡綴合據楊先雲〈《里耶秦簡（貳）》簡牘綴合續表〉（簡帛網，2018年5月13日）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	-

	
	本文
	二十六年七月庚戌、𤺊舍守の宣・佐の秦、稻粟米二斗を出だし、以て居貸士伍の巫濡留の利
朐忍陰里の冉□に貸す 。

	
	附記
	積 (かさ)は六日、日ごとに少半斗。

	附記
	監查記録
	令史の慶、監す。

	
	作成記録
	-



秶粟米（出，食人）
廿（二十）六年五月庚戌[endnoteRef:1706]，𤺊舍守歐、佐秦出秶﹦（粟米）四斗一升泰半升，以食𤺊者居貣（貸）士五（伍）[endnoteRef:1707]朐忍宜新符。積十三日，日少半斗，積四斗少半[endnoteRef:1708]〼 [1706:  “廿”，原釋文作“卅”，校釋二從周海鋒〈《里耶秦簡（貳）》初讀〉（簡帛網，2018年5月5日）改作“廿”。]  [1707:  士伍に対する一日当たりの粟米の支給額は「泰半斗」で、「四斗一升泰半升」はこれでは割り切れず、記載に何かの誤りがあると推定される。成年男性の七日分の支給額が「四斗泰半斗」なので、その誤りの可能性があるが、成年女性もしくは未成年男性に対する十日分の支給額が「四斗一升泰半升」となるので、それと取り違えたとも考えられる。なお、「秶粟米」の基準額が「粟米」と異なる可能性も否定できない。]  [1708:  據圖版，本簡簡尾似不全，據文書格式，本簡左下方應有“某手”等字樣，原釋文文、校釋未標斷簡符號，據圖版和文書格式補標。] 

升。　　令史肄監。　　〼	9-2303+9-2292[endnoteRef:1709]　【説明9-2303】左側刻齒爲「四斗一升大半升」。「大半升」以兩斜道表示。表示「斗」的刻齒和表示「升」的刻齒之閒距離較大。 [1709:  本簡綴合據校釋二。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	-

	
	本文
	二十六年五月庚戌、𤺊舍守の歐・佐の秦、秶粟米四斗一升泰半升を出だし、以て𤺊者居貸の士伍の朐忍宜新の符に食ましむ。

	
	附記
	積 (かさ)は十三日、日ごとに少半斗、積 (かさ)は四斗少半【斗。……一升大半】升。

	附記
	監查記録
	令史の肄、監す。

	
	作成記録
	【某手す。】



稻粟米（出，出納目的未詳）
廿六年七月庚戌𤺊舍守宣佐秦出稻粟米四斗〼
令史慶〼	9-1937　【説明】左側刻齒爲「四斗半」。

都鄕
租粟七十九石一斗。●元年十一月朔壬子，都鄕守𤵸付倉瞫[endnoteRef:1710]。●令佐〼	9-0785+9-1259[endnoteRef:1711]　【説明0785】左側刻齒爲「七十四」，以下殘斷。【説明1259】左側刻齒爲「五十」[endnoteRef:1712]，上部殘斷。 [1710:  “倉瞫”受“都鄕守𤵸”見簡9-0128+9-0204。]  [1711:  本簡綴合據校釋二。]  [1712:  “五十”卽“五”之誤，應據圖版修改。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	租粟米七十九石一斗。

	
	本文
	●元年十一月甲辰戊朔壬子、都鄕守の𤵸、倉の瞫に付す。

	
	附記
	【……。】

	附記
	監查記録
	●令佐【の某、視平/監す。】

	
	作成記録
	【某手す。】



貳春鄕
粟米（出）
稟食
粟﹦（粟米）一石二斗六分升四〔五〕[endnoteRef:1713]。  令史逐視平。 [1713:  里耶秦簡における穀物支給に関する記述を総攬すると、支給額の最小単位は六分升の一を最小とするようであるが、本簡記載の「一石二斗六分升四」は、六分升の一では割り切れず、何らかの誤りがあると考えられる。四が五の誤字だとすれば、「一石二斗六分升五」は、簡9-1493+9-0085では隷妾の小月相当額として支給されている「一石二斗少半半升」に等しい。本簡の暦日に見える「三十一年四月」はちょうど小月に当る。] 

卅（三十）一年四月戊子，貳春鄕守氐夫、佐吾、稟人藍〖出，〗稟隸妾廉。	8-1557	【說明】左側刻齒爲『一石二斗六分升』。｛圖版縮小四分之一！｝
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米一石二斗六分升四。

	
	本文
	三十一年（216）四月戊子（06）、貳春鄕守の氐夫・佐の吾・稟人の藍、出だし、隸妾廉に稟 (さず)く。

	附記
	監查記録
	令史逐、視平す。

	
	作成記録
	



粟﹦（粟米）三石七斗少半斗。　　卅（三十）二年八月乙巳朔壬戌，貳春鄕守福、佐敢、稟人杕出，以稟隷臣周。[endnoteRef:1714]　十月、六月廿（二十）六日食。　　令史兼視平。　　敢手。	8-2247	【說明】右側刻齒爲“三石七斗少半斗”。 [1714:  此處斷句參看8-2245。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米三石七斗少半斗。

	
	本文
	三十二年（215）八月乙巳朔壬戌（18）、貳春鄕守の福・佐の敢・稟人の杕、出だし、以て隷臣周に稟 (さず)く。

	
	積算根拠
	十月[endnoteRef:1715]・六月二十六日の食。 [1715:  八月の出納簡で六月の食と併記されているので、「十月」は「七月」の誤記の可能性が高い。] 


	附記
	監查記録
	令史兼、視平す。

	
	作成記録
	敢手す。



食人
卅（三十）一年三月癸酉，貳春鄕守氐夫、佐壬出粟米八升，食舂央芻等二〼
令史扁視平。  〼	8-1576	【說明】左側刻齒爲『八升』。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	-

	
	本文
	三十一年（216）三月癸酉（21）、貳春鄕守の氐夫・佐の壬、粟米八升[endnoteRef:1716]を出だし、舂の央芻等二【人】を食す。【……。】 [1716:  簡8-0426+8-1632+8-0212や8-1335+8-1115に明記されているように、舂等の成年女性に対する粟米支給の基準額は一日当たり「四升六分升一」なので、本簡に記されている出納行為は本来「八升少半升」を内容とするはずであるが、刻歯も「八升」のため、脱字のほか、計算ミスなどによる減額支給の可能性も考えられる。] 


	附記
	監查記録
	令史の扁、視平す。

	
	作成記録
	【……。】



粟﹦（粟米）八升少半升。　令史逐視平。　　〼
卅（三十）一年四月辛卯，貳春鄕守氐夫、佐吾出，食舂、白粲□等人﹦（人[endnoteRef:1717]。人）四升六分升一。　　〼	8-1335+8-1115[endnoteRef:1718]	【説明】左側刻齒爲『八』。 [1717:  此處斷句參看8-2245、2247等。“粲”下一字，原釋文、校釋作“□”，何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）作“商”。“二”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（四）〉（簡帛網，2012年05月21日）和〈里耶秦簡牘綴合（七則）〉（《簡帛》第九輯，2014年）補釋。]  [1718:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（四）〉（簡帛網，2012年05月21日。後收入同〈里耶秦簡牘綴合（七則）〉，《簡帛》第九輯，2014年）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米八升少半升。

	
	本文
	三十一年（216）四月辛卯（09）、貳春鄕守の氐夫・佐の吾、出だし、舂・白粲[endnoteRef:1719]の□等人を食す。 [1719:  白粲、刑徒身分の一つ、男性刑徒の「鬼薪」（簡8-1566注？參照）に對應する女性の刑徒身分、耐と組み合わせて「耐爲白粲」という複合刑罰を構成する（簡8-0805注？參照）。『漢書』惠帝紀の顏師古注に引用される應劭の説によれば、「白粲」は、「坐擇米使正白（坐して米を擇み正白せしむ）」という役務を指すというが、秦漢の出土資料からは、白粲の勞役内容が特定の役務に限定される傾向は確認できない。] 


	
	積算根拠
	人ごとに四升六分升一。

	附記
	監查記録
	令史逐、視平す。

	
	作成記録
	【……。】



粟米八升少半升　令史扁視平〼
卅一年十二月乙未貳春鄕守氐夫佐佗稟人廉出食白粲〼	9-1466　【説明】左側刻齒爲「八升少半升」。「少半升」以一個斜道表示。

出納目的未詳
粟﹦（粟米）二石。  令〼
卅（三十）一年三月癸丑，貳春鄕守氐夫、佐〼	8-0816	【説明】左側刻齒爲“二石”。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米二石。

	
	本文
	三十一年（216）三月癸丑（01）、貳春鄕守の氐夫・佐の【某、出だし……。】

	附記
	監查記録
	令【史……。】

	
	作成記録
	【……。】



粟﹦（粟米）一石五斗。
卅（三十）一年三月癸丑，貳春鄕守氐夫、〼	8-1595	【說明】左側刻齒爲『一石五斗』。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米一石五斗。

	
	本文
	三十一年（216）三月癸丑（01）、貳春鄕守の氐夫・【佐の某、出だし……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



粟﹦（粟米）二斗泰半斗。　卅（三十）二年三月丁丑朔癸巳，貳〼	8-2194
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米二斗泰半斗。

	
	本文
	三十二年（215）三月丁丑朔癸巳（17）、貳【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



粟米一石二斗少半斗[endnoteRef:1720]。　　令史建視[endnoteRef:1721]〼 [1720:  現在知られている粟米支給の五種の基準額（成年女性・未成年男性「日三升泰半半升」、成年男性「日泰半斗」、仕事未從事の未成年男女「日少半斗」、嬰児「日一升泰半升」、不明「日半斗」）の中では、仕事未從事の未成年男女「日少半斗」と嬰児「日一升泰半升」だけが本簡記載の「一石二斗少半斗」と整数の比例関係を持つ。それに基づいて計算すると、本簡の記載額は、仕事未從事の未成年男女に対する37日相当の支給額か嬰児に対する74日相当の支給額と考えられる。そのほかに、「少」が衍字で元は「一石二斗大半斗」に作るべきだった可能性もある。「一石二斗半斗」は、隷妾などに対する三十日分の支給額であり、発信年月である三十一年十月はちょうど大月である。]  [1721:  “建”下方有兩個墨點，即“視平”之“視”的示旁部分筆畫，原釋文、校釋失釋，據圖版和文例補釋。] 

卅（三十）一年十月丙申，貳春鄕守〖□〗、佐佗［佗］[endnoteRef:1722]〼	9-2245　【説明】左側刻齒爲「一石二斗少半斗」。 [1722:  “貳春鄕守〖□〗、佐佗［佗］”，簡文誤作“貳春鄕守佐佗佗”，原釋文作“貳春鄕守行界”，校釋二作““貳春鄕守□佗□”，據圖版改釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米一石二斗少半斗。

	
	本文
	三十一年十月丙申、貳春鄕守の□・佐の佗・【稟人の某、出だし……】

	附記
	監查記録
	令史の建、【視平/監す。】

	
	作成記録
	【某手す。】



物品未詳
〼　　吾手[endnoteRef:1723]。	8-1980 [1723:  本簡據製作人名“吾”歸入貳春鄕券書。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	吾手す。



啓陵鄕
粟米（出）
稟食
粟﹦（粟米）一石六斗二升半升。卅（三十）一年正月甲寅朔壬午，啓陵鄕守尚、佐（最）[endnoteRef:1724]、稟人小出，稟大隷妾辛（？）、┘亭、┘窯、┘茝、┘幷、┘□人、┘□[endnoteRef:1725]〼 [1724:  “（最）”，原釋文、校釋作“冣”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改正。]  [1725:  “辛”，原釋文、校釋作“□”，何有祖〈讀里耶秦簡札記（三）〉（簡帛網，2015年7月1日）疑爲“夸”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。“亭”，原釋文、校釋作“京”，據何文補釋；“人”下仍有殘勒墨跡，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。] 

樂窅、┘韓歐母。[endnoteRef:1726]正月食，積卅（三十）九日﹦（日，日）三升泰半﹦（半半）升。　　令史氣視平。〼	8-0925+8-2195[endnoteRef:1727]	【説明（925）】左側刻齒爲“一石六斗二升半升”。 [1726:  此處斷句參看8-2245、2247等。]  [1727:  本簡綴合據校釋二。對二片綴合情況注釋説明：
二片寬度、厚度相同，紋路相符，綴合處可復原“守”字，8-925“積卅九日，日三升泰半”與8-2195重文符號及“升”連讀，適與出稟數“粟米一石六斗二升半升”相等。
注4又云：
出食共計39*25/6升﹦162.5升，卽一石六斗二升半升。
筆者按，“25/6升”＝四升少半半升﹦三升泰半半升﹦四升六分升一] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米一石六斗二升半升。

	
	本文
	三十一年（216）正月甲寅朔壬午（29）、啓陵鄕守の尚・佐の最・稟人の小、出だし、大隷妾の辛・亭・窯・茝・幷・□人・□【……】樂窅 (よう)・韓歐が母に稟 (さず)く。

	
	積算根拠
	正月の食、積 (かさ)三十九日、日ごとに三升泰半半升。

	附記
	監查記録
	令史氣、視平す。

	
	作成記録
	【……。】



稻三石六斗二升半〖升〗[endnoteRef:1728]。　　卅（三十）一年六月己酉，啓陵鄕守獲、佐（最）、稟人小出，稟大隸妾規┘、得┘、□女。凡三 [1728:  原文“半”下脫“升”字，原釋文、校釋二未釋，據文意補釋。] 

（人，人）﹦一石二斗少（？）半半升[endnoteRef:1729]。□□□。　　令史□視平。　　（最）[endnoteRef:1730]。	9-2337　【説明】左側刻齒爲「三石六斗二升半升」。 [1729:  “人”，原釋文、校釋二作“□”，參考趙岩〈《里耶秦簡（貳）》“出糧券”校讀〉（簡帛網，2018年5月26日），據文意補釋。]  [1730:  “最手”，原釋文、校釋二作“□□”，參考趙岩〈《里耶秦簡（貳）》“出糧券”校讀〉（簡帛網，2018年5月26日），據文意補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	稻三石六斗二升半升。

	
	本文
	三十一年六月己酉、啓陵鄕守の獲・佐の最・稟人の小、出だし、大隸妾の規・得・□女に稟く。

	
	積算根拠
	凡そ三人、人ごとに一石二斗少半半升。□□□。

	附記
	監查記録
	令史の□、視平す。

	
	作成記録
	最手す。



出納目的未詳
粟﹦（粟米）一石四斗半斗。卅（三十）一年正月甲寅朔壬午，啓陵鄕守尚、佐（最）[endnoteRef:1731]、稟人〼 [1731:  “（最）”，原釋文、校釋作“冣”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改正。] 

　令史氣視平。　〼	8-1241	【説明】左側刻齒爲『一石』、齒痕所示數量與簡文不符。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米一石四斗半斗。〼

	
	本文
	三十一年（216）正月甲寅朔壬午（29）、啓陵鄕守の尚・佐の最・稟人の【某、出だし……。】

	附記
	監查記録
	令史氣、視平す。

	
	作成記録
	【……。】



〼□粟米一石九斗少半斗　卅四年三月丙寅朔庚辰啓陵〼	9-2274

粟﹦（粟米）五斗。　　廿（二十）七年三月己未，啓[endnoteRef:1732]〼	9-0195 [1732:  “啓”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文例補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米五斗。

	
	本文
	二十七年（220）三月己未（14）、啓【陵鄕……。】　

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



稻（出）
稟食
稻三石泰半斗。　　卅（三十）一年七月辛亥朔己卯，啓陵鄕守帶、佐（最）[endnoteRef:1733]、稟人小出，稟佐蒲、┘就。七月各廿（二十）三日食。 [1733:  “”，卽“最”字異構，原釋文、校釋作“冣”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改正。] 

　　令史氣視平。　　（最）[endnoteRef:1734]。	8-1550	【說明】左側刻齒爲『三石泰半斗』。 [1734:  “”，卽“最”字異構，原釋文、校釋作“冣”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改正。最字下面有磨滅痕跡，疑原有手字。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	稻三石泰半斗。

	
	本文
	三十一年（216）七月辛亥朔己卯（29）、啓陵鄕守の帶・佐の最・稟人の小、出だし、佐の蒲 (ほ)・就に稟 (さず)く。

	
	積算根拠
	七月各々二十三日の食。

	附記
	監查記録
	令史氣、視平す。

	
	作成記録
	最。



麦
廿（二十）六年後九月辛酉，啓陵鄕守枯、佐多（？）、稟人矰出麦四斗[endnoteRef:1735]，以貸貧毋（無）穜（種）者貞陽不更佗。 [1735:  “多”，原釋文作“□“，校釋疑爲“芻”，據圖版和辭例補釋。佐多見簡9-1082背。] 

令史操監[endnoteRef:1736]。　　自受及券。　　多（？）〼	9-0533+9-0886+9-1927[endnoteRef:1737] [1736:  考釈は「孫」に改めるが、字形はむしろ「操」に近い（「品」形上下逆様になっているが、類似字形は操8-0650+8-1462bにも見える)。人名孫は刑徒にのみ見えるのに対し、役人の操は以下の通り
8-1452		操手（倉守敬發信）	二十六年十二月癸丑朔己卯
8-1306		宂佐上造旬陽平陽操
9-0880		佐操稟人𤵸	（+9-1023！）
9-1491		操手
9-2473		操手]  [1737:  簡9-0886與9-1927的綴合據《里耶（貳）》簡牘綴合表，加綴簡9-0533，據校釋二。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	-

	
	本文
	二十六年後九月辛酉、，啓陵鄕守の枯・佐の多・稟人の矰、麦四斗を出だし、以て貧にして種の無き者、貞陽不更の佗に貸す。

	
	附記
	自ら受け及び券せり。

	附記
	監查記録
	令史の操、監す。

	
	作成記録
	多【手す。】



〼……佐操、稟人𤵸以貸貧毋（無）穜（種）者成里□〼
〼令史□監。　　自受。　　〼	9-0880+9-1023[endnoteRef:1738] [1738:  本簡綴合據《里耶（貳）》簡牘綴合表。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】……佐の操・稟人の𤵸、以て貧にして種の無き者、成里□【……に】貸す。

	
	附記
	自ら受けたり。

	附記
	監查記録
	令史の□、監す。

	
	作成記録
	【某、手す。】



物品未詳（出）
稟食
〼啓陵鄕守增、佐、稟人小出，稟大隷妾徒。十二月食。
〼　　令史逐視平。　　手。	8-1839[endnoteRef:1739] [1739:  姚磊〈里耶秦簡牘綴合札記（二）〉（簡帛網，2015年6月7日）將簡8-1839與8-1590綴合，恐非是，參看簡8-1590相關注釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【某年某月某日[endnoteRef:1740]、】啓陵鄕守の增・佐の・稟人の小、出だし、大隷妾の徒に稟 (さず)く。 [1740:  本簡の紀年は、稟人の小に基づいて推測すれば、三十一年の可能性が考えられる。小は三十一年正月・六月・七月にそれぞれ一回啓陵郷の稟人として、史料上現れ、その前後の時代と確定できる史料には全く姿を現さない。一方、增は三十年九月と三十一年正月に少内守（8-1583+0890）と司空守（8-0426+8-1632+8-0212・8-0474+8-2075）として、は三十年九月に少内佐として見える。] 


	
	積算根拠
	十二月の食。

	附記
	監查記録
	令史逐、視平す。

	
	作成記録
	手す。



〼守觚出，以稟發弩繹。　　〼	8-1101
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……[endnoteRef:1741]】守の觚 (こ)、出だし、以て發弩の繹に稟 (さず)く。 [1741:  觚は、簡8-0205には啓陵鄕守として見えるが、本簡の年代が分からないほか、發弩に対する食料支給と啓陵鄕との関連性も明確ではない。] 


	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼鄕夫、佐〖□〗、稟人嫭出，稟屯〼	8-1710
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……啓陵？[endnoteRef:1742]】鄕の夫・佐の〖□〗・稟人の嫭、出だし、屯【……】に稟 (さず)く [1742:  夫は、簡8-0157、8-1445、8-2411には、「啓陵鄕」等として見えており、本簡においても「啓陵鄕」の嗇夫として食料支給に携わっていると推測される。] 


	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



貸食
〼巳朔﹦（朔朔）日，啓陵鄕守狐出，貸適（謫）戍□〼	8-1029
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【三十五年（212）八月丁[endnoteRef:1743]】巳朔﹦（朔朔）日、啓陵鄕守の狐、出だし、謫戍□【……】に貸す。 [1743:  暦日の復原は趙岩〈里耶秦紀日簡牘劄記〉（簡帛網2012年10月31日）による。] 


	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼貸適（謫）戍士五（伍）高里慶忌〼[endnoteRef:1744]	8-0899 [1744:  本簡據出納目的歸入啓陵鄕券書。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】謫戍士伍高里慶忌【……】に貸す。

	
	積算根拠
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



出納目的未詳
〼□二月食。
〼　　〼[endnoteRef:1745]	8-1880 [1745:  本簡據作成人“”歸入啓陵鄕券書。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】□[endnoteRef:1746]。 [1746:  未釈読字が「十」なら、積算根拠に入れるべし。] 


	
	積算根拠
	【……】二月の食。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【手す。】



物品未詳（付）
〼啓陵鄕守恬付少内守華。	8-0058
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】、啓陵鄕守の恬 (てん)、少内守華に付す。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



發弩（尉？）
粟米（出）
粟﹦（粟米）一石九斗少半斗。  卅（三十）三年十月甲辰朔壬戌，發弩繹、尉史過出，貣（貸）罰戍士五（伍）醴陽同𨛨[endnoteRef:1747]祿。　　廿[endnoteRef:1748]。 [1747:  “𨛨”，原釋文作“”、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改釋。]  [1748:  “一石九斗少半斗”除二十，卽九升大半升。] 

令史兼視平。  過手。	8-0761	【説明】左側刻齒爲“一石九斗少半斗”。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米一石九斗少半斗。

	
	本文
	三十三年（214）十月甲辰朔壬戌（19）、發弩の繹・尉史の過、出だし、罰戍士伍醴陽同𨛨祿に貸す。

	
	積算根拠（？）
	二十。

	附記
	監查記録
	令史兼、視平す。

	
	作成記録
	過手す。



〼□[endnoteRef:1749]過簏稟積四日半[endnoteRef:1750]〼	9-0232 [1749:  據殘留筆畫推測，“過”上一次疑爲“已”或“史”。 簡8-0761、8-2046背有“尉史過”。]  [1750:  日下脫重文符號，原釋文、校釋未釋，據文意補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	
	積算根拠（？）
	【……尉（？）】□（史？）過、簏より[endnoteRef:1751]稟く[endnoteRef:1752]。積四日、日ごとに半【斗。……】 [1751:  簏、竹を編んだ背の高い箱。『說文』竹部には、
簏，竹高篋也。从竹、鹿聲。
といい、段注には
匧之高者，竹爲之。
と注釈する。次注で述べる状況に基づいて推測するに、本簡に見える簏とは、穀物を一時的に保管するための容れ物として用いられ、或いは米櫃のようにも思われる。五一廣場東漢簡牘には、以下のように、贓物を入れる容れ物として用いられる事例がみられる。
不分別實，當從今，又陽前考問赦辤，元興元年八月廿一日與贛、裦（褒）、叔、厚五人劫詩、林等，九月四日於贛舍分臧（贓），各持所得分去，赦與叔合臧（贓）盛簏中，僦載泉陵男子李叔成㯂。（2010CWJ1①:84-1／八〇）]  [1752:  尉史の過が戍卒に対する穀物支給に関わることは、簡8-0761に見える。数多くの出納証明文書から判るように、通常は、罰戍の卒に対する穀物支給は田官が行うが、特別な事情により、県尉の簏で保管された穀物を尉史の過が支給したため、本簡のような記録が残されることになったのであろう。] 


	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



物品未詳
卅（三十）五年正月庚寅朔辛亥，校長〼	8-1738	【說明】左側刻齒爲『四百四十』。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	三十五年（212）正月庚寅朔辛亥（22）、校長【の某……。】

	
	積算根拠（？）
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼……[endnoteRef:1753]□視平。　　過手。[endnoteRef:1754]	8-2548 [1753:  “......”, 原釋文、校釋作“□□”，據圖版改釋。]  [1754:  本簡據製作人名“過”歸入發弩券書。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	
	積算根拠（？）
	【……。】

	附記
	監查記録
	【令史】□、視平す。

	
	作成記録
	過手す。



守府／牢人等（﹦廷？）
物品未詳
〼　　卅（三十）四年九月癸亥朔庚辰，守府賢受少内守狐〼	8-0806+8-0345[endnoteRef:1755] [1755:  本簡綴合據劉平、雷海龍〈里耶秦簡綴合一則〉（簡帛網，2014年4月26日）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	三十四年（213）九月癸亥朔庚辰（18）、守府賢、少内守狐より【……】受く。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼九月壬辰朔辛亥，牢人隸（？）[endnoteRef:1756]□□受少内守（？）[endnoteRef:1757]〼	8-0819 [1756:  “隸”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。]  [1757:  “守”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【二十九年（218）[endnoteRef:1758]】九月壬辰朔辛亥（20），牢人隸（？）□□受少内守【……。】 [1758:  秦代遷陵県の設置期間中、九月壬辰朔が出現するのは、秦始皇二十九年のみである。] 


	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



卅（三十）四年七月甲子朔甲戌，牢人更戍士五（伍）城〼	8-1401
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	三十四年（213）七月甲子朔甲戌（11）、牢人更戍士伍城【父……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



傿
錢
錢二千七百卅（三十）。〖卅〗（三十）三年八月己亥朔丙寅，傿〼	8-1263	【説明】右側刻齒爲『七百三十』、刻齒上部殘斷、尾數『三十』與簡文不合。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	錢二千七百三十。

	
	本文
	三十三年（214）八月己亥朔丙寅（28）、傿【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



成都
受（錢？）
〼五[endnoteRef:1759]年四月己未朔丙子，成都　　受遷〼 	6-08	【説明】右側刻齒爲“四千一百六十九”。 [1759:  “五”，原釋文、校釋作“□”，據曆日和殘留筆畫補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……錢四千一百六十九。】

	
	本文
	【三十】五年（212）[endnoteRef:1760]四月己未朔丙子（18）、成都　　、遷【陵……】に受 (さず)く。 [1760:  秦代遷陵県の設置期間中、四月己未朔が出現するのは、秦始皇三十五年のみである。] 


	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



洞庭縣官や它郡縣官
受
士五（伍）巫南就甘路娶貲錢二千六百〼
卅（三十）一年四月丙戌，洞庭縣官受巫〼	8-1083
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	士伍巫南就の甘路が取貲錢二千六百【……。】

	
	本文
	三十一年（216）四月丙戌（04）、洞庭縣官、巫【……】に受 (さず)く。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



錢二千六百八十八。　　〼
卅（三十）四年九月癸亥朔戊寅，孱陵受□〼	9-1020　【説明】右側刻齒爲「二千六百三十」，以下殘斷。

機關未詳
｛僅見一官者，均歸入其官。｝
粟米（出？）
粟﹦（粟米）五斗。  卅（三十）五年七月戊〼	8-0924	【説明】右側刻齒爲“五斗”。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米 五斗。

	
	本文
	三十五年七月戊【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



粟﹦（粟米）二斗。  卅（三十）三年四月辛〼	8-0956	【説明】左側刻齒爲“二斗”。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米二斗。

	
	本文
	三十三年（214）四月辛【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



粟﹦（粟米）一斗。  卅（三十）四年九月〼	8-0955	【説明】左側刻齒爲“一斗”。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米一斗。

	
	本文
	三十四年（213）九月【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



粟﹦（粟米）二石。　卅（三十）五年九月□[endnoteRef:1761]〼 [1761:  “□”，“史”下另有殘泐筆畫，原釋文、校釋未釋。] 

令史〼	8-1159	【説明】左側刻齒爲“二石”。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米二石。

	
	本文
	三十五年（212）九月□【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



粟（粟米）卅（三十）八石九斗四升泰〼	8-1205	【説明】左側刻齒爲『三十三石』、以下殘斷。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米三十八石九斗四升泰【……[endnoteRef:1762]。】 [1762:  「泰」の下には「半升」か「半半升」が記されている可能性があるが、何れの場合にも現在知られている粟米の支給基準額のどちらでも割り切れないので、むしろ税収などに関わる記載と推定される。] 


	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



粟﹦（粟米）千五百九十四石四斗。　〼	8-1332	【説明】右側刻齒爲『千六百』、簡文與刻齒表明的數量略有不符。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米千五百九十四石四斗。

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



粟﹦（粟米）一石九斗少半斗。　　卅（三十）五年七月戊〼	8-1748	【說明】左側刻齒爲『一石九斗』。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米一石九斗少半斗。

	
	本文
	三十五年（212）七月戊【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



粟﹦（粟米）十二石三斗。　　卅（三十）五年〼	8-1762	【說明】左側刻齒爲『三石七斗』。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米十二石三斗。

	
	本文
	三十五年（212）【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



    粟[endnoteRef:1763]（粟米）三石七斗。  卅（三十）六[endnoteRef:1764]〼	8-1957 [1763:  “粟”字右側殘缺，重文符號據文例補釋。]  [1764:  “六”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	    粟米三石七斗。

	
	本文
	三十六【年某月某日、……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



粟﹦（粟米）四石。　　□□〼	8-2228
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米四石。

	
	本文
	□□【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



粟﹦（粟米）一石九斗少半斗。　　●卅（三十）……〼
當陽□□　　〼	8-2235	【說明】左側刻齒爲“二石”。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米一石九斗少半斗。

	
	本文
	●三十……【……】當陽□□【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



出粟〖﹦〗（粟米）一石九斗少半斗。  卅（三十）五〼	8-0941
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米一石九斗少半斗を出だす。

	
	本文
	三十五【年（212）某月某日、……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



徑廥粟﹦（粟米）一石二斗半斗。／卅（三十）一年十二[endnoteRef:1765]月乙酉，〼 [1765:  “十二”，原釋文、校釋作“□□”，據殘留筆畫和文意補釋。按，“一石二斗半斗”卽隸妾等成年女性大月所稟粟米。秦始皇三十一年十一月和後九月爲小月，雙字月份中衹有十二月爲大月。原所謂“□□”的第一個字形與“十”頗像，第二個字似由有兩個橫筆構成，第一個較爲模糊，第二個較爲清晰，較爲清晰者離“十”較遠，可以印證其並非“一”字。] 

令〼	8-1257	【説明】左側刻齒爲『一石二斗半斗』。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	徑廥粟米一石二斗半斗。

	
	本文
	／三十一年（216）十二月乙酉（02）、【……。】

	附記
	監查記録
	令【史……。】

	
	作成記録
	【……。】



徑廥粟﹦（粟米）二石[endnoteRef:1766]。　　〼	8-1321	【説明】左側刻齒爲『二』。 [1766:  “石”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	徑廥粟米二石。

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼廥粟﹦（粟米）八升少半升。　　〼
……〼	8-0960
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【□】廥粟米八升少半升。

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼□二人﹦（人，人）四升六分升一。　　佗手。	8-1276+8-1697[endnoteRef:1767] [1767:  本簡綴和據何有祖〈里耶秦簡牘綴合札記（四則）〉（簡帛網，2015年2月18日）。何有祖指出本簡“□二人，人四升六分升一”的表述與簡8-1335+8-1115相同。筆者案，據簡文記載推測，本簡或應與簡簡9-1466或者8-0960遙綴。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	
	積算根拠
	【……】□二人、人ごとに四升六分升の一。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	佗手す。



〼粟﹦（粟米） 四石九斗少半。　　卅（三十）五年五月己丑朔乙巳，〼	8-0909	【説明】右側刻齒爲“四石九斗少半”。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……】粟米 四石九斗少半。

	
	本文
	三十五年（212）五月己丑朔乙巳（17）、【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



□粟〖﹦〗（粟米）二石八斗。　　〼	8-2110
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	□粟米二石八斗。

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



卅（三十）二年八月乙巳朔[endnoteRef:1768]〼 [1768:  “朔”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文意補釋。] 

粟﹦（粟米）四斗六升泰〼	8-1088	【説明】左側刻齒爲“四斗二升”、以下殘斷。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米四斗六升泰【半升[endnoteRef:1769]。】 [1769:  「六升泰半升」は「泰半斗」に等しく、「粟米四斗泰半斗」は簡9-0934+8-1014には成年男性の七日分の食料として見える。] 


	
	本文
	三十二年（215）八月乙巳朔【□□、……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



粟﹦（粟米）二石。　　卅（三十）二年四月丙午朔癸□[endnoteRef:1770]〼	8-1189+8-1383[endnoteRef:1771]	【説明】左側刻齒爲“二石”。 [1770:  “朔”，原釋文、校釋作“□”；“癸”，原釋文作“□”，校釋作“以”，據圖版補釋。]  [1771:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（六）〉（簡帛網，2012年6月4日）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米二石。

	
	本文
	三十二年（215）四月丙午朔癸□、【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



粟﹦（粟米）五石三斗泰半。　　卅（三十）五年五月己〼	6-12	{右側刻齒爲“五石三斗”，以下殘斷。}
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米五石三斗泰半。

	
	本文
	三十五年（212）五月己【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



粟﹦（粟米）廿（二十）石。　　卅（三十）六年十一月丙戌朔壬辰，〼	8-1420+8-1173[endnoteRef:1772] [1772:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米二十石。

	
	本文
	三十六年（211）十一月丙戌朔壬辰（07）、【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



粟﹦（粟米）四石。　　卅（三十）〼	8-0511	【説明】左側刻齒可見“三”、以下殘斷。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米四石。

	
	本文
	三十【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



粟﹦（粟米）十石。　　卅（三十）五年八月丁巳朔〼	8-0596
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米十石。

	
	本文
	三十五年（212）八月丁巳朔【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



粟米五石九斗。　　卅（三十）七年六□〼
五月食。　　〼	9-0800正
中辨　　〼	9-0800背　【説明】左側刻齒爲「五石九斗」。

粟﹦（粟米）一石。　　元年四月壬申〼	9-0080　【説明】右側刻齒爲「一」。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米一石。

	
	本文
	元年四月壬申【朔……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



徑粟米一石二斗半斗。〼	9-0878　【説明】左側刻歯爲「一石一斗」，以下残断。「徑」字後省「廥」字。

粟米□斗〼	9-0988

粟米二石　卅四年八月癸巳〼	9-1212

粟米一斗　卅二年二月丁未朔□〼	9-1276

粟米十一石　元年□〼	9-1367　【説明】左側刻齒爲「八」，以下殘斷。

粟米一石九斗〼	9-1463　【説明】左側刻齒爲「一石」，以下殘斷。
粟米一石九斗【少半斗。……】

粟米一石九斗少[endnoteRef:1773]〼	9-1489　【説明】左側刻齒爲「一石」，以下殘斷。 [1773:  “九”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文意補釋；“半”，原釋文、校釋作“□”，據文意補釋。] 


粟米石┘卅四年十二月□酉〼	9-1552

粟米二石　●卅二年〼	9-2028

粟米二斗泰半斗　卅二年□〼	9-2260

□粟米　卅□年□〼	9-2281正
令史臣視平〼	9-2281背

粟米一石〼	9-2982

粟米一石九斗〼
□陽離〼	9-3320
粟米一石九斗【少半斗。……】□陽離【の某に稟く。】

粟米三石。　付中舍令史詣。〼	9-2265　【説明】左側刻齒爲「三」。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米三石。

	
	本文
	中舍令史の詣に付す。【……。】

	附記
	監查記録
	【令史/佐の某、視平/監す。】

	
	作成記録
	【某、手す。】



〼廥粟﹦（粟米）一石九斗半斗少〼[endnoteRef:1774]	9-0637　【説明】左側刻齒「一石九斗半斗」。 [1774:  “廥”，原釋文、校釋作“□”，參考高婷婷〈《里耶秦簡（貳）》校讀札記（一）〉（簡帛網，2018年5月21日），據殘留筆畫和文意補釋。“少”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文意補釋。按，目前所知道的稟食標準有五種，卽每日發“大半斗（成年男性）”、“半斗（稟食對象未詳）”、“三升泰半半升（成年女性、未成年男性之使者）”、“少半斗（未成年之未能使者）”、“一升泰半升（嬰兒）”。其中“半斗”或“一升泰半升”之三十九倍或一百十七倍正爲“一石九斗半斗”，“半斗”以下不應另有字跡；“大半斗”和“少半斗”的倍數中不存在“一石九斗半斗”的數字，最近者爲“少半斗”五十九倍之“一石九斗大半斗”；“三升泰半半升”之四十七倍爲“一石九斗半斗少半半升”，“半斗”下一字殘留筆畫正好與“少”頗像，與紀年開頭處所能出現的“廿”、“卅”、“元”等字明顯不合。因此，本簡粟米數量應爲“一石九斗半斗少半半升”，卽稟給隸妾或使小隸臣等身份人員四十七天的食糧。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【徑】廥粟米一石九斗半斗少【半半升。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【令史/佐の某、視平/監す。】

	
	作成記録
	【某、手す。】



徑廥粟﹦（粟米）三石九斗少半斗。　　〼	9-0592　【説明】左側刻齒爲「三石八斗」，以下殘斷。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	徑廥粟米三石九斗少半斗。

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【令史/佐の某、視平/監す。】

	
	作成記録
	【某、手す。】



粟﹦（粟米）五石泰半斗。　　卅（三十）四年〼[endnoteRef:1775]	9-0535 [1775:  “卅四年”下方簡面被剝離，已無墨跡，原釋文、校釋作“卅四年□□□”，據圖版改釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米五石泰半斗。

	
	本文
	三十四年【……。】

	附記
	監查記録
	【令史/佐の某、視平/監す。】

	
	作成記録
	【某、手す。】



粟﹦（粟米）五石泰半斗[endnoteRef:1776]。　　卅（三十）七年六月□〼 [1776:  “泰半斗”，原釋文、校釋作“一斗泰半斗”，據圖版改正。] 

四月食。　　〼	9-0754　【説明】左側刻齒爲「五石一斗大半斗」。「大半斗」以兩個斜道表示。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	粟米五石泰半斗。

	
	本文
	三十七年六月□【……。】

	
	附記
	【……】四月食。

	附記
	監查記録
	【令史/佐の某、視平/監す。】

	
	作成記録
	【某、手す。】



丙廥粟﹦（粟米）一石二斗半斗。　　8-1590甲[endnoteRef:1777]	【說明】左側刻齒爲『一石二斗半斗』。 [1777:  簡1590甲と1590乙には一つの整理番号しかふらていないが、整理の過程で誤って綴合されたと思われる。青木俊介「里耶秦簡 J1⑧1590 の綴合に關する疑義」 （『中國古代簡牘の橫斷領域的研究』 HP、2017 年 8 月 20 日入稿）] 

卅[endnoteRef:1778]（三十）一年十二月庚寅，□[endnoteRef:1779]〼		8-1590乙[endnoteRef:1780] [1778:  “卅”字不十分清楚，從干支可知，其祇能爲“卅”，不能爲“廿”。秦始皇三十一年十二月甲申朔，庚寅爲初七。]  [1779:  未釈読字は、残留筆画から、啓陵郷の啓と推測されるが、貮春郷の貮の可能性も完全に排除できない。]  [1780:  姚磊〈里耶秦簡牘綴合札記（二）〉（簡帛網，2015年6月7日）將簡8-1590與8-1839綴合，並説明云：
二片形制相近，書寫風格一致（參看圖1），茬口吻合，可復原“啓”字（參看圖2），且8-1839突出來的小細 條，正好可以和8-1590中的細縫拼連在一起（參看圖3）
所謂圖2和圖3如下：
     		     

其實，此二簡碴口處復原不了所謂“啓”字，簡8-1839突出來的細條也與簡8-1590細縫不合。先看所謂“啓”字。簡8-1590與8-1839碴口緊拼在一起可以形成如右字形。左上墨跡屬簡8-1590，右下屬簡8-1839。簡8-1590除較粗的橫筆和竪筆各一筆之外有兩條殘泐的橫向筆畫。如果這些墨跡係“啓”字殘筆的話，此兩條橫向筆畫應與“戶”形偏旁右側竪筆連接。細察簡8-1839口形上方竪筆，其雖有橫向接筆痕跡，但高度卻與簡8-1590橫向筆畫對不上。同時，將簡8-1590殘留筆畫與簡8-1839口形上方竪筆視爲“戶”形偏旁的話，簡8-1839口形偏旁的位置甚偏右，恐無法與“戶”形偏旁維持有機聯係。將簡8-1590與8-1839碴口處的殘留筆畫與第八層其它“啓”字相比如下，可以看出其難以形成正常的“啓”字字形：

其次，8-1839第二行的“令”字位於“啓”字殘筆左側。如果將“啓”字殘筆與簡8-1590末端殘筆（卽“貳”字殘筆）緊湊拼合起來的話，“令”字則與簡8-1590末端殘筆左側空白簡面衝突。此則應爲二簡無法綴合的鐵證。下圖①按照簡8-1839上方細條調整兩枚簡的高度，表面上似乎能將其綴合入②，但第一行所謂“啓”字則上下錯開，無法拼合；③按照所謂“啓”字殘留筆畫調整簡的高度，第二行“令”字則被簡8-1590空白簡面覆蓋，雖然可以像④那樣調整圖層順序，將簡8-1590空白簡面隱藏在簡8-1839“令”字下面，簡8-1590空白並無簡表剝離等痕跡，可以看出這種圖像處理不符合兩枚簡的實際折斷情況。
] 


粟﹦（粟米）□□□石七斗少半半斗[endnoteRef:1781]〼	9-0406　【説明】右側刻齒爲「七十一」，以下殘斷。 [1781:  校釋によれば、「粟米」と「石」の閒の未釋讀字は、或いは二字に過ぎないという。圖版の墨蹟がやや不明晰で、判斷がつきかねる。一説には、「粟米」と「石」の閒の未釋讀字は九十六ではないかという。「六」の字形は、8-0096のに近く、人形の下に短い縦画を加えた形に作る。] 


稻
稻一石一斗八升。　　卅（三十）一年〼	8-1345[endnoteRef:1782]	左側刻齒爲『一石一斗四升』、以下殘斷。 [1782:  校釋將本簡與簡8-2245綴合，劉平〈讀《里耶秦簡(壹)》札記〉（《黒龍江史志》2015年第5期）已指出綴合有誤。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	稻一石一斗八升。

	
	本文
	三十一年（216）【……。】　

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



稻一石九斗六〔五〕升少半﹦（半半）升[endnoteRef:1783]。　　卅（三十）一年後九月辛巳，倉守武、史感、稟人援出，稟隸妾茝。九月十八日後九月食。〼	8-1905+9-0309+9-0976[endnoteRef:1784]	【說明8-1905】左側刻齒爲“九斗六升少半升”。 [1783:  支給総額の一石九斗六升少半﹦（半半）升（196+5/6=1181/6）は明らかに隷妾の一日当たりの支給額である「三升泰半半升」（25/6升）でも他の何れの基準額でも割り切れない。秦始皇三十一年後九月は小月であり、小月の二十九日に九月の十八日を足せば、延べ日数は四十七日となる。この日数で試算すると、一石九斗五升少半﹦（半半）升（47*25/6=1175/6=195+5/6）という支給総額が得られる。したがって、本簡に記されている「六」は「五」の誤りと推定される。]  [1784:  綴合據校釋二。] 

　　令史尚視平。　　〼	
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	稻一石九斗五升少半半升。

	
	本文
	三十一年（216）後九月辛巳（02）、倉守の武・史の感・稟人の援、出だし、隸妾の茝に稟く。

	
	附記
	九月十八日・後九月の食。

	附記
	監查記録
	令史の尚、視平す。

	
	作成記録
	【某手す。】



錢
錢萬八千三百六十四。　　錢（？）三百六（？）十（？）四（？）入（？）四（？）月（？）□[endnoteRef:1785]。　　□□□□[endnoteRef:1786]〼 [1785:  “錢”，原釋文、校釋作“□”，何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）作“其”，據圖版改釋。“六”、“十”、“四”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）補釋。“入四月”,原釋文、校釋作“□”，何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）作“責”，據圖版改釋。]  [1786:  “□□□□”，原釋文、校釋作“……”，據圖版補釋。其中第二、三字似爲“卻手”，但與文例不合。] 

卅（三十）三年七月[endnoteRef:1787]……付司空[endnoteRef:1788]……〼	8-1801	【說明】左側刻齒爲“一萬八千一百”，以下殘斷。 [1787:  “七月”，原釋文、校釋未釋，何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）作“六月”，據圖版改釋。]  [1788:  “司空”，原釋文、校釋未釋，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	錢萬八千三百六十四。

	
	本文
	三十三年（214）七月【……】司空【の某に】付す。【……】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】

	
	受領（処理）記録
	錢三百六十四は、四月の□に入る。



錢四萬九千四百六十九。　　卅（三十）五〼	8-1814	【說明】左側刻齒爲“四萬七千”，以下殘斷。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	錢四萬九千四百六十九。

	
	本文
	三十五【年某月某日、……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



錢四萬九千四百六十九。〼	8-0818	【説明】左側刻齒爲“一萬”、以下殘斷。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	錢四萬九千四百六十九。

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



錢百六十。　　〼	8-2220
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	錢百六十。

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



錢百五[endnoteRef:1789]〼	8-2281	｛右側似有刻齒。｝ [1789:  “五”，原釋文、校釋作“一十”，據圖版改釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	錢百五【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



錢（？）[endnoteRef:1790]三千三百九十五。　　卅（三十）三年〼	8-1307	【説明】右側刻齒爲『三千三百九十二』、以下殘斷。 [1790:  “錢”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文例補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	錢三千三百九十五。

	
	本文
	三十三年【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



戶芻錢六十四。　　卅（三十）五年　　〼	8-1165
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	戶芻錢六十四。

	
	本文
	三十五年【某月某日、……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼十月戶芻錢三百八十四。　　卅（三十）五年三月庚[endnoteRef:1791]〼	8-0559+8-0367[endnoteRef:1792] [1791:  “庚”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。]  [1792:  本簡綴合據何有祖〈讀里耶秦簡札記（一） 〉（簡帛網，20150617）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……】十月の戶ごとの芻錢三百八十四。

	
	本文
	三十五年三月庚【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



租錢百廿（二十）。　　〼	8-1180
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	租錢百二十。

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



令佐贛入貲錢七百七十六。　　元年八月庚午[endnoteRef:1793]〼 [1793:  “午”下紀婷婷「読《里耶秦簡（弐）》小札（一）」（『簡帛網』2018年5月22日、http://www.bsm.org.cn/show_article.php?id=3122）補釋“朔”字，但恐其實無墨跡。] 

令佐贛監。　　〼	9-0119　【説明】左側刻齒爲「七百七十二」，以下殘斷。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	令佐の贛が入れし貲錢七百七十六[endnoteRef:1794]。 [1794:  貲銭の券書は担当曹が束にして保管。
卅二年遷陵尉曹受它貲責束（9-331）
廷戸曹券（9-236）＊廷の戸曹にに提出された券書
〔参考文献〕
張以静「《里耶秦簡（弐）》読札」（『簡帛網』http://www.bsm.org.cn/show_article.php?id=3285、2018年12月31日）
籾山明「「束」と表題簡の関係について— 遷陵県における文書保管と行政実務（１）—」（『中国古代簡牘の横断領域的研究』2014年1月13日、http://www.aa.tufs.ac.jp/users/Ejina/note/note05%28Momiyama%29.html）（鈴木┘ジュメによる）] 


	
	本文
	元年八月庚午【朔□□、……。】

	附記
	監查記録
	令佐の贛[endnoteRef:1795]、監す。 [1795:  令佐贛：自分の貲銭を自分で監督。張以静論文が指摘するように元年八月には貲銭納入の監督を令佐贛が行う事例が散見する。尉史黭の貲銭も同額で何か関連があるか。
入尉史黭貲錢七百七十六。 元年八月【庚】午朔丁亥，少内守□、佐訢受。令佐贛監。 〼手（9-91+9-2033）
寡婦變貲錢。元年八月庚午朔戊戌，少內壬入陽里〼
【令佐】贛監（9-86+9-2043） ＊綴合は「綴合補（一）による。（鈴木┘ジュメによる）] 


	
	作成記録
	【……。】




入尉史黭貲錢七百七十六。　元年八月□〼
令佐贛監。　　〼	9-2033　【説明】右側刻齒爲「七百七十六」。[endnoteRef:1796] [1796:  校釋二認爲簡9-2033與9-0091“二片紋路接近，茬口大體吻合，文意可通，可與9-119參看，應可綴合。9-91稍窄，疑與其右側被刮削有關”，但筆跡、行款、茬口均不吻合。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	尉史の黭が貲錢七百七十六を入る。

	
	本文
	元年八月□【……。】

	附記
	監查記録
	令佐の贛、監す。

	
	作成記録
	【……。】



貲錢四千二百廿（二十）四。　〼	9-0321　【説明】右側刻齒爲「四千二百一十」，以下殘斷。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	貲錢[endnoteRef:1797]四千二百二十四。[endnoteRef:1798] [1797:  貲錢：貲銭の券書は担当曹が束にして保管した。
卅二年遷陵尉曹受它貲責束（9-331＊後掲）
廷戸曹券（9-236）＊廷の戸曹にに提出された券書
〔参考文献〕籾山明「「束」と表題簡の関係について─遷陵県における文書保管と行政実務（１）─」（『中国古代簡牘の横断領域的研究』2014年1月13日、http://www.aa.tufs.ac.jp/users/Ejina/note/note05%28Momiyama%29.html）
（鈴木レジュメより）]  [1798:  本簡は右側が空白で左側の上端から「貲錢」と書き始めており、表現も納入者の人名もしくは入という出納行為が明記されている簡9-0119と9-2033と異なる。そのため上端が欠けているのではないかという疑問も持たれるが、図版上完形のように見える。一方、簡の中央を縦に走る線が見えており、簡の右側の表面が削られたように見える。そこからすれば、本簡の右側には本来の一行目の文章、つまり出納物品と出納主体・行為等が記され、その文章が二行目に続いたのが本簡に現存する文面という可能性が考えられる。その場合には、「貲錢四千二百廿四」はそのまま出納物品ではなく、出納行為に関わる説明の一部ということになる。もう一説には、券書は通常再利用されることなく、折って廃棄されるので、本簡の右側が削られたのはむしろ券書の作成過程の中だったのではないかとも推測することができる。つまり、最初の買い出しに際して、誤りがあり、その誤った文面を避けて左側に寄せて新たに書く出したのではないかという形で、本簡では例外的に左に寄せて券書の文面が記されたことが説明できる。] 


	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼[endnoteRef:1799]起贖䙴（遷），當從事縣官二歳，爲錢〼	9-0097　【説明】右側刻齒爲「四千一百」，以下殘斷。 [1799:  本簡簡首殘缺，原釋文、校釋未標斷簡符號，據圖版補標。] 

【……】起、遷を贖う[endnoteRef:1800]に、當に縣官に二歳從事すべく、錢【四千六百八[endnoteRef:1801]】たり。【……】 [1800:  贖遷、贖刑の一つ、「遷」は輕重を表す。秦律には、特殊な身分に對して正刑の代替措置として用いられる換刑的贖刑と、正刑としての贖刑が存在するが、ここでは、正刑の「贖遷」を指す。「遷を贖う」という文字通りの語義は、換刑的贖刑に由来する。正刑の用例は次の『二年律令』簡006に見える。
006	船人渡人而流殺人，耐之。船嗇夫、吏主者贖耐。其殺馬牛及傷人，船人贖耐，船嗇夫、吏贖䙴（遷）。（後略）
船人、人を渡して、人を流殺せば、これを耐す。船嗇夫と吏の主る者は、耐を贖う。その馬・牛を殺し及び人を傷つくるは、船人、耐を贖い、船嗇夫と吏は、遷を贖う。]  [1801:  「錢四千六百八」という金額は、秦代と漢代初期とで、贖遷刑の金銭相当額が一定していることを仮定して次のように算出した。『二年律令』簡119に
119	贖死金二斤八兩，贖城旦舂、鬼薪白粲金一斤八兩┓（，）贖斬、府（腐）金一斤四兩┓（，）贖劓、黥金一斤┓（，）贖耐金十二兩┓（，）贖䙴（遷）金八兩。（後略）
死を贖うは、金二斤八兩、城旦舂・鬼薪白粲を贖うは、金一斤八兩、斬・腐を贖うは、金一斤四兩、劓・黥を贖うは、金一斤、耐を贖うは、金十二兩、遷を贖うは、金八兩なり。
とあることから、漢代初期に、贖遷が金八兩に相当することが判る。次に、『数』簡082-083には、
082	貲一甲直（值）錢千三百卌（四十）四，直（值）金二兩一垂（錘）┕，一盾直（值）金二垂（錘）。    贖耐，馬甲四┕，錢七千六百八十。
083	馬甲一，金三兩一垂（錘），直（值）錢千九百廿（二十）┕，金一朱（銖）直（值）錢廿四，贖死，馬甲十二┕，錢二萬三千卌（四十）。
一甲を貲るは、錢千三百四十四に值し、金二兩一錘に值す。一盾は金二錘に值す。 耐を贖うは、馬甲四、錢七千六百八十（に值す）。馬甲一は、金三兩一錘、錢千九百二十にに值す。金一銖は錢二十四に值す。死を贖うは、馬甲十二、錢二萬三千四十（に值す）。
というように、秦代の一定時期における金と錢の換算率が記されている。重量単位の兩は、三錘もしくは二十四銖に等しいから、金一兩は錢五百七十六に、金八兩の贖遷は、錢四千六百八に相当することになる。この金額は、不完全な刻歯の表している数字と大きく乖離するとは言えないが、『数』の記述からもすでに秦代と漢代初期とで贖罪刑の金銭換算が必ずしも一致しないことが判る。『数』では、贖耐と贖死の比例が三倍となっているのに対し、『二年律令』では、十二両対四十両となっている。なお、上記の贖遷と同じ計算方式で、贖耐と贖死の金錢相当額を試算してみると、贖耐は錢六千九百十二というように、『数』の記述と矛盾する結果が得られるのに対し、贖死は、『数』と一致する錢二萬三千四十という数字が算出される。] 


蒲席（枲參絇緘）
莞席一；　　　竹筥三合；　　卅三年十一月戊戌，城父安杕不更□受少内守（最）。
竹笥一合；　　枲參絇緘一[endnoteRef:1802]，袤三丈。 [1802:  “絇”，原釋文、校釋作“糾”，據圖版改釋。] 

竹小笥一合；	9-0014　【説明】右側刻齒爲「七」，左側刻齒爲「半」。

蒲席一；　　枲參絇緘，袤三丈四。　　〼[endnoteRef:1803]	8-0913 [1803:  原釋文、校釋均未標出斷簡符號，但從券書格式判斷，此簡下端空白下還應有文字，按體例應標斷簡符號。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	蒲席一。
枲の參絇よりなる緘、袤 (なが)きこと三丈のもの四[endnoteRef:1804]。 [1804:  四は、緘の数を示す。] 


	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼□；　　卅（三十）四年六月甲午朔己未，□□〼
枲參絇緘，袤三丈三。　　〼	8-2224+8-1784[endnoteRef:1805] [1805:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……】□。
枲の參絇よりなる緘、袤 (なが)きこと三丈のもの三。

	
	本文
	三十四年（213）六月甲午朔己未（26）、□□【……。】

	
	仕様
	

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



枲參絇緘，袤三丈三（？）。[endnoteRef:1806]〼	8-1086（左側に刻歯あり！） [1806:  “三”，原釋文、校釋作“□”，據圖版改釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……】、
枲の參絇よりなる緘、袤 (なが)きこと三丈のもの三。

	
	本文
	【……。】

	
	仕様
	

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



莞席
出莞席十。　　卅（三十）五年八月丁巳，□〼
　　其貲責計。　　〼	8-1686　　　【說明】左側刻齒爲『十』。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	出莞席十。

	
	本文
	三十五年（212）八月丁巳（01）、□【……。】

	
	積算根拠
	其貲責計。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



金印
金印一。　　卅（三十）五年五月己丑朔癸〼	8-1104+8-1609[endnoteRef:1807] [1807:  本簡綴合據雷海龍〈里耶秦簡試綴五則〉（簡帛網，2014年3月15日。後收入《簡帛》第九輯，2014年）。校釋誤將簡8-1609與8-0834綴合，參看簡8-0834相關注。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	金印一。

	
	本文
	三十五年（212）五月己丑朔癸【□、……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



船
船一㮴，名曰□□□[endnoteRef:1808]〼 [1808:  “□□□”，原釋文、校釋作“□□”，據圖版改釋。] 

卅（三十）五年十一月[endnoteRef:1809]☒〼	8-1195 [1809:  “一月”，原釋文作“□”，校釋作“......”，館藏簡作“□□”，據圖版改釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	船一㮴、名は□と曰い、□□【……。】

	
	本文
	三十五年（212）十一月【某日、……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



帷等の布製品
〼[endnoteRef:1810]出白布五幅帷一堵，袤五丈絇枲□[endnoteRef:1811]〼 [1810:  本簡上端殘斷，原釋文、校釋未標斷簡符號，據圖版和文書格式補標。]  [1811:  “枲”，原釋文、校釋作“□”，據圖版改釋。] 

〼平所，取錢□十[endnoteRef:1812]，𧗵（率）五□〼	9-0126 [1812:  “□十”，原釋文、校釋作“□”，據圖版改釋。一說，“十”上實有兩字，其一與“十”形成合文。] 

白布[endnoteRef:1813]五幅の帷一堵[endnoteRef:1814]、袤 (なが)きは五丈[endnoteRef:1815]、絇枲□[endnoteRef:1816]【を……出だし、……】平の所に【賣る（?）】。錢□を取る。率うるに、五□□[endnoteRef:1817]〼 [1813:  白布、きなりの麻布、染めていない麻布。（鈴木教示）]  [1814:  白布五幅の帷、『秦律十八種』によれば、布の標準規格は袤八尺、幅二尺五寸であるが、幅二尺五寸の白布を横長に縦にはぎ合わせた帳を「（白）布五幅の帷」という。天地は、五幅で、一尺を23.1㎝とすると、288.75㎝となる。
066	布袤八尺，福（幅）廣二尺五寸。布惡，其廣袤不如式者，不行。	金布
なお、「若干幅の帷」の用例としては、9-0083の「●二幅縵幭三」が参考になる
堵、秦簡には帷を数える単位、及び１丈平方の壁の面積の単位として見える。
興徒以爲邑中之功者、令【糸古】（女辜）堵卒歳。未卒堵壊、司空將功及君子主堵者有罪、令其徒復垣之、勿計爲徭。の注11に「墻面一方丈爲一堵。『家語』相魯の注「高丈長丈曰堵」（「雲夢秦簡　徭律115～124）。１丈＝10尺＝225㎝（角谷レジュメ）
帷、「帷、圍也。所以自障圍也。」（『釈名』）「帷、在旁曰帷。」（『説文解字』７篇下）「幕、帷在上曰幕。」（『説文解字』７篇下）「上に張る幕に対し、帷は垂直方向に垂れて周圍をかこふものである。…帷の遺物は長沙馬王堆１號墓の槨の内壁の張り巡らされた例が知られる。長さ7.3m、天地1.45m、幅48㎝の綺を横にはぎあわせ…」（以上、林巳奈夫『漢代の文物』）（角谷レジュメ）]  [1815:  袤は、長さ、帳に使う布の長さを指す。丈は長さの単位、十尺、すなわち2.31mで、五丈は11.55ｍ。帳の大きさは、天地288.75㎝＊長さ1155㎝。物品の後ろに、長さに関する説明を置く記述形式は、9-0014にも、「喿參絇緘一，袤三丈」と見える。]  [1816:  絇、麻糸でひもをなうこと。またそのひも。
以下『校釈』
　『説文解字』十三篇上「絇　纑繩絇也。從糸、句聲。讀若鳩。」段注「纑者、布縷（縷は糸）也。繩者、索也。絇、糾合之謂。以讀若鳩知之、謂若纑若繩之合少爲多皆是也。
　緘はひも。『説文解字』十三篇上「緘　所以束匧也。」『漢書』外戚伝下「帝與昭儀坐、　　
　使客子解篋緘。」師古曰、緘、束篋之繩也。」枲參絇緘、似説以三股麻絲搓成的縄索（3本の麻糸をより合わせて作ったひも）。
以下、糾の例。
莞席一#竹笥一合#竹小笥一合（第一欄）#竹筥三合#［操－手］參糾緘一袤三丈（第二欄）#卅二年十一月戊戌城父安［木大］不更受少内守[宀取]（第三欄）#【説明】有側刻齒爲「七」。左側刻齒爲「半」。	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9-14
●以下『校釈』
枲參糾緘一［1］，袤三丈。BⅡ 
  丗三年十一月戊戌，城父安杕不更□受少内守冣［2］。C9-14 
  〖校釋〗 
  [1]枲（原釋文作“喿”），粗麻。參看8-145注釋23。
糾，絞合的繩索。《説文》：“糾，繩三合也。”緘，繩索。“枲參糾緘”，似指用三股粗麻搓成的繩索。8-913有“枲參絇緘袤三丈四”，爲類似表述。 
竹少笥一合參絇枲緘一Ｚ（右寄りに書く）	　　　　　　　　　　　　　　8－1188 
Ｚ袤長三丈四尺　卅四年二月丙申[朔]Ｚ	　　　　　　　　　8－916（数字が同じだけ）
枲參絇緘袤三丈三
卅四年□月六月甲午朔己未□□Ｚ	　　　　　　　　　　　　　　　　⑧1784＋⑧2224
蒲席一　枲參絇緘袤三丈四（枲の參絇よりなる緘あり）　　　　　　　　8－913
枲參絇緘袤三丈□Ｚ	　　　　　　　　　　　　　　　（第八層）1086
（以上、角谷レジュメ）]  [1817:  “□□”，原釋文、校釋作“□”，據圖版改釋。] 


　　□二幅縵幭三[endnoteRef:1818]，其□[endnoteRef:1819]〼 [1818:  “□”，原釋文、校釋作“●”,實爲刮削未盡之殘留筆畫，據圖版改正。]  [1819:  據殘留筆畫，未釋字疑爲“二”。“二”字周圍簡面似另有其它墨跡，疑爲書寫前刮削未盡的痕跡，本簡應經歷了多次刮削和使用。] 

　　一七一[endnoteRef:1820]　　〼	9-0083　【説明】右側刻齒爲「一十七」。 [1820:  “一七一”，筆跡、濃淡與第一行字跡不同，似係刮削未盡之墨跡，釋讀未必正確。] 

【……】□二幅の縵幭は三つ、其の□（二？）は【……】
【……】一七一【……】

物品未詳
出
食人
〼□視平。　　〼
〼各四升六分升一[endnoteRef:1821]。〼	8-1507 [1821:  “一”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文例補。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	
	積算根拠
	【……】各々四升六分升の一。

	附記
	監查記録
	【令史】□、視平す。

	
	作成記録
	【……。】



稟食
〼稟吏卒〼[endnoteRef:1822]	8-2511 [1822:  本簡下端殘缺，原釋文、校釋未加斷簡符號，據圖版和文例改正。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】吏卒【……】に稟 (さず)く。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼人嬰出稟隸妾□三月食
〼　處手	9-1527

貸食
〼□出，貸吏以卒戍士五（伍）涪陵戲里去死。十一月食。
〼　　尉史□出。　　狗手。	8-1094
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】□出だし、吏の卒を以て戍するの士伍涪陵戲里去死に貸す。

	
	積算根拠
	十一月の食。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	狗手す。

	
	受領記録
	尉史□出だす。




出納目的未詳
〼月食。
〼　　□[endnoteRef:1823]〼	8-1378 [1823:  “月”、“□．．．．．．”，原釋文、校釋未釋，據圖版補釋。“□”疑爲“薄”，其下應殘一“手”字，但里耶秦簡中未見製作人名“薄”。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	
	積算根拠
	【……】月の食。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	□【手す。】



〼●五月食。
〼　　□手。	8-1828
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	
	積算根拠
	●五月の食。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	□手す。



〼　　九月食。	9-0138
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	
	積算根拠
	九月食。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【某手。】[endnoteRef:1824] [1824:  簡の下端および左側面が完形なので、左下に「某手」という作成記録が本来記載されているはずであるが、再利用などの目的で削除されたのではないかと推測される。9-0822では、同じ箇所に明確な削り残しが確認されるので参考になる。] 




〼七月丙寅，出〼	8-2331
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】七月丙寅、【……を】出だし【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼臣〖曰〗[endnoteRef:1825]稺、曰佁、曰𨛭、曰適、曰申、曰賢。 [1825:  “臣”下似脫“曰”一字，據文例補釋。] 

〼令史行監。	8-2210
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】臣、稺と曰い、佁と曰い、𨛭 (しょ)と曰い、適と曰い、申と曰い、賢と曰う【に稟 (さず)く／を食す。】

	附記
	監查記録
	令史行、監す。

	
	作成記録
	【……。】



〼司寇岐造里處。十月食。　　毋手。	9-0073
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】司寇岐造里[endnoteRef:1826]の處【に稟 (さず)く／を食す。】 [1826:  9-3289では、「〼□寇成里宜」と、9-2203では、「更戍卒城父士五樂里順予」というように、「【県名】＋身分＋里名」という書式が用いられているのに対し、9-0761では、「屯戍司冠江陵戲里□」というように、「司寇＋県名＋里名」という並びとなっている。前者に從って理解すると、「岐造」が里名、後者に從えば、「岐」が県名、造が里名ということとなる。] 


	
	積算根拠
	十月食。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	毋手。



受
〼□受倉是〼	8-2343
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】□、倉是【……】に受 (さず)く。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼□□□受倉□〼
〼　　□□〼	8-2277	{或爲作徒簿}
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】□□□、倉□【……】に受 (さず)く。

	附記
	監查記録
	【……】□□【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼□□受將粟佐贛[endnoteRef:1827]。 [1827:  8-2371有“求菌叚（假）倉贛”，疑與“將粟佐贛”爲同一人，此時當倉佐，職掌“將粟”。] 

〼　贛手[endnoteRef:1828]。	8-1050 [1828:  “贛”既爲本券書經手人，又爲“受”之領受人，會否“受券”是一種收條，由領受人開出，由出納機關提交縣廷核審？8-2202+8-0888+8-0936的經手人也與出納負責人不一致，或許是領受人的部下。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】□□、將粟佐の贛より受く。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	贛手。



〼佐贛受少内壬。　　〼	9-0349
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】佐の贛、少内の壬より受く。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼唐受鄕□[endnoteRef:1829]。　　唐手。	9-0403　【説明】左側有三組刻齒，分別爲「二千六百四」、「四」、「六」，以下殘斷[endnoteRef:1830]。 [1829:  唐は他の出納證明文書では、少内嗇夫（簡8-1771）・司空嗇夫（簡8-1220+8-0886）・啓陵鄕守（簡9-0402）として見えており、發行機關を特定するのが困難である。]  [1830:  原釋文の【説明】に「左側有三組刻齒，分別爲「二千六百四」、「四」、「六」．以下殘斷」とある。圖版寫眞から刻齒は確認できないが、事實とすれば刻齒の總數は 22 個。これほどの數が斷簡の限られたスペースに刻めるのだろうか？「二千六百…」の刻齒をもつ簡は、〇二型の出納證明文書であることが多い。この【説明】は本來、他の簡に付けるべきものではないかと思われる。また、「四」「四」「六」は或いは「二千六百」に續く「八十四」が少し離れて刻まれたため別組の刻齒と誤認された可能性も否定できない。

籾山先生が張春龍さんに問い合わせたところ、次のような事情が判明した。
9-403 簡に刻齒はない。刻齒についての【説明】は 9-423 簡の【説明】が竄入したものである。
＊２の誤りが生じた理由は次の通り―
原稿作成のおり、登記簿の出土登記號 9-424（整理號 9-423）の 2 の字を 0 の字に誤認して、9-424（9-423）についての【説明】を出土登記號 9-404（整理號 9-403）に附けてしまった。その後、刻齒のある出土登記號 9-424（整理番號 9-423）にその注記がないのに氣づき、あらためて原簡を觀察して【説明】を補ったが、9-404（9-403）の【説明】はそのまま殘してしまった。9-424（9-423）の刻齒は不完全なため、二度の觀察結果が異なっている。出土登記號 9-404（整理號 9-403）に殘った【説明】が出土登記號 9-424（整理番號 9-423）の【説明】と異なっているのはそのためである。] 

付
〼□付庫守遂。　　〼	8-0849
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】□、庫守遂に付す。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼　　□付少内守履。　　〼	8-1856
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】□、少内守履に付す。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼　　出付啓陵　　〼	8-1805[endnoteRef:1831] [1831:  有關此殘片的歸屬，有兩種可能性。第一，“出”字上和“陵”字下原有其它字，爲出納券書，前後字詞被磨滅（“出”有可能是人名→付券！）；第二，它是某種簿籍的殘片。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】出、啓陵【……】に付す。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼□付庫（？）[endnoteRef:1832]〼	9-0081 [1832:  “庫”，原釋文作“”，校釋作“......”，據殘留筆畫和文例改釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】庫【の某】に付す。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



出納行爲未詳
　　石。　　卅（三十）五年九月乙丑朔	8-0027　　{文書行政関連の再加工・再利用。残欠墨跡は意図的に削除されたように思われる。}
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……】石。

	
	本文
	三十五年九月乙丑朔[endnoteRef:1833]【……。】 [1833:  本簡は、封緘簡牘もしくは表示札によくみられる下端三角加工の一一型の形態を示すが、簡文は残欠を伴いつつ、出納証明文書の様式論的特徴が顕著であり、恐らく何らかの再加工の過程を経ていると考えられる。なお、記されている「三十五年九月乙丑朔」という暦日は存在せず、三十五年九月は実際丁亥朔となっている。三十五年九月の前後には乙丑朔の月はなく、字形上も文脈上も丁亥朔が乙丑朔に訛る原因を示す手掛かりは全く掴めない。故に、通常の誤記ともやや状況が異なるように思われる。或いは再利用の過程において習書を施し、その後封緘簡牘として使われずに廃棄された可能性も考えらえる。] 


	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼少半斗。　　●卅（三十）二年三月丁　　〼
〼　　令佐尚視平。　　〼	8-1793	【說明】左側刻齒爲“四石四斗少半斗”。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……】少半斗。

	
	本文
	●三十二年（215）三月丁【……。】

	附記
	監查記録
	令佐尚、視平す。

	
	作成記録
	【……。】



竹少笥一合。參絇枲緘一，袤長三丈四尺。　　卅（三十）四年二月丙申朔〼	8-1188+8-0916[endnoteRef:1834] [1834:  本簡綴合據謝坤〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（四）〉（簡帛網，，2017年8月31日）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	竹少笥一合。參絇枲緘一，袤長三丈四尺。

	
	本文
	三十四年（213）二月丙申朔【某日、……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼合。　　卅（三十）五年二月庚申朔〼	8-1534
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……】合。

	
	本文
	三十五年（212）二月庚申朔【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼千二百七十六。／卅（三十）一年六月己丑，〼	8-0358
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……】千二百七十六。

	
	本文
	三十一年（216）六月己丑（08）、【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼□百〼
〼二月〼	8-2315
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……】□百【……。】

	
	本文
	【……】二月【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼四石三斗半斗。　　〼	8-0626
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……】四石三斗半斗。

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼百四萬六千三百七十二。[endnoteRef:1835]　　〼	9-1788+6-15[endnoteRef:1836] [1835:  “百”，原釋文、校釋作“□”，據〈《里耶秦簡（貳）》綴合補（二）〉補釋。]  [1836:  本簡綴合據校釋二。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……】百四萬六千三百七十二。

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



卅（三十）四年六月甲午朔辛〼	8-1724	【說明】右側刻齒爲『二百』。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	三十四年（213）六月甲午朔辛【□、……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼卅（三十）四年三月丙寅朔戊辰，〼	8-1889
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	三十四年（213）三月丙寅朔戊辰（03）、【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼　　卅（三十）五年八月〼	8-2187	【說明】右側刻齒爲“六十六”。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	三十五年八月【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼年三月庚寅〼	8-2103
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】年三月庚寅[endnoteRef:1837]【……。】 [1837:  庚寅が朔日と仮定すれば、本簡の制作年月は秦始皇三十五年三月となる。遷陵県の設置期間中、三十五年にのみ三月庚寅朔が確認される。] 


	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼升六分升一。　　〼	8-0844
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……】升六分升一。

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼令史圂視〖平〗[endnoteRef:1838]。　　敬手。	8-0880 [1838:  此處脫“平”一字，據文例補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	令史圂 (こん)、視平す。

	
	作成記録
	敬手す。



〼守獲〼
令史痤出。[endnoteRef:1839]	8-2275 [1839:  “出”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】守獲【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】

	
	受領記録
	令史痤、出だす。



〼……〼
令史丞監。〼	8-2542	｛左側似有刻齒？｝
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	令史丞、監す。

	
	作成記録
	【……。】



〼佐葦。  
　　客手。	6-06	{上端燒焦。}
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】佐葦に【稟 (さず)く/貸す/受 (さず)く/付す。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	客手す。



〼　　言手[endnoteRef:1840]。	8-0921 [1840:  簡8-0898+8-0972和8-1268有倉守“言”，或與本簡作成人爲同一人，但目前券書中未有官長爲作成人的實例。普通公文書有簽發人與作成人一致的實例，如簡8-0407+ 8-0416+ 8-1185+ 8-0169+ 8-0233“倉守擇”、 8-1527 “貳春鄕守平”等。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	言手す。



〼　　帶[endnoteRef:1841]手。	8-1281 [1841:  簡8-1550有啓陵鄕守“帶”，或與本簡作成人爲同一人，但目前未有官長或鄕嗇夫爲作成人的實例。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	帶手す。



〼　　援手。	8-1657
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	援手す。



〼　　平手。	8-2077
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	平手す。



〼　　如意手。	8-2084
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	如意手す。



〼　　畸手。	8-0118
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	畸手す。



〼　　畸手。	8-0864
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	畸手す。



〼　　浦[endnoteRef:1842]手。	8-0963 [1842:  “浦”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	浦手す。



〼　　產手。	8-1020
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	產手す。



〼　　詘手。	8-1122[endnoteRef:1843] [1843:  何有祖〈里耶秦簡牘綴合（十）〉（簡帛網，2016年6月10日）將簡8-1122與8-1264綴合，云：
二片茬口、纹路吻合，可綴合。
按，碴口不密合，文例也不清楚，未必能綴合。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	詘 (くつ)手す。



〼　　詘手。	8-1148
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	詘 (くつ)手す。



〼　　田手。	8-1991
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	田手す。



〼□□□瘳手[endnoteRef:1844]。	8-1678 [1844:  本簡或應據作成人“瘳”歸入少内券書，但簡形狀不類券書，暫存疑。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	瘳手す。



〼　　目手。〼	8-0112
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	目手す。



〼私（？）[endnoteRef:1845]。〼 [1845:  “私”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

〼□手。〼	8-2069
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】私に【稟 (さず)く/貸す/受 (さず)く/付す。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	□手す。



〼□□。　　□手。	8-1979
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……】□□。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	□手す。



〼　　□手。	8-1396
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	□手す。



〼□手。	8-1984
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	□手す。



8-2244	【說明】無字簡、左側刻齒爲“一百五十九”。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼……
〼……　　狐手[endnoteRef:1846]。	9-0084 [1846:  “狐手”上方仍有隱約可見的墨跡，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	狐手す。



〼及券[endnoteRef:1847]	9-0088 [1847:  「券」の下は表面が削られたように見えるが、左下には「□手」の墨跡が微かにみえるようである。
「及券」は、考釈が示唆するように、完形が「自受及券」と考えられる。関連する用例は次の通りである。
自受（8-1482・9-0880+9-1023）
自受券（8-1353・9-2066）→「自ら券を受けたり」ではなく、「自ら受け、券せり。」
自受及券（9-0533+9-0886+9-1927）] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……】

	
	本文
	【……】

	
	附記
	【自ら受け】及び券せり。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼□翰獻□鯉自受券　處手	9-2066

〼[endnoteRef:1848]卅（三十）四年六月甲午朔戊〼	9-0325+9-0100 [1848:  本簡簡首恐殘缺不全，原釋文、校釋均未標斷簡符號，據圖版補標。] 


廿斗木甬一、木□一[endnoteRef:1849]。　　卅（三十）四年正月丁卯〼	9-0352　【説明】左側刻齒爲「二」。 [1849:  “一”，原釋文、校釋作“□”，據圖版和刻齒補釋，刻齒所謂“二”即木甬一和另一木具一。本簡多刮削殘留，如“廿”下、兩個“一”下、“年正”左側、“丁”字中央和下方，恐均非筆畫。另一方面，券書本不應有刮削重新使用之理。] 


〼稟人……□□□〼	9-0375

〼環（還）之啓陵鄕，廷〼	9-0330　【説明】左側刻齒爲「二十」，上部殘斷。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	出納物品
	【……。】

	
	本文
	【……。】

	附記
	作成記録
	【……。】

	
	処理記録（？）
	【……】之れを啓陵鄕に還し[endnoteRef:1850]、廷【……。】 [1850:  刻歯から本簡は出納証明文書を記した券書と推測されるが、「之れを還す」および「廷」という表現からすれば、残存の記載は、出納機関における事後処理に関する追記に係るのではないかと考えらえる。
なお、券書にしては、本簡はやや細い印象が持たれる。刻歯と反対側の右の角は、「陵」から「郷」にかけての僅かな毀損を除けば比較的よく整っているので、簡の右側が裁断された可能性が考えられるが、再利用の目的は判断しかねる。封緘簡牘には、刻歯の一部を残して券書から再加工して作られた例（8-1778）が見られるが、封緘簡牘への再利用なら、縦に裁断する必要性は認めがたい。或いは文書行政以外の用途に、細い木材として利用する意図があった可能性も考えられよう。] 




信符
充獄史不更寬受嘉平賜信符。	8-0987
充獄史の不更の寬、嘉平の賜を受くる信符[endnoteRef:1851]。 [1851:  信符、符は割符、證據文書の一種（簡8-1560注？を參照）、信は信用附與という目的を表すが、信符も符と意味が變わらない。本簡は、物品の支給手續に用いられる符の珍しい例であり、一種の引換券のように、符の保持者がそれを支給機關に提示して、照合の上それとの引き換えに嘉平の賜を受給すると考えられる。『説文解字』人部には、
信，誠也。
信、誠なり。
といい、『國語』周語下の韋昭注には、
信，審也。
信、審らかなり。
という。居延漢簡には、
十二月辛巳 ， 第十候　　長輔敢言之：負令史
范卿錢千二百，願以十　　二月奉償。以印爲信。敢言之。	E.P.T51:225A，A8
官							E.P.T51:225B
（候）官あて。	十二月辛巳、第十候長の輔、敢えて之れを言う。令史の范卿に錢千二百を負えば、十二月の奉を以て償わんことを願う。印を以て信と爲す。敢えて之れを言う。
と、刻齒を持った簡に、印章によって信用を附與する旨の文言が加えられている。秦漢の簡牘史料にはその他に「信符」という語は檢出できないが、『墨子』號令に
吏從卒四人以上有分〖守〗者，大將必與爲信符，大將使人行守，操信符，信不合及號不相應者，伯長以上輒止之，以聞大將。
吏、卒四人以上を從えて分守する有る者は、大將必ず與 (とも)に信符を爲 (つく)る。大將、人をして行守せしむるに、信符を操らしむ。信合せず及び號相應ぜざる者、伯長以上は輒 (ただ)ちに之れを止め、以て大將に聞えしむ。
と見える「信符」は、通し番號が附された點まで、簡8-1560注？で引用した「出入六寸符券」（73EJT26:16）と相違ない仕組みとなっている。] 


不明
〼□使小隷臣（貈）  □〼	8-1656

〼□，以衣徒。	8-1082

〼責六千七百廿（二十）。	8-1506	【說明】左側刻齒爲『四萬』。｛此是否所謂“錢校券”？｝
	
〼  卅（三十）	8-0881

〼□[endnoteRef:1852]受牢人文所，受少内器券一，二百六十六同齒，受〼	8-0893	【説明】右側刻齒爲“九”。 [1852:  “□”，原釋文、校釋作“少”，殘留筆畫與後續“少”字不同，應係人名，但未詳其爲何字。] 


〼一枚，十二同齒	8-0892

〼[endnoteRef:1853]卅（三十）三年（214）五月庚午朔庚寅（21），〼	8-1152 [1853:  本簡上端殘斷，原釋文、校釋未標斷簡符號，據圖版和文例補。] 


〼六分升一	8-1687

〼卅（三十）六年（211）。　沈手。	8-2234

〼卅（三十）四年（213）正月〼	8-2453

〼□□所新繕　橫手。	8-2481

〼	過手	8-2487

〼□□□少内佐處錢三百約〼	8-2490

大枲〼	8-2538

〼年（212）九月丁亥朔甲午（08），酈□〼	8-0316	【說明】右側刻齒爲“五百二十”。

〼……〼＃〼  令佐俱[endnoteRef:1854]〼	8-0497	【說明】刻齒模糊不能辨。 [1854:  “俱”，原釋文作“□”，校釋謂“似爲‘追’”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。] 


卅（三十）四年（213）五月乙丑朔〼
□卒□□□〼
□□[endnoteRef:1855]……〼	8-1482正 [1855:  “□□”，疑爲“縣卒”。] 

五月庚午（06）旦□自受〼	8-1482背

〼　作七月，八月丁巳朔甲子（08），臨沅	8-1460正
……卅（三十）卅（三十）五年（212）八月丁巳……〼	8-1460背	【説明】正背面書寫順序相反。

卅（三十）五年（212）六月戌〔戊〕午朔〼	8-1393

〼二年四月丙〼[endnoteRef:1856]	8-2280 [1856:  “二”字前無字，原釋、校釋作“□二”，據圖版改釋。
本簡の作成年月は、秦始皇三十二年四月の可能性が高いと考えられる。案ずるに、遷陵県が設置された秦王政二十五年から秦国が滅亡するまで、「二年」という記述を伴う紀年は秦始皇三十二年と二世二年のみであり、目下里耶秦簡の中で確認できる最も晩い暦日は二世の「二年十月己巳朔朔日」である。前年七月には、すでに戍卒の陳勝らが反乱を起こし「張楚」を建てており、二年の冬には、関中の「戲」まで数十万と号する大軍を率いて都を伺う勢いを見せた。そこから四か月以上も経った初夏の四月に遷陵県が行政活動を継続していた可能性は、僻地とは言え、必ずしも高くない。なお、三十二年四月は丙午朔となっており、朔日のほか、丙辰（11日）・丙寅（21日）の可能性も考えられる。一方、二世二年四月は丙寅朔で、朔日のほか、丙子（11日）・丙戌（21日）の可能性がある。] 


〼□稟人捕鼠〼	8-2467

〼年（215）五月丙子朔癸卯（28）[endnoteRef:1857]，〼	8-2489 [1857:  “二”，原釋文、校釋作“□”，據文意補釋。按，秦王政即位之後直至秦朝滅亡爲止，“五月丙子朔”僅見秦王政元年和秦始皇三十二年；秦置遷陵縣在二十五年，本簡紀年只有三十二年一種可能。] 


〼……〼[endnoteRef:1858] [1858:  原釋文、校釋僅釋出第二行字，姚磊〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（二）〉（簡帛網，2015年9月15日）指出本簡應共有三行。姚文又將第一行首字釋爲“正”字，未必可信。] 

〼乙巳朔丙辰，司[endnoteRef:1859]〼 [1859:  “空”，原釋文、校釋作“□”，據文意補釋。] 

〼……. 〼	8-2497

〼　□手	8-2509

〼□之。　　〼
〼六百六十錢〼	8-2539

〼七百七十六錢[endnoteRef:1860]。	9-0067 [1860:  “錢”，原釋文作“{金+□}”，據校釋補釋。“七百七十六”與9-0119、9-2033“貲錢七百七十六”一致。] 


〼□斤〼	9-0090

〼令佐昌□□[endnoteRef:1861]…… [1861:  昌という名の人物は里耶秦簡では目下三人が確認できる。遷陵縣の屬吏（「少吏」）としては、簡9-2329には「司空守昌」と、簡8-1665には「司空（嗇夫）昌」とが見える。後者は、二十七年十一月乙卯という曆日を伴う。本簡にいう「令佐昌」はそれと同一の人物という可能性が高い。そのほかに、遷陵丞を少なくとも二十九年正月（8-1246）から三十二年三月（8-0062、8-0064）まで務めた長吏の昌と、宕渠道平邑鄕に勤務していた佐の昌が見受けられるが、本簡の人物と關係がなかろう。最後に、簡9-0085には、三十四年という紀年と共に、「遷陵守丞昌」が登場する。これも本簡の「昌」と同一の人物の可能性が高い。すなわち、簡8-1665に記されている「司空昌」に「守」字が脱落していない限り、遷陵縣の屬吏である「昌」という人物はもと令佐を務めたが、遲くとも二十七年十一月には嗇夫に昇進し、嗇夫の身分で、三十四年に一時丞の職務を代行したと考えられる。
（この注に「佐史→斗食→有秩」という位階の上昇も明記すべきであるが、靑木さんにご敎示いただきたい）

司空守昌
9-2329		？
司空昌
8-1665		二十七年十一月乙卯
遷陵守丞昌
9-0885		三十四年甲午朔甲辰
遷陵丞昌
J1⑦0304	【二十九年】（「當坐」）
8-1246		二十九年正月甲辰
8-0060+8-0656+8-0748+8-0665	二十九年六月庚辰
9-0033		二十九年七月丙午
8-2191		二十九年七月戊午
8-1511		二十九年九月壬辰朔辛亥
8-1007+8-0754	三十年六月丙申（「訊昌」）
8-2160+8-1925+8-1663	三十年七月丁巳朔己卯
9-1089		三十年七月丁巳朔□□
9-0710		三十一年十二月甲申朔乙酉
9-2056		三十一年正月甲寅朔□□
8-0071		三十一年二月癸未朔丙戌
9-0450		二月癸未朔壬
8-2245		【三十一年 】五月乙卯
8-0140		三十一年【六月壬午】朔甲午/九月庚戌朔丁卯
8-1560		三十一年後九月庚辰朔辛巳
9-1417+9-1691	三十一年後九月庚辰朔丙午
9-0048		三十二年十月己酉朔壬子
9-0030		三十二年十月甲寅
9-1869		三十二年十二月戊申朔己巳
8-0157		三十二年正月戊寅朔丁酉
9-0064		三十二年三月丁丑朔乙
8-0062		三十二年三月丁丑朔朔日
佐昌
J1⑯0002	三十年三月己未] 

〼　□手。	9-0098

[bookmark: _Toc67253387]〇二乙　検品受け入れ證書
田牡狗一、牝二。　　〼
卅（三十）二年三月丁丑朔乙酉，田守武、史遬隄（題）遷陵丞昌前。〼	9-0064
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	検品物品
	田（官が）牡狗一・牝二。

	
	本文
	三十二年（前215）三月丁丑朔乙酉（9日），田守の武・史の遬、遷陵丞の昌の前に題す。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼□□令史除、佐朝雜隄（題）遷陵丞歐前。
〼□□十七斗﹦ 斗五錢
〼□□
〼□□
〼□□等買
〼□□
〼□□	8-0210

居貲士五（伍）高里惡租。　　〼
廿（二十）八年六月丙戌，司空長、佐𨛭符，發弩守攀探遷陵拔前，以爲洞庭〼	8-0985
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	検品物品
	居貲士伍高里惡が租[endnoteRef:1862]。 [1862:  或許“惡租”爲人名，文書格式則與後續簡8-2239+8-1830+8-1815相似。] 


	
	本文
	二十八年（219）六月丙戌（18）、司空の長・佐の𨛭 (しょ)、符し[endnoteRef:1863]、發弩守の攀、遷陵の拔が前に探す[endnoteRef:1864]。 [1863:  「符」については、考釈は「付」と読み替えることを提案するが、ここはむしろ「符」という券書を作成することをいうのではないか。]  [1864:  「探」は「試」と訓じて、受け入れに際して身体検査などを行う意か。] 


	
	？
	以て、洞庭【……】と爲す。

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



更戍卒城父公士西平賀。長七尺五寸，年廿（二十）九歳，族蘇。　〼
卅（三十）四年〖六月〗甲午朔甲辰，令佐章探遷陵守丞昌前。令〼	9-0885　【説明】未記月份，応當是「卅四年六月」。
	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	検品物品
	更戍卒、城父公士の西平の賀。
長 (たけ)は七尺五寸、年は二十九歳、族は蘇。

	
	本文
	三十四年（前213）六月甲午朔甲辰（11日）、令佐の章、遷陵守丞の昌の前に探す。

	
	？
	令【……。】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



更戍卒士五（伍）城父成里產。長七尺四寸，黑色，年卅（三十）一歳，族〼
卅（三十）四年六月甲午朔甲辰，尉〖……〗探遷陵守丞銜前[endnoteRef:1865]。令〼	9-0757 [1865:  “尉”下脫人名一字或兩字，原釋文、校釋失釋，據文意補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	文書本体
	検品物品
	更戍卒、士伍の城父成里の產。
長 (たけ)七尺四寸、黑色、年は三十一歳、族は【……。】

	
	本文
	三十四年六月甲午朔甲辰、尉の……、遷陵守丞の銜の前に探す。

	
	？
	令【……】

	附記
	監查記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



[bookmark: _Toc67253388]〇二丙　身分證明文書
[bookmark: _Toc67253389]〇二丁　その他の證明文書
〼□敢（？）□效（？）屬其官事[endnoteRef:1866]，官未	8-1645 [1866:  “敢”、“效”，原釋文、校釋作“□”；“事”，原釋文、校釋作“事”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）補釋，疑“敢”前後兩字爲“未”與“不”。] 


辭
〼辤（辭）曰：誠與倉銜、佐𣤶、華雜訊旁，辤（辭）曰：士五（伍）	8-1354+8-1298[endnoteRef:1867] [1867:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（七）〉（簡帛網，2012年6月25日）。茬口並不十分密合，但紋路有類似之處，暫從何案。] 


陽里小男子說辤（辭）曰：故小上造，以〼	8-1972+8-1688[endnoteRef:1868] [1868:  本簡綴合據謝坤〈《里耶秦簡（壹）》綴合（四）〉（簡帛網2016年11月18日）。何有祖〈里耶秦簡牘綴合（七）〉（簡帛網，2012年6月25日）將簡8-1764綴合於簡8-1688上方，但碴口、寬度、文意均不如謝坤綴合案密合。] 


〼佐𣤶、華訊干，干告旁〼	8-1764

〼敢辤（辭）	8-1453正
〼　就手	8-1453背

〼告。它如前。〼	5-11

卅（三十）五年（212）八月丁巳朔辛巳（25），少内守〼
少内敢辤（辭）。  〼	8-2086

訊阮﹦（阮，阮）辤（辭）  〼	8-0510

卅（三十）年六月丙申[endnoteRef:1869]，遷陵丞昌、獄史堪昌，辤（辭）曰：上造，居平□侍廷爲遷陵丞。□當詣貳春鄕，鄕渠、史獲誤詣它鄕，□失 [1869:  “六”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和干支補釋。] 

道[endnoteRef:1870]百六十七里。卽與史義論貲渠、獲各三甲。不智（知）劾云貲三甲不𤻮（應）律令故。皆毋（無）它坐。它如官書。	8-1007+8-0754正[endnoteRef:1871] [1870:  道、みち、ここでは道程の意、「道里」に同じ。簡8-1449+8-1484の注？を參照。]  [1871:  本簡綴合據校釋一。] 

〼   堪手。	8-0754背
	文書構造
	讀み下し文

	文書本體
	書出
	三十年（前217）六月丙申（10日）、遷陵丞の昌・獄史の堪、昌を訊 (しら)ぶるに、辭に曰わく、

	
	本文
	上造にして、平□（縣）侍廷（里）に居り、遷陵が丞と爲りき。□、當 (まさ)に貳春鄕に詣 (いた)るべきに、鄕の渠・史の獲、誤りて它鄕に詣らしめ、□、道を失うこと百六十七里なり。卽ち史の義と與 (とも)に、渠、獲を論じて貲ること各々三甲。劾して、貲三甲律令に應ぜずと云うの故を知らず。皆な它坐なし。

	
	書止
	它は官書が如し。

	附記
	集配記録
	？

	
	作成記録
	堪手す。



卂（訊）敬：令曰：諸有吏治巳（已）決而更治者，其罪節（卽）重若[endnoteRef:1872] 	8-1832+8-1418[endnoteRef:1873] [1872:  簡8-1418下端完整，原釋文、校釋標斷簡符號，據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（八則）〉（簡帛網，2013年5月17日）刪除。]  [1873:  本簡綴合據校釋一。] 

益輕，吏前治者皆當以縱、不直論。今甾等當贖	8-1133
耐，是卽敬等縱弗論殹。何故不以縱論〼	8-1132正
等？何解？辤（辭）曰：敬等鞫獄弗能審，誤不當律。	8-0314
甾等非故縱弗論殹（也）。它如劾。	8-1107[endnoteRef:1874] [1874:  本文書復原據校釋一和何有祖〈里耶秦簡牘綴合（八則）〉（簡帛網，2013年5月17日）。その他、関連論文としては、宮宅潔「里耶秦簡「訊敬」冊書識小」（京都大学人文研研究班「秦代出土文字史料の研究」HP、2015年7月5日）がある。] 

贖[endnoteRef:1875]	8-1132背 [1875:  簡背“贖”字，何有祖〈里耶秦簡牘綴合（八則）〉（簡帛網，2013年5月17日）注云：“在簡首位置書寫，但幷沒直接參與到案件的陳述中，而是獨立存在。聯繫到本案例所涉‘甾等’本應被處以‘贖耐’，而‘贖耐’是衆多‘贖’刑中的一種，可知簡背‘贖’很可能起到標示作用，卽用于標示案件性質，以便于分類放置。”] 

敬を訊ぬるに、令に曰わく、諸て吏治めて已に決したるに、更めて治むる者有り、其の罪卽し重くし若しくは益々輕くせば、吏の前に治むる者は皆な當に縱・不直を以て論ずべし。今、甾等、當に耐を贖うべければ、是れ卽ち敬等、縱ちて（これを）論ぜざるなり。何故、縱を以て【敬】等を論ぜざるや[endnoteRef:1876]。何にか解する。辭して曰わく、敬等、鞫獄して能く審らかにせず、誤りて律に當たらず。甾等[endnoteRef:1877]は、故縱ちて論ぜざるに非らざる也。它は劾が如し。 [1876:  簡8-1132の末尾に一字程度の欠損があり、何有祖「里耶秦簡牘綴合（八則）」を参照して、文脈に基づいて人名の「敬」を補った。前掲宮宅論文は、「甾」字を補うが、文脈に合わない。本簡は甾等に対する裁きにおいて誤判をした敬等に対する詰問の後半を記載しており、敬等が甾等を違法に無罪とした事実（「縦」）を指摘した上で、なぜ敬等に対してその罪名（「縦」）を適用して論断を行わなかったかを問い詰めている。甾等は、別の罪名のため「贖耐」に論じられるべきこととなっており、欠損個所が問題にしている縦罪の適用対象になっていない。一方、「敬」の字を補えば、取り調べを受けている敬等が自らを「縦」の罪で裁くことになり、現代的な感覚からすれば不自然な点があるが、簡8-1007+8-0754の記載では、遷陵丞昌が実際に自らを尋問していることとなっている。また、『為獄等状』事案一「癸、瑣相移謀購案」では、州陵守の綰が、自らが初審を担当して郡から「綰を貲るべし」として弾劾を受けた事案の覆審を担当しており、吏議では、綰を論ずべしと論ずべからずと意見が真二つに分かれ、実際に、綰の主宰で、綰に対する審議が行われている。
秦漢の法律制度では、行政罰と刑事罰とは形式的に区別されないが、本事案では敬等が、『為獄等状』の事案では綰等が自らを論断するのに対し、『奏讞書』事案十五では、縣官米を盜んだとされる元醴陽令の恢が郡の役人によって裁かれることから、実質的には区別がなされたと考えるべきであろう。本事案では、「反坐」の法理によって予想される「贖耐」という量刑が自ら処理できる行政罰の限度で、「贖刑」もしくは「耐罪」以上の事案については、上級機関によって取り調べなどが行われる刑事罰の領域と認識されていた可能性が高い。]  [1877:  「甾等は」とは、「甾等について」という意味で、当事主語と捉えるべきである。つまり、甾等について、我々敬らが彼らをことさら放免して論じなかったのではないという形で、この文は先行する敬等鞫獄云々のことを、もう一度甾等の事案を軸に言い換えた表現と理解される。] 

贖（標題？）

訊敬，辤（辭）曰：□〼	8-0246

〼是之非是？今敬實[endnoteRef:1878]〼	8-0441 [1878:  “實”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。（陳劍贊同）] 


〼各一甲與此相遝它如劾	8-1770正  
〼　　□手。	8-1770背

〼能審誤不當律□□〼	8-0557

言。訊𤻮（應）：不能令且當罪，何解？辤（辭）曰：罪〼	8-0691正
訊，言吏不能其事，故有令。今〼	8-0691背

〼□者毋有？辤（辭）曰：敦長車徒	8-1299

〼□詰偃﹦（偃：偃）何亭署？安	8-1953+8-1989[endnoteRef:1879] [1879:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（五）〉（簡帛網，2012年5月26日）。] 

辤（辭）曰偃署毋龍亭往〼【説明】正背書寫順序相反。	8-1496正（背面は不明に分類）

訊德，辤（辭）曰：昌有它罪，爲	8-1569

〼何解？辤（辭）曰：	8-1792

〼辤（辭）〼	8-2387

〼解（？）[endnoteRef:1880]何？辤（辭）〼	8-2404+8-2446[endnoteRef:1881] [1880:  “解”，原釋文、校釋作“□”，據殘筆和文意補釋。]  [1881:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（二）〉（簡帛網，2012年5月14日）。] 


〼事渠黎取爲庸（傭）[endnoteRef:1882]，何解？	8-0043 [1882:  “取”，原釋文作“以”，校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（八）〉（簡帛網，2016年6月2日）改釋。] 


給事故[endnoteRef:1883]。毋它解。它如〼	8-0380 [1883:  “給事”前疑原有“不知其不”等字，全句卽應爲“【不知其不】給事故。”] 


〼月丙子[endnoteRef:1884]，史角訊〼	8-0414 [1884:  “月”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。（陳劍贊同）] 


不智器及左券在所未	8-0435

〼等訊〼	8-0442

〼書，辤（辭）曰：受書〼	8-0599

〼辤（辭）曰：吏以爲	8-0620

薄巳（已）何解  □	8-0874

六月乙丑，獄佐瞫訊戌，戌私留□苑中吏益僕[endnoteRef:1885]，人（？）[endnoteRef:1886]〼	8-0877+8-0966[endnoteRef:1887] [1885:  “□”，原釋文、校釋作“苑”，與字形不合，據圖版改釋。]  [1886:  “人”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。]  [1887:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合札記（四則）〉（簡帛網，2015年2月18日）。何文斷句爲“戌私留苑中，吏益僕□”，恐非是。戌所留應是“益僕”。] 

六月乙丑[endnoteRef:1888]、獄佐の瞫、戌を訊ぬるに、戌、私かに□中の吏が益僕を留め，人ごとに【……】 [1888:  本簡の作成年月は、秦始皇三十五年六月の可能性がある。案ずるに、瞫という人物は、三十五年四月には県廷の文書に携わる令史もしくは令佐として二回ほど、二世元年十一月には倉嗇夫として三回ほど史料上現れる。一方、戌という人物は、本簡の記載によれば、吏僕の違法な使役のため取り調べを受けており、8-0533に「有罪爲鬼薪」として見える「戌」と同一の人と考えて差し支えあるまい。戌の官職は不明であるが、役人が業務関連の犯罪を犯す時には、周辺の役人に簡単に知られることから、役所の中に共犯者がいることは珍しくない。そこで、戌とともに8-0533に名を連ねている者の中に、城旦の瘳という人物が見える点が目を引く。秦始皇三十四年後九月から三十五年六月にかけて、少内佐に、また三十五年九月には、令史もしくは令佐にそれと同名の者が見えており、その後史料から姿を消してしまう。この人物が戌の共犯者として三十五年九月以降免職の上城旦に処せられたとすれば、8-0533に戌とともに城旦の瘳が登場することについても合理的な説明がつく。このように、戌の処罰と瘳の経歴を書止つけば、本簡の「六月乙丑」は、「三十五年六月戊午朔乙丑」を指すと推測される。「乙丑」は、当月の八日に当たる。なお、遷陵県設置期間中、「六月乙丑」は、二十五年六月丙辰朔乙丑（10）・二十六年六月辛亥朔乙丑（15）・二十九年六月癸亥朔乙丑（05）・三十二年乙巳朔乙丑（21）・三十三年六月庚子朔乙丑（26）・三十五年六月戊午朔乙丑（08）・三十六年六月壬子朔乙丑（14）・三十七年丁未六月乙丑（19）の八例が確認される。また、感という人物が倉史を務めた三十一年後九月以前には、上記の瘳と同名の隷臣が史料上現れるが、三十四年から三十五年まで少内佐や令佐もしくは令史を務めた瘳とは当然別人と見なければならない。
　ちなみに、官員が刑徒身分に貶められる事例は、簡9-1516に見えており、司空色が鬼薪に処せられたことになっている。] 


〼□莫智它如前	8-1319

莫當坐它如前〼	8-1338

〼稟乏食，誠爲高里小男子賜〼[endnoteRef:1889]	8-1222 [1889:  本簡上下端殘缺，原釋文、校釋未加斷簡符號，據圖版和文例改正。] 

【……】稟、食を乏し、誠に高里の小男子の賜が爲に（／賜が【……】と爲り）【……】

庸（傭）粟禾，一日取粟一斗米粟。它如前〼	8-1245+8-1374[endnoteRef:1890] [1890:  此簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合札記（四則）〉（簡帛網，2015年2月18日）。] 


〼解。它如前〼	8-1711

〼它如前〼	8-2470

以決吏，解何殹（也）？	8-1639

〼□爲人庸（傭）□〼	8-1674

〼訊事巳（已）□□〼	8-2064

〼行餘書毋它坐〼8-2109

〼就欲以何避〼	8-2256

〼□一日。毋它坐。它如□〼[endnoteRef:1891]	8-1659 [1891:  本簡下端殘缺，“如”字下衹有一字，原釋文、校釋漏標斷簡符號，在“下”字下反而標出三個未釋字，據圖版改正。] 


〼毋它坐〼	8-2264

〼□且有罪窅	8-2270

〼訊□□〼	8-2337

得歸不當...... 牒守府[endnoteRef:1892]。敢辤（辭）。〼 [1892:  牒は、原釈文では未釈読字となっており、校釈では8-0274+8-2138と8-2138とで重複収録しつつ、未釈読字と「泰」に作る。陳偉「里耶簡所見“田”與“田官”」（同『秦簡牘校讀及所見制度考察』）107頁では、「泰」の釈読を「牒」に改めており、図版からもそれは首肯できる。] 

卅（三十）三年（214）六月庚子朔壬子（13），田守武敢言之：上辤（辭）一。□〼	8-0274+8-2138[endnoteRef:1893] [1893:  本簡綴合據校釋一。] 


〼訊忠，辤（辭）曰：史公卒□〼
〼弦長弦少，以竹爲籣┛、枝〼[endnoteRef:1894]	8-0294+8-0040+8-0093+8-0292+8-0113[endnoteRef:1895] [1894:  區切り記號は、原釋文・校釋および次注の何有祖論文にはないが、圖版に基づいて補釋した。]  [1895:  簡8-0292與8-0294的綴合據《里耶（壹）》簡牘綴合表，簡牘綴合表指出：“茬口不能完全密合，但通過對實物的觀察，可以確認屬於同一支簡。”加綴簡8-0040、8-0093、8-0113，據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（七則）〉（簡帛網，2012年5月1日）。] 


〼它坐。它如奏。	8-1447正
〼　義手。	8-1447背 

它如辟書  〼	8-0680正
□□各   〼	8-0680背

〼田大事殹（也）。不務	8-1699
田而爲它事，亟論當田不田[endnoteRef:1896]〼	8-1622 [1896:  “田”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文意補釋。] 

解？曰：亟論當田不田[endnoteRef:1897]〼	8-2223+8-1753[endnoteRef:1898] [1897:  “田”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文意補釋。]  [1898:  本簡綴合據校釋一。] 

【……】田、大事なり。田を務めずして它事を爲さば、亟やかに當 (まさ)に田すべきに田さざ[endnoteRef:1899]【る者を（？）……】論【ぜよ（？）……】 [1899:  “田”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文意補釋。] 

【何にか】解する。曰わく、「亟やかに當 (まさ)に田 (たがや)すべきに田さざ[endnoteRef:1900]【る者を（？）……】論じ【……】〼 [1900:  “田”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文意補釋。] 


〼□牘它如〼	8-1019

〼□它如前書	8-1093

舍人、徒食皆莫智（知）。它如前。〼	8-1733+9-0967[endnoteRef:1901] [1901:  綴合據校釋二。] 

舍人・徒の食する（もの）は皆な知る莫し。它は前の如し。

〼之，而私爲夸庸（傭）[endnoteRef:1902]。舍人、徒食卽皆莫智（知）。	8-1749+8-2165正[endnoteRef:1903]（8-2165背は習書を参照せよ） [1902:  “夸”，原釋文、校釋作“□”，據图版補釋。]  [1903:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（三）〉（簡帛網，2012年5月17日）。] 

【……】之れを【……】して私かに夸が傭と爲る。舍人・徒の食する（もの）は卽ち皆な知る莫し。

夸曰：留十五日，説急告令去。	8-1004

……
〼□狀何如？	8-1781+8-1908[endnoteRef:1904] [1904:  本簡綴合據校釋一。] 


〼狀何如□〼	8-2439

〼□援歸休未來。窯、銜有它辠（罪）。窯爲	8-2030正
〼  堪手	8-2030背

詰卂（訊）嗛[endnoteRef:1905]：寄戍卒，去﹦（去。去，）廷〔徒〕食[endnoteRef:1906]	8-0231 [1905:  “嗛”， 原釋文、校釋作“兼”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）。]  [1906:  “去”，原釋文、校釋作“夫﹦”，“廷〔徒〕”，原釋文作“徒”，校釋作“□”，何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）疑爲“仁”，據圖版和簡8-1605文例改釋。] 

弗與從給其事一日[endnoteRef:1907]。嗛取爲庸（傭）[endnoteRef:1908]，□	8-1567[endnoteRef:1909] [1907:  簡文與簡8-1605基本相同，疑“一”實爲“二”，上方橫筆因磨損而消失。]  [1908:  “嗛”、“爲”、“庸”，原釋文、校釋均作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）補釋。嗛所“取爲庸”者應係寄,見8-1849+8-1322“〼誠嘗取寄爲庸。〼”。]  [1909:  何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）云：“8-231、8-1567，二簡長度、厚度相當，質地色澤相近，字迹也相近，似可前後連讀。”] 

嗛[endnoteRef:1910]を詰訊するに、寄、戍卒なるに、去りし。去りたるに、徒らに食し與に其の事に從給せざること一日なり。嗛は（寄を）取りて庸と爲し、□ [1910:  嗛字の字音は、『廣韻』忝韻では苦簟切（ケン）となっているが、訓詁は「猿藏食處」となっており、『説文解字』口部の「口有所銜也」に對應する字音はむしろ『集韻』銜韻の乎監切（カン）と思われる。『史記』外戚世家には「景帝恚心嗛之，而未發也」というのに對し、『索隱』は「嗛音銜，漢書作銜」と注釋する。] 


〼去徒食，弗與從給其事二日。它如告。	8-1605

〼弗與從給其□〼	8-1154

〼與從給事三日	8-1296

〼不識日，誠嘗取寄爲庸（傭）。〼	8-1882+8-1849+8-1322[endnoteRef:1911] [1911:  簡1849+8-1322的綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（四）〉（簡帛網，2012年05月21日。後收入同〈里耶秦簡牘綴合（七則）〉《簡帛》第九輯，2014年），加綴簡8-1882，據謝坤「《里耶秦簡（壹）》綴合（四）」（簡帛網2016年11月18日）。] 

識らざるの日、誠に嘗て寄を取りて庸と爲せり。【……】

〼卅（三十）四年八月中[endnoteRef:1912]，未賞（嘗）敢〔取〕寄爲[endnoteRef:1913]	8-1883 [1912:  “年八”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。“四年”似係後加，或原脫“四”字，削“年”後將“四年”擠進一個字的簡面裏。]  [1913:  “敢”，何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）改釋爲“取”，恐與字形不合，疑其爲“取”之誤。] 


〼華、令佐利訊市﹦人﹦（市人[endnoteRef:1914]，市人）不到二┛三〼 [1914:  “華”與“令佐”，校釋未斷開，據趙巖〈秦令佐考〉（《魯東大學學報（哲學社會科學版）》2014年第1期）標出頓號。] 

〼六人。它如前。  〼	6-14

□	□□□□訊事未	8-1581

辤（辭）曰[endnoteRef:1915]：□宜秋不更勝、平□夫夫勝皆不□□[endnoteRef:1916]	9-0388正 [1915:  “辭”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。]  [1916:  原釈文と校釈では、正背とで文字が逆さまに書写されたとしつつも、断簡記号は何れも上端に付している。図版から見る限り、背面の上端がやや斜めになっており、左角が欠けているのに対し、下端は完形のように見える。それに対し、正面は、上端の整形がやや荒いながらも、背面の下端と対応して、完形と判断できる。下端は背面の上端に対応してやや斜めに見える。その点からすれば、原釈文と校釈では、下端に付すべき正面の断簡記号を誤って上端に付したと推測される。
一方、簡牘の利用方法からすれば、背面には作徒簿の一部が記されており、作徒簿の全体は元長い〇三型に書写されたと推測される。その長い〇三型の簡牘を長さ一尺程度の〇一型簡牘に再加工し、文字を荒く削除した上で、一面に「辞」を書写したものが現存の正面記載と考えられる。図版から推測して長さが約一尺となっているため、辞の書写に使用された際には実は完形として扱われた可能性が高い。つまり、末端の未釈読字に続く文章は、欠けている下端ではなく、別の簡に書写されたのであろう。故に、正面には断簡記号を附さなかった。なお、〇二丁の証明文書として用いられた時は、本簡は前後の簡と冊書を構成したのである。] 

【……】辭に曰わく、□宜秋[endnoteRef:1917]の不更の勝[endnoteRef:1918]・平□[endnoteRef:1919]の大夫の勝、皆な不□□【……】 [1917:  宜秋：里名。既発表の里耶秦簡にはみえない。]  [1918:  不更の勝：同一人物であるとは断定できないが、9-0136 にも「不更勝」がみえる（『校釈二』 が指摘）。 年衣用辟遷陵、遷陵已言不更勝衣不到（9-0316） 衣用とは衣服のことで、里耶秦簡では、吏や卒が家族から衣服そのもの（衣用）やその費用 （衣用銭）を送ってもらっている事例がみられる（訳注稿 08 注 36、648 頁参照）。本簡の勝が同 一人物だとすると、おそらく県外からやってきた吏あるいは戍卒であろう。今のところ遷陵県に 宜秋という名の里がないこととも整合する。（目黒レジュメ）
なお、本簡では宜秋の上の未釈読字は一字の県名と推定される。字形は厝（清河郡）に近いか。]  [1919:  平□：里名。既出の里名のうち、「平」が冒頭につくものとしては、「平陽里」（8-1306）が あるが、旬陽県に属する。] 


〼智（知）它﹦（它。它）如書（？）[endnoteRef:1920]。〼	9-0422[endnoteRef:1921] [1920:  書、字の下半分に残欠があり、釈読は必ずしも確定し難いが、里耶秦簡の一般的な書き方と違い、聿の下方に左右の払いの一部が残されている。里耶秦簡では、聿の左右の払いが明確に確認できるのは、むしろ律や逮の二字であるが、本字の聿がちょうど簡の中央に位置することから、省略せずに聿に従い、者の声という形に作った書字の可能性が高いように思われる。里耶秦簡では、簡8-0152に、また睡虎地秦簡では『效律』簡29に、左右の払いを省略しない「書」字が見えており、比較的古い字形と思われる。簡8-0060+0656+0748+0665正と8-0066+0208正には、払いの角度を変えつつもまだ横画に簡略化しない字形が見受けられるが、それは、左右の払いと者の上方筆画を二つの横画と一つの右払いへと省略する字形に変容する過渡期的な字形と考えられる。なお、残画からは逮の可能性も完全に排除できない。居延漢簡には「遝（逮）書」（58.17/193.19、A8）という用例があることから、本簡の記載ももとは「它如逮書」という可能性がある。]  [1921:  本簡の基本形態は01型ではあるが、上端が人為的に斜めに21型に裁断されたことから、もとは03もしくは02型から現在の形に加工された可能性も考えられる。] 

【……】它を知らず。它は書が如し。【……】

鞫
廿（二十）六年八月丙子，遷陵拔、守丞敦狐詣訊般芻等。辭各如前。	8-1743正+8-2015背[endnoteRef:1922] [1922:  本簡綴合據校釋一。] 

●鞫之：成吏┛、閒┛、起贅┛、平私令般芻┛、嘉出庸（傭），賈（價）三百，受米一石，臧（贓）直（值）百卌（四十）。得。成吏亡，嘉死。審。	8-1743背+8-2015正
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（鞫状）
	標題
	二十六年（221）八月丙子（27）、遷陵の拔・守丞の敦狐、詣りて般芻等を訊ぬ。

	
	本文
	辭は各々前の如し。

	文書本体（鞫書）
	標題
	●之れを鞫 (きわめたず)ぬるに、

	
	本文
	成吏・閒・起贅・平、私 (ひそ)かに般芻・嘉に令して出でて傭せしめ、價は三百、米一石を受け、贓は、百四十に值 (あたい)す。得 (とら)えらる。成吏亡げ、嘉死せり。

	
	書き止め
	審 (つまび)らかなり。



廿（二十）七年八月丙戌，遷陵拔訊歐。辤（辭）曰：上造，居成固畜園[endnoteRef:1923]。爲（？）[endnoteRef:1924]〼 [1923:  “園”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（二）〉（簡帛網，2015年06年23日）補釋。]  [1924:  “爲” ，原釋文、校釋作“□”，據石原遼平〈里耶秦簡8-209、9-2318釈読覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年3月2日）補釋。] 

視獄[endnoteRef:1925]：歐坐男子毋害𧧻（詐）僞自爵（？）[endnoteRef:1926]〼	8-0209正 [1925:  “視”，原釋文、校釋作“□”，校釋又疑爲“欣”，何有祖〈讀里耶秦簡札記（二）〉（簡帛網，2015年06年23日）作“欣”，據石原遼平〈里耶秦簡8-209、9-2318釈読覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年3月2日）改釋。]  [1926:  “爵”，僅存上方微小殘筆，原釋文、校釋失釋，據石原遼平〈里耶秦簡8-209、9-2318釈読覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年3月2日）補釋。] 

[bookmark: OLE_LINK15][bookmark: OLE_LINK17]●鞫：歐失𢱭（拜）騶奇爵。有它論，貲二甲，與此同[endnoteRef:1927]〼	8-0209背 [1927:  “與此同”，原釋文、校釋作“□□□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（二）〉（簡帛網，2015年06年23日）補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（鞫状）
	標題
	二十七年（220）八月丙戌（13），遷陵の拔、歐を訊ぬ。

	
	本文
	辭に曰わく、

	
	
	[bookmark: _Hlk63691456]上造、成固（縣）畜園（里）に居り、【遷陵が丞】たり。【故 (もと)と啓陽が丞たりき。失 (あやま)ちて騶奇に爵を拜せしむ。它論有り、此れと與に相遝ぶ[endnoteRef:1928]。它は前/劾（？）の如し。】 [1928:  相遝ぶ、『為獄等状』事案6を参照。（なお、「相遝ぶ」とは関連する意味だけか、吸収させる意味を含んでいるか？「決相遝ぶ」は判決が関連する意味なのに対して、「不当相遝」は「まさに相遝ぼすべからず」と読めば、吸収する意味を直接に表すか？）] 


	
	附記
	【●史の某、（？）[endnoteRef:1929]】獄を視る[endnoteRef:1930]に、歐、男子の毋害の、詐僞して自ら爵する【も（これを）得ざる】[endnoteRef:1931]に坐す。【獄史の角、曹す 。●六月丙子、歐を貲二甲に論じたり。…………。】 [1929:  本簡と記載内容が近い簡9-0706では、「●史有視獄」というように、訊問主宰者の拔らではなく、獄史の有が「視獄」を行っていることが明示されていることから、本簡に記されている取り調べにおいても、關連事案のファイルを確認する作業が當直の獄史等によって行われており、それが「●史某視獄」もしくは「●獄史某視獄」という形で明記されていた可能性が高い。殘缺部分の補塡はそうして推測に基づく。
一方、獄史の明記がない可能性も完全に否定できない。本簡と同じく拔による歐の取り調べが記錄されている簡9-2318でも、「視獄」の二字が第二行の冒頭に置かれており、偶然の一致のほか、兩簡とも「視獄」の前で改行した可能性が疑われる。書類調査を行った獄史の明記がなければ、訊問主宰者の「拔」が「獄を視る」という句の主語となるが、それもまた責任主體を明確にする意味では、實際誰が過去のファイルを調べたかを問わず、それで一つの正しい表記とも考えられよう。]  [1930:  視獄、視は、注意してみる、調べる意（簡…注…を參照）、獄は、司法事案もしくはその關連書類（簡……）を意味し、視獄とは、（過去の）司法事案の書類を調べることをいう。『奏讞書』事案17簡099では、乞鞫を受けた再審手續の冒頭に、「覆視其故獄（其の故の獄を覆視するに）」と稱し、『爲獄等狀』事案04「芮盜賣公列地案」においても、郡から差し戾された事案の冒頭には、「視獄（獄を視るに）」として、丞の暨による劾から始まる初審の記錄がまず確認される。本簡および簡9-2318では、騶奇もしくは賞橫という人物に對して誤った爵位授與を行ったとして二十七年八月に取り調べを受けている歐は、同年六月にも類似事件で貲二甲に處せられており、事件が「事を同じくして相遝ぶ」として關連性が指摘されている。そのため、六月に處斷された事案の書類を調べる必要が生じたと考えられる。]  [1931:  『二年律令』：
394	諸𧧻（詐）僞自爵免、爵免人者 ，皆黥爲城旦舂。吏智（知）而行者，與同罪。] 


	文書本体（鞫書）
	標題
	●鞫 (きわめたず)ぬるに、

	
	本文
	歐、失 (あやま)ちて騶奇に爵を拜せしむ。它論[endnoteRef:1932]有り、二甲を貲 (はか)る。此れと與 (とも)に【事を】同じく[endnoteRef:1933]して【相遝ぶ。】 [1932:  它論、論は論断、判決、つまり他の判決、ここでは、毋害の爵位に関わる詐僞を見破れなかった罪に関わる論断を指す。その罪については六月に既に「貲二甲」に処されたが、騶奇の拝爵に関わる本事案は「事を同じくして相遝ぶ」としてそれに吸収させてしまうというのが、鞫の主旨であろう。]  [1933:  事を同じくする、事は職務の意」（『説文解字』史部「職」）、同じ職務に関わることをいうか。（視事・從事・死事の事もすべて職務を指す。）] 


	
	書き止め
	【審 (つまび)らかなり。】



廿（二十）七年八月丙戌，遷陵拔訊歐。辤（辭）曰：上造，居成固畜園，爲遷陵丞。故爲啓〼
視獄：歐坐男子毋害𧧻（詐）僞自爵弗得。獄史角曹。●六月丙子，論〼	9-2318正
●鞫：歐失𢳎（拜）大男子賞橫爵。有它論，貲二甲，與此同事相遝。審。〼	9-2318背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（鞫状）
	標題
	[bookmark: _Hlk63690943]二十七年（220）八月丙戌（13），遷陵の拔、歐を訊ぬ。

	
	本文
	辭に曰わく、

	
	
	[bookmark: _Hlk63690779]上造、成固（縣）畜園（里）に居り、遷陵が丞たり。故 (もと)と啓【陽が丞】たりき。【失 (あやま)ちて賞橫に爵を拜せしむ。它論有り、此れと與に相遝ぶ。它は前/劾（？）の如し。】

	
	附記
	【●史の某、（？）】獄を視るに、歐、男子の毋害の、詐僞して自ら爵するも（これを）得ざるに坐す。獄史の角、曹す[endnoteRef:1934]。●六月丙子、【歐を貲二甲に】論じたり。【……。】 [1934:  ここでは、「曹」は動詞として用いられており、文脈から「つかさどる」・「担当する」意味を現すように思われるが、類似の用例は他に検出できない。徐鍇『説文解字繫傳』曰部には、
曹，曰言詞理獄也。
曹、言詞もて獄を理 (おさ)むる曰う也。
といい、『集韻』豪韻にも「徐鍇曰：曹，以言詞治獄也」という形で引用されるが、それも由来は不明である。
動詞の曹は或いは「漕」や「遭」に通じる可能性も考えられる。『逸周書』文傳の「是故士多發政以漕」に対して、孔晁は「漕，轉」と注釈する。それに從えば、本簡の「曹」は或いは獄史の角から県廷に送致されたという意にも捉えられよう。
　また、一説には、曹は、部局・部署を意味する名詞で、「獄史の角が曹」とは、担当部署を注記した表現という。『奏讞書』簡007には「署獄史曹發」というように、「獄史の曹」という表現が見られる。（或いは曹も人名か→「獄史の角、曹」？）] 


	文書本体（鞫書）
	標題
	●鞫 (きわめたず)ぬるに、

	
	本文
	歐、失 (あやま)ちて大男子の賞橫に爵を拜せしむ。它論有り、二甲を貲 (はか)る。此れと與 (とも)に事を同じくし相遝ぶ[endnoteRef:1935]。 [1935:  相遝、遝はおよぶ意（簡8-0144+8-0136注？を參照）、相遝は、累論とは對照的に二つの犯罪行爲が關連し合うため一つの罪として一つの刑罰に處すべきことをいう。相遝も累論も、現代法學の所謂「罪數」と關わる。相遝は、罪狀の關連している行爲を一罪に合倂して一刑のみ科すべきことをいうのに對し、累論は、かさねて罪を論斷すること、卽ち各行爲をそれぞれ一罪と見做し、且つそれぞれ一刑を科すること、結果的に犯罪行爲の數だけ刑を重ねて科することを表す。本簡とおよび簡9-2318では、違法な爵位授與の責任を問われている歐に對して、騶奇もしくは賞橫に對する誤った爵位授與を、六月に既に貲二甲の處罰を受けた毋害に對する授與事件に吸收合倂して、その結果更なる科刑を避けようとするようである。その根據づけには「事を同じくし相遝ぶ」という法的論理が用いられる次第である。『爲獄等狀』事案06では、
097	（前略）凡八劾，
095	以羸（累）論暨。此過誤失及坐官殹（也）。相遝，羸（累）論重。謁𤅊（讞）。
凡そ八劾あり、以て暨を累論せしむ。此れ、過・誤もて失 (たが)え及び官に坐する也。相遝 (およ)べば、累論するは重し。讞すを謁う。
というように、八つの公務上の違法行爲について摘發を受けた被告人が、罪狀が相及ぶから、累論が重すぎるとして、上級機關に對して伺いを立てるように求めている。] 


	
	書き止め
	審 (つまび)らかなり。



廿七年八月辛丑[endnoteRef:1936]，遷陵拔丞歐徴訊啓辤（辭）曰〼 [1936:  “廿七”，原釋文作“卅一”，校釋作“□□”，並疑爲“廿七”，據石原遼平〈里耶秦簡8-209、9-2318釈読覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年3月2日）改釋。] 

貲一甲與此相遝它如劾●史有視獄啓〼	9-0706正
鞫拔狐啓計校繆不上校大誤坐計繆〼	9-0706背

廿（二十）八年七月己酉，遷陵〼
曹。貲各□甲，與此相遝[endnoteRef:1937]〼	8-1269正 [1937:  “遝”，原釋文、校釋作“□”，據石原遼平〈里耶秦簡8-209、9-2318釈読覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2020年3月2日）補釋。] 

●鞫（？）[endnoteRef:1938]□□□□□〼	8-1269背 [1938:  “鞫”，原釋文、校釋作“□”，據圖版和文例補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（鞫状）
	標題
	二十八年（219）七月己酉（12），遷陵【某職の某、某人を訊ぬ。】

	
	本文
	【辭に曰く、】
【……】曹す。貲ること各々甲。此れと與に相遝ぶ。

	文書本体（鞫書）
	標題
	●鞫 (きわめたず)ぬるに、

	
	本文
	□□□□□【……。】

	
	書き止め
	【審 (つまび)らかなり。】



廿（二十）九年正月甲辰，遷陵丞昌訊〼
書　〼	8-1246正
●鞫之[endnoteRef:1939]：悍上禾嫁租志，誤少五㝅（穀）□[endnoteRef:1940]〼	8-1246背 [1939:  “之”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）補釋。]  [1940:  “㝅（穀）”，原釋文、校釋徑作“穀”，參考陳劍指教，據圖版改正。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（鞫状）
	標題
	二十九年（前218）正月甲辰（9日）、遷陵丞の昌、【……】を訊ぬ。

	
	本文
	【……】書【が如し。】

	文書本体（鞫書）
	標題
	●之れを鞫 (きわめたず)ぬるに、

	
	本文
	悍、禾嫁租志を上すに、誤りて五穀□【……】少なくし【……。】

	
	書き止め
	【審 (つまび)らかなり。】



廿（二十）九年七月戊午，遷陵丞昌訊〼	8-2191正
鞫之：又留不傳閬中漕〼	8-2191背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（鞫状）
	標題
	二十九年（前218）七月戊午（26日）、遷陵丞の昌、【……】を訊ぬ。

	
	本文
	【……。】

	文書本体（鞫書）
	標題
	●之れを鞫 (きわめたず)ぬるに、

	
	本文
	又 (ゆう)、留めて閬中漕に傳えず【……。】

	
	書き止め
	【審 (つまび)らかなり。】



廿（二十）六年十一月辛丑，遷陵〼	J1⑭0831正
鞫之：試以城邑反，亡奔〼	J1⑭0831背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（鞫状）
	標題
	二十六年十一月辛丑、遷陵【……】

	
	本文
	【……】

	文書本体（鞫書）
	標題
	●之れを鞫 (きわめたず)ぬるに、

	
	本文
	試、城邑を以て反し[endnoteRef:1941]、亡げ【……】に奔り【……。】 [1941:  以城邑反…里耶秦簡の例として、
鞫之越人以城邑反蠻┘袤┘害弗智〼（12-10）
「以城邑反」が一個の罪名であること、次の嶽麓書院藏秦簡を參照。
Ａ「以城邑反」の定義
・捕以城邑反及非從興殹（也）而捕道故塞徼外蠻夷來爲間、賞毋律┘。今爲令┘。謀以城邑反及道故塞徼外 （1792）蠻夷來欲反城邑者、皆以爲以城邑反。智（知）其請（情）而舍之、與同辠。弗智（知）、完爲城旦舂┘。以城邑反及舍者之室人（1813）存者、智（知）請（情）、與同辠、弗智（知）、贖城旦舂┘。典・老・伍人智（知）弗告、完爲城旦舂、弗智（知）、貲二甲。・廷卒乙廿一（1855）
Ｂ「以城邑反」を捕えた場合の褒賞
・能捕以城邑反及智（知）而舍者一人、拜爵二級、賜錢五萬。詷吏、吏捕得之、賜錢五萬。諸已反及與吏卒戰而〼（1596）受爵者毋過大夫┘、所□雖多□□□□□□□□□□□□□□及不欲受爵、予購級萬錢。當賜者、有（又）行（1892）其賜。・廷卒乙廿一（1684）
｛籾山┘ジュメより｝] 


	
	書き止め
	【審 (つまび)らかなり。】



廿（二十）九年七月丙午，遷陵丞昌訊徳（？）[endnoteRef:1942]〼	9-0033正 [1942:  “德”，原釋文作“□”，據文意和殘泐筆畫補釋。被告人“德”見於簡8-1569“訊德，辤（辭）曰：昌有它罪，爲”] 

●鞫之：秭歸遣滑人衣﹦用﹦（衣用，衣用）到遷〼	9-0033背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（鞫状）
	標題
	二十九年（前218）七月丙午（14日）、遷陵丞の昌、訊□【……】

	
	本文
	【……】

	文書本体（鞫書）
	標題
	●之れを鞫 (きわめたず)ぬるに、

	
	本文
	秭歸、滑人[endnoteRef:1943]が衣用を遣り、衣用、到遷陵に）り【……。】 [1943:  滑人、簡8-0048 に隷臣の滑人がみえるが、同一人物か否かは定かではない。] 


	
	書き止め
	【審 (つまび)らかなり。】




爰書
卅（三十）二年六月乙巳朔壬申，都鄕守武爰書：高里士五（伍）武自言：以大奴幸、甘多，大婢言、言子益
等，牝馬一匹，予子小男子產。　典私占[endnoteRef:1944]。　初手。	8-1455正+8-1443正[endnoteRef:1945] [1944:  簡8-0550有“典和”，疑本簡“私”係“和”之誤，卽與“典和”爲同一人。]  [1945:  本簡綴合據校釋一。] 

六月壬申，都鄕守武敢言：上。敢言之。／初手。
六月壬申旦，佐初以來。／欣發。　　初手。	8-1455背+8-1443背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(爰書)
	爰書標題
	三十二年（215）六月乙巳朔壬申（28）、都鄕守の武が爰書：

	
	本文
	
	
	高里士五（伍）武自ら言わく、

	
	
	
	
	
	
	大奴幸・甘多・大婢言・言が子益等、牝馬一匹を以て、子の小男子產に予 (あた)う。

	
	附記
	手続記録
	典私占す。　初手す。

	
	
	作成記録
	初手す。

	文書本体
	書出
	六月壬申（28）、都鄕守の武、敢えて言う。

	
	用件
	
	
	
	上す。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	／初手す。

	
	集配記録
	六月壬申（28）旦、佐の初、以て來る。／欣 (きん)發 (ひら)く。



廿（二十）五年九月己丑，將奔命校長周爰書：敦長買、什長嘉皆告曰：徒士五（伍）右里繚可，行到零陽廡谿橋亡，不智（知）外内，恐爲盜賊。敢告。
繚可年可廿（二十）五歲，長可六尺八寸，赤色，多髪，未產須（鬚），衣絡袍一┘、絡單胡衣一┘，操具弩二┘、絲弦四┘、矢二百┘、鉅劍一┘、米一石五斗。	8-0537+8-0439+8-0519+8-1899[endnoteRef:1946] [1946:  簡8-0537+8-0439+8-0519的綴合據《里耶（壹）》簡牘綴合表，簡8-0519誤作8-0517，校釋一已訂正；加綴簡8-1899，據“謝坤〈《里耶秦簡（壹）》綴合（三）〉（簡帛網，2016年11月17）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(爰書)
	爰書標題
	二十五年（222）九月己丑（05）、將奔命校長の周が爰書。

	
	本文
	
	
	敦長の買・什長の嘉、皆な告げて曰わく、

	
	
	
	
	
	
	徒の士伍、右里の繚可、行きて零陽の廡谿橋に到りて亡ぐ。外内[endnoteRef:1947]を知らず、盜賊となるを恐る。。 [1947:  外内、零陽の県内と県外を指すと推測される。] 


	
	
	
	
	敢えて告ぐ。

	
	附記
	身体等特徴
	繚可は、年二十五歲可 (ばか)り、長きこと六尺八寸可 (ばか)り、赤色、多髪、未だ鬚を產せず、絡袍一つ・絡單胡衣一つを衣 (き)、具弩二つ・絲弦四つ・矢二百・鉅劍[endnoteRef:1948]一つ・米二石五斗を操る。 [1948:  鉅劍、はがねでの劍。「鉅」には「巨大」という字義もあるが、本簡の文脈では、逃亡者の持ち物を特定するには漠然過ぎるように感じられる。先行項目には、「絲弦」が見えており、鉅劍と同じく、修飾語が素材を現していると理解される。春秋時代から普及し始めたとされる鐵については、最初は農具に使われていたことが知られるが、本簡の「鉅劍」は、簡9-0094の「鐵劍」と同樣に、統一秦において、武器製造に耐える強靭な鐵が基層にまで普及していたことを裏付ける文字資料と言えよう。] 





□六年六月丙辰[endnoteRef:1949]，遷陵拔爰書：卽訊□〼 [1949:  “六”前一字，原釋文、校釋作“□”，館藏簡改作“廿”，並在【校訂】中云：“據殘筆補釋。”按，殘筆並不十分清晰，無法據此確知此字爲“廿”還是“卅”。從文意的角度判斷，“遷陵拔”僅見於秦始皇二十六年六月至二十八年之間（J1⑫0010、8-0406、8-1743+8-2015、8-0209、J1⑦0304、8-0985、9-0986），二十九年之後又多以遷陵丞昌單獨名義發行文書（8-0060+8-0656+8-0748+8-0665、8-1511、8-2160、8-0071、8-0140、8-1560、8-0157、8-0062），似可據此將未釋字補釋爲“廿”，但“遷陵拔”在二十九年之後不見於史料也並不能將其視爲遷陵拔離任的鐵證，因此暫時存疑。附帶説明，秦始皇二十六年六月辛亥朔，丙辰爲初六；三十六年六月壬子朔，丙辰爲初五。] 

爲求得嫯其產咎安成不更李｛□+畺｝[endnoteRef:1950]〼	8-0918 [1950:  “｛□+畺｝”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（三）〉（簡帛網，2015年7月1日）補釋。館藏簡【校訂】疑爲“彊”字。] 

□六年（221）六月丙辰（06）、遷陵の拔が爰書：卽ち□【……】を訊ぬ。【……】爲に求め、嫯を得たり。其の咎を安成不更の李｛□+畺｝【が所に】產むは【……】

卅（三十）三年（214）七月己巳朔甲戌（06），都鄕守壬爰書：高里士五（伍）武自[endnoteRef:1951]：〼 [1951:  “言”，原釋文、校釋作“□”，據文例補釋。] 

　典綰占[endnoteRef:1952]。〼	8-1537	【說明】左側刻齒爲『五千六百』，以下殘斷。 [1952:  “占”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。] 


〼守𣤶爰書：陽里士五（伍）〼	8-2127

廿（二十）八年九月庚子，令史華爰〼
往采，至今不來，求弗得，恐爲〼	8-1463正
●庚子，史華移倉曹□〼
九月甲辰，遷陵守丞胡敢〼
走。／朝手。／九月庚子水下〼	8-1463背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（上行文書）
	添付書類(爰書)
	爰書標題
	
	二十八年（219）九月庚子（03）、令史華が爰【書。】

	
	
	本文
	
	
	
	【……】往きて采り、今に至るも來ず、求むるもこれを得ず、恐るらくは、爲【……。】

	
	文書本体
	書出
	
	●庚子（03）、史華、倉曹に移す。

	
	
	本文
	
	
	□【……。】

	
	
	書止
	
	【……。】

	文書本体
	書出
	九月甲辰（07）、遷陵守丞胡、敢えて【之れを言う／某に告ぐ。】

	
	本文
	
	【……】走。

	
	書止
	-

	附記
	集配記録
	／九月庚子（03）水下【……。】

	
	作成記録
	朝手。



卅（三十）五年七月戊子朔己酉，都鄕守沈爰書：高里士五（伍）廣自言：謁以大奴良、完，小奴壽[endnoteRef:1953]┘、饒，大婢闌┘、愿┘、多┘、□， [1953:  “壽”，原釋文、校釋作“嚋”，參考陳劍指教，據圖版改正。] 

┘禾稼、衣器、錢六萬，盡以予子大女子陽里胡。凡十一物，同券齒。
典弘占。	8-1554正
七月戊子朔己酉，都鄕守沈敢言之：上。敢言之。/□手。
七月己酉日入，沈以來。／擇發[endnoteRef:1954]。　　沈手。【說明】左側刻齒爲『六萬』｛〔十〕× １・〔萬〕× ６｝	8-1554背 [1954:  “擇”， 原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）補釋。發”，原釋文作“手”，校釋作“□”，據圖版改釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(爰書)
	爰書標題
	三十五年（212）七月戊子朔己酉（22）、都鄕守の沈が爰書。

	
	本文
	
	
	高里士伍の廣、自ら言わく、

	
	
	
	
	
	
	謁うらくは、大奴の良・完、小奴の壽・饒 (じょう)、大婢の闌・愿・多・□，禾稼・衣器・錢六萬を以て、盡く以て子の大女子陽里の胡に予えん。凡そ十一物、券齒に同じ。

	
	附記
	手続記録
	典弘占す。沈手す。

	文書本体
	書出
	七月戊子朔己酉（22）、都鄕守の沈、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	
	上す。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	七月己酉（22）日入、沈以て來る。／擇半 (ひら)く。

	
	作成記録
	□手す。



〼東成戶人不更已夏隸大女子瓦自言謁[endnoteRef:1955]□ [1955:  謁、原釋文は「貇」に作り、校釋は「□」に作り、謁ではないかと注釋するが、圖版から謁と確認できる。] 

〼□[endnoteRef:1956]，以副從事敢言之。／吾手。	9-0328正[endnoteRef:1957] [1956:  「以」の上の未釈読字は、輪郭が「鄕」に近いように思われる。簡-0477正にも「鄕，以從事。敢言之」と見える。]  [1957:  本簡は簡8-1554と同樣に、自言に基づく爰書およびそれを縣廷に送付する上申文書とを記載していると思われる。簡8-1554は簡長約38㎝であり、9-0328殘長約21㎝であるため、もとは一尺より長い簡と考えられるであろう。現存の第一行と第二行はもとは第一行と第三行のそれぞれ下半分に相當し、上半分ではその閒にさらにもう一つの行があったと推測される。爰書は第一行と第二行、上申文書は第三行に記されている。背面の作成記錄は爰書の作成記錄である。] 

〼　吾手	9-0328背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(爰書)
	爰書標題
	【某年某月某日、貳春鄕の某が爰書。】

	
	本文
	
	
	東成戶人の不更の已夏が隸[endnoteRef:1958]の大女子の瓦、自ら言わく、 [1958:  隸、主家に仕える奉公人。隸は主人の戸に登錄される。本簡では瓦の所屬は「東成戶人不更已夏」とされる。（鈴木レジュメより）] 


	
	
	
	
	
	
	謁うらくは、□【……】

	
	附記
	手続記録
	吾手す。

	文書本体
	書出
	【某年某月某日、貳春鄕の某、敢えて之れを言う。】

	
	用件
	
	
	【……】□、副を以て從事せよ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	吾手す。



〼爰書：走使□〼
〼□罪郣、臣當〼
【…敢】言之：上。謁以臨〼	8-0220
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(爰書)
	爰書標題
	【……】爰書：

	
	本文
	
	
	走使□【……】□罪郣、臣當【……。】

	
	附記
	手続記録
	

	
	
	作成記録
	【……。】

	文書本体
	書出
	【……敢えて】之れを言う。

	
	用件
	
	
	上す。謁うらくは以て【……決?】に臨み【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	作成記録
	【……。】

	
	集配記録
	【……。】



卅三年十月甲辰朔乙巳，貳春鄕守福爰書：東成夫﹦（大夫）年自言：以小奴處予子同里小上造辨┘（。）典朝占。
　　福手。	J1⑩1157【說明】左側刻齒爲「一」

卅（三十）五年三月庚寅朔丙辰，貳春鄕茲爰書：南里寡婦憖自言：謁豤（墾）草田故桒（桑）地百廿（二十）歩，在故
歩北，恆以爲桒（桑）田。
三月丙辰，貳春鄕茲敢言之：上。敢言之。／　　詘手。	9-0015正
四月壬戌日入戍卒寄以來。／瞫發。　　詘手。	9-0015背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(爰書)
	爰書標題
	三十五年（212）三月庚寅朔丙辰（27）、貳春鄕茲が爰書。

	
	本文
	
	
	南里の寡婦の憖 (ぎん)、自ら言わく、

	
	
	
	
	
	
	謁うらくは、草田の故 (もと)桑地百二十歩の、故歩北に在るを墾 (たがや)し、恆に以て桑田と爲さしめよ。

	
	附記
	手続記録
	-

	
	
	作成記録
	詘手す。

	文書本体
	書出
	三月丙辰、貳春鄕の茲、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	
	上。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	詘手す。

	
	集配記録
	四月壬戌、日入、戍卒の寄[endnoteRef:1959]、以て來る。／瞫發 (ひら)く。 [1959:  博物館蔵は「寄」を未釈読字に戻し、「鼠」と疑うとするが、字形の上半分は、明らかに「鼠」と異なり、「寄」の字形と一致している。「寄」という釈読に疑問があるとすれば、「可」形の口と右の縦画の繫がり具合がやや変則的に見えるが、簡面に傷が多く、判断し難い面がある。字形の上半分に從って、元の釈読通り暫く「寄」とする。なお、8-1293 に、「卒」の「寄」が見えており、本簡と同じく、貳春鄕嗇夫の兹が発行した文書を運んでいる。] 




卅（三十）三年六月庚子朔丁巳，〖田〗守武爰書：高里士五（伍）吾武自言：謁豤草田六畝，
武門外，能恆藉以爲田。┘典縵占。	9-2344正
九月丁巳，田守武敢言之：上黔首豤草一牒。敢言之。／銜手。
□月丁巳，日水十一刻下四，佐銜以來。／□發。　　□手。	9--2344背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(爰書)
	爰書標題
	三十三年六月庚子朔丁巳、田守の武が爰書：

	
	本文
	
	
	高里の士伍の吾武、自ら言わく、

	
	
	
	
	
	
	謁うらくは、草田六畝の、武門外（に在る）を墾 (たがや)し、能く恆に藉りて以て田と爲さしめよ。

	
	附記
	手続記録
	典の縵、占す。

	
	
	作成記録
	□手 。

	文書本体
	書出
	九月丁巳、田守の武、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	
	黔首の草を墾 (たがや)すの一牒を上す。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	／銜手す。

	
	集配記録
	□月丁巳、日水十一刻下四、佐の銜、以て來る。／□發 (ひら)く。



二年十月己巳朔﹦（朔朔）日，洞庭叚（假）守（最）爰書[endnoteRef:1960]：遷陵庫兵已計元年餘甲三百卌（四十）九，（匈－胸）廿（二十）一，札五石[endnoteRef:1961]，鞮瞀〼五十一，臂九十七，幾（機）百一十七，弦千八百一，矢四萬九百九十八，𢧢二百 [1960:  爰書は、遷陵庫の武器に関する記述となっていることから、洞庭假守の最が遷陵に来ていたと推測される。実際は、洞庭郡の卒史として属県を巡り、一定の職務のため假守を授けられた可能性が高い。状況は「将爰假倉と類似しているが、郡の太守の職務についても同様な処理がなされていることは興味深い。]  [1961:  “石”，原釋文作“十”，據圖版改正。另外，原釋文簡9-1547重收簡9-2041簡文。] 

五十一，敦一，符一，緯二百六十三，注弦卅（三十）二，籣卅（三十），銅四兩，敝緯四斤二兩。　　●凡四萬四千〼齒。	9-1547+9-2041+9-2149[endnoteRef:1962]【説明】左側刻齒爲「四萬四千八」。 [1962:  簡9-1547與9-2041的綴合據《里耶（貳）》簡牘綴合表，加綴簡9-2149據校釋二。何有祖〈釋里耶秦簡8-458“遷陵庫真見兵”〉（簡帛網2018年5月15日）はすでに、本簡が9-1164+9-0029および8-0458と密接に関連していることを指摘している。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(爰書)
	爰書標題
	二年十月己巳朔朔日、洞庭假守の最が爰書。

	
	本文
	
	
	遷陵庫が兵の已に計せられし元年の餘甲三百卌九、胸二十一、札五十、鞮瞀【三十九、冑十八、弩二百】五十一、臂九十七、幾百一十七、弦千八百一、矢四萬九百九十八、𢧢二百五十一、敦一、符一、緯二百六十三、注弦三十二、籣三十、銅四兩、敝緯四斤二兩。
●凡そ四萬四千【二百八十四物、券】齒【に同じ。】



〼元年餘甲三百卌（四十）九，{宀+兇}廿（二十）一，札五石，鞮瞀卅（三十）九，胃十八，弩二百五十一，臂九十七，幾百一十七，弦千八百一，矢四萬九百九十〼
〼銅四兩，敝緯四斤二兩。　　●凡四寓四千二百八十四物，同券齒[endnoteRef:1963]。　　〼	9-1164+9-0029[endnoteRef:1964] [1963:  簡9-1164+9-0029は、簡9-1547+9-2041+9-2149と記載内容が完全に一致し、同一の券書に係る。恐らく三辦券の中の二枚と推測される。具体的には、洞庭假守による監査の結果、現存の所蔵情況を三辦券の爰書に記し、一枚は庫に渡し、一枚は県廷に送り、一枚は洞庭郡に持ち帰ったのであろう。この爰書によって、元年の上計に関わる遷陵の会計報告書が承認されたことになり、遷陵県が8月に洞庭郡に提出した上計書類の控えは用済みとなるが、この監査結果を記した券書は恐らく洞庭郡が2年10月に提出する上計報告書が承認されるまでか、翌年度（＝3年度）の上計が承認されるまで保存する必要があったと考えられる。（なお、翌年度まで保存したとすれば、陳勝らの反乱と秦の滅亡のため、券書が二枚揃って廃棄されて出土する可能性が低いので、郡の会計が承認された時点で廃棄された可能性の方が高い）上計の提出期限および手続等については、嶽麓秦簡（四）の律例簡牘には次のように明文規定が残っている。
346/0561	●縣官上計執灋，執灋上計冣（最）皇帝所，皆用筭橐□，告{艹+吅+隹+冏}（巂）已，復環（還）筭橐，令報 縣官。計□□□
缺23
347/0592	□其不能者，皆免之。上攻（功）當守六百石以上，及五百石以下有當令者，亦免除。攻勞皆令自占，自占不〼
348/0523	〼實，完爲城旦。以尺牒牒書，當免者人一牒，署當免狀，各上，上攻所執灋，執灋上其日，史以上牒丞
349/0520	【相】、御史，御史免之，屬、尉佐、有秩吏，執灋免之，而上牒御史丞相L，後上之恆與上攻皆（偕）L，獄史、令史、縣
350/2148	官，恆令令史官吏各一人上攻勞吏員，會八月五日。上計㝡（最）、志、郡〈羣〉課、徒隷員簿，會十月望。同期，
351/0813	一縣用吏十人，小官一人，凡用令史三百八人，用吏三百五十七人，上計㝡（最）者，柀兼上志L羣課、徒隷
352/0805	員簿。●議：獨令令史上計㝡（最）、志、羣課L、徒隷員簿，用令史四百八十五人，而盡歲官吏L上攻者
353/0081+0932	■廷内史郡二千石官共令　　●第己　　●今辛]  [1964:  本簡綴合據校釋二。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(爰書)
	爰書標題
	【二年十月己巳朔朔日、洞庭假守の最が爰書。】

	
	本文
	
	
	【遷陵庫が兵の已に計せられし】元年の餘甲三百四十九、｛宀+兇｝二十一、札五十、鞮瞀三十九、冑十八、弩二百五十一、臂九十七、幾百一十七、弦千八百一、矢四萬九百九十【八、𢧢二百五十一、敦一、符一、緯二百六十三、注弦三十二、籣三十、】銅四兩、敝緯四斤二兩。
●凡そ四萬四千二百八十四物、券齒に同じ。



｛令佐発信の公文書は未発見！令史発行の爰書は8-1463にみえる。→〇二丁 その他の証明文書「爰書」の末尾に附すべし！なお、本簡は削衣なので背面に文字なし。｝
卅（三十）三年七月己巳朔甲申，令佐〼
□□□□喜、┛成、┛典販皆〼	8-1800
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(爰書)
	爰書標題
	卅（三十）三年（214）七月己巳朔甲申（16），令佐の【某が爰書。】

	
	本文
	
	
	【……】

	
	
	
	
	
	
	【……】□□□□喜・成、典の販、皆な【……。】



某年　　月某日[endnoteRef:1965]，尉某爰書：某〼 [1965:  「年」と「月」の閒に約一字分の空白がある。原釋文と校釋は「□」に作るが、圖版では墨蹟は確認できない。] 

備宂日不食〼	9-0270
某年　　月某日、尉の某が爰書。某【……】備宂日[endnoteRef:1966]不食【……】[endnoteRef:1967] [1966:  尉の爰書である本簡の「冗」は、8-0132+8-0334「尉守狐課」の「冗募群戍卒」と關連するものと思われる。「冗募」は「爲獄等狀」案例３に、「冗募上造祿」などとあることから、身分呼稱の一種とわかる。『漢書』趙充國傳などに見える「應募」に相當するもので、自分の意思によって一定の期閒就役する應募兵であろう。その點、輪番で強制的に就役させられる一般兵（群戍卒）とは區別される。
文獻における「應募」（漢代の事例）は、有事における臨時の募集に際してのものがほとんどである。前揭の睡虎地秦簡の秦律は戰國期のもので、いわば戰時であるが、それが統一後も繼續し、應募兵の受け付けは恆常的に行われていた可能性はある。あるいは、南方遠征との關連で兵士の募集があったのかもしれない。また、「秦律十八種」151簡に見える他人の刑罰の代替で「冗邊五歳」などというのも通常の輪番とは異なる一定期閒の就役だが、このような場合も冗募に含まれるのか（「志願兵」との線引きがなされていたか）は不明。8-0666正に見える「冗戍」と「冗募」が同じものであるか否かもよくわからない。]  [1967:  本簡は、冗募の就役期閒滿了を證明する爰書の式。睡虎地秦簡「秦律雜抄」35簡「冗募歸、辭曰日已備、致未來、不如辭、貲日四月居邊。」の中に見える「致」に類するもの（の書式）と考えられる。] 


劾
啓陵津船人高里士五（伍）啓封，當踐十二月更，逋（？）廿（二十）九日不（？）[endnoteRef:1968]〼 [1968:  “逋”、“不”，原釋文、校釋均作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（三）〉（簡帛網，2015年7月1日）補釋。] 

正月壬申，啓陵鄕守繞劾。
卅（三十）三年正月壬申朔﹦（朔朔）日，啓陵鄕守繞敢言之：上劾一牒。〼	8-0651正
正月庚辰旦，隸妾咎以來。／履發。    〼	8-0651背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(劾)
	舉劾事由
	
	
	啓陵津が船人の高里士伍の啓封、當 (まさ)に十二月が更を踐むべきに、逋すること二十九日、【……】せず【……。】

	
	舉劾文言
	正月壬申（01）、啓陵鄕守の繞 (じょう)、劾す。

	文書本体
	書出
	三十三年（214）正月壬申朔朔日、啓陵鄕守の繞、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	
	劾一牒を上す。【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	正月庚辰（09）旦、隸妾咎以て來る。／履發 (ひら)く。

	
	作成記録
	…



〼校長援，八月丙子盡丙戌十一日[endnoteRef:1969]，不肆□〼 [1969:  “八月”，原釋文、校釋未釋，據圖版補釋。] 

〼……[endnoteRef:1970]。 [1970:  本簡正面共有三行墨跡，原釋文、校釋失釋第二行，據圖版補釋。] 

〼月丁亥朔戊子[endnoteRef:1971]，尉守建、尉史午劾。〼	8-2163正+8-0671正+8-0721背[endnoteRef:1972] [1971:  “月”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。]  [1972:  本簡綴合據校釋一。] 

〼朔戊子[endnoteRef:1973]，尉守建敢言之：寫上。謁〼	8-2163背+8-0671背+8-0721正 [1973:  “亥”，原釋文、校釋作“□”，據文意補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(劾)
	舉劾事由
	
	
	【……】校長の援、八月丙子（20）より丙戌（30）に盡くるの十一日、不肆□【……。】

	
	舉劾文言
	【三十五年（212）九[endnoteRef:1974]】月丁亥朔戊子（02）、尉守建・尉史午劾す。 [1974:  遷陵県の存続期間中、丁亥朔が出現するのは、秦王政二十五年五月、秦始皇三十年六月と三十五年九月の三回のみである。前行に八月に関する記述があることから、本劾状がその丙戌を受けて、その二日後の戊子に発行されたことが判る。] 


	文書本体
	書出
	【九月丁】亥朔戊子（02）、尉守の建、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	
	寫して上す。謁うらくは【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼至乙亥凡十一日。
〼□劾奏。遷陵守丞銜曰：移□[endnoteRef:1975]。問。當論﹦（論，論），言夬（決）。 [1975:  “□”，何有祖作“□●”，疑“問”前墨點實爲殘留筆畫，非標點符號。未釋字疑爲“獄”。] 

〼銜敢言之：寫上。謁以臨夬（決）。敢言之。／𣤶〼	8-1060+8-1405[endnoteRef:1976] [1976:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（七則）〉（簡帛網，2012年5月1日）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(劾奏？)
	舉劾事由
	
	【……】乙亥に至り、凡そ十一日。

	
	舉劾文言
	【……】□劾奏。

	
	附記
	
	遷陵守丞の銜 (かん)曰わく[endnoteRef:1977]、□を移す。問え。當 (まさ)に論ずべくんば，論じ、決を言え。 [1977:  或は「【……】□（某）、遷陵守丞銜に劾奏して曰わく ：□を移す。」8-2013+8-0198+8-0213附1を参照！] 


	文書本体
	書出
	【……】銜 (かん)、敢えて之れを言う。

	
	本文
	
	
	寫して上す。謁うらくは、以て決に臨まれん。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	／𣤶【手す。】



守府以恆恆賦遷陵帣〔券〕[endnoteRef:1978]〼 [1978:  “帣”，原釋文、校釋作“券”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（八）〉（簡帛網，2016年6月2日）改釋，據文例判斷，疑“帣”爲“券”之誤。] 

三月甲辰，令佐華劾奏□〼
卅（三十）五年三月庚寅朔〼	8-0433
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(劾奏？)
	舉劾事由
	
	守府以恆賦遷陵券【……。】

	
	舉劾文言
	三月甲辰（15）、令佐の華、劾奏す。

	
	附記
	
	□【……。】

	文書本体
	書出
	三十五年（212）三月庚寅朔【甲辰（15）[endnoteRef:1979]、……。】 [1979:  暦日が判明している限り、上級機関に提出される爰書や劾状の作成年月日は、全て送付文書の発信年月日と一致する。本簡においても、劾状と同じ日に送付文書が発信されたと考えられる。] 


	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



六月都鄕不上乙丑作徒薄（簿），□〼
卅（三十）五年六月戊午朔癸未，令□〼
六月戊午朔癸〼	8-1425
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(劾奏？)
	舉劾事由
	
	六月、都鄕、乙丑（08）作徒簿を上さず、□【……。】〼

	
	舉劾文言
	三十五年（212）六月戊午朔癸未（26），令□（佐/史？）【の某、……。】

	
	附記
	
	

	文書本体
	書出
	六月戊午朔癸【未（26）[endnoteRef:1980]、……。】 [1980:  簡8-0433についてすでに述べたように、暦日が判明している限り、上級機関に提出される爰書や劾状の作成年月日は、全て送付文書の発信年月日と一致する。本簡においても、劾状と同じ日に送付文書が発信されたと考えられる。なお、本簡の劾状が作成された癸未はすでに二十六日に当たり、当月内には、それ以降もはや天干の「癸」を伴う日は存在しない。] 


	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



卅（三十）四年（213）五月乙丑（01），令〼	8-0287

〼都鄕柀（頗）不以五月斂之，不𤻮（應）律。都鄕守芇謝曰：鄕徵斂之，黔首未肎（肯）入。
〼言（？）夬（決）[endnoteRef:1981]。 [1981:  “言（？）夬（決）”，原釋文、校釋作“□史”，“夬”字據圖版改正，“夬”前一字僅剩下下端口形，疑爲“言”字。“言夬（決）”見⑧0293+0061+2012、⑧0859等。] 

【……敢言】之：寫上。敢言之。/華手。	8-1629+8-1454正[endnoteRef:1982] [1982:  本簡綴合據校釋一。] 

〼　　華手。	8-1454背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類（劾？）
	表題
	
	【……。】

	
	本文
	資料根拠
	
	
	【……】都鄕頗る五月を以て之れを斂めざるは、律に應ぜず。

	
	
	
	
	
	都鄕守の芇 (べん)、謝りて曰わく、

	
	
	
	
	
	
	鄕、徵して之れを斂めんとするも、黔首未だ入るるを肯ぜず。

	
	
	主文
	
	
	【……】決を言え。

	
	附記
	作成記録
	
	華手す。

	文書本体
	書出
	【……、敢えて】之れを【言う。】

	
	本文
	
	寫して上す。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	華手す。



自言
參看⑧0445、8-1532+8-1008+8-1461、8-1459+8-1293+8-1466
卅（三十）二年日酉陽成里小男子〼	8-0713正
廣廣□〼	8-0713背

診
〼居貲亦雜（雜）診。
〼上診一牒。敢言之。	8-2035正
〼  巨手。	8-2035背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(診？)
	？
	
	

	
	表題（？）
	
	〼居貲亦が雜診。

	
	？
	
	

	
	？
	
	
	

	文書本体
	書出
	【……、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	
	
	診一牒を上す。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	巨手す。



〼逐病股癰。
〼月壬辰朔戊戌，尉守平、令佐履、尉史過雜診遷陵守丞就前。病馬，不可行。	9-0249+9-0455正[endnoteRef:1983] [1983:  本簡綴合據原整理者。] 

〼　過手。	9-0455背
【……馬一匹……名は】逐と曰う（もの）、股癰を病む。
【三十四年後九[endnoteRef:1984]】月壬辰朔戊戌（7日）、尉守の平・令佐の履・尉史の過、遷陵守丞の就が前に雜診す[endnoteRef:1985]。病馬なり。行く／行 (や)るべからず。 [1984:  「戊戌」は校釈の指摘する通り7日。遷陵県が置かれた期間中に壬辰朔は29年9月と34年後9月にある。尉史過は33年10月(8-0761)みえる。（履が文書を作成しているのは33年から34年である。特に履は8-1561は九月壬辰朔甲午(3日)に馬に関する文書を作成しており、関連性が疑われる。）就は31年に(啓陵郷?)佐、34年に倉守・少内守、35年に令史としてみえる。以上から34年後9月の文書である可能性が高い。（石原レジュメ）]  [1985:  原釈文は「糴」と釈読するが、黄浩波「里耶秦簡(貳)讀札」簡帛網(2018年5月15日)が「雜」であることを指摘している。「雜診～前」は『校釈(二)』が諸例をあげて指摘する通り、の指摘する通り、～の臨席で共同で検査すること。
「雜診馬病」の例は懸泉漢簡にあり、参考になる「建昭元年八月丙寅朔戊辰、縣泉廄佐欣敢言之。爰書：傳馬一匹、駮、牡、左剽、齒九歲、高五尺九寸、名曰鴻。病中肺、欬涕出睾、欽食不盡度。即與嗇夫遂成、建雜診。馬病中肺、刻涕出睾。審、証之。它如爰書。敢言之。」(II 0314(2):301) 
・守丞の臨席のもと尉守と令佐と尉史が共同で確認しており、かなり厳重な検査である。死馬の雜診の例は9-2346にみられる。9-2346では郷嗇夫、令史、佐が雜診している。現場が離れているためか、長官の立ち合いは無い。（石原レジュメ）] 



負（責券）
〼[endnoteRef:1986]□□□□錢，司空色、佐敬分負[endnoteRef:1987]。●色有罪，爲鬼薪[endnoteRef:1988]，出負。敬〼 [1986:  本簡（簡9-0191）上端殘缺，原釋文、校釋未標斷簡符號，據圖版補釋。]  [1987:  分負、負は賠償、分は分担、つまり分担して賠償する意。。
「縣、都官坐效・計以負賞（償）者、已論、嗇夫即以其直（値）錢分負其官長及冗吏、而人與參辨券、以效少内、少内以収責之。其入贏者、亦官與辨券、入之。其責（債）毋敢隃（逾）歳、隃（逾）歳而弗入及不如令者、皆以律論之。　金布律　」（「秦律十八種」80-81）（鷲尾レジュメ20200919より）]  [1988:  司空嗇夫の色が耐鬼薪に処せられたことは、簡9-1516にも記されている。] 

〼　　沈手[endnoteRef:1989]。	9-0191+9-0327 [1989:  本簡は、関係者の経歴等に基づいて、秦始皇三十三年から三十四年にかけて作成されたと推測される。案ずるに、作成年代を考察するにあたり、まず本簡に見える「分負」と「出負」という二つの法律行為の時期を区別する必要がある。司空色と（司空）佐敬について調べると、色という人物は、秦始皇二十九年十二月（8-1524正/背）から三十三年三月（8-1135）まで司空嗇夫として見えており、その間に、三十二年四月と五月（8-0155等）には数回遷陵守丞をも務めている。興味深いことに、三十三年六月（9-2314正/背）から県廷の守府として色という人物が見受けられるが、それが本簡のいう「司空色」と同一人物だとすれば、耐鬼薪に貶められてから、守府を務めることになったとも考えられよう。その場合には、三十三年五月が分負の下限となる。次に、敬という人物は、秦始皇二十六年十二月から三十一年七月にかけて、倉守と佐（8-1452正・8-0760）、田官の守と佐（8-1566正・9-0710正）、および少内守（8-0409）として史料に頻出するが、三十三年五月・六月（9-2314正）に司空守を務めた後、三十四年六月（9-0701背+9-0672背）か晩くとも八月（8-1549）には令史に昇進することが確認される。言い換えれば、敬が司空佐として「分負」という賠償責任を受けうるのは、配属先が確認できない三十一年八月から、令史に昇進する三十四年六月までの期間に限定される。
一方、「出負」は、鬼薪に貶められたため回収不能となった色の賠償責任債務に関わる会計処理と推測される。当該処理の管轄は、金銭による賠償の場合には少内、居作による場合には司空と考えられるが、時代的上限は自ずと色が耐鬼薪に処せられた時期となり、下限は同一年度の末月と考えられよう。沈という人物については、目下最も早い史料は簡8-1220+8-0886と9-2314背であり、沈は、司空守を務めている。その後三十五年六月と八月・九月には、沈は少内嗇夫（8-2202+8-0888+8-0936・8-1572+8-0811・8-0914+8-11138-2193背）となっており、同年七月には都郷守（8-1554正/背）をも兼務している。
以上を要約すると、「分負」の時期は、三十二年から三十三年三月までの間と考えられる。三十三年三月以降司空嗇夫の色が耐鬼薪に処せられてから、同年五月・六月は、司空佐敬が代わりに司空守を務め、その後同年内に沈が司空守となって「出負」の会計処理に当たった蓋然性が最も高いが、耐鬼薪の処罰と「出負」の会計処理がともに三十四年にずれ込んだ可能性も排除できない。沈が少内に配属された痕跡が目下確認できないことから、「出負」という会計処理が司空によって行われたと推定される。] 

【……】□□□□錢、司空の色・佐の敬、分ちて負う。●色罪有りて、鬼薪と爲りたれば、負を出だす。敬は【……】
〼　　沈手す。	

〼五，效不備，直錢卌（四十）。少内守欣、佐利分負各廿（二十）。欣死出分。	9-0505
【……】五。效するに備わらず、錢四十に直たる。少内守の欣・佐の利、分ちて負うこと各々二十。欣死したれば、分を出だす。

〼不備，直錢四百九十。少内段、佐卻分負各二百卌（四十）五。
〼  瘳手。	8-0785
【……效するに】備らず，錢四百九十に直たる。少内の段・佐の卻、分ちて負うこと各々二百四十五。
〼  瘳手す。

卅（三十）四年八月癸巳朔戊申，司空守茲、佐沈出大枲三鈞，效不[endnoteRef:1990]〼 [1990:  「不」は考釈に基づく。原釈文は「□」に作る。考釈も原釈文もその下に更に未釈読字があるとするが、不の下には簡の表面が剥がれており、墨蹟は確認できない。] 

〼□入。[endnoteRef:1991]　　〼	9-0323 [1991:  入、原釋文・考釋ともに「□」に作るが、圖版に基づいて補った。監査（效）により不備が發覺し貲罪が科せられたが、「某已に入る」というように徵收濟みであるという意味のメモかと推測される。] 

三十四年八月癸巳朔戊申、司空守の茲・佐の沈、大枲[endnoteRef:1992]三鈞[endnoteRef:1993]を出だす。效するに【備なわらず……】 [1992:  大枲、あさ、大麻。廣い意味での麻に當たる植物は葛・苧麻・大麻の3種がある。馬怡論文によれば、葛は江浙一帶が産地で、葛のツルは數十メートルにも達する。苧麻は淮水長江流域が産地で莖の長さが1.5メートルから2メートル、直徑が1から1.5センチほどである。大麻は黃河流域がやや多いが全國的に産出し、長さは1.8メートルから2.5メートル、直徑が1.5から5.8センチ程度である。ちなみに大麻は一年草、苧麻・葛は多年草。（馬怡「漢代的麻布及相関問題探討」（邢義田・劉増貴主編『古代庶民社会』中央研究院、2013年））『説文解字』に
麻也。
とあり、『尚書』禹貢に
貢，漆、枲、絺、紵。
と、『禮記』喪服小記に
斬衰之葛與齊衰之麻同。齊衰之葛與大功之麻同。麻同，皆兼服之。
というように、麻を明確に三つのの種類に分けることから、枲はもっぱら大麻を指すと考えられる。
大枲、原料としての麻の中で、中枲や細枲に對して、太いものをいう。嶽麓秦簡『數』に枲田への税の算題（輿（與）田租枲・取枲程・租枲・枲輿（與））があり、枲を大枲・中枲・細枲の3種に区別する。中國古算書硏究會によれば枲を束にしてまとめると、同じ圓周（30寸、もしくは28寸）の束であれば、莖の太さによって束ねたときの密度が異なるため、枲の種類によりその束の重量が異なってくる。そのため枲の兩（重量單位）への換算係數は大枲：中枲：細枲＝5：6：7となる。具體的な計算では、收穫した束數に高さ（長さ）をかけ、大・中・細に應じた換算係數をかけて、重量での課税額を求めるための數値とする。そこに枲を植えた「與田」の税率1/15をかけて税額を算出する。束は張家山漢簡『算數書』算題「取枲程」によると10平方步で圓周30寸（69センチ）1束が收穫され、乾かすと圓周28寸（64.4セント）に縮むとされている。
一説には、『數』の算題を見渡すと、大枲の高さ（長さ）は5尺（115㎝）～8尺（184㎝）、中枲は7尺（161㎝）、細枲は7尺・8尺・1丈1尺（253㎝）で、細枲がやや高い（長い）。大麻＝大枲、苧麻＝中枲、葛＝細枲とも考えられる。分けて言えば、麻の布は枲、絺、紵と区別されるが、原材料の課税などの場面には纏めて言う時は、枲を総称として用いる。
なお、また田官で枲を水にさらす作業をしている。本簡は司空からの大枲の支出であるが、苧紡み（おうみ。苧の纖維をより合わせて絲にする）などの作業に回すためだろうか。（鈴木レジュメより）]  [1993:  三鈞：一鈞7.7㎏として23.1㎏。『數』によれば枲は重さを單位に徵收されるが、司空での出納（および前揭9-2291）も重さを單位にしていることがわかる。（鈴木レジュメより）] 

【……某人已に】入る。　　〼

〼茲（？）佐沈出大枲三鈞[endnoteRef:1994]〼	9-1636 [1994:  茲、原釋文と校釋は「□」に作るが、殘畫と9-0323の文例に基づいて補った。] 

【……司空の】茲佐の沈、大枲三鈞を出だす。【……】

卅（三十）年三月己未，平邑鄕涇下、佐昌與平邑故鄕守士五（伍）泉中克、佐涅童、┘思□〼
不備十三，真〔直-値〕錢百九十五，負童分錢卌八。	J1⑯0002[endnoteRef:1995] [1995:  此簡釋文最初見於選釋、發掘報告，圖版見於選編，後收館藏簡。] 

三十年（前217）三月己未（1日）、平邑鄕の涇下・佐の昌、平邑故鄕守の士伍、泉中（里）の克哀、佐の涅（里）の童、┘思□【……と】與に【……し】不備十三、錢百九十五に値し、童に分錢四十八を負わしむ。

〼利責券。不備木梯一，直錢三。段[endnoteRef:1996]、┘利分負，段[endnoteRef:1997] [1996:  “段”，原釋文作“殷”，據圖版改釋。]  [1997:  “段”，原釋文作“殷”，據圖版改釋。] 

〼　郄手	9-2408+9-1727
【某年某月某日，……段と】利に【負わしむるの】責券。木梯一を備えず、錢三に直 (あ)たる。段、利、分ちて負い、段【は錢若干、利は錢若干。……】

不明者
卅（三十）五年（212）十二月辛酉（01）[endnoteRef:1998]，遷陵守。（右側）卅（三十）五年（212）十二月辛酉（01），（左側）	8-1587	【說明】正背均無字，書于兩側。 [1998:  「卅」の釈読は原釈文に從った。考釈は「廿」に改めるが、図版の墨蹟は必ずしも明晰ではなく、判断が困難である。二十五年十二月は、己未朔で、辛酉は初三日に当たる。] 


史丙失弗論。	8-1365

[bookmark: _Toc67253390]〇三その他文書類
　「公的権威もしくは公的権力の元に公的なものとして行なわれた意思表示ではない」という形式をとる意思表示手段
[bookmark: _Toc67253391]〇三甲　書信
　〇三甲Ａ　公文書的書信
甲善告子糸子〼	8-0205正
……告  〼
甲、善く子糸が子【……】に告げよ。【……】告【……】
｛8-0205背見〇一甲複合上行文書受領文書啓陵鄕。｝

尉敬敢再𢱭（拜）謁丞公：校長寬以遷陵船徙卒史〼
酉﹦陽﹦（酉陽，酉陽）卽(?)滕船到元陵，寬以船屬酉陽校長徐。┘今司空
□□船□□[endnoteRef:1999]𩕾（願）丞公令吏徒往取之，及以書告酉陽令 [1999:  “船”，原釋文、校釋作“□”，參考陳劍指教，據殘留筆畫和文意補釋。] 

來歸之。盜賊事急，敬巳（已）遣寬與校長囚吾追求盗	8-0472+8-1011+8-0194背+8-0167正[endnoteRef:2000] [2000:  本簡綴合據校釋一。] 

發田官不得者敢再拜謁上。	8-0194正+8-0167背
尉の敬、敢えて再拜し丞公に謁す。校長の寬、遷陵が船を以て卒史【……に】徙し【……】酉陽、酉陽卽ち滕船、元陵に到り、寬、船を以て酉陽が校長徐に屬 (たの)む。司空に令して□□□□□願くは、丞公、吏徒に令して往きて之れを取らしめ、及び書を以て酉陽令に告げて之れを來歸せしめよ。盜賊、事急なれば、敬、已に寬を遣わして校長の囚吾と與に、盗の田官に發して得えられざる者を追求せしめたり。敢えて再拜し謁上す。

〼稟田官公，與倉私乏
〼令見丞公，公曰若而不	8-1430
【……】田官公に稟くるに、倉と與に私かに乏【……】令して丞公に見 (まみ)えしむるに、公、「若 (よ)し」と曰うも、而不【……】	8-1430

〼適敢謁〼	8-0885

　
唐敢再𢱭（拜）〼
□□□□〼	8-1848

七月壬辰，贛敢大心再𢱭（拜）多問芒季：得毋爲事〼
居者深山中，毋物可問，進書爲敬。季丈人、柏及□〼
毋恙殹。季幸少者時賜〼
史來不來之故。敢謁之〼	8-2088+8-0659正[endnoteRef:2001]（8-0659背は封緘簡牘を見よ） [2001:  本簡綴合據校釋一。] 


坐一斗酒識[endnoteRef:2002]面，節（卽）弗平，幸告使者。	8-1570 [2002:  “識”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。] 


𤻮多問華：得毋爲事變[endnoteRef:2003]？華爲𤻮問適 [2003:  “變”，原釋文、校釋作“䜌”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（二）〉（簡帛網，2015年06月23日）改釋。] 

以前日所分養錢者，以寄遺𤻮。卽酉陽徒道[endnoteRef:2004]	8-0650背+8-1462正[endnoteRef:2005] [2004:  “徒道”，原釋文、校釋作“□□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（二）〉（簡帛網，2015年06月23日）補釋。]  [2005:  本簡綴合據校釋一。] 

涪陵來，以買鹽急，卻卽道下以券與，卻
靡千錢。除少内□[endnoteRef:2006]，卻、道下操養錢來視□[endnoteRef:2007]，購而出之。	8-0650正+8-1462背 [2006:  “内”下一字，何有祖〈讀里耶秦簡札記（二）〉（簡帛網，2015年06月23日）釋爲“書”。據文意推測，疑爲“錢”字。]  [2007:  “□”，校釋、何有祖〈讀里耶秦簡札記（二）〉作“□”，恐與字形和文意均不合。校釋、何有祖下屬讀爲“華購而出之。”] 

𤻮、華に多問す。事變と爲る毋きを得るや[endnoteRef:2008]。華、𤻮が爲に適に問うに、前日分つ所の養錢[endnoteRef:2009]なる者を以ってし、以って𤻮に寄遺せり[endnoteRef:2010]。卽ち酉陽が徒、涪陵より來り[endnoteRef:2011]、鹽を買わんこと急なるを以て、卻、道下に卽きて[endnoteRef:2012]券を以て與えり。卻の靡 (つい)やすは[endnoteRef:2013]、千錢なり。除少内□、卻・道下、養錢を操りて來りて□を視、購して之れを出だせり[endnoteRef:2014]。 [2008:  “變”，原釋文、校釋作“䜌”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（二）〉（簡帛網，2015年06月23日）改釋。]  [2009:  養錢，養の代わりに支給される金錢か。『漢書』馮唐傳
今臣竊聞魏尚爲雲中守，軍市租盡以給士卒，出私養錢，五日壹殺牛，以饗賓客軍吏舍人，是以匈奴遠避，不近雲中之塞。
服虔曰：「私假錢也。」
（『史記』張釋之馮唐列傳も同じ。）]  [2010:  寄遺、寄は寄託、遺は渡す、卽ち一時的に寄託するために渡したという意味か。]  [2011:  涪陵、秦の県名、『漢書』地理志上では巴郡。現在の重慶市彭水縣。一方、酉陽は、洞庭郡の縣、遷陵の東隣で、酉水の下流に当る。酉陽の徒は、涪陵からの帰途にあたり、烏水水系を遡ってから酉水を下り、途中遷陵県に立ち寄った。]  [2012:  卽、つく、接近する、転じて從う、迎合するなど。《詩》衛風‧氓には、
匪來貿絲，來卽我謀。
來りて絲を貿うに匪らず、來りて我に卽きて謀る。
とあり、鄭玄箋に
卽，就也。
という。迎合義は《韓非子》孤憤篇に
若夫卽主心同乎好惡，固其所自進也。
とみえる。本簡では、卻と道下の力関係によって、卻の接近の仕方が変わり得るが、取り敢えず卻が道下とともに支出を決めたと解しておく。]  [2013:  靡、散らす本義から転じて、損する、浪費することを表わし、本簡では費やす意。《墨子》尚同中篇に
靡分天下，設以爲萬國諸侯。
天下に靡分し、設けて以て萬國諸侯と爲す。
とあるのは、本義に近く、節葬篇下に
此爲輟民之事，靡民之財。
此れ、民の事を輟 (とろ)め、民の財を靡やすと爲す。
とあるのは、無駄に費やす転義と考えられる。]  [2014:  全体的には、𤻮は、養銭を卻の損失補填にあてたという事情を華に説明していると推測されるが、「購」と「出」とが如何なる手続を指すかは未詳。] 


□敢□□季=（季[endnoteRef:2015]：季）幸耤（藉）小吏□□信〼 [2015:  “□敢□□”，原釋文、校釋作“......”，參考陳劍指教，據圖版補釋。“敢”下一字疑爲“謁”。] 

急使之賜報[endnoteRef:2016]。　　	8-0810+8-0782[endnoteRef:2017] [2016:  校釋斷爲“急使之，賜報”。
]  [2017:  本簡綴合據校釋一。] 

□、敢えて□季に□（謁）す。季、幸いに藉小吏□（小吏の□より藉 (か)り？）□信【……】急ぎて之れをして報を賜らしめよ。（或は「急ぎて之 (ゆ)かしめて報を賜れ」）。　　

〼□毋物可問者欲敬[endnoteRef:2018]〼 [2018:  敬、原釈文と校釈は「□」に作るが、図版に基づいて補釈した。] 

〼□□□唯毋爲□[endnoteRef:2019]〼	8-0103 [2019:  爲、原釈文と校釈は「□」に作るが、図版に基づいて補釈した。] 

〼心多問母□□〼
〼毛大心□□〼	8-1909

敢〼
□遣章公〼
賤走骨〼
□不宵〼
□  〼
謁報  〼	8-0100-1
〼華□……〼
〼□非……□□□□〼
〼□不……〼
〼□□□□□□□辛〼
〼□得﹦ □產不□……〼	8-0100-2
〼□季〼
〼□□〼
〼在〼
〼  耶〼	8-0100-3

校長予言敢大心多問呂柏[endnoteRef:2020]：柏得毋恙殹？柏 [2020:  “呂”，原釋文作“□”，校釋作“子”，據里耶秦簡牘校釋小組〈新見里耶秦簡牘資料選校（一）〉改釋。    ] 

得毋爲事變虖（乎）[endnoteRef:2021]？毋以問，進書爲敬。敢謁 [2021:  “變”，原釋文、校釋作“䜌”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（二）〉（簡帛網，2015年06月23日）改釋。] 

之。／前所謁者（諸）柏，柏幸之，不敢亡賜。今爲柏	8-1997正+8-0823正[endnoteRef:2022] [2022:  本簡綴合據校釋一。] 

下之，爲柏寄食一石□斗[endnoteRef:2023]。	8-1997背+8-0823背 [2023:  “□斗”，原釋文作“□□”，校釋作“〼”，據圖版補釋。] 


欣敢多問呂柏：得毋（無）病？柏幸賜欣一牘，欣辟（避）席再𢱭（拜）。及𢱭（拜）者柏求筆及黑（墨），今敬進	J1⑦004正
如柏令。寄芍。敢謁之。	J1⑦004背
欣[endnoteRef:2024]、敢えて呂柏に多問す。病無きを得んや。柏の幸いに欣に一牘を賜れば、欣、席を避けて[endnoteRef:2025]再拜す。拜する者に及びては、柏、筆及び墨を求めむれば、今敬しんで進 (たてまつ)ること、柏の令するが如くす。芍に寄す。敢えて之れを謁 (もう)す。 [2024:  欣：始皇29 年後9 月～30 年9 月は少内佐（8-164+1475,8-1583+890）、31 年5 月以降は縣廷で文書を手・發している事例（8-157 や8-158 など）が多く、令史であったと思われる。遷陵縣廷から出土しており、後述のとおり宛先の呂柏は遷陵縣廷にいるようなので、令史時代のものではないのであろう。（里耶秦簡博物館蔵秦簡青木┘ジュメ、2018年5月18日）]  [2025:  避席、辟席：「避廗」とも。席から起立することで、敬意を示す表現。
武王避席再拜之。此非貴虜也。貴其言也。（『呂氏春秋』愼大覽）
（里耶秦簡博物館蔵秦簡青木┘ジュメ、2018年5月18日）] 


柏所幸賜文黑（墨）〼	8-0598+8-0624[endnoteRef:2026] [2026:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（七）〉（簡帛網，2012年6月25日）。何文在本簡下端另再綴簡8-0227，但簡的寬度、紋路十合，簡8-0227開頭的殘留筆畫又與簡8-0624末尾“黑”字不合。] 

【……】柏の幸いに賜りし文墨[endnoteRef:2027]【……】 [2027:  文墨、墨跡で認められた文章、ここでは手紙の意か。
漢語大詞典：文書辭章。亦指寫文章，從事文字工作。
《史記‧蕭相國世家》：“今蕭何未嘗有汗馬之勞，徒持文墨議論，不戰，顧反居臣等上，何也？”漢王充《論衡‧超奇》：“古昔之遠，四方辟匿，文墨之士難得記錄。” ] 


少内公擇其美者異之；毋可，巳（已），急□	8-0313正
□〼	8-0313背
少内公[endnoteRef:2028]、其の美しき者を擇びて、之れを異にせよ。可なる（もの）なくんば、已めて、急ぎて□【……せよ。】 [2028:  公、敬称。……] 


式謁臞季﹦（季：季）耤（藉）式診式﹦（式[endnoteRef:2029]，式）𩕾（願）寫之。	8-0477[endnoteRef:2030] [2029:  “耤（藉）”，原釋文、校釋作“籍”，參考陳劍指教，據圖版改正。]  [2030:  本簡は形状が〇一型となっているが、書信の多くは、〇三型の簡に書写されており、目下本簡を除いては、〇一型の簡に書写された書信は確認できない。本簡の下端左角が欠けている形状が、左側が裁断されたと考えられる簡9-0045と酷似していることから、本簡も元は〇三型から〇一型に再加工された可能性が高く、書信が〇三型に書写されるという経験則を否定する材料にはなりがたい。] 

式、臞季に謁す。季、式に診式を藉 (か)し、願わくは之れを寫さん。

賦下田官┛久矣〼	8-0594

〼中以臣告〼	8-0718正
〼……〼	8-0718背

季幸□〼	8-1187

天雨血，賜有病身疾，後書牒□〼	8-1786+8-1339+8-0225[endnoteRef:2031] [2031:  簡8-1339與8-0225的綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（三）〉（簡帛網，2012年5月17日），加綴簡8-1786，據同〈里耶秦簡牘綴合（七）〉（簡帛網，2012年6月25日）。簡8-0225與另外兩簡顔色、寬度不同，綴合未必可信。另外，何有祖〈里耶秦簡牘綴合札記（四則）〉（簡帛網，2015年2月18日）又將簡8-0302綴於其下，更不可信，參看簡8-0302注釋。] 


〼□□季適，遺適襌[endnoteRef:2032]〼 [2032:  “遺”，何有祖作“□領”，據圖版改釋。] 

〼□□適取臧之，有上〼	8-0977+8-1821[endnoteRef:2033] [2033:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（七）〉（簡帛網，2012年6月25日）。] 


□□□□□季□□□□季（？）□□〼
者（？）□□□□．．．．．．〼	8-0946+8-1895[endnoteRef:2034] [2034:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（八則）〉（簡帛網，2013年5月17日）。第二個“季“字和“者”字亦據此補釋。] 


直令曰　　□□┛□[endnoteRef:2035]〼	8-2021正 [2035:  何有祖〈讀里耶秦簡札記（五）〉（簡帛網，2015年7月15日）指出：“‘曰’下有三字，筆跡很淡，反向書寫，作‘□簡直’。”第二字與第三字之間有鈎形符號，前後兩字未必爲“簡直”。] 

〼謁之傅叔簡直□談室	8-2021背		【說明】“直令曰”三字書寫順序相反。
【……】謁うらくは、之きて叔簡を傅 (たす)け直□談室【……せよ。】/【……】謁うらくは、傅叔簡直□談の室に之け。

〼問何柏[endnoteRef:2036]：得毋爲□〼 [2036:  “問”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）補釋。] 

〼遷陵，不得見何〼
〼有適與尉主有[endnoteRef:2037]〼 [2037:  “與”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）補釋。“有”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。] 

〼偕者□□遷□□[endnoteRef:2038]〼	8-1193正 [2038:  “偕”，原釋文、校釋作“皆”；“者”、“遷”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）補釋。] 

〼□□□〼
〼□□□□〼
〼□□□欣□〼	8-1193背[endnoteRef:2039] [2039:  《里耶秦簡（壹）》列出簡8-1193背面釋文，但失收圖版。] 


何柏來㱃臞之毋後	8-2049背

〼𩕾（願）賜報〼	8-2087

〼主君不□〼	8-2114

〼□〼
〼敢（？）不（？）令〼
〼田典族舍[endnoteRef:2040]〼	8-2145 [2040:  “族”字，原釋文作“”，校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改釋。] 


幸之	8-0678正
季幸   心□	8-0678背

日到室卽□復□賜□〼	8-2250

〼□𢳎（拜）〼	8-2297

〼□上疏謁[endnoteRef:2041]夫﹦（大夫）□季〼	8-0710正 [2041:  “謁”字據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改正。] 

〼十一日[endnoteRef:2042]     〼	8-0710背 [2042:  “十一日”三字據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改正。] 


〼[endnoteRef:2043]欲令蝱華治獄可不可？報圂□〼	8-1470正 [2043:  本簡上端殘缺，原釋文、校釋未標出斷簡符號，據圖版補標。] 

〼公。	8-1470背

〼芒季□〼	8-0857

〼𩕾（願）予使者[endnoteRef:2044]。  	8-0036 [2044:  原釋文と校釋は本簡上端を完形とするが、圖版に映る形狀、字閒および文章の續け具合から、斷簡と判斷される。一方、下端については、原釋文と校釋は斷簡とするば、「者」の下に數文字の空白があり、「者」を以て文章が完結していると考えられるので、斷簡記號を削除した。] 

【……】願わくは、使者に予えよ。

寒時之食殹[endnoteRef:2045]，𩕾（願）□〼	8-1476正 [2045:  “寒”，原釋文作“□”，校釋作“歲”，參考陳劍指教，據圖版改釋。] 

〼□□□　〼	8-1476背

中所，（？）文疾篤卽□[endnoteRef:2046]〼	9-0151 [2046:  “文”，原釋文作“交”，據圖版改釋。“交”疑爲人名；“篤”，疑係後所加。] 


　　𩕾（願）趙〼	9-0160

六月乙巳，圂敢謁李季足下：得毋爲	9-0045
六月乙巳[endnoteRef:2047]、圂[endnoteRef:2048]、敢えて李季[endnoteRef:2049]足下[endnoteRef:2050]に謁 (もう)す。【事變】[endnoteRef:2051]と爲る毋きを得んや。【……。】[endnoteRef:2052] [2047:  六月乙巳：里耶秦簡の年代で該當する年は、始皇30年（19日）、31年（24日）、32 年（1日）、33年（6日）、34年（12日）。（青木レジュメ20200630）]  [2048:  圂：8-1514（始皇29年4月18日）で庫佐、9-2289（32年10月27日）で司空守であるほかは、令史か令佐として登場する。8-0078正に「遷陵陽里士五慶・圂」とあることから、地元遷陵縣出身の可能性がある。慶という人物も令史もしくは令佐として確認される。（青木レジュメ20200630）]  [2049:  李季：封緘簡牘の8-0206背のに同じ名が見える。なお、筆跡が異なるようなので、本簡の封緘に使用されたものではないと思われる。（青木レジュメ20200630）]  [2050:  足下：脇付の一種。類似語に「馬足下」がある。「主」「令史」「卒人」とは異なり、 公文書では使用されない。男・女兩方、やや目上もしくは同輩の者に對して用いられる。（青木レジュメ20200630）]  [2051:  【事變】は、簡8-0650背+8-1462正「佖多問華。得毋爲事䜌（變）」、簡8-1997 正+8-0823 正「柏得毋爲事䜌虖（變）」に依據して補訂した。書信の常套句の一種で、「お變わりございませんか」程度の意。]  [2052:  本簡は下端左部が缺けているものの、ほぼ完全に近い形をしており、左右の側面にも割れた痕跡は確認できない。しかし、文面は明らかに途切れているので、続きの文面がどこに書かれていたかが問われる。目下、冊書に書写された書信は確認できないので、册書の一部であったとは考え難く、むしろ元書信全体が書写された〇三型の簡から左半分を裁断した結果、現在の形状ができたと推測される。なお、下端左部の残欠は、残存の形状からすれば、直接に刃物によって切断されたというよりも、簡全体の縦方向の加工の過程で、左下の角が折れてできたように見える。然りとすれば、本簡は、再加工が失敗したため、予定されていた再利用がなされずに廃棄されたと考えられる。] 


先季爲訢君□者□□[endnoteRef:2053]	9-0168 [2053:  “君”下一字，校釋疑爲“智”，也有“使”等可能；“者”下一字，疑爲“所”，其下另有一字，原釋文、校釋失釋。] 

【……】先季/季に先んじて、訢君の□（知/使？）者と爲り【……】/者の□する□（所？）と爲り【……】

得毋恙……[endnoteRef:2054]	9-0173 [2054:  文字数は特定しがたいが、本簡は下まで書写が続いていたと考えられる。「恙」から約一字の簡面を隔てて比較的明確な墨蹟が確認されるが、或いは助辞の「殹（也）」に続けて書信の受取人の名前が記されていた可能性もと考えられる。そのほかに、二三か所はっきりとぼくせきが確認される場所があるが、釈読は困難である。] 


　〇三甲Ｂ　一般的書信
　　　公文書的書信ではない一般的な用件での意思表示手段
　　〇三甲Ｃ　謁
　　　簡便な書信として用いられる意思表示手段
[bookmark: _Toc67253392]　〇三乙　刺
　　　主として面会を求める際に限って用いられる意思表示手段

2 [bookmark: _Toc67253393]簿籍類
人・家畜・物品そのものの記録、ならびにそれらの増減・移動・活動に関する記録
[bookmark: _Toc67253394]表題簡類
簿籍の内容を示した題名が記された部分
[bookmark: _Toc67253395]表題簡類
　簿籍全体の表題
[bookmark: _Toc67253396]小見出し類
　　　簿籍内での項目を示すための表題簡
[bookmark: _Toc67253397]本文類　
[bookmark: _Toc67253398]末尾簡類
　簿籍の末尾に付され全体を締めくくるものもしくは簿籍内項目の中間集計を示すもの
[bookmark: _Toc67253399]末尾簡
　　簿籍の末尾に付され全体を締めくくるもので「一〇甲　表題簡類」と対応する
[bookmark: _Toc67253400]小計簡類
　　　簿籍内項目の中間集計を示すもので「一〇乙　小見出し類」と対応する
●數少前歲九人	8-1235

[bookmark: _Toc67253401]複合簿籍
　　一一～一三までの特徴を単一の簡牘の中に併存させるもの



[bookmark: _Toc67253402]作徒簿
日作簿
司空（刑徒）[endnoteRef:2055] [2055:  司空與鄕之間日作簿人員欄的寫法有別。另外，未詳者中有將人員或小計添在結尾處，也應與作成單位有關。司空和鄕的日作簿中都既有按欄從右向左寫，又有按行從上往下寫的情況。] 

	文書構造
	讀み下し文

	標題
	某年某月某日，司空某徒簿／作徒簿

	人員
	
	城旦鬼薪若干人。
舂白粲若干人。
隸臣妾若干人。
黔首某種身份若干人。

	小計
	
	●凡若干人｛司空日作簿未見實例，據鄕日作簿類推。｝

	正文
	
	其若干人作某：某、某。｛司空日作簿多省略人名。｝
若干人作某：某、某。



卅（三十）二年十月己酉朔乙亥司空守圂徒作薄〔簿〕。	二人作務：雚、亥，	二人伐材：□、聚，		二人取芒：阮、道，	二人傳徙酉陽[endnoteRef:2056]，	●小城旦九人。 [2056:  “送”，原釋文、校釋作“徙”，據館藏簡改釋。] 

城旦司寇一人，	四人與吏上事守府，	二人付都鄕，
鬼薪廿（二十）人，	五人除道沅陵，	三人付尉，	粲（？）八人[endnoteRef:2057]，	一人守船：遏，	一人爲笥：齊，	其一人付少内， [2057:  “粲”、“八”，原釋文、校釋均作 “□”，據何有祖〈從里耶秦簡徒作簿“（牢）司寇守囚”看秦刑徒刑期問題〉（簡帛網，2015年9月7日）補釋。“粲”字上方簡面被剝離，已無任何墨跡，原釋文、校釋按照該欄其它行的開頭位置另標出一個未釋字，不符合體例。何文指出“粲”前原應有“白”字。] 

城旦八十七人，
仗城旦九人，	三人作廟，	一人治觀，	十三人[endnoteRef:2058]，	三人司寇：𦱂、類[endnoteRef:2059]、款，	一人爲席：姱，	六人付田官， [2058:  “舂”、“五”，參照何有祖〈從里耶秦簡徒作簿“（牢）司寇守囚”看秦刑徒刑期問題〉（簡帛網，2015年9月7日），據文意補釋。]  [2059:  “三人司寇”之“類”，原釋文作“▓”，校釋作“豤”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改正。] 

隸臣毄城旦三人，	廿（二十）三人付田官，	一人付啓陵，	隷妾毄（繫）舂八人，	二人付都鄕，	三人治枲：梜、茲、緣，	一人捕羽：强，
隸臣居貲五人，	三人削廷：央、閒、赫，	二人爲笥：移、昭，	隷妾居貲十一人，	三人付尉，	五人毄（繫）：嫭、般、橐、南、儋，	一人與吏上計。
●凡百廿五人。	一人學車酉陽，	八人捕羽：操┛寬┛□┛□┛丁┛圂┛叚┛卻，	受倉隷妾七人，	一人付臣，	二人上眚，	●小舂五人。
其五人付貳春，	五人繕官：宵、金、應、椑、觸，	七人市工用，	●凡八十七人。	二人付少内，	一人作廟，	其三人付田官，
一人付少内，	三人付叚〔假〕倉信，	八人與吏上計，	其二人付畜官，	七人取䇰：□、林、嬈、粲、鮮、夜、吳[endnoteRef:2060]，	一人作務：青，	一人徒養：姊， [2060:  “七人取□”之“林”上一人名，原釋文作“▓”，校釋作“𦃹”；“夜”下一人名，原釋文、校釋作“喪”，均據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改釋。] 

四人有逮，
二人付庫，	二人付倉，	一人爲炭[endnoteRef:2061]：劇，	四人付貳春，	六人捕羽：刻、嫭、卑、□、娃、變，	一人作園：夕。	一人病：□。 [2061:  “炭”，原釋文未釋，校釋作“舄”，據何有祖〈釋里耶秦簡牘“炭”字〉（簡帛網，2014年9月16日）改釋。] 

二人作園：平、□，	六人治邸，	九人上省，	廿（二十）四人付田官，	二人付啓陵，
二人付畜官，	一人取䇰：廏，	二人病：復、卯，	二人除道沅陵，	三人付倉，
二人徒養：臣、益，	二人伐槧：□、童，	一人傳徙酉陽[endnoteRef:2062]。	四人徒養：枼、痤、帶、復，	二人付庫，	J1⑨2294正+J1⑨2305正+8-0145正（9-2289正）[endnoteRef:2063] [2062:  “傳送”，原釋文作“當傳”，校釋作“傳徙”，據館藏簡改釋。]  [2063:  J1⑨2294とJ1⑨2305は出土記号、8-0145は整理番号である。『里耶秦簡（壹）』はすでに簡8-0145の図版と釈文を収録しているが、『里耶秦簡（貳）』はJ1⑨2294とJ1⑨2305と綴合して9-2289として再収録した。J1⑨2294とJ1⑨2305は「9-2294」としてすでに『選編（一）』に見えており、『選校』によって、8-0145と綴合された。『館蔵簡』は、綴合を踏襲し、且つJ1⑨2305の出土記号を明記した。なお、8-0145も幾つかの断片から構成されているが、『里耶秦簡（壹）』には、出土記号を区別していない。] 

卅二年十月己酉朔乙亥，司空守圂敢言之：寫上．敢言之。／痤手。
十月乙亥，水十一刻刻下二，佐痤以來。	J1⑨2294背+J1⑨2305背+8-0145背（9-2289背）
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(作徒簿)
	表題
	三十二年（215）十月己酉朔乙亥（27）、司空守の圂 (こん)が徒作簿。

	
	城旦・鬼薪
	人員
	
	城旦司寇一人，		鬼薪廿（二十）人，	城旦八十七人，
仗城旦九人，		隸臣毄城旦三人，	隸臣居貲五人。

	
	
	小計
	
	●凡百廿五人。

	
	
	本文
	
	其五人付貳春，		一人付少内，		四人有逮，
二人付庫，		二人作園：平、□，	二人付畜官，
二人徒養：臣、益，	二人作務：雚、亥，	四人與吏上事守府，
五人除道沅陵，		三人作廟，		二十三人付田官，
三人削廷：央、閒、赫，	一人學車酉陽，		五人繕官：宵、金、應、椑、觸，		三人付假倉信，		二人付倉，
六人治邸，		一人取䇰：廏，		二人伐槧：□、童，
二人伐材：□、聚，	二人付都鄕，		三人付尉，
一人治觀，		一人付啓陵，		二人爲笥：移、昭，
八人捕羽：操┛寬┛□┛□┛丁┛圂┛叚┛卻，	七人市工用，
八人與吏上計，		一人爲炭 ：劇，		九人上省，
二人病：復、卯，	一人傳徙酉陽 。

	
	粲・舂
	人員
	
	□粲（？）八人，	十三人，		隷妾毄（繫）舂八人，
隷妾居貲十一人，	受倉隷妾七人。

	
	
	小計
	
	●凡八十七人。

	
	
	本文
	
	其二人付畜官，		四人付貳春，		二十四人付田官，
二人除道沅陵，		四人徒養：枼、痤、带、復，
二人取芒：阮、道，	一人守船：遏，		三人司寇：𦱂、類、款，
二人付都鄕，		三人付尉，		一人付臣，
二人付少内，		七人取䇰：□、林、嬈、粲、鮮、夜、吳，
六人捕羽：刻、□、卑、□、娃、變，		二人付啓陵，
三人付倉，		二人付庫，		二人傳徙酉陽，
一人爲笥：齊，		一人爲席：姱，		三人治枲：梜、茲、緣，
五人繫：婢、般、橐、南、儋，			二人上眚，
一人作廟，		一人作務：青，		一人作園：夕。

	
	小城旦
	人員
	
	●小城旦九人

	
	
	本文
	
	其一人付少内，		六人付田官，		一人捕羽：强，
一人與吏上計。

	
	小舂
	人員
	
	●小舂五人。

	
	
	本文
	
	其三人付田官。		一人徒養：姊。		一人病：□。

	文書本体
	書出
	三十二年（215）十月己酉朔乙亥（27）、司空守の圂 (こん)、敢えて之れを言う。

	
	本文
	
	
	寫して上す。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	十月乙亥（27）、水十一刻刻下二、佐の痤、以て來る。

	
	作成記録
	痤手。



（三十）一年四月癸未朔己丑[endnoteRef:2064]，司空守偏〼 [2064:  “卅（三十）”，僅殘留底下橫筆，原釋文、校釋失釋，據朔日干支補釋。按，秦王政至秦二世，四月癸未朔僅見秦王政五年和秦始皇三十一年，因而可知“一”上一字爲“卅”。曆日據張培瑜〈根據新出曆日簡牘試論秦和漢初的曆法〉（《中原文物》二〇〇七年第五期）。] 

〼城旦司寇一人。　　〼
〼薪廿（二十）人[endnoteRef:2065]。　　〼 [2065:  “鬼”，原釋文、校釋、何有祖作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。] 

〼旦八十四人[endnoteRef:2066]。　　〼	8-2151+8-2169[endnoteRef:2067] [2066:  “旦”、“八十”，原釋文、校釋均作“□”，據圖版補釋。]  [2067:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（六）〉（簡帛網，2012年6月4日）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	表題
	三十一年（216）四月癸未朔己丑（07）、司空守偏【……。】

	人員
	
	城旦司寇一人。
鬼薪二十人。
【城】旦八十四人。
【……。】

	小計
	
	【……。】

	本文
	
	【……。】



卅（三十）年八月丙戌朔癸卯，□〼
城旦鬼薪三人。	〼
丈城旦一人。	〼
舂白粲二人。	〼
隸妾三人。	〼	8-1279
	文書構造
	讀み下し文

	表題
	三十年（217）八月丙戌朔癸卯（18），□【……。】

	人員
	
	城旦・鬼薪三人。
丈城旦一人。
舂白粲二人。
隸妾三人。

	小計
	
	【……。】

	本文
	
	【……。】



〼三月癸丑朔壬戌，司空守（？）[endnoteRef:2068]〼 [2068:  “守”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文例補釋。] 

城旦司寇一人[endnoteRef:2069]。	〼 [2069:  本簡第二行和第三行上端完整，原釋文、校釋標出斷簡符號，失妥，據圖版改正。] 

鬼薪十九人。	〼	8-2156
	文書構造
	讀み下し文

	表題
	【三十一年（216）】三月癸丑朔壬戌（10）、司空守【の某が作徒簿。】

	人員
	
	城旦司寇一人。
鬼薪十九人。
【……。】

	小計
	
	【……。】

	本文
	
	【……。】



卅（三十）一年七月辛亥朔丙寅，司空〼
其一人爲田鼂養：成。〼
二人行書咸陽：慶、適。　　〼
人有逮[endnoteRef:2070]：富。　　〼	8-2111+8-2136[endnoteRef:2071] [2070:  “一”，原釋文、校釋作“□”，據文意補釋。]  [2071:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（七則）〉（簡帛網，2012年5月1日）。此簡似按行從上往下寫。] 

	文書構造
	讀み下し文

	表題
	三十一年（216）七月辛亥朔丙寅（16）、司空【（守）の某が作徒簿】

	人員
	
	【……。】

	小計
	
	【……。】

	本文
	
	その一人は田（嗇夫）の鼂が養と爲る。成。
二人は、書を咸陽に行 (や)る。慶・適。
一人は、逮せらるる有り。富
	【……。】
【……。】



〼□
〼其一人……	〼
〼二人行書[endnoteRef:2072]……	三〼 [2072:  “咸”，原釋文、校釋作“□”，據簡8-2111+8-2136文例和殘留筆畫補釋。] 

□人有逮：富……	一〼
一〼	8-2091
	文書構造
	讀み下し文

	表題
	【……。】

	人員
	
	【……。】

	小計
	
	【……】□

	本文
	
	その一人は【……。】
二人は書を咸【陽】に行 (や)る。【……。】
□人は逮有り。富【……。】
	【……。】
三【……。】
一【……。】
一【……。】



月乙亥[endnoteRef:2073]，司空曹（？）作徒[endnoteRef:2074]〼 [2073:  “三”，原釋文、校釋作“□”，參考許名瑲〈《里耶秦簡（壹）》曆日校注補正〉，據文意補釋。]  [2074:  “曹”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋；“作”下一字，原釋文、校釋作“□”，據文例補釋。] 

其一人有逮[endnoteRef:2075]。   〼 [2075:  “其”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）補釋。] 

□人送兵：．．．．．．[endnoteRef:2076]〼 [2076:  “兵”字下仍有墨跡，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。] 

一人吏養：𤻮（應）[endnoteRef:2077]。〼	8-0697正 [2077:  “𤻮”，原釋文、校釋作“□”，據謝坤〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（一）〉（簡帛網，2015年6月29日）補釋。] 

卅（三十）三年三月辛〼
三月乙亥旦[endnoteRef:2078]，隸[endnoteRef:2079]〼	8-0697背 [2078:  “三”，原釋文、校釋作“□□”，據殘留筆畫和文意補釋。]  [2079:  “隸”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(作徒簿)
	表題
	三月乙亥（05）、司空の曹が作徒【簿。】

	
	人員
	
	【．．．．．．。】

	
	小計
	
	【．．．．．．。】

	
	本文
	
	その一人は逮有り。
□人は兵を送る。．．．．．．〼
一人は吏が養たり。□。
	【……。】
【……。】

	文書本体
	書出
	三十三年（214）三月辛【未朔乙亥（05）、司空の曹、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	三月乙亥（05）旦、隸【……。】

	
	作成記録
	【……。】



一人□[endnoteRef:2080]：朝。		一人治船：疵。　〼 [2080:  “人”下一字，何有祖〈讀里耶秦簡札記（五）〉（簡帛網，2015年7月15日）釋作“卂”，恐與字形和文意不合。] 

一人有獄訊：目。	一人爲作務：且。　〼
一人捕鳥：城。	一人輸備弓：具[endnoteRef:2081]。　〼	8-2008正 [2081:  “具”，施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改爲“貝”，恐非是，應再比較字形！] 

後九月丙寅，司空色敢言[endnoteRef:2082]〼	8-2008背 [2082:  “色”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文意補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(作徒簿)
	表題
	

	
	人員
	
	

	
	小計
	
	

	
	本文
	
	一人は□す。朝。
一人は獄訊有り。目。
一人は鳥を捕う。城。
	一人は船を治む。疵。
一人は作務を爲す。且。
一人備弓を輸 (おく)る。具 。
	【……。】
【……。】
【……。】

	文書本体
	書出
	（二十九年218）後九月丙寅[endnoteRef:2083]、司空の色、敢えて【之れを】言う。 [2083:  本簡の作成年代は、暦日と司空色の経歴に基づいて秦始皇二十九年と推定される。案ずるに、遷陵県の存続期間中、後九月丙寅が見られるのは、221 始皇廿六年後九月己酉朔丙寅（8 日）・218 廿九年 後九月辛酉朔丙寅（6 日）・210 卅七年後九月乙巳朔丙寅（22 日）の三回のみである。司空嗇夫の色の経歴と合うのは、その中の二十九年のみである。] 


	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼囚吾作徒薄（簿）[endnoteRef:2084]。	九人與吏上事守府。	二人付都鄕：它、章。		隸妾居貲十（？）人（？）。[endnoteRef:2085]〼 [2084:  本作徒簿有“隸妾居貲”者，又多“付”都鄕、庫、畜官等機構者，應爲司空作徒簿。]  [2085:  “十人”，原釋文、校釋作“□□”，據圖版補釋。] 

〼			五人除道[endnoteRef:2086]：澤、勝、、央、臧[endnoteRef:2087]。	二人付庫：□、緩。	受倉隸妾七（？）[endnoteRef:2088]〼 [2086:  “五”，原釋文作“一”，校釋云“一，也許是‘二’”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（三）〉（簡帛網，2015年7月1日）、同〈里耶秦簡牘釋讀札記（二則）（修訂稿）〉（簡帛網，2015年11月13日）改釋。]  [2087:  “勝”，原釋文、校釋作“務”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改正；“”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。何有祖〈讀里耶秦簡札記（三）〉（簡帛網，2015年7月1日）、同〈里耶秦簡牘釋讀札記（二則）（修訂稿）〉（簡帛網，2015年11月13日）亦釋爲“”。]  [2088:  “七”，原釋文、校釋作“□”，據殘筆和文意補釋。] 

〼			三人作廟。[endnoteRef:2089]	一人治觀[endnoteRef:2090]：陽。		●凡八十五人。  〼 [2089:  “作”，原釋文、校釋作“行”，據高一致〈《里耶秦簡（壹）》校釋四則〉（《簡帛》第八輯，2013年）改釋。“廟”字下有刮削痕跡，原應有字。廟の下には表面が削られた痕跡が認められるが、類例から推測するに、「廟」の下には人名がなく、文面が完結していると推測される。]  [2090:  “觀”，原釋文、校釋作“□”，據謝坤〈《里耶秦簡（壹）》綴合四則〉(《簡帛》第十二輯，2016年）補釋。] 

			〼			人守（？）府（？）：瞀[endnoteRef:2091]。	其二人付畜官〼	8-0681正+8-1641[endnoteRef:2092] [2091:  “一”、“廷”，原釋文、校釋均作“□”，據文意補釋，“守”、“府”，原釋文、校釋均作“□”，據圖版補釋]  [2092:  本簡綴合據何有祖〈讀里耶秦簡札記（三）〉（簡帛網，2015年7月1日）、同〈里耶秦簡牘釋讀札記（二則）（修訂稿）〉（簡帛網，2015年11月13日）、謝坤（〈《里耶秦簡（壹）》綴合一則〉（簡帛網，2015年8月4日，後收謝坤〈《里耶秦簡（壹）》綴合四則〉，《簡帛》第十二輯，2016年）。] 

〼﹦（刻刻）下一，佐居以來。／〼	8-0681背			
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(作徒簿)
	表題
	【某年某月某日、司空嗇夫/守の】囚吾が作徒簿。

	
	城旦舂（？）
	人員
	
	【……。】

	
	
	小計
	
	【……。】

	
	
	本文
	【……。】
【……。】
【……。】
【……。】
	九人は、吏と與 (とも)に事を守府に上す。
五人は、除道す[endnoteRef:2093]。澤・勝・最・央・臧。 [2093:  除道、初出。
関連史料：
嶽麓秦簡（肆）律令簡牘
151	●䌛（徭）律曰：補繕邑院、除田道橋、穿汲〈波（陂）〉池、漸（塹）奴苑，皆縣黔首利殹（也），自不更以下及都官及諸除有爲
152	殹（也），及八更，其睆老而皆不直（値）更者，皆爲之，宂宦及宂官者，勿與。除郵道、橋、駝（馳）道，行外者，令從戶
153	□□徒爲之，勿以爲䌛（徭）。] 

三人は廟に作す。
【……。】
	二人は都鄕に付す。它・章。
二人は庫に付す。□・緩。
一人は□を治む。陽。
一人は廷にて府を守す。瞀。

	
	隷臣妾（？）
	人員
	【……。】
隸妾の貲に居するは、十人。
倉より隸妾七【人】を受く。
	

	
	
	小計
	●凡そ八十五人。
	

	
	
	本文
	その二人は、畜官に付す。
	【……。】

	文書本体
	書出
	【……。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【（某月）某日、水十一】刻刻下一、佐居以て來る。／【某半 (ひら)く/發 (ひら)く。】

	
	作成記録
	【某手す。】



卅（三十）一年五月壬子朔乙丑，司空[endnoteRef:2094]〼 [2094:  “空”，原釋文、校釋均作“□”，據石原遼平〈里耶秦簡8-2134簡と8-2102簡の綴合に関する覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP，2020年6月5日）補釋。] 

其一人以卅（三十）一年二月丙午有□[endnoteRef:2095]〼 [2095:  “丙”，原釋文、校釋作“□”，據石原遼平〈里耶秦簡8-2134簡と8-2102簡の綴合に関する覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP，2020年6月5日）補釋。] 

二人行書咸陽[endnoteRef:2096]，慶、┛適[endnoteRef:2097]。　　〼 [2096:  “咸陽”，僅存右側部分筆畫，原釋文、校釋作“□□”，蔡萬進〈〉作“成陽”，據趙岩〈里耶秦簡劄記（十二則）〉（簡帛網，2013年11月19日）補釋。]  [2097:  “慶”，原釋文、校釋作“□”，據石原遼平〈里耶秦簡8-2134簡と8-2102簡の綴合に関する覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP，2020年6月5日）補釋；“適”，原釋文作“□”，校釋作“徸”，據石原遼平〈里耶秦簡8-2134簡と8-2102簡の綴合に関する覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP，2020年6月5日）改釋。] 

一人□□〼	8-2134+8-2102[endnoteRef:2098] [2098:  本簡綴合據石原遼平〈里耶秦簡8-2134簡と8-2102簡の綴合に関する覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP，2020年6月5日）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	表題
	三十一年（216）五月壬子朔乙丑（14），司空【（守）の某が作徒簿。】

	人員
	
	【……。】

	小計
	
	【……。】

	本文
	
	其の一人は三十一年（216）二月丙午（24）を以て【逮/遝】有り。【……。】
二人は書を咸陽に行る。慶・適。　　【……。】
一人は、□□【……。】



司空（黔首居貲）
卅（三十）年七月丁巳朔丙子，司空守茲薄：作居貲責七[endnoteRef:2099]〼 [2099:  “居”，原釋文、校釋作“□”；“人”，僅存一小墨點，原釋文、校釋失釋，據石原遼平〈里耶秦簡9-1078簡と8-2429簡の綴合に関する覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年3月2日）補釋。] 

二人有逮[endnoteRef:2100]：褱┘、敬。　　一人爲蒲席[endnoteRef:2101]：〼 [2100:  “逮”，原釋文作“律”， 校釋二據周海鋒〈《里耶秦簡（貳）》初讀〉（簡帛網，2018年5月13日）改正。]  [2101:  “一”，原釋文、校釋作“□”，據石原遼平〈里耶秦簡9-1078簡と8-2429簡の綴合に関する覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年3月2日）補釋。] 

一人捕鳥。　　一人與令史□[endnoteRef:2102]〼 [2102:  “一”，原釋文、校釋作“□”，據石原遼平〈里耶秦簡9-1078簡と8-2429簡の綴合に関する覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年3月2日）補釋；“□”，何有祖〈讀里耶秦簡札記（五）〉（簡帛網，2015年7月15日）改作“上計”，恐與字形不合，石原文認爲其係令史人名，殘留筆畫與“言”略近，或即簡8-1560正所見“令史言”。] 

[bookmark: _Hlk54799113]一人與上攻（功）者偕：諸。　　一人捕爰（猨）[endnoteRef:2103]：〼	9-1078背[endnoteRef:2104]+8-2429背 [2103:  “一”，原釋文、校釋作“□”，據石原遼平〈里耶秦簡9-1078簡と8-2429簡の綴合に関する覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年3月2日）補釋。]  [2104:  本簡簡號正背據原釋文和圖版。校釋二將正背顛倒，並注云“原釋文與圖版正背相反”，但實出失查。] 

卅（三十）年七月丁巳朔丙子，司空守茲敢言之：〼
七月丙子水十一刻﹦（刻刻）下二，隷妾〼	9-1078正+8-2429正[endnoteRef:2105] [2105:  本簡綴合據石原遼平〈里耶秦簡9-1078簡と8-2429簡の綴合に関する覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年3月2日）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(作徒簿)
	表題
	三十年（217）七月丁巳朔丙子（20）、司空守の茲が薄。

	
	人員
	
	居貲責を作せしむること七人。

	
	本文
	
	二人は逮有り。褱・敬。
一人は鳥を捕う。
一人は、上功者と與に偕 (とも)う。諸。
	一人は蒲席を爲 (つく)る。【……。】
一人は令史の□と與 (とも)に【……。】
一人は猨を捕う。【……。】

	文書本体
	書出
	三十年七月丁巳朔丙子、司空守の茲、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	
	【寫して上す。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	作成記録
	【某手す。】

	
	集配記録
	七月丙子、水十一刻、刻の下ること二、隷妾【の某、以て來る。】



〼貲責。		一人與吏上事泰（太）守府。
〼大男子五人。	一人𤺊。
二人作（？）[endnoteRef:2106]庫。	8-1586 [2106:  “作”、原釋文・校釋・施謝捷は「乍」に作り、方勇「讀里耶秦簡札記六則」（簡帛網、2015年11月13日）・趙岩「里耶秦簡劄記（十二則）」（簡帛網、2013年11月19日）は「仁」に作って、「付」の誤字ではないかと疑うが、字形は通常の「乍」・「仁」・「作」の何れとも微妙に異なる。方勇と趙岩が「二」と釈読する右側の二画は通常の「二」とは筆に入れ方が異なり、筆勢は「乍」のと同じで、特に、上方は明らかに人形に作る。さらに方勇と趙岩が人偏と釈読する墨蹟は、離れて書かれている二つの墨蹟から構成されており、書き損ないの人偏と、「乍」の一画目に相当すると疑う。なお、用例からすれば、「仁庫」と「作庫」は現在他の簡には確認できず、「付庫」は方勇と趙岩が指摘するように簡8-0145等に確認されるが、居貲贖責に関わる作徒簿では、「付」という管理移管に関わる行為が確認できず、城旦舂や隷臣妾と管理体制が異なるため、「作庫」という表現が生じる可能性もある。] 

	文書構造
	讀み下し文

	表題
	【……。】

	人員
	
	【……】貲責【若干人を作せしむ。】
【……】大男子五人。

	小計
	
	【……。】

	本文
	
	一人は吏と與 (とも)に事を太守府に上す。
一人は𤺊す。
二人は庫に作す。



〼戌[endnoteRef:2107]，司空守扁（偏）薄（簿）：作居〼[endnoteRef:2108]	〼責十七人[endnoteRef:2109]。	一人□革〼 [2107:  “戌”，原釋文、校釋作“□”，據石原遼平〈里耶秦簡 9-1803+8-2144+8-2146 釈読覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年3月3日）補釋。]  [2108:  “居”，原釋文、校釋作“□”，據石原遼平〈里耶秦簡 9-1803+8-2144+8-2146 釈読覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年3月3日）補釋。]  [2109:  “責”，原釋文、校釋作“舂”，據石原遼平〈里耶秦簡 9-1803+8-2144+8-2146 釈読覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年3月3日）改釋。] 

〼有逮：成。		一人與吏上事守府：仄。	一人伐牘：□〼
〼□〼	〼	一人作務：哀。		〼	9-1803+8-2144+8-2146[endnoteRef:2110] [2110:  簡8-2144+8-2146的綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（六）〉（簡帛網，2012年6月4日）。“仄”、“革”，據何有祖釋。簡9-1803的綴合據校釋二。] 

	文書構造
	讀み下し文

	表題
	【……】戌、司空守の偏が簿。

	人員
	居【貲】責を作せしむること十七人。

	本文
	
【一人は】逮有り。成。
【……】□【……。】
	
一人は吏と與 (とも)に事を守府に上す。仄。
一人は作務す。哀。
	一人、□革【……。】
一人、牘を伐る。□【……。】
【……。】



廿（二十）七年十一月乙卯，司空昌薄（簿）。〼
黔首〖居〗貲大男子四人[endnoteRef:2111]。	〼 [2111:  “貲”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（一） 〉（簡帛網，2015年06月17日）補釋；“居”，係脫文，據此文意補。] 

其二（？）人載粟[endnoteRef:2112]。	〼	8-1665 [2112:  “二”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（一） 〉（簡帛網，2015年06月17日）補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	表題
	二十七年（前220）十一月乙卯（8日）、司空の昌が簿。

	人員
	
	黔首の居貲する大男子四人。

	小計
	
	

	本文
	
	その二人は、粟を載す。  【……。】



〼□〼
〼務：得┛哀〼
〼上[endnoteRef:2113]事守府：〼	8-2125 [2113:  “上”，原釋文、校釋作“□”，據圖版和文例補釋。] 


〼□務得┘□〼
〼吏上事□〼	9-1807

其他縣官
廿（二十）九年八月乙酉，庫守悍作徒薄（簿）：受司空城旦四人、丈城旦一人、舂五人，受倉隷臣一人。●凡十一人。
城旦二人繕甲：□、□。	丈城旦一人約車：缶。
城旦一人治輪[endnoteRef:2114]：慶忌（？）[endnoteRef:2115]。	隷臣一人門：負解[endnoteRef:2116]。	廿（二十）廿（二十）年上之〼 [2114:  “輪”，原釋文、校釋作“輸”，參考陳劍指教，據圖版改釋。]  [2115:  “慶”、“忌”，原釋文、校釋均作“□”，“慶”字據陳劍指教補釋；“忌”字據何有祖〈讀里耶秦簡札記（三）〉（簡帛網，2015年7月1日）補釋。“慶”字，何有祖〈讀里耶秦簡札記（三）〉（簡帛網，2015年7月1日）作“車”。]  [2116:  “解”，校釋作“劇”，據圖版和文意補釋。背面有隸臣“負解”。] 

城旦〖一〗人約車[endnoteRef:2117]：登。	舂三人級：𡛿、□、娃[endnoteRef:2118]。	8-0686正+8-0973正[endnoteRef:2119] [2117:  “一”，似因“旦”字末筆與“一”同而漏寫，據文例補釋。]  [2118:  “𡛿”，原釋文作“□”，校釋作“姱”，參考陳劍指教，據圖版改釋。]  [2119:  本簡綴合據校釋一。] 

八月乙酉，庫守悍敢言之：疏書作徒薄（簿）牒北（背），上。敢言之。／逐手。
乙酉旦，隸臣負解行廷。	8-0686背+8-0973背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(作徒簿)
	表題
	二十九年（218）八月乙酉（24）、庫守の悍 (かん)が作徒簿：

	
	人員
	
	司空より城旦四人・丈城旦一人・舂五人を受け、倉より隷臣一人を受く。

	
	小計
	
	●凡そ十一人なり。

	
	本文
	
	城旦二人、甲を繕う。□・□。
城旦一人、輪を治む。慶・忌。
城旦一人、車を約す[endnoteRef:2120]。登。 [2120:  考釈：約車，《戰國策》秦策一·陳軫去楚之秦章“請爲子約車”，鮑注：“約，具也。”
また、齊策四にも
於是，約車治装，載券契而行。
於是、車を約して装を治め、券契を載せて行く。
とある。「約」の本義は「纏束」（説文）なので、約車は、車に馬を繫いで出発の準備をすることをいうか。（目下、「具車」は検出できないが、「具車」の方は、車を組み立てること、若しくは組み立て済みの車だろうか）] 

	丈城旦一人、車を約す。缶 (ふ)。
隷臣一人、門す[endnoteRef:2121]。負□。 [2121:  門とは門番をすることか。以下の関連用例あり。
8-0244「一人門」・9-0623「二人門」・9-1479「三人門」
9-1062「庫門者捕鼠十〼」・9-1621「少内門者□□□〼」・9-1972「〼廷獄門守府〼」・9-2283「皆以郵門亭行」
8-0758「令曰：吏僕、養、走、工、組織、守府門、削匠及它急事不可令田，六人予田徒四人」（訳注稿は「守府と府門」と推測）] 

舂三人、級す[endnoteRef:2122]。□・□・娃。 [2122:  考釈：級，《說文》：“絲次弟也。”簡文或指爲絲之次弟。亦見于8-1531。（→機織り機の経糸を整形すること、つまり機織りの準備作業を指す。）] 


	
	習字?附記?
	廿（二十）廿（二十）年上之【……。】

	文書本体
	書出
	八月乙酉（24）、庫守の悍 (かん)敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	
	作徒簿を牒北に疏書して上す。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	逐手す。

	
	集配記録
	乙酉（24）旦、隸臣負解、廷に行 (や)れり。



卅（三十）一年後九月庚辰朔壬寅，少内守敞作徒薄（簿）：受司空鬼薪〼
其五人求羽：吉、渭、哀、瘛、嬗[endnoteRef:2123]。一人作務：｛穴+夗｝婉[endnoteRef:2124]。〼 [2123:  “渭”，原釋文、校釋作“□”；“瘛”，原釋文、校釋作“瘳”，參考陳劍指教，據圖版改釋。]  [2124:  “婉”，原釋文、校釋作“宛”，參考陳劍指教，據圖版改釋。] 

後九月庚辰朔壬寅，少内守敞敢言之：上。敢言之。／〼	8-2034正
後九月壬寅旦，佐□以來。／尚發。  〼	8-2034背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(作徒簿)
	表題
	三十一年（216）後九月庚辰朔壬寅（23）、少内守の敞が作徒簿。

	
	小計
	
	司空より鬼薪【……】受く。

	
	本文
	
	その五人、羽を求む：吉、□、哀、瘛瘳、嬗。
一人作務す：宛。【……。】

	文書本体
	書出
	後九月庚辰朔壬寅（23）、少内守敞敢えて之れを言う。

	
	本文
	
	
	上す。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	後九月壬寅（23）旦、佐□以て來る。／尚發 (ひら)く。｛別筆か否か判然とせず｝

	
	作成記録
	【……。】



三月丙寅，田鼂敢言之：〼	8-0179正
受倉隷妾二人〼	8-0179背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(作徒簿)
	表題
	【……。】

	
	小計
	
	倉より隷妾二人【……】受く。

	
	本文
	
	【……。】

	文書本体
	書出
	三月丙寅[endnoteRef:2125]、田鼂敢えて之れを言う。 [2125:  本簡の作成年月日は、三十一年（216）三月癸丑朔十四日の可能性が最も高いと考えられる。案ずるに、遷陵県設置期間中、三月丙寅の日が確認されるのは、秦始皇二十七年（220）三月丙午朔（21）・二十八年（219）三月庚子朔（27）・三十年（217）三月己未朔（08）・三十一年（216）三月癸丑朔（14）・三十四年（213）三月丙寅朔（01）・二世元年（209）三月壬寅朔（15）であるが、鼂という人物は、三十年九月には、少内佐（8-1583+0890）を務めており、三十一年になって田嗇夫（9-0710正）に昇進し、同年七月（8-2111+8-2136）までその地位に留まっていることが判明している。その経歴に基づき、三十年以前の可能性は完全に排除できるが、三十四年と元年については、可能性は低いながら、一部の史料が非公開となっている現状では、ないとも断言しかねる。] 


	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



卅（三十）一年四月癸未朔甲午，倉是□〼
大隸臣廿（二十）六人〼
其四人吏養：唯、冰、州、臺（？）[endnoteRef:2126]〼	8-0736正 [2126:  “臺”，原釋文、校釋作“□”，參考陳劍指教，據殘留筆畫和文例補釋。徒隸人名“唯、冰、州、臺”見於簡8-2137。] 

〼午旦，隸妾□〼	8-0736背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(作徒簿)
	表題
	三十一年（216）四月癸未朔甲午（12）、倉是□〼

	
	人員
	
	大隸臣二十六人【……。】

	
	小計
	
	

	
	本文
	
	その四人、吏養。唯・冰・州・□【……。】

	文書本体
	書出
	【……。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	【四月甲】午（12）旦、隸妾□【……。】

	
	作成記録
	【……。】



卅（三十）年十二月乙卯，畜……作徒薄（簿）。	小隸臣一人。	一人牧牛：敬。	一人病：燕。
受司空居貲……[endnoteRef:2127]				凡六人。	一人牧羊：□。	一人取菅：宛。 [2127:  “居貲”以下仍有墨跡，無法辨認，校釋作“一人......”，未必正確。] 

受倉隸妾三人。				一人牧馬武陵：獲。　一人爲連武陵：薄沮（？）[endnoteRef:2128]。	8-0688正+8-0199正+9-1895背+8-1017[endnoteRef:2129] [2128:  “沮”，原釋文、校釋一作“□”，校釋二注云“‘薄’後一字疑是‘䢐’”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。施謝捷標點爲“□武陵薄：沮(?)。”校釋一作“□武陵薄（簿）□。”]  [2129:  簡8-0688與8-0199的綴合據校釋一，加綴簡9-1895和8-1017，據里耶秦簡牘校釋小組〈《里耶秦簡（貳）》綴合補(二)〉（簡帛網，2018年5月15日）。] 

十二月乙卯，畜官守丙敢言之：上。敢言之。／□手。　　〼
十二月乙卯水十一刻刻下一，佐貳以來。尚半。　　〼	8-0688背+8-0199背+9-1895正
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(作徒簿)
	表題
	三十年（217）十二月乙卯（26）、畜【官守の丙が】作徒簿。

	
	人員
	
	司空より居貲【……二人】を受く。
倉より隸妾三人を受く。
小隸臣は一人。

	
	小計
	
	凡六人。

	
	本文
	
	一人は、馬を武陵に牧す。獲。
一人は牛を牧す。敬。
一人は羊を牧す。□。
一人は連を武陵に爲 (おさ)む[endnoteRef:2130]。薄沮 [2130:  漢語大詞典：指牲畜交配。 
《呂氏春秋‧明理》：“馬牛乃言，犬彘乃連。” 
高誘注：“連，合。”] 

一人は病む。燕。
一人は菅を取る。宛。

	文書本体
	書出
	十二月乙卯（26）、畜官守丙、敢えて之れを言う。

	
	本文
	
	
	上す。

	
	書止
	敢えて【之れを】言う。

	附記
	集配記録
	十二月乙卯（26）、水十一刻、刻下一，佐貳以來。【／[endnoteRef:2131]】尚半く。｛筆跡の同異は判然とせず｝ [2131:  「／」は綴合の繫ぎ目に当たっており、見えないが、様式に基づいて補った。] 


	
	作成記録
	／□手す。



二人付□：□、□。	其廿（二十）六人付田官。  〼
一人付田官。	一人守園：壹孫。    〼
一人付司空：牧。	二人司寇守囚┛：嫭・〼
一人作務：臣。	二人付庫：快、擾。〼
一人求白翰羽：章。	二人市工用：、亥。〼
一人廷守府：快。	二人付尉：□、□[endnoteRef:2132]。  〼	8-0663正 [2132:  “尉”下第二字，姚磊〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（一）〉（簡帛網，2015年8月19日）釋作“是”。] 

五月甲寅，倉是敢言之：寫上。敢言之。〼	8-0663背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(作徒簿)
	表題
	【……。】

	
	城旦舂（？）
	人員
	
	【……。】

	
	
	小計
	
	【……。】

	
	
	本文
	
	二人は□に付す。□・□。
一人に田官付す。
一人は司空に付す。牧。
一人は作務す。臣。
	一人は白翰羽を求む。章。
一人は廷にて府を守す。快。
【……。】

	
	隷臣妾（？）
	人員
	
	

	
	
	小計
	
	

	
	
	本文
	
	その二十六人は田官に付す。  〼
一人は園を守す。壹孫。    〼
二人は司寇して囚を守す。嫭・【……。】
二人は庫に付す。快・擾〼
	二人は工用を市す。・亥。〼
二人は尉に付す。□・□。  〼
【……。】

	文書本体
	書出
	五月甲寅（03）[endnoteRef:2133]、倉是、敢えて之れを言う。 [2133:  本簡の作成年月は、記載暦日と倉嗇夫是の経歴に基づいて、秦始皇三十一年五月初三日と推定される。案ずるに、遷陵県設置期間中、五月甲寅が確認されるのは、二十五年五月丁亥朔（28）・二十七年五月乙巳朔（10）・二十八年五月己亥朔（16）・二十九年五月甲午朔（21）・三十一年五月壬子朔（03）・三十五年五月己丑朔（26）・二世元年五月辛丑朔（14）（・二年五月丙申朔19日）であるが、是が里耶秦簡に登場するのは、三十年八月から、三十三年九月までである。その間、是は基本的に倉嗇夫を務め、三十四年以降は銜に交代されて、史料から姿を消す。なお、三十一年十一月と三月にはもと倉守を務めた妃と武も一時倉嗇夫として出納証明文書に名を連ねるが、それは「守」字が脱落した可能性も考えられる。また、是は二回ほど少内守の肩書を使うこともあるが、その数日前に倉嗇夫となっていることから、兼務であることがわかる。] 


	
	本文
	
	
	寫して上す。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



卅（三十）二年五月丙子朔庚子，庫武作徒薄（簿）：受司空城旦九人、鬼薪一人、舂三人，受倉隸臣二人。●凡十五人。
其十二人爲輿：𤟌┛、慶忌、鬾┛、鬾┛、船┛、何┛、┛、交┛、頡┛、徐┛、娃、聚[endnoteRef:2134]。 [2134:  “鬾”，原釋文、校釋作“”；“”，卽“最”字異構，原釋文、校釋作“冣”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改正。] 

一人𥿮（織）：竄。
二人捕羽：亥、羅。	8-1520正+8-1434正+8-1069[endnoteRef:2135] [2135:  本簡綴合據校釋一。] 

卅（三十）二年五月丙子朔庚子，庫武敢言之：疏書作徒日薄（簿）一牒。敢言之。／横手。
五月庚子日中時，佐橫以來。／圂發。	8-1520背+8-1434背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(作徒簿)
	表題
	三十二年（215）五月丙子朔庚子（25）、庫の武が作徒簿。

	
	人員
	
	司空より城旦九人・鬼薪一人・舂三人を受け、倉より隸臣二人を受く。

	
	小計
	
	●凡そ十五人。

	
	本文
	
	その十二人は輿を爲 (つく)る。𤟌・慶忌・鬾・鬾[endnoteRef:2136]・船・何・最・交・頡・徐・娃・聚。 [2136:  鬾という人名が二回続けて出現することについては、衍字説と誤字説等があるが、間に区切り記号があることから、衍字説は排除できる。二つ目の「鬾」が誤字という可能性は完全には否定できないが、二人の同名の刑徒を指すとも推測される。] 

一人は織る。竄。
二人は羽を捕う。亥・羅。

	文書本体
	書出
	三十二年（215）五月丙子朔庚子（25）、庫の武、敢えて之れを言う。

	
	本文
	
	
	作徒日簿一牒を疏書す。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	五月庚子（25）日中時、佐橫、以て來る。／圂 (こん)發 (ひら)く。

	
	作成記録
	横手す。



鄕
	文書構造
	讀み下し文

	標題
	某年某月某日，某鄕某徒簿／作徒簿

	人員
	
	受倉隸臣妾若干人。
受司空城旦舂若干人。
受司空鬼薪白粲若干人。
受司空居責城旦若干人。

	小計
	
	●凡若干人

	正文
	
	其若干人作某：某、某。
若干人作某：某、某。



卅（三十）五年七月戊子朔癸巳，貳春鄕茲徒薄（簿）。　　●凡一人。，□[endnoteRef:2137]小畜：□[endnoteRef:2138]〼 [2137:  未釋字，校釋作“羡”， 施謝捷《里耶秦簡釋文稿》作“義”。]  [2138:  “凡一人。□小畜□”，施謝捷《里耶秦簡釋文稿》作“凡一人義。小畜□”，未必正確。] 

受倉隷妾一人。	8-0962+8-1087[endnoteRef:2139] [2139:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	表題
	三十五年（212）七月戊子朔癸巳（06）、貳春鄕の茲 (じ)が徒簿。

	人員
	
	受倉隷妾一人。

	小計
	
	●凡一人。

	本文
	
	小畜を□す。□【……。】



卅（三十）年十月癸卯，貳春鄕守綽作徒薄（簿）：受司空居責、城旦、鬼薪六人、舂（？）[endnoteRef:2140]。〼 [2140:  “舂”，原釋文、校釋未釋，據石原遼平〈里耶秦簡貳春鄕作徒簿綴合メモ（八－七八七＋一三二七＋八－一一六一＋八－七八〇）〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP，2016年10月6日）補釋。] 

其一人浞土[endnoteRef:2141]：𥅚[endnoteRef:2142]。	一人徒養（？）□[endnoteRef:2143]〼 [2141:  “浞”，原釋文、校釋作“治”，參考陳劍指教，據圖版改釋。“浞”字，《廣雅》釋詁上云“浞，漬也”，似爲制陶、制磚準備工程，卽將土漬於水中，以除掉雜物，相當於現代語所謂“水簸”。]  [2142:  “𥅚”，原釋“晇”，校釋作“胯”，參考簡9-0018等字形，據圖版改釋。]  [2143:  “養”，原釋文、校釋作“□”，據石原遼平〈里耶秦簡貳春鄕作徒簿綴合メモ（八－七八七＋一三二七＋八－一一六一＋八－七八〇）〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP，2016年10月6日）補釋。] 

三人負土：軫┛、乾人┛、央芻。	〼
二人取城□柱爲甄廡[endnoteRef:2144]：賀┛、何。 [2144:  “□”，原釋文作“椯”，胡平生〈讀《里耶秦簡（壹）》筆記（四）〉（簡帛網，2012年5月4日）作“桷”，恐均與字形和文意不合。] 

三人病：骨┛、駠┛、成。	8-1327+8-0787+8-1161+8-0780[endnoteRef:2145] [2145:  簡8-1327與8-0787的綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（二）〉（簡帛網，2012年5月14日）；加綴簡8-1161與8-0870據石原遼平〈里耶秦簡貳春鄕作徒簿綴合メモ（八－七八七＋一三二七＋八－一一六一＋八－七八〇）〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP，2016年10月6日）。
この簡牘は、明らかに行ごとに上から下へと書かれている。] 

	文書構造
	讀み下し文

	表題
	三十年（217）十月癸卯（13）、貳春鄕守の綽 (しゃく)が作徒簿。

	人員
	
	司空より居責・城旦・鬼薪六人を受く。【……。】

	小計
	
	

	本文
	
	その一人は土を浞。𥅚。
三人は土を負う。軫・乾人・央芻。
二人は、城□柱を取り甄が廡と爲す。賀・何。
三人は病む。骨・駠・成。
	一人は徒養【……。】
【……。】




卅（三十）年十一月丁亥，貳春鄕守朝作徒薄：受司空城旦、鬼薪五人、舂白粲二人。凡七人。
其五人爲甄廡取茅：賀┘、何[endnoteRef:2146]┘、成┘、臧┘、𥅚。　　一人徒養：骨。 [2146:  “何”，原釋文作“府”，校釋據簡8-1370+9-0516+9-0564改釋。] 

一人病：央芻。	9-0018正
田手。	9-0018背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(作徒簿)
	表題
	三十年十一月丁亥[endnoteRef:2147]、貳春鄕守の朝[endnoteRef:2148]が作徒薄。 [2147:  卅年十一月丁亥 ： 30 年 11 月は庚申朔 (8-141+8 141+8 -668 )のため、丁亥は28日（石原┘ジュメ）]  [2148:  貳春鄕守朝：卅年十一月癸未の作徒簿では貳春鄕守は徹であるため、朝はこの時貳春鄕守に就任したばかり。令史朝(8 -1560)あるいは令佐朝(8-210、8-1583)と同一人物か。（石原┘ジュメ）] 


	
	人員
	
	司空より城旦・鬼薪五人、舂白粲二人を受く。

	
	小計
	
	凡そ七人。

	
	本文
	
	其の五人は甄廡[endnoteRef:2149]が爲に茅を取る。賀[endnoteRef:2150]・何・成・臧・𥅚[endnoteRef:2151]。 [2149:  甄廡：校釈は『儀礼』の鄭玄注「古文甒爲廡」に從い「廡」を𤮢・甒(かめ)と解する。「甄廡」はほかに「枯傳甄廡　」(8-1707)「取城□柱為甄廡」（8-787+1327+780）ともある。（鈴木報告は「甄廡」を土器工房の屋根と考える。）（石原┘ジュメ）｛甄は陶器をつくること→陶器作りのために燃料として茅を]  [2150:  賀：賀は29年9月に貳春鄕で土器の製作を学んでいる(8-1146)。29年9月の時点ではその他人々は土運びをしている。その他の人々は土運びをしている。その後の貳春鄕での土器づくりでは必ず賀の名が冒頭にみられること、賀が製陶関連以外 の労役に就いた例が見られないことなどから、賀が貳春鄕の土器づくりのリーダであったとみられる。（石原┘ジュメ）]  [2151:  𥅚：おそらくJ1⑬954「姱」と同一人物である。J1⑬954は張春龍論文で引用されているものであり、図版が公開されていないため、単に「𥅚」の誤釈である可能性もある。（石原┘ジュメ）] 

一人は徒養。骨[endnoteRef:2152]。 [2152:  骨：おそらく8-1259「滑」と同一人物である。音が同じため「骨」と表記されたと考えられる。『説文』「滑、利也。从水骨聲」（石原┘ジュメ）] 

一人は病む。央芻[endnoteRef:2153]。 [2153:  一人病央芻：央芻の身分は舂(8-1576)。本簡でも9-564でも⑥「一人病央芻」の部分が薄くなっており、末尾に書き足した可能性がある。（石原┘ジュメ）] 




廿（二十）九年九月戊午，貳春□〼
其一學甄：賀。	〼
四人負土：臧、成┛、駠┛、骨。〼	8-1146
	文書構造
	讀み下し文

	表題
	二十九年（218）九月戊午（27）、貳春□【……。】

	人員
	
	

	小計
	
	

	本文
	
	その一（人）は甄を學ぶ。賀。
四人は土を負う。臧・成・駠・骨。
	【……。】



卅（三十）三年五月庚午朔己丑[endnoteRef:2154]，貳鄕[endnoteRef:2155]守吾作徒薄（簿）：受司空白粲一人，病。	8-1255+8-1323+8-1207[endnoteRef:2156] [2154:  “五”，原釋文、校釋作“正”，據趙巖〈里耶秦紀日簡牘劄記〉（簡帛網，2012年10月31日，後收《簡帛》第八輯，2013年）改正。]  [2155:  校釋注：“原釋文‘貳’後以爲脫一字。今按：貳鄕，亦見於8-1742+8-1956。應爲‘貳春鄕’省稱。”]  [2156: 　本簡綴合據校釋一。碴口、墨跡不十分密合。] 

	文書構造
	讀み下し文

	表題
	三十三年（214）五月庚午朔己丑（20）、貳鄕守の吾が作徒簿。

	人員
	
	司空より白粲一人を受け、病 (や)む。

	小計
	
	

	本文
	
	



卅（三十）年十一月癸未，貳春鄕徹作徒薄。受司空城旦〼
其五人爲甄廡取䓮：賀┘、何┘、成┘、臧┘、𥅚。　〼
一人病：央芻。　　〼
一人徒養：骨。　　〼	9-0564+9-0516[endnoteRef:2157] [2157:  本簡綴合據《里耶秦簡（貳）》。校釋二另將簡8-1370遙綴在其下方，但寬度、紋路不合，不可信。] 


〼鄕守吾作徒薄（簿）：受司空白粲一人，病。  〼	8-1340
	文書構造
	讀み下し文

	表題
	【……貳春】鄕守の吾が作徒簿。

	人員
	
	司空より白粲一人を受け、病 (や)む。

	小計
	
	

	本文
	
	



〼子，貳鄕守吾作徒薄（簿）：受司空白粲一人，病。	8-1742+8-1956[endnoteRef:2158] [2158:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	表題
	【……】子、貳鄕守の吾が作徒簿。

	人員
	
	司空より白粲一人を受け、病む。

	小計
	
	

	本文
	
	



卅（三十）年十月辛亥，啓陵鄕守高作[endnoteRef:2159]〼 [2159:  “作”，校釋未釋，原釋文作“□”，據圖版仍可辨認作字輪廓，文例亦合。] 

受司空仗城旦二人┛。
二人治傳舍。它┛、骨。	8-0801
	文書構造
	讀み下し文

	表題
	三十年（217）十月辛亥（21）、啓陵鄕守の高が作【徒簿。】

	人員
	
	司空より仗城旦二人を受く。【……。】

	小計
	
	【……。】

	本文
	
	二人、傳舍を治む。它・骨。



卅（三十）一年四月癸未朔癸卯，啓陵鄕守逐作徒薄（簿）：	受司空仗城旦一人	其一人稟[endnoteRef:2160]〼 [2160:  “稟”，校釋未釋，原釋文作“□”，據殘留筆畫和文例補釋。相關辭例見簡9-2341、9-0038、J1⑩0122+J1⑩0008、J1⑩0010、J1⑯0076、J1⑯0538、J1⑯0996（參看張春龍〈里耶秦簡中遷陵縣之刑徒〉，《古文字與古代史》第3輯）等。] 

受倉大隸妾三人。					凡四人。		一人行〼[endnoteRef:2161]	8-1278+8-1757[endnoteRef:2162] [2161:  この簡牘は、明らかに欄ごとに右から左へと書かれている。]  [2162:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	表題
	三十一年（217）四月癸未朔癸卯（21）、啓陵鄕守の逐が作徒簿。

	人員
	
	倉より大隸妾三人を受く。
司空より仗城旦一人を受く。

	小計
	
	凡四人。

	本文
	
	その一人は、稟【人。】		【……】
一人は【書を】行る。



卅（三十）一年四月癸未朔乙未，啓陵鄕守元作徒薄（簿）：	受司空城〼
受倉大隷妾三人。　　					仗城旦一人。　〼		8-1759+9-0819[endnoteRef:2163] [2163:  綴合據校釋二。] 

	文書構造
	讀み下し文

	表題
	三十一年（216）四月癸未朔乙未（13）、啓陵鄕守の元が作徒簿。

	人員
	
	倉より大隷妾三人を受け、司空より城【旦一人・】仗城旦一人を受く。

	小計
	
	【……。】

	本文
	
	【……。】



卅（三十）一年四月癸未朔丁未，啓陵鄕守逐作徒薄（簿）：	其一人稟人。　　一〼[endnoteRef:2164] [2164:  據，“一”下爲“人捕羽”。] 

受倉大隸妾三人。					一人行書。　　〼	9-0038
	文書構造
	讀み下し文

	表題
	三十一年四月癸未朔丁未、啓陵鄕守の逐が作徒簿。

	人員
	
	倉より大隸妾三人を受く。

	小計
	
	-

	本文
	
	其の一人は稟人。
一人は書を行る。
一【人は羽を捕う。】



卅年四（？）月癸未朔丙午[endnoteRef:2165]，啓陵鄕守逐作徒薄（簿）：	其一人稟人[endnoteRef:2166]。	一人捕羽。 [2165:  “一”，原釋文、校釋作“□”，據9-0038、8-1278+8-1757、9-1923文例補釋；“四”，原釋文、校釋作“□”，據9-0038等文例和殘留筆畫補釋。。]  [2166:  “稟人”，原釋文作“□□”，據校釋補釋。] 

受倉大隸妾三人。				一人行書	9-2341正
㝡手。	9-2341背

卅（三十）一年四月癸未朔戊申，啓陵鄕守逐〼
受倉大隸妾三人。〼	9-1923

〼啓陵鄕元〼[endnoteRef:2167]	9-0114 [2167:  簡上端似折斷，據圖版補標斷簡符號。] 


卅（三十）五年七月戊〼
受倉隷〼	8-0991
	文書構造
	讀み下し文

	表題
	三十五年（212）七月戊【……。】

	人員
	
	倉より隷【……】受け【……。】

	小計
	
	【……。】

	本文
	
	【……。】



受倉小隷臣二人	8-1713
	文書構造
	讀み下し文

	表題
	【……。】

	人員
	
	倉より小隷臣二人を受く。

	小計
	
	【……。】

	本文
	
	【……。】



〼……居貲[endnoteRef:2168]〼 [2168:  “居貲”，原釋文、校釋作“□□”，參考陳劍指教，據圖版補釋。] 

〼……倉隸妾四〼
〼……凡八十三人。〼
〼……其三人付畜官〼	8-2097
	文書構造
	讀み下し文

	表題
	【……。】

	人員
	
	……居貲……
……倉より隸妾四【人を受く。……。】
……凡三十八人。
……其三人付畜官【……。】

	小計
	
	【……。】

	本文
	
	【……。】



卅（三十）一年五月壬子朔丁巳，都鄕□〼
受司空城旦一人、倉隸妾二人。〼	8-0196正+8-1521正[endnoteRef:2169] [2169:  本簡綴合據校釋一。] 

〼□〼
五月丁巳旦，佐初以來。／欣發　〼	8-0196背+8-1521背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(作徒簿)
	表題
	三十一年（216）五月壬子朔丁巳（06）、都鄕□【……。】

	
	人員
	
	司空より城旦一人・倉隸妾二人を受く。

	
	小計
	
	【……。】

	
	本文
	
	【……。】

	文書本体
	書出
	【……。】

	
	本文
	
	
	【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	集配記録
	五月丁巳（06）旦、佐初以て來る。／欣 (きん)發 (ひら)く。

	
	作成記録
	【……。】



卅（三十）一年五月壬子朔壬戌，都鄕守是徒薄（簿）：〼
受司空城旦一人，倉隸妾二人。　　〼
一人捕獻。　　〼
二人病。　　〼	8-2011正
五月壬戌，都鄕守是敢[endnoteRef:2170]：〼 [2170:  “敢”，原釋文、校釋作“□”，館藏簡作“謁”，據館藏簡紅外綫圖版改釋。“言”、“之”，原釋文、校釋均作“□”，館藏簡作“□□”，據文例補釋。] 

五月壬戌旦，佐初以來。／氣發。〼	8-2011背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(作徒簿)
	表題
	三十一年（216）五月壬子朔壬戌（11）、都鄕守の是 (し)が徒簿。

	
	人員
	
	司空より城旦一人、倉より隸妾二人を受く。  〼

	
	小計
	
	【……。】

	
	本文
	
	一人は　獻（ずべきもの）を捕え。【……。】〼
二人は病む。

	文書本体
	書出
	五月壬戌（11）、都鄕守の是、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	作成記録
	【……。】

	
	集配記録
	五月壬戌（11）旦、佐初、以て來る。／氣發 (ひら)く。



二月辛未，都鄕守舍徒薄（簿）：〼
受倉隷妾三人，司空城〼
凡六人，捕羽：宜┛、委┛、□〼	8-0142正
二月辛未旦，佐初□〼	8-0142背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(作徒簿)
	表題
	二月辛未（12）[endnoteRef:2171]、都鄕守の舍が徒薄（簿）。 [2171:  本簡の作成年月は、三十五年二月十二日の可能性が最も高いと考えられる。案ずるに、遷陵県設置期間中、「二月辛未」は、秦王政二十五年二月戊午朔（14）・始皇二十六年二月癸丑朔（19）・二十八年二月辛未朔（01）・二十九年二月乙丑朔（07）・三十二年二月丁未朔（25）・三十五年二月庚申朔（12）・三十六年二月甲寅朔（18）・三十七年二月己酉朔（23）というように、都合八回見受けられるが、初が都鄕佐を務めた時期としては、現在三十一年四月と三十二年五月が確認される。一方、二十八年五月と三十五年十一月には、敬と宣もしくは擇と啓とが都鄕守と佐を務めている。三十五年七月に、佐の沈が都鄕守を兼任していることからすれば、都鄕の佐が必ずしも複数いるとは言えず、本簡が作成された「二月辛未」に都鄕守の舍と佐の初のほかにさらに佐が配置されていたと考えにくいことから、少なくとも二十八年以前と三十五年以降の可能性は排除できると考えて差し支えあるまい。二十九年については目下確認できる史料が検出できない。] 


	
	人員
	
	倉より隷妾三人、司空より城【……】を受く。

	
	小計
	
	凡そ六人、

	
	本文
	
	羽を捕る。宜、委、□【……。】

	文書本体
	書出
	【……、敢えて之れを言う。】[endnoteRef:2172] [2172:  據文書格式，本簡背面第一行應有上行文書，疑被刮削或裁斷。] 


	
	用件
	
	
	【……。】

	
	書止
	【敢えて之れを言う。】

	附記
	作成記録
	【……。】

	
	集配記録
	二月辛未旦、佐の初□〼




月作簿
	文書構造
	讀み下し文

	標題
	某年某月，某鄕某徒簿／作徒簿｛也有注明曆日者。｝

	人員
	
	城旦鬼薪積若干人。
舂白粲積若干人。
隸臣妾積若干人。
居貲／責積若干人

	小計
	
	●凡積若干人

	正文
	
	若干人作某。
若干人作某。



■卅（三十）年八月貳春鄕作徒薄（簿）：	●凡積二百九十二人。〼
■城旦、鬼薪積九十人。		卅（三十）人甄。〼
■仗城旦積卅（三十）人。		六人佐甄。〼
■舂、白粲積六十人。			廿（二十）二人負土〼
■隸妾積百一十二人。			〼二人｛爿＋肉（？）＋衣｝（装）瓦。	8-1631+8-1143[endnoteRef:2173] [2173:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	表題
	三十年（217）八月、貳春鄕が作徒簿。

	人員
	
	城旦・鬼薪積べ九十人。
仗城旦積べ三十人。
舂・白粲積べ六十人。
隸妾積べ百一十二人。

	小計
	
	●凡そ積 (の)べ二百九十二人。

	本文
	
	三十人は甄す。【……。】
六人は甄を佐 (たす)く。【……。】
二十二人は土を負う。【……。】
【……】二人は瓦を装 (つ)む。



廿（二十）八年九月丙寅，貳春鄕守畸〖作〗徒薄（簿）[endnoteRef:2174]：	〼 [2174:  “徒”上（或下）脫“作”一字，原釋文、校釋一未釋，據文例補釋。] 

積卅（三十）九人。				〼
十三人病，				〼
廿（二十）六人徹城。				〼	8-1280
	文書構造
	讀み下し文

	表題
	二十八年（219）九月丙寅（29）、貳春鄕守の畸が作徒簿。

	人員
	
	

	小計
	
	積 (の)べ三十九人。

	本文
	
	十三人は病み、
二十六人は徹城。



		〼朔丁未，都鄕守[endnoteRef:2175]〼 [2175:  “守”，原殘存“宀”，施謝捷釋爲“守”，校釋作“□”，並注明“‘鄕’下一字，似爲‘守’。”] 

■城旦、舂五十八人。	隸妾積五十八人。	〼
■隸妾居貲五十八人。	凡百七十四人。		〼	8-1095
	文書構造
	讀み下し文

	表題
	【……】朔丁未、都鄕守【の某が作徒簿。】

	人員
	
	城旦・舂五十八人。
隸妾の居貲するもの五十八人。
	隸妾積 (の)べ五十八人。

	小計
	
	凡そ百七十四人。

	本文
	
	【……。】



〼	卅（三十）五人病。〼
〼	五人□〼	8-1812
	文書構造
	讀み下し文

	表題
	【……。】

	人員
	
	【……。】

	小計
	
	【……。】

	本文
	
	三十五人は病む。
五人は□【……。】



最
■卅（三十）四年十二月倉徒簿（最）。	男七十二人牢司馬。	男百五十人居貲司空。	男卅（三十）人付司空。	女六十人行書廷。	女卌（四十）四人付貳春。	女卅（三十）人牧鴈。
■大隸臣積九百九十人。	男卅（三十）人輸戜（鐵）官未報。	男九十人𣪠（繫）城旦。	男卅（三十）人與史謝具獄。	女九十人求菌。	女六人取薪。	女卌（四十）人爲除道通食[endnoteRef:2176]。 [2176:  “爲”、“通”，選編作“易”、“□”，據館藏簡補改釋。] 

■小隸臣積五百一十人。	男十六人與吏上計。	男卅（三十）人易除道□食。	●女五百一十人付田官。	女六十人會逮它縣。	女廿（二十）九人與少内段買徒衣。	女卅（三十）人居貲無陽。
■大隸妾積二千八百七十六。	男四人守囚。	男十八人行書守府。	女六百六十人助門淺。	女六十人□人它縣。	女卅（三十）人與庫佐午取桼。	女廿（二十）三人與吏上計。
■凡積四千三百七十六。	男十人養牛。	男卅（三十）四人庫工。	女卌（四十）四人助田官穫。	女九十人居貲臨沅。	女卅（三十）六人付畜官。	女七人行書酉陽。
■其男四百廿（二十）人吏養。	男卅（三十）人廷守府。	小男三百卅（三十）人吏走。	女百卌（四十）五人𣪠（繫）舂。	女十六人輸服弓。	女卌（四十）九人與史武輸鳥。	女卅（三十）人守邸[endnoteRef:2177]。 [2177:  “邸”，選編“□”，館藏簡作“船”，參考陳劍指教，據圖版改釋。] 

■男廿（二十）六人與庫武上省。	男卅（三十）人會逮它縣。	男卅（三十）人廷走。	女三百六十人付司空。	女卌（四十）四人市工用。	女六十人付啓陵。	女卅（三十）人付庫[endnoteRef:2178]。 [2178:  女性に関わる個別項目の合計人数は2886人で、第一蘭の「大隷妾積二千八百七十六」より十人多い。恐らく、清書の段階で個別項目の人数を卅を卌に或いは廿を卅に誤って写したためと推定される。或いは日ごとの作徒簿から最のデータを纏める時に、小計と内訳の個別項目とに分けてそれぞれの述べ人数を計算することも考えられるが、その場合には、延べ人数の計算に誤りが生じた可能性もある。（なお、わけて計算する場合には、下書きの段階で小計の延べ人数と個別項目の延べ人数を照合するとも考えられるので、清書段階での誤写の方が可能性が高いのではないか）] 

	男卅（三十）人與史□具獄。	男九十人亡。	女二百七十人居貲司空。	女卅（三十）三人作□[endnoteRef:2179]。			J1⑩1170 [2179:  分かりやすく表に纏めてみると次のようになる。
] 

	文書構造
	讀み下し文

	表題
	三十四年十二月倉が徒簿の最。

	人員
	
	大隸臣、積 (の)べ九百九十人。
小隸臣、積べ五百一十人。
大隸妾、積べ二千八百七十六。

	小計
	
	凡そ積べ四千三百七十六。

	
	
	

	本文
	
	其の男四百二十人は、吏が養。
男二十六人は、庫の武と與に上省す。
男七十二人は、牢司馬（司馬に牢す？）。
男三十人は、鐵官に輸するも未だ報ぜず。
男十六人は、吏と與に計を上す。
男四人は囚を守す。
男十人は牛を養う。
男三十人は廷が守府。（廷にて府を守す。）
男三十人は它縣に會逮す。
男三十人は史の□と與に獄を具す。
男百五十人は、司空に居貲す。
男九十人は城旦に繫げらる。
男三十人は易除道□食。
男十八人は書を守府に行る。
男三十四人は庫が工たり。（庫にて工す？）
小男三百三十人は吏が走たり。
男三十人は廷が走たり。
男九十人は亡ぐ。
男三十人は司空に付す。
男三十人は史の謝と與に獄を具す。
	●女五百一十人は田官に付す。
女六百六十人は門淺を助く。
女四十四人は田官の穫を助く。
女百四十五人は舂に繫げらる。
女三百六十人は司空に付す。
女二百七十人は司空に居貲す。
女六十人は書を廷に行る。
女九十人は菌を求む。
女六十人は它縣に會逮す。
女六十人□人は它縣。
女九十人は臨沅に居貲す。
女十六人は服弓を輸 (おく)る。
女四十四人は工用を市 (あきな)う。
女三十三人は□を作す。
女四十四人は貳春に付す。
女六人は薪を取る。
女二十九人は少内の段と與に徒が衣を買う。
女三十人は庫佐の午と與に桼を取る。
女三十六人は畜官に付す。
女四十九人は史の武と與に鳥を輸る。
女六十人は啓陵に付す。
女三十人は鴈を牧す。
女四十人は除道が爲に食を通ず。
女三十人は無陽に居貲す。
女二十三人は吏と與に計を上す。
女七人は書を酉陽に行る。
女三十人は邸を守す。
女三十人は庫に付す。



〼亭作徒薄㝡（最）[endnoteRef:2180]。	9-0246[endnoteRef:2181] [2180:  亭、最發行の機關を指しており、貳春亭等の可能性がある。原釋文は「亭」とし、校釋は「亭」とする。劉自穩「讀里耶秦簡札記」（http://www.bsm.org.cn/show_article.php?id=3375）はこれらを否定し、「倉」とするが、圖版を確認すると倉とは字形が合わない。なお、殘缺狀況からすれば、本簡は、標題を除けば、もと第一蘭にのみ記載があったと推測されるが、記載が少ないのは恐らく亭に常住の卒が一人か二人のみで、積三十日の仕事が一行に纏めて書かれていると推測される。倉の最は恐らく記載量がはるかに多く、本簡のように第二蘭に當たる場所が空白となる可能性が極めて低い。]  [2181:  本簡の下方は折れて失われているが、文章が完結しているため、原釋文に見える斷簡記號を削除した。なお、本簡の上方には、殘存の標題の書出し部分のほかに一か月の勞働内容を簡潔に記した一行の記載があったと推測される。] 


未詳
〼……□。		二人付少内。
〼……寇。		一人取角。
〼……□。		六人作廟。
〼……□。		二人伐竹。		小城旦十人。
〼……□人守□。	七人□□。		其八人付田官。
〼……作園。		二人爲庫取｛艹/灌｝（𦻃[endnoteRef:2182]）。		二人載粟輸。 [2182:  “𦻃”，原釋文、校釋作“灌”，參考陳劍指教，據圖版改正。“𦻃”，讀“胡官切”，荻類植物，與“雚”爲一字繁簡，古書或混作“萑”。本簡｛艹/灌｝又是“𦻃”的另一種繁化字。] 

〼……畜官。		一【人】取□。
〼……吏□令[endnoteRef:2183]。	一人爲笥[endnoteRef:2184]。 [2183:  “吏”，原釋文、校釋均作“□”，參考陳劍指教，據殘留筆畫和文意補釋。其前缺文應爲“若干人與”。“□”，左方似“隹”，一說疑爲“讎”字。（一說亦據陳劍指教）]  [2184:  “爲”，原釋文、校釋均作“□”，據殘留筆畫和文意補釋。] 

〼……□載粟輸。」	8-0162
	文書構造
	讀み下し文

	表題
	【……。】

	城旦舂（？）
	人員
	
	【……。】

	
	小計
	
	【……。】

	
	本文
	
	〼……□。
〼……（司）寇。
〼……□。
〼……□。
〼……□人は□を守す。
〼……は園に作す。
〼……畜官。
〼……吏（と與に）令を讎 (ただ)す。
	二人は少内に付す。
一人は、角を取る。
六人は、廟に作す。
二人は竹を伐る。
七人は□□。
二人は庫が爲に灌を取る。
一【人】は□を取る。
一人は笥を爲 (つく)る。

	小城旦
	人員
	
	小城旦十人。

	
	本文
	
	その八人は田官に付す。
二人は、粟を載せて輸 (おく)る。



〼□。
〼□。	一人徒養：渭。
〼□錢□	一人載粟：畜。
		●小舂五人。
		其三人付田。	8-0239
	文書構造
	讀み下し文

	表題
	【……。】

	城旦舂（？）
	人員
	
	【……。】

	
	小計
	
	【……。】

	
	本文
	
	【……】〼□。
【……】〼□。
【……】〼□錢□
	【……。】
一人は徒養。渭。
一人は粟を載す。畜。

	小舂
	人員
	
	●小舂は五人。

	
	本文
	
	その三人は田（官）に付す。



〼	三人除道沅陵。	四人繕官。
〼	一人門。	二人爲匱。
〼	一人乾㓝。	一人徒養。	8-0244
	文書構造
	讀み下し文

	表題
	【……。】

	人員
	
	【……。】

	小計
	
	【……。】

	本文
	
	三人は沅陵に除道す。
一人は門。
一人は、㓝を乾かす。
	四人は、官を繕う。
二人は、匱を爲 (つく)る。
一人は、徒養たり。



〼己丑，將田鄕守敬作徒薄。	其一人病。		其一〼　　〼徒養。
〼				毄（繫）城旦一人上稟。	小隷妾一人蓐芋[endnoteRef:2185]。 [2185:  “隸”，原釋文、校釋失釋，據殘留筆畫和文意補釋。] 

〼人上稟。			舂二人。
〼蓐芋。			其一人上稟。	9-2298+9-1781+8-1861[endnoteRef:2186] [2186:  簡9-2298與9-1781的綴合據校釋二，加綴簡8-1861據石原遼平〈里耶秦簡9-2298+9-1781簡と8-1861簡の綴合に関する覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2020年6月5日）] 

	文書構造
	讀み下し文

	表題
	【某年某月某朔】己丑、將田鄕守の敬が作徒薄。

	人員/小計
	
	【城旦／鬼薪？若干人。】

	本文
	
	【その若干】人、稟を上す。
【その若干人、】芋を蓐す。
其の一人、病む。

	人員/小計/本文
	
	繫城旦一人、稟を上す。

	人員/小計
	
	舂二人。

	本文
	
	其一人上稟。
其一【人】徒養。

	人員/小計/本文
	
	小隷妾一人は蓐芋。



〼人繕官府：羅。	〼
〼人爲司寇：愛。	〼	8-0567
	文書構造
	讀み下し文

	表題
	【……。】

	人員
	
	【……。】

	小計
	
	【……。】

	本文
	
	【一】人は、官府を繕う。羅。
【一】人は、司寇と爲る。愛。
	【……。】
【……。】



〼三人□□□□□。	〼
〼二人繕官府：羅、梬。	〼
〼……〼	8-0569
	文書構造
	讀み下し文

	表題
	【……。】

	人員
	
	【……。】

	小計
	
	【……。】

	本文
	
	三人は□□□□□。
二人は官府を繕う。羅・梬。
	【……。】
【……。】



〼臧┛、骨。			〼
〼賀┛、何、成┛、軫┛、乾人[endnoteRef:2187]。	〼	8-0822 [2187:  校釋已指出“據8-780何、成爲二人。”又可參考簡8-1146：“四人負土：臧、成┛、駠┛、骨。〼”簡文已漏寫鈎形符號。] 

	文書構造
	讀み下し文

	表題
	【……。】

	人員
	
	【……。】

	小計
	
	【……。】

	本文
	
	【……】臧・骨。
【……】賀・何成・軫・乾人
	



〼		付[endnoteRef:2188]小隸妾八人。 [2188:  「使」か] 

〼之。	六人付田官。
〼		一人牧鴈：豫。	8-0444
	文書構造
	讀み下し文

	表題
	【……。】

	人員
	
	【……。】

	小計
	
	【……。】


	本文
	
	〼
〼之。
〼

	内訳
	
	付小隸妾八人。
六人は田官に付す。
一人は鴈を牧す。豫。



〼□徒作薄（簿）[endnoteRef:2189]。	一人□□：□。				六人治邸[endnoteRef:2190]：□□□□〼 [2189:  “徒”、“作”，原釋文、校釋均作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（三）〉（簡帛網，2015年7月1日）、同〈里耶秦簡牘釋讀札記（二則）（修訂稿）〉（簡帛網，2015年11月13日）補釋。]  [2190:  “邸”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（三）〉（簡帛網，2015年7月1日）、同〈里耶秦簡牘釋讀札記（二則）（修訂稿）〉（簡帛網，2015年11月13日）補釋。] 

		一人付畜官：瑣。			一人爲炭[endnoteRef:2191]：勮（劇）[endnoteRef:2192]。 [2191:  “炭”，原釋文未釋，校釋作“舄”，據何有祖〈釋里耶秦簡牘“炭”字〉（簡帛網，2014年9月16日）改釋。]  [2192:  “勮”，原釋文、校釋作“劇”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改釋。“刀”旁“力”旁常混作不分，又如“劾”之與“刻”，“券”之與“劵”等，本簡作徒“勮”很有可能與簡8-0145之“劇”爲同一人，工作内容同樣爲“爲炭”。] 

		六人作務[endnoteRef:2193]：驚、亥、何、𠢕、{恝+广}（瘛）、田[endnoteRef:2194]。	賣牛[endnoteRef:2195]：未[endnoteRef:2196]。 [2193:  “作”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋；“務”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（三）〉（簡帛網，2015年7月1日）、同〈里耶秦簡牘釋讀札記（二則）（修訂稿）〉（簡帛網，2015年11月13日）補釋。]  [2194:  “驚”，原釋文、校釋作“□”，何有祖〈讀里耶秦簡札記（三）〉（簡帛網，2015年7月1日）作“雚”，據同〈里耶秦簡牘釋讀札記（二則）（修訂稿）〉（簡帛網，2015年11月13日）改釋。“亥”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（三）〉（簡帛網，2015年7月1日）補釋。“{恝+广}（瘛）”，原釋文、校釋作“庭”，參考陳劍指教，據圖版改釋。人名“瘛”又見於簡8-2034。]  [2195:  “一”、“人”，原釋文、校釋失釋；“賣”、“牛”，原釋文、校釋均作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）補釋。]  [2196:  “未”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）補釋。廟] 

		五人除道：澤、勝、、央、□[endnoteRef:2197]。 [2197:  “澤”、“勝”，原釋文、校釋均作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋；“”，卽“最”字異構。原釋文、校釋作“冣”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改正；“央”，原釋文、校釋均作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（三）〉（簡帛網，2015年7月1日）補釋；“央”下一字，何文云“僅殘存少許筆劃，從文例看應是‘臧’，8-1641有‘央、臧’可證”。何有祖〈里耶秦簡牘釋讀札記（二則）（修訂稿）〉（簡帛網，2015年11月13日）亦同。] 

		□人作廟[endnoteRef:2198]。	8-2089 [2198:  “廟”，原釋文、校釋作“□”，校釋謂“‘作’下一字，似爲‘廟’”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》定釋。廟の下には表面が削られた痕跡が認められるが、類例から推測するに、「廟」の下には人名がなく、文面が完結していると推測される。] 

	文書構造
	讀み下し文

	表題
	【某年某月某日、某鄕/某官の】□が徒作簿。

	人員
	
	【……。】

	小計
	
	【……。】

	本文
	
	一人□□：□。
一人付畜官：瑣。
六人作□：□、□、何、𠢕、瘛、田。
五人除道：澤、勝、最、□、□。
□人作廟。
	六人治□□□□□
一人爲炭：勮。
□□□【……。】



〼□十人。			二人付田：傰、嬰。  〼
〼□□□□官。		六人付司空：環、〼
〼人守園：壹孫。		七人付少内：革、茞、□、〼
〼人牢司寇守囚[endnoteRef:2199]：嫭、負中。	五人作務：文、窅、□〼 [2199:  校釋斷爲“人牢司寇守：囚、嫭、負中”，參考水間大輔〈里耶秦簡所見的“牢監”與牢人〉（《出土法律文獻研究》第二輯，上海人民出版社，2013年）、何有祖〈從里耶秦簡徒作簿“（牢）司寇守囚”看秦刑徒刑期問題〉（簡帛網，2015年9月7日）改正。] 

〼二付庫：快、擾。		四人付畜官：疵[endnoteRef:2200]〼 [2200:  “疵”，原釋文、校釋作“□”，參考陳劍指教，據圖版補釋。] 

〼人市工用：、亥。		三人行書□□〼
〼□□□□。〼	8-2101
	文書構造
	讀み下し文

	表題
	【……。】

	人員
	
	【……】□十人。
【……】□□□□官。

	小計
	
	

	本文
	
	〼人は園を守る。壹孫。
【……二】人は司寇に牢し、囚を守す。嫭・負中。
〼二は庫に付す。快・擾。
〼人は工用を市す。・亥。
〼□□□□。〼
	二人は田に付す。傰・嬰。
六人は司空に付す。環・【……。】
七人は少内に付す。革・茞・□【……。】
五人は作務す。文・窅 (よう)・□【……。】
四人は畜官に付す。疵【……。】
三人は書を□□に行る。【……。】



舂五十九人。	8-0059
三人病。	8-0471
其一人爲甄運土。	8-0031
二人治徒園。	8-1636
	文書構造
	讀み下し文

	表題
	【……。】

	人員
	
	【……。】
舂五十九人。
【……。】
三人病む。

	小計
	
	【……。】

	本文
	
	その一人は甄が爲に土を運ぶ。
二人は徒園を治む。



〼買蓐芋〼	8-0395
	文書構造
	讀み下し文

	表題
	【……。】

	人員
	
	【……。】

	小計
	
	【……。】

	本文
	
	【……】蓐芋を買。【……。】



□□□□□軫、乾人[endnoteRef:2201]。 [2201:  “軫”、“乾人”， 原釋文、校釋作“□□□”，據殘留筆畫和簡8-0822、8-1327+8-0787+8-1161+8-0780等文例補釋。] 

二人栝（括）傅甄廡㨱（搖）[endnoteRef:2202]：賀┛、何。	8-1707 [2202:  “栝（括）”，原釋文、校釋作“枯”；“傅”，原釋文、校釋作“傳”，參考陳劍指教，據圖版和文例改釋。“㨱（搖）”，原釋文、校釋作“枯”，據圖版補釋。栝字作“枯”形，參陶安、陳劍《〈奏讞書〉校讀札記》。“括”之常用義爲“絜束”，卽結扎、捆束，此類義跟“傅”（卽附著義）連用，及於其賓語“甄廡”之“搖”。簡J1⑩……有“爲甄廡取茅”，疑“括傅”指將“茅”等捆束並附著於“甄廡”房頂上。“㨱（搖）”，字義未詳。] 

	文書構造
	讀み下し文

	表題
	【……。】

	人員
	
	【……。】

	小計
	
	【……。】

	本文
	
	□□□□□□□□
二人は甄廡が□を括りて傅く。賀・何。



〼□陽童。		〼
〼□綽。		〼
〼□養：敬、言、𤻮。	〼
〼□。		〼	8-2099
	文書構造
	讀み下し文

	表題
	【……。】

	人員
	
	【……。】

	小計
	
	【……。】

	本文
	
	【……】□陽童。
【……】□綽。
【……】□養。敬・言・𤻮。
【……】□。
	【……。】



〼	□□〼
〼	十二人爲〼
〼	……〼	8-2108
	文書構造
	讀み下し文

	表題
	【……。】

	人員
	
	【……。】

	小計
	
	【……。】

	本文
	
	□□【……。】
十二人は爲【……。】
【……。】



〼人取菅：、□。〼	8-2148
	文書構造
	讀み下し文

	表題
	【……。】

	人員
	
	【……。】

	小計
	
	【……。】

	本文
	
	【……】人は菅を取る。、□。



〼一人與佐帶上虜課新武陵。	8-1677

〼一人。	〼
〼隷妾三人□〼	8-2171
	文書構造
	讀み下し文

	表題
	【……。】

	人員
	
	【……】一人。
【……】隷妾三人□【……。】

	小計
	
	【……。】

	本文
	
	【……。】



〼寫上。敢言之。／[endnoteRef:2203]〼	8-0724正 [2203:  “／”，原釋文、校釋失釋，參考陳劍指教，據圖版補釋。] 

〼一人病。〼	8-0724背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(作徒簿)
	表題
	【……。】

	
	人員
	
	【……】より【……】一人を【受け、】病 (や)む。

	
	小計
	
	

	
	本文
	
	
	

	文書本体
	書出
	【……、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	
	
	寫して上す。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼新武陵[endnoteRef:2204]：疵。	一人取菅：乙。　〼 [2204:  “新”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文例補釋。] 

			一人與令史上﹦（上上）計□□。	8-1472正
〼□。敢言之。　〼	8-1472背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(作徒簿)
	表題
	

	
	人員
	
	

	
	小計
	
	

	
	本文
	
	☆□武陵。疵。
	一人は菅を取る。乙。
一人は、令史の上と與に計を上す。□□。

	文書本体
	書出
	【……、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	
	
	【……】□。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】



〼[endnoteRef:2205]		八人毄（繫）舂 [2205:  本簡上右方雖然無墨跡，但上端殘缺，據本簡記載簿籍體式可知其上方原有兩行字，原釋文、校釋、館藏簡均在此兩行未標斷簡符號，據圖版補標。] 

〼		二人織：歐、婁。
〼□清、宛[endnoteRef:2206]		四人級：不耆、宜、欬、它人[endnoteRef:2207]。 [2206:  “清”，原釋文、校釋作“□”，據館藏簡補釋。“清”上方另有殘泐筆畫，館藏簡失釋，據紅外綫圖版補釋。]  [2207:  “欬”，原釋文、校釋作“劾”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（一）〉（簡帛網，20150617）改釋。] 

〼魚□追[endnoteRef:2208]	二人與上攻（功）吏皆（偕[endnoteRef:2209]：皆）、狼。 [2208:  “魚”，原釋文、校釋作“□”，據館藏簡補釋。]  [2209:  “攻（功）”，原釋文、校釋徑作“功”，據圖版改正；“吏”，館藏簡改爲“事”，並在【校訂】中云：“據圖版改釋。”“皆”下脫重文符號，據簡9-1078背+8-2429背文例補釋。] 

〼□□□[endnoteRef:2210]	二人求𦵣（菌）[endnoteRef:2211]：溫、款[endnoteRef:2212]。	8-1531正 [2210:  館藏簡【校訂】云：“或疑爲‘倓窅春’。”]  [2211:  “𦵣（菌）”，原釋文、校釋作“蓾”，據館藏簡改釋，參考陳劍指教讀爲“菌”。“蓾”、“𦵣”均係草名，宜說“取”而不應說“求”；“𦵣”又不見於早期子書和文獻。簡8-0459、8-1689、8-2371有“求菌”辭例，“圂”與“囷”讀音、字形均甚近，可以將本簡以及館藏簡J1⑩1170“𦵣”視爲“菌”異體。謝坤〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（一）〉（簡帛網，2015年6月29日）徑釋“菌”，於字形未妥。]  [2212:  “溫”，原釋文、校釋作“受”，據館藏簡改釋。] 

〼□上[endnoteRef:2213]。敢言之。／□手[endnoteRef:2214]。	8-1531背 [2213:  “上”前一字，館藏簡【校訂】云：“或疑爲‘牒’。”]  [2214:  “手”前一字，原釋文作“”，校釋作“□”，館藏簡【校訂】云：“或疑爲‘賦’。”] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(作徒簿)
	表題
	【……。】

	
	人員
	
	【……。】

	
	小計
	
	【……。】

	
	本文
	
	【……。】
【……。】
【……】清・宛。
【……】魚□□追。
【……】□□□。
	八人は舂に繫ぐ。
二人は織る。歐、婁。
四人は級す。不耆・宜・劾・它人。
二人は上功吏と與 (くみ)に偕にす。皆・狼。
二人は蓾を求む。溫・款。

	文書本体
	書出
	【……、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	
	
	□上。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	／□手す。



〼	一人稟人：廉。
〼	一人求翰羽：強。
〼	二人病：賀┛、滑。
〼	一人徒養：央芻。	8-1259正
〼	帶手。	8-1259背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(作徒簿)
	表題
	【……。】

	
	人員
	
	【……。】

	
	小計
	
	【……。】

	
	本文
	
	【……】一人は、稟人。廉。
【……】一人は、翰羽を求む。強。
【……】二人は病む。賀・滑。
【……】一人は、徒養：央芻。

	文書本体
	書出
	【……。】

	
	用件
	
	
	【……。】

	
	書止
	【……。】

	附記
	作成記録
	帶手す。

	
	集配記録
	【……。】



〼之[endnoteRef:2215]：寫上。敢言之。／忠手。〼 [2215:  “之”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文例補釋。] 

〼□發。  〼	8-0072正
〼□作徒（？）薄（簿？）。　　□〼
〼　　一人病〼	8-0072背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(作徒簿)
	表題
	【某年某月某日、某鄕/某官の】□が作徒簿

	
	人員
	
	【……。】

	
	小計
	
	【……。】

	
	本文
	
	【……。】
一人は病む。【……。】

	文書本体
	書出
	【……敢えて】之れを【言う。】

	
	用件
	
	
	寫して上す。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	忠手す。

	
	集配記録
	【……】□發 (ひら)く。



〼囚（？）[endnoteRef:2216]〼 [2216:  “囚”，原釋文、校釋作“□”，參考陳劍指教，據圖版補釋。] 

〼唯、冰、州、臺、燕（？）[endnoteRef:2217]〼 [2217:  “唯”，原釋文、校釋作“□”，參考陳劍指教，據圖版補釋。徒隸人名“唯”見於簡8-0736“其四人吏養：唯、冰、州、□〼。”“燕”，原釋文作“□”，校釋作“赤”，參考陳劍指教，據圖版改釋。徒隸人名“燕”見於簡8-1017：“一人病：燕。”] 

〼守囚：文、同、羅。　　〼
〼齰。　　〼	8-2137

〼粲二人。凡七人。　〼	8-1370[endnoteRef:2218] [2218:  校釋二將本簡遙綴在簡9-0564+9-0516下方，但寬度、紋路不合，不可信。] 


卅（三十）二人徒養。
八十四人邦司空公白羽。	8-0773正

〼一人行書：　　春。	9-0388背　【説明】正背面文字書寫順序相反。（正面は〇二丁「辭」に分類）
【……】一人、書を行る。　　春。 

[bookmark: _Toc67253403]郵書刺（郵便逓伝の記録）
甲（備え付け。遷陵県の郵便室か都郵か。取次記録？受付発送記録？）

	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	部署＋「書」＋数＋「封」。

	
	封印
	某「印」。

	
	宛先
	（詣）地名

	集配記録
	月日＋時刻＋身分＋人名＋「以來／行」



獄東曹書一封。洞庭泰（太）守府。廿（二十）八年二月甲午日入時，牢人佁以來。[endnoteRef:2219]	8-0273+8-0520[endnoteRef:2220] [2219:  “廿（二十）八年”以下爲別筆，“〘洞〙庭泰（太）守府”與“檢”有關嗎？]  [2220:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	獄東曹が書、一封。

	
	封印
	-

	
	宛先
	洞庭太守府。

	集配記録
	二十八年（219）二月甲午（24）、日入時、牢人佁[endnoteRef:2221]、以て來る。 [2221:  何有祖〈讀里耶秦簡札記（四則）〉（簡帛網，20150610）云：
8-1119、8-959+8-1291記錄的送遞書信之人都是“走佁”。“走佁”所送書信都是從獄東曹發出，“走佁”似專爲獄東曹服务。8-1829也 有“走佁”，但其上部殘缺，所殘的部分似可據8-273+8-520補充“獄東曹書一封”等內容。8-273+8-520中“牢人佁”也在爲“獄東曹”傳遞書信，亦屬於遷陵縣獄。走佁與牢人佁或許是同一人。
又參看水間大輔：《里耶秦簡所見的“牢監”與“牢人”》，《出土文獻與法律史研究》第二輯，上海人民出版社2013年。] 




獄東曹書一封。丞印。詣泰（太）守府。廿（二十）八年九月己亥水下四刻，隸臣申以來。	8-1155
	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	獄東曹が書、一封。

	
	封印
	（遷陵）丞が印。

	
	宛先
	太守府に詣る[endnoteRef:2222]。 [2222:  詣、いたる・いたす意、ここでは、文書の送り先をいう。西北漢簡の郵便記録にも同様な表現が頻出する。例えば、1930年代居延漢簡の簡130.8（A27）には、
南書二封を入る。　皆な居延都尉の章（あり）。九月十日癸亥起つ。一は敦煌に詣り、一は張掖府に詣る。郵もて行る。永元元年九月十四日夜半、椽、路伯より受く。	
という。] 


	集配記録
	二十八年（219）九月己亥（02）、水下四刻、隸臣の申、以て來る。



獄東曹書一封。令印。詣洞庭守府。●九月戊戌水下二刻，走佁以來。〼	8-0959+8-1291[endnoteRef:2223] [2223:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	獄東曹が書、一封。

	
	封印
	令が印。

	
	宛先
	洞庭守府に詣る。

	集配記録
	●九月戊戌水下二刻、走佁、以て來る。



獄東曹書一封。丞印。詣無陽[endnoteRef:2224]。●九月己亥水下三刻，走佁[endnoteRef:2225]以來。	5-22 [2224:  無陽，秦縣名。見《漢書》地理志，屬武陵郡，治今湖南省芷江侗族自治縣東北。]  [2225:  “走”、“佁”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四則）〉（簡帛網，20150610）補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	獄東曹が書、一封。

	
	封印
	（遷陵）丞が印。

	
	宛先
	無陽に詣る。

	集配記録
	●九月己亥、水下三刻、走□、以て來る。



〼書三封。[endnoteRef:2226]令印。二守府，一成紀。●九月庚寅水下七刻，走佁以來。	8-1119 [2226:  本簡上端殘缺，原釋文、校釋未標斷簡符號，據圖版補標。] 

	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	書三封。

	
	封印
	令が印。

	
	宛先
	二つは守府、一つは成紀。

	集配記録
	●九月庚寅、水下七刻、走佁、以て來る。



獄東書一封。丞印。詣競陵。／卅（三十）五年〼	8-1467正
人以來。　　〼	8-1467背
	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	獄東曹が書、一封。

	
	封印
	（遷陵）丞が印。

	
	宛先
	競陵に詣る。

	集配記録
	／卅（三十）五年（212）、【……】人、以て來る。



獄東曹[endnoteRef:2227]　　〼	8-0996 [2227:  或歸入封檢，但從簡文位置判斷，“曹”下原應有字，疑被刮削，刮削未盡而簡被廢棄。] 

	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	獄東曹【……。】

	
	封印
	【……。】

	
	宛先
	【……。】

	集配記録
	【……。】



獄南曹書三封。丞印。二詣酉陽，一零陽[endnoteRef:2228]。／卅（三十）年九月丙子旦食時，隷臣羅以來。	8-1886 [2228:  零陽，秦縣名，屬洞庭郡。見《漢書》地理志，屬武陵郡，治今湖南省慈利縣東。] 

	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	獄南曹が書、三封。

	
	封印
	（遷陵）丞が印。

	
	宛先
	二つは、酉陽に、一つは零陽に詣る。

	集配記録
	三十年（217）九月丙子（21）、旦食時、隷臣の羅、以て來る。



獄南曹書二封。遷陵印。一洞庭泰（太）守府，一洞庭尉府。●九月[endnoteRef:2229]	8-0728正+8-1474正[endnoteRef:2230] [2229:  原釋文、校釋認爲本簡上下端折斷。雖然上下端並不十分整齊，但據簡文以及簡長度可知本簡完整不缺。]  [2230:  本簡綴合據校釋一。] 

己亥餔時，牢人誤以來。	8-0728背+8-1474背
	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	獄南曹が書、二封。

	
	封印
	遷陵が印。

	
	宛先
	一つは洞庭太守府、一つは洞庭尉府。

	集配記録
	●九月己亥，餔時[endnoteRef:2231]、牢人の誤、以て來る。 [2231:  考釈：餔時，記時用語，指傍晚。睡虎地秦簡《日書》甲種135號簡云：“庚辛戊己壬癸餔時行，有七喜。”] 




獄南書一封。丞印。詣洞庭尉府。卅（三十）三年十一月癸酉夕〼	8-1823
	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	獄南曹が書、一封。

	
	封印
	（遷陵）丞が印。

	
	宛先
	洞庭尉府に詣る。

	集配記録
	三十三年（214）十一月癸酉（01）、夕【……。】



獄南曹　　〼[endnoteRef:2232]	8-1760 [2232:  或歸入封檢，但從簡文位置判斷，“曹”下原應有字，疑被刮削，刮削未盡而簡被廢棄。] 

	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	獄南曹【……。】

	
	封印
	【……。】

	
	宛先
	【……。】

	集配記録
	【……。】



尉曹書三封。令印。  廿（二十）八年九月庚子水下二刻，走祿以來。
其一詣銷，
一丹陽，
一競（？）陵[endnoteRef:2233]。	8-0453 [2233:  “競”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	尉曹が書、三封。

	
	封印
	令が印。

	
	宛先
	その一つは、銷、一つは丹陽、一は、競陵に詣る。

	集配記録
	二十八年（219）九月庚子（03）、水下二刻、走祿、以て來る。



尉曹書二封。遷陵印。一封詣洞庭泰（太）守府，一封詣洞庭尉府。
九月辛丑水下二刻，走印以來[endnoteRef:2234]。	8-1225 [2234:  “印”，原釋文摹原形，校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	尉曹が書、二封。

	
	封印
	遷陵が印。

	
	宛先
	一封は、洞庭太守府に詣り、一封は洞庭尉府に詣る。

	集配記録
	九月辛丑、水下二刻、走印、以て來る。



尉曹書一封。詣洞庭主司空。／□〼	8-1616
	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	尉曹が書、一封。

	
	封印
	-

	
	宛先
	洞庭主司空に詣る。

	集配記録
	／□【……。】



戶曹書四封。遷陵印。一咸陽[endnoteRef:2235]，一高陵[endnoteRef:2236]，一陰密[endnoteRef:2237]，一競陵[endnoteRef:2238]。 [2235:  咸陽，秦都，在今陝西省咸陽市東北。]  [2236:  高陵，秦縣名，屬内史。見《漢書》地理志，屬左馮翊，治今陝西省今縣。]  [2237:  陰密，秦縣名，應屬北地郡。見《漢書》地理志，屬安定郡，治今甘肅省靈臺縣南。]  [2238:  競陵，秦縣名，屬南郡。見周家臺秦簡質日和《二年律令》秩律等。《漢書》地理志作“竟陵”，屬江夏郡，治今湖北省遷江市西北。] 

廿（二十）七年五月戊辰水下五刻，走荼以來。	8-1533
	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	戶曹が書、四封。

	
	封印
	遷陵が印。

	
	宛先
	一つは咸陽、一つは高陵、一つは陰密、一つは競陵。

	集配記録
	二十七年（220）五月戊辰（24）、水下五刻、走荼、以て來る。



司空曹書一封。丞印。詣零陽。  七月壬申□□〼	8-0375
	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	司空曹が書、一封。

	
	封印
	（遷陵）丞が印。

	
	宛先
	零陽に詣る。

	集配記録
	七月壬申、□□【……。】



書一封。遷陵丞印[endnoteRef:2239]。詣啓陵鄕。〼 [2239:  “封”與“遷”之間有殘泐墨跡，係刮削殘留，原釋文、校釋作“・”，據圖版改正。] 

卅（三十）五年六月甲子，隷妾孫行。　　〼	8-0475+8-0610[endnoteRef:2240] [2240:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	書一封。

	
	封印
	遷陵丞が印。

	
	宛先
	啓陵鄕に詣る。

	集配記録
	三十五年（212）六月甲子（07）、隷妾の孫、行 (や)る。



卅（三十）二年九月丁酉日中[endnoteRef:2241]，都郵人士五（伍）高里辰行□〼	J1⑫1527 [2241:  “九月丁”，選編作“庚子”，據館藏簡補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	【書若干封。】[endnoteRef:2242] [2242:  紀年から、文書本体に記される取次記録ではなく、郵便逓伝記録に係ることがわかる。簡8-0475+8-0610の例から類推すれば、本簡の右半分が欠けていると推定される。] 


	
	封印
	【某印。】

	
	宛先
	【某處に詣る。】

	集配記録
	三十二年九月丁酉日中、都郵人士伍の高里の辰、□【……】に行る。



□曹書□封[endnoteRef:2243]。遷陵丞印。詣定□[endnoteRef:2244]，卒．．．．．．[endnoteRef:2245]〼	8-2028正 [2243:  “曹”上一字，何有祖〈讀里耶秦簡札記（八）〉（簡帛網，2016年6月2日）釋作“令”。]  [2244:  “定”下一字，何有祖〈讀里耶秦簡札記（八）〉（簡帛網，2016年6月2日）釋作“地”，恐與字形不合，疑爲“水”字。]  [2245:  卒字下有隱約墨跡，直至簡下端，至少有五字，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。何有祖〈讀里耶秦簡札記（八）〉（簡帛網，2016年6月2日）云：“‘卒’下第三、四字，從殘存筆劃看，疑是‘貳春’”。] 

昭行□。　　〼	8-2028背
	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	□曹が書、三封。

	
	封印
	遷陵丞が印。

	
	宛先
	定□に詣る。 

	
	未詳
	卒．．．．．．

	集配記録
	【……】昭、□に行 (や)る。



〼□封遷陵印□〼
〼卯水下四刻〼	8-0540
	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	【……が書、】□封。

	
	封印
	遷陵が印。

	
	宛先
	□【……。】

	集配記録
	【……】卯、水下四刻、【……。】



□□[endnoteRef:2246]。遷（？）陵（？）印[endnoteRef:2247]。一泰（太）守府，一成固[endnoteRef:2248]。／九月己亥水下八[endnoteRef:2249]，......〼	5-23 [2246:  “□□”，原釋文、校釋作“□□□”，據文例和簡面大小補釋。]  [2247:  “遷陵”，原釋文、校釋作“□□□”，據殘留筆畫和文例補釋。]  [2248:  成固，秦縣名。見《漢書》地理志，屬漢中郡，治今陝西省成固城關。]  [2249:  “水下八”，原釋文、校釋作“……”，“水下八”三字據何有祖〈讀里耶秦簡札記（一） 〉（簡帛網，20150617）補釋，“刻”據文例補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	□□が書、二封。

	
	封印
	遷陵が印。

	
	宛先
	一つは太守府，一つは成固。

	集配記録
	／九月己亥、水下八刻、【……。】



休署書一封。沅陽印[endnoteRef:2250]。詣□〼	8-1626[endnoteRef:2251] [2250:  沅陽，秦縣名。]  [2251:  校釋云“疑與簡8-0326綴合”，但與文例不合。] 

	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	休署書、一封。

	
	封印
	沅陽が印。

	
	宛先
	□【……】に詣る。

	集配記録
	【……。】



〼洞庭泰（太）守府。　　二月乙未水下八刻，走佁以來。	8-1829[endnoteRef:2252] [2252:  何有祖〈讀里耶秦簡札記（四則）〉（簡帛網，20150610）據“走佁”指出，此簡上段殘缺部分應有“獄東曹書”等内容。] 

	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	【……。】

	
	封印
	【……。】

	
	宛先
	【……】洞庭太守府。。

	集配記録
	二月乙未、水下八刻、走佁、以て來る。



〼遷陵丞印。一詣[endnoteRef:2253]〼	8-0485[endnoteRef:2254] [2253:  “詣”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文例補釋。]  [2254:  校釋將簡8-0485與8-0166+8-0075綴合，未塙，參看簡8-0166+8-0075的相關注。] 

	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	【……。】

	
	封印
	遷陵丞が印。

	
	宛先
	一つは【……】に詣る。

	集配記録
	【……。】



〼一詣蒼梧尉府，一南鄭[endnoteRef:2255]。●□□〼	8-0376 [2255:  南鄭，秦縣名。見《漢書》地理志，屬漢中郡，治今陝西省漢中市。] 

	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	【……。】

	
	封印
	【……。】

	
	宛先
	一つは蒼梧尉府、一つは南鄭に詣る。

	集配記録
	●□□【……。】



〼一辰陽[endnoteRef:2256]，一朐忍。 廿（二十）八年九月辛丑，走起以來。／	8-0373 [2256:  辰陽，秦縣名，屬洞庭郡。見《漢書》地理志，屬武陵郡，治今湖南省辰溪縣西南。] 

	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	【……。】

	
	封印
	【……。】

	
	宛先
	一つは辰陽、一つは朐忍。

	集配記録
	二十八年（219）九月辛丑（04）、走起、以て來る。／



〼一酉陽。　　〼	8-0226
	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	【……。】

	
	封印
	【……。】

	
	宛先
	【……】一つは酉陽。

	集配記録
	【……。】



〼陽。七月癸酉走申以來。	8-1009
	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	【……。】

	
	封印
	【……。】

	
	宛先
	【……】陽。

	集配記録
	七月癸酉、走の申、以て來る。



吏曹書二封丞〼	9-0905
	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	吏曹が書二封。

	
	封印
	（遷陵）丞が【印。】

	
	宛先
	【……。】

	集配記録
	【……。】



令曹書一封。丞印。詣酉陽。　　十一月丙辰，水下七刻，守〼	9-0593
	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	令曹が書一封。

	
	封印
	（遷陵）丞が印。

	
	宛先
	酉陽に詣る。

	集配記録
	十一月丙辰、水下七刻、守【府の某、以て來る。】



金布書一封。丞印。詣洞庭泰守府。	9-1593
卅（三十）年五月壬戌，水十一刻刻下三，守府快以來。
	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	金布が書一封。

	
	封印
	（遷陵）丞が印。

	
	宛先
	洞庭泰守府に詣る。

	集配記録
	三十年五月壬戌、水十一刻刻下三、守府の快、以て來る。



恆署書二封〼
卅（三十）四年三月〼	9-1600
	文書構造
	讀み下し文

	郵書の特定
	発行部署＋数
	恆署書二封。

	
	封印
	【……。】

	
	宛先
	【……。】

	集配記録
	三十四年三月【……。】



乙（移動。逓伝途中の取次記録か「徼書」）[endnoteRef:2257] [2257:  文書の背面にある取次記録（集配記録）は、この種の取次記録の一種で、発送地から途中の経由地では、文書と共に移動する簡牘に取次記録を付けるのに対して、遷陵県廷に持ち込まれる時は、最後の取次記録を文書本体の背面に記す。なお、受領の際は、遷陵からの発送と異なり、都郵もしくは県廷の郵便室を経由せず、外から直接に県廷に持ち込まれ、属吏もしくは長官等に手渡されると考えられる。] 

書二封。酉陽丞印。詣遷陵。□□[endnoteRef:2258]〼	J1⑫1470 [2258:  “詣”，選編作“郵”，據館藏簡改釋；“□□”，館藏簡作“以郵”，與字形不合，據圖版改釋。] 


〔書〕一封酉陽丞印詣遷陵以郵行
□□年十月丙戌[endnoteRef:2259]，水十一刻刻下八，起酉陽[endnoteRef:2260]。 [2259:  “□□”，據選編釋文，館藏簡改作“卅”，但秦始皇三十年十月辛卯朔，無丙戌、己丑日；墨跡不清晰，無法確定年代。（二十年、二十四年、二十七年、二十八年、二十九年均有十月丙戌、己丑）。]  [2260:  “廷”，選編作館藏簡刪，“陽”下方有殘泐筆畫，據文例補釋。] 

月己丑[endnoteRef:2261]，水十一刻刻下一過啓陵鄕	J1⑫1798 [2261:  “十”，選編作“□”，館藏簡改作“十”，但墨跡不清晰，無法據圖版確定月份，僅據干支可知其與前一行同屬十月。] 


書一封酉陽丞印詣遷陵以郵行
〔廿〕八年二月癸酉，水〔十一〕刻刻下五，起酉陽廷。
二月丙子，水下九刻，過啓陵鄕。	J1⑫1799

書一封故□陵印詣〼
卅四年五月辛卯□□都鄕〼
六月丁巳旦□□□□□□〼
六月辛酉旦過啓鄕　〼	9-2360
〼□一封□〼
〼□□□〼	9-2361

〼……□戊□日失過啓鄕
〼□日入過盈｛宀+夷｝□	9-1609

五月辛卯日失過盈夷□〼
六月己亥旦過啓鄕〼	9-2001

後九月戊戌日中，過啓陵鄕。〼	9-0397+9-1208[endnoteRef:2262] [2262:  本簡綴合據原整理者。] 


二月丙子日失，過啓陵鄕。	9-2259[endnoteRef:2263] [2263:  「陵」字の両側に途切れた墨蹟が見えることから、本簡は本来幅広の03型から左右を裁断されて01型に改造されたと推測される。] 


〼□險。／五月丙辰〼
〼月甲子日中，過盈〼	8-0051

〼過充都郵[endnoteRef:2264]  〼	8-0468 [2264:  “都”，原釋文，校釋作“□”，據圖版和文意補釋。] 


〼過□啓郵[endnoteRef:2265]。	8-0698正 [2265:  “啓”，原釋文，校釋作“□”，參考陳劍指教，據圖版補釋。] 

〼□□□□	8-0698背

〼□未□過酉陽〼	8-0747

……五……，過酉陽都郵[endnoteRef:2266]。 [2266:  “五”、“過酉陽都郵”，原釋文失釋，“五”據校釋，“過酉陽都郵”據館藏簡補釋。] 

五月庚寅旦過酉陽都郵	9-0740

〼□以郵行。十月丙子食時，過□□。
〼入臨沅畍（界）中[endnoteRef:2267]。一月甲申夕[endnoteRef:2268]，起□□郵[endnoteRef:2269]。	8-1432正 [2267:  “入”、“界”、“中”，原釋文，校釋均作“□”，參考陳劍指教，據圖版補釋。]  [2268:  “申”，原釋文，校釋作“□”，參考陳劍指教，據殘留筆畫和文意補釋。]  [2269:  “起”，原釋文，校釋作“過”，參考陳劍指教，據圖版改釋。“起”下一字似爲“象”。] 

〼　十一月丙申旦，過都郵。
〼　十一月癸卯旦，過酉陽都郵[endnoteRef:2270]。	8-1432背[endnoteRef:2271] [2270:  “都”，原釋文，校釋作“□”，參考陳劍指教，據圖版補釋。]  [2271:  本簡に記載されている暦日は同一の年に属すると考えられる。それに基づいて推定するに、本簡の制作年代は、秦始皇二十六年・三十二年・三十七年の三つの可能性がある。十月と十一月の朔日はそれぞれ甲寅・
己酉・辛亥と甲申・己卯・庚辰となっており、四つの暦日は次の表に示した日に当たる。
] 


〼二月乙丑旦，〼	8-2282正
〼□□過夷鄕〼	8-2282背

〼過南〼	8-2428正
〼　　甲□
〼□夷鄕〼	8-2428背

〼□當陽□〼＃〼□□〼	8-2430正
〼零陽〼＃〼過充傳舍〼	8-2430背

〼□署□□〼＃〼□下八過貳〼	8-2438正
〼□□□□□〼	8-2438背

〼戊（？）辰旦[endnoteRef:2272]，過酉陽〼	9-0351[endnoteRef:2273] [2272:  “戊”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。]  [2273:  本簡は一行書きの小さな斷片であるが、圖版から判斷する限り、本簡は右側が缺けており、元は幅廣の〇二型か〇三型の簡であったと考えられる。] 


〼行書御史一封臨 沅〼
〼年正月辛亥日入起臨〼
〼月癸酉日中時過酉陽〼	9-1449

〼□□□□□□以郵行□／卅四年〼
〼□過酉陽〼	9-2387

〼　八月壬戌水下盡過酉陽東田毋印／八月丁卯畝〼
〼　七月丙午水十一刻刻下九過舞鄕　〼
〼　八月　〼	9-3225

恆書[endnoteRef:2274]三封□署……遷陵以郵行　〼 [2274:  恆書、文書の種類名称、定期的業務に関わる文書を指すと推測される。按ずるに、嶽麓秦簡「秦律令（壹）」196簡には「毋敢令年未盈十四歳者 行縣官恆書」とあり、十四歳未満の者による送達が禁止される特殊な文書の種類であることがわかる。郵便伝達記録に、「獄東曹書若干封」といった表現と並んで、「恆書若干封」という記載が出現することも文書の特定する表現であることを裏付ける。「獄東曹書」では、作成部署によって文書が特定されるのに対し、「恆書」では、法定用件が一般文書と異なる種別名称によって特定が行われる。一方、表示札に係る簡9-1469・9-2328には、「恆已事」という表現があり、「恆事」で已みたる事務を「恆已事」と称していたように理解される。「恆事」とは、定期的事務・業務を指し、里耶秦簡に頻出する「恆会某月某日」という上級機関の指示に対応して行われる業務と考えられる。恆書は、或いはそうした指示に從って作成されて提出される文書ではないかと推測される。] 

卅三年十月丙子夜水下三刻□封□以洞庭候丞印更封□〼	9-2345正
十月庚寅旦過充都郵十一月辛卯旦食時過南陽鄕〼
十一月丙申日入過盈夷鄕　〼	9-2345背

〼□中起洞庭守府[endnoteRef:2275]〼[endnoteRef:2276] [2275:  從殘留筆畫和文意推測，“中”上一字疑爲“日”。]  [2276:  本簡は左行の眞ん中から人爲的に裁斷されており、元はもっと大きな簡牘であったと推測される。洞庭郡から「縣次」を以て文書が傳達される場合には、洞庭→臨沅→零陽→充→酉陽→遷陵（簡8-0159背・8-2430・9-0713參照）という經路をたどることが知られているが、途中で各鄕に立ち寄る際も關連記錄が本簡に付けられたと思われる。
なお、零陽と充は澧水に面しているのに対し、酉陽と遷陵は酉水に面しており、臨沅から沅陵を経由して酉水を遡った方が、遷陵には通じやすいように思われるが、『漢書』地理志の注（「充。酉原山，酉水所出，南至沅陸入沅，行千二百里。歷山，澧水所出，東至下雋入沅，過郡二，行一千二百里。」）によれば、充県の管轄区内に、酉水と澧水の源があり、現在では、更にその間に猛洞河の源があり、そこから直接に酉陽に出ることが可能である。充県から酉水に出れば、先に遷陵に着くので、当時も恐らく現在の猛洞河もしくはそれと近い谷間を通って、充県から酉陽に文書が運ばれたのではないかと推測される。充は現在の桑植に当たり、そこから省道（230）が谷筋に沿って永順に通じて、永順から猛洞河を下ってすぐに酉陽に出られる交通の便がある。] 

〼□□□□□[endnoteRef:2277]〼	9-0371 [2277:  從殘留筆畫和文意推測，最後一字疑爲“鄉”。] 
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戸口関連（届け出／申報文書？）
	文書結構
	讀み下し文

	基本信息
	戶籍所在地+身份+人名

	戶口成員
	親屬／隸屬關係＋人名

	登記内容
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	文書構造
	讀み下し文

	基本情報
	戶籍所在地+身分+人名

	戶籍構成員
	続柄＋人名

	変更事項
	変更行為



形状〇一型（（県）里名＋身分＋人名）
南里小女子苗。　　卅（三十）五年，徙爲陽里戶人大女子嬰隸。	8-1546
	文書構造
	讀み下し文

	基本情報
	南里小女子の苗。

	変更事項
	三十五年（212）、徙りて陽里戶人大女子嬰が隸と爲れり。



南里小女子苗。　　卅（三十）五年，徙爲陽里戶人大女嬰隷。　　〼	8-1504+8-0863[endnoteRef:2278] [2278:  本簡綴合據校釋一。] 

	文書構造
	讀み下し文

	基本情報
	南里小女子の苗。

	変更事項
	三十五年（212）、徙りて陽里戶人大女の嬰が隸と爲れり。



南里小上造瞫[endnoteRef:2279]。〼	8-1182 [2279:  “瞫”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	基本情報
	南里小上造の瞫。

	変更事項
	【……。】



高里公士印。　　卅（三十）五年，產女嬰（？）[endnoteRef:2280]〼	8-1410 [2280:  “嬰”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	基本情報
	高里公士の印。

	変更事項
	三十五年（212）、女嬰【……】を產みたり。



高里公士印。　　船人（？）[endnoteRef:2281]〼	8-0341 [2281:  “人”，原釋文、校釋未釋，據圖版補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	基本情報
	高里公士の印。

	変更事項
	船人【……。】



〼高里士五（伍）〼	8-0431
	文書構造
	讀み下し文

	基本情報
	【……】高里士伍【の某。】

	変更事項
	【……。】



陽里戶人夫﹦（大夫）刀。卅（三十）五年〼	8-0834[endnoteRef:2282] [2282:  校釋將本簡與簡8-1609綴合，並注明説：“二片寬度相近、厚度相同，紋路相合，綴合處可復原‘年’字。”按，綴合處二片寬度不同，“年”字墨跡不合，可參看右圖（）。另外，二片筆跡特徵不同，可比較“五”字如右：（0834）（1609）。8-0834似爲與戶籍變更相關的證明文書，案常見文例，僅標年，不標月日。雷海龍〈里耶秦簡試綴五則〉（簡帛網，2014年3月15日。後收入《簡帛》第九輯，2014年）也指出簡8-0834 與8-1609 “兩簡寬度有明顯差距，茬口也不相合，拼合在一起是存在疑問的。”] 

	文書構造
	讀み下し文

	基本情報
	陽里戶人大夫の刀。

	変更事項
	三十五年（212）【……。】



陽里公士鍇。　　百一十六〼	8-1191
	文書構造
	讀み下し文

	基本情報
	陽里公士の鍇。

	変更事項
	百一十六【……。】



〼陵鄕成里戶人士五（伍）成隷。　　〼	8-1813
	文書構造
	讀み下し文

	基本情報
	【……。】

	変更事項
	【某年、徙りて啓】陵鄕成里の戶人、士伍の成が隷【と爲れり。】



涪陵[endnoteRef:2283]新里公士[image: G:\資料\出土史料\簡牘資料\里耶秦簡\造字\造字18（艸+畀）.JPG][endnoteRef:2284]。　　□〼	8-1206 [2283:  涪陵，秦縣名。見於《漢書》地理志，屬巴郡，治今重慶彭水縣。]  [2284:  “”從艹從畀，原釋文、校釋作“𦱓”，據圖版改釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	基本情報
	涪陵新里公士の[image: G:\資料\出土史料\簡牘資料\里耶秦簡\造字\造字18（艸+畀）.JPG]。

	変更事項
	【……。】



陽里戶人司寇寄。┘妻曰備，以戶䙴（遷）廬江。卅（三十）五年〼 	8-1946+8-1873[endnoteRef:2285] [2285:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（八則）〉（簡帛網，2013年5月17日）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	基本情報
	陽里戶人司寇の寄。

	戶籍構成員
	妻、備と曰い、戶を以て廬江（郡）に遷されし[endnoteRef:2286]。 [2286:  形状〇一型の戸口関連簡牘には、筆頭に記載されている人物について、転居・出産といった戸口関連情報の変更が記されるという共通点が認められ、多くの場合変更に関する記述の冒頭に紀年が置かれる。変更に関する記述は、空白を開けて書かれたり、文字の大小が異なったりして、前文と明確に区別されることも多いが、それは、当該名籍が年度末に纏めて作り直される作業に備えて、年度の途中でメモ書きされたものと推定される。また、筆頭に置かれた人物と戸口関連情報の変更に関する記述の間に、他の家族もしくは戸籍構成員に関する情報が付記される場合もある。
本簡釈文および読み下し文の句読は前述した様式論的特徴に基づいているが、その結果、「戶を以て盧江に遷されし」という強制移住に関する記述は、妻の備が主語と解釈される。戸全体が盧江に移されたのに伴い、妻の備は、盧江に遷ったが、筆頭人物の寄は、戸人ながら、「司寇」という身分の故、（残留して）遷陵に服役している模様である。三十五年に生じた戸口関連情報の変更は、この戸人の寄に関わると考えられる。
なお、本簡の場合には、「妻」から末尾の「三十五年」までは、明確な筆跡の変化もしくは顕著な空白が認められないため、年度途中のメモ書きがどこから始まるかは必ずしも一義的に確定できない。或いは、「以」以下の記述が全て戸人の寄に関わる戸口関連情報の変更に関するメモ書きである可能性も否定できない。その場合には、釈文及び読み下し文は下記の通り変更しなければならない。寄については、元遷陵所属の司寇であり、年度の途中で遷刑を受け戸と共に盧江に強制移住させられたと解される。しかし、戸人が強制移住となった場合には「戸を以て」と明記する必要があるか否か、またなぜ紀年がメモ書きの冒頭に置かれていないか等、様々な解釈上の疑問が残る。
陽里戶人司寇寄。┘妻曰備。以戶䙴（遷）盧江，卅（三十）五年〼 	8-1946+8-1873
] 


	変更事項
	三十五年（212）【……。】


或いは：
陽里戶人司寇寄。┘妻曰備，以戶䙴（遷）。廬江卅（三十）五年〼 	8-1946+8-1873[endnoteRef:2287] [2287:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（八則）〉（簡帛網，2013年5月17日）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	基本情報
	陽里戶人司寇の寄。

	戶籍構成員
	妻、備と曰い、戶を以て遷されし。

	変更事項
	廬江（郡）（より？）、三十五年（212）【……。】



東成戶人夫﹦（大夫）印。小臣遬。廿（二十）六□〼	8-1765
	文書構造
	讀み下し文

	基本情報
	東成戶人大夫の印。

	戶籍構成員
	小臣の遬。

	変更事項
	二十六□【……。】



〼[endnoteRef:2288]成士五（伍）販。　　〼	8-0393 [2288:  “〼”，原釋文、校釋未標斷簡符號，據圖版補標。] 

	文書構造
	讀み下し文

	基本情報
	【東？】成士伍販。

	戶籍構成員
	【……。】

	変更事項
	【……。】



〼夫﹦（大夫）彊。下妻田京[endnoteRef:2289]，癘。卅（三十）四年〼	8-0585+8-0238[endnoteRef:2290] [2289:  “田”，校釋作“曰”，據據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（五）〉（簡帛網，2012年5月26日）改釋。]  [2290:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（五）〉（簡帛網，2012年5月26日）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	基本情報
	【……】大夫の彊。

	戶籍構成員
	下妻の田京[endnoteRef:2291]は癘。 [2291:  田京、三つの解釈が考えられる。一つには、姓名、類例としては、簡9-0043の「杜衡」が挙げられる。一つには、人名、二文字名。一つには、「田」が「曰」の誤字で、名は「京」、類例としては簡8-1946+8-1873の「（妻）曰備」が挙げられる。] 


	変更事項
	三十四年（213）【……。】



城父蘩陽士五（伍）枯。取賈人子爲妻，戍四歲〼	8-0466
	文書構造
	讀み下し文

	基本情報
	城父蘩陽士伍の枯。

	？
	賈人が子を取りて妻と爲し、戍四歲【……。】



　　江陵慎里大女子可思。	8-1444正
　　□陵江陵孱陵江陵	8-1444背
	文書構造
	讀み下し文

	基本情報
	江陵慎里大女子の可思。

	変更事項
	？

	習字
	□陵江陵孱陵江陵



南里戶〼	8-2476

陽陵（？）南里士五（伍）異斬首一級[endnoteRef:2292]。	8-1888 [2292:  “陽”，“陵”，原釋文、校釋均作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）補釋。] 

陽陵（縣）南里の士伍の異、首一級を斬る[endnoteRef:2293]。 [2293:  斬首、初出。] 


西巫里夫〖﹦〗（大夫）練，屬五百（佰），未敦（屯）□□□[endnoteRef:2294]〼	8-0034 [2294:  「未」、原釋文は「未」と、校釋は「朱」に作り、字形のみから判斷し難いが、文脈から「未」と判斷した。「敦」、原釋文と校釋は「□」に作るが、圖版に基づいて補釋した。] 

西（縣）巫里の大夫の練、五佰に屬するも、未だ屯せず。□□□【……】[endnoteRef:2295] [2295:  原釋文と校釋は、「未」もしくは「朱」の下に四つの未釈読字とするが、図版上本簡の下端が黒く焦げており、「敦」以下の三字は必ずしも確認できず、或いは「未だ屯せず」で文章が完結している可能性も排除できない。] 


鄢江里孱[endnoteRef:2296]。  □〼	8-0807 [2296:  鄢，秦縣名，屬南郡。《漢書》地理志南郡有“宜城縣”，自注云：“故鄢，惠帝三年更名。”治今湖北省宜城市南。] 


形状〇一型（県＋爵位＋里＋人名）
丹陽[endnoteRef:2297]公卒外里弈。｜　　〼	8-0430 [2297:  丹陽，秦縣名。見於《漢書》地理志，屬丹揚郡，治今安徽當塗縣東北。] 

	文書構造
	讀み下し文

	基本情報
	丹陽公卒外里の弈。｜

	？
	【？】



丹陽士五（伍）下里申。　　〼	8-1807
	文書構造
	讀み下し文

	基本情報
	丹陽士伍下里の申。

	？
	【？】



郫[endnoteRef:2298]士五（伍）小莫郀[endnoteRef:2299]〼	8-1025 [2298:  郫，秦縣名。見於《漢書》地理志，屬蜀郡，治今四川郫縣。]  [2299:  本簡“郀”字下似有空白無字，簡8-1364卻云“尉史士五郫小莫郀般毋它坐”，似“郀”下應接“般”字。] 

	文書構造
	讀み下し文

	基本情報
	郫士伍小莫の郀【般。】

	？
	【？】



形状〇二型（里名＋身分＋人名）
南里戶人大女子分。　　〼
子小男子施[endnoteRef:2300]。　　〼	8-0237 [2300:  “施”,原釋文、校釋作“□”，參考陳劍指教，據圖版改釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	基本情報
	南里戶人大女子の分。

	戶籍構成員
	子の小男子の□。

	変更事項
	【……。】



南里戶人夫﹦（大夫）寡茆。　　〼
隸（？）小（？）[endnoteRef:2301]公士□。　　〼	8-1623 [2301:  “隸小”，原釋文、校釋作“□□”，據圖版補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文

	基本情報
	南里戶人大夫が寡の茆。

	戶籍構成員
	隸の小公士の□。

	変更事項
	【……。】



陽里戶人□〼
小妾無蒙。　　〼	8-0126
	文書構造
	讀み下し文

	基本情報
	陽里戶人□【……。】

	戶籍構成員
	小妾の無蒙。

	変更事項
	【……。】



成里戶人司寇宜。
下妻𡵩（匘）[endnoteRef:2302]。　〼	8-1027 [2302:  匘字可以參看陳劍〈郭店簡《六德》用爲“柔”之字考釋〉（《中國文字學報》第二輯，2008年。又收於陳劍《戰國竹書論集》，上海古籍出版社，2013年）。] 

	文書構造
	讀み下し文

	基本情報
	成里戶人司寇の宜。

	戶籍構成員
	下妻の𡵩。

	変更事項
	【……。】



〼　　上里士五（伍）賜。正月	8-2203[endnoteRef:2303] [2303:  この簡は、文字の配置が他の簡と異なることから、身分情報関連の簿籍でない可能性が高い。] 

	文書構造
	讀み下し文

	基本情報
	上里士五（伍）賜。

	変更事項
	正月（？）



□□大女子□〼
大婢曰談〼	8-2215

高里戶人大女子杜衡。　　〼	9-0043
	文書構造
	讀み下し文

	基本情報
	高里[endnoteRef:2304]が戶人、大女子の杜衡[endnoteRef:2305] [2304:  高里：高里の人物の財産分与に関する爰書を都郷守が作成していること（8-1554 な ど）から、遷陵県都郷所属の里と考えられる。（青木レジュメ202006030）]  [2305:  杜衡、人名、或いは姓と名から構成されていると考えられる。類例としては、簡8-0585+8-0238の「田京」が挙げられる。
「里名＋身分＋人名」形式の簡には形態が〇一型のものと、本簡同様の〇二型のものとがある。〇一型は、戸人か否かを問わず、戸口関連情報の変化を中心にして記されているのに対し、〇二型の場合は、いずれも戸人を筆頭に、家族構成員が列記されている特徴が認められる。それを踏まえると、本簡の杜衡には同戸の家族がいないのであろう。（青木レジュメ202006030）] 


	変更事項
	-



高里戶人大女子䁲。　　〼	9-1474

形状〇二型（県＋爵位＋里＋人名）
〼城宗里黑。	8-0871
	文書構造
	讀み下し文

	基本情報
	【……】城宗里黑。

	？
	【？】



身分情報＋某占
遷陵獄佐士五（伍）朐忍成都謝。長七尺二寸，年廿（二十）八歲，白皙色。舍人令佐（最）[endnoteRef:2306]占。	8-0988 [2306:  “”，卽“最”字異構，原釋文、校釋作“冣”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改正。] 


𡡑，皙色，長二尺五寸，年五月。典和占。
浮，皙色，長六尺六寸，年卅（三十）歲。典和占。	8-0550

東（？）成不更小黄亥[endnoteRef:2307]。自占，以廿（二十）五年（222）三月丁未（20），以城降[endnoteRef:2308]〼 [2307:  “東成”，校釋云“應是縣名”，實卽貳春鄕里名，見簡J1⑩1157。]  [2308:  “降”，原釋文、校釋作“□”，參考陳劍指教，據圖版和文意補釋。] 

〼……〼	6-10	{下端燒焦。}

身分情報＋今（指名手配通緝？）
〼□言。爲人白皙色[endnoteRef:2309]，隋，惡髪須，長可七尺三寸，年可六十四 [2309:  爲人、からだつき、人を識別するための身体的特徴。『史記』高祖本紀には、
高祖爲人、隆準而龍顏、美須髯、左股有七十二黒子。
高祖の人と爲り、隆 (たか)き準 (はな)に龍のごとき顏 (ひたい)、美しき須髯、左股に七十二の黒子有り。
という。『二年律令』に、
498	□，御史請：諸出入津關者，皆入〔人〕傳書郡、縣、里、年、長、物色、疵瑕見外者及馬職（識）物關舍人占者，津關謹閲，出入之。（後略）
□，御史請うらく、諸 (すべ)て津關を出入する者は、皆な人ごとに傳もて、郡・縣・里・年・長・物色・疵瑕の外に見ゆる者及び馬の識物の舍人に關して占せし者を書し、津關、謹しみて閲、之れを出入せしめん、と。
と見える津關の出入に関する規定には、居住地と年齢のほか、「長」や「物色」等が人を特定する情報として列記されているが、次の肩水金關漢簡に「長六尺」という身長に関わる記述が「爲人」の前に置かれていることから推測するに、「爲人」は身長を含まない「物色」と呼ばれる身体的特徴を指すと考えられる。
酺大女奴宜，長六尺，爲人小狀，黑色，毋（無）鬚，衣白布單衣、繻绔。	76.E.S.C:11
酺が大女奴の宜、，長きこと六尺、人と爲り小狀、黑色、鬚無く、白布の單衣・繻绔を衣 (き)る。] 

〼燕。今不智（知）死產，存所。毋（無）内孫。	8-0534

故邯鄲𩏑（韓）審里大男子吳騷。爲人黃皙色，隋（橢）面，長七尺三寸，〼
年至今可六十三┛、四歲。行到端[endnoteRef:2310]，毋它疵瑕。不智（知）衣服、死產、在所。〼	8-0894 [2310:  「行到端」から判斷すれば、本簡は必ずしも犯罪者の手配書であるとは限らない。] 


〼爲人蒼色，美髪，長可七尺八寸。年可卅（三十）九歳。衣褚布
〼履一兩。	9-0259+9-0272[endnoteRef:2311] [2311:  本簡は、簡8-0537+8-0439+8-0519+8-1899の爰書もと似ているが、長さから見て、紀年や書き出しが入るスペースはないため、簡8-0894と同樣、本籍＋身分＋姓名から始まる身分情報に關わる簿籍と考えられる。] 

【……】人と爲り、蒼色にして[endnoteRef:2312]、美髪、長 (たけ)七尺八寸ばかり。年は三十九歳ばかり。褚布【……】を衣 (き)、【……】〼履一兩。 [2312:  本簡に肌の色として見える「蒼」や「青」は、「蒼黒」「青黒」というに「黒」と合わせて用いられることが多く、黒っぽい色であったのではないか。『漢書』武五子伝に昌邑王劉賀が「青黒色」だったという記述が見えるが、邢義田「論漢代的以貌挙人」はこれを体調不良によるものと指摘する。また、馬王堆漢墓3号墓の棺に描かれた墓主など、身分の高い者は日に当たらないため、「白皙」に描写されることが多く、野外労働の機会が多い下層身分の者は、色黒に描写されることが多い。] 


簪子大男□，爲人圜面，惡髮可七尺寸，年可□〼	〼□□不智（知）
死（？）產。					8-1866正+9-1733+8-1863[endnoteRef:2313] [2313:  簡8-1866與8-1863的遙綴據校釋一，簡8-1866+9-1733的綴合據校釋二。] 

……〼[endnoteRef:2314] [2314:  簡8-1866背面墨跡疑爲刮削殘留，非字跡。] 

……〼					8-1866背

丹子大女子𡿁（魏）嬰姽，一名曰姘。爲人大女子〼
年可七十歲，故居𡿁（魏）箕（其）孝園（？）[endnoteRef:2315]，□□[endnoteRef:2316]。今不[endnoteRef:2317]〼	8-2098+8-2150[endnoteRef:2318] [2315:  “孝”，原釋文作“孝”，校釋改作“李”，或疑爲“季”。]  [2316:  “”下未釋字，校釋云“右從酓”。]  [2317:  “不”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）補釋。]  [2318:  本簡綴合，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）。] 

丹が子の大女子の魏嬰姽、一名は姘と曰う。人と爲りは、大女子【……】
年は七十歲ばかり、故 (もと)魏其（縣）孝園（里）に居り、□□ 。今不【……。】

〼丹子大女子𡿁（魏）並﹦（並。並）爲人中大女子青黑□〼	8-1070
【……】丹が子の大女子の魏並。並の人と爲りは、中大女子、青黑□【……。】

〼年可卌（四十）歲，故居𡿁（魏）箕（其）攻	8-2133

〼□少髮須〼	8-1003

〼□色，長可七尺四寸，年〼	8-1853

李廣隷小上造臣[endnoteRef:2319]，黑色，長可六尺，年十五歲，衣襌衣一。	9-0337+9-0142[endnoteRef:2320] [2319:  “李”，原釋文、校釋、選編、館藏簡作“□”，據館藏簡圖版補釋。]  [2320:  本簡綴合據《里耶（貳）》簡牘綴合表。] 


李廣□□客，皙色，長可七尺，年卅。衣禪〼	J1⑫0140

〼襌衣一。　　〼	9-3326

〼衣絡襌衣　〼	9-3270

〼□爲人皙〼	8-2402

〼宜（？）相勎，毋同產[endnoteRef:2321]〼	8-1284 [2321:  “宜”，原釋文、校釋作“面”，參考陳劍指教，據圖版改釋。] 


官吏の配属状況
卅（三十）二年啓陵鄕守夫，當坐，上造，居梓潼武昌。今徙	8-1445正
爲臨沅司空嗇夫。時毋（無）吏。	8-1445背
三十二年（前215）、啓陵鄕守の夫、當に坐すべし。上造にして、梓潼（縣）武昌（里）に居す。今、徙りて臨沅司空嗇夫と爲る。時に吏無し。

卅（三十）二年（215）貳春鄕守福，當坐，士五（伍），居秶（資）中華里[endnoteRef:2322]。●今爲除道	8-2014正 [2322:  資中，秦縣名。見於《漢書》地理志，屬犍爲郡，治在今四川資陽市。] 

通食。	8-2014背

〼如意，當坐，士五（伍），居沂陽益[endnoteRef:2323]〼	8-2113 [2323:  “沂”，黃磊〈里耶秦簡牘綴合札記（一則）〉（簡帛網，2015年5月29日，後收入同姚磊〈里耶秦簡牘札記（三則）〉（《簡帛》第十二輯，2016年））據簡8-1459+8-1293+8-1466「泥陽益固里」的文例改釋爲“泥”。筆者按，“沂”與“泥”主要差別在於“泥”字右下方多加一瞥，此一瞥上方鉤形筆畫基本垂直，而“沂”字相應鉤形筆畫多向右彎曲，可以參看下列字例。本簡該字右下方殘缺，雖然難以確知右下方有無一瞥，但鉤形筆畫仍呈現出明顯的弧度，應係“沂”字。以“益”字開頭的里名並不限於泥陽縣益固里，因此不能以簡8-1459+8-1293+8-1466里名改釋本簡縣名。
] 


小男子說。今尉徵說以爲求盜〼	8-2027正
員。吏勿　　〼	8-2027背
小男子の說。今尉、說を徵して以て求盜【……】員と爲す。吏は【……する】なかれ。

貳春鄕佐壬。　　今田官佐。	8-0580

都鄕嗇夫徙爲貳春鄕	9-1584

〼嗇夫。	9-0182

〼　　今貳春鄕史〼	8-0342

〼□　　今田佐。	8-0872

〼今免。	8-1903

宂佐上造芒安□□	8-0879

守丞巸，上造居競陵陽處，免歸。	8-0896

都鄕佐襄死。	8-0809

都鄕佐容　　歸。	8-2189
（都鄕佐の容、　　歸りき。）

〼成都安萬死[endnoteRef:2324]。	8-0961 [2324:  “萬”，原釋文、校釋作“□”，參考陳劍指教，據圖版補釋。] 


倉佐喜死	8-0968

田佐囚吾　　死。	8-1610 

〼繆死。　　卅（三十）二〼	8-0786
【……の】繆 (ぼう)[endnoteRef:2325]、死す。　　三十二【年（215）……】 [2325:  廣韻には、莫浮切（ボウ，尤韻。絲千累）・武彪切（ボウ，幽韻。詩傳云：綢繆猶纏緜也。説文曰：枲十絜也。又目謬二音）・靡幼切（ビュウ，幼韻。紕繆。又姓。漢書儒林傳有申公弟子繆生）・莫六切（ボク（モク），屋韻。禮記有繆公。又姓也。又靡幼切）の四音あり。説文解字收錄字に對應する武彪切に從ってボウと讀んだ。なお、キュウとリョウの二音は集韻に基づく。] 


廿（二十）八年（219）啓陵鄕守歜、佐貝[endnoteRef:2326]〼 [2326:  “貝”，下半殘缺，原釋文、校釋作“□”，據8-1562等辭例改釋。] 

廿（二十）九年（218）鄕守歜、佐緩巳（已）死〼	8-0938+8-1144[endnoteRef:2327] [2327:  本簡綴合據校釋。綴合處“緩”字糸偏寫法與8-0454“給”字相似。] 

廿（二十）八年（219）啓陵鄕歜巳（已）死。
佐見巳（已）死廿（二十）九年（218）鄕歜佐緩巳（已）死卅（三十）年（217）	8-0039[endnoteRef:2328] [2328:  簡8-0938+8-1144から推測するに、本簡は「守」の字を脱した書き損ないで、第一行「已死」以下は一種の習書と考えられる。] 


庫佐□□〼	8-0981

令史（最）[endnoteRef:2329]日備歸〼	8-1013 [2329:  “”，卽“最”字異構，原釋文、校釋作“冣”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改正。] 


宂佐上造武陵當利敬。　✓	8-1089

史宂公士旬陽𨹝陵竭。　／	8-1275
史の宂する（もの）の、公士の旬陽（縣）𨹝陵（里）の竭。

宂佐上造旬陽平陽操。	8-1306

少内守謝，士五（伍）朐忍成都，歸休在冡〔家〕[endnoteRef:2330]。　　〼	8-1469正+8-1304[endnoteRef:2331] [2330:  “冡〔家〕”，不从“宀”而从“冖”，似係誤字，原釋文、校釋徑作“□”，據圖版改釋。]  [2331:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（十）〉（簡帛網，2016年6月10日）。] 

繭	8-1469背

〼今（？）[endnoteRef:2332]視獄成都	8-2276 [2332:  “今”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 


丞遷夫﹦（大夫）居雒陽城中能入貲在廷。	8-0232
（遷陵）丞の遷。大夫にして、雒陽（縣）城中（里）に居す。能く、貲を入れ、廷に在る。

尉史士五（伍）郫小莫郀般毋它坐	8-1364

〼□陵﹦（□陵[endnoteRef:2333]，□陵）有秩毋缺〼	8-2242 [2333:  “陵”上一字必有重文符號，原釋文、校釋失釋，據文意補釋。] 


倉吏見三人其一叚（假）令佐	8-1231

貳春吏見三人。　　〼	8-1704

その他
〼年年廿（二十）七歲〼	8-0618

頗巳（已）坐徒　同縣[endnoteRef:2334]〼	8-1108 [2334:  “頗”，原釋文、校釋作“𩕾”，參考陳劍指教，據圖版改釋。] 


〼子嬰傷小男子竘，令	8-1256
【……】子の嬰、小男子の竘[endnoteRef:2335]を傷つけ、令して【……】 [2335:  文脈が不明のため、「竘令」という二字名の可能性も考えられる。] 


母大女子□□〼	8-2140

隷大女子符容  〼	8-2152

子（？）小男子黃（？）[endnoteRef:2336]〼	8-2185 [2336:  “子”、“黃”，原釋文、校釋均作“□”，參考陳劍指教，據圖版補釋。] 


〼□新買大奴曰齊〼	8-1604

有□[endnoteRef:2337]：丑沼里士五（伍）□鄕守逢[endnoteRef:2338]。	8-0538 [2337:  據殘留輪廓和文意推測，未釋字疑爲“遝”。]  [2338:  “□”，原釋文、校釋作“析”，與字形不合，或疑爲“柖”。] 

[bookmark: _Hlk72248180]□（遝？）有り。丑沼里の士伍、□鄕守の逢。


〼□假追盜敦長更戍〼	8-0349

[bookmark: _Toc67253405]受令
南里不更公孫黚受令[endnoteRef:2339]。　　〼	9-1623 [2339:  「受令」に關して「校釋」は「二年律令」から二通の規定を引く。「受令」によって追捕者や戍卒などの身分が發生したものと思われる。  「興吏徒追盜賊、已受令而逋、以畏耎論之」（143・捕律）  「當戍、已受令而逋不行盈七日、若戍盜去署及亡過一日到七日、贖耐。過七日、耐爲 隸臣。過三月、完爲城旦。」（ 398・興律）（籾山レジュメ20201002）
その他、『奏讞書』事案１簡001-002には「爲都尉屯，已受致書，行，未到，去亡」とあり、「受致書」も「受令」と同じ意味か。
なお、「受令」簡の形態については「里耶秦簡「受令」類.pdf」（籾山レジュメ20201002附録）を参照。
「受令」に関しては、徭役・兵役への徴発（『二年律令』143/398・草場漢簡1147「已受令而逋」）、官吏への任命（嶽麓伍293「吏及守吏六百石以上已受令，未有乘車」）、司法判断の受諾（嶽麓『為獄等状』200）という三つの意味が知られており、本名籍は徭役・兵役への徴発に関わる可能性が高い。そのほかに、爵位が一律「不更」となっていることから、「不更」という爵位の授与（もしくは楚爵からの一律の読み替え）を受ける意味で「受令」が使われている可能性もある。楚爵からの読み替えについては張家山漢簡『奏讞書』のほか、草場漢簡には、つぎのようにある。
蠻夷君當官大夫、公諸矦(侯)當大夫・右大夫・左大夫、★(𦙶/胡)䇎勶(徹)公子當不更、籍
また、伝世文献では、『後漢書』南蠻西南夷列傳に次のように言う。
及秦惠王并巴中、以巴氏爲蠻夷君長、世尚秦女、其【民】爵比不更、有罪得以爵除。其君長歳出賦二千一十六錢、三歳一出義賦千八百錢。其民戸出幏布八丈二尺、雞羽三十鍭。漢興、南郡太守靳彊請一依秦時故事。（）] 

南里不〔不〕更屈埜（野）受令。	9-3389+9-1644
東成不更朱發受令。	9-1130
東成不更相赫受令〼	9-1650
安成〔更〕不更唐類（？）受令[endnoteRef:2340]。　　〼	9-0170 [2340:  “類”，原釋文作“｛囗+頁｝，校釋作“頪”，據圖版改釋。] 

安成不更賈受令。　　〼	9-0284
安成不更屈楊受令。　　□□	9-1668
安成不更古超受令。〼	9-2188
安成罷𤵸（癃）臧受令[endnoteRef:2341]。	9-2263 [2341:  受令の関わる名籍では、殆どの者が不更の爵位を有するのに対し、本簡のみ爵位の代わりに、「罷癃」と明記されている点が注目に値する。「罷癃」の者が爵位の保有を認められない可能性を示すが、不更が「罷癃」となる状況は、沅陵縣虎渓山一号（Ｍ１）の簡Ｔ43-100には、
不更五十九人、其二人免老、一人脘老、十三人罷癃（沅陵縣虎渓山一号（Ｍ１）Ｔ43-100　湖南省文物考古研究所・懐化市文物処・沅陵県博物館2003「沅陵虎渓山一号漢墓発掘簡報」『文物』★2003-1　初代沅陵侯の呉陽の墓。高后元年に受封・文帝後元１（前179）に死亡。）
というように見える。
一方、「罷癃」も一定の仕事を割り当てられることは、「罷癃百九十九人其百卅四人可事」という荊州紀南城松柏漢墓M1　簡35の記載から窺える。『二年律令』簡408にも
408	諸當行粟，獨與若父母居老如睆老，若其父母罷（癃）者，皆勿行。金痍、有□病，皆以爲罷（癃），可事如睆老。其非從
409	軍戰痍也，作縣官四更，不可事，勿事。勿（？）以□眕（？）瘳之令、尉前。
というように、睆老と同じく使役できると定められている。つまり、軽度の労働を徭役として課せられることが認められていると考えられる。
南郡罷癃簿　臨沮罷癃百九十九人其百卅四人可事#巫罷癃百一十六人其七十四人可事　　顯陵罷癃卌五人其卌人可事#秭歸罷癃百六十人其百卅三人可事　　江陵罷癃三百六十三人其三百一十六人可事#夷道罷癃卌八人其卌人可事　　襄平侯中廬罷癃二百一十八人其百六十九人可事#醴陵罷癃廿六人其十五人可事　　〓[己＋阝]侯國罷癃二百七十五人二百廿三人可事#孱陵罷癃七十六人其六十二人可事　　便侯國罷癃三百七人其二百六十四人可事#州陵罷癃六十一人其卌八人可是事　　軑侯國罷癃七十人其五十九人可事#沙羡罷癃五十一人其卌人可事　　●凡罷癃二千七百八人其二千二百廿八人可事#安陸罷癃廿八人其廿四人可事　　四百八十人不可事#宜成罷癃六百卌三人其五百七十人可事] 

安成不更遠禾受令。　　〼	9-2273
安成不更䜌□〼	9-2654
安成不更蠻孔受令〼	9-3292
〼□成不更□□受令。	9-2192
〼武安不更周柳受令[endnoteRef:2342]。	9-1186 [2342:  原釈文と校釈では、本簡の上端を残欠とするが、図版から見る限り、本簡の左上の角が欠けているに過ぎず、上端の右半分は完形に見える。また、様式論的にも、同一名籍を構成すると思われる他の簡と同様に、里名の「武安」で本簡の記載が始まると考えられる。] 


[bookmark: _Toc67253406]伐閱
[bookmark: _Hlk72337537]資中令史陽里釦伐閱[endnoteRef:2343]： [2343:  本簡の制作年代は、秦王政二十五年二月ないし三月と推定される。案ずるに、記載の伐閱は秦王政十一年の九月に釦が史に叙任（隃は除の誤字か）された時点から書き起こす。それから、釦は十三年五か月十二日下級官吏を務める経歴を積み上げたが、その間病気等の要因で休んだことはなかったようである。十一年九月の朔日に叙任されたとすれば、制作年月日は二十五年二月十二日となる。] 

十一年（236）九月隃爲史。		□計[endnoteRef:2344]。			戶計。 [2344:  “□”，原釋文、校釋作“□”，館藏簡作“錢”，據陳劍指教，未釋字形體與“籍”相近。因爲“籍計”一詞未見其它辭例，詞義不十分清楚，並且“耒”形和右下方“日”形都與典型形體略有出入，所以暫時存疑。] 

爲鄕史九歲一日。		年卅（三十）六。
爲田部史四歲三月十一日。							可直司空曹。
爲令史二月	8-0269

宂佐上造臨漢都里曰援：	庫佐，宂佐。	年卅（三十）七歲。	爲縣買工用，端月行。
爲無陽衆陽鄕佐三月十二日。			族王氏。
凡爲官佐三月十二日。8-1555正
庫六人。	8-1555背

宂佐八歲上造陽陵西就曰駘[endnoteRef:2345]。廿（二十）五年（222）二月辛巳（24）初視事上衍。 [2345:  “駘”，原釋文、校釋作“駋”，參考陳劍指教，據圖版改釋。] 

病署所二日。
●凡盡九月不視事二日。●定視事二百一十一日。	8-1450正
廿（二十）九年（218）後九月辛未（11），
行計，卽有論上衍。卅（三十）年（217）
𣪠（繫）不視事[endnoteRef:2346]，未來。	8-1450背 [2346:  “𣪠（繫）”，原釋文、校釋作“□”，參考陳劍指教，據殘留筆畫和文意補釋。] 


令佐華視事卅（三十）七日。　　〼	8-0460

均佐上造郁郅往春曰田□　〼	8-1277

〼□	凡□□□□					□□□鄕廿二年[endnoteRef:2347]□□ [2347:  “廿二年”應指秦王政二十二年。] 

〼□	爲官佐六歳					□功二[endnoteRef:2348] [2348:  疑“功”前一字爲“官”。] 

〼	爲縣令佐一歳十二日				□勞四[endnoteRef:2349]┗三〖歳〗九月廿五日 [2349:  選編①②認爲“勞”係“功”之誤。“勞四”會否指自秦王政至本文書發行時爲止的勞四歲？另一種可能性，“勞”下脫一“功”字，“勞功”與“官功”相對而言，卽積勞四歲爲一功；“官功”則指另立功。] 

〼	爲縣斗食四歳五月廿四日				●泰[endnoteRef:2350]凡功六[endnoteRef:2351]三歳九月廿五日 [2350:  “泰”，石原據圖版補釋。]  [2351:  “功六”卽第二段所稱“功三”、第三段“官功二”加“勞四（=功一）”的總額？] 

	爲縣司空有秩乘車三歳八月廿二日			□□遷陵六月廿七日定□□八月廿日
	守遷陵丞六月廿七日				□□可□屬洞庭
	凡十五歳九月廿五日凡功三┗三歳九月廿五日	□五十歳居内史□□[endnoteRef:2352]歳□□	J1⑩0015 [2352:  “□□”，選編、選校、館藏簡作“七”，以爲“廿”或“卅”和“□”的兩位數字。] 


〼病有[image: G:\資料\出土史料\簡牘資料\里耶秦簡\造字\造字15（肴+卩）.JPG]癰[endnoteRef:2353]。　　中病〼 [2353:  “”，右從“卩”，與地名“郩”從“邑”有別，疑其表示身體某部位，原釋文、校釋作“郩”，參考陳劍指教，據圖版改釋。] 

〼□，七月壬辰巳（已）。●凡十二日。　　得六十〼	8-1811+8-1712[endnoteRef:2354] [2354:  本簡綴合據校釋一。] 


[bookmark: _Toc67253407]計
遷陵巳（已）計卅（三十）四年（213）餘見弩臂百六十九。
●凡百六十九。
出弩臂四，輸益陽。
出弩臂三，輸臨沅。
●凡出七。
今八月見弩臂百六十二[endnoteRef:2355]。	8-0151 [2355:  “八”，從原釋文，校釋從馬怡〈里耶秦簡選校〉（《中國社會科學院歷史研究所學刊》第四集，商務印書館，2007年）改釋爲“九”。] 


丗（三十）七年，遷陵庫工用計。受其貳春鄕䰍。
桼（漆）三升，㱃（飲）水十一升，乾重八。        9-1138

〼工用計。受其司空器計。〼	9-0122

卅（三十）七年遷陵庫工用計。受充庫工用計。〼
桼卅斗斗㱃水十四斗乾重十〼	9-1124+9-2064[endnoteRef:2356] [2356:  本簡綴合據《里耶（貳）》簡牘綴合表。] 


卅（三十）七年遷陵庫工用計。受其貳春鄕䰍〼
泰三升●㱃水十一升乾重八　〼	9-1136

廿（二十）八年（219）遷陵田車計。付雁門泰（太）守府。  〼
革勒（？）二[endnoteRef:2357]。　　釪鐶四。　　□□別□〼	8-0410 [2357:  “勒”，原釋文、校釋作“□”，參考陳劍指教，據殘留筆畫和文意補釋。] 


〼庫工用計[endnoteRef:2358]。付□〼 [2358:  本簡上端殘缺，原釋文未標斷簡符號，據圖版補標。] 

〼□蚤　〼
〼□　〼	9-2183

卅（三十）四年遷陵庫工用計[endnoteRef:2359]。〼 [2359:  “四”字墨跡不十分清楚，又疑實爲“六”。] 

馬革一件。　　〼
馬筋一件[endnoteRef:2360]。　　〼 [2360:  馬筋：馬筋の用途のひとつが弓の弦であることは、9-919+9-1719 からうかがえる。
〼弋弓一、用馬筋一件半件 〼
民國 31 年に中央研究院が成都の弓箭工房で行なった調査によれば、弓の弦には「牛背脊上的筋」を用いる。「校釋」の注３に「旅，疑通作“膂”，指脊背。……馬旅筋，似指由馬脊背處所得之筋」とあるのは―「筋」との違いは不明であるが―正解ではないか。成都の工房の場合、屠牛直後の肉が溫かいうちに指で筋をはがし、付着した肉を削ぎ落し、屋外の高所に掛けて自然乾燥させる。乾燥後、霧を吹きかけてもどし、木槌で叩いて麻の纖維のようにほぐしたのち、再び高所に掛けて乾燥させる（右圖）。「工用」として庫に保管されているのは、このような状態の「筋」であろう。以上、譚旦冏「成都弓箭製作調査報告」（『中央研究院歴史語言研究所集 刊』第 23 本上册、1952 年）による。なお、9-2231 に、
元年三月壬寅朔□寅□〼 出炭廿七斤、以爲服弓一□
とある「炭」は、膠を軟化させたり、弓身に反りを與えたりする際の熱 源として用いるのであろう。（籾山レジュメ20201002）] 

馬旅筋一件。　　〼
馬陽筋一件。　　〼	9-0172

〼[endnoteRef:2361]寇田計〼	8-0851 [2361:  本簡上端殘缺，原釋文、校釋未標斷簡符號，據圖版補標。簡8-0482有“司寇田課”，疑此簡“寇田”前所缺亦爲“司”字。	] 


[bookmark: _Toc67253408]課
[bookmark: _Hlk66811938][bookmark: _Hlk66812473][bookmark: _Hlk66812454]〼宂募、群戍卒百卌（四十）三人。	尉守狐課。
〼廿（二十）六人。●死一人。		十一月己酉視事，盡十二月辛未[endnoteRef:2362]。 [2362:  十一月己酉から十二月辛未までの期間は23日で、それが尉守狐の視事した期間であり、課の集計期間ではなかろう。類例を参照するに、簡J1⑦0304に記載されている死亡課では、標題は「某年課」となっており、年単位で集計がなされる。11 月から 12 月という狐の視事期間は年度の最初の四半期にあたるから、年単位の集計だとすると、集計期間と視事期間とでやや説明しにくい乖離が生じる。一方、漢～三国の出土資料には、3 ヶ月を集計単位とする四時簿もみられ、里耶秦簡でも「四時志」（簡8-0024+8-0331）や「三月壹上」（簡8-0434）といった表現がみうけられるから、本簡においても、集計期間が3 ヶ月間の可能性がある。その場合には、集計期間と視事期間との間に大きな乖離がなく、10 月から 12 月の集計を 12 月末に作成し、課作成者の狐について、課本文とは別途に、その視事期間、つまり責任期間を附記したと考えることができる。] 

[bookmark: _Hlk66811987]〼六百廿（二十）六人而死者一人[endnoteRef:2363]。		8-0132+8-0334[endnoteRef:2364] [2363:  第一行の人数が集計期間末尾の総人数だと仮定すれば、本簡の残欠部分は或いは次のように復元することができる。延べ人数は現存の人数に集計期間日数を乗じた数に、死亡者の人数にその労働従事日数を常時した数を足した和であろう。集計期間を三か月とした場合には、月の大小によって、小大小の 88日と大小大の89日の二つの可能性が考えられるが、下三桁が現存の626人に計算上合う状況は、集計期間を小大小の 88日と、死亡日を42日目（11月の途中）と設定してのみ得られる。その場合の延べ人数は「88日*143人+42日*1人＝12626日人」という計算となる。原文は次のように補うことができる。
【某年十月盡十二月遷陵】宂募群戍卒百卌（四十）三人。	尉守狐課
【●泰凡積萬二千六百】廿（二十）六人。●死一人。		十一月己酉視事，盡十二月辛未。
【●𧗿之萬二千】六百廿六人而死一人。
集計期間を一年と仮定した場合、死亡日を10月4日とすれば、「354日*143人+4日*1人＝50626日人」という計算で原文を次のように補うことができる。
【某年遷陵】宂募群戍卒百卌（四十）三人。			尉守狐課
【●泰凡積五萬六百】廿（二十）六人。●死一人。		十一月己酉視事，盡十二月辛未。
【●𧗿之五萬】六百廿六人而死一人。]  [2364:  本簡綴合據校釋一。] 


〼  守丞夫﹦（大夫）敬課。
〼視事卅（三十）八日	6-16

廿八年遷陵隷臣妾及黔首居貲贖責作官府課。●泰（大）凡百八十九人。〖廿九人〗死、亡。●𧗿（率）之，六人六十三分人五而死、亡一人。
巳（已）計廿（二十）七年餘隷臣妾百一十六人。
廿（二十）八年新●入丗（三十）五人。 
●凡百五十一人，其廿（二十）八死、亡。●黔道（首）居貲贖責作官丗（三十）八人，其一人死。（正）	J1⑦0304正
令拔、丞昌、守丞膻之、倉武、令史上、上逐┛、除、倉佐尚、司空長、史𨛭當坐。（背）	J1⑦0304背

〼死亡過程四分[endnoteRef:2365]	9-0221[endnoteRef:2366] [2365:  “死”，原釋文作“”，據圖版改釋。]  [2366:  本簡は、課という記録の断片のほか、文書簡牘の断片の可能性もある。内容的関連性から暫定的に課の類に入れた。] 

【……若干人（？）】死亡し、程を過ぐる[endnoteRef:2367]は四分[endnoteRef:2368] [2367:  過程、程はノルマ・規準の意、法定規準を超えること。嶽麓秦簡（五）の律令簡牘120-122には、
120/1848：請：自今以來，諸縣官上對、請書者，牘厚毋下十分寸一└，二行牒厚毋下十五分寸一，厚過程者，毋得各過
121/1852：其厚之半。為程，牘牒各一└。不從令者，貲一甲└。御史上議：御牘尺二寸└，官券牒尺六寸。·制曰：更尺一寸牘
122/1702：牒。             ·卒令丙四
という用例が見える。]  [2368:  本簡も公文書の本文の断片という可能性が考えられる。その場合には、読み下し文は
……死亡の程を過ぐるは四分の……
という可能性が高い。] 


〼囚（？）臾（瘐）死過程四[endnoteRef:2369]〼	8-1139[endnoteRef:2370] [2369:  “囚”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文意補釋。一説，字形與“亡”相近，但“□亡瘐死”文意未詳。
「囚」、原釋文と校釋では、「□」に作るが、殘留筆畫と文意に基づいて補釋した。一説には、字形がむしろ“亡”に近いともいうが、「瘐死」が飢餓や病気で獄等の中で死亡することをさして使われることから、「□亡瘐死」という字並びが不自然に感じられる。『漢書』宣帝紀には、
今繋者或以掠辜若飢寒瘦死獄中
といい、蘇林の注によれば、
瘦、病也。囚徒病、律名爲瘦。
というように、瘦とは病の意という。]  [2370:  この簡牘は公文書の断片という可能性も考えられる。その場合には次のような形で様式が復元される。
] 


〼亡不轙過程〼	8-2255
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田課志：		●凡一課。
䰍（漆）園課。[endnoteRef:2371]		8-0383+8-0484[endnoteRef:2372] [2371:  本簡には、無関係な墨跡が幾つも認められ、その一部は簿籍に頻出するチェックマークとも形状が類似しているが、再利用前の削り残しと推定される。]  [2372:  本簡綴合據校釋一。] 


田官課志：　●凡一課。
田□□課。	8-0479

畜官課志：				畜牛死、亡課。
徒隸牧畜死負、剝賣課[endnoteRef:2373]。		畜牛產子課。 [2373:  “課”字被橫向劃痕部分覆蓋，劃痕連續到簡背右側。據張馳〈《里耶秦簡（壹）》所見簡牘編聯問題〉（中國文化遺產研究院、吉林大學、甘肅博物館、山東博物館編《中國簡牘學術研討會論文集》，濟南：2017年）的推測，此一劃痕係編繩痕跡。] 

徒隸牧畜﹦（畜畜）死不請課。		畜羊死、亡課。
馬產子課。				畜羊產子課。
				〼	●凡八課	8-0490+8-0501[endnoteRef:2374] [2374:  本簡綴合據《里耶（壹）》簡牘綴合表。] 

畜官課の志：				畜牛の死・亡するの課。
徒隸、畜を牧し、死もて負い、剝いで賣るの課。		畜牛、子を產むの課。
徒隸、畜を牧し、畜死して請わざる/情ならざるの課。		畜羊の死・亡するの課。
馬、子を產むの課。				畜羊、子を產むの課。
				〼	●凡八課	8-0490+8-0501

卅（三十）四年啓陵鄕見戶當出戶賦者志：	●當爲絲八斤十一兩八朱（銖）[endnoteRef:2375]。 [2375:  “●”，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。] 

見戶廿（二十）八戶，當出繭十斤八兩。				8-0518+8-0254[endnoteRef:2376] [2376:  本簡綴合據謝坤〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（三）〉（簡帛網，2016年12月28日）。] 

三十四年（213）、啓陵鄕が見戶の當に戶賦を出だすべき者が志。		
見戶は二十八戶。當に繭十斤八兩[endnoteRef:2377]を出だすべし。		●當に絲八斤十一兩八銖と爲すべし。 [2377:  一斤を十六兩と計算すれば、一戸當たり六兩の戸賦となる。簡8-0447には、繭六兩の出納に關わる券書が見える。] 


卅四年（213）貳春鄕見戶〼
見戶六十戶當出繭廿□〼	9-0661

尉課志：	卒田課。
卒死、亡課。	●凡三課。
司寇田課。	8-0482

〼鄕課志[endnoteRef:2378]：　黔首□課[endnoteRef:2379]。 [2378:  此簡上端折斷，原釋文、校釋未標斷簡符號，據圖版補標。]  [2379:  未釋字，原釋文作“醫”，校釋作“曆”。] 

〼死、課[endnoteRef:2380]。　寡子課子課[endnoteRef:2381]。 [2380:  “死亡課”，原釋文、校釋作“□□□”，據圖版和文意補釋。]  [2381:  “課”，原釋作“計”，林獻忠〈讀里耶秦簡札記六則〉（簡帛網，2015年4月20日）作“鰥”，均與字形不合，暫從校釋。] 

〼□食□□課[endnoteRef:2382]。　●凡四課。	8-0483 [2382:  “食”下一字，何有祖〈讀里耶秦簡札記（一） 〉（簡帛網，2015年06月17日）作“喪”。] 


司空課志：　□船課。  〼
□爲錢（？）□課[endnoteRef:2383]。　黔〖首〗爲□課[endnoteRef:2384]。  〼 [2383:  “錢”、“課”，原釋文、校釋均作“□”，據圖版補釋。]  [2384:  “黔首爲”，原釋文、校釋作“□□”，何有祖〈讀里耶秦簡札記（一） 〉（簡帛網，2015年06月17日）作“黔首”，據圖版改釋。] 

□□□課[endnoteRef:2385]。　作務徒[endnoteRef:2386]。  〼 [2385:  “□□□”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋]  [2386:  “徒死亡課”，原釋文、校釋作“□□”，參考何有祖〈讀里耶秦簡札記（一） 〉（簡帛網，2015年06月17日）作“徒死亡課”，據殘留筆畫補釋“徒”，據文意補釋“死亡課”。] 

城旦死、亡課[endnoteRef:2387]。　……  〼 [2387:  “城旦死亡”，原釋文、校釋作“□□□□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（一） 〉（簡帛網，2015年06月17日）補釋。] 

舂產子課。　……  〼	8-0486

倉課志：		作務產錢課。		〼
畜彘雞狗產子課。	徒隸行䌛（徭）課。	〼	〼年課。
畜彘雞狗死、亡課。	畜鴈死、亡課。			●凡□課[endnoteRef:2388]。 [2388:  “課”前未釋字，謝坤作“九”，恐不可信。按，“年課”和“凡□課”字跡與其它字不同，似係事後填寫。“年課”前應有數字，表示上方“課”均係某年課。因此，因此，“課”總數應爲八。據殘留筆畫判斷，未釋字不妨釋“八”。] 

徒隸死、亡課。	畜鴈產子課。
徒隸產子課。	8-0495+8-0150[endnoteRef:2389] [2389:  綴合據謝坤〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（三）〉（簡帛網，2016年12月28日）。] 


〼人庸（傭）作志〼	8-0949正
〼  卅（三十）五年（212）〼	8-0949背

都鄕畜志：〼　□〼
牡彘一。〼　□〼
牡犬四[endnoteRef:2390]。〼	8-2491 [2390:  “犬”，原釋文、校釋作“豕”，參考陳劍指教，據圖版改釋。] 


貳春鄕枝枸志：		格廣半畝┛，高丈二尺。
枝枸三木。　			去鄕七里。
〼下廣一畝。			卅（三十）四（213）年不實。	8-0455
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司空曹計錄：　贖計。……　凡五計。……
船計。　貲責計。　史尚主。
器計。　□計。	8-0480

倉曹計錄：	器計。		馬計。
禾稼計。	錢計。		羊計。
貸計。	徒計。		田官計。
畜計。	畜官牛計。	凡十計。
				史尚主。	8-0481

戶曹計錄：　田提封計。
鄕戶計。　　䰍（漆）計。
䌛（徭）計。　□計[endnoteRef:2391]。 [2391:  “□”，原釋文、校釋作“鞫”，與字形不合，或疑爲“輸”字。（陳劍指教）] 

器計。　●凡七計。  〼
租質計。	8-0488

金布計錄：　工用計。　金錢計。   〼
庫兵計。　工用器計。　凡六計。   〼
車計。　少内器計。	8-0493

〼八月□□   〼
〼春鄕戶計[endnoteRef:2392]。   〼	8-0731正 [2392:  “計”字右半較爲殘缺，殘留筆畫實與“課”字更近，應該再比較字形！] 

〼以郵行，不求報。敢言之。〼	8-0731背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類(志？)
	？
	【……。】

	
	？
	
	【……】八月□□。

	
	？
	
	【……貳】春鄕戶計。

	
	？
	
	

	文書本体
	書出
	【……、敢えて之れを言う。】

	
	本文
	
	
	【……】郵を以て行り、報を求めず。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	集配記録
	【……。】

	
	作成記録
	【……。】
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■課上金布副：	園栗✓	　縣官有買用錢／┛鑄段（鍛）✓
■桼（漆）課✓	采鐵✓	　竹箭✓
■作務✓		市課✓	　水火所敗亡／┛園課┛采金✓
■疇竹✓		作務徒死、亡✓	　貲贖責毋不收課
■池課✓		所不能自給而求輸✓	8-0454
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貲一甲二  〼	8-0011	{下端燒焦。}

■鄕守履貲十四甲　　✓〼
■鄕佐就貲一甲　　✓〼
■鄕佐華[endnoteRef:2393]貲六甲　　✓〼	8-0300 [2393:  “華”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》、伊強〈《里耶秦簡（壹）》文字釋讀（七則）〉（《簡帛》第９輯，2014年）補釋。] 


遷陵貲萬□〼	8-0309

尉廣邦四甲[endnoteRef:2394]；   校長舍四甲；　　〼 [2394:  “邦”，原釋文作“□”，校釋作“貲”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改釋。] 

佐四甲。貲巳（已）歸。　　〼	8-0565

卅（三十）二年（215）二月丁未〼＃貲一人……	8-0693正
發  〼	8-0693背

〼  □二甲□
〼  貲貲貲	8-1942

〼貲一盾二百三□〼	8-2073

〼司空色貲〼	8-2294

〼□見計貲七〼	8-2500

〼　　空佐敬二甲。✓	庫佐駕二甲。✓		令佐圂一盾。✓		更戍嬰二甲。
〼　　空守謷三甲。✓	田官佐賀二甲。✓	令佐（最）[endnoteRef:2395]七甲。✓	更戍起二甲[endnoteRef:2396]。〼 [2395:  “”，卽“最”字異構，原釋文、校釋作“冣”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改正。]  [2396:  “起”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。] 

〼　　空守巸三甲。✓	髳長忌再□䙴（遷）[endnoteRef:2397]。✓	令佐虒二甲[endnoteRef:2398]。巳（已）利（？）✓	更戍裚贖耐。二。 [2397:  “再”下一字，何有祖〈讀里耶秦簡札記（三）〉（簡帛網，2015年7月1日）釋爲“聞”，恐與字形和文例不合。何文將“忌再聞”理解爲姓名，但前後文均僅記名，無一例標姓。其實所謂“再”也似與字形不合，疑“忌”爲名，“遷”前二字與對忌所受處分有關。]  [2398:  “虒”，原釋文、校釋作“逌”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改釋。] 

〼　　司空佐沈二甲。巳（已）。	校長予言貲二甲。✓	□廿（二十）錢[endnoteRef:2399]。✓	更戍得贖耐。 [2399:  “廿”前一字，何有祖〈讀里耶秦簡札記（三）〉（簡帛網，2015年7月1日）釋爲“梓”，未必可信，其云“用作人名”，更與文意不合。案，此處“□廿（二十）錢”應與前一行“已利”連讀，其中所謂“利”字釋讀也可疑，目前只能確定其“已□□廿（二十）錢”。] 

〼　　□□□一盾。入。✓	發弩□二甲[endnoteRef:2400]。✓	更戍盡二甲[endnoteRef:2401]。✓	更戍堂贖耐。 [2400:  “弩”，何有祖〈讀里耶秦簡札記（三）〉（簡帛網，2015年7月1日）釋爲“咎”，恐與字形不合，疑其或爲“錢”，用作人名。]  [2401:  “盡”，原釋文、校釋作“晝”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改釋。] 

〼　　庫武二甲。✓		倉佐平七盾（？）。✓	更戍五二甲。✓		更戍齒贖耐。
				田佐□一甲。✓		更戍登二甲。✓		更戍暴贖耐。										8-0489+8-0149[endnoteRef:2402] [2402:  本簡綴合據《里耶（壹）》簡牘綴合表。] 


〼尉史據二甲	8-0356

〼尉廣邦二甲	8-1736
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卅（三十）五年（212）遷陵貳春鄕積戶二萬一千三百〼
毋將陽闌亡乏戶。　　〼	8-1716

卅（三十）二年（215）遷陵積戶五萬五千五〖百〗卅（三十）四。	8-0552

廿（二十）七年（220）遷陵貳春鄕積戶〼
亡者二人┛𧗵（率）之萬五千三戶而□〼	8-0927

〼□二戶[endnoteRef:2403]	士五（伍）七戶〼 [2403:  冒頭の未釋字が爵位を表すとすると、字形が殘畫に合うのは「造」のみである。缺損部分の大きさからすれば、上端から本字まで三文字と考えられるが、遷陵縣には他に少上造・大良造という高位の爵を有する者に關する記述がない。或いは「荊不更」のほか、「荆上造」も存在した可能性があるが、現段階では確定し難い。なお、殘畫が「造」の之繞部分だとすると、4行目の「造」とはやや書き方が異なる。] 

■夫﹦（大夫）一戶	司寇一戶〼
■夫﹦（大夫）寡三戶	小男子□〼
■不更一戶	大女子□〼
■小上造三戶	●凡廿（二十）五〼
■小公士一戶	8-0019

〼戶  ●大凡〼	8-1740

今見一邑二里：夫﹦（大夫）七戶，夫﹦（大夫）寡二戶，夫﹦（大夫）子三戶，不更五戶，〼寡[endnoteRef:2404]四戶，上造十二戶，公士二戶，從廿（二十）六戶。[endnoteRef:2405]	8-1236+8-1791[endnoteRef:2406] [2404:  “寡”，校釋云：“8-1791上端存殘畫，疑爲‘簪褭’”，施謝捷《里耶秦簡釋文稿》按：“二簡綴合不能密合，之間缺損二字”，據殘留筆畫和文例補釋。]  [2405:  本簡下端雖缺右角，但左角完整無缺。原釋文、校釋標出斷簡符號，據圖版改正。]  [2406:  本簡綴合據校釋一。] 

今、一邑二里見 (いま)す。大夫は七戶、大夫が寡は二戶、大夫が子は三戶、不更は五戶、【不更が[endnoteRef:2407]】寡四戶、上造は十二戶、公士は二戶、從は二十六戶[endnoteRef:2408]。 [2407:  他に簪褭の戸が見えないため、取り敢えず「不更」の二文字を補ったが、転入などによって、簪褭の戸や簪褭寡の戸が出現する可能性も完全に排除できない。また、考釈による本簡の遙綴にも必ずしも必然性が感じられない。遙綴が成立しないとすれば「寡」の上に、「簪褭」と「不更」のほかにさらに「大夫」などの可能性も考えられる。]  [2408:  嶽麓秦簡（肆）簡152には「從戸」なる語が見られ、本簡にいう「從」と同じ可能性が高い。（石原遼平「秦漢時代の「徭」」66頁は「從戸」について、第一級の公士の下に記されていることから、「公士より低い身分の者」とした上、「詳しいことはわからないが、無爵者あるいは從人の戸を指したと思われる」という）] 


十三戶，上造寡一戶，公士四戶，從百四戶。元年入不更一戶，上造六戶，〼從十二〼	9-2335+8-2231[endnoteRef:2409] [2409:  綴合據楊先雲〈《里耶秦簡（貳）》簡牘綴合續表〉（簡帛網2018年5月13日）。從圖版看，碴口並不密合，字距也不合，只能視爲一種遙綴，但殘缺部分很可能無字。] 


〼從廿（二十）□[endnoteRef:2410]〼	8-2209 [2410:  未釋字疑爲“七”。] 


南陽戶人荆[endnoteRef:2411]不更□得[endnoteRef:2412]	妻曰嗛	子小上造台[endnoteRef:2413]	子小女虖 [2411:  荆不更については諸説あるが、「不更」が秦の爵名であること、當該簡が秦に歸屬した舊楚の住民の「戶籍」であること、は諸家が一致している。擔當者はこれら「荆」爵は、歸屬前の舊楚爵を秦爵に讀み替えたものと推定する。なおこれら「荆」爵の保有者を「楚人（荆人）」と解する見解もあるが、同一戶内で戶人のみが楚人、妻子が秦人という事態は考え難い。「荆」はあくまでも爵の修飾語であり、住民が秦に歸屬して編戶された後も「荆人」と認識され續けた可能性は低いと考える。｛渡邉┘ジュメ｝
なお、荆にはそれほどの意味がなく、単に新黔首の意味で使われていたのではないかという疑問も提示された（青木）。その根拠は嶽麓秦簡（伍）律令簡牘の次の記載である。
073/1114：●泰山守言：新黔首不更昌等夫妻盜，耐為鬼薪白粲，子當為收，柀（彼）有嬰兒未可事，不能自食
074/0918：別傳輸之，恐行死。議：令寄長其父母及親所，勿庸別輸。丞相議：年未盈八歲者令寄長其
075/1935：父母、親所，盈八歲輒輸之如令。琅邪（琊）郡比。 ·十三]  [2412:  “□”，報告、選編作“黃”，館藏簡疑爲“費”，均於字形不合，疑下從見、下從井，或受楚字影響，不知爲何字。]  [2413:  小上造はいわゆる小爵であり、子が未成年の有爵者であることを示す。里耶K11の戶籍簡では戶人の子弟に小爵（秦爵）保有者が多く見られ、歸屬後に一律的な賜爵が實施されたことを示唆する。｛渡邉┘ジュメ｝] 

				子小上造甯	子小女移			✓[endnoteRef:2414] [2414:  “✓”，選編、館藏簡失釋，據圖版補釋。] 

				子小上造定	子小女平
								五長	K1/25/50[endnoteRef:2415] [2415:  本簡圖像見館藏簡。] 


南陽戶人荆不更宋午	(原有文字削去）[endnoteRef:2416]	子小上造傳			臣曰𧟃[endnoteRef:2417] [2416:  『報告』はこの行の削去を指摘する。戶人の妻の名が記入されていた筈である。（渡邉┘ジュメ）]  [2417:  臣は臣妾、男性奴隷。陳偉氏の考察に拠れば、「臣妾→奴婢」の切り替わりは、「臣妾」の下限が始皇28年8月、「奴婢」の確實な上限が始皇32年6月という。
　参考：陳偉「从“臣妾”、“奴妾”到“奴婢”」（簡帛網2017年1月27日）｛渡邉┘ジュメ｝] 

弟不更熊		熊妻曰□□		造逐	熊子小女子阿[endnoteRef:2418] [2418:  “熊”，報告、選編作“衛”；“阿”，報告、選編作“□”，據館藏簡補釋。] 

弟不更衛		衛妻曰有[endnoteRef:2419]		小上造□[endnoteRef:2420]				✓[endnoteRef:2421] [2419:  “有”，報告、選編作“□”，據館藏簡補釋。]  [2420:  “□”，館藏簡疑爲“克”字。]  [2421:  “✓”，選編、館藏簡失釋，據圖版補釋。] 

						熊子小上造剽[endnoteRef:2422]		K2/23[endnoteRef:2423] [2422:  “剽”，報告、選編作“□”，據館藏簡補釋。]  [2423:  本簡圖像見館藏簡。] 


						子小上造□		……		
						子小上造失			K3[endnoteRef:2424] [2424:  本據發掘報告。] 


南陽戶人荆不更䜌喜	妻大女子媅	子小上造章	子小女子趙	
子不更衍		隸大女子華	子小上造	子小女子見		K4[endnoteRef:2425] [2425:  本據發掘報告。] 


□獻			妻曰縛		……
			□妻曰□
			下妻曰婺					K5[endnoteRef:2426] [2426:  本據發掘報告。] 


〼妻曰□□　　	……〼						K6[endnoteRef:2427] [2427:  本據發掘報告。] 


〼更□	　	……		……		……		……	K7[endnoteRef:2428] [2428:  本據發掘報告。] 


南陽戶人荆不更五□□	妻曰繒		……		……		……
									K8/9/11/47[endnoteRef:2429] [2429:  本據發掘報告。] 


〼　　〼		K12[endnoteRef:2430] [2430:  本據發掘報告。] 


〼……		……		K14[endnoteRef:2431] [2431:  本據發掘報告。] 


〼□妻曰差　　〼						K15[endnoteRef:2432] [2432:  本據發掘報告。] 


南陽戶人荆不更黃□	妻曰不實	子小上造悍	子小女規	
子不更昌				子小上造	子小女移		K17[endnoteRef:2433] [2433:  本據發掘報告。] 


戶人荆夫﹦（大夫）〼						K18[endnoteRef:2434] [2434:  本據發掘報告。] 


〼　　〼	K19｛木屑｝

〼……	……		子小女子□
〼……	……		□小女子□		K26[endnoteRef:2435] [2435:  本據發掘報告。] 


南陽戶人荆不更蠻強	妻曰嗛		子小上造□	子小女子駝	臣曰聚
								五長	K27[endnoteRef:2436] [2436:  本據發掘報告。] 


南陽戶人荆不更黃□	妻曰負芻	子小上造□	子小女□□[endnoteRef:2437]	 [2437:  “□□”，報告作“子女祠”，恐非是。] 

								毋室	K28/29[endnoteRef:2438] [2438:  本據發掘報告。] 


南陽戶人荆不更彭奄	母曰錯		子小上造狀	
弟不更說		妾曰□						K30/45[endnoteRef:2439] [2439:  本據發掘報告。] 


陽戶人荆不更李獾（？）	妻曰□		子小上造□	……	……
						子小上造□	……		K31/37[endnoteRef:2440] [2440:  本據發掘報告。] 


〼　　〼	K32

南陽戶人荆不更□疾	疾妻曰姽					K33[endnoteRef:2441] [2441:  本據發掘報告。] 


〼……		……		K35[endnoteRef:2442] [2442:  本據發掘報告。] 


							……		
								五長	K36[endnoteRef:2443] [2443:  本據發掘報告。] 


南陽戶人荆不更□〼							K38/39[endnoteRef:2444] [2444:  本據發掘報告。] 


南陽戶人荆不更□□	曰義		……		□□[endnoteRef:2445]	 [2445:  “□□”，報告作“母睢”，恐非是。] 

								五長	K42/46[endnoteRef:2446] [2446:  本據發掘報告。] 


南陽戶人荆不更大□	妻曰𡣬		子小上造視
弟不更慶（？）	慶妻規		子小造□		K43[endnoteRef:2447] [2447:  本據發掘報告。] 


南陽戶人荆不更鄭不實[endnoteRef:2448]	妻曰有		子小上造虒[endnoteRef:2449]	K48[endnoteRef:2450] [2448:  “有實”，報告、選編作“□□”，據館藏簡補釋。]  [2449:  “虒”，報告、選編作“綽”，據館藏簡改釋。]  [2450:  本簡圖像見館藏簡。] 


南陽戶人荆不更䜌喜	妻大女子媅[endnoteRef:2451]	子小上造章	子小女子趙 [2451:  妻の表記が他の簡と異なり、「曰」字が無く、「大女子」と記入されている。（渡邉┘ジュメ）] 

子不更衍		隸大女子華	子小上造犺[endnoteRef:2452]	子小女子見	K49[endnoteRef:2453] [2452:  “犺”，報告作“□”，據館藏簡補釋。]  [2453:  本簡圖像見館藏簡。] 


〼　　□　　〼		K51[endnoteRef:2454] [2454:  本據發掘報告。] 



[bookmark: _Toc67253414]缺
■吏凡百四人，缺卅（三十）五人。●今見五十人。	8-1137

貳春鄕佐缺一人	8-0887

田缺吏見一人[endnoteRef:2455]。	8-1118 [2455:  “田”， 原釋文、校釋作“囚”，據圖版和文意改正。] 


少内缺吏見二人	8-1593

[bookmark: _Toc67253415]最
五月遷陵令尉徼薄（最）。　　[endnoteRef:2456]尉未有逮毄酉陽不薄[endnoteRef:2457]。 [2456:  「最」と「尉」の間に空白があり、空白の高さに横方向の擦れが見え編綴紐による痕跡の可能性がある。後続の「不薄」の前にも似た状況が確認される。]  [2457:  この一文の句読と解釈には幾つかの可能性がある。
１）尉、未だ逮・毄する有らず、酉陽は薄 (せま)らず（尉の巡回中は人を召喚や逮捕することはなかった。酉陽には立ち寄らなかった。
２）尉の未、逮せられて酉陽に毄せらるる有れば、簿せずする有らず、（尉の未（人名）は酉陽に呼び出されて拘束されているので、簿の記帳をしていない）
３）尉、未だ酉陽に逮・毄せらるる有らず、簿せず
４）尉、未だ逮せらるる有らざるも、酉陽に毄せらるれば、簿せず（尉はまだ召喚されていないのに、酉陽に拘束されたので、簿に記載しなかった）
] 

●凡徼五十一日行四百里。
居官九日。	9-0025

又見一四甲作徒簿c最簡J1⑩1170、9-0246

｜十一月□子｜丁卯｜戊辰｜己巳｜庚午｜辛未｜壬申｜癸酉｜甲戌｜乙亥｜丙子｜丁丑｜戊寅｜己卯｜庚辰｜辛巳｜壬午｜癸未｜甲申｜乙酉｜丙戌｜丁亥｜戊子｜己丑｜庚寅｜辛卯｜壬辰｜癸巳｜甲午｜乙未｜丙申｜
[bookmark: _Hlk11353504][bookmark: _Hlk11353537][bookmark: _Hlk11353602][bookmark: _Hlk11358668]｜【丞主】　｜丄〇｜丄〇｜丄〇｜丄〇｜丄〇｜ー〇｜■■｜ー〇｜ー〇｜ー〇｜ー〇｜ー〇｜ー〇｜ー〇｜■ー｜■ー｜ー■｜■―｜ー〇｜ー■｜ー■｜■■｜ー■｜ー〇｜■■｜■■｜■■｜ー〇｜ー〇｜ー〇｜
[bookmark: _Hlk531359312]｜【疾已】　……　　　　　　　　　　　　　｜〇〇｜〇〇｜　　｜〇〇｜〇〇｜〇〇｜〇〇｜〇〇｜〇〇｜〇〇｜…………　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜〇〇｜〇〇｜〇〇｜〇〇｜〇〇｜	9-0487正＋9-0295[endnoteRef:2458] [2458:  本簡綴合據《里耶（貳）》簡牘綴合表。] 

〼　　　　　　　　　丞食一石□斗半		〼
〼□　　　　　　　　出？半爲□			〼
[bookmark: _Hlk4841002]〼　　　　　　　　　疾已食一石五斗		〼	9-0487背


入米二石	出米二石予疾巳（已）室[endnoteRef:2459]		鬻米半{食+四}	一參米秏半升	鬻米半四 [2459:  疾巳の室による受領に関する記録は、簡	9-0300に見える。] 

入米一石	入卽（粢）米二石		疾巳（已）食丞主米	鬻米半{食+四}	辛酉疾巳（已）去
丞食一石七升	入{彳+朮}（秫）米二石	●凡食米三石	鬻米半{食+四}	鬻米半四	鬻米半四
疾巳（已）食一石三斗[endnoteRef:2460]	入道（䆃）米八斗七升┘不僕一斗二參行食一斗	●凡入四石九斗	9-0019正[endnoteRef:2461] [2460:  後続の「不僕」から推測するに、疾已は、傳食律に見える「從者」（『二年律令』簡232-237）と同様に、丞に私的に仕える者と考えられる。また「食」の合計は3石となり、この二項目は、「入」合計の3石の内訳を示したものである。]  [2461:  形状からすれば、本簡には紐掛けの加工があり、米櫃等に縛り付けられ、食事の度に記入がなされたと推測される。] 

│二月[image: D:\資料\出土史料\簡牘資料\里耶秦簡\造字\造字03（冖＋取）.jpg]〔[image: D:\資料\出土史料\簡牘資料\里耶秦簡\造字\造字02（宀＋一＋取）.jpg][image: D:\資料\出土史料\簡牘資料\里耶秦簡\造字\造字06（冖＋一＋取）.jpg]〕（最）子[endnoteRef:2462]│丁酉┘│戊戌┘│己亥┘│庚子┘│辛丑┘│壬寅┘│癸卯┘│甲辰┘│乙巳┘│丙午┘│丁未┘│戊申┘│　＝己酉│庚戌│辛亥│壬子┘│癸丑┘│甲寅┘│乙卯┘│丙辰┘│丁巳┘│戊午┘│己未┘│庚申┘│辛酉┘│壬戌┘│＝癸亥┘│甲子┘│乙丑┘│丙寅│ [2462:  “”卽“（最）”錯字，選編作“冢”，館藏簡疑爲“家”或“冡”，原釋文疑爲“冡”，參照9-0020，據圖版改釋。] 

│□□│－○[endnoteRef:2463]│－○│－○│－○│－○│－○│－○│甲辰丞│主上│食三│斗一升│進食│二斗│－－│－○│－○│　＝－　│－　│－－│－－│－　│－－│－－│－　│－－│－　│－－│－－│　　│－－│ [2463:  「○」を食事のしるし、「－」を欠食のしるしとすれば、丞と疾已の食事の数は、合計41回、1回に就き、１駟（1/4斗）と計算すると、1石１駟という計算となる。この1石１駟に「出二石」を足せば、「入米」の3石に合致する。] 

│□□│○○│○○│○○│○○│○　│疾巳（已）去│○○│甲辰│疾　｜巳（已）去│出米│三斗│一[image: ]賞│中舍│○○ │○○│
＝○○│○○│○○│○○│○○│○○│○○│○○│○－｜－－｜－－｜－－｜－－｜　　│	9-0019背

〼		●出米五斗予疾巳（已）室			出半斗爲醤
入米三石	出米一石予疾巳（已）室
			丞主食一石五斗二駟
丞主下行鄕食米三斗	疾巳（已）食一石一斗二駟	●正月餘米八斗一駟	9-0020正
│正月[image: D:\資料\出土史料\簡牘資料\里耶秦簡\造字\造字06（冖＋一＋取）.jpg]（最）子[endnoteRef:2464]│丁卯│戊辰│己巳│庚午│辛未│壬申│癸酉│甲戌│乙亥│丙子│丁丑│戊寅│己卯│庚辰│辛巳│壬午│ [2464:  “（最）”，選編作“冢”，館藏簡疑爲“家”或“冡”，原釋文疑爲“冡”，參照9-0020，據圖版改釋。] 

＝癸未│甲申│乙酉│丙戌│丁亥│戊子│己丑│庚寅│辛卯│壬辰│癸巳│甲午│乙未│
│丞主│－○[endnoteRef:2465]│－○│－○│－○│－○│－○│－－│　○│－○│－○│－－│－○│○　│　　│　　│　　│　　＝　　│－　│－○│－○│－○│－○│－○│－○│－○│－○│－○│－○│　　│ [2465:  「○」を食事のしるし、「－」を欠食のしるしとすれば、丞と疾已の食事の数は、合計60回、1回に就き、１駟（1/4斗）と計算すると、1石5斗という計算となる。この1石１駟に「出一石五斗」を足せば、「入米」の3石に合致する。] 

│疾巳（已）│○○│○○│○○│○○│○○│○○｜　　｜○○│○○│○○│○○｜○○｜戊子│□□│　　│　　│　　＝　　│      │○○│○○│○○│－○│○○│○○│○○｜○○｜○○｜○○｜○○│
│　　│　　│　　│　　│　　│　　│　　│　　│　　│　　│　　│　　│　　│己卯│疾巳（已）│去到│乙酉│
＝日來│　　│　　│　　│　　│　　│　　│　　│　　│　　│　　│　　│　　│	9-0020背

[bookmark: _Hlk10067295][bookmark: _Hlk11455340][bookmark: _Hlk10242056][bookmark: _Hlk10067250][bookmark: _Hlk11455378][bookmark: _Hlk10241555]疾巳（已）[endnoteRef:2466]室取米。　　十二月二石[endnoteRef:2467]。　　正月一石五斗[endnoteRef:2468]。　　二月二石五斗。　　二月乙丑一石。　　二月乙丑二石七斗。	9-0300+9-0047[endnoteRef:2469] [2466:  疾已室、疾已は人名、室は家族（「秦律十八種」136～137など）、つまり疾已という人物の家族。本簡は、その家族へ支給された食料數量の記録と考えられる。なお、疾已は、食料出納の詳細が記録されている9-0295+9-0487・9-0019・90020にも登場する。遷陵縣廷に食料支給の記録が殘されているにも關わらず、官吏のなかにその名が見えないこと、「丞主」に付隨して記録されていることから、遷陵丞に私屬する者であったと推測される。（青木レジュメ20200630に基づいて陶安改編）]  [2467:  十二月二石：9-0019の「出米二石、予疾已室」という記載と一致する。]  [2468:  正月一石五斗：9-0020 の「出米五斗、予疾已室」および「出米一石、予疾已室」と いう記載の合計數量と一致する。]  [2469:  本簡綴合據《里耶（貳）》簡牘綴合表。
食料出納の詳細が記されている9-0295+9-0487・9-0019・9-0020に對し、本簡は疾已室への月の支給量のみを記録したものである。長めの簡が使用されているのも３簡と共通する。記載されている朔日から３簡の年代は始皇34年であることがわかるので、それと關連する本簡の年代も同樣と考えられる。なお、なぜ11月の記録がないのか、なぜ12月・1月と比べ2月の支給量が多く、しかも小出しにしているのかという疑問が殘るが、9-0295+9-0487等の記載から推測するに、疾已の室そのものには、独自の受給資格がなく、余った穀物を支給されて、余り具合に応じて支給額に変更が生じたと考えられる。] 


〼石九斗少半[endnoteRef:2470]，┘三月二石，┘四月一石九斗少半。〼	9-0879正 [2470:  “一”，原釋文、校釋作“□”，據文意補釋。] 

〼八斗　　〼	9-0879背

〼十二月一石四斗少半，┘十月〼	9-0365

〼令佐言正月二石，┘二月〼	9-0489正
〼□凡五石四升少半〼	9-0489背

[bookmark: _Toc67253416]戍卒
〼……〼
〼二人與倉敬偕市端月〼
〼二人守除●〼
〼一人與司空厭偕買馬六月□〼
〼……〼	9-0228
【……。】
二人、倉の敬と偕に市う。端月……
二人、守除す[endnoteRef:2471]。 [2471:  守除、守は、「守囚」・「守園」・「守船」等に見られるように、見張る意で、「守除」は、「除」を見張ると解せられるが、「除」の指し示す対象は必ずしも明確ではない。『秦律雑抄』簡034には、
034	徒卒不上宿，署君子、敦（屯）長、僕射不告，貲各一盾。宿者已上守除擅下，人貲二甲。
徒卒、宿に上らざるに、署する君子・屯長・僕射、告げずんば、貲ること各々一盾。宿者已に守除に上りて擅に下るるは、人ごとに二甲を貲る。
というように「守除」という単語が見える。整理小組は、「守除」の「除」を『説文解字』に從って、「殿陛」と注釈する。それに從えば、階段を見張るという意味になる。なお、後半については、
宿者已上守除。擅下，人貲二甲。
宿者已に守に上らば、（署する君子・屯長・僕射が罪を）除く。擅下，人貲二甲。
という読み方もあり得る。
一説には、「守除」の「除」は、「除せらた」人を指すという。] 

一人、司空の厭と偕に買馬を買う。六月……
【……。】

〼敬（警）卒十五人[endnoteRef:2472]。	與史有偕[endnoteRef:2473]。端月□□〼 [2472:  “敬”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。]  [2473:  “偕”， 原釋文、校釋作“皆”，據殘留筆畫大小和文例改釋。] 

				守除　〼
				人[endnoteRef:2474]，與司空厭偕買馬。六月……[endnoteRef:2475]〼	9-0609 [2474:  “人”，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。第一行“□□”、第二行“守除”前恐亦原有“若干人”等字樣。]  [2475:  “六”，原釋文、校釋“□”，校釋又疑爲“九”，參考簡9-0228文例，據圖版補釋；“月”，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋；“月”以下另有墨跡，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。] 

〼警卒十五人。		【若干人、】令史の有と與に偕う。端月□□〼
				【若干人、】守除す。
				【若干】人[endnoteRef:2476]、司空の厭と與に偕い馬を買う。六月……[endnoteRef:2477]〼	9-0609 [2476:  “人”，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。第一行“□□”、第二行“守除”前恐亦原有“若干人”等字樣。]  [2477:  “六”，原釋文、校釋作“□”，校釋又疑爲“九”，參考簡9-0228文例，據圖版補釋；“月”，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋；“月”以下另有墨跡，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。] 


〼𤺊（？）[endnoteRef:2478]。　〼 [2478:  “𤺊”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和9-0053文例補釋。] 

〼□令史有皆（偕）市。端〼	9-2646

〼□人求盜　〼
〼□人門[endnoteRef:2479]　〼 [2479:  本簡上端折斷殘缺，原釋文，校釋未標斷簡符號，據圖版和文例補標；“□”，原釋文、校釋作“三”，但簡上方簡面有部分剝離，無法判斷其爲二或三。] 

〼□人[endnoteRef:2480]與佐它人偕載粟沅陵[endnoteRef:2481]。五月〼 [2480:  本簡上端折斷殘缺，原釋文，校釋未標斷簡符號，據圖版和文例補標；“□”，原釋文、校釋作“二”，但簡上方簡面有部分剝離，無法判斷其爲二或三。據簡9-0053判斷，疑爲“三“。]  [2481:  “佐”，原釋文、校釋作“□”，據簡9-0623、9-0053等文例補釋；“它人”，原釋文、校釋當作一字作“□”，據殘留筆畫和文例補釋。] 

〼十人與佐畸偕載粟門淺四月□〼	9-1479[endnoteRef:2482] [2482:  簡9-1479・9-0623・9-0053はいずれも冒頭から作業・人數を記述しており、標題・日付や送り文言が見えないが、それは、裁断されたことによると推定される。按ずるに、簡9-0623については、残存墨蹟により、左右側が裁断されたことが判明する。簡9-0053は明らかに右側が欠けている。また、上端は簡9-1479・9-0623・9-0053は何れも整形されているように見えるが、文面および墨蹟と簡端との距離等から推測するに、上端が裁断されていると考えられる。] 


〼人叚校長　　〼
〼□人[endnoteRef:2483]求盜　　〼 [2483:  本簡上端折斷殘缺，原釋文，校釋未標斷簡符號，據圖版和文例補標；“□”，原釋文、校釋作“二”，但簡上方簡面有部分剝離，無法判斷其爲二或三。] 

〼□人[endnoteRef:2484]門　　〼 [2484:  本簡上端折斷殘缺，原釋文，校釋未標斷簡符號，據圖版和文例補標；“□”，原釋文、校釋作“二”，但簡上方簡面有部分剝離，無法判斷其爲二或三。] 

〼□人[endnoteRef:2485]佐它人偕載粟沅〼	9-0623 [2485:  本簡上端折斷殘缺，原釋文，校釋未標斷簡符號，據圖版和文例補標；“□”，原釋文、校釋作“二”，但簡上方簡面有部分剝離，無法判斷其爲二或三。] 


三人與佐它人偕載粟□〼
十人與佐畸偕載粟〼
二人𤺊。　　〼	9-0053
三人は、佐の它人と與に偕にして粟を□（沅？）【陵[endnoteRef:2486]】に載す[endnoteRef:2487]。【……。】 [2486:  簡9-1479と9-0623から推定するに、未釈読字は「沅」で、その下に「陵」が続くと考えられる。]  [2487:  載粟：粟の輸送業務。「載粟輸」とも（8-0162）。8-1525では、倉佐の贛が啓陵鄕で 六十二石を「載粟」したとある。8-1665には、「司空昌薄……黔首〖居〗貲大男子四人…… 其二（？）人載粟」とあり、司空の徒隸が作業にあてられている。（青木レジュメより）] 

十人は、佐の畸[endnoteRef:2488]と與に偕にして粟を【門淺[endnoteRef:2489]】に載す。【……。】 [2488:  畸：始皇26年5月12日（9-2287）～28年9月29日（8-1280）にかけて、令史や 貳春鄕守として登場する。
本簡は「人數＋仕事の内容」という書式から作簿と考えられる。「載粟」は司空の徒隸が請け負うことが多かったようなので、本簡も司空の作徒簿のように思われるが、本簡と類似 する 9-0623・9-1479 には「叚校長」「求盜」というように、徒隸にはそぐわない業務が竝んでおり、むしろ戍卒の作簿であろうか。あるいは、「小男子説。今尉徴説以爲求盜」 （8-2027 正）とあるように、求盜には黔首が任じられることもあったようなので、役所の業務に携わる黔首の作簿という可能性もある。いずれにせよ卒・校長・求盜は尉の管轄下にある（80472+8-1011+8-0194 背+8-0167正・8-1552）なので、尉によって作成された簿籍であろう。そうすれば、畸と它人は尉佐という可能性が高い。戍卒に関わる他の簡も9-0228・9-0609・9-2646・9-1479・9-0623・9-0053も登場人物や「端月」の使用から概ね秦始皇二十六年ないし二十七年と推定され、畸の経歴と矛盾しない。]  [2489:  簡9-1479と9-0623から推定するに、残欠部分には「門淺（某月）」と續くのではないかと推測される。] 

二人は𤺊 (せい)す[endnoteRef:2490]。 [2490:  𤺊：『説文解字』疒 (じょう)部には「散聲也」、『方言』卷六郭璞注には「謂咽痛」とあり、のどの痛みをともなう病氣の一種とされている。しかし、9-2086+9-2115では「〼𤺊及論。病 有瘳及論」というように、病氣とは區別している。「秦律令（貳）」290簡に「諸以傳食稟貣 者、人馬牛羊有死亡廝、及別者、將吏輒自言縣官」という條文を參考にすると、ケガのことをいうのではないか。参考文献：楊先雲「秦簡所見“𤺊”及“𤺊舍”初探」（簡帛網、2018年5月16日）（青木レジュメより）] 


戍卒給徒隸事者廿三人。	9-1581
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●遷陵敝當糞不當輸内史者。	9-0200
遷陵の敝 (やぶ)れて[endnoteRef:2491]當に糞 (す)つ[endnoteRef:2492]べくして當に内史に輸 (おく)るべからざる者。 [2491:  敝、やぶれる、こわれている、破損している。
里耶では革紐や、革帯が、「敝」とされている。破損している狀態を表す語として、繊維製品(「一曰敗衣」『説文解字』七篇)について用いられるのみではなく、様々な物品の破損の表現として用いられる。

卅四年九月癸亥朔己巳少内守狐入佐書收敝韋帶一□〼,9-745　【説明】左側刻齒爲「四十」。
〼銅四兩敝緯四斤二兩　●凡四寓四〼,9-1164
五十一敦一符一緯二百六十三注弦卅二籣卅銅四兩敝緯四斤二兩●凡四萬四千〼,9-1547　【説明】左側刻齒爲「四萬四千八」。
〼□一敝𧣇杖嬰一敝革黑帶一〼,9-1934

兵器の狀態を指す際にも用いられる(「楚曰、我蠻也。今諸侯皆爲叛相侵、或相殺。我有敝甲、欲以觀中國之政、
請王室尊吾号。」『史記』楚世家)。居延では、武具についても
●右厭胡隧卒四人　矢六百#其九十五羽完干斥呼#服一完　七羽敝干斥呼#六十一羽敝干完　三百九十七完,敦1784,T6b1-296,246

広地南部言永元五年六月官兵釜磑月言簿#承五月余官弩二張箭八十八枚釜一口磑二合#今　余官弩二張箭八十八枚釜一口磑二合#　赤弩一張力四石木関#　陥堅羊頭銅【金侯】箭卅八枚#　故釜一口【金是】有【金固】口呼長五寸#　磑一合上蓋缺二所各大如【足束】#●右破胡隧兵物#　●赤弩一張力四石五木破起【敷糸】往往絶#　盲矢銅【金侯】箭五十枚#　磑一合敝尽不任用#●右澗上隧兵物#●凡弩二張箭八十八枚釜一口磑二合　毋入出#永元五年六月壬辰朔一日壬辰広地南部#候長信叩頭死罪敢言之謹移六月見官兵物#月言簿一編叩頭死罪敢言之#,128.1-a,A27,570-575
（鷲尾レジュメより）]  [2492:  糞、廃棄する。
 「県、都官以七月糞公器不可繕者、有久識者靡𧈪之。其金及鉄器入以為銅。都官輸大内、内受賣之、尽七月而畢。都官遠大内者輸県、県受賣之。糞其有物不可以須時、求先賣、以書時謁其状内史。凡糞其不可賣而可以為薪及蓋蘙者、用之、無用、乃燔之。　金布。」「秦律十八種」86～88（鷲尾レジュメより）] 


〼陵敝可補繕當輸内史者。	9-1616
【遷】陵の敝 (やぶ)れて補繕すべく當に内史に輸るべき者[endnoteRef:2493]。 [2493:  「内史に輸るべき者」の武器は簡8-1510に記されている庫嗇夫後の上申文書に見える。その文書は発信年月日は秦始皇二十七年三月丙午朔己酉であるが、統一後天下の武器を咸陽に集めて有名な「金人」を鋳造したのは、『史記』秦始皇本紀によれば、26年、六國年表によれば27年である。] 


●遷陵餘完可用當予洞庭縣、不當輸内史者。	9-0042[endnoteRef:2494] [2494:  本簡の筆跡は簡9-0724+9-1465とよく似ており、或いは同一の手によるかもしれない。] 

●遷陵が餘[endnoteRef:2495]の、完にして用うべくして當に洞庭が縣[endnoteRef:2496]に予うべく、當に内史に輸るべからざる[endnoteRef:2497]者。[endnoteRef:2498] [2495:  遷陵県の剰余の武器で洞庭郡に送られる者としては簡8-0151には「遷陵巳（已）計卅（三十）四年（213）餘見弩臂」が見える。その中で、弩臂四は益陽、弩臂三は臨沅に輸ることになっている。]  [2496:  洞庭縣：洞庭縣とは、「奏讞書」案例18の「蒼梧縣反者」、21の「輸巴 縣鹽」という用例から、洞庭郡所屬の縣を指すと考えられる。8-0151には、「餘見弩臂」の一部を洞庭郡の屬縣と見られる益陽縣と臨沅縣へ送ったことが記録されている。（青木レジュメ20200630）]  [2497:  簡8-1510には「兵當輸内史、在貳春鄕」、J1⑯5などには「今洞庭兵輸内史」とあり、當時（どちらも始皇27年）洞庭郡下の縣から内史への武器輸送が行われていたことがわかるが、「不當輪内史者」とは、これに該當しないものを指し、「當予洞庭縣」はその理由をいう。（青木レジュメ20200630に基づき陶安改編）]  [2498:  本簡は、洞庭郡内他縣へ輸送する各物品の數量記録をまとめた束の表示札、もしくは册書の 表題簡とも考えられる。なお、〇一型で、武器の「完可用者」の數量を記録した簡がいくつ か存在する。 弦完可用者百卌七（9-0289） 弩臂完可用者百卌九（9-0770） 〼弦完可用者四百卌七（9-0946） ただし、前掲8-0151との比較から、これら３簡に記録されているのは遷陵縣が保有する各 物品の總數と考えられる。（青木レジュメ20200630）] 


〼餘完可用當予洞庭縣、不當輸内史者。
〼五，其六毋（無）矝。　	9-0724+9-1465[endnoteRef:2499] [2499:  本簡綴合據校釋。] 

【●遷陵？の】餘、完にして用うべく、當に洞庭が縣に予うべく、當に内史に輸るべからざる者。
【戟三百？[endnoteRef:2500]】五、其の六は、矝 (え)なし[endnoteRef:2501]。 [2500:  本簡記載の残欠部分は、簡9-0394に基づいて補った。記載は同じと考えられるが、本簡の筆跡が右肩上がりに書かれているのに対し、簡9-0394は右肩下がりを特徴とするので、必ずしも同一の手とは限らない。]  [2501:  矝、矛の柄。段注本の『説文解字』矛部には
矝，矛柄也。
矝、矛の柄なり。
といい、段注には
各本篆作矜，解云今聲，今依漢石經論語、溧水校官碑、魏受禪表皆作矝正之。毛詩與天臻民旬塡等字韵，讀如鄰，古音也。漢韋玄成戒子孫詩始韵心。晉張華女史箴、潘岳哀永逝文始入蒸韻。由是巨巾一反僅見方言注、過秦論李注、廣韵十七眞，而他義則皆入蒸韵，今音之大變於古也。矛柄之字改而爲𥎊，云古作矜，他義字亦皆作矜，从今聲，又古今字形之大變也。徐鉉曰：居陵切，又巨巾切，此不達其原委之言也。
各本、篆は矜に作り、解は今聲（＝侵部）と云うも、今、漢石經の『論語』・溧水校官碑・「魏受禪表」皆な矝に作るに依りて之れを正す。毛詩、（矝は）天・臻・民・旬・塡等の字（＝真部）と與に韻し、讀むこと鄰（＝真部）が如くするは、古音なり。漢の韋玄成、「子孫を戒むるの詩」始めて心（＝侵部）と韻す。晉の張華が『女史箴』・潘岳が「哀永逝文」始めて蒸韻に入る。是に由りて、「巨巾」（＝真部）の一反は、僅に『方言』注・『過秦論』李注・『廣韻』十七眞に見えて他義は則ち皆な蒸韻に入るは、今音の大いに古と變わる也。矛柄の字、改めて𥎊と爲し、古矜に作ると云い、他義の字も亦た皆な矜に作り、今聲に从うは、又た古今字形の大變なり。徐鉉、居陵切、又た巨巾切と曰うは、此れ其の原委に達せざるの言なり。
という。なお、伝統的な音韻学では、真部と耕部は主母音が同じなのに対し、侵部と蒸部は別の母音となっている。例えば、郭錫良編『漢字古音手册』では、真部の天・臻・民・旬・塡・鄰字の主母音と韻尾は「en」で、耕は「eŋ」と復元されるのに対し、侵部の今と心字は「əm」とされる。（複合子音を認めチベット語材料との歴史比較を活用する鄭張尚芳等の新しい音韻学では、侵部は主母音の異なる三つのグループ（「侵(添)」・「侵(音)」・「侵(枕)」）に細分化され、その一つは、真部と主母音が同じであり、また、真部と耕部の主母音が異なるとされるが、上記の文字に関する限り、天・臻・民・旬・鄰の主母音が「i」なのに対し、今と心は「」（侵(音)）とされる。また、令の主母音は「」とされるが、令の声に從う零字は主母音が「i」の真部に分類され、段玉裁が主張する音韻上の関連性は保たれることとなる。）] 


𢧢（戟）三百五。其六毋（無）矝〼	9-0394[endnoteRef:2502] [2502:  本簡の記載は簡9-0724+9-1465の第二行に同じだが、簡9-0724+9-1465の筆跡が右肩上がりに書かれているのとは対蹠的に、本簡は右肩下がりを特徴とするので必ずしも同一の手によるとは限らない。また、簡9-0042と本簡の記載を横に並べると、簡9-0724+9-1465で二行に亙って書かれている内容と一致することになるが、本簡と簡9-0042も必ずしも筆跡が近いとは言えない。むしろ簡9-0042と簡9-0724+9-1465の筆跡が近いように思われる。] 

戟[endnoteRef:2503]三百五。其の六は矝 (え)無し。【……】 [2503:  戟：武器の一種。『校釈二』の説明によれ    ば、矛と戈が一体となったものを戟という（目黒レジュメより）] 


弦完可用者百卌七	9-0289

〼弦完可用者四百卌七	9-0946

弩臂完可用者百卌九	9-0770

遷陵庫真見（？）……[endnoteRef:2504]　　胄十八[endnoteRef:2505]　矢四萬九百□ [2504:  “見”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。本簡第一行多有刮削痕跡，疑“見”下原有“兵”字，被刮削。]  [2505:  “十”，左上方有竪向刮削殘留，與本字無關，原釋文、校釋作“廿”，據圖版改釋。本簡所見數據與簡9-0026、9-2147基本相同，可供參考。] 

甲三百卅（三十）九　弩二百五十一　戟二百五十
甲（匈－胸）[endnoteRef:2506]廿（二十）一　臂九十七 [2506:  字據據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》讀爲“匈－胸”。] 

鞮瞀卅（三十）九　弦千八百一	8-0458

〼（匈－胸）[endnoteRef:2507]十六〼	9-0177 [2507:  
①【宀＋兇】字は 8-458 や 9-1547+9-2041+9-2149 にも見え、8-458 では「甲【宀＋兇】廿一」と記され、「甲」（よろい）の一種であることがわかる。あるいは通常の「甲」とは別種の、右圖のようなエプロン式の略式甲衣のことであろうか。李均明「里耶秦簡“眞見兵”解」では、「“甲【宀＋兇】”之“【宀＋兇】”或通“胸”，指胸甲，數量較少或僅少數人使用，爲強化防身效果而設。」と説く（『出土文獻研究』第十一輯、2012 年）。「強化防身效果」と言うからには、「甲」の上に重ねて裝着する武具を想定しているのであ
ろうが、該當する遺物は知られていないようだ（籾山レジュメ）
（図版も籾山レジュメより切り抜き）

青木さんの教示：秦始皇兵馬俑の騎士俑には、袖なしの鎧が上下に分かれて、上半分のみが胸を覆う形をしているものがあり、それがここでいう「（甲）胸」に相当するのではないか。
→「甲胸」という言葉からは、鎧と関係する装備品だとは分かるが、李均明説のように重ね着する特殊な胸当てなのか、それとも、騎士俑のように、胸を覆う鎧（のパーツ）なのかは決め難い。] 


鞮瞀卅（三十）九	8-1577

弩百七十九	J1⑩0497

弩廿（二十）六皆殊折〼	8-1028

〼具弩矢〼	8-2345

甲三百廿（二十）九	8-1248

矢三萬六千四百　〼	9-0124

絲弦千八百六十五	9-0753

弩百九十三　〼	9-1199

狐弩廿	9-1571

金矛刃一百六十五　□〼	9-1351

金矛二百六十四，有矝。　　〼	9-0285
金矛二百六十四、矝 (え)有り。[endnoteRef:2508] [2508:  矝、矛の柄。今本『説文解字』および傳世文獻では多く「矜」に作るが、段玉裁に従えば、『説文解字』矛部は
矜〔矝〕，矛柄也。从矛、今〔令〕聲。
と改めるべきで、段玉裁注には、
各本篆作矜，解云今聲，今依漢石經《論語》、《溧水校官碑》、《魏受禪表》皆作矝正之。《毛詩》與天、臻、民、旬、填等字韻，讀如鄰，古音也。
と説明する。慧嚴『華嚴經音義』には、『説文解字』と『字統』を
矝，怜也。
と引用して
皆從矛令。
ということから、唐代にもまだ矝に作る抄本が傳わっていたことが判る。] 


令佐廣。丈（杖）鐵劍一[endnoteRef:2509]。	9-0094 [2509:  「丈」以下の文は、筆跡は必ずしも明確に異ならないものの、字配り及び文意からして、後から追記されたものと推定される。「令佐廣」は、一定の屬性を持つ人を列記した名籍の一部を構成し、「丈」以下の文は、裝備等を點檢した結果を記す。] 

令佐の廣[endnoteRef:2510]。鐵劍一[endnoteRef:2511]を杖 (も)つ[endnoteRef:2512]。 [2510:  令佐の廣、縣廷の屬吏（「少吏」）、恐らく簡9-0105にみえる「令史廣」および簡9-0127の「貳春鄕（嗇夫）廣」と同一の人物と推定される。簡9-0105には秦始皇「三十一年二月壬辰」という曆日が記されている。遷陵縣の長吏には「尉廣」（簡8-1477+8-1141、9-2215+9-2209）がいるが、明らかに別人である。また、役人以外にも「廣」という人名が現れるが、「屯戍」（簡9-0174）・「乘城卒」（簡9-1920+9-1127）等は身分が違い、遷陵以外の戸籍地も明記されているため、別人と斷定できる。簡8-1554に記されている「都鄉高里士伍廣」のみ、令佐の廣と同一の人という可能性はある。]  [2511:  鐵劍、鐵で造られた劍。この語は當時農具のみならず、武器を製造する材料にも鐵が用いられた證と言えよう。簡-0537+8-0439+8-0519+8-1899には、「鉅劍」という語が見えており、「鉅」を「はがね」と解釋するのが最も文脈に合うように感じられる。それも、武器製造に適した鐵が使われた證據と考えられる。]  [2512:  杖、持つという字義が原義で、轉じて「つえ」や武器全般のように手に持てる物にも使われる。ここでは、原義通り「持つ」と解され、「執」や「操」等、特殊な持ち方を表現する特殊な動詞と異なり、單純に身に着けている、もしくは持ち合わせている事實を述べている汎用性の高い動詞と考えられる。『説文解字』木部には、
杖，持也。
杖、持つ也。
といい、段玉裁は
杖、持曡韵。凡可持及人持之皆曰杖。喪杖、齒杖、兵杖皆是也。兵杖字俗作仗，非。鬥下云兵杖在後，欑下云積竹杖，可證。
杖・持は曡韵なり。凡そ持つ可き及び人の、之れを持つは皆な杖と曰う。喪杖・齒杖・兵杖、皆な是れなり。兵杖の字は、俗に仗に作るも、非なり。（『説文解字』は）鬥の下に「兵杖、後に在り」と云い、欑の下に「竹杖を積む」と云うは、（これを）證すべし。
と注釋する。『尚書』泰誓には、
師尚父左杖黃鉞。
師尚父、左に黃鉞を杖 (も)つ。
同・牧誓には、
王左杖黃鉞，右秉白旄以麾。
王、左に黃鉞を杖 (も)ち、右に白旄を秉 (と)りて以て麾 (さしまね)く。
とあり、孫星衍『今古文注疏』は何れも『説文解字』を引用して「持也」と解釋する。同じく、『大戴禮記』武王踐阼に、
食自杖。
食は、自ら杖 (も)つ。
とあるのを、王聘珍『解詁』は『説文解字』に基づいて「持也」と捉える。五一廣場東漢簡牘の簡161には、
□不可杖，任卿與我易，持卿隻矛。戸可，卽以矛與萇。
□、杖 (も)つべからざれば、卿、我と與に易うるに任せ、（我、）卿が隻矛を持とう（という）。戸、可 (き)けば、卽ち矛を以て萇に與えし。
というように、動詞「杖」の用例が見えるが、「不可杖」は恐らく「持てない」意味を現していると推測される。
なお、顏師古や胡三省等、唐代以降の注釋家には、「猶倚也」、「倚任也」、「據也」、「憑也」など、「杖」も「仗」も、たよる義に解する傾向が見られるが、それは、早期の字書に反映されなかった轉義のようである。唯一の持ち物として劍を持って逃亡するといった用例が、例えば、陳丞相世家に
陳平懼誅，乃封其金與印，使使歸項王，而平身閒行杖劍亡。渡河，船人見其美丈夫獨行，疑其亡將，要（腰）中當有金玉寶器，目之，欲殺平。平恐，乃解衣躶而佐刺船。船人知其無有，乃止。
陳平、誅せらるるを懼れ、乃ち其の金と印を封じて、使をして項王に歸さしめ、平身 (みずか)らは閒 (ひそ)かに行き、劍を杖 (も)ちて亡 (に)ぐ。河を渡るに、船人、其の美丈夫獨り行くを見、其の亡將にして，腰中に當に金玉寶器を有るべきを疑い、之れを目して、平を殺さんと欲す。平恐るれば、乃ち衣を解き、躶 (はだか)にして船を刺 (さおさ)すをを佐く。船人、其の有る無きを知りて、乃ち止む。
というように、『史記』等に散見するが、そこから轉じて、『漢書』李尋傳に
近臣已不足杖矣。
近臣、已に杖 (たよ)るに足らざるなり。
と、西南夷傳に
同姓相杖。
同姓、相杖 (よ)る。
といったように、たよる義に解される用例が生じたと考えられるが、本簡の記載はそうした特殊な字義とは關係がなかろう。
一説には、「丈」は、「鐵劍」を修飾する語とも考えられるが、「杖つ（べき）鐵劍」と讀むべきか、「仗の鐵劍」と讀むべきかは、文脈情報が少な過ぎて、判斷ができない。] 


〼内敬入徒所捕白翰羽千[endnoteRef:2513]〼 [2513:  “内”， 原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。] 

〼□□鍭二□□……〼	8-2501

〼妾（？）女（？）、┛□[endnoteRef:2514]入。　〼 [2514:  “妾女┛宜”， 原釋文、校釋作“□□□”，據圖版補釋。] 

〼三千五百鍭（？）[endnoteRef:2515]〼	9-0264 [2515:  “鍭”， 原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

【……羽[endnoteRef:2516]は……隸】妾の女・□入る。 [2516:  矢の製造に不可缺な羽は、刑徒による採取のほか、購入も行われた。役所が直接に民閒人から買い上げるほか、簡9-1339には「少内（嗇夫）の𤻮等六十所」より購入したというように、購入の仲介が役人の副業となっていた節もある。簡9-0900には、令史が遷陵縣のために千里以上離れた故鄕まで購入に出かけて行方不明になったことが記されている。楚の殘存勢力との戰いでは前線基地に近い性格を持つ遷陵にとっては、消耗品である羽の調達に苦勞したことを垣閒見るように思われる。] 

【……】三千五百鍭[endnoteRef:2517]（？） [2517:  本簡の「三千五百鍭」と全く同じ記載は、簡9-1696にも確認できるが、そこでは、中央機關である少府との關連が窺える。本簡に羽の納入に關わる記述が見られることから、少府が遷陵に提供するよりも、遷陵が少府に納入すると推測される。庫の出納證明文書には、銅の出納および工への提供に關する記述（（簡9-0506+9-2332・9-0739+9-0089等））があることから、鍭の製造に必要な金屬加工技術が、遷陵縣でも保有されていたことが讀み取れる。] 


〼其三千五百鍭少﹦府﹦工﹦室﹦（少府工室，少府工室）	9-1696
【……】其の三千五百鍭は少府が工室、少府が工室は【……】


[bookmark: _Toc67253418]不明
〼　　不與校券相𤻮。	8-1603+8-1818[endnoteRef:2518] [2518:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（八）〉（簡帛網，2014年2月12日）。] 

【……】　　校券と與 (とも)に相𤻮ぜず[endnoteRef:2519]。 [2519:  本簡は、備考欄のみ現存する簿籍の断片と推測される。] 


卅（三十）一年十月乙酉朔﹦（朔朔）日，貳春鄕守〼
大奴一人，直錢四千三百。
小奴一人，直錢二千五百。
●凡直錢六千八百。	8-1287
	文書構造
	讀み下し文

	標題
	三十一年（216）十月乙酉朔朔日，貳春鄕守【……簿。】〼

	本文
	
	大奴一人、錢四千三百に直 (あたい)す。
小奴一人、錢二千五百に直 (あたい)す。

	小計
	
	●凡そ錢六千八百に直 (あたい)す。



〼……[endnoteRef:2520] [2520:  本簡の右側面が成形されたように見えるが、右端に僅かな墨跡が確認され、右側の簡面が裁断されたと考えられる。残留の墨跡から推測するに、右の行にも「直錢云々」と書かれた可能性が高い。] 

〼直錢三千六百[endnoteRef:2521]。	9-0139 [2521:  簡8-1287との比較から、「錢三千六百」は「大婢」の値段と推測される。] 


陽弩爲〓甬布，今	8-0982
布十丈，〓甬二，皆不□〼	8-1124

除見錢三百六十。  ·錢□〼
錢千付令佐處。未出計。  未出〼	6-05

遷陵卅（三十）五年（212）豤（墾）田輿五十二頃九十五畝，税田四頃卌（？四十）一（？）畝〼[endnoteRef:2522] [2522:  “卌”、“一”，原釋文、校釋作“□”，參考館藏簡【校訂】，據圖版補釋；“畝”，原釋文、校釋失釋，館藏簡作“□”，據圖版補釋。簡下端殘缺，據圖版補標斷簡符號。本簡長度大致有秦代一尺，但記載内容爲簿籍，不限於一尺簡。] 

戶百五十二，租六百七十七石，𧗵（率）之畝一石五斗　　〼[endnoteRef:2523] [2523:  “斗”，原釋文、校釋失釋，據館藏簡補釋。以第一行“四頃卌一畝”爲標準，租六百七十七石卽折算爲一畝一石五斗三升四百四十七分之二百二十七升；依據“四頃卌七畝”、“四頃卅七畝”、“四頃卅一畝”等折算也都在“五斗”下會出現若干升，據此可知“五斗”下原初應有其它字。參照第三行的表述方式，簡文或爲“畝一石五斗三升，奇不𧗵（率）二石二斗七升”。本簡左側空白處有明顯的刮削殘留痕跡，“五斗”以下字或亦被刮削。] 

戶嬰四石四斗五升，奇不𧗵（率）六斗。[endnoteRef:2524]	8-1519正 [2524:  第三行左側留下容納兩行左右的空間，處處有刮削殘留，疑其原有其他簡文。] 

啓田九頃十畝，租九十七石六斗。　　六百七十七石。
……〼[endnoteRef:2525] [2525:  據行款、刮削殘留以及最後一行田地面積總數可知原釋文、校釋第一行與第二行之間原來另有一行字，疑其記載“田官”等田地面積。] 

都田十七頃五十一畝，租二百卌（四十）一石……〼[endnoteRef:2526] [2526:  “石”下面有墨跡，無法確知字數。原釋文、校釋失釋，館藏簡作“□□”，【校訂】云“可能是符號標志”。所謂“□□”疑應釋爲“一斗”。] 

貳田廿（二十）六頃卅（三十）四畝，租三百卅（三十）九石三……〼[endnoteRef:2527] [2527:  “斗”，原釋文、校釋、館藏簡失釋，據文意補釋。“斗”下另有刮削殘留，無法確知字數。] 

凡田七十頃卌（四十）二畝。●租凡九百一十……〼[endnoteRef:2528]	8-1519背 [2528:  “十”下另有刮削殘留，無法確知字數。] 


〼當豤田十六畝
〼巳（已）豤田十九畝	8-1763

〼[endnoteRef:2529]一月盡九月、十二月，十月入守缺六人，盡九月，各十二月。●八月入〼 [2529:  本簡上端殘缺，原釋文、校釋未標斷簡符號，據圖版和文意補釋。] 

〼出百七十人。八月爲疾、老死[endnoteRef:2530]，盡九月，各二月，九百□□〼 [2530:  “疾”，原釋文、校釋作“□”，何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）作“睆”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改釋。] 

〼徙盡□〼	8-1798

〼　　大奴一人。　　〼
〼　　大婢三人。　　〼
〼　　小奴一人。　　〼
〼　　小婢一人。　　〼
〼　　●凡口數六十五〼	5-18

〼首居貲贖責司空[endnoteRef:2531]〼 [2531:  “司”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文意補釋；“空”，原釋文、校釋作“□”，據文意補釋。] 

〼令佐（？）上造□[endnoteRef:2532]〼 [2532:  “佐”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文意補釋。] 

〼視事□□日[endnoteRef:2533]〼	6-22+6-31[endnoteRef:2534] [2533:  視事，原釋文、校釋作“□□”，據圖版補釋。]  [2534:  本簡綴合據《里耶（壹）》簡牘綴合表。綴合處墨跡不密合，“責”字不成形。簡牘綴合表已指出：“茬口不能完全密合，但通過對實物的觀察，可以確認屬於同一支簡。”] 


〼金□幾┛具□〼	8-0180

〼　　七鈞[endnoteRef:2535]。　　鉤六十六，　　二石一鈞八斤四兩，  車二兩。	8-0218 [2535:  本簡“鈞”與“鉤”字釋讀可以參看蔣偉男〈《里耶秦簡（壹）》文字補釋二則〉（《簡帛》第十二輯，2016年）。] 


〼石一鈞廿（二十）五斤十一〼	8-1048

啓陵鄕廿（二十）七年（220）黔首將□□[endnoteRef:2536]〼 [2536:  “□□”，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。] 

□大男子一人。  〼	8-0223

留茲、乙各十四日，莊十二日。	8-0236

〼完城旦〼
〼隷臣妾〼	8-0291

〼千四百九萬六千一百卅（三十）七	8-0401+8-0436[endnoteRef:2537] [2537:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（二則）〉（簡帛網，2012年7月30日）。] 


〼□甲二買爵〼
〼□甲廿（二十）四未歸  〼
〼□甲八未歸   〼
〼二未歸   〼	8-0420

邑（？）小女子舂□[endnoteRef:2538]〼	8-0437 [2538:  “舂”下一字，，姚磊〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（一）〉（簡帛網，2015年8月19日）釋作“來”；本簡上端恐有殘缺。] 


〼七萬五千五百八十四〼	8-0446

贛弩用白布丈七尺   〼
灑桼（漆）用白布六尺  〼	8-0529正
大一七弩   大二件將    〼
小六頡卌（四十）弩    〼
□□□ 弩傅榦[endnoteRef:2539]   〼	8-0529背 [2539:  “傅”，原釋文、校釋作“傳”，參考陳劍指教，據圖版和文意改釋。] 


戌有罪，爲鬼薪。　螣[endnoteRef:2540]，司寇。  〼 [2540:  “螣”，原釋文作“𦩫”，校釋作“滕”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（八）〉（簡帛網，2016年6月2日）改釋。] 

齰，城旦。　澮[endnoteRef:2541]，司寇。  〼 [2541:  “澮”，原釋文、校釋作“懀”，參考陳劍指教，據圖版改正。] 

贏，城旦。
欬，城旦。
瘳，城旦。	8-0533

萬二千七百卌（四十）四人●四萬二千四百卌（四十）四〼	8-0684正
百卌（四十）七人   百六十四  〼	8-0684背

〼□●泰半斗石廿（二十）〼	8-0715正
〼辛丑丙〼【説明】正背面書寫順序相反。	8-0715背

凡一石一斗。  賣二斗，取美錢卅（三十），賣三斗，〼
吕柏取五斗一參，  柏巳（已）取廿（二十）一，今使者八十一
秏二參	8-0771正
不意且更求更    之□〼	8-0771背[endnoteRef:2542] [2542:  背面應係習字。] 


卅（三十）年（217）。    萬三千八百廿（二十）三。	8-0779

〼  卅（三十）年（217）士五（伍）佐卻居〼
〼  卅（三十）一年（217）令史〼	8-0930

遷陵隷臣員不備十五人	8-0986

千四百卌（四十）四	8-0989

陵毋枲　　秅二秉[endnoteRef:2543]，白布廿（二十）四丈。秅、□[endnoteRef:2544]	8-1033 [2543:  “秅”前有一字大小的空白，似被刮削，原應有字。“秉”，原釋文作“秏”，校釋作“□”，據伊強〈《里耶秦簡牘校釋（第一卷）》〉補正（3）〉（簡帛網，2013年12月5日）改釋。]  [2544:  “秅”下一字，疑爲“布”字。] 

【……遷】陵が毋枲秅二秉[endnoteRef:2545]、白布二十四丈。秅・□【布？は……。】 [2545:  秅、麻のたぐいか。『集韻』には、
秅，麻屬。
秅、麻の屬なり。
という。毋枲秅は、枲なき秅というように、からむしの混ざっていない麻か。
秉、いねたば等を数える助数詞、一握り。『説文解字』又部には、
秉，禾束也。
秉、禾の束なり。
といい、『詩經』小雅·大田に
彼に、遺秉有り、此に滯穗有り
というのに対し、鄭玄は
秉，把也。
秉、把 (つか)なり。
と注釈する。] 


〼四百八十●案之當出　●萬二千四百八十＃　●論遷陵	8-1052

〼士五一＃〼□居贖士五一＃〼士五一	8-1061

十三萬六〼	8-1064 

取車衡榦大八寸袤七尺者二枚……〼	8-0548

〼取薪廿（二十）五石	8-1117

〼□百六十一人●凡千七百八十九人●員凡四萬〼	8-1136

𡵩（匘）一石五斗。[endnoteRef:2546]	8-1145 [2546:  匘字可以參看陳劍〈郭店簡《六德》用爲“柔”之字考釋〉（《中國文字學報》第二輯，2008年。又收於陳劍《戰國竹書論集》，上海古籍出版社，2013年）。] 


〼　二萬三千一十	8-1175

〼□□□□＃〼𣦟赤約一	8-1210

厄四兩┛簉籓三兩┛今更爲薄（簿）一	8-1237

〼廿（二十）八鍭●卅（三十）五年（212）四月己未□〼
〼百七十三鍭●凡成鍭四百□〼	8-1260[endnoteRef:2547] [2547:  楊小亮〈里耶“翰羽”簡綴合一例〉（簡帛網2012-08-24首發）主張將簡8-1260遙綴在簡8-1458下面，恐非是，參看簡8-1457+1458相關説明。] 


〼諯巳（已）傳洞庭　署遷陵。今徙新武陵，衣巳（已）傳〼【説明】『遷陵』之後以墨線分隔。	8-1349

〼   敦中（第一欄）＃税田□□□＃租二斗（第二欄）	8-1535

〼□卌（四十）八＃〼□千八百一十六＃〼□百六十八錢	8-1599

〼……之，人□　　五萬[endnoteRef:2548] [2548:  “人”，原釋文、校釋作“入”，據圖版改釋。] 

〼□□□爲千三百八十三人[endnoteRef:2549]，皆（？）䌛（徭）二日[endnoteRef:2550]，員三萬〼 [2549:  “爲”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋；“人”，原釋文、校釋失釋，據石原遼平〈秦漢時代の「徭」〉（《東洋文化》第99號，2019年）補釋。“爲”前一字，石原作“男”。]  [2550:  “皆”，原釋文、校釋作“日”，石原遼平〈秦漢時代の「徭」〉作“月”，據圖版改釋。“爲”前一字，石原遼平〈秦漢時代の「徭」〉（《東洋文化》第99號，2019年）作“男”。] 

〼凡五萬六千六百八十四日	8-1615

三萬九〼	8-0267

〼　　五萬一千八百卌（四十）八人〼	8-0964

二萬一千九百卌（四十）八。　　〼	8-1774

〼……□□＃〼出萬〼＃〼萬二	8-2478

四千卌四	8-1806+8-1693[endnoteRef:2551] [2551:  綴合據謝坤〈里耶秦簡綴合七則〉（《出土文獻》（第十輯））。] 


〼三石	8-1627

□＃□＃芋（第一欄）＃芹（第二欄）＃韭＃〓芋（第三欄）＃季  〼＃析  〼＃梅  〼＃矞  〼（第四欄）	8-1664

木具機四　　✓　　木織杼二✓　　木織榺三✓　　〼	6-25正[endnoteRef:2552] [2552:  館藏簡【校訂】云：a面右邊有完整刻齒五個，其中「<」刻齒四個，「-」刻齒一個。簡殘斷且側面似經刮削而刻齒保留不全，故對應數字不清。] 

□啓陵□〼	6-25背[endnoteRef:2553] [2553:  本簡背面有字，原釋文、校釋失釋，據館藏簡補釋。“啓陵□”，館藏簡作“□□”，據圖版補釋。] 


木織椱四，少一。✓[endnoteRef:2554]　　木織軸四。　　✓　　[endnoteRef:2555]木小匱三，有……[endnoteRef:2556]〼。	8-1680[endnoteRef:2557] [2554:  “✓”，原釋文、校釋失釋，據館藏簡補釋。]  [2555:  “木”前似有斜槓，據《館藏簡》圖板可以確認其爲刻痕。]  [2556:  “有”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（四則）〉補釋。“有”下字數難以確定，原釋文作“□□□”，校釋作“□□□□”，館藏簡作“□□”，何文作“□一”，今改爲“……”。至於造成字數分歧的原因，似有兩種：第一、何文所謂“一”呈出弧形，雖與上方墨跡略有距離，但仍有其爲走之旁的可能性。原釋文與校釋的出入或基於此。第二、《里耶秦簡（壹）》與《館藏簡》的圖版不同。在《里耶秦簡（壹）》的圖版中，本簡下端有細條殘片，其上有墨跡，似爲二字。何文主張此殘片應往上移動，復原“有□一”字樣，但在《館藏簡》的圖版中，此殘片僅保留上方小段，原有墨跡的部分簡段遺失了，造成字數比校釋少兩字。所保留的部分殘片似與上方簡面連續，證明此片不能移動。]  [2557:  何有祖〈里耶秦簡牘綴合（四則）〉（簡帛網，2013年10月4日）は、本簡と簡6-25について、長さ・幅・厚み・材質・木目の近似性と、内容の近似性および内容的重複の不存在を理由に、「編連」する可能性を指摘する。両簡の関係性は確かに否定できないが、明確な編綴痕が確認できないほか、元同一の冊書に属していたと仮定した場合でも位置関係が確定し難いため、両簡を続けて掲げるにとどめる。] 


木織機三〼	9-0069

船十六  〼	8-1836（船に関わる帳簿などに附けられた付け札か）

〼□六，度給縣用足，餘四。
〼䩪八，度給縣用足，餘六。／
〼蓋六具，度縣用足，餘二。
〼蓋布七，度給縣用足，餘三。／
〼草薦一[endnoteRef:2558]，度縣不足三。／	8-1844 [2558:  “薦”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。] 


二百	8-1857

用和桼（漆）[endnoteRef:2559]六斗八升六籥，□□□□〼 [2559:  疑讀爲“漆”字。] 

水[endnoteRef:2560]桼（漆）九斗九升。 [2560:  疑爲“和”字。] 

凡十六斗七升六籥。	8-1900

〼一斗┛其□〼	8-1967

〼曼四寸半寸袤三尺半者〼	8-1995

〼五尺者廿（二十）枚。 	8-1996

〼見錢〼	8-2291

□月〼
二月〼	8-2300

〼   毋以爲
〼   卻之。	8-0590

〼百九十八，司空。　　〼
〼□泰半升[endnoteRef:2561]，倉。　　〼 [2561:  “□”，原釋文、校釋作“升”，唐強〈里耶秦簡牘“升、斗”及“手、半”訂訛八例〉（簡帛網，2019年4月30日）已指出“上部殘缺不清，根據字形和文義，並不能確定是‘升’字還是‘斗’字，故當闕疑，釋文當訂補爲‘〼□泰半升，倉〼’。”] 

〼男五十，女百廿（二十）二，倉。〼	8-0491

二尺六十七〼	8-1051

〼	

〼升泰半[endnoteRef:2562]十一升列〼	8-0366 [2562:  本簡釋讀恐未塙。所謂“泰”殘留筆畫不像“泰”，“半”更似爲“水”，“列”或爲“削”。] 


〼　　凡十人。	8-1998正
〼　　目手。	8-1998背

衡一□	□一    	{革+□}□〼
角弢二	輪二✓  	𩉼二〼
厄二  	張一司✓	鞪 (ぼく)四[endnoteRef:2563]〼	8-0361+8-0095[endnoteRef:2564] [2563:  鞪、ながえしばり、補強もしくは装飾のため車の轅 (ながえ)に巻き付けられる革製の巻物/帯状の車具（？）。『説文解字』革部に、
鞪，車軸束也。
鞪、車軸の束なり。

というのは、巻き付けた状態のものを念頭に置いており、在庫目録の本簡では、伸ばした状態の革帯（？）を指すと考えられる。]  [2564:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（二）〉（簡帛網，2012年5月14日）。] 


十一月乙卯，隷臣□亖（四）人[endnoteRef:2565]。 [2565:  “臣”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（四）〉（簡帛網，2012年05月21日。後收入同〈里耶秦簡牘綴合（七則）〉，《簡帛》第九輯，2014年）補釋；“□”，何有祖〈里耶秦簡牘綴合（四）〉作“盈”，〈里耶秦簡牘綴合（七則）〉（簡帛9）作“盎”，疑爲“惡”。] 

十二月丁卯、庚午，問里惡夫三[endnoteRef:2566]。	成里市一。	隸臣﹦（臣臣）亖（四），戍卒得一，許大得七。	8-1871+8-1542[endnoteRef:2567] [2566:  “問”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（七則）〉（《簡帛》第九輯，2014年）補釋。]  [2567:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（四）〉（簡帛網，2012年05月21日。後收入同〈里耶秦簡牘綴合（七則）〉，《簡帛》第九輯，2014年）。] 

十一月乙卯、隷臣の□（惡？）なる（もの）、四人 。
十二月丁卯・庚午[endnoteRef:2568]、問うに里の惡夫は三、	成里の市うは一 。	隸臣の臣たる（もの）は四、戍卒の得なるは一、大得を許すは七。 [2568:  本簡にみられる暦日は同一の年に属すると考えらる。それに基づいて推定するに、本簡の作成年代は、秦王政二十五年・秦始皇二十九年・三十五年の三つの可能性がある。十一月と十二月の朔日はそれぞれ庚寅・丁酉・辛卯と己未・丙寅・辛酉となっており、三つの暦日は次の表に示した日に当たる。
] 


〼肉七〼＃〼□各三□〼	8-2524

〼□佐居將徒捕爰。
〼□二、┛黑爰（猨）一、
〼百五十人。●皆食巴葵。	8-0207正
〼□年	8-0207背

閻水原貳山　　楬　　〼
閻單　　唐　　〼
　　貳口　　〼	8-0092[endnoteRef:2569] [2569:  謝坤〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（四）〉（簡帛網，2017年8月31日）將本簡與8-0753綴合，恐不可信。
石原レジュメ：
割れ目の形状は図版で見ると似ているように見えるが、並べてみると簡の太さが異なり、合わない。割れ目をなるべく合わせると簡の左右や木目がずれてしまう。撮影の際に縮尺が変わってしまった可能性を考慮して、8-0753を拡大して簡の幅を合わせてみると今度は割れ目が合わなくなる。背面の文字が8-0753にしかない点も不自然。綴合は誤りである。
なお、割れ目と木目に関しては、縮尺の問題に過ぎない可能性も完全に否定できない。] 


獻冬瓜     乾魿魚	8-1022 

〼[endnoteRef:2570]二萬二千七百卌（四十）。　　〼	8-0858 [2570:  “”，原釋文、校釋未標斷簡符號，據圖版補標。] 


〼□豬犬雞	8-0950

〼子卅（三十）七人	8-0808

小女子卅（三十）六〼	8-0895

城旦脩  〼	8-0119

元年（209）遷〼
（匘）三斗一升□[endnoteRef:2571]〼	8-0860 [2571:  匘字可以參看陳劍〈郭店簡《六德》用爲“柔”之字考釋〉（《中國文字學報》第二輯，2008年。又收於陳劍《戰國竹書論集》，上海古籍出版社，2013年）。] 


〼……
〼｜●洞庭守府	8-1481正
〼□季一石	8-1481背

卅（三十）五年（212）都[endnoteRef:2572]	8-1273 [2572:  疑本簡原爲有關都鄕的簿籍，“三十五年都”係標題的殘留部分，其它字被刮削。] 


貳春鄕畜員		牝犬一
牝彘一		牡犬一
豶一			雌雞五
□一[endnoteRef:2573]		雄雞一	J1⑩0004 [2573:  “□”,選校作“豭”，但左旁與前一行“豶”字之“豕”明顯不同。] 


鬼薪蒼，輸鐡官。廿八年三月丙辰斷，戊午行[endnoteRef:2574]。	J1⑩0673 [2574:  刑徒之“斷（獄）”與“行”見嶽麓秦簡（肆）律令簡233：
232	【●】獄校律曰：略妻及奴騷悍，斬爲城旦，當輸者，謹將之，勿庸（用）傳□，到輸所乃傳之L。䙴（遷）者、䙴（遷）者包及諸辠（罪）
233	當輸L□及會獄治它縣官而當傳者，縣官皆言獄斷及行年日月及會獄治者行年日月，其䙴（遷）、輸] 


一人織　　〼	J1⑩1119背（正面見〇一公文書）

使小隷臣于[endnoteRef:2575]。　　〼	J1⑯2063 [2575:  “使”，原釋文作“稟”，據圖版改釋。字下方中央似竪筆者實爲簡表紋路影跡，色調與“又”形不同，與“小”、“于”等字周圍污點相似。原釋文在上端標斷簡號，下端缺，實際上上端左方完整，下方殘缺。本簡係簿籍殘片，分欄書寫，在下端空白處下方元應有字。] 


隸妾□[endnoteRef:2576]。　　九八││││││││││[endnoteRef:2577]	9-0066　【説明】簡文後爲十個橫道。 [2576:  “□”，原釋文作“𥻁”，校釋疑爲“椯”，均於字形不合。]  [2577:  チェックマークは通常縦の線か鈎形に作るので、本簡の横線は筆慣らしか。「九八」も習書の可能性がある。また、作業記録の可能性もある。繰り返し行われる作業について、逐一作業を書かず、「やった」という意味で横の線のみを書くと考えられる。実際に作業を書けば、居延漢簡89.22/A8の次のような記録簿となる。
第卅四燧卒富承　治墼八十　治墼八十　治墼八十　除土　除土　除土　除土　除土　除土
なお、チェックマークと冒頭の「隸妾□」は筆画の太さが大きく異なり、別筆と考えられる。] 


隸妾欣。　　廿｜｜｜｜｜　　〼	9-0306

〼　　十六廿五[endnoteRef:2578]｜｜｜｜｜〼	9-0326　【説明】「五」後爲五個橫道。 [2578:  “五”，或非字，疑爲三個橫道。] 


鐵籥。｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜　　〼	9-1435正
六十　□〼	9-1435背　【説明】正面簡文後有十個橫道。

〼｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜甲　　〼[endnoteRef:2579]	9-1548　【説明】「甲」前有二十四個橫道。 [2579:  本簡上端殘斷，原釋文未標斷簡符號，據圖版補。] 


〼田　｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜〼	9-1635　【説明】「田」下有十一個橫道。

〼｜｜｜｜｜｜●　〼	9-2728　【説明】簡文爲六個橫道，一個墨丁。

〼……□人一□□□[endnoteRef:2580]〼 [2580:  “人”前一字，原釋文作“及”，據圖版改釋。] 

〼……□人二□□[endnoteRef:2581]〼	9-0225 [2581:  “二”，原釋文作“□”，據圖版改釋。] 


〼女子昭婢紅自殺。紅私衣，布襌襦二，布襌帬一，收。●凡	9-2236
【……】女子の昭が婢の紅、自殺せり。紅が私衣、布襌襦二・布襌帬一、收められたり。●凡そ【……。】

木【缶+句】一。今完[endnoteRef:2582]。　　〼	9-0148 [2582:  若簡9-0497末字實爲“見”字，本簡所謂“完”亦應改釋爲“見”。另參看8-0771背“完”字。] 


〼木榎一。今見[endnoteRef:2583]。〼	9-0497 [2583:  “見”，疑應改釋爲“完”。] 


〼五斗●稻〼	9-0074

凡積二百七十三尺六十九寸翦□[endnoteRef:2584]〼 [2584:  “翦”下未釋字，校釋作“八”，或疑爲“分”。] 

□未受　〼	9-0250[endnoteRef:2585] [2585:  第一行の「寸」と「翦」の間に墨蹟が見えるほか、簡上方の側面があれているように見えることから、本簡の右側が欠けている可能性が高い。上端も関係とは限定できない。] 

凡そ積[endnoteRef:2586]は二百七十三尺六十九寸。□【……】を翦り[endnoteRef:2587]【……】 [2586:  積は面積のこと。1尺を23㎝として計算すると、273平方尺は14.44㎠で、69平方寸は0.37㎠となる。
『為獄等状』簡086には「地積（？）四百卅（三十）五尺」とあり、『数』には、燃料として用いられる藁について、面積と重さの対応関係に関する次の記述が見える。
107-0760	〼【稻粟】三尺二寸五分寸二┕一石。    麥二尺四寸一石。
108-0834	芻新（薪）積廿八尺一石。    稾卅一尺一石。    茅卅六尺一石。]  [2587:  翦は樹木もしくは草本類植物の伐採を指すか。
《詩‧召南‧甘棠》：“蔽芾甘棠，勿翦勿伐，召伯所茇。” 
毛傳：“翦，去。”] 

□[endnoteRef:2588]は未だ受けず。 [2588:  未釈読字が革偏に從うことから、本簡が革製品に関わるとも思われるが、300平方尺近い面積からすると、その可能性は高くない。未釈読字は人名のだろうか。] 


〼  〔𩎍-𩎌-韅〕鞅	8-2019背

金壺十[endnoteRef:2589]。　　〼[endnoteRef:2590]	9-0132 [2589:  ＊青銅製の壺？祭祀用？

Ｚ　四百　凡壺十九　感手#Ｚ　●凡六百四
Ｚ月辛已朔庚戌司空守利付貳舂鄕守武	　　　　　　　　　　　　　　9-755
以四月、七月、十月、正月膚田牛。卒歳、以正月大課之、最、賜田嗇夫壷酉（酒）束脯、爲旱（【白七】）者除一更、賜牛長日三旬。…　廏苑律	律13～律14、30			
●從器志
衣袍五十領二笥笥皆繒掾卩#有州二小【糸沈】一一笥繒掾#冠十金【竹歛】一一笥繒掾#比疎二＜一笥掾#六十三＜匹三丈緒三衣一笥笥#布十七卷一笥掾#【糸臾】甲【糸攴革】各一掾#丹畫盾各一嚢#【艸朿】戟三　（以上爲正面第一欄）#横戟三#【木舌】戟二#【金炎】二　此皆以纏矜#矛一#七尺矛二嚢#金人二在中#金【縢金】一嚢#象齒四#大斧二斤一纏其架#熏盖三#絲絮廿斤＜絲二斤一笥掾　（以上爲正面第二欄）#大【糸沈】二＜一笥掾#丹杯百一笥掾#研筆刀二【木賣】一笥掾#博具一笥掾#小大斤曲削【木陷】【木陷】掾笥#【木坐】三嚢細布嚢各一#梠機一木狗三嚢#笠一嚢#坐【糸因】一嚢　（以上爲正面第三欄）#炭四籃#布嚢#【手靡】石引索一笥笥掾#簟席五十六掾#簟長席十#角弩三#弓一#【木施】二#【糸徼】四【木陷】【木陷】十發#治【糸徼】具一嚢　　（以上爲正面第四欄）#角曾一繒嚢#【木施】三嚢二繒一布縁#越服矢一笥繒縁#金壷繒縁其籃#瓦盂二各一布嚢#小笠十皆繒縁#大畫鼓一一繒嚢#【手金】越筑各一　　（以上爲正面第五欄）	　　　　　　　　　　　　　　　　散見1458	広西貴県羅泊湾1号漢墓	
＊金のつく物品リストらしきもの
金印一　　卅五年五月己丑朔癸Ｚ		⑧1104＋⑧1609
金矛二百六十四有矜　Ｚ	　　　　　　　　9-285（PDF65 ）			
金矛刃一百六十五　　　□Ｚ	　　　　9-1351（PDF175 ）			
金鉦二　　　　　　Z	　　　　　　　　9-1649（PDF200）	
金甲一度給縣用足（第二欄）	9-1149			
（角谷レジュメ）]  [2590:  本簡下端殘缺，原釋文、校釋未標斷簡符號，據圖版補標。] 


金鉦二	9-1649

〼六錢
〼一（？）[endnoteRef:2591]	8-2037背[endnoteRef:2592]	【說明】正背面書寫順序相反。{正面見於三一「ラベル（？）付 札類(楬)」} [2591:  “一”，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。]  [2592:  何有祖〈里耶秦簡牘綴合（七）〉（簡帛網，2012年6月25日）將本簡與簡8-0498綴合，但碴口不十分密合，紋路不清，簡文又無法通讀。] 


〼遷陵丞罷𤵸□[endnoteRef:2593]。	9-1541 [2593:  據殘留筆畫和文意，疑未釋字爲“復”。] 

【某、故？】遷陵が丞たりしも、罷𤵸にして□（復？）せられたり[endnoteRef:2594]。 [2594:  形状と文字配置からすれば、本簡は名籍の一部を構成していた簡牘と思われる。遷陵丞と罷癃との関係は必ずしも明確ではないが、遷陵県の属吏と推定される齮という人物についても簡9-0358に罷癃と関わる記述が見受けられる。それに基づいて、本簡が元遷陵丞を務め、罷癃となった人物に関わる身分情報を記したものと推測した。罷癃に関わる名籍としては、簡9-2263を参照されたい。] 


〼宇，伍長。　　✓	8-0023	{上端燒焦了。}

〼千二百四　　[endnoteRef:2595]〼	9-0176 [2595:  「四」の下にも墨蹟らしき影が数多く見えており、その最初の字は「廿」に近いが、「千二百四」との濃淡の違い、「千二百四」の間にみえる削り残しとの類似性および「千二百四」との距離等からして、簡全体にわたる削り残しの上から新たに「千二百四」が書写されたように思われる。なお、本簡の幅は図録から約14㎜と推測され、字配りから出納証明文書よりも簿籍の断片と考えられる。] 


城□□卅[endnoteRef:2596]。　　〼	9-0407 [2596:  「城」の下の字は、或いは「父」ではないかと考えられる。「卅」の下にもさらに墨蹟らしいものが見える。後から書き加えられたチェックマークと「止」ではないかと推測されるが、釈読が確定できるほど明晰ではない。] 


倉百七十五石……[endnoteRef:2597]　　〼	9-0410 [2597:  原釈文・校釈文では、「石」の下に「三」という字を釈読しているが、三本の横画として捉えられたと考えられる筆画の中では、最初の筆画はさらに左払いがあり、且つ右方向の筆画は下の二画とは濃淡及び太さが大きく異なる。この墨蹟は単なる削り残しに過ぎないか、それとも他の筆画が失われた中で偶然に残った墨蹟の欠片に過ぎないと考えられる。文字数が確定できないため、取り合えず「……」と釈読した。] 


〼□□	9-0447[endnoteRef:2598] [2598:  本簡は、上寄せの文字配置と形状から様式論的にファイル形式の簿籍と判断した。] 


3 [bookmark: _Toc67253419]書籍類
思想・文学、実用書、個人的書付などの総称
[bookmark: _Toc67253420]思想・文学作品類
　諸子百家書・歴史書・詩賦など
（圖案）	8-1413

[bookmark: _Toc67253421]　実用書類
　　占術書・法制資料書・暦書・小学書・医書などの実用書
[bookmark: _Toc67253422]式
參看8-0434

[bookmark: _Toc67253423]律令
聽勿敢聽，不從令，貲二甲。	8-0600+8-0637+8-1890[endnoteRef:2599] [2599:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（三則）〉（簡帛網，2013年7月12日）、同〈里耶秦簡牘綴合（四則）〉（簡帛網，2013年10月4日）。何有祖注云：
聽勿敢聽，見于《二年律令》216“官各有辨，非其官事勿敢為，非所聽勿敢聽。諸使而傳不名取卒、甲兵、禾稼志者，勿敢擅予。”] 


●傷一人，貲鄕部、官嗇夫、吏、吏主〼
史主者各一盾。過一人以人數〼	8-1600+8-0297[endnoteRef:2600] [2600:  本簡綴合據校釋一。] 

●一人を傷つけば、鄕部・官嗇夫・吏・吏の主【する者は各々一/二甲を、……令】
史の主する者、各々一盾を貲 (はか)る。一人を過ぎば、人數を以て【……累論（？）す。】

上造、上造妻以上有罪其當刑及當城旦舂，耐以爲鬼薪、白粲；，
以其耐致耐之；其有贖罪，各以其贖[讀]論之。	9-0615+9-2302+8-0805+8-0884+8-0775[endnoteRef:2601] [2601:  簡8-0884+8-0775的綴合據校釋（一），簡9-2302與8-0805的綴合據楊先雲〈《里耶秦簡（貳）》簡牘綴合續表〉（『簡帛網』，2018年5月13日），簡9-0615的綴合據里耶秦簡牘校釋小組「《里耶秦簡（貳）》綴合補(一)」（『簡帛網』，2018年5月15日）。] 

上造・上造の妻以上、罪有り其れ當に刑すべき及び當に城旦舂とすべは、耐して以て鬼薪・白粲と爲し[endnoteRef:2602]、其の當 (まさ)に耐すべきは其の耐[endnoteRef:2603]を以て之れを致して耐せよ。其れ贖罪有るは、各々其の贖を以て之れを論ぜよ。□〼 [2602:  耐以爲鬼薪、また「耐爲鬼薪」或は「耐鬼薪」とも稱し、秦律複合刑の一つ、專ら葆子および上造以上の特權身份に適用される。「耐」は、身體刑（簡8-0144+8-0136注？參照）、「鬼薪」は、刑徒身分の一つで、「爲」は、身分變更を表す。つまり、「耐爲鬼薪」とは、「耐」を施した上で、「鬼薪」の身分に貶めることを意味する。『二年律令』〇八二には
082	上造、上造妻以上及內公孫、外公孫、內公耳玄孫有罪，其當刑及當爲城旦舂者，耐以爲鬼薪白粲。
上造・上造の妻以上、及び內公孫、外公孫、內公耳・玄孫に罪有らば、それまさに刑すべき（もの）、及びまさに城旦舂と爲すべき者は、耐して以て鬼薪白粲と爲す。
というように、身分による刑罰の讀み替えに關する明文規定が傳えられる。『秦律雜抄』に
005	（前略）●有爲故秦人出削籍，上造以上爲鬼薪，公士以下刑爲城旦。●游士律。
故 (もと)秦人が爲 (ため)に籍を出・削する有らば、上造以上は鬼薪と爲し、公士以下は刑して城旦と爲す。　游士律
と見えるように、上造以上の身分に對する刑罰の讀み替えは秦律にもすでに存在していたようである。
耐以爲白粲、白粲は、男性刑徒の「鬼薪」（簡8-1566注？參照）に對應する女性の刑徒身分（簡8-1335+8-1115注？參照）、耐と組み合わせて複合刑を構成することは、耐以爲鬼薪と變わりがない。]  [2603:  耐、秦律身體刑の一つ、「耐爲司寇」（簡8-0756注？参照）・「耐爲鬼薪」（簡8-0805注？参照）等、「A爲B」という形式の複合刑罰を構成する。刑（＝肉刑）が常に「城旦舂」という身分を伴うのに對し、耐は、受刑者の元の身分および罪狀等により、候・司寇・隸臣妾・鬼薪白粲という四種の身分と組み合わせて用いられることが確認される。身體措置の「耐」若しくは「刑」（及びそれに代わる「完」）と身分の閒に位置する「爲」は、「封爲侯（封じて侯と爲す）」、「拜爲卿（拜して卿と爲す）」と同樣に、身分變更を表す。
なお、「耐」は、唐代以來、剃髮の「髡 (こん)」に對して、「鬚 (ひげ)（もしくは鬚鬢）」を剃り落す刑罰として理解されてきたが、それは、漢代の史料記載、卽ち
完其耏鬢。
その耏 (じ)鬢 (びん)を完 (まっと)うす。
という『漢書』高帝紀顏師古注所引の應劭注等と明らかに矛盾する。後漢の律學では、「耐」は、「髡」が科せられない完城旦舂以下の「輕刑」の總稱として用いられ、『説文解字』而部に
耏，罪不至髡也。从而、从彡。耐，或从寸。諸法度字从寸。
耏 (たい)、罪、髡に至らざる也。而に从い、彡に从う。耐、或は寸に从う。諸々の法度、字寸に从うなり。
と見える許慎の字釈も、「髡に至らず耏 (じ)鬢 (びん)を完 (まっと)うする」という意味で、後漢律学の常識を反映したものと理解される。後漢律学の総称と違って、秦律では、「耐」は、例えば嶽麓秦簡（肆）の律令簡牘に、
271	（前略）徒隷
272	𣪠（繫）城旦舂、居貲贖責而敢爲人僕、養、守官府及視臣史事若居隱除者，坐日六錢爲
273	盜┛。吏令者，耐。（後略）
（前略）徒隷、城旦舂に繫ぎ、貲に居し責を贖うに、敢えて人僕・養と爲り、官府を守し及び臣史が事を視若しくは隱に居して除かる者は、日ごとに六錢に坐して盜と爲す。吏の令する者は、耐す。（後略）
と窺えるように、正刑の地位に置かれ、且つ『法律答問』に
109	葆子獄未斷而誣告人，其辠（罪）當刑爲隸臣，勿刑，行其耐，有（又）𣪠（繫）城旦六歲。（後略）
葆子、獄未だ斷ぜずして人を誣告し、其の罪當 (まさ)に刑して隸臣と爲すべきは、刑することなく、その耐を行う。又城旦に繫ぐこと六歲。
とあるように、「刑」（肉刑）と並ぶ具体的な制裁措置を内包する。さらに、正刑の「刑」と「耐」が、『法律答問』に
104	（前略）●主擅殺、刑、髡其子、臣妾，是謂非公室告。勿聽，而行告者辠（罪）。（後略）
主擅 (ほしいまま)にその子・臣妾を殺・刑・髡するは、これを公室告に非ずと謂う。聽くことなく、告ぐる者の罪を行う。
と見える私刑の「刑」と「髡」と對應關係を有すると考えられることから、秦律の「耐」は、剃髮を意味していたと推測される。] 


官相付受毋過壹䅹。	8-0875

一人，令丞各自爲比。有（又）𦧾別及以平賈賈。	8-1047

故賈爲贖取之。它如律令。
臣昧死請。●制曰：可。	8-1668

郡卒史[endnoteRef:2604]。它如律令。　　〼 [2604:  “郡”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

臣上請四牒[endnoteRef:2605]。臣眜（昧）死請[endnoteRef:2606]。〼	9-0059 [2605:  請四牒：「請」は皇帝への請求。嶽麓秦簡「秦律令」や「二年律令」津關令に見られる規定の制定・改訂要請、特定身分の者を處罰するにあたってその可否を仰ぐ「先請」などの用例がある。
 …〈略〉…爲𧧻（詐）如此而毋罰、不便。●臣請、令泰史遣以爲潦東縣官佐四歳、日備 免之…〈略〉…臣昧死請。制曰、可…〈略〉…（嶽麓秦簡「秦律令（參） 」253～255）
 公・列侯嗣子有罪、耐以上先請。（『漢書』平帝紀）
「秦律令（貳）」112～122簡には、請書などの體裁に關する規定がある。これによると、異なる事柄については編綴してはならず、請一件につき一點とするよう定められている。
●諸上對・請・奏者、其事不同者、勿令同編及勿連屬レ、事別編之。有請、必物一牒、 各【徹+刀】（徹）之、令昜〈易〉智（知）。其一事。而過百牒者レ、別之、毋過百牒而 爲一編、必皆散取其急辤（辭）、令約具別白昜〈易〉智（知）殹（也）。其獄奏殹（也） 、 各約爲鞫審、具傅其律令、令各與其當比編而署律令下曰：以此當某某、及具署辠人𣪠（繋） 不𣪠（繋）。雖同編者、必章□之、令可別報・繠却殹（也）。用牘者、一牘毋過五行、五 行者、牘廣一寸九分寸八、四行者、牘廣一寸泰半寸、●三行者、牘廣一寸半寸。●皆謹 調讙〈護〉好浮書之、尺二寸牘一行毋過廿六字。●尺牘一行毋過廿二字。書過一章者、 章□之レ。辤（辭）所當止皆腏之、以別昜〈易〉智（知）爲故。書却、上對而復與却書 及事倶上者、繠編之、過廿牒、阶（界）其方、江（空）其上而署之曰：此以右若左若干 牒、前對・請若前奏。●用疏者、如故。不從令及牘廣不中過十分寸一、皆貲二甲。請： 自今以來、諸縣官上對・請書者、牘厚毋下十分寸一レ、二行牒厚毋下十五分寸一、厚過 程者、毋得各過其厚之半。爲程、牘牒各一レ。不從令者、貲一甲レ。御史上議：御牘尺 二寸レ、官券牒尺六寸。●制曰：更尺一寸牘牒。●卒令丙四
　ちなみに、9-1874正には「下御史請書」という表現が見える。
廿六年十一月甲申朔壬辰、遷陵邦候守建敢告遷陵主。令史下御 
史請書曰、自今以來、毋（無）傳叚（假）馬以使若有吏（事）縣中、及逆傳車馬而以 ＝載 人・避見人若有所之、自一里以上、皆坐所馬車爲臧（贓）、與盜同灋。書到相報。今 ＝書已到。
請の内容は皇帝の制可があってはじめて效力を生じるので、ここも正しくは「請書」ではなく、「制書」とすべきであったと思われる。とはいえ、實務上參照するのは請の内容であるため、「請書」としてしまったのではなかろうか。（青木レジュメより）]  [2606:  眜死：『獨斷』卷上に「漢承秦法、群臣上書、皆言昧死」とあるように、上書におけ る皇帝への謙讓表現。（青木レジュメより）] 

【臣、昧死して言う[endnoteRef:2607]。……某】郡卒史【を/にせよ】 。它は律令が如くせよ。 [2607:  残欠部分は簡	9-2299の記載に基づいて推測して補った。] 

臣、請四牒[endnoteRef:2608]を上す。臣、昧死して請う。【●制して曰わく、可なり、と。[endnoteRef:2609]】 [2608:  岳麓5巻185簡：吏上請、対、奏者、皆傅牒牘数。]  [2609:  本簡第二行の末尾に位置する「請」字の下に、もと文面が續いたという想定で、簡8-1668に基づいて殘缺を補った見たが、「請」字から簡の下端までの空白は、上方の字閒と比べてはやや大きめなので、「請」字が本簡の最後の字という可能性もある。その場合には、本簡は、法令の寫しではなく、遷陵縣が、取り次いでもらうために洞庭郡に送った上請の控えと推測される。「請四牒」というように、嶽麓5卷簡185に見える明文規定の通り、牒數が明記されている點も、後者の可能性を裏付けるように思われる。] 


臣昧死言臣竊聞黔〼
問其故┘賈人買惡〼	9-2299　　　　　　　　

畜及錢財﹦（財、財）物自挾臧其數〼
毋令少吏﹦（吏、吏）徒能襲爲	8-1721

其旁郡縣與椄（接）畍（界）者，毋下二縣，以□爲審，卽令卒史主者操圖詣
御史，御史桉（案）讎，更幷定爲輿地圖。有不讎非實者，自守以下主者	8-0412+8-0224+8-1415[endnoteRef:2610] [2610:  簡8-0412與8-0224的綴合據《里耶（壹）》簡牘綴合表，加綴簡8-1415據校釋一。] 

【……？】其の旁郡が縣の與 (とも)に界を接する者【……？】、二縣を下るなく、□を以て審と爲し、卽ち卒史の主する者に令して圖を操りて御史に詣らしめよ。御史は案讎し、更に幷わせて定めて輿地圖と爲せ。讎せず實に非らざる者有らば、守より以下の主する者【……】

令丞令史主解説爵及	8-0873

〼令縣舉傳囚斷	8-1054[endnoteRef:2611] [2611:  何有祖〈里耶秦簡牘綴合（八）〉（簡帛網，2014年2月12日）將此簡與簡8-1756綴合，未必可信，參看簡8-1756注...。] 


自一日到七日〼	8-1655

一，榦官。居宜陽、新城。名曰右榦官。爲其丞劾（刻）印，章曰：右榦官丞，次
榦都廥丞。	8-1831

〼□若巳（已）聞令，餔（逋）不行半[endnoteRef:2612]	8-2213 [2612:  “餔”讀爲“逋”，據何有祖〈讀秦簡札記（二則）〉（簡帛網，2013年4月13日）。何氏將“若已聞令，餔（逋）不行”視爲《二年律令》簡398“受令而逋不行”異文。據續文“盈七日”推測，“半”字下或有“旬”等字。“逋”字字義可以參看《法律答問》簡164“何謂逋事”。] 


令禁弗得爲而請〼	8-1601

〼□惡﹦及﹦不﹦具﹦（惡及不具，惡及不具）而	8-0344

〼曰（？）日備歸[endnoteRef:2613]〼	8-2408 [2613:  “曰”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 


〼二甲，過卌（四十）人到八十人，貲二〼
〼爵一級。  □衣叔聶〼	8-0751正+8-0702背[endnoteRef:2614]	【説明】正背面書寫順序相反。{正面（8-0751背+8-0702正）見〇一乙“平行文書”，筆跡與背面不同。} [2614:  本簡綴合據校釋一。] 

【……は、貲】二甲、四十人を過ぎしより八十人に到るは、貲二【甲……】爵一級。
□衣叔聶〼

〼若擅棄去之[endnoteRef:2615]，及期盡賦〼	8-2544 [2615:  “若”、“擅”，原釋文、校釋均作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（五）〉（簡帛網，2015年7月15日）補釋。] 


十五分日二，四斗者〼
二斗九[endnoteRef:2616]十分日五，十〼	8-0498 [2616:  “九”，原釋文、校釋作“八”，據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（七）〉（簡帛網，2012年6月25日）改釋。] 


〼[endnoteRef:2617]吏䌛（徭）使有具殹（也），傳□〼	9-0269 [2617:  「吏」の上には汚れか墨蹟か確定できない黑い影が見える。或いは一つの未釋讀字を插入する必要があるかもしれない。] 

【……】吏、徭使して具する[endnoteRef:2618]有る也、□【……に（？）】傳えよ【……】/傳うるに□【……せよ[endnoteRef:2619]】 [2618:  具、ある事柄の関連書類が揃っていること。
■群志
■式。具此
■中。已（8-0094）
なお、機材であれば部品が揃っていることを表す。例：「具弩」。
籾山明「簡牘文書學與法制史―以里耶秦簡爲例」（柳立言主編『史料與法史学』、中央研究院歴史語言研究所、2016 年）。]  [2619:  本法令に對應した實例としては、例えば簡8-0078に洞庭郡の假卒史の悍が「傳うる有り」として遷陵丞の印を借りて封緘した文書が舉げられる。その中では、悍は、遷陵陽里に住む士伍の慶を巡って遷陵縣に對應を求めており、傳える宛先は滯在先の縣と分かる。それに基づいて缺損部分の文章を推測するに、「在所の縣の印を假りよ」といった内容も考えられる。（簡8-0133の封に關する注を參照）
奔命という特殊な狀況を想定した規定ではあるが、徭使先で官印がないため文書が發行できない場合の對處方法を定めた法令としては嶽麓秦簡（陸）の次の律令簡牘が注目に値する。
029	不審。其別有所䌛（徭）倳（使）而毋（無）將吏，及雖有將吏，將吏毋縣官印及印不行縣官者，其過及居所
030	縣道官、鄣部亟聽告及受將吏奔牒，移其縣官及士吏，令求之。　　●十一
【……】審らかならず。其れ別に徭使する所有るも將吏無く、及び將吏有ると雖も、將吏、縣官印無く及び印、縣官に行せざる者は、其の過ぐる及び居る所の縣道官・鄣部、亟やかに告に聽 (したが)い及び將吏が奔牒を受け、其の縣官及び士吏に移し、令して之れを求めしめよ。　　●十一] 

□□□□□□□□□〼
□□縵□皆（？）可以□[endnoteRef:2620]〼 [2620:  “皆”，原釋文、校釋作“留”，據石原遼平〈里耶秦簡6-39釋讀覺書〉（中國古代簡牘の橫斷領域的硏究HP、2021年10月21日）改釋。] 

第乙二百卌。[endnoteRef:2621]  〼	6-39正[endnoteRef:2622] [2621:  “第乙二百卌”，原釋文、校釋作“□□如”，據石原遼平〈里耶秦簡6-39釋讀覺書〉（中國古代簡牘の橫斷領域的硏究HP、2021年10月21日）改釋。]  [2622:  本簡の性格については、前掲の石原論文は、何らかの整理番号と考えられる「第乙二百卌」という記載に基づいて、令を記した簡牘である可能性を指摘する。岳麓書院藏秦簡（肆）の律令簡牘には、
145	（前略）●尉郡卒令第乙七十六。
というように、類似の整理番号が秦令に附せられていることが確認される。また、法令の内容については、正面の「縵」については、都鄉高里の里典の名としてみえるため、人名である可能性も否定できないものの、簡9-83・9-731・9-1400・9-2291のように、織物として縵に言及する用例が多いことから、絹織物の縵に関わる可能性が高い。縵は、無地の絹織物であり、張家山漢簡『二年律令』には、
282	賜〼衣者六丈四尺，緣五尺、絮三斤┓（，）襦二丈二尺，緣丈、絮二斤┓（，）絝（袴）二丈一尺，絮一斤半┓（，）衾五丈二尺，緣二丈六尺、絮十一斤┓（。）五大夫以上
283	錦表┓（，）公乘以下縵表┓（，）皆帛裏┓（，）司寇以下布表裏。二月盡八月賜衣、襦┓（，）勿予裏、絮。二千石吏不起病者，賜衣、襦、棺及官衣常（裳）；
284	郡尉賜衣、棺及官常（裳）。千石至六百石吏死官者，居縣賜棺及官衣。五百石以下至丞、尉死官者，居縣賜棺。
と
285	官衣一，用縵六丈四尺，帛裏，毋絮，常（裳）一，用縵二丈。
と明文規定が伝えられるように、衣服の下賜や官吏死亡時の下賜品に用いられる。なお、『説文』糸部には、
縵，繒無文也。从糸曼聲。漢律曰：賜衣者縵表白（帛）裏。
縵、繒の文無き也。糸に从い、曼の聲。漢律に曰わく、衣を賜る者、表を縵とし裏を帛とす。
とあり、所引の法令は『二年律令』とほぼ同じ内容となっている。] 

……〼
……〼
……〼
……守……[endnoteRef:2623]〼	6-39背 [2623:  “守”，原釋文、校釋未釋，據石原遼平〈里耶秦簡6-39釋讀覺書〉（中國古代簡牘の橫斷領域的硏究HP、2021年10月21日）補釋。] 
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	一一が二[endnoteRef:2626]、二半が一。 [2626:  一一、前文と違って、乗法ではなく加法、つまり一足す一。王煥林〈里耶秦簡“九九表”初探〉（簡帛網，2006年2月16日）によれば、それは、乗法を、同数加算の和として理解していた名残であるという。簡J1⑫2130は、正背とも、この簡と同様に「一﹦而二」に作り、肩水金関漢簡73EJT26:5も同じ。なお、敦煌漢簡T.XXX.1-2170と居延漢簡E.P.T52:223 とE.P.T52:189の釈文はそれぞれ「一一而一」・「一二而二」・「一二」に作るが、前二者は図版が不鮮明なため正確な釈読ができず、後者は、「三」の誤釈である。] 


	総和
	凡そ千一百一十三字[endnoteRef:2627]。 [2627:  字、正確な字義は分からないが、ここでは、敦煌『立成算経』の「文」と同様に、積の総和を表す助数詞。王煥林〈里耶秦簡“九九表”初探〉（簡帛網，2006年2月16日）によれば、総和を表す助数詞の「字」と「文」は、数取り棒を用いた計算（「籌算」）に由来する。『立成算経』には次のように記されている。] 




九九八十一	八八六十四	七七卌九	六六卅六	五五廿五	二四而八[endnoteRef:2628] [2628:  簡側面在“二四”上方有契口，高度與刻畫縣一致。] 

八九七十二	七八五十六	六七卌二	五六卅	四五廿	三三而九
七九六十三	六八卌六	五七卅五	四六【二四】	三五十五	二參而六
六九五十四	五八卌		四七二八	三六十八	二五而十	二二而四
五九卌五	四八卅二	三七廿一	二六十二	四四十六	一一而二
四九卅六	三八廿四	二七十四			三四十二	二半而一
三九廿七	二八十六
二九十八	J1⑫2130+⑫2131+⑯1335正
九八十一	二九┘十八	七七卌九	【四六】廿四	二四而八
八九七十二	八八六十四	六七卌二	【三】六┘十八	三三而九
七九六十三	七八五十六	五七卅五	二六┘十二	二┘三而六
六九五十四	六八卌八	四七二八	五五廿五	二二而四
五九卌五	五八卌		三七廿一	【四】五廿	一一而二
四九卅六	四八卅二	二七十四	【三】五┘十五	二半而一
三九廿七	三八廿四	六六卅六	【二】五而十	●凡千一百十三
		二八┘十六	五六卅		【四】四十六
						〔三〕四十二	J1⑫2130+⑫2131+⑯1335背

[bookmark: _Toc67253425]医書
●第一：人病少氣者，惡聞人聲，不能視而善䁲，善飤[endnoteRef:2629]不能食〼 [2629:  飲（？）。] 

臨食而惡臭，以赤雄雞冠，完。	8-1363+8-1042[endnoteRef:2630] [2630:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（二）〉（簡帛網，2012年5月14日）。] 


若有所燥，冶。冶卽用[endnoteRef:2631]，不臧（藏）。●以五月盡時艾（刈）[endnoteRef:2632]取析蓂[endnoteRef:2633]暴（曝） [2631:  “卽”字正位於綴合處，據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（二）〉（簡帛網，2012年5月14日）復原。]  [2632:  “刈”，原釋文作“決”，〈校釋〉作“快”，據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（二）〉（簡帛網，2012年5月14日）改釋。]  [2633:  “蓂”，原釋文、校釋作“縈”，據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（二）〉（簡帛網，2012年5月14日）改釋。] 

乾，取乾，取實臧（藏）。〼	8-1772+8-0792[endnoteRef:2634] [2634:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（二）〉（簡帛網，2012年5月14日）。] 


以溫酒一桮（杯）和，㱃（飲）之。到莫（暮）有（又）先食㱃（飲），如前數。恆{氵+𠬝}（服）藥廿（二十）日，雖久病，必巳（已）。
服藥時禁毋食彘肉。	8-1397+8-1290[endnoteRef:2635] [2635:  本簡由校釋綴合，注云：
二片寬度相同，茬口相符，文意連貫，可綴合。
按，碴口並不密合，二片實係遙綴，筆跡也略有不同，文意雖連貫，仍須續考。] 


　　病煩心：穿地深二尺，方尺半，□水三四斗[endnoteRef:2636]，㵒（沸）注之（？） [2636:  “水”上一字，何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）云：“字殘存鬲仍較清楚，疑卽‘鬻’字殘筆。”同〈里耶秦簡牘釋讀札記（二則）（修訂稿）〉（簡帛網，2015年11月13日）又將其釋爲“（煮）”。] 

穿地中[endnoteRef:2637]，視其可㱃﹦（㱃[endnoteRef:2638]，㱃）一參。	8-1937+8-1369[endnoteRef:2639] [2637:  “之”、“地”,原釋文、校釋作“□”;“穿”, 原釋文作“□”, 校釋作“水”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）、同〈里耶秦簡牘釋讀札記（二則）（修訂稿）〉（簡帛網，2015年11月13日）補改釋。]  [2638:  “可”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）、同〈里耶秦簡牘釋讀札記（二則）（修訂稿）〉（簡帛網，2015年11月13日）補釋。]  [2639:  本簡綴合據校釋一。] 


因以左足□蹱（踵）其心[endnoteRef:2640]，男子七蹱（踵）[endnoteRef:2641]，女子七蹱（踵）[endnoteRef:2642]。 [2640:  “蹱（踵）”，原釋文、校釋徑作“踵”，據陳劍指教改正。]  [2641:  “男”，墨跡可辨，原釋文、校釋作“□”，校釋注云“據文意應是‘男’”；“七”，原釋文作“方”，校釋作“十”，參考陳劍指教，據圖版和文意改釋。]  [2642:  “二”，原釋文作“□”，校釋失釋，參考陳劍指教，據文意補釋。馬王堆醫書《五十二病方》105“男子七，女子二七”，111“靡（磨）宥（疣），男子七，女子二七”，391“卽唾之，男子七，女子二七”。] 

嘗試。毋禁[endnoteRef:2643]。	8-1376+8-1959[endnoteRef:2644] [2643:  “毋”，原釋文作“□”，校釋作“勿”並注“猶‘毋禁’”，參考陳劍指教，據圖版改正。]  [2644:  本簡綴合據校釋一。] 


九[endnoteRef:2645]，治暴心痛方：令以□屋左□□□□□取其□[endnoteRef:2646] [2645:  “●”、“┛”，無墨跡可辯，原釋文、校釋未釋；“九”，原釋文、校釋作“●”，均據何有祖〈讀里耶秦簡札記（三）〉（簡帛網，2015年7月1日）補改釋。]  [2646:  “左”，原釋文作“□”，校釋作“在”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（三）〉（簡帛網，2015年7月1日）改釋。“屋”上一字，何文補釋爲“心”。] 

□草蔡長一尺，禹步三[endnoteRef:2647]，析尃（傅）之病者心上。	8-0876  [2647:  “禹步”，原釋文、校釋作“□□”，據方勇〈讀《里耶秦簡（壹）》劄記（一）〉（簡帛網，2012年04月28日）補釋。] 


〼﹦復，復病三歲上者[endnoteRef:2648]，服尉（熨）〼 [2648:  “病”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）補釋。] 

〼歲者服尉（熨）七日，兪□〼	8-1040

九十八┛治令金傷毋癰方取鼢鼠乾而〼＃石┛薪夷┛甘草各與鼢	8-1057

●七┛，病暴心痛灼灼者治之析蓂實冶二枯橿┛菌＃桂冶各一凡三物幷和取三指（最）[endnoteRef:2649]到節二溫醇酒	8-1221 [2649:  “”，原釋文、校釋作“冣”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改正。] 


●五┛，一曰：啓兩臂陰脈。·此治□□方。	8-1224

●三┛，一曰：取闌本（？）一斗（？），洎（？）水（？）二斗（？）[endnoteRef:2650]，□□□□□□煮□□□[endnoteRef:2651] [2650:  “洎”、“水”、“斗”，原釋文、校釋均作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（七）〉（簡帛網、2015年10月27日）補釋。]  [2651:  “煮”上第二字，何有祖〈讀里耶秦簡札記（七）〉（簡帛網、2015年10月27日）釋爲“闌”。] 

□□□孰出之復入餘盡……	8-1230

内。病巳（已）如故。治病毋（時）。壹治藥，足治病。藥巳（已）治，裏以繪
臧。治，暴若有所燥，冶。	8-1243

〼巳（已）病不盈三
〼食後食次。	8-1329

〼治心﹦腹﹦痛﹦（心腹痛，心腹痛）者〼
〼　　□鬻〼	8-1718

〼中撓㱃。巳（已）㱃，如再□〼
〼食次（恣），毋禁，毋時。●冶〼	8-1766
【……酒？】中に【和ぜて】撓めて㱃む。已㱃，如再□【……食に先ずるも】食に【後るるも】恣にし、禁ずる毋く、毋時。●冶〼	8-1766

〼□半斗，㱃之。●此治黃〼	8-1976

〼□先□□□□而以藥〼 	8-1988+8-1918[endnoteRef:2652] [2652:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（六）〉（簡帛網，2012年6月4日）,“先”字，亦據此改釋。] 


𤻮（應）藥燔末艾盡更┘膏直艾者消盡〼
韰，日壹更，尉（熨）熱，舉[endnoteRef:2653]布適復下扁病□〼	8-1620+9-1569[endnoteRef:2654] [2653:  “舉”，原釋文、校釋作“□”，據里耶秦簡牘校釋小組〈《里耶秦簡（貳）》綴合補(二)〉指教補釋。]  [2654:  綴合據里耶秦簡牘校釋小組〈《里耶秦簡（貳）》綴合補(二)〉。] 


〼誨（每）旦先食〼	8-0298

取蓳芒群木實十〼	8-0837

〼消﹦癉﹦（消癉。消癉）者[endnoteRef:2655]，旦（？）起[endnoteRef:2656]㱃少□□□[endnoteRef:2657]，有（又）膏方□[endnoteRef:2658]〼	9-0244 [2655:  “消”，原釋文、校釋作“涓”，據周波〈《里耶秦簡（貳）》醫方校讀〉（復旦大学出土文献與古文字研究中心HP,2019年4月2日）改釋。消下重文符號亦據周文補。]  [2656:  “旦起”，原釋文、校釋作“□執”，據周波〈《里耶秦簡（貳）》醫方校讀〉（復旦大学出土文献與古文字研究中心HP,2019年4月2日）改釋。]  [2657:  少の下の三文字は、『校釈』・原釈文では未釈読。周波「《里耶秦簡（貳）》醫方校讀」は病方の用例から最初に字について、「半」と釈読し、処方薬の量を表す表現の可能性を指摘する。「半」だとすれば「飲少半升㴭(?)湯」などが考えられる。三つ目の未釈読字の字形も「湯」に近いように思われる。一方、文脈からすれば、「半」よりも、「飲少薬汁」、「飲少酒」などというように、「飲少」の下に目的語が入る可能性も否定できない。第二と第三の未釈読字も、字形はむしろ「窅渴」に近いように思われる。その場合にはそれは、症状の悪化を表す表現であり、そうした悪化の場合に、「有（又）膏方□」という対応を取るよう処方する意味に、本簡の後半が理解されよう。
なお、「窅」は目の窪み、「渴」は渇き。いずれも消癉の症状だと考えられる。消癉は一般的に渇きを伴うものとされており、消渴とも呼ばれる。体重減少、便秘、目の乾きなどの症状も伴うとされる。（石原レジュメより）]  [2658:  “方”，原釋文、校釋作“□”，據圖版改釋。] 

釈読案①：
【……】消癉[endnoteRef:2659]【を治す（？）[endnoteRef:2660]。】消癉なる者は旦起して少しの□を飲む。窅 (めがくぼ)み、渴かば、又膏もて[endnoteRef:2661]方□【……】 [2659:  周波「《里耶秦簡（貳）》醫方校讀」の指摘する通り、一つ目の「消癉」は病方の項目の題名であり、病名である。消癉とは周波の指摘するように熱が体内にこもる病気であり、多飲・多食・多尿の症状を伴う病気全般を指す。消渴・三消とも。國松佳子・戸田静男（「消渇について―古医書からの考察」『関西医療大学紀要』9、2005年）によれば、口の中が甘くなる・美食過食・酒宴が原因・尿が甘いなどの説明を伴う場合があり、消癉の多くは現代の分類では糖尿病に当たると考えられる。周氏の指摘するようにこの病気の最古の例は老官山漢墓出土の「六十病方」の「治消渇卌六」であったが（伝世文献では『黄帝内経 素問』の記述が最も古い）、この里耶秦簡が最古の例という事になる。「六十病方」の「治消渇卌六」には「治消渴：……其一曰：長石一，……冶合和，以小𦺨（橡）皂取藥直（置）水華一升中酓（飲）之，有間酓（飲）。」とあり、治療法は異なるようである。里耶の病方は馬王堆の『五十二病方』とかなり内容が一致することが知られているが、残念ながら馬王堆には「治消癉方」はない。
なお、『校釈』は王充『論衡』の「癉」の例を引くが、適切ではない。また、『校釈』が「癉」に関連する医簡として引く9-1954「〼斗㱃之●此治黄癉方〼」は「黄癉」という別の病気の病方である。（石原レジュメより）]  [2660:  周氏は8-1718の例から病名の前に「治」が入る可能性を指摘している。さらに、その上に病方の順番を示す番号か●が入る可能性を指摘するが、里耶秦簡ではまだ同様の例が見られないため採用しなかった。]  [2661:  膏については、あぶら、引いて肥満を指す可能性もある。その場合には、「窅 (めがくぼ)み、渴き、膏有らば、方□【……】」というように、「窅渴」に続けて病状が述べられるとも考えられる。
『黃帝内經』：
黃帝曰：何以度知其肥瘦？伯高曰：人有肥、有膏、有肉。黃帝曰：別此奈何？伯高曰：膕肉堅，皮滿者，肥。膕肉不堅，皮緩者，膏。皮肉不相離者，肉。] 

釈読案②：
【……】消癉【を治す（？）。】消癉なる者は旦起して少半斗の㴭(?)湯を飲み、又た膏もて方□【……】

[bookmark: _Toc67253426]里程表
〼陽到□鄕七十〼
〼□到□□百〼
〼□到□□〼
〼□到□鄕[endnoteRef:2662]〼 [2662:  “鄕”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

〼□□□〼
〼□□〼	8-2262

〼　　　　毋龍亭到□〼
〼　　　　□申亭到□[endnoteRef:2663]〼	J1⑩0954 [2663:  “到”下一字疑爲“陽”，“申”上一字輪廓似“若”或“䓘”。] 


鄢到銷百八十四里。
銷到江陵二百卌里。
江陵到孱陵百一十里。
孱陵到𡩡（索）二百九十五里。
𡩡（索）到臨沅六十里。
臨沅到遷陵九百一十里。
□□千四百卌里。	J1⑯0052

〼里　　高陽到〼
〼里　　武垣到〼
〼□里　　饒陽□〼
〼九里　　樂成□〼
〼百七十五里　　武邑〼
〼百卌五里　　信都〼
〼□里　　武□〼
〼十九里　　宜成〼	J1⑯0012

〼陽到頓丘百八十四里　　□〼[endnoteRef:2664] [2664:  本簡又上角折斷，似缺一字，選編、館藏簡作“□”，據文例改釋。紅外綫圖版在“陽”字上方呈現出一些黑點，或似墨跡，但據彩色圖版可知其係簡面凹凸影跡。] 

頓丘到虛百卌六里〼
虛到衍氏百九十五里〼
衍氏到啓封三百五里〼
啓封到長武九十三里〼
長武到焉陵八十□里[endnoteRef:2665]〼 [2665:  “□”，選編爲“二”或“七”，據館藏簡改釋。] 

焉陵到許九十八里〼	J1⑰0014正
泰凡七千七百廿（二十）三里[endnoteRef:2666]〼	J1⑰0014背[endnoteRef:2667] [2666:  “三”，選編作“二”，據館藏簡改釋。]  [2667:  この簡は上端が平整で下端が折れ、何枚かに断裂した簡のうち、上端部に當る。里耶秦簡には同様の里程簡としてJ1-16-12およびJ1-16-52がある。横幅は17-14が4.5㎝、16-12が4.4㎝、16-52が4.6㎝（『報告』では4.7㎝、『館藏』一覧表で4.6㎝）。16-12は上下端が折れている。16-52は上端が折れており、末尾に遷陵までの里程を記しており、下端部と推定される。三簡がもと同一の簡であった可能性もある。｛渡邉┘ジュメ｝] 


【□】陽より頓丘[endnoteRef:2668]に到るまで百八十四里（約76.5㎞）。 [2668:  『報告』は頓丘につき河南省浚（濬）縣西（春秋衞の頓丘）と清豐縣西（漢の頓丘縣。譚其驤『中國歴史地圖集』第一冊はこちらを春秋・戦國の頓丘に當てる）の二説を挙げ、他の地名との關係から前者を支持する。歴史地圖集より概算すると、虛より清豐縣西までは直線距離で約100㎞、浚縣西まで約57㎞であり、確かに後者の方が「百四十六里」に近い。なお「□陽」は『報告』が述べるように頓丘より約70㎞以上北にあると推定される。戰國期の地名でいえば平陽（臨漳縣西）あたりか。｛渡邉┘ジュメ｝] 

頓丘より虛[endnoteRef:2669]に到るまで百四十六里（約60㎞）。 [2669:  『報告』は虛を春秋・戰國の虛邑（郯邑）、現在の河南省封丘縣北に比定する。｛渡邉┘ジュメ｝] 

虛より衍氏[endnoteRef:2670]に到るまで百九十五里（約81㎞）。 [2670:  『報告』は衍氏を魏の衍氏（『史記』秦始皇本紀所見、河南省鄭州市北）に比定する。｛渡邉┘ジュメ｝] 

衍氏より啓封[endnoteRef:2671]に到るまで三百五里（約126.8㎞）。 [2671:  『報告』は啟封を魏の啟封、河南省開封市西南に比定する。｛渡邉┘ジュメ｝] 

啓封より長武[endnoteRef:2672]に到るまで九十三里（約38.6㎞）。 [2672:  『報告』は長武が史書に見えないが、位置関係から尉氏（河南省尉氏縣）周囲と推定する。｛渡邉┘ジュメ｝] 

長武より焉陵[endnoteRef:2673]に到るまで八十□里。 [2673:  『報告』は鄢陵、河南省鄢陵縣北に比定する。｛渡邉┘ジュメ｝] 

焉陵より許[endnoteRef:2674]に到るまで九十八里（約40.7㎞）。（正面第一欄） [2674:  『報告』は秦の許縣、河南省許昌市東に比定する。｛渡邉┘ジュメ｝] 

□…（正面第二欄）

●泰凡七千七百二十三里。（背面）

[bookmark: _Toc67253427]其它
〼	泰（太）上觀獻曰皇帝。
〼	天帝觀獻曰皇帝。
〼	帝子游曰皇帝。
〼	王節弋曰皇帝。
〼	王譴曰制譴。
〼	以王令曰以皇帝詔。
〼	承命曰承制。
〼□。	王室曰縣官。
〼□。	公室曰縣官。
〼假□。	内侯爲輪侯[endnoteRef:2675]。 [2675:  考釈一は、「内侯」を「關内侯」の省略形とするが、本簡が記された秦始皇二十六年前後の時代に「内侯」と称していた可能性も排除し難いように思われる。] 

〼□□□。	徹侯爲列侯。
□如故更□□。	以命爲皇帝。
□如故更□□。	□命曰制。
□如故更事。	□命曰制。
□如故更□。	爲謂□詔。
□□如故更□□。	莊王爲泰（太）上皇。
□如故更□。	邊塞曰故塞。
□如故更□。	毋塞者曰故徼。
□如故更廢官。	宮曰。
□如故更予□。	王游曰皇帝游。
更詑曰謾。	王獵曰皇帝獵。
以此爲野。	王犬曰皇帝犬。
歸戶更曰乏戶[endnoteRef:2676]。	以大車爲牛車。 [2676:  “乏”，原釋文、校釋作“乙”，據石原遼平〈？〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP,2021年1月？日）補釋。] 

諸官爲秦盡更。	騎邦尉爲騎校尉[endnoteRef:2677]。 [2677:  “校”，原釋文、校釋作“□”，據郭永秉〈讀里耶8：461木方札記〉（國立清華大學中國文學系、國立臺灣大學中國文學系編《【出土文獻的語境】國際學術研討會暨第三屆出土文獻青年學者論壇論文集》，2014年8月。後收郭永秉《古文字與古文獻論集續編》，上海古籍出版社，2015年）補釋。] 

故𦤃，今更如此皇。	郡邦尉爲郡尉。
故○，今更如此旦。	邦司馬爲郡司馬。
曰產曰疾。	乘傳客曰都吏。
曰（吳）曰荆。	大府爲守□公。
毋敢曰王父，曰泰（太）父。	毋曰邦門，曰都門。
毋敢謂巫帝，曰巫。	毋曰公𡊔，曰□𡊔。
毋敢曰豬，曰彘。	毋曰客舍，曰賓飤
王馬曰乘輿馬。	舍。	8-0461正
敢言之
●九十八	8-0461背[endnoteRef:2678] [2678:  本簡はもと三二表示札類の表示板類に分類していたが、壁に掛けたか否かは、使用方法つまり機能論の問題であるので、むしろ里程表と同様に、特定の様式に從わない思想・知識等の書付としての書籍に分類すべし。] 


[bookmark: _Toc67253428]　個人的書付類
　　「日記」・法制や制度のメモなど

[bookmark: _Toc67253429]質日
廿（二十）六年六月壬子，遷陵〼　　〼丞敦狐爲令史更行廟詔[endnoteRef:2679]：令史行唯（？）[endnoteRef:2680]〼 [2679:  “遷陵”與“丞”之閒係遙綴，殘缺一字，校釋作“遷陵□、〖丞〗”，不合體例。殘缺字可據文例可補釋爲“守”，正如校釋注一所指出。
“令”下有黑點，或係重文符號。]  [2680:  “行”下另有殘泐筆畫，似係“唯”字，原釋文、校釋均失釋，據圖版補釋。本簡右下角殘缺，殘缺處容納一字，可據文意補釋爲“毋”。] 

失期。行廟者必謹視□□[endnoteRef:2681]，各自署廟所質日[endnoteRef:2682]。行先道旁曹始，以坐次相屬。	8-0138正+8-0522正+8-0174正+8-0523正[endnoteRef:2683] [2681:  “□”，原釋文、校釋作“中”，或疑爲“守”，存疑。“各”上一字與“而”形相近，校釋已注“似是‘而’”，但位置偏右，恐其左側另有偏旁，亦存疑。]  [2682:  “廟”下有兩點，或係重文符號。]  [2683:  本簡綴合據《里耶（壹）》簡牘綴合表，其中簡8-0138與8-0522的綴合略有可疑。] 

十一月己未，令史慶行廟。  六月癸巳令史　　〼　　〼□令史韋行[endnoteRef:2684]。　　二月壬午，令史行﹦（行行）廟。　　五月丙午，〖令〗史釦行廟[endnoteRef:2685]。 [2684:  此處簡殘缺不全，似缺三字，又有殘泐墨跡，應爲另一字。原釋文作“□□□”，校釋作“□□□□”，均不符合體例。]  [2685:  “史”前脫落“令”字，周海鋒〈秦律令效力問題淺談〉（中國文化遺產研究院、吉林大學、甘肅博物館、山東博物館編《中國簡牘學術研討會論文集》，濟南：2017年）補釋。“令史釦”見於本簡“二月壬寅”下。] 

			   除行廟。
十一月己巳，令史懬行廟。 			端月丁未，令史懬行廟。　　●二月壬辰[endnoteRef:2686]，令史莫邪行廟。　　五月丙辰，令史上行廟。 [2686:  “●”，原釋文、校釋失釋，參考陳劍指教，據圖版補釋。] 

十二月戊辰〔己卯〕[endnoteRef:2687]，令史陽行廟。　　	□□[endnoteRef:2688]，令史慶行廟。　　二月壬寅，令史釦行廟。　　五月乙丑，令史犯[endnoteRef:2689]〼。 [2687:  十一月己巳と十二月己丑の閒には、十二月戊辰という曆日はあり得ず、誤字の存することは明らかである。「十一月己未」・「十一月己巳」・「十二月某日」・「十二月己丑」という曆日の竝びが、十日閒隔の等差數列を形成することから、「戊辰」が「己卯」の誤りと推定される。（周海鋒〈秦律令效力問題淺談〉（中國文化遺產研究院、吉林大學、甘肅博物館、山東博物館編《中國簡牘學術研討會論文集》，濟南：2017年）は、「戊寅」か「庚辰」の誤りとする。）
なお、一連の曆日は、次の表の如く、26年の各月の朔日と合わず、27年のものと推定される。したがって、この「詔令」は、行廟の記錄ではなく、その擔當割を内容とする指令と理解される。
]  [2688:  “端月”，原釋文作“□”，校釋作“□□”，據文例補釋。]  [2689:  “犯”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。犯字下殘缺，原釋文另標出一個未釋字，校釋兩個未釋字，均不合體例。] 

十二月己丑，令史夫行廟。　　		〼　　〼月癸酉，令史犯行廟。　　四月丙申，〖令〗史戎夫行廟[endnoteRef:2690]。　　	8-0138背+8-0522背+8-0174背+8-0523背 [2690:  “史”前脫落“令”字，周海鋒〈秦律令效力問題淺談〉（中國文化遺產研究院、吉林大學、甘肅博物館、山東博物館編《中國簡牘學術研討會論文集》，濟南：2017年）補釋。“令史戎”見於簡8-1551。] 

	文書構造
	讀み下し文

	質日

	十一月己未（12），令史の慶、廟を行 (めぐ)る[endnoteRef:2691]。 [2691:  行、巡回、回って視察すること。『呂氏春秋』季夏紀には、
是月也，樹木方盛，乃命虞人入山行木，無或斬伐。
是の月や、樹木方 (まさ)に盛んなれば、乃ち虞人に命じて山に入りて木を行り、或は（木を）斬伐する無からしむ。
といい、高誘は、
行，察也。視山木，禁民不得斬伐。
行、察する也。山木を視、民に禁じて斬伐するを得ざらしむ。
と注釋する。『秦律十八種』には、
197	毋敢以火入臧（藏）府、書府中。吏已收臧（藏），官嗇夫及吏夜更行官。(後略)
敢えて火を以て藏府・書府の中に入るなかれ。吏、已に收藏したらば、官の嗇夫及び吏、夜更 (こもごも)官を行 (めぐ)る。
と、『奏讞書』には、
075	・淮陽守行縣掾（錄）新郪獄。
・淮陽守、縣を行 (めぐ)りて新郪が獄を錄す。
という。
行廟、廟を視察することか。嶽麓秦簡（四）の律令簡牘には、
322	更五日壹行廟，令史旬壹行，令若丞月壹行，□□□〼
更（？）、五日ごとに壹 (ひと)たび廟を行り、令史は旬ごとに壹たび行り、令若しくは丞月ごとに壹たび行り、□□□【……。】
という記載が見られ、關連する法規の存在することが確認されるが、詳細は未詳。
本注は未完。（「暦日の竝びが、十日閒隔の等差數列を形成する」という現象が嶽麓秦簡（四）の律令簡牘322の「旬壹行」と一致することに触れつつ完成すべし）] 

十一月己巳（22），令史の懬、行廟。
十二月己卯（03），令史の陽、行廟。
十二月己丑（13），令史の夫、行廟。
	六月癸巳（19）令史の除、行廟。
	【十二月□】□、令史の韋、行。
端月丁未（01），令史の懬、行廟。
端月□□，令史の慶、行廟。
【端】月癸酉（27），令史の犯、行廟。
	二月壬午（07）、令史の行、行廟。
二月壬辰（17）、令史の莫邪、行廟。
二月壬寅（27）、令史の釦、行廟。
四月丙申（22）、令史の戎夫、行廟。
	五月丙午（02）、令史の釦、行廟。
五月丙辰（12）、令史の上、行廟。
五月乙丑（21）、令史の犯、【行。】[endnoteRef:2692] [2692:  從簡缺口形狀判斷，此處僅缺一字，簡文應參照第二欄第一行補釋“行”字。] 


	行廟詔
	標題
	二十六年（221）六月壬子（02）、遷陵【守】丞の敦狐、令史こもごも廟を行 (めぐ)るの詔を爲 (つく)る[endnoteRef:2693]。 [2693:  詔、「告」・「敎（導）」と訓ぜられ、上から下に指示すること、またその指示つまり「のり」の意。『説文解字』言部には、
詔，告也。
詔、告ぐる也。
といい、『玉篇』言部には、
詔，敎也。
詔、敎うる也。
という。『爾雅』釋詁下に
詔、亮、左、右、相，導也。
詔・亮・左・右・相、導く也。
というのに對し、郭璞は、
皆謂敎導之。
皆な之れを敎導するを謂う。
と注釋する。大小の官吏が、詔の主體となる事例は、『儀禮』や『周禮』に多數見られ、その多くには、鄭玄が「告」という注釋を附している。『爲獄等狀四種』第參類「學爲僞書案」にも、
219	(前略)丈人詔令癸出田南陽（後略）
丈人、癸に詔令して出でて南陽に田せしむ。
と、
222	(前略)𩕾（願）公詔少吏，勿令環（還）。(後略)
願わくは、公、少吏に詔して、令して還らしむることなからしめよ。
というように、家父や縣長官の命令を「詔」と稱する用例が確認される。「秦始皇二十六年の「更名」によって始めて、主權者の命令、つまり「みことのり」を表す語に變化する。『史記』秦始皇本紀には、
今名號不更，無以稱成功，傳後世。（中略）命爲制，令爲詔，天子自稱曰朕。
今、名號更めずんば、以て成功を稱え、後世に傳うる無し。（中略）命は（更めて）制と爲し、令は詔と爲し、天子自ら稱するに、朕と曰う。
という。簡8-0461にも關連記述が見える。
なお、嶽麓秦簡（四）の律令簡牘322から窺えるように、全國的な制定法が存在していたようである。本簡に見える「詔」は、全國的な法令に對する施行細則として理解される。一説には、二十六年度末近い時點で地方官が依然として自らの命令を「詔」と稱することができた可能性が極めて低い一方、動詞「爲」の主語は明らかに遷陵守丞の敦狐である。この矛盾を解消する鍵は、「令」字の下の黑い點にあり、それが重文記號に係るという。この説に從えば、この箇所は「廟を行るの詔令を爲る。令史云々」と讀まねばならない。「詔令」とは、「詔の令」、つまり皇帝の「みことのり」（の施行方法）に關する地方官の命令という意味。全國的な法令に對する地方的施行細則という解釋に變わりがない。] 


	
	本文
	
	
	令史、（廟を）行るに、唯だ期を失う【なかれ】。廟を行る者、必ず謹みて視□□し[endnoteRef:2694]、各々自ら廟所[endnoteRef:2695]が質日[endnoteRef:2696]に署 (しる)せ。行るには、先に旁曹[endnoteRef:2697]より始め、坐次[endnoteRef:2698]を以て相屬 (つづ)けよ[endnoteRef:2699]。 [2694:  視□、初出。（視中と視守の両論併記）]  [2695:  所、ところ、ひいてはそのところに備え付けの意か。つまり、文脈からは、「廟所が質日」が、「廟のところの質日」というように、廟備え付けの質日と推定される。一方、「廟」の下には二つの黑い點が見えており、それを重文記號と認めるなら、「各々自ら廟と廟所を質日に署 (しる)せ」と讀み下すべきであろう。その場合には、「行廟」が複數の「廟」を對象に行われ、「廟」と「廟所」とがそれぞれの廟の名稱と所在地を指すと考えられる。地方における「行廟」の制度的背景が未詳のため、正確な意味は判斷しかねる。]  [2696:  質日、初出。（質日に関する注釈のほか、案語を附すべし。案語は、6月23・24日の籾山┘ジュメに沿って、本簡正面と背面とが行動規範と実行記録の関係にあること、その関係が青川秦墓木牘の正背関係と類似することについて説明すべし）]  [2697:  旁曹、初出。（以下の旧案は不正確。作り直すべし）
]  [2698:  坐次、次は順序（簡8-1518+8-1490注？參照）の義、坐次は席次を指す。類似の用例は文獻から檢出できないが、文脈から判斷すれば、ここでは、席順に「行廟」の番に當たることを表すと考えられる。]  [2699:  屬、屬は「つらなる」・「つづく」と訓じ、物事が次々と起こる若しくは同じことを續けて行う意。『説文解字』尾部には、
屬，連也。
屬、連なる也。
といい、『釋名』釋新屬および『廣雅』釋詁には、
屬，續也。
屬、續く也。
という。『漢書』陳遵傳に、
竦居貧，無賓客，（中略）而遵晝夜呼號，車騎滿門，酒肉相屬。
（張）竦は、貧に居し、賓客無きに、（陳）遵は晝夜呼號し、車騎門に滿ち、酒肉相屬 (つづ)く。
というのに對し、顏師古は、
屬，連續也。屬音之欲反。
屬、連續する也。屬が音は之欲の反（＝しょく）。
と注釋する。
秦漢の出土資料には、後揭の如く「つらなる」という字義は確認されるが、次々と起こるもしくは續けて行う意味の用例は檢出できない。
『秦律十八種』：
195	有實官高其垣墻。它垣屬焉者，獨高其置芻廥及倉茅蓋者。（後略）
實の有る官は、其の垣墻を高くせよ。它垣の焉 (ここ)に屬 (つら)なる者は、獨り其の芻を置く廥及び倉の茅もて蓋する者を高くせよ。
『漢代石刻集成』060宋伯望刻石：
第4行　（前略）千（阡）封
第5行　上下相屬，南北八千（阡）。（後略）
阡封、上下相屬 (つら)なり、南北に八阡あり。] 




〼□潁陰、蘩（繁）陽、東鄕[endnoteRef:2700]。 [2700:  “潁”前一字疑爲“至”。] 

戊（？）午（？），〼
己未，〼
庚申，穎（潁）陰相來行田宇。	8-0307+8-0161[endnoteRef:2701] [2701:  本簡綴合據《里耶（壹）》簡牘綴合表。] 

【某日、某人】潁陰（縣）・繁陽（縣）・東鄕（縣）に□す。。
戊（？）午（？）、【……】
己未、【……】
庚申、穎陰の相、來りて田宇を行 (めぐ)る。	8-0307+8-0161

卅（三十）二年（215）十月辛酉（13），到遷陵〼	8-0438

卅（三十）四年（213）九月癸亥（01），癸酉（11）三
卅（三十）四月〔年〕（213）八月丁未（15）
蔓（曼）柏丞㞒[endnoteRef:2702]廷卅（三十）四年（213）八月丙申（04）下	8-0765正 [2702:  ＂㞒＂字原作“㞚”、“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改正。] 

卅（三十）五年（212）　　三月朔日卻，壬辰卻，壬寅卻。
正月甲辰（15）夫
二月壬午（23）夫
三月辛丑（12）卻，癸卯（14）卻[endnoteRef:2703]。 [2703:  “三”，原釋文、校釋一作“二”，據圖版和文意改正。] 

正月甲辰（15）┛，丙午（17）乙┛，戊申（19）┛。	8-0765背	【説明】“蔓柏丞〓廷卅（三十）四年八月丙申下”書寫順序與其他簡文相反。

加以戊子食舍┛；丙申往魚（漁），卽不食舍，上〼	8-1131正+8-2031背[endnoteRef:2704] [2704:  本簡綴合據謝坤〈《里耶秦簡（壹）》綴合（五）〉。] 

舍┛，卽下之酉陽，卽以辛亥販食舍。    〼	8-1131背+8-2031正
加、戊子を以て舍に食す。丙申、往きて漁 (すなど)り、卽ち舍に食せず、上【……】舍、卽ち下りて酉陽に之き、卽ち辛亥を以て販し舍に食せし。

〼合肥[endnoteRef:2705]〼	8-0720正 [2705:  “肥”字原作“肊”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改正。] 

〼加以戊子〼	8-0720背
【……】加、戊子を以て【……】

六月癸酉夷陵。	8-1250

〼  六月  〼	8-1885

〼甲寅到沅陵□[endnoteRef:2706]〼	8-2221 [2706:  “□”原釋文作“┛”，校釋失釋，據館藏簡改釋。【校訂】疑其爲符號標志“～”。] 


〼到貳春〼	8-2405

[bookmark: _Toc67253430]習字
行　｛垂+見｝〔郵〕　範　以以郵　行　行　守　敢　以以
　視　
小　吏　　有	6-01背

敢之言其其務務[endnoteRef:2707]	8-0570 [2707:  “”卽“其”習字未寫完的字形。] 


〼有年正月　　〼	8-0744正
〼□〼	8-0744背

第第	8-0957

敢言令敢[endnoteRef:2708]	8-1021 [2708:  「敢言令」とは「敢言之。令曰云々（敢えて之れを言う。令に曰く云々）」という上行文書に見える定型表現の習書と考えられる。] 


卅（三十）年月丙子朔﹦（朔朔）日[endnoteRef:2709]，安陽守丞〼 [2709:  本簡は習書であるため、記載の暦日が現実の年月干支かどうかについて疑問が残るが、文面から本簡の形成について以下の推測が可能なように思われる。まず、第一行の記載は、月に関する記述が欠けている点を除けば、安陽守丞を発信者とする文書の様式と一致する。さらに、第二行の「言之」は同様な文書の書出若しくは書止の文言と一致する。一方、第二行の「陽」以下の五字及び第三行の「計」字以下の七字は、有意義な文章を形成せず、明らかに文字の練習に過ぎない。そこから推測するに、本簡は本来文書の作成を意図して書き出したものの、月の脱落に気づいて習書に転用したものという可能性が高い。次に、失敗に終わった文書作成の年月日を推定するに、遷陵県の設置期間中「丙子朔」となる年月は秦始皇二十七年（220）二月、三十二年（215）五月、三十七年（210）七月の三回のみであるが、本簡の記載はそれら三者の何れとも明らかに関係がない。第三行に「六月丙子」という形で、再び「丙子」という干支が登場することを考え合わせると、第一行の「丙子朔﹦（朔朔）日」は本来「六月某朔丙子」に作るべきところ誤記された文字と推測される。三十年六月は丁亥朔のため、丙子の日は存在しない。二十五年と三十五年はそれぞれ丙辰朔と戊午朔で、丙子は二十一日若しくは十九日に当たる。第一行が文書の作成を意図したものであるという前提からすれば、二十五年の時点が、紀年が三十に誤る可能性が低く、三十五年の時点で現存記載の通り誤記された可能性が高い。暦日を三十五年六月戊午朔丙子とすれば、それは紀元前二一二年六月二十一日となる。] 

言之陽守丞安陽
廿（二十）五年六月丙子計敢陽守敢言之
凡有不當
律令者	8-1039+8-0222[endnoteRef:2710] [2710:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（六則）〉。] 


〼　　襲夷山到與谿到爰淺到襲鼓山到貳
〼　　邑旁邑邑	8-0753正[endnoteRef:2711] [2711:  謝坤〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（四）〉（簡帛網，2017年8月31日）將本簡與8-0092綴合，恐不可信。
石原レジュメ：
割れ目の形状は図版で見ると似ているように見えるが、並べてみると簡の太さが異なり、合わない。割れ目をなるべく合わせると簡の左右や木目がずれてしまう。撮影の際に縮尺が変わってしまった可能性を考慮して、8-0753を拡大して簡の幅を合わせてみると今度は割れ目が合わなくなる。背面の文字が8-0753にしかない点も不自然。綴合は誤りである。
なお、割れ目と木目に関しては、縮尺の問題に過ぎない可能性も完全に否定できない。] 

〼　　書到急朔書急
〼　　上入襲夷山急急急急急急	8-0753背


遷陵庫吏有庫吏庫
武城武武武庫庫□{壄+邑}壄壄壄有論曰有有事□□有論未夬（決）[endnoteRef:2712]有□有事造造琴有事 [2712:  “夬（決）”，原釋文、校釋作“决”，據圖版改正。] 

府府皆□有有有  有有令令事	8-0176正+8-0215正[endnoteRef:2713] [2713:  本簡綴合參考校釋一，注釋云“張春龍先生綴合。”] 

□□□都吏……道  庫  庫……吏急□□□車車車車  庫吏……〼
都……□山山山□□□□□郡郡郡〼	8-0176背+8-0215背

無把拔抱何可苛阿履  手手手〼	8-0219+8-0310[endnoteRef:2714] [2714:  本簡綴合據校釋一。] 


卅（三十）六年十一月丙戌，都鄕守樺令史牒書吏當受嘉平遷，皆不守金錢。巴蜀　　蜀蜀蜀歜歜
蜀爲沈沈都[endnoteRef:2715]□□沈邦刻□□□□遷陵□帮城成蜀　　蜀守今　　今今今	8-1043+8-1041[endnoteRef:2716] [2715:  “蜀”，原釋文、校釋作“爲”；“都”，原釋文、校釋作“□”，據圖版改正。]  [2716:  本簡綴合據《里耶（壹）》簡牘綴合表。簡牘綴合表指出：“茬口不能完全密合，但通過對實物的觀察，可以確認屬於同一支簡。”] 

三十六年（211）十一月丙戌（01）、都鄕守の樺、史に令して吏の當に嘉平の遷を受くべきを牒書し、皆な金錢を守せず。巴蜀　　蜀蜀蜀歜歜
蜀爲沈沈都□□沈邦刻□□□□遷陵□帮城成蜀　　蜀守今　　今今今

急朔朔急急急朔......朔急	8-1486正+8-1487正[endnoteRef:2717] [2717:  本簡綴合據《里耶（壹）》簡牘綴合表。碴口不密合，疑綴合有誤，但簡牘綴合表指出：“茬口不能完全密合，但通過對實物的觀察，可以確認屬於同一支簡。”。謝坤〈《里耶秦簡（壹）》試綴三則〉（簡帛網2015年2月8日）將簡8-2483綴於簡8-1487上方，但碴口、紋路、寬度均不合。] 

急急急...... 急急	8-1486背+8-1487背

〼□令急〼	8-2483

　　□五年年八月丁巳年[endnoteRef:2718]／年年年年年年年[endnoteRef:2719]〼	8-1613+8-1708[endnoteRef:2720] [2718:  校釋注：“第一字，疑是‘廿’。”]  [2719:  “／原釋文，校釋作“一”，據圖版改釋。]  [2720:  本簡綴合據校釋一。] 


卅（三十）六年十月枳枳□枳枳如如丞□□昌〓＃枳枳里野枳野里它言言食□鄕鄕武昌＃枳枳□□□□□□□□□□□□□□□令□□	8-1437正
昌里大男昌武武武止武武武武武規規買＃昌武武出五買＃昌昌武鄕〓何故有何有有有有有□有買＃昌里大男子〓閻咎有有□有買	8-1437背

召令丞令吏主遣者名吏縣它坐＃令貲（訾）遣	8-1438正
獻泰遷陵守丞陵□爲爲＃爲爲爲	8-1438背

受受受令今公有令　　〼[endnoteRef:2721]	8-0053+ 8-0088[endnoteRef:2722] [2721:  習書ではあるが、「受令」・「今公有令」は、「令を受く」・「今、公令有り」と読み下すことができ、「令」はいずれも「命令」の「令」と考えらえる。]  [2722:  本簡綴合據何有祖〈讀里耶秦簡札記（一） 〉（簡帛網，20150617）。] 


守　　守冖守守　　適言之[endnoteRef:2723]	8-0068正 [2723:  本簡は、下端が三角形に加工されていることから、封緘簡牘として使用するために一旦再加工されてから、さらに習書に再利用されたものと推定される。習書への転用の前に実際に封緘簡牘として再利用されたか否かは定かではない。なお、校釈は下端を残欠とする。] 

與與	8-0068背	{正背面書寫順序相反。}

它如□後句腹復	8-0171正
金〓後＃金  金  金  縠	8-0171背

卅（三十）五年（212）六月辛酉（04）□拙詘之	8-0172正
― ― ― ― ― ― ― ― 四斗[endnoteRef:2724]　　見 [2724:  “斗”，原釋文，校釋作“升”，據唐強〈里耶秦簡牘“升、斗”及“手、半”訂訛八例〉（簡帛網，2019年4月30日）改正。] 

□  史□	8-0172背

秫卮秫求請得以卮求	8-0200正+8-0296[endnoteRef:2725] [2725:  本簡綴合據《里耶（壹）》簡牘綴合表。] 

聿聿建安  〼	8-0200背

  府府年正月辛丑□〼	8-0464

年年年年〼	8-1788

□   乂乂  □〼	8-0662正
幭   二二□  〼	8-0662背

妶（娹）┛嗛┛涓┛姣┛隋┛澍┛支┛章辨┛弟〼	8-0682正
傷　　七月　　七月　　七月〼【説明】背面書寫順序相反。	8-0682背

隋延辵	8-0687正
〼也報	8-0687背

□罰□●㪕卓伏狀[endnoteRef:2726]〼	8-0707正 [2726:  “㪕”，原釋文，校釋作“”；“卓”，原釋文，校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補改釋。] 

發發●婥女再兩□〼	8-0707背

〼□五年  卅（三十）卅（三十）五□〼	8-0708正
〼不不   〼【説明】正背面書寫順序相反、正面第四字“卅（三十）”倒寫。	8-0708背

壹   七月甲子□七月七月甲子貳〼	8-0711正
乙二言巨□高□〼	8-0711背

裝甄〼	8-0735正
〼卬卬卬〼	8-0735背

武武武   〼	8-0745正
昌   昌昌足前日武武武〼	8-0745背

循欲欲□〼	8-0797

〼　　律閒閒閒帚帚	8-0798

〼　泥沂鄕斤守沂陽守沂邑里士五	8-0882

遷遷遷遷遷遷遷陵守丞巸[endnoteRef:2727]〼	8-0202背+8-0912[endnoteRef:2728]{8-0202正見四一乙「文書個別封緘簡牘」} [2727:  “陵”與“守”之間有部分墨跡，其實非字，似寫錯，未寫完而廢。原釋文、校釋作“□”，據圖版刪除。]  [2728:  本簡綴合據謝坤〈《里耶秦簡（壹）》綴合（二）〉（簡帛網，2016年5月23日）。] 


盜盜盜〼	8-1049

〼□□□酉□酉□〼	8-1080

年呉　〼	8-1380正
□年〼【説明】正面『年』下二字書寫順序顛倒。	8-1380背

〼□□□□〼【説明】習字簡。	8-1408

斤所所所	8-1433正
沂所斤所所斤己[endnoteRef:2729]	8-1433背 [2729:  本簡は、習字簡であり、「斤」や斤旁に從う「所」と「沂」が意図的に並べて書かれているようである。「沂」の從う所の「斤」は、「所」及び「斤」と完全に一致する。本簡の「斤」の多くは、上部に「𡰣」形を用いる小篆で書かれており、里耶秦簡の最も一般的な書体とは必ずしも一致しないが、習字簡に係ることから、小篆風の書体を用いることは不自然ではなかろう。] 


〼佐吏使長丞	8-1435正
〼佗佗佗人敄敄〓釗	8-1435背

〼　及及
〼事從事從事從事及庚若若
〼從及	8-1442正
〼事從事欲欲欲欲䢡偞
〼追　　從　　從	8-1442背

□□金予爲□洞發□發	8-1446正
繆糹糹繆意有一酉意意意四阝陽	8-1446背

〼紅薄繕益	8-1499正
〼租質質質	8-1499背

〼令令	8-1819

〼論論	8-1910

〼□□[endnoteRef:2730]郵行  宂宂宂	8-1994正 [2730:  似在“以”字上另寫其它字，“以郵行”來自封檢，習字係再利用。] 

〼□□□□	8-1994背

〼□□  〼
〼□所所□〼	8-1999正
〼□□□□〼
〼□  □〼	8-1999背

樂樂伯廿（二十）六加加加以廿（二十）	8-2026正
及人贖廿（二十）月戍遣戍〼	8-2026背

〼□□陵陵陵〼
〼……〼
〼……〼	8-2051

〼申申[endnoteRef:2731]〼	8-2100 [2731:  “申申”，原釋文，校釋作“□□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。] 


〼守禮言如是如□〼	8-2164正
〼陽守定□守定〼	8-2164背

七月甲子貳庚陁陽	8-2188正
爵爵　七月　七月	8-2188背

□廿（二十）年　廿（二十）年九月　九年	8-2230

〼□□  〼	8-2333

〼及及急及	8-2377

〼遷陽陽〼	8-2469

〼□貲貲鞫  〼	8-0353

（圖案）	5-02正
（圖案）	5-02背

（圖案[endnoteRef:2732]）	8-1679+8-0177正+8-0328[endnoteRef:2733] [2732:  図案は、後世の盤長形に似ている。林巳奈夫「漢代の永遠を象徴する図柄」（『史林』83-5、2000年）を参照（松島講読日誌20191221）。]  [2733:  本簡綴合據校釋一。] 

解〼	8-0177背

□瘳瘳瘳翏敢言之。
　　□□□[endnoteRef:2734]	9-0078 [2734:  “敢言之”作方有被裁斷墨跡，原釋文失釋，據圖版補釋。] 


〼｛革+虎｝　　｛革+虎｝[endnoteRef:2735]　　〼	9-0203 [2735:  「｛革+虎｝」の前後に削り残しが見えるので、文字削除の後習書に再利用されたと考えられる。] 


□□言言[endnoteRef:2736]　　〼【說明8-2165】正背面書寫順序相反。	8-2165背 [2736:  “□□”，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋，疑其爲“子子”；“言言”，原釋文、校釋作“□□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。] 


〼母子□□　子[endnoteRef:2737]	8-0649背,【説明】正背面書寫順序相反。 [2737:  “母子”、“子”，係習書，書寫方向與正面簡文上下顛倒；“□”，原釋文作“之□”，“校釋”作“之”，實習刮削殘留，書寫方向與正面相同。倒寫“母子”下方還有隱約墨跡，卽正面下方所投映的“者各”和“署”字，證明本簡下方薄如削衣。] 


〼𡇒　　狀〼	8-0658背+8-0654背

卅　卅五年三月庚寅[endnoteRef:2738]卅 [2738:  本簡背面は、習書と思われるが、三十五年（212）三月庚寅（20日）は、実在する暦日である。] 

敢言之廷下　下恆署	9-0051背

廿（二十）八年（219）付，廿（二十）九年（218）出，廿（二十）九萬九千四百一十，是今叚（假）[endnoteRef:2739]〼	8-2199+8-2192[endnoteRef:2740] [2739:  “假”，原釋文作“所”、校釋作“□”，據謝坤「里耶秦簡牘綴合八組」（《文獻》2018年5月第3期）改釋。]  [2740:  綴合は、謝坤「里耶秦簡牘綴合八組」（文獻2018年5月第3期）による。簡2192の「是今叚」が簡2199と繋がらない点以外、「二十八年付，二十九年出」というように、渡す行為と支出する行為とが二つの年度に跨る点、また二十九万という高い数字が極めて珍しいことに加えて上の二十九年と字面が類似している点から、本簡は習書と考えらえる。なお、木目と割れ目は、必ずしも正確に合わない。綴合しなければ、簡2199については分類不明の簿籍簡牘の可能性も考えられる。] 


□□守是□□卅卅□[endnoteRef:2741]〼 [2741:  “卅”下一未釋字，僅剩一長橫和幾個污點，原釋文、校釋作“一”，未必正確。] 

令前不論　　〼
……[endnoteRef:2742]	9-0347 [2742:  本簡左側有被裁斷的墨跡痕跡，似本簡原有三行以上，後來被裁斷。原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。] 


□□少八廿半[endnoteRef:2743]卅卅□卅〼	9-0364 [2743:  半の字については、校釈は、未釈読字とした上で、「十七」の可能性を示唆するが、字形とは合わない。本字は上方の左右の点がやや薄いため、釈読に不安が感じられよう。墨蹟の一部が欠けたか、習字の書きかけに終わったと考えられるが、字形の基本的特徴は半と合致し、且つ文脈上本簡上方の「少」「八」も本来は「少半」等の練習として書かれた可能性が高い。] 


〼己□月[endnoteRef:2744] [2744:  “□”，原釋文、校釋作“己”，與字形不合，疑爲“五”。] 

〼□朔朔	9-0175

4 [bookmark: _Toc67253431]表示札類
　当該簡牘を付すことにより物品等の内容等を表示しまた位置や方角を表示するもの(從来の楬に相当)
[bookmark: _Toc67253432]ラベル（？）付札類(楬)
[bookmark: _Toc67253433]一一型
	簡文結構
	讀み下し文

	標題
	年（月）＋部門＋文書類型

	編號
	親屬／隸屬關係＋人名

	辦理情況
	已等



	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	年（月）＋担当部署＋文書類型

	編号
	甲乙等

	処理状況
	処理済み等



■卅（三十）四年
■遷陵課
■笥。	8-0906
	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	三十四年（213）、遷陵が課の笥 (はこ)。

	編号
	－

	処理状況
	－



■畜官、
■田官作徒
■及貳春[endnoteRef:2745] [2745:  “及貳春”三字似係後加，應插在“薄（簿）”字前。] 

■薄（簿）筥[endnoteRef:2746]。 [2746:  “筥 ”，原釋文、校釋作“□”，據謝坤〈里耶秦簡中的“筥”〉（簡帛網，2017年10月15日）補釋。] 

■廿（二十）八年。	8-0285
	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	二十八年（219）、畜官・田官及び貳春が作徒簿の筥 (はこ)。

	編号
	－

	処理状況
	－



■倉曹
■廿（二十）九年
■當計出入
■券　甲
■笥。Ｔ[endnoteRef:2747] [2747:  此符號既像刀子的圖案，頭部寫法和書寫位置又與簡8-1536“甲”字相似，或爲序號“甲”的飾化字。] 

■　　｜	8-1201
■倉曹二十九年の當 (まさ)に計すべき出入券の笥 (はこ)。　甲。
	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	倉曹、二十九年（218）の當 (まさ)に計すべき出入券の笥 (はこ)。

	編号
	甲。

	処理状況
	｜（処理済み？）



〼□年□[endnoteRef:2748]〼 [2748:  “年”上一字，原釋文作“”，校釋作“元”，但與第二行以下相比，此處似不應僅有一字。簡面此處全黑，無法釋讀。“年”下一字，校釋作“七”，與字形不合，按照原釋文作“□”。] 

〼校繆（謬）□[endnoteRef:2749]〼 [2749:  “校謬”，原釋文、校釋作“□□”，據石原遼平〈里耶秦簡9-197+9-294の釈読に関する覚書>（中国古代簡牘HP,2021年6月14日）補釋。] 

〼往來書[endnoteRef:2750]〼 [2750:  “往來書”，原釋文、校釋作“□□□”，據石原遼平〈里耶秦簡9-197+9-294の釈読に関する覚書>（中国古代簡牘HP,2021年6月14日）補釋。] 

〼[image: ]報（？）[endnoteRef:2751]〼	9-0179+9-0294[endnoteRef:2752] [2751:  “報”，原釋文、校釋作“□□”，據石原遼平〈里耶秦簡9-197+9-294の釈読に関する覚書>（中国古代簡牘HP,2021年6月14日）補釋。“ ”疑爲“還”，其所從“辶”似僅作“彳”，其右下有污點，與彳旁殘筆連起，容易被誤會爲某種“人”形。]  [2752:  本簡は、殘簡ではあるが、殘存の記載内容および書體から表示札と判斷される。また、本簡は更名篇書（簡8-0461）と同樣に、簡を橫長に置いて木目と直角方向に文字を書く、いわゆる橫材木簡であり、表示札としてはやや珍しい例ではあるが、同樣な形狀特徵を示す表示札としては、簡8-1201が舉げられる。] 


■卅（三十）五年當計
■券出入笥。
■具此中。	8-1200正
灋灋
灋	8-1200背
	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	三十五年（212）の當 (まさ)に計すべき出入券の笥 (はこ)。

	編号
	－

	処理状況
	この中に具われり。

	習字
	灋灋灋



■從人論報
■擇（釋）免歸致
■書。具此
■中。{圖案}	8-0777
	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	從人の論報し、釋免して歸らしめるるの致書。

	編号
	－

	処理状況
	この中に具われり。



■群志
■式。具此
■中。巳（已）[endnoteRef:2753]。	8-0094 [2753:  “已”字從原釋文，這類“已”字的辨識可以參看陳劍〈讀秦漢簡牘札記三篇〉（《出土文獻與古文字研究》第四輯，上海古籍出版社，2011年）] 

	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	群 (もろもろ)の志の式。

	編号
	－

	処理状況
	この中に具われり。已みたり。



■廿（二十）八年十月
■司空曹
■徒薄（簿）。巳（已）。盡二（？）[endnoteRef:2754]。	8-1428 [2754:  “二月”，原釋文、校釋未釋，據圖版補釋。] 

	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	二十八年（219）十月、司空曹が徒簿。

	編号
	－

	処理状況
	已みたり。二月に盡 (つ)くす



■卅（三十）七年□□[endnoteRef:2755] [2755:  “年”下一字從“彳”，原釋文、校釋一釋作“廷”，於字形不合，據圖版改釋。另外，校釋注2云“‘廷’後實無字，簡文‘廷倉曹’也見于8-1288，當連讀”，未塙。8-1288係封緘簡，語境與本簡不同。“廷”與縣官、鄕等外部機構相比而言，廷内部諸曹就不用冠以“廷”字。封緘簡所見“廷某曹”恐怕也要分開讀爲“（寄給）廷”，“某曹（擔當或啓封）”。] 

■倉曹當計
■出券。□□□[endnoteRef:2756]	8-0500 [2756:  “券”下一字，校釋疑爲“戶”，恐未塙。或爲“甲”。另外兩個未釋字似非字，或係符號。] 

	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	三十七年（209）□□倉曹の當 (まさ)に計すべき出券。

	編号
	－

	処理状況
	□□□



■卅（三十）三年
■十一月盡
■正月吏占[endnoteRef:2757] [2757:  “占”,原釋文作“□”，校釋改釋爲“戶”，參考陳劍指教，據圖版改釋。] 

■巳（已）事。	8-0214
	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	三十三年（214）十一月より正月に盡くるまで、吏の占し、已みたる事。

	編号
	－

	処理状況
	－



■廿（二十）八年尉
■曹已事[endnoteRef:2758]。	9-0028 [2758:  “已”，原釋文作“以”，據圖版改釋。] 


■卅（三十）年廷金
■布期會
■已事。	9-2310
三十年、廷が金布（曹）の期會して已みたるの事。

■卅四年十月以
■盡四月吏曹
■已事笥	9-0981

■卅（三十）年四月盡九月
■倉曹當計禾
■稼出入券。
■巳（已）計及縣（懸），
■相付受。
■廷。[endnoteRef:2759]　第甲。	8-0776 [2759:  “已計廷”雖然筆跡與前三行基本相同，應出於一手，但字距、行距均不同，似係後加。] 

	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	三十年四月より九月に盡くるまで、倉曹の當 (まさ)に計すべき禾稼の出入券。

	編号
	第甲。

	処理状況
	已に廷に計せり。及び懸りて相付受せり。



■卅（三十）一年司空十二月以
■來居貲贖責薄（簿）。
■盡三月[endnoteRef:2760]。城旦舂。 [2760:  雖然“三月”之“月”與第一行“十二月”之“月”寫法不同，但從各筆畫寫法和整體筆勢推算，“月”字似係筆誤，“盡三月”三字仍與前兩行出於一手。] 

■廷。　　｜	8-0284
	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	三十一年、司空、十二月より以來、三月に盡くるまで、居貲贖責・城旦舂の簿。

	編号
	－

	処理状況
	廷（に計せり）。



■廿（二十）九年盡
■歲田官徒薄（簿）。
■廷。　　｜	8-0016
	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	二十九	年（218）、歲を盡くるまで、田官が作徒簿。

	編号
	－

	処理状況
	廷（に計せり）。



□及雞[endnoteRef:2761] [2761:  “□”，原釋文、校釋亦作“□”，一說疑實爲二字。] 

遣市事[endnoteRef:2762] [2762:  “事”，原釋文作“□”，校釋作“市”，據圖版改釋。] 

下吏（？）薄（簿）[endnoteRef:2763]。 [2763:  “下吏”， 原釋文作“□□”，校釋作“一”，據圖版改釋。] 

□□□□[endnoteRef:2764]	8-0419+8-0612[endnoteRef:2765] [2764:  “□□□□”，原釋文、校釋未釋，據圖版補釋。第一字疑爲“廷”字。]  [2765:  本簡綴合據校釋一。] 

	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	□及び□、市に遣わして事、吏に下るの簿。

	処理状況／編号
	□□□□



■卅（三十）□年三月□簿
■縣（？）卒□□□徒（？）[endnoteRef:2766] [2766:  “縣”、“徒”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

■□□□□□□
■□□□□	8-0502

■笥。甲。	8-1536 
	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	【……】の笥 (はこ)。

	編号
	甲。

	処理状況
	－



■司空、
〼倉曹期	8-0496
	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	司空・倉曹期【……。】

	編号
	【……。】

	処理状況
	【……。】



■卅（三十）二年〼
■薄（簿）〼	8-0531
	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	三十二年（215）【……】簿【……。】

	編号
	【……。】

	処理状況
	【……。】



■𡩡	8-1931

■元年少
■内金錢
■日治笥	9-0027

[bookmark: _Toc67253434]一〇型
文書
■鼠（予）券束。	8-1242正
敢言司空〼	8-1242背[endnoteRef:2767] [2767:  文書簡牘を楬に再利用か。] 

	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	予券が束。

	編号
	－

	処理状況
	－

	消し漏れ
	敢えて司空【……】に言う。



■史象巳（已）訊獄束十六。巳（已）具〼	8-1556正
〼   舝	8-1556背	【說明】正面書寫順序相反。
	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	史象、已に訊ねし獄が束十六。

	編号
	－

	処理状況
	已に具【……。】

	習字
	舝



■卅（三十）五年五月巳（已）事束。　　〼	8-0306+8-0282[endnoteRef:2768] [2768:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（六）〉（簡帛網，2012年6月4日）。] 

	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	三十五年（212）五月，已みたる事が束。

	編号
	【……。】

	処理状況
	【……。】



■書下官須報束。　尉曹。	9-0130
	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	書の官に下して報を須つの束。

	編号
	尉曹。

	処理状況
	



■卅（三十）年六月司空曹已事束。　〼	9-1455
	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	三十年六月、司空曹の已みたる事の束。

	編号
	【……。】

	処理状況
	【……。】



■卅（三十）二年遷陵尉曹受它貲責束[endnoteRef:2769]。	9-0331 [2769:  “受”，右下方有不相關筆畫，疑係刮削殘留，但字形清楚可變，原釋文作“”，據圖版改釋。] 

	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	三十二年、遷陵尉曹の它（郡の縣官）より貲責を受けたるの束[endnoteRef:2770]。 [2770:  本簡にいう束とは、簡9-0001～0012に見られるような、貲責の取り立に関わる書類の束を指すと考えられる。尉曹が它郡県の貲責に関わるのは、恐らく陽陵県司空文書のごとく、貲責の取り立ての対象となる它県出身者が兵役のために遷陵県に滞在して尉の人事管理に服するからであろう。通常の居作は、県官で行われるため、それに関する連絡は必ずしも尉曹の管轄とはならない。] 


	編号
	

	処理状況
	



■卅（三十）一年受它郡縣官〼	9-0037
	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	三十一年、它郡の縣官より受けたる【計/責（？）[endnoteRef:2771]……。】 [2771:  「受書」・「受券」などの用例もあるが、その場合には、「受」（もしくは「付」）はものを渡す行為を指しており、同様なことは県官の間に発生しない。ここでいう「受」は法律行為を対象としており、恐らく「受計」や「受責」のごとき法律行為を指すであろう。] 


	編号
	

	処理状況
	



■當計與偕束。[endnoteRef:2772]	9-1264 [2772:  本簡の下端は折れてはいるが、記載は完結していると考えられるので、原釈文の断簡記号は削除した。] 

當 (まさ)に計すべきと、與に偕にすべきの束[endnoteRef:2773]。 [2773:  本束には二種類の書類、つまり當に上計すべき書類（「當計」）と上計とともに報告すべきその他の書類（「（當）與偕」）という二種類が束ねられたと考えられる。典籍にも「與計偕」という表現がよく見られるが、多くは報告書等の書類ではなく、地方から推薦されて上計とともに都に派遣される人を指す。例えば『史記』儒林列傳には、
太常擇民年十八已上，儀狀端正者，補博士弟子。郡國縣道邑有好文學，敬長上，肅政教，順鄉里，出入不悖所聞者，令相長丞上屬所二千石，二千石謹察可者，當與計偕，詣太常，得受業如弟子。
と、『漢書』武帝紀には
徴吏民有明當時之務習先聖之術者，縣次續食，令與計偕。
という。] 


廷戶當計〼	9-0178

■御史問直（值－置）絡帬（裙）程書	8-0153（已見〇一丙下行文書）
	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	御史、絡裙を置 (はか)らうの程を問うの書[endnoteRef:2774]。 [2774:  簡8-0159には、「裙置」に関わる制書とそれを下達する御史丞および洞庭郡の文書が記されており、8-0153と簡8-0158には、遷陵県の少内と守丞とがそれぞれ遷陵県廷と酉陽県に対して「裙置」に関わる文書の受領を報告している。本簡は、それらの簡牘の保管もしくは移送に持ちられた表題簡牘か付け札と推定される。] 


	編号
	－

	処理状況
	－



■罰戍士五（伍）資中宕登爽署遷陵書。　　〼	8-0429
	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	罰戍士伍資中宕登爽、遷陵に署するの書 。

	編号
	－

	処理状況
	－



■廿（二十）七年吏致走書。巳（已）。	J1⑦014
■二十七年、吏の、走を致すの書。已みたり。

■三月壹上發黔首有治爲不當計者守府
■上簿式。	8-0434
	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	三月ごとに壹 (ひと)たび、黔首を發して治爲する有り當 (まさ)に計すべからざる者を守府に上すの上簿が式。

	編号
	－

	処理状況
	－



■尉曹卅（三十）四年正月□事。  〼	8-0253
	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	尉曹、三十四年（213）正月□が事。

	編号
	【……。】

	処理状況
	【……。】



■衡山守章言：衡山發弩丞印亡，謁更爲刻印。　　●命。	8-1234
	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	衡山守章が言：衡山發弩丞が印亡 (うしな)われ、更めて爲に印を刻せられんことを謁う（こと）。

	編号・分類
	●命。

	処理状況
	－



■言事守府及移書它縣須報。	8-0122
	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	事を守府に言い及び書を它縣に移して報を須つ（もの）。

	編号
	－

	処理状況
	－



■器贏及不備〼	8-0584
	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	器の贏 (あま)り[endnoteRef:2775]及び備わず【……。】 [2775:  贏、初出] 


	編号
	【……。】

	処理状況
	【……。】



■辟卒當戍者它縣須報。	9-0207+9-0346[endnoteRef:2776] [2776:  本簡綴合據《里耶（貳）》簡牘綴合表。] 

	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	卒を辟 (つみ)して當に戍すべき者[endnoteRef:2777]の、它縣にして報を須つ（もの）[endnoteRef:2778]。 [2777:  「卒を辟 (つみ)して當に戍すべき者」とは、「辟」の結果「戍」と判断された者の意。「辟」については、……注を参照。]  [2778:  読み下し文では表現しにくいが、ことが「它縣」に関わる事案にして遷陵県が（它縣からの）報を待っているという意。誤解を招くために、
卒を辟 (つみ)して當に戍すべき者。它縣。報を須つ。
というように、三項の独立した情報と理解することも可能ではあるが、やはり標題として一続きの文章であることから、「它縣」と関わる意味を曖昧な「它縣にして」で表現してみた。] 


	編号
	－

	処理状況
	－

	消し漏れ
	



獻枳枸毋程令書	9-0718
	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	■枳枸を獻ずるに程令なきの書。

	編号
	－

	処理状況
	－

	消し漏れ
	



■廿（二十）九年戶（？）[endnoteRef:2779] [2779:  “戶”，原釋文、校釋作“□月”，據圖版改釋。] 

■及諸獄恆署	9-0671
	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	■廿（二十）九年戶及び諸獄恆署【……。】

	編号
	【……。】

	処理状況
	【……。】

	消し漏れ
	



物品
｛実際は、物品ではなく関連する帳簿類に取り付けられたものか｝
■粟﹦（粟米）八百五十二石八斗。  其九十石八斗少半□。	8-0929
	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	粟米八百五十二石八斗。

	編号
	－

	処理状況
	その九十石八斗少半は□。



■付郪少内金錢計錢萬六千七百九十七。　　止[endnoteRef:2780]。✓	8-1023 [2780:  “止”， 原釋文、校釋作“□月”，據施謝捷《釋文稿》補釋。] 

	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	郪少内に付するの金錢計が錢、萬六千七百九十七。[endnoteRef:2781] [2781:  簡8-0166+ 8-0075にも、「付郪少内金錢計」と記されており、本簡がその会計処理を巡る書類を纏めた付け札という可能性が考えられる。] 


	編号
	－

	処理状況
	止。✓



〼司空貲責計付枳少内金錢計
〼　　巴
〼洞庭叚屬其與巴叚卒史丑校之弗受[endnoteRef:2782]。　　－	9-2305 [2782:  弗受とは、（遷陵）司空の貲責計を枳県の少内が受けないことを意味するが、同様な「弗受」は簡8-0242にも見えている。そこでは、「車」に関わる何らの手続と関連して、弗受という処理がなされる。
一方、校とは監査手続をいう。通常は付と受の会計処理が先に行われ、年度末の上計に際して校という監査手続が行われると考えられるので、ここでは一旦遷陵県と枳県の間で会計処理がなされたにも拘らず、上計等に際して、会計上の不備が発覚し、元の会計処理が取り消されたと推測される。
なお、秦代における上計手続については、嶽麓秦簡（肆）の律令簡牘365には、
346	●縣官上計執灋，執灋上計冣（最）皇帝所，皆用筭橐□，告{艹+吅+隹+冏}（巂）已，復環（還）筭橐，令報 縣官。計□□□
というように、執灋を通じてなされることが定められている。本簡においては、洞庭郡と巴郡の属吏が校を行うのは、執灋経由の上計に先立って、郡によってチェックを行い、会計上の不備に関する摘発を未然に防ぐためか、それとも執灋を通じてなされる上計のほかに、漢代と同様に郡を通じて上計がなされたのか、現段階では必ずしも確証はないが、本簡の記述から推測するに、両郡の属吏が遷陵県に派遣されて校を行っているので、むしろ執灋経由の上計に先立つ事前審査という雰囲気が伝わる。執灋経由で上計された書類に不備が発覚すれば、郡の責任も問われかねないから、そうした事前審査にもそれなりの合理性が認められよう。
簡9-1547+9-2041+9-2149には、「已に計したる」遷陵庫の兵について、元年二年十月己巳朔﹦（朔朔）日で，洞庭假の最が爰書を発行していることから、郡を通じて上計が行われるとも考えられるが、繰越分の兵について郡が引き続き保有を認める意味の証書とも解釈できるから、「已計」は執灋に対して行われた上計を指すとしても必ずしも不合理ではない。] 


■作務入錢。	　〼	8-1272
	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	作務の入錢。

	編号
	－

	処理状況
	－



■凡出錢千三百一十三。　　●賣牛及筋。　　〼	8-0597+8-0102[endnoteRef:2783] [2783:  本簡綴合，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（六）〉（簡帛網，2015年8月16日）。] 

	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	凡そ錢千三百一十三を出だす。

	編号
	【……。】

	処理状況
	●牛及び筋を賣りたり。



■凡八石……〼	8-0035
	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	凡そ八石……【……。】

	編号
	【……。】

	処理状況
	【……。】



殘
■卅（三十）二年司空徒〼	8-0009
	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	三十二年（215）、司空徒【……。】

	編号
	【……。】

	処理状況
	【……。】



■卅（三十）二〼	8-0318
	簡文構造
	讀み下し文

	表題
	三十二【年（215）……。】

	編号
	【……。】

	処理状況
	【……。】



弋陽須報[endnoteRef:2784]〼	6-11 [2784:  “報”，原釋文、校釋作“卻”，參考陳劍指教，據圖版和文例改釋。] 


〼廷金布曹卅（三十）四年十月以[endnoteRef:2785]〼	9-0741+9-0120[endnoteRef:2786] [2785:  本簡上端殘斷，據圖版補標斷簡符號。廷字上方有兩個斜方向的墨跡，不知爲字還是刮削殘留。]  [2786:  本簡綴合據《里耶（貳）》簡牘綴合表。] 


■[endnoteRef:2787]□□□□到遷陵[endnoteRef:2788]。　　勉[endnoteRef:2789]	9-0359 [2787:  本簡上方には右半分が欠けている塗りつぶしがある。原釈文と校釈文は、五つの未釈読字の最初の文字と見做していたようであるが、図版に基づいて、改めた。]  [2788:  表示札類で、「到遷陵」とある例は、簡9-2326にみえる。文書や物品が下されて遷陵に到着したことをいう。]  [2789:  「勉」は、他の文章から遠く離れて、簡の下方に記されている。或いは削り残しに過ぎない。また、残留比較からすれば、「勉」のほか「初」の可能性も必ずしも否定できない。] 


未整理
■卅（三十）年（217）十月盡
■九月，群往來
■書巳（已）事倉曹
■丑笥[endnoteRef:2790]	8-1868+8-1777[endnoteRef:2791] [2790:  “丑”，原釋文、校釋作“□”，據伊強〈《里耶秦簡（壹）》文字釋讀（七則）（《簡帛》第９輯，2014年）補釋。]  [2791:  本簡綴合據《里耶（壹）》簡牘綴合表。] 


士五（伍）巫倉溲產尸貲錢萬二千五百五十二。
卅（三十）一年四月甲申，洞庭縣官受巫司空渠良。	8-0793+8-1547[endnoteRef:2792] [2792:  本簡綴合據校釋一。] 

士伍巫（縣）倉溲（里）の產尸が貲錢萬二千五百五十二。
三十一年（216）四月甲申（02）、洞庭の縣官、巫司空の渠良より受く。

■廷金布
■日[endnoteRef:2793]治笥。	8-1776 [2793:  “日”，原釋文、校釋作“□”，據籾山明口傳補釋。] 


充獄失守府毋計籍〼	8-1624正
卌（四十）八。　　卅（三十）五年（212）。	8-1624背

卅（三十）二
年（215）　　遷陵内史計。[endnoteRef:2794]	8-1845 [2794:  此行簡文完整，原釋文、校釋標斷簡符號，不符合體例。] 


廿（二十）九年（218）司空計。〼	8-1902

男子皇楗獄簿。
廿（二十）六年（221）六月癸亥（13），遷陵拔、守丞敦狐、史畸治[endnoteRef:2795]。〼	8-0406 [2795:  文脈から、「史畸」の正式な官職名は、令史であり、担当部署は、獄曹と考えられる。外部との関係においては、簡8-1441正の「遷陵獄史」や簡8-133正の「酉陽具獄獄史」のように「獄史」とも表示されるが、まだ尹湾漢簡等の漢代の史料にみられるように独立した官職名として分化はしていないようである。] 


丞昌史義治逐等獄薄。　　〼
廿（二十）九年正月辛亥初治卽具。已。　　〼	9-0348
丞の昌・史の義、逐等が獄を治するの薄。
二十九年（218）正月辛亥（17日）、初めて治し、卽 (ただ)ちに具せり。已みたり。

獄佐橫治女子□□反能□〼
卅（三十）四年六月辛亥初治，須辟未決。〼	9-0786

稍入不能自給卅（三十）六年（211）徒□〼	8-0427

■吏貣（貸）當展約	8-2037正{背面爲簿籍斷片，見一四「複合簿籍・不明」}

作徒薄（簿）及（最）卅（三十）一〼	8-0815

治官有敗非	8-0942

繆者皆言夬巳（已）前騰書	8-1016

〼□遷陵故當論﹦（論，論）言夬（決）〼	8-0859

〼戍卒	8-1105

〼計卅（三十）五年（212）少内	8-1111

〼買爵卅（三十）二年（215）三月戊寅（02）出[endnoteRef:2796]。	8-1112 [2796:  “三”，原釋文、校釋作“二”，據圖版改釋。] 


〼□●夬（決）[endnoteRef:2797]巳（已）。●乙〼	8-1120 [2797:  伊強〈《里耶秦簡（壹）》文字釋讀（七則）〉（《簡帛》第９輯，2014年）從校釋釋爲“史”，讀爲“事”。] 


■内史軍事盡□〼	8-1270

巳（已）　〼	8-1314

此中會令□	8-1347

■卅（三十）二年（215）十二月恆。〼	8-1592

〼令（？）[endnoteRef:2798]沅陵輸遷陵粟二千石　　書。	8-1618 [2798:  “令”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 


■尉〼	8-1661+8-1702[endnoteRef:2799] [2799:  本簡綴合據校釋一。] 


■卒束〼	8-1728

■吏卒引[endnoteRef:2800]毄〼	8-1846 [2800:  “引”，原釋文作“□”，校釋作“有”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改釋。] 


廿（二十）七年（220）羽賦二千五百〼	8-1735

孱陵卅（三十）二年（215）萬三千四百□〼	8-1754

遷陵買羽倉銜故〼	8-1755

〼錢	8-1768

廿（二十）九年（218）𡩡
令及□□□
□具此□	8-1775

〼者	8-1790

〼□受家占遺用錢〼	8-1799
【……】□、家の占遺せし用錢【……】を受け【し簿？】

■空曹[endnoteRef:2801]〼 [2801:  “司”，原釋文、校釋作“□”，據文例補釋。] 

■□□□〼	8-1860

■卅（三十）年（217）獄南
■曹斷獄	8-1874

卅（三十）五年（212）遷陵□〼
□□□□□〼	8-1920

〼當計
〼巳（已）付都鄕。  䑁手。	8-1973

〼卒死遷陵者孱陵長	8-2019正（背面は一四複合簿籍　不明を見よ）
【……】卒の遷陵に死せる者の孱陵（縣）長【（□？）里の某人……】

四月  盡壬寅	8-2038正
令□□	8-2038背

當	8-2216

解　〼	8-1076

黥[endnoteRef:2802]	9-0281 [2802:  校釋は「黥……」に作るが、「黥」以外の墨蹟は削り殘しに過ぎないと推測される。] 


　　役	8-1099

〼入（？）[endnoteRef:2803]貲贖責沒負償齎〼	8-2274 [2803:  “入”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 


〼□移戶┛〼＃〼泰（太）（？）守書□〼	8-2284

〼  ┛乾{魚-鹽}魚[endnoteRef:2804]	8-1705 [2804:  “{魚-鹽}”，原釋文、校釋作“鱸”，參考陳劍指教，據圖版改釋。“{魚-鹽}”从“魚”从“鹽”省聲，或表示“鹽魚”、“咸魚”等義。簡8-1022云“乾魿魚”，“魿魚”爲魚名，據此推測，“乾{魚-鹽}魚”之“{魚-鹽}魚”又似係魚名。] 

（8-1469Bも付け札か）

灋（法）令乙、丁、戊[endnoteRef:2805]。 [2805:  “灋（法），原釋文、校釋作“□”，參考陳劍指教，據圖版補釋。] 

徒隸乙。
令佐適取。	8-1223[endnoteRef:2806] [2806:  疑爲律令等書籍標題。] 


〼  貳春鄕要常。
〼  鄕樛、佐笱得[endnoteRef:2807]。	8-1943 [2807:  “笱”，原釋文、校釋作“笞”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》和伊強〈《里耶秦簡牘校釋（第一卷）》〉補正（3）〉（簡帛網，2013年12月5日）改釋。] 


〼　廿（二十）八	8-1427

〼□陵以〼	8-2540

徒衣〼	8-0628

〼□　　問：器劾失[endnoteRef:2808]，鞫審。●二月　　〼 [2808:  “劾失”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（一） 〉（簡帛網，20150617）補釋。] 

〼巳（已）。＋〼	8-1344正
〼乙□〼	8-1344背

■……■
■……■[endnoteRef:2809]	9-0101 [2809:  墨跡似被刮削，殘留墨跡最少有兩行，原釋文僅標一行，據圖版補釋。] 


〼辨[endnoteRef:2810]。	8-1978 [2810:  “辨”字上方有裂紋，原釋文、校釋視爲墨跡作“□”，據圖版改正。] 


〼辨[endnoteRef:2811]。	9-0062 [2811:  本簡上下端殘斷，但“辨”字下方有空白，應無字。原釋文作“辨  〼”，據圖版改正。] 


〼辨券[endnoteRef:2812]。	9-0531 [2812:  “辨”，原釋文作“”，據圖版改釋。] 


〼史若獄。　　十四。　　捕未來。　　〼	8-0911+8-1377[endnoteRef:2813] [2813:  綴合據謝坤〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（四）〉（簡帛網，2017年8月31日）。] 

【……】史の若が獄。　　十四なり[endnoteRef:2814]。　　捕うるも未だ來ず。　　【……】 [2814:  本簡は、獄に関わる文書等の書類につけられた表示札で、「十四」は若の獄を指し示す序数と推測される。] 


■倉、司空已事。	9-0199
■倉・司空の已みたる事。[endnoteRef:2815] [2815:  本簡の下半分には墨蹟の欠片が確認でき、チェックマークの可能性も考えられるが、形状からはむしろ削り残しと推測される。] 


[bookmark: _Toc67253435]表示板類
　物品や施設等の数量や位置、方角等を表示するために用いられるもの[endnoteRef:2816] [2816:  もとはここに8-0461の更名扁書を分類していた、壁に掛けたか否かは、使用方法つまり機能論の問題であるので、むしろ里程表と同様に、特定の様式に從わない思想・知識等の書付としての書籍に分類し直した。] 



5 [bookmark: _Toc67253436]封緘簡牘類(封検)
　物品などを封緘するための簡牘で、輸送時には宛先や逓伝担当者等を記す
[bookmark: _Toc67253437]　文書封緘簡牘(文書検)
　　主として文書を封緘するために用いられるもの(從来の封検類)
[bookmark: _Toc67253438]複数文書封緘簡牘
　　　複数の文書を袋や容器に入れたものを封緘するための簡牘
[bookmark: _Toc67253439]文書個別封緘簡牘
遷陵
遷陵，主薄（簿）發。洞庭。	8-0303

遷陵，金布
發。洞庭。	6-18

遷陵，金布發。洞庭。	8-0304

〼金布發。　　洞庭。	9-0231

遷陵，主倉發。	8-0579

遷陵，主倉發。洞庭。	8-0922

遷陵，主□〼	8-1930

遷陵。以郵行。洞庭。	6-19+9-0297[endnoteRef:2817] [2817:  本簡綴合據校釋二。] 


遷陵。以郵行。洞庭。	J1⑦01

遷陵。以郵行。洞庭。	J1⑦04

遷陵。以郵行。洞庭	8-0032

遷陵。以郵行。●洞庭。	8-0320+8-0388[endnoteRef:2818] [2818:  本簡綴合據校釋一。] 


遷陵。以郵行。洞庭。〼	8-0338+8-0115[endnoteRef:2819] [2819:  本簡綴合據校釋一。] 


遷陵。以郵行。
洞庭。	8-0362+8-0390[endnoteRef:2820] [2820:  本簡綴合據校釋一。] 


遷陵。以郵行。●洞庭。	8-0504+8-0563[endnoteRef:2821] [2821:  本簡綴合據校釋一。] 


遷陵。以郵行。洞庭。	8-0622+8-0371[endnoteRef:2822] [2822:  本簡綴合據校釋一。] 


遷陵。以郵行。洞庭。	8-1553

遷陵。以郵
行。洞庭。	8-1837

遷陵。以郵行。〼	8-1056

遷陵。洞庭。
以郵行。	5-35

遷陵。以郵行。
洞庭。	6-02

遷陵以郵行●洞庭	8-0012

遷陵以郵
行洞庭	8-0134

遷陵以郵行
洞庭	8-0432

遷陵以郵行洞庭〼	8-0413

遷陵以郵行□□〼＃〼	8-0289

遷陵以郵行
洞庭	8-1840

遷陵以郵行洞庭	8-1685

〼陵。以郵[endnoteRef:2823] [2823:  “郵”，原釋文作“□”，校釋認爲無字，據殘留筆畫和文例補釋。] 

〼庭[endnoteRef:2824]。	8-1843 [2824:  “洞”，原釋文、校釋作“□”，據文例補釋。] 


遷陵以郵＃〼□洞庭	8-0311

〼□郵
〼庭。	8-1672

〼遷陵。以
□□□	8-2552

遷陵。以郵
行。洞庭。	8-0555 

遷陵。以郵行。
覆曹發。●洞庭。	8-2550

〼遷陵。以郵利足行。洞庭。急。	8-0090

〼利足行[endnoteRef:2825]。洞庭。	8-0117+8-0089[endnoteRef:2826] [2825:  “郵”，原釋文、校釋作“□”，據文例補釋。]  [2826:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（六則）〉（簡帛網，2012年12月24日）。] 


〼遷陵以郵[endnoteRef:2827]。 [2827:  “郵”， 原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文例補釋；“行”，原釋文失釋，校釋作“□”，據文例補釋。] 

〼洞庭	9-0234

遷陵。故令人
行。洞庭。急。	8-0182

〼遷陵。故令人　　〼
〼。洞庭。　　〼	8-0249[endnoteRef:2828] [2828:  校釋誤將簡8-0249與8-2065綴合，據雷海龍〈里耶秦簡試綴五則〉（簡帛網，2014年3月15日。後收入《簡帛》第九輯，2014年）改正。] 


〼　　遷。以郵
〼　　行。洞庭。	8-2065+8-1714[endnoteRef:2829] [2829:  本簡綴合據雷海龍〈里耶秦簡試綴五則〉（簡帛網，2014年3月15日。後收入《簡帛》第九輯，2014年）。] 


〼□行。洞庭。	8-1867

〼陵[endnoteRef:2830]，□〼	8-0719正 [2830:  “遷”，原釋文、校釋作“□”，據文例補釋。] 

〼□□□□行洞〼	8-0719背

〼行洞庭〼	6-27

遷[endnoteRef:2831]〼 [2831:  “陵”，原釋文、校釋作“□”，據文例補釋。] 

行〼	8-2312

遷陵，發丞前。	8-1670+8-1638[endnoteRef:2832] [2832:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（六）〉（簡帛網，2012年6月4日）。] 


遷陵，發丞
前。洞庭。	8-0264

遷陵，丞發。
洞庭。	9-0183

遷陵。洞庭	8-0372+8-1337[endnoteRef:2833] [2833:  本簡綴合據校釋一。] 


　　遷陵。  洞庭。	8-1884

■遷陵。洞〼	8-2301+8-2384[endnoteRef:2834] [2834:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（四）〉（簡帛網，2012年05月21日。後收入同〈里耶秦簡牘綴合（七則）〉，《簡帛》第九輯，2014年）。] 


〼陵。洞庭。	8-1127[endnoteRef:2835] [2835:  校釋將此簡與簡8-2397綴合，並注釋云：
二片寬度相當，茬口相符，可綴合。
筆者按，二片不僅碴口和紋路不合，而且簡8-1127上端殘留走之偏旁末筆，與簡2397字形完整的“遷”字截然不合。] 


遷陵。洞庭。	8-0305

遷陵〼
洞庭。〼	8-0360

〼陵。●洞庭。〼	8-0364

遷陵。洞庭。	8-0507

遷陵。洞庭。	8-0513

遷陵。洞庭。	8-0515

遷陵。●洞庭。	8-0976

遷陵。洞庭。	8-1253

遷陵。	8-1371

遷陵。洞庭。	8-1653

遷陵。	8-1744

遷陵。洞庭。〼	8-1838

〼洞庭。	8-1862

遷陵。洞庭。	8-1948

遷陵。洞庭。〼	8-0333

遷陵〼	8-0377

〼遷陵。洞〼	8-0382+8-0398[endnoteRef:2836] [2836:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（六）〉（簡帛網，2012年6月4日）。] 


遷陵。  洞庭。	8-0553

遷陵。  洞庭。	8-0556

遷〼	8-0638

遷陵。洞庭。	8-0828

遷陵。洞庭。	8-1116

遷陵。洞庭郡。	8-1149

遷陵〼	8-1190

遷陵。	8-1330

遷陵。　洞庭。	8-1382

遷陵。　　洞庭。	8-1513+8-0825[endnoteRef:2837] [2837:  本簡綴合據謝坤〈《里耶秦簡（壹）》綴合四則〉(《簡帛》第十二輯，2016年）。] 


遷陵。　　洞庭。	8-1573

遷陵。洞庭。	8-1594

〼□洞庭。	8-1568

遷陵。	8-1782

遷陵。洞庭。	8-1244

遷陵。洞庭。	8-1637

〼陵。洞庭。〼	8-1666

〼庭。	8-1912

〼●洞庭。	8-1916

〼陵。●洞庭。〼8-0097

遷陵。洞〼	8-0099

〼洞庭〼	8-0286

〼庭	8-0116

遷陵〼	8-0146

遷陵洞〼	8-0185

〼□陵洞庭	8-0187

遷陵洞庭	8-0188

遷陵洞庭	8-0189

遷陵洞庭	8-0230

遷陵〼	8-0319

遷陵〼	8-0417

遷陵  洞庭〼	8-0443

〼洞庭	8-0449

遷陵●洞庭郡	8-0469

遷陵〼	8-0494

遷陵洞庭	8-0524

〼庭	8-0587

遷陵〼	8-0592

遷陵洞	8-0848 

遷陵洞〼	8-0897

遷陵洞庭	8-0947

遷陵洞〼	8-0983

遷陵	8-1197

遷陵	8-1625

遷陵。[endnoteRef:2838]	9-0398 [2838:  簡の中ほど表面が削られているように見える箇所があり、その下にはさらに黒い影が見えるが、或いは差出人が書かれていた墨蹟の残存部分という可能性も考えられる。] 


遷陵洞庭	8-1682

遷陵  洞庭	8-1684

遷陵●洞庭	8-1826

遷陵洞庭	8-1935

遷陵洞庭〼	8-2023正	（8-2023背は〇一壬「書出省略」類を参照せよ）

遷陵〼	8-2201

〼遷陵〼	8-2285

遷陵〼	8-2289

〼遷陵	8-2295

〼洞〼	8-2302

行。洞〼	8-2426

遷陵洞〼	8-2318

〼遷□〼	8-2320

遷〼	8-2397[endnoteRef:2839] [2839:  校釋將此簡於簡8-1127綴合，不塙，參看8-簡1127相關注。] 


遷陵〼	8-2332

〼遷〼	8-2427正
倉（？）[endnoteRef:2840]〼	8-2427背 [2840:  “倉”，原釋文、校釋作“□”，據姚磊〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（二）〉（簡帛網，2015年9月15日）補釋。] 


遷陵。[endnoteRef:2841]〼	8-2485 [2841:  “遷”字有削改痕跡。] 


遷陵〼	8-2519

■遷陵。以郵
■行。洞庭。	8-2261+9-0849[endnoteRef:2842] [2842:  本簡綴合據里耶秦簡牘校釋小組「《里耶秦簡（貳）》綴合補(一)」（http://www.bsm.org.cn/show_article.php?id=3093）。] 


■遷陵以
■洞庭〼	8-0321

■遷陵〼
■行〼	8-0589


〼　　洞庭。	8-1597

■遷陵。以郵
■行。洞庭。	9-0024

遷陵。　　洞庭。	9-1163

遷陵。　　洞庭[endnoteRef:2843]。	9-0102 [2843:  「洞庭」の右下に削り残しの墨跡がある。洞庭郡で、他の形態から現在の一一型に再加工の時に残ったと推定される。再加工の後、封緘簡牘として利用されて洞庭郡から遷陵県に届いた。] 


遷陵[endnoteRef:2844]。洞庭。	9-0189 [2844:  本簡上端雖略有殘缺，但“遷”上應字，原釋文、校釋標出斷簡符號，據體例刪除。] 


〼陵。洞庭。	9-0129

遷陵。令若丞[endnoteRef:2845]〼	8-0084正 [2845:  “丞”，僅剩上方殘筆，原釋文、校釋失釋，參考陳劍指教，據圖版補釋。] 

若𧅛　　〼	8-0084背	

遷陵。令若丞發。
故□人行。洞庭。	9-1010

遷陵。令若〼
行急﹦﹦﹦（急急急）〼	8-1915

〼令若丞	8-2346

酉陽。以郵行。
洞庭。	9-0832正
遷陵。故令吏行。令若丞自
發。洞庭。急﹦﹦（急急急）。	9-0832背　【説明】簡文「急」下有四個墨點。

酉陽。令若丞發。洞庭。	9-1170

遷陵。丞　　自發[endnoteRef:2846]。 [2846:  自發、發信者（本簡では洞庭太守府）が名宛人の親展を求める文言。開封記録として後に書き加えられたものかとも思わせるが、「自發」と他の文字とは筆跡が異なるようには見えない。これは他簡においても同樣である。さらに、同じく「丞自發」とある簡9-3418において、「自發」がなかったとすると字配りが不自然なこと、簡9-1715では「進書趙=季=自發」となっており、「自發」がないのであれば重文符號は不要であることから、發信者側で書かれたものであることがわかる。] 

以郵行。洞庭。	9-0046

遷陵。以郵行。
丞自發。洞庭。	9-3418[endnoteRef:2847] [2847:  本簡は形状が〇四五A型の匣型封緘簡牘であり、文面はその背面に書写されているため、封緘した時は、文面は見えない。同類の封緘簡牘は数多く確認されるが、恐らく〇型の平型封緘簡牘と合わせて用いられ、〇型の封緘簡牘が外れた場合に備えて、背面に同じ宛書を記録したものと推測される。] 


遷陵。主符發[endnoteRef:2848]。〼 [2848:  主符については、簡8-0192正+8-0685正+8-0462を參照せよ。] 

以郵行。洞庭。〼	9-0163正[endnoteRef:2849] [2849:  本簡の背面には墨痕と判斷できる痕跡は認められない。原釋文は、「□」と、考釋は「……」と釋讀するが、もと異なる行に屬していた削り殘しを文字と釋讀したようである。] 

□〼	9-0163（背）

〼遷陵。洞庭。	9-0194

[bookmark: _Hlk516324939]遷陵。洞庭。	9-0054

遷陵。洞庭。	9-0060

〼庭。	8-1598

遷陵。以郵行。洞庭。	9-0350[endnoteRef:2850] [2850:  本簡の「遷陵」は「以郵」以下より字が大きく書かれており、或いは「以郵云々」の封緘簡牘を大量に用意して、發信の際縣名のみ後から記入した可能性も考えられる。類似した現象としては。簡8-0506では、「廷」と「發」が大きく書かれ、閒の「金布」が極めて小さな字で記されている。なお、一部の記載が別筆と斷定できる封緘簡牘の事例は目下確認できない。] 


遷陵[endnoteRef:2851]。洞庭[endnoteRef:2852]。　　〼	9-0353 [2851:  “遷”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文例補釋。]  [2852:  “庭”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文例補釋。] 


遷陵。洞庭。急	9-0977

遷陵。洞庭。　　〼	9-0355

遷陵。洞庭。	9-0357

遷陵[endnoteRef:2853]。洞庭。	9-0376 [2853:  本簡の上端について、原釋文、校釋は斷簡とするが、ただ單に封緘簡牘への再利用の際に作り方が粗かったように思われる。遷陵と洞庭の周りに削り殘しが數多く確認されるのも同じ原因による。なお、斷簡だとすれば、簡文は、「遷陵洞庭」の四文字で完結しないので、遷陵の前後の墨痕も、「〼□遷陵□洞庭」というように、文字として釋讀する必要が生じる。考えられるのは例えば「【某獄史某】治、遷陵傳。洞庭。」といった表現であろう。] 


遷陵，尉曹發。洞庭。　　〼	9-1738

遷陵。洞庭。	9-0404[endnoteRef:2854] [2854:  完形の封緘簡牘であり、所々薄い墨痕のようなシミが見えるが、〇一型の文字を削って再
利用したためであろうと推測される。] 


遷陵。以郵行。
急﹦（急急）。洞庭。	9-1459

遷陵。　　洞庭。[endnoteRef:2855]	9-0332 [2855:  原釈文は本簡の下端を断簡とする。図版からすれば、人為的に斜めの二五型に加工されたようにも見えており、断簡か否かは判断し難いが、洞庭を以て本簡の記載が完了することから、体例に基づき断簡記号を削除した。] 


或遝
或遝遷陵獄史	8-1448正
酉陽　酉陽　酉陽	8-1448背

或遝遷陵獄史（？）[endnoteRef:2856]〼	8-1045 [2856:  “史”，原釋文、校釋作“□”，據圖版和文例補釋。] 


遝遷陵獄史〼	8-1441正
　　𧪬𧪬徵〼	8-1441背

另參看簡8-0133

廷
廷，金布發。	8-0506

廷，
金布發。	8-0799

廷，金布發。	8-0935

廷，金布發。　　獵。　　〼	8-0969

廷，金布發。	8-1166

廷，金布發。	8-1297

廷，金布發。	8-1313

廷金布〼	8-0545

廷，金布〼	8-1183

廷，金〼	8-0332

廷，金〼	8-1274

〼布發[endnoteRef:2857]。	8-1062 [2857:  “布”，原釋文、校釋未釋，據圖版補釋。] 


廷，金布。　　〼[endnoteRef:2858]	9-0111 [2858:  本簡上端完整，原釋文標出斷簡符號“〼”，據圖版改釋。“布”字右側有不相關墨跡，係刮削殘留。] 


廷，金布發。	9-0408[endnoteRef:2859] [2859:  「廷」字の上方中央に墨蹟が見えており、●とも考えられるが、封緘簡牘の冒頭に置かれる類例がなく、むしろ削り残しの可能性が高い。] 


廷，主課發。	8-2198

廷，主計。	8-1773

廷，主
戶發。	8-0156

廷，主戶。	8-0266

■廷，主戶。　　〼	8-1142

廷，主
戶發。	8-1249

廷，主戶發。	8-1395

廷，主戶發。	8-1650

廷，主戶。	8-1752

廷，主戶發[endnoteRef:2860]。	8-1881 [2860:  “戶”，原釋文、校釋作“吏”，據圖版改釋。] 


廷，主戶發。	8-1955

〼，主戶發。	8-2041

廷，主
戶發。	8-2547

廷，戶發。	8-0001

廷，戶發	8-0283

廷，戶
發。	8-0878

廷，戶發。	8-0952

廷，戶發。	8-1292

廷，戶發。	8-1834

　　廷戶
　　發　　□南門□以爲學書□	8-1451正
　　　　　某敢大心多	8-1451背[endnoteRef:2861]	【説明】『廷 戶 發』書寫順序顛倒。 [2861:  封検簡牘を習字簡に再利用か。] 


廷。以郵行[endnoteRef:2862]。 [2862:  「郵を以て行る」という郵制を用いた文書の傳達は、法令では「以縣次傳」（嶽麓秦簡（伍）律令簡牘111・『二年律令』簡276）と倂記されることや「獄辟書五百里以上」（『二年律令』簡276）等が對象とされることから、通常縣外の文書業務に使用されるように考えられる。一方、「廷」を宛先とする封緘簡牘は、縣名が特定されないことから縣内の文書を封緘するために用いられると考えられる。「廷」を宛先としつつ傳達方法が「郵」と指定されている封緘簡牘は現在本簡と簡8-1318しか確認されないが、尉を宛先とする簡8-1951と貳春鄕に宛てられた簡8-1147にも「以郵行」という指定が見られ、縣内でも郵によって文書が傳達された事例として注目に値する。
「不急者」を郵で送ってはいけない（嶽麓秦簡（肆）律令簡牘193・『二年律令』簡272）という禁令から推測するに、郵が迅速且つ確實な傳達方法と位置付けられたのであろうが、縣内という狹い範圍では、郵による傳達の實質的なメリットがあるとも考えにくい。そこで、縣内の往來文書になぜ郵が使われるかという理由を問えば、或いは嶽麓秦簡（伍）律令簡牘108に
●恆署書皆以郵行。		●卒令丙二
●恆署書は皆な郵を以て行れ。	●卒令丙二
とあるように、明文規定によって、郵による傳送が義務付けられている文書類型があるためではないかと考えられる。つまり、郵による傳送が義務化されている恆署書等の文書類型は恐らく通常縣外の往來を前提とするに違いないが、例外的にそれを縣内で轉送する必要が生じた場合には、杓子定規的に扱えば、縣内でも法令に從って郵制を使用せざるを得ないだろう。
なお、啓陵鄕から縣廷に屆いた文書の集配記錄には「郵人の某、以て來る」と記される狀況も觀察されるが、郵制で傳達した場合には、最終的に「都郵」の管轄となるため、郵人ではなく都郵人が縣廷に持ち込む手はずとなっているから、啓陵鄕からのそうした文書はむしろ郵人が何かのついでに持ち込んだもので、正式な郵制に載せて運ばれたものではないと推測される。] 

主戶發。	9-0180

廷
戶曹發	9-0236

廷戶曹	9-0441

廷主戶發	9-0442正
……	9-0442背[endnoteRef:2863] [2863:  本簡の画像は、正面と背面の形状が完全に一致していることから、どちらかが左右反転していることが判る。筆画の角度などから判断すると、正面が反転していると思われる。さらに、正面と背面とで、書写の方向は、正面と上下逆さとなっている。また、背面には削り残しと思われる墨蹟があり、簡の上方には三文字分、中央には二文字分が確認できる。しいて釈読すれば「□□□……□□……」となる。武漢大学秦漢簡牘讀書會「「《里耶秦簡（貳）》9-431-9-460號簡研読記」（簡帛網、2019年6月4日）に引用される黃浩波の意見によれば、中央の一文字目が「曰」の可能性可能性がある。また上方の第一文字目は残画の形が「恒」の右半分の字形に近く、その下には「以某月」と思われる節もあるが、確定し難い。] 


〼主庫發。	8-1795

廷，主倉發。	8-1228

廷，主倉發。	8-1294

廷，主倉發。	8-1366

廷[endnoteRef:2864]，主倉發。	9-1924+9-0387[endnoteRef:2865] [2864:  本簡上端殘缺，但“廷”上應無字，原釋文、校釋標斷簡符號，據體例刪除。]  [2865:  本簡綴合據原整理者。] 


■廷，主
■倉發。	8-1628正
〼行  邛手【說明】牘改削而成。背面文字爲原牘殘留，書寫順序相反。	8-1628背

廷，倉曹發。	9-0181

廷，倉〼	9-0444

廷，主薄（簿）〼	8-1110

〼薄（簿）發●〼8-2326

廷，主吏發。	8-0052

廷，主吏發。	8-0347

廷，主吏發。	8-1305

廷，主吏〼	8-1606

廷，主吏發。	8-1651

廷，主吏。	8-1696

廷，主吏發。	8-1701

廷，主吏發。	8-1750

廷，主吏。	8-1758

廷，主吏發。	8-1869

廷，主吏〼	9-0118

廷，主吏發。　　死署[endnoteRef:2866]	9-0287 [2866:  原釈文の指摘するように、「署死」は、「廷，主吏發」とは上下逆さに書写されている。本簡は縦に割れており、「廷，主吏發」の墨蹟も約半分が失われているのに対し、「署死」の二字は残存の簡面にぴったり収まるように書写されていることから、封緘簡牘が繰り返し使用されるうちに割れた後に、反故紙のごとく、習書に再利用された可能性が考えられる。なお、「署死」の二字においても、筆画の太さに差異が認められるため、同時に書かれたとは限らず、「署死」のどちらが例えば削り残しとして封緘簡牘使用の前に書写された可能性も否定できない。] 


廷，
[bookmark: _Hlk516323670]吏曹發[endnoteRef:2867]。	9-0051正 [2867:  吏曹：遷陵縣廷の曹のひとつであろうが、ほぼ封緘簡牘や斷簡にしか用例が確認でき ないため、職掌は未詳。ただし、「某曹（某係）」は「主某（某擔當）」と互換の利く語であ り、遷陵縣廷における「主吏」 （8-0052など）は、すなわち吏曹であったと考えられる。「主 吏」については、『史記』高祖本紀「蕭何爲主吏」の『集解』が引く孟康注に、「主吏、功曹 也」とあり、また、「署主吏發」と記された 8-0197 は遷陵縣の官吏不足を訴える内容であ る。このことから、吏曹は人事係であったと推測される。] 


主令發。	8-0601

□廷主（？）〼	8-2047

廷，獄東發。	8-1741

〼獄東發故令（？）〼	8-2272

廷，戶曹發。	8-0263

廷，戶曹。	8-1072

廷。以郵
行。戶曹。	8-1318

〼戶曹發	9-0140

〼廷[endnoteRef:2868]，倉曹發。	8-0003 [2868:  廷、僅かな殘畫しか殘っておらず、原釋文と校釋は「□」に作るが、文脈と殘畫に基づいて補釋した。] 


廷，倉曹。	8-1288

廷[endnoteRef:2869]，倉曹發。	9-0190 [2869:  本簡上端雖略有殘缺，但“廷”上應字，原釋文、校釋標出斷簡符號，據體例刪除。] 


廷，令曹發。	8-1859

〼令曹[endnoteRef:2870]〼	8-2400 [2870:  “曹”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。] 


廷，吏曹。  〼	8-0241

廷，吏曹。	8-0554

廷，吏曹。	8-0829

廷，吏曹。	8-1126

廷，吏曹。	8-1700

廷，吏曹　發。〼	8-2507

廷，吏曹發。	J1⑭0308[endnoteRef:2871] [2871:  一部削り残しが見えており、再利用簡牘と推定される。墨の濃淡も、再加工の際表面加工が粗かったためと考えられる。] 


廷，吏曹發。	9-0196

□□□□□[endnoteRef:2872] [2872:  第一行残留刮削有五字，原釋文、校釋僅標出四個未釋字，據圖版部釋。第四個字疑爲“起”。] 

廷，吏發[endnoteRef:2873]。□□[endnoteRef:2874] [2873:  “吏”前後脫“主”或“曹”字。]  [2874:  整理者が指摘するように、「廷吏發」の三次以外は削り残しとみられる。第二行の削り残しの第二字は、「過」と似ており、或いは郵便逓送記録からの再利用と推測される。] 

　　　……□[endnoteRef:2875]	9-0369　【説明】第一行和第二行最後二字爲原牘上文字改削未盡。 [2875:  原釋文、校釋僅釋出兩行，其實“廷吏發”以外的刮削殘留共有三行，第三行末尾一字疑爲“府”，墨跡濃淡與第一行、第二行刮削殘留不同，似因幾次再利用所造成。] 


廷尉曹發〼	9-3228

廷，　〼	8-1158

〼廷〼	8-0634

廷。	8-1096

廷。	8-1227

廷。	8-1963

〼廷。	8-1367

廷。	8-1368

廷。	8-1658

廷。	8-1746

〼廷	8-0017

廷	8-0030

■廷〼	8-0370

廷  〼	8-0451

廷。	8-0774

廷。	8-0812

廷。	8-0832

廷。	8-0840

廷。	8-0862

廷。	8-0905

廷。	8-0928

廷。	8-0990

廷。	8-1026

廷。	8-1085

廷	8-1100

廷。	8-1106

廷。	8-1283

廷。	8-1326

廷。	8-1331

廷。	8-1348

廷。	8-1384

廷。	8-1402

廷。	8-1503

廷。	8-1543

廷。	8-1571

廷。	8-1582

廷。	8-1596

廷。	8-1698

廷。	8-1767

廷。	8-1778	【說明】左側刻齒爲“四十”。

廷。	8-1780

廷。  〼	8-1789

廷。	8-1803

廷。	8-1906

〼廷。	8-1969

廷〼	8-2298

廷。	8-1485正
殹閒閒絲係孫孫〼	8-1485背

　　廷[endnoteRef:2876]。 [2876:  此簡左上角殘缺，但“廷”上方不應有字，原始文標出斷簡符號“〼”，不合體例。] 

　　　　　　□　　□□□[endnoteRef:2877]	9-0106 [2877:  簡左側中央和下方有隱約墨跡，似爲刮削殘留，原釋文失釋，第一字疑爲“出”，第二和第四字分別似“安”和“半”。] 


廷。	9-0107

廷	9-0162

廷[endnoteRef:2878]。	9-0171 [2878:  本簡左上角殘缺，但簡文完整，按體例不應標斷簡符號，原釋文、校釋標出，據體例刪除。] 


〼布發[endnoteRef:2879]。	9-0057 [2879:  “金”，原釋文、校釋作“□”，據文意補釋。
布發：同樣の封緘簡牘から「金布發」と考えられる。類例（8-0506 など）ではほ とんどが「廷。金布發。」となっている。「遷陵，金布發」という表現も見られるが、その場合には続けて洞庭等の発信者が記される。また、このような封緘簡牘と對應するものとして、返信の開封者 指定を指示する「署金布發」という文言が文書に見られる（8-0155 など）。「金布」は 90741+9-0120に「廷金布曹」とあるように、遷陵縣廷の曹のひとつ。8-0493の、
金布計錄。 工用計。  金錢計。   〼 庫兵計。  工用器計。 凡六計。   〼 車計。   少内器計
という記載によれば、金錢や器物の會計を擔當していたことがうかがえる] 

【廷（あて）。】金布（曹）發け[endnoteRef:2880]。 [2880:  金布發：同樣の封緘簡牘から「金布發」と考えられる。類例（8-0506 など）ではほ とんどが「廷。金布發。」となっている。「遷陵，金布發」という表現も見られるが、その場合には続けて洞庭等の発信者が記される。また、このような封緘簡牘と對應するものとして、返信の開封者 指定を指示する「署金布發」という文言が文書に見られる（8-0155 など）。「金布」は 90741+9-0120に「廷金布曹」とあるように、遷陵縣廷の曹のひとつ。8-0493の、
金布計錄。 工用計。  金錢計。   〼
庫兵計。  工用器計。 凡六計。   〼
車計。   少内器計
という記載によれば、金錢や器物の會計を擔當していたことがうかがえる] 


〼廷[endnoteRef:2881]	9-0242 [2881:  
廷の検には以下のような類例がある。廷の検は数が非常に多い。下断の簡には某曹が記されているのか否かわからないが、あわせて集めた。廷某曹の簡を集成した後に再検討する必要がある。廷検コレクションの画像参照。赤字は廷検出ない可能性が高いもの。
8-0773背、8-1158、8-0634、8-1096、8-1227、8-1963、8-1367、8-1368、8-1658、8-1746、8-0017、8-0030、(8-0370)、8-0451、8-0774、8-0812、8-0832、8-0840、8-0862、8-0905、8-0928、8-0990、8-1026、8-1085、8-1100、8-1106、8-1283、8-1326、8-1331、8-1348、8-1384、8-1402、8-1479正、8-1503、8-1543、8-1571、8-1582、8-1596、8-1698、8-1767、8-1778、8-1780、8-1789、8-1803、8-1906、8-1969、8-2298、8-1485正、9-0106、9-0107、9-0162、9-0171、9-0242、9-0267、9-0377背、9-0525?、9-0555?、9-0566、9-0586、9-0629、9-0751、9-0797正、9-0825、9-0836、9-0842、9-0891、9-0903、9-0942、9-0964、9-1043、9-1084正、9-1110背、9-1166、9-1183、9-1221、9-1254、9-1283、9-1342?、9-1349?、9-1401，9-1472、9-1494、9-1515、9-1539、9-1658、9-1669、9-1682、9-1926、9-1958、9-2062、9-2121、9-2125、9-2173、9-2286背、9-2347、9-2373、9-2403、9-2414、9-2418、9-2624、9-2663、9-2864、9-3290、9-3373、9-3378、9-0468b、9-1703
文字は「廷」のみと判断できるが、上部を黒く塗る例(8-1142、8-1628、8-0370、8-1147、8-0065背、8-2301+8-2384、8-2261+9-0849、8-0321、8-0589、9-0024など)があるため、現時点では上端の断簡記号を残した。しかし、「廷」のみの検では黒く塗ったものが無い可能性がある(集成図版残照。黒塗があるものはすべて廷某曹の可能性が高い)。黒塗りの意味は用途・送達方式等と関係する可能性があるが依然として明確ではない。簡の太さと関連性がある。(簡首塗黒のものは幅広で11型(V字加工)のみで確認され、細身のものには見られない。籾山先生担当レジュメ参照) 
本簡は明らかに折れているが、集成図版を見ると、上端あるいは下端を切り折ったままきちんと整形していないと思われる簡が多い。釈文で上断としているが多いが、文書検の上断の釈文は全面的に見直す必要があるかもしれない。
下端付近に黒い横線が二本入っている。あるいは縛り付けた跡かとも思われるが、未詳。他の簡でも類似の跡が見られるものがある。
（石原レジュメより）] 


廷。	9-0267

傳
傳[endnoteRef:2882]。	8-0054 [2882:  「傳」と一字のみ書かれている簡牘は形狀が通常の封緘簡牘と同じである。文書が郵等によって遞送されるため、封緘簡牘には通常宛先が書寫されるため、「傳」の一字についても、宛書の可能性が考えられる。「傳」に宛てた封緘簡牘には、遷陵縣の傳舍に治所を構えた覆獄沅陵獄佐の己に宛てられた簡8-0255があり、その「傳」字が「傳舍」の略稱であることは、「傳舍」に治所を開いた沅陵獄史に宛てた簡8-1058と8-0940の類例によって裏付けられる。一方、遷陵縣の「傳舍」に專屬の官吏が配屬された形跡がなく、「傳舍」は獨立した官署ではなく、倉等の役人によって管理された宿泊施設に過ぎない可能性が大きい。宿泊施設に治所を開設した旅行者ではなく、宿泊施設そのものに文書を送付する意味がないため、「傳」とのみ記された封緘簡牘はむしろ通行證明書の「傳」を封緘するために用いられたと考えられる。通行證明書は旅行者が携帶するので、宛書ではなく、むしろ内容の明記が必要になる。「傳」の一字はそうした内容表記と推測される。なお、通行證の傳は公的旅行者が、傳舍利用のほかに身分證明書としても使用するため、歸還まで携帶する必要があるので、里耶出土の傳の封緘簡牘は、遷陵縣の公的旅行者が歸還後不要になったとして廢棄したものと考えられる。
ちなみに、「傳」一字の簡牘は居延漢簡（257.13）にも見えており、大庭脩の説明によれば、通行證明書の封緘に用いられ、「傳」の一字が中に通行證が入っていることを明示するものだとする。（大庭脩『秦漢法制史硏究』606-607頁）
關連文獻：
郭偉濤http://www.bsm.org.cn/show_article.php?id=3365
姚磊http://www.bsm.org.cn/show_article.php?id=2407] 


傳。	8-1038

傳。　　〼	8-0958

傳。　　〼	8-1649

傳。〼	8-0564

傳。〼	8-1983

傳。	9-0393

少内
少内。	8-0033

少内。	8-0240

少内。	8-0279

〼少内	8-0312

少内	8-0633

少内	8-0953

少内〼	8-1178

少内。	8-1634

少内。〼	8-1914

少内。	8-2208

〼内。	8-0948

少内。[endnoteRef:2883]	9-0071 [2883:  上端完整，原釋文標斷簡符號，據圖版改釋。下端雖殘缺，據文例可知其下無字，原釋文標斷簡符號，據文例改釋。] 


少内。	9-0131

少内。	9-0093

少内。	9-0239

少内。	9-0241

少内。	9-0344[endnoteRef:2884] [2884:  本簡下端は折れてなくなっているが、他の類例から推測するに、三角加工の施された一一型であった可能性が高い。] 


少内	9-0261

少内	9-0421[endnoteRef:2885] [2885:  本簡図版の下方には黒い影が見えるが、それは、墨蹟ではなく、そのすぐ上の簡面の一部が凹んでできた影である。簡が堅いものにぶつかってできたように見える。] 

倉
倉。  〼	8-0335

倉。	8-0516

倉。	8-0794

倉。	8-0971

〼倉	8-1012

倉。	8-1160

倉	8-1181

倉	8-1202

倉。	8-1315

倉。	8-1362

倉　□〼	8-1468正
八月戊午日入適〼	8-1468背

倉	8-2486

署〼	8-0750正
倉〼	8-0750背

倉。	9-0133[endnoteRef:2886] [2886:  本簡中央偏下有幾處刮削殘留。] 


倉。	9-0390

倉[endnoteRef:2887]。	9-0265 [2887:  原釋文および校釋は上下とも斷簡とするが、「倉」の前後に大きな空白があり、樣式論的には、「倉」の一字て縣内封緘簡牘としては文面が完結しているので、斷簡記號は削除した。] 


庫
庫	8-0509

庫	8-1035

庫	8-1036

〼庫〼	8-2541

金布
金布[endnoteRef:2888]〼	6-29 [2888:  “發”，原釋文、館藏簡作“□”，校釋作“律”，據殘留筆畫輪廓和文意改釋。此簡上端似被人爲裁斷，其上原應有“廷”字。] 


司空
〼司空	8-1176

司空	8-1854

司空	8-2197

司空	9-0192

獄某曹
田
田  〼	8-0308

〼田	8-0411

田　〼	8-0595

田[endnoteRef:2889]。	9-0243 [2889:  田官の検は数が少ない。類例は以下の通り。
8-0308、8-0411、8-0595、9-0208、9-0243
田と書くものと田官と書くものがある。田と田官が別のものであるという意見もある(陳偉先生)。
田官の検には下部を三角形に成型したものがなく、四角形あるいは未整形(あるいは断簡)である。文書の往来が頻繁で、廷と官の距離の近い場合には三角形にしたほうが手間を省けるが、田は往来頻度が低く、距離も離れているので、使い捨て仕様なのだろう。（都郷検には整形したものが多く、貳春では三角になっていないものがやや多い。啓陵は数が少ないが三角のものもある。距離はあまり関係ないかもしれない。文書検の集成が完了した後に再検証する必要がある）
本簡は中頃に太い横線が二本みえる。あるいは縛り付けた跡か。類似の後は他の簡でもみられる。
「田」字の上あたりにもやや細い似た線が右下がりに見えている。他の簡でも類似の状況が見られる。なぜこのような線が入るのかは不明(8-1100に手がかりになりそうな付着物有り)。少内検コレクションでも同じく下端付近に真横に走る線と文字の上あたりに斜めに走る線が確認できる場合がある。
8-0659も田官の可能性があるが未詳。(8-0659は8-2088と綴合可能であることから作りかけで放棄した可能性もある。きちんと整形しない場合もあるようなので、これで完成かもしれない。)
（石原レジュメより）
三角形加工がないことは、田宛の封緘簡牘が実際に使われていた場合には、本来遷陵県の遺跡から出土すべきではない。出土していることは或いは使わないうちに廃棄されたためという可能性が高く、その場合には三角形加工に至らないまま廃棄されたと考えるべきだろうか。] 


田官
田官。	9-0208

某官
〼官  〼	8-0659背[endnoteRef:2890] [2890:  正背面書寫順序相反，原釋文未注明。] 


尉
尉。以郵行。	8-1951

尉。	8-0979

尉。	8-1630

尉。	8-1835

〼尉	8-0243

尉。	8-0813

尉。	8-1785

尉  少内  上	8-0281[endnoteRef:2891] [2891:  形狀などからして、この簡は封檢でない可能性が高い（Ejina講讀會）。] 


〼尉	8-0346

〼尉〼	8-0582

尉。	8-1208

尉	8-1591

尉	8-1904

〼尉〼	8-1944

尉[endnoteRef:2892]〼	8-2455 [2892:  本簡簡首完整，原釋文、校釋標出斷簡符號，據圖版和封緘格式刪除。] 


尉〼	8-2536

尉。日中，□人□以來[endnoteRef:2893]。	9-0153 [2893:  兩個未釋字，原釋文分別作“行”和“錡”，據圖版改釋，疑爲“郵”和“齮”字。] 


尉。	9-0354

尉。	9-0391[endnoteRef:2894] [2894:  本簡は左側下部が一部削られているが、ほぼ完型。全体に墨蹟の滲みのようなものがみられ、 簡頭が黒塗りされていたようである。表題簡として使用されていたものが再利用されたのではないか。興味深いことに、滲みを字に見立てた場合には、三字目の輪郭が「尉」に近いと思われるところである。] 


尉。	9-0263

鄕
都鄕。	8-0006

都鄕。	8-0842

都鄕。	8-1359

〼□都鄕主□□〼	8-0148

貳春鄕。	8-0578

貳春鄕。	8-0870

貳春鄕。	8-1737

■貳春鄕。
■以郵行。	8-1147

貳春鄕，主䰍（漆）發。	8-1548

┘貳春。	8-1725

貳〼	8-2237

啓陵鄕。	8-0250

啓陵鄕〼	8-1121

啓陵鄕。	8-1691

〼鄕。	8-0147

它縣
酉陽，金布發。	8-1130

零陽[endnoteRef:2895]。	9-0360 [2895:  本簡の上端は荒れており、表面の一部が剥がれている。作りが粗いという可能性もあるが、場合によっては、簡の上方が折れて失われていることも考えられる。その場合には、本簡は必ずしも零陽に宛てられた封緘簡牘ではなかろう。] 


酉陽。　　洞庭[endnoteRef:2896]。	9-0271 [2896:  「酉陽。　洞庭。」とある封緘簡牘の本簡は、從來の説によれば、「酉陽宛て。　洞庭太守府より發信。」という意味であり、遷陵縣廷から出土しているので異處簡という認識となる。一方、呉方基「里耶秦簡“遷陵以郵行洞庭”新解」は嶽麓秦簡（陸）223簡の「●封書毋勒其事於署レ、書以郵行及以縣次傳送行者、皆勒書郡名于書」を根據として、宛先が所屬する郡名を封緘簡牘に記したとする。この場合、「酉陽宛て。　洞庭郡所屬。」という意味になり、本簡は酉陽縣への發信用に遷陵縣で作成したが、使用されなかったものということになる。その他の封緘簡牘に對する呉氏の檢證にも大きな問題はなく、こちらの説のほうが正しいと思われる。
なお、簡8-0105「彭陽  内史」の彭陽縣は、漢代では北地郡→安定郡。ただし、位置的には内史（左馮翊）の領域に比較的近く、「二年律令」秩律では、胡（内史）・夏陽（内史）・彭陽・朐忍（蜀郡）という竝びとなっているため、秦では内史に屬していた可能性もある。] 


洞庭郡（太守府、尉府）
洞庭泰（太）守府，尉曹發。以郵行。	J1⑦05

洞庭泰（太）守府。〼	8-1404

洞庭泰（太）守府，戶曹發。	8-1044+8-0978[endnoteRef:2897] [2897:  綴合據據謝坤〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（四）〉（簡帛網，2017年8月31日）。] 


守府。	8-0908

〼洞庭尉府[endnoteRef:2898]。	9-0154 [2898:  “府”字左下方有刮削殘留。] 


〼尉府[endnoteRef:2899]。	9-0185 [2899:  “府”下有刮削未儘的痕跡，原釋文、校釋作“□□□”，恐未塙。] 

【洞庭】尉府へ。

某治所
書式：「所屬縣名+任務+官職+人名+治所」
覆衣用遷陵獄
史臣治，𡩡故尉舍	8-1841
衣用を覆 (しら)ぶる遷陵獄
史の臣が治、𡩡（縣）の故 (もと)の尉舍へ。

覆獄沅陵獄佐己治
在所。洞庭。	8-0265
獄を覆 (しら)ぶる沅陵獄佐の己が治の在る所へ。洞庭より。

覆獄沅陵獄佐己治在所。洞庭。〼	8-0492
獄を覆 (しら)ぶる沅陵獄佐の己が治の在る所へ。洞庭より。

覆獄沅陵獄佐
己治所，遷陵傳。洞庭。	8-0255
獄を覆 (しら)ぶる沅陵獄佐の己が治所、遷陵が傳へ。洞庭より。

覆獄沅陵獄佐  己
治所發。	8-1729
獄を覆 (しら)ぶる沅陵獄佐の己が治所發 (ひら)け

覆獄沅陵獄史[endnoteRef:2900]〼 [2900:  “史”，原釋文、校釋作“□”，據殘留筆畫和文例補釋。｛口形左側一撇爲改削殘留，非史字筆畫。發字下面和覆字上面亦都有改削殘留筆畫。｝] 

治所發。	8-1897
獄を覆 (しら)ぶる沅陵獄史【……】が治所發 (ひら)け

御史覆獄治充。故令人行。	8-0632+8-0631[endnoteRef:2901] [2901:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（四）〉（簡帛網，2012年05月21日。後收入同〈里耶秦簡牘綴合（七則）〉，《簡帛》第九輯，2014年）。] 

御史の獄を覆 (しら)べ充を治むる（もの）へ。故 (ことさら)人に令して行らしむ。

傳舍，沅陵獄史治。　　〼	8-1058
傳舍、沅陵獄史の治へ[endnoteRef:2902]。　　【……】 [2902:  「傳舍」と「沅陵獄史治」との間には一種の同格関係があり、意味は、「（遷陵縣の）傳舍、（より正確には）沅陵獄史の治へ」と解される。文意としては、「（遷陵縣の）傳舍（にある）沅陵獄史の治と考えてもよかろうが、原文には、所在を明示する要素がなく、厳格にはやはり「傳舍」と「沅陵獄史治」を並べた表現と捉えるべきだろう。なお、「治」は執務場所を指し、「治所」と殆ど意味が変わらないが、簡8-0265に「治在所」とあることから、「治」が単独で語を成すことが判る。] 


傳舍，沅陵獄史治所。〼	8-0940
傳舍、沅陵獄史の治所へ。　　【……】

〼□，沅陵獄史治所。	8-0186
【傳】□（舍？）、沅陵獄史が治所へ。

〼傳舍，沅陵　　獄[endnoteRef:2903]〼 [2903:  “傳”，原釋文、校釋作“□”；“舍”，原釋文、校釋作“食”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（八）〉（簡帛網，2016年6月2日）改釋。] 

〼所[endnoteRef:2904]。　　〼	8-1426 [2904:  “所”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋；“治”，原釋文、校釋作“□”，據文例補釋。] 

【……（？）】傳舍、沅陵獄【佐/史某】が治所へ。【……】

酉陽獄史治，傳〼	9-0240
酉陽獄史が治、傳【舍へ。】／酉陽獄史が治へ、傳【舍發 (ひら)け。】

〼傳舍發。	8-0365
【……】傳舍發 (ひら)け。

〼舍，□〼	8-0450
【……傳？】舍、□【……】。

〼舍，夷陵獄〼
〼治所。〼	8-0160+8-0363[endnoteRef:2905] [2905:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（二）〉（簡帛網，2012年5月14日）。] 

【……。（？）傳】舍、夷陵獄【史/佐の某が】治所へ。

酉陽獄史治所。	8-1669+8-1921[endnoteRef:2906] [2906:  本簡の綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（三）〉（簡帛網，2012年5月17日）による。なお、割れ目の形状は正確には合わない。そのため、綴合が遙綴に止まり、場合によっては他の字が間に入る可能性も完全には排除できない。その場合には、簡8-1921上方の突起にみえる残留筆画は、何文が出張するように獄字の犬部に属するのではなく、他の字の構成要素となる。突起の筆画によって「獄」字を復元しようとすると、「獄」字と「史」字の時間がやや不自然に感じられる。] 

酉陽獄史が治所へ。

酉陽覆獄治所。	8-1295
酉陽覆獄が治所へ。

酉陽獄佐某治[endnoteRef:2907]。遷陵	8-2049正 [2907:  “治”，原釋文、校釋作“□”，據圖版和文意補釋。] 


〼獄（？）史治（？）[endnoteRef:2908]〼	8-1720 [2908:  “治”，原釋文、校釋作“□”，據姚磊〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（二）〉（簡帛網，2015年9月15日）補釋。] 

【某縣】獄史治【所へ。】

異処簡（鄕）
　　啓陵鄕	J1⑯2064正（背面は、〇一公文書帰属不明残簡を参照。）[endnoteRef:2909] [2909:  本簡背面は、文書簡牘の断片、上下端が折れており、恐らく文書簡牘を封検として再利用したものと推測される。封検簡牘としては完形というべし。背面は、〇一公文書帰属不明残簡を参照。] 


異処簡（他縣）
軹[endnoteRef:2910]。以郵行。河内。	J1ー169[endnoteRef:2911] [2910:  軹，秦縣名。見於《漢書》地理志，屬河内郡。]  [2911:  見《里耶發掘報告》彩版二十四圖版7，未標注出土層次。] 


〼臨沅。	8-1911

〼□酉陽廷。　〼	8-2120

酉陽。以郵行。
洞庭。	5-34

酉陽。　　洞庭。	9-0980[endnoteRef:2912] [2912:  此簡釋文已見於簡報、選釋、發掘報告，圖版似以《里耶（貳）》爲初見。] 


酉陽。洞庭。	9-0164

彭陽  内史	8-0105

〼　　孱陵。	8-0467

〼　　枳[endnoteRef:2913]。	8-0910 [2913:  枳，秦縣名。見於《漢書》地理志，屬巴郡，治在今重慶涪陵區西。又見於《二年律令》簡453。] 


〼　　閬中。	8-0931

〼　　高密。	8-1079

〼　　南昌。　　〼	8-1164

〼　　鐔成。	8-1373

〼　　旬陽。	8-1851

〼狼邪。	8-2129

充●洞〼	8-0903

〼　　郫　　〼	8-1309

〼　　門淺〼	8-1184

〼廣武[endnoteRef:2914]〼	8-2344 [2914:  “廣”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。廣武，秦縣名，見《漢書》地理志，屬太原郡。] 


〼忍	8-0396正
〼都[endnoteRef:2915]　　□[endnoteRef:2916]	8-0396背 [2915:  “都”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。另外，原釋文、校釋漏標斷簡符號。]  [2916:  “□”，原釋文、校釋未釋，據圖版補釋。] 


〼輪	8-0168正
〼虎[endnoteRef:2917]	8-0168背 [2917:  從簡形制和背面簡文分配推測，本簡應係封緘簡。“虎”字前似原另有字，《漢書》地理志有縣名“虎猛”，屬西河郡，秦代此地屬上郡。] 


〼　　酉陽　〼	8-1480正+8-1471正[endnoteRef:2918]	【説明8-1471】正背面書寫順序相反。 [2918:  本簡綴合據《里耶（壹）》簡牘綴合表。] 

酉酉　自自自□□〼	8-1480背+8-1471背	【説明8-1480】背面後二字書寫順序顛倒。

異処簡（その他）
少府工室發[endnoteRef:2919]。〼	9-0116 [2919:  少府：漢代では帝室財政と皇帝の身辺雑事、機密文書、後宮などを管掌、中二千石。《二年律令· 秩律》少府令は二千石（簡440～簡441）。
少府，秦官，掌山海池澤之税，以給共養，有六丞。官有尚書、符節、太醫、太官、湯官、導官、樂府、若盧、考工室、左弋、居室、甘泉居室、左右司空、東織、西織、東園匠十六官令丞，又胞人、都水、均官三長丞，又上林中十池監，又中書謁者、黃門、鉤盾、尚方、御府、永巷、內者、宦者八、官令丞。（『漢書』百官公卿表上）
工室：少府の属官。前漢武帝太初元年に考工室に改称。「校釈（二）」は「秦律十八種」工律に工室がみえ、整理小組が官営手工業を管掌する機関であると注すること、『封泥彙編』所載の漢の封泥に「右工室丞」、「左工室印」があることを指摘する。「工室」、「少府工室」は9-322などにみえ、9-1696では鍭と関連して「少府工室」がみえる（下掲）。
銅器銘文から秦の兵器・銅器生產体制の変遷を整理した江村治樹氏によれば、兵器は始皇帝期より以前は丞相の監督下で内史の特定県（雍・櫟陽・咸陽）や上郡の高奴・漆垣）で鋳造され、始皇帝期には少府属下の工室・寺工が、属邦の属下の工室・詔吏（詔事）が鋳造している。「其三千五百鍭少府工室」（9-1696）は鏃の製造元が少府工室であることをしめすのだろう。寺工は兵器のほか馬車の部品や銅器を、詔事もまた銅器を製造している。また、地方の工官でも兵器以外の銅壺（雍、戦国後期）や銅権（昭襄王期、上郡漆県）が製造されている。ちなみに、岳麓秦律4には「西工室」がみえ、整理小組は隴西郡西県の工室と解している。
縣及工室聽官爲正衡石贏（纍）、斗用（桶）、升，毋過歲壺〈壹〉。有工者勿爲正。叚
（假）試卽正。（睡虎地秦簡「秦律十八種」簡100）
〼□工室校券□□ 〼（9-322）
〼其三千五百鍭少府工室。少府工室（9-1696）
〼實不入，少府工室曰：亟〼（9-1914+9-1990）
泰上皇時内史言：西工室司寇、隱官、踐更多貧不能自給糧(糧)。議：令縣遣司寇入禾,其縣毋(無)禾當貣者,告作所縣償及貸。西工室伐榦沮、南鄭山,令沮、南鄭聽西工室致。其入禾者及吏移西工室。●二年曰：復用。（『岳麓書院藏秦簡』四、三組、簡329～簡331）
〔参考文献〕
江村治樹『春秋戦国秦漢時代出土文字資料の研究』（汲古書院、2000年）第2部第2章5（1）
（鈴木┘ジュメより）
その他、勝芳山田「秦漢代手工業の展開 : 秦漢代工官の變遷から考える」（東洋史研究 (1998), 56(4): 701-732）を参照（「工室は県城等の都市に置かれていたと見れ云々」706頁） ] 


□陵[endnoteRef:2920]。洞庭。	9-0235 [2920:  “□”，原釋文、校釋作“遷”，與字形明顯不合，據圖版改釋。] 


〼□[endnoteRef:2921]，以郵行。洞庭。	9-0193 [2921:  “□”，原釋文疑爲“陽”，校釋改作□。本字有與“陽”字字形相符的筆畫，假設其它墨跡爲刮削殘留，或可從原釋文釋作“陽”。] 


個人
私進遷陵主吏
季，自發。	8-0272

私進令史忘季，自發。	8-1065

令佐卻發。	8-1317

私進令史芒季，自發。	8-1817

〼進趙柏  〼	8-0083

趙柏	8-1478正
肖	8-1478背

私詣獄史王柏	8-1232

少内守是　　〼	8-1341

詣毛季	8-1694

敬進　　書丞公。　　從史。	8-2196

私進遷陵
丞公	9-2399

發遷陵丞公〼	9-0095
遷陵丞公が【前に】發 (ひら)け[endnoteRef:2922]。 [2922:  本簡は、遷陵縣丞に宛てた親展書信の封緘簡牘と考えられる。「前」の一字は、簡8-0264等に
遷陵，發丞
前。洞庭。
と見える「丞の前に發く」の用例に基づいて補った。縣丞自身に開封してほしいという親展の意味が込められている。「丞公」とは、丞に對する敬稱であり、書信の本文（8-0472+8-1011+8-0194背+8-0167正）および封緘簡牘（簡8-2196等）によく使われる。] 


〼謁令	8-2241

〼守丞巸敢謁〼	8-0730正
【遷陵】守丞の巸、敢えて【某職の某に】謁す。
〼發	8-0730背
【某職の某の前に】發 (ひら)け。

毛季　　尺〼	8-0835

司空（？）屑（？）[endnoteRef:2923]　　〼 [2923:  “空”，選編作“寇”，館藏簡作“□”；“屑”，選編等作“□”，據圖版改釋。] 

人行[endnoteRef:2924]。　　〼	J1⑩0189 [2924:  “人行”，選編等作“□”，據圖版補釋；“故令”，選編等作“□”，據文例補釋。] 


進書趙=季=（趙季。趙季）自發。	9-1715
書を趙季に進む。趙季、自ら發 (ひら)け。

敢私進書□□[endnoteRef:2925] [2925:  末尾未釋字，原釋文、校釋作“發”，恐與字形和文意不合。按文例，“進書”下方應有收信人官職和人名或姓名，不太可能只有一字。] 

慮使者（？）□□□[endnoteRef:2926]	9-0405[endnoteRef:2927] [2926:  “使者”，原釋文、校釋作“吏□”，校釋疑“□”爲“之”，據圖版改釋。“使”人旁原寫在左上方，僅存微小殘片。]  [2927:  本簡下端は三角形に加工されてはいるが、文面は必ずしも封緘簡牘とは限らない。冒頭の「敢私進（書）」という表現は他の封緘簡牘には見えず、謙遜を表す「敢」はむしろ書信の語気を感じさせる。さらに、文字数が比較的多く、某人に書を進めるという意味の簡牘の文言には必ずしもなじまない。故に、本簡は書信に使われていた簡牘を封緘簡牘に再利用しようとして、完成しないうちに廃棄された可能性も考えられる。その場合には、「書」の下の二つの未釈読字は、残留筆画から判断して、「爲敬」と読むべきように思われる。「進書爲敬」は簡8-1997正+8-0823正・8-2088+8-0659正等に見える。また、「使者□□□」の下には、字間はやや不均等になるが、更に二文字分の墨蹟が確認され、未釈読字として拾うべき可能性も考えられる。] 


私進令史
芒季。　　自發。	9-0329

再利用
廷
廷，吏曹。	8-0699正
尉。	8-0699背

廷，戶曹。	8-1489正
尉。	8-1489背

尉。	8-0709正
廷，主吏發。	8-0709背

廷主戶發。	9-0149正
尉	9-0149背

尉〼[endnoteRef:2928]	9-0377正 [2928:  「尉」の上には削り残しの墨蹟がある。] 

廷〼	9-0377背

廷。	8-0773背（正面は一四　複合簿籍（作徒簿）を見よ）

廷。	8-1479正
都鄕。	8-1479背

廷〼	8-1488正[endnoteRef:2929] [2929:  謝坤〈《里耶秦簡（壹）》綴合四則〉(《簡帛》第十二輯，2016年）將簡8-1488與8-2017綴合，説明云：
兩支簡在寬度、紋路以及書寫風格上較爲一致，茬口處較吻合，當可綴合。
筆者按，除兩簡碴口並不十分吻合之外，簡8-1488與8-2017均係封檢簡，綴合後背面簡文爲“倉公士臣”，卽機構名加人名，這種表述格式恐怕在其它封檢中未嘗出現相關辭例，不可信。] 

倉〼	8-1488背

酉陽。　　●洞庭[endnoteRef:2930]。	8-0065正 [2930:  “●”，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。] 

■廷，
■戶發。	8-0065背

〼廷。主吏。  發勿留	8-0526正
〼敢
〼□書□□□□□□□	8-0526背

廷。令
曹發。	8-0778

廷，主倉。	8-1498正
倉。	8-1498背

廷，主戶發。　　〼	8-1607正
〼□信	8-1607背	【說明】正背面書寫順序相反

〼，吏曹發。　　〼	8-2017正[endnoteRef:2931] [2931:  謝坤〈《里耶秦簡（壹）》綴合四則〉(《簡帛》第十二輯，2016年）將簡8-2017與8-1488綴合，恐不可信，參看簡8-1488注釋。] 

〼公士臣　　〼	8-2017背

廷	9-0797正
田官	9-0797背

遷陵
遷陵以郵行洞庭	8-1464正
〼□不□	8-1464背	【説明】背面原有文字被削去、正背面書寫順序相反。

少内。  〼	8-0527正
遷陵。以郵利足行。洞〼	8-0527背

遷陵  〼[endnoteRef:2932]	8-0202正{背面與8-0912綴合，見二三「習書」} [2932:  此下應有發信人名稱，但與簡8-0202綴合的8-簡0912衹有單面圖版，似背面無字。] 


遷陵洞庭〼	8-0203正
□綽〼	8-0203背

遷陵。洞庭。〼	8-0181正+8-1676正[endnoteRef:2933] [2933:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（六）〉（簡帛網，2012年6月4日）。] 

楊鬾受[endnoteRef:2934]□□□□□□□□□□〼 [2934:  “楊鬾”，原釋文、校釋作“揚”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改釋。。] 

之。	8-0181背+8-1676背

臨沅，主司
空發。洞庭。	8-0695正
遷陵。●洞庭。	8-0695背

〼遷陵。洞庭。	8-1497正
〼尉。　中狗	8-1497背

遷陵洞庭	8-2033正
内官以郵行	8-2033背

〼爲遷陵  〼	8-0635

〼陵酉陽	8-1465正
〼書﹦到﹦（書到，書到）	8-1465背

〼　　洞庭。	8-2039正
〼傳舍，沅
〼己治所。	8-2039背[endnoteRef:2935] [2935:  此簡似能證明“某治所”未必都在遷陵。正面“遷陵。洞庭。”應是寄到遷陵來的封檢，所以背面不應該是寄到遷陵來的，應是更早的封檢。] 

【……】洞庭より。（正）
【……（？）】傳舍、沅【陵獄佐/史の】己が治所へ。

〼□遷陵〼
〼 陵●洞□〼
〼□〼	8-1926

遷陵〼	8-2443正
酉陽□〼	8-2443背

個人
武關。内史。	8-0206正
進書李季□足
，自發。	8-0206背

進書令史毛季從者。	8-1529正
見徼十五人。	8-1529背[endnoteRef:2936] [2936:  背面字跡疑爲刮削殘留，原屬某種簿籍。] 


異処簡
南郡泰（太）守。	8-0772正
洞庭守府。	8-0772背

貳春鄕。	J1⑯1163正
司空主器發	J1⑯1163背[endnoteRef:2937] [2937:  この簡の背面の字は右に偏っており、且つ右側面は割れたように見える。それに対して正面の貳春鄕はちょうど中央に書写されている。そこから推測するに、この簡は先に司空主器発が書かれ、加工されてから裏返して貳春鄕と書いた可能性が高い。その場合には、正面に「廷某発」などと書かれて削られた可能性も考えられる。なお、貳春鄕から司空に宛てて県廷の文書に紛れ込んだ文書の実例は8-1515に見える。] 


　　□□□
　　□□
毋	8-1526正
斄[endnoteRef:2938]	8-1526背[endnoteRef:2939] [2938:  斄，秦縣名，屬内史。見於《漢書》地理志，屬右扶風，治在今陝西省武功縣西南。顏師古注：“讀與邰同。”]  [2939:  正面墨跡係刮削未盡之筆畫殘留，應以背面爲正面，校釋已提及。] 


   窯〼	8-2040正
〼□萬五千七十六□〼
平城[endnoteRef:2940]　泰原[endnoteRef:2941]〼	8-2040背 [2940:  平城，秦縣名，疑原屬泰原郡。《漢書》地理志雁門郡和北海郡均有平城縣，前者治在今山西大同市東北。]  [2941:  泰原，秦郡名。見於《漢書》地理志，原注云：“秦置。”雁門郡原注亦云“秦置”，但置郡時代似有出入。] 


不明
〼發。	8-0791

〼發。	8-1092

〼發。	8-1355

〼□發	8-2347

〼庭郡。	8-1325

〼庭。	8-1965

〼發	8-0280

〼發	8-0586

〼前	8-0593

〼前〼	8-1186

〼急	8-0616

〼令	8-0817

令史〼	8-1960

〼以郵〼	8-2072

〼行〼	8-2498

都□〼	8-2287

■[endnoteRef:2942]	9-0161 [2942:  簡首を黑塗り、下端はＶ字形に加工。原釈文および校釈文では、「……」と釈読しているが、明確に墨痕と判斷できる痕跡は認められない。僅かな黒い影は削り残しと思われるが、再加工後、宛先を記入する前の檢（封緘簡牘）と思われる。
なお、封緘簡牘における簡首塗黑は幅の廣い11形（Ｖ字形）にのみ見られ、細身の11形（01形の先端をＶ字形に尖らせたもの。後出9-171等）には見られないが、幅廣の１１形に必ず塗黑があるわけではない。作り手（＝書記）の好みであろうか。本簡では塗黑はやや色褪せており、再加工以前から削られずに残った可能性も考えられる。] 


〼□，[endnoteRef:2943]尉曹發。〼	9-0370 [2943:  未釋字，校釋疑爲“陵”，也不能排除其爲“廷”的可能。] 


〼尉曹發●□〼	9-0459正

〼尉曹〼	9-0576

[bookmark: _Toc67253440]物品封緘簡牘(実物検) 
　　文書以外の物品を封緘するために用いられるもの

[bookmark: _Toc67253441]不明
〼上衍守[endnoteRef:2944]〼	8-2414 [2944:  本簡が次のように、敢告類の文書に係る可能性がある。
上衍縣は遷陵縣と同樣に洞庭郡に屬することから、受信者が遷陵縣の可能性も考えられる。] 


壬□謂〼[endnoteRef:2945]	8-0456 [2945:  原釈文と校釈では、本簡の上端を完形とするが、図版からみれば、断簡の可能性もある。その場合には、本簡が次の如く「謂」類文書と解釈することができる。
] 


〼移獄﹦東﹦（獄東：獄東）〼	8-2292[endnoteRef:2946] [2946:  本簡が次のように、移類文書に係る可能性がある。
] 


〼……夏（？）……[endnoteRef:2947]〼	5-03正 [2947:  “夏”，原釋文、校釋失釋，據石原遼平〈里耶秦簡第5層釈読・綴合覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年4月6日）補釋。] 

〼□夏伍人□戦□弩（？）｛戈+□｝[endnoteRef:2948]〼	5-03背	{楚文} [2948:  “戰”，原釋文、校釋作“□”；““弩｛戈+□｝”，原釋文作“□□”，校釋疑爲“｛羽＋戈｝戈”，施謝捷釋文稿作“贓戈”，據石原遼平〈里耶秦簡第5層釈読・綴合覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年4月6日）補釋。] 


〼止中士下事〼	5-04正	{楚文}
〼死軍坆□〼	5-04背	{楚文}

[bookmark: _Hlk72253166][bookmark: _Hlk72252696]〼｛止+戔｝（踐-遷）夌（陵）公臤忑告誘〼	5-05正	{楚文}
〼｛止+戔｝（踐-遷）夌（陵）行士事昌□[endnoteRef:2949]〼	5-05背	{楚文} [2949:  未釋字殘留筆畫爲“戈”，其下殘缺，不知其戈旁還是戈字。，] 

【……】遷陵公[endnoteRef:2950]の臤忑、誘[endnoteRef:2951]【……】に告ぐ。【……】 [2950:  ｛止+戔｝字および遷陵公については、劉樂賢《談里耶簡中的“遷陵公”》（簡帛網、2012-03-20）を參照。]  [2951:  誘は縣名の一部と推測される。本簡正面の記載は、遷陵の長官の臤忑が他の縣に當てた文書の書出し部分であり、楚の文書行政では、「告」は、平行文書の發信形式として用いられたのであろう。] 

【……】遷陵行士事の昌□[endnoteRef:2952]、【……】 [2952:  「昌□」は人名で、「行士事」は、官職名と推測される。字のごとく読めば、「士が事を行う」となるので、代行を表す複合官職名であろう。] 


〼□布四尋┛、鈇〼	5-07	{楚文}

〼□□□□〼	5-08正	{楚文}

〼舍（？）【止+戔】(踐) 夌（陵）【宀+邑】[endnoteRef:2953]〼		5-08背	{楚文} [2953:  【宀+邑】は、縣に相当する楚国の地方行政機関である。劉樂賢《談里耶簡中的“遷陵公”》（簡帛網、2012-03-20）も參照。] 


〼意（？）以公命告□〼	5-09正	{楚文}

〼□□□□〼	5-09背

〼以爲（攻）具。箸（書）至日□〼	5-10[endnoteRef:2954]	{楚文} [2954:  本簡釋讀可以參考蔣偉男〈《里耶秦簡（壹）》文字補釋二則〉（《簡帛》第十二輯，2016年）。] 


□□年十一□卯朔[endnoteRef:2955]......〼 [2955:  “十一□卯朔”，原釋文、校釋作“□□□□”，據圖版和文例補釋。從殘留筆畫判斷，“卯”前未釋字祇能爲“乙”或“己”，秦代十一月的相關朔日有秦王政元年十一月己卯朔、五年十一月乙卯朔、三十一年十一月乙卯朔、三十二年十一月己卯朔。] 

□二年□	□〼	5-13+5-15[endnoteRef:2956] [2956:  本簡綴合據《里耶（壹）》簡牘綴合表。] 


〼　　縣中　　〼	5-14

〼□陽□到（？）□□〼	5-16+5-30[endnoteRef:2957] [2957:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（九）〉（簡帛網，2015年11月23日）。] 


〼彭城守丞〼
〼以得律令□〼	5-17

〼柯等（？）[endnoteRef:2958]〼	5-20 [2958:  “等”，原釋文、校釋作“□”，方勇〈讀《里耶秦簡（壹）》劄記（一）〉（簡帛網，2012年4月28日）、蔣偉男〈《里耶秦簡（壹）》文字補釋二則〉（《簡帛》第十二輯，2016年）作“笱”，據石原遼平〈里耶秦簡第5層釈読・綴合覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年4月6日）改釋。] 


〼曰□□[endnoteRef:2959]〼 [2959:  “曰”，原釋文、校釋作“□”，據石原遼平〈里耶秦簡第5層釈読・綴合覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年4月6日）補釋。] 

〼……[endnoteRef:2960]〼	5-21 [2960:  本簡有兩行墨跡，原釋文、校釋失釋第二行，據石原遼平〈里耶秦簡第5層釈読・綴合覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年4月6日）補釋。] 


〼遷（？）陵畜〼	5-24

〼□事□□〼	5-25+5-26[endnoteRef:2961] {楚文？} [2961:  校釋將簡5-25與5-27綴合，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》分離，又據石原遼平〈里耶秦簡第5層釈読・綴合覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年4月6日）與簡5-26重綴。。] 


〼□□〼	5-27

〼......〼	5-28

[bookmark: _Hlk66716001]〼□□〼
〼務（？）留（？）〼	5-29（１）[endnoteRef:2962] [2962:  簡5-29原釋文作如下：
〼□□□敬□〼
〼□戰手〼
校釋改“手”爲“半，但本簡圖像實由四塊殘片拼合，戰字處拼合可疑，所謂“戰”字上半部分似係“留”字，下半部分“敬”，原釋文所謂“敬”字實際上只有上半部分。本譯注據石原遼平〈里耶秦簡第5層釈読・綴合覚書〉（中国古代簡牘の横断領域的研究HP、2021年4月6日）將本簡分爲四片，釋文也據以加以訂正。] 


〼敬（？）半〼	5-29（２）+5-29（３）

〼□〼	5-29（4）

〼課鄕上〼
〼□□斤（所？）〼	5-31

〼□□□□〼	5-32

齎□□西齎□□米□【煛中加冖】組□□□工□□	5-33正
車□□□□□□□□□□□□□□□□□□□	5-33背

〼□□□司空隸〼
〼□□二百〼
〼□[endnoteRef:2963]　　〼	6-09 [2963:  原釋文と考釋は、未釋讀字を「日」に作るが、字形は合わず、むしろ信のように人偏に下が口の形を取る左右構造の字のように思われる。上半分が缺けているため、釋讀を確定するのが困難である。] 


[bookmark: _Hlk78209875]〼[endnoteRef:2964]□故𡩡丞[endnoteRef:2965]□□□□□□□□□[endnoteRef:2966]〼 [2964:  原釋文と考釋はともに本簡の上端を完形とするが、圖版に基づいて斷簡記號を追加した。第一行の文字數は原釋文と考釋よりは一字多く、その最初の字は墨蹟の途中で簡が折れ、墨蹟の上半分が失われている。]  [2965:  故𡩡丞：原釋文と考釋は「□□□」に作るが、石原遼平「里耶秦簡6-13釈読覚書」（中国古代簡牘の横断領域的研究HP,2021年月日）に基づいて補釋した。]  [2966:  最後の未釋讀字については、石原遼平「里耶秦簡6-13釋讀覺書」（中國古代簡牘の橫斷領域的硏究HP,2021年月日）は、「者」である可能性を指摘する。] 

[bookmark: _Hlk78209653]〼□□｛糸+□｝而[endnoteRef:2967]□□□□□□[endnoteRef:2968]〼	6-13 [2967:  ｛糸+□｝而：原釋文と考釋は「□□□」に作るが、石原遼平「里耶秦簡6-13釋讀覺書」（中國古代簡牘の橫斷領域的硏究HP,2021年月日）に基づいて補釋した。｛糸+□｝は糸偏以外はほとんど消えており旁は確定し難い。また、行頭の二つの未釋讀字については、石原論文は、それぞれ「者」もしくは「告」と「虞」である可能性を指摘する。所謂「者」もしくは「告」は、上部が三叉の形狀を呈しておりになっており、中部と下部だけは、正確に復元できない。所謂「虞」は虍部が明確に認識できるが、下部ははっきりしない。]  [2968:  「而」の下の未釋讀字については、石原遼平「里耶秦簡6-13釋讀覺書」（中國古代簡牘の橫斷領域的硏究HP,2021年月日）は、下部が廌の形狀と似ている點から、「灋」字である可能性を指摘する。また末尾の未釋讀字については、同論文は、下部に女形が確認される點も指摘する。] 


〼長（？）粟﹦（粟米）□倉守秃〼	6-17

〼□□〼
〼□□〼	6-20

〼沅陵□〼	6-24

〼□遷〼	6-26

〼□□□□〼
〼□□百卅（三十）□〼	6-33

〼□□□	6-34 	楚。

〼□□□〼	6-35正
〼歸□〼	6-35背	楚。

〼……
〼□貲杻[endnoteRef:2969]廿（二十）五年（222）書有物〼	6-32+6-36[endnoteRef:2970] [2969:  “杻”，原釋文、校釋、何有祖釋文作“”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改釋。]  [2970:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（三則）〉（簡帛網，2013年7月12日）。] 


〼□毀五尋六宅（尺）[endnoteRef:2971]	6-37	（楚文）。 [2971:  “尋”，原釋文、校釋作“功”，蔣偉男〈《里耶秦簡（壹）》文字補釋二則〉（《簡帛》第十二輯，2016年）作“攻”，據方勇〈讀里耶簡札記一則〉（簡帛網，2017年03月07日）改釋；“宅”讀爲“尺”，亦據方勇文。“毀”，校釋注中已指出“毀”，方勇據馮勝君：《說毀》（《“戰國文字研究的回顧與展望”國際學術研討會論文集》，復旦大學出土文獻與古文字研究中心自印本，2015年）將其解釋爲“改造、改組”乃至“折算”義。] 


〼守嘉	6-38

□□食□待□□毋以□□□〼
□□……〼	6-40正
……〼
……〼	6-40背

皆當爲禁錢□〼	8-0013

謾縵〼	8-0015

〼隸臣赤	8-0018

田銜六石七斗未靡[endnoteRef:2972]〼	8-0028 [2972:  “田”，原釋文、校釋作“囚”，據圖版和文意改正。] 


〼陳亭，成都亭獨〼	8-0038

□□〼	8-0046

〼鄕貳春啓陵〼	8-0049

〼將詣臨沅	8-0057

〼遷陵小□[endnoteRef:2973]〼 [2973:  “小”下有殘泐墨跡，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。] 

〼去田官□[endnoteRef:2974]〼	8-0074正 [2974:  “官”下有殘泐墨跡，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。疑爲“守”字，標點應改爲“〼去，田官守〼”。] 

〼發。　　〼	8-0074背

〼□  卅（三十）五年（212）〼[endnoteRef:2975] [2975:  此簡下端折斷，原釋文、校釋未標斷簡符號，據圖版補標。] 

〼罪當購錢[endnoteRef:2976]〼	8-0079正 [2976:  “罪”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

〼□敢言之：上[endnoteRef:2977]〼	8-0079背 [2977:  “敢言之上”，原釋文、校釋作“□□□□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（一） 〉（簡帛網，2015年06月17日）補釋。] 


〼□遷陵〼	8-0080正[endnoteRef:2978] [2978:  《里耶秦簡（壹）》作“0080正”，但僅收一面圖像，不知另一面有字失收還是序號失誤。] 


〼□令（？）賀輸羽[endnoteRef:2979]。　　〼	8-0129+8-0082[endnoteRef:2980] [2979:  “賀”，原釋文、校釋作“□”，其上另有微小殘筆，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。]  [2980:  本簡綴合據校釋一。] 


〼里據□
〼人□□□□來[endnoteRef:2981]	8-0086正 [2981:  人、釈読は原釈文と校釈に従った。字形はむしろ「入」字に近いが、字の中心が行の中心より左に寄っているため、文脈の判らない現状では、人の可能性も排除できない] 

〼□三月戊午日中據[endnoteRef:2982] [2982:  三月、釈読は原釈文と校釈に従ったが、「十二月」の可能性も高い。なお、図版では、「十」の縦画と思われる痕跡が、実際に墨蹟か、左上の亀裂の一部か判断しかねる。] 

〼……之	8-0086背

〼□□□□〼
〼病  〼	8-0087正
〼里□〼
〼鄕□舍内中	8-0087背

固  〼	8-0091

〼□室發賦皆[endnoteRef:2983]〼	8-0104 [2983:  「室」の前に横方向の残画が見える。原釈文と校釈は釈読していないが、図版に基づいて補釈した。なお、「発」については、文書開封を指す場合もあれば、徭役等への徴発を指す場合もある。「賦」は、「羽賦」や「戸賦」等のように、拠出物の割り当てを指すと思われる。発を徭役等の徴発に捉えれば、発と賦を「【……】室に□（之 (ゆ)きて？）発 (おこ)し、賦 (わりあ)つるは皆な【……】」というように動詞に捉えることもできれば、「【……】□室の発と賦は皆な【……】」というように、名詞と理解することもできる。また、「室発」という表現は簡9-0116に「少府工室發」と見えており、本簡を「【……少府工】室發 (ひら)け【署 (しる)せ】。賦は皆な【留むるなかれ。律令の如くせよ】というように文書末尾の附記と理解することも可能である。] 



繞  〼	8-0107

〼羣官[endnoteRef:2984]。	8-1411+8-0111[endnoteRef:2985] [2984:  羣、原釈文は「□」、校釈は「羊」に作るが、図版では、羊の左上に尹形の横画が確認できるので、釈読を改めた。]  [2985:  本簡綴合據校釋一。] 


□當乞鞫〼	8-0114

上丞相〼	8-0121

〼尺者百廿（二十）枚〼	8-0124

〼與從事而云渠〼	8-0128

〼弗　　〼
〼　　須〼[endnoteRef:2986]	8-0204正 [2986:  正面字分兩行，似係習書，原釋文、校釋作“弗須”，據圖版改正。] 

〼請須報束〼	8-0204背+8-1842[endnoteRef:2987] [2987:  碴口不十分密合，紋路也不一致，綴合可疑。] 


遷陵……吏□巳□〼	8-0245正
□  〼	8-0245背

〼尉府爵曹卒史文、守府戍卒士五（伍）狗以盛都𥿍
〼  式〼	8-0247
【……】尉府の爵曹卒史の文・守府の戍卒[endnoteRef:2988]、士伍の狗、以盛都𥿍（盛都の故/嫴を以て？） [2988:  「尉府卒史」との並列関係からすれば、「守府戍卒」とは、太守府に属する戍卒と推定される。一方、嶽麓秦簡四の律例簡牘165～166によれば、僕・養・守府の雑役には、隷臣が優先して充当され、居貲・居責の者でさえ、隷臣が不足した場合にのみ充当される。したがって、戍卒が県廷の守府に充てられる可能性は極めて低いと思われる。] 


九月戊寅日中□〼	8-0252

〼丞昌、令史上主。	8-0256
【……（遷陵）】丞の昌・令史の上、主る。

〼□□狀□然而出不作爲麥[endnoteRef:2989] [2989:  “作”，原釋文、校釋作“□□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（八）〉（簡帛網，2016年6月2日）補釋。] 

〼□魯治麥鞠三。	8-0258	【說明】右側刻齒爲“四”，與簡文內容有異。

發粼   〼	8-0260

〼止，當助臨沅𣪠（繫）盜〼	8-1416+8-0268[endnoteRef:2990] [2990:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（三）〉。] 


〼鼎	8-0276

〼八十□〼	8-0277

〼□所遣乃	8-0278

〼遷陵＃〼□□□□□□□所用	8-0288

〼進書遷[endnoteRef:2991]〼 [2991:  “進”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（一） 〉（簡帛網，2015年06月17日）補釋。] 

〼中□家居[endnoteRef:2992]〼	8-0295 [2992:  “中”，原釋文、校釋作“它”，據圖版改釋。] 


〼陵□〼	8-0325

〼嬰兒利  〼	8-0327
【隸臣/隸妾】嬰兒の利【……】

悉求及〼	8-0336

〼□□  〼	8-0339

疑□□〼	8-0340

日得五錢三百五十□〼	8-0350

〼月己巳□□〼	8-0374

〼□一石□〼	8-0385

〼□士五□□〼＃〼□□  〼＃〼□□□□  〼	8-0387

□曹[endnoteRef:2993]	主令；		〼	〼	主貳春[endnoteRef:2994]、都鄕、啓陵、田（？）[endnoteRef:2995] [2993:  “曹”上一字，疑爲“讂”，“讂曹”見於簡9-2326，如校釋二所注。]  [2994:  “主”、“吏”上方有白綫，疑爲編繩痕跡。]  [2995:  “田”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（八）〉（簡帛網，2016年6月2日）補釋。“田”下有刮削未盡的墨跡，原釋文、校釋作“□□□”，校釋二作“□□”，據圖版刪除。] 

		主三族從人讂；	〼	〼	吏卒、黔首及奴婢讂。
		主盜賊發讂；	〼	〼		9-1701+8-0389+8-0404[endnoteRef:2996] [2996:  簡8-0389+8-0404的綴合據《里耶（壹）》簡牘綴合表，加綴簡9-1701，據何有祖〈里耶秦簡綴合一則〉（『簡帛網』，2018年6月13日）。] 


〼  □船己〼
〼……〼	8-0391

〼來郵[endnoteRef:2997]〼	8-0392 [2997:  “郵”，原釋文、校釋作“□”，參考陳劍指教，據圖版補釋。] 


〼廷﹦卒﹦（廷卒，廷卒）□〼	8-0397

〼□   〼＃〼□五人   〼＃〼□三人   〼	8-0399

〼九月壬□〼	8-0400

〼□欲□□〼	8-0402

〼書不別〼	8-0403

〼九斗有□〼	8-0408

〼牛[endnoteRef:2998]。　　〼	8-0415 [2998:  “牛”，原釋文、校釋作“手”，參考陳劍指教，據圖版補釋。] 


〼適  〼	8-0418

更　　新陽曰[endnoteRef:2999]：□〼	8-0440 [2999:  “更”下有容納一字的空白，簡面似被刮削，疑此處曾有意地被修改。] 


〼□日	8-0457

〼競旁□□□□其〼	8-0465

〼□□□□□不〼	8-0470

〼□□□〼＃〼□□□〼＃〼□□□〼	8-0476

□北□□牘[endnoteRef:3000]〼	8-0499 [3000:  “北”，原釋文、校釋作“作”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（三）〉（簡帛網，2015年7月1日）改釋。“北”下一字左從鼠，何文云右從“去”，未必可信。] 


……　　〼
匬分　　〼
謾　　〼	8-0503

〼□角〼＃〼急〼	8-0541

〼圖酉水〼
〼酉陽圖□〼
〼畍（界）不□事〼	8-0543+8-0667正[endnoteRef:3001] [3001:  本簡綴合據校釋一。] 

〼此貲〼	8-0667背

吳𨥁銯〼	8-0566

〼……〼
〼通食□薄（簿）□□[endnoteRef:3002]〼	8-0572 [3002:  “通”，原釋文作“甬□”，校釋作“甬”，參考陳劍指教，據圖版補釋。“食”與“薄”之間另有一字，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。] 


〼□□部盜〼＃〼□縣道□〼	8-0573

〼中盗贼〼	8-0574

〼□□□□〼	8-0576

〼入給予〼	8-0583

……	8-0588

〼   者	8-0603

〼　　□□[endnoteRef:3003] [3003:  本簡疑曾被刮削，殘留墨跡仍分二行，原釋文、校釋僅爲一行字，據圖版改正。第一行兩字，姚磊〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（一）〉（簡帛網，2015年8月19日）指出其可能爲“郡中”二字，因右側殘缺，也無前後文，所以仍難以確定其實爲何字。] 

〼□車□	8-0605

〼爲除
〼章圖筥	8-0607

〼□何
〼水原	8-0608

〼□〼	8-0613

〼䰍（漆）〼	8-0614

〼陵少内貲責〼	8-0617

〼紅付校  券各一，曰  以   □	8-0621

〼……〼	8-0636

〼   虎探[endnoteRef:3004]〼	8-0639 [3004:  “虎”，原釋文、校釋作“𡰯”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（二）〉（簡帛網，2015年06月23日）改釋。] 


〼□令在□〼	8-0642

〼□□〼＃□□〼＃志尉〼	8-0643

〼……〼＃〼□律令〼	8-0646正
〼發〼	8-0646背

□  〼	8-0670正
□□□一以一上三四〼	8-0670背

〼□□布□□□〼＃〼□□從……〼	8-0676正
〼……廿（二十）卅（三十）〼＃〼……廿（二十）〼	8-0676背

〼□□   〼＃〼般〼	8-0679正
〼瞫〼	8-0679背

〼□□〼	8-0689正
〼□□□〼	8-0689背

九千四百八。　　〼	8-0700正
□□九□〼	8-0700背

以承□〼＃以䏛具〼	8-0703正
詔  〼	8-0703背

〼□□□高里□□	8-0712正
〼……	8-0712背

〼□水□〼	8-0714正
〼    □  〼	8-0714背

〼數存罷□□[endnoteRef:3005]〼	8-0723正 [3005:  “存”、“罷”，原釋文、校釋均作“□”，參考陳劍指教，據圖版補釋。] 

〼□□□□□〼	8-0723背

衣     〼	8-0727正
衣……〼	8-0727背

〼來求	8-0729正
〼□	8-0729背

〼發〼	8-0732正
〼得徙〼	8-0732背

〼休  〼	8-0737正
〼   逆〼	8-0737背

爲〼	8-0741正
沂所〼	8-0741背

〼…	8-0749正
〼    □	8-0749背

〼徒所收取□〼	8-0788

〼□□□□〼	8-0826

〼□徼	8-0831

〼……□□令〼	8-0833

〼  之不同〼	8-0846[endnoteRef:3006] [3006:  何有祖〈讀里耶秦簡札記（六）〉（簡帛網，2015年8月16日）將8-0846與8-0861綴合，並説明如下：
    二殘片斷裂時從表層撕裂，下殘片（卽簡8-0861，筆者注）仍存留有底層部分。今將上殘片（卽簡8-0846，筆者注）茬口與下殘片“不”字略上的撕裂處茬口拼合（如下圖所示），吻合。加之二殘片形制、紋路、字字迹皆吻合，當可綴合。
　　原釋文“不可”（簡8-0861，筆者注）之上有一未釋字。今從綴合的情况來看，本不當有字。其筆迹頗淡，不似“不同”中某一字的筆墨寫透，或似斷裂後與它簡接觸後留下的印文。
筆者按，簡8-0861雖在“不可”上，有橫向裂痕，但裂痕上的簡面完整，並無表層剝離等痕跡；未釋字字跡雖殘勒，但殘存部分墨跡清晰，應爲竹字頭的部分筆畫；8-0846下端反而有表層剝離、僅存留底層部分的痕跡，此殘留底層部分足以證明簡8-0846下端無法拼於簡8-0861上段裂痕上。] 


〼□不可□	8-0861

〼□受□〼	8-0852

〼者不可□□□□〼	8-0853

〼□□□〼	8-0856

〼曹史〼	8-0945

〼□縣所獻而不	8-0954

〼□義年〼	8-0995

〼重者殹〼	8-1015

〼購𨤽五百七十六一人	8-1018

〼……〼	8-1075

〼之未能盡入歲　〼	8-1098

〼殹女□	8-1140

〼□□□□□〼
〼□□□□□□〼	8-1157正
〼……[endnoteRef:3007]〼	8-1157背 [3007:  姚磊〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（二）〉（簡帛網，2015年9月15日）將被面右上方一字釋爲“令”，未必可信。] 


〼□□敢〼	8-1163正
〼□□〼	8-1163背

〼有綬	8-1169

〼柀（頗）不能𣤶（就）	8-1171

〼	□〼	8-1204

〼□□〼	8-1212

〼令□〼	8-1213

□□□□□□□□□□〼	8-1215

〼□□□□□□
〼□□□舂□□[endnoteRef:3008]	8-1216 [3008:  “舂”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）補釋。] 


以問	8-1217

〼等得	8-1251

〼……〼＃〼□□□□□□……〼	8-1261

〼□𦧾卒尉卒	8-1262

以私錢卌（四十）	8-1264

遷陵守丞建獄〼	8-1282
遷陵守丞の建が獄【……】

〼譊	8-1301

〼敢　□	8-1303

王相〼	8-1316

〼　齊受　〼	8-1320

入□□□者〼	8-1333

〼日訊：事未巳（已）[endnoteRef:3009]，	8-1351 [3009:  “未已”辭例可參看伊強〈《里耶秦簡（壹）》文字釋讀（七則）〉第五則。] 


……□僕　〼	8-1358

〼┛室田作	8-1385

〼闒諜扇。	8-1386

〼蜀中内史〼	8-1387

五□〼	8-1388

〼□□□□□首□□□〼	8-1389

〼一百一十四〼	8-1400

〼書	8-1403

上水瀆〼	8-1407

〼上□……〼	8-1412

〼□﹦□爲	8-1417

〼□發□□□〼	8-1419

〼□□□□□□〼
〼□□　〼	8-1424

〼□□□　〼	8-1473正
〼□□□□□〼	8-1473背

〼□□　〼	8-1491正
〼　□〼	8-1491背

〼□適□〼	8-1493正
〼……〼	8-1493背

若上	8-1500正
其	8-1500背

□□□□□□□□□□□□□□□〼	8-1501

〼□□令遷陵〼	8-1509

〼如加卽□〼
〼銜獄佐□〼	8-1522正
〼獄佐口〼	8-1522背

遷陵。[endnoteRef:3010]	8-1541 [3010:  “遷陵”二字位置靠近簡下端右側，與一般封緘簡不同，恐實非封緘簡。] 


乙夫﹦（大夫）盡得□　　〼	8-1589

〼	8-1614

　　□　　[endnoteRef:3011]〼	8-1643 [3011:  何有祖〈讀里耶秦簡札記（五）〉（簡帛網，2015年7月15日）云“此字當從見，從人從舟”，恐非是，疑此字從女從俞，卽“婾”字，左下兩個筆畫不相關。] 


〼牘	8-1654

倉[endnoteRef:3012]□□〼	8-1667 [3012:  “倉”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。] 


〼□唐道與齎[endnoteRef:3013]〼 [3013:  “道”，何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）改釋爲“適”。] 

〼……〼	8-1681

〼□□  令曰（？）[endnoteRef:3014]〼【說明】前二字與后二字書寫順序相反。	8-1683　　　　　　　　　　　 [3014:  “曰”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 


求菌日[endnoteRef:3015]久禾〼	8-1689 [3015:  “日”，原釋文作“囚”，校釋作“内”，據圖版補釋。] 


有見智者〼	8-1703

……〼	8-1723

司空色□□  〼	8-1726

〼□三□□〼	8-1727

〼□家入卽爲	8-1730

出五戶歸  〼	8-1731

〼錢令史□〼	8-1808

〼□□□陽□〼	8-1810

〼淺爲東成〼 	8-1825

㱃王倚□貣□□㱃[endnoteRef:3016]〼	8-1872 [3016:  “王”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。“倚”下一字，何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）作“室”。] 


〼□□□□	8-1879

□	8-1887

〼□者	8-1891

〼道事二歲〼	8-1896

〼□□〼	8-1898

□□□□闌葉亭□□□□〼	8-1907

〼□四□□	8-1917

〼品一□〼	8-1923

〼毋	8-1924

〼丞□□[endnoteRef:3017]〼 [3017:  “丞”，原釋文、校釋作“□”，據姚磊〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（二）〉（簡帛網，2015年9月15日）補釋。] 

〼□□□〼	8-1927

〼……〼 	8-1928

〼□□□□〼 	8-1929

〼□□□□□〼
〼□□□□□〼	8-1932

〼□□□
〼□□	8-1934

〼……〼
〼……〼
〼……〼
〼……〼
〼□□行□〼	8-1936

〼　　□里□
〼　　有	8-1939正
〼　　□	8-1939背

〼□可	8-1940

〼□	8-1941

〼□□﹦史發弩	8-1945

〼婐糞□〼	8-1950

〼□  〼 	8-1962

〼□魋
〼肖	8-1966

〼隷妾	8-1968

〼坐上	8-1970

〼□□□□
〼及	8-1975

〼□今捕者罷去。	8-1977

〼□□	8-1981

〼□武皆有令（？）[endnoteRef:3018]。	8-1990 [3018:  “令”，原釋文、校釋作“它”，據圖版改釋。] 


所道來甚遠居　　　□	8-2000

〼所	8-2016正
〼亦□	8-2016背

□□□□□之〼＃□□□□□〼	8-2018正
……〼＃……〼	8-2018背

報□〼	8-2024正
□□□□〼	8-2024背

〼齊
〼□□□□□	8-2045

〼□□□□九□升〼	8-2048

〼□□□□〼	8-2050

〼  以□□□〼	8-2052

〼□□〼	8-2054

〼  □□〼	8-2055

〼受  〼	8-2057

〼□□□□及令□□〼	8-2058

〼律令〼	8-2060

〼……〼	8-2062

〼□遷陵少内段[endnoteRef:3019]〼	8-2063 [3019:  “段”，原釋文、校釋作“殷”，據圖版改釋。] 


〼□府〼	8-2066

〼□□〼	8-2067

〼□□[endnoteRef:3020]〼 [3020:  何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）將第二字釋爲“檮”，恐與字形不合。] 

〼□職以〼
〼□□〼	8-2068

〼□□□□□〼	8-2070

〼遣戍（？）﹦（戍，戍）□[endnoteRef:3021]	8-2071 [3021:  “遣”、“戍”、“﹦”，原釋文、校釋均作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）補釋。] 


〼□小男（？）[endnoteRef:3022]〼	8-2074 [3022:  “男”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（四）〉（簡帛網，2015年7月8日）補釋。] 


〼故□守□〼	8-2076

〼治（？）廿（二十）（？）人  □〼	8-2079

〼□□除爲  □〼	8-2080

〼亡〼	8-2081

〼□□□□□〼	8-2082

〼啓陵鄕〼	8-2094

遷陵購賞□□□  〼	8-2095

〼各一件□〼	8-2112

□〼	8-2116

〼□辟〼　　水〼	8-2126

〼元年（209）八月庚午〼	8-2131

〼　　□卅（三十）一年（216）□月[endnoteRef:3023]〼	8-2132 [3023:  原釋文、校釋作“〼卅（三十）一年（216）□□□〼”，但“卅”前有一字，“年”下只有兩個字。“月”字，據殘留筆畫和文義補釋。] 


〼壬敢  〼	8-2141

〼甲（？）[endnoteRef:3024]夫	8-2162 [3024:  “甲”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。] 


〼□□〼	8-2168

〼□□〼＃〼□〼	8-2172

〼間〼	8-2175

〼□〼＃〼□〼	8-2176

〼卅（三十）一年（216）〼	8-2177

〼南〼＃〼□〼	8-2178

〼讋〼	8-2181

〼□〼＃〼□□〼＃〼□□〼＃〼□□〼	8-2182

〼□□□〼	8-2183

〼□季言〼	8-2184

人□〼	8-2205正
□	8-2205背[endnoteRef:3025] [3025:  簡號據圖版，釋文、《校釋》作2206.] 


前日備日□〼	8-2211

事死產〼	8-2214

義季〼	8-2222

〼十六寸四	8-2232

〼□□季	8-2236

□□□□□□〼	8-2238

〼□毋錢[endnoteRef:3026]〼	8-2240 [3026:  “錢”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。] 


〼□覆居其郡〼	8-2251

〼毋食來〼	8-2252

〼□枳莢[endnoteRef:3027]	8-2254 [3027:  “□”，枳字前有其它字的殘泐筆畫，原釋文、校釋未釋，據圖版補釋。] 


城父    □〼	8-2257

耤日工□〼	8-2263

□□……〼	8-2265

〼□卽	8-2267

〼坐者	8-2268

目□□〼	8-2271

〼□〼	8-2278

〼見〼	8-2279

〼篷論〼	8-2283

〼□故	8-2286

〼名〼	8-2288

〼□□囚旁〼	8-2293

〼裘里〼	8-2296

〼□戍嗇〼	8-2305

〼□□□〼	8-2306

卽相〼	8-2307

□□□□□□陵□〼＃□□□田以從□□〼	8-2308

〼未發〼	8-2309

〼少内〼	8-2310

〼敬〼	8-2311

〼與人〼	8-2314

〼稼〼＃〼巴〼	8-2316

〼□決獄〼	8-2317

〼具〼	8-2321

〼五〼	8-2322

〼□□〼	8-2323

買□〼	8-2329

〼曰〼	8-2330

〼日□□〼	8-2341

〼□在□□□□□[endnoteRef:3028]〼 [3028:  “在”下第三字，姚磊〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（二）〉（簡帛網，2015年9月15日）作“中”。] 

〼□邦得　　〼	8-2342

〼□給不〼	8-2348

〼吕□〼	8-2349

〼□□□□□〼	8-2350

〼衍計廿（二十）〼	8-2351

〼獄□〼	8-2352

〼來〼	8-2354

〼□甲□〼	8-2355

〼解〼	8-2356

〼得之〼	8-2357

〼書誤〼	8-2360

〼   用檀木	8-0581

〼□【疒+□+心】【彳+□】□□□□[endnoteRef:3029]	9-0143 [3029:  本簡上端殘缺，原釋文未標斷簡符號，據圖版補。“□【疒+□+心】【彳+□】”，原釋文作“【疒+□】【疒+□】”；【彳+□】以下難以確定字數，原釋文作“□□□□”；下端僅缺右角，原釋文標斷簡符號，均據圖版改釋。“【疒+□+心】”疑爲“𤻮（應）”字。] 


〼論貲〼	8-2361

〼環〼	8-2363

〼□等謀以  □〼	8-2364

〼□弗□〼	8-2365

〼校長〼	8-2366

〼□縣官書〼	8-2367

〼後□〼	8-2368

〼□□〼	8-2369

〼義〼	8-2370

〼除二月己酉□〼	8-2372

〼爲〼	8-2373

〼□□〼	8-2374

〼□□更□□七十□〼	8-2375

〼□□□〼	8-2376

〼居都鄕〼	8-2379

〼廷卽〼	8-2380

〼守府〼	8-2381

〼智〼	8-2382

牢人成〼	8-2383

捐弗□〼	8-2385

〼□得□〼	8-2386

〼□含荅〼	8-2388

〼□□〼＃〼□□〼	8-2389

〼終□〼	8-2390

〼□□可□〼	8-2391

〼□去□〼	8-2392

〼論□〼	8-2393

〼書〼	8-2394

□治[endnoteRef:3030]薄□〼	8-2395 [3030:  “治”，原釋文作“令”，校釋作“□”，據圖版改釋。“治”前另有隱約的墨跡，原釋文、校釋未釋，據圖版補釋。] 


〼□□未□〼	8-2396

〼□□□〼	8-2398

〼□及柀〼	8-2399

〼□夬〼	8-2401

〼復□〼	8-2403

〼□論□〼	8-2407

〼東〼	8-2409

〼言〼	8-2410

〼□時〼	8-2411

〼陽□〼
〼陵┘臨沅〼	8-2412

〼□□□□〼	8-2413

〼□亥□〼	8-2415

〼書且[endnoteRef:3031]〼	8-2416 [3031:  “且”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。] 


〼巸等〼	8-2417

〼更戍年	8-2418

〼□者〼	8-2419

〼居五〼	8-2420

〼□錢〼	8-2421

〼□□□□〼	8-2422

〼城旦鬼薪百〼	8-2423

及〼	8-2424

〼與□〼	8-2425

坐及〼	8-2433正
□〼	8-2433背

〼史〼＃〼□□〼＃〼□□〼＃〼器〼＃〼一材〼	8-2435正
〼□不□〼＃〼□□□〼＃〼□〼＃〼□〼	8-2435背

〼成遷〼	8-2440

空色臧〼	8-2442正
〼挌	8-2442背

〼爲□昜此□〼	8-2444正
〼定錢者〼	8-2444背

〼廷□□□〼	8-2445正
〼□□〼	8-2445背

〼級□〼	8-2447

〼於柏□〼	8-2448

〼□□□〼	8-2449

〼一札〼	8-2450

〼□職爲事殹〼	8-2451

〼□□〼＃〼□□□〼	8-2452

〼者〼＃〼□□〼	8-2454

〼□里〼	8-2456

〼鍭﹦（鍭鍭）七〼	8-2457

〼一人倉敬（？）□□□□□[endnoteRef:3032]〼	8-2458 [3032:  “敬”，原釋文、校釋作“□”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（五）〉（簡帛網，2015年7月15日）補釋。] 


〼□□□□□□□〼	8-2459

〼戌初〼	8-2460

〼重〼	8-2461

〼□□〼	8-2462

〼隷臣〼	8-2463

〼卅（三十）二年（215）四月丙午〼	8-2464

〼賜以逮〼	8-2465

〼　　人須府外[endnoteRef:3033]　　〼	8-2468 [3033:  “須”，原釋文作“□”，校釋作“爲”；“府”，原釋文作“□”，校釋作“叚”，據何有祖〈讀里耶秦簡札記（五）〉（簡帛網，2015年7月15日）改釋。] 


〼□不殹繆〼	8-2471

〼曰堪□□〼	8-2472

〼□□□□〼	8-2474

〼之	8-2475

□二□□□令〼
郡令[endnoteRef:3034]。　　〼 [3034:  “郡”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 

尉（？）吏卒令[endnoteRef:3035]。	8-2477 [3035:  “尉”，僅存寸形末筆，原釋文、校釋失釋，據殘留筆畫和文意補釋。原釋文、校釋原標斷簡符號，一并刪除。] 


〼□九月〼	8-2479

〼□乃成市	8-2482

爲缿疑卽〼	8-2488

〼有縣官傳〼	8-2492

〼□□三人約作日〼	8-2494

〼賴〼	8-2495

〼□□／此五□〼＃〼□　／□□〼	8-2496

〼□□□┘偃[endnoteRef:3036]□〼＃〼令當〼	8-2505 [3036:  “偃”，原釋文、校釋作“□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。] 


〼□辛□〼	8-2506

〼□□〼	8-2508

〼卒薄（簿）	8-2510

〼□以付	8-2512

〼□庚辰取后[endnoteRef:3037]□〼	8-2513 [3037:  “后”，原釋文作“卮”，校釋作“後”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改釋。] 


〼之	8-2514

〼隷臣二人有□〼	8-2515

〼縑二丈〼	8-2516

〼□□十石□	8-2517

〼臣而弗輸〼	8-2518

〼　□□□平〼	8-2521

〼□戌少〼	8-2522

〼自□〼	8-2525

〼具爲〼	8-2526

〼令戍□〼	8-2528

日□〼[endnoteRef:3038]	8-2529 [3038:  日字前似無字，原釋文、校釋標出斷簡符號，不符合體例。] 


〼何日而巳（已）〼	8-2530

〼□□〼	8-2531

〼徒小大〼	8-2533

〼□二人〼	8-2534

人□〼	8-2535

〼□受令	8-2537

〼□牒	8-2543

〼□之〼	8-2545

爵它	8-2551

毋有[endnoteRef:3039]	9-0108 [3039:  「毋有」という人名があり（『奏讞書』）、簡の上方に中央に合わせて書かれているから、封緘簡牘とも考えられるが、封緘簡牘に宛先を呼び捨てで書くことは考えにくい。むしろ、削り残りの可能性が高い。] 


〼書□□重□[endnoteRef:3040]	9-0109 [3040:  “重”下無字，原釋文標出“□”，據圖版刪除。] 


　　　□□□	9-0112[endnoteRef:3041] [3041:  此簡墨跡只不過刮削殘留。] 


……	9-0113

〼……〼
〼□者□□□□郵[endnoteRef:3042]　元□〼	9-0115 [3042:  “者”下第二字似爲“諸”，第三字“謁”，第四字“鄕”。“者”至“謁”行款比“鄕”一下小一半。“郵”與“元”之間或原另有字。] 


〼洞〼	J1⑭0974正
〼庭署〼	J1⑭0974背

……	J1⑯2065正
〼□敢〼	J1⑯2065背

〼門　　〼[endnoteRef:3043]	9-0222 [3043:  「門」の下方にはところどころ墨蹟が見えるが、削り残しと考えられる。] 


〼　□□	9-0061

〼吏不當〼	9-0156

〼□□□[endnoteRef:3044]〼	9-0075 [3044:  後二未釋字，原釋文作“前桊”，據圖版改釋。] 


廿□年八月甲子[endnoteRef:3045]，貳春鄕廣[endnoteRef:3046]〼 [3045:  本簡上端疑有缺，原釋文、校釋未標斷簡符號，或應補標。“□”，原釋文、校釋作“五”，據圖版改釋。]  [3046:  “廣”，原釋文、校釋作“□”，據圖版改釋。] 

□□百六十[endnoteRef:3047]……〼	9-0127 [3047:  “□□”，原釋文、校釋作“宂佐”；“六”，原釋文、校釋作“九”，據圖版改釋。] 

別釋：
〼□□千。八月甲子，貳春鄕廣〼
〼□□百六十。　　□□〼	9-0127

〼□得□〼	8-0227[endnoteRef:3048] [3048:  何有祖〈里耶秦簡牘綴合（七）〉（簡帛網，2012年6月25日）將本簡綴合在簡8-0598+8-0624下，但簡的寬度、紋路十合，簡8-0227開頭的殘留筆畫又與簡8-0624末尾“黑”字不合。] 


令史蘇。田官𣐹（椒）[endnoteRef:3049]。　　〼	8-1194+8-1608[endnoteRef:3050] [3049:  “𣐹（椒）”，原釋文作“”，校釋作“𣃭”，據方勇〈讀《里耶秦簡（壹）》札記（三）〉（簡帛網，2012年5月21日）改釋。]  [3050:  本簡綴合據何有祖〈里耶秦簡牘綴合（四）〉（簡帛網，2012年05月21日。後收入同〈里耶秦簡牘綴合（七則）〉，《簡帛》第九輯，2014年）。] 


不更以下七十七人。其少半當被者廿（二十）六人[endnoteRef:3051]。　　遷陵。	9-0092 [3051:  一説には、「者」の釋讀は「老」に改めるべしという。その根據は右下に伸びる拂いのような線が舉げられるが、それは、簡の表面を斜めに橫切る溝によって形成される影という可能性が高い。「被老」という語は未見である。] 

不更以下七十七人。其の少半の當に被るべき者[endnoteRef:3052]は二十六人。　　遷陵。 [3052:  被、居延漢簡に頻出する「被兵簿」の「被」と同じく、身に着ける意か。身に着けるという字義については、
朕親被堅執銳
朕、親ら堅きを被り銳きを執りし。
という『漢書』高帝紀に見える劉邦の言葉が有名である。「少半の當に被るべき者」には、人爲的な割り當てを連想させる節があるが、『管子』度地篇には、
竝行以定甲士當被兵之數，上其都。都以臨下，視有餘不足之處，輒下水官，水官亦以甲士當被兵之數，與三老、里有司、伍長行里，因父母案行。
竝行して以て甲士の當 (まさ)に兵を被るべきの數（或いは「甲士（の數）・當 (まさ)に兵を被るべきの數」」を定め、其の都に上す。都は以て下に臨む。餘不足有るの處を視て、輒ち水官に下し、水官も亦た甲士の當 (まさ)に兵を被るべきの數を以て、三老・里有司・伍長と與 (とも)に、里を行 (めぐ)り、父母に因りて案行す。
というように、兵を被るべき數を把握し、必要に應じて鄕里に通知して對應を促す内容が記されている。それは恐らく必要な數を確保する視點から述べたものと思われるが、嶽麓秦簡『數』には、逆に兵士への武器の支給に關わる割り當ての計算事例が次のように見える。
132	卒百人，戟十、弩五、負三，問得各幾可（何）？得曰：戟五十五人十分人十，弩廿七人十八分人十四，負十六人十八分人十二。其
133	述（術）曰：同戟、弩、負數，以爲法，卽置戟十，以百乘之，以爲{尹+貝}（實）=，（實）如法得一戟。負、弩如此然。
134	凡三卿（鄉），其一卿（鄉）卒千人，一卿（鄉）七百人，一卿（鄉）五百人，今上歸千人，欲以人數衰之，問幾可（何）歸幾可（何）？ 曰：千者歸四【百】
135	五十四人有（又）二千二百分人千二百·七百者歸三百一十八人有（又）二千二百分人四百·五百歸二百廿七人有（又）二千二百分人六百。
136	其述（術）曰：同三卿（鄉）卒，以爲灋（法），各以卿（鄉）卒乘千人爲{尹+貝}（實）=，（實）如灋（法）一人。
なお、次の用例から推測するに、居延漢簡では、身に着ける武器という「被兵」は、「留兵」という、庫等に留めておく武器と區別されていたようである。
●神爵二年庭部吏卒被兵及留兵簿 ●〼	E.P.T53:36，A8
また、本簡は、「兵」という「被」字の目的語が明示されていないが、册書の一部を構成する關係から、當時は册書の前後の文脈からそれが自ずと了解されていたと考えられる。
一説には、「被」は衣服の支給と關わるという。睡虎地秦簡『日書甲種』簡26-2には、「被新衣（新衣を被る）」という用例があり、また居延漢簡委は「被兵簿」のほかに「戍卒被簿」（82.39）という用例が見受けられる。後者において單に「兵」字が脱落した可能性も否定できないが、武器に關わる「被兵簿」と、衣服關連の「被簿」を區別していた可能性も考えられる。] 


〼　昌、義[endnoteRef:3053]　〼	9-0096 [3053:  昌と義は人名の可能性が高い。昌については、簡9-0098の注★を參照。義については、覆獄巴卒史（簡8-0135）のほか、遷陵縣廷に勤務する令佐（簡8-1583+8-0890、8-2013正+8-0198正+8-0213正）が確認できる。本簡にみえる「義」は後者の可能性が高かろう。簡8-1007+8-0754と8-1447には、「史義」もしくは「義」が獄を扱う記載があり、令佐の義がすなわち獄史の職務を擔當していた可能性が示される。] 


〼遷（？）陵不出□〼
〼黔首徒〼	9-0229[endnoteRef:3054] [3054:  考釈二によれば、本簡は或いは簡9-0679と綴合できるかもしれないという。記載からすれば、簡9-0679は、簿籍の一種と考えられるが、本簡は公文書の本文の欠片の可能性もある。] 


卅（三十）七年遷〼
不得錢（？）〼	9-0679[endnoteRef:3055] [3055:  考釈二によれば、本簡は或いは簡9-0229と綴合できるかもしれないという。] 


〼人。　　〼[endnoteRef:3056]	8-1409 [3056:  簡下方殘缺，原釋文、校釋無斷簡符號，據圖版補標。] 


〼□人[endnoteRef:3057]。　　〼[endnoteRef:3058]	9-0233 [3057:  “人”上方仍有一撇，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。]  [3058:  簡下方殘缺，原釋文、校釋無斷簡符號，據圖版補標。] 


〼□乙□□□遷〼[endnoteRef:3059]	9-0184 [3059:  第一和第三未釋字，原釋文、校釋作“月”和“朔”，恐與字形不合。] 


……謼……[endnoteRef:3060]	9-0213 [3060:  “謼”前後仍有參略墨跡，原釋文、校釋未釋，據圖版補釋。] 


□□□□□令□卒□□□獄[endnoteRef:3061]	9-0214 [3061:  “令”、“卒”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋；“獄”前兩字，原釋文作“府囚”，與字形不合，校釋已改作“府□”，據圖版改釋。] 


〼……
〼□辰……
〼……	9-0188

〼居貲説□[endnoteRef:3062]〼	9-0167 [3062:  “說”下另有殘泐筆畫，原釋文、校釋失釋，據圖版改釋。] 

【……】居貲の説[endnoteRef:3063]、□【……】 [3063:  居貲の説は、或いは簡8-1090に他人の爲に貲を除いた説と同一人物の可能性がある。その場合には、居作によって他人の貲罪債務を代替して返済したことになる。	] 


〼□□明□[endnoteRef:3064]〼	9-0055 [3064:  本簡上端似殘斷，原釋文、校釋未標斷簡符號；本簡殘留墨跡共有四字，第一字墨跡模糊不清，原釋文、校釋作“□□□”，似失釋第一字；“明”，原釋文、校釋作“□”，據圖版補釋。] 


□……□……詣（？）[endnoteRef:3065]	8-1578 [3065:  本簡圖版上下顛倒，“詣”，原釋文、校釋作“雋”，據圖版改釋。“詣”字上方另有刮削殘留，原釋文、校釋失釋，據圖版補釋。
「雋」の下に削り残しの別の筆画も見えるので、本簡は再加工の途中で、「雋」ともう一文字の欠片を残して廃棄されたものと推測される。] 


令史積□□□□[endnoteRef:3066]〼	9-0342 [3066:  “□□□□”，原釋文、校釋作“戶□亡”，與字形、字數不合。] 


□□□□……〼	9-0381

　　【赤+尺】　【赤+𡱝】　〼	9-0383

〼不當行[endnoteRef:3067]其不	9-0385 [3067:  不當行：行くべきでない、行くのに該当しない。  ●䌛(徭)律曰、發䌛(徭)、興有爵以下到人弟子・復子、必先請屬所執法、郡各請其守、皆言所爲 及用積徒數、勿敢擅興、及毋敢擅倳(使)敖童・私屬・奴及不從車牛。凡免老及敖童未傅者、縣勿 敢倳(使)。節（即）載粟乃發敖童年十五歳以上、史子未傅先覺(學)覺(學)室、令與粟事。敖童當 行粟而寡子・獨與老父老母居、老如免老、若獨與𤵸(癃)病母居者、皆勿行。（岳麓〔肆〕第二組 156 ～159） 
䌛（徭）律曰、歳興䌛（徭）徒、人爲三尺券一、書其厚焉。節（即）發䌛（徭）、郷嗇夫必身與典 以券行之。田時先行富有賢人、以閒時行貧者、皆月券書其行月及所爲日數、而署其都發及縣請（情）。 其當行而病及不存、署于券、後有䌛（徭）而聶（躡）行之。節（即）券䌛（徭）、令典各操其里䌛 （徭）徒券來與券以畀䌛（徭）徒、勿徴贅、勿令費日。（岳麓〔肆〕第二組 244～246）   → これらの「行」は徭役に從事しに出向くこと   本簡は、徴発などに関する文書の一部、あるいは律令の一部である可能性もある。（目黒レジュメ）
なお、行粟は行書と同様に粟をやる。「先行富有賢人」の「行」は役人が主語で、「富有賢人」に優先的に徭役をやらせる意味→必ずしも行く、出向く意味ではない。
なお、本簡は、徴発などに関する文書の欠片のほか律令の条文の可能性も考えられる。] 


〼□令吏	8-1496背

〼□□[endnoteRef:3068]	9-0392[endnoteRef:3069] [3068:  “□□”，原釋文、校釋作“七二”，與字形不合，據圖版改釋。]  [3069:  本簡は、木製の器物で、形状はJ1⑩とJ1⑪出土の「木線繞（糸巻用の綛）」（報告書223頁No5/6）を縦に半分に折れた形をしているが、「木線繞」の長さが約1尺あるのに対し、本簡の残存長さは約6CM（？）に過ぎず、また方側面が斜めになっているのも綛にしてはやや不自然に感じられる。] 


□□[endnoteRef:3070]……〼 [3070:  “□□”，原釋文作“卅三”、校釋作“卅□”，與字形不合。] 

　　□□□□　　[endnoteRef:3071] [3071:  本簡多有模糊不清的墨跡，似經多次刮削和習書等。中間有四個字，書寫方向上下顛倒，其前兩字或疑爲“金布”兩字。] 

……〼	9-0395

〼□□□□□子□□[endnoteRef:3072]〼	9-0372 [3072:  原釋文と校釋は、「子」の前の部分を「□卅□年八月戊」と釋讀するが、「八月」と「戊」は明らかに字形と合わず、むしろ「石」と「斗」に近いように思われる。簡上端の最初の文字は或いは「粟」と疑う。元「卅□」と釋讀された墨蹟は一字の可能性が高く、「□」に作ってみた。「年」は或いは「千」ではないかとも考えられる。「子」以下の二字は字形から或いは「死」（もしくは「列」）と「我」と疑われる。全體の文脈が全く分からないため、それ以上文字を特定するのが困難である。なお、原釋文と校釋では、簡の上端を完形とするが、圖版からすれば明らかに斷簡となっているので、斷簡記號を補った。] 


〼虎治遷□〼	9-0373

□[endnoteRef:3073]卅四年……[endnoteRef:3074]〼	9-0400[endnoteRef:3075] [3073:  冒頭の未釈読字は、一面黒く塗りつぶされているが、中に三つの横の筆画が比較的はっきりと見えており、或いは三という字を意図的に塗りつぶして消したとも考えられる。]  [3074:  原釈文は、「年」の下を「□□……」に作り、考釈は「……」に改めるが、字数は三つか四つと思われる。]  [3075:  本簡の墨蹟は左端に寄せて書かれており、形は鏡文字のように左右反轉しているように見えるが、いわゆる反印文にしては墨蹟があまりにも明晰で、しかも書寫位置も極めて異例な形を取るため、圖錄編集の過程で畫像處理を誤って反轉させたものではないかと推測される。] 


　　□□　　□[endnoteRef:3076]	9-0380 [3076:  原釈文は無文字簡とするが、考釈は未釈読字が一つあるとする。図版を子細に調べてみたら、簡の士も半分には墨蹟が明晰な記号が見えており、それが恐らく考釈が未釈読字とした墨蹟と推測される。一方、簡牘の上方には、上端に近い黒い影に続けて、「曰里」と釈読できそうな極めて薄い墨蹟も確認できる。下半分の記号は、図版を逆さまにすると、「占」と釈読できる可能性がある。然りとすれば、本簡は、一旦全ての文字が削除された上で再利用に供せられ、「占」が再利用の際に処されたのに対し、墨蹟の薄い「曰（？）里（？）」は削り残しで、再利用を境に簡を使用する向きは上下逆さになったと推測される。] 


〼□□□〼	9-0401

〼□□叚少内□買〼[endnoteRef:3077]	9-0324 [3077:  殘留筆畫からすれば、少内の上の字は、「其」の可能性が考えられる。少内の下の字は、原釋文が上半分を「林」に作るが、必ずしも殘留筆畫の字形と合わない。假少内嗇夫の人名の外に、「□、其れ少内より□を假りて……を買え」というように、少内から借りる物品の可能性も考えられるが、殘留筆畫に汚れも交じっているようで、釋讀が困難である。] 


〼□□□[endnoteRef:3078] [3078:  第一行は左端の僅かな殘畫しか殘っていないが、最初の二字は、或いは「之敬」ではないかと思われる。] 

〼洞庭	8-0014

〼□□□□□〼[endnoteRef:3079]	9-0446 [3079:  本簡の墨蹟が滲んでぼやけているため、字数を確定することは難しいが、ほぼ同間隔に分布している黒ずんでいる個所を基準にすれば、八字の可能性もある。その中では、第四字は衣に従って作られていることが比較的はっきりと判り、人名の衷の可能性が高い。下から二つ目の黒い痕跡は或いはJ1⑯0005にも見える紐の痕跡とも考えられる。また、下方には簡面の左端によった墨痕も確認されるが、或いは縦に裁断された第二行の墨蹟という可能性がある。] 


〼□□〼	9-0448

[bookmark: _Toc67253442]9層「粟」と「稲」の用例
〼□佐酒出粟﹦（粟米）一斗	9-0476正
〼　酒手	9-0476背
粟﹦（粟米）四斗泰半斗。　　令史扁視平。
卅（三十）一年四月癸未，貳春鄕守氐夫、佐吾、稟人藍出，稟屯戍司冠江陵戲里□。	9-0761　【説明】左側刻齒爲「四斗泰半斗」，「泰半」用兩個斜道表示。
徑廥粟﹦（粟米）一石二斗少半半升。　　卅（三十）一年十一月丙辰，倉守妃、史感、稟人援出，稟大隸妾女。
令史扁視平。　　感手。	9-0013　【説明】左側刻齒爲「一」，輿簡文記録的數量不符。
徑廥粟﹦（粟米）一石二斗少半半升。　　卅（三十）一年正月丁丑，倉守武、史感、稟人堂出，稟使小隸臣徐。
令史視平。　　感手	9-0440+9-0595[endnoteRef:3080]【説明9-0440】左側刻齒爲「一石二斗半」。 [3080:  本簡綴合據校釋二。] 

粟﹦（粟米）一石四斗半斗　卅四年七月甲子朔辛巳倉銜、佐□[endnoteRef:3081]〼	9-0528[endnoteRef:3082] [3081:  “銜”，原釋文作“富”，校釋作“□”，據圖版和文例改釋。]  [3082:  校釋將本簡與簡9-1129綴合，武漢大学校釈小組、齊繼偉「《里耶秦簡（貳）》綴補一則」（簡帛網2018年7月1日）又將簡8-1621綴於其下，但碴口、字跡、文意均不合，已見唐強〈《里耶秦簡》9-528+9-1129+8-1621綴合商榷〉（簡帛網2019年4月17日）。] 

〼人中出以食沅陵獄佐□〼　 
〼　令史𣤶監　〼	9-1129[endnoteRef:3083] [3083:  校釋將本簡與簡9-0528綴合，武漢大学校釈小組、齊繼偉「《里耶秦簡（貳）》綴補一則」（簡帛網2018年7月1日）又將簡8-1621綴於其下，但碴口、字跡、文意均不合，已見唐強〈《里耶秦簡》9-528+9-1129+8-1621綴合商榷〉（簡帛網2019年4月17日）。] 

徑廥粟﹦（粟米）一石九斗少半斗。　　卅（三十）一年正月甲寅朔丙辰，田官守敬、佐壬、稟人顯出，稟屯戍士五（伍）巫狼旁久鐵。
令史扁視平。　　壬手。	9-0762


粟﹦（粟米）〼	9-0494

稻八斗。　　卅（三十）一年二月辛卯，倉守武、史感、稟人堂出，稟少内佐□。
令史視平。　　感手。	9-0016　【説明】左側刻齒爲「八」。
稻﹦十一石六斗六升少半升　〼	9-0687
稻一石五斗。　　廿（二十）六年八月甲子，倉守逐、佐顯、稟人靑出，稟乘城卒士五（伍）姊（秭）歸般里廣、居貣（貸）士五（伍）朐
忍定里枯。　　令史釦感。	9-1920+9-1127[endnoteRef:3084] [3084:  本簡綴合據楊先雲〈《里耶秦簡（貳）》簡牘綴合續表〉（簡帛網，2018年5月13日）。“忍”字釋讀亦然。] 

稻四斗八升。　　〼	9-1232
稻一石四斗半斗。　　卅（三十）一年〼	9-1572　【説明】左側刻齒爲「一石四斗半斗」。
南里小田(男)子署稻五斗□〼	9-1622
稻一石二斗半斗。　　卅（三十）一年〼	9-1775　【説明】左側刻齒爲「一石二斗半斗」。
　　　　　　　　　　　　　……〼
〼□　出西廥稻二石佐□受　〼
……〼	9-2543
〼□廥稻二石〼	9-3079
[bookmark: _Toc67253443]里耶（貳、未整理文）
廿卅卅卅五年四月己未己　五五年四月　四月　□〼	9-0017正[endnoteRef:3085] [3085:  校釈が指摘する通り、原釈文と図版とでは正背の関係が逆になっている。本訳注稿では「正」と表記した面は、原釈文では、「正」、図版では「背」となっている。] 

聘[image: ][image: ]□[image: ][image: ][image: ]－　－沒眇　眇眇□〼	9-0017背
●問之：反寇攻┘，離鄕亭鄣吏卒各自備守，反時□[endnoteRef:3086]〼 [3086:  “反”字上方“反”字字形不同，疑爲“收”字。所謂“時”字右下方與寸不像，“寸”形少一點，竪筆彎度太大之外，右側又多出幾個筆畫，或疑其實爲“敬”字。] 

者盡死亡，各不能相智。卒史乘□卒史襄衞〼	9-0032
〼　　受孱陵䰍園〼	J1⑯1105
以故事稽留不如守府期會期會事皆急	9-0039
律日巳豤田輒上其敷及戶數戶嬰之	9-0040


	
〼各一書	9-0135
啓陵鄕	9-0210
〼　騍手	9-0215
敢辤　〼	9-0216
中枲廿二斤大枲□〼	9-0217
〼曰移獄問當論	9-0218
遷陵洞庭	9-0219
〼弗論	9-0220
盡愒今毋以□□署書〼	9-0227

〼桑得疏□〼	9-0251
遷陵洞庭
以郵行	9-0252
遷陵洞庭	9-0253
……受倉　〼
一石二斗少半……	9-0254
〼□
〼　𤵸手	9-0255
〼以卅三年八月癸丑到少〼	9-0256
……〼	9-0257
以遣徒今益田皆〼	9-0258
告尉謂鄕守嗇夫〼	9-0260
〼
〼□=言問□〼
〼應書〼	9-0273
□以□□五□□□□〼	9-0274
〼至今輸追勿留〼	9-0275
□□□史巫以會宕渠□□□□史□□	9-0276
〼……□□□〼	9-0277
傳	9-0278
……遣戍戍適……〼	9-0279
〼□【疒+□】循	9-0280
〼□□□□	9-0290
〼吏曹	9-0291
〼署遷陵爲都〼	9-0292
〼□□以□●行□	9-0293
遷陵洞庭	9-0296
〼□守丞膻之敢言之令曰上□
〼□朔日尉府今問之□	9-0298
〼月己丑朔〼
〼□四戊已〼	9-0299
□□□〼	9-0301
□□□司空厭……	9-0302
敢言之守府下請史書曰丞相上洞庭取	9-0303
〼司空〼	9-0304
廷主吏發	9-0305
廷主戶	9-0307
錢二千一百一十二廿九〼	9-0308　【説明】左側刻齒爲「二千一百一十」，以下殘斷。
〼□佐赤〼	9-0310
〼五寸年廿九歳族蘇□〼
〼□□□□□〼	9-0311
〼　可以來〼	9-0312
〼　㝡手〼	9-0313
〼訟功奪〼	9-0314
〼逐付倉是〼	9-0315　【説明】左側刻齒爲「一百八十」，上下均殘斷。
〼年衣用辟遷陵遷陵已言不更勝衣不到	9-0316
洞庭泰守府	9-0317
□□□□書爲□〼	9-0318
以予僕	9-0319
〼□日失時戍卒□〼	9-0320

〼□□行
〼洞庭	9-0333
〼□□　【辵+□】　〼
五月丙成日人過盈夷〼	9-0334
倉曹司空以事　讂　五月	9-0335
奏遷陵守丞銜前移□當論	9-0336
〼囚死□在所	9-0338
〼陵鄕載粟官莫食城旦舂官有	9-0339
〼𧧻不〼	9-0340
廷主戶發	9-0411
〼□不能備賦以	9-0412
〼隸女子積萬〼
〼□千二百卌六人〼	9-0413
〼□都鄕守狠付倉守獲　狠手	9-0414
〼瞫爰書啓陵	9-0415
〼少内□□買〼	9-0416
遷陵遣〼	9-0417
〼□以來／連發	9-0418
〼已室□卽□□□□〼	9-0419
□□□□校長□□□書曰衣	9-0420
遷陵洞庭〼	9-0424
夫　〼	9-0425
〼……
〼　郄手,8-426正
〼　□手	9-0426背
〼鄕守履受尉廣邦〼	9-0427
少内	9-0428
〼洞庭邦尉府□□〼	9-0430
酉陽嗇夫吏走閒□□爲誰□之□	9-0432
凡六十三戶　〼	9-0433
〼　□敞　〼	9-0435
運食鄕部卒及徒隸有病及論病〼
府●卅四年五月乙丑朔丁亥趣勸〼	9-0436
入所買出□辨券一□〼	9-0437
一斤十五兩二朱分七百卌〼	9-0438
〼一石四斗半斗	9-0439
須以入榦及□計計曰【宏+缺】〼	9-0451
[bookmark: _Hlk72249297]□□年十一月甲申朔庚子丹陽將奔命尉虞敢言之前日□
[bookmark: _Hlk72249329]稟丹陽將奔命吏卒食遷陵遷陵弗稟請安□謁報敢
[bookmark: _Hlk72249271]言之	9-0452正
十一月庚子水十一刻刻下盡士五丹陽□里向以來／徹。　襄手	9-0452背
[bookmark: _Hlk524729169]以書致署獄西發勿留嘗騰騰□〼
朔丙午遷陵守丞巸告尉主聽口	9-0453正
[bookmark: _Hlk517815766]前日遝遷□臣陽□陵署鹿□輒重毋
以會當遝□□□□
卅四年五月□朔辛卯酉陽守敢移遷陵鹿〼	9-0453背
〼□臨沅與甲偕乙【□+攵】得責□〼
〼乙船□流亡甲死執當負□〼	9-0454正
〼　乙當〼	9-0454背　【説明】正背面文字書寫順序相反。
敢言之廷下與丞相叚史□南陽卒史臣	9-0456正
日入取薪　訊未□	9-0456背
〼……□□卒
〼它如律令●封	9-0457正
〼　翥手	9-0457背
〼□□□□□　〼
〼□署□曹□□　〼	9-0458正
〼□〼	9-0458背
〼□　有律令〼	9-0459背
〼書有期□公弗肎
〼與□□□□已□主□	9-0460正
〼□□貣煬	9-0460背
酉陽洞庭	9-0461正
司空	9-0461背
〼盡矣　匃匃	9-0462正
〼　貞	9-0462背
卅一年三月癸丑朔壬申遷陵□〼
定□以當□者訾遣詣〼	9-0463正
三月癸酉□□□史□〼	9-0463背
〼者卽𤺊縣及𤺊其部固皆上志治粟
〼通食洞庭守叚𧗵可𢦏移鐔成┘沅	9-0464正
〼　武手	9-0464背
〼鄕守履受司空色　司〼	9-0465正
〼少　　　　鐵牡六　〼
〼□　　　　鐵籥一有□　〼
〼□其鐵鍱　木輿牀三	9-0465背
凡入五石三斗半　〼	9-0466正
□六斗半〼	9-0466背
〼□夫士吏吏	9-0467正
〼　廿	9-0467背
〼□尉〼	9-0468正
〼廷〼	9-0468背
〼□□□五十五□〼
〼……〼	9-0469正
出□錢九萬七□〼	9-0469背
[bookmark: _Hlk524729244]〼□朔壬寅司空敬敢言之敬故縣遷陵左田【䢞+月】【宀+南】今□爲
〼告遷陵□二月丁酉史般養馬□及□馬二匹食敢言之
〼陽守丞□敢告遷陵丞主令史可以律令從事／陘手	9-0470正
〼陵守丞□之敢告倉少内□田□以律令從事以次傳□
〼五刻□□□
〼隸妾均以來　上半	9-0470背
進洞庭	9-0471正
付	9-0471背
〼遷陵書到亟日夜具寫其
〼□未決者勿庸決而署其獄
〼書言獄已盡上若毋有亦	9-0472正
〼亟言勿留它如前書　書一封
〼……□□□	9-0472背
●禺□三□敢告天天聞□┘晝□下聞自辟某往見□□□〼
如見父如見母黑如見白如見妻如見子芻狗□□□〼
●□三日□□有籍某□子女敢作則死亡┘毋□□以□亡〼
●輿女子□□畫首前□畫中□□□女子□□男子　〼
從女子有吏□從之□□子□□□□□與女子□□□〼
□□□□□□□□□□□□□〼	9-0474正
□□□□□□行書天下九□□□□□□□□□□□〼
□□□□□□□□□□今曰□□□□□□□□□〼
□□□□□如告□□□□□□□□□□□□〼
□□□□□□□□□□□□□□□□□□毋令〼
□□□□□□之□□□□□〼	9-0474背
□□□臨獄卒翥……	9-0475正
[image: ][image: ]◎	9-0475背
□□□□遷陵高里士五（伍）[endnoteRef:3087]□□〼 [3087:  「遷陵高里士伍」は、裁斷のため墨蹟の左端しか殘っておらず、原釋文と校釋では「□□□□□□」と未釋讀とするが、圖版に基づいて補釋した。] 

鄕以從事敢言之●八月庚午朔壬申〼	9-0477正
敢告尉告都鄕嗇夫以律令從事各一書〼	9-0477背
〼●洞庭	9-0478正
〼【竹+□】	9-0478背
〼戌東晦卒史武助洞庭與守丞勸粟重□〼
〼封沅陽丞有傳	9-0479正
〼勿遣從其將遣從其將部不能相得殹皆以受〼
〼□律令各一書●以臨沅丞印副行事　□〼	9-0479背
〼告令佐平前日令畜官翥	9-0480正
〼　它如律令敢言之	9-0480背
□□以郵行洞庭〼	9-0481正
倉□□〼	9-0481背
〼己亥遷陵拔□□□〼
〼昭行旁　□□□□〼
〼中史狐以來／□〼	9-0482正
〼□朔□□□□敢〼
〼□陵□□□□□□□〼	9-0482背
遷陵廷辟┘平具獄有期期限〼	9-0483正
等符治〼	9-0483背
〼□□□□是□	9-0484正
〼五月丙子旦佐襄以來　圂發　襄手	9-0484背
〼斗一斗　十畝六畝	9-0485正
〼　□	9-0485背
遷陵洞庭〼	9-0486正
啓陵鄕守唐在所〼	9-0486背　
〼□書曰亟□令□恐	9-0488正
〼□手	9-0488背
□月辛丑獄史男□　發弩繹〼
論完彚爲城旦不當□┘課問〼
爲除除繹□　〼	9-0490正
除戍各一歳百一十八日二人	9-0490背
〼　句[image: ]視　〼	9-0491正
〼陽陽陽□□□雖　〼	9-0491背　【説明】簡文正背面書寫順序相反。
〼穜者成里罷□〼	9-0492
〼□山谿谷置之所以	9-0493
〼作事弗令歸涪陵黔　〼	9-0496
〼守唐〼	9-0499
書卅二年三月辛巳到田官卽起不留	9-0500
廷主戶〼	9-0501
〼□日少内守連付守府〼	9-0503
〼□人□出……□□□□□□	9-0504
左側刻齒四組，分別爲「十」、「五」、「五」、「十」，前兩組刻痕稍粗重。
廷金布發	9-0507
逐書到吏留弗〼	9-0508
私進令史毛季	9-0509
〼一千六百八十八
〼　新手	9-0510　【説明】左側刻齒爲「五十八」，上部殘斷。
〼問道遠恐不到〼	9-0511
府郡發追	9-0512
酉陽洞庭	9-0513
〼□	9-0514
廷主吏發〼	9-0515
同再𢳎竊□先□〼	9-0517正
今□者書皆行同□□〼	9-0517背
□	9-0518
廷金布發	9-0519
〼□司空曹當計
〼　司空司空司空〼	9-0520
〼居●令史廄監	9-0521
除書等與□〼	9-0522
廷吏曹發	9-0523
□□□□〼
□□〼	9-0524
廷〼	9-0525
〼爲□□爲爲爲　遷	9-0526　
	9-0527　【説明】與五二六綴合。
使小隸□〼
卅五年□〼	9-0529
〼□旬陽□陵邦／	9-0530
〼□中皆可用柧弩〼	9-0532
八月癸　〼	9-0534
〼倉書求報未報	9-0536
〼越面以從事謁〼	9-0537
〼□心心急急□心〼	9-0538正
〼及卅四年□□〼	9-0538背
少内	9-0539
〼上敢言之／□　〼	9-0540
啓陵鄕　勿留	9-0541
〼曹發	9-0542
□□□□□……　都鄕黔首□□〼
●凡錢一百七千　●未入者十□〼	9-0543
廷金布發	9-0544
〼鄕　〼	9-0545
[bookmark: _Hlk522290793]辤小誤論貲就【蛸+月】各一盾敢言	9-0546
何□得羽而所輸之	9-0547
廷主倉發	9-0548
之有律令律令甚具今〼	9-0549
〼稻八十一石　〼	9-0550
〼□獄史□〼
〼遣□□□〼	9-0551
〼□朔朔日田官守敬史遬稟人均出稟屯守閬中下里孔
〼　令史扁視平　遬手	9-0552
遷陵以郵
行洞庭	9-0553
廷　〼	9-0555
倉	9-0556
〼首皆變（蠻）夷時來盜黔首徒隸田蓾者毋吏卒〼	9-0557
〼□□□□□□□□〼	9-0558
遷陵	9-0559
敢言之令史可𥃷七十　七十　九□〼	9-0560
〼四百五〼	9-0561
〼朔戊寅司空守義受少内守平
〼　沈手	9-0562
……□□……
書病敬季丈人家室毋恙也┘夫爲縣官田芋當粟粟
……	9-0563正
□□□□□□□□【彳+□】□□□□𩕾季重□
賤臣賤臣死骨不死謁報急敢言之	9-0563背
〼或直布縱不〼	9-0565
廷	9-0566
東成戶人夫人寡晏
子小女子女巳　〼
子小女子不唯　〼	9-0567
〼泰半斗　卅年九月丙辰□〼	9-0568
〼年器兵當會九月者札	9-0569
〼陵畍（界）中一頃卌一畝┘錢八十五
〼畍（界）中者二頃卌七畝錢百卌九	9-0570
〼卯道租來視事盡八月丙戌乃去	9-0571
〼古追逐者	9-0572
〼……〼
〼梧令□〼
〼武陽□〼	9-0573正
〼□□〼	9-0573背
〼……〼
〼……〼
〼……〼	9-0574
遷陵以〼
行洞庭〼	9-0575
〼出稟大隸臣文
〼　感手	9-0577
〼符〼
〼郡〼	9-0578
〼陵以郵行□〼
〼庭守府□〼	9-0579
〼主戶發　〼	9-0580
〼書一□
卅四年□〼	9-0581
〼八寸八□□金尺二□	9-0582
〼錢二百九十八
〼　訢手	9-0583
司空	9-0584
〼□吏已坐不〼	9-0585
廷	9-0586
吏各一人徒廿人以求菌〼	9-0587
爲陝尉賢士五彭陽西益日備歸	9-0588
遷陵以郵行洞庭	9-0589正
校槥者留不到者治所	9-0589背
[bookmark: _Hlk524729695]卅二年七月乙亥朔戊子〼
日司空茲言宂佐上造臨〼
……〼	9-0590正
司空主以律令從事□□〼
月癸丑[endnoteRef:3088]□酉陽佐渙	9-0590背 [3088:  八月は干支に基づいて推測した。] 

司空	9-0591
〼□朔乙巳倉守義受少〼	9-0594
〼□以來　〼	9-0596
〼一┘第丁┘肉一賣于隸臣歳所取錢卅三人〼
〼　令史上監　〼	9-0597
遷陵洞庭〼	9-0598
●凡弩臂卌九	9-0599
令史□自言：爲遷陵吏，去家過千里，當以令益□錢以爲遷陵買鳥
毛它郡縣盡歳不來□□〼	9-0600正
五月辛丑日入守府□行	9-0600背
遷陵　洞庭	9-0601
〼䁲戰不死獄毄酉陽者已問訊毋以產吏卒死□者
〼□名它各它辤	9-0602
〼癸巳視事凡三日	9-0603
〼　居〼	9-0604
遷陵將尉〼
叚丞華〼	9-0605
〼丞印詣遷陵〼
〼十一刻刻下八〼	9-0606
〼殹亟遣論〼	9-0607
尉	9-0608
遷陵獄東發以郵〼
行洞庭〼	9-0610
遷陵洞庭	9-0611
〼□坐效竹筥笥贏〼	9-0612
〼隸臣匃鬼薪亥各七日半〼
〼史壬視平　〼	9-0613
二百五十七　〼	9-0614
廷吏曹發〼	9-0616
〼皆有死治之心此　〼	9-0617
廷金布發	9-0618
〼隸臣臣〼	9-0619
〼　七月〼	9-0620
廷主倉發	9-0621
〼禮　〼	9-0622
獄東書一封詣□〼
廿八年四月癸未水〼	9-0624
〼鼠廿微〼	9-0625
〼　第乙　〼	9-0626
遷陵洞庭〼	9-0627
〼□士五江陽（陵）閒陽痤
〼到亟更上□	9-0628　【説明】「陽」是「陵」的誤寫。
廷	9-0629
卅一年後九月庚辰朔戊子司空〼
不能入以約居積二百廿四日食〼	9-0630
先□□廿　〼	9-0631
□圂□囚一人　〼	9-0632　
〼　曰縣道遣官嗇	9-0634
〼遷陵洞庭〼	9-0635
尉	9-0636
遷陵洞庭	9-0638
〼　□□□□〼	9-0639
〼遷
〼　□手	9-0640
〼　環□草中它〼	9-0641
〼下御史書曰〼	9-0642
廿七年十一月乙卯畜官枯令史逐〼	9-0643
〼疾請史〼
〼□宿及不〼	9-0644
一人病已　〼	9-0645
〼□庭	9-0646
〼行【㭘+廾】〼	9-0647
〼陵丞印一詣司馬〼
〼巳旦走昭以來　〼	9-0648
〼書〼
〼陵鄕〼	9-0649
〼史感
〼□	9-0650
〼計叚丞枯敢言之□馬一匹以卅一年死●今爲
〼言之	9-0651正
〼尚手	9-0651背
〼□□七石一□〼	9-0652
〼酉陽〼
〼水下盡□〼	9-0653
〼陵五月丙午行　〼	9-0654
〼三月辛酉走達〼	9-0655
〼□期其期　〼	9-0656
隸臣擇【當－田+絲】　〼	9-0657
私詣司空佐〼	9-0658
〼□視平　過手	9-0659
〼□□□□□徒不〼	9-0660
□〼	9-0662
〼少内　〼	9-0663
〼病□□□□敢告〼	9-0664
〼蒲席一―卅四〼	9-0665
〼□十三　前	9-0666正
〼卌二	9-0666背
〼子官有徒人□〼	9-0667
〼牝瓦百廿五┘當出牡瓦〼	9-0668
私進巫□□□□使者	9-0669
九月癸亥朔□□義陵宜〼	9-0670
〼月甲午朔癸丑，益陽守丞怘敢言之：守府下蓬丞愛書遷陵，	9-0701正+9-0672正[endnoteRef:3089] [3089:  本簡綴合據《里耶（貳）》簡牘綴合表。] 

〼夕，更戍□婁西昌不更禮以來。敬發。　　福手。〼	9-0701背+9-0672背
〼環眞〼	9-0673
〼以郵行　〼	9-0674
遷陵〼	9-0675
〼戶□錢〼	9-0676
□杜相〼	9-0677正
〼三人　二人　六〼	9-0677背　【説明】正背面文字書寫順序相反。
尉〼	9-0678
〼敬〼	9-0680
〼毋它坐它如尉〼	9-0681
〼□斗二升半升稟校〼	9-0682
〼郵信符　〼	9-0683
〼洞庭郡〼	9-0684
〼□叚少内説	9-0685
〼□	9-0686
求上薄〼	9-0688
〼校繆〼	9-0689
〼□布　〼	9-0690
寸〼	9-0691
〼武䓘十一月食賀手	9-0692
〼癸亥朔庚午啓陵鄕〼	9-0693正
〼旦佐□以來／辨發〼	9-0693背
〼□陽〼	9-0694
城旦夫益　〼	9-0695
□□□□□□……□□□	9-0696正
□	9-0696背　【説明】牘正面字迹被削去，背面上端涂墨，削出三道凹槽。
〼酉陽洞〼	9-0697正
〼遷陵主倉〼	9-0697背
〼守府毋有亦言新
〼□尉皆以郵行𡩡	9-0698正
〼□
〼問其官及□□	9-0698背
〼年八月丙戌朔甲寅[endnoteRef:3090]，倉守□〼 [3090:  校釋已指出“年”字上所缺字應爲“卅”。] 

禾稼牘北上●今後益出不〼
〼之　〼	9-0700正
〼□卅年眞見　〼
〼禾稼千六百五十六石八斗少半〼
〼甲寅□下七刻感以來／尚□〼	9-0700背
〼卅木弩　〼	9-0702正
〼□□□　〼	9-0702背
〼洞庭〼	9-0703正
〼令了子　〼	9-0703背
〼□壹度盷【□+家】莊襄壹	9-0704正
〼【子+虎】【子+虎】	9-0704背
	9-0705　【説明】與一一一一綴合，釋文見一一一一。
〼□倉此粟段[endnoteRef:3091]	9-0707正 [3091:  “段”，原釋文作“殷”，據圖版改釋。] 

〼　謝手	9-0707背
廿九年三月乙未朔戊戌〼
傳御史書□陽叚守□〼	9-0708正
三月辛丑水十一刻刻下〼	9-0708背
〼□臨沅皆未	9-0709正
〼　匄手	9-0709背
卅（三十）一年（216）十二月甲申朔朔日，田鼂敢言之：泰守書曰：爲作務
產錢自給。今田未有作務產〼　　〼徒，謁令倉、司空遣
〼□田。敢言之。	9-0710正
〼甲申朔乙酉（02），遷陵丞昌下倉、〼　　〼空：亟遣傳書。／
[bookmark: _Hlk67295631]手。／十二月乙酉，水十一刻刻下二，隸臣〼　　〼行倉。
十二月乙酉，水十一刻刻下四，佐敬以來。／發。　　敬手。	9-0710背
〼府書史□□應令〼
〼□署金布發／巸手〼	9-0712正
〼能入貲不能遣詣獄□〼	9-0712背
六月壬午朔戊戌，洞庭叚（假）守齮下□聽書從事臨沅
下𡩡┘門淺零陽上衍各以道次傳別書臨
沅下洞庭都水蓬下鐵官
皆以郵行書到相報不報追臨沅門淺零陽
上衍皆言書到署兵曹發／如手道一書●以洞庭侯印〼	9-0713正
〼　遷陵報酉陽署主令發〼
[bookmark: _Hlk525043548]充報零陽，金布發。　　恆署。　　丁　　四。〼
酉陽報充署令發　〼
七月己未水十一刻刻下十都郵人鬾以來／□發	9-0713背
廷主令發	9-0714正
書	9-0714背
[bookmark: _Hlk524729958]〼□胡敢言之：出粟一斗大半斗，斗十二錢以貸冗
〼已報受曰：定以付遷陵倉貣（貸），計爲	9-0715正+9-1849正
〼寫（？）重。敢言之。／【□+心】手。
〼遷陵丞主：令史可以律令從事。報。
〼／陽半。　　忠手。	9-0715背+9-1849背
卅一年十月已事	9-0716
司空言發桼書	9-0717
〼□黚┘連𧁁等妻子同產卽謀遣之亦捕〼
〼□䙴䙴者包非是年盡卅七年年幾何歳及以爲〼	9-0719
敢言之遷陵卅三年將陽乏戶	9-0721
〼　●遷陵百卌三〼	9-0722
遷陵洞庭	9-0723
……□　　　　　　　　　　　……□
死者二人●𧗵千卌人而死一人　視事七十二日	9-0725
遷陵洞庭	9-0727
守丞枯五十五日－　　守加卌四日－
守丞平五十七日－　　守頎三百一十日－
守丞固二百卌二日－　佐集卌四日－
令佐穫卌四日－　　　佐蘇三百一十日－
令佐賀一百卅日－
令佐章百八十日－	9-0728
廷□貳滿春鄕以	9-0729正
廷廷廷	9-0729背
遷陵●洞庭　啓	9-0730
環二尺一環環去棧高尺以紺繒爲蓋縵裏〼
祠器┘䰍櫺車以木爲棧廣四尺	9-0731
□年四月丁未御史丞臣去〼
●發徴律曰戍去其宿宿它〼	9-0732
急卅四年年	9-0733
洞庭守府□〼	9-0734
都陽	9-0735
〼□江陵當道罷
〼　感手	9-0736
〼己巳少内守狐佐卻出雄雞一雞〼	9-0737
白翰羽三尺五寸二鍭　卅七年〼	9-0738　【説明】右側刻齒爲「六」。
都鄕	9-0742
田芻稾錢千一百卅四　元年二月癸酉朔辛巳少内守疵受右田守綸
令佐丁監	9-0743　【説明】右側刻齒爲「千一百三十四」。
〼佐訢受
〼　訢手	9-0744
卅四年九月癸亥朔己巳少内守狐入佐書收敝韋帶一□〼	9-0745　【説明】左側刻齒爲「四十」。
〼析兵計有物後計具上校〼	9-0746
高戌士五慶　廿二年亡	9-0747
書廿八年六月乙未到丙申起留一日具問而留	9-0748
廷主
令發	9-0749
鐵鐶斧廿不見	9-0750
廷	9-0751
〼□陵具移其奔牒所以遣武	9-0752
〼四百　凡壺十九　感手
〼　●凡六百四
〼月辛巳朔庚戌司空守利付貳春鄕守武	9-0755
[bookmark: _Hlk524730046]八月乙巳朔甲寅遷陵守丞都告廏主亟□丞□下當坐名事里
它坐訾遣
詣廷以書言署金布發／欣手	9-0756
欣　　痤〼
單奚　章〼
央	9-0758
〼隸妾如爲妻	9-0759正
〼　擇手	9-0759背
城父淮陽	9-0760正
都鄕發嗇夫前	9-0760背
五月甲申司空義出錢三千一十二以	9-0764
男子	9-0765
辟夫夫【𣫞+米】米一斗……〼	9-0766
卅四年四月朔丙午遷陵守丞　〼	9-0767
者已到矣●多問工昫┘孟嫗┘鈞┘擇┘夏須	9-0768
〼斤六兩	9-0769
遷陵洞庭	9-0771
〼子朔辛未少内〼
〼□監〼	9-0772
廷吏曹發	9-0773
〼□如如□□□〼	9-0774
木【罐+□】二有蓋　　　　　　木長枓二　　木□〼
□籥一有柯　　　 　木反杷二　木柤杷二―　木〼	9-0776
〼謁求菌叚倉嗇夫令	9-0777
〼□佐援出以食完城旦毋擇等七人	9-0778
少内	9-0779
酉陽洞庭	9-0780
〼付付付啓陵守	9-0781
〼妾㾾辤曰	9-0782
〼袤各六尺半一袤六尺一縁□〼	9-0783
〼六付庫未出計	9-0784
二歳二百五十□□₌〼	9-0787
餘錢八百九十八錢泰半〼	9-0788
……〼
□名吏里□□〼	9-0789
卻之□言病已癰	9-0790
急卅急〼	9-0791
卅四年廷倉〼	9-0792
都鄕	9-0793
八月癸丑日中佐涓以來／欣發	9-0794正
戊午旦守府快行	9-0794背
守丞有令史橫┘□┘就┘都〼	9-0795
䰍園佐氐　〼	9-0796
〼蝒毋用	9-0798正
四錢	9-0798背
〼發洞庭	9-0799正
〼庭	9-0799背
□東　〼	9-0801正
〼……〼	9-0801背
廿（二十）九年四月甲子朔戊子，田虎敢言之：御史書曰：各第
官徒隸爲甲、乙次。●問之：毋當令者。敢言之。	9-0699正+9-0802正
四月戊子水下十，佐安以來。／氣半。　　安手。	9-0699背+9-0802背
尉史橫主，失弗爲校。它如書。丞昌	9-0803
[image: ]卅五年工用其與從事它如〼	9-0804
廷□尉‐‐‐	9-0805
以書言●今之少内林令佐欣已	9-0806
逐者府賦□□人	9-0807
□書	9-0808
〼□心心廿	9-0809
〼□言之泰守書
〼敢言之	9-0810
[bookmark: _Hlk524730158]〼□春鄕守□敢告□□□□□
〼□食□者□粟十六石付□□□□□
〼□□□□三石三斗少半斗署死書□
〼它如律令敢告主	9-0811
〼□報	9-0812
〼　馬筋二件半件　〼
〼　粟米一斗　〼	9-0814
〼□色爰書吏以卒戍上造浩陵亭橋　難有貲錢千三百卌四貧
〼縣官日除六錢	9-0815正
〼　得手	9-0815背
□□年七月己巳朔乙未司空守巸□司空□士五枳饒里周□〼	9-0816　【説明】右側刻齒爲「二千三百一十六」。
〼府爲縣上□〼	9-0817
卅三年七月己巳朔甲〼
船一㮴及具□一□令〼
七月己巳朔甲午遷陵守丞□〼
□手　七月甲□□□□□〼	9-0818正
七月□□旦□嘉以來／□〼	9-0818背
〼陵洞庭	9-0820
遷陵以郵	9-0821
〼令佐德┘臣十二月食。	9-0822
當環〼	9-0823
〼□諸穀過己六月食以六月丙午死
〼　壬手	9-0824
廷　〼	9-0825
覆獄沅陵獄〼	9-0826
遷陵洞庭	9-0827
〼□□追□	9-0828
〼令人行　〼	9-0829
〼少□發	9-0830
〼臣分□	9-0831
泰守賦遷陵爲繒書〼	9-0925+	9-0833[endnoteRef:3092] [3092:  本簡綴合據校釋二。] 

〼遷陵洞庭	9-0834
〼芻稾志　都鄕黔首田啓〼
〼□□□　都 鄕 黔 首 田 貳 春〼	9-0835
廷	9-0836
傳	9-0837
敢言之上衍〼	9-0838
□枲一鈞　〼	9-0839　【説明】左側刻齒爲「十」。
〼……
〼□一鈞
〼□三鈞十五斤八兩十□□
〼□矢□□十六石廿八□	9-0840
〼莫邪　〼	9-0841
廷	9-0842
〼泰半升　〼	9-0843
〼留十八日　及啓	9-0844
〼□歌歐不	9-0845
司空　〼	9-0846
司空〼	9-0847
……□〼
九月□□□令□積〼	9-0848
〼庭	9-0850
〼若丞□〼
〼急洞庭〼	9-0851
啓陵鄕　〼	9-0852
〼書□亟令□〼	9-0853
〼□守橫受貳春鄕〼	9-0854
〼行洞庭〼	9-0855
〼□戶□三戶〼	9-0856
〼□□副□〼
〼□輸臨沅〼	9-0857
□月及〼	9-0858
〼嘗見□〼	9-0859
〼付泰官行	9-0860正
〼鬾手	9-0860背
〼尉計	9-0861
〼以來吏〼	9-0862
〼丞┘沙〼	9-0863
〼義手	9-0864
諸追盜賊者必相□〼	9-0865
尉□□□封遷陵丞〼	9-0866
〼食盡八月	9-0867
〼陵□〼
〼洞庭〼	9-0868
橘園橘志　〼
橘四百九十一　〼
【木+□】十八　〼
【木+□】一　〼
●凡五百一十〼	9-0869正
□□□□□□〼	9-0869背
〼□獄史治所發	9-0870
〼□治所〼	9-0871
〼解解解	9-0872
〼□律令┘處上計段[endnoteRef:3093]爲徒買衣〼	9-0873 [3093:  “段”，原釋文作“殷”，據圖版改釋。] 

〼益不勝任期〼	9-0874
九月辛亥水下九刻〼	9-0875
□陵□〼
□郵□〼	9-0876
〼□論程者定言今　〼	9-0877
〼庚寅告𧧻僞自〼	9-0881
錢百卅七　卅二年六月乙巳朔甲子成都少内□□□〼	9-0882　【説明】右側刻歯爲「一百三十七」，以上残断。
二月庚申朔戊辰令佐〼
卅五年二月庚申朔□〼	9-0883
●守〼	9-0884
〼爰書吏走使小隷臣適自〼	9-0887
〼朔乙巳　沈出以稟佐泱●八月〼	9-0888
〼□丞〼	9-0889
遷陵〼	9-0890
廷　〼	9-0891
〼成里平定不更【黒+竒】長令士五参┘泉里□〼
〼以分畍（界）●三人人一石九斗少半　𨛭手連	9-0892
〼　處手	9-0893
倉　〼	9-0894
遷陵洞庭　〼	9-0895
旁訊〼	9-0896
〼□北宮榦官偕爲軍治粟少府属卒史不足
〼等□□報追	9-0897
〼陵	9-0898
䙴陵以郵行洞庭	9-0899
……〼	9-0900
〼廷	9-0903
廷倉曹□〼	9-0904
〼史以坐次更發□〼
〼□□□□□□□〼
〼□□□□□凡三□〼	9-0906
廿七年遷陵庫工〼
羊皮一度二□〼	9-0907
遷陵洞庭　〼	9-0909
斬佐止爲城旦角宂〼	9-0910
〼令爲□信符〼	9-0911
〼鄕	9-0912
令史華宰監　〼	9-0913
庫	9-0914
絲四兩　卅四年八月癸巳〼	9-0915　【説明】左側刻齒爲「四」。
〼卅八石六□□□□□二石四斗□〼
〼□□六十三石……〼
〼□〼	9-0916
尉史福上廷〼	9-0917
更戍士五城父陽鄭得〼	9-0918
〼一件半件　〼	9-0919
遷陵主戶發洞庭〼	9-0920
遷陵以郵行洞庭	9-0921
〼【氵+□】名及積徒	9-0922
卅年十月辛〼	9-0923
●遷陵〼	9-0924
〼少内	9-0926
都鄕	9-0927
敢言之守府□□□〼	9-0928
遷陵洞庭〼	9-0929
遷陵□〼	9-0930
〼□胡不當復論□〼
〼□□莫邪曰□〼	9-0931
運食酉陽弱等徒詣洞庭司馬	9-0932
〼□□〼	9-0933
〼□大隸臣同
〼　感手	9-0935
〼稟佐襄□□	9-0936
□尉□□官嗇夫□□□□□〼	9-0937
〼月丙午司空〼	9-0938
〼□子傳丞相啓上少府守嘉書言〼
〼攻次爲置守如從軍者它有〼	9-0939
遷陵洞庭〼	9-0940
〼日取衣用今令畜守	9-0941
廷〼	9-0942
〼□入米一石一斗半斗　〼	9-0943
〼□月甲戌朔辛〼	9-0944
〼　得手	9-0945
〼□□□自占昭王卌二年產　〼	9-0947
〼□□□	9-0948
　　　令史
〼縣食　　□手〼
言雜	9-0949
元年六月辛未朔甲戌少□〼
錢四千三百一十四〼	9-0950
廷主令發	9-0951
錢四□二□一十□……〼	9-0952
倉　〼	9-0953
〼□□□曰□□問當	9-0954
〼佐過受券　此大校□〼	9-0955
〼□六責
〼□遷陵司空守巸付資中　〼	9-0956
〼陵 以 郵
〼□	9-0957
〼　郄手	9-0958
〼春鄕至其乙酉〼	9-0959
〼狐初捕爰以	9-0961
敢言之覆獄〼	9-0962
書以廿八年三月丁未到啓陵鄕戊申起留一日問治而留〼	9-0963
廷　〼	9-0964
襄武内史　〼	9-0965
今茲蠺爲賢前歳	9-0966
〼付田官皆勿留	9-0968
〼□□□定敢言之	9-0969
遷陵〼	9-0970
求菌叚倉贛發	9-0971
覆□〼
□□〼	9-0972
〼□□□敢言	9-0973
□□	9-0974
【目+獲】甲　□□	9-0975
貳般春	9-0978
鄕令鄕〼	9-0979
傳	9-0983
〼遷陵守〼	9-0984
〼發　〼	9-0985
遷陵以郵行洞庭	9-0987
䁲庸蓐芋一日何解〼	9-0989
以亡錢論負□〼	9-0990
〼□卯，遷陵守丞昌下□倉□〼	9-0991
錢少不□以買羽備賦〼	9-0992
〼囚所遣〼	9-0993
遷陵　洞庭	9-0994
七月丁卯遷陵守丞膻之□〼	9-0995正
卽走起行　〼	9-0995背
到言□事□□□□〼	9-0996
未到已到而聯者今爲□〼	9-0997
〼守義
〼　沈手	9-0998　【説明】上部殘斷，右側刻齒爲「十」。
廷獄〼	9-0999
〼遷 陵成里〼	9-1000
是卽乏獻□〼	9-1001
都鄕〼	9-1002
□□色長三尺二寸年二歳〼	9-1003
〼□季勿忘〼	9-1004
〼□虎┘爰┘木侯┘田象┘豺┘□衞	9-1005
〼卅一年九〼	9-1006
□官給未□〼	9-1007
覆治傳虜□〼	9-1008
祠□餘徹酒三斗〼	9-1009　【説明】右側刻齒爲「六」。
……〼
出四人　〼
其二人以令免爲士五戍〼
一□弟□□□□□　〼	9-1011
〼上敢言之　五人〼	9-1012
□□陵徒〼	9-1013
有歳〼	9-1014
廿九年四月己卯〼
□□□□□〼
□□□□□〼	9-1015
遷陵以〼	9-1016
〼陵以郵行洞庭	9-1017
三月庚辰日中過□□〼	9-1018
尉	9-1019
新都　□〼	9-1021
卅二年八月□午□□遷陵□〼
在遷陵畍（界）中〼	9-1022
〼□□〼	9-1024
後九月辛亥囚獄	9-1025
〼洞庭	9-1026正
〼……	9-1026背
〼=人=□下=之□〼	9-1027
〼佐蒼與〼	9-1028
〼□□□年可八歳族□〼
〼□□□□銜前〼	9-1029
〼□　卅四年□□〼	9-1030　【説明】右側刻齒爲「一百一十」，以下殘斷。
〼□責┘卅三年〼	9-1031
〼元年十一月甲辰朔丙午少内壬佐説〼
〼　令佐𤵸監　〼	9-1032　【説明】左側刻齒爲「一百六十」。
〼□貳春鄕□與鄕□□□史華□□□□□□□□□□
〼□□□胥行戍適┘華皆不存胥負令史黄□□□□□錢□	9-1034
〼□辰少内守壬付廷守府色　〼	9-1035
〼□□之□〼
〼□　〼	9-1036
遷陵　〼	9-1037
郵行□□〼	9-1038
麥租四石卌一斗二〼	9-1039
〼爲者到縣〼	9-1040
〼䁲□車徒食弗□〼	9-1041
故不言獻〼	9-1042
廷	9-1043
里士五越人〼	9-1044正
日□隸妾孫行〼	9-1044背
〼佐上造〼	9-1045
〼史軍	9-1046
□□□□□酉陽守丞□□□〼
不留／□□手〼	9-1047
〼令□丞敦 狐士五論貲□〼	9-1048
〼報	9-1049
陽翟渭陽士五辨〼	9-1050
〼色
〼　感手	9-1051
〼□年□●計□□〼	9-1052
〼　郄手	9-1053
□年後□月□□□辛□□□敢〼	9-1054
〼□□□□〼	9-1055正
〼　章手	9-1055背
〼　郄手	9-1056
〼内〼	9-1057
尉〼	9-1058
〼　華手〼	9-1059
〼沅得鳨□〼	9-1060
〼洞庭〼	9-1061
庫門者捕鼠十〼	9-1062
〼謁其	9-1063
〼敢言之少府〼	9-1064
……〼
□□□□□□□□□□〼	9-1065
〼卅卅四卅四卅〼	9-1066
□□□〼	9-1067
〼陽陽陽士五危敢言之廷〼	9-1068
臨沅洞庭〼	9-1069
〼□陵洞□〼	9-1070
出五百石以〼	9-1071
□敢□□□某月□〼	9-1072
〼　爲〼	9-1073
遷陵勿留〼	9-1074
〼書到時〼	9-1075
〼□羽□空盜□	9-1076
〼□辤曰廿六年廿一	9-1077正
〼□□大子	9-1077背
[bookmark: _Hlk524730537]〼□□敢告□主主□□□□□□
〼書六封粟米三石三斗□□□□□□
〼□寫□環當更券它如律令	9-1079正
〼　華手	9-1079背
夜〼
日食夜□〼	9-1080正
夜夜□〼	9-1080背
〼爲恬稟嘉平錢以遺〼
〼令寄鞠以遺恬恬須以〼	9-1081正
〼嘉平皆㱃臣獨不得㱃〼	9-1081背
〼□旞孟出逐亡不來〼
〼□傳詣吏當騰騰已下〼	9-1082正
〼□□□以次傳別書各
〼　多手	9-1082背
〼獄	9-1083正
〼　敞手	9-1083背
廷	9-1084正
具移其衣書占入錢數是〼	9-1084背
……發〼
倉守□□□□九□□〼
□□牒□□□□□□□〼	9-1085正
□□□□□□□□□□〼
□□□□□□□〼
□□□□□□□□□□〼	9-1085背
二月戊寅旦公土戌以來／【目+受】發	9-1086正
□　二月□　〼	9-1086背
千一百五　〼
廷廷　〼	9-1087正
敢言之〼	9-1087背
[bookmark: _Hlk524730602]廿九年七月朔壬寅[endnoteRef:3094]，遷陵丞告少内主[endnoteRef:3095]：□〼 [3094:  “七”，原釋文、校釋作“□”，據圖版以及背面收發記錄曆日補釋；“癸巳”，原釋文、校釋作“□□”，據文意補釋。]  [3095:  “昌”，原釋文、校釋作“□”，據昌履歷補釋。] 

吉等令官佐黑監得論貲邛一甲其聽書入〼
卅年七月丁巳朔□□遷陵丞昌告少内主：邛當貲二甲〼
聽書入貲，上校卅（三十）年。／鬾手。　　〼	9-1089正
七月戊□□□□□以來／□半〼	9-1089背
●鞠之滑不斬首〼	9-1091正
卅三年九月戊辰〼	9-1091背
〼辰遷陵丞昌〼	9-1092正
〼付庫□□□〼	9-1092背
〼□陵主□發
〼　郵　郵郵
〼以郵行郵□□郵郵郵	9-1093正
〼郵　郵　郵
〼郵	9-1093背
〼未□□□□敢言之〼
〼牒□□令倉貸〼
〼□□□□令從事／除手〼	9-1094正
〼□□戌水下八走□行　〼	9-1094背
[bookmark: _Hlk524730822]〼庚子朔□丑啓陵鄕趙敢言之酉陽〼
〼□陵□里大□□娐爲妻移數〼
〼□謁酉陽受徑 入敢言之　〼	9-1095正
〼□守丞膻之敢告酉陽丞主寫移敢告〼
〼日入高里士五赤以来／□半　〼	9-1095背
〼□□□前□□次傳□□蒼	9-1096正
□言之守府下〼	9-1096背　【説明】正背面書寫順序相反。
求迺　〼	9-1097正
卽　〼	9-1097背
〼如縣官券　〼	9-1098正
〼□□所□□〼	9-1098背
受司空城旦二人鬼薪一人倉隷妾二人●凡五人　二〼
其三人求羽吉胃溫　　　　　　　　　　　　　卅〼	9-1099正
二月乙丑旦佐【韋+隹】以来／圂發	9-1099背
〼丞過敢言之令	9-1100正
〼　□手	9-1100背
〼□食〼
〼□〼	9-1101正
〼戊午〼	9-1101背
〼□□月〼
〼□〼	9-1102正
〼□旦擇行〼	9-1102背
卅二年□月丙□〼
□□□中〼
令第□□〼	9-1103正
□月辛酉日入□〼	9-1103背
〼北辟□〼
〼　若張若□若□〼	9-1104正
〼……〼	9-1104背
尉〼	9-1105正
□〼	9-1105背
〼……死□□□〼
〼□□□遷陵令□計□〼
〼……〼
〼……傳□計□〼
〼遷陵丞……〼	9-1106正
〼□下□以計　〼
〼□人□□以來／□〼	9-1106背
〼□□□敢言之律曰興它郡縣官相付
〼口口口令寓則券己口告遷陵□以□	9-1107正
〼……	9-1107背
貳春〼	9-1108正
食〼	9-1108背
〼未尉入	9-1109正
〼　義手	9-1109背
尉	9-1110正
廷	9-1110背
卅七年十二月丁丑朔朔日遷陵拔敢言〼
丞【𨹁+今】吏卒在鄣中死當置後上診牒卽□〼
□□里卒皆故屬司馬媱夷道尉得┘今〼
□夷道尉得州陵尉猲官┘謁今得┘猲以□〼
〼□□爲報署書到起時以郵行敢言〼	9-1111正
〼遷陵守丞敦狐敢言之寫〼
十二月癸巳遷陵拔敢言之寫里敢言〼
〼寅水十一刻刻下一┘士五朐忍〼	9-1111背　【説明】與七〇五綴合。
[bookmark: _Hlk524730866]廿（二十）六年二月癸丑朔丙子，唐亭叚校長壯敢言之唐亭
旁有盜可卅人壯卒少不足以追亭不可空謁
遣卒𡩡敢言之／二月辛巳遷陵守丞敦狐敢告尉告卿（鄕）主以律	9-1112正
令從吏尉下亭鄣署士吏謹備┘貳卿（鄕）上司馬丞／亭手／卽令
走涂行
二月辛巳不更輿里戌以來／丞半　壯手	9-1112背
[bookmark: _Hlk524730897][bookmark: _Hlk72249236]廿六年十一月甲申朔戊子鄢將奔命尉沮敢告貳春鄕主移計
二牒署公叚于牒食皆盡戊子可受𤺊續食病有瘳遣從等
敢告主／十一月己丑貳春鄕後敢言之寫上謁令倉以從吏敢言
[bookmark: _Hlk72249211]之／尚手	9-1114正
十一月壬辰遷陵守丞戎告倉以律令從吏／丞手
卽走筭行	9-1114背
金布廿九年
庫工用器兵
車少内器計
出入券丁	9-1115
廿九年
以盡歳庫
及捕爰徒
薄廷	9-1116
廿八年廷
司空曹
畜官作徒
薄卅年	9-1118
元年
倉曹
當計	9-1119
〼□鄕敬佐罷雜出都倉付粟以食城旦榮┘隸臣居貲佁凡二人各
〼□　二月食
〼　令史𥣧監　罷手	9-1120
盡歳不足千五百卌六石二斗	9-1121
〼内守就付畜官〼
〼建卅五年冬衣〼	9-1123
廿六年十月以來　盡
後九月往來書　具
此中●廿五年二月　三月
六月七月已事
尉吏曹	9-1125
上買【鹿+于】韋革恆九月十二月三月六月朔日守府　九月已言	9-1126
倉厨捕鼠十　嬰	9-1128
卅二年十月
以來廷倉
司空曹已
計	9-1131
卅三十月
以盡五月吏
曹以事
笥	9-1132
〼　絲手	9-1133
倉徒養捕鼠十　〼	9-1134
卅一年胡胥〼	9-1135
〼□宕厥奭市便【石+□】
〼　謝手	9-1137
〼守逐出買隸臣齰所〼
〼視平　〼	9-1138
〼　【韋+隹】	9-1139
遷陵●洞庭	9-1140
〼□□獄史華斷獄廿九〼
〼筭　〼	9-1141
[bookmark: _Hlk522288763]〼二月戊午遷陵守□□□〼	9-1142正
〼□示　〼	9-1142背
〼未朔朔日都鄕守平受陽里小男子□〼	9-1143
〼□□洞 庭 叚 守 繹〼
〼□不𨒗濮人日臣臾人日〼
〼濮人┘臾補須濮人臾人大〼
〼……〼	9-1145
鐵銅一鈞五斤　元年六月庚午朔己卯〼	9-1146　【説明】右側刻齒爲「一十五」。
〼發	9-1147
〼鴈□七百
〼　縣□〼	9-1148
〼□十兩十二朱度給縣用足　金甲一度給縣用足
〼度給縣用足
□□□度給縣用足
□□□一度給縣用足	9-1149
廷主吏發　〼	9-1150
者上毋有亦言薄留□□〼	9-1151
〼丞建獄□〼	9-1152
〼□司空受遷陵司空　𤻮手	9-1153
〼無陽丞〼	9-1154
廷
戶發	9-1155
〼司空	9-1156
〼司【蛸+月】〼	9-1157
〼□邦弗心皆得毋	9-1158
〼年更名曰段[endnoteRef:3096]┘少〼	9-1159 [3096:  “段”，原釋文作“殷”，據圖版改釋。] 

〼主〼
〼庭〼	9-1160
〼令史連〼	9-1161
〼子，臨沅獻官受遷陵少内□〼	9-1162
〼二百卅四二千二百卅四到【愗-心+月】木未
〼□□□陽	9-1165
廷	9-1166
〼□徒爲
〼林運食
〼書廷	9-1167
毋死□木毋卅	9-1168
廿九年	9-1169
〼不從給事論	9-1171
〼敢言令史敢〼	9-1172
〼牒北及署其出	9-1174
尉	9-1175
〼□毋可已	9-1176
元年八月庚朔癸巳少内壬〼
收者課　問之毋當〼	9-1177正
□□□□　行〼	9-1177背
〼往復船得與乙乘〼
〼□署北臨沅去遷〼	9-1178正
〼□曰乙當〼
〼當〼	9-1178背
凡錢七百九〼	9-1179
〼訊卻辤曰〼	9-1180
〼□捕鼠十□得〼	9-1181
啓陵鄕	9-1182
廷　〼	9-1183
西陽獄史治傳舍〼	9-1184
〼陵卅年十月盡八月市平賈叔斗三□〼
〼　麥斗二〼	9-1185
〼金布發　〼	9-1187
更不〼	9-1188
〼　蒿佐　〼	9-1189
〼　廷	9-1190
〼□□□□〼	9-1191正
〼……〼	9-1191背
〼中枲三鈞一斤　〼	9-1192
卅七年遷陵尉司寇出𥿍〼	9-1193
〼處 闌 叔五月乙亥以盡辛巳七日食
〼　𨛭手	9-1194
〼丙申起十七日〼	9-1195
〼巸手	9-1196
〼□佐□稟人小以稟戍卒陽〼	9-1197
〼□□騷病者　－	9-1198
廷戶發	9-1200
卅年八月丙戌朔〼	9-1201
不十一石一升二分升〼	9-1202　【説明】左側刻齒爲「二百」，以下殘斷。「不」後有缺文。
〼【蛸+月】手	9-1203
卅四年五月乙丑朔□□啓陵鄕守唐敢言之廷下丞相書曰〼
以丞□□令都吏有事若縣官吏近竹不坐竹〼
□□廷曰書到言今書已到敢言之〼	9-1204
〼二人其一秦一人荆皆卒〼	9-1205
〼□公士武陵廣□〼	9-1206
〼□□□□□□□□□〼
〼及二袍四襦四絝〼	9-1207
〼薄　●凡九人〼
〼　一人甄除〼	9-1210
貳春鄕	9-1211
〼□壬佐訢
〼　訢手	9-1213
〼　少〼	9-1214
卅二年　〼	9-1216
遷陵洞庭　〼	9-1217
〼啓陵　〼	9-1218
廷金布發	9-1219
〼□戶曹後來〼	9-1220正
〼□□小□　〼	9-1220背
廷	9-1221
〼□【言+□】〼
〼□各一〼	9-1222
〼翥□守丞銜前〼	9-1223
〼守就佐襄〼
〼史壬視平〼	9-1224
〼洞庭	9-1225
錢六千七百廿　〼
卅四年九月癸亥朔辛巳少内守〼	9-1226　【説明】左側刻齒爲「六千三百」，以下殘斷。
廷主讂發	9-1227
〼□田官欲以問〼	9-1228
〼者名吏里它坐	9-1229
〼月丁未朔丙辰貳春鄕〼	9-1230
〼陵鄕黔首入租□八石□□	9-1231
〼□郭垣下厚	9-1233
□成里士五出□□□□貣〼	9-1234
〼沈貣〼	9-1235
廿六年	9-1236
〼□□啓鄕郵	9-1237
卅四年七月辛未就受　〼	9-1238
廷戶發	9-1239
[bookmark: _Hlk522306674]都鄕	9-1240
尉	9-1241
三月己卯一人　□〼	9-1242
卅三年　〼	9-1243
〼□□□□券二石	9-1244
□陵	9-1246
卅三年遷陵宂募戍卒當田者二百〼
𧗵之人四畝　〼	9-1247
令令〼	9-1248
司空計□□□□□□	9-1249
〼□□遝不□=貲建賀〼	9-1250
〼□當令者言	9-1251
更毋□流〼	9-1252
〼倉發	9-1253
廷	9-1254
者	9-1255
言之上所□徒夏〼	9-1256
〼□年卅一年歳族黄氏〼
〼丞□□令史翥□〼	9-1257
遷陵秶粟石八十三錢〼	9-1258
少内	9-1260
〼莞席二蒲席二〼	9-1261　【説明】左側刻齒爲「四」。
〼□受倉守説	9-1262
〼□三千八百五十五〼	9-1263
〼元年八月庚午朔□〼
〼令佐援┘贛┘□┘□〼	9-1265
〼□□辤曰以卅三年四月〼
〼□遷陵□□□□華〼	9-1266
〼受其畜〼	9-1267
〼斗　卅三年九月戊辰朔〼
〼月┘六月┘七月食　〼	9-1268　【説明】左側刻齒爲「八」，上部殘斷。
〼捕鼠廿〼	9-1269
〼遷陵□□〼	9-1270
〼□所取錢二百錢
〼　【韋+隹】手	9-1271
大枲一鈞十六斤　〼	9-1272　【説明】左側刻爲「十六」。
〼　處手	9-1273
〼守府囷移以來　〼	9-1274
〼……未決	9-1275
陽翟原里士五胡斬首一級　〼	9-1277
〼□□□所毋□〼	9-1278
〼□當出購錢少内〼
〼□以律令從事〼	9-1279
〼□都官嗇夫士〼	9-1280
〼里□□長□尺五寸〼
〼□倉佐【蛸+月】探遷陵〼	9-1281
〼□付庫守贛〼	9-1282
廷	9-1283
劾廿牒一曰〼	9-1284
〼畜鴈𪃟出券卅●粟米九斗八升□〼	9-1285
〼　起手	9-1286
卅四年□□□□獄隸臣□【言+□】告夫□𧧻〼	9-1287
事圂不〼	9-1288
〼□□日夜遣□	9-1289
南里不更爰□〼	9-1290
〼□戍成都〼	9-1291
中府守丞【阝+今+蟲】□〼	9-1292
少内	9-1293
〼六月甲辰史〼	9-1294
〼言令　〼	9-1296
鐵籥一┘有何┘杜一　卅四□〼
小【罐+句】四有蓋　〼	9-1297　【説明】右側刻齒爲「六」。
〼□二治未決　〼	9-1298
佐□〼	9-1299
〼庭叚守繹下洞庭尉〼
〼之如書書甲辰□〼	9-1300
〼少半斗以貸居貲士五朐忍脩〼
〼監　〼	9-1301
來賦〼	9-1302
〼□卽〼	9-1303
酉陽　〼	9-1304
都鄕黔首毋良藥芳草□〼	9-1305
〼者　〼	9-1306
〼□□戶計〼	9-1307
〼及邑季在益〼	9-1308
〼洞庭	9-1309
〼叚少内連□〼	9-1310
廷獄東〼	9-1311
斷獄正月戊子〼	9-1312
〼百六十六石〼	9-1313
〼□□使□〼	9-1314
輿里戶人不更□〼	9-1315
敢言之　〼	9-1316
尉〼	9-1317正
廷主〼	9-1317背
〼□	9-1318
遷陵以郵行〼	9-1319
〼二百廿五	9-1320
〼□令〼	9-1321
〼□乘白粲治傳輸遷陵行死不到　〼	9-1322
〼□一牒毋有□　〼	9-1323
〼□者四┘五月乃來〼	9-1324
〼□洞庭〼	9-1325
廷主吏發　〼	9-1326
〼□中□〼
〼□其□〼	9-1327
〼　嘉手	9-1328
遷〼	9-1329
〼□〼	9-1330
〼□三百卌六人　倉守士五章〼
視事廿三日〼	9-1331
〼各謹掾其官券書	9-1332
〼□竆【尸+再】□□府潦〼	9-1333
〼□其有纍	9-1334
〼陵　洞庭〼	9-1336
卅一年七月辛亥朔〼
以爲便亟下書〼	9-1337
〼元年四月□〼	9-1338
買白翰羽□少内
𤻮等六十所	9-1339
〼□陰平□□□𧧻去吏以官□□□□□	9-1340
〼布發	9-1341
廷〼	9-1342
謁寫之戶課下遷〼	9-1343
〼所備〼	9-1344
〼□銜付充　〼	9-1345　【説明】左側刻齒爲「九十七」，上部殘斷。
〼□□朔壬戌〼	9-1346
〼過手
〼□食	9-1347
□守府□□曰卅三年	9-1348
〼廷〼	9-1349
〼敢言之〼	9-1350
〼兩朱數	9-1352
廷主吏發	9-1353
〼了	9-1354
〼□□卽□〼	9-1355
〼𤻮手	9-1356
〼年八月庚午朔辛巳□〼	9-1357
〼中出稟大隸〼
〼佐壬視平〼	9-1358
……〼
產子十直□〼
賈五□千四百□〼
□□□□□〼	9-1359
〼備賦	9-1360
酉陽獄史〼	9-1361
〼十	9-1362
〼□居□□□〼	9-1363
〼遷陵隸臣妾積千四百〼
〼□　〼	9-1364
固□莞共船┘城〼	9-1365
〼□□□□〼
〼署　〼	9-1366
〼罪爲鬼薪氣	9-1368
〼具〼	9-1369
〼□〼	9-1371
〼□敢言令〼
〼令者敢〼	9-1372
〼敢〼
〼卅四年〼
〼□□月〼	9-1373
[bookmark: _Hlk524732370]〼尉主主曰内史
〼□□	9-1374
尉　〼	9-1375
〼與平[image: ]□〼	9-1376
〼遣〼	9-1377
〼騰書□中〼	9-1378
〼□羽不可得〼	9-1379
〼官翰羽百鍭〼	9-1380
〼□孱陵臨〼	9-1381
〼【氵+□】之□〼	9-1382
元年遷陵〼
校短一□　〼	9-1383
計者〼
會如〼	9-1384
〼已載〼
〼勿□〼	9-1385
〼□┘以〼	9-1386
〼啓陵鄕〼	9-1387
〼屬殹〼	9-1388
〼遷陵□〼	9-1389
〼□輸少□〼	9-1390
〼□□　〼	9-1391
□□●今定贏員卅〼	9-1392
少内〼	9-1393
隸臣窯〼	9-1394
〼□乙酉遷陵守丞□〼
〼者歳□己盡□□	9-1395
宂佐上造旬陽辨陽□〼	9-1396
〼都□〼
〼盈夷鄕〼	9-1397
〼遷陵〼	9-1398
〼書書□	9-1399
縵帷二堵度給縣〼
□帷一堵度給縣〼	9-1400
〼廷	9-1401
遷陵黔□〼	9-1402
遷陵〼	9-1403
〼官馬〼	9-1404
〼令令〼	9-1405
□□年少内〼
買徒隸用錢□萬三千□〼
少内□佐之□　〼	9-1406
〼□□□□□□〼	9-1407
廿七年十一月戊申朔甲戌庫守衷敢〼
空爲司空言徒毋能爲組幾者〼
□□徒騰尉謁報敢言之〼	9-1408正
十一月乙亥遷陵守丞敦狐告倉以律令從〼
行　〼
甲戌水下五亥佐朱以來／莫〼	9-1408背
□年□月甲□朔己酉遷陵〼
□□□爵□□籍□〼
不當敢辤　〼	9-1409正
□月□□朔己□戶曹〼	9-1409背
司空訊郄辤曰士五居城父ヽヽ	9-1410正
心心忌□爲爲爲爲爲城爲城勿易勿易勿	9-1410背
廿六年十一月甲申朔戊子貳春鄕後敢言之丞相言得巍城邑民
降歸義者有故臣妾爲拾虜以鼠之┘令書已到敢言之	9-1411正
□辰佐臧以來／韋半　赾手	9-1411背
卅一年八月辛巳朔丙申貳春〼	9-1412正
□【木+□】百五十四＋木長枕三　木椎九十〼
□□□九十三＋□□□　　　　　 木薪□〼
木長柯百九十六＋木反杷百四　　 木門□〼	9-1412背　【説明】左側刻齒爲「一千八十二」，以下殘斷。
遷陵●洞庭	9-1413正
少内	9-1413背
〼恬敢謁義┘季〼
〼恬急而爲恬□〼	9-1414正
〼爲嘉平酒唯勿□〼
〼急　〼	9-1414背
〼以訊氐●慶辤如罰	9-1415正
〼　端手	9-1415背
〼朔甲寅廬江叚卒史適宜□〼
〼□適等治所毋有所脱其□□□□〼
〼□□治所下書獄具可決乃決之皆以〼	9-1416正
〼□卯言令覆者久留事状何如其〼
〼□□□□適□□□□〼	9-1416背
卅一年後九月□辰□〼
志□□□□□〼	9-1417正
後九月□□旦史□〼	9-1417背
〼臧令佐義爰書令史官佐未當□〼
〼□客已去〼	9-1418正
〼□佐狐三斗　　右田佐意三斗　田〼
〼尉史□三斗　　都鄕佐【魚+箘+女】三斗〼
〼尉史□□三斗　啓陵佐蔡三斗〼
〼少内佐訢三斗	9-1418背
	9-1419　【説明】與一四一八綴合。
卅三年五月〼
書曰士五〼
戍 令到□〼
□□□□〼	9-1420正
正月戊寅□〼	9-1420背
〼【角+廾】敢吉之廷下遷陵守丞都
□子忿姨夫有就當以乙丑令
〼徹爲城旦以律收●問之徹	9-1421正
〼□發　蒼手	9-1421背
少内〼	9-1422正
倉〼	9-1422背
舂將夕六十〼	9-1423正
舂將夕〼	9-1423背
急心心心心□〼	9-1424正
心心心□心□〼	9-1424背
〼守具□□□縣鄕
〼□及□□□□□
〼□状□□□□□
〼□□□□□□	9-1425正
〼□戍□里□□
〼□□船輿□□
〼陽印行事
〼　□□手	9-1425背
〼遷陵興尉䁲將吏〼
〼燔券書毋以智□〼
〼籍移遷陵●今猺報遷〼
〼□夜移卒乘遷陵〼	9-1426正
〼之／慶手　卽旦盈〼
〼手／卽水下三刻行夷□〼
〼行　〼	9-1426背
〼獄□言守〼	9-1427正
〼年計□〼	9-1427背
[bookmark: _Hlk524732420]〼佐上造□〼
〼□□〼	9-1428正
〼六月壬〼
〼六月癸□〼
〼告主／□〼	9-1428背
卅七年五月甲戌遷陵□〼
●史畸課亡十二日〼	9-1429正
●鞫船亡盜【𤊎-古+云】臧直二百一十錢□〼	9-1429背
[bookmark: _Hlk523590373]〼朔己巳己巳	9-1430正
〼己己	9-1430背
〼獻〼	9-1431正
〼□□□□〼	9-1431背　【説明】正背面書寫順序相反。
〼入新繭六兩以當錢	9-1432正
〼六月　避	9-1432背　【説明】正背面書寫順序相反。
〼守府下臨沅〼	9-1433正
〼□守府下□〼	9-1433背
〼□丙申都鄕〼
〼□毋應書〼	9-1434正
〼／【艹+吅+集】發　〼	9-1434背
書一封沅〼
□月庚辰旦過□〼	9-1436正
七月丁丑□□〼
七月辛未□〼	9-1436背
[bookmark: _Hlk523592417]〼牀有者鄕〼	9-1437正
〼□　【木+□】驩	9-1437背
〼□誤人有□〼	9-1438正
〼朔朔日〼
〼□有┘圂〼	9-1438背
[bookmark: _Hlk523596072]卅六年九月辛巳朔□□□〼
死與計偕●問〼	9-1439正
九月丁酉旦翥以來□□□〼	9-1439背
〼□及遷□〼
〼……〼	9-1440正
〼……〼
〼……〼	9-1440背
〼志	9-1441正
〼手	9-1441背
〼辛亥〼
〼□渠備〼
〼□報敢□〼	9-1442正
〼申倉守央〼
〼□長陽〼
〼手〼
〼士五朐〼	9-1442背
〼以郵行〼
〼□郡〼	9-1443
〼□朔乙□□□□□敢言之□江□衣用〼
〼者皆□人畍（界）地□道□水署□□或不得衣用問之□□〼
〼□人署所者凡□□二百□□□多有等【言+□】以書到時〼
〼□□□者移□沅令曰□問言□問之衣用不在〼	9-1444
〼過盈夷鄕　〼
〼都鄕　〼	9-1445
〼　校	9-1446
出廿七買履一兩〼
出十令長〼
出廿買□在史信所〼
〼□魚在史信所〼	9-1447正
〼三百卌一　〼
狐錢千一百五十二〼
矛端三百卌錢　〼	9-1447背
〼壹【徎+攴】〼	9-1448正
〼氏〼	9-1448背
〼沅郵　〼
〼□陽郵　〼	9-1450
〼□之上敢言之●【韋+隹】手	9-1451
〼□□□【金+□】〼
〼一百卅四日□□分〼	9-1452
卅五年五月己丑朔〼
今年虎豹┘〼
□卽□□〼	9-1453
[bookmark: _Hlk524732617]卅一年二月癸未朔庚戌酉陽丞【女+□】敢告遷陵丞主主曰劾以甲寅夬曰□〼
夬卽告主曰丞□□□誤綽罷詣守府赤案縣已言令縣論〼
□缺┘令史曰疑赤□酉陽論移夬者手┘今赤已來□〼
論貲赤一盾它如前書敢告主　〼	9-1454正
二月癸未……〼	9-1454背
□〼	9-1456
遷陵洞庭	9-1457
……〼
郵行洞庭〼	9-1458
廷吏曹發	9-1460
雒陽	9-1461
〼捕羽鳥皆解　〼	9-1462
〼□毋錢〼	9-1464
遷陵洞　〼
庭以郵行　〼	9-1467
秋矣酉陽未遣	9-1468正
期會副　詣廷唯勿.9-1468背
十二月正月二月恆已事及〼	9-1469
〼□私錢廿到〼	9-1470
〼曹	9-1471
廷	9-1472
遷陵卅七年作□〼	9-1473
遷陵以郵行洞庭	9-1475
ヽ遷陵以郵行洞庭	9-1476
廷金布發〼	9-1477
〼正月壬子水下盡過泊筮	9-1478
〼……司空守它夫┘令史丞□□□	9-1480正
〼　□手	9-1480背
□□□□□〼
八月壬寅　〼	9-1481
〼□朔己丑司空守莊付〼	9-1482　【説明】左側刻齒爲「三千」，上下均殘斷。
責鐘年十八石二斗□〼	9-1483
〼券在此□〼	9-1484
〼●廿九年輪臨沅〼	9-1485
〼□田佐狐守府賦遷陵獻□〼	9-1486
而有毋解其	9-1487
廷吏曹發　〼	9-1488
華再𢳎問□〼	9-1490
〼者不更丙
〼　操手	9-1491
〼放式有追□□〼	9-1492
廷	9-1494
〼　㝡手	9-1495
〼癸亥朔己巳少内守狐佐郄人高里大〼	9-1497
廷吏曹　〼	9-1498
具獄酉陽獄史□□	9-1499
〼不智此何□□□□□〼	9-1500
□□□□	9-1501
戶曹就茲書〼	9-1502
遷陵洞庭	9-1503
巸徐節□有除〼	9-1504
〼襄稟人藍出稟□□□五□隸〼
〼平　〼	9-1505
令〼	9-1506
〼歳更取	9-1507
〼三鄕亟日夜端	9-1508
〼如式書有	9-1509
〼大不當也	9-1510
以書言必審〼	9-1511
〼□船夫┘甲曰若□〼
〼□□夫┘各自當〼	9-1512
旌〼	9-1513
〼遷陵獄史午校之毋短	9-1514
廷	9-1515
司空色有罪爲鬼薪	9-1516
遷陵　●洞庭　〼	9-1517
〼以八月中□令家	9-1518
〼陵鄕	9-1519
[bookmark: _Hlk524732661]卅四年後九月□□朔己亥□□□〼
春鄕黔首爲除道通食□〼
子署署前死書後到毋責〼
敢告主〼	9-1520
遷陵以郵
行●洞庭	9-1521
〼乙卯御史丞去〼
〼□到言署□〼	9-1522
〼□佐治所□〼	9-1523
廷金布發	9-1524
敢言之令〼	9-1525
二□□□水〼	9-1528　【説明】下部殘斷。左側刻齒爲「五百三十」，第三個「百」只刻剥一半，第四個「百」，僅有雨端劃痕，未刻剥。右側刻齒有五組，分別爲「一」、「一」、「二」、「一」和雨個表示半個的斜道。刻痕由深到淺，第四姐「一」和第五組以刀斜切。
〼名籍	9-1529
〼伍長　大女二人
　　　　小男一人
　　　　小女一人　四人	9-1530
〼□士五□〼	9-1531
遷陵以郵行
●洞庭	9-1532
倉　〼	9-1533
高里士五□□□器取錢十八日□卅□年二月丁未司空守□□〼	9-1534　【説明】右側刻齒爲十八和一斜道。
〼□如 書〼	9-1535
〼己巳旦隸妾□〼	9-1536
〼十二月入錢八十八　〼	9-1537
遷陵以郵
行●洞庭	9-1538
〼廷	9-1539
〼金布	9-1540
〼鄕歜二甲　□〼	9-1542
〼毋以問進書□〼	9-1543
〼□□各三人牘北□	9-1544正
〼□讎以來／駕發　賢手	9-1544背
〼守平付司空手義
〼　沈手	9-1545
〼己□少内壬佐訢受　□
〼　訢手	9-1546
遷陵〼	9-1549
〼□可以〼	9-1550
〼以祠先農〼
〼監　唐手	9-1551
錢二萬三千二百卅二　〼
卅四年九月癸亥朔辛巳少内守〼	9-1554　【説明】左側刻齒爲「二萬三千二百」，以下殘斷。
〼子【愗-心+月】三月般酒租
〼　平手	9-1555
□今爲　〼	9-1556
〼宂佐上造夏陽南垣中都〼	9-1557
〼治靡地因竊去	9-1558正
〼□	9-1558背
〼毛□毛毛□
〼……	9-1559
〼䊮如令守府書曰勉䊮	9-1560
〼鐘離〼	9-1561正
〼□□□〼	9-1561背
〼美美　〼	9-1562正
〼……〼	9-1562背　【説明】正背面簡文書寫順序相反。
〼□丙午到辛卯起□〼	9-1563
〼寅起一日讂求而留	9-1564
〼□衣【言+□】屬	9-1565
〼□令	9-1566
〼丑啓陵鄕守繞佐僕足稟人□〼
〼　令史履視〼	9-1567
尉如　公士〼	9-1568
遷陵洞庭	9-1570
〼六月五月起都	9-1573
〼□稟人□出稟隸妾嬰〼
〼監　〼	9-1574
〼□□□前	9-1576
竹筥四合　卅四年十二月丁酉朔甲寅〼	9-1577　【説明】左側刻齒爲「四」。
廷令尉鄕□〼	9-1578
令史尚掾〼	9-1579
〼金布發	9-1580
遷陵以郵行	9-1582
【亦+攴】戍上造武陵康樂樛	9-1583
少内	9-1585
遷陵●洞庭〼	9-1586
〼室令智之	9-1587
木長五丈大三圍者七　〼	9-1588
遷陵以郵行　〼
洞庭　〼	9-1589
〼□□〼┘藥□更暴如此□可廿日
〼□□	9-1590
遷陵守丞建獄〼	9-1591
尉	9-1592
〼□洞庭令縣責駕	9-1594
遷陵　洞庭　〼	9-1595
遷陵洞庭	9-1596
〼以郵行洞庭	9-1597
錢五十五　卅四年九月癸亥〼	9-1598　【説明】左側刻齒爲「五十五」。
〼□□□乙卯□□□□□□□〼	9-1599
卅五年五月己丑朔□〼
中以書定□□□〼
□□□名□〼	9-1601
遷陵以郵〼
行洞庭〼	9-1602
求菌叚倉贛發。	9-1603
□以戍□〼	9-1604
〼主倉發它如律	9-1605
武關内史	9-1606
廷金布發	9-1607
〼贏員廿四分……〼	9-1608
〼穰	9-1610
〼□□〼	9-1611
〼陵 發〼
〼□□〼	9-1612
獄東曹發	9-1613
〼□卅四年六月乙卯□〼	9-1615
〼□□□□〼
〼□陵言書〼	9-1617
椯四度給縣用不足〼
【鹿+于】三度給縣用不足〼	9-1618
郣七月　公土競里[image: ]署夷【甫+殳】七月爰〼	9-1619
〼　訊急	9-1620
〼少内門者□□□〼	9-1621
〼計　□□九兩〼
　　　蓋轂四〼
　　　【車+金】輪十三兩一□〼
　　　蓋上札□　〼
　　　蓋下札四　〼	9-1625
洞□下官敢言〼	9-1626
〼廷吏曹〼	9-1627
遷陵以郵行洞庭	9-1628
〼傳	9-1629
□食時溫令煗入□〼
病卽止不□有□〼	9-1630
〼□今不得歸〼	9-1631
〼□□㝡	9-1632
〼□藥必先𣳦之日一𣳦傳藥𣳦傳藥六十
〼嘗【言+□】	9-1633
主倉〼	9-1637
司空　〼	9-1638
〼尉陽〼	9-1639
廷獄東發　〼	9-1640
倉佐【蛸+月】　□〼	9-1641
〼斷獄己未言夬卅四〼	9-1642
受〼	9-1643正
胡氏〼	9-1643背　【説明】「胡」前有六個竪道。
□豤豤豤豤□□□□	9-1645
令史南舍捕鼠十〼	9-1646
田徒當用大男子百五十八人●今九十五人當〼	9-1647
〼養順錢卅三	9-1648
〼三石三斗少半斗	9-1651
〼庚辰到貳春鄕壬午起留二日讂求□〼	9-1652
〼……〼	9-1653
〼丞以下不務追〼	9-1654
傳　－	9-1655（正）
　乙	9-1655（背）
敢言之牒書乘車┘有秩┘官〼	9-1656
敢言之畜官書笥〼	9-1657
廷……	9-1658
〼□流不可食　〼	9-1659
□□□……〼
□□□……〼	9-1660
〼□□止之　〼	9-1661
廷主吏發	9-1662
〼史感稟人堂出〼
〼史尚視平　〼	9-1663
〼敢 言之前日言吏缺〼	9-1664
〼廿六年端月□□令史〼	9-1665
〼平付少内守□
〼郄手	9-1666
不更輿里𡨦它〼
厚□夫　〼
大女二人　廿六年□〼	9-1667
廷	9-1669
遷陵守丞□〼	9-1670
〼　●券凡〼	9-1671
□□□〼
到毋責殹環〼	9-1672
〼八十九　〼	9-1673
庫　〼	9-1674
〼□□武陵獄〼	9-1675
〼年□□〼
〼□□笥□〼
〼□計□〼	9-1676
私詣田官令史[endnoteRef:3097]呂柏[endnoteRef:3098] [3097:  田官令史とは、田官担当の令史か。田官には、令史という官職はなく、令史は通常県廷にいる。「自發」からすると、呂柏が県廷にいることが想定されていることがわかるが、それもこの封検簡の名宛人が県廷にいる令史であることを裏付ける。]  [3098:  “柏”，原釋文作“相”，據圖版改釋。] 

自發	9-1677
庫兵付少内□〼	9-1678
廷金布發	9-1679
〼□辰□□〼	9-1680
郵書凡十四封	9-1681
廷	9-1682
〼□署主吏發書〼	9-1683
……□寅朔壬申義陵丞□□□□□□〼
律令□事……〼	9-1685
〼□假司馬呉行□□	9-1686
〼□卽□〼	9-1687
司空〼	9-1688
錢壹　卅四年七月□□朔□□少内〼	9-1689　【説明】左側刻齒爲「一」。
〼或覆問之毋
〼□	9-1690正
〼□／□手	9-1690背
〼朔丙午，遷陵丞昌敢言之：令曰：上臣邑
〼□毋當令者。敢言之。―	9-1691正
〼□□□□□……□手。	9-1691背
卅一年欣視事百五十	9-1692
□來□爲〼	9-1693
私書	9-1694
□陵守丞巸□臂□〼	9-1695正
廷吏曹發　〼	9-1695背
□官┘啓陵武〼	9-1697
〼泰□〼	9-1698
遷陵洞庭郡	9-1699
缺者薄一牘〼	9-1700
遷陵洞庭	9-1702
〼廷〼	9-1703
酉陽具獄史治所	9-1704
遷陵以郵行洞庭	9-1705
〼見戶百六十六
〼者	9-1706
不更輿里□□　〼
厚大女廿三人　〼
小女二人
……〼	9-1707
遷陵　洞庭〼	9-1708
□□群入郡縣官錢九□〼	9-1709
廷□□發	9-1710
給□道事畏廢乏□〼	9-1711
□女求菌□翰　〼	9-1712
〼丞印詣遷陵以郵急〼
〼沅獄府　〼
〼都郵　二□〼	9-1713
〼年四月丙午朔壬子倉是佐〼	9-1714
〼□□□□司空□□計
〼　沈手	9-1716　【説明】左側刻齒爲「二百八十」，上部殘斷。
〼有□付爲□〼
〼□□□〼	9-1717
次傳別書書到相報不報	9-1718
弋弓一□馬筋〼	9-1719
〼□及輸内官〼	9-1720
〼□居歸德□〼	9-1721
求菌叚倉【辶+咅】	9-1722
是嗇夫吏秏亂毋□〼	9-1723
〼□所薄留日急今讂	9-1724
愓　〼	9-1725
爰書令佐〼	9-1726
〼洞庭上空船下□〼	9-1728
〼□　〼	9-1729
□□□〼
□□□〼	9-1730
〼□司□□□敢言之上敢言之〼	9-1731正
〼……　　……
〼治園／　十三人運食
〼求菌／　五人付庫	9-1731背
〼畜官徒□〼
〼繕廡謝┘□┘媛〼
〼敢言之上敢言〼	9-1732
〼□□□卅七□八十七□半□益廿八〼	9-1734
遷陵以郵〼
行洞庭〼	9-1735
貳〼	9-1736
〼封丞印一詣洞庭守府一酉陽〼	9-1737
〼及它奇物者　－	9-1739
廿九年遷陵□〼
水火毋敗所亡〼	9-1740
遷陵獄東發　〼	9-1741
尉曹□〼
陵　〼
卅年二月辛〼	9-1742
卅四年十月戊戌朔戊〼
□戍四歳節有□〼	9-1743
〼月癸酉朔酉倉守莊〼
〼□視平　〼	9-1744
〼□有所之　〼	9-1745
皆毋□履履當□月歸〼	9-1746
得令遷陵〼	9-1747
□都案卒□□作〼	9-1748
弗相□更遣□〼	9-1749
啓陵鄕勿留	9-1750
〼遷陵金 布發□□	9-1751
〼陵言□〼	9-1752
〼㝡手	9-1753
〼□俗𥰭田歳更以異中縣	9-1754
〼〼□遷陵勿留須以與工室	9-1755
〼□□〼	9-1756
〼□當論貲翥〼	9-1757
廿六年金布
兵當繕者	9-1758
〼□□□
〼□□□
〼□署東	9-1759
□年七月丁巳□〼
□畸┘壬得〼
□　〼	9-1760
□□□以須其事〼
坐曰□金□□□〼	9-1761
零陽洞庭〼	9-1762
遷陵以〼
行洞庭〼	9-1763
〼□〼
〼□□□□〼	9-1764
〼【宀+邑】　〼	9-1765
〼卅四年後九月□□□□□〼
〼□具□□□□□□□〼
〼□課□【韋+隹】□〼	9-1766
〼月□□朔丁酉少〼
〼　大隸臣〼	9-1767
遷陵以郵□〼	9-1768
都鄕〼	9-1769
書卅一年十一月己卯到庚辰起留一日具問〼	9-1770
〼□□問令曰郡有故徼□□故徼〼
〼□□□以令予□陵卒屬卒長□〼	9-1771
〼務課　〼	9-1772
廷戶發　〼	9-1773
洞庭卒史〼	9-1774
令以上衍印□事……〼
移都鄕集集上定當坐者署戶發〼	9-1776
□□□	9-1777
卅一年〼	9-1778
〼皆曰執	9-1779
〼□倉守曼佐□出粟□〼	9-1780
〼□得	9-1783
〼告都□〼
與獄史〼	9-1784
〼月戊　□〼	9-1785
〼陵●洞□〼	9-1786
遷陵〼	9-1787
遷陵鄕〼	9-1789
〼予手	9-1790
廷戶〼	9-1791
〼庭〼	9-1792
〼事而	9-1793
〼□事〼	9-1794
〼□□〼	9-1795
書廿八年八月□〼	9-1796
〼□擇付司空□〼	9-1797
〼除貲贖今〼	9-1798
〼陵丞印一〼	9-1799
〼某若干頃□畝若干石□〼	9-1800
佐遬貲五甲道雒移遬□〼
書以廿七年九月庚申□遷□〼	9-1801
〼□建敢言之寫上敢言之／□手	9-1802
畜官佐買　〼	9-1804
定律□〼	9-1805
〼言之〼	9-1806
正月〼	9-1808
〼肖一〼
〼□廿歳〼	9-1809
〼遷陵以郵〼	9-1810
〼弓	9-1811
〼狗□〼	9-1812
〼稟隸臣□〼	9-1813
〼袤三〼	9-1814
〼斗少半半斗	9-1815
廿六年八月庚〼
卒署□□□〼	9-1816正
士五□行〼	9-1816背
〼爲新㝡〼	9-1817
〼□曼四寸半□〼	9-1818
〼租遷陵　〼	9-1819
〼陵〼
〼陵〼	9-1820
〼郵□〼	9-1821
卅五年　〼
鄕□　〼	9-1822
〼□令〼
〼□　〼	9-1823
〼□付□〼
〼人付少内阮┘隱┘□〼
〼五人付田官
〼□園女□〼	9-1824
〼丞昌〼	9-1825
〼□□□〼	9-1826
〼□居貣士五□〼	9-1827
〼得状〼	9-1828
〼□陽郵〼	9-1829
〼四月甲午□〼	9-1830
廿九年丁酉朔戊〼
□【言+□】出入得●論之〼
春鄕　〼	9-1831正
□隸妾□行貳春〼
□未水下□刻□□〼	9-1831背
〼□陵以郵行洞庭郡	9-1832正
□〼	9-1832背　【説明】正背面簡文書寫順序相反。
〼□遷陵令令史〼
〼論當坐者〼	9-1833正
〼□當坐者〼	9-1833背
〼廿六□　〼	9-1834正
〼　雋　〼	9-1834背
〼□所長吏者□彖致	9-1835正
〼　史自□　一二	9-1835背
〼遷陵官徒□〼
〼□□□□〼	9-1836正
〼三亖〼
〼旦佐敬〼	9-1836背
〼遷陵●洞〼	9-1837正
〼酉陽獄史〼	9-1837背
〼如急〼	9-1838正
〼□心□〼	9-1838背
〼敢言之令下〼
〼問之談〼	9-1839正
〼慶手〼	9-1839背
〼道各以〼
〼過沅陵下〼	9-1840正
〼來　槐半〼	9-1840背
〼□□各〼
〼□與〼	9-1841正
〼□□〼	9-1841背
〼死死者□□〼	9-1842正
〼[image: ][image: ]〼	9-1842背
〼辯辨臣〼
〼□事得□〼	9-1843正
〼□□□〼	9-1843背
〼□可令史〼	9-1844正
〼律□有有有〼	9-1844背
〼□者□有□籍〼
〼屬□移遷陵〼	9-1845正
〼來　圂發　〼	9-1845背
□□□□□〼
涪少内不名計〼	9-1846正
四月壬辰□守□〼	9-1846背
〼七封〼
〼六月〼	9-1847正
〼爵爵〼
〼爵〼	9-1847背
〼五封故毋眞【相+攴】□〼
〼日入過泊筮〼	9-1850正
〼丞敢言遣卒谷〼
〼程□〼	9-1850背
[bookmark: _Hlk524733160]〼□倉是敢言之今□巳□以□後□〼
〼□枳受責如騰書歜輸所縣定以受
〼言之／敬半
〼陵守丞□敢告枳丞主□敢告□
〼□□	9-1851正
〼□□以來／□□〼	9-1851背
〼可課殹┘歐故武陽綺□□
〼□毋聽它解辤故以三尺	9-1852正
〼　慶手	9-1852背
〼帝捕□〼	9-1853正
〼廷敢言之律〼
〼□□□□〼	9-1853背　【説明】簡正面前兩字與後一字書寫順序相反。
[bookmark: _Hlk523860181]不當得復爲父後敢辤	9-1854正
□甲有皆副	9-1854背
〼丁亥洞庭〼
都官軍吏〼
書到相〼
曹／㝡〼	9-1855正
恆〼
〼月甲辰〼	9-1855背
卅年八月丙戌朔庚子，倉是敢〼
之疏書徒□秏牘北上□〼
之　〼	9-1856正
□□□隷臣妾□□　……〼
隷臣妾二百三人　　□卅□□〼
□□□人死
□□卅
□□□□人	9-1856背
廿六年後九月壬酉朔甲戌□官守□□□□令下□書曰上□□受
乗車馬僕養走式一牒□□上属所□□□當令者□書薄留日●問
之毋當令者薄留一牒□□言之	9-1857正
後九月甲戊水下□□以来／逐半　赾手	9-1857背
午盾守守守酉陽守守	9-1858正
守守敢言	9-1858背　【説明】簡文正背面書寫順序相反。
〼□□〼
〼辠【亦+攴】〼
〼書二〼	9-1859正
〼□□〼	9-1859背
〼□酉倉武敢言之啓陵鄕趙□〼
〼陵鄕今倉毋罔疏……〼	9-1860正
〼□□二月丙戌旦食時□□□□〼	9-1860背
六年二月癸丑朔庚申，洞庭叚守高謂縣丞乾雚及菅茅善用殹且焼草矣以
書到時令乗城卒及徒隷居貲贖責勉多取積之必各足給縣用復到乾
草□毋乏它如律令新武陵布四道以次傳別書書到相報不報者追之新
武陵□書到署廐曹以洞庭發弩印行事	9-1861正
五月乙酉遷陵守丞敦狐敢告尉告鄕宮主以律令從事
以次傳書勿留／夫手卽走辰行
□□□□□□□□□□報酉陽曰書已到／夫手卽司空史𨛭行
五月甲申水下七刻雋士五陽□鼠以來／陽半　癰手	9-1861背
秋矣謁	9-1862正
令鄕官各具其官當計者	9-1862背
[bookmark: _Hlk524733238]九月戊戌朔壬申[endnoteRef:3099]，酉陽丞如敢告遷陵丞主寫移當騰騰敢告主／ [3099:  朔日により、本簡のいう「九月」が二十八年九月に係ることが判る。] 

□□	9-1863正
月庚午□□
後九月丙戌水十一刻刻下盡隸妾要以來／敞發	9-1863背
〼□之●令丞令史自得
〼巳朔丁丑洞庭叚守鋪謂遷陵丞亟論都言夬署尉□□□	9-1864正
〼□印行事
〼年十月戊戌朔甲辰遷陵守丞説敢言之令都□除道屬令	9-1864背
元年（209）八月庚午朔庚寅（21），田官守𤣓敢言
之上豤田課一牒敢言之〼	9-1865正
八月庚寅日入𤣓以來／援發　𤣓手	9-1865背
傿陵杏園〼	9-1866正
貳春鄕卒八人□□〼	9-1866背
〼爲善者何盜〼	9-1867正
〼子=書非女〼	9-1867背
卅□□月庚戌……空色敢……酉陽丞〼
……□□……令令佐〼〼	9-1868正
九月丁丑旦食時佐居以來／敞發〼	9-1868背
卅（三十）二年十二月戊申朔己巳，遷陵丞昌〼
□以下不事者會□□月□日〼
者。敢言之。	9-1869正
十二月庚午，水十一刻刻下三，都郵人綽行〼	9-1869背
[bookmark: _Hlk524733278]〼遷陵丞主令史
〼已到敢告主	9-1870正
〼發　□手	9-1870背
卅三年三月辛未朔癸未倉守〼
取二件遷陵今寫守□□〼
工用發□敢言之〼
□月辛未□□□□〼	9-1871正
四月辛丑朔庚戌貳〼
五月庚午朔辛卯〼
手
　　從事　圂手　五月〼
五月己丑日中酉陽隸妾亭〼	9-1871背
廿六年六月辛亥朔乙亥少内守不害敢言〼
錢二千二百卌四[endnoteRef:3100]以稟徒隸夏衣今爲出中辨券十 [3100:  2244：1122＊2：561*2*2:187*3*2*2:17*11*3*2*2
→2244=33*68/44*51
秦律十八種
094	稟衣者，隸臣、府隸之毋（無）妻者及城旦，冬人百一十錢，夏五十五錢。其小者冬七十七錢，夏卌（四十）四錢。舂冬人五十
!095	五錢，夏卌（四十）四錢。其小者冬卌（四十）四錢，夏卅（三十）三錢。] 

上敢言之	9-1872正
丙子水下下一刻令守府封□行　〼	9-1872背
卅四年□月甲子朔……〼
□廷書曰□□□□廷□□□〼
□□□〼	9-1873正
□月己□日失□以來　□發〼	9-1873背
[bookmark: _Hlk524733351]廿六年十一月甲申朔壬辰遷陵邦候守建敢告遷陵主令史下御
史請書曰自今以來令傳叚馬以使若有吏縣中及逆傳車馬而以載
人避見人若有所之自一里以上皆坐所馬車爲臧與盜同灋書到相報┘今書已到	9-1874正
敢告主　毋公印以私印印章曰李志
正月甲午銷士五□□若思以來　□□　但手	9-1874背
〼敢言之　章手　〼	9-1875正
〼□茭臨沅徒[image: ]　〼	9-1875背
●課〼	9-1876正
辤然被〼	9-1876背
□廷□	9-1877正
□廷九□□□□	9-1877背
□□□	9-1878正
端月丙午□□□□□不更□以來　□半	9-1878背
廿七年已事
笥	9-1879正
……	9-1879背　【説明】牘削改而成，正背面簡文書寫順序相反，背面文字爲原有文字未削徹底。
〼□□□□〼
〼絲絮□□□〼
〼□□□□□〼
〼袤□□□□□□□〼
〼【絲+□】一□□【絲+□】□□〼	9-1880正
〼官毋□者錢十〼	9-1880背
[bookmark: _Hlk524733542]十一月甲寅，魯陽守丞印下尉：以律令從吏（事）。今亟日夜遣毋出寅
日唯毋失期，失期，致嗇夫吏主者[endnoteRef:3101]。它盡如遣新地吏令　癰手	9-1881正 [3101:  “致”，原釋文作“□”，據校釋補釋。] 

十五	9-1881背
〼亥敢言之守府書〼
〼爲信符一封元□〼
〼敢言之謁重敢言〼
〼□敢言之謁重敢言〼
〼言之書□□□□□〼	9-1883正
〼□敢言之書與□〼
〼丞歐敢告遷□〼
〼遷陵守丞段[endnoteRef:3102]告〼 [3102:  “段”，原釋文作“殷”，據圖版改釋。] 

〼辛卯旦隸妾□行〼
〼以來／橫發〼	9-1883背
遷遷陵守丞公敢告酉敢以聞書
守府府府于主　曰舄〼	9-1884正
元元元年年□□□□　宿〼
元年九月己亥朔　□　年〼	9-1884背
尉　〼	9-1885正
尉〼	9-1885背
〼戌朔朔日倉守就敢〼
〼□咸┘【片+㐱】唐帰休〼
〼□□績食遷陵今〼
〼之　〼	9-1886正
〼□=日遷陵守丞茲〼	9-1886背
□年二月壬寅朔甲辰庫守㝡敢言之廷下□四□□□□少内寂令佐勇案效庫
〼□籍者前襲甲二被褎及下旅少各六札一曰褎及下少各八札一日下三旅少一旅
〼□一日下五旅多一旅少五札定當坐者貲□□問庫武佐當坐武上造居旬陽
〼□士五居潛工里名吏□皆定毋它坐武□□衣訾□能入貲以上遣敢言之	9-1887正
二月甲辰日入□□以来／謝發　□手	9-1887背
〼□敢言之迺八月庚子言疏書卅一年真見
〼定更疏書牘北上謁除庚子書敢	9-1888正
〼　感手	9-1888背
〼□真縣新武陵別四〼
〼□當用之皆下書□〼
〼□追皆以郵行新武〼	9-1889正
〼□□□□□人□以〼	9-1889背
〼□□年□月庚申朔壬子□□□□□□□□□□□□□□□□□
〼□□□□□□□□□□□□□□□□〼
〼□□□□□　〼
〼□□　〼	9-1890正
〼□具　〼
〼□□□□□□□□□□□□□□行　□手〼	9-1890背
廿六年後九月己□朔癸酉□□□□敢言〼
□毋式□□謁令□□須以□□〼
之〼	9-1891正
□□□□……〼
……□□〼
後九月癸酉□守府□□□□□　□〼	9-1891背
遷少内少少少少前前〼
遷少少少□之春春春遷〼
遷　春之春之少少少〼
之之〼	9-1892正
之之遷遷　〼
妾妾妾止之之之〼
之之遷遷遷□□□之之之〼
之遷之□之□之〼
之之之之之之之之之之之	9-1892背
[bookmark: _Hlk524733570]〼日義陵□□□用度□五件其
〼謁告遷陵符□謁報報署
〼之／□□
〼之／□半
〼□謁□□言之／鄭手	9-1893正
〼□四追至今未報謁重敢言
〼陵丞主移敢告主／□
〼庫主當□皆已□聽書以律令
〼　鄭手	9-1893背
遷陵故令
人行洞庭	9-1894正
……臨沅丞〼	9-1894背
〼長它皆卽鄕佐殹不令令
〼□獄亟以書言勿留／□手	9-1896正
〼　□
〼　廿一	9-1896背
〼五詣遷〼
〼　七月癸〼	9-1898正
〼欲欲〼
〼□〼	9-1898背
連多問商柏得毋恙〼
連敢謁之柏連言〼	9-1899正
芻錢□□〼
矣敢謁之〼	9-1899背
〼九月□月成紀紀令忌史忌可以忌〼	9-1900正
〼□忌忌令紀已令令史〼	9-1900背
廷倉〼	9-1902
〼輻絜【㓞+入】□　〼	9-1904
〼主平里〼
〼【黑+奇】徵執〼	9-1905正
〼□手	9-1905背
〼□□□稟人□出以稟□佐□七月□□□□廿二日〼
〼□□視平　〼	9-1906
〼曹發	9-1907
〼□六斗┘十一月□〼	9-1908正
〼□□□凡〼	9-1908背
遷〼	9-1909
〼都鄕〼	9-1910
〼□固敢告〼	9-1911
下□□言〼	9-1912
〼實不入。少府工室曰：亟〼	9-1914+9-1990
〼遷陵言	9-1915
〼百八十八
〼　新手	9-1916　【説明】左側刻齒爲「一十八」，上部殘斷。
〼廣┘敢┘疆┘不更宜士五成□〼	9-1917
〼□□〼	9-1918正
〼□〼	9-1918背
〼柏處今曰漬使人餔
〼□者具自身守之日下餔敬來	9-1919正
〼□□□□	9-1919背
遷陵以郵行〼	9-1921
〼□□□□□□□□〼
〼□一┘兩一　衡一□〼	9-1922
〼□□□	9-1925
廷	9-1926
南里小上造□　〼	9-1929
有罪罪〼	9-1930
〼□八錢以衣大隸妾嬰等廿八人冬衣人五十五其二人各卅〼	9-1931　【説明】左側刻齒爲「二一」，上部殘斷。
〼□約沈□〼
〼□錢如數〼	9-1932
〼　郄手	9-1933
〼□一敝𧣇杖嬰一敝革黑帶一〼	9-1934
〼仁齊積十三日日少半斗	9-1935
〼大女一人　一人〼	9-1936
畜	9-1938
遷陵洞庭〼	9-1939
〼遷〼	9-1940
縣給客不如令□□〼	9-1941
〼首擇錢甚┘而縣〼
〼錢以昜縣官□〼	9-1942
〼捕求〼	9-1943
〼計　〼	9-1944
〼□弩諶不□〼	9-1945
〼□□問之〼	9-1946
遷陵□吏〼	9-1947
〼完爲城旦及將徒棄□〼	9-1948
道橋毋有絶不通者〼	9-1949
〼□□□令□別書道□〼
〼□□下□□□下書郡守□〼
〼相報杜陽言書到廷署主令〼
〼内史行廷事
〼□下報商書到署主令發言〼	9-1950
〼卅四年所當市者比八〼	9-1951正
〼□手〼	9-1951背
遷陵〼	9-1952
敬九十□　〼	9-1953
〼斗㱃之●此治黄癉方〼	9-1954
倉〼	9-1955
廷倉曹〼	9-1956
廷主□〼	9-1957
廷　〼	9-1958
〼□□徒□受倉隸妾一人〼	9-1959
〼主倉	9-1960
弭弭鬻〼	9-1961
[bookmark: _Hlk524734037]丞主舍捕鼠十　就　〼	9-1962
廷主吏　發〼	9-1963
〼卅四年後九月壬辰朔丁□□□□□□〼	9-1964
〼式二牒曰問有〼	9-1965
〼□不見	9-1966
高里大女子頃　廿□□〼	9-1967
啓陵鄕	9-1968
居責朐忍不[image: ]卅四年〼	9-1969
同●灋●七　〼	9-1970
〼有固不得□〼	9-1971
〼廷獄門守府〼	9-1972
……〼	9-1974
〼敢言之　〼	9-1975
〼兒道十一月十二月正月食	9-1976
小女子〼	9-1977
〼□□所私	9-1978
廷主吏發	9-1979
〼佐奢稟人小以貸更戍不更城父左里節●三月食〼	9-1980
〼年八月丙午朔〼	9-1981
書謁〼	9-1982
〼守翥	9-1983
〼食監御〼	9-1984
〼□□　〼	9-1985
〼史卒史屬尉佐乘	9-1986
□□〼	9-1987
〼□徒工孰受〼	9-1988
〼□　〼
〼□閒赫成　〼
〼陽臺　〼	9-1989
蒼梧〼	9-1991
〼報受非	9-1992
與僕重陽□〼	9-1993
〼報報署〼	9-1994
〼□[image: ]罷不□〼	9-1995
〼□留	9-1996
洞庭泰□□〼	9-1997
書□□□〼
……〼	9-1998
〼田䰍捕盜船人郵人典轉粟當〼
〼□□□□毋有是卽尉擅〼	9-2000
卅四年九月癸亥〼
言之上□〼
□敢言〼	9-2002
令曹書一封丞印詣酉陽〼	9-2003
〼它如前書律令／謹手□□〼
〼□□□□陵□□〼	9-2004
〼□斤二兩	9-2005
奏具上曰〼	9-2006
幾何殹不〼	9-2007
〼□
〼□□□衡□	9-2008
〼□少内沈逆受高里寡婦朐□〼	9-2009
〼□主戶發〼	9-2010
〼䩱□〼	9-2011
〼號號	9-2012
〼亡有物故貲贖〼	9-2013
〼敢　□敢言言之之令史	9-2014
〼□可用爲除道通食不□〼	9-2015
〼羣不可豤廿七萬七千〼	9-2016
〼□唐以律令從事傳書／華〼	9-2017
〼陵上事不□〼	9-2018
〼自言□〼	9-2019
〼□今□〼	9-2020
〼□　□辛亥旦食□□〼	9-2021
〼□超書	9-2022
〼□□□□□〼	9-2023
〼□史駕〼	9-2024
〼米小奴斗賜〼	9-2025
〼□它縣論〼	9-2026
〼□□〼
〼靑䋨小橐一袤四尺　筥笥〼	9-2027
〼戊午旦〼	9-2029
〼□耐罪三貲一甲〼	9-2030
卅三年四月辛丑□〼
具徙爲陝尉今爲□□〼
問何官計□〼	9-2031
五月乙巳夕倉佐處不居官志三千里䌛	9-2032
〼所求山谷〼	9-2034
乙亥
●訊【食+負】狐勇買胡毛	9-2035
郡□	9-2036
〼　子小男子嘉　〼
〼　夫下妻曰泥　〼	9-2037
廷金布發〼	9-2038
工作者言今□〼	9-2039
尉卒〼	9-2040
少内　〼	9-2042
〼□□士五逯自言〼	9-2044
〼下妻曰嬰	9-2045
〼誠令郵人辰□〼	9-2046
〼九月乙巳盡後九月己未□□□□	9-2047
尉故令利足
……
行急
……	9-2048
〼……〼
〼所縣當騰騰／恬手／壬戌〼	9-2050
高里倚　　高里□　陽里吉行〼
高里文　　　　　　尚里□□〼〼
高里愔　　　　　　□□□　行〼
高里得　　　　　　□□□食〼
陽里擇□	9-2051
廷倉曹〼	9-2052
[bookmark: _Hlk524734219]程鄕主	9-2053
〼以郵行洞庭	9-2054
六□甲〼	9-2055
卅（三十）一年正月甲寅朔□□，遷陵丞昌、□史□〼
□如書　〼	9-2056
〼□朔癸卯少内壬敢言之
〼□□上丞相□□有不定者到
〼敢言之	9-2057正
〼□　□手	9-2057背
東成戶人士五夫　〼
妻大女子沙　〼
子小女子澤若　〼
子小女子傷　〼	9-2059
雜（雜）市論耐處爲司〼	9-2060
卅六年
已事	9-2061
廷　〼	9-2062
〼遷陵守〼
〼義雜〼	9-2063
□已賜〼	9-2065正
□□□〼	9-2065背
〼守【韋+隹】敢言之寫〼
〼以來／状發　〼	9-2067
傳	9-2069
〼言令　〼
〼□令史　〼	9-2070
〼邸時〼	9-2071
卅七年□
□□□
當□	9-2072
羅　〼	9-2073
布問使〼	9-2074
〼□□□□〼
〼□庭發弩丞□〼	9-2075
十月辛丑南陽守衍下縣聽書從事□律令道次傳別書都官南陽尉都吏□□
□縣及諸囚在懸畍（界）中者各下之發下南郡守書到相報宛新野比陽□雉□
言書到署旁曹發以郵行它如律令邯鄲書／奬手
十月己酉鄧守丞尚敢言之下□署【香+麥】曹發敢言之／履手
十一月乙卯朔丁巳南郡守亟下眞書洞庭守書到相報署戶曹發
／佗手	9-2076正
十四	9-2076背
〼丑貳春鄕□〼
〼物故不□〼	9-2077
卅五年正月庚寅朔□〼
□昌傳槥一到啓陵〼	9-2078
〼□□□〼
〼□乏事／岐手〼	9-2079
〼詣廷皆〼	9-2080
〼□之賦下〼	9-2081
遷陵丞巸敢〼
彭□〼	9-2082
〼□□〼
〼□入其耐□〼	9-2083
〼□●泰凡四百一十六人〼	9-2084
〼□辤曰毋解〼	9-2085
〼□沅陵沅陵□〼
〼𤺊及論〼	9-2086
[bookmark: _Hlk524734242]少内主移所市出右券〼
以從事敢告主□〼	9-2087
□　〼
失完城旦罪　●史臧更治□〼	9-2088
〼遷陵地埶美〼	9-2089
〼爲敬臣	9-2090
千五百卌五┘四〼	9-2091
遷陵□〼
〼□洞〼	9-2092
廷金布〼	9-2093
少内〼	9-2094
毛在笥〼	9-2095
〼□□□〼	9-2096
●□析令如苃菅三韋東□尺積以水□〼
卒時沒水盡孰□而以布繳□取□　〼	9-2097
〼共及謀	9-2098
〼利者獄未〼	9-2099
〼人子之□〼	9-2100
〼□季〼	9-2101
〼嗇夫吏□〼	9-2102
〼丙申治卽□〼	9-2103
遷陵獄史□□〼
卅四年□月□子行〼	9-2104
隸臣羅以來　〼	9-2105
〼□陵將計叚丞□〼	9-2106
〼死罪　丞膻之／〼	9-2107　【説明】[丞]上有一道粗墨線分欄。
〼石三斗半斗　隸□□□□〼	9-2108正
〼□月未□〼	9-2108背
〼　令史扁〼
〼佐翥署　〼	9-2109
〼道𧗵有湍不湍問何〼	9-2110
[bookmark: _Hlk524734260]〼□官均如尉主〼	9-2111
受其船〼	9-2112
〼陽里〼	9-2113
遷陵以郵〼	9-2114
〼庾┘上衍上衍安陽庾□〼
〼□┘病有瘳及論〼	9-2115
遷陵〼	9-2116
□□〼	9-2117
〼□以吏□□□□不署遷陵	9-2118
𦛞鄕多田宇少黔首　〼	9-2119
廷倉曹	9-2120
廷	9-2121
亟日夜求〼	9-2122
〼□以郵行檢／卅〼	9-2123正
〼……〼	9-2123背
司空	9-2124
廷	9-2125
〼陽印詣遷陵〼
〼酉陽都郵　〼	9-2126
〼□吏監令史貲二甲免令丞二甲左遷〼	9-2127
〼□□迺□〼	9-2128
〼□者名問之〼	9-2129
書二封遷陵印其一封〼
卅四年九月丙子隸妾𧼊以〼	9-2130
癰窆中傳〼
曰瘳已□〼	9-2131
〼内守狐付新□	9-2132
〼□□□□【粦+九-ノ】卅九人不【粦+九-ノ】	9-2133
〼□之令　〼	9-2134
□□□令佐□佐□工買及輸内史	9-2135
〼智可不可	9-2136
〼……□□□□□□【食+□】【金+□】　〼
〼□□九絮一斤七兩緘十絲一鈞五斤十兩十二朱緼三石三鈞十四斤十兩〼	9-2137
〼□具事遷陵〼	9-2138
〼□□□●令史□□□	9-2140
□□年九月癸亥□〼
□□□□□課〼	9-2141
〼□	9-2142
〼□巾十 六橐十一幭十七笥卅二□十六
〼□四帬四●凡七百卅五物同券齒	9-2143
〼□□□□□羽	9-2144
以田作爲事不□〼	9-2145
〼安陽┘洞庭尉
〼來	9-2146
廷司空	9-2147
少内	9-2148
□笥【言+□】□□□令□〼	9-2150
┘一男子一女子貳〼	9-2151
〼□夫吏〼	9-2152
五千令□〼	9-2153
〼□洞庭郡洞庭郡賦遷陵遷陵〼	9-2154
〼□　卅四年八月己巳辛未朔〼	9-2155
□□白布三　卅三□　〼	9-2156　【説明】左側刻齒爲「三」。
〼以死亡□罪爲不收或盈以□〼	9-2157
追謁備補敢〼	9-2158
廷主倉　〼	9-2159
〼斗半升	9-2160
都鄕	9-2161
〼市租質計餘	9-2162
少内	9-2163
〼　□□棄去葆職□〼	9-2165
〼布發	9-2166
少内	9-2167
〼□吏〼	9-2168正
〼夫欲見芒〼	9-2168背
〼卅四年十一月丁□朔甲午倉守壬佐郄出錢千五百□〼	9-2169　【説明】左側刻齒爲「一千五百一十四」，以下殘斷。
〼□
〼　郢手	9-2170
廿七年　〼	9-2171
竹筥二合　卅四年三月丙□〼	9-2172　【説明】左側刻齒爲「二」。
廷	9-2173
卅四年後九月壬辰朔壬寅倉〼	9-2174
敢告尉告都〼	9-2175
〼□伐榦殹棄去【艹+呆】職不伐榦	9-2176
南里小男子□　〼	9-2177
〼黄黄芏菌用〼	9-2178
〼受少内守狐	9-2179
〼□＝遷陵瑋言夫	9-2180
〼而令佐姊□〼	9-2181
〼□者	9-2182
財之敢言之〼	9-2184
書一封遷陵丞印〼
卅四年　〼	9-2185
〼□　卅四年□□〼	9-2186
〼□　廿六年庚子□□〼	9-2187
敢言之洞〼	9-2189
〼□當出〼	9-2190正
〼官佐□〼	9-2190背
〼【疒+廷】	9-2191
〼或告之弗捕告與告宕厥
〼吏且以律論宕厥□	9-2193正
〼　謝手	9-2193背
〼□庸往來十錢甲往復□□
〼百□	9-2194正
史橫曰乙不當　□〼
史乙曰乙當　〼	9-2194背　【説明】正背面簡文書寫順序相反。
□敢言之　〼	9-2195正
……〼	9-2195背
七千七百廿八人　〼	9-2196正
七千六百七十八一人□〼	9-2196背
〼洞庭發弩守丞賀〼
〼言郡守尉丞守丞監御〼	9-2197正
〼□巫陬里士五越以〼	9-2197背
書徒左通□〼
畀誘徒□□□□〼	9-2198正
□□□□……〼
徒將┘徒有䌛使□〼	9-2198背
卅三年六月庚子〼
圂與丞有校□〼	9-2199正
●鞫之是襄薄作徒〼	9-2199背
〼廷下秭歸獄史旗書
〼罪者具寫【言+□】【言+□】報
[bookmark: _Hlk524734357]〼主	9-2200正
〼　恬手	9-2200背
卅三年九月戊辰朔癸未倉是敢□〼
□□隷臣□□□□令毋當〼
敢言之　〼	9-2201正
九月癸未□□□行〼	9-2201背
變令使	9-2202正
〼□所敢言之	9-2202背
卅四年八月□亥朔己未遷陵守巸謂覆獄獄史【扌+𢛳】令史
唐與輸者守府毋徒其以更戍卒城父士五樂里順予
令史唐□□□它如律令	9-2203正
八月丙申旦令史唐行　【韋+隹】手	9-2203背
吏以卒□士五朐忍□〼
八十□其六十在□華□〼	9-2204正
□敢□　〼	9-2204背
〼陵丞昌告尉〼
〼二人	9-2205正
〼　朝〼	9-2205背
□□九斗　〼	9-2206正
完　〼	9-2206背
[bookmark: _Hlk524734393][bookmark: _Hlk524189463]〼敢告遷陵丞主令史	9-2207正
〼／尚半　賀手	9-2207背
〼九石二斗〼	9-2208正
〼石六斗□〼	9-2208背
[bookmark: _Hlk524734411]卅（三十）二年七月乙亥朔丁丑，尉廣敢告庫主：疏書戍卒有　〼
可以律令叚（假）。敢告。	9-2215正+9-2209正
更戍簪褭城父□□〼
更戍士五城父西章義／七月丁酉，日失（昳）時，更戍簪褭城父平〼	9-2215背+9-2209背
書一封沅□〼	9-2210正
須□　〼	9-2210背
廿八年八月庚辰遷陵□〼
廷駕令下官日以道次〼	9-2211正
鞠之竊留□□□□寫□〼	9-2211背
〼□貲贖責不	9-2212正
〼　訢手	9-2212背
〼守□□敢言之遷陵丞□
〼□里□有責錢二千三百	9-2213正
〼……
〼　胡手	9-2213背
〼陽□	9-2214正
〼卅四年年年	9-2214背
【恙+口】【恙+口】	9-2216正
【恙+口】【恙+口】	9-2216背
遷□〼	9-2217
〼行洞庭	9-2218
〼莞席蒲席各□□□□□〼	9-2219　【説明】左側刻齒爲「二」。
遷陵洞庭〼	9-2220
〼貸之不從令者皆如資□賈	9-2221
〼鄕鄕□□□□□	9-2222
倉	9-2223
罷未可状皆以書言署主吏發〼
七月辛卯酉陽守除下遷陵〼
八月癸巳朔癸丑遷陵守丞茲下〼	9-2224
廷主吏發	9-2225
〼都陽守〼	9-2226
〼人舍□	9-2227
廷金布□	9-2228
遷陵〼	9-2229
宂佐上造旬陽乘田赾　八月癸丑□□〼	9-2230
元年三月壬寅朔□寅，□〼
出炭廿（二十）七斤，以爲服弓一□〼	9-2231
……	9-2233
後九月戊戌□□〼	9-2234
〼□㝡手	9-2235
高里戶人小上造尸
弟小女子檢	9-2237
鳥有□□□〼	9-2238
〼□敢言之	9-2239
少内	9-2240
傳	9-2241
少内	9-2242
〼心心心心心	9-2243正
〼心□心□〼	9-2243背
〼□書曰執灋上□以	9-2244
詣司空吏趙季季	9-2246
〼發	9-2247
〼四年七月甲子朔癸未少内□□〼
〼　其一後取要〼	9-2248
敢言之　〼	9-2250
四月丙午朔丙辰，遷陵守丞色下尉：前書已下。以律令
令從事。　　氣手。　　四月丙辰，水十一刻下六，守府快行。	9-2251
〼守□付佐〼	9-2252
元年三月壬寅朔□□都鄕守章爰書□〼
……鄕守章□□謁爲□〼	9-2253
少内　〼	9-2254
六日定□十九日至今不輸〼	9-2255
甲寅到酉亭大𨑭貳□郙〼
乙卯夕到閻郙卽𨑭　〼
丙辰夕到田官渚卽𨑭　〼
……□□□□□□〼	9-2256
千七百六十四錢□〼	9-2257
〼　●此東□〼
〼酉貳春鄕守履受倉是●酉□〼	9-2258
槫或誅智菌藥名物取之之時曰有不	9-2261
木薪八斗　卅四年三月丙寅朔戊□〼	9-2262　【説明】左側刻齒爲「八」。
〼□芻錢□□□□□□
〼　贛手	9-2264
更戍卒〼
卅四年九月〼	9-2266
元年遷陵隸臣妾積二百四人　倉守士五敦狐〼
毋死亡者　視事三□□〼	9-2267
有爲司□〼	9-2268
〼□官□它□〼	9-2269
廷主吏發	9-2270
〼不伐榦盡正月辛巳〼	9-2271
廷主戶發	9-2272
遷□毋當令〼	9-2275
尉守府捕鼠十　不害〼	9-2276
廷主吏發〼	9-2277
〼□一斗　元年十一月甲辰朔〼	9-2278
都鄕黔首毋亡不居遷陵者ヽ　□〼	9-2279
〼……
〼　處手	9-2280
丙午	9-2282
四月己巳宿夷郙亭
庚午宿盈夷鄕
辛未野亭
壬申到臨沅
癸亥臨沅留
甲戌臨沅留
乙亥臨沅留
五月丙子水大留
丁丑留
戊寅留
己卯留
庚辰出之監鄕
辛巳復之臨沅
壬午留
癸未到臨沅
甲申宿夷鄕
乙酉□
丙戌□□□
丁亥留
戊子留
己丑□
庚寅□□
辛卯□□
壬辰沅□
癸巳□
甲午
乙未
丙申
丁酉
戊戌
己亥
庚子
辛丑
壬寅
癸卯
庚辰
六月乙巳
卅三年四月辛丑朔丙寅貳春鄕守吾敢言之令曰以二尺
牒疏書見芻稾茭石敷各別署積所上會五月朔
日廷問之毋當令者敢言之	9-2284正
五月庚辰日中佐胥以來／圂發　□手	9-2284背
〼報曰貣不	9-2285正
〼日若□□□	9-2285背
卅年九月丙辰朔庚申貳春鄕守帶作徒薄〼
受司空城旦鬼薪三人〼
□□□□人〼	9-2286正
廷　〼	9-2286背
[bookmark: _Hlk524734839]廿六年五月辛巳朔壬辰酉陽齮敢告遷陵主或詣男子它辤曰士五居新武陵駐
上往歳八月毄反寇遷陵屬邦候顯候丞不智名與反寇戰丞死它獄遷陵論
耐它爲侯遣它歸復令令史畸追環它更論┘它毄獄府去亡令史可以書到時
定名吏里亡年日月它坐論報【亦+攴】辠云何或覆問毋有遣識者當騰騰爲報勿
留敢告主／五月戊戌酉陽守丞宜敢告遷陵
丞主未報追令史可爲報勿留	9-2287正
敢告主／【爿+亢】手
六月癸丑遷陵守丞敦狐以此報酉陽曰已以五月壬寅戊申報曰它等
未毄去亡其等皆獄遷陵盜戒傳謁遷陵／𨔵手／卽令走起以送
移旁
有前在其前獄
癸丑水下三刻平里士五顫以來／逐半　【爿+亢】手	9-2287背
〼言之前言組用幾令司
〼今歳莫幾不成謁令倉□	9-2288正
〼從事報之／莫邪手／日入走【竹+涂】
〼邪手　□朱手	9-2288背
□□□年四卅人卅五年□陵夌慶	9-2290正
陽訾【𡇞+一】【𡇞+一】遷遷陵與貳春毋	9-2290背　【説明】「□□□年四卅」、「陽訾」與其他簡文書寫順序相反。
錦一丈五尺八寸度給縣用足　　　　　　　　　　　　　縑帷一堵度給縣用足　縵帷二堵度給
縵[endnoteRef:3103]三百廿五丈三尺四寸半寸度給縣不足三百卅八丈[endnoteRef:3104]　　　組纓一度給懸用足　　縣用足 [3103:  縵、無地の絹織物、簡9-83・9-731・9-1400から判るように、帷・幭等に使われる。『説文』絲部には、
縵，繒無文也。从糸曼聲。漢律曰：賜衣者縵表白（帛）裏。
縵、繒の文無き也。糸に从い、曼の聲。漢律に曰わく、衣を賜る者、表を縵とし裏を帛とす。
とあり、『説文』に引用された「漢律」とほぼ同じ内容を含む規定が張家山漢簡『二年律令』でも
282	賜〼衣者六丈四尺，緣五尺、絮三斤┓（，）襦二丈二尺，緣丈、絮二斤┓（，）絝（袴）二丈一尺，絮一斤半┓（，）衾五丈二尺，緣二丈六尺、絮十一斤┓（。）五大夫以上
283	錦表┓（，）公乘以下縵表┓（，）皆帛裏┓（，）司寇以下布表裏。二月盡八月賜衣、襦┓（，）勿予裏、絮。二千石吏不起病者，賜衣、襦、棺及官衣常（裳）；
284	郡尉賜衣、棺及官常（裳）。千石至六百石吏死官者，居縣賜棺及官衣。五百石以下至丞、尉死官者，居縣賜棺。
と
285	官衣一，用縵六丈四尺，帛裏，毋絮，常（裳）一，用縵二丈。
と明文規定が傳えられるように、確認できる。そこから、里耶秦簡にみえる帷・幭のほか、衣服の下賜や官吏死亡時の下賜品にも用いられることが窺える。（以上石原遼平「里耶秦簡6-39釋讀覺書」に基づく）]  [3104:  本簡の記載から、遷陵縣で325丈ほどの縵の反物を保管していたが、必要な量よりも348丈不足しており、必要とされる總量が673丈であることが判る。前注所引の律に「賜衣者六丈四尺」「官衣一、用縵六丈四尺」とあるのを目安に計算すると、遷陵縣で必要とされる縵673丈は縵の官衣105人分ということになる。これは9-633簡に記された遷陵縣の吏の規定數103人と近い數である。（以上石原遼平「里耶秦簡6-39釋讀覺書」に基づく）] 

白布四百三丈六尺九寸度給用不足四百一十一丈　　　　絡袍二度給縣用足　　絡錦八尺六寸
大枲卅六石廿四斤二兩廿二朱度給縣用不足百五十五石　𧟃袍二度給縣用足
錦帷二堵度給縣用足　　　　　　　　　　　　　　　　布帷一堵度給縣用足	9-2291
洞庭泰守〼	9-2293
行此書者勿留
書二月乙亥旦食起詣廷	9-2294
南里戶人官夫夫布　〼
口數六人　〼
大男子一人　〼
大女子一人　〼
小男子三人　〼	9-2295
如棗【茜+敫】半升入湯酒石湯令毚集苦漬□　〼
入湯中令毚曰以以湯洎鬻黄〼	9-2296
□□　四人爲吏養敬┘言┘□〼
□　　一人取緖目　〼
〼□　一人與吏上事守府〼
〼重　二人作務〼
〼□　一人捕〼	9-2297
都鄕黔首毋濮人楊人臾人　〼	9-2300
〼□親毋道十月來報不麥等以廿五年三月□期未
〼臣請竝將軍亟執論節命曰□臣□□其
〼□戊戌□□長賁告五□幕侯兩□馬□書□□□
〼論必□亟言莫侯以聞已蓋略□地□毋有□
〼聽書從吏□捕必得之唯留各下書所臧式
〼　眞如此	9-2301
遷陵洞庭	9-2304
遷陵以郵行洞庭	9-2306
〼皆毋它坐它如□〼	9-2307
卅六年以來
傳囚書及
死亡診牒	9-2308
卅一年南
曹斷獄
[image: ]●今五十八[image: ]
乙五十六獄	9-2309
司空曹
倉曹期
會式令□	9-2311
都鄕
月【粦+丸】
笥	9-2312
遷陵廷尉
曹卅一年卅二年
期會已
事笥	9-2313
[bookmark: _Hlk524734936]卅（三十）三年五月庚午己巳，司空守（最）敢言之：未報，謁追。敢言之。敬
手。／六月庚子朔壬子，遷陵守丞有敢告閬中丞主：移。
爲報，署主倉發。敢告主。橫手。　　六月甲寅日入，守府色行。	9-2314正
卅（三十）四年十二月丁酉朔壬寅，司空守沈敢言之：與此二追，未報，謁追。敢言之。／沈手。
正月丁卯朔壬辰，遷陵守丞巸敢告閬中丞主：追。報署主倉發。敢告主。／
壬手。／正月甲午日入，守府色行。
六月丙午日入，佐敬以來。／橫發。／十二月乙巳日入，佐沈以來。／壬發。	9-2314背
廿八年九月戊戌朔癸亥貳春鄕守畸敢言之廷下平
春君居叚舍人南昌平智夫夫加讂書曰各謙求其畍（界）中
得弗得／亟言薄留日┘今謙求弗得爲薄留一牒下敢言
之	9-2315正
九月乙卯旦南里不更除魚以來／徹半　壬手	9-2315背
〼□百九十六萬六千〼	9-2316正
〼四百八十八萬五千六百〼	9-2316背
〼□□〼
〼輸移副畜官〼
〼之〼	9-2317正
〼從事報之　〼	9-2317背
〼吏發	9-2319正
〼□書縣道官□如書〼	9-2319背　【説明】牘改削而成，背面文字是原有文字未削盡。
〼　倉發	9-2320正
〼盜□罪鮮購萬	9-2320背
月盡九月	9-2321
……
掾	9-2322
廷金布	9-2323
卅四年十月	9-2324
卅二□遷陵
□□貲□
具此
－	9-2325
[bookmark: _Hlk525050727]讂曹讂書
當布求之笥
卅年下到遷陵	9-2326
卅六年倉曹
吏行□它縣
校及□〼
尉已計〼
已	9-2327
〼尉曹
卅二年二月以來恆
已事盡	9-2328
〼□□司空守昌……〼
□……〼	9-2329　【説明】左側刻齒爲「六千四百」。
獻馬之月己未之日尉夫夫士尹□□以司馬令□府□□處尹平□□□□□□□負甲
乙□	9-2330　【説明】右側刻齒爲「四」。
庫韋米	9-2331　【説明】左側刻齒有三組，分別爲「四」、「市」、「六」。
〼□一人求羽
〼上敢言之／□手	9-2333
〼未未□□　□	9-2336
遷陵洞庭	9-2338
卅一年十□□人	9-2339
〼南曹笞
〼除笥	9-2340
買羽□□人	9-2342正
華手	9-2342背
〼□署三
〼□□□	9-2343正
〼□謁報
〼□□□	9-2343背
[bookmark: _Hlk524735751]□八年三月庚申啓陵鄕趙爰書士五朐忍[image: ]【艹+涂】居臺告曰居貣署酉陽傳送【衷+甁】遷陵拔乘馬一匹駠牡兩鼻刪取左右耳前＝後各一所名曰犯難行到暴詔
谿反上去谿可八十歩馬不能上卽䢫今死敢告／鄕趙令史辰佐見卽居臺雜診犯難死在暴詔谿中西首右臥□傷其右□下一所它如＝居臺告●卽以死
馬屬居臺
□□庚申啓陵鄕趙敢言之上診一牒敢言之／見手	9-2346正
三月□辰遷陵守丞膻之告田主聽□從事當見以律令負／朝手／卽水下七刻臺行
三月乙丑日中時高里士五敞以來／　□□　見手	9-2346背
廷	9-2347
〼□陽
〼□十　得手	9-2348
徒□□□□□□令□某將致	9-2349
〼□乏獻罪不乾□子輕　〼	9-2350
〼守壯〼	9-2351
□□□九出□死
□□□養胃□	9-2352
洞庭泰守府	9-2353
美陽　内史　〼	9-2354
酉陽洞庭	9-2355
〼□□□□〼
〼敢言之　〼	9-2356
……〼
卅五年□月□酉□□〼	9-2357正
恆□□□□門　〼	9-2357右側
三月丙申□付〼	9-2357左側
〼陵	9-2358
遷陵洞庭〼	9-2359
遷陵〼
洞【疒+廷】〼	9-2362
□□□一封丞印〼
巳日失□妾□以來〼	9-2363
□□□□□九月□□
都都	9-2364
啓	9-2365
〼年	9-2366
倉　〼	9-2367
〼□□倉銜等養
〼署　過手	9-2368
〼以律令從事都鄕〼	9-2369
〼□□□□□□〼
〼……〼	9-2370
□□□□□□□〼
□□年□□朔□□〼	9-2371
卅四年三月□□□□□訾爲子□〼	9-2372
廷	9-2373
〼印一詣□□守一詣〼
〼辛酉□□□□〼	9-2374
廷金布發	9-2375
〼……	9-2376
〼南陽郵□□□〼
〼……〼	9-2377
補□問之毋當令者敢言之	9-2378
〼庭	9-2379
遷陵洞庭	9-2380
〼陵　洞庭	9-2381
〼等卽□之守府曰□	9-2382
〼□□□少内應敢	9-2383
〼皆非受受	9-2384
〼□
〼　【蛸+月】手	9-2385
遷陵洞〼	9-2386
縣興……〼	9-2388
〼洞庭	9-2389
〼□□□□□〼	9-2390
〼□□□□□〼
〼□□若干筭〼
〼□白粲□若干人□〼
〼□疏之各署得□〼
〼□若干筭〼
〼□□〼
〼署積入左〼	9-2391
〼□□□□□〼
〼爲盜賊不得〼	9-2392
〼□
〼□□	9-2393
問枳□□〼	9-2394
□□年□月己亥遷陵守祿〼	9-2395
〼具別□移〼
〼沅里數移〼	9-2396
……〼
言巳令□□田各□□□□〼
□□□□□□□□〼	9-2397
尉以郵行〼	9-2398
〼鄕	9-2400
〼　及〼	9-2401
〼　迺　〼	9-2402
廷〼	9-2403
〼空　〼	9-2404
〼□□□□□〼	9-2405
問遷〼	9-2406
心□□〼	9-2407
〼毋□〼	9-2409
〼□少地□潦〼	9-2410
〼……□□	9-2411
〼視事若干日將捕□〼
〼干□　〼	9-2412
〼錢不行□〼	9-2413
廷	9-2414
……〼
□□□□在□〼	9-2415
〼□□□□□□□成□〼	9-2416
它□〼	9-2417
廷　〼	9-2418
〼□金布發	9-2419
〼洞庭　〼	9-2420
遷陵金〼	9-2421
〼王柏□席一┘笥二〼
〼笥一合●緘一〼	9-2422
〼定□□〼	9-2423
〼□□□□□□□〼	9-2424
〼□䙴□	9-2425
〼□□曰已□〼	9-2426
〼守	9-2427
〼綰詣〼	9-2428
〼□遷陵〼	9-2429
〼□遷陵〼	9-2430
〼□□讎律令〼	9-2431
〼丙寅到遷陵	9-2432
〼粟廿石　〼	9-2433
〼矝　〼	9-2434
〼□如律令〼	9-2435
〼□發它如律
〼□□□□〼	9-2436
〼年　〼	9-2437
〼上□〼
〼□〼	9-2438
〼之官〼	9-2439
〼□□〼	9-2440
〼□〼	9-2441
〼陵到〼
〼里數〼	9-2442
〼□上造南〼	9-2443
〼者遣詣〼
〼曰　〼	9-2444
〼戊子朔□〼	9-2445
〼吏〼
〼□□〼	9-2446
〼倉書
〼□辨	9-2447
〼
〼
已有□□〼	9-2448
〼□史〼	9-2449
□□□□□〼	9-2450
〼□手	9-2451正
〼□□□	9-2451背
廷主〼	9-2452正
尉〼	9-2452背
〼　㝡手	9-2453正
〼一人捕羽	9-2453背
〼……□□〼	9-2454正
〼□旦食時翥行　〼	9-2454背
〼是敢言之〼	9-2455正
〼□□□□〼	9-2455背
卅四年□□□□□□□〼
□□□□□□□計□〼
言□弗□状□問之追□□□弗〼
□月乙丑□□洞庭叚尉御卻之其□□〼	9-2456正
□□□朝□□□□遷陵印□□□〼
十月……〼	9-2456背
	9-2457　【説明】與二四五六綴合。
	9-2458　【説明】與四七四綴合。
遷陵以郵行□〼	9-2459正
〼行	9-2459背　【説明】正背面簡文書寫順序相反。
〼令佐媏曰少内受錢□〼
〼丞執□弗得彭□〼	9-2460正
〼□
〼□	9-2460背
〼□□當□□縣〼
〼□□□□行□〼
〼甲□□□□□〼	9-2461正
〼……〼
〼□季行倉〼
〼以來／季發	9-2461背
〼署遷陵封〼
〼郵　〼	9-2462正
〼　十一月丙午日中過酉〼	9-2462背
〼□〼	9-2463正
〼□〼	9-2463背
〼它物當陽〼	9-2464正
〼習令　〼	9-2464背
……	9-2465
之□毋之□致□嗇夫吏□者□□	9-2466
武□□□□□□□□□令□擧𦧾遷	9-2467
〼□□□□〼
〼□嗇夫□□吏毋□〼	9-2468
四月辛丑朔〼
□□□〼	9-2469正
三□〼
三月辛〼
四月辛丑朔壬〼	9-2469背
卅一年十月己酉朔癸酉遷陵將〼
椯一牒上謁除籍敢言〼	9-2470正
十月癸酉佐賈行　〼	9-2470背
〼□□□□□〼
〼□庫□〼	9-2471正
〼□酉庫□〼	9-2471背
□□□□在者盡爲除道運□	9-2472
〼　操手	9-2473
〼□□定佐□叚□□入司	9-2474
已言東畮卒史□□畍（界）	9-2475
尉	9-2476
〼笥言關外郡縣吏多行其黔	9-2477
卅年□□□月遷陵□□□當䌛簿
不……　……□人
不……　……人
……　　……人　　……人	9-2478
〼二年戊巳	9-2479
尉	9-2480
□□□〼
□□□□
□月已亥盡癸亥廿五日
人	9-2481
傳	9-2482
〼□卅七牒其六牒	9-2483
牒□吏□□人詣　□〼	9-2484
廷主吏　發〼	9-2485
遷陵	9-2486
〼白翰羽〼	9-2487
少内　貲責□　〼	9-2488
〼令史〼	9-2489
〼□□□□□□□□□□
〼　□手	9-2490　【説明】左側刻齒殘損，無法辨識。
〼□□□其□□□□	9-2491
〼　主遣卒糧　〼	9-2492
隸妾□　〼	9-2493
私進書令史王柏□〼	9-2494
〼陵以郵行洞庭　〼	9-2495
〼須┘【𠦝+□】公子張〼	9-2496
〼遷陵守丞〼	9-2497
□□人……〼	9-2498
敢言之　〼	9-2499
〼主吏發	9-2500
〼□十二𧗵之四直七錢其四□□□□令史圂監	9-2501
〼毋不智□　〼	9-2502
〼唯毋予先期它如	9-2503
〼夕【𨹁+今】爲	9-2504
〼　陵〼	9-2505
〼　連□	9-2506
〼□□除	9-2507
〼□史尚署	9-2508
〼□□
〼　襄手	9-2509
〼□【絲+□】□□□〼	9-2510
[bookmark: _Hlk524736049]〼□主今視之□〼	9-2511
□〼	9-2512正
少〼	9-2512背
〼□敬出□〼	9-2513
〼□除毄囚●吏課八□〼	9-2514
卅二年六月乙巳朔〼	9-2515
□□□二尺五□□□□□尺□〼
二尺八寸三□□□　尺□〼	9-2516
卅二年七月乙亥朔戊戌遷陵守〼	9-2517
〼甌辳甌辳〼	9-2518
爲江東吏辟□〼	9-2519
廷主倉發	9-2520
弗□贖耐□〼	9-2521
上妻□〼	9-2522
遷陵以郵行　〼
洞庭　〼	9-2523
□月恆署〼	9-2524
一鞫之濞行書〼	9-2525
〼辰朔丙子司空長□〼	9-2526
〼及陽致未出〼	9-2527
〼□如〼	9-2528
〼□言夬枳環〼	9-2529
〼移□□使□令爲〼	9-2530
〼以䦈┘〼	9-2531
之官到〼	9-2532
〼旦食時徒〼	9-2533
敢敢敢之敢敢敢言□□□□〼	9-2534
〼隸妾□〼	9-2535
〼　死亡移□〼	9-2536
〼守府　〼	9-2537
〼至視事日數必與	9-2538
□□□吏□□〼
其有□□〼	9-2539
〼□□□袤三丈三尺直錢〼
〼□□　〼	9-2540
〼屋洛壞者會八月〼	9-2541
〼□嘗居武	9-2542
〼印〼	9-2544
〼巴守〼	9-2545
〼卅二年十月□〼	9-2546
〼□□不□	9-2547
正月丙申〼	9-2548
〼状何　〼	9-2549
〼獄〼	9-2550
遷〼	9-2551
女子黑容□〼	9-2552
〼女子居南〼	9-2553
〼□□八日賜謁	9-2554
〼□□□〼
〼□／卅二年四月丙□〼
〼以律令從事〼	9-2555
日降爲縣〼	9-2556
〼謾　〼	9-2557
〼吏發　〼	9-2558
〼令毋可〼	9-2559
〼□曰□□〼	9-2560
〼賜【罒+厂+𦉼+頁】〼	9-2561
嫭卽□〼	9-2562
〼去來詣〼	9-2563
〼　平手	9-2564
〼上校	9-2565
罷　食往取欲　〼	9-2566
〼□一人得奴〼	9-2567
〼二年四□〼	9-2568
〼革韓□〼	9-2569
〼□道功盜	9-2570
〼校曰成〼	9-2571
〼……□□□□殹〼
〼□　〼	9-2572
〼六月	9-2573
遷陵〼	9-2574
●訊【韋+隹】□□〼	9-2575
〼賣是酉陽〼	9-2576
〼□如〼	9-2577
〼敢言□〼	9-2578
〼【言+□】□	9-2579
〼獄南	9-2580
卅三年□月辛未□〼
□課已□〼	9-2581
〼小隸臣【金+□】〼
〼五年十月□〼	9-2582
〼少内〼	9-2583
守府□〼	9-2584
〼弗得	9-2585
〼官吏求盜	9-2586
〼其辤曰〼	9-2587
倉　〼	9-2588
亡未備〼	9-2589
〼令史□	9-2590
〼未□〼	9-2591
〼呆降〼	9-2592
〼不自□自□不以〼	9-2593
有　〼	9-2594
〼□辰謁者起敢言〼
〼□皆各下所縣官故令□〼	9-2595
〼二人　倉佐襄〼	9-2596
〼……□十二	9-2597
〼前及令〼	9-2598
〼月五日府〼	9-2599
〼□在〼	9-2600
見戶百〼	9-2601
〼□月已亥〼	9-2602
〼已騰□〼	9-2603
□縣□官郵□而□〼	9-2604
〼陵不〼	9-2605
〼□□□□田數〼	9-2606
〼□申充守丞射移遷陵〼	9-2607
〼　件〼	9-2608
〼是〼	9-2609
〼酉陽非遠殹	9-2610
□□當〼	9-2611　　　　　　　　　
〼□有已免以□〼	9-2612
錢十□　〼	9-2613　【説明】右側刻齒爲「十」。
〼道□〼	9-2614
粟米□□〼	9-2615
□名定書〼	9-2616
□訊均□朝□〼	9-2617
取錢〼	9-2618
〼孟平敢□〼	9-2619
泰氐屬翥〼	9-2620
課省□一〼	9-2621
〼彙爲城〼	9-2622
〼日□二日〼	9-2623
廷〼	9-2624
〼相從□〼	9-2625
實不論〼	9-2626
產子令〼	9-2627
〼吏曹□□	9-2628
〼□□廷〼	9-2629
〼□□□丞曰□□〼	9-2630
司〼	9-2631
〼□它如前〼	9-2632
〼沅陵□〼	9-2633
〼□陵〼	9-2634
〼詘┘含爲□〼	9-2635
〼月庚〼	9-2636
它如〼	9-2637
〼□五〼	9-2638
〼□一□〼
〼大女子〼	9-2639
遷〼	9-2640
〼定□〼
〼逢〼	9-2641
〼□令	9-2642
〼□受〼	9-2643
〼□年	9-2644
〼□□□〼	9-2645
〼□參川□〼	9-2647
〼□廿□□〼	9-2648
□　〼
〼願□〼	9-2649
〼丑水下□〼	9-2650
〼□守府〼	9-2651
〼旦過□〼	9-2652
〼□□薄□〼	9-2653
〼五江陵□〼	9-2655
〼曰□辤	9-2656
〼□可且〼	9-2657
〼爲妻　〼	9-2658
〼廷主〼	9-2659
〼等□〼	9-2660
〼槥□□〼	9-2661
〼□慶〼	9-2662
〼廷〼	9-2663
〼□朔癸卯司空色〼
〼□言□〼	9-2664
少内〼	9-2665
〼□二錢六□　〼	9-2666
〼□曰	9-2667
爵□〼	9-2668
〼□視平
〼襄手	9-2669
〼句〼	9-2670
〼　少内〼	9-2671
〼□下瑟□〼	9-2672
遷陵〼	9-2673
〼遷〼	9-2674
□□□司空〼	9-2675
〼士五旗	9-2676
〼□買馬人〼	9-2677
〼□□〼	9-2678
秩斗〼	9-2679
〼□到布秩〼	9-2680
〼謁　〼	9-2681
二千四□〼	9-2682
〼南益上造□〼	9-2683
〼曰以□□年六〼	9-2684
訊痤言〼	9-2685
〼　□受錢□□□〼	9-2686
〼□之有羅一〼	9-2687
〼癸巳視事〼	9-2688
〼□陵〼	9-2689
□□〼	9-2690
〼□	9-2691
亟□〼	9-2692
〼□□〼
〼毄　〼	9-2693
〼□〼
〼□□〼	9-2694
〼□□〼	9-2695
〼謂〼	9-2696
得言〼
□〼	9-2697
鮮曰〼	9-2698
〼□難行	9-2699
〼卅二年充〼	9-2700
〼□洞庭〼	9-2701
〼行獄南辤〼	9-2702
〼公智之〼	9-2703
〼□□□□〼
〼□□斗半斗〼
〼斗半斗　〼	9-2704正
〼□　〼
〼□□　〼	9-2704背
〼□曰〼	9-2705
卅〼	9-2706
〼廿七年三□〼	9-2707
〼追求弗得賢爲人	9-2708
〼【□+系】眞〼	9-2709
〼夬□□〼	9-2710
〼墼未□〼	9-2711
訊周〼	9-2712
〼律□〼	9-2713
〼曰〼	9-2714
〼官定〼	9-2715
〼□〼	9-2716
〼長忌〼	9-2717
〼布□┘乙〼	9-2718
〼遷〼
〼陽獄〼	9-2719
〼小男二人〼
〼□□□人〼	9-2720
〼守丞都〼
〼□□□□〼	9-2721
〼□　〼	9-2722
遷陵〼	9-2723
宂佐一人〼	9-2724
〼□以其水□〼
〼□□□□〼	9-2725
〼洞庭〼	9-2726
〼敢告臨〼	9-2727
〼乃聽〼	9-2729
〼券	9-2730
[bookmark: _Hlk524736251]庫主兵〼	9-2731
〼□□	9-2732
〼□史如主皆〼	9-2733正
〼言廬江〼	9-2733背
〼□□□〼	9-2734
〼貣〼	9-2735
〼留及□〼	9-2736
〼月癸亥朔司空□〼	9-2737
〼□獲〼	9-2738
〼□少 内 段[endnoteRef:3105]〼	9-2739 [3105:  “段”，原釋文作“殷”，據圖版改釋。] 

〼平手	9-2740
〼五甲貲〼	9-2741
〼啓陵〼	9-2742
〼上書〼	9-2743
〼□敢〼
〼酉〼	9-2744
〼之卅三□〼	9-2745
〼□往來五□〼	9-2746
〼□□〼
〼□當□〼	9-2747
〼月乙亥〼	9-2748
〼可□〼	9-2749
〼□移〼	9-2750
〼守府一益□〼	9-2751
卅年二月丙〼
□□子□〼	9-2752
〼□小〼	9-2753
書卅三〼	9-2754
〼獄史　齰〼	9-2755
〼佐船	9-2756
〼□言	9-2757
〼隸出貢〼	9-2758
□□□〼	9-2759
〼□手	9-2760
〼□□〼	9-2761
〼敢言	9-2762
〼□＝已葬〼	9-2763
〼□□□	9-2764
〼□官〼	9-2765
〼之尉壬〼	9-2766
遷〼	9-2767
〼□臣笥昧〼
〼□甚勮〼	9-2768
前死〼	9-2769
〼今陽〼	9-2770
〼　丙午〼	9-2771
卅年〼
卒史縣〼	9-2772正
□□〼	9-2772背
〼事□〼	9-2773
□告〼	9-2774
〼司空□□〼	9-2775
□□年三月〼	9-2776正
三月戊午〼	9-2776背
〼造〼	9-2777
〼□□□〼	9-2778
〼□□〼	9-2779
〼□文〼	9-2780
卅二年九〼	9-2781
〼殹　〼	9-2782
〼亦得〼
〼□　〼	9-2783正
〼□□〼	9-2783背
〼□郡〼	9-2784
〼□□〼	9-2785
〼申□〼
〼月己丑旦〼	9-2786
〼丞印詣遷〼	9-2787
〼庫書〼	9-2788
〼如前〼	9-2789
〼如律〼	9-2790
〼洞庭〼	9-2791
〼賦之〼	9-2792
〼□議輸洞庭洞庭新
〼……□□＝	9-2793正
〼□誰行都鄕	9-2793背
〼　是〼	9-2794
〼五＝□　〼	9-2795
遷陵〼	9-2796
〼□校長〼
〼□傳〼	9-2797
〼誠失〼	9-2798
〼賢出采〼	9-2799
〼水　〼	9-2800
〼𧧻〼	9-2801
〼……□〼	9-2802
〼校長囚魚〼	9-2803
〼賈〼
〼□級五〼	9-2804
〼賜＝□〼	9-2805
〼吏〼	9-2806
〼新武陵□〼	9-2807
〼□四□〼	9-2808
〼□〼	9-2809
〼審曰〼	9-2810
〼□黔首□〼	9-2811
〼訾□〼	9-2812
〼弗受〼	9-2813
〼□死〼	9-2814
〼各一〼	9-2815
〼六人□〼	9-2816
〼□診〼	9-2817
〼□□〼	9-2818
〼上□〼	9-2819
〼一人貲□〼
[bookmark: _Hlk524736287]〼吏主者〼	9-2820
〼千〼	9-2821
〼過酉陽〼	9-2822
〼之〼
〼讂〼	9-2823
〼月申〼
〼十一〼	9-2824
卅二年七月乙亥□〼	9-2825
〼……〼	9-2826
〼□吏所不	9-2827
〼□敢言之□
〼……〼	9-2828
〼曰移獄論□〼	9-2829
〼犢杕各一〼	9-2830
〼□咸〼	9-2831
〼尚弗□〼	9-2832
〼□道〼	9-2833
〼事者故〼
〼……〼	9-2834
〼□□□□〼
〼□夬毋害□〼	9-2835
〼□□□□〼	9-2836
〼潰＝〼	9-2837
〼□□己亥〼	9-2838
〼讂〼	9-2839
〼丞〼	9-2840
〼□【ネ+□】爲【言+□】〼	9-2841
〼處〼	9-2842
〼□各一甲□〼	9-2843
●□□〼	9-2844
〼□端〼	9-2845
〼但〼	9-2846
〼□□〼	9-2847正
〼□　〼	9-2847背
〼所令〼	9-2848
〼……〼
〼其時□〼	9-2849
〼食坐丞□〼	9-2850正
〼□　〼	9-2850背
〼　□□〼	9-2851
〼□幸〼	9-2852
〼事定〼	9-2853
〼□高喬	9-2854
〼□□李上造〼
〼□利居志將詣〼	9-2855
〼□責券貧〼	9-2856
〼□有禮〼	9-2857
〼繕甲殿〼	9-2858
〼卒長卒長□〼	9-2859
〼吏〼	9-2860
〼遣詣〼	9-2861
〼朐忍朐忍〼	9-2862
〼　□〼	9-2863
〼廷〼	9-2864
〼陽嘉〼	9-2865
〼書到爲報〼	9-2866
〼□以下相移□〼	9-2867
〼繆〼	9-2868
〼□貲〼	9-2869
〼□以□〼	9-2870
〼□□□〼
〼□□□□〼	9-2871
〼錢〼	9-2872
〼小簪〼	9-2873
〼懭幾佐□〼	9-2874
〼川□〼	9-2875
〼嘉□〼	9-2876正
〼□□〼	9-2876背
〼連〼	9-2877正
〼令□〼	9-2877背
〼白米〼	9-2878
〼級〼	9-2879
〼娠操〼	9-2880
〼＝賈＝〼	9-2881
〼少内□鼠　〼	9-2882
〼□年遷陵田〼	9-2883
〼□之□〼
〼□　〼	9-2884
〼貳春〼	9-2885
〼幸臣臣〼	9-2886
〼□史季□〼	9-2887
〼欲買〼	9-2888
〼辰充　〼	9-2889
〼□陽□〼	9-2890
〼倉〼	9-2891
□〼	9-2892正
遷〼	9-2892背
〼□陵洞庭〼	9-2893
致□〼	9-2894
〼□二千〼	9-2895
〼□〼	9-2896
小婢五人　〼	9-2897
〼三人卽以□〼	9-2898
〼□九十四〼	9-2899
〼殳梃及〼	9-2900
〼□□〼	9-2901
弗且〼	9-2902
〼寡〼	9-2903
〼遷陵〼	9-2904
〼訊□〼	9-2905
〼朝	9-2906
〼□課與〼	9-2907
〼以書	9-2908
〼□言〼	9-2909
〼□□□〼	9-2910
〼卅一年□〼	9-2911
當坐〼	9-2912
〼祠　〼	9-2913
〼可卅〼	9-2914
〼陵〼	9-2915
〼買之〼	9-2916
已寫當〼	9-2917
〼□前書〼	9-2918
□〼	9-2919
□□□□〼
□□□〼
□□□□〼	9-2920
〼□□□□□〼	9-2921
〼殹〼	9-2922
〼移〼	9-2923
〼□□〼	9-2924
〼沅□〼	9-2925正
〼史〼	9-2925背
〼奭〼	9-2926
〼□□大〼	9-2927
〼并薄留日□□〼	9-2928
〼□死亡□〼	9-2929
〼□爲□〼	9-2930
〼□廷獄　〼	9-2931
〼以論	9-2932
〼　□〼	9-2933
〼畜□〼	9-2934
〼□少内司〼	9-2935
〼不□□〼	9-2936
〼論貲	9-2937
〼少内巸〼	9-2938
〼各有數會〼	9-2939
靜問〼	9-2940
〼以受【貝+□】【金+□】〼	9-2941
〼月乙巳倉庫〼	9-2942
〼□月己亥日入〼	9-2943
〼尉廣□少〼	9-2944正
〼□□□〼	9-2944背
卅二年〼	9-2945
遷陵大隸〼	9-2946
〼主爵發〼	9-2947
〼當　〼	9-2948
〼食人二〼	9-2949
〼卅四年九月〼	9-2950
〼□發〼	9-2951
〼□蒔爲稼〼
〼□蒔爲稼〼	9-2952
〼與【□+隹】〼	9-2953
〼庭〼	9-2954
〼司〼	9-2955
〼計爲	9-2956
〼笥〼	9-2957
〼□□□□〼	9-2958
〼　笥〼	9-2959
〼主〼	9-2960
〼□＝騰□〼	9-2961
〼□令史□〼	9-2962
〼□亥朔〼
〼□□□〼	9-2963
□□□□〼
申移旁曹〼	9-2964
〼司寇一〼	9-2965
〼史夫夫綰環□□□□〼	9-2966
〼書案 致〼	9-2967
〼居手	9-2968正
〼□□遣	9-2968背
〼己酉〼	9-2969
〼□□□〼	9-2970
〼□＝賜□〼	9-2971
〼以郵〼
〼廷〼	9-2972
〼□□〼	9-2973
〼□券〼	9-2974
〼　□四百〼	9-2975
〼卅二年□〼	9-2976
〼士五〼	9-2977
〼故食〼	9-2978
〼言之〼	9-2979
〼言之〼
〼司〼	9-2980正
〼遷陵〼
〼行〼	9-2980背
〼人〼	9-2981
〼□敢言〼
〼□□〼	9-2983
〼固里〼	9-2984
〼爲奴□〼	9-2985
〼六升〼
〼□□□〼	9-2986
〼□發〼	9-2987
〼倉糞志〼
〼□直各〼
〼□〼	9-2988
〼□故〼	9-2989
〼□□〼	9-2990
〼署〼	9-2991
〼卻□〼	9-2992
〼陵□〼	9-2993
〼移□〼	9-2994
〼人〼	9-2995
〼□攻盜〼	9-2996
〼六〼	9-2997
〼□遷〼	9-2998
〼報辤 往來〼	9-2999
〼□令司〼	9-3000
〼庭〼	9-3001
〼辤〼	9-3002
〼□□博□〼	9-3003
〼行洞〼	9-3004
〼□米□〼	9-3005
〼坐□〼	9-3006
〼大〼	9-3007
〼官□〼	9-3008
〼十二月〼	9-3009
〼卅禾〼	9-3010
〼智 坐〼	9-3011
〼□到〼	9-3012
〼□□□〼	9-3013
〼□□□〼
〼□吏〼	9-3014
〼生〼	9-3015
〼□□□阿畸敢言〼	9-3016
〼辤曰□〼	9-3017
〼　【□+阝】〼	9-3018
〼令〼	9-3019
〼□廿　日□〼	9-3020
〼□□〼	9-3021
〼□□〼	9-3022
〼【蛸+月】手〼	9-3023
〼吏	9-3024
〼郵〼	9-3025
〼□□來謁〼	9-3026
〼讂〼	9-3027
〼七十□〼	9-3028
〼□□〼	9-3029
〼……〼	9-3030
〼□□〼	9-3031
〼以□〼	9-3032
〼賣曰〼	9-3033
〼劍〼	9-3034
〼一操〼	9-3035
〼前　〼	9-3036
卅二〼	9-3037
〼夷〼	9-3038
〼己〼	9-3039
〼爲〼	9-3040
〼□□〼	9-3041
〼□之事殹□〼	9-3042
〼一人　〼	9-3043
〼宜□〼	9-3044
〼□徒□〼	9-3045
〼□〼	9-3046
〼□〼	9-3047
〼夷　〼	9-3048
〼一兩十〼	9-3049
〼收□〼	9-3050
〼□欣手〼	9-3051
〼上〼	9-3052
〼東成小上〼	9-3053
〼□非其□〼	9-3054
〼毚〼	9-3055
〼□傳〼	9-3056
〼□男〼	9-3057
〼氣〼	9-3058
●鞫〼	9-3059
〼手□〼	9-3060
〼錢完□〼	9-3061
〼付尉	9-3062
〼彊〼	9-3063
〼□□□□〼
〼□□〼	9-3064
〼美〼	9-3065
〼之有〼	9-3066
〼丞〼	9-3067
〼□□□〼
〼□計〼	9-3068
〼有式□〼	9-3069
〼虖〼	9-3070
〼　尚〼	9-3071
〼□□〼
〼□□□〼	9-3072
〼令佐〼
〼□坐〼	9-3073
〼□〼	9-3074
〼□〼
〼□〼	9-3075
〼□〼	9-3076
〼六百〼	9-3077
〼□□□〼
〼□□□〼	9-3078
〼……〼	9-3080
〼校	9-3081
〼□能□〼	9-3082
〼弗□□〼	9-3083
〼來〼	9-3084
〼□斷〼	9-3085
〼弗〼	9-3086
〼□□〼	9-3087
〼居〼	9-3088
〼□朔庚子□〼	9-3089
〼┘泉〼	9-3090
〼傳□〼	9-3091
〼□食〼	9-3092
〼□□〼	9-3093
●問之□□〼	9-3094
〼問〼	9-3095
〼□□□〼	9-3096
〼數〼	9-3097
〼日□　〼	9-3098
〼辛亥□〼
〼敢告〼	9-3099
〼覆〼	9-3100
□　〼	9-3101
〼酉陽〼	9-3102
〼□〼	9-3103
〼□犢〼	9-3104
〼遷□〼	9-3105
〼□陵〼	9-3106
〼去〼	9-3107
〼來〼	9-3108
〼□節何〼	9-3109
〼□□〼	9-3110
〼以□〼	9-3111
〼□□□□〼	9-3112
〼□徒〼	9-3113
〼掾枳〼	9-3114
〼□□〼	9-3115
〼敢〼	9-3116
〼□□□〼	9-3117
〼敢〼	9-3118
〼都〼	9-3119
〼□〼
〼□〼	9-3120
〼二封丞	9-3121
〼洞〼	9-3122
〼□人□〼	9-3123
〼□□□〼	9-3124
〼□〼	9-3125
〼□養〼	9-3126
〼　／□〼	9-3127
〼署〼	9-3128
〼四〼	9-3129
〼癸〼	9-3130
〼□〼
〼□以〼	9-3131
〼□令□〼	9-3132
〼□□〼	9-3133
〼□庭〼	9-3134
〼【奚+□】□〼
〼□〼	9-3135
〼□〼
〼□〼	9-3136
〼□□□□〼	9-3137
〼□□應〼	9-3138
〼恆以〼	9-3139
〼□它〼	9-3140
〼錢三□〼	9-3141
〼□〼	9-3142
〼史□〼
〼□〼	9-3143
〼可〼	9-3144
〼□子〼	9-3145
〼□□〼	9-3146
〼廷事□〼	9-3147
〼女□〼	9-3148
〼縣〼	9-3149
〼傳讂〼	9-3150
〼𣦟〼	9-3151
〼□　〼	9-3152
〼陵〼	9-3153
〼六十石〼	9-3154
〼□□　〼	9-3155
〼吏　〼
〼□□〼	9-3156正
〼□□〼	9-3156背
〼□敬具　〼	9-3157正
〼過酉□□　〼	9-3157背　【説明】正背面簡文書寫順序相反。
〼……〼
〼爲交□〼
〼□□□□〼
〼□□□□〼	9-3158正
〼□□□〼
〼□手　〼	9-3158背
〼敢言之上〼
〼發　〼	9-3159正
〼四人凡七□〼
〼　二人〼	9-3159背
廿八年正月癸〼
米□謁〼
正月辛酉□〼	9-3160正
水下二刻〼
辛酉水下〼	9-3160背
〼□□〼
〼□灋□〼
〼卅四年〼	9-3161正
〼廢□〼
〼□□〼	9-3161背
〼□丑朔辛〼
〼□官給敢〼
〼遷陵守丞膻〼	9-3162正
〼走稺行□〼
〼水下□刻佐　〼	9-3162背
中故〼	9-3163
□□□□〼
□□□内□〼
□□□□／□〼	9-3164正
之／奢□〼	9-3164背
〼夫士〼
〼一人〼	9-3165正
〼泰〼	9-3165背
〼空丞印詣遷陵以〼
〼下蓋過𡩡郵　八月丙辰水□〼
〼月己亥日入過中□鄕七月壬寅□〼
〼□七月甲辰黔首旦食過　當陽鄕	9-3166正
〼　七月己卯水十一刻刻下七□〼
〼　八月丁卯水十一刻刻下五過黔梁〼	9-3166背
軍來〼	9-3167正
洞庭泰守〼	9-3167背
〼□□〼	9-3168正
〼　□〼	9-3168背
覆獄或遝遷陵〼	9-3169正
四月壬戌水□〼	9-3169背
〼詣□〼
〼【□+缺】〼	9-3170正
〼□陽□〼	9-3170背
〼尉令〼	9-3171正
〼□巳□〼	9-3171背
〼毋恙也毋	9-3172正
〼□心心心	9-3172背
〼貲戍〼
〼年卅二□〼	9-3173正
〼□□〼
〼巳朔丁〼
〼究親□〼	9-3173背
〼□□〼	9-3174正
〼十一□〼	9-3174背　【説明】正背面簡文書寫順序相反。
〼守	9-3175正
〼坐	9-3175背
〼錢〼
〼□□〼	9-3176正
〼□□〼	9-3176背
□〼
尉史〼	9-3177正
遷〼	9-3177背
〼少内〼	9-3178
〼□五〼	9-3179正
〼□〼	9-3179背
〼日	9-3180正
〼□	9-3180背
〼□眞〼	9-3181正
〼　傳□〼	9-3181背　【説明】正背面簡文書寫順序相反。
〼□陵以〼	9-3182正
〼之／卅三〼	9-3182背
〼□十	9-3183正
〼主禾	9-3183背
〼辛未日〼	9-3184正
〼□庫丙〼	9-3184背
〼　六月〼	9-3185正
〼以繆〼	9-3185背
〼豦所□〼	9-3186正
〼誤　〼	9-3186背
〼□毋〼
〼□□〼	9-3187正
〼□□〼	9-3187背
〼遷〼
〼□　〼
〼辰水〼	9-3188正
〼年〼
〼　史〼
〼□〼	9-3188背
〼□□□〼
〼□□〼
〼□□〼	9-3189正
〼□〼
〼□□〼	9-3189背
〼□其〼	9-3190
〼　獄東〼
〼□□所復〼
〼事事事〼	9-3191正
〼給事事〼
〼　拾事爲□〼	9-3191背
〼□〼	9-3192
食佐衡〼	9-3193
〼□〼	9-3194
〼□□□〼	9-3195
〼□　六月□〼	9-3196
〼□之□〼	9-3197
〼空令□〼	9-3198
〼□造□陽□〼	9-3199正
〼□□□□□〼	9-3199背
〼□□□〼	9-3200正
〼□　〼	9-3200背
〼□□庚午〼	9-3201正
〼□□年□月甲〼	9-3201背
倉　〼	9-3202正
□□□〼	9-3202背
告都鄕田　〼	9-3203
〼石五斗五　〼	9-3204正
〼食食　〼	9-3204背
〼不敢敢	9-3205正
〼此何	9-3205背
〼不〼	9-3206
〼十一月十一〼	9-3207
〼弗□〼	9-3208
〼官日除〼	9-3209
〼責貲□〼	9-3210
〼其有笞罪□〼	9-3211
〼及嗇〼	9-3212
〼□壹〼	9-3213
〼獄皆□〼	9-3214
〼三斗九升今□〼	9-3215
〼　船手〼	9-3216
〼□如前〼	9-3217
〼徒盡〼	9-3218
〼乙亥朔〼
〼□□并〼	9-3219
〼獄南發〼	9-3220
〼遷陵〼
〼發□〼	9-3221
廿五　〼	9-3222
〼隸臣寄巸〼
〼言之上□一牒□〼	9-3223
〼百廿𧗵之〼	9-3224
少内〼	9-3226
〼爵〼	9-3227
〼正月壬申朔〼	9-3229
〼辛〼	9-3230
遷陵〼	9-3231
〼解辤〼	9-3232
〼券	9-3233
卅二年正月戊申朔乙未〼	9-3234
〼言司空	9-3235
與共〼	9-3236
〼┘䰍五十〼	9-3237
●鞫之府致交□□〼	9-3239
〼都□〼	9-3240
〼羣盜行〼	9-3241
〼　六月壬〼	9-3242
[bookmark: _Hlk524736578]〼鄕主下〼	9-3243
〼陵洞〼	9-3244
〼臧手	9-3245
〼□□□□	9-3246
〼□三鄕┘曰有當	9-3247
〼更別上徒□	9-3248
若干牒署〼	9-3249
〼大〼	9-3250
六月壬寅□〼	9-3251
〼□課令後	9-3252
〼□等〼	9-3253
〼主吏〼	9-3254
〼盜出會〼	9-3255
非令乙坐之殹　〼	9-3256
〼四百五	9-3257
〼卒人可下　〼
〼到卽下□〼	9-3258
南里不更【木+□】□受令〼	9-3259
〼食石斗數〼	9-3260
〼□後成里大女子□〼
〼令史圂視平　〼	9-3261
〼卅三〼	9-3262
〼獄不〼	9-3263
〼□稟者秏〼	9-3264
□□□〼	9-3265
〼草	9-3266
〼書□印起留　〼	9-3267
〼□　〼	9-3268
〼□　□手	9-3269
〼卅二年三月丁丑朔〼
〼　令史圂〼	9-3271
〼丞昌失□〼	9-3272
〼□□□有罪其當〼
〼贖論之貲罪令〼	9-3273
〼其廿二□〼	9-3274
〼□審〼	9-3275
〼……〼
〼□啓妻曰忘戌年十六歳　〼	9-3276
〼年主課	9-3277
〼月戊寅朔丁酉〼	9-3278
〼□泰守府	9-3279
〼□丙申倉〼	9-3280
〼夫　〼	9-3281
唯毋〼	9-3282
隸妾賓　〼	9-3283
采采恐不得□〼	9-3284
〼成里大女〼	9-3285
〼□獻〼	9-3286
廷主戶發	9-3287
〼　感手	9-3288
〼□寇成里宜約出田入禾〼	9-3289
廷〼	9-3290
〼遷陵	9-3291
訊慶〼	9-3293
莞席七　卅〼	9-3294　【説明】左側刻齒爲「七」。
〼用叚少内【韋+隹】	9-3295
〼洞庭	9-3296
〼陵徒隸女子年卌五到十五歳九十
〼者　〼	9-3297
〼者一人購金〼	9-3298
吏妻爲〼	9-3299
律令具論當　〼	9-3300
〼復□〼	9-3301
令史中捕鼠十〼	9-3302
論貲〼	9-3303
〼遷陵〼	9-3304
〼未降爲敗〼	9-3305
〼□若曰〼	9-3306
十月甲辰朔辛未遷〼	9-3307
〼稟啓陵鄕	9-3308
〼所中錢五十一	9-3309
〼謁告上衍問此卌三券入□〼	9-3310
貳春鄕黄爰皮一　〼
黑爰皮二　〼	9-3311
〼敢言之臨〼	9-3312
正月丙戌獄〼	9-3313
〼遷陵□〼	9-3314
〼□卻曰〼	9-3315
〼□史吏及令官〼	9-3316
〼封弗爲㝡貲各〼	9-3317
傳〼	9-3318
渚里不更涓　〼	9-3319
〼□　〼
〼二　〼	9-3321
〼府下臨〼	9-3322
〼與與謀〼	9-3323
〼陵寫刻往〼	9-3324
〼丞白敢〼	9-3325
〼遠道	9-3327
〼歸休	9-3328
啓陵鄕〼	9-3329
律令〼	9-3330
〼□㢑□	9-3332
〼書	9-3333
〼□旦〼	9-3334
〼戊午夕少〼	9-3335
〼□夫夫甲　〼	9-3336
〼□毋鷩鳥状〼	9-3337
〼廿八年已
〼□笥	9-3338
〼庫　〼	9-3339正
〼□□□〼	9-3339背
□□〼	9-3340正
□〼	9-3340背
〼□三人―〼	9-3341
〼廷主〼	9-3342
〼書牒牘〼	9-3343
〼□害害曰〼	9-3344
〼□臨歊貲【食+禾】〼	9-3345正
〼牘北上□〼	9-3345背
〼□庫□泰守〼
[bookmark: _Hlk524736880]〼□謂庫主　〼	9-3346正
□□
〼春　　　　□〼
以郵	9-3346背
〼二千九百八十二石〼[endnoteRef:3106]	9-3347正 [3106:  本簡上端殘斷，原釋文未標斷簡符號，據圖版補標。] 

〼見，　千二百九十〼	9-3347背
卅二年□〼	9-3348
獄東曹〼	9-3349
〼庭〼	9-3350
〼應律〼	9-3351
〼是□〼	9-3352
〼吾夷〼	9-3353
洞庭泰守府金〼	9-3354正
尉〼	9-3354背
〼□□當□□未□者以
〼令□□□□令□脱	9-3355正
〼□□敢言之／午て	9-3355背
東成憂己敢大心再〼
問以書問爲敬┘〼	9-3356正
己欲往見□而未〼	9-3356背
〼庭泰〼	9-3357
〼復寫〼	9-3358
〼可匃〼	9-3359
〼□今更爲〼	9-3360
〼□卅二□□□□□□
〼　贛手	9-3361
陽里戶人□〼
妻　〼	9-3362
〼茲手	9-3363
〼之＝期已盡〼	9-3364
〼東曰□〼	9-3365
卅年八月丙□□〼
□□〼	9-3366
〼　員廿五今〼	9-3367
〼事不〼	9-3368
正月己丑〼	9-3369
〼盜律金〼	9-3370
〼□□盡□〼	9-3371
〼案之〼	9-3372
廷□	9-3373
〼廣〼	9-3374
〼九千〼	9-3375正
〼□一百〼	9-3375背
卒貣〼	9-3376
卅五年十一月〼
□□〼	9-3377
廷〼	9-3378
〼宕〼	9-3379
〼屯戍簪〼	9-3380
〼□書〼	9-3381
〼男〼	9-3382
〼它〼	9-3383
〼卽臣〼	9-3384
〼未	9-3385
〼以獄案之上	9-3386
〼□會□	9-3387
□載〼	9-3388
〼□□□〼
〼言居貲〼	9-3390
〼署獻者□〼	9-3391
急急〼	9-3392正
心〼	9-3392背
〼謁有〼	9-3393
〼□□　□□〼	9-3394
〼居校舍	9-3395
〼□出稟隸〼	9-3396
〼□其□〼	9-3397
〼春〼	9-3398
〼□不行	9-3399
〼二尺五寸　〼	9-3400
〼得〼	9-3401
是□〼	9-3402
報曰〼	9-3403
〼而買□〼	9-3404
〼□布〼	9-3405
〼□□□〼	9-3406
〼□廿七年□〼	9-3407
〼時亡者〼	9-3408
〼□　〼	9-3409
粲
六斗	9-3410
衣□	9-3411
遷陵以郵
行洞庭	9-3412
遷陵以郵
行洞庭	9-3413
遷陵以郵行
洞庭	9-3414
遷陵以郵
行洞庭	9-3415
遷陵以郵
行洞庭	9-3416
遷陵以郵
行洞庭	9-3417
遷陵以郵
行洞庭	9-3419
□□□郵
行洞庭	9-3420
遷陵以郵
行洞庭	9-3421
錢千
行洞庭	9-3422
□□郵
□庭	9-3423

〼與□□□吏從	9-0123

[bookmark: _Toc67253444]第七層、第九層至第十六層
遷陵吏志：		官嗇夫十人，		今見二人；			長吏三人，
吏員百三人。		其二人缺，		官佐五十三人，			其二人缺，
令史廿（二十）八人，	三人䌛（徭）使，	其七人缺，			今見一人。
人䌛（徭）使[endnoteRef:3107]，	今見五人；		廿（二十）二人䌛（徭）使，	凡見吏五十一人。 [3107:  “其”、“十”，參考選校（一），據文意補釋。] 

〼十八人；		校長六人，		今見廿（二十）四人；
			其四人缺，		牢監一人；	J1⑦067+J1⑨0631（9-0633）[endnoteRef:3108] [3108:  本簡由簡J1⑦067和J1⑨0631構成，綴合似以《選校（一）》爲初見，《里耶（貳）》一併收爲9-0633。] 

	遷陵吏志[endnoteRef:3109]： [3109:  青木┘ジュメ20180518（博物館蔵）
「遷陵吏志」はどの範圍の吏に關する記載なのかがはっきりしない。「長吏三人」の中に尉が含まれるとなると、尉のスタッフである尉史も含まれるはずだが、記載されていない。しかし、やはり尉に所屬する校長については記載されている。
獄史、令佐、鄕佐、鄕史、官史の記載がない。このうち、鄕史と官史については、史の有資格者による非常勤であり、正式な官吏ではないからという理屈が成り立つ。嶽麓秦簡「秦律令（壹）」210 簡に、
縣除小佐毋(無)秩者、各除其縣中。皆擇除不更以下到士五史者爲佐。
とあることから、在野の史の存在をうかがうことができる。
鄕佐については、8-1555 の「宂佐上造臨漢都里曰援、庫佐宂佐。爲無陽衆陽鄕佐三月十二日、凡爲官佐三月十二日」の記述から、官佐には鄕佐も含まれていた可能性がある。それならば、官嗇夫十人の中に三鄕の嗇夫も含まれていたという解釋も成り立つ。しかし一方で、律令や尹灣漢簡「東海郡吏員簿」（YM6D2）などにおいては、鄕嗇夫と官嗇夫は區別されている。
獄史は、『史記』項羽本紀「陳嬰者，故東陽令史」に對し、『正義』引く『楚漢春秋』では「東陽獄史陳嬰」となっているため、獄事を擔當する（つまり獄曹）令史を特に獄史と呼んでいた可能性がある。
令佐の扱いについては不明。
｛佐が官職名、史が資格と捉えれば、令佐と令史などは同じ実態の異なる呼び方という理解も可能になる。
例えば8-1532+8-1008+8-1461正「令佐華自言：故爲尉史，……」の令佐華が尉史を務めたので、資格を剥奪されていなければ、令史であるはずである。また獄史についても、獄担当の令史を時には獄史とよび、時には令史と呼んだ可能性があり、令史の間の分業体制はやや未分化のままで、まだ必ずしも獄史等の固定的な官職に分かれていなかった可能性がある。なお、嶽麓秦簡（四）の律令簡牘334と349には、獄史と令史とが並列して出現するが、それは、万全を期して逐一明示したまで、呼称になお一定の伸縮性を否定する根拠には必ずしもならない。｝] 

	吏員百三人[endnoteRef:3110]。 [3110:  内訳の合計は101人のみで、総計が誤っているか、一部の記載が脱落している可能性が考えられる。] 

	
	
	

	令史
	二十八人、
	
	其の十人は徭使し[endnoteRef:3111]、 [3111:  青木┘ジュメ20180518（博物館蔵）
公用出張を意味する。尹灣漢簡YM6D5 では吏の徭の内容として、「送罰戍」「上邑計」「送衞士」「市魚就財物」「市材」「送徒（徙？）民」「送保宮」などがあげられている（籾山┘ジュメ）。8-197 では、遷陵守丞が「佐均史佐日有泰抵已備歸、居吏柀䌛使及・前後書、至今未得其代、居吏少不足以給事」と訴えており、徭使の多さが遷陵縣における吏不足の一因であったようである。] 

	【今見するは[endnoteRef:3112]】十八人。 [3112:  残欠字は、選校（一）を参照して補った。] 


	官嗇夫
	十人[endnoteRef:3113]、 [3113:  青木┘ジュメ20180518（博物館蔵）
官嗇夫十人：倉・庫・少内・司空・田官・畜官・廏嗇夫が遷陵縣に存在したことは確實。また、6-4 に「船官」が見えるが、「二年律令」6～8 簡によれば「船嗇夫」が置かれていたようである。さらに、「效律」52 簡によると、亭を管理する「亭嗇夫」がいたかもしれない。
｛なお、気になるのは本簡に「鄕嗇夫」がいなく、確実に分かる七つの官嗇夫に三鄕の嗇夫を加えると、ちょうど本簡記載の十人に合致する点である。｝] 

	其の二人は缺け、
	三人は徭使し、
	今見するは五人。

	校長[endnoteRef:3114] [3114:  青木┘ジュメ20180518（博物館蔵）
校⾧：軍吏の一種。また、亭⾧と同類の吏とされる（『校釋』90～91 頁）。亭ごとに置かれ、それが6 人いることから、遷陵縣下には六つの亭が存在したと考えられる。里耶秦簡中に見える亭名は貳春亭（8-1150+1114）、唐亭（8-1150+1114, 9-1112）、毋龍亭（8-1496）、闌葉亭（8-1907）、〼陳亭（8-38）、成都亭（8-38）のちょうど六つである。なお、8-472+1011+167+194 や8-2163+0671+721 の記述を見る限り、校⾧は尉の屬下にあったようである。] 

	六人、
	其の四人は缺け、
	
	今見するは二人。

	官佐
	五十三人、
	其の七人は缺け、
	其の二十二人は徭使し、
	今見するは二十四人。

	牢監[endnoteRef:3115] [3115:  青木┘ジュメ20180518（博物館蔵）
牢監：里耶秦簡での記載は、本簡のほかには次の1 件があるのみ。
稻四。 卅一年五月壬子朔壬戌、倉是・史感・稟人□出稟牢監襄・倉佐主。四＝月三日。
令史尚視平。 感手。（8-45+270）
■綴合は、何有祖「里耶秦簡牘綴合（七則）」（『簡帛網』2012 年5 月1 日）に
よる。
定員一名であるため、現任數や缺員數の記載がない。尹灣漢簡「東海郡吏員簿」（YM6D2）でも各縣一人ずつとなっている。海西縣の吏員を例にあげると、
海西吏員百七人。令一人秩千石。丞一人秩四百石。尉二人秩四百石。官有秩一＝人。鄕有秩四人。令史四人。獄史三人。官嗇夫三人。鄕嗇夫十人。游徼四人。＝牢監一人。尉史三人。官佐七人。鄕佐九人。亭長五十四人。凡百七人。
となっており、この記載順に基づけば、牢監の地位は官・鄕嗇夫の下、官・鄕佐の上、官秩は斗食か佐史ということになる。牢獄の監督官と思われるが、他に牢の吏とおぼしき者はおらず、隸臣や更戍があてられる牢人が屬下にいるのみであったようである。] 

	一人。
	
	
	

	長吏[endnoteRef:3116] [3116:  青木┘ジュメ20180518（博物館蔵）
長吏三人：令・丞・尉のことと思われる。遷陵縣内の他の長吏としては、洞庭郡から派遣されてきた卒長（官秩五百石）がいたが（12-691）、缺員の記録があるので、恆常的に縣に置かれている令・丞・尉を指すと考えるのが穩當である。] 

	三人、
	其の二人は缺け、
	
	今見するは一人。

	
	
	
	
	凡見吏五十一人[endnoteRef:3117]。 [3117:  “五十一人”，應包含“牢監一人”，因爲無缺員、徭使，所以省略“今見一人”] 




卅七年〼[endnoteRef:3118] [3118:  本簡下端殘缺，館藏簡未標斷簡符號，據圖版補正。] 

絲一斤〼
白布六〼	J1⑦0067

〼女子變可受□□〼
〼□戶計：卅五年貳〼	J1⑦0210[endnoteRef:3119] [3119:  本簡釋文據張春龍〈里耶秦簡中戶籍和人口管理記錄〉（簡帛網2009年11月16日）。] 


卅七年〼
絲一斤〼
白布六〼	J1⑦286

廿八年遷陵隸臣妾及黔首居貲贖責作官府課[endnoteRef:3120]。 ●泰凡百八十九人，死亡〖廿（二十）八〗。●𧗵（率）之六人六十三分人五[endnoteRef:3121]而死亡一人。 [3120:  青木┘ジュメ20180518（博物館蔵）
遷陵隸臣妾及黔首居貲贖責作官府課：「遷陵縣の隸臣妾と黔首のうちで居貲贖責のために官府に作する者の課」の謂（籾山┘ジュメ）。「居貲贖責作官府」は、「城旦における土木などの重勞働を、諸種の雜事を中心とした役所の中での勞働に輕減する意味で、官府における居作という身分的特權が與えられ」た者（陶安あんど『秦漢刑罰體系の硏究』、創文社、2009 年、第三章注28）。8-495「倉課志」の中に「	徒隸死亡課」、8-454「課上金布副」の中に「作務徒死亡」、8-486「司空課志」の中に「作務徒死亡課」と見える。各鄕・官から送られてきた諸種の「死亡課」を縣廷で合わせたものが、本簡と考えられる。そして最終的には、郡へ上計されたのであろう。]  [3121:  
六人六十三分人五：『九章算術』均輸に、
今有五人分五錢、令上二人所得與下三人等。問各得幾何。答曰、甲得一錢六分錢之二、乙得一錢六分錢之一、丙得一錢、丁得六分錢之五、戊得六分錢之四。
とあるように、「6 と63 分の5 人」を示す表現（籾山┘ジュメ）。ただし、189 人（隸臣妾151+黔首38）のうち29 人（隸臣妾28+黔首1）が死亡したのであれば、6 と29 分の15 となるはずである。餘隸臣妾116 人を泰凡189 人で割ると63 分の5 になるのだが、算木を見誤ったか。
｛189÷29＝６余15、余りの15を29で割るべき所、誤って189で割った。（189分の15＝63分の5）｝] 

已計廿（二十）七年餘隸臣妾[endnoteRef:3122]百一十六人。 [3122:  青木┘ジュメ20180518（博物館蔵）
已計廿七年餘隸臣妾：「餘」は集計を終えた結果の「殘高」（籾山┘ジュメ）。ここでは前7年度からの繰り越し分。8-151 にも、「遷陵已計卅四年餘見弩臂百六十九」という同樣の用例が見える。] 

廿（二十）八年新［●］入卅（三十）五人。
●凡百五十一人，其廿（二十）八死亡。●黔道〔首〕[endnoteRef:3123]居貲贖責作官卅八人，其一人死。	J1⑦304正 [3123:  青木┘ジュメ20180518（博物館蔵）
黔道：黔首に同じ。『館藏』は「首」の誤りとするが、籾山┘ジュメは王念孫『讀書雜志』
餘編上を引き、書き閒違いではなく、「首」「守」「道」は通假するためとする。
→籾山選編┘ジュメ01を参照！] 

令拔[endnoteRef:3124]、丞昌、守丞膻之、倉武、令史上﹦〔┘-、〕逐┘（、）除[endnoteRef:3125]、倉佐尚、司空長、史𨛭當坐。 	J1⑦304背 [3124:  青木┘ジュメ20180518（博物館蔵）
令拔：他の簡（9-984 など）では「遷陵拔」として登場。本簡によって、遷陵令であることが確定。]  [3125:  青木┘ジュメ20180518（博物館蔵）
除：「新見一」は「罪の免除」と解する。しかし、8-210 などに「令史除」が見えるので、人名か。ただそうすると、「倉武」と「倉佐尚」が別々に書かれているのが氣になる。] 


■卅四年遷陵鄉戶計廷校三。
■□人 冣一。
■□一。	J1⑦0305[endnoteRef:3126] [3126:  本簡釋文據張春龍〈里耶秦簡中戶籍和人口管理記錄〉（簡帛網2009年11月16日）。] 


卅（三十）三年四月辛丑朔丙午，司空騰敢言之：陽陵[endnoteRef:3127]宜居士五（伍）毋死有貲餘錢八 [3127:  陽陵，秦縣名。有關陽陵地望，目前有三種觀點。1）洞庭郡屬縣。2）楚國故縣說，卽見包山簡和《左傳》襄公十年“十一月，諸侯之師還鄭而南，至於陽陵，楚師不退”之“陽陵”，在今河南省許昌市西北。3）關中秦故地說，卽秦莊襄王葬地“芷陽”陵之省稱，《史記》呂不韋傳作“芷陽”，秦本紀《索隱》作陽陵，仍與《漢書》地理志所見左馮翊陽陵縣（治今陝西省咸陽市東北）不同。參看王偉〈里耶秦簡貲牘文書所見陽陵地望考〉（《考古與文物》2007年第4期）、晏昌貴〈里耶秦簡所見的陽陵與遷陵〉（《中國歷史地理論叢》第21卷第4期，2006年）。第一種觀點似基於里耶秦簡9-0001至9-0012之所謂“陽陵卒文書”，不僅缺乏其它任何文獻依據，而且“陽陵卒文書”實際上也難以支持相關觀點。簡8-0677記載啓陽縣廄官向啓陽縣奉上的上行文書，其中稱“謁言洞庭”，卽要求啓陽縣長官替廄官上報洞庭郡。啓陽縣亦非洞庭郡屬縣，可知“陽陵卒文書”不能成爲陽陵縣屬洞庭郡的印證。] 

千六十四。毋死戍洞庭郡，不智（知）何縣署。●今爲錢校券一，上。謁言洞庭尉，令
毋死署所縣責以受陽陵司﹦空﹦（司空。司空）不名計，問何縣官計、年。爲報。
巳（已）訾其家﹦（家，家）貧弗能入，乃移戍所。報署主責發。敢言之。
四月己酉，陽陵守丞廚敢言之：寫上。謁報﹦（報，報）署金布發。敢言
之。／儋手。	9-0001正
卅（三十）四年六月甲午朔戊午，陽陵守〖丞〗慶敢言之[endnoteRef:3128]：未報，謁追。敢 [3128:  “丞”，原文脫落，據文例補。馬怡〈里耶秦簡選校（連載二）〉（簡帛網，2005年11月18日）已指出“或“守”字下脫“丞”字“。] 

言之。／堪手。
卅（三十）五年四月己未朔乙丑，洞庭叚（假）尉觿謂遷陵丞：陽陵卒署遷
陵。其以律令從事。報之。當騰﹦。／嘉手。●以洞庭司馬印行事。
　　敬手。	9-0001背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類③
（陽陵縣司空上行文書）
	書出
	三十三年四月辛丑朔丙午、司空の騰、敢えて之れを言う。

	
	本文
	資料根拠
	
	
	陽陵宜居の士伍の毋死、貲餘錢八千六十四有り。毋死、洞庭郡に戍するも、何の縣に署するや知らず。

	
	
	用件
	
	●今

	
	
	
	
	
	錢校券一を爲 (つく)り、上す。謁うらくは、洞庭尉に言い、毋死の署する所の縣に令して、責めて以て陽陵司空に受 (さず)けしめよ。
司空、計を名せざれば、何の縣官の計するや、年を問え。
報を爲 (な)さしめよ。

	
	附記
	
	已にその家を訾 (せ)むるも、家貧にしてこれを入るる能 (あた)わざれば、乃ち戍する所に移す。
報ずるに、主責發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	敬手す。

	
	集配記録
	-

	添付書類②
（陽陵縣上行文書）
	書出
	四月己酉、陽陵守丞の廚、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	寫 (うつ)して上 (のぼ)す。

	
	附記
	
	謁うらくは報ぜられん。報ずるに、金布發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	／儋手す。

	
	集配記録
	-



	添付書類①
（陽陵縣上行文書）
	書出
	三十四年六月甲午朔戊午、陽陵守丞の慶、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	未だ報ぜられざれば、追うを謁う。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	／堪手す。

	
	集配記録
	-

	文書本体
	書出
	三十五年四月己未朔乙丑、洞庭假尉の觿、遷陵丞に謂う。

	
	本文
	資料根拠
	
	陽陵が卒は遷陵に署す。

	
	
	用件
	
	それ律令を以て從事せよ。
之れに報ぜよ。

	
	附記
	
	
	當 (まさ)に騰 (つた)うべきは騰えよ。
●洞庭司馬が印を以て事を行う。

	
	書止
	-

	附記
	作成記録
	／嘉手す。

	
	集配記録
	-



卅（三十）三年三月辛未朔戊戌，司空騰敢言之：陽陵仁陽士五（伍）不𤞝有貲錢八百卅六。不𤞝戍
洞庭郡，不智（知）何縣署。●今爲錢校券一，上。謁言洞庭尉，令不𤞝署所縣責以受
陽陵司﹦空﹦（司空。司空）不名計，問何縣官計付。署計、年爲報。巳（已）訾責不𤞝家﹦（家，家）貧弗能入。
報署主責發。敢言之。／四月壬寅，陽陵守丞恬敢言之：寫上。謁報，署金布發。
敢言之。／堪手。／卅（三十）四年八月癸巳朔﹦（朔朔）日，陽陵遬敢言之：至今未報，謁報。敢言之。／堪手。	9-0002正
卅（三十）五年四月己未朔乙丑，洞庭叚（假）尉觿謂遷陵
丞：陽陵卒署遷陵。以律令從事。報之。嘉
手。●以洞庭司馬印行事。
　　敬手。	9-0002背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類③
（陽陵縣司空上行文書）
	書出
	三十三年三月辛未朔戊戌、司空の騰、敢えて之れを言う。

	
	本文
	資料根拠
	
	
	陽陵仁陽の士伍の不𤞝、貲錢八百三十六有り。不𤞝、洞庭郡に戍するも、何の縣に署するや知らず。

	
	
	用件
	
	●今

	
	
	
	
	
	錢校券一を爲 (つく)り、上す。謁うらくは、洞庭尉に言い、不𤞝の署する所の縣に令して、責めて以て陽陵司空に受 (さず)けしめよ。
司空、計を名せざれば、何の縣官の計に付するや問え。計・年を署して報を爲 (な)さしめよ。

	
	附記
	
	已に不𤞝が家を訾責するも、家、貧にしてこれを入るる能 (あた)わず。
報ずるに、主責發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	敬手す。

	
	集配記録
	-

	添付書類②
（陽陵縣上行文書）
	書出
	四月壬寅、陽陵守丞の恬 (てん)、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	寫して上す。謁報，署金布發。

	
	附記
	
	謁うらくは、報ぜられん。金布發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	／堪手す。

	
	集配記録
	-



	添付書類①
（陽陵縣上行文書）
	書出
	三十四年八月癸巳朔朔日、陽陵の遬、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	今に至るも未だ報ぜられざれば、報ぜられんことを謁う。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	／堪手す。

	
	集配記録
	-

	文書本体
	書出
	三十五年四月己未朔乙丑、洞庭假尉の觿、遷陵丞に謂う。

	
	本文
	資料根拠
	
	陽陵が卒は遷陵に署す。

	
	
	用件
	
	律令を以て從事せよ。
之れに報ぜよ。

	
	附記
	
	●洞庭司馬が印を以て事を行う。

	
	書止
	-

	附記
	作成記録
	嘉手す。

	
	集配記録
	-



卅（三十）三年三月辛未朔戊戌，司空騰敢言之：陽陵下里士五（伍）不識有貲餘錢千
七百廿（二十）八。不識戍洞庭郡，不智（知）何縣署。┘今爲錢校券一，上。謁言洞庭尉，令署
所縣責以受陽陵司﹦空﹦（司空。司空）不名計，問何縣官計付。署計年、名爲報。巳（已）訾
責其家﹦（家，家）貧弗能入。有物故、弗服，毋聽流辤（辭），以環（還）書道遠。報署
主責發。敢言之。／四月壬寅，陽陵守丞恬敢言之：寫上。謁報，署金	9-0003正
布發。敢言之。／堪手。
卅（三十）四年七月甲子朔辛卯，陽陵遬敢言之：未得報，謁追。敢言之。／堪手。
卅（三十）五年四月己未朔乙丑，洞庭叚（假）尉觿謂遷陵丞：陽
陵卒署遷陵。以律令從事。報之。／嘉手。以洞
庭司馬印行事。    敬手。	9-0003背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類③
（陽陵縣司空上行文書）
	書出
	三十三年三月辛未朔戊戌、司空の騰、敢えて之れを言う。

	
	本文
	資料根拠
	
	
	陽陵下里の士伍不識、貲餘錢千七百二十八有り。不識、洞庭郡に戍するも、何の縣に署するや知らず。

	
	
	用件
	
	┘今

	
	
	
	
	
	錢校券一を爲 (つく)り、上す。謁うらくは、洞庭尉に言い、署する所の縣に令して、責めて以て陽陵司空に受 (う)けしめよ。
司空、計を名せざれば、何の縣官の計に付するや問え。計の年・名を署して報を爲 (な)さしめよ。

	
	附記
	
	已にその家を訾責するも、家、貧にしてこれを入るる能 (あた)わず。物故・（これに）服せざる有るも、流辭を聽くなかれ。書を還すの道遠きを以てすればなり。報ずるに、主責發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	敬手す。

	
	集配記録
	-

	添付書類②
（陽陵縣上行文書）
	書出
	四月壬寅、陽陵守丞の恬 (てん)、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	寫して上す。

	
	附記
	
	謁うらくは、報ぜられん。金布發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	／堪手す。

	
	集配記録
	- 



	添付書類①
（陽陵縣上行文書）
	書出
	三十四年七月甲子朔辛卯、陽陵の遬、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	未だ報を得ざれば、追うを謁う。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	／堪手す。

	
	集配記録
	- 

	文書本体
	書出
	三十五年四月己未朔乙丑、洞庭假尉の觿、遷陵丞に謂う。

	
	本文
	資料根拠
	
	陽陵が卒、遷陵に署す。

	
	
	用件
	
	律令を以て從事せよ。
之れに報ぜよ。

	
	附記
	
	洞庭司馬が印を以て事を行う。

	
	書止
	-

	附記
	作成記録
	／嘉手す。

	
	集配記録
	-



卅（三十）三年四月辛丑朔丙午，司空騰敢言之：陽陵孝里士五（伍）衷有貲錢千三百卌（四十）四。
衷戍洞庭郡，不智（知）何縣署。●今爲錢校券一，上。謁言洞庭尉，令衷署所
縣責以受陽陵司﹦空﹦（司空。司空）不名計，問何縣官計付。署計、年爲報。巳（已）訾責其
家﹦（家，家）貧弗能入，乃移戍所。報署主責發。敢言之。
四月己酉，陽陵守丞廚敢言之。寫上。謁報﹦（報，報）署金布發。敢言之。／儋手。
卅（三十）四年八月癸巳朔甲午，陽陵守丞欣敢言之：至今未報，謁追。敢言之。／堪手。	9-0004正
卅（三十）五年四月己未朔乙丑，洞庭叚（假）尉觿謂遷陵丞：陽陵卒署遷陵。以律令從事。報之。／嘉手。●以洞庭司馬印行事。
　　敬手。	9-0004背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類③
（陽陵縣司空上行文書）
	書出
	三十三年四月辛丑朔丙午、司空の騰、敢えて之れを言う。

	
	本文
	資料根拠
	
	
	陽陵孝里の士伍の衷、貲錢千三百四十四有り。衷、洞庭郡に戍するも、何の縣に署するや知らず。

	
	
	用件
	
	●今

	
	
	
	
	
	錢校券一を爲 (つく)り、上す。謁うらくは、洞庭尉に言い、衷の署する所の縣に令して、責めて以て陽陵司空に受 (う)けしめよ。
司空、計を名せざれば、何の縣官の計に付するや問え。計・年を署して報を爲 (な)さしめよ。

	
	附記
	
	已にその家を訾責するも、家、貧にしてこれを入るる能 (あた)わざれば、乃ち戍する所に移す。
報ずるに、主責發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	敬手す。

	
	集配記録
	-

	添付書類②
（陽陵縣上行文書）
	書出
	四月己酉、陽陵守丞の廚、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	寫して上す。

	
	附記
	
	謁うらくは、報ぜられん。金布發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	／儋手す。

	
	集配記録
	-



	添付書類①
（陽陵縣上行文書）
	書出
	三十四年八月癸巳朔甲午、陽陵守丞の欣 (きん)、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	今に至るも未だ報ぜれらざれば、追うを謁う。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	／堪手す。

	
	集配記録
	-

	文書本体
	書出
	三十五年四月己未朔乙丑、洞庭假尉の觿、遷陵丞に謂う。

	
	本文
	資料根拠
	
	陽陵が卒、遷陵に署す。

	
	
	用件
	
	律令を以て從事せよ。
之れに報ぜよ。

	
	附記
	
	●洞庭司馬が印を以て事を行う。

	
	書止
	-

	附記
	作成記録
	／嘉手す。

	
	集配記録
	-



卅（三十）三年四月辛丑朔丙午，司空騰敢言之：陽陵下里士五（伍）鹽有貲錢三百八十四。
鹽戍洞庭郡，不智（知）何縣署。●今爲錢校券一，上。謁言洞庭尉，令鹽署所
縣責以受陽陵司﹦空﹦（司空。司空）不名計，問何縣官計付。署計、年爲報。巳（已）訾責
其家﹦（家，家）貧弗能入，乃移戍所。報署主責發。敢言之。
四月己酉，陽陵守丞廚敢言之：寫上。謁報﹦（報，報）署金布發。敢言之。／儋手。
卅（三十）四年八月癸巳朔﹦（朔朔）日，陽陵遬敢言之：至今未報，謁追。敢言之。／堪手。	9-0005正
四月己未朔乙丑，洞庭叚（假）尉觿謂遷陵丞：陽陵卒
署遷陵。以律令從事。報之。／嘉手。以洞庭司馬印行事。
　　敬手。	9-0005背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類③
（陽陵縣司空上行文書）
	書出
	三十三年四月辛丑朔丙午、司空の騰、敢えて之れを言う。

	
	本文
	資料根拠
	
	
	陽陵下里の士伍の鹽、貲錢三百八十四有り。鹽、洞庭郡に戍するも、何の縣に署するや知らず。

	
	
	用件
	
	●今

	
	
	
	
	
	錢校券一を爲 (つく)り、上す。謁うらくは、洞庭尉に言い、鹽の署する所の縣に令して、責めて以て陽陵司空に受 (う)けしめよ。
司空、計を名せざれば、何の縣官の計に付するや問え。計・年を署して報を爲 (な)さしめよ。

	
	附記
	
	已にその家を訾責するも、家、貧にしてこれを入るる能 (あた)わざれば、乃ち戍する所に移す。
報ずるに、主責發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	敬手す。

	
	集配記録
	-

	添付書類②
（陽陵縣上行文書）
	書出
	四月己酉、陽陵守丞の廚、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	寫して上す。

	
	附記
	
	謁うらくは、報ぜられん。報ずるに、金布發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	／儋手す。

	
	集配記録
	-



	添付書類①
（陽陵縣上行文書）
	書出
	三十四年八月癸巳朔朔日、陽陵の遬、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	今に至るも未だ報ぜられざれば、追うを謁う。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	／堪手す。

	
	集配記録
	-

	文書本体
	書出
	四月己未朔乙丑、洞庭假尉の觿、遷陵丞に謂う。

	
	本文
	資料根拠
	
	陽陵が卒、遷陵に署す。

	
	
	用件
	
	律令を以て從事せよ。之れに報ぜよ。

	
	附記
	
	洞庭司馬が印を以て事を行う。

	
	書止
	-

	附記
	作成記録
	／嘉手す。

	
	集配記録
	-




卅（三十）三年四月辛丑朔戊申，司空騰敢言之：陽陵褆陽上造徐有貲錢二千六百八十八。徐戍洞庭郡，不智（知）何縣署。今爲錢校券一，上。謁言洞庭尉，令署所縣責以
受陽陵司﹦空﹦（司空。司空）不名計，問何縣官計付。署計、年爲報。巳（已）訾其家﹦（家，家）貧弗能入，
乃移戍所。報署主責發。敢言之。
四月庚戌，陽陵守丞䁲敢言之：寫上。謁報﹦（報，報）署金布發。敢言之。／儋手。
卅（三十）四年八月癸巳朔﹦（朔朔）日，陽陵遬敢言之：至今未報，謁追。敢言之。／堪手。	9-0006正
卅（三十）五年四月己未朔乙丑，洞庭叚（假）尉觿謂遷陵
丞：陽陵卒署遷陵。以律令從事。報之。／嘉手。以洞庭司馬印行事。	9-0006背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類③
（陽陵縣司空上行文書）
	書出
	三十三年四月辛丑朔戊申、司空の騰、敢えて之れを言う。

	
	本文
	資料根拠
	
	
	陽陵褆陽の上造の徐、貲錢二千六百八十八有り。徐、洞庭郡に戍するも、何の縣に署するや知らず。

	
	
	用件
	
	今

	
	
	
	
	
	錢校券一を爲 (つく)り、上 (のぼ)す。謁うらくは洞庭尉に言い、署する所の縣に令して、責めて以て陽陵司空に受 (う)けしめよ。
司空、計を名せざれば、何の縣官の計に付するや問え。計・年を署して報を爲 (な)さしめよ。

	
	附記
	
	已にその家を訾 (せ)むるも、家、貧にしてこれを入るる能 (あた)わざれば、乃ち戍する所に移す。
報ずるに、主責發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	-[endnoteRef:3129] [3129:  胡平生〈讀里耶秦簡劄記〉（《中國文物報》，2003年）已指出：“（此份）文書背面末行缺了經手人的記錄。“] 


	
	集配記録
	-

	添付書類②
（陽陵縣上行文書）
	書出
	四月庚戌、陽陵守丞の䁲、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	寫 (うつ)して上 (のぼ)す。

	
	附記
	
	謁うらくは報ぜられん。報ずるに、金布發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	／儋手す。

	
	集配記録
	- 



	添付書類①
（陽陵縣上行文書）
	書出
	三十四年八月癸巳朔朔日、陽陵の遬、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	今に至るも未だ報ぜられざれば、追うを謁う。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	／堪手す。

	
	集配記録
	-

	文書本体
	書出
	三十五年四月己未朔乙丑、洞庭假尉の觿、遷陵丞に謂う。

	
	本文
	資料根拠
	
	陽陵が卒、遷陵に署す。

	
	
	用件
	
	律令を以て從事せよ。之れに報ぜよ。

	
	附記
	
	洞庭司馬が印を以て事を行う。

	
	書止
	-

	附記
	作成記録
	／嘉手す。

	
	集配記録
	-



卅（三十）三年四月辛丑朔戊申，司空騰敢言之：陽陵褆陽士五（伍）小欬有貲錢萬一千
二百七十一。欬戍洞庭郡，不智（知）何縣署。●今爲錢校券一，上。謁言洞庭尉，令
申〔欬〕[endnoteRef:3130]署所縣責以受陽陵司﹦空﹦（司空。司空）不名計，問何縣官計付。署計、年爲報。 [3130:  “申〔欬〕”，文物作“申”，報告未釋，據文意改釋。胡平生〈讀里耶秦簡劄記〉（《中國文物報》，2003年）已指出：“‘申’字可能是誤字。”] 

巳（已）訾其家﹦（家，家）貧弗能入，乃移。報署主責發。敢言之。／四月己酉，陽陵
守丞廚敢言之：寫上。謁報﹦（報，報）署金布發。敢言之。	9-0007正
卅（三十）四年八月癸巳朔﹦（朔朔）日，陽陵遬敢言之：至今未報，謁追。敢言之。／堪
手。
卅（三十）五年四月己未朔乙丑，洞庭叚（假）尉觿謂遷陵丞：陽陵卒署遷陵。其以律
令從事。報之。當騰﹦（騰騰）。／嘉手。●以洞庭司馬印行事。
　　敬手。	9-0007背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類③
（陽陵縣司空上行文書）
	書出
	三十三年四月辛丑朔戊申、司空の騰、敢えて之れを言う。

	
	本文
	資料根拠
	
	
	陽陵褆陽の士伍の小欬、貲錢萬一千二百七十一有り。欬、洞庭郡に戍するも、何の縣に署するや知らず。

	
	
	用件
	
	●今

	
	
	
	
	
	錢校券一を爲 (つく)り、上す。謁うらくは、洞庭尉に言い、欬の署する所の縣に令して、責めて以って陽陵司空に受 (う)けしめよ。
司空、計を名せざれば、何の縣官の計に付するや問え。計・年を署して報を爲 (な)さしめよ。

	
	附記
	
	已にその家を訾 (せ)むるも、家、貧にしてこれを入るる能 (あた)わざれば、乃ち移す。
報ずるに、主責發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	敬手す。

	
	集配記録
	-

	添付書類②
（陽陵縣上行文書）
	書出
	／四月己酉，陽陵守丞の廚、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	寫 (うつ)して上 (のぼ)す。

	
	附記
	
	謁うらくは報ぜられん。報ずるに、金布發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	-[endnoteRef:3131] [3131:  胡平生〈讀里耶秦簡劄記〉（《中國文物報》，2003年）已指出正面末行下方“敢言之”之下缺少經手人的記錄。] 


	
	集配記録
	- 



	添付書類①
（陽陵縣上行文書）
	書出
	三十四年八月癸巳朔朔日、陽陵の遬、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	今に至るも未だ報ぜられざれば、追うを謁う。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	／堪手す。

	
	集配記録
	-

	文書本体
	書出
	三十五年四月己未朔乙丑、洞庭假尉の觿、遷陵丞に謂う。

	
	本文
	資料根拠
	
	陽陵が卒、遷陵に署す。

	
	
	用件
	
	それ律令を以て從事せよ。
之れに報ぜよ。

	
	附記
	
	當 (まさ)に騰 (つた)うべきは、騰 (つた)えよ。
●洞庭司馬が印を以て事を行う。

	
	書止
	-

	附記
	作成記録
	／嘉手す。

	
	集配記録
	-



卅（三十）三年四月辛丑朔丙午，司空騰敢言之：陽陵逆都士五（伍）越人有貲錢千
三百卌（四十）四。越人戍洞庭郡，不智（知）何縣署。●今爲錢校券一，上。謁令〔言〕洞庭尉，
令越人署所縣責以受陽陵司﹦空﹦（司空。司空）不名計，問何縣官計付。署計、年
爲報。巳（已）訾其家﹦（家，家）貧弗能入，乃移戍所。報署主責發。敢言之。
四月戊申，陽陵守丞廚敢言之：寫上。謁報，署金布發。敢言之。／儋手。
卅（三十）四年八月癸巳朔﹦（朔朔）日，陽陵遬敢言之：至今未報，謁追。敢言之。／堪
手。	9-0008正
卅（三十）五年四月己未朔乙丑，洞庭叚（假）尉觿謂遷陵丞：陽陵卒署遷陵。
其以律令從事。報之。當騰。／嘉手。●以洞庭司馬印行事。	9-0008背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類③
（陽陵縣司空上行文書）
	書出
	三十三年四月辛丑朔丙午、司空の騰、敢えて之れを言う。

	
	本文
	資料根拠
	
	
	陽陵逆都の士伍の越人、貲錢千三百四十四有り。越人、洞庭郡に戍するも、何の縣に署するや知らず。

	
	
	用件
	
	●今

	
	
	
	
	
	錢校券一を爲 (つく)り、上 (のぼ)す。謁うらくは洞庭尉に言い、越人の署する所の縣に令して、責めて以て陽陵司空に受 (う)けしめよ。
司空、計を名せざれば、何の縣官の計に付するや問え。計・年を署して報を爲 (な)さしめよ。

	
	附記
	
	已にその家を訾 (せ)むるも、家、貧にしてこれを入るる能 (あた)わざれば、乃ち戍する所に移す。
報ずるに、主責發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	-

	
	集配記録
	-

	添付書類②
（陽陵縣上行文書）
	書出
	四月戊申、陽陵守丞の廚、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	寫 (うつ)して上 (のぼ)す。

	
	附記
	
	謁うらくは報ぜられん。金布發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	／儋手す。

	
	集配記録
	- 



	添付書類①
（陽陵縣上行文書）
	書出
	三十四年八月癸巳朔朔日、陽陵の遬、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	今に至るも未だ報ぜられざれば、追うを謁う。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	／堪手す。

	
	集配記録
	-

	文書本体
	書出
	三十五年四月己未朔乙丑、洞庭假尉の觿、遷陵丞に謂う。
當騰。／嘉手。●以洞庭司馬印行事。

	
	本文
	資料根拠
	
	陽陵が卒、遷陵に署す。

	
	
	用件
	
	それ律令を以て從事せよ。
之れに報ぜよ。

	
	附記
	
	當 (まさ)に騰 (つた)うべし。
●洞庭司馬が印を以て事を行う。

	
	書止
	-

	附記
	作成記録
	／嘉手す。

	
	集配記録
	-



卅（三十）三年三月辛未朔戊戌，司空騰敢言之：陽陵仁陽士五（伍）𩔂有贖錢七千六百八十。𩔂
戍洞庭郡，不智（知）何縣署。●今爲錢校券一，上。謁言洞庭尉，令𩔂署所縣[受][endnoteRef:3132]責 [3132:  “[受]”，文物、報告直作“受”，據文意改釋。] 

以受陽陵司﹦空﹦（司空。司空）不名計，問何縣官計付。署計年、名爲報。巳（已）訾責𩔂家﹦（家，家）貧弗
能入。𩔂有流辤（辭）、弗服，毋聽。道遠，毋環（還）書。報署主責發。敢言之。
四月壬寅，陽陵守丞恬敢言之：寫上。謁報，署金布發。敢言之。／堪手。	9-0009正
卅（三十）四年八月癸巳朔﹦（朔朔）日，陽陵遬敢言之：至今未報，謁追。敢言之。／堪手。
卅（三十）五年四月己未朔乙丑，洞庭叚（假）尉觿謂遷陵丞：陽陵卒署遷〖陵〗[endnoteRef:3133]。其以律令 [3133:  “〖陵〗”，文物、報告直作“陵”，據圖版改釋。] 

從事，報之。當騰﹦（騰騰）。／嘉手。●以洞庭司馬印行事。
　　敬手。	9-0009背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類③
（陽陵縣司空上行文書）
	書出
	三十三年三月辛未朔戊戌、司空の騰、敢えて之れを言う。

	
	本文
	資料根拠
	
	
	陽陵仁陽の士伍の𩔂、贖錢七千六百八十有り。𩔂、洞庭郡に戍するも、何の縣に署するや知らず。

	
	
	用件
	
	●今

	
	
	
	
	
	錢校券一を爲 (つく)り、上 (のぼ)す。謁うらくは、洞庭尉に言い、𩔂の署する所の縣に令して、責めて以て陽陵司空に受 (う)けしめよ。
司空、計を名せざれば、何の縣官の計に付するや問え。計の年・名を署して報を爲 (な)さしめよ。

	
	附記
	
	已に𩔂が家を訾責するも、家、貧にしてこれを入るる能 (あた)わず。𩔂、流辭・これに服せざる有るも、聽くなかれ。道遠ければ、書を還すなかれ（或いは「道遠く、書を還すなければなり」）。
報ずるに、主責發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	敬手す。

	
	集配記録
	-

	添付書類②
（陽陵縣上行文書）
	書出
	四月壬寅、陽陵守丞の恬 (てん)、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	寫 (うつ)して上 (のぼ)す。

	
	附記
	
	謁うらくは、報ぜられん。金布發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	／堪手す。

	
	集配記録
	- 



	添付書類①
（陽陵縣上行文書）
	書出
	三十四年八月癸巳朔朔日、陽陵の遬、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	今に至るも、未だ報ぜられざれば、追うを謁う。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	／堪手す。

	
	集配記録
	-

	文書本体
	書出
	三十五年四月己未朔乙丑、洞庭假尉の觿、遷陵丞に謂う。

	
	本文
	資料根拠
	
	陽陵が卒、遷陵に署す。

	
	
	用件
	
	それ律令を以て從事せよ。
之れに報ぜよ。

	
	附記
	
	當 (まさ)に騰 (つた)うべきは騰 (つた)えよ。
●洞庭司馬が印を以て事を行う。

	
	書止
	-

	附記
	作成記録
	／嘉手す。

	
	集配記録
	-



卅（三十）三年四月辛丑朔丙午，司空騰敢言之：陽陵叔作士五（伍）勝日有貲錢
千三百卌（四十）四。勝日戍洞庭郡，不智（知）何縣署。●今爲錢校券一，上。謁言洞
庭尉，令勝日署所縣責以受陽陵司﹦空﹦（司空。司空）不名計，問何縣官計、年。
爲報。巳（已）訾其家﹦（家，家）貧弗能入，乃移戍所。報署主責發。敢言之。
四月己酉，陽陵守丞廚敢言之：寫上。謁報﹦（報，報）署金布發。敢言
之。／儋手。	9-0010正
卅（三十）四年六月甲午朔壬戌，陽陵守丞慶敢言之：未報，謁追。
敢言之。／糾手。
卅（三十）五年四月己未朔乙丑，洞庭叚（假）尉觿謂遷陵丞：陽陵卒署遷陵。其
以律令從事。報之。當騰﹦（騰騰）。／嘉手。●以洞庭司馬印行事。
　　敬手。	9-0010背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類③
（陽陵縣司空上行文書）
	書出
	三十三年四月辛丑朔丙午、司空の騰、敢えて之れを言う。

	
	本文
	資料根拠
	
	
	陽陵叔作の士伍の勝日、貲錢千三百四十四有り。勝日、洞庭郡に戍するも、何の縣に署するや知らず。

	
	
	用件
	
	●今

	
	
	
	
	
	錢校券一を爲 (つく)り、上 (のぼ)す。謁うらくは、洞庭尉に言い、勝日の署する所の縣に令して、責めて以て陽陵司空に受 (う)けしめよ。
司空、計を名せざれば、何の縣官の計するや、年を問え。報を爲 (な)さしめよ。

	
	附記
	
	已にその家を訾 (せ)むるも、家、貧にしてこれを入るる能 (あた)わざれば、乃ち戍する所に移す。
報ずるに、主責發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	敬手す。

	
	集配記録
	-

	添付書類②
（陽陵縣上行文書）
	書出
	四月己酉、陽陵守丞の廚、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	寫 (うつ)して上 (のぼ)す。

	
	附記
	
	謁うらくは報ぜられん。報ずるに、金布發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	／儋手す。

	
	集配記録
	- 



	添付書類①
（陽陵縣上行文書）
	書出
	三十四年六月甲午朔壬戌、陽陵守丞の慶、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	未だ報ぜられざれば、追うを謁う。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	／糾手す。

	
	集配記録
	-

	文書本体
	書出
	三十五年四月己未朔乙丑、洞庭假尉の觿、遷陵丞に謂う。

	
	本文
	資料根拠
	
	陽陵が卒、遷陵に署す。

	
	
	用件
	
	それ律令を以て從事せよ。
之れに報ぜよ。

	
	附記
	
	當 (まさ)に騰 (つた)うべきは騰 (つた)えよ。
●洞庭司馬が印を以て事を行う。

	
	書止
	-

	附記
	作成記録
	／嘉手す。

	
	集配記録
	-



卅（三十）三年三月辛未朔丁酉，司空騰敢言之：陽陵谿里士五（伍）〖不〗[endnoteRef:3134]采有貲餘錢八百五十二。不 [3134:  “〖不〗”，文物、報告未釋，據文例補釋。胡平生〈讀里耶秦簡劄記〉（《中國文物報》，2003年）已指出：“這份文書所記當事人的名字有些問題，…….一處稱‘采’，一處稱‘不采’。”] 

采戍洞庭郡，不智（知）何縣署。●今爲錢校券一，上。謁〖言〗[endnoteRef:3135]洞庭尉，令署所縣責以受 [3135:  “〖言〗”，文物、報告未釋，據文例補釋。] 

陽陵司﹦空﹦（司空。司空）不名計，問何縣官計付。署計、年爲報。巳（已）訾責其家﹦（家，家）貧弗能入，乃
移戍所。報署主責發。敢言之。／四月壬寅，陽陵守丞恬敢言之。寫上。謁報，
署金布發。敢言之。／卅（三十）四年八月癸巳朔﹦（朔朔）日，陽陵遬敢言之：至今未報，謁追。	9-0011正
敢言之。
卅（三十）五年四月己未朔乙丑，洞庭叚（假）尉觿謂遷陵丞：陽陵卒署遷陵。其以律令從事。報之。當騰﹦。／嘉手。●以洞庭司馬印行事。
　　敬手。	9-0011背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類③
（陽陵縣司空上行文書）
	書出
	三十三年三月辛未朔丁酉[endnoteRef:3136]、司空の騰、敢えて之れを言う。 [3136:  卅三年三月辛未朔丁酉：始皇33 年3 月27 日。] 


	
	本文
	資料根拠
	
	
	陽陵谿里の士伍の不采、貲餘錢八百五十二有り。不采、洞庭郡に戍するも、何の縣に署するや知らず。

	
	
	用件
	
	●今

	
	
	
	
	
	錢校券一を爲 (つく)り、上 (のぼ)す。謁うらくは洞庭尉に言い、署する所の縣に令して、責めて以て陽陵司空に受 (う)けしめよ。
司空、計を名せざれば、何の縣官の計に付するや問え。計・年を署して報を爲せ。

	
	附記
	
	已にその家を訾責するも、家、貧にしてこれを入るる能 (あた)わざれば、乃ち戍する所に移す。
報ずるに、主責發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	敬手す。

	
	集配記録
	-

	添付書類②
（陽陵縣上行文書）
	書出
	／四月壬寅[endnoteRef:3137]、陽陵守丞の恬 (てん)、敢えて之れを言う。 [3137:  四月壬寅：始皇33 年4 月2 日。] 


	
	用件
	
	寫 (うつ)して上 (のぼ)す。

	
	附記
	
	謁うらくは、報ぜられん。金布發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	-

	
	集配記録
	- 



	添付書類①
（陽陵縣上行文書）
	書出
	／三十四年八月癸巳朔朔日[endnoteRef:3138]、陽陵の遬、敢えて之れを言う。 [3138:  卅四年八月癸巳朔=日：始皇34 年8 月1 日。] 


	
	用件
	
	今に至るも、未だ報ぜられざれば、追うを謁う。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	-

	
	集配記録
	- 

	文書本体
	書出
	三十五年四月己未朔乙丑[endnoteRef:3139]、洞庭假尉の觿、遷陵丞に謂う。當騰﹦。 [3139:  卅五年四月己未朔乙丑：始皇35 年4 月7 日。] 


	
	本文
	資料根拠
	
	陽陵が卒、遷陵に署す。

	
	
	用件
	
	それ律令を以て從事せよ。
之れに報ぜよ。

	
	附記
	
	當 (まさ)に騰 (つた)うべきは騰 (つた)えよ。
●洞庭司馬が印を以て事を行う。

	
	書止
	-

	附記
	作成記録
	／嘉手す。

	
	集配記録
	-



卅（三十）三年四月辛丑朔丙午[endnoteRef:3140]，司空騰敢言之：陽陵犛里[endnoteRef:3141]公卒廣有貲錢千三百 [3140:  卅三年四月辛丑朔丙午：始皇33 年4 月6 日。]  [3141:  “犛里”，簡報未釋，報告、選釋作“□□”，“犛”據館藏簡補釋，“里”據選編補釋。] 

卌（四十）四。廣戍洞庭郡，不智（知）何縣署。┘今爲錢校券一，上。謁言洞庭尉，令廣
署所縣責以受陽陵司﹦空﹦（司空。司空）不名計，問何縣官計付。署計、年爲報。
巳（已）訾其家﹦（家，家）貧弗能入，乃戍所。報署主責發。敢言之。／四月己酉[endnoteRef:3142]，	9-0012正 [3142:  四月己酉：始皇33 年4 月9 日。] 

陽陵守丞廚敢言之：寫上。謁報﹦（報，報）署金布發。敢言之。／儋手。
卅（三十）四年七月甲子朔辛卯[endnoteRef:3143]，陽陵遬敢言之：未得報，謁追。敢言之。／堪手。 [3143:  卅四年七月甲子朔辛卯：始皇34 年7 月28 日。] 

卅（三十）五年四月己未朔乙丑[endnoteRef:3144]，洞庭叚（假）尉觿謂遷陵丞：陽陵卒署遷陵。其以律令 [3144:  卅五年四月己未朔乙丑：始皇35 年4 月7 日。] 

從事。報之。當騰﹦。／嘉手。●以洞庭司馬印行事。
　　敬手。	9-0012背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類③
（陽陵縣司空上行文書）
	書出
	三十三年四月辛丑朔丙午、司空の騰、敢えて之れを言う。

	
	本文
	資料根拠
	
	
	陽陵□里の公卒廣、貲錢千三百四十四有り。廣、洞庭郡に戍するも、何の縣に署するや知らず。

	
	
	用件
	
	┘今

	
	
	
	
	
	錢校券一を爲 (つく)り、上す。謁うらくは、洞庭尉に言い、廣の署する所の縣に令して、責めて以て陽陵司空に受 (う)けしめよ。
司空、計を名せざれば、何の縣官の計に付するや問え。計・年を署して報を爲 (な)せ。

	
	附記
	
	已にその家を訾 (せ)むるも、家、貧にしてこれを入るる能 (あた)わざれば、乃ち戍する所に移す。
報ずるに、主責發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	敬手す。

	
	集配記録
	-

	添付書類②
（陽陵縣上行文書）
	書出
	／四月己酉、陽陵守丞の廚、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	寫 (うつ)して上 (のぼ)す。

	
	附記
	
	謁うらくは、報ぜられん。報ずるに、金布發 (ひら)けと署 (しる)せ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	／儋手す。

	
	集配記録
	- 



	添付書類①
（陽陵縣上行文書）
	書出
	三十四年七月甲子朔辛卯、陽陵の遬、敢えて之れを言う。

	
	用件
	
	未だ報を得ざれば、追うを謁う。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	／堪手す。

	
	集配記録
	-

	文書本体
	書出
	三十五年四月己未朔乙丑、洞庭假尉の觿、遷陵丞に謂う。

	
	本文
	資料根拠
	
	陽陵が卒、遷陵に署す。

	
	
	用件
	
	それ律令を以て從事せよ。
之れに報ぜよ。

	
	附記
	
	當 (まさ)に騰 (つた)うべきは騰 (つた)えよ。
●洞庭司馬が印を以て事を行う。

	
	書止
	-

	附記
	作成記録
	／嘉手す。

	
	集配記録
	-



卅（三十）年九月丙辰朔己巳，田官守敬敢言之：廷曰：令居貲目取船，弗予，謾曰亡﹦（亡。亡）不定，言論及
讂問；不亡，定謾者，訾遣詣廷。┘問之：船亡審。┘漚枲，迺甲寅夜水多，漚流包船﹦（船，船）毄
絕，亡。求未得。此以未定。史逐將作者氾中，┘具志巳（已）前上。遣佐壬操副詣廷。
敢言之。	9-0982正
九月庚午旦，佐壬以來。／扁發。    壬手。	9-0982背
	文書構造
	讀み下し文

	書出
	三十年（217）九月丙辰朔己巳（14）、田官守の敬、敢えて之れを言う。

	本文
	資料根拠
	
	廷曰わく、

	
	
	
	
	居貲の目に令して船を取らしむるも、これを予えず、謾 (あなど)りて亡 (うしな)いたりと曰う。亡いしも定まらずんば、論を言い及び讂問せよ（論及び讂問をを言え？）。亡わずんば、謾る者を定め、訾 (はか)りて遣し廷に詣 (いた)せ。

	
	用件
	
	┘之れを問うに、

	
	
	
	
	船亡わるるは、審らかなり。枲を漚 (ひた)すに、迺 (さ)る甲寅の夜水多く、漚流れて船を包み、船、毄 (なわ)絕えて、亡いき。求むるも未だ得ず。此を以て未だ定めず。
史逐、作する者を氾中に將 (ひき)う。

	
	附記
	
	具志、已に前に上せり。佐壬を遣わし副を操りて廷に詣す。

	書止
	敢えて之れを言う。

	作成記録
	壬手す。

	集配記録
	九月庚午旦、佐の壬、以て來る。／扁發 (ひら)く。



廿（二十）八年八月戊辰朔丁丑，酉陽守丞又敢告遷陵丞主[endnoteRef:3145]： [3145:  “又”，簡報、發掘報告作“□”, 據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》、館藏簡補釋。] 

高里士五（伍）順小妾壐餘有逮[endnoteRef:3146]，事已[endnoteRef:3147]，以丁丑遣歸[endnoteRef:3148]。 [3146:  “高”，簡報、發掘報告作“亭”, 據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》改釋。“壐”，簡報、發掘報告作“□”,《校詁》、館藏簡作“璽”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋，。“逮”，簡報、發掘報告作“律”,據館藏簡改釋。]  [3147:  “已”，簡報、發掘報告作“□”，據館藏簡補釋。]  [3148:  “以丁丑”，簡報、發掘報告均作“□□□”，據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》、館藏簡補釋；“遣歸”，簡報、發掘報告均作“遷□”，據館藏簡補釋。] 

令史可聽書從事。敢告主[endnoteRef:3149]。／八月甲午，遷陵拔謂都	9-0986正[endnoteRef:3150] [3149:  “敢”，簡報、發掘報告作“□”, 據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。“告主”，簡報、發掘報告作“□□”, 據殘留筆畫和文意補釋。]  [3150:  此簡圖版、釋文見於簡報、發掘報告。] 

鄕嗇夫：以律令從事。／朝手。卽〖令〗走印行都鄕。
八月壬辰水下八刻，隷妾以來。朝半[endnoteRef:3151]。    樛[endnoteRef:3152]手。	9-0986背 [3151:  “朝”，簡報、發掘報告作“□”，據圖版補釋。]  [3152:  “樛”，簡報、發掘報告作“□”, 據施謝捷《里耶秦簡釋文稿》補釋。] 

	文書構造
	讀み下し文



	添付書類
（上行文書）
	書出
	二十八年八月戊辰朔丁丑、酉陽守丞の又、敢えて遷陵丞主に告ぐ。

	
	本文
	資料根拠
	
	高里の士伍の順が小妾の壐餘、逮有り事已み、丁丑を以て遣りて歸らしめたり。

	
	
	用件
	
	令史、書に聽 (したが)いて從事すべし。

	
	書止
	敢えて主に告ぐ。

	附記
	作成記録
	樛手す。

	
	集配記録
	八月壬辰水下八刻、隷妾以て來る。朝半 (ひら)く。

	文書本体
	書出
	／八月甲午、遷陵の拔、都鄕嗇夫に謂う。

	
	用件
	
	律令を以て從事せよ。

	
	附記
	
	

	
	書止
	

	附記
	作成記録
	／朝手す。

	
	集配記録
	-卽に走の印に令して、都鄕に行れしめたり。（筆跡の同異は判然せず）



司空徒□□薪未□□[endnoteRef:3153]〼	J1⑩0184 [3153:  “未”下一字，選編等作“/”，據圖版改釋。] 


南里戶人士五贅　　〼
　　          　　□大女子姤　　〼J1⑩0587[endnoteRef:3154] [3154:  本簡釋文據張春龍〈里耶秦簡中戶籍和人口管理記錄〉（簡帛網2009年11月16日）。初出爲《里耶古城·秦簡與秦文化研究》，科學出版社2009年10月。] 


何┘有〼	J1⑩1594正
杜□令人〼	J1⑩1594背

鞫之：越人以城邑反，蠻、┘𧘭，┘害不智（知）	J1⑫0010正[endnoteRef:3155] [3155:  簡報以此面爲背面。] 

廿六年六月癸丑，遷陵拔訊榬、蠻、┘𧘭	J1⑫0010背

上御史爲群[endnoteRef:3156]□□發[endnoteRef:3157]〼	J1⑫0877 [3156:  “羣”，選編作“幸”，據館藏簡改釋。]  [3157:  “□□”，選編、館藏簡作“□□□”，據圖版改釋。] 


●凡廿八戶	J1⑫0991[endnoteRef:3158] [3158:  本簡釋文據張春龍〈里耶秦簡中戶籍和人口管理記錄〉（簡帛網2009年11月16日。初出爲《里耶古城·秦簡與秦文化研究》，科學出版社2009年10月）。] 


〼[endnoteRef:3159]受貳春鄕粟﹦（粟米）十石，以稟卒追□[endnoteRef:3160]〼[endnoteRef:3161]	J1⑫1409 [3159:  目黒注：○上部が断簡かどうは判別難しい。穀物出納簡と書式が異なるので、文書の一部とみる余地がある。写真では簡の右側上部に切れ込りがあり、また側面がデコボしているようにみえるため、幅広の簡の断片である可能性もある。
｛なお、記載の様式論的特徴からすれば、必ずしも出納簡と書式が異なるとは言えない。つまり、文章は出納行為・行為者（受ける方は上部残欠部分）・出納目的という三つの項目からなっている。むしろ、簡の形状・字配り等から、証明文書よりも通常の往来文書の印象を受けるというべきか｝]  [3160:  “追”，選編簡作“□”，據館藏補釋。]  [3161:  9-0050には貳春鄕の「備盗賊粟﹦（粟米）」が見えている。] 


及令它縣當輸粟遷陵□□□[endnoteRef:3162]	J1⑫1516 [3162:  “令”，選編作“□”，據館藏簡補釋。] 


〼洞庭泰（太）守府　　〼
〼時守府快以來。　　〼	J1⑯0001[endnoteRef:3163] [3163:  此簡釋文最初見於選釋、發掘報告，圖版見於選編，後收館藏簡。] 


尉曹書二封，丞印。
一封詣零陽，
一封詣昆陽邑。　　九月己亥水下八〖刻〗，走印以〼	J1⑯0003[endnoteRef:3164] [3164:  此簡釋文最初見於選釋、發掘報告，圖版見於選編，後收館藏簡。] 


廿（二十）七年二月丙子朔庚寅，洞庭守禮謂縣嗇夫、卒史嘉、叚（假）卒史穀、屬尉：令曰：傳送、委輸，必先悉行
城旦舂、隸臣妾、居貲贖責。急事不可留，乃興䌛（徭）。┘今洞庭兵輸內史及巴、南郡、蒼
梧輸甲兵當傳者多，節（卽）傳之，必先悉行乘城卒、隸臣妾、城旦舂、鬼薪白粲、居貲贖
責、司寇、隱官、踐更縣者。┘田時殹，不欲興黔首。嘉、穀、尉各謹案所部縣卒、徒隷、居
貲贖責、司寇、隱官、踐更縣者薄。有可令傳甲兵，縣弗令傳之，而興﹦黔﹦首﹦（興黔首，興黔首）可
省少，弗省少而多興者，輒劾移縣﹦（縣。縣）亟以律令具論[endnoteRef:3165]。當坐者，言名夬（決）泰（太）守府。嘉、 [3165:  簡9-2283在“具論”下有鈎形符號，本簡斷句據此。] 

穀、尉在所縣上書嘉、穀、尉。令人日夜端行。它如律令。	J1⑯0005正
三月丙辰，遷陵丞歐敢告尉、告鄕、司空、倉主：前書巳（已）下，重聽書從事。尉
別都鄕、司﹦空﹦（司空，司空）傳倉；都鄕別啓陵、貳春。皆勿留脫。它如律
令。／釦手。丙辰水下四刻，隸臣尚行。
三月癸丑水下盡，巫陽陵士五（伍）匄以來。／邪半。
二月癸卯[endnoteRef:3166]水十一刻﹦（刻刻）下九，求盜簪褭陽成辰以來。／羽半。    如手。	J1⑯0005背 [3166:  
J1⑯0005
下達（洞庭）2月15日		廿（二十）七年二月丙子朔庚寅，洞庭守禮謂縣嗇夫、
下達の受信記録2月28日（？）		二月癸卯 水十一刻﹦（刻刻）下九，求盜簪褭陽成辰以來。
下達の受信記録3月08日		三月癸丑水下盡，巫陽陵士五（伍）匄以來
下達（遷陵、重）3月11日		三月丙辰，遷陵丞歐敢告尉、告鄕、司空、倉主：
下達の送信記録3月11日		丙辰水下四刻，隸臣尚行。

J1⑯0006
下達（洞庭）2月15日		【廿（二十）七】年二月丙子朔庚寅，洞庭守禮謂縣嗇夫、
下達の受信記録3月03日		【三？】月戊申夕，士五巫下里聞令以來。
下達（遷陵）3月05日		三月庚戌，遷陵守丞敦狐敢告尉、
下達の送信記録3月05日		庚戌水下□刻，走袑行尉。
上申（遷陵、処理報告？）3月13日		三月戊午，遷陵丞歐敢言之
上申の送信記録3月14日		己未旦，令史犯行。
以上の文書は、3月3日と3月8日に、県の道次経由と卒史経由で遷陵県に届いた。2月28日は、遷陵県に届く前に、它県もしくは卒史に届いた日付である。どちらの文書が県経由でどちらが卒史経由で届いたかは、判断し難い。卒史が転送に当たり転送という趣旨の文書を附していないのは、洞庭郡の元の文書がすでに卒史と県嗇夫を同時に宛名にしているからであろうか。] 

	文書構造
	讀み下し文

	添付書類①
（陽陵縣司空上行文書）
	書出
	二十七年二月丙子朔庚寅、洞庭守の禮、縣嗇夫・卒史の嘉・假卒史の穀・屬の尉に謂う。

	
	
	
	
	令に曰わく：

	
	本文
	資料根拠
	
	
	傳送・委輸は、必ず先に悉く城旦舂・隸臣妾・居貲贖責を行 (や)るべし。急事、留むべからずんば、乃 (すなわ)ち徭を興す。

	
	
	用件
	
	┘今

	
	
	
	
	
	洞庭が兵、內史に輸 (おく)り及び巴・南郡・蒼梧、甲兵を輸 (おく)り當 (まさ)に傳うべき者多し。卽 (も)し之れを傳えば、必ず先に悉く乘城卒・隸臣妾・城旦舂・鬼薪白粲・居貲贖責・司寇・隱官・更を縣に踐む者を行れ。田 (たがや)す時なるや、黔首を興さんと欲せず。
嘉・穀・尉、各々謹みて部する所の縣卒・徒隷・居貲贖責・司寇・隱官・更を縣に踐む者が薄を案ぜよ。令して甲兵を傳えしむべき有るに、縣これに令して之れを傳えしめずして黔首を興し、（または）省少すべきに、これを省少せずして多く興す者は、輒 (ただ)ちに劾して縣に移せ。縣は亟やかに律令を以て具論せよ。當 (まさ)に坐すべき者は、名・決を太守府に言え。嘉・穀・尉在る所の縣は、書を嘉・穀・尉に上せ。

	
	附記
	
	人に令して日夜端行せしめよ。

	
	書止
	它は律令が如くせよ。

	附記
	作成記録
	如手す。

	
	集配記録
	三月癸丑水下盡、巫陽陵の士伍の匄、以て來る。／邪半 (ひら)く。



	文書本体
	書出
	三月丙辰、遷陵丞の歐、敢えて尉に告げ、鄕司空・倉主に告ぐ。

	
	用件
	
	[bookmark: _Hlk67296161]前書已に下したれば、重ねて書に聽 (したが)いて從事せよ。

	
	附記
	
	[bookmark: _Hlk67296211]尉は、都鄕・司空に別ち、司空は倉に傳えよ。都鄕は、啓陵・貳春に別て。皆な留脫するなかれ。

	
	書止
	它は律令が如くせよ。

	附記
	作成記録
	／釦手す。

	
	集配記録
	丙辰水下四刻、隸臣の尚、行る。（筆跡の同異は判然せず）



【廿（二十）七】年二月丙子朔庚寅，洞庭守禮謂縣嗇夫、卒史嘉、叚（假）卒史穀、屬尉：令曰：傳送委
【輸，】必先悉行城旦舂、隸臣妾、居貲贖責，急事不可留，乃興䌛（徭）。┘今洞庭兵輸內史及巴、
南郡、蒼梧輸甲兵當傳者多。節（卽）傳之，必先悉行乘城卒、隸臣妾、城旦舂、鬼薪白粲、居
貲贖責、司寇、隱官、踐更縣者。┘田時殹，不欲興黔首。嘉、穀、尉各謹案所部縣卒、徒隷、居
貲贖責、司寇、隱官、踐更縣者薄，有可令傳甲兵，縣弗令傳之而興﹦黔﹦首﹦（興黔首，興黔首）可省
少，弗省少而多興者，輒劾移縣﹦（縣。縣）亟以律令具論。當坐者，言名夬（決）泰（太）守府。嘉、
穀、尉在所縣上書嘉、穀、尉[endnoteRef:3167]。令人日夜端行。它如律令。	J1⑯0006正 [3167:  此處斷句，參考馬怡〈里耶秦簡選校（連載一）〉（簡帛網，2005年11月14日），其云：
“嘉、 穀、尉在所縣上書嘉、穀、尉，令人日夜端行”，《選釋》、《初讀》、《劄記》皆作“嘉、穀、尉在所縣上書，嘉、穀、尉令人日夜端行”，似未與文意盡合。因 本文書的命令對象主要是洞庭郡所轄縣的“縣嗇夫”，亦包括駐在“所部縣”的“嘉、穀、尉”等官員，故上書者當主要是各縣的“縣嗇夫”，而不僅是“嘉、穀、 尉”。] 

三月庚戌，遷陵守丞敦狐敢告尉、告鄕、司空、倉主：聽書從事。尉別書都
鄕、司﹦空﹦（司空，司空）傳倉；都鄕別啓陵、貳春。皆勿留脫。它如律令。／釦手。庚戌水下□
刻，走袑行尉。
三月戊午，遷陵丞歐敢言之：寫上。敢言之。／釦手。己未旦，令史犯行。
〼月戊申夕，士五巫下里聞令以來。／慶半。    如手。	J1⑯0006背
	文書構造
	讀み下し文

	添付書類①
（陽陵縣司空上行文書）
	書出
	

	
	
	
	
	

	
	本文
	資料根拠
	
	
	

	
	
	用件
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	附記
	
	

	
	書止
	

	附記
	作成記録
	

	
	集配記録
	



	文書本体
	書出
	

	
	用件
	
	

	
	附記
	
	

	
	書止
	

	附記
	作成記録
	

	
	集配記録
	



[bookmark: _Hlk524734800]廿七年二月丙子朔庚寅洞庭守禮謂縣嗇夫卒史嘉叚卒史穀屬尉令曰傳送委輸必先行〼
城旦舂隸臣妾居貲贖責急事不可留乃興䌛┘今洞庭兵輸内史及巴南郡蒼梧輸〼
兵當傳者多節傳之必先悉行乘城卒隸臣妾城旦舂鬼薪白粲居貲贖責司寇隱
官踐更縣者┘田時殹不欲興黔首嘉穀尉各謹案所部縣卒徒隸居貲贖責
司寇隱官踐更縣者薄有可令傳甲兵縣弗令傳之而興黔首興黔首可省少弗省而多興〼
輒劾移縣縣亟以律令具論┘當坐者言名夬泰守府嘉穀尉在所縣上書嘉穀〼
令人日夜端行它如律令／壬辰洞庭守禮重白新武陵別四道以道次傳別書〼	9-2283正
到輒相報不報追之皆以郵門亭行新武陵言書到／□手〼
三月辛酉遷陵丞歐不告尉告鄕司空倉主聽書從事尉別書都鄕司〼
傳倉都鄕別啓陵貳春皆勿留脱它如律令卽報酉陽書到／釦手壬戌〼
隸臣尚行尉及□□□　〼
三月丁巳水下七刻隸臣移以來／爽手　如手〼	9-2283背

倉八人。司空三人。」少內七人。」	J1⑯0008正
〼之令曰上，敢言之。	J1⑯0008背

廿六年五月辛巳朔庚子，啓陵鄕㢑敢言之：都鄕守嘉言渚里不〼
劾等十七戶徙都鄕，皆不移年籍┛。令曰移言。今問之劾等徙〼
書告都鄕，曰啓陵鄕未有牒，毋以智（知）劾等初產至今年數，〼
皆自占。謁令都鄕自問劾等年數。敢言之。	J1⑯0009正[endnoteRef:3168] [3168:  本簡釋文最初見張春龍〈里耶秦簡中戶籍和人口管理記錄〉（簡帛網2009年11月16日。初出爲《里耶古城·秦簡與秦文化研究》，科學出版社2009年10月），圖版和新釋文見……。] 

□遷陵守丞敦狐告都鄕主：以律令從事。／逐手。卽〼
甲辰水十一刻﹦（刻刻）下者十刻，不更成里午以來。／貄半。　　〼	J1⑯0009背
	文書構造
	讀み下し文



	添付書類
（上行文書）
	書出
	廿六年五月辛巳朔庚子、啓陵鄕の㢑、敢えて之れを言う。

	
	本文
	資料根拠
	都鄕守の嘉、言えらく、

	
	
	
	渚里の不【更の……】劾等十七戶、都鄕に徙るも、皆な年籍を移さず。

	
	
	
	令して曰わく

	
	
	
	移して言え。

	
	
	用件
	今、之れを問うに、

	
	
	
	
	劾等、徙【……】書もて都鄕に告げて曰く、
啓陵鄕、未だ牒有らず、以て劾等の初めて產まれしより今に至るの年數を知るなし。【……】皆自占せしめよ。
謁うらくは、都鄕に令して具に劾等に年數を問わしめよ。

	
	書止
	敢えて之れを言う。

	附記
	作成記録
	甲辰、水十一刻刻下者十刻、不更成里の午、以て來る。／貄半 (ひら)く。

	
	集配記録
	【……。】

	文書本体
	書出
	【……】遷陵守丞の敦狐、都鄕主に告ぐ。

	
	本文／書止
	
	律令を以て從事せよ。

	附記
	作成記録
	卽ちに【某人に行らしむ。】

	
	集配記録
	／逐手す。-



〼賈里爲縣將采赤金。	J1⑯0223
【……】賈里、縣が爲に采赤金を將いる。

歲并縣官見積戶數以負筭以爲程·課省甲十一	J1⑯0521[endnoteRef:3169] [3169:  本簡釋文據張春龍〈里耶秦簡中戶籍和人口管理記錄〉（簡帛網2009年11月16日。初出爲《里耶古城·秦簡與秦文化研究》，科學出版社2009年10月）。] 


■卅（三十）卅（三十）一年工用
■計巳（已）事廿（二十）九
■年卅（三十）年
■計籍志副
■具此中。	J1⑯0752
三十・三十一年の工用計の已みたる事の、二十九年・三十年の計籍の志と副、此の中に具わる。
三十・三十一年の工用計に上計すべきことで、すでに処理済みとなっている事に関連する二十九年・三十年の計籍[endnoteRef:3170]の志と副、此の中に具わる[endnoteRef:3171]。 [3170:  計籍とは、上計のために原簿からデータを集計して作成した籍か。ここでは、29年と30年にすでに郡に提出したものを指しており、県に残るのはその副本や志（目録？摘要？）のみである。]  [3171:  この簡が付けられた笥には、二十九年・三十年の計籍の志と副のみ入っており、「三十・三十一年の工用計の已みたる事」はそれが30年と31年の工用計にかかる処理済み案件と関連するという意味の注記である。] 


新黔首戶百六男千卌六人小男子〼	J1⑯0950[endnoteRef:3172] [3172:  本簡釋文據張春龍〈里耶秦簡中戶籍和人口管理記錄〉（簡帛網2009年11月16日。初出爲《里耶古城·秦簡與秦文化研究》，科學出版社2009年10月）。] 


言□		大女子旦	□〼
　　     	二			J1⑯1069[endnoteRef:3173] [3173:  本簡釋文據張春龍〈里耶秦簡中戶籍和人口管理記錄〉（簡帛網2009年11月16日。初出爲《里耶古城·秦簡與秦文化研究》，科學出版社2009年10月）。] 
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